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袭己ー 1 

あえ j 貝 

小 楠 先生 遭難 以後 七十 年。 初めて 其 の 傅 記と 遣 稿と を、 一 部の 書と 

して、 天下に 公に する を 得た る は、. 楚に慶 贺に堪 へざる 盛事で ある。 元 

1^ 先生 は 、幕府 瓦解 期より 明治の 新政に 移る、 過渡 時代に 於け る、 最も 特 

色 あり、 最も 異彩 ある 人物 だ。 共の 傅 記 は、 當 然 先生の 死 を距る 遠から 

さる 時期に 出で 來る ベ き 害 だ。 そ れが 今日 迄 遷延す るに 至った の は、 

種々 の 事情と 理由と が ある。 

而 して その 中の 主なる 一 は、 先生が 實 學を唱 へ、 文藝を 記誦 詞萃 の學 

として 斥けた る 結お 先生 自身 は文藝 上の 敎養も 深^で あつたに 拘ら 

ず、 ま ノ の 門人 等 は、 餘 りに 所謂る 赏學に 偏して、 先生の 傳記を 編 慕す るの 

筆 を 持つべき 程の 人物が — 皆 無 と は 云 はぬ が— 乏しかった 爲と 云 は 

序  文  . 


ね ば な ら ぬ。 極 言 す れ ば、 先 生 自 ら が、 そ の 傅 記の 編 慕 を遲延 せしめた 

とい ふこと、 なる。 

其の. ffi にも 尙ほ  一二の 理 由、 及 び 事情が ある。 先生の 身邊に 幾多の 

難 1^ が 未決の 俊 蟠りゐ たる ことが その 一。 資料 缺乏 し、 且 つ 散佚して、 

鬼 築に 困難なる ことが その 二。 それよりも 先生 自身 が、 雲 間の 游 龍、 凡 

^^る傅記者の手にて描くべ く、 餘 りに 困難の 代物であった 爲だ。 

XXX 

M だ此 間に 於 て、 先 生を傳 ふるに 足る もの は、 一 部 の 『小 楠 遣 稿』 で あ つ 

た。 是 書 の 編 慕 は、 先生の 嗣子 横 井 時 雄 君 がぽ ら 所望した もの で あ つ 

たこと は 勿論 で あ る が、 專 ら その 勞に任 じたる は、 予 が 父 德 富 一 敬、 予 が 

叔父 卽ち 一 敬の 弟、 江 口 高廉、 併 せて 予 であつ た。 

これ は 明治 二十 二 年の 事で あ り、 そ の 出版 は專ら 勝 海 舟 先生の 斡旋 


に 依って 出で 来った。 而 して 卷 首に 揭 げた る 『小 楠 先生 小 傳』 は、 江 口  一  S 

廉の 執筆に し て、 赏 は予の 父と 合作と 云 ふ も 可。 『小 楠 遺 讓は 更に 明治 

三十 一 年 五月に 再版した が、 今 日 は 最早 ゃ絕版 書で ある。 今日 か ら 见 

^ ば 是 書 は、 遺 稿と 云 ふ も、 そ の 主なる もの を擧 げたる に 止ま り、 こ れ を 

增 補す ベ く、 且 つ 順 序、 排 列 等、 訂 正 す ベ き 點、 甚 だ鮮 くない。 然も これ 迄 

橫井小 摘に 就 い て 知る ベ き 根本 资料 は、 單 り是書 あるの み で あ つ た。 

XXX 

予の父 は 云 ふ 迄 も 無 く、 十 六 歳より 小 楠 門下と な り、 父 の 三人 も 亦 

た その 門下で あり。 延 いて 予 等の 姻戚 關係 は、 殆 んど 皆な 小 楠 門下で 

無 け れ ば、 所 謂る 實學逑 の 系統 を 引いた る 者の みであった。 斯る 特別 

なる 關 係の 上から 見て も、 先 生の 遺稿と 傳 記と を 完成す るの 志 は、 敢 て 

人後に 落ちなかった が、 予 不肯 にして 自ら これに 當る能 はず。 爲 めに 


その 適 ：15： を 色す る こと 多年。 會 まこれ を 我が 山 崎 博士に 見出す こ 

と を 得た る は、 予 一人の 幸福に 止まらない。 依って 予は此 事 を 以て 屢 

層 山 崎 博士に 要 め、 勸 め、 且 つ 請 うた。 然も 博士 は 當 初 容易に これ を聽 

さなかつ た が、 遂 に 考慮の 上に 意 動く ところ あり。 更に これ を 博士の 

先 進、 卽 ち 博士と 同 鄕の田 中靑山 先生、 肥 後の 先輩 淸浦奎 党 伯、 及 び 安 

漢 城 翁、 其 の 他の 人々 に 諮った。 何れも 熱心に 您 通して 止まず。 此に 

於て 博士 も、 遂 に 慨然 意 を 決して 斯 事に 從 ふこと になった。 

爾來 博士 は 百事 を拋 ち、 寢 食 を 忘 れ、 尋 常の 勞カを 以てすれ ば、 十 年 を 

も 期す ベ きもの を、 殆 んど 全家 總 動員の 熱心 を 以て 約 四 年 を 費 し、 遂 に 

此の 傳 記と 遣 稿と を 就す こと を 得た る は、 赏 に 我等の 期待 以上の 好 成 

績 として 驚喜せ ざる， を 得ない。 


予が 何故に 此の 事業 

て は、 左 の 理由が ある。 

第 一、 橫井小 楠 は 維新 

の 周旋した る 時代精神、 

間に 鬱勃た る 所 謂 る 志 

博士 は 維新 時代の 雄 藩 

し て も、 そ の 交友の 上よ - 

格の 持主 で あ る。 

第二、 撗井小 楠 は 毁譽. 

誤解の 渦中に 出入した - 

最も 嚴正 公 平の 立場に、 

な ら ず、 第 三者より 見て： 


と 認 めた るかに 就い 

丄を傳 ふるに は、 志 + 

園 氣、 同 時に 志士の 胸 

得る 人た る を 要す。 

り、 そ の 環境の 上より 

りして も、 優 に 此の 資 

て、 そ の 一生 は 殆んど 

從っ て 彼の 傳 記者 は、 

記者 自ら が 然るの み 

中立 不偏の 人 で あ ら 


に 向つ て、 山 崎 博士 を 適材 

の 志士で ある。 維新の 志 

志士の 呼吸した る 時代 雰 

士氣 質なる もの を 把握み 

の 一 たる 土 佐 出身者で あ 

りして も、 そ の敎 養の 上よ 

褒 貶、 最 も甚 しき 人物に し 

と 云っても 不可 無し だ。 

あ ら ねばな ら ぬ。 單に傳 

又 た 然 り と 認 め ら る ベ き 


序  文  プ 

ねばならぬ。 此の 意味に 於て、 山 崎 博士 は 正に 其 人 で あ る。 

第 三、 a: 記者 は 其の 主人公に 對 して、 厳正 公平で あると 同時 に、 理 解 と 

； W 情と を 有たねば ならぬ。 熊 木； a 山 崎 博士 第二の 故鄕 にして、 然も 橫 

井 及び 其の 一 門に 關 する 文 書、 资 料 等 も、 博 土の 手に 存 する もの、 個人と 

して は 最も 多く、 又た 小 楠關係 者に 交友 鮮 からず。 從 つて 鏡 花 水 月、 小 

缩の眞 相 を 描く 傳 記者と し て、 跳 向 き で あ る。 

第 §1  、小 楠 先生の 身邊に は、 旣 記の 如 く、 單 に 誤解と いふば かりで 無 く、 

重大なる 問題、 卽 ち國體 論の 如 き、 宗 敎 論の 如き 點に 就いて、 大 なる 疑問、 

大 なる 謎 題が 剩存 して ゐる。 これ を解釋 する に は、 單 だ 熱情と 好 意 と 

を 以てすべ きのみ で な く、 極 めて 精 詳、 審 密 なる 科學的 考察と 解剖と を 

必. £ ^とする。 山 崎 博士 は本來 刀圭家と して、 科學 者た る 素養 あり" 最 

も その资 格に 富んで ゐる。 


第 五 、わ 楠 先生 は 神 智靈覺 の 人に し て、 そ の 文獻は 比較が ■ 乏しく. 0 ち 

これ ある も 天下に 散在し て、 こ れを 一鬼 集す る に、 最も 多大 の勞 力と 精根 

と を 要する こと は、 こ れ 亦た 旣 記の 通りで ある。 而 して 此の 點に 於て 

も、 精 力 絶倫の 山 崎 博士 は、 又 その 人で ある。 

尙ほ陣 士が良 史の材 である こと は、 そ の 前 義肥 後 醫 育 史』 を 2- て も、 こ 

れを 知る を 得べ く。 卽ち これ を 横 井 小 楠傳に その 力 を 用ゐる 時には、 

更に 一 層の 光彩 を發揮 せらる ベ き を、 我 等が 期待した る は、 當 然 の こ と 

と 云 はねば な ら ぬ。 

XXX 

人 或は 予が @ ら難 きを 避け て、 こ れを 博士に 讓 りたる を处 n むる もの 

あらん。 然も 如何に 子が 自ら 公平 を 期して 小 楠 先生の 傅 記 を 編 せん 

とする も、 予 の 立場 は餘 りに 問題の 主人公と 接近して、 その 爲に切 « の 
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る 能 は ざ る 虞れ が 多 い。 今 

希望 は 達成 せられた。 され 

く は 本書の 著者 其 人の 快 心 

ま いかと 忍 ふ。 

鼙を著 けんとす る も、 本 書 に 

と は、 斷 然疑を 容れな 


ゝ 0 


や 親に 山 崎 一 

ば 我等が 本 

の |2 に 比し 一 

脫帽 せず し 

の 如くに し 


全く 酬 いられた りと 云 は ね 


NT 


は な ら ぬ 一 

文壇の 盛事と 爲す も、 決 して 過當の 言 で 一 


X 
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，撗并 小 補 先生の 短所 缺點を 能く 知る 者で ある。 

，殆ん ど小植 先生 を 偶像視して E^i-^s: したが、 予. H 


身と して は、 彼 は 一 個の 藤 史上の 人物 なれ ば、 そ の 長短 は S ら 史眼に 分 

明 で あ る。 然. も 彼が 一代の 人 傑、 天 挺の 英 豪 で あった こと は、 疑 を容れ 

ない。 予の壯 時 曾て 左の 作が ある。 

祌機 靈覺自 天眞。 雪嶺 之 東 第 一 人。 

安 得， 作， 君 九 原 下 一 與 論 家 國大經 綸。 

『罕： 領 之 東 第 一 人』 と いふ 句に は、 或 は. 過 當と いふ 者 も あらう が、 然 も 當 

の 日本に 於て は、 小 楠 先生が 唯 一 人で 無い 迄 も、 第 一 人で ある こと は、 荷 

くも 本書 を熟讀 する 人 は 異議が あるまい。 予の 先生に 對 する 槪觀 は- 

曾て 草した る 先生 颈德 碑文 に、 大 維 把で は ある が 罄 くして ゐる。 今兹 

に 再說を 要しな い。 

『小 楠 遺 稿』 を 編纂す るに 際 し、 曾 て 物議の 因を爲 したる、 沼 山 閑居い や：：： 

の 中 『人 君 何 天 職』 の 一 首 を、 故 らに 削るべし との 怠 見 が、 或 る 人々 の 巾に 


あった。 然も 予は 堅く 爭 つて 曰く、 『此 詩 は縱令 誤解 を 招く にせよ、 く 

も 横 井 小櫥を 知る 者に は、 皆 な 知られて ゐる。 然るに 今 故ら にこれ を 

削 る は、 決 して 遣 稿 そのもの、 信 を 天下に 取る 所以で はない。 誤り を 

正 し、 疑 を釋 くに は、 自 ら 他に 方法の 存 する あら ん』 と。 ：K つて これ を 5^ 

ぐる こと- <  した。 

今 本書 を 讀 め ば、 それ 等の 點に 於て は、 爬 羅 别 抉、 快 刀亂 麻を斷 ち、 殆 ん 

ど X 毛 髮遣憾 無き に 幾き ものが ある。 卽ち 怪雲妖 霧に その 半身 を沒し 

た る 靈 山 が、 八 面 玲 瓏、 靑 天 白 曰の 下、 巍然 として 霄 間に 聲 立す るの 狀 が 

ある。 若し 小 楠 先生 をして これ を 知らし めん か、 必 ず 掌 を抵っ て、 我 心 

を 得たり と 叫 ぶ で あらう。 

X  ，  X  X 

尙ほ 本書の 刊行に 就いて は、 淸浦奎 堂 老伯を 初めと し、 後援の 君子 鮮 


く 無かった。 就. 中 小 楠 門下の 士、 長 野 桑 蔭 翁の 子、 貴 族 院議 員 長 野忠次 

君、 嫡 孫 S 野 友 傅 君の 如 き、 終 始斯 事の 完成に 向つ て 努力 せられた。 a 

餘其 カを效 したる 君子 甚だ 多かった の は、 小 楠 先生 遺 德の然 らしむ る 

所以で あらう。 而 して 不宵予 の 如き も、 亦 た 山 崎 博士の 是 著に 依つ て、 

多年の 希望 を 成就した るば かり で 無 く、 我 父 年来の 宿 僮 を、 辨 愤し得 た. 

る感 尤も 殷ん である。 

昭和 十三 年 四月 二十 五日 於 民 友 社 櫻 上 
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偉ん と 解す 可き 
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我 
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大 なる 小 楠 
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古手の 私が 
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外に は 全然 
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醫 育史』 な 
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殖. 時 流 を 拔 

至 情 • 遠 大 に 
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原 
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る 
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は須 
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ら 
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も 

力 
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ぬ 
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ぬ 

力 
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を 
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て、 一 


生 を 推さ る を 得す」 と 述べて 特に 柬 Si の 人と 云つ 

あ > 

旨 

る 


專 
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を 筆 

M 告ォ 

め よ 

ナ よ 

で あ 


せ 

う 

る 


-學- 

せ 


の 三 

人で 

沙汰 

. P ぴ 


長 

义 


具し 

ベ き 

ら う- 

质 目 

至 つ 


，、一 ) 


私 

1  し 


も 令 


そ れ 

は 生 

て も 

ま 


i 勤務して 醫 育と 醫 術に 從 事した 關係 から、 

i した。 其の 際 肥 後の W 洋醫學 の 興起と 發 

める を 認めた の で、 「肥 後の 西洋 醫 學附檢 


及び 病院 

一 番を公 

大 な る も の ュ 

して 草した 

因と なって 諸方 面から 小 楠 を 眺めて 見る と、 深 くして 

て 世界の 大勢 を 看破せ る 其の 識 見. 至 誠 國を憂 ふ る の 


篇は蘇 * 翁の 『古稀 祝賀 記念 知友 新 


て、 而も 緻密なる 其の 經綸ニ 身の 毁 i 〔褒 K を 顧み. f 


し 


a  序 

て 所信に 邁進す る 其の 勇氣は 

るに 至った。 其の 結果 小 楠 及 

をして 私 を 小 楠 宗 の 熱心なる 

昭和 七 年 私が 醫育 三十 年 を 

て 閑居す る 事と なる 

か り に、 私 に 小 楠の 傳 

識を 幾分 有し、 彼に 關 

る が、 私 の 立場が 其 の 

う。 と 云 ふの は、 偉 人 

し く、 彼 は 其の 爲に迫 

誤解 は淸算 せられ 切 

述べた 如く 一  世， の 俊 

の 如くに 崇拜 する 人 

て、 今 曰で も兩 極端の 

で 無い から その 何れ 


も 離脫し 

云 はぬ ば 

I あする 知 

算 へられ 

ら で あ ら 

最も 甚だ 

それでも 

然 も 上に 

は 之 を 神 

も 加. は つ 

本 生拔き 


び 

き 口 

己 

一一 m 

す 


害 

ら 


者 

ヽ 

を 

己 

一一： 一口 

ま 


さ 

も 無 

養 金 

-」 も 


の 

と 


書 

兎 


き H 


を 

囚 


千 

緣 

て 


の 韋 

故 者 


せ 

ヒヒ； 

私 

-べ 

を 


し 

本 


の 

む 


で あ- る 

筆蹟 を 

るに 至 

科大學 


淑 せ 


多 

の 


9 


曰 


さ 

な 


力 


る 肥 

通 せ 

持 合 

都合 


書 

角 誤解が 附物 

今 

多 


せ 

乃 


よ 


れ る 


力 

こ 


後 

力 


こと 一 ど 

鬼 集し 

つ た。 

返く 

諸 先 


ノ  J 


て 遂 

彼 を 

し む 

ち 小 

出來 

と な 


四 


り 


な ど 


て 彼 

し 


を 

こ 


畏敬 


を 

せ 


と 


そ 


同 

の 


時 

ま 


た 


て 


と 


力 ノ 

力 ら 

た と 


力.^ お. 

てるた の も 其の 理由に 

よい 點 ある を 知られた か 


が、 小 楠に 對 して は それが 

に は 凶 i に雜れ たので ある。 

毛 嫌 ひする 一 派が 存 する。 

る 小 楠で ある だけに、 一 方に 

楠の 生國 たる 熊 本で は 感情 

るので ある。 然るに 私 は 熊 

く、 小 楠宗に 入った とい ふ も 


の V 今 首】 ヽし だ から 吾が 佛 尊し の餘 りに 白 を 黑と云 ひ 曲 げ る こと も 無く  X- 楠の 

生 i を 素直に 記述し 得る かに 見える からで あらう。 某 先輩の 如き は 「あは， * 

人の 腹 を 二 千 人 も 剖いて 病苦から 救った さう だ が、 其 の功德 もさる 事な が ら、 小 

楠 一 人の {兔 を 雪ぐ 傳記 編述も 決して それに 劣らぬ 善根で ある」 とまで 云 はれ 

た。 如何にも 私の 專門は 産科 婦人科で あつたので 開腹術 は 可な り 多く 施した 

が、 そ れ でも 思 ふ樣に ゆかなかった の も 若干 ある。 況ゃ小 楠の 如き 大物に 刀 を 

揮 ふの はと 躊躇した が、 翻 つて 考 へ て 見る と 今日まで 小 楠の 傳記 又は 遣 .is とし 

て K に 公に せられて 居る の は 明治 二十 二 年に 出版され た 『小 楠 遣 稿』 を 主と 

し、 其 の 中の 「小 楠 先生 小傳」 を 材料と して 書かれた 二三の ものが あるば かり 

で、 小 楠と 並び 稱 せられた 象 山 は 勿 論、 上 記の 藤 田. 吉 田. 橋 本- 一 撟. 勝. 岩 聿高 杉. 坂 本 

等に は旣に 立派な 傳記ゃ 遺稿が 公に せられて ゐ るに 對 して は 餘 りに 簡 短 で あ 

るの みならす、 私の 已に 一鬼 集した もので も 『小 楠 遺稿』 を 補 ふに 足る ものが か 

なり 多い の を 見て 如何にも 小 楠に 對 して 相 濟 まぬ 氣 もす るの で、 多 少 で も 新 し 

い 內容を 載せた 傳記 及び 遺稿 を 公に して 後人 が 完 全 な 傳記を «  く 资料を 提供 

す るに は？ の 一鬼 集 癖 も 役に 立 つで あら う。 こ れ が 三 長 を 具 す る 史 , の 出 現 を 


待 s  ； の 工作 だと 云 ふ M 
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と 云 ふ 

とか 『 

や 松 陰 

小 楠 は 

じたと 
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力 
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參 畫 す 

る も の 


を 

面して 來 


口、  二 


/ 

作 

^ttl  ノ. - 

も 

力 

名 


ら 

で 


ク C? 

有 

。 柬 

に數 

一 一 ま 

ひふ 、 

も び 一 

1 , 一 

ォ す 

い ふ 

い の 

や 其 


野 

左 

さ 


も 


で 

ら 


も 

ギ 

ン 

の 


う I > 


自記し 


の もの 

^冉 >4J 

も 至つ 

間 と . 

.tin ら手 

れ亦後 

人達と 

、熊 本 


は晨： 

楠の 事 

然 ら ば 

『還曆 
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も 多く 消え去 
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の傳記 
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千 萬で 

此 の 上 

か ら、 兎 

り 得た 

摩 人の 


り 熱心 


の 事 で、 初 の 一 

材料 

し た が、 勞 の 徒 

行く こと はき 

すると ト 橘の 

を 書く のに は 

を 提供す る 人 

あ る。 

に 幾 多 得 ら れ 

に 角 今日 迄に 

る 叙述 は 


り 


ケ年は 助手 数 

の 鬼 集に 勉め、 

に大 なりし 割 

情 を冷靜 なら 

死 後 最早 七十 

頃 合 ひの 時期 

も 又 興 味 あ る 

ぬ 事 も 無から 

得た る资 料で 

： 5^ 餐 ーゴ. 阳^ 則 を 


人物 及び 事蹟 を は つきり 讀 

傳 記に 有 勝ちの 其の 短所 や 


陪 黑 W を 

の 短所 乃 

にして 苟 

, ど傅俊 a? 

を 新 8^ ォ 

繰返し 

如何にも 

げたれ 天 

ぬか も 知 


閑却して、 其の 長所 

至 は缺點 I 暗黑面 

くも 後の 史家 及 び 


载し 

て 云 

早 逢 

壽 を 全 

ォ ^ 


ふ 


ノ  - 


力 4 

〕 其 

う す 

し 


限り は 內容の 如何に 

が 再び 盲目 搜 しする 

に 開腹術なら 今少し 

せる 史家が 此 の 资 料 

閬明 せんこと を 祈る 

昭和 十三 年 五月 


楠の 如 

の胎兒 

る や 否 

遺稿 篇 

拘ら す 

の勞を 

手際が 

を 運用 


と 光明 面 をの み 誇 張 

はない— も 遠 盧 會 釋 

評 論 家 の 參考 とも な 

き 大人物の 傳記を 僅 

も ま だ 完 全に 發 育し 

や を 保し 難き 如 く、 本 

に は 小 楠の 筆に なり 

細大 悉く 收錄 して 其 

幾分 減じ 得た と 思 ふ- 

好かった がと &怩た 

して 小 楠 の 眞 價を發 


する 底の ものと は反對 に、 ト 缩 

なく 收錄 した。 又 公私の 文 W 

るべ く 思 はれる もの は 細大 之 

かに 三年 餘 にして 世に出す は 

て 居らぬ。 呱々 の聲を こそ 擧 

書 も 複瓿に 供せられ る に 過ぎ 

たる もので 著者の 眼に 觸れた 

の 出 所 を 註した か ら、 後 の 史家 

リ 傳記 篇は自 運の 文が 多い 爲 

る ものが ある。 偏に 將來 卓越 

揮し 以て 明治維新 史の 一 面 を 
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凡 

本書 は 傅 記篇と 遣稿篇 とに 別れ、 傳記篇 は 主として 其の 村 料 を 小 楠の 遣 稿 や 小 櫥に關 係 

る 諸種の 文赘 及び 遣 話に 採り (其の 遣 稿 及び 文書 は 露 蹟食本 或は 刊本 によった)、 其の 事 踵 

載せ 又は 之を傳 へた もの は 涉獵の 及べる 限り 悉く 之 を牧錄 した。 遣 稿篇は 「論 著」 「建 

類」 「書簡」 「詩文」 「談 錄」 「講義 及び 語錄」 の 六 類より 成り— 最後の 二 類 は 他人の 维記 

たもので 小 摘の 自記で はな い—、 旣刊 『小 楠 遣 稿』 に 於け る 「小 楠 先生 小傳」 及び 「中 

雪 江 日錄」 を 除け る 外の 內容 に、 奠 に 編者の 1 集した る 遣 稿 及び 關係 文書 を 加 へた もの 

ある。 此の 內小 楠の 書簡 特に 彼の 宿 許に 寄せた ものに は 或は 細かい 家事に 亙つ たり、 或 

內容の 重複した りした のが 頗る 多く 繁玻の 嫌 は あるが、 一 面に は當 時の 出 來事ゃ 小秘の 

動. 性 愦等を 知り 得る ので、 編者の 目に 觸れ たもの は 一 つも 拾て すに 收錄 した。 

傳 記. 遣 稿 兩篇に 引用せ る 文書 及び 小 楠の 遺稿に 於て、 

， 意味 不明の 點. 安 當 ならざる 用 語. 誤 字. 脫 字. 宛 字. 衍 字な ど ある も 原文に 從 ひて 訂正 を 加 

へ す、 其 等の 右側に 其の 由 を 註記 指摘した。 

， 原文の ま.^ なる は マ、、 其の 讀み 難き ものに は (不 明) (蟲 1  さ (破 れ) (磨 滅) などの 傍註に よ 

凡  例  1 


りて 共の 由 を 示した。 

ハ、 姓名 略 稱. 特 殊な 事情 關 係. 方 言 等に も 必要 ある 場合 は 註 を 加 へ た。 

二、 文字の 常用 活字に ある 限り は 原 體を存 する も、 已 む を 得な い 場合 は 正字 を 用 ひた。 

ホ、 假名 は 全部 平 假名に 統 一 して 國定敎 科 書 所用の 字 體を用 ひ、 叉 今日なら ば 假名で ある 

ベ き と こ ろ へ 敷. 茂. 而. 者 などの 漢字 を 用 ひて あるの は 假名に 改めた が、 た ぐ 之 を W ひたる 

は 文の 體裁上 や 其の 他の 理. S にて 原の 儘に したの も 多い。 

へ、 天皇と か將 軍と か 藩主と か 尊屬の 文字に 尊敬の 意 を 表すべく 擰 頭の 書 方 も 多い が、 今 

は 其 等 は 一 字 を 明ける に 止めた。 

三、 參 照の 爲に揷 入した 文書 は 時には 本文の 記事と 重複した り、 時 に は 叙述の 聯絡 を 傷 ふ 恐 

も ある が、 他 日 精 深なる 小 楠 傅 を 編 築す る 人に 史料の 一 助と もな り、 か つ は 材料 保存の ため 

にもなら うかと 載錄 し、 な ほ 其 等に は 活字の 組 方に 若干の 用意 を 加 へた。 

四、 傳記 及び 遣 稿 兩篇に 於て 文に も 詩に も總 ベて 句 讀點— 二つ 以上の 名詞 及び 語句の なら 

びた る 時 は その 間に • 點 ー を 付 し、 假 名 交り 文に 於て 濁點 あるべ きに は 之 を 付した 上 に、 漢 

文と 漢詩に は讀 者の 现 解し 易き 爲に 返り 點 をつ け、 時 に は 假名 交りに 書 下した り、 又 は 意 譯 

したりし たの も ある。 其 等に は 誤 讀. 誤 譯が 定めて 多 からん か を懼れ る。 
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らす 舊惯の 數へハ 牛に：：^ つた。 

。 本書に 牧め たもの は 共の 內容 

もの も ある。 遣 稿篇に 於て 「書 
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と虔 しゃかな 家中 町 


崎 正 


生 誕 

やまた 男ン 子の 產れ たげ なた い。 

にも 口々 に嗨 され て、 城 下內坪 井の 

聞え た。 頃 は 文化 六 年 八月 十三 日、 熊 本で はま だ 所謂 土 

さ嚴 しい 日であった。 時し も 同家 庭前の 老松に 奥く は 

へられる。 鶴 は 樹上に 巢く ふこと なしと 云へば 或は 鵠 

も 珍しい 瑞相 だと 云 ふので これが また 町中の 語 種と な 
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書の 主人公 小 捕 其の 人で あ る。 

人 は 一面 環境の 子で ある。 時代 は 偉人 を 生み 偉人 は 時代 をつ くる。 小 楠 出生の 其の 當時 

は 藩主に 細 川 齊玆が あ り、 德 川 幕府 は 十 一 代將軍 家齊の 世で 封建の 夢穩 かに 最も 幕政 華やか 

な顷 では あつたが、 而も 歐洲列 强の對 亞細亞 政策 は 南 は 印度から 支那に、 北 は 力 ム チヤ ッカ よ り 

れ ^ 府の 聲烕漸 サガ レ ン. 蝦夷 今の 北海道に 及 び、 我 が 日本の 邊疆 漸く 多事な らんと する 際であった。 卽ち文 

化の 元年に は 露 使 レザノフ 來 りて 慕 府に 互市 を 乞 ひ、 同 三 年. 四 年と 相次いで 北 邊に寇 し、 同 五 

年に は英 船長 崎に 來 りて 民家 を 掠めた に 守衛の 兵 之を禦 ぐに 術な く、 爲 に 長 崎 奉行 松 平圖書 

頭 S 英) は責を 負うて 自殺す るな どの 事 も ありて、 同年 十 一 月に は 達 示に より 肥 後 藩から も番 

船 ニ艘を # 一 遣され たこと が史 實に殘 されて ゐる。 小 楠が 生れた の は卽ち 其の 翌年で、 長 崎に 

始めて 砲 臺を築 き、 下 田 ゃ浦賀 などの 要港 及び 北 邊の發 備を嚴 重に すると 云 ふ 有様であった。 

窮 すれば 節 か --る 雰圍氣 の 下に 人と 成った 小 摘が 初 は 攘夷論 を唱 へ、 ほどなく 開國 論者と なり、 更に 海 

乃ち 見 はる 

國 論者と な り、 佐 久間象 山と 俱に 鎖國の 日本に ゐて 五大洲の 大勢 を 看破った 兩 眼球 だと 云 は 

,  れ、 彼の 高邁なる 識見 は 維新の 人傑 勝 海 舟 をして 「おれ は 今迄に 天下で 恐し いもの を 二人 見 

た、 橫井小 楠と 西 鄕南洲 だ」 と 歎ぜし めた。 支那の 范文正 公 は 「一大 下の 憂に 先立ちて 憂 ひ、 天 

下の 樂 しみに 後れて 樂 しむ」 と 云 ひ、 獨 逸の 經濟擧 者 d ィル ヘル ム. ロッシ ャ 1 の 語に も 「偉人 

は 磐へば 山の 顯に 立てる が 如く 天下に 先立ちて 旭日 を迎へ 、天下に 後れて 夕日 を 送る。 天下 


の 憂に 先立ちて 天下 を擾 へ、 天下に 後れて 慶び を頒 つ」 と ある。 小 楠の 一 生 はま さに 天下の 

何人に も 先立って 天下 を 憂へ て 其の 指導 的 役割 を 演じた ので あつたが、 非命に is れて 後れて 

なりと も樂 しむの 曰 は 無かった。 

家庭の 人々  小 楠の 父 は大平 (時 直) と 云って 此の 時 肥 後 藩の 穿鑿 所 HI 附を 勤めて 年 は廿七 歳、 母 かす 子 は 

同藩 永嶺 仁右衞 門の 長女で 二十 二 歳で あ つた。 祖母の 香 樹院— 其の 頃 は 夫に 死^す ると 法 

名を附 けて それ を 呼ぶ 風習であった— は 五十 一 歳で 尙 健在し、 唯 一 人の 兄 左 平 太 (時 明) は 二つ 

ちが ひの 三 歳だった。 當時は 二 男に 生 るれば 下手に すれば 一 生 部屋住みの 身に 終らねば な 

ら なかった の に、 彼は遂 に 世に も 稀なる isr 亞の 偉人と なった。 かの 瑞兆が かく も 彼に 幸 多き 

運命 を窗 さう と は 此の 麒麟 兒の 產聲を 聞いた 町中の 何人が 夢想し 得た 事 やら。 同家で は 共 

の 後 叉 一 男兒を 得た が、 母の 實家 を嗣 いで 永 嶺仁十 郞と稱 した。 

內坪 井町  小 楠 生誕の 內坪井 は 熊 本 市の 北、 熊 本 城址の 北東に 接する、 南北に 長く 東西に 狭い 町で ある。 

最近の 埋 立と 改墾 とで 町の 東 境に 沿うて 一道の 川が 流る.^ のみと なった が、 以 前 は 此の 邊は 

北. 西. 南 の 三方 はう ねりう ねつ た 坪 井川、 東方 は處 々鍵 形に なった 溱で 境され て、 川 は 勿論 岸 を 

掩ふ葉 も蔓も 四時 翠を泛 ベて ゐた。 藩 政 時代に は 城の 外廓の 一部 をな した 戶數百 二十 軒ば 

かりの 概して 中流 どころ の 家中 町— 明治 十 年の 役で 全部 燒 失して 今 は 殆ど 往ハ 牛の 面影 を 止 

めない までに 建 直った— であった。 此の 內评 井の 小天地に はどうし たもの か、 藩 政 時代から 
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明治の 初年に かけて 多種多様の 偉人 傑物が 生れたり 住まって ゐ たりした が、 吾 が 小 楠 は 其の 

中の Eg も 特色 ある 一人で ある。 

誕地點  小 楠が 此の 町で 生れた 事に は 正確な 記錄 もあって 何人も 異議 を 挾む 者 はない が、 どの 屋敷 

であった かに ついては はっきりし なかった。 著者 は 横 井家の 緣故者 や 此の 町の 古老な どに 

質して て も 一 向 要領 を 得す 殆ど 絕望 かと 思った が、 幸 なる 哉舊藩 時代に 細 川 家で 作られた 

熊 本 城下の 家中 町の 精密な 地 圖が數 十 枚存し て、 其 の 中に 內坪. 井の もの 前後 數枚を 見 出した。 

其の 圆には 各 屋敷の 區 劃. 坪 數 から 其の 家主の 氏名まで 明細に 記して あるので 小 楠の 生れた 

横 井家の 宅址を 的確に 突 止める こと を 得た の は、 深 入した 單騎が 目 ざす 敵 將の首 を 打取りし 

にも 比すべ き歡 喜で あ つた。 

其の 宅址 は、 現在の 內坪 井町 七十 七 番地に あって、 もと 坪 井川に 架せられ た觀音 橋の すぐ 下 * 

手、 今日の 九州 中央 高等 女舉 校の 運動場の 內の稍 東 寄の 處だ。 此處は 『天明 八 年迄內 坪井繪 

圖』 に は 小 楠の 祖父 橫井左 平 太の、 『文化 十 一 年 迄 內坪井 鎗圖』 に は 小 楠の 父大 平の 屋敷た 

る 事が 明記して あるから 文化 六 年に 生れた 小 楠の 生誕 地點 たる ことに は 最早 疑 ふべき 餘地 

がない。 

著者 は 此の 地 點を踏 杏して 見た が、 此處に はた^ 昔の 俤 として 「淸正 公 井」 と稱 する 特殊 

の 古 井が 殘 つて ゐて 今も淸 水が 湧き出て ゐる。 . 此の 邊の 人達の 中に 此の 井 は 小 楠の 家が 水. - 


(敷屋 るせ 記 ミ平大 井 横） 點 地 誕生 楠 小 

(L 圖输 井坪 內迄年 一十 化 文つ 藏廳縣 本 熊） 
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であった 事まで は 知って ゐ 

から 恐らく は 其の 以前から 

と 思 はれる。 

まなかった。 古老の 談 にて 

期 は 耽と 分らぬ。 然るに r 

_ 『文政 六 年 迄 高 田 原^ 圖』 

一 年より 文政 六 年 迄の 間 だ. 


る 者が ある が、 同 家 

あ つ て、 横 井家 で も 


は 小 楠の 十 

文政 八年內 

の 中の 水道 
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寫眞 でな りと 其の 面影に 接したい と 思って か 小 楠に それ を 求めた か ら、 彼 は 禮. 裝 で 撮影して 

差 出した ものら しい。. 卷嶽は 後年 t お 照の 事由と 所感と を 左の 如く 自書した 一 葉の 詩 箋を添 

へ て、 北ハ の 寫眞を 横 井家に 與 へたので かく 寶藏 せられて ゐ るの だ。 

.  小 楠 堂 先生 寫照 一枚 

^!^嶽の{::|眞記  余 靈岸邸 閉居の 時 先生 寫照を 

乞 ふ を以、 寫 さしむ る 物な り。 

當時寫 法 未レ開 故朗に 寫す あ 

たはす、 乍レ併 先生の 容貌 は 勢 

鬆 として 存 せり。 先生 今日 生 

存 しあら ば寫 了の みなら 

す 高德ハ 献宇內 に 輝きて 欺 政 

輔賛の 功 も 多 かるべし、 これ 

を遣憾 とす。 先生の 小 照 を 乞 ふ ものに 付授 する もの は 共 門 生春嶽 逸人 永。 明治八-！^^四：：：：廿五日。 
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卷嶽の 記せる 如くに 「當 時寫法 未， 開 」 であった 上 に、 今 や 八十 ハ牛も 時 を 經てゐ るせ いか 僅 

かに ®- 鬆 として 其の 容貌 を 知る に 足る のみで ある が、 そ れ でも 共の 肩 衣の 兩 肩の 紋の 「丸に 

三ッ 鱗」 なる 事 は 分って ゐる。 


「丸に 三ッ 鱗」 と 云へば 北條 氏の 紋だ。 『太平 記』 に 「時 政 參籠江 島 事」 と 題して 共の. a 

來が 書いて ある。 それに 據る と、 昔 銶倉 草創の 始北條 四郞時 政が 江 島に 參 籠して 子孫 繁昌 を 

祈願 し た が、 三 七日に 當る夜 不思議の 靈驗 があって 其の 跡に 大蛇の 鱗が 三枚 落ちて ゐた。 時 

政 は 所願 成就と 歡 喜して それ 以來 「三ッ 鱗」 を 家の 紋所と したと いふので ある。 小 楠の 肩 

衣に 其の 紋がぁ り、 叉 橫 井家 代々 の 名に 「時」 の 字の 冠せられ てゐ るの を兑 ると 同家が 北條 

遠 風 北 條時行 氏の 流 を 汲んで ゐる こと を 直感せ しめる が、 「横 井家々 系」 (不篇 「附 錄」 二に よれば して 共 

横 井と 稱す 

の 遠祖 は 北 條氏第 九 代 高 時の 第二 子で、 これ も 『太平 記』 の 幾 葉 か を 一 種變 つた 色彩で 塗 込 

き 

めて ゐる相 模ニ郞 時 行で ある。 彼が 正 平 八 年に 非業の 最後 を 遂げた 後 其の 子 時滿は 尾張國 

に 跡を晦 ました が、 時 滿 より 三代 目の 時 永が 姓 を 横 井と 改めてから 子孫 皆 之 を^ ひた。 

時 永から 始 つた 共の 横 井家 は、 足 利. 織 田. 豐 臣. 德 川に 重く 用 ひられて 高祿を 食み 多くの 支 家 

肥 後への 分流 に 分かれた が、 其 の 一から 叉 遠く 九州の 肥 後へ 分かれて 来たの があった。 卽ち 上記 時滿 から 

五代 目なる 時 延の第 四 子時久 は、 豫て 入魂であった 豐 前の 藩主 細 川 越 中守忠 利の 參覲 交代の 

上り下りに は 尾 張の 鳴 海驛に 行きて 晋 謁する を 例と した が、 寬 永 六 年 五月 忠利 下國の 節同驛 

にて 謁した 際 何なりと 望む 事 あらば 申せとの こと に、 時 久は弟 時恭の 子で 甥に 當る彌 次右衞 

門 時 次の 浪々 の 身と なり 居る を 召 抱 へられん 事 を 請うた。 其の 願 は 直ちに 容 れられ たので 

時 次は忠 利に HI 見して、 後より 其の 弟 時 助と 俱に豐 前 小 倉に 下 り、 宽 永 九年忠 利の 肥 後 移 封に 
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家に 比べる と 概して 家 

繽 して ゐ るの は、 時 次 の 

横 井と 呼ばれて ゐる。 

く 北條氏 の 後裔 である 
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隨 從し來 つたので あった。 

肥 後の 横 井家 は， 尾 張の 同 

或は 短く 續 いた。 現今 迄存 

四 男 時 長と の 末流で 俗に 三 

時 明 を 經て小 楠に 至った。 

以上に よれば 小 楠 は 正し 

先 の 或 者と は 甚だしく 異な 

は大ぃ に 見る ベ き 治績 も あ 

功 は 特筆大書 すべ き だが、 其 

て は 陽に 恭順 を 持し て も 陰 

弘に 於け る 不臣の 振舞に 至 

と 甚だしく 尊皇 精神， に 燃 ゆる 小 楠 はたと 

條執權 の 遣 口に つきて は 惡を惡 として 毫 

代 時頓と 供に 名 執 權と稱 せられて 歎稱す 

時の よく 政治に 勵 みたる 功績 を稱 へ、 『大 


る もので あつ 

り、 文 永. 弘 安 の 

の 遣 方 を 見る 

に 之 を 抑壓し 

りて は 神人 も 


た。 北條 

國 難に 際 

と 諸方 面 一 

て 以て 自ー 

偽に 容れ i 

ひ 彼の. 堪 

も 借す 

ベ き治鑌 

日本史』 ； 


，は 

二 男 時 

小 楠の 


い が、 亦 幾 流 か 

國 の 長男 時愼 

家 は 其の 時昭 


こ 


小 楠の 思想 


泰 時論 一 


其の 本心からで なく 已むを 得ざる に 出で たもの だ 


リ 然る 

氏 は 時 政より 高 時に 

し勇斷 以て 機宜の 處 

に 向 ひ て陰險 手段 を 

家政 權の 維持に 力め 

ざる ものが あった。 

先な りと も 否 寧ろ 祖 

る を 得なかった。 か 

や 美談 も傳 へられ、 『 

にも 彼の 承久に 於け 

と 記して ゐ るに 拘ら 


八 


に 分かれ て 或は 長く 

と 二 男 時 昭と時 次 の 

の 流で、 時秀. 時 元. 時 直. 


至 

, チ 


神 を 見る と 彼の 祖 

る 九 代 間、 民 政 上に 

を爲 した 時宗の 勳 

し、 特に 朝廷に 對し 

ので、 かの 承久ゃ 元 

謀 術策 を 忌 嫌 ふこ 


なる が 故に 此の 


匕 


第三 代 泰時は 第五 

皇正銃 記』 には泰 

不臣の 行爲を 以て 

小 楠は泰 時論 (遣 


槁篇 「詩文」 甲、 六 ) を艸 して 『大 日本史』 の 言 を 非な りと し、 「贼 臣顯に 其の 逆 を 行 ふ 者は晃 

え 易 く、 隱 に 其の 志 を 行 ふ 者 は 知り 難し。 かれ 泰時は 凶逆義 時より 浮ぎ 而 して 隱贼も 亦是ょ 

り 深き 者 あるな り」 と 論じ、 「嗟 乎 泰時は 奸贼の 尤なる 者、 以 て 天下の 愚 夫 を 欺き 亦 以て 名 公 

(曹 桑ノ  、力 sl?y^) 

E 儒 を 欺けば 則ち 夫の 操と 昭 との 如き も 未だ 以て 其の 凶 逆 隱贼を 比する に 足らざる を 知る 

なり」 とまで 云って、 篛時. 泰 時に 對 する 彼の 論評 は 如何にも 辛姊を 極めて ゐる。 叉 北 條第九 

代 高 時 も 後醍醐 天皇に 對し 奉りて 義 時. 泰 時に も 劣らざる 不臣 を 働いた が、 小 楠の 著 「南朝 史 

稿」 (遺稿 篇 「詩文」 甲、 九) を 見る と 小 楠の 特に 心 を濺ぃ で ゐる點 は 楠. 新 田. 北 學菊 池 氏 を 始め 

.  幾多の 忠勇 義烈の 士 の殉國 勤王の 美談の 宣 明で、 これに 對 照す るに は 常に 高 時 及び 尊 氏の 陰 

忠臣 義士 を景 謀 逆焰を 以てするな どビ ， ^にても 亦 其の 祖 たる 高 時の 不 Kll を嚴實 して ゐる。 小 楠 はかくの 

慕す 

如く 不臣の 輩に 對 して は 自分が 其の 後裔で あっても 之を惡 むこと 甚だしい と 同時に 皇窒に 

忠節 を盡 くした 人々 を 尊敬す る 念 は 人一倍 强 かった。 彼 は 忠臣 義士 を 尊敬す る餘り 共の 人 

達の 肖像 を畫 かせた り、 又 それ 等に 緣由 ある 物 を 身邊に 置いて まで も 追慕した。 かの 新田 義 

貞の戰 死した 地の 石 を 取 寄せたり、 (遺稿 篇 一三 七 頁) 楠 正 成の 立籠った 千 早 城^から は 竹と お 

と を 携へ歸 りて 其の 竹 を 軸と して 筆 を 造ったり (遣 犒篇ー 六 一 頁) したの も 其の 適例で ある。 

かくまで 楠. 新 田 諸氏 を北條 氏の 後裔た る 小 楠が 敬慕す るの は 聊か 異な やうで も ある が、 そ れ 

は 日本 國 民に 復 りて 恩 柳の 彼方に 憧懷の 人 を 見出した のであって、 これによ りても 小 稲の 思 
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想 精神が 现を乘 りて 情に 流れ す、 正 を 貴びて 邪を容 さぬ 熱烈なる ものた る を 窺 ふ 事 が. 出来る。 

|ー| 名と 號 

へ イシ ラウ 

小 楠 は 幼名 を义 雄、 通 稱を平 四 郞、 實 名 を 時存、 「「u ハ" 字 を 子 操と 稱 し、 長 齋. 小 楠. 

沼 山 は 其の 號 である。 

名と 號の. a 來 幼名 を义 雄と 稱 したの は、 弟 の 仁 十郞の 幼名が 三 雄で あるの を 見る と、 小 楠が 二 男であった 

からで あらう。 赏 名と 字 は 孟子に！ nj- ゆる 「操る とき は 則ち 存 し、 舍 つ る 時 は 則ち 亡 す、 出 入 時 

無 く、 其 の鄕を 知る こと 莫きは 惟れ 心の 謂 か」 に 取った でも あらう かと 思 はれる が、 通 稱の由 

來は 想像 もっかぬ。 號の沼 山 は、 居 を 沼 山 律に 移してから であるか ら、 其 の 地名に よった の は 

云 ふまで もな く、 長 齋 は、 彼 の 祖述した 孔子の 言 に、 「君子に 三畏ぁ り、 天 命 を 畏 れ、 大 人 を 長 れ、 聖 

人 の 言 を畏る 云々」 と あ り、 叉 彼 は 其の 尊敬して 止まぬ 舜が天 を 畏れた に 傲 ひて 自分 も 天 を 

敬畏 したので 恐らく は 此の!^ から 附 けたので は あるまい か。 此の 號は 四十 歲 頃まで は 用 ひ 

たやう だが 其の後に は餘り 見受けない。 沼 山 は 可な り 多く 用 ひられて 相當に 世に 知られて 

ゐ る が、 何 と 云っても 本名 や 通 稱を壓 倒せん ばかりに なって ゐ るの は 小 楠で ある。 然 らば 此 

の號は 何に 由來 して ゐる であらう か。 


.,7 楠 は 弘化四 年 城下 相撲 町に 家塾 を J はけた が、 此の 町 は 楠 町と 一 ト續き の 一 小衢 で、 小 稲の rag 

が 楠 町に 臨んで ゐ たから 塾 を 小 楠 堂と 名づ け、 遂 に 自ら も 小 楠と 號 したと 書いて ある 本 も あ 

る。 併し 楠 正 行の 爲 人に 傾倒して かく 號 したと 云 ふの が本當 らしい。 其の 事 は 小 稲の 自ら 

書いた もの. - 中には 見當ら ぬが、 小 楠と 最も 親しき 間柄であった 元 田永孚 (東 野) はこれ に 就き 

て 『小 楠 遣 稿』 践文 「小 楠 先生 遣 文 後 序」 (遣 稿篇  一 0 六 頁) 中に 「甞て 楠 正 行の 爲人を i おひ 

is^i 「小 て 自ら 小 楠と 號 せり」 と 書いて ゐ るし、 叉 塾 名に つきて は 『東 野 詩稿』 の 弘化四 年 (丁 未) の 作 

中に 「小 楠樓に 題す」 なる 古詩が あり、 それ を意譯 すると 左の通り である。 

, 弘化四 年 三月 横 井子の 書樓が 成就した。 爱で 聖人の 舉を 講習 するとい ふので、 其の 書樓に 命名して 小 楠樓と 

いふ ことにな つた。 あ X 彼の 小 楠 公 は、 其の 一 身 を 勤王の 爲に 捧げつ くし、 歌を献 じて 折角 賜 はった 宮女を 

辭 退した 其の 至誠の 精神 は 天地 を 貫く の概が ある。 自分 は 左 近 衞中將 新田 義貞の 事蹟 を 聞いて ゐる がどうし 

て 忠臣で ない とい はれよう か。 叉 曾 我 兄弟の 事蹟 を も 聞いて 居る が 其の 親に 報す る こと は 奪ら 純情から 出て 

ゐる。 之 を 要するに 義 貞は 忠、 曾 我 兄弟 は 孝で は ある けれども、 未だ 缺點 なき 忠孝の 極致 を t? 守た ものと は 一；" 

はれない、 義 貞は 內 侍の 局の 愛情に 惑溺し、 曾 我 十 郎は虎 御前の 色香に 迷うた から。 然るに 小 楠 公の 如き は 

醇 なる 上に も 又醇で 少しも 不純の 所がな く、 其の 行 爲は巍 然として 高く 群 を 出で 萬 古に 一旦 りて 法則と すべき 

ものが ある。 凡そ 天地の 間に はい つも 變らぬ 筋道が あって、 古今に 通じて 同 一 に 貫徹して ゐる。 それ は 子と 

して はた 5 親の 爲に 一 分を盡 くし、 臣 として はた 君の 爲に 一 身 を 捧げる まで ド ある。 g. 竞 忠孝の 二者に 對 
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して 兩 全の 行 を爲す こと 小 楠 公の やうで あれば、 これ 乃ち 道德の 中庸 を 得た ものである。 此の 道 は 天性より 

出で、 而 して 心の 裡に 存在す る。 總べ て 道に 志す ために は 女色に 遠ざかる ことが 先務であって、 其の 反 對に之 

に 近づけば 其の 結 rai- は當然 天理に 遠ざかる ことに 成る。 天理と 人欲と は 其の 距離 初 は 毫末の 差で あっても、 

.  . f..  一度 間遠へば 終に は 千里の 隔りを 

. 5^ 小 ^滤 
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も 生す る ものである。 横 井子 は 深 

くこ，^ に感 する 所 あり、 小 浦樓と 

い ふ 名 も それに 因ってつ けた もの 

だ。 今後 此の 樓に 登って 聖 擧を講 

習す る 者、 希く は 能く 此の 旨 を 胸 

中に 記憶して 貰 ひたい。 そこで 此 

の 詩 を 作って 其の 始を 警戏 し、 以 

て 其の 終 を 全うせん こと を 期待す 

る 0 


右に 對 して 小 楠 は 左の 如く 評して ゐる。 

此の 詩 「横 子 此に感 あり」 云々 以下 は 惜しい ことに は 今一 段發 揮す る 事が 足らぬ。 其の 爲に 前の 所では 折角 

金 龍に も譬 ふべき 名句 も、 末 句に なりて 掉 尾の 勢を發 揮す る ことの 出来な いのは 甚だ 興味 索然た るを感 する 


ので ある。 (原 漢文) 

文藻の 上 を かく 批評しながら 樓 名の 由来に つきて 一 言 もせぬ はこれ を 承認して ゐる證 で 

ある。 又 小 楠を師 とし 義兄弟と して 最も 深い 緣 故の ある 德富 洪水の 手書せ る 「小 楠翁實 感」 

の 中には、 或 日時 習 館 以来の 親友 長岡監 物が 小 楠に 其の 祖先の 壹岐 守が， 1 川幽齋 より 賜 はつ 

た 歌 だとて、 「身の 爲に君 を 思 ふ は 口惜し や、 君 の爲 にと 身 を は 思 はて」 の 一首 を 示す と、 小 楠 

は 大いに 感激して 自己の 功利の 念を脫 却して 純眞 なる 道義心 を 培養し 一 意 君 國に盡 くさね 

ばなら ぬと 決意 し、 か の 楠 正 行が 「とても 世に なから ふへ くも あらぬ 身の かりの 契 をい かて 

結 はん」 とい ふ 歌 を 奉って 宮人 を拜辭 せし 心事 こそ 一 點 身の 爲 にす る 心なく 眞に 君の ため 

に 一 身 を 捧げた もの で、 幽 齋の 歌の 君の 爲に身 を 思 ひし 赏例 として はこれ に 過ぐ る はなしと 

自ら も 小 楠 を 以て 其の 號 として 終身 變 へなかった と 云 ふ 意味の 事が ある。 

右に 據れば 小 稲なる 號と小 摘 堂 (樓) の 塾 名の. H 來は 明らかで 最早 疑 を 挾む の 餘地は 無い。 

小 楠の 感激した と 云 ふ 右の 和歌 は 德富蘇 峰が 肥 後の 武士道の 根本 精神 だと 云って ゐる もの 

幽齋 の臣則 で、 幽齋 lliK? は 「臣 則」 と 題して 此の 歌 を 書き、 それに 其の 意味 を 敷衍した 左の 如き 文？^ を 

添へ たの を 米 M 家の 祖登岐 守に 與 へたと て 同家に 寶藏 されて ゐる。 

身の ために 君 を を も ふ は 欲心たり。 奉公 をし 忠節 をな し 君の 爲を よくす れぱ 或は 立身し 知行 をと らん、 褒美 を 受ん、 ほめ 

られ懇 にあ はんと 我が身の 爲 めに 思 ふなれば、 其 願 ひ 遂げざる とき は 或は 君 を 恨み、 率 公して 何の 甲斐 もな しな ど，^ 始め 
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^；^の爲と思ひぬるは却てぁだ逆臣の たねと 成 もの なり。 また 君の 爲に身 を 思 ふとき は Irl 〔身 は 君に 奉りし 身 なれば 心 を 正し 

く義现 に そむか じと を も ふ も 君の ためなり、 身 を 全して はづ かしめ を とらじと 慎む も 君の 爲 なり、 辛 勞苦勞 を して 弓鐡炮 

等の 武藝 を嗜も 君の 爲とを もい ぬれば 何程の つとめに 骨 を 折と も 君の 爲 なれば 少しも 君に 恨な し。 是を眞 の泰 公人 忠義 

の 士と云 ふなるべし 0  , 

右の 和歌 は 元 田 東 野の 幽齋を 評論せ る 文中の 一 節に、 

又 嘗て 「君の 爲に身 を 思 ひ 身の 爲に君 を 思 はさる」 の 歌に 註して 己の 意 を 示す。 ば 11 象 f ね 本 歌は盖 古歌に して、 或人以 

c4.AEix つお *r プ 0 斤と， UO  Is-  ノ匸 J^-J?  JI^E お を 、本^に 云、 身の 爲に 君ち 思 ふ は ロ惜. '君の 爲 にと 身ち は 思 はて。 正 成の 欧と、 して、 

て：？^ 正 成の ち P する ia- とす It^ して B 产 P グ 寸 をき にす 皇朝靖 蹴 遣 雷 載 する 所に 云、 身の 爲に 君ち S-5 ふ は 二心 君の 爲め にと 身 も は 思 はて 

今 正 成の 詠と すれば、 其 君と 指す 所は卽 ち醍皇 なり。 其 幽齊の 之 を 誦し 之 を 叙し、 自ら 其 註釋を 下して 自ら 信じ 人に 敎ふ 

る 其 志 王室に 在る 者、 其 微意 誠に 巳に 言詞の 表に 昭々 たり。 

と あるの を 見る と 幽齋の 詠 じたので はない らしい。 米 田 是容は 右 「臣 則」 を 一藩 人士に 示 

すべく 親ら 謄寫 して 卷 とな し、 其 の卷 後に 左の 文 を 記して ゐる。 それに 據 ると 幽齋の 詠 じた 

ものと 思って ゐる やうで も ある。 

恭しく 題す I 

右 一 卷の 和歌 並に 序 は 泰 i 公の 詠ず る 所に して、 人臣の 大義 此に 翁く。 臣是容 謹みて 之 を &| し 一 藩の 人士に 示して 曰 

く、 語に 云 ふ 君に 事へ て は 能く 其の 身 を 致す と。 吾が 此の 一 身 は旣に 君の 有たり 安ん ぞ 吾の 有と 爲すを 得ん や。 今 夫れ 犬 

馬に 於ても 其の 君の 愛する 所 は 則ち 必ず 之 を 敬す。 吾が 此の 身に 至りて は眷斐 巳に 厚く、 恩義 兼ね 至る、 固より 犬馬の 比 

す 可き に 非ず。 而 るに 其の 身 を 敬す る こと 犬馬に も これ 若 かざ る は 抑ぐ 以 て 其の 身 を 致す 能 は ざ るの 故に 非ず や。 苟も 此 

の理に 於て 知す る 所有ら ば 則ち 一 曾 一行、 ー步 ー趨、 其の 君の 爲 にす るに 非ざる 無くして、 而 して 少 より 老に 至り、 顶 


より 踵に 至る まで 忠義の 二字 貫かざる 所 莫し。 豈外 欲の ために 動かさ れんや。 夫人に 蒈 むべき は 外 欲より 大 なる は 其し。 

.  而 して 外 欲は聲 色より 甚だしき は莫し 。楠 正 行の 宮人 を 賜へ るを辭 せし が 如き 確然た る 義烈 心肝 を鐡禱 せる 者と 11 ふ 可し。 

嗚呼 人臣と 爲 りて 心 を 此に用 ひざれば 則ち 安ん ぞ 忠臣 義士と 爲すを 得ん や。 恭しく 惟 ふに 泰勝公 戰國の 際に 生れ 其の 君に 

流離 顚沛 に從 ひ、 義氣 益" 壯 其の 心 力 を 建く して 以て 宗社 を復 す、 則ち 其の 忠節 何 ぞ敢て 正 行に 恥ぢん や。 則ち 知る 此の 和 

歌 之 を 其の 身に 體 して 忍びざる の 誠に 發せ しなる を。 忍びざる の 誠に 發す、 是を 以て 千秋の 下 之 を 誦する 者 をして \1P 髮愧 

然として 儒 夫と 雖も志 を 立てし むれば、 則ち 俗儒の 空 现を談 ずる 者と 日 を 同じう して 詰る 可 けんや。 若し 夫 此の 卷を 誦し 

て 其の 心に 感ぜざる は是下 愚の 移らざる 者、 不臣の 心を貯 ふる 者、 我が 一 藩 人士の 心に 非ざる なり。 謹みて 卷 後に 書す る 

こと 此 くの 如し。  長 岡 是容謹 題 

.  (原 漢文) 

處が小 楠に も 亦 「恭しく 泰勝 公和 歌卷 後に 題す」 なる 文が ある、 それ は 遺稿 篇 (「詩文」 甲、 一 

八) に 載せて あるから こ i. に贅 しないが、 「人臣 を儆戏 する 至れり」 とか 「難 倫 綱常 之 逬 は此 

の 卷に盡 くる」 とか 云って ゐる。 

以上 揭 げたる 元 田の 「小 楠樓に 題す」 なる 詩 にても 米 田の 右卷 後の 文 にても 楠 正 行の 行 

爲を臣 道の 極致なる が 如くに 絕 讚して ゐる。 小 楠の 同卷 後に 題せ る 文， 中には 正 行の 事 はな 

如何に 正 行 を いが— 恐らく は 米 田 旣に之 を 記せる が 故に 割愛した であらう— 彼が 如何に 正 行の 爲人を 仰 

仰 慕した か 

慕して ゐ たかを 物語る 資料 は 寡聞なる 著者の 知って 居る 所で も  一 二に 止まらな. S 。上記 「南 

朝史 稿」 は憾 むらく は 書き さしの ま、 で 完了され てゐ ない が、 併 し中絕 はしても これ だけ は 
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書かねば と 思った のか 本稿の 終に 筆 を 新に して、 「楠 正 行 論」 と 題せ る 約 六 百 字より なる 漢 

文 (造 槁篇 「詩文」 甲、 八) の あるの は 注目に 値する。 これ を 讀んで 見る と 小 摘が 如 可に 正  一 了つ 

.  .  心事に 對 して 理會が 深かった か、 义 如何に 彼 を 敬慕 

して ゐ たかぐ 分る。 なほ 熊 本 縣水侯 町の 洪水 文庫 

に 『小 楠 先 生存 稿』 と 題した 寫 本が あるが、 其の 中 

に 小 楠 は r 論語』 「擧 而篇」 の 「子 夏 曰く 賢 を 賢と 

して 色に へ」 を講釋 する 際 何時でも 上に 記せる 

正 行の 宮人 拜辭の 歌を聲 高く 誦した と ある。 

小 楠 は、 嘉 永 四 年上 國遊歷 に 際し 特に 芳野 山に わ . 

け 入って 後醍醐 天皇の 御陵に 詣で たる 後、 正 行と. a 

緒の 深い 如意 輪 寺を訪 うて 懷 古の 淚を濺 ぎ、 正 行 が 

鏃 もて 彫りし 「歸 らしと かねて 思へ は」 の 和歌の 

柘本を 貰 ひ 受けて 歸 り、 後 同 寺に 菊池武 光の 畫像を 

-.Imii 一-一 iilii=l マ i  .11 菌 Ju  ■ 

奉納した。 (本 篇笫七 章 三、？ ホ 參 照) なほ 熊 本 巿の廿 

が 會て小 楠 造 愛の 一 軸を藏 して ゐ たが、 それ は 八 田 知 紀が楠 正 行 を 詠 じた 和歌 を 書いた もの 

で、 小 楠 は 常 に こ れ を書齋 に揭 げてゐ たとい ふ 事で ある。 小 B に は、 


え 


サそ氕 


ん 

の 


現 

者 

不 


己 


古今 國に夠 する の士 林の 如き も、 心 事 茫 々 尊 ぬ ベ か ら す、 君 は 自ら 天成の 好 子、 奚 ぞ せて 一 

點名を 愛する 心 あらん。 

と 詠 じた 詩が ある。 これ は 彼の 自筆になる 『小 稲 堂 詩艸』 では 「題，， 楠 公 父子 訣別 11 一」 とし 

て ある が、 5 稿 篇八八 三 頁) 小 稲が 之 を 人に 書き 與 へた ものに は 何れも 皆 「 題 翻公匚 となって 

ゐ るからで あらう 正 成を頌 した ものと なって ゐ て、 隨 つて 小 楠 は 正 成 を 仰 慕した 餘り 謙遜の 

意味で 小 楠と 號 したで はない かと 云 ふ 人 も ある。 小 楠が 正 成 を 仰 慕して ゐた事 は 前項に 

せる 千 早 城址より 竹と 石と を携へ つた 一 事 にても 窺 ひ 知らる i が、 正 行に 對 して は 彼の 「栌 

正 行 論」 屮に 「正 成の 兵 を 用 ふること 奇正變 化 固より 古今 一人 なれ ども 祌卒堅 を报き 疾風 

機に 乘す るが 如き は 正 行 特に 乃父より 優れり。 之 を 他人に 求 むれば 太 だ源廷 尉に 類せ り」 

とて 其の 戰 術に つきても 赏 して ゐる けれど も、 特 に 彼 を 嘆美し 敬愛した の は 一 點 功利 心の な 

き點に 於て は 父に 謹らざる のみ か、 若 々しいかの 齢で 孔子が 君子 三戒の 一 となした る 色な ど 

露 も 心に 浮べす 只 一途に 君 を 思うた 共の 精神と 心懸 とに あったら しい。 要するに 長 岡で も 

元 田で も 小 楠で も 彼等 同志の 敬慕の 的 は 正 行であって、 小 楠 は 正 行の 精神 を 嘆美し 共の 心懸 

を 模範と すべく 逸早く 小 楠と 號し たものと 思 はれる。 
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立 候 様に との 御 32 趣に て 御座 候- 
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君 之 事 を 記 候文 法 固り 不案內 に 

、御 示 論 之 程 仰 中 候。 此 段 草 略。 不 

日，  監 

郞 樣 

候 は 別に 尊兄 之 文章 を も 末に 被 


第一 一章 幼少 年 時代 

I 如何に 鞠 養され たか 

政 母 .父. 母  小 楠の 祖母し ゆん 子 は 肥 後 藩士. r: 寸井 您ぉ衞 E: の 女で、 横 井家に 嫁して からお 姑に よく 牵養 

を盡 くした のを赏 せられて 藩侯より 紋服 及び.： n 銀 三枚 を 賜 はった 程の 婦徳の 高い 人で あつ 

たが、 小 楠 は s: 歳まで 北ハの 愛 撫 を 受けた。 父 は 寛 政 九 年 歳 十五に して 祖 父 左 平 太 (時 元) の 跡 を 

襲 ぎ、 若 〔キ より 擧問 武術 心懸 厚く 出精せ りと て 幾度と なく 藩侯から 赏 せら れ、 小 楠 誕 生 の 常 時 

は 前記の 如く  ili- 鑿 所 目附を 勤めて ゐた が、 次 第に 昇進して 郡 代 や 奉行 職な どの 避 職に 任ぜら 

れ、 其 の 在職 中も恪 勤功勞 によって 遞.、 金幣 や 章 服 等 を 賞 賜せられ 頗る 評 1： のよ ぃ練述 堪能の 

器量人であった。 —共の 閱 は 本 篇附錄 、「横 井家々 系」 に— 母 は當時 の^人に は 珍ら しい 

ほど 利發 聰明で 特に 算數に 優れて ゐた。 母の 赏父 永嶺仁 右衛門 は 藩の 勘定 頭 ゃ算， 川 頭. を 勤 

め、 其の 長男で 母の 弟た る庄次 も 一 時時 習 館の 擧師役 を 命ぜられて ゐた 所から 见て も、、 水嶺 

家の人々 に は 優れた 數舉 的頭腦 の遣傳 があった と兒 える。  . , 
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^二： 一半 幼少 年 時代  二  ◦ 

然るに 父と 母と は餘程 共の 性-お、 を 異にして ゐた。 父 は 鷹揚に して 溫 厚であった が、 母 は 俊 

敏で 而も 滅多に 笑話 もした 事の ない とい ふ ほどに 嚴 格であった。 後ギ小 楠が 天下の 横 井と 

なって からで も、 來 客が あらう と 門弟が ゐ ようと 構 はすに 頭 ごな しに 小 言 を 浴びせ かけた の 

で 流石の 小 楠 もこれ に は 閉口して ゐ たと 云 ふ 話 も ある。 小 楠の 女なる 海老 名彈正 未亡人み 

や 子 は、 祖 父母に つきて 著者に 左の 如く 語った。 

祖父の 方 は どちら かとい へば ゆったり とした 君子 肌の 所が ありまし たが、 祖母の 方 は 之に 反して 氣 性の 强. S 

方で、 父 は 其の 點で 祖母の 方の 性質 を 多分に 受けて ゐる樣 に 思 はれます。 祖母 は 仕事な ど をしても 大 さう テ 

キパキ した 人で、 例へば 糸 を 紡ぐ のに も 女中な どより 幾 倍 も 早く、 そして 士族の 娘で ありながら 珠算が 上手 

で、 味 i 曰 や 變 油 を 造る にも 其の 材料の 數量を 一 々珠算で 割出して 女中に 指 圖 した さう であります。 召使 はれ 

た 女中 達 も 「奥様 はおむ づ かしい 方 だが 私共と して はお 仕へ し = ^い」 と云ったさぅで、私も溝加か、^^たびく 

井家に あった 忠婢) 

それ を 聞かされました。 

鄉黨の 人達 は 此の 親に して 此の 子 ありと 云った ほどに か ， -る兩 親の 膝下に 鞠 養され た 小 

幼時の 言行 稲 は 幼に して 聰顥 機敏 群 を 拔き往 々人 を 驚かす の 言行 があった。 併し 一面 叉な かくの 腕 

白で、 附近の 子供 は 小 楠の 爲に生 創が 絶えなかったり、 他家の 飼犬 や 愛猫 を 殺して は 河に 投込 

.  ん だ り、 惡戯の 限り を盡 くし てさし もの 毋の 手に も餘る 事が しば/ \ だった。 事 寅の 保證は 

出來 ぬが 左の 如き 逸話が 遣され てゐ る。 


小 楠が まだよ ほど 幼 ぃ顷、 母 は 或 日 彼の 惡戯を 懲らすべく 彼 を 押入の 內に閉 龍め た。 彼 は 如何に 

かして 其の 換を 開かん とする も 力 及ばぬ ので、 忽ち 一 策 を 案じて 大？ t で 「母樣 々々、大便々々」 と 叫 

ん だ。 a- や 下婢 は それ は大變 と澳を 開け ば、 得 たりとば かり 其の 瞬間に 飛 出して 戶 外に 走り去つ 

た。 で 其の 中 を 改めて 見る と 大便 は 愚か 塵 一 つ だに 落ちて ら ぬ に、 さ て は 又もや 謀られたり 

とさし も 厳格なる 母 も 苦笑 を 禁じ 得なかった。 又 或 時 母は餘 りなる 我が 子の 腕白 板に ffl じて、 突 

然打 仆れて 氣絕を 装うた。 小 楠 は 驚く かと 思の 外 其の 手 は 咬 はず、 母の 頭に 蹄した 秘藏の 銀轡を 

引拔 いて 捩ぢ^ らうと した。 母 は 心中 ハツと 驚きな が- ら も 凝と 恢へ て 動かずに た ら、 さ て は K ハ 

實 であるかと 流石の 小 楠 も 狼 狼して 醫 者よ 藥 よと 騒いだ さうな。 

賢婦と 評判され た 母に 叶 ふ 害 はない が、 之 を 見ても 彼に は旣に 蛇は寸 にして 人 を 夭" むの 氣 

魄が ほの 見えて ゐた。 

十 歳 か 十 H まの 比の 或 n 小 楠 は 何 かの 爭 から 朋輩に 小便 をし かけて 家に^つ たが ぜく すると 其 

の 朋輩が ト便 をし かけられて 其の ま. -济 まして は 武士道が 廢 るから 仇 打に 來た とて 横 井家の 玄 

關に 怒鳴り込んで 勝负を 挑んだ。 小 楠は靜 かに 立 出で \ 小便 をし かけられて 默っ て て は 武士 

道が 廢 ると いふ 馬鹿な こと は 無い。 第 一 武士なる 者が 小便 をし かけられ ると は 何事 だ。 其 の 時 

にもう お前の 武士道 はす たれて ゐ るの だと 言 放った の で、 相 手 は 返 す 言 葉 もな くす ご/、 と -婦 り 

去った。 

機智 縱横氣 を 以て 人 を壓し 機先 を 制して 相手 を 屈服させる 素地 は 此の 顷 から 北 ハの鋒 鋩 を 

十三 歳の 時の 露 し て ゐ る。 十 三 歳 こ なった 小 楠 はも はや 尋常 一 様 の 舉童 ではなかった。 それ を 如 I 几 に 物 

教井小 稲上 卷傳 記^  一二 


i±i 章 幼少 年 時代  - ニニ 

0 る ： 事 は、 共 の 歳の 秋の  一：！！ ； つ 歳 上の 舉友 下津久 錫と 馬を腓 ベて 城 南なる ffl 迎の 騎射 場 

からの 歸 るさ談 はい つし か 時事に 及び 慨然と して 共の 抱負 を 語り合 ひ、 他日 ffl 供に 阔 事の 振 

興に 當 らうと 固く 盟 つたと 云 ふこと である。 十三 歳と 云 へば 今日で はやつ と 尋常 小學の 五. 

-パ ハ やの 腕白 盛り に、 早 くも 北ハの 志が 經 國に存 して ゐ ると は M に 驚嘆すべき ではない か。 人の 

^となった 後年の 小 稲 は 共の 門 人 子弟に 對 して 嚴 しく 「立志 如何」 を强 要して ゐる が、 凡 そ 

爲 舉の耍 は 糙 に それに ある。 夫子 自ら は旣に 十三 歳に して 經國の 志 を 立て k ゐた。 

,  生来の 聰 俊敏に 加 

M 各 も i ^"み 急え 么： 一：： y:::: 

. :,. II  II  y/  ぶる が 如くに 長足の 

進歩 をな した こと は 決して 怪しむ に 足らない。 

因に いふが 賴 山陽 も旣に 十二 歳の 時 「立志 論」 を 作り、 儒者の 家に 生れて 其の 身 を 立てる 

上から は 「 古 の 帝 王 が 1K 下 の を 治 め た 術 を 傳 へ 」 なければ ならぬ のに、 今 H の 儒者 は概し 

て經 書の 字義 を 穿 する 事 だけし か考 へて はゐ ない が 自分 は 字義の 講釋に 一 代 を 過して は 

ならぬ。 人 も 神 で は な く 同 じ 人 間 で ぁ る 以 上、 吾 等の E 標は 其處に ？} 吐かなくて はならない 

と 儒者と して の 覺悟を 宣 言 して c^n り、 十 §1 歳の 詩に は、 


十三^と いふ 歲バは 早く も 水の 流と 俱に 過去った ではない か、 千歳、 藤史の 上に 名 を-? S めようと する 志 は、 

何時 成し遂げられる だら う。 (十 有 三春 秋。 春秋 去若レ 水。 何時 吾 志 成。 千古 列-青史？) 
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が ある。 此の 詩 は 後に 字.？ を 修正 
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と  す- 


る 


何等 

此 の 

に 足 
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と 云 


てゐる 外に は 幼少 年 時代の 

古老 は 已に逝 き、 今 や 朧げな 

ある。 故に 小 楠が 幼少 ハキ時 

は 其の 當 時の 肥 後 藩 子弟の 

外 はない。 

に、 「桐の 葉の しげれる 國も 
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聞 傅 へ 
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文武 


て i 
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ん だ 

の 修 


に 麒 麟、 肥 後に 風 


さ 一章 幼 少 年， 時 代  二  w 

凰」 と 云 ふの が ある。 鳳凰と は 肥 後 藩主 細 川 重 賢 だ。 —麒麟 は德 川中納 言 治貞— 重 賢 は 第 

八 代の 名界 で、 國を與 すの は擧を 興す にあり とて 齊厨 四^に 文武 藝の 講習 所と して 時習 飽 (講 

文 所) とそれ にくつ 附 けて 柬. 西 兩榭 (講武 場) と を 熊 本城內 二の丸に 建 設 し、 時習 館に は敎 授. 助 敎. 

訓導. 句 讀師. 習書師 等に 當代 屈指の 懦 者を擢 W し、 東. 西 兩榭に は 諸 武藝の 師範 數十名 ありて 藩 

士の 子弟 は 悉く 此處で 文武の 道 を舉ん だ。 

時 P 館  時 li- 館の 舉科 は、 漢學 習字. 古赏禮 式. 數 學. 昔 樂で、 漢學は 素 讀嗇 讀. 詩 文. 復 講. 背 講. 獨 翁であった。 

諸 生 修舉の 次 は、 最 幼 ハ牛者 は 初等科と して 句 讀. 習 書ニ齋 にて 讀 書. 習 字の 練習 をな し、 之 を 終 

へて 上級に 進めば 蒙 養齋に 移り、 此 にて 試 驗の結 5^ 轉昇を 許さ るれば 講堂に 出席して 高等の 

擧科 を舉ん だ。 此の 講堂 生 中より 前， 途 有望の 秀才と 他日 國^ に 供すべき 門閥の 子弟 を 二十 

齊获齋  五名 許選拔 して 居 察 生と な し、— 前 に は 自 己 の.請 願 に て 入 し 得 た が — 藩 費 に て 館 中 に 寄 宿 

勉舉 せしめる 處を齊 莪齋と つ た。 

修舉ハ 牛 齢 は 十 歳 前後より 句 讀. 習書齋 に 入 學を許 し， 十 五丄ハ 歳に て 蒙養齋 に 入り、 十八 歳まで 

.  に 講堂に 轉昇 する のが 普通 で、 北ハ の 後の 在舉は 何時までと 時 を 限らない。 居 察 生に 選拔 さる 

るの は 大概 二十歳 以上で 其の 在 寮 期 は 三年と 定めて あ り、 不 行跡の ない 限り は 何回 にても 

願 ひ繼ぐ ことが 出来る。 初擧科 年齢の 子お は 右の 如く 時習 館で 讀 書. 習 字 を 練習す る 傍、 各 自 

住居せ る 地方に 藩より 命ぜられて ある 句 讀師ゃ 習 書師の 自宅へ ハ母 日通學 する を 常と した。 


束 . 西雨榭  束. 西 兩榭 にて は 各 武術 を鍛 

ら— 其の 師範 は 各地 方の 達人 

習 館の 授業 は 一 日と 十五 日の 

て ゐて 而も 各 武藝の 師範 は 互 

は 各自の 子弟 を 集めて 練習せ 

は 追々 相 傳を受 く ベ く 上達し 

習 館の 授梁を 終 へ ると 各自の 

種の 武藝 を勵ん だので ある。 

肥 後 藩士の 子弟 は 何れも 皆 

び 規定 等 は 小 楠の 幼少 ¥ 時代 

し 十 SI. 五 歳より 入榭 して 文武 

兄 時 明 は 時習 館に 通 ふ 傍に 句 

に舉ん だと 想像 せられる。 

小 楠より 九 歳 下であった 元 

に 就て 孟子 を讀 み、 町 先生 I 書 

舉し、 十二 歳の 正 H よ り 習書齋 

极井小 楠 上卷 傳記篇 
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ありて 彼の 


に は 

に 入 

さ う 

so 

る か 

i 「 

歳 の 

時習 


て 遲速は あ 

の 希 望 す る 

が、 兩 榭の稽 

そして 共 の 

つ て、 前者 

古 日 以外 

一日中に 


つて 擧ん 

だ か ら、 彼 

なほ 細 川 

ら、 僅か に 

十 歳の 十 

八 =1： に 至 

館 入學は 


るが 概して 十五 歳 か 

師範に 入 門 する。 時 

古 H は 月 幾 11 とな つ 

定 ほに 出 榭 した 師範 

は 初心の 者 を、 後 者 に 

日に 於け る 生徒 は 時 

三 軒も駄 廻り て —各 

0 而 して 共の 擧则及 

亦 十 歳 前後から 入 館 

體 家の 文書に よる と、 

歳 下なる 小 稲 も 一:1： 師 

初めて 村 井先 生 § 讀 

て 時習 館 句 請 齋に通 

より 少しく 遲 いやう 

二 五 


さ i 幼 少 ，平 時代  二 六 

に 思 はれる が、 彼 はわ 五 歳に 「時習 館に 於て 左 史綱鑑 讀史の 葉 を 卒へ其 六月 講堂に 轉 昇す」 

と 記して ゐる。 なほ 彼 は 十二 歳の 時— 少しく 早い やう だが— より 劍 法 余 0. 乘 馬. 射 藝. 槍 法. 體 

術. 發 砲 及び 游泳 を 習った とて 共の 師匠の 名 を 一 々記載して ゐる が、 そ の爲に 通った 場所 は 何 

元 E の Li 膀 等 記して 居らぬ。 恐らく は 東. 西 兩榭 ゃ師の 自宅 道場に て あらう。 元 田の 『還 唇 之 記 一 の 

之 記』 

內容 は、 今後 本書 の處々 に 於て 引^す るか ら、 此 の 記に つき 一 言 して 置きたい。 

該記は 一 枚 二十 行の 半紙 型 雁皮紙に 殆ど 楷書と 云つ て もよ ぃ薔體 にて 自書した もので、 其の 護 厳 さに は. nz ら 頭の 下る 氣が 

する。 全篇 四卷 より 成り、 第 一 卷は 九十 四 枚、 第二 卷は 一 百 枚、 節 三卷は 九十 九 枚， 第 四卷は 十三 枚で、 其の後 は 『古稀 

•  之 記』 となって 居る。 元 S が 丹念に 之 を ものした 主旨と 其の 內容 とに つきて は、 笫 一 卷の胃 頭に 左の 如く 記されて ゐ る。 

還暦 之 記 

佘今玆 六十 一 還暦の 吉 辰に 遇 ふ、 何の 幸福 か 之に 若かん や。 熟. -此 幸福の 然る 所以 を 思 ふに 皆是 先人 諸君 子の 積善の 

餘 慶と敎 育の 遣澤に 在らざる はなし • 豈之を 追墓欽 仰せざる ベ けんや。 因て 余が 生を受 るの 始 より 敎養を 蒙り 以て 今 

日の 幸福に 遇 ふの 履歴 を 思念し、 記識の 及ぶ 所 意 念の 浮ぶ に隨ひ 文飾 を 假らず 陋劣 を 憚らず 唯 赏を失 は ざらん こと を 

欲し 隨て考 へ隨て 記す、 是亦恩 を 忘れざる の 微意、 他人に 示さん とに 非ず 只 子孫に 見せし むる のみ 0 

明治 十 一 年 戊 {贝 十お  一 H 

東 野 遗老元 永孚識 

なほ 本 記の 末！ € に は 

明治 二十 二 年 己， 丑： 十二月 二 日 熱 海 離宮 寓居に 於て维 記し 畢る C 

束 七十 二 翁 元 S 永 $i ^草案  .. 


と ある。 元 S の 本 記 を 書き 遣した る は 「他人に 示さん とに あらず 子孫に 見せし むる のみ」 であるから-本！； n に 引 川した る 記 

寧 中には 可な り自盡 自賛の 點も ある。 讀者 それ 等の 點に つきて は 心して 謂 まれたい。 

上記 時習 館 及び 西 兩榭は 云 ふ 迄 もな く 藩に よりて 設けられた 敎育 機關で あ る が、 熊 本 城 

下の 家中 町に は 各地に 十七. 八 歳 以下の 少ハ 牛が 士道 を勵み 文武 藝の 達成 を 期すべく 互に 圑^ 

鄕黨圃 結 「鄕 して 所謂 「鄕黨 連」 が 組織され、 例へば 坪 井 連と か 水道 町述 とかと 各地 方 名 を 取って 命名し 

黨述」 

てゐ た。 大別 すれば ざっと 十一 二 連あった が、 此 等の 圑體 に屬 する 少ハト は 時習 館の 休暇 日 を 

利 S し 各自の 宅に 集って 『論語』 の會讀 をな した 後に 文武 修業の 勤怠 や 品行の 正否 や を 切 

接 講究し、 若し 約 を 違へ て 素行の 治まらぬ 者が あると 共の 不行跡の 程度に 隨 つて 罰 を 加へ、 失 

行^だ しくして 而も 改悛の 色な き 者 は 絶交す ると 云 ふ 風 で、 共 の 制裁 はな か-^ 嚴 しい。 か 

くして 一 度絕 交せられ た 者 は 他の 鄕黨 連に も容 れられ ない ので 結局 前途の 光明 を 失って し 

まふ 事と なる。 

各 鄕黨連 問で は 他 鄕黨連 を 「他 速」 と 呼び 合って 恰も 敵 人に 對 する 如くに 反 ほ輒樑 し、 と 

も すれば 譯 もない ことから 口 論. 叩 合 を 始める の で、 時 習館內 でも 通學 途中で も喧 t- ゆ 闘の 絶 

える 問がなかった。 若し 或 連の 者が 毆 打され 侮辱 さるれば 共の 連中の 者 は S ちに 之に 俊 I！； 

し、 そ の だしき は 父兄 も 共の 子弟が 闘に 勝って 歸れば 之を赏 め 負けて れば之 を 叱った 

もの だ。 ゆ 闘に 於て 拔刀 しない 限り は 稍が 割れて 刀身で 傷つけ て も、 共 の 裁決 は 時お 館の 敎 
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^二 章 幼少 年 時代  ，  一一 八 

宵に 任せて あつたが、 若し 拔 刀した 場合 は 最早 右 敎宫の 計ら ひで は濟 まされぬ ので、 遣る 所 ま 

で 遣っての けた 後 自分 は 割腹す ると 云 ふ 掠で、 それが 如何に 幼少の 者で あっても 容赦 せら. - 

なかった。 

楠， R 天 保 九 年 まだ 時習 館の 居 寮長であった 時に 自記した 漢文 漫錄 『寓 館雜 志』 (遣 稿篇 

「詩文」 乙、 一) 中に 「五月 念 一 曰 崎 村 某 竹 居 某 を^して 死せ しむ、 是ょリ 先 一 1) 歳に 井澤，.， 

の 事^り、 皆 卯^の 童子、 紛ゅを 以て 殺^に 及べり」 との 書 出しで 記した 一節が ある。 それに 

は 朋黨相 比し ー國の 人メど 以て 相視る こと 仇籌の 如く はて は 卯 角の 童子までに 斯 かる 慘事を 

爲 すに 至れる を 痛 歎し、 最後に 左の 如く 附記して ゐる。 

吾が EE 擊 せし 所の 相 殺^せし 者に 藪 田 若 次の 河 井 淸十郞 に 於け る、 if 本久之 允の 鎌 田 某に 於け る、 澤 山の や 

木^に 於け る、 卷木 某の 錢 w 平 八に 於け る 及び 崎 村の 事 有り。 ^だしい かな 相^す るの 多き や。 卷 木の 匁 は 

崎 村の 事と 同日な り。 是れ叉 人事の 至變 なる 者、 焉んぞ 天の 今日の 大 弊を戒 しむる 所以て 非ざる を 知らん や 

是；^ 以上の 相^す る 者、 夫の 輕士 以下の 如き 

は 枚 寧して 之た する 遑 あらや、 ^々！ 5?:?。 

なほ 多少 繁瑰の 嫌 は あるが 元 田 東 野が 『還曆 之 記』 に 鄕黨圑 結に つきて 記して ゐ るの を 

左に 轉 戦しょう。  - 

余 幼稚より sisf 管ず。 鄉黨の交.りぁる纏柏木門^り|鄉人丄^まを以て始めとす。$藩の5黨友 

を とび 分 S して 万： に 雄 を f  。坪 井黨 あり、 通町黨 あり、 京 S あり、 山 I あり 0  5 館に 出入す る； 母に 各黨 相？ 

して 蒙 息 ふし、 一 言の 侮 を も 受けず して 毆打 血 を 流す に ft 々絕 へざる £ る。 風俗の 雷 執政 I 先 集く 之 


を： 憂て 百方 之 を 制止 せんと 欲すれ ども 未だ 敢て 治らざる なり。 父君 素より 之 を 変 ひ、 余が 家 山 崎に 住すと 雖 ども 山， 5 黨 

と 相 結 交す る こと を 禁じ 唯往來 同行す る は 風 父君 8 許す 所と なれり。 故に 佘各黨 と 結 交せず 孤立して 一 身の 守 を 失 はざる 

を 以て 主と し 人と も 長短 を 1^っ はず、 一 二の 侮言 を閗 くも 肯て 意に 介せ ず 遠く 終身の 勝算 を 期せり。 余 十四 歳の 時學 校よ 

り將に 11 ん とす。 山 崎黨の 一 人 荒木 文彥 なる 者 余と 同行 せんと 請 ふ、 余 此ロ留 學の意 あり 且 同行 を 好まざる を 以て 姑く， M 

ら ざる こと を吿 ぐ。 文彥乃 其黨七 人と 歸り 去る。 旣 にして 余 兄弟 及 親屬郡 次兵衞 なる 者と 三人 相伴て る。 途 にして 文彥 

黨其黨 外の 井澤 彌萬吉 なる 者を毆 打し、 彌萬吉 の 殺害す る 所と なること を 聞く。 走て 其 場^ I 城 ill の に 到れば 彌^ 吉^ 

に 文彥を 斬殺し 途上に 倒死して、 其黨 七人遞 逃して 其迹を 見ず。 余 等 彌萬吉 に 向 ひ 其 始末 意趣 を 聞き 彌萬吉 の舉止 常に 變 

ぜ ざる を稱賛 して 用 あれば 助く る 所 あらん こと を吿 ぐ。 偶牧 先生 請 5i¥ 抓れ l^MIS 來て余 等 をして 此處 を護視 せしめ， 荒 

木の 家に 往て此 事 を 報知して 其 父万藏 と共に 來り 到る。 此時彌 萬 吉は已 に 家に， 藤り、 其 兄 敬 助なる 者玆 にあり て 万 

藏 と相對 し、 文彥の 死骸 を収敛 せんとす る顷牧 先生 余 等の 讓視畢 る を 以て 許して 家に 歸 らしむ。 赏時最武士近を^5-んじ彌 

萬 吉の處 置稱譽 せざる 者 無くして、 文彥 腰刀 も拔 くこと 能 はずして 殺された る は 罵詈せ ざる 者な く、 遊 逃の 七 人は士 林に 

齒 せられず して 後士 屬剝脫 せらる、 に 至れり。 此時佘が未だ！！らずして此變を傅聞するゃ鼠父^^ . 風 母 1!;^ • 大叔姑^^ . 母 

おの： 憂勞 手足 も 措く 所 無く 待ちに 待 たれし 虚余等 無 レ恙， 碟來 する のみならず、 牧 先生の 指敎に 因て^ 時 其揚を 護視し 始末の 

處置 誤る 所 無き を 以て 其赛悅 限りなぐ 一家の 慶を 揚げられたり。 是に 於て 一脈 父 君の 結 黨を惡 みて 余 をして 鄉黨 の 交際 を ，4^ 

さしめ ざり し 證效始 て 著 はれたり。 爾後 黨 i; 漸々 改 S に 赴き 余 亦 十六 • 七 歳に 至て は 友を擇 ばざる を 以て 境 を 超へ て 通 町 

の 人と 交 はる こと を 得たり。 此時通 町の 鄕黨 柏木 勝 見の 披作 する 所と 爲り 專ら 文武の 講習 を 主と し 風俗 を 改進 せんとす。 

因て 交り を 入れ 益 を 得る 所 あり。 柏木 先生 夙に 癩疾 ありて 家居 門 を 出で ず、 人と爲り豪{石|1略ぁりて^^;く人を鼓動す、 通 

町の 箱 文武の 志 ある 者 其 門に 入らざる 者 無く、 下 津休也 翁 此時久 馬と 稱し泰 行と 爲り 令名 一 藩を拖 ふ、 猶 下りて 布 衣の 交 

を 爲す。 余 時に 十 八 歲其會 員数 十 人中 の 少年に して 末 坐に 班す 一： ム々。 
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上に 揭 げたる 小 楠 及び 元 田の 記述に よると、 郷黨 連の 少年 問に 於け る慘劇 は當時 到る 處に 

頻發 したら しい。 然るに 元 H は 自分の 屬 すべき 山 崎 連に は 加入せ すして 却って 十 -; ハ. 七歲頃 

から 通 町の 鄉黨と 交って ゐる。 此の 事實は 前記 鄕黨 連の 狀況に 於て は^り 得られぬ やうに 

思 はれる が、 武藤嚴 男の 「鄕 黨圑結 概略」 とい ふに 左の 記事が ある。 

$ レ州國 結 割據の 勢を爲 して 一 致せざる は 各地 方 中拔群 有力の 人な く 彼是 相似た る 人物の みなる に ral れる なり。 天明 • 寛.^ 

の 比 齋藤權 之 助 議 騎射 犬追物 を 興し、 年少 子弟 を 誘導し 士風大 に 革る 時に 各鄉 一 致せり。 赏時 年頭の 左 „5IIE^ 及び 遠乘 

等壯 快なる 事に て ありし と 云 ふ 0 其 後 文政 • 天 保の 比 柏木 勝 見 I 吉 病身ながら 學問氣 節 を 以て 沘少 子弟 を 誘 ひ、 亦 一 時大 

略 其 人に！！ せし と 云 ふ。 齋 藤氏 は內坪 井居 住に て 坪 井 連なり。 柏木 氏 は 安 已橋通 居住に て 通 町 連なり 0 如レ此 豪傑 出で 誘ャ塔 

すれば 各地の 闘 も 止み 一統す るの 勢 あれ ども、 其 人な き 時は復 地方に 圑 結し 往々 葛藤 を 生じ 間" 大 喧嘩に 至る こと あり。 

お 公 心 を 痛まされ 時々 告諭 せらる X も 子弟 輩聽 入れず、 組頭 も 父兄 も 如何す る こと 能 はざる の 勢 あり。 是年 5 者 陰に^ 令 

を 行 ひ 年少者 を敎 唆す るに 因れり。 寧 父兄の 命に 背く も 年長の 令に 違 ふべ からず と 云 ふが 如き 有檬 なり。 是 泰平の 餘！, に 

て 其 弊た る 實に大 なりと 雖も、 社中 然諾 を 重 じ 廉恥を 尙び鄙 吝の行 を卑み 所謂 武士道 を 維持せ り。 若少しく惰弱の所ー一;.-^;,4 

女金錢 等に 思 を 寄す る 者 あれば 與論の 容れ ざる 所と なり、 士人 たる の 资格を 失 ふ もの \ 如し、 失 行の 甚 しき 者 は、 藩 も、 iul^v 

より 仕雜 4^ 一 除 力ろ。 ニノ 1、、rt  ノ 

心 を 維持す るの 功亦大 なりと 一； ム ふべ し。 廢藩 後區域 開放 社 食の 制裁 厳密なら ずして 年少者の 品行 壤 類す るに 比すれば 平 

の 論に 非ざる なり。 

右に 據れ ば鄕黨 連が. 互に 割據 して 反 EI 赳櫟 したの は 畢竟す るに 之を統 一 する に 足る 拔群 

^力の 士が 無かった 故で、 文政.； 大 保の 比 は 柏木が あつたた めに 各 鄕黨ほ ； 致して ゐ たと あ 

7. ルの^ 見 力 正しい とすれば 元 田が よく 通 町の 鄕黨と 交り 得た こと も 成^と 首肯し 得ら 
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の 功勞と 嗣 子の 行狀 及び 文武 成績と を 商量し て 拔 群 な 場合に は祿を 減じ な い が、 普 通 に は 父 

の 所領 高 を 幾らか 減じて 與 へる のが 例 と な つて ゐ た. - 此 の 制度 は 寶曆六 年に 重 賢の 英斷 に 

よって 定められ たもので、 此の 以来 藩士 子弟 に 精神 作興の 實大ぃ に擧 り、 舊 故. 新 知 を 問 はす 

家名 を 重んじて 文武 雨 道に 精進す るの 氣 風が 旺盛と ，な つ た の で あった。 新 知の 者の 家督 相 

a の 際 ほ 學問 〇 優劣 を 商 量 す る は 勿論 だが、 一 朝 事 あらば 武術 で な ければ ならぬ 時代 だから 

特に 其の 調 杏に 重き を 置いた。 若し 相續 者に して 其の 家格に 規定され た 武藝目 錄が揃 はな 

い と 必 す 0 高 を 減ぜられ た。 元 田の =• 還 響 之 記. 一一 中に も 左の 如く 記して ゐる。 

當 ま-藩 Q 風俗； 辱ら 武を 重んじ 師門の 免狀四 つ を 得 ざれば で、：： パ で 、こ と を 許さず-ま ： K. 一 ユ-ヒ まずる 者に 一 幕 之 を推尙 し、 

丈藝 有て 武技 足ら ざれば 士林之 を 蔑 親して 曰く 汝 書物 を 冠に し 來ゎ我 一 檜 之ち： づ： ん みと C 故に 是 時に 赏り讀 書 を 以て 

身 を 起す は *; に 難しと する 所、 世の 载譽を 顧みず 特立して 道 を 學 ぶ に 志さ れば能 はざる なり 云 々 0 

ま た 知 行 を 與 へ ら わ る の は 一 家に 一 人で 通常 は 嫡男と 限られて ゐた。 二 男 以下 は 特殊の 

才能 を 認められない 限り 新 知行 を 以て 召 出される こと な く 所謂 冷釵で 一 生 兄の 厄介者と な 

り、 家 計の 裕 でない もの は妻帶 さへ も 容易に 出来な かつ た。 それで 二 男 以下の 者 はよ く 他 家 

に 養子に 往 つて 共の 相 接 人 と なった もの だが、 それにしても 武 藝目錄 を相當 摘へ ねば 入婿の 

横 井家 秩緣 資格がなかった の で ある。 小 楠の 家 は元祿 十三 年に 新 知 格と して 取 立てられた 時 昭の流 だ 

から、 兄 時 明 とても 武術に 於て 所定 數の目 錄を持 ち學 問の 心懸も 厚く な くて は 父の 祿 其の ま 


まに て 家督 を相繽 する こと は 出来ぬ。 況して 二 男に 生れた 小 楠に 至りて は 文に 武に拔 群の 

上達 を 見ねば 一 生 兄の 厄介者と ならねば ならぬ 運命に 置かれて ゐた。 

横 井家々 計 なほ 小 稲の 家 は 新 知ながら 代々 文武に 優れた 嗣子 を 得て 家名 を墜 さす 祿も 減ぜられ なか 

つたが 家計 は 甚だ 豐 でなかった。 小 楠の 父 時 直 は 郡 代 や 奉行 職の 重役 を 勤めた が虚世 的に 

は餘 りに 淡泊す ぎる 程の 錢を 愛せ ざ る 行 政 官 で あ つた。 其の 當時郡 代 と 云へば 庄 尾. 大 庄 屋 

の 上に 在って 百姓 共から 「御 郡 様」 と 尊び 敬 ま はれ 其の 權カは 頗る 强 く、 北ハ の 上 一度 此の 役 

を 勤める と 身代が よくなる と 云 はれ た 程、 俗 にい ふ 役 德卽ち 特^ 收 入の 有った もの だ が、 時 

は 其の 名の 如く 廉直で 子孫の 爲に 美田 を 買 はう と 云 ふ 意志 は 微塵 も 無 か つた。 之に 加 ふる 

に 肥 後 藩に 於け る 知行の 實收入 は 「四ッ 物 成」 と 謂って 手 取 四 割 だから 百 石の 知行なら ば 

正味 四十お に過ぎない。 而も それが 定掠 として はありながら 藩の 財政の 都合で 3：：: 際 は そ れ 

よりも^に 少くニ ト石か 二十 三お 位で 最も 少ぃ時 は 僅かに 十七 石であった。 併し 職務に 對 

しての 「役 米 料」 ゃ勤勞 其の 他に 對 しての 「足 高」 が附 けば 稍 家計が 好くなる が、 そ れ が 無 

い 場合 は 百お や 二百 石 取の 侍の 暮向は Si; に慘 めな ものだった。 小 楠の 父 は 知行 百 五十石で、 

足 高と して 文化 十 ； 年より は 百 五十 石、 同 十五 年より は 二百 石 を 受けて 居た が、 奉 行 職の 如き 

重役 を 勤め 數. 回. y 戶に行 役したり などして 支出 多 く、 特 に 肥 後 藩の 文政 七ハ牛 (小 楠 十六き の 記 

錄には 「當暮 より 家祿百 石に 付 拾 七 石 手 取と す 」 と 云 ふの が ある か ら、 小 楠の 少华 時代に は 

横 井 小 摘上卷 傳記篇  .  三 三 


^二 丄ギ 幼少 年 時代  三 四 

知行の 赏收入 は 最も 少く 一家 を 支 ふるに は 家計が 餘程 困難であった らしい。 元 H の 『還 1^ 

之 記』 の 1K 保 十四 年頃の 記事 中に、 

此 時に 父君 は 多く 江 戶に涵 役して 留守 律祿璺 かならず 專ら儉 素 を 守る。 夜間 唯 一 燈 あるの み。 余燈 前に 一 小 机 を 置て 卷を 

看る、 傍に風母ぉ • 母^5^及妻木綿車に§ーて綿糸を挽く、 下婢 二人 亦 同く 燈光を 借て 綿糸 を 挽く (中略 )o 赏時律 祿皆米 を 給 

し、 米を寶 つて 金 錢に替 へ 一 家の S 用 を 給す。 米 三 斗 五 升 を 以て 1： 紙 iB 四十 內 外に 換ふ、 百 目の 紙 I は 後年 l^ii 金 五 

十 錢に赏 る。 余が 家 一 月の 用 三百： a を 出で ず 1,^11 其 儉素货 に 想 見るべし。 家屋の 陋弊 は尤甚 し。 

と ある。 元 田家 は 横 井家より は 其の 祿高 が毚 かに 多い のに 上記の 家計であった とすれ ば、 横 

井家の 暮向は ほ f 推察が 出來 るので ある。 

人 一 倍 明敏な 頭腦の 持主なる 小 楠が 自己の 現在の 境遇 立場 を 省察し 將來の 立身出世 につ 

きて 考慮せ ぬ譯 はない。 彼 は 時習 館 や 西 兩榭 などに 學び、 二つ 逮 ひの 兄 時 明と 偶に 火の 如 

く 競 ひ 血み どろに なって 勵ん だので 彼の 文武 藝 はめき くと 進歩した。 兄 時 明 も 文武 藝何 

れ も心懸 厚く 精勤せ りと て 厘.、 金子 や 賞詞 や 章 服 等 を 賞 賜され たが— 同人の 閱藤も 本 篇附錄 

文.！ <藝 の進步 「橫 井家々 系」 に 詳記す— 小 楠 も 十五 歳の 文政 六 年 十 一 月に は 句讀. 習 書 を 始め 詩作 も 出精 

進歩せ りと て 金子 二百 疋の食 賜 を 受け、 翌 十二月に は 藩侯に 初見 參 をした。 繭來携 ます 勉勵 

を繽け 二十 一 歳の 文政 十二 ハ牛 三月に は 犬追物 稽古 能く 心懸 ば 數 年の 出精に よりて 藝術 格別 

に 上達せ りとの 賞詞 を 受け、 乂 同年 十 一 に は 擧問數 年 精勤して 共の 進歩 著しく 居 合. 游泳 何 

れ も心懸 {1 しとの 賞詞 ある 等 敎授ゃ 師範の 信望 深まり 行く ばかりで あつ た。 
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父 時 寐の死 


兄 時 明 家 骨 を 

相 綾す . 

察. ^一 を 命ぜ 

ら る 


天保5 時に 小 楠？ 十一 5。 共の じ. - 四日 父 時 SS の 通り 出勤した。 當時 父の ^ 

柄よ 火 廻 井 盗賊 改. 普請 作 事 頭兼帶 であった が、 作 事 所に て 執務中.^ 病 を發し 駕籠に 載せら ォ 

:- . て^ 宅し、 百方 手 當を盡 くした 効な く 共の 夕方 遠 

逝した。 病症 は詳 かで ない が 恐らく は 腦^, ^で 

あつたで あらう。 孝 心 厚き 小 楠の 悲歎 は 云 ふ ま 

でもな く 一  家 は 憂愁に 閉 された が、 兄 時^の.^ 素 

の 勤勉お カは酬 いられて 同 ハヰ卜 一 パ 父の ハ，^ -丄ィ 

の 儘に て 家督 を相繽 したの は 切 めても の 事で あ 

つた。 これより 時 明 は 出仕の 身と 成り、 小 補はヌ 

の，， 介と,, つて 引该き 水道 町つ S からき 館に 通學 したが、 天 保 四 年 S  二  I  一一  il 生 

を 命ぜられ ほ 夕 菁雲に寢？ て 講舉 に ，する こと、 なった。 地 は 熊 本城內 高燥 閣適 の 

境、 同窓 は徴 して ： 藩の 秀才。 さなき だに 好 興 やの 念に 燃 ゆる 小 稲 こ、 數ハ や.^..^ 何に 渾身.^..^ 

三 五 

横井 .^'楠 上卷 傳 sel 


ん ？せ f お ^^^i > き .If: 正 .f  ^  统、 時 横 

、ス化 入 あ ま 4- 1 ぶ 之 M 斗 t 


第三 章 哿获资 時代  三 六 

力 を續け たかは 想像に 餘 りが ある。 彼の 才器 は 倍.、 認め られ て； 大保七 年 (二十 八歲) 四月に は講 

ギ 十月に は擧問 多年 精勵 して 進歩 著しく 詩文 も 出精 上達し 居 

進歩 格別な りと て 九曜紋 f§ 家 付 上 

れ、 翌八年 (二 十 九 歳) 一 一 七日に は拔 

賜 さる i 事と なった。 小 楠が かく 

たの は 彼が 非凡の 英才で、 而も 精勵 

た 年の 八月 元 田 東 野 は 時習 館 居 寮 

の 『還暦 之 記』 に 記して ゐる。 こ 

食 讀の校 様等當 時の 脊莪 齋 の狀況 

元 田が 小 楠を師 とし 友と して 尊信 

左に 轉載 しょ う。 


堂 世話役 を 命 ぜ ら れ、 な ほ 北ハ の 

合. 劍 術も數 年心懸 厚く 藝 術の 

祭：^ となる  一 n:: に は 居 寮 世話役に 擧 げら 

し心附 として ハ母歲 米 十 俊 を 下 

に 於け る 秀才 中の 王， M を ト：！ め 

元 S の 居 寮生 待たぬ。 小 楠の 居 察 長と なつ 

の己亨 

察の 時から 退 察までの 事 を 彼 


選拔 方法. 寮生の 人員 及び 人物 

長と し て の 小 楠の 指導 振， より 

し 得る が 故に 長文で は あるが 


下 "一 具 を 赏賜さ れ、 更 に翌. 4' 

擢 されて 居 寮 長 (塾 長) を 拜 命 

の 如く トンく 拍子で 藩擧 

拔 群であった による は 論 を 

の 命 を 受けた が、 彼 は 共 の 入 

れ によると 時習 館 居 寮生の 

を 窺 ひ 得る ばかりで 無 く、 塾 

する に 至りし 動機 を も 察知 


未だ 幾くなら ずして 時習 館 居 

の 願に 因て 入 寮 し、 其 人の 才 

其 員 亦 十 人餘に 過ぎず。 是に 

に 充て、 且藩 問の 子弟 を 撑で其 

人員 を增て 二十 五 人と 爲し、 其 


す。 是 より 先き 居 察 生 皆 自己 

はざる 者 |;g ふて 入る こと を 得、 


察學問 専務の 命 を 受け 八月 某 H 入 察 

舉を 論ぜず 多く は 贫士の a 給す る 能 

至て 赏議 あり て、 sisl ひ fs^ 藩 士の志 行才學 ある 者 を 揮で，.^ 察 生 

艱苦に 耐 へ の 弊 を 除き 人材 を 養成し II 用に 供 せんとの 皆に て 

奉 給を璺 かにし、 專ら 學藝を 成就せ しむ。 此時從 來の察 生 凡そ 十三 


人、 新 たに 命 を 受けた る 者は蔽 

より 舉が り、 财 津 底 人 • 藤 本 常 0, 

E の 二人 は 其 才器 衆に 出で た 

E 循之 助 • 永 S 次郞 八. 成 濑治部 

乾 太. 加 藤 平 之 允. 草 野 永 太郞な 

相 鼓 ふて 其 才學を 研磨し 成る 

を 吿げ爲 學の方 を 問 ひたる に- 

ども 學問 正大なら ず、 秋 玉 山 征 

.K は 政事の 才 なり。 高 本 以下 

讚す るの み。 凡そ 學問は 古 今 

の 歴史に 涉り近 小に 局す ベ か 

爲 るに 足 ら ず 。且つ 文 章 を 學 

學 者 文 章 を 善 く せ ず、 近 I 江 戶 

のみと。 余 先生に 過 ふ は此日 

する 所 あり。 是 より 專ら 先生 

す る 所、 其 事.！ 》; に 運用し 家！： に 

を 學んで 以て 蔵す る 所を發 

ら 歴史 を讀み 文章 を學 ぶ。 展 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 


三 左 衞 門. 小 笠 原久米 之 助. 跪 岡 愼 

-右 S 才 助. 村 上 轉左衞 門 及び 余 は 

るな り。 其葡 寮生 は片山 赛 三 郎< 

左衞 門. 坂本廉 助. 元 m 市 太 郎. 堀 E 

り。 塾長 は 卽横井 平四郞 子に て 

所 あらんと 欲するな り。 余命 を 

_ 先 生 曰く 藩校の 典る 赉 曆の 盛時 

徠を 主として 專ら 文辭の 學。 教 

は 又 小な り。 安野の 舉吏 才を贵 

治 亂興廢 を洞兑 して 己れ の 知識 

ら ず。 廿ニ史 の 書 等 一 讀 す ベ し- 

ぶ ベ し。 If:: 見 る 所 を 陳 ベ 志す 所 

游學 する 者 あり て 漸く 八 家の 文 

を 始めと す、 其 論 鋒 氣 概 識 見の 維 

に 就て 講學 し、. 0 ら 謂ら く 經書は 

達する は II 眼 を 歴史に 注ぐ にあ 

暢 す ベ し。 之 を 以て 居 察 三 年 の 

史は 先生と 會讀 し、 一 文 を 作れば 


之 助. 鎌 S 一  之 助. 澤 村 八 之 進 は 門^ 

學才志 行 を 以て 撰 せら れ、 = 取 循 1>  鎌 

福 E 角 三 郞. 芳 贺 五右衞 門. 永 松 某 • 河 

權 藏* 井 1:1£1^助及輕士にしてはー^!山 

1 時 改革の 始め 其 面 n を 新に し 皆 

受る の始 横 井先 A に 至り 拜 命の ^33 

にあり て 其舉は 素より 美な りと 雖 

孤山 家學 に. S て 程 朱の 學 を？？ へ 其 

とんで 依に 宋名 E  n 行錄 一 部 を 熟 

を 達する にあり。 领 らく 博く 和漢 

-然 ら ざれば 經！： の 用に 乏しく 共に 

を 達 する は 文 章 に 在 り、 而 して ー潘の 

を ml- ぶ こと を 知 る、 先 儘 は唯蔽 孤山 

大非 常人た る こと を 知り 大に 敬慕 

人近の軌範忠孝仁義は^^l=心の素定 

り。 詩 は 性 を I:n ふ旣に 好む 所、 文 

學と 決し 必ず 成す 所有ん と、 因 て 專 

必ず 先生の 批閲を 受 く。 先生 亦 余 

三 七 
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が 志 行 文才 を-称して 居 察 中の 

鎌 m 文才 mf 力 余に 優れり。 相 


あ り、 經 國 を 以 て 志と 

厚 く 交 る 所 あらん と 

勉學 する 能 は ず、 止 む 

衞門 子等 最も 親 交 す 

り來 りて 兄弟！： 學同 

文 儒の 風 を 好ま ず し 

^する 所 あり。 長 岡 

なる： 徒 皆 奮 進 志 を 

更に 心肝 を披豁 して 

本 * 村 等 辭し去 り、 横 

J§ 政^。 氏 荻 角 兵衞子 一一 

讚す る や 横 井先^ 會 

2^ を 讃んで 治 亂興廢 

く 其 樂 云 ふ ベ か ら ず- 

0. する が 如 く、. R 生 塾 

索 を 都に し て、 其 人 と 


す 。循岡 

す 。而し 

こと を 得 

る 所に し 

校 世人の 

て 强て辭 

監 物子國 

合せ 相 

隱 忌す 

hr  .6 し 二 

人 塾長 

頭に し 

を 談論 

三 年 の 

長 を 去 


犖 と 

に 文 


右 


し 

に 親 

こ- と 

亦 江 

副 長と 

て 荻 .片 

、搞 原 

學 期 を 

て 江 府 


に 


爲 す _ 

を 講 


あ 

し 

る 〈 

以 


て 

る 一 

リ 是 

て 文 

を 主 

し、 隨 

^ . 導 


なれり 

五 郞 

以 て 

、余 


を 

助 • 木 

短 し 

き、 柏 

交 り 


此時片 

史 を 論 

爲 す 

共 に 

な れ 

り 先 

^ 敎 


し 

命 

C 


調 じ- 

ほ k 


入 

し 


て 


き 

屍 


專 ら 

余 其 

る 

居 


來 

ね 


文 

ん 

寮 


する Jf^ 


興の 餘談 笑戯龍 


章 を 主として 其  一： S 作极 井先 生に ，t ^ぐ。 

を受 くる 亦 少 か ら ず。 财 f; 經濟に 見 

す。 右 E は 器量 ありて 沈^ 皆 共に 

あって 辭し 去 り、 财 萍 も 亦 滴 ありて 

多に して 就中 获 兵 衞 子. 迸 家 角 左 

同く せり。 弟 武雄も 亦 命 を 受 て 入 

弟此 時年壯 にして 志專、 り武に 在り 

塾長と して 生徒 を 誘 する 太に 發 

生徒 を 引て 親 か ら 會 讀 し、 一時の 盛 

. 月に 一回 親 隨會を 興し 杯 洒欣歡 

遂 に忌嫉 する 所と なり g 岡. 嫌 £• 坂 


ぜ 、し れて 塾長 を 去れ り、 其 後 は 柏木 文 右衛門 細お |f, 

居 寮の 一 變と ハ す。 其 初 盛 ■ なる に 赏 て や (中 略) 其 會 

等 八 大家 請 本 を 読で 其 文现學 見を講 論し、 叉 通鑑綱 

M 太郎亦 時々 來 食す。 余 此書讀 に 於て 得益殊 に 多 

し 十分に 吾 才を展 ベ ん こと を 思 ふ。 旣 にして 前に 

代りて 畏 となりて は學 は經螯 章句 を 主と し. 现 論考 

心に 快し とせざる を 以 て 荻 子 • 道 家 子の 外 共に ひ を 


開て 交 はる 者 無 く、 遂 に 孤立して 學ぶ所 を 達 し、 三 年の 期に 至り 更に 留學の 命 を 薪り §2 る こと 殆ん 

ど. OL 年 許に して 家事に 因て 辭し 去る こと を 得たり。 其 初 ¥循 岡 等 一 同 新たに 命 を受て 察に 入 る 

者 半年に して 辭し 去り 或は 一 年に して 引 去 り、 三 年 を 4- くして 51 りし は蔽 三左衞 門に て 門 問に 生 

たる 人に して は 能 忍耐せ しと 人 比？ 之 を 赏 し、 余 亦 其 志 を 类 なりと し、 获 子 も 亦 肉て 交て ハ ^ する 所 

あらんと 云へ り。 其三年を滞留學中年餘にして^！りしは前後三十餘人屮にして余ー 人 あるの み 

云 々o 

天 保 年 Es© 試みに 細 川 侯爵 家 文書に つきて IK 保に 入りて からの 時 齊館居 察 生 を 調术. ^して ると 左の 

寮生 氏名  ー 、 。 

如く で あ る。 

天 保 八 年の 記 錄 中に 「是迄 1" 寮 被 一一 仰 付 置 一 候 面々」 として 左の 十二 人の 名前 を 見出す のみで 其の 前 はよ く 分らぬ。 

片 巾容 三郎 • 元 £ 巿太郎 • 柳カ淑 次郎彥 . 西赏藏 • 堀 m 權藏 . 坂 本廉助 • 久保 S 權十郞 • 河 m 循次 • 福 m 角 一：： 郞 . 井：！ 

呈助 • 成濑 治部輔 • 一 「2 山 謙 太。 

なほ 天 保 八 年 二月より 同 十一 年 十二月まで に 命ぜられた 居 寮生 を その 命ぜられた ギ 月の 順序に 攀 ぐれば 左の 如くで ある。 

(天 保 八 年) 裙岡愼 之 助 • 藤本 常 記 . 右 m 才助 • 村 上 善 左衞門 • 财津直 人 • 井上 久之允 • 鎌 出 一 之 助 • 元 m 傳之丞 . 梅 m 

大八 • 译村鶴^^-  • 小 笠 原 久米助 *.薩 三 左衞門 • 中 村 甚太郞 • 長 岡 鈴 太郎。 

(天 保 九 年〕 大槻 臥-五 • 匂 坂 平 右衛門 • 获 又兵衞 (後 角 兵衞) . 西 村 順次 郞 • 高 本 正 • ヒ村 彥.^ 郎 • 加々！ 太 .淺 山 左納. 

元 m 武雄 • 境 野 左 文. K  . 客 脇改助 • 稻 f: 榮之助 •  一：：^ 惣左衞 門 . 負 之 助 • 友成^^內 • 江お 文 雄 (後 柏木 文 雄) .^u 

綾之助。 

C 大保十 年) E 中 菊十郞 • 大城 多十郞 • 堀 內次郞 八 • 宗像數 太 • 道家 角 左衞門 • 和久 S  ニ郞彦 .  一 〔£ 原彥熊 • せ：： 川 臉左衞 門。 

小葡： H 卷傅 .：¥i  . 1  一一-九 
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(天 保 十 一 年) 永虽 赌兵衞 • 加 藤 平 之 允 • 草 野 榮太郎 • 平 川駿太 • 久保 E 權十郎 • 庄村 右兵衞 • 井 nc チ助 • 飯 E 熊 之 助 • 

住 江 魔 之 助 • 高 E 十 之 進 . 中路 客兵衞 • 渡 邊慶之 允 • 友岡滕 太郎。 

右人名は元£の記|^-とは多少の相違はぁるが、 天 保 八 年 以降の 五十 餘名中 三年 H 上 在 察した の はー兀 田の 記せる 通り 彼と 蔽 

三 左 門との 雨 人の みで、 叉 右の 內入寮 二度： n: なる は获角 兵衞. 上 村 彥ニ郎 • 江.： t 文 t: 和久 S 三郞彥 で、 五 度：：：： なる は 

友成 iti 内 • 六 度： n: なる は 井口 呈助 である 0 

なほ 右 元 田の 記事に よれば 彼が 入 g{ して 初めて 識 つた 小 稲に 信顿 する の 如何に 深き か を 

窺 ふべ く、 又 小 楠が 元 田に 敎 示した 爲擧の 方法 は 共の 當 時に 於て は 確に 進歩的 識見で ある。 

元 田 は 「小 楠 先生 遣 文 後 序」 の 冒頭に も 左の 如く 記して ゐる。 

先生 は道舉 中の 俊傑な り。 少 にして 志 天下 を 振起す るに あり。 余ハヰ 二十、 初めて 先生に lE^ ゆ 先生 曰く、 擧を 

爲 すに は須 らく 古今に 通じ 大義 を 明らかにし、 活見を 開きて これ を 世務に 施すべき のみ。 かの 詩文の 若き も 

亦 忠孝の 天性より 發す。 かれ 章句に 拘々 たる 者 は 俗儒に してと もに 論す るに 足らざる なりと。 先生 時に 二十 

九、 余 は 師兄を 以て 之に 事へ 而 して 先生 は 余 を 待つ に 心 友 を 以てせり。 (原漢 X) 

彼 を 見 これ を 見ても 猶 時習 館裡に 共の 緒 を 振って ゐた 一 書生 は 最早 池 中の もので なく、 已 

に 風雲 を 捲 起して 天下に 呼 P せんとす る 堂々 たる 鱗 爪を備 へて ゐた 事が 窺 はれる。 卽ち小 

楠が 舉 問の 方法 は 徒に 章句の 末に 枸 りて 記 謡詞？ を 事と した 當 時の 俗 弊 を 一 蹴して、 直ちに 

聖賢の 堂奥 を^め ると 同時に 廣く 史書 を總 きて 古今の 盛袞與 亡の 跡 を 尋ね ビれを 用に 施 

して 公益 を廣め 世務を くに 在った。 本. 寄 遣稿篇 「詩文」 所載の 漢文 は 殆ど $： 菁莪齋 時^ 


の 作で あるが、 之 を ； 瞥 せば 何れも 共の 議論 卓 拔儕鞏 の 意表に 出で ざる はな く、 當 時の 小 楠の 

抱負 識見 の 片鱗 を 窺 ふ こ とが 出来る。 

右 元 田の 記事 中に も 見 ゆる 如 く、 小 楠 は 時習 館 塾長た る こと ニハ 牛に して 天 保 十 ハキ (三 十 一 き 

江 戶遊學 を 八 S 三月 遊 學の爲 江戸に 差 立てら る i こと、 なった。 元 K は 彼の 『還 唇 之 記』 中に 「當時 藩 を 

-ij らる  * 

出で 他所に 遊舉 する は 私に する こと を 許さ す、 故 に 遊 舉の藩 命 を 蒙 る は 容易の 才舉 にして 得 

ベから す 最舉士 の榮譽 となす」 と 記して ゐる が、 小 楠の 遊 學は眞 に異數 の拔擢 であった。 サ. S 抓 

し享保 十三 ハ牛細 川宣紀 の 代に 秋 山 玉 山が 江 戶遊舉 を 命ぜられて 以 來、 蔽 孤 山. 長 0  0 幸.^ 形 靈 

雨. 澤 村 西 坡. 白 木 柏 軒. 町 野 鳳 陽. 片 山豐嶼 其の後 を繼 いだと 傳 へられる が、 假令 此の上に あって 

も 恐らく はさう 多く は あるまい。 之 を 以て も當 時に 於け る藩當 局が 如何に 重く 小 德を視 て 

ゐ たか^ 分る が、 思 ふに 彼に 取りて は 此の 時代が 熊 本に 於け る顺 境の 絕 K 、であった であらう。 

當 時の 儕 H- は 小 楠の 立身 振 を nn を _賺 つて 羨 望 したが、 勝 氣な阿 母の 喜 は 如何で あつたか 蓋し 

想像に 餘 りが あ り、 小 楠 身に は 「父い まさば」 の 感轉た 切なる ものが あつたで あらう。 

文武の 師  藩舉に 於け る 小 摘の 學窓 生活 はいよ く 終を吿 げた。 彼の 在學 中の 文攀 の敎 は 辛，：；；.？ 才 

藏 (鹽 井). 近 一 膨英助 (淡 泉) の 二 敎授、 大城準 太. 池邊謙 助. 山 n 仁 九郞の 三 助教で $1 當 時の 名 儒で あり、 

武術の 師範 も 亦 槍術 は 水 足 五郞、 劍術は 米 E 元 太郞、 居 合 は 入江 新 內、 犬 追 物 は 竹 原 九左銜 門、 游 

泳 は 山 束 彥ぉ衞 門で 此の頃の 達人ば かりであった。 小 楠は此 等の 敎. {I:- や 師範に つきて 刻苦 

横 井 小 柿上卷 傅記篇  四 一 
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勉勵 したれば こそ かの 非凡なる 舉識 を蓄へ 卓越せ る 武藝を 養 ひ 得た に は相逮 ない が、 i つて 

考 ふると 彼が 在舉 問、 當 時の 文と 云 へ ば 主として 經史に 通じ 詩文 を 13 ふに ありて 治阈濟 民つ 

識見 力量 を 養 ふこと を 忘 れ、 小 廉幽謹 を道德 とし 博 覽强記 を 知識と なすの 傾が あり、 又 武と云 

へ ば 唯 技術の 精妙 を 得る を 本務と し 徒に 戰 うて 敵に 勝つ をのみ 本願と し、 甚だしき は數 家の 

免狀を 得て 就職の よすがと する の歉が あり、 文武 兩 つながら 藝に墮 して 眞の 意義 は 失 はれて 

ゐるを 洞見して これ を 慨歎す ると 俱に 、自己の 擧 ベる 藩擧に 於ても 亦 其の 流 弊に 陷 L る を- ト 

滿 としたら しい こと は 前に 記. せる 彼が 元 K に吿 げたる 爲舉の 方法な どに 於ても 窺知 せらる 

る 通り だから、 小 楠の あの 擧殖と 識兒と は 決して 師投 によつ て のみで は 無くして、 寧ろ S ら勉 

めて 巳まなかった 自擧 自修と 其の 聰明と による ことが 多かった でら らう。 
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飛！^ 萬 M を搏 

つ 


I 出府 道中 

刻苦 二十 年 螢雪の 功 空しから す 池 中の 蛟龍 雲 雨 を 得た る 思に て 束 上せん とする 小 楠に は 

二 男坊に 生れた 仕 合 はせ で賴 山陽に つ い て傳 へ らる 、如き 活劇 を ぼ (似す る 必要 もな く、 乂 藩 

費遊舉 であ つて 兑れば 兄の 懷 をいた める にも 及ば す、 何 たる 幸福と 身輕 さで あらう。 いよい 

よ 銀杏 城下 を 後に して 鹿 島 立たん とする 彼が 發 した 第 一 聲は 「 熊 府 を 發 す 」 と 題す る 左 の 

七 律で あ つ た。 

(白 出〕  r 能 W 山〕 

十 歳 檢繩の 身. を 脫し將 つて： 一 笑 飄然たり 東海の 雲、，； II 水の 灘聲は 耳 を： して 冷やか に、 龍 山 

の 花氣は 衣を撲 つて 薰す、 觀風 聊か 吳 兒の志 を 抱 く、 講 擧何ぞ 商 也の 文 を 求めん、：：： 送 す飛廳 

の 萬 里を搏 ちて、 雙翼を 拂披し て 已に群 を 離る i を。 

最初の 二 句に 於て は 彼の 欣躍を 想 察し 得べ く、 觀 風 以下の 二.？ にて は 今回の 遊 舉は延 陵の 季 

子— 吳國の 公子— が、 各 國を 周遊して 能く 風俗 を觀 且つ：^ 情 を 察した と 云 ふそれ と问 じから 

横 井 小 柿 上. 卷 傳記篇  s:  二： 
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んの 抱負 を 述べ、 孔門 十^ 中で も 文 舉に長 じた 子 夏 を 中に せぬ は 彼の 遊 舉の服 目が 空 棘な 

机上の 舉問 にあら すして 格物致知 どこ./ \ まで も 經世濟 民に 在る の 念願 を 漏ら し、 最後 の j 一 

句に 於て は揚々 たる 彼の 意 氣. 滿 々たる 彼の 得意 を 窺 ふこと が 出来よう。 

小. 楠の 家に は 母 は 五十 九 歳で 健在し 兄 時 g: は樂鑿 役から 榮 進して 豐後鶴 崎の 郡 代 を 勤め 

て 居り 心に 懸る 何事 もない が、 母の 生家なる 叔父 永嶺庄 次の 養子と なって ゐる 弟の 仁 十郞が 

まだ 弱年な の で 、別 れに 臨みて 「弟 永 仁 と^る」 と 題して 切々 たる 友愛の 至情の 横溢せ る 古 

風 一 首 (遣 稿 篇八五 五 頁) を與 へて 其の 將來に つき 且つ 誡め 且つ 勵 まして ゐる。 

何等 繁累の 無い 裸 一 貫の 小 楠 は 旅裝も 至って 簡 ：！：^ で 遊 舉の命 を 受けた 其の n:: に はや 飄然 

として 東上す る ことにな つたが、 「これからお 江戶は 三百 里」 の 肥 後から は 順にい つても 擾 

に 一 ヶ月の 旅寢を 重ねなければ ならぬ 上、 飛脚 以外 に は 通信 機關も 無い 當時 のこと である。 

汽車 や 汽船 が^り 自動車 や 飛行機 も^る 今日から 考へ て は噓の やうな 話で は あるが 行く 者 

も 留まる 人 もまる で 死別れ の 様な 感が あつ て、 流 石の 小 楠で も 右 「弟 永 仁と 別る 」 の 詩に 「大 

方是が 三年 間の 別れなる ベ し、 覺 えす 淚 霞の 如し」 と 云って ゐる 位で 其の 門出 は 悲し さの み 

催される とい ふ 場面 だ。 

さて 小 楠の 取ク た. 江戶 までの 道筋 は 彼が 今回の 東 遊の 道中と 滯府 問の 詩染— 『 Is- 遊 小 稿』 

5 稿篇 「詩文」 丙、 二  I に微 する の 外 は 無い が、 それに 攄 ると 犬 津 .阿 蘇 より 豐资路 に 入 り、 鶴 ^ 


發 足 


大津に 於け る 

雕道宴 


よ 

に 


る 

り 


り 帆船に 搭 じて 海路 大阪 

は 肥後領 で、 九州に 於け る 

代の 際 は 勿論 藩士 束 上の 

居る 兄 時 明に 面會 しょう 

天 保 ト^ 三 n!::^ 日 菁莪齋 

衣に 薰 する 卷 日の 街道 を 

れて 飛び 行く 鷹 を 我 身の 

處時々 阿蘇 を 見る」 と 詠 

て ゐ る- 1 を 通り 過 ぐれば 

て. S 道の 宴が 開かれた。 

怪しむ こと 莫れ^ 離頻り 

史を談 じ經を 講じて 五更 

右 は 色々 の 思 出 話に 「燈 

に 思を黌 中の 諸 友に 寄せ 

の淚 など 共の 友情 K に 掬 

明 くれば 小 楠 は 「手 を 分 

横 井 小 楠上卷 傅記篇 


に 至 り、 そ れ より 海道 

陸路 は此 の 道筋 を 取れ 

場合 もこれ による 者が 

とする のが 右 道筋 を擇 

の 諸 友に 見送られ なが 

私 かに 胸に 抱く 大望に 

姿 ぞと足 取も輕 く、 か の 

じた 並木の 道— 現今で 

もう 大律 である。 北ハの 


に 淚を攬 る こと を、 十 

を 短し と す、 當 時何ぞ 

華 を 挑げ 盡 くし」 て 

た 七 絕ニ首 中の 句で 

すべき ものが ある。 

かって 前 途 吾 獨 行く 


を經 

、ま 也 

多 か 

ん だ 

ら 白 

微笑 


70  t ヽ 


夜 は 


年 

米 

あ 


て 入 

领を 

つ た 

主な 

み つ 

陽が 

の 杉 

此處 

舉 同 


の 苦 

らス p»5 離 

名 殘は嶽 

る。 共の 


府 し て ゐ！ 

通過せ す 

が、 小 楠の 一 

る E 的で 一 

水聲耳 に 一 

一 

\ 萬 里 の 

「老杉 路ー 

並 木 は、 老ー 

に 一 泊し： 

一 

衾 を 想 ふ 

の 情。 

きぬ 小 楠 

在舉 中の 


る。 當時豐 後の 鶴 崎 ま 

に 済んだ の で、 藩 主 參 鋭 

郡 代と し て 

らしい。 

に、 龍 S 山の 

双翼 を 張り 

で他樹 無く 

の 如く 棘ら 

て 來た諸 友 


場合 は 

あった 

爽やか 

蒼 空 に 

を夾ん 

人の 齒 

て. 送： つ 


T ィ チレ 

群 を 

^  く 

に殘 

て よ 


思 出. 今 


の 情 を述ぶ 

日 ゆく り，^: 


—お 二 前 巾の 他 句 —と 諸 友と 別れて 

四 }fi 


る と 

き 別 

大^^ 


1 1 重 


石 i:- 家に 立 寄 

る 


を 

I 


ど 

ひ 

、し 

つ 
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出發 した。 此處 から は 稍 北 へ 

しつ 上咼尾 野. 新 小 岸：. 堀 谷 な ど 


處で は賴 山陽に 「 

えた 時 雲 霧 漠 々 と 

贿も亦 「二重 峰 を 


」 と あ 

こ ろ で 

で あ つ 

束に 取 

へ は 一 

小 稲 は 

仕 へ た 

からな 

る \ 儘 

て 三 絕 

作り、 そ 


な 

緣 

れ 


て、 山陽が 

く 征衣 も 

. 之 を 過 

宮地. 坂 

道程 だ- 

と久住 

から 小 

享き饗 

絕三首 

錄す、 舆 

同家 珍 


て 

禾木 

を 


し 

1 

と 


重 嶺を過 

て 阿蘇の 

ぐ」 と 題 

葦北 海 は 

と に r 

ると 車歸 

を 經て豐 

の 略 中程 

の 出府 を 

に覺 えす _ 


を 


逸れて 叉 東 

の 部落 を 過 

」 なる 詩 

を兑る 能 


ぐ 

し 


力 

杯 


て 

力 

を 


き 41 -』 

に 一 峯 

道 は 再 

久 住に 

^倉鄕 

其の 行 

重ねた 


一 揮した o( 遣 稿篇八 五 

の觸る --所 句 を 練る 

の翥 幅に ものした の 


に 延びた 街道 を 右手に 蜿蜒 

ぎて 阿蘇 明 神の 神話で 名高 

が あ り、 吉 田 松 陰 は、 嘉 永 -パ 年 

は ざり しょり 一 詩 (本 篇第八 

首 を ものした。 其の 轉 句に 

」 . といつ た 遠望 はき かす、 松 

に 到れば 更に ニ峯」 と峙の 

び 北 に 向 ひ 約 三 M で內牧 

向 ふが、 肥 後 藩主 の參 親日 記 

の 石黑某 の 宅に 立 寄つ た。 

を壯 にすべく 我家に 迎 へて 

小 楠 は 同家に 傳 はる 山水の 

六 頁) 共の 前書に 「余醉 ふこ 

に遑 あらざる なり」 と ある 

は 小 楠なら ではと 驚嘆せ ざ， 
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把った 酒に 足 も 取られて 此の 家に 泊った のか 一 氣に久 住まで 行った のか そこまで は 分らぬ。 

阿蘇の 高原 波 野原の 中の 笹 倉から 次^に 北に 向 ふ 道 は 約 二 里で 國境を 越えて 豐 後に 入る。 

き 崎 都 堂に 兄 それより 久 住人 r 布. 野 津原を 經て鶴 崎まで 二日が i りの 里程 を ひた 急ぎに 急いだ 小 楠 は 刻 

を ず 二 

千秋の 思で 待つ 兄の 郡 代役 宅に 迪り 着いた。 人 一 倍友愛の情の深ぃ兄弟の久しぶりに相^^ 

うた 甚は Ei- して 如何であった らう。 かの 德富蘆 花が 其の 父 洪水から、 

自分が 十六の 年、 叔父 某と 横 井家に 泊った 事が あった。 此の 時 小 楠 先生 は 三十 歳で、 丁度 共の 日時お. 館のお 

寮長と なって 三人 扶持 賜 はる 様になった とて 歸 宅して 居られた が、 其の 夜 自分 達 は玄關 に、 先生 兄弟 は" M 敷 

に寢 られ、 終夜 襖 越しに 先生 兄弟の 寢物； 詰 を 聞いて、 子供心に 深く 感じた 事が ある。 

と 語り 聽 かされた と 其の 著 『靑山 白雲』 に 書いて ゐる が、 此 處 でも 順風 を 待つ 幾 曰かの 叫. 江 

• 戶着 後の 志望 や 計 書 一な ど 二人の 歡 談は靈 きる 時 もなかった であらう。 

鶴， 蛴 出帆  鶴 崎の 滯在は 幾日で あ つた かそれ を 知る ベ き 何物 もない が、 た ^同地 解纖に 際して 小 補が 

「鶴 崎に 到り 家兄の 郡 代役 宅に 宿泊して 風 待し つ i ある 內に、 十七 日の 夜 明 方 俄に 出船の 知 

ら せに 接し 急ぎ 別れ を 告げて 乗船した。 家兄 は 下男 を 遣 はして 酒と 魚 を 贈られた の に 謝 

意 を 表す」 と 題して 詠 じた 古風 一首 (遣 稿篇八 五六 頁) が あるの みだ。 此の 詩と 云 ひ 上 記 つ = 

永 仁と 別る」 の 作と 云 ひ 小 楠が 兄に 對 する 敬 慕. 弟 を 思 ふ 友愛の 情の 濃 やか さは 之 を 請む？ 9 

をして 覺 えす 險の 熱する を 禁じが たからし める。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  四 七 


鶴 
崎 
町 


〔藏 校學小 !1ぉ 鶴） 闘の P お 鶴 後 璺の代 Nf 藩 


馆四章 江 戶遊學 


四 八 


ホ 

力 


御茶屋 

郡 代役 宅 

御上り 場 

福 壽 丸 

千歳 丸 

住吉 神社 

住 吉 丸 

御船 入 

御座 船 

波 奈之丸 

御 番所 

セキ所 

御 米倉 

御舟 會所 

陳！ it 會所 

大野 川 

乙 iS: 川 


著者 は 小袖^ 帆の 赏時 を^ぶべく 一昨年 親しく 鶴： S 町を訪 うた。 畳 

後笫 一 の 長 流なる 大野 川の 河口に 位して ゐて今 はさう 盛で はない が、 

舊藩 時代 は 藩 船 百 餘民船 六十 餘を 以て 京阪 地方との 交通が 行 はれな ど 

して 今の 大分 市 も赏時 は^かに 之に 及ばなかった。 此の 地に 設けられ 

た 肥 後 藩邸 (御茶 SO も 其の 规模颇 る 宏大で 周 阁には 濠を繞 らし 宛然 

一 城郭の 觀 があった とい ふ こと だ。 郡 代役 所 は 「都- 會所」 といって 此 

の邸內 に、 同役 宅 は 正門 を 入り 左方の 一 隅に 在った。 此の 御茶 a- 跡 は 

鶴 崎 目 貫の 西 町 を 南に 折れる と i 払ぐ の處で 今はェ 業學校 と 等 常 高等 小 

學 校との 敷地と 成って ゐ るが、 赏 時の 物と して は 唯一 つの 井戶と 漆の 

痕跡の みだ。 郡 代役 宅 跡 は ェ幾舉 校の 作業 室と 成って 居り 其の 傍に あ 

る 孤影 寂しき 老松 は 其の 前庭の 名残 かと 思 はれる。 

現在 は 全く  SH;{ てられて 昔の 面影 もない が 往時 は 鶴 略 橋 附近から 北 

に 河口まで 三十 町ば かり 大野 川 本流と ほ V 平行した 一 支流が あった。 

而 して 其の 西岸 に は 藩 船 を繁ぐ 爲に大 小数 個 の 馬蹄形 の 堀割が 設 け ら 

れ、 其の 少しく 上手に 藩 船の 發 着した 「御上り 場」 があった。 其の 跡 

は 右 御茶屋 跡から 北方 へ 数 町 の 日豐線 線路 附近で 出水 神社 前 の 「ゲ ラ 

ゥ ンド」 の 一 端に 赏 るが、 其の 一 帶も やはり 堀割の 一つで 一 般民 船が 

出入して ゐ たの だ。 小 桃 は 右 御茶 虽內郡 代役 宅に^ 在中 出船の 報知に 

接して 「御上り 場！ 附近より 船中の 人となり、 兄 左； 牛 太 は 僕 をして 其 


舟 中 雜詩十 盲 

と 

る 


處に } ^清 を 速ば しめ 其の 行 を 送った ものと 思 はれる。  」 

鶴 崎 を 出帆して 周 防 灘. 播 磨灘を 過ぎ 天 保 山 沖より 大阪に 上陸す る ま 一 

題せ る 七絕十 首を賦 して ゐ る。 (造 稿 篇 八 五 六 頁) それに は 幾夜 かの 夢 

』 

る 詩 を そ、 りたる 篷 窓の 所 見. 舟 子の 物語 等が 巧みに 描出され て、 與ー 

から、 左に 揭げて 彼の 船路の 記に 代へ よう。  -  一 

森 江の 江 外 舟 を 泊す る 時、 海 面 潮 来りて 月 上る こと 遲 し、 夜 靜. かにして 一 

を 聽 き、 鄉 心 萬 緖亂れ て絲の 如 し。  „ 

周 防 二百 里の 空 洋、 風 便 を 得る 時 帆 正に 颺 る、 中 央水 雲の 界に 到り 得て： 

一 

、、>  nt  ノ  0 

力，^ し 

布 帆 朝に 出づ竈 門の 關、 幾隊の 浪魚浪 に 跳る、 0^^MS^.. 

穏 かに、 南風 容易に 横 山に 到らん と。 ？ iif き ；ー 

生 を 煙 水に 寄せて 沙 鷀に狎 る、 蟹 女 可 降に して 巧みに 羞を含 む、 婚 旆 高 一 

？ |ぼ5 讀 1 海鼠 を贈將 して 隣 舟に 嫁す。 11? 附 2 き 一 

舟 を 辆浩に 露い で朝晴 を， 待 つ、 浦々 の亂樯 水に 映 じて 明らかな り、 忙 し 

た り と、 萬 帆 均しく 雲 濤 を 翦 りて 行く。 

播 洋風 穏 かに 曉雲 晴れ、 一 帶の 淡洲望 裡に橫 はる、 海面 乍ち 孤島の 現る 

横 井 小 楠上卷 傅記篇  1 


で に、 彼 は 「舟 中雜 詩」 

を 結んだ 梅 上、 彼 の 豐 

味津々 たる ものが あ 


りに 杜. 吸の 過ぐ る 
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川 を 吸 ふ 鰊と。 

沙 明らかに 樹碧 なり 播州の 路、 點々 たる 布 帆浪を 破りて 奔る、 一 望 すれば 淡. 阿 天水に 接 し、 萬 

雷吼 ゆる 處是 れ嗚 門。 * 

臥して 看る 曲 江 水上の 樓、 酒 旗垂柳 夕陽 稠 し、 人 丸の 祠下潮 千 尺、 直 ちに 春風 を逐 うて 攝 州に 

入 る。 

兵 庫 伊丹 看る く 過ぐ る 時、 湊 川 は 何れの 處ぞ 水の 涯、 舟 行 偏に 恨む 意の 如くなら ざる を、 遙 

かに 拜す楠 公 八 字の 碑。 

坂 城 指點す 渺茫の 間、 港 口 近く 看る 一大 保 山、 風 靜 かに 瀾平 かに 雲 又 散 じ、 萬 檣の 影 は 夕陽に 映 

じて 閑な り。 

船が 播磨灣 より 大阪灣 へ と 進み 應 接に 暇な き 海山の 風景 を 賞す る 間に も、 湊 川の 邊を 過ぎ 

て は、 遙 かに 楠 公 八 字の 碑を拜 して ゐる。 如何に 彼が 楠 公を景 慕せ るか を 想 察する ことが 出 

來 よう。  、 

大阪に 入って から は 「大 雜題」 なる 七 律 二 首 (遣 槁篇八 五 七 頁) を陚 して 鎭西 にて は 見ら 

れぬ 其の 繁華 さに 瞠目して ゐる。 此處 から 淀川 を 溯って 伏 見に 着いた が、 かの 慶長 五ハ ヰ家康 

奥 羽の 上 杉 氏を征 せんとす る ゃ再會 期す ベから すと て 水盃 を 交 はして 訣別して から 伏 見 城 

を 戌り 僅かに 二 千の 兵 を 以て 西 軍 四 萬の 大敵 を 引受け 六十 二 歳の 老の 身で 花々 しい 奮戰の 


後、 潔 く 忠死を 遂げた 鳥居 元 忠の昔 を^び て、 意 趣 あり 精 I お あ る 長 篇 (遣 稿お 八 五 八 .3 を 賦 した。 

それから. 江 州に 入り 大津 馬場の 義仲 寺に 詣で、 此處に は 又玄が 「木 曾 殿と 背中 あはす る 夜-某 一 

義仲 寺に 詣、、 つ 哉」、 一茶が r 讒仲 寺へ 急ぎ 候 初し ぐれ」 とよんだ 芭蕉の 墓に も 敬意 を 表し たかは 知る. 3 も 

ない が、 木 il- 殿の 墓に は 特に 一 篇の 長歌 (遣 稿篇八 五八 頁) を 捧げ 小 楠 一 流の 論法に て旭將 軍の 

爲に宽 を 雪ぐ と倶に 其の 境. 遇 に 衷心の 同情 を 寄せて ゐ る、 識 見 高 明文.？ 雄 健史服 紙背に 徹し 

て 決して 凡作で はない。 

旅程 は 進みて 石 部の 宿に 迎り 着いた がふと 其の 客 舍の壁 を 見る と 十二 三年 前に 江戶詰 を 

石 部の 宿に 父 命ぜられた 父 時 直が 此處に 宿泊して 記念の 爲 に貼附 した 名札が 有った。 思 ひも 掛けす 亡父 

の 名札 を 見る 

の 筆跡 を 仰ぎ見た 多感の 孝子 小 楠 は 直ちに 筆を呵 して 左の 二 首に 追慕の 情 を 叙した。 

疾痛誰 を か 呼ばん 久しく 愁を抱 く、 孤 兒豈 計らん や 東に 向って 遊ばん と は、 偶 然旅舍 に 名札 

を拜 し、 淚衣 襟に 滴りて 收む 可から す。 

唯 夢に 時に 嚴顏に 接する こと ある を、 遣 物 を 看る. I 母に 淚潸々 、十 年の 旅舍 名札 新な り、 堂 上 眞 

に 駑頑を 叱す るが 如し。 

彼 は 時に 三十 一 の壯 齢な ほ 時々 亡父 を 夢み 今 は 新に 其の 遣 物に 對 して 感傷 無限の 淚を娥 

いで ゐる。 大孝は 終身 父母 を 慕 ふに 庶幾き もの か。 此 處を辭 して した 小 楠 は 桑 名から 舟 

で 尾 張の 桶 狭間に 渡り、 「累々 たる 古墳 春 草の 裡」 に 今 川 義元戰 死の 跡 を ひ て、 三 河. 遠 江. 駿 
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河. 相 校の 各 宿驛を 通り、 途中 「 ま 遠 江 洋ー」 「遠駿 道中」 「 题 11 望 嶽 樓 1」 . 「 踰動 嶺 I」 なる 四 首 5 

江戶着 槁. 篇八五 九 S を賦 して 江戸に 安着した。 右の 內 「遠 江洋を 望む」 の 七絕は 左の通り。 

遠海 茫々 として は" 快なる 哉、 鯨 0 鯢浪山 を 捲き て來 る、 天 風 萬 里 南極より す、 我 且 らく 衣 を 振 

つて 酒杯 を 把らん。 

}Kk 海濶 jK にこれ 小 楠の 氣 象と 評したい。 着府は 四月 十六 日で あるが、 熊本發 足の 日が 詳か 

でない から 途中 幾日 を 要し たかは 分らぬ。 

二 滯府間 

憧れの 大 江戸に 革 鞋の絲 を 解いた 小 楠 は  一 r::: 足らす は 木 挽 町の 不破萬 之 助 御 小屋 Iff  2g 

針 § に 逗留した。 共の 間 筆 まめな 小 楠が 鄕 里へ 寄せた 手紙 は、 相 當 多くの 數に 上った で あ ら 

う が、 若 し 共 等が 何處 かに 遣って ゐ たなら ば、 彼 の 出府 道中の！：：； 況 ゃ着府 直後の 所感な ど を 知 

り 得て 興味が あらう に、 數 多 や 小 楠の 遣 墨 中に 此の B 、の もの は 殆ど 兌當ら ない。 た^- パ HI: 十 

七 m 付に. て 小 楠に 寄せた 長！！： 監 物の 書簡が 横 井家に 藏 せられて ゐ るが、 これ は 「四：：： 二十 二 

日 之 御 細 書 相達恭 致，， 拜誦ー 候」 とい ふ 書 出しで あるか ら小 楠が 着 府後六 日 に、 監 物に 贈 つた 誓 

翰に 對 する 返 寄 だ。 小 楠 出 立 後の 時習 館の 情 態 特に 居 察 生の 退 {分 を 願 ひ 出 づ る 者の 縫 出す 


お 岡監 物の 書 

0 


る を 心配せ るな ど 細々 と 認めた 可な りの 長文 だ が、 其 の始 に、 左の 一 節が あ る。 

最早 今程 は 方々 御 尋問 も レ之 ベく、 佐 藤. 松 崎 杯に も 御 面會爲 レ^レ 之 哉。 共 余 水 戶之藤 田 如き 令名 家 御你聞 

之 處とは 何程に 候 哉、 何様 珍 敷 話 も 可 レぉレ 之、 K に 可レ羨 事に 御座 候。 酒 之 方 は 何 租に候 哉、 愈 以嚴禁 を 祈 巾 

候、 此债 而已は 深く 御 氣遣巾 候、 御 千 笑々々。 下津 は^ 職後禁 K 息 之 約束に 候處、 近 は^ 夜 程に 酒宴 之 物 昔 

相 聞 巾 候、 可レ笑 事に 御」 M 候。  . 

右に 據れば 監物は 小 楠の 出府 を 羨む と 供に 彼の 飮酒を 餘程氣 遣って ゐ る 、共 の 友情の. 厚き 

を 感ぜざる を 得ぬ。 いかに-得意の 絶頂に ゐた小 楠で も 此の 忠吿を 馬耳東風と 閒 流すべき 答 

はなく それでこそ 此の 手紙 も 保存され たので あらう が、 持った 病の 酒癖 は 如何と もす る 能 は 

. ざり しと え、 監 物の 心勞 をして 祀 憂に 終らし め 得なかった は 返す.，.^ も遣憾 である。 . 

W 諸家 訪問 

遊學の 目的  小 楠の 江 戶遊擧 は 齢 巳に 自立 を驗 えた 男盛りで、 文武 兩 道に 達し 一 廉の 見識 を 具へ た 彼と 

して は 今更 文武 藝を 專攻 する 擧生 生活に 入る ので はなく し て、 西 海 僻陬の 地で は 到底 望まれ 

なかった 天下の 宿舉 大儒の 門 を 叩いて 親しく 共の 講擧を 聞いた り、 諸 藩の 英才に 接觸 して 知 

己 を 索め I に 意見 を 11 はせ た り、 議論 を 上下した りして 研 精 二十 年の 練磨の 上に 更に 磨 を か 

けんが 爲 で、 前 記 「熊 府を發 す」 の 詩に ある 通り 儒者 ゃ舉究 になる 勉强 よりも 寧ろ 治 國平天 
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下の 道 を 修めようと 云 ふの が 彼の 遊學の 目的で あ り、 江 戶で 一 通り 修業したら 他國. にも 遊學 

し、 なほ 諸阈 を 歷 巡して 兑 閒を廣 めたい のが 彼の 希 望 で あ つ た。 

だから 小 楠の 滯府 問に 於け る 行動に 就きて は 特記すべき 目醍 しきものが 幾ら も あらう と 

思 はる がそれ を徵 すべき 資料 は 甚だ 乏 し く、 只 僅かに 前記 『東 遊 小 稿』 なる 詩集と 滞-:^ 中 

見聞し た 事柄 を 少 し ば かり 書留 め た 『遊 寧 雜志』 (遣 稿篇 「詩文」 乙、 二) なる 小冊子と により 

て 極めて 大體の 様子 を 窺 ひ 得る のみで ある。 後者に 據 ると 彼 は 五月 十一 日に 木 挽 町の 御 小 

屋 より 芝 愛宕山 下の 某 邸に 居 を 移してから ぼつく 諸家の 訪問 を 始めて ゐる。 

家訪 を始 五月 十七 日に 諸 藩の 儒者より なれる 海 鷗社文 會に顏 を 出した が 之に 對 する 彼の 感想 は 記 

して ゐ ない。 次に 時は詳 かで ない が 藤 田 虎之介 S 湖) を訪 ひ、 五 月 二十 八日に は 林大擧 頭に 謁 

して 其の 門下に 入り、 禮 了って 佐 藤 一 齋 及び 其の 子 同 幸 助. 門 人 河 田 八 之 助 等に 對 面した。 云 

ふまで もな く 林 家 は 幕府の 舉政を 司 どり 二 齋は叉 林 家の 代表た る 一 代の 大儒で あるので 諸 

藩の 遊 擧生は 先づ林 家に 謁し 一 齋に 接する のが 當 時の 恒例であった らしい。 

.  其の後 肥 後出 身の 碩儒 松崎慊 堂の 門 を 叩いて 其の 敎を 受けた。 松 崎を訪 うた 日 は 小 楠の 

『遊 舉雜 志』 に は 記して ない が、 『慊堂 日曆』 の； 大保 十^ 七月 十二 日の 條に 「横 井子 來」 と 

あるから 此の 曰であった らしい。 それより 八月 十九 曰 に、 川路 三 左衞門 S きを 訪ひ、 な ほ 時 は 

詳か でない が會津 藩儒 牧原只 次 郞をも 尋ねた と ある も、 其 の 外に は面會 した 人名 は 全く 記し 


て 


所 

生 

成 

佐 藤 一 齋と松 

崎慊堂 

れ 

卷 


な い。 併し 有名な 儒者 を師 

の 傑出せ る 人達と 交りて 慕 

なく 研究す る 傍、 諸 藩の 其 等 

に 忙しかった こと は 後出 「 

納る 云々」 と あるの を兑て 

於ての 講演 中に 「、江 戶に行 

れ たが、 併しながら 其の 舉 校 

の大擧 校であった ので ある 

後年 (嘉永 四 年) 小 楠 は 諸國を 

で 後に 名 を 揚げな いのは 殆 

歎賞し てゐ る。 (本 篇 第 七 章 

も會 見した 諸方 面の 人達の 

程と 首肯され る ものが ある 

先 づ 彼 は、 佐 藤 一 齋を訪 うて 

たる 容子 言 外に 見るな り」 

の貯 有る 事 を不， 知。 …… 爲， 人 


とし 友と して 其 

府 の 制度 文物の 

を も 精査し 以て 

菁莪齋 諸 友に 與 

も 想像に 難くな 

かれてから 横 井 

で舉 ぶよりも 寧 

」 と 云って ゐる 

遊應 して 各地の 

どなかった。 そ 

三、 ネ 參 照) 斯 くの 

才擧を 鑑識した 

。 其の 二三 を 左 

は、 「 一 齋、 當 年 七 

と 云 ひ、 松 崎慊堂 


の說を 聞いた 

利害得失より 

他日 大いに 爲 

ふる 書」 に 「 

い。 德富蘇 峰 

先生 は當時 の 

ろ 廣き處 の 江 

人物に 接し、 爾 

れを傳 へ 聞い 

如く 人 を 見る 

が、 右 『遊 學雜 

に 引いて 見よ 

十に 成る 由、 壯 

を訪 うて は、 「 


り、 幕府 の 一 

民情 虱 俗 一 


然 風 の 如 く、胸 中 少 の 城 郭 


す あ 

江 者 

も 黄 

俊秀 

戶 の 

時 彼 

た 西 

の 明 

志』 

ラ 0 

羽澤 

無 し ( 


ら ん 

の 旗 

井 小 

の 集 

力 ラ 

が 目 


の あ 

に 載 

る 老 

松 崎 


重要人物 や 

の 微に至 る 

る 準備 

藩 有名 

十 年祭 

所の 昌 

社會が 


と す. 

下 列 

南 \ 


つ た 

い ふ 


し て 

洲は、 

つ た 

せ て 

人、 言 

« 堂、 


旗本 及 

まで 漏 

ち 


と 

の 


平 


て 

大 


予 音 韻 


人材な 

，小 楠の 

ある 月 

語し ほ 

，擧問 博 

のこと 


り 

哉 

旦 

ら 

大_ 

を 


と 

の 

零 


sin 

の 

f7 


び 諸 

ら す 

活舉 

抵交 

演會 

に 舉 

井光 

し た 

高 き 

レオ 

る と 


中 

し 


幾 萬 

に 例 
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を 引、 證を爲 し、 其說ニ 時に 及ぶ。 當時 大儒 一 齋. 慊 堂と 唱れ ども、 其赏は 一 齋中 々慊 堂に 及ばす。 

唯一 齋 人物 聰敏 世事に 鍊 通す。 是ニ 家名 を齊 する 所以な り」 と 評して ゐる が、 德 富 蘇 峰が 一 

齋を 素人 好きの する 擧 者、 慊 堂 を 玄人 好きの する 學 者と 云って ゐ るのと 異ェ同 曲で ある。 な 

ほ 小 稲 は 林 家 入門 後の 觀察 にっきて 次の やうな こと を 記して ゐる。 

林 祭 酒 は 天下の 懦宗 なれば 邊 隅の 國 州に 至りても 少しく 讀書 する 人 は 知らざる なし。 吾 初 林 門に 入て 思 ふ 旗 

本の 人 多く 3,1 入す る 可と 考 しに 存外の 事な り。 愛 日樓の 講釋に 旗本の 人 或は 一 人 も 見ぬ 程に て 更に 平生 出入 

の 人な し。 叉 旗本に 林 家の こと を尋 るに 詳 かなる 不レ 能、 是れ讀 書せ る 人に て 如レ此 なれば 武人 一 偏の 人 は 共 

名 も 不レ知 程なる 可し。 是 にて 旗本の 様子 も 知れる ことなり。 

旗本 文擧は 盛に 行 はれざる こと.. -思 はるな り。 十 〕 より 是と 指して 天下に 名 を 揚げる 程の 人 一 人な きこ とに 

て、 況して 今日に 至りて 尤も 々なり。 當時御 勘定 i 「味 役 岡 本 忠次郞 殿 • 御 代官 羽 倉 外 記 殿 外に 其 名 有る 人 

なし。 尤 所謂 夫の 濟 世の 學流 にて、 御 政事の 格式 古 » 又は 是非 黑 白の 議論 杯に 心 懸は絕 無の ことにて、 予竊 

に 疑 ふ 所ろ 有りて 旃 本の 人に 交り-彼是と 心 を 附け是 迄考來 りて 近 m 斷 然と 疑 晴れたり。 

此の 時 林 家 は 中興と 云 はれし 述齋が 齒德俱 に 高く 台 斗と 仰がれた のに 講義の 實 際が 是程 

だ. つたと は 意外の 事 で、 S 狩の 勢力 は旣 に/、 暗運默 移して ゐ たのであった。 

小 楠が 滯府 間に 交りた る 名士の 中で 特に 其の 人物 を推稱 して ゐ るの は 藤 田 東 湖と 川路 聖 

設 とだが、 初めて 面接した. § 、は 湖 は水戶 藩の 御用 調 役、 聖 謨は 幕府の 御 勘定 吟味 役で それ ぞ 


れ 重役 在職 中だった。 小 楠 


藤 sl^ 湖 言 語. 擧 動 を 紙上に 躍如たら 

澤蕃 山. 31 淺常山 杯に て、 程 朱 

十 七 歳、 色 黑の 大男 中々 見事 

は 藩 中の 子弟 を 引立て、 尤鎗 

かるべし」 とか と、 こ れを激 

の 信念 を 確め たもの 如く 

舉を 提唱す る 何物 かぐ 伏在 

川路^ 説  欺謨 について は、 「此人 其 

なること や、 好 舉好 武の狀 態 

ひたる 時に も、 「 一 見 如， 故、 其 

の、 東 湖 は 水戶齊 昭の懷 刀で、 

左內を 推す」 と稱 した 位の 

を 知る と 云 ふ ベ き で あらう „ 

り だか ら、 兩 人 から 啓發 され 

はなく、 乂東 湖も^ 謨も小 楠 

横 井 小 楠上卷 傅 記篇 


力 

ノチ 

赏 

た 

を 


め 

ど 


/ 

こ 


の 

だ 

と 


只者 


兩人 

ゐ る _ 

理を 

と か、 

し た 

ゐ る _ 

事 貪 

る 力 

く こ 

感歎 

な ら 

*v 力 

か ら. 

は此 

も 多 

で 


を 


訪問 

is- 湖 

ひ、 審 

^ に 

者 1 

^ な 

心 懸 

も 田 3 

久し、 

て ゐ 

る を 

吾、 先 

楠が 

つ た 

い と 


した 時 

につ， S 

ら 事 

い 匕 ii;^ 

T ィ ^ 

り I 

こ、 ト 

け た 

はれ 

果し 

る 0 

知れ 

輩に 

東 湖 

よ り 

で あ 

IP ン 

^ ん 


赏 

4, お 

る 

\ 二 

方 

.聚 

ら 

で 


の 投様を 細 記せる 

て は、 「此人 辯古爽 

にし 懸けた る 様子 

風 を 嫌 ひ 、尊 ら 武事 

か、 「當時 諸 藩 中に 

平素の 抱懐 も 親し 

様子な り」 と  一一 一一 口 へ 

非常の 英物 なり」 

謨は 幕府の 能吏で _ 

」 と推稱 し、 爾後 交 

て は 藤 田 湖に 服 

謨の兩 雄に 傾倒し 

年 も 幾らか 若 く、 而 

う が、 さ りと て 決し 

居たら しい。 小 楠 


を 見る と、： 吶 者の 風采. 

に、 議 論 ^1§^舉 意 は 熊 

なり」 とか、 「當^ 三 

に心懸 け、 公 務の 暇に 

て 虎之助 程の 男は少 

く^5^湖 に 接し てハ 化.、 共 

る 所に 後年 彼. E ら 11::: 

とて 共の 職務に 恪勤 

，東 湖が 初めて 彼を訪 

情 尋常なら ざり し 程. 

し、 同 倚に 於て は梳本 

たの は 所 iii 好漢 好漢 

も田舍 から 出た ばか 

て 共の 下風に 立つ で 

は 旗本の 士 では 東 湖 

五 七 


^四 章 江 戶 遊 學； 


も 意氣相 許した と „ 

淑の 人物 を 愛して 一 

記の r 遊舉雜 志』： 


酒を溫 めて 塞 園 

槊義內 外の 書 を 

と は 「藤 田 虎之助 

三 頁) だ。 小 楠 は 東 

を 交へ て ひっそり 

た餘り 鬼て は總べ 

水よりも 冷やかで 

山の 著で 小 楠は不 

であるから 自ら 右 

は 此の 詩で も 想像 


云 ふ 岡 

これと 

や 『東 


本 忠次郎 (忠 璺) と 羽 倉 外 記 (簡 堂) を 


親しくして ゐ たやう 

游小 稿』 の 中にはと 


口 藤田柬 湖と 交驩 

夜蔬を 摘み 、虚心 膝 を 交へ て 

讀む に 似たり。 

を訪 ふ、 夜話 極めて 適す、 虎之 

湖の 人物に 傾倒して ゐ たか 

した 庭園に 對し 蔬菜 を 看に 

て 我 を も 忘れて 仕舞った。 

恰も 『集義 和書』 を 讀む様 

斷 之 を 愛 镇 して 居り、 叉 東 湖 

の 結句 を 得た ので あらう 0  + 

し 得らる \ ばかりで な く、.^ 


ら 


が、 そ の 


ら 


の 

ぬ 


人 


五八 

し、 な ほ 甲府に 勤番す る 長野淸 

は 眼中に 措かなかった のか 上 


ベ て 予を忘 る、 議論 熱 せす 水よりも 冷やかに、 


て も、 叉. X 湖の 交友 簿に横 井 平 四郞の 名が 載せら 


の 韻 を 

時 々 彼 

を 酌 交 

互に 能 

心地が 

舉 意 は 

楠が 來 

が 兄の 

れ 文通 


禾 

湖 

に 


す 

さ a 

平 


」 と 題 

問した 

が ら 

合 ふ 

云 ふ 

評 の 

氣心も 

太に 寄 

何處に 


し 

の 

合 

キ 


た 小 楠の 詩 

し く、 此 の 夜 

話して 居る 

で 議論に 熱 

で あ る。 同 

く 熊澤蕃 山- 

ひ 親しき 間 

た 書面 (本篇 

すべし と 云 


(遣 稿 篇八六 

も 御 互に 膝 

と 輿に 乘っ 

する 事無く 

書 は 熊澤蕃 

湯 淺常山 杯 

柄なる こと 

六 二 頁) に 

ふ 事まで も 


記して あるの を 兒ても 分る が、 なほ 兩 人の 間に 見逃して ならぬ 左の 一 挿話が あ る 

1飞 保 十 年 十二月 二十 五 n: の 事 恰も 束 湖 は ハ牛明 くれば かの 夭 保の 大 改革に 着 乎 せんとす る 

東 湖の 招宴と 齊 昭に隨 ひて 水 戶に歸 らんと す る 直 ぐ 前 だつ た が、 忘 年會を 催して 小 浦 始め 諸 友 を 招いた。 

パ 楠の 古詩 卜 有 ± 其の^  h で、 左 の 七 言 古詩 一 篇 S 稿 篇八六 四 頁) を賦 して 自家の 意見 を 開陳した。 

家 は 各 東西 千里 隔たる も、 相 逢うて 一笑 肝膈を 吐く、 滿 甕の 酒 新に 醅を發 す、 道 味 を 併せ^ん 

で眞に 適と 爲 す、 吾 が 輩從來 文士に 非. f 、動もすれば 輙ち 意 氣論癖 を 成す、 上 は 三代より 下 は 

明. 淸、 我 が 皇朝治 亂の迹 に 及ぶ、 是の 如くして 治り 此 くの 如くして 亂る、 此は 乃ち 術 を 得 彼 は 

昔む 可 し、 究 竞 天下 明君 少 く、 是 を 以て 亂日史 冊に 滿っ、 然 りと 雖も臣 と爲 りて は豈君 を尤め 

んゃ、 彼 君を尤 むる 者の 心 は 赤なら す、 赤 心 忠愛 自ら 道 有り、 徐ろに 君 心 を 格す は是臣 職、 懷慨 

悲賁氣 は^ち 氣 なる も、 恐らく は國 家に 於て 裨ハ 化な からん、 炎漢朱 明の 亡に 徵す 可し、 何事 ぞ 

1 子、. ^だ 迫れる、 嗚呼 臣道 豈此 くの 如くな らん や、 一 點の 忠愛 魂魄に 發 すれ ば、 其 の 容 靄 然 

として 泰 風の 如 く、 其 の 神 凝然として 金石の 如し、 治亂 に只是 我が 心 を 盡 くし、 群小と 黑 白 を 

举 はす、 梨 賢の 敎此 くの 如きの み、 萬 古 臣道易 ふ 可から す、 而も 我輩に 在りて は 動もすれば 簌 

に ii- せ、 一 言 一 行 渾 ベ て 役 せら る、 忠 愛 君に 仕 ふる 何く に 在 り や、 だ 恥 づ頑顔 典籍に 對 する 

を、 良會 知る 多く 得 易から ざる を、 何 ぞ 風月 を 說 いて 文 墨 を 弄 せ ん、 諸 君 應に各 思 ふ 所有る ベ 

し、 試に 肝 膈を披 きて 座に 向つ て擲 て。 

橫井小 楠上卷 傳記篇  五 九 
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_ ^湖 和 の 詩 • 

の 返却 を 乞 ふ 


あ 货メれ §•、 

キ：^ リ？ r き 4 

fan. 

1 琴メ 

j  、； T>JV々 
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よ 


/ 


小 楠が 特に 右の 詩 を 此の 席上に て 示した の は 蓋し 偶然で 

は あるまい。 豫 て 水 戶 藩 に は 改 革 派 と 保 守 派.と の 問 に 黨 (：：^ 

が激 S であって 藩主 齊昭 も兩 派よりの 上 書. 進 言 などで 惱み 

に惱 んでゐ るの を 熟知して 窃かに 眉を颦 めて ゐた小 楠は條 

慨 自ら 負み 局 量 相^ ふの 非なる を 喝破し て、 其 の 時弊 を. 匿 正 

せんとの 意 ありし 際玆に 好機 會を 得た ので 右 一 篇に 托して 

之 を 諷し 之を誡 めた もので あらう。 かく 上段より 打 込まれ 

た 束 湖は默 する 譯には 行かぬ ので 共の 席上で これに 和 韻し 

た。 其の 詩を懷 にして 歸 つた 小 楠が 三日 後に 右 招待に 對す 

る 禮狀を 認めて 使に 持たせて やる と、 そ れを 受取った 東 湖 は 

其の 使 を 待たせて mi S て 左の 返 書 を 寄せて 來た。 

拜誦仕 候。 i§ 陰 御旅 中 愈 御 健勝 奉レ賀 候。 過日 は 御枉顧 被， 下、 近 

来に 無 レ之快 興、 乍レ 併^ 失敬 之 事共 汗顔 仕 候處、 懇々 御 書中 之 趣不レ 

知 レ所レ 謝 奉レ存 候。 爾來は 外 邪に 御感 被， 成 候よ し 折灼御 保護 專耍 奉レ存 

候。 拉高韻 御 示 被レ下 候に 付醉中 筆に 任せて 次 韻 仕 候虚、 翌朝に 相成尋 

思 候へ 共、 七 八 句 は 夢の 如く 覺 居候 處 前後 如何様の 事 を 認^^ 漸^ 至 i 


三 和 削 弓） 簡警の 


こ ，绅 お 候。 尤 JH^^ 醉中 に て も 黑，； n 邪 正 を 取 違 へ 候 り けき， U 御. S 1 候 

へ 共 右 の 通り 忘却 仕 候 仕 合 ゆ へ 頑 鈍 迂僻之 病 別而甚 しく 、 過激 の 句 を 

七. 候 得ば 安心 不， 仕、 文字^ 未熟 は 勿論に 御座 候。 何卒.： K 者 河 海 之宽恕 

被 レ下ー ト先づ 御返し 可, 被， 下 候。 頻りに 醜 を 掩候樣 にて 如何 敷 候へ 

共 源 判官 軟弓を 恥 候 意 御 洞察 被， 下、 必御秘 し 被レ下 不レ遠 御返し 可 レ被レ 

下 候。 千寓是 祈。 御 人 爲レ待 乍- 1 贲答 1 匆々。 已上。 

十二月 廿 八日 

一 一 啓 忘^ 會 翌朝 小 is- を 掃 候 處金ー ー誅 席上に 落 居候。 定て 兄 御囊中 

より 逸 候 半 奉， 存候。 是 より 御返し 可， 巾留 居候 處御人 被 レ下候 付卽ー 一 

これ を 見る とま 湖 は 小 楠から 和 韻の 詩 を 取 房 さう として 

ゐる。 豪邁 彼の 如くに してな ほ 細心 かくの 如き は 敬服の^ 

な きと 俱に、 九郎 判官 軟 nl- の 故事 を 引 川した 巧妙 さは 流お に 

鮮 かな 手際 だ。 小 楠 もま 湖から 斯く 出られて は 否と も 云へ 

す 詩 を 送り返した であらう が、 其 の 事の 傅 はらぬ は 如 化に も 

殘念 だ。  . 

六 一 


お， ー番ゃ レ 

飞ュ  > ゃパ. vxx«^、 

f 、4? 

り？ e 

，- # ぶめ ま V 

〈 \"ラ、,づマレ 

，，き 4 ぺ. ？ 

メゃ？ 

スそ、 3:j ぶ： 

ほ, ダし 

\ ハマ/ 

ザ \ ^乂 

丄ゾ w 々、，へ かえ 

•\ め&. \ つ、 
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第 四 章 江 戶遊學  .  六 二 

柬 湖の 書面 は 右の 如く 本文 も 頗る 興味が あるが 「二 啓」 は 一 曆 面白い。 彼が 態々 返した 

二 銖の金 は、 忘年 會 席上で 彼が 小 楠に 「旅 中で は 時には 困る 事 も あらう、 どうかし ようか」 と 

同情す ると、 醉 中の 小 楠 は 「何の 書生 だとて これ 位 は 持って 居る」 と 財布の 底 を はたい 

て 見せた もの ださうな。 これ は德富 洪水が 小 楠から 親しく 聞いた 話と して 傳 へられて ゐ る。 

兩醉 雄の 稚氣眞 に 愛すべき ではない か。 

W 酒 失 

小 楠 は 着-: ^以来 都下 宿 儒の 門 を 叩きて 舉 術の 蕴奥を 極む ると 同時に、 四方より 集り 来れ る 

俊傑と 臂を 交へ て 時事 を 論じ 天下の 經 綸を談 じな どして 諸方 面の 見聞に 忙しかった が、 さう 

長く 江戸に 留る耍 もない と考へ もし、 叉 遊學當 初の 志望 通り 諸 國遊歷 もして 見たい との 念 か 

ら でも あら う、 着府後 僅か に 七、 ヶ月の 天 保 十 年 十一月 二十 五日に 鹤崎 にある 兄の 左 平 太に 寄 

せた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 一) の 中に 左の 如く 記して ゐる。 

^^^^ 然 ば來卷 は、 御 許に て 御咄申 上遗候 通り 1 一月 餘塞 退き 候 時節より 水 府に遊 舉仕笞 にて 旣に澤 村 御 奉行 迄 は 近 

0  口 內意申 置 候。 水 戶は此 許より If に 三十 里餘 にて 格別 之 遠 藩に て 無，， 御座 『 且當時 は I 藩 不レ怪 盛に 相 成、 追 

々此許ょり出懸ゅ候者^？：レ之委敷様子も承り、 幸 水 藩 藤 田 虎之介 知 昔に て 手 寄も^ 敷 彼是 出懸申 普に 御， M 候。 

, 左^  〈ば 御 紙面 はバに 一 度 斗 後藤 善 左衞門 ゆ-に 御 遣し 被 レ成候 様 奉レ存 候。 發足 まへ 藤 田に 頼^ ゆ 候^ こて、 


善左衞 門より 藤 田に 遣し 水 戶に屈 候 様に 手配 仕置 可レ申 候。 尤他 藩に 賴み 遣し 候 事に 御」 M 候へば 極々 簡 "な 御 

平安 之 御 様子 迄 御 申 被， 遣可レ 被， 下 候。 1 一月より • 出 懸け 十月 比に は此 許に 歸申候 積に て £:： 山 喜 三郞も 十に 八 

九 は 同伴 之 害に 御座 候。 此節之 序に 五 • 六月より 仙臺 • 會津 • 米 澤を觀 國仕蒈 に 奉, 存候。 

右に よると 小 楠 は來舂 二月に も なれば， 江戶を 去って 水 戸に 遊擧 し 、五. 六 月より 東北 地方 を 

も遊歷 しょうと 計畫 して ゐる。 文中の 片山喜 三 郎は豐 嶼と號 し 後に 時習 館 敎投を 命ぜられ、 

肥後擧 風の 第五 期宋擧 守成 期 (本篇  一 0  0 頁參 照) に 於け る 代表的 擧 者の 一 人と なつ たが、 當時 

は 官命に て • 江戸に 遊舉 して ゐ たので ある。 小 楠も片 山も俱 に水戶 に遊擧 しょうと 志した の 

を 見る と當 時の 同藩の 名聲籍 ：® が 想像 せられる。  . 

かくする 內己亥 の 歳は遽 しく 去って 天 保 十 一 年の 春 を迎へ た 小 楠 は 退 府の期 も 目 睫の 

「ま 我 齋諸友 に 迫って 來 たので、 二月 初で あらう 彼 は 熊 本の 友人に も それ を 通知すべく 「菁 莪齋诸 友に 與 

に與 ふる 書」 

ふる 書」 と 題した 文 を 書き かけた のであった。 それ は 全部 漢文で 『遊 擧雜 志』 中に 記して 

あ る が、 完 結され て 居り もせす 隨 つて 叉發 送され たもので もな く、 ほ んの 下書と 見るべき であ 

る の で 本書 遣 稿 篇には 割愛した が、 其の 內容は 頗る 興味 あ るの みならす 諸 地方 遊歴の 「ブラ 

ン」 は 恰も 旣に 其の 地に 遊びた るが 如くに 詳記され て あるから、 それ を 紹介す る 意味で 全文 

を直譯 して 左に 揭げる ことにした。 

寄 一 我の 諸 友に 與 ふる 醤 

横 井 小 梳上卷 傳 1:1  六 三 
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存 す。 i.- ぉ扶を 分かちて より 侠ち 復 一歳、 諸^^子の存問月に到りて^に是千里同窓な 

の 日 ほ .V  と こ れ を 言 へ 


」 ヽ cy 

一, 卩 

僕^^_史歲觀^に志し \ こ と在鄉 


江 都の 旗下. 列藩 有名の 士人抵 交 を 絶る。 大府の 諸政. 旗下の 風俗 管 見の 及ぶ 所 略 之 を 窺 ひ 

(二 ほの 十五 S と 思 はれろ) 

たれば 則ち 江 都の 遊 僕旣に 以て 益 無しと 一お す。 今春、 風を奧 羽の 列藩に 觀ん とし 旣に 許可 を 蒙り、 月 望 を 以て 發 せんこと 

を 期す。 敢 へ て 以て 諸お 子に 吿ぐ。 此の 行先づ 宇都 宮藩 を； ま、 口 光を拜 じ、 山 近 を經て 米澤に 出で、 左折して 會津に 到らん。 

せせ は 北- te} と 襟 を 接して 高 m は 名 藩の „p= 有り。 1 つ 其の 士人僕 交 を納る \ 者少 からず。 容 冬- 0 せし 普 を 寄せて 北 遊 を 促 

す。 ス -て訪 はざる 可から ざるな り 0 高 S に 遊ぶ に は 則ち 新 潟より 舟 I む 十 ST 七十 ニ灘 S 勝 を 探る も 亦 t 、裹の 1 具に 非ず 

や。 新！^ は 北海の 大港萬 帆 顿湊し 


が ,-川 X  i-^t^£  M^f^  4.  $ ぶ 環化 I 啼 

--,  一 f  ザ，、 , 

-r.3 タノ. K  a  $審 あんや A 子 め. まギ 

Rbr ほに- k きね 


^  ^  $  、  v^,  > ル來展 人， や 

や， .11 もソ にや 


一 1 

、t ゆ 1_x、tl 


哿 

我 


友 

71- ヽ 

る 


. 豪商 基 布して 三 都を應 せり。 其の 

土人 能く 文 墨 を娛み 性々 風流の 士 

有り 則ち 是 土を觀 民俗 を 察する 

の 一 端な り。 旣に新 潟に 遊ば \ 春 

口 山 は三裕 して 到る 可し。 霜臺公 

の 遗跡古 eg 豈 割愛す 可 けんや。 且 

つ 巾顶に 形勢 を 相し 詩 を赋し て英 

魂 を 弔 ひ 以て 心 氣を壯 にす 可し。 

再び 新 潟に 還り、 路を 海岸に 取リ 

て 羽に 入らん。 の 北 近 は 大抵 小 

藩な り、 觀 るに 足る 者 無し。 秋 S 

は 羽の 奮 欣に據 り土壤 衍沃、 封 名 


- &  I  w  ^  -  >  T'  -  r  L  ^  一  I 

ター 


^尺し 


書 

終 

分 


44* 

時 

靖 


小な りと 雖も货 は 五倍せ り。 ^ 

ち 政令 民 敎 必 ず 戳 るに 足る * 有- リ 

ん。 羽 は 秋 S の に械 り、 州奧を 

輕の 地と おす。 律輕に 遊び 口に 

到る 是れ松 前に 渡る g 港。 ^路十 

四 風 鍵械 めて 險、 三 倏の灘 有り 

て； 流箭の 如く 截 るに 風力 を 借 

る 0 風力 少弱 なれば 流れて 還ら-ざ 

る 者 なり。 故に 渡る 者 風 を此に 

待つ。 風 便 を 得 ざれば 或は 滞 §s 百 

日。 僕 日月に 乏し 一 甸を 期す。 一 

句に て 便 を 得 ざれば 則 ち 割愛 せ ん 

耳。 若し 風 便 を 得ば 則ち 邊塞出 海 

の 形勢 を縱觀 し、 爽人 穴居の 風俗 を 窺 察せん 。亦 一 大壯 遊に 非ず や。 且つ 西細亞 « "誘 ひて 旣に北 蝦夷 を 服せ しむ。 是ょ 

り 先 文化 年間 三日 ー虜を 略す。 我が 卒中 村 次 郞吉と 云 ふ 者膽氣 有り 亦虜 中に 係る。 降らし めんと 欲すれ ども：： せず。 劫かす 

に1^^ど以てすれば益ょ屈せずして抗頭愤ーせす0虔楚ふ可らざるを知り送り て其の都に到り、 山野に 放ち 與ふ るに 鳥銃 を：^ て 

し獵 して 生を爲 さしむ。 次 郞吉意 へ らく 徒死す る も 益 無し。 氷海 を 跪え て 渡り 且つ 支那より 朝鮮に 到らば 終に は 1^ て H 本 

に 還る 可し。 只 其の 間 深山 曠野 人烟を 絶つ 者 幾 百 千里。 盆の 以て 生 を 謀る 可き 無 けんと 0是 に 於て 丸 を ふ る こと ニハキ C 

^りて 氷海 を 跪 ゆ。 虜人朱 だ 半ばなら ざるに 追及し 再び 爲に虜 へ らる。 旣に 居る こと 幾年 蘑 北： の 節に 服し。 之 を 優待し 文 
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化 十四 年！；.^ りて^ 陽に 到る。 事 太 府に閗 え 其の 苦節 を赏 し褒 する に 祿米を 以てす。 次 郞吉辭 して 曰く 臣は松 前 累世 之臣な 

り。 太 府の祿 を 食む は 志に 非ざる なりと 遂に 本 藩に 還れり。 此の 人 未だ 鬼簿に 上らず 現に 松 前に 在り。 友人 古絮元 載甞て 

松 前に 遊び 次郞吉 を訪ふ 。談 其の 事に 及べ ぱ腕を 攘ひ目 を 尖らし 慷慨 淋漓 歴々 聽く 可き なり。 元 載は麁 人に して 詳記す 

るに 及ば ざれ ども 概略 は 則ち 此の 如し。 其の 外 漂流して 滿洲 若しくは 魯西 細亞に 至る 者 某 々有り。 外 國の事 其の 愦を得 可 

き 者 は 松 前に 加く は 英し。 故に 僕 一 たび 之に 遊ばん と 欲す。 祈る 所 は 天の 順風 を 降して 幸に 壯遊 を寵 する に 在らん を。 松 

前旣に 期す 可から ざれば。 還りて 南部に 遊ばん。 南部の 地た る 圆に據 りて 之 を 按ずる に曠莫 千里 觀 るに 足る 者 無し。 唯牧 

^は 海內第 一 にして 駿足 極めて 夥し。 是 以て ー觀す 可し。 南部 を 出れば 則ち 仙臺 なり。 曠莫 たる 述野七 里 或は 十 里に 一 驛 

を 鬣く、 其の 間 人烟を 見ず。 且つ 行 役す る もの 甚だ 少く。 日に 只 三 四 人 を 多し と爲 すの み。 五六 宿に して 仙臺に 達せん。 

仙臺は 居然たる 一大 雄 藩。 小 江 戶と稱 せられ、 都 城の 大 なる、 士 人の 夥しき 加. 薩に踰 え、 而 して 四十 八 砦 連 環 土着す。 

他に 白 石の 如き は 則ち 別に 一 都 城 を爲す こと 猶 我が 代 南の 如し。 正宗 公 は 蓋 世の 英雄に して 此の 大封 を領 せり。 其の 處置 

後世 必ず 意 量の 外に 出づる もの 有る ベければ 則ち 仙 臺の觀 風 は 此の 行の 一大 重 典な らん 。豈 其れ 勿々 として 之 を 過ぎん や。 

仙臺 より 水戶に 達する に は 其の 道 五十里、 大抵 小 藩 なれ ども 獨ニ本 松 は觀る 可き なり。 二 本 松 を 出で 直ちに 水戶に 到らん。 

水 戶の今 公英 明 天下 を 直 ふ。 

此處 まで . ^ぶつ つり 斷れて ある が、 右 の 文 を 兄に 寄せた 上揭 書面に 比する と 其の 「プラン」 

を變 じて 柬北 諸國の 遊歷を 先にして ゐる。 「水 戶の今 公 云々， 一 の 後がない ので、 遊歴 後 水 戸に 

落着く ことにし たの か、 或 は 水 戶遊舉 は 中止して 只遊歷 にと めた のか 其の 邊の所 ははつ き 

り 分らぬ。 要するに 彼の 計畫 した 旅行の 豫定 報告 文が 斯く 完結し なかった の は、 心なら す も 

左の^ 令 を 受けて 東北 諸國 の遊歷 どころ か 反對の 西南へ 歸國 せざるを得ない 始末と なった 


か ら で あ ら う。 

其方 傣遊舉 として 御當 地へ 被 11 差 越 置 ー候 處內 意之 趣に 付、 此 節御國 元 被 V- 指 下 1 ぼ 候 條 可" 被レ 得. 「- 共 

意 1 候。 以上。 

二月 九日  御 奉行 中 

横 井 平 四郎殿 

は 文中に 「內 意之 趣に 付」 なる 文字が あるが 之 は 小 楠が 自分から 歸國を 願 ひ 出で た. こと 

を 意味す る。 斯 かる 願 は 通常 何 か 不始末の あった 場合に 或は 自發 的に か、 或は 今日の 諭ビ" 退 

學 的に 藩 政府から 慫慂 されて かして 出す のが 當 時の 慣例であった ので、 小 楠の 場合 も 懇意な 

人達の 勸吿に 基づきて 自發 的に 出した ものら しい。 

歸國を 命ぜら 然 らば 小 楠の 行狀に 如何なる 事が あって こ.^ に 至った ので あらう か。 それ を 知るべき お 

れ た經緯 料と して 細 川 侯爵 家の 文書 中に 左の 二通の 書面が 見出された。 其の 一は 肥 後 藩の 中老. 家老 

から 二月 十三 日付に て江戶 詰の 溝ロ藏 人に 寄せた もので 左の通り だ。 

二！^ 外 の 者ン  (澤 村〕 

以，, 內狀， 申 進 候。 横 井 平 四 郎傣及 U 過 酒 I 外向に て 申 分有レ 之た る 由 付て 先便 太兵衞 より 極 密御奉 (七 中え. =.1 

候 趣 致 n 承知 1 候。 何とも 詰らぬ 事に て 笑止なる 儀に 御座 候。 太兵衞 見込に て は 禁酒 之處も 無-一 覺束ー 其上內 

濟に相 成 .fe- 竊には 候 得 共、 彼方より 反 報 鉢 之 儀 も難レ 計、 旁 何となく 罷下候 方可レ 然との 事に 御座 候。 至極 尤 

之 見 て は 御座 候 得 共、 此 元にて 咄合候 處は平 四 郞傣も 並の 者に は無レ 之、 當時之 無人 中には 先 は 秀才 北 ハ可レ 

横 井 小 摘 上 卷傳記 篇  六 七 
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巾 哉に 付、 此度罷 下 候て は 一 統之 議論 は 固り 暫く 頭上 も難レ 成、 第 一 其 身 も 氣カを 失 萬. 一 後日 勤 舉出來 兼 そ 

f  itf- 件が 探 凝 方 よ b  K 付、 泰行 へと 報告され て 公， おの 沙汰と なる. - 一と， > 

れ 出し 候 様に も 有レ之 候て は 可レ惜 事に 御座 候 間、 聞 方に も 相 成 候 埒に至 候 はぐ、 何卒 御 許に て相當 之御咎 被，, 

(引 續き遊 m:^ め 意味) 

仰 付 一 来年 迄 は 直に 被，， 召^, 候 様 有 レ之度 候。 然し 反 報 杯 之 氣遣も 御 Ij 候 はビ、 暫其 身の 志願 も有レ 之. H に 付 

水 戶の方 か 奥 羽の 方 か 何方え ぞ罷越 候ても 可レ然 哉。 夫 等の 傣は御 2^ 込 も 可 レ有レ 之、 且禁杯 之義は 精々 澤村 

(术 田是容 X 平野〕 

杯より 敎 示お， 之 度、 此 許よりも 監 物. 九 郞右衞 門より 屹と識 愼之儀 は. &遣 事に 御座 候。 太兵衞 杯より 敎示位 

にて 相濟候 はぐ 其 分 之 事に 御座 候 得 共、 迎も聞 方に 相 成 儀に 候 は^ 前文 之 通 御 許に て御咎 御座 候 様；？： 一一 御 11, 

度、 夫に て も 國元之 議論 は 嘸 々 可 レ有ニ 御座 ， 候 得 共、 此節罷 下 候よ り は 御 許に て 御 咎相濟 過 を 改罷下 候 得ば 一 

(J? の 意) 

銃の 矢 さき も 少し はに ぶれ 可レ 申、 於 n 其 身， は 深く 難レ 有が り屹と 加， 一議 愼， 可 レ巾傣 と 見込 中 候。 右 之 通咄合 

巾 候 間、 未だ 何とも 御.^ 越 は 無， 一 御座， 候 得 共 御 含に 申 進 置 候 事に 御座 候。 得 斗 太 兵 衞杯御 話 合 宜敷御 取 計 候 

様 存候。 以上。 

他の 一 通 は 溝 口が 右 害 面に 對 して 認めた 三月 二十 五日 付の 返書 で、 左 の 如くで ある。 

被 n 仰 下， 候 通 承知 仕、 平 四郞儀 付て は 於 n 此元 ， も 段 々 咄合候 趣 も 御座 候 得 共、 同人 儀 御 本文の 外に も 追 々 於，， 

所々， 及 n 過 酒 I 當 春に 至 候ても 猶叉巾 分お レ之、 迚も 長く 禁酒 之 兌 込無レ 之、 旣，： n 金 詰の 內 同人 心安く 相 交 候 

面々 よりも 早く 罷下候 様相 II め 候 位の. H に 御」 M 候處、 此節歸 (S; 願 屮：！ 候 付、 長く 此 元え 罷在 候て は， 冗る 問 敷、 

事 立 候 儀 仕出 不レ 中內 I 能 下 候 方可レ 然と 中談、 御 內慮を も奉レ 伺候 處、 思 召 不レ被 レ爲レ 在 候 付 願 之 通 及 ^ 達、 去る 

三日 此元罷 立 候。 右 之 通に て 此節之 御 ft 面 出立 跡に 相 達 間に合 不レ申 候。 右 付て 委細 之 儀 は澤村 太兵衞 より 


御 奉行 へ 巾 越 候 由 に 付 可 レ被レ 成 二 御 承知 ， と 奉レ存 候。 
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るの を大 禁 物 と 


小 楠の 此の 時の 事 を 「共 江-貼に ある 

る のにより て も、 小 捕の^!: を餘德 なく 

因して ゐる。 東洋の 偉人 傑士に 酒は附 

もの だ。 小 楠も歲 はもう 三十 を 超えて 

す る 必 要 もあった らう が、 惜 しい ことに 

逸した る 言 行が あった。 彼 は 遊擧前 肥 

かけた ことが 度 々あつたの は 前記：：：^！: 

を 祈る と あ り、 小 楠 自身 も 夙に 氣附ぃ て 

愼心 之內、 酒 は 別て 大切に て 一 切 禁制 仕 

しで 江戸に 來 てから も 時々 は 酒 失が あ 

たらう し、 又 彼 は 藩 外の 者との 交際が 繁 

せぬ かとの 不安の 念 も 抱かれて ゐた IT 

たの だから 藩 重役 も默 過す る譯 にも：；；： 

當時は 何れの 藩で も 藩 外に 國の 秘密が 

した 時代 だから それ も 無理 はない。 


校 井 小 楠上卷 傳記篇  六 九 


^四 章 江 戶 


酒 失の 時日 


然 る に i 

ば .江 戶 で； 

さ せ で も 一 

れに 反し 

出す 力 も. 一 

に 有利な _1 

の 以前に 一 

な ほ、 今 

_ 

iiu ちェ 

の 歸途で 一 

に 一旦り て 

し 鞾村又 一 

楠と は晓 

往復の ss^ 


ヒ 己 巴 麦剐 

相 當の所 罰 

して 遊舉は 

て 小 楠の 禁 

知れぬ との 

肥 後 側の 書 

屆 いたと し 

回 小 楠が 歸 

戶 側の 書面 

に 間違ない 

あったらし 

TV 下 字 太 

取 交 はされ 

は 犀 潭と號 

習 館 時代よ 

二回！ S の 小 


遊學  七 〇 

重役の 書狀 にて は、 小 楠の 將來を 慮って 事 公然の 沙汰と なって ゐ るなら 

を な し、 も し 藩 外の 者より 反 報 杯の 氣遣 あらば 彼の 志望 通り 他國に 旅行 

糙繽 させたい との 如何にも 寛大な 擁護 的 意見で ある が、 江. 戶側 重役 はこ 

酒 は 到底 見込がない、 若し 引繼 き在府 せしめば 此の上 如何なる 大事 を 仕 

不安の 念 を 抱き さっさと 歸國 の處分 をして 仕舞った。 其の 爲、 折 角 小 楠 

類 は 小 楠の 江 戶出發 後に 漸く 屆 いた 位だった。 然し. 若し 此の 書面が 其 

て も 江 戶側は 恐らく は 肥 後 側の 意見に 同意し なか つ たで あらう。 

國を餘 俵な くされた 主因た る 過 酒に よりて 藩 外の 者と 問題 を 起した 事 

中に 「當 春に 至 候ても 猶又申 分 有レ之 」 なる 文句の あるより しても 前年 

が、 著 者の 推測に よると、 上記の 藤 田 東 湖 宅に て 催された 忘年 會を辭 して 

い。 とい ふのに は 左の 理由が ある。 

との 間に 天 保 十 一 年 二月 二十四日より 同 二十 六日に 至る 二日 間に 三回 

た 書！^ が ある。 (遣 稿篇 一 一 〇 I 一 一六 頁) 此 の 木 下 は 後に は 眞太郞 と 改名 

し 幕府から 召命の あった 程の 東 肥の 碩儒 だが、 小 楠より は四歲 年長で 小 

りの 友 人、 當 時 は 藩主に 侍して. 江戸の 藩邸に 在った ので ある。 此の 書面 

楠より 氺 下に 與へ たる 書狀 (二 十五 H 付) の 一 節に 左の 如く ある。 


藤 田 虎之助 方 舊臘參 候 歸に私 過 酒に 及 候 唱御麼 候て 御 耳に 達し、 淺井 先生へ は御咄 有、 程經 候て 東 遊 六ケ敷 

に 至り 御來 臨御 尋被レ 下 候 段 交際 無 M 股 蔵-打 明 被 レ成候 筋合に 御座 候 哉、 疑惑 之 一 條 にて 御座 候。 

淺井 先生 は 淺井鼎 泉 (新 九郞) の 父に て、 當時 時習 館 訓導であった 廉次 であらう。 細 川 侯爵 家 

文書に よれ ば、 天 保 十 年 二月 出府し 翌年 六月 歸國 して ゐる し、 叉 小 楠 も 木 下 も 先生と 云って ゐ 

るの を 見る とさう 思 はれる。 右に 據 ると、 小 楠の 過 酒 を 木 下が 淺井 訓導に 吿げ、 それ か あらぬ 

か旣に 許可され て ゐた東 遊が 出来 なくなった 後に 木 下が 尊ね て來 たの は 友達甲斐がない ー 

小 楠 は 出府 後 木 下と 墨 田 川に 遊びた る 折、 以 前の 通りに 腹藏 なく 何事 も 咄し合 はう と 約して 

ゐた— さう 極らぬ 前に 大分 日 もあった のにと 恨んで ゐる。 此の 書面 を 受取った 木 下 は 直ち 

に 小 楠に 返書 を 寄せて 小 楠の 疑惑 は 間違って ゐて、 淺井 訓導の 知った の は 自分の 吿 げた 爲で 

はない と 辯 明して ゐる。 要するに 小 楠が 其の 「プラン」 まで 書いて ゐた柬 遊の 出來 なくな 

つて 歸國 を餘 俵な くされた 其の 原因 は、 舊 躐 二十 五日の 酒 故の 出来事で ある こと は 想像に 難 

くない。 かの 忘年 會 席上で は 東 湖 も 小 楠 も已に 相當醉 つて ゐ たらしい の に、 其 の 歸途に また 

酒杯 を 重ねて は豫て 酒癖の ある 小 楠 無事に 客舍 に歸ら れる譯 もない。 

小 楠と 木 下との 此の 書面の 遣 取 は、 小 稲の 方に 墨 田 川に て の 盟約 以来の 木 下の 棘 遠に つき 

ての 不平が あって、 彼 は 前記の 一條 以外に なほ  一 二の 疑惑の 茵條を 述べた 後に 「只今 通に て 

は 交情 とても 面白 無， 御座 一 却て 妨に相 成 可， 中、 左 候 へ ば 御 互 切磋 等 は 以来 仕不， 申 方 可：， 然云 々 」 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  七 一 
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と 書き送つ たのに 端を發 して ゐて、 二十 六日 付の 木 下の 最後の 返書の 末尾に、 

思 召に 遠 ひ 候 上 は 因レ是 疎遠 之 御 疑惑 御尤に 奉レ存 候。 早速 相 改可レ 申と 御 斷可ニ 巾 上 ふ 肋に も可レ 有- 1 御座-候 得 

ども、 跡以屈 兼、 又は 矯飾に 出 申 候 半 も 難， 斗、 是迄 不束の 至 御 推量 被 レ下公 面 之 御 交 迄 被 n 成 下， 候 はぐ 難レ有 

奉レ存 候。 度 々 煩， 1 來鴻， 是叉 恐懼 不レ少 右 奉答 如： 御 鹿 候。 

小 楠、 木 下と と あ り、 遂 に遣憾 にも 絶交の 狀 態とな つ たの である。 是も 畢竟す るに 小 楠 過 酒に 基因す る悲 

絶 IK す 

劇と も 云 へ よう。 

小 楠と 木 下との 絶交 は 後に は 以前の 親しき 間柄に 復舊 したの かよく 分らぬ が、 兩人歸 熊 後 

に 於て は少 くと も 木 下の 所謂 公 面の 交 は 保 たれて ゐ たやう に 思 はれる 事赏が ある。 兩 人の 

絶交が 世間に 餘り 知られて ゐな いのは その 爲 であらう。 小 楠が 後年 親友た る 長岡監 物と 絕 

交した の は 周知の 事實 だが 此の 時 も 今回の 如く 小 楠が 先手を打って ゐる。 小 楠の 出足の 早 

い のに は 木 下 も 大分 苦しい 相撲 を 取って ゐる が、 團 扇 を 何方に 揚げるべき かの 審判 はむ づか 

し い。  . 

.  小 稲の 酒癖に つきて は 更に 他の 機會を 以て 記述す る 招り だが、 あの 透徹し た 頭腦の 持主で 

而も 遠大な 抱負 を.；^ する 彼に して 酒の 爲に 今回の 如き 失態 を演 する の は 寧ろ 不可思議な 感 

がする。 然るに 翻って 世に 偉人と 云 はれ 英傑と 稱 せられる 人 を 見渡す と 共の 一 面に 惜しむ • 

ベ き 缺點を 持って 居 る^が 多 く、 叉 種々 の 方面に 於て 超凡の 一大 才を惠 ま 5^ てゐる 人に は 得て 


意外の 短所 弱 點を發 見す る もの だ。 今回の 小 楠に 最も 近似せ る 類例に は 彼よりも 數ギ 前に 

同じく 肥 後 藩から 遊學を 命ぜられた 澤 村西坡 ，1、 は が ある。 彼 は遊擧 中の 行跡に 目に 餘 

る 様な こと— 氣豪 にして 酒 を 嗜み俠 豪の 徒と 交り 隨意放 縱氣に 任せて 人 を 見る ので cg.f 虎の 

渾名 を 得た I があって 歸 國を餘 儀な くさせられた が、 天 保 三年に 更に 再び 遊擧の 恩命 を 受け 

た。 藩內は 共の 處？ a に 驚かぬ 者 は 無かった が、 當時 時習 館に 通擧 して 居た 小 稲 だけ は 「澤子 

寬 重ねて 江戸に 遊擧 する を 送る 序」 (遣 槁篇 「詩文」 甲、 三 五) を 作って 西坡の 境遇に 滿 腹の！ 1： 

情 を 寄す ると 俱 に、 彼 に 重ねて 遊舉を 命じた 藩の 處置を 激賞して ゐる。 —尤も 小 稲より 兄 へ 

の 書狀の 一 節 (遣 稿 一 〇 九 頁) を 見る と 禅遊舉 後の 西坡の 行跡に つ. きて は嚴 しく 非難して ゐる 

が— なかく の 雄篇 で、 共 の 冒頭に 左の 如く 云って ゐる。 

超凡の 士は 才を恃 みて 時に 常 情で は容 されない 放蕩 不覊の 行 をす る。 それ をと やかく 云って 共の 長所まで も 

顧みねば 其の 人 は 終身 浮ぶ 瀬 も 無く 死んで しま ふ。 これ は士 氣を欝 抑す る 衰世の 風で 嘆くべき 至り だが、 明 

君 賢 相が 上に 在れば 卓越した 人材 は 勿論 小 能の 士 でも 棄て， -は おかす 失 行 は 矯正して 長す る 所の 才を 遂げさ 

せる ので、 お 爲の士 は 世に出 でんと 窗ひ 立ち 無能の 徒 は 分 を 知って 僥 滓 を 夢み なくなり 自ら 作 新 の 政 を 

見る もの だ。 (原 漢文) 

右 は、 一 見 自分 を西坡 にして、 將來の 豫防線 を 張った かの 様に 我田引水 的 色彩の 濃厚な 所 も 

あって 面， 臼い。 小 楠 は遊舉 以前に 旣に 此の 如き 思想と 感情と を 抱いて ゐ たものと 兑ぇ るが、 

横 井 小柄 上卷 傅記篇  七三 
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第 四 章 江 戶 遊 

今 口に 於ても 尙 同様 だ 

りに 西坡 たらしめ て以 

何人に も 想像し 得ら 

し 送 つ た旣記 書面に 

小 楠の 「西坡 を 送る 

に對 して は 看過し よ 

ぅ考 へたで あらう。 

德富蘇 峰所藏 の 小 楠 

る。 其の 中に 「己 亥 

該書は 時習 館 居 寮生 

たか 態々 彼に 贈った 

し、 大 旨 刻勵實 行して 

し、 其 の 所感 を践 文の 


學  七 四 

とするなら ば、 今 過 酒の 咎を 受けて 歸 國を餘 儀な くされて ゐる 彼を假 

位置に 立た しめた 

肥 後 藩の 中老. 家老 

る 政治家の 措置と 

長所 を 存養發 揮せ 

い が、 さ て 彼 は 今回 


前の 如くに 小 楠 を 批評の 

る \ 所で あつ て、 少 くと も 

對 して はビ れで こそ 心 有 

の 文」 を 見る と 彼 は 人の 

うとす る 嫌がない でもな 


らば 何と 云 ふで あらう か 

から 江戸 詰の 溝ロ藏 人に 

手を拍 つたで あらう。 な 

しむる に 熱心なる 餘り短 

の 自己 の 酒 失に 對 して は 


遺愛の 『揚文 正 公 遣 稿』 

の 夏 商船 此の 本を傳 ふ、 荻 

たる 荻 吉左衞 門が 小 楠の 

もの だ。 小 楠 は 其の 舉の 

日用に 講求 する を 主と す 

末節に 左の 如く 記して 居 

存 何人 ぞ旣に 行 を 破る を 以て、 淸 議の實 之 を 一 身に 受， 

め 一 に 以て 先生 舉を爲 すの 敎を 法と せば、 則ち 顔面の 復 天日に 對 する 有らん。 謹みて 卷 後に 書し 自ら 門 下士 

の 末に 託すと 云 ふ 雨。 横 井存盥 手して、 お 山 下の 邱に錄 す。 (原 漢文) 


(遣 槁篇 「詩文」 甲、 二 一) が 

贈る 11^ となす」 と ある 通 

振を誡 しめる 爲で \ も あ 

で \ 能く 新溪. 荊 溪の平 を 

の 書 を 請んで は大ぃ に感 


に 小 楠 自筆の 践文 

吉士之 を 得て、 千里 

、江戶 に 於け る發展 

源 は孫奇 逢より 出 

と稱 せられる 文 正 

る 0 

、ク 然れ ども 悔 ゆる も 追 ふ 可から す。 過 を 改め 行 を 力 


右文 中の 「存」 は 小 楠の 名 、「涪 山 下の 邸」 は 彼が 東都の 寓居で あるの は 言 ふまで もない。 

彼が 此の 書 を 受取った の は 多分 彼が 破 行の 咎を 得て 歸國を 命ぜ ら れた 前後と 思 はれ る。 こ 

れニ よれ ば、 飜 然として 深く 自己 今回の 行 を 悔悟し 是 より 斷然 過を改 め、 行 を 力めて 以て 從來 

の 面 E を 一 新す ベ しと 誓つ て ゐる。 而 して 彼が 熊 本に 歸 つて 後 堅忍 カ行 數年 問の 修 费を續 

けたの も實は 此の 践文を 草した 時の 決心と 覺悟 とに 基づいた ので は あるまい か。 

なほ 小 楠の 『遊 舉雜 志』 中に 彼の 作なる 雜 詩が 十數首 自記され て ある。 それ は 何れも 文 

字 通りの 未定稿の 爲 であらう 小 楠の 自ら 選らんだ 詩集 『東 遊存 稿』 (遣 稿 篇八五 四 l^n: 參照) 中 

にも 亦 『東 遊 小 稿』 中に も牧錄 してない ので 本 害 遣稿篇 「詩文」 中に も 加へ なかった が、 此 

の 中の 一首 だけ は 其の 出 來榮は 鬼に 角と し、 小 楠の 當 時の 心事 を 窺知し 得る から 左に 揭げる 

ことにし た、 小 楠 及び 其の 關係 者の 意に 背く かも 知れぬ が。 

予性酒 を 愛して 而 して 亂に 及ぶ 者 if なり。 眷 て 一 たび 飮を斷 ちし も 月なら すして 

(肥 後 藩士、 小姓 頭に て 當時江 き 詰)  -C  ：  .  >  >  ,  」 

弛めり。 此の 泰 遂に 小 坂 九郞と 約し 意 を 決して 厳禁す。 此の 約に 背 力 さる こと は 

、江河の 若くな らん。 詩を賦 して 心に 銘す。 

阿 母 は 神明に 祈り、 阿兄 は 飛鴻に 託す、 千里 何の 憂 ふる 所 ぞ、 唯 酒 斯の躬 を 誤る を、 生 平 忠 孝 の 

志、 一 事何ぞ 其れ 蒙なる、 之 を 思へば 醉の 醒めた るが 若し、 萬箭 胸に 向って 叢が る、 泣 血 1K 地に 

謝す、 不孝 罪 窮り無 し、 今より 厳に 禁制し、 誓 つて 旣に 始終 を 保たん、 伏して 願 はく は 母. 兄の 心』 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  七 五 
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遊 學  七 六 

安 ん ぜ よ、 詩 を賦 して 心肝に 銘 す、 三 十二の 春風。 

遂 C, 小 坂 九郞と 約し」 と、 詩 の 結句に 「三 十 二 の ^ii^ 風 」 と 有る から 小 楠 


天 保 十一 年 

あらう。 こ 

た 長 岡監物 

禁 杯しょう 

だ、 禁 酒が 

れば拾 ふ 神 

ね-^ 彼 の 

3" を傳 へし 

の爲す ベ か 

ゐる人 も あ 

量 相爭 ふの 

るの 書」 に 

たので は あ 

水戶 がどう 


の 卷江戶 にても 

れを兑 る と、 孝 心 

に對 しても さる 

と 決心した もの 

して 永績 した か 

あり で 、江戸 詰 肥 

才名 を 聞知し て 

めた が 小 稲 は E わ 

ら ざる を 知りて 

るが、 小 楠 は 藤 田 

非なる を 云って 

は 「水府 の 今 公 

. るまい。 否、 此の 

で あ ら うと そん 


のした のに は問逮 ない が、 多 分 酒 失 歸國を 命 

厚く 友情 濃 やかな 小 稲と して は 前年 着府直 

ことなが ら、 曰 夜 過 酒 を 憂慮せ る 母 や 同胞の 

で、 小 楠が 自己の 失 行に 對 して 反省の 念に 驅 

否か は 別問題と して。 

後 藩 重役から 見放された 小 楠が 江戸 を 立 退 

居た 水 戶齊昭 は 彼 を 登用 せんとの 意 ありて、 

ふ 所 ありて 之 を固辭 したと 云 ふこと だ。 之 

ゐ たから だとい つて、 彼の 出處 進退 を苟 くも 

束 湖 夜 宴席 上 東 湖に 示した る 詩に て は水戶 

はゐる もの . ^、自ら 同藩に 遊舉 しょうと し、 乂 

英明 天下 を 蓋 ふ」 とも 云って ゐる位 だから 

時の 小 稲 は 一 曰 國 して 藩 政^からの 處分 

な こと を考 へて 兑 るべき 身で もない。 彼 は 


これ を 知る と 供に 已に 將來の 自分に つきて 胸に 疊 込んだ 成 竹が あって 固お した もの で、 恐 ら 

く は どんな 好餌が 鼻先に 下らう とも 此の 時の 小 楠に は 喰 付かれなかった ので あらう。 

一一 ー歸國 の途に 就く 

客舍壁 上に 题 住む に 慣る邸 中の 舍、 發 する に 臨み 小 詩 を 題す、 一 年汝 が主爲 り、 豈 別離 を 傷ま ざらん や、 但 是 

せる 別離の 詩 

人世の 事、 去留 何ぞ必 すし も 期せ ん、 醫 へば 雲の 變 態の 第 散 定時 無き が 如し、 汝に 謝す 年来の 

事、 來 事 俗と 遠 ふ、 或 時 は 夜 更に 坐 し、 讀 書 思 ふ 所有 り、 心 に會 すれ ば 之 を 文に 編 し、 情 に觸 るれ 

ば 之 を 詩に 屬 す、 或 は 大いに 朋友 を會 し、 議論 肝 is を 披 く、 慨然 た る 天 下 の 事、 悲 歌 交.、 辰 を 把 る、 

淋： 腐と して 意 氣揚れ ば、 醉 語 s 隣に 馳 す、 會 する 者 俗 客 無 く、 多 くは是 一大 下の 奇、 奇 才 得 か 

らん、 心を殫 くして 新 知に 接 す、 究 竞 是 舉 士、 交 游 遣れ ざらん と 欲す、 汝に 謝す ハ牛來 の 事、 幸 に 此 

の 生の 瘦を寬 にせよ。 

右 は 小 楠が 江戸 を出發 する に當 りて 住 馴れた 客 舍の壁 上に 题 した 詩 (遣 稿 篇八六 五 S であ 

る。 これに 據 ると 過去 一 年 近い 問に 於け る 彼の 動靜は 尋常 一 様の 遊擧 生で はな く、 廣 く  ：大 ： 卜 

の 奇才と 交游 して 英氣を 養 ひ、 自己 の識兑 に 磨 を かけつ i あった ことが 窺 はれる が、 勿 事 主 

の 江戸 詰の 藩 重役 等が 彼 を 多少 危險視 したの も 無理 はない。 

横 井 小 稀上卷 傳記篇  七 七 
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江 戶を發 足す 斯くて 小 楠 は 三月 三日 住 馴れし 客舍に 名殘を 惜しみ 數 人の 友に 見送られて 「一片の 孤雲 

去って 西に 向 ふ」 と 新宿驛 から 江 戶を辭 した。 出府の 時と 同じく 今回の 道中 も 只 『東 遊 小 

稿』 によって 其の 様子 を 知り 得る ばかり だが、 もと/ \ 彼の 遊 舉當 初からの 念願 は 諸 國の觀 

風であった か ら、 往路 と は 道 を替へ て先づ甲州街道を西して甲」，^に至りそれょり中仙道に入 

つた。 其の 甲府 へと 志した のは豫 ての 約 を 履んで 長 野 淸淑に 逢 はんが 爲 であった。 淸淑は 

旣 記の 如く 甲府 勤番の 旃 下の 士で小 楠が 彼 を 初めて 知った の は 淸淑が 昨秋 出府した 時で あ 

長野^ 淑と の る が、 其 の會 見で 意氣 投合 し、 忽 ち 肝膽相 照らす 間柄と なった ので ある。 小 楠の 江 戶出發 期の 

交情  一 

迫った 頃 淸淑が 態々 甲椅 から 詩 及び 梨菓を 贈った のに 對 して 小 楠 は 古詩 一 篇 (遣 稿 篇八六 四 

頁) を賦 して、 其の 好意 を 謝して ゐる。 此の 詩 を 見る と、 淸 淑の爲 人 も 小 楠の 彼 を 思慕す るの 如 

何に 深き かも 分る。 

新 宿驛を 振出しに 甲府 まで 二十 六 驛を數 へる 甲 州 街道 は 今の 中央線と 略 同じ だ。 江戸 を 

後に して 西へ くと 進んだ 小 楠 は 本街道の 一 要關 なる 駒 木 野を踰 え、 小佛嶺 の嶮を 突破し、 養 

淸淑と の再會 蠶の 盛な 郡內を 過ぎて 甲府に 入る や 待ちつ 待た れつ の 淸淑と 再會の 喜に 浸って 渴懷 を醫し 

た。 小 楠 は 淸淑が 示した 『11 風 軒 詩稿』 の践 尾に 三 首の 詩 (此內 一 首 は 遣 稿 篇八六 六 頁に) を 

题 するな ど 其の 淸興も 思 ひ やられる が、 一夜 を 心行く まで 語り明かした 後堪へ 難き 惜別の 情 

を 述べた 七絕 一 首 (遣 槁焉八 六 六 頁) を殘 して 此の 地を辭 した。 去る 者. 送 る 者の 感懷 si^ して 如 


木 曾路に 入る 


十三！ t を 跪 >  ゆ 


太 W 川 を 渡る 


何 で； あ つたら うか 

甲府 から 西北へ 

ら、 & らく は 小 楠 も 

稿 篇八六 六 頁) を 賦 

雲 處に 示して 其の 

と 評して ゐる が、 其 

げ るの 思 あらしめ 

なる 詩 (遣 稿 篇八六 

る 0 


ネ ン ゴ 

山 行 苦ろ 

え す、 盡 日 

り、 陰氣冷 

斯く 叙し 

て 見た が、 今 

げてゐ る。 

詩 (遣 稿篇八 


に 山 を 

行 客 稀 

にして 

た 後に 

日 之 を 

次いで 

六 七 頁) 


路を 取り 通 

此の 道 を 取 

して ゐる。 

雌黃を 乞う 

の 土俗 山水 

る。 それよ 

七 頁) 中の 左 


崎 を 經て信 

つたで あら 

これ を 讀 む 

た 時、 雲 處 は 

の 勝. 特殊の 

の 數.？ は此 


州の 上認訪 から 下 

う。 それより 木 曾 

と 後年 (萬 延 元 年) 小 

此の 木 曾の 作に 對 

小景 を 巧みに 詩 中 

り 有名な 十三 峠に 

峠の 本街道 一 の 


て 路彌窄 し、 

く 虎の 臥す 

海上から 遠 

る 窮險の 厄 


の 


0 


爾訪に 至れば 中 仙 S1 に 合する か 

路に掛 り 「木 曾 道中 作」 五 首 5 

楠が 『束 遊存 稿』 を 福 井の 蒔 田 

して は 「景況 宛然 眞に有 IS の靈」 

に スケッチして 恰も 綺卷物 を繰擴 

掛 つ たが、 彼の 「十三 阪を踰 ゆ」 

難路た る 實況を 能く 描寫 して ゐ 


谷 雲 霧 を 起 し、 峽 

と 驚 き、 林 冥 く 日 


水 巖石を 裂 く、 人 家 は 望め ども 見 

沒す るかと 疑 ふ、 山 鬼 i! きて 風 あ 


厭 ふ、 山 疊 み 

な り、 石 怪しく の ^  ,19- 力 

骨に 入る。 

昨赛桑 名の  ， 

踰 えて 斯 かる 窮險の 厄に 

太 田に 至り 木曾川 を 渡った が、 此 處 では 「太 田 川 を 渡る」 と 題した 左の 14^ 

を ものした。 


岐 蘇の 山 を 望み 

遇 ふと は 田 5 はな 


山水の • 勝 を 想 察して 詩句 を拈っ 

かった と 流石の 小 楠 も 悲鳴 を 揚 


橫井小 楠上卷 傳記篇 
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拔ー脉 の. 5^ 水、 ^ を 建て 懸 る、 此 に 到りて 長 流汪々 然、 li 柳 読 翻す 落 曰の 風、 漁 舟栂 破す 灘 水の 

烟、 遙 かに 望む 下流 犬 山 城、 城 樓の 丹碧 半天に 峙 つ、 茫 々たる 沃野 茱麥 秀で、 幾 装の 村落 犬 雞逑 

る、 吾岐 蘇に 入りて 已に 一 句、 險路萬 山 谷 叉 纖、』 驗には 則ち 雪 を蹈み 谷に は 則ち 雨、 雨 雪加 ふる 

に 陰 風の 寐を 以て す、 昨 曰 信 を 出で 蘐 州に 入れば、 山 勢 稍 平 かに 水 も 亦饼な り、 而 も 此の 地 

に，.^ りて 初めて 赌 濶、 快 心 宛 も灘を 下る 船に 似た り、 鳴 呼 行 役に は 苦境 常に 多く 樂境少 し、 此 

の 如きの 明秀 坐ろ に憐む 可し。 

右 を 見る と 「險路 萬 山 谷 叉 」 なる 木 曾路に 十日 も 苦しみ 繽 けた 揚句に 忽然と して 卷光 

關ケ 原に 至る 洽き 平野の 風光に 接した 情趣が の 前に 浮んで 來る。 それ か ら 加納. 美 江 寺. 垂 井 を 過ぎて 關 

.  ケ原 こ， 至 り、 此 處 では 「至 堅なる 大坂城 を 守らない で、 烏 合の 軍 を 率ゐて 進み出 で、 敵 なる 精兵 

と 鋒 を 交 ふるや、 一 欧 {4! しく 廣 とな らんと は」 と、 當 時の 石 田 勢 を 嘲り 「笑って 戰 場に 向って 

葡 營を檢 す」 と 結んだ 一 詩 (遣 稿 篇八六 八 頁) を 手 向け、 進んで， 江 州 摩 誠 峙の項 上なる 望 湖樓に 

上りて 湖上の 景を赏 し、 或は 夜来の 雨 晴れし 草津の 宿の 朝 立に、 或は 遠山な ほ 雨に 近 山 は晴る 

. X 夕陽の 湖畔に 詩囊を 肥やしつ i 京都に 迪り 着いた。 

入 洛  京都で は 昨秋 江戶で 別れた ハ 田 君 積と 井上 子 析のニ 友 を 二 條の客 舍に訪 うて 供に 西 山に 

遊びた る 後 嵐 山に 到り 「- M 山に 到れば 花 事 正に 闌 なり。 掩赏 する こと 盡日 還る に 忍びざる 

なり。 乃ち 落 英を採 拾して 之 を 紙 冊に 押 し、 鄕 に 還る の 日 以て 騷 友に 示して 今日の 勝 遊 を 誇 
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第 四 章 江 戶 遊學  八 二 

熊 本 歸！！ 5  おの 如く 大阪 以西の 海 险 道中に つきて は徵 すべき 何物 も 無い が、 熊 本へ の 歸着は 小 楠が 安 

政 元年に 藩 政府に 出した 「御 奉公 帳」 に據 ると、 「天 保 十 年 三月 江戸 表遊擧 被，, 仰 付ー罷 上り、 

同 十一 年 四月 罷下申 候」 と ある。 出府の 際は發 足の 時が 分らす して 着府の 日が 明らかで あ. 

つ た が、 歸 國に 於て は 之と 反對 であった。 然し 急がぬ 旅であった 上に 諸 處に立 寄った から 水 

道 町の 吾が 家の 高い 閾を 跨ぎ 滿 一 ケ年を 寂しく 留守せ る 阿 母に 今回の 失 行 を 詫びた の は 恐 

らく は 四月の 中旬 か 下旬であった であらう。 


第五 章 江戸よ リ歸國 後の 數年 

I 苦學 修養 

小 楠の 過 酒の 失態が 江戸から 肥 後に 報ぜられた 時、 藩 政府で は 重役 咄 合の 結 中老と 家老 

の 名で 事 公然の 沙汰と 成った 上 は 其の儘に も捨 置け まいから 江 戶で相 當の咎 をな すに 止め、 

遊舉 だけ は繼繽 させて 熊 本に は歸 さぬ 様に との 趣 匕 3 で 、江戶 詰の 溝 ロ藏人 宛に 書面 を發 した 

こと は旣 記の 通り だが、 其の 書中に は 「此 度罷 下り 候て は 一 銃の 議論 は 固より is く 頭上 も 難， 

成、 第 一 其 身 も 氣カを 失 ひ 萬 一 後日 勤 舉出來 兼 それ 出し 候 様に も 有， 之 候て は 可 fe 事に 御座 候 

間 云々」 と 云 ふ 文句が あり、 叉 近き 赏例 として は 前記 澤村 西坡 が歸國 した 時 小 楠が 「物 論 沸 

騰 し、 士 林の 棄斥 する 所と なる」 と 書いて ゐる 通り 藩內 騒然たる ものが あつたの で、 今 回 小 楠 

が 不面目の 歸國 をな したのに ついては 世評 は 恐らく は、 澤 村の 時 以上に 喧々 囂々 だった こと 

はお』 象に 難く. な ぶ。 

澤 村 は、 小 楠が 「寬 以て 意と なさ るな り。 口に 南 湖に 釣 り、 塵 世の 外に 脫 然として 欽乃漁 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  八 三 
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八 四 

の 批評に 對 して は 全く 平 氣で悠 々自適 

ら れ、 藩 を 擧げて 愕然たら しめたが、 小 楠 

た。 彼の 酒 失 は 彼の 江 戶出發 前より 公 

鑿 方) の 手に なれる 小 楠 行跡の 取調 書 は 

三月 十 一 日に 藩主の 閲覧に 提出 さ れ、 同 

內意を 伺 ひたる 後 家老の 內覽に 供 せら 

りて 左の 處 分に 決着した。 

|gi 井一 斗 匹 B 

は、 於， 一外 向 一 不都合 之 振 捌 を もいた し、 共 外 

身分 別て 不埒 之 至に 付、 七十 日 逼塞 被，， 


海 舟 は、 「小 稲 は 


く悠 々 自適の 振舞 の 

其の 氣カを 失 ひ勤舉 

より 旣に 深く 心に 

くよ くと 考へ 込む 

何でも 失肷 した 者が 
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の で、 實 に 禍を變 じて 福と なす 事に 妙 を 得て ゐる」 と 評した の 

に對 しても 亦 さう であった に 違な く、 而 も 小 楠 門下の 云 ふ 所に よ 

に 遭遇す る 毎に 必す 人の 窺ひ测 るべ からざる い Mf 見を發 したとの 

た 害で ある。 して 彼 は 世間の 喧しき 批評 も 藩からの 嚴し 

逸れ 出し もせす 却って それ を 利用した かの やうに 門 を ffl ぢ 

懸 つたので ある。 德富藤 花 はこれ を 「小 楠の 舉 問の 仕い y し、 

ゐ るが 流石に 言 ひ 得て 妙 だ。 

ではない かと 思 はる \ ものが ある。 彼 は本來 次男で 父 亡き 

身 だ が、 兄 の 家督 相 續後ニ 年に して 藩學 時習 館の 居 寮生と な 

で. y 戶 に遊擧 したので 其の 資は 「厄介者」 ではなかった。 

らば 彼 は 恐らく は 藩に 川 ひられて 「 厄介者」 か ら 全 然 離 脫 

により 三十 ニ歲 にもな つた 身で、 名赏 供に 「厄介者」 となつ 

家 道が 裕 ならば 亦 可な り だ が、 兄 時 明 は 父と 问 じく 郡 代まで 

廉潔な 能吏であった 上に 知行 百 五十石 だけな ので— 嘉 永に 

入って から は、 足 高 五十石 を 受けた が— 父の 代よりも 一層 貧しかった。 なほ 小 楠の 1： 當時 

の 彼 は 鶴 崎の 郡 代 を勤綺 して ゐた が、 共 の 後ニケ n にして 病 氣の故 を 以て 依顾 免役と なりて 

横 井 小 摘上卷 傳記篇  八 五 


して 都合の 好い 方に 遷らせ 

を 見る と、 定 めて 自分の 失敗 

れば、 彼 は 身の 艱難. 世の 變動 

事で あるか ら、 今 回 も 亦 さう 

い 所 罰 もせ 受 して 氣カ， も 失 

心 不亂の 勤 客 を 謝して 一 心不亂 の勤舉 

人生 觀の 建て fsl しだ」 と 書 

然るに 只 一 つ 被の 心 を 傷 

後 は 兄の 「厄介者」 となる 

り、 居 寮長に 拔擢さ れ、 引 m き 

又 若し 首尾よく 遊 舉を終 へ 

し 得た であらう の に、 今 度 の 

て 仕舞 つた。 よし さうな つ 
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も 


も 勤めながら 其の 美質 を 享 け て 


第五 章 江戶 より 歸國 後の 数年  八 六 

歸 熊して から 家計の 不如意 は 益，、 其の 度 を 加へ たらしい。 其の 贫 しい 家に 文字通りの 「厄介 

者 I となった の は 身から 出た 錡とは 云へ 小 楠 をして 身の 不甲斐な さを啷 たしめ たで あらう。 

然し 彼 はこれ に. H つて 猶 屈せす 撓 ます 今回の 失敗 を 取 返して 母 や 兄 やに 酬いん との 覺 悟と 

決 心 を 愈. >  倍.^ 强か らしめ たの は 流石に 偉い と 思 ふ。 

德富蔵 花の 著 r 竹 崎 順 子』 の 「横 井 小 楠」 と 題す る 章 中に 左の 一 節が ある。 

江戸から 不名譽 の歸國 をした 横 井 平四郞 は、 兄の 家の 六疊の  一 {!tij に謹愼 しました。 頗るの 贫乏 で、 その 六疊 

の疊は 破れ、 壁 は ぼろく に 崩れ、 雨戶が 無い ので 藁 蓆 を 軒から つり 下げて 雨風 を 防ぎ、 緣は靑 竹 を 束ねて 

ありました。 下男 は 一 人 居ました が、 手不足な ので 部屋住みの 平四郞 は、 時には 飯炊き 水汲みな ども 手傳ひ 

ました。 而 して 其 間に は 其の 六 疊にぢ つと」 M つて 舉 問の 仕直し、 人生 觀の 建て直し をし ました。 十三、 經國 

の 志 を 起し、 早くから 經史に 親しみ、 詩文 もつ くり、 世間に 押し出して はもう 一廉の 所謂 學 者で、 加 之 時習 

館 時代から 細 川 家 三 家老の 共 一 、 君子 人の 長岡監 物な ど、 布 衣の 交 もあって、 類 を 以て 猿 まる 諸 友 も 腐 儘 俗 

儒と 選 を 異にして ゐ たので したが、 昨の 是は 今の 非、 孔子の 所謂 「古 之舉者 爲レ己 今の 擧者 爲レ 人」 今から 思 

へば まだまだ 人の 爲の學 問であった ので、 三 卜 二 歳の 彼 は、 今 己の 爲の擧 問に 打： li まった わけであります。 

衆 は 孔孟 を 祖述す る 宋の程 子 朱 子でした。 程 明 道の 「道 就レ於 レ用不 レ是」 と 云 ふ 句 を、 行燈ゃ 障子、 襖な ど 

に 書いて、 三年 考 へたの も此 際の 事であります。 「道 就レ於 レ用不 レ是」 と は 平たく 云へば、 眞理は 第一義、 御 

都合で お茶 を 濁して はならぬ、 と 謂 ふ 意味です。 横 井 平 四 郞は此 時 自己 統一 を はじめた のであります。 


右に は、 小 楠が 內 外の 精神的 打 擊に打 勝ちて 淚ぐ ましき 堅 苦 刻勵を 以て 更生の 一  歩 を 踏 

出し、 一 歩々 々と 力強く 新しい 道 を柘き 且つ 進んで 行った 狀況を 能く 描寫 して ある が、 彼 が 、江 

戶遊舉 から 酒 失歸國 後の 數 年間 斯 かる 生活 を續 けた 後に、 弘化ニ 年 四月 親交 ある 諸 友に せ 

感懐 十 首幷序 た 「感懷 十首幷 序」 が ある。 これ は 洪水 文 庙所藏 の 『横 井 小 楠 先生 語錄兒 閒錄及 乎簡』 な 

る 綴 中に 收 めら れて あるが、 暢達 明快 能く 舉 問の 神 髓を發 揮して 遣憾 無く、 所謂 更生期に 於け 

る 小 楠の 全貌が 織 込められて ゐ るので 當時 彼の 苦 學修 養. 境 遇. 思 想. 感 情 等 を 味 ひ 得られる。 

『小 楠 遣 稿』 に は 此の 卜 首 中の 四 首 だけが  一 二字 句 を 修正して 揭げて ある が、 今 は當 時の 小 

楠 を 窺 ふべ く 原作の 儘に 全部 を 載せる ことにする。 

感懷 ト 首 並に 序 

書に 云 ふ 詩 を 以て 志 を 言 ふと。 某 諸賢の 後に 從ひ 學を講 する こと 兹に年 あ り。 是を以 

て 得る 所 無しと 雖 も、 而 も 心に 感する こと は 則ち. これ 有り。 乃ち 見る 所 を 述べて 詩ト首 

を 得たり。 唯 其れ 末舉の 言 理淺 くして 辭 蕪に 人道に 關係 する 無き が 如しと 雖 も、 而 も 平 

生の 志に 發 すれ ば、 則 ち 夫の 空理 を談. f る 者の 言 と 少しく 異 なる 者^ ら ん。 是れ 0 ら 警 

めて 又 以て 諸賢に 呈 する 所以な り。 伏して 願 はく は 諸賢 其の 理を 折衷し 北ハ の^を 翁 

正し 開 導敎示 す る 所 あらば 則ち 幸甚な り。 

弘化ニ 年 四 e:  横 井 時^ 識 
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書 を 讀 み て 

ん、 汗 血 鞭 影 

讀 書 尙 友、 古 m 

少壯 意氣を 

卷道味 を 知 

少壯 時代に 於 

した 優しき 心 

大 途何ぞ 紛 

利 浮 雲 の 如 

一 切の 功名 利 

頭した 狀況が 

甞て朱 子の 

在り、 靜裡に 

硏鑀 多年 自ら 

_ 明， 懦何ぞ 俗 


故人 を 見、 却 つて 思 ふ 志の 

に 驚 き、 奔 帆 雪 濤 を 截 る、 消 

賢 を nz 指して、 一 路 邁進せ 

貴 ぶ、 故に 俗 を 驚かす の 行 

り、 善 端 畏敬 を 加 ふ、 語 を 寄 

ける 豪放 不覊 なる 行 を 省 

境 の 物語 だ。 

々 た る、 門 を 閉ぢて 吾が 拙 

く、 意 思 世と 別な り、 只 典 籍 

愁 の 念 を 絕ち讀 書 を 唯 一 

服 前に 彷彿す る。 

書 を 讀 み、 其 の 旨 を會す る 

閒氣を 養 ひ、 動處に 一大 理を 

會 得した 朱子學 の要ビ を 

陋 なる、 盡く聖 舉の眞 を 失 


高 か ら 

除す 經 

ん とす 

を 爲す、 

み、 鑭然 

を 養 ふ、 

の樂し 

の樂し 


ざ 

と 


有る が 如 

察 す、 須 臾 

述べて 自 

ふ、 王 氏 其 


る を、 賢 直 

の 心、 超 達 す 

熱烈な る 志 

旦 往事 を悔 

人、 笑 ふ 勿れ 

して 往事 を 

朋晨 星より 

あり、 道 味 誰 

として. EI 已 

し、 致 知 固よ 

も 道 を 離れ 

己の 立場 を 

の 弊 を 矯め 


ち 

氣 

の 


に 自ら 

ば卽ち 

を 表現 

れば、 恍 

正 を 持 

悔し、 斷 

く、 轉た 

向って 

夭 分^, 


八 八 

(原 漢文) 

期 す、 磨 礪何ぞ 勞を藤 は 

人 豪。 


し て 

惚 と 

然人 

相愛 

か說 

安ん 

り輕 から す、 重 

す、 此 に 至 れ ば 

{ー 且 明して ゐる 

て、 却 つて 一 偏 


ゐ る。 

して 天性 を 見 る、 書 

を 0 

生 觀の建 直し を な 

の 切なる を覺 ゆ、 榮 

、 ノ  0 

力 ん 

じ靜か に 修養に 沒 

ん する 所 は I 凤 履に 

是れ 達士。 

0 

に 於て 倾 く、 俗 儒 よ 


り 賢なる が 如き も、 之 を 耍 す 

明 儒の 俗擧 たる は 勿論、 陽 明 舉 

吾 は 退 翁 の 擧を慕 ふ、 擧 脉 淵 

從容 道心 を 養 ふ、 嘆息す 百 年 

從來 虫ば まれ 歪められた 聖舉 

拓者を 以て 任 ぜ 

靖節、 貧賤 も 憂 ふ 

れ ば、 夕 に 死す と 

合 はせ て、 貧賤 に 


ら 此の 擧の開 

吾 は 愛す 陶 

仁義と 生く 

自己の 境遇に 

て ゐ る。 

流行の 妙 を 

消長の 理を 

天運 流行の 妙 

み、 叉漢 唐の 

王道に 背き 功 


る に 道 を 失 ふ は 

も 亦 聖舉の 眞 意 

源 深 し、 萬 殊の理 

の 久し き、 傅 習 幾 

を 正しき 道に 引 

ん との 氣概が ほ 

る 所に 非 す、 翁 居 

も 復た何 を か 求 

安んじて 道を樂 


0  $ づ 

究めす 

理を靜 

失 ひ、 王 

先を爲 

利 主義 


れ ば、 深 く 天道の 新なる を 

ん ば、 安 んぞ 化育の 仁 を 知 

觀 して 深く 天に 對す る 感 

窒 東方に 遷る、 何者か 此 の 

す、 古今 功利に 歸す、 管 仲の 

を 以て 覇道 を 助成した 管 


均 し、， 君 子に 大道 

を 失った と闢ぃ 

に 洞 通して、 一 本 

人 か あ る.。 

戻した 大塚退 野 

の 見えて ゐる。 

して 書 卷に對 す 

め ん、 此 の 人 露に 

しんだ 陶淵 明の 

感 す、 S 陰 百 物 を 

ら ん、 珍 重す 哲人 

を 新に した 彼の 

際に 乘じ、 邪徑の 

罪 天に 通 す。 

仲の 罪 を 鳴らし 


あ り、 豈 邪徑、 に 向って 行かん や。 

て ゐ る。 

此の 仁に 會 す、 進 退 天 命に 任せ、 

の學統 を稱揚 して、 向後 は彼自 

れ f  、p 衷は 自ら：^ 」 々 た り、 朝 に 

千 古、 淸 氣斗牛 を 8  く。  Si 句？ II。 

人物に 對 する 敬慕の 情が 溢れ 

殺 す も、 渾 ベ て發 生の 卷と爲 る、 

の 言 、厳刑 人心 を肅 す。 

哲 理 的 思想の 片鱗が 窺 はれる。 

端 を 開 成 す、 旣 に 一 世の 功を竊 

てゐ る。 最後の 二 句に 於て は、 
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小 楠の 識見の 高き を 知る ベ く、 彼 の擧 問が 資踐 躬行 を 主として 功利に 趨ら す、 公 明 正大 ー點の 

私な き iS 賢の 道 を； il りたる を 裏書す ると 云っても よ い。 

吾が H- 道に 志 す、 當 に 鞭つべし 百 怠 惰、 食 は餓ゑ ざれば 足 り、 衣 は -践ー え ざれば 是 可な り、 名 利 の 

心 を猛翁 し、 事 を處 する 我 無 き を 欲 す、 豈 舉を爲 すの 地に 非す や， 之 を 同心の 者に 吿ぐ。 

「 士、 道 に 志して 惡衣惡 食を耻 づ る もの は、 未 だ 與に議 るに 足らざる なり」 とい ふ 孔子の 言 に 

0 り、 道 に 志す 彼が 堅忍 不拔の 牢乎た る 決心と 實 生活と を 如赏に 物語って ゐる。 

小 楠 は 上記の 如くに して 自己の 學 問の 仕直し 人生 觀の建 直しに 取掛 り、 專 ら 程 子. 朱 子 を 衆 

として 心 を 經傳に 注 ぎ、 致 知 格 物の 功を强 調して 重き を S 踐 躬行に 置 き、 修 身齊家 治國平 天下 

の 道に 於て 工夫 を竭 くして ゐ るが 決して 此の 境域 を 以て 滿 足しなかった。 彼 は 愈.、 學 び 倍. -究 

める に從ひ 遂に は 程 朱より 更に 沫泗 のぼ 〈源卽 ち 孔孟に 溯 り、 な ほ 進みて は蕩々 たる 王道 を閬 

明す る を 以て 自己の 任務と 爲し、 百 尺 竿頭 更に 一 歩を轉 じて は 只： 大を說 くに 至った。 彼が r 擧 

は 飽くまで も 源 頭に 溯るべし」 との 持 說に從 ひ、 自 己の 心靈を 以て 孔 孟 堯 舜を 祖述して 遂に 

天に 到った 其の 道程 及び 彼の 思想に つきて は 更に 章 を 新に して 記述す るで あら う。 

二 同志の 會合 


小 楠が 酒 失歸國 以来の 勤擧修 

は 又 一面に は、 時 習 館 時代からの 

の切變 講究に 勵ん だ。 其の 講擧 

學 は 

に 汪 

矣。 


(天 保 十二 年、 二十 EI 歳に) 

學校 は旣に 返く と雖 ども 


み、 

喪」 

范< 

つり 

ら 


會 

-&、 

-死 

夕 

り- 

，司 

向 


し 

必 


^ す 

曰レ利 


道 

ベ 


正 


憾 王 

求 む 

集義和 

源 本ず 

の 人物 

_ 時 に 

門 を 

る 聖 

を 


之 


政談 

所 を 

有 一一 仁 

始也 


-鈴 錄- 

求 む 

義 一而 

〕 と 


し 

詩 


來の過 


子 

を 


る 

撗 

木 

人 


ら 

所 

ひ 


行 

を 


錄.孟 

き を 

し、 孟 

江 府 

を 讀 

杲 し 

一 了  M 

ノゃ W4 

習 ひ 

ら く 


を 


吾， 

lllln さ 一口 

を 商 

プ 1? 


玆 


に 


養 振は旣 記の 通り 凡人の 到底 及ぶべからざる 所が あるが、 彼 

友た る 米 田 是容を 始め 下津休 也. 荻 昌 國 及 び 元 田 野 と 道 舉 

に關 して is^ 野 は 『還曆 之 記』 中に 左の 如く 記して ゐる。 


A ぶ ^ 


洋 

要 


座 し、 い 

に 至 て 


め 

意 


在 

C 


に、 乃 

の 集 

し て 

有- 不』 


を 

す 


看 

其 


i 此 書に 在 


获 子 


着 

て 


及 

書- 

之 


聖 人 

府 に 

醫 を 

信 じ 

無 亊、 汎 

る 所 無 

と、 是 よ 


び 鎌 S  iigijif ま 三 苦 


忍 

國は王 

の 範 

在 


苑 も 

る 所 


_ 外 書 ニ木 名 

る を 得 ざ 

心 HI 禾， 忍 

る W あり 


同姓の 家な。  1 

一一 一一 口 


臣 

入 


左 

を 


る 

律 


直 

人 


合 

す- 

失 

其 


源 に 

に 示 

し て 

る を 

の 過 

其 學 

之 て 

一 父 はり- 1 

WE 命 吾 つ 


S 老人 を 招 


左衞 門と 云、 

曾て 同 生な b 


行錄 等の 醫 

如し。 終に 

心 1 行-？ 忍レ人 

らく！ K 下 を 

が 如し。 時 

又 之に 做 ひ 

の m 蓄 测 る 

知 し、 進 んで聖 

に 因て 官の責 

偏なる を 看破 

所 □ -を陳 し、 荻 

酒 を 飲み み 

書 を 誼み 快 


く 「- 二； 卜 

子 の 

政 1 天 

む る 

荻 子 

書 を 

か ら 

の 書 

を 受 

，次 に 

氽 に 

WIS ま 

と し 


し、 其 

害 を 

下 可： 

も 亦 

少 «^ 

あ も 

さ る 

を 學 

け 七 

程 朱 

0 る 

-丄 に 

て MA 


其 他 

取 て 

き 於 

心 の 

大 に 

し、 征 

を 敬 

••  f こ 

十 日 

の 書 

に 此 

し 馬 

る 所 


二 三 輩 

の 在る 

之 を 渡 

掌 si 

仁に 在 

蹙 る 所 

徠 の 經 

慕 し、 韓 

志 を 立 

足の 

を 請て 

0 を 以 

に騎り 

あ り、. BI. 
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き 嫌田笞 次と 稱す、 左  一^の 八 X なり、 久しく！！ 察ら^ 

務し篤 行人 比 i 之た 稱す。 此時仕 も 致し 閑お 人と 故 

九 1 


同志 耆 合を始 

む 


§ の 頻度 


P 學の 目途 

工夫 


の 


中 

及 


第五 章 江戶 より 歸國 後の 数年 

IS^^JS 日夜 論語 を 講ず。 撗 井子の 論 を 聞て 火に 感發 し、 其 En- る 

荻 子と 余と 亦 已に覺 る 所 ありて 未だ 正に 有 道に 就か ず、 下 津.赞 井二 先 

し 復疑ふ 所な し。 會々 長 岡大夫 史學に 志し 横 井 子. 荻 子 及 余 を 招き 通 

曾て 山 崎 .淺 見 二 先生 を 信じて 經學に 得る 所 あり、 道 德 忠誠 之 を 天资に 

^歴史に 涉ら ざる を 以て 撗 井子 を延て 史學を 講ずるな り。 横 井子 余 

しき を 以て 吾 倚 を 招て 學 友と 爲す 其 志 優 な り。 IP;" 擠 未だ經 學 に 達せ 

ざ る ベ けん 乎。 是に 於て 大 夫に 請 ひ 先 づ 近 思錄 の會讀 より 始 む、 是 を 

子. 余 と會 合の 始 にして 赏 學 の權舆 とす 0 

同志 五 人 爲擧の 意 は 此の 如くに して 相 合致 し、 相 互 の 會合は 

後 如何に 會 合した であらう か、 元 田の 記事 は 左の 如く 繽く。 

是 より 後月に 十回. 二十 回 或は 隔ロ 或は ni 々集會 し、 集 會 する 毎に 

其の 度 は 可な り 頻繁 だが 何 處で會 したに つきての 記載 はな 

の定 曰の 內に、 五の 曰、 朝 通鑑綱 E、 横 井 列會、 但ニ 十五 曰 は 馬 事 

と ある 所 を 見る と 同家に そも會 合した こと は 間 tj ない。 一 P 

び 工夫に 及んで ゐる。 


し 一 一 

.7 一 一 

所の 一 轍に 出 づるを 害 ぶ。 

生此說 ある を 聽て大 に發揮 

鑑 綱目 お を會讀 す。 大夫 

得て 學ぶ所 最も 義理に 在り、 

等に 謂て 曰く 大夫史 學に乏 

ず 何ぞ大 夫に 就て 經を 講ぜ 

長 岡 大 夫卡 律 * 井二 先 率 获 


又 此の 如くに して 始 つた。 其 


に 非 ざ る は 無 し。 

然るに 米 S 家 行事の 


講學 

s 。 然るに 米 田家 re 醇 Q  一  ^ 

に 付 相 4- む。 十の 日、 朝 横 井 列 

田 の 


己 


事は繽 きて、 講學 の E 途 


其 講學 する 所 は 誠意 正 心の.！^ 心 術の 微 より 工夫 を 下し 閨 門の 內 人知ら ざるの 地に 專らカ を用ゐ 

治國 安民の 道 • 利用 厚生の 本を敦 くして， 決して 知 術 功名の 外に 馳 せず、 眼を笫 一 等に 注け 聖人 以下 


學、 

道 


こ 

夫 

译 先 

吾 儕 

の 地 

、- ど. 

英 


れ 


步 も 

正 大 

ら す 

失 ひ _ 

學 古 

に し 

人 新 

を 以 

其 効 

を 正 

至 ら 

ざ る 


ぇキ 、り 

公 明 


ず、 

眞 


に 

t、 

を 

と 


後 

《や 

な 

至 


用 〈お 

實學 


行 


法 


ぜ 

ネ 

し 一 


ず 

に 


る 


畏 

の 

± 

功 

克 


彼等の 講 する 所 は 堯舜孔 

に 功利 を 遠ざけ 第 一 等 を E 

なほ 記誦 詞隶に 枸るは 俗儒 

赏踐 躬行 に 置いて ゐ る。 次 

述べて ゐ る。 
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至り 周 程. 張 朱 初 


以 

己 


後 


忠 

令 

身 

-之 

行 


よ 

の 人 

の 末 

千 載 

者 載 

塚 返 

の 幸 

し て 

各 聖 

誤 る 

蒙 レ學 


り- 力 

之 を 

を 把 

不傳 

出 す 

野 • 平 

の み 

充 し 

M も 

贤 の 

所 を 

求レ道 


行 

持 

ゾ 


、レー 


0 

治 

し 


に 


其 


に 三 

し 0 

國 安 

て 而 

條レ己 

先 生 

て 一 

及 ぼ 

く 戒 

る ベ 

^ の 

に 隨 


子の 道で、 一 心の 微 より 天下 

指して 第二 等 を 求めす 、廣虞 

なりと し、 致 知 格 物の 輕視す 

いで 元 田の 記事 はな ほ ts き 


代の 治 道 を 行 ふ ベ し是乃 整 舜 の 近 孔 子 

俗儒 は 記誦 詞章に 拘 して F 己 -?! 5  乂 の ェ 

民の 大迸を 知らず。 漢儒 以後 ^傅して 

し て後來 能く 其 眞 傳を 得る 者 幾 希な り。 

治レ人 道 德 經 綸 M に 道 を 學 び 得た る は 煎 

の み。 其 他寥々 閗 くこと 無くして 今 H 

藩の 幸 亦 天下の 幸な り。 特にお！！ 太夫 

し 推て： 大 下に 及ぼす は 亦 難き に 非ず。 

むべ し。 唯 勉めて 己れ の 知 II を 進め 己 

しと。 是に 於て 相互に 切 ffi 琢磨して 其 

偏なる 所 を 開き 悉く 刖を 古聖- 贤の _w 行 

ひ 其 性！ K に 2! て 切 货 の 工夫 を 著け ざる 

の 經綸に 至る まで 漏らす. こ とな く、 常 

の 道 を 今の 時に 行 はんとの 意^ 込 だ。 

ベ からざる は 勿論なる も 最も 重き を 

て、 同志 の ハ牛 齢. 性格. 才識等 を 左の 如く 

九 三 


同志の 年齢 

性，： W . 才 識 


^五^ 江戶 より 歸國後 S 数年 
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四 人 皆 或は 師事し 或は 兄長視 すると 雖 

看 を 以てせず 各懇 誠の 交り を 受けたり 

する 所 あり て 漸く 進む こ と を 得たり。 

多 く 余 が 說 を 用ゐ、 しれた 

士君子 時と 無く 所と 

リ 下 律 先生 汎く才 を 
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淚を帶 て 之 を 談 ず 

を 問 ふ、 大夫 曰く 他 

望む 所 ある ベ し と 
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人 を- 雜 へず 一 人 至る 
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を 顧み るに 及ばず 唯 

雖 ども 予に： て は 曾 
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此 時な り 

W を 稱 


性 固に 純 
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呈す。 君が 父祖 從來 君側に 勤勞ぁ 

所 を 行 ふ  一一 一一 3 を 待たず。 唯 邦 道 無き 

所 あり。 (中 略) 获 子 性嚴急 事に 赏て 

蓽敏 健なら し む、 其 得 益 居 多な りと 

高 きに 薰染 して 身 忽ち 長 進す るが 

て 如， 此 な る や、 此 现は何 を 以て 斯く 

余 識見 は 横 井先. に 學んで 實行は 

先生より 得 來る所 あ り 、余 が 性質 家 


るに 由て tf^ 亦必 近侍の 職 を 率ず べし。 其 邦 道 ある 時 は 其學ぶ 

日に 遇 ふ 豈冓武 子の 愚 を自體 せざる ベ けんやと 懇々 示す る 

精密 果 敢、 余 養 質 柔順 jsl- に 處 する 和 緩な り、 荻 子 之 を 訓實し . て 0 

す。 (中 略) 余 撗井 先生と 談 ずる 毎に 其 卓見 快 論 を 11 き 其 象の 

如し。 返て 荻 子と 談 ずれば 精密 確 實其事 は 如何た る 所以に し 

云 ふべき やと 一 々詰責す る を 以て 身 忽ち 返步 する を覺 ふ。 蓋 

之 を 荻 子に 得、 誠 意の 工夫 は 長岡大 夫に 效 ふて 容 忍の 量 は下渖 

訓に 成り て其學 問の. 買得 四 先生 の薰陶 する 所た る 大概 此 類な 


|gS 返 野. 元 ffl は 右 記事 中の 講擧に 就きて 述べた 處に、 慶長 以後の 儒者 其の 數 多き も、 修， 己 治， 人 道 德 經 

^淵に 私淑す  • 

綸眞に 道 を學び 得た る は 熊澤蕃 山で、 其の後 は 肥 後 藩の 大塚退 野と 其の 高 弟た る 平野 深 淵 -刚 

人の み だと 推賞して ゐ る が、 彼 の 『講筵 餘吟』 中に も、 

,t, , ,  (林 家〕 (伊疲 仁 ki*^ 、迎等 X 山 崎^ 齋) 

海 南の 名 懦 指 を 屈すべき も、 道徳の 眞傳は 誰か 是 なる、 嗚呼 林に 非す 伊に あらす 叉 崎に あらす、 吾 は 服す is^ 

(1野と§^.^3|) 

肥の 兩 夫子。 

元 田の 進講 なる 七絕が あり、 叉 其の 進講に つき 左の 如く 云った 事が 元 田家に 藏 せる 東 野の 手錄 中に ある。 

程 朱の 學は 朝鮮の 李 退 溪に傳 はり、 退 野 先生 其 所 撰の 朱 子 書 節 要 を讀み 超然と して 得る 所 あり。 吾 今 退 野の 

學を傳 へて 之 を 今上 皇帝に 奉ぜり。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九 五 


第五 章 江戶 より ^！國 後の 数年  九 六 

然 らば 則ち 1：： に 恐れ多い こと だが 柬野は 大塚退 野の 精神に よりて 御 進講 巾し 上げて ゐ たの 

で 退 野た る もの 死して 餘榮 ありと 云 ふべき でない か。 

穴 塚 野  大塚退 野 は 名を久 成と 云 ひ、 延贊 五ハ牛 十二月に 生 れ、 初 に は蹇齋 後に は 字 齋、 致 仕して は 退 野 

と號 した。 細 川 氏に 仕へ 官藤は 番士組 脇で 世 祿 二百お を 食んで ゐた。 初 は 陽明舉 者で あつ 

たが、 ニト八 歳の a- 李 退 溪の著 『自 翁錄』 を讀み 大いに 感奮して 朱 子 擧に入 り、 そ れ よ り は 

らカを 程 朱 性 现の擧 に 致 し、 致 仕 後 は 肥 後 國玉名 郡に 隱れ て， M 舉の 普及に 力 め、 其 の 門下より 

平 野 深 淵. 草 野 潜 溪. 森 省 齋. 西 依成齋 等の 俊足 を 出した。 退 野 は寬延 三年 三月 五日、 七十 四 歳 を 

以て 純粹 なる 朱 子 學 者， と して 身 を 終へ た。 

李返溪  李 退溪は 「海 東の 朱 子」 と 呼ばれた 朝鮮の 大儒 で、 其 の 著作 は 日本の 朱子舉 者に 多大なる 

感化 を 及ぼして 居 り、 か の 山 崎 闇 齋 の 如き も 大塚退 野の 如くに 彼に 負 ふ 所 頗る 犬なる ものが 

あった。 小 補 も 亦 李 退溪に 私淑して ゐ たこと は 彼が 門 人 其の 他 知己に 書き 與 へた 遣 墨に 李. 

小 楠 も 返 野に 氏の 語の あるの が 頗る 多い ので も 分る が、 大 塚 退 野に I 水く 嚼 倒して ゐ たこと は央 して 東 野 こ 

傾倒す 

譲らない。 前記 「感懷 十 首し 屮の 一 首に 「吾 は 退 翁の 擧を慕 ふ」 と あり、 又 彼が 久留 米藩敎 

授 本- Hd 一  郞に 寄せた 箐 翰 (遣 稿篇 「書簡」 九) 中には、  . 

退 野： 大資の 高き のみなら す 修養の 力 格別に.；^ レ之 知識 甚 明に 御座 候 間 治 國の道 尤以會 得 致 候。 代々 世祿の 人に 

候 得 共 時 之 否 塞に 逢 ひ 終に ^ ひられ 不レ 中、 乍レ然 老年に 至 候ても 國を憂 ひ 君 を 愛する の誠彌 深切に 有レ 之、 


米 w 等 も 返 

0 . 深淵に 推 

服す 


「退 野の 學風 

に 復れ」 の 叫 


眞儒 とも 可， 申 人物に 御座 候。 拙 子 本意 専此人 を 慕 ひ 學び候 事に 御座 候。 

と 記 し、 嘉 永 四 年 十 巧 福 井 藩の 宿 儒 吉田東 篁に 與 へた 書簡 (遣 稿篇 「書簡」 一八) 中に も 「拙 藩 

にして 眞 懦と稱 せらる . -は大 塚 退 野. 平 野 深淵 兩 人に 御 趣 候」 と 認めて ゐ るので も ら かで、 

而も 『小 楠 遣 稿』 の 「小 楠 先生 小傳」 中に、 「始め 先生 江戸より 歸り、 大塚退 野の 遣 稿に 因て 

得る 所 多し とす」 と あるが 如く 彼に 擧ぶ 所が 頗る 多 く、 彼 の學 風を景 慕し つ \ 達士の 境地に 

到らん と 修養に 勉め たので ある。 

さて 米 田是容 はと 云 ふ に、 元 田 東 野が 撰した 彼の 碑文 (本 篇第十 一 章三參 照) に 「君 素より 程 

朱の 舉を 信じ これ を 先輩に 求めて、 山 崎. 淺 見 諸子の 書に 得る こと あ り、 叉 近顷大 塌. 平 野 二子の 

擧 を 得、 澳 然として 大いに 喜びて 曰く 道兹に 在りと」 と ある 通り に、 彼 は 深く 山 崎 闇齋と 淺見 

綱 齋 を 信じ、 厚く 大塌退 野と 平野 深淵に 推服して ゐた。 下津休 也. 荻 昌國 とても 亦 退 野. 深 淵 に 

私淑 倾 倒せる こと は 敢て是 容. 小 楠 ま 野に 讓ら なかった。 

右 a 人と 志 を 同じう する 者 は渐次 彼等の 周 圍に集 り、 此 等の 同志 は 常に 相會 して^ 學の Si 

究に 勤し み、 修身 齊家 治國平 天 下の 道に 工夫 を竭 くした ので ある。 共の 彼等 は 小 稲が 時習 

館 在察屮 よりの 持論であった 「文 義の 研究と 字句の 穿墜 とに 傾ける 時習 館の 舉風 は舉 問の 

本領と は 云 へ な い、 直しく 詞章 記誦の 舉を棄 て、 實踐 躬行 を 本領と すべ きで ある」 を 主張し、 北ハ 

の 藩 擧の流 弊に 對し 「退 野の 舉 風に 復れ」 と 叫ぶ に 至った。 多少 惧， 瑰の嫌 は あるが 時習 館 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九 七. 


第五 章 江戶 より 歸國 後の 数年  九 八 

創立 以来の 同 館 舉風を 左に 記. 述 して 見よう。 

時習 館の 學風  德川 時代に 於け る 朱 子學に は、 幕府の 儒官 林 家に よって 代表せられ る官學 と、 山 峙闇齋 によって 唱導せられ る私學 との 

ニ大 派が 有つ て、 同じく 宋學で 有りながら 頗る 其の 趣 を 異にした。 林 家の 一 またる 羅山 は、 家 靡の 顧問であった 立場より で 

も 有らう が 博覽洽 聞、 制度に 儀 鳗に往 くと して 可なら ざる はなく、 純粹 の經學 者と いふよりも 語弊 は あるが 當局 者の 生 字 

引と して 謹恪に 勤める 一 種の 御用 舉者 となり、 林 家の 累代 も 此の 學風 にて 一 貫せられ た觀 があった。 然るに 未だ 神道 化せ 

ざり し 前の 山 崎 闇 齋は嚴 正な、 寧ろ 褊狹な 程の 朱子舉 者で、 學 問の 耍は實 行に あり、 ，K 行の 要は 持 敬に ありと して、 詞章 

を さ へ も 末技と して 之 を厭棄 せんとした 點は林 家と は 日 を 同じう して 語る ベ からざる 迄にな つた。 

肥後學 風の 五  處が肥 後 藩 は德川 幕府と は 最も 親密の 關係 があった ので、 時習 館の 創立 以前より 旣に林 家の 流 を 汲める 學者 をのみ 聘し 

r  て 藩主の 侍講と なし 以て 其の 學風を 移植した。 細 川 第三 代忠 利が 璺前小 倉より 熊 本に 轉封後 其の 學 問の 相手をした 偕の 口 

收も林 氏に 從 うて 儒 を學ん だので あるが、 寛 文の 顷第 五代 綱 利に 招かれた る 佐 藤 竹 場 . 林 三 陽 も、 正 德ニ年 笫六代 宣紀に 

召 出された る 熊 谷 竹 堂 も 皆 林 鳳 岡の 高足であった。 寬 文より 明治維新に 至る まで の 肥 後の 學風を 野 田 寬に從 ひて 五 欺に 大 

一、 黎明期  別して、 各 期に 於け る 代表的 學者を 舉げて ると、 其の 第一 期 (黎明期)， I 寬 文より 享 保の 初に 至る 約 五十 年間— に 於て 

最初に 起った 學間は 陽 明 學で北 島 雪山 を 中心として ゐ たが、 陽 明 學が熊 本で 禁止され 雪山 も祿を 捨て \ 去って 後の該 期に 

二、 學 術勃與  於て は 林 家の 宋學が 藩 を 風靡し、 其の 代表的 人物と も 云 ふ べき は 上記の 佐 藤 .林. 熊 谷の 三人であった。 然るに 第二 期. (學 

期 

術 勃興 期) —享 保の 初より 延享の 末に 至る 約 三十 年 問 1 に 至りて 現れた 前記の 大嫁返 野 及び 藪 愼庵は 各 此の 期の 代表的 學 

者 だが、 兩者俱 に 山 崎闇齊 派に lli- き 朱子學 者で、 林 家の 學風を 害ばなかった。 

恨徠學  是 より 先 江戶に 於て は征 徠の學 大いに 起り て 終に 天下 を 風靡す るに 至った が、 肥 後 藩 にても 住 江 滄浪の 鼓吹に よりて 此 

, の 學風は 叉 盛と なった。 別に 水 足屛山 • 博 泉 父子 ありて、 父屛山 は山峙 風の 朱子學 者で あつたが 子 博 泉 は 徂徠の 風 を 承け 

て 之に 私淑した。 —^し 博 泉 は 後年 朱 子 學と祖 徠學と の 調和 折衷 を 試みた る も 成らず して 鼓した。 f 滄浪は 三十 八歲、 博 


泉 は 二十 六歲で 死した が俱 に征徠 をして 驚嘆せ しめた ほどの 秀才で 笫ニ 湖に 於て は望耍 の 位 sH にある 學者 であった。 返 野 一 

は 激浪 • 博 泉と 異なりて 机 徠學を 嫌 ひ 終始 之に 好意 を 持た なか つ た。 

第三 期 (古學 隆盛 期) —延享 の 末より 明 和の 初に 至る 約 二十 三年 問 I- の 代表的 學者 は、 かの 有名なる 秋 出 玉 山. 片岡朱 

陵で あるが、 玉 山 は 林 鳳 岡の 門に 遊びて 第 七代宗 孝の 侍講と なり、 第 八代宽 置の 時代と なるや 彼 は 深く 其の 知遇 を 受け 亦 一 

侍講と して 大に 力める と俱 に、 時 |s 館 創立に 赏 りて は 直 要なる 役 oil を 演じ、 其の 敎授 となる や 藩侯の 命に よって 舉則を 立 

てた る 中に 「古註 を 主と すれ ども 新 註を棄 てず」 と 云 ふ 條目を 揚げて ゐる。  一 

玉 山 は： i 義に 於て 古註 • 新 註 雨 者 を 毛 嫌 ひせず 稍 折衷 態度 を 執った 程で 其の 治經に 於け る も漢. 宋を 兼綜 して 其の 學に！ 

根柢が あつたが、 詞章の 美赏時 其の 比類 稀であった から 其の 門 流に は 自ら 模 學の士 よりも 詞章の 徒が 多く、 後に は 春 舉 を 一 

貴び 秋. K を輕ん ずるの 傾向の あった の は 是非 もない 次第で ある。 

大嫁返 野 は 上記の 如く 山 崎 派の 朱 子學者 だけに 經義を 主として 詩文の 如き は 玩物喪 志の 具と したから、 玉 山に 對 して は 一 

餘り 快くなかった。 或 人の 評する 所に よると 玉 山 は 其の 貌を 「朱」 として 其の 心 を 「物」 とした もの だと 云 ふ 程に 机 徠に！ 

近 ぃ點も 有る 位 だから 猶更 であったら う。 此 の 故に 返 野 は 時習 館の 創設 さる \ に 先 だち て 致仕して 玉 名の 里に 返いて しま i 

つた。  一 

蔽愼 庵の 子に 孤山が 有った。 彼 は 第 四 期 (朱 學與隆 期) 明 和の 初より 文化の 末に 至る 約 五十 年間 I に 於け る 代表的 學： 

者の 一 人 だが、 彼 は 朱 子 を 殆ど 聖人の 如くに 尊崇し、 「朱」 と 云 ふ 文字に 心醉 して 赤き もの は 何でも 好んだ と傳 へらる と 

.  一 

朱子學 者で、 其の 學脈 は父愼 庵の それ を繼 承し、 玉 山の 後 を 承け て 第二 代の 時 |a 館敎授 となる ゃ從來 の學則 を變更 して 返 一 

野 • 愼庵等 の 學風 を 鼓吹す べしとの 聲叨 書を發 した ほどで あつたが、 それ は 遂に 空文に 歸 して 何等 货功 の 見る ベ きもの は， 

なく 返 野の 學風は 孤山の 本願の 如く 時 館に 根 を 下す までに 至らな か つ た。 而も 又 著者の 所 a- が 間違 はぬならば、 藩 の 一 

流 弊 は 孤山 時代より 生じ 始めた かの 觀が ある。  一 

横 井 小 棉上卷 傳記篇  九九  j 
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i-i  ss 概して 狹 isfii き 缺點が 伴って ゐて、 此の 點は IQS にも 免れない が、 m 

學には 更に 返 野の 學風 に 無き 缺 ft たやり に 思 ふ。 卽ち 時習 館の 康 は唯宋 儒の 傳註 を禁 する の餘り 其の 文句の，， 

の 無用の 詮索 だてに 浮 身を繁 し、 宋 儒の 特長た る存養 省察の 實學は 却って 御 留守と なった 事で 有る。 此の 風 は末學 に,, -リ 

易い 現象 だが 孤山が 藩. 學で 始めた 朱 子の 章句 若しくは 末 註の 文字に 就きての 講習 討論に よって 益 „ 拍車 を かけられた 觀が 

あって、 此の 時分の 狂 欲に 「けしつ ぶの 中く り ほぎ て 館 立て 一間々々 に 細 註を讀 む」 と 云 ふの やら 「5 館 I り (窮现 ) 

かづら の はびこりて 十昌の f なし」 と 5 のがあった。 ニ赏 s 孤山 以後 は f 宋儒 S 解 を 用 ひたから、 『十三 

經』 の 如き は 高閣に 束ねられ 『諸子 百 家』 に 至って は 異端と して 排斥し 去られた からで あらう。 

又朱學 では 「I 羅」 と 云って 彥を 重んぜぬ のに、 時 I では 玉 山 時代より 詩文の 簾、 I であった 點は歲 入 i 

時代と なりても 變る 所な く、 遂に は 詩文の 方が 却って 經義 より 直ん ぜらる \ が 如き 傾向 を 生じ、 此の 風 は 時代の 下る に從 

ひて 倍 "蒙と なり、 而も  一二 少数の 學者を 除きて は讓 その物 さへ も 玉 山 時代に は逮 く 劣る と 云 ふ 現象 墓して 來た。 

^、 素 守成  第五 期 (朱學 守成 期)— 文化の 末より 明治維新に 至る 丄 時習 館の 敎 S 辛歲 井. 近囊 泉. 片山 畳嶼 であるが、 此 

]  SQf 天 保 時代より は 藩の 康は I 的宋 學. 羅 的宋學 となり、 修身 齊 I 國平 天下の 道を體 得す 51 は 第二 

段第晨 となりて 朱 子 學の本 f る憲 躬行の 影 さへ 薄くな つたので、 黧 £ して 慊焉 たる 者 を 争る に 至った。 

以上の 如く 歷 叙して 見る と 大塚退 野の 擧風 は、 遂に 時習 館に 取 入れられなかった から、 上記 

時習 館の 流 弊 を 矯正す るた， めに、 「退 野の 擧 風に 復れ」 との 叫が 起り 来り、 而 して 米 甲 小 楠 等 

同志 は實踐 躬行 を 以て 擧 問の 本領な りと し、 文義の 研究. 字句の 穿 整 を 以て 擧 問の 神 髓を 逸せ 

りと し、 特に 宫學 によりて dd 途を 求む る 底の 修業 法に 反對 する に 至った ので ある。 此に 一 言 

すべき は 上に 述べ 来った 所では 藪 孤山 以後の 時習 館の 擧 問が 如何にも 價値 無き ものに 墮し 


講學日 を 遂- 

て 隆盛 


了った かの 如くに 觀 ゆる 結 ra^ となった 事で ある。 これ は 「退 野の 擧 風に 復れ」 の 側に 立ち 

て 華 を 行る 關係 上、 著者の 不文の 爲に此 うなつ. たので、 著者 も 決して 其の 間の 時習 館が 肥後敎 

學の爲 に 致し. -功勞 を 認識す るに 吝 かなる 者で はない。 叉德川 時代 後半期の 朱 子學が 徒に 

拘 謹の 士を成 すに 止った は 日本 全國 おしなべての 現象で 決して 時習 館に のみ 見る 事で はな 

い。 著者 は 寧ろ 『肥 後文獻 叢書』 に牧 めら れた 著作、 林の 如き を兑て 流石 は 文敎蔚 魁ハの 地の 

名 を 辱めぬ ものと 歎 服 し、 其 處に 時習 館の 存在 を 感謝す る ものなる こと を 持に 言 明した ハ。 


實 學 黨 の 興起 


なった。 元 £ は 『還 唇 之 記』 


米 田. 小 楠 等の 同志 は 漸次 其の 勢力 を 加へ 其の 講擧も 倍： 盛と 

中に また 左の 如く 記して ゐる。 

是 より 以後 修身 經國 の講學 日に 月に 盛に な り、 余 歲 三 十に 至 る の 

十回 晨誦 夜讀猶 足らずと す。 其の 長岡大 夫の 宅に 會 する ゃ經義 

辨に困 雛なる に 遇 ふ。 一 座 思慮して 口に 發 する 能 はざる に、 1^3: 井 

々として 禦 ぐ ベ か ら ざ る が 如 し、 下 津 先生 傍らより 之を赞 し 思慮 周 遍浹洽 至 ら ざ る 所 な し、 然 tiK 

岡ブ 夫道现 をお て 確定 し、 大 山 前に 崩る とも 屹 として 動かすべからざる が 如きな り。 余 之 を聽く 

每に竊 かに 嘆赏 して 謂ら く此三 先生 は 眞に不 世の 傑出 之 を； 大 下の 上に 出す とも 多く  ざ る 所 と， 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 つ 一 


間 凡そ 五 年、 會 讀の数 一月 殆ど 五 

の 解し 難き に赏 り、 或 は 時事の 處 

先生 卽座發 論 人 意の 表に 出で 浩 
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因て 親炙す る 事 益" 切 なり。 講學の 盛なる 一時 鼓動す る 所と な り、 大 

承： .松 野 百ー丄 月 ^ 毛 i 三 左 衞 門 ，.牧 多 門 助. 志 水 新 丞等皆 門閥に し て、 其 

て 實 學 を 唱 へ、 就中 湯 地 丈右衞 門 • 律 E 山 三 郎. 神 足十郎 助 A 村 尉左衞 


先. 生の 門弟と なりて 會読講 P  、余 も 亦 交 る 所と なれり。 是 時 に 

社中の 稱揚 する 所、 隨 て佐賀 侯の 君 臣. 越 前 侯の 令名 皆傳 聞して 

令を發 して 天下に 傳 ふ。 藩 侯 縫 ほ； 乃大に 節儉を 令して 己れ 

の 建議す る 所 文武の 道 を 興隆し 鳢 籤の 風 を 誘導し 辣暴 浮薄の 

る を 以 て、 遂 に 舉 校敎狡 及び 武技の 師範に 敎諭書 を 示し 大に更 

に 行 はれん とする の機會 にし て、 余 亦， e ら 謂 ら く 聖 贤亦 遠から 

々o 

熊 本 城下に は 藩士 子弟の 少年 以下の 者が 鄉黨 連なる 交遊 

して ゐ たこと は旣 記の 通り だ が、 そ れには 別に これと 云 ふ 主 

て 文武 藝を勵 み 成人の 後 は 藩主に 奉公す ると 云 ふの が 其の 

て 職 を 奉 すれば 奠の 鄕黨 間の 敵 對 感情 は 雲散 霧 飛し S に 和 

だからして 彼等 は 皆 鄕黨連 時代より 時習 館の 學風擧 意に 統 

楠 等の 同志が 上記の 如く 之に 對 して 別に 新 旃幟を 立てる に 

ら それに 對 立す るの は 當然の 勢 で、 是 迄 通りに 時習 館の 舉風 


赏 り 

を 實 

俗 を 

張 す 

ず 進 


義が 

0 的 

協 し 

一 さ 

至 る 

を 愚 


夫の 門に 來會 する 者 SsS 藤 助 之 

他 坪 井 • 京 町の 鄉 黨 大に 奮起 し 

(慕 力) 

門. 原 田 作 助 .吉 村 多 膳 太 等 横 井 

水戶 侯の 英 名. 藤 H の 人 豪た る 

風 政 績を企 慕 し、 慕 府又 節儉の 

め 身 親 ら 之 を 行 ふ。 長 岡大夫 

更 むる 等 皆 公 の ュ加納 する 所た 

る 所 あらんと す、 是 實 學 の 一 藩 

ん で 不， 息、 杲 して 至る ベ し と 云 


を 組織し、 各 連 互に 反 E 嫉視 

ある 譯 ではな く、 互 に 切 し 

であった か ら、 家 督を 相繽し 

て 其の 職に 專 念した も の だ。 

れてゐ たので ある が、 米 ，小 

と、 こ れに加 はらざる 者が 自 

守す る もの 卽ち 「舉校 派」，， 


こ 

左 


に 

, 此 

雨^^の主張 

の 

を 


對し、 米 田 

區刖 はな 

あるまい 

程で なか 

する 者に 

赏擧黨 の 

切 な 己 

の伞 下に 

浸潤せ る 

うか 重厚 

ヲ 下び-事 

て 進まう 

舉校 派と 

大勢に 順 

すべ しと 

激化せ し 


• 小 楠の 同志 一 派 

い の で、 各 鄕黨連 

が 內坪井 連 は、 大 

つたの で、 藩 士 全 

は 此の 派の 人が 

主義 方針と する 

の 爲. 人 の爲 にす 

集るべき は 當 然 


を 「 實 學 黨 0 さ」 と稱 する に 


の內 から 

概 實擧黨 

體を 見渡 


多 か 

所 は- 

る  で 

の や 


當時 ではな か /\ さ 

篤實の 美質 を 具. へ て 

に は無關 心な 人達が 

と 云 ふ 人 は 寧ろ ひど 

實擧黨 と は相對 立し 

應し 西洋の 文物 を も 

主張した の で、 其 の 新 

めた やうに 見えた。 


づ 

な 


た- 

所 


互 

月 

ほ 


思 

の 

\ ィ 

1 ョ a 

な 

こ 

實 
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至った。 而 して 

ひくに 之に 加入した。 小 楠の 

云 はれる 程に これに 赴いた。 併 

とま だ /\ 擧校 派が すっと 多數 

道 は 詞 章 記誦で なく 躬行 赏踐 で 

ばなら ぬと 云 ふに あるか ら、 有 爲 

は れ る が、 中 央 にても 乂 地方に て 

かなかった。 特に 肥 後 藩で は 藩 

因循 固陋なる 人物 多く、 一  身の 修 

かった ので、 自ら 時務に 逋 曉 し 時 

れた倾 があった。 

鎬を 制った が、 單 に學意 上に 止ら 

て 改進す べしと 唱導 し、 學 校 派 は 

の 衝突 はハ： r 兩 派の 色彩 を 異 な ら 

擧 黨 に ， 於 て は 云 ふ 迄 もな く 米 

一 


生 

擧 


の 實學黨 に 

誕地 だと ：； ム 

他 連からの 

占 め、 殊 に 藩 

つて、 而も 曰 

人物 はま 然 

守成 主義. 勿 

々風の 影響 

に は 勉めて 

に 敏感で 舊 


すし て、 赏舉 黨 

節を變 ぜす國 

しむる と 供に 

小 楠が 其の^ 

〇 三 


は 地方 

ふ譯で 

加入 は 

政に 参 

として 

でも あ 

も治國 

套を脫 

は 一大 下 

粹を保 

其の 

袖 で、 そ 
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れを 取卷ぃ て經綸 の才に 富める 活眼 家 も 多 く、 同 志 を 糾合し つ ， ^其の 主義 方針に 邁 進 し ヒ が、 

時勢 を 慨歎し 世 を救濟 する に 急で あ つた 爲、 時 論から 餘 りに 懸離れて ゐた。 天 Djf 十四 年て， £ 

蘭國の 使節 船の 長 崎に 來 りたる 際、 其の 来航の 理由が 不明な ので 肥 後 藩に て は 一 時騷 いだが、 

元 田 束 野 は 其の 年 九月 長 崎に 行きて 一 週間 滞在し 種々 見聞す る 所 あ り、 佐賀. 久 留 米. 柳 、可 を 遊 

藤して 歸熊 後、 所感 を 『還暦 之 記』 に 記して ゐる 中に 左の 如きが ある。 

此行 外國の 形勢 事情 • 隣 藩の 士風時 俗 を 偵知し 大に 益す る 所 あり、 特に 我 藩の 外交に 乏しく して 天 

下の 時勢に 喑 きを 覺 悟し、 主として 外交 を汎 くして 見聞 を 達し 藩 弊 を 救 はんと 欲す。 是 より 先き 

外 國の事 を 云 者 無し、 獨横 井先 生 眼 を 外國に 注ぎ 鎖國 論の 文 を 著 はして より 每々 論及す る 所 あり。 

是に 至りて 人 漸く 目 を醍し 海防の 策 を議し 兵制の 論 起る。 橫井 先生 主として 槍 叙 隊を廢 して 專 

ら 火器 を 用ゐ、 火器 は 和 銃を廢 して 悉く 洋銃を 用 ゐ、 雜兵 を 5 能め て 一 人 一 銃 悉く 精兵と なし、 戰法も 

西. 法 を效ふ ベ しと 論じた り、 其 卓見 時 俗の 驚く 所な りし。 又 頻りに 牛 痙の 最頁 にして S 痘の去 

を 用ゐて 天然 痙の 難を豫 防すべし と 論じ、 余 素より 之 を 信じて 嫡子 龜之丞 に 初て 種 痙の 法 を 施し 

て 全 愈せ り、 義繾か 11 時に 未だ 多く 有らざる なり。 

之 を 見ても、 當時肥 後 藩士 の jK 下の 時勢に 嗜き狀 態 や 小 楠 等 同志の 西洋 文物に 對 する 知識の 

一斑が 察知せられ るで はない か。 

抑， 肥 後 藩に は 米 田家と は 鬼 角 反の 合 はぬ 松 井家が 有りて 而も 執政の 筆頭 だ。 隨 つて 上記 

の 如く 學校. 實擧 兩派對 立す る 事になる と、 隱然當 主 松 井山 械は 前者の 牛耳 を 執る， おとよ つて 


是容 とも 意見の 合 はぬ ことが 多かった。 山城の 嗣子 佐 渡の 代になる に 及 び、 是 容の 意見が 行 

はれ 實擧黨 の 勢 も 強くなる に 連れて、 攀校派 は心竊 かに 平 かなら す、 遂 に は 「米 田 氏は學 中に 

_ 横 井の 流派が 實擧 ならば 藩 舉は虚 擧と云 はねば ならぬ」 と 

り、 擧 校. 實擧は 一 轉 して 松 井. 米 田の 對立 となりて M に 櫟す 

元 田 は 其の 『還暦 之 記』 に 左 


松 井. 米 田の 異を 立てる 人で ある。 若し 米 田 

^ ュ 

肉な 批評 を 下しな どす るに 至 


皮 

る 


やうに なった。 當 時の 狀況を 


初 め 

城 の 

よ り 

相 反 

井先 

所 と 

大夫 

來 て 

交 り 

ず、 皆 

す る 

然れ 


長 

亦 

ど 


岡 大夫ー 

に歸 し- 

夫の 正 一 

るに 因 

の 常に 

り、 遂 に 一 

井 氏 養 

此事を i 
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^  ^ 1 此時 山城の 嗣子 ^ 

U  ^  ^  f 佐 渡首宰 たり。 

となれ り。 蓋學 校の 互 

學 一派 俄に 勢 を 張り 學 

(細 川 重 賢) 

は感 公の 興す 所に して 

て學 校と 相反す る は 決 

大 夫の 意 素より 學 校に 

以下 亦 年 已に長 じ 校に 

する 所 則 己 を 俯め 人 を 

猶 年少き に 因て 務て登 
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松 井 黨は藩 政府に 於て は 最も 勢 

氣勢を 煽る の 徒 も 段々 と 現れ て、 米 


力 


米 田、 家老 職 る 

を辭す 

0 


て k 加へ て 弘化四 年 水 戶齊昭 及 

者旣に 邦家の 罪する 所と 成りて 

た。 此の 經緯は 左の 元 W の 『還 

に赏り 幕府 水 野 閣老職 を 去り 

に 國政勵 


是時 
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て 
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通 す 


自 
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原 


ら 
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名 

至 


カ强 きのみなら す、 米 田の 藩に 

田の 意見 抱負 は此 等の 人達に 

び 藤 田. 戶 E 等 幕府より 隱居を 

は、 是 容も遂 に 同年 三月に 家老 

曆之 記』 に 記す る 所に よりて 

節儉 の令央 ばに して 疲し、 繼 で 水 

飜 て 謀反の 宽 を 受 け て 楚 居の 命 

れり Q 此 一大事 天下 有志に 關係 

ざらん こと を 恐る、 且時方 さに 藩 

す。 然るに 長岡大 夫の 一派 水府 

せしめば 1^:" 藩 も 亦 幕府の 忌む 所 

と 俗吏 1 統の議 する 所と な り、 務 

を爲さ るに 至れり。 弘化四 年 

請て 老職 を辭 す。 君 侯 其 請を聽 

より 一 藩 人の 推て 以て 直しと す 

皆 之 を 惜む。 然るに 政事に 预る 

侯 を 諫 め て 大 夫 の 返 職 を 留 め 

外に 顯 はれず と雖 ども 其 令名 を 


於け る經 綸に對 して 反對の 

よって 阻害 さる . ^所と なり、 

命ぜられて 實舉 派の 尊敬せ 

職を辭 せざる を 得ざる に 至 

明白で ある。 

府公結 城 虎 壽の讒 に 因て 慕 府 

に 變 じ、 戶 S. 藤 田 等 亦 其 腹 心 の 

する 所に し て、 吾 藩 は 特に 幕府 

侯の 中 將に榮 きせら る \ に會 

藩 士 と 意 氣相 通じ 學風較 似た 

と な り、 其 禍の 及ぶ 所 遂に 君 侯 

て 長岡大 夫の 一 派 を 指 斥して 

丁 未の 春に 至り 長 岡 大夫其 身 

るして 軍 帥の 任 は 故の 如く 桐 

る 所、 是 の 事 を 聞く 者 驚き 且嘆 

吏 人 は 其 內 を 察 し て 敢 て 言 

ん こと を 請 ふ。 其 言 聽れ ざる 

満れ 聞く 者 其.. S 直 を 稱せざ る 


者.. し。 余 時に 三月 四 口の 詩 あり 謹ききき|£?.^ 大夫 一身の 進 返 は 斯道の 係る 所、 大 夫の 

處 する 所 余が 見る 所 素より 同一に して 差異 ある こと 無し。 蓋 平生の S ま 治る f 務めて 

自反^ 獨其 毀. 譽得 喪に 於て 古お も 顧みざる 所 特に 心 術の 微 より 正して 最 孝弟 和 順の 德 A 忠 至誠の ■ 

道に 由る を 主として 決して 偏私黨 派の 心無れば 素より 水 府の學 風を效 ふに 非 ず、 其 興 國の志 は 同 

じと 雖 ども 經國の 道 は 見る 所 亦 異なり、 是 常に 四 先生と 講 熟して 自信す る 所。 然るに 世俗の 傍觑 

固より 之 を 知らず して 水 戶同黨 の 看 を爲し 俗論の 忌む 所と なれり、 亦 時運の 然 らしむ る 所な り。. 

米 田、 家老 職を辭 する や 意 常に 平 かなら ざり し士は 得たり 賢し と 熾に 實擧黨 を排讖 したの 

で、 爾後 本黨を 嫌忌す る 者 漸く 多き を 加 ふるに 至った が、 其の 叉 一面に は 「横 井 平四郞 サン K 

擧 めさる、 學に 虚實が ある もの か」 なる 俗謠を 作って 冷評し、 K 舉黨を 傷つけ る こ とに 力めた。 

實擧黨 の 領袖に つきて は 德富蘆 花が 「門地 聲望は 監物を 推し ましたが、 赏擧 連の 魂 は 横 井 平 

四郎 であり. ました」 と 書いて ゐる位 だから、 該黨を 好まぬ 輩に して 小 楠 を R の 敵と して 断 か 

る 冷評 を 浴びせる 者の 多かった のに は 無理 はない。 なほ 此の 小 楠 攻耀に は 彼が 藩费 により 

て 寺 習 館に 舉び もし 江戸に 遊擧 もしながら 其の 恩惠を 受けた 藩の 擧 風に 對 して 異を 立てた 

の を 時習 館 派の 人達が ひどく 不愉快に 思って ゐ たこと が 大いに 手 傅った ので ある。 それ. の 

みならす 小 楠の 江 戶遊擧 から 歸國 させられ たのが 酒 失で あつたの を 捉へ來 つて 彼の 謂 ふ 所 

の赏踐 お？. 1 なる もの は隨分 如何 はしい もの だとの 誹謗 も 盛であった。 實舉黨 の 頭目が 斯く 

反對， ほから 攻雕 された 上に 其の 頭目 間に も 意外な 迫害が 加 はって 来た。 元^の 『還暦 之 記』 
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米 s 家々 臣、 

.^^楠を恨む 


元 田、 父より 

實學 派より 遠 

ざ かる ベ く喻 

さ る 


め.^ 丘 章 江戶 より 歸國 後の 数年 

中に 左の 如き 記事が ある。 

大 夫の 職 を辭 する 下 津. 横 井二 先生 其 議に預 る こと あ り、 當 時 

謂て 曰く 忌 疑の 至る所 重 譴を受 くる も 測る ベ から ず、 若 し 兹 

信を受 くる 如， 此 なり。 大夫 職を辭 する に 及んで 大 夫の 家 士 

it に 先生に 寄 あらんと す。 大夫 深く 之 を m ひ 敎喩百 端 若し 

らんと す。 急に 內使 を馳 せて 荻 子に 吿ぐ。 获子又 余に 簡し 

む。 余 因て 夜 走て 先生の 宅を訪 ひ、 曰く 大 夫の 家 士 俗論 沸騰 

定 す ベ し、 l^n 倚 今 出入せば 却て 紛 を 生ぜん、 先生 願く は往く 

たりと。 先生 豪 壯變に 臨んで 懼れ ず、 余 が 此 言 を 聽き喜 ぱ ず 

はしむ る は 先生 余が 言 に 於て 能く 聽從 せし を 以てな り。 

元 田 は 以上の 如く 小 楠の 米 田家に 往来す る を 中止す ベ 

に 同様の 問題が 降り 湧いて 来た。 

弘化四 年 丁 未 四月 父君 江府 より 歸 る。 久しく  在の 後 特に 

を 爲 し、 家 宅 は 昨年の 造營に 由て 舊弊屋 の 面目 を 改めたり。 

の 至情 を 塞す を 以て 期 望す ち 所。 然るに 父君の 痛心の 在る 

岡大夫 一派 實學の 一條な り。 父君 一日 余に 喩 して 曰く 長 岡 

論 を 待た ず、 然 ども 其 言 行の 赏 世に 遇 はずして 家老 職 を辭す 

,听 あり。 予今変 金 屋驛に 於て 君 公に 謁す。 君 公の 言 に 曰く 


一 〇 八 

一藩の 忌 疑 漸く 邁る。 横 井先 生 余に 

に 至て 動かざる は 子と 予 とのみ と、 其 

俄然 沸騰 し、 撗 井先 生の 誤る 所と 爲し 

聽 かざる 時 は  一 二人 も誅 する こと あ 

て 先生 大 夫の 門に 入る こと を 留めし 

大夫之 を 息 ふ、 久 しからず して 應に鎮 

こと 勿 れ 、余 此 事を談 ぜん 爲 めに 來り 

と雖 ども 從 へり 0 蓋 荻 子 余 をして 言 

く勸吿 した が、 測 らすも 亦 自分の 上 

榮達を 以て 歸鄕 せられ 闔家衣 錦の 思 

東西 歡會 日夜 團欒の 換樂佘 等 唯 天 愛 

處は 余が 料り 知らざる 所に し て、 乃 長 

大夫 其忠賢 一 國の 人物た る は 素より 

るに 至て は 大に君 公の 心に 違 却す る 

監 物 如 レ此、 一 國の紛 耘も杲 して 如何。 


汝 が 

心 を 

答 て 

る に 

^ 力 

此 實 

君 に 

立 つ 

通 俗 

の 至 

の 心 

以 て 

所 め， 


子傳之 

しま 

て 


を 

リ 

し- 


丞 

君 


-監 

也 ( 

リ 

て 

一」 

外 


物 派の 

る 听 あ 

る ベ か 

改 て 1 一一 曰 

明かに 

ら ず。 

) 今 若 

や。 父 

抑 I.- 學 

異 を 立 

君 公 に 

實 學 を 

嚴 なり 


人 な 

ベ し 一 

..r  口 

す $ 

ベ き 

る な 

日 父 

實學 

の 命 

一 派 

の 一 

る に 

ぶ 者 

雖 ど 

し 讀 
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より 交友に 謝辭 して 長 岡の 門 

一 家の 風波と なり 余が 一 身 を 
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は 皆虛文 
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ども 入 若 

同志 相 逢 

り 。長 岡 
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君 之を諒 

^一一 一" を聽き 

て 可なら 
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從ひ す 依 違して H を 過す 內に 

に も 至 ら す、 横 井. 下 津 とも 棘 遠と 

處 する 誠に 至難に して 未だ 以て 

る 所以な り」 とて、 身の 「あちら 
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夫 一 人 
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り  一一 一： 口 ふ 


高度の P 、病に I 惟った 爲に六 

な つ たが、 彼 は 「是 贲學の 風波 

其 直 しき を 得 す、 猫 自反 顧して 

立 てれば こ ち らが 立た ぬ、 双 方 
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立てれば 身が 立たぬ」 なる 俗歌の 境遇に 陷れる を §: ちて ゐる。 斯 くの 如くして 當 時の 實舉 

黨は內 外俱に 多難であった。 

P 員つ 風^^る 黨  米 小 楠の 同志 一派 を 實 學 黨 (派) と 稱 したの は 抑" 如 何なる 故 か。 米 S 是容 は： 大保 三 年 八月 父 是 

名 の 由.^ 

睦 歿する や 僅かに 二十 歲を 以て 其の 十月 家督 を 相鑌し 長岡監 物の 稱號を 受け 家老 職 を II いだ。 

彼 は 其の 奉職 赏 初より 明敏なる 英 主、 十 二 代齊讓 をな ほ も堯舜 になさん と 至 誠 を 以て 職實 を 建 く 

し 藩 政の 上に 種々 經綸を 行 ふ 間 に、 齊 護が 夙に 文敎の 上に 心 を 寄せて ゐ るの を 幸に 子弟 敎育 につ 

き て ®r 意 見 を 上 言 した。 すると 是容の 人物 II 見に 痛く 信 親して ゐた齊 護 は弘化 元年 七月 に、 左 の 

直 書 を 彼に 與 へて 文武 藝倡方 を 委託した。 

文武 誘 筋 之 儀 是迄之 通 手数の 末の み に 渡り、 利 を 以て 誘掖 いたし 候 樣之儀 は 其方 考察の 通 全く 我等 之 本意に 無 レ之候 0 10^ 角 

文武 共に 忠孝 を 本と して 赏學 .K 藝の者 一 人 にても 出來 候へば 大慶に 存候 事に 依て、 向後 は 文武 共に 師 役の 面々 門人の 多少 

等 眼前の 盛衰に 不， 拘 意 を 以て 本筋に 敎 導いた し 候 樣有レ 之 度 候。 何樣 文武の 師範 一 致に 差 入、 學校は 勿論 其 外 武藝の 儀 

も 宅々 內特 古に 至 迄 厳重に 引し め、 體讓の 風に 移り 候 樣信實 に敎示 致し 候 は V 十 年の 末に は 必ず 成.^. も 有レ之 風俗 一 變可レ 

致と 存 候。 犬追物の 儀 は 別て 鱧 儀 第 一 の 稽古に 候へば 尙更 取し め 候 樣有レ 之 度 候。 追々 見 及 候に 藝 術の 達せ は 兎角 難レ ゆ、 

此上鵡 讓之風 被 レ行候 樣有レ 之 候 得ば 屹度 風俗 之 助に 可， 1 相 成， 候倐、 右 之 趣 文武 師範々々 に 得 斗 聞 候 樣存候 C 猶ほ 委細 は 

(K5 ソ  > 

九 郞右衞 門に 申 聞 候間是 より 可 レ申候 事。 

右 直 書 を 受けた 是容は 其 の 寫を 文武 師役 中に 渡す と俱 に、 そ れを 敷衍して 一 藩 中に 論 示した が、 

其の 示達 文中に、 「子弟 敎育筋 之 儀 は愈以 文武 之 師範 中 え 被， 任 候 尊慮より 今日 拜見之 御 直 書 を も 

別段 拙者え 被 一一 下 置 一た る 事に 候 間、 師 t 轭中 にお ゐても 此節は 屹度 御 趣旨 を牵 じ、 文 武 共 に 漸を以 .13; 學 


實 褻に 塞 候 樣厚敎 導 有.. 之 度 候」 と 云 ふ 文句が あった。 右 藩主の 直 書に も 此の 米 田の 示達 文. にも 

「 實 學 實 藝 」 と 云 ふ 文 字 が あつ て、 實 行に 重き を 置き 深く 虛飾 迂遠の 學風を けて ゐる の で、 後に 

至り 米 田. 小 楠 等の 同志が 上記の 如く 自家の 學意を 以て 一 派 を 作りた るに 及 び、 右 文中の 「 .13- 學」 

の 二字 を 捉へ來 りて 其の 派 を 指して 實學 黨と稱 した。 卽ち 其の 黨名は 同志 自ら 稱 したので は 無 

くして 他から 聊か 嘲 IJli- の 意味 を 以て 唱へ 出した ので ある 0 それ は 小 楠が 年少 氣 鋭の 子弟 を誡め 

て、 「古 へ は 偽學と 呼ばれて 責罰を 受けた 者が ある の に、 我 門 他より 繁學の 美 稱を負 はせられ 曾て 

責罰も 蒙らない。 決して 避く るに 及ばぬ のみ か 寧ろ 名譽の 至で はない か」 と 云って ゐ るの を 見 

て も その 消息が 分る ではない か。 

四 南朝 史の 著述 

小 楠 は 江 戶遊擧 より 歸 つて か ら、 自 己の 苦擧 修養 や 同志との 會合 講擧の 傍、 南 朝史の 著述に 

從 事した。 其の 史稿は 漢文で 叙述され たもので 全文 を 遣稿篇 (「詩文」 甲、 四 九) に揭 載して あ 

るが、 『神 皇正銃 記』 『增 鏡』 『太平 記』 及び 『難 太平 記』 『讀 史餘 論』 『史略』 並に 『大 

日本史』 中の 「本 紀」 等 を 底本と して 参考 し、 年 代 を 追うて 叙述した 所謂 編年體 の. 歷史 であ 

史槁 の內容 る。 其の 內容は 先 づ承久 の 亂に北 條義時 が、 後 鳥 羽. 土 御 門. 順 德の三 上皇 を 遠島に 遷 し 奉 り、 後 

堀 河 帝 を 擁立した 所から 載 を 起 し、 後 深 罕龜 山 兩統迭 立の 由來を 略述した 後、 文 保 ニ年泰 二月 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 一 一 
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1 二 

義戰 

よ り 


居 

と 


ら 

其 


て 何時頃まで 

故に 完結す る 

资料 もない の 

「南朝 史は. 江 

からの 事 を 書い 

りて 未だ ra^ さす 

(遣 槁篇 「書 簡 」 

近年 南朝 之 事に 

は 大方 之 君子に 

の數 年間で ある 


に 書 

に 至 

戶遊 

た の 

」 と 

一 二) 

候 て 

叱正 

事 に 


いたの か、 如 何なる 動機 

ら なかつ たか、 其 等に 關 

憾 で あ る。 然るに 史稿 

鄕 後の 起稿な り」 

「初め 尊王の 慨志 

、叉 小 楠が 嘉永 三年 

の 「南朝 史稿」 の 

存 お 之、 認 候 もの も 

を 相 願 巾 心願に 御应候 

は 問 違ない やう だ が、 其 


舉 

あ り 

中、 此 


起 

ぬ- 

め. 

の 

の 


で 

-以 


て 

あ 

月 

と 

M 

M 

と 

起 


^中止 

ベ き で 

而も 此 

て 忠臣 

を 同じ 

を 起し 

は. 皮自 

した 期 

り、 元 ョ 

て 南朝 

十九 日 

を 云 つ 

候 得 共 

あるか 

艸と中 


し て 

あ る 

の 問、 

義士 

く せ 

而も 

身 の 

間 は 

束 野 

史 を 

に 藤 

て 罟 

い ま 

ら、 天 

4- と 


の 年月 は腚と 分らぬ。 次に 

起稿の 動機 人生観の 建 直しの ために 埶？ 

めた 結果 元 田の 『還暦 之 記 一 

たと ある 位に 史學に は 造 請 

一 

•  れ たからで あらう が、 ど う し： 

明治維新に 功績 ある 慕 

く 小 楠 も 亦 南北朝時代に 特 i 

記 一」 の長篇 中に も 左の 如く i 

嗚呼 南山 偏す と雖も 神器 一 

ば 萬 世 公論 あ ら ん、 愤 悲 述ー 

之を讀 めば 千秋 聲 空しん 

彼 は 斯く親 房の 崇拜者 で 1 

深かった。 义 南朝 を 思慕す 

追懷 する 毎に 承久に 及んで 一 

拘らす 泰時： を大 奸隱贼 とな 一 

記の 通り だ。 (本篇 八 頁參照 お 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 1 


小 楠が 史 稿に 筆 を 染めた 

心に 經 書 を 研究す る 傍、 こ 

』 にも ある 如く 同志との 

深 くも あ り、 又 其 の經 世の 

て 特に 南朝 史を 選んだ の 

人傑の 多くが 南朝 を 思慕 

に 意 を 留めて 熱烈 な 南 朝 

云って 居る。 (遣 稿篇入 六 

の存 する 所、 正統の 天子 萬 

ベ 作る 正統 記、 字 々 渾 ベ て 

も 

あると 同時に 楠 氏 を 始め 

る 者 は 更に 承久に 溯ら ざ 

ゐ る が、 小 楠 も 亦 「泰 時論 

し、 『大 n: 本史』 が 彼 を 辯 

以上の 如き 尊皇 精神に 燃 


の は 彼が 江戸から 

れと 離る ベ から ざ 

會 合に 於て 小 械 は 

意見 は史 實 を 通じ 

力  ■  . 

しこれに 感激 させ 

正統 論者と なって， 

二 頁) 

乘 の 尊、 今 世 假令黑 

見る 血淚の 痕、 嚴然 


として 南朝 

る を 得すし 

」 を 作り 自 

護す る を さ 

え た 小 楠が 


の 

南 


忠 

，吉 


匕 
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る 

每 

て 


國後擧 問 

史書 を も 

に 史書 を • 

愈.、 深く 發 


られて 志 を 

彼 の 
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た 
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何故に 奢述を 

中止した か 
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下の 志氣 を振與 した 

著述の 動機に つき 上 

特に 「尊王の 慨 志に 

然 らば 小 楠 は 何故 

九 年間の 史資を 記し 

て から は 外 船の 渡来 

小 楠 は 嘉永四 年上 國 

からで は あるまい か 

木 活字に て 印刷 せら 

ら、 小 楠 は 江 戶遊擧 中 

の 著 述 を 思 ひ 立った 

如く 重點を 南北朝 史 

うか。 

因に 本史 稿に は 小 


後の 数年 


い と 

記 藤 

よ り 

に 本 

た の 

漫遊 

。 な 

れ た 

に も 

力 GL 
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楠 の 


考へ るの は 當 然 

田 東 湖 へ の 書面 


題せ る 一 篇 (遣 稿篇 「詩文」 


」 と あるの 

史篇 の 著述 

みで 中止し 

頻繁と な り 

を 企つ るに 

ほ臉 測を逞 

もの i 、弘化 

これ 有る を 

書 を 見る に 

ける を 知り _ 

南 木の 夢 を 

甲、 八) が 末尾 


を 見 

に 志 

た の 

天下 

至り" 

く す 

元年 

知ら 

及ん 


論ぜ 

こ 付 


だ か ら、 特 にこれ を 選んだ ので は あるまい か。 此の 

に は 「聊 所存 有：， 之 」 とのみ ある が、 元 田の 記事に は 

て も。 

しながら 僅かに 文 保 二 年より 延元 元年に 至る 十八 

か 其の 理由 を 知る に 苦しむ が、 恐 らく は弘 化に 入り 

の 形勢 は薆 國の士 をして 晏如 たる を 許さぐ るより 

-歸來 一 層 落着いて 筆 を 執り 得ざる 狀 態に 立 至った 

れば賴 山陽の 『日本 外史』 は 天 保 七 入 年頃に 旣に 

川 越 版が 出る に 及んで 始めて 盛に 行 はれた の だか 

す、 歸 國 してから もま だ 『外史』 を 見ぬ 中に 南朝 史 

で 山陽が 報 國の爲 に 修史に 心血 を濺 ぎ、 而 も 自分の 

先鞭 を 着けられて はとて 筆を櫊 いたので はなから 

る 論文が 本文の 行間に 記入せられ、 「楠 正 行 論」 と 

記せられ て ある。 「南 木の 夢 を 論す」 の 大意 は 左 


「南 木の 夢 を の 如くで ある 

論ず」 


古の 史家が 其の 人物 を 美に せんが 爲に 牽强附 會の說 をな すの は 却つ て 其の 人 を 傷つく る ものお。 

後酲醐 天皇が 笠 置の 夢 兆に 感じて 正 成 を 御召しに なった と 云 ふが 如き 深く 正 成の 爲にゅ M 憾とす 

る ものである。 笠 „ま の 行在所と 正 成の 居所と はおと 鼻の 間 だ、 其 の 近い 所に： 大皇の 大難 ある を 坐 

して ゐて 詔. を 待ちて 卽ち 起つ と 云 ふこと が 正 成程の 精 忠の士 にどう して 出來 ようか。 m.^ ふ に 

. 皮 は 御 召 を 待たず 獨 自ら 慨然と して 進んで 其の 難に 赴いた に 相違ない。 そこが 正 成の 正 成た る 

所 だのに 史家 これ を 察せず 狼り に 高 宗. 文 王の 夢 物 詰に 做って 文 を 飾る の は 思 はざる の^だしい 

ものである 0 

「楠 正 行 論」 は、 史稿 本文が 上記の 如く 新田 一 族の 北陸 義戰で 中絶して ゐ るに も拘ら 十^に 

「楠 正 行 論」 if を 新に して 記述した 獨 立の 一 篇で、 其の 要旨 は 左の通り。 

天下の 俗輩 中には 正 行の 四條 啜の 忠死を 痛惜せ ず に、 却 つ て 彼が 宮人 を 賜 ふ を i する の 和 を 

引き、 平素 多病の 彼 は^ 苦 を 免れん が爲に 殊更 死 を 急いだ もの \ 如く 論ずる 者が ある。 g 分は此 

のハへ 口論に 對 して 默 過す るに 忍びない。 &ゎ ふに 賊師直 は 今 天下の 兵 を 舉げ來 りて 戍败を 一 擧に決 

せんとして ゐる、 我 その 鋒 を 避けて 空しく 返 守せば 國 家の 覆 亡 は 免れない。 此. の 天下 分 = の戰に 

對 して は 只 血 戰奮鬪 進みて 敵に 死す るに あるの みだ。 之に よれば 或は 師 直の 首 を 獲べ く延 いて 

は 尊 氏を戮 する こ. とも 出來 ようと は 神 B 奇算 なる 正 行の 心算であった ので、 彼 は 如意 輪 寺の 扉に 

「返らし とかね て 思へ は」 の 歌 を 刻して 眞筒死 を 決して 戰に 臨んだ ので ある。 されば 祌卒^ を 

摧き、 疾風 機に 乘ぜ し四條 暇の 一 戰は膀 を 制して 敵 將の首 を 獲る か、 褒鬪 して 敵前に 死す るかに あ 

つたので ある。 これが 正 行の 深盧 苦節の 存 する 所で 決して 多病 速 死の 素志が あつたの ではない _ 

救. 井 小. 楠. 上卷 傅 記篇  . 二 五 


0s 江戶 より， 厳 闺 後の 数年  一 一 六 

さ れ ば 其の 死 後、 乃 父に 九泉の 下に 見えても 正 成 は 必ず 「是 吾が 汝に囑 せし 所以な り」 と 云うた 

であ ら う、 斯 くて こ そ 正-行 も 亦遣憾 がな か ら fo 

上記 一. 一 論文 を 見 る と、 小 楠 は 正 成. 正 行に 對 して は 二 點の. 誤解で も 許さぬ と 云 ふ 所 に、 如 何に 

深く 楠 氏 父子に 憧憬して ゐ たか^ 窺 ひ 知らる i ではない か。 


第 六 章 帷を 下して 教授す 


I 小 楠 堂  . 

『小 楠遣 稿』 の 「先生 小傳」 中には S ご 年 四 25 來 堅苦 刻勵心 を， si 

らに する こと 殆ど 四 年に して、； 曰 慨然と して 「吾 之 を 得たり」 と 云って から 子 f 敎へヒ 

帷を 下した 時 と あり、 德墓花 も 其 S  r 竹 崎 順 子』 に 小 稲の 此の 時の こと を 「苦舉 三年 豁然 として； 

る 所 力あった ので 彼 は 所得 を頒ち 得る I に 立ちました。 銀杏 城下の S の 家に 一 點 生命 

の 火力ち よろ/ \ と 燃え はじめた のであります」 と 書いて 居り、 なほ 門 生長 野凑 平が 玉 名 郡 

南 闘に 塾 を 開かん として 小 楠堂 を辭 する 時に 小 楠の 與 へた 「s 野 I 序」 (遣 S 「詩文」 

甲、 三 七) に、 「立大 余と 舉を講 する 兹に 五^」 と ある、 此の 文 は弘化 W 华三 月© 曰に 作られた の 

だ。 此 等に 據 ると 小 楠が 門弟 を 取り 始めた の. は； 大 保.， 四 年からで あらう。 

へ 門 者 入門の 第一 人 は 肥 後 華北 佐 敷 鄉の您 庄屋の 嗣子 德富萬 熊 (後の 太 多 助— 一敬で、 蘇 峰 及び 蔵 花 

の 父)で、 第一 一人 は 肥 2 械中 山鄉2庄屋 の 嗣子 矢 島 源 助 5 総 iii だが、 追々 と 入,： 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 一 七 


第 六き； ：ビ 下して 敎授す  一 一 八 

する 者が あ つ て 小 楠の 周圍，  一 i 次第に 賑やか に な つ た。 然る に 蘆 花 は 開塾當 時の 模樣を 一 貧 

乏士拔 の 部屋 住の 先生 は、 最 初 か ら 塾 な ど 開く 力 はもと よりあり ま せ ん 3 破 れ 疊 の 六 疊 が 唯 

一 の 書齋 で、 住居で、 敎 場で す。 薰 陶を受 くるに 熱心 な 最初 の 弟子 は、 三 疊 〇 下男 部屋に 下男と 

同居 さし て もらって、 ん だもの で す J と 書いて ゐる。 小 楠の 敎 へる 所 は 新に 會 得した 道 德 

の 眞 髓 で 立 派 な も の だ が、 そ れに 引換へ 共の 敎場は 世に も 貧弱であった。 さも あれ 此の 貧弱 

な 塾 0 主人の 眞厦を 認識し て 第一 に贄を 執った 德富も 亦 決し て 凡庸で な か つ た と 云 は ね ば 

な ら ぬ 0 

赏 m 黨 な る 旗 m を 立 て 、藩學 時習 館の 擧 風に 反抗した 小 楠 は 上記の 如く 擧校黨 から は嫉 

視 せ ら れ、 肥 後 藩 政府から は 恰も 宫擧に 弓 を彎く 異 端 者の 如くに 睨まれて 其の 覺も 目出度 か 

ら ぬ の で、 械 下 住ま ひの 肥 後 藩士の 子弟に して 白晝 公然 彼の 門に 入る のに は餘 程の 決心と 覺 

悟 を 要した のであった。 だから 初の 間 は 地方の 鄉士ゃ 豪家の 子弟ば かりで あつたが、 渐次域 

下 0 藩士 や 他 藩からの 入門 を 見る やうに なつ て、 水 道 町の 六疊の 間に て は 講 擧は行 はれ 難く 

な つた。 なほ 蘆 花が 「部屋住みの 平 四 郞は門 生の 謝禮が 唯一の 牧入 で した。 謝 俵 は 區 々 で 

した。 竹 崎 律 次 郞. 新 次郞の 如く 米 三 四 俊 を納る もの も あれば 年末に 兄弟 各 金 拾 兩を納 む 

る 德富も ありました。 塾の 建築、 先生の 旅行た ど 云 ふ 臨時の 出費 は、 勿論 子弟が 喜んで 負擔し 

たもので す」 と 書いて ゐ るの を 見る と、 小 楠の 物質的^ 入 も 段々 と ある やう こなった も Q と 


相撲 町に 轉 

居 • 家塾 新築 


小 楠 堂 の 捉 


兑られ る。 

しかの みならす 兄 時 明 は： 大保 

本 役に 轉じ. 弘化 三た やの 七月に は 


だ 

二" p 

の 


力 

し 


リ 時 明 は 斯く藩 

難 も 緩和 さ れ て 

居 {i- 兼 諸 生. 讀 

名づ け ら れ、 一 一 ui 

「投」 が揭 げら 

禮鎮を 正 し 高 

酒 禁 制の 事。 

これ を兑る と 如 

の ： も、 右 とか 以 

頗る 面白く 感ぜ 

の 酒 失に 反， おし 

て而る 後に 人に 


より 重用 せら 

か 同年 横 井 {豕 

の 場と し、 共 の 

餘 人の 諸 生が 

れ てあつた。 

聲雜談 致す 


卜 - 卜 

是 迄 の 

る&身 

は 相撲 

翌 四 年 

寄宿す 

敷 事。 

11 敷 事 ( 


の 叫 

諸 役 

と 成 


に 

こ 


n:: に は 犬 主 方 支 

勤務 屮の 功勞を 

り、 小 楠 にも 牧入 

移り、 に 十二 

齒 末な 普 請 な 

とに なった。 


力 


何にも 簡單で 而も 赏 

上と か も、 年 ：：!： も、？ *9 名- 

ら  れ る。 唯：： "4 後の 一 

て C 分 も 禁制 中で あ 

非と す」 は小^^愛讀 


で、 嘛 くても よ 

く、 繁 文 1 禮 を 

小 捕 堂に は ど 

ビ らう. f ら、 此 


賞 せ 

の 近 


配 頭 常 分 を 命ぜられ、 同 九 

て』 m 席が 紕頭列 

かれた の 

を g~ 築し 

力，^  ^ さ 

に は 左の 


ら 

の 


の 

も 


n 勺 

も 無 

條 は 

つ た 

の 『大 Mri の 語 だから 


好 ま 

う 力 

く  ^ 


/- 


ら ス 


力 n. 


一 0 

家 ^ 

楠 堂 


で 今 

て. そ 

れて 

如き 


い 様 


な 

し 


條 力- i 川 

J がび 

思 はれ 

めた も 


极井小 楠上卷 傳. 冗"^ 


いば か 

精神が 

る 力 5,:^ 

のらし 

1 九 


ノ 


に 進ん 

での 生 

小 楠 堂」 


り で 

共の 

時 小 

い、 「 


な 

あ 

己 


k 現れ 

は江戶 

に ill  く— 


第 六 車 帷を 下して 敎授す  一 二 〇 


其の 敎學 


敎學 の大耍 

 ：:   £ 


の 

ベ 


「 吾 之 を 得たり 」 

小傳」 中に 記して 

凡そ 道德 なる もの 

進む もの だか ら、 孔 

知 格 物」 とい ふ E 

の に、 內 外 ニ途の M 

直ちに 道德 だと 考 

が 一 旦 ある 實 際の 

縫 策 をな すに 過ぎ 

小 楠の 卓越せ る此 

儒者 は 小 廉曲謹 を 

は 只 書籍の 上より 

き處 世の 活敎訓 と， 


と 云った 小 楠 は 何 を 門弟に 向って 頒っ たか。 敎擧の 大要な りと て 上記 

ある 所 を 見る と、 先 づ彼は 左の 如く 述べ て 猛省 を 促して ゐる。 

は國を 治め 民 を 安らかに する 根本で ある が、 其 の 道德は 知識 を 本に して 

子の 門で は 『大 舉』 の 八條ほ 中に 博く 知識 を 獲得す る 方法と して 「致 

をまづ 先に 立て \ ある。 さて 先づ 己の 身 を 修め 次に 進んで 人 を 治める 

別 は 無い。 然るに 我が 國ゃ 支那の 儒者 中、 或 者 は 小 廉曲謹 を 以て それが 

へ、 或 者 は 义博覽 强記を 以て それが 卽ち 知識 だと 思って ゐる。 斯様な 人 

事に 直面 すれば 何等 適切な 處镫も 出来 t 唯 漠然として 其の場逃れの 彌 

ない。 それ だから 俗儒と 稱 せられる 所以 だ。 

の 道 德， 觀 は當 時に 於け る俗舉 者の 迷夢 を 破る 警 鐘であった。 卽 ち 多 く 

以て 道德 となせ るに 對 して 彼 は 直ちに 經世 安：！^ たるべき だとな し、 一 般 

得た る 博 覽强記 を 以て 知識と なせる に對 して 彼 は 廣く格 致より 得らる 

なすの だか ら、 其 の深淺 同日の 論で ない ので ある。 


「學」 の解說 


小 楠 は 叉 忠君 愛國の 上に は 特に 心 を 用 ひ、 義 烈 節操 を 高 

長者 を輕 蔑した り、 廉潔 や 操守 を 誤ったり、 又は 私慾に 驅ら 

りに 寵愛 を得耻 辱に 遠ざからう としてく よく したりす 

め た。 

彼 は經書 を舉ぶ 上に は、 文字の 解釋ゃ 詩文 を 作る ことな 

た か ら、 徒 に 訓詁 や 詞章の ことのみ を 重んじて それに 沒頭 

そして 小 楠が 子弟 を敎 育した 態度 は 前記 r 感懷十 首」 中 

て 「嚴正 を 持す る を 笑 ふ 勿れ」 と 云って ゐる 通りに 頗る 

すら 彼の 此の 態度に は 稍 憚って ゐた 程であった。 然し 一 

を 容れ、 一 の嘉 言 ある 者 二 の 善行 ある 者 を 喜んで 巳まない 

卓 拔の士 や、 溫 厚で 着實な 人な ど は 好んで 小 楠の 門に 擧ん 

小 楠 は 「學」 の 意義に つき 左の 如くに 解說 し、 門 生に 向 

舉者 たるべき を强 調した。 (遣稿篇「講義及び一!^5錄」  一、 m 

「擧」 の眞義 如何と い へば 先づ 我が 心の 上に 就いて 

も 詳細に 說述 して ある けれど も、 そ れ によって 理解 すれ 

て 「學」 の眞 意に 觸れ ない 嫌が ある。 後世に 於て 舉者 


調して 其の 風化 激勵 

れて 利益 や 係祿に nz 

るが 如き 行 を 忌みて 

ど は 左程 必要な もの 

する やうな 者 は 近寄 

の 「少壯 意 氣を贵 ぶ 

厳格 で、 平素 小 楠と 交 

方で は 非常に 人の 才 

と 云 ふ 風で あつたか 

だ。 

つて は 露の 學問 を爲 

參 照) 

现解 すべ きで ある。 

ば 湖ち 朱 子の 奴隸に 

とい へばた^ 書を讀 


に 力め、 君 上 や 

を くれたり、 猥 

堅く これ を誡 

と はしな かつ 

せなかった。 

」 の 一首に 於 

厚き 米 S 是容 

を 愛し 人の 善 

ら、 人 に 勝れた 

す ベ く、 乂 露 の 

朱 子の 註釋に 

なって しまつ 

み 文 を 作る 位 


横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 二 


第 六 章 帷を 下して 敎授す 

の 者 を 指す 樑 であるが、 古の 


以後 孔子の 時 

み に精勵 した 


然 ら ば 

はなくて 

らす日 3^ 

子 兄弟 夫 

や 農. 商 梁 

K 地に 其 

る 書を讀 

ふこと を 

眞 の舉問 

の舉 とい 

然 る に 

書物の 上 

だ 所 を 學， 


古人 

全く 

事物 

41 の 

の 者 

の 物 

み て 

^ り. 

で も 

ふ の 

後世 

ば 力 

ぶ の 


代に は 現 

とい ふこ 

の 所謂 「 

吾が 「心 

の 上に て 

問から 君 

とも 親し 

事に 就い 

古人の 實 

孜々 とし 

あ り、 修業 

は 此の 外 

の擧者 は 

りで 物事 

では 無く 


4 び 

と も 

學 」 

の 修 


ェ 

を 


夫 

吾 

一 I  一一  n 

め. 一 

何 

月 

會 

0 


こと を考 へて 兑れば 決 

やうに 澤 山の 書物 はな 

とんと 聞かない。 

とい ふの は して 如何 

行」 である。 人々 銘々 

を 川 ふれ ば、 總 ベ て そ れ 

へ 友に 交 り 賢者に 親し 

り 合った り、 夫 より 延ぃ 

の现を 解したり し、 然 る 

成 法を考 へ、 總べ ての 事 

めて 止ま す、 吾 が 「心」 

あるの だ。 堯舜も 斯様 

が. らう ぞ。 

離る \ ことの 出來 ない 

得しよう として ゐ る。 

古人の 奴隸と いふ もの 


して そん 

か つ， た。 I 


と 考 察 

が 持つ 

力 「舉 

み 衆人 

て は、 博 

後な ほ 

物に 對 

を 口々 

にして 


な 簡單な 

义古來 の 


す 

し 


れ 

陚 

生 


事物の 上 

此の 遣 方 

である。 


に は、 し を 

は 自分が 

今 朱 子 を 


ニニ 

もので はない。 堯舜 

§ii 人 や 賢人 


力 


讀 書の 


ば、 そ れ 

の 性能 

ない も 

したり _ 

河 草木 

見聞 を 

義理の 

に 活用 

涯 修行 


は 書物 

を 推し 

の はな 

- 或は 叉 

鳥獣の 

確む る 

窮り無 

させる 

された- 

活用す 

云 ふ 所 

擧 ば う 


の ヒ 

擴げ 

凡 ゆ 

類に 

た め 

き も 

こ と 

. 古 

る こ 

の 古 

と 思 


の 修業で 

何事に 限 

例へば 父 

る 技術者 

至る まで. 

に 關係ぁ 

の だとい 

是が则 ち 

か ら 賢 

と な く、 唯 

人の 舉ん 

ふなら 朱 


子が 擧んだ 方法 はどう で あ つ た か と 云 ふこと が 先決問題 である。 もし 然ら すして 徒に 朱 

子の 書に つくと き は 全く 米 子の 奴隸 であ る。 例 へ ば 詩 を 作る 者 詩聖 杜 甫を擧 ばう と 思 ふ 

な ら、 杜 甫は 如何なる 方法で 詩 を學ん だかと い ふこと を考 

まで 週らなければ ならない。 且つ又 普通の 人で は 道理 を 

も それ はた. ぐ 北 ハの場 限りの 說話と 消えて i 茂踐 躬行の 實な 

ら 出す だけの 所謂 「 n: 耳 三寸の 學 J であって 擧 者の 深 く 

に 志す もの はこれ が 至極の 道理 だと 考へ たなら 其 處 にし 

寸 でも 退歩して はならぬ。 是 こそ 眞の 修行で ある。 ゆめ 

以上 を味讀 すると 小 楠の 說く所 は眞に 千古の 至 言 であり 

の 上に 於て 至極の 道理 を 究め それ を 生活に K 現す るに 在る 

は 聖賢で あるか ら、 舉 問と は 取り も 直さす 聖賢と なる の 修行 

賢 の 1 一一 一：： 行を學 ぶに 止めす に 共の 源 頭に 溯 り、 聖 K の擧 びた る 

よと 云 ふ 所 は 流石に 小 楠なら ではと 感心 させられる。 こ れ 

針であった のみなら す、 唯 知性 を毅鍊 する を學 問と し、 讀 書 思 

の 如くに 思 ひ、 舉 問の 一 つの 方途なる 讀 書 を 樂問其 の 者と 考 

痛切なる 教訓と 云 へ よ う。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 


へ、 次第に 研究 を 進めて 漢. 魏- 

聞けば 一 應の 理解 はする や 

き も の な ら、 耳 から 聞き入れ 

警 む る 所で あ る。 故に 折角 

つかりと 地歩 を 占め 尺 進し 

忘れて はならない。 

M 、理で あ る。 學 問の 第 一 義 

。 而 して 眞窗 それ を 能くす 

だ。 それに は 書物の 上に 於 

所 を 擧 び て 自ら 聖賢た る を 

は當 時の 學 者に 對 して 預 e: 

索に よる 博覽强 記を舉 問の 

へ てゐる 現代の 人達の 爲に 


-ノ  4 

う で 

n か 

「舉」 

て 一 

i  、い 

る 者 

て 聖 

の 一 

全 

も 亦 


^六 章 帷を 下して 敎 校す  一 二 四 

右の 如くに 眞の舉 問. 眞 の擧 者に つきて 强調 せる 小 楠 は 門 生に 對 して 常に 擧 問ゃ擧 者の 本 

领を 共の 腦裡に 注入し 其の 方向 を 誤らざる やうに と 力 め、 時 々之に 關 する 策 問を與 へ、 北 ハの答 

案に つきて 丁寧に 批評 を 下し 懇篤に 教訓した。 遣稿篇 (「講義 及び 語錄」 二、 附) に 載せ て ある 德 

富 萬 熊の 舉 問の 本領に 對 する 案文の 如き は 共の 一例で ある。 これ を 見る と 小 楠は德 富の 案 

文 行 に、 

本領、 は 仁義 禮智の 性 を 指して 言 ことにて は 無レ之 候。 古より 聖賢 人に 指示し 玉 ふ 性 命の 现を 人々 心に 固. 一?: して 

おる とまで 知り て M (實 固有して おる こと は 知らぬな り。 然るに 本心の 感發に 心 付き 成程 こ \ の こと \ 心に M 

ふ：：； に合點 したる が 本 領、 の 合 點と云 ものな り。 此の 合點 なるとき は 世間 究通 得失 榮辱 等の 一 切の 外 欲赏々 度 外 

の. ことに 思 ひ、 絶て 此心 を累ら わさる  > ことなし。 こ \ よりして 舜 何人 か 我 何人 かの 志脫 然として 起り、 此 

擧 問に 打 はまり 日用 事實の 上に 就て 致 知力 行の 修行に 成る ことなり。 

と朱批 し、 末 尾に は 左の通り 記して ゐる。 

本領 合點の 工夫 は 本心の 起り たる を察識 して、 成程 こ . ^の 事と 云 ふ 様に 平生 心懸 候が 此 工夫に て 御座 候 事。 

右 を味讀 すると 小 楠 は 主 どして 李 退溪を 祖述して ゐる やう で、 其 の 李 氏に 倾 倒した 餘り嘉 

永ニハ 牛に 小 楠 を 來り訪 うた 越 前の 三 寺 三 作が 滯在ニ 句の 後歸國 せんとす る 際 (本篇 一 四 一 頁 

參 照) に も、 ま た 同 年に 右 德富萬 熊が 小 楠 塾を辭 して 歸鄉 せんとす る 時に も 同じく 左の 語 を 

書き 與 へて ゐる。 


李退溪 曰く 第 一 には須 らく 先づ世 11 の窮通 得失 榮辱 を將て 一 切 之 を 度 外に 澄き 以て 靈臺 を累 はさ ^ るべ し。 

旣に 此の 心を辨 得すれば 則ち 患 ふる 所 已に五 七 分 は休歇 せりと。 

舉 者は當 に先づ 本領 を 立つべし。 本領 已に 立てば 居る 可き の處 り。 所謂 本領なる 者 此の 一 言に 在り。 而 

して 眞心 修養し 洒 然として 脫却 すれば 則ち 順境 逆 地 適く として 泰然たら ざるな からん、 是れ舉 に 本 顿を立 

つる を贵ぶ 所以な り。 (原 漢文)  . 

又 小 楠の 前記 「感懷 十 首」 中の 「幽厲 朝 を 失し」 の 一 首 中に も 「古今 功利に 歸 す、 管 仲 の 

一大に 通す」 とて 極端に 功利主義 を 憎みて これ を 排斥し、 「吾輩 道に 志す」 なる 他の 一首に 

も、 名 譽心ゃ 利 慾 心に 猛^ を 加へ て、 何事 を處 する にも 公平無私 自我の 一 念が あって はいけ な 

い。 斯く する 事が 何と 爲擧の 基礎で は あるまい かとの 意味の 句が あつ て、 彼 は 李 氏の 謂へ る 

如く 世間の 翁 通 得失 榮辱を 一 切 度 外に 置き 功利 心から 脫却 する を 最も 肝要と なして ゐ るが、 

「誠」 を說く それと 同時に 「誠」 にっきても 左の 如くに 說 きて 克己 修養 を 積みて 共の 境地に 到らねば な 

ら ぬと 門 生を勵 ました。 

人の 事に 臨んで 爲す仕 を兒る に、 是 は 君 公で あるから 敬禮 をせ ねばなら ぬ、 是 は 親 で あ る 

から 親愛 を盡 くさねば なら ぬ、 义 己 は 侍で あるから 武 藝を修 梁せ ねばなら ぬと 云 様で ある 

が、 此のなら ぬく と 云 詞の添 ふ 間 は 「誠」 ではない。 「誠」 と 云 ふ は 則ち 眞心 にて 勉強 も 

いらす 思慮 も 加 へす 自然に 心の底から 湧き出で 、君に は 君、 親 に は 親、 其 の 事に 應じ 共の 物 

横 井 小 輔上卷 傅 記篇  一二 五 


第 六 章 帷を 下して si す  一 二 六 

に 隨ひ已 むに 已 まれす 爲 さすに 居られぬ 心の 生す るの が 「誠」 である。 此の 「誠」 さへ 

あらば 志の 遂げられぬ 事 は 無い。 

爲 さねば ならぬ が 故に 爲 すの は 道義 的行爲 として 善 いのは 無論 だが、 それ は 「誠」 ではな 

いので 未だ 上 乘とは 云へ ぬ 。「誠」 はかの 吉田松 陰の 「かくすれ はかくなる ものと 知りな か 

ら已 むに 止まれぬ 大和魂」 や 西 行 法師の 「なに 事のお はします か は 知らね とも かたしけ な 

さに 淚こ ほる，.」 の 類で、 作 爲を用 ひない 行 だと 云 ふの だ。 小 楠 は 門 生に 對 してば かりで な 

く 後年 米國 に遊擧 したる 二 甥に も 亦 左の 如く 書き送って ゐる。 (遣 槁篇四 九 二 頁) 

巾 迄 も 無レ之 候へ ども 木石 を も 動かし 候 は 誠心の みなれば 窮 する 時 も 誠心 を 養 ひ、 うれしき 時 も 誠心 を 養 何も 

. かも 誠心の 一 途に自 1  衫被レ 致 度 候。 是 唯今 日遊擧 中の 心得と 申に て無レ 之、 如 レ此修 勵被レ 致 候へば 修身の 學中 

今日に 有レ 之、 航海の 藝術 世界 第一 の 名人と 成り 候よりも 芽出度 かるべし。 

彼 は 以上の 如く 何時も かも 功利 心 を 離れて 誠意 誠心 修業すべき を 門 生 等に 要求した ので 

ある。 柳河出身にて小楠堂に擧びっ，-ぁった^^留敬藏と淺川鶴之助の兩生が師小楠の講舉 

振 を 同藩 家老 立 花 壹岐に 報ビた 書中に 「毀 譽得喪 一 切 P 之 於 度 外； 致 知 格 物 誠意 正 心 之 功 を 

以て 己が 量 を 推し 廣め、 我が 受得 たる 1K 理と合 鉢の 修業 擧 者の 當 然と 常 に 被， 一 仰 論 1 候 」 と 記し 

てゐ るの は 善く 小 楠 敎舉の 精神 を 述べて ゐる。 

政お は偷现  猶小楠 は 政治と 道 德とは 別々 でな く 政治 は 倫理で あると 說 き、 總 ベての 人が 只 一 つの 心の 


誠 を 虚 くして 當然の 事 を さ へ爲 して 行けば 何時でも 天下 は 太平になる、 政事の 要は 堯 舜 三代 

の 往時に 於け る 如く 君臣 互に 其の 誠 を 廟堂に 於て 下民に 推せば 足りる と 主張して、 誠意 誠心 

を 治國平 天下の 基礎 だと 確信 し、 進 んで はこれ を 行 はんと 爲 したので、 隨 つて 叉 功利 心なき 誠 

の 人 や 行 爲ゃを 歎賞し これに 反する の を 排撃した。 例へば 小 楠が 楠 正 成 を 詠 じた 詩に 於て 

も 「君 は 自ら 天成の 好 男 子、 奚 んぞ 曾て 一 點名を 愛する 心 あらん」 とて、 月並 的に 其の 忠義 を 

のみ 稱へ すして 特に 愛名 心の 無き 其の 純 眞さを 歎美して 居り、 叉 華 盛頓を 白面 碧 服の 堯舜な 

りと 推賞 し、 西 鄕南洲 を 「恰も 西 行 法師の 如き 漢」 だと 感心して ゐ るの も 主として 彼等に 功 

利 心無き 爲 であつ て、 明治 元年 歸 朝し た 森 金之丞 (後の 有 9 と 鮫 島誠藏 (後 の尙 信) から 米國の IT 

ル ハリス の 人物 を 閜き當 時 比類 稀なる 大賢 人と 激賞して ゐ るが、 これ も 畢竟 「彼の 敎 たる や 

書 を 讀むを 主と せす 講論を 貴ばす 專ら 良心 を 磨き 私心 を 去る 實行を 主と し 日夜 修業 問斷 無レ 

之」 に 因る のであった。 (遣 稿篇 五六 0 頁 參 照) なほ 小 楠より 柳 河の 家老 立 花 主計に 寄せた 書 

(遣 稿篇 「書簡」 二 三 五) 中 に、 或 は 上 杉治憲 にっきて 「皇 朝に て は 三代の 治 道 は獨此 公の みと 奉， 

存候。 彼 漢土に 於て は秦. 漢以來 種 々明主 も 被：， 出 候へ ども 總て 功名 上 に 力 を 被， 用、 此 1:^ を 治む 

る の K 心 無， 之 候 間、 其 始は稍 可， 觀 政事 も 御座 候へ ども 中年 以後 は 一 向に 廢 弛に 至り、 一 人と し 

て 始末 全局の 被 ，結 候 君 は 無，, 御 座, 候。 中々 鷹 山 公に 比類 仕 候 人 は眞に 以て 見當り 不， 巾 云 々 」 

と 記 し、 同 じく 柳 河 藩 家老 立 花壹岐 への 書簡 (遣 稿篇 「書簡」 五 七) に は 「水府 の 所 誠意 を 内に 
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五 尺の 短 身 一 ：- . 一つ： 

峰に 在り。 

、こ 云 ふ 一首が ある， - (逢 稿篇 

を 要ぶ し て ゐ る- 彼 は學生 

も 好 ん て 第 一 等. 第 一 一 等 な る 

に 寄せた 書面 2  一 "リっ 一 

人眞 に 道 を 知 り 侯 人て- て 

國第 一 等の 人材 用ら れ 候へ 

一等 を 要求して， C る。 

小 浦 は 以上 逢べ たる 所 を 

おき に吴 した- 被が 鬥生 池邊熊 蔵の 

へ たる 詩 

功利に 流れす 禪に 流れ 

披 き て 靑天を 見ん と 欲 

と 云 ふの が あ る。 (遣 稿篇八 

楠の 教養 方針が 含蓄され て 

兩 句の 意 を 以て 毅鍊 したの 
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山 萬 水 去りて at なし、 平生の 心事 知る 何の .處 ぞ 、寄せて 芙蓉の 第 


八七セ 頁) 

广- 對 して 

五 へ ) を 見 

第二 等に 

ば 必す第 

以 て 常 に 

^ 里 柳 一, ほ 

，す、 大丈夫 

す。 

七 四 頁) こ 

ゐ る の み 

で あ つ た 


； . に：. - V  二 句 を 見ても 小 楠 は 此の 青年に 第一 . .. バ 

ばが りて なく 暮府叉 は 諸 藩の * 政 振 や 人物 を 評する に 

て • 第 一 等た らん を 求めて ゐ るが、 小 補が 前記の 立 花壹岐 

てら 「 夭 地の 間 第一 等の 外 二 等. 三 等の 道 無乏 J と か 「古 

落し 不， 申 必す第 一 等 を 1^- し 行事に て 有^ 候 」 と か 「 一 

一等の 治を爲 すべき ことに 侯」 とか 云って 政治に も 第 

子弟 を敎 導した が、 自 分 も 亦 生 を 終 ふ る ミ で こ れ を 服 齊 

に歸る 際に 與 へた 七絕ニ 首の 一 に、 

0 心 は 聖 賢 を 希 は ん， 終 生 堅 苦の 力 を 盡 く し 得 て、 雲 霧 を 

れ は 大いに 玩味 す ベ き で あ つ  一 二宮 に 此の 四 句の 中に 小 

な ら .K 彼 自身 も 亦： K の 起. 承 兩 句の 意 を 以て 修養 し 12S 

0 彼が 聖舉を SI り盡 くして 天に 達する と 俱に 古今に 超 

1 二 九 


第 六 章 帷を 下して 敎揆す  一 

せる 識見 を 養 ひ 得た の は 蓋し これが 爲 であって、 彼が 如何に 困 迫の 中 

光風 霽月の 如 く、 其 の 去就 は 行雲流水の 如くで あつ 


の 色な く、 其 の 胸襟 は 

い ，4L の では ある ま i- 


三 〇 

に 在っても 毫も 憂苦 

たの も 亦 これに 基づ 


所 

.  こ 

お 所と 短所 


小 楠の 門弟 は 身分 

謂 一視同仁 であつ 

人に よって 敎を施 

て 村に よりて 器 を 

物 を^って ゐ たの 

とのみ に 努力して 

居れば 長所 は 自然 

長 所. 短 所と 云って 

ら う が、 長 听. 短 1^ は 


力 


材 によりて 器 を す 


や 年齢 は 

た。 然し 

すの 主義 

成す は 偉 

だ。 或 人 

短所 は 顧 

に畏 する 

も 右と 左 

鬚が り 合 


til 々であ 

各 門 生 の 

で、 擧 生 の 

人で なく 

が 小 楠に 

みないで 

であらう 

とい ふ 様 

つて ゐて 


つたが、 彼の 

個性に 對し 

器 を 見、 材 に 

ば 出来ぬ こ 

人に は 一長 

置く ベ き で 

か、 如 何 心 得 

に はっきり 

しっかり 區 


々 に 利用 さる 、 が、 其 の 長に 任せて 制する 听 がな 


そ 

ナ 


れ等 

i 固 


に對 する 待遇 

々別々 の 注意 

之 を啓發 した- 

小 楠 は 其の 鑑 

免れない が 其 

か、 或 は 短所 を 

かと 問 ひたる 

された ものな 


を 


り て 

だ が 

短 は 

ら う 

ベ き 

til 別 

が附 かぬ。 例へば 火 

れば家 も资も 释き盡 


に は些の 隔てな く 

拂ひ、 孔門の 敎 通り 

擧 生の 個性 を 看破 

に 於て は 特に 銳ぃ 

長所 を長ぜ しむる 

ふことの み 工夫し 

對し、 

ば そんな 仕方 も あ 

は然 ゆるが 故に 種 

くし 時には 人命 を 


『大 學』 の 「新 

民」 


講義 振 


も 傷 

皆然 

あ り 

よ と 

と 答 へ 

くに 講 

W の 

ら ひ 

言 へ 

の染 

を 生 

杯に 

得 ら 

彼 は 

に 力め 

次 に 


ふ こ と 

り で あ 

、退 守 的 

は 一 ま に 

てゐる 

釋 して 

人力 舊 

背く 様 

な い。 

み 込み 

長さす 

增大し 

れ ぬ。 

斯 くし 

たので 

'杯び 


になる 


る 

、、ゝ 

力 

あ 


0  、 に 

人 は 進 

ある 所 

、彼 は此 

る 0 

の 汚濁 

なりて 

民の 敎 

る 人 心 

ば 善 心 

な ら ば 

れ又詖 

さ B 1  一 *"nl ジ 

る 0 


水 も 物 を 儒 ほす 性 あ 

ありて も 進取 的 の 人 

み 取る に 短なる が爲 

を 警めた 格 言 で あ 

の 主意で 門 生の 器 


る も 

は 退 

こ 幾 


を 成す。 これ 1:^ に 短 ある 所、 物 

るが 爲に 手前に 過 を 取る 事が 


る ， ^時 は 害 

守る に 短な 

る ことが 多い。 隙って， 犯の 緒 を 蹄め 


失， 


る 0 

を戎 した。 叉 小 楠 は 『大 學』 の 「新 民」 を 左の 如 


に 染み込める 人心 を 正す 

効 菜が 擧ら ぬ。 人に 向つ 

とい ふの は 民心 を 作 新す 

にても 何處 にか 僅かに て 

が 次第々々 に增 すに 隨ひ 

非 心の 潜在す る餘 地が 無 

舞 作興に 外ならぬの だ。 

時 は 勿論 燕 語 閑話の 中に 


ことのみ に 汲々 とする ので 却って 人心に 逆 

て 其の 人の 非 を 指して 责む るの は 新 民と は 

ると S ふ 事で なければ ならぬ。 如何に 汚濁 

も 善心の 萠 しの 無い 者 はない。 その t」 き 芬 

て 非の 方 は 自然々々 に 退す る。 善心が 一 

くなる。 兹に 着眼せ ねば 作 新の 效果 は擧げ 


も 諄々 として 能く 其の 心 得 の 啓 發 と 作興と 


講義 振 はどうで あつたかと 云 ふに、 小 楠の 門に 入った 人達 は皆旣 に相當 の^ 辈 
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第 六 章 幅 を 下して 敎 狡す  ニニ  二 

に 達し、 义相當 素養の ある 輩で 全然 初 學の者 は 無 かつ たから、 こ れを 現代 敎 育に 當嵌 むれば 小 

楠 門 は 正に 高等 舉校 乃至 大擧 程度の 教育 塾であった とも 云 はれよう。 だから 入門 者 は 初 か 

ら經傳 の 講演 を 聞いた。 德富蘆 花 は 「講演 は 古いく 經史 宋舉の 書類 を 借りて、 問題 は 生々 

しい 時の もの を捉 へました。 修身から 治國平 天下まで 打 通しの 講習です」 と 云って ゐ るが 

眞に 其の 通りであった。 後年 松 平 春 嶽が小 楠 を 福 井 藩に 招聘した いと 再三 肥 後 藩に 申込み 

たる 時、 肥 藩の 執政 は 常 盤 橋の 越 藩邸に 春嶽の 重臣 中根靱 負を訪 ひ、 共の 招聘 を 謝絶す る 藩主 

の 書翰 を 致した る 後 に、 其 の 意 を 敷衍して 「平 四郞 傣土蠆 の 學問は 山 崎 家と 唱候 様子に 候へ 

共赏舉 杯と も 中、 純粹の 山 崎 家と は 相 見不， 申、 鬼 角 何事 も當今 の 有様に 引付 乍， 恐 將軍家 は ケ 様、 

列 侯 列藩の 內 何方に てはケ 様、 自 國の 政事 人物 ケ樣 左様と 申 形に て 相 倡 候 云々」 と 誹謗 的に 

物語って ゐる が、 (本 篇四 〇 一 頁) 小 摘の 眼目と する 所 は 矢張り 此處 であった。 彼 は 一章 一句 を 

講說 する にも 絕 えす 實地 活用と 云 ふこと を 念頭から 離さなかった。 米 田 是容が 誓て 小 楠 を 

評した 詞の 中に も、 「その 敎を 施す 様 臨機 應變を 主として 章句の 末に 拘泥せ す、 活 用 を 以て i め 

一 とす」 と ある。 本來小 楠， の學問 は虛擧 では 無く 實擧 で、 而も それ を 殺さす に 活かして ゐ た。 

なほ 小 楠 は 經傳に つ い てば かり でな く 時勢の 出来事に 關 して 問題 を 出 し、 弟 子 をして 或は 口 

で 或は 筆で 答へ しめて それ を 批評し、 又 諸 名士との 往復の 書面 を も 門弟に 見せて 修養の 资に 

供した ので ある。 


小 楠の 門弟 竹 崎 律次郞 (後に 茶 堂) は 小 楠 殁後塾 を 開いて 諸 生に 敎投 し、 其 の 1^ 書 は 『大 擧』 

だけで あつ-たさうな が、 同 人の 俾記 r 竹 崎 茶 堂』 に 左の 如く あ る。 

先生の 大學の 講義 は 小 楠 先生の それ を 蹈襲した ものであった。 學究 的に {+ 義 など を 穿 11 する の 

でな く 至極 自由で 實際 的な ものであった。 年長の 塾生な ど は 書物 も 持たずに その 席に 出た もの 

であった。 先づ 年少者に 朗讀 させ 且つ 一通りの 字義の 講釋を やら せ、 然 る 後に 門 生 一 同に iw-E に 

意見 を 吐かせ 議論 を 十分 盡 させた 後で、 先生が それ を 講評し 且つ 自分の 意見 を 述 ベ、 そ れ で 會 を 終 

る のが 常であった。 先生 は 大學を 借り て隨時 その 時事問題に 對 する 意見な ども 吐露した もの で 

あった 0 

竹 崎 は 何でも 師小 楠に 倣った 人 だか ら、 小 楠の 講義の 模様 も 恐らく は 此の 通りで あつたと 

思 はれる。 渡 邊世祐 の 著 『吉田 松 陰と 北ハ敎 育』 に據 ると 松 陰の 講義 振 は、 ■ . 

文章な ども 細かく 點 前して 其の 现由 を說 明し 學生 をして 會 得せし めなければ 止まなかった ので 

ある。 例 を 舉げて 云へば 書を讀 むのに も 其の 精力の 半 を 筆記 抄錄に 努めし めた。 松 陰 Q 身 も S 

に 觸れる 所、 讀 み 終る 所、 す ベて 皆抄錄 をした ので あるか ら、 其 の 抄錄が 狡んで 数十 册 とな り、： W の 指 

の肇 にあた る處が 固くなつ て 石の 如 く、 所 謂タ コ が 出來て 居た と 云 はれて 居る ので あるか ら、 其 の 

抄錄を 人に 勸め たこと は 一通りではなかった ことが 明で ある。 かく 抄錄 を勸 めた の は、 其 の 意 義 

の. 大要 を 能く 明確に 了解せ しめんが 爲 であ つ た の である。 

と ある が、 小 楠の それ はこれ 
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みての 筆記 杪錄は 自分 も だが、 門 生に も 成る たけ させなかった らしい。 なほ 備忘 錄と讀 書と 

鲁 

に關 して 左.. の 如き 遺 話 も ある。 

小 楠 は ある 日  一 二 の 門弟と 爐を圍 みて 談話して ゐる內 、一 門 生が 小 楠の 談話 中の 興味 ある 點を 筆 

記すべく 陵 中より 備忘 錄を取 出す と、 小 楠 は 矢庭に それ を楚っ て 火中に 投 じ、 備 忘 錄 に 斑 る 事 の 

を說き 聞かした 0  (其の 際 其の 爐邊に ゐた彌 富 千左衞 門の 遣 話) 

ト 摘に は 門弟に 誓 物 を 請んで はいけ ない と 言 つた 時代 と、 西 洋 人の 著 害の 反譯 書が 手に入る やう 

になつ てから は 大いに 請んで 海外の 新 智識 を攝 取せ よと 樊 めた 時代と があった の で、 柳 河から 來 

. てト賄 塾に 學んだ 門弟 中には、 其の 二つの 時代の 差違で 「魏 むな」 と 「籠め」 との 二 It が 分かれ 

る， ことにな つ た。 (池 邊 藤左衞 門の 遣 話) 

(註) ト 4^ は 上記 「舉」 を解說 せる 所に 述べた る 如く 眷 にの み 親る を 不可な りと せる も、 書は魏 むべ からず と は 勿論 云 は 

なかった らう。 银し小 楠は赏 時の 文武 藝の舊 弊 を 罵倒して、 文と は 心 を 磨く 事で 本 を讀む 事で はなく、 武とは 魂 を 練る 事 

で 弓馬 刀 槍 を 執る 事で はない と 云った の を 穿き 違 へ て、 該書 もせず 武術 もやらず 遊惰に 耽った 諸 生 輩 もあった とか。 

嘉永 時代の 講 小 楠の 講擧に 際して の 用 書 は 何々 で、 それ を どう 云 ふ 風に 講義した かにつ きて は 正確な 記 

學 一斑  錄 はない が、 洪水 文 靡に 在る T 小 楠 先生 講義』 なる寫 本 を 見る と、 僅かに 嘉永 三. 四 年 時分の 講 

義の 様子が 分る。 但し 共の 講義 も 極めて 斷片 的に 記して あって 共の 全貌 を 見る こと は出來 

ないか ら、 只 單に 其の 年 代. 時 曰. 誉 IE. 經 過 等に つき 當 時の 様子 を んで兑 たい。 

先づ 講義 錄の卷 頭に は 「嘉永 三麼戌 九月 朔 日より 日會」 として、 『論語』 の開卷 一  から 


曰々 の會 讀が始 り、 「雍 也篇」 の 第一章 迄で 終って ゐる。 併し 其の 終った 時日 は 分らない が、 

何れ 次の 『大擧 』 の 會が始 る 前の 十月の 末 頃まで 綾いた ものと 思 はれる。 

次に は 「嘉永 三度 戌 十 一 月朔 日より 毎朝 正 六 ッ半 |§| 開卷 」 として、 『大 舉』 の 「.8^} 句 序」 

から 始り 「平 天下 之傳」 に 終って ゐ るが、 これ も 終講の 時日 は 不明 だ。 然し 右に て は 『論語』 

及び 『大 擧』 の 會讀の 終了した 時日 は 分 ら ぬ が、 嘉 永 三年 十 一 月 十 一 日付に て 旣記柳 河の^ 

留と淺 川が 立 花 赍岐に 寄せた 書面 中に、 

横 井先 生 御宅 論語 御會は 先月 中に て 一 册目は 御讀了 被レ成 候に 付、 當月朔 日より 大舉 御會相 始まり 同 トニ 丄ニ 

曰に は 御 讀了可 レ被レ 成 由。 

と あるの を 見る と、 『論語』 の は 十月 中に、 『大 擧』 の は 十一月 中旬に 畢 つたと 兑ぇ る。 年 改 

まりて は、 r 自， 是嘉永 四 辛 一 KNT 正月 十六 曰より 朝 正六ッ 時日々 開會」 と ある。 當時 陰暦の 正：：：： 

は 今の 餘 装の 最も 烈しき 二  n に當 り、 而 も 正 -パ ッ 時 III と 云へば 曰 51 前で あるか ら、 此 の 時 刻 

までに 嚴雜を 踏み 曉を 冒して 集り 來る 門弟の 姿 も 想像 さ れ、 特 に 正」 ハツと した 所に 遲刻を 許 

さない 厳格 さも 偶 ばれる。 斯くて 講義 は 再び 前講 『論語』 の繽き 「權 也篇」 の^：^ニ草から 

始り 「述 而篇」 にて 終り、 次に 「自 ぃ是 雜書會 記」 として 『詩 經』 中の 「糾々 葛 職」 及び 「伐 

木」 の 二 章。 次に は 叉 『論語』 に 移りて 「陽 貨篇」 「微 子篇」 「子 張 篇」。 次に は 『孟子』 

の 「萬 章篇」 中 六 章。 最後に 『近 思錄』 中の 「治 體篇」 で 終って ゐる。 此の 終講時 R も 亦 
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不明で ある が、 嘉 永 四 年 は、 彼が 上國遊 藤の 年で 二 

の 講義 も 一 旦 は出發 前にて 中止し、 其の後 は歸國 

此の 講義 錄 によりて 察すれば 講義の 模様が 朱 

和漢 古今の 歷 史上の 人物に 取り 子弟 をして 十分 

事物の 上に 實踐 躬行 させよう とした 様子 は 此の 

では 「繰返し 繰返し 御高 話 あり」 など 記されて 

ので ある。 以上 は 小 楠が 帷を 下した 天 保 十四 年 

ける 講擧 の狀況 は遣憾 ながら 知る こ とが 出来な 

小 楠の 門 生敎導 振は以 上述ぶ る 通りで 門弟の 

に 逢 ふや 肉 躍り 血 湧き 時々 刻々 に 精神の 向上 を 

くや 自づと 踏む 足も輕 くな り、 師 の 門を辭 する や 

知らざる の 歡喜を 禁じ 得な か つたと は 門人の 總 

小 楠 堂に 出入した 門 生 ゆ 知行 取の 侍 や、 所謂 輕 

て 男子で あつたが、 中には 女子 もゐ た。 海老 名 未 

節が ある。 

父と 其の 社中の 方々 との 親しみ は 決して 普通の 師弟の i 


1 三 六 

月に 國を 立ち 八月 末に 歸國 した か ら、 多 分 此 

してから 再び 績 けられた の であらう。 

註 を 本と した こと は 明らか で、 又 間々 實例を 

に經 書の 意義 を 了解 さ せ、 勉 めて これ を 日用 

斷片 的な 筆記 中に も發 見され、 特に 肝要な 所 

如何にも 感奮した 模様が あり と 見える 

を距る こと 七 年 以後の こと で、 そ れ 以前に 於 

い。 併し 用 書に 關 して は 略 見 當が附 く。 

心に 强く 響く 何物か^ あつたか ら、 共 の 啓 發 

覺 える 感 があった さう で、 其 の師の 家に 近づ 

一 種の 法悅に 浸って 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 

ベての 噂す る 所であった。 

輩 や、 或は 地方の 鄕 士. 豪 家な どの 子弟で、 概し 

亡 人の 著者に 書き 贈った 文中 に、 左 の 如き 一 

间 柄ではなかった 様です。 家族 同士の 親しみ も 深く、 


母君 や 奥様 達が 先生々々 といって 慕って 來て 下さいました。 ですから 父に は 多くの 女の 弟子が あつたと い つ 

て もよ いと 思 ひます。 聞く 所に よります と あの 當時父 は 異端者の 如く 排斥 せられて ゐた 時代で、 共の 舉風を 

慕って 門下た らんと 思 ふ 方が あっても その 父君 は 御 許しに ならない。 それ を 其の 母君が 子息の 心 をよ く 理解 

して 父君 を說き 且つ- 3? めて 遂に 子息 を 父の 許に 通 はせ たとい ふ 御 話 はいくら も ある 機であります。 嘉悅 氏の 

(後記、 勢 代 子)  (後記、 久子) 

御 母堂が それで あり、 安場 氏の 御 母堂 もさう であった と 思 ひます。 其の 他 門下の 方の 母君 や 奥様が 前に 巾す 

通り 親戚 以上の 親しみ を もって 出入され、 先生々 々と 父 を 敬慕され た 様子 を朧氣 ながら 記憶して 居ります。 

物に ついて 其の 理を究 むる 所謂 赏擧 なる もの は 日 C め 生活の 上に 及ぶべき ものである として 談話 は 卑近な 事に 

(小 楠 夫人の 郇) 

亙って 參 ります から、 其の 當 時の 女子に 取って は 非常に 與味 深かった こと i 思 はれます。 竹 崎 順 子な ど li^ も 

(^代 子の 女) 

熱心な 弟子の 一 人で あつたと 思 ひます。 嘉悅 孝子 女史の 母君の 御 存命中 折々 御 目に 懸 ります と 先生が 此ぅ仰 

しゃった とか、 此ぅ いふ ことがあ つたと かよく 伺 ひました。 當 時の 女性の 中に も か，^ る 御 人 方が あって 父 

の 身邊に 集まって 来られた とい ふこと は實に 面白い 現象で ありました。 今日から 考 へて 見ます と女子 敎育ゃ 

女 權擴張 論な どの 種子が 人知れ す 其の 人々 の 中に 蒔かれて あった 様に 思 はれます。 しかも 其の 女子 敎育ゃ 女 

權擴張 は 極めて 穩 健に 精神的に 又實際 的で ありました 云々。 

傅 ふる 所に よると 小 楠の 女 弟子の 中には 所謂 男優り の 女丈夫が ゐた。 嘉悅氏 房. 安場 保 和. 

山 田武甫 及び 宫川房 之 は 小 楠 門下の 四天王と 云 はれた 逸材 だ が、 其 の 嘉 悅. 安 場 山 田の 母 達 は、 

「熊 本實擧 連の 三 婆さん」 と 呼ばれて 六尺の 九州 男兒 をして 恐れ 戰 かしめ たもの ださ うな。 
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s^l 悅 • 安場の 此の 三人に は 興味 ある 逸話が 澤 

入門と 其 等の 

母  の 子息 を 小 楠 門下たら しめた 經 

右 海老 名 未亡人の 文中に ある 如 

かった こと を も 想 察せし める か 
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西洋の 砲術. 小 楠の 門弟 は、 經 傳 にっきて 敎を 受けん とする にある は 云 ふまで もない が、 其 の 傍、 西 洋 砲術 

兵制 及び 醫學 

を も學ぱ しむ や 兵制 や 西洋 醫舉 を擧 ばんと する 者 もあった。 例へば 內藤泰 吉. 屮 山 至 謙. 野 中 宗 育 等 は塾內 

に 起居して ゐ なが ら、 內 藤. 野 中 は 寺 倉 秋 堤. 中 山 は 奥山 靜叔の 門に 通って 醫舉 を學ん だ。 叉 左 

の 書 狀は竹 崎 律 次 郞が矢 島 源 助に 送った もの だが、 これによ つても 西洋 醫擧 を學 ばんと して 

家計 不如意の 者 は往々 小 楠 堂に入れて 其の EI 的 を 達せし める 様に 便宜 を與へ つ あった こ 

とが 分る し、 又 小 楠が 斯 かる 境遇の 者に 對 して 同情の 厚 か つたこと も 察せられる。 

別紙 得-貴 盧ー申 候。 高 橋 從弟池 S 柏 園と. S. ネ？ -駒井 菊 文 弟子に て 近年 私 方 隣村 宫 山に 入 驚 仕 居候 處、 其、 弟 失名 最 n 十二 十 一歳 

に 相 成、 赏時迄 は 高 橋 緣家漢 法 家 之 弟子に 相 成 居 申 候處、 此節高 橋 取 斗に て 師家 を 引取 蘭 法に 變業仕 候 普 之處、 赏時迄 讚 

書 出來不 V3.、 いまだ 獨戮 も出來 兼.^ 候樣 子に て、 せめて 兩 三年に て も 打 懸り學 間 仕度との 其 身 之 存念に 御座 候處、 贫 生に 

て 其 儀 行れ 兼 申 候。 然處寺 倉 方より 赏時 手足り 不， 申 候 間當分 にても 雇 ゆ 度 私より 取 斗 吳候樣 賴申候 へ 共、 丸の 八ュ i.- にて 逍 

申 候 へ ば 存分 請 誊出來 兼 申 候 事に 付 小 楠 堂 に 入塾いた し、 R 十 朝 暫讀眷 いたし R 十朝钣 頃より 寺 倉 方 へ 罷越 調合 之 加勢 を い た 

(辨の 怠) 

し、 朝 • 畫武 度の 賄 を 請け、 畫後は 塾の 樣に 引取 候樣に 及， 1 相談 1 申 答に 御座 候。 左 候へば 自勘之 贿は晚 登 度に て 相濟、 

分 兄より 遣 候箬に 御座 候。 依， 之 入塾 且句讀 も 暫は手 入 ものと 相 見 申 候 間 何程に 可 レ有レ 之 哉、 おへ 被， 一 仰談， 被 レ下候 樣牵レ 

親 候 C 餘程氣 力 は 有 レ之候 樣に相 見. &候間 相應之 者に は 相 成可レ 申と 見込 申 候。 種 痙 は 手 細 居 巾 候に 付 都合 次^ 後々 は^ 

北 種痕之 方に も 差 加へ 申 度、 此儀も 御 合被レ 置被レ 下候樣 奉に 蹶候。 以上。 

小 楠 を 慕 ひて 其の 門に 入った 者に は 後年 各 其の 志す 所に 從ひ名 を 成した 者が 頗る 多い。 

他 藩の 門 生 共 等の 門 生は旣 記の 如く 肥 後 藩からば かりで なく、 他 藩からの もあった が 他 藩で は 柳 河 藩が 
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取 分けて 多かった。 それ は 昔 肥 後の 城主 加藤淸 正と 柳 河藩祖 立花宗 茂との 間に 深い 關 係が 

結ばれてから 後、 細 川 氏の 時代に なっても 兩藩は 依然として 親密であった ので、 自然に 小 楠の 

柳 河 藩の 肥 後 名聲の 高まる に 從ひ風 を 望んで 門 1 に 集った ものと 見える。 『曾 我祐準 自叙 傅』 にも、 「小 

學 

楠の 擧派は 肥 後で は 實擧と 呼ば れ、 柳 河で は 肥 後 舉 と稱 せら れ、 門 閥 家 を 始め 藩 中 有志 輩の 十 

中 八 九 は 此の 說に歸 依して ゐた」 と 記して あ り、 著 者 も 亦 首 我から 直接に、 「當時 柳 河に は 因 

循 派. 勤 王 派. 肥 後舉 派なる 三 派が あった が、 其 の內 有力な の は 肥 後擧派 で、 此 の 派に は 能く 世界 

の 大勢 を 見渡し、 時務に 明るい 人が 多かった」 と聽 かされた。 

當時小 楠 堂 を訪ふ 者に は 上記の 如く 他 藩の 人は少 くなかった けれども、 九州 以外に は 及ば 

越 藩士 三寺來 なかった やう だ が、 嘉 永 二 年に は 福 井 藩士 三 寺 三 作が 來 塾した。 其の 經緯は 同人 自筆の 履歷 

孰 d 

書 (三 作 次男 長 野 幹 所藏) によると 三 寺 は 嘗て 感 する 所あって 藩主 春嶽 に政敎 刷新に 關 する 五 

ケ條の 建白 をな したが、 春嶽は 其の 中の 一條に 天下の 大儒 を 聘し擧 校 を 興し 敎育を 盛に すべ 

きこと が 述べて あつたの を 嘉納 し、 三 寺が 豫て 遊攀の 希望 ありし を 幸に、 彼に 約 二 年 を 限り 隨 

意 四方 を 周遊して 然るべ き 儒者 を 求む べき を 命じた。 其の 時の 沙汰 書 は 左の通り。 

嘉永ニ 年 己 酉 五月 廿 一日 

剛右衞 門弟 三 寺 三 作 

此度思 召 を 以朱舉 純 粹之懦 者 御 求 被， 遊 度 折 柄、 其方 儀 兼て 致 1 擧 一度 內存も 有， 之 趣 相 聞 候に 


す 

华 

た 


る 

三 寺 國  擧 

の 


付、 自 分 修業 旁 上方 筋と 罷 越 厚相 尊、 心 當之者 有， 之 候 半々 其 段 申達 候 様 被，， 仰 付 1 候。 依， 之 爲， 御 

合力 一 金 拾 五雨 被， 下 置 一 候。 

三 寺 は 同年 八月 先 づ京攝 の 間に 至 り、 其 處に滯 在 間 程 朱の 舉を 

往き てこれ を 見た が、 此 の 際 梅 田 雲 濱と 親交 を 結ぶ こと \ なつ 

ので、 彼より 中國 及び 九州の 儒家の 大略と 熊 本 藩 家老 長 岡監物 

聞かされた。 三 寺 は 意 を 決して 西遊す る こと \ な り、 梅 田 は 三 寺に 送^の 

太への 添書 を 書き 與 へた。 三 寺 は 八月 十五 日 京都 を 發し伏 見より 大阪に 

が、 山陽 道. 北 九州の 諸 藩 城下で 滯留 視察し、 各藩の 儒者 を 尋訪 して 意見の 交 

日 熊 本に 着した。 梅 田からの 紹介 狀を 以て 笠 隼 太に 面會 する と、 笠 は 其の 

門の 蘊を 得て ゐ て、 三 寺との 所 兌 符合す る 所あった ので 大いに 喜 び、 吾 が 友 

者が あるから 紹介し ようとて 十五 n 三 寺 を 連れて 小 楠を訪 ひ、 其 の 夜 は 鼎 座 

達する を 知らなかった。 三 寺 は 小 楠と 道 同じく 心 合し 遂に 足を駐 めて 小 楠 

』 『中庸』 『論語』 等 を 講習す る こと 二 句に 及んだ が 長 岡に は 面接せ すに 歸 

を si する に 當り小 楠 は 記念の 爲に 前記の 如く 李 退溪の 言 と學に 本領 を 立つ 

文句と を 記した る 後に 「三 寺 君來訪 せら れ、 擧 を講 する こと 二 旬、 道 同じく 心 

言 を 以て 之に 吿 ぐれば 則ち 深く 以て 然 りと 爲す。 君將に 其の 國に歸 らんと 

横 井 小 楠上卷 傅記篇  一 四 一 


以て 帷を 下す 

た。 梅 田は肯 

の 擧識聲 名 並 

序 

辠 

に 


もの あれ ば 必 

て鎭 西に 遊ん 

びせ 问 きこと- 1 

と 長！： の © 笠 

り 陸路 西 下し 

を 試み、 十月 十 

程 朱 を 主と し 

横 井 平 四郞な 

晤 言 遂に 鶴 鳴 

堂に 寓し、 r 大 

藩 ー / バ，^ 

る を贵ぶ 所以 

合す。 問々 此 

す、 备 國千通 


(藏幹 野 長） 部 一の 記 口    CO 作 三 寺 三 


第 六 章 帷を 下して 教 校す 


三 寺の 日記 


Tr.r  V^I?VLV 

%4'^^  k ふ ノレ， つ"？ 

ひ」 お ：-"-r"r  i, み んえ 

h  A  if 益- $ 

J^A.y  V  ん it^AU^ 

/! おち！ l^ii 

f  ^.  p/  7  ぞ . リ" 

u  MX  1 一 


\i 'す.？^  4 ケ や，" 


It  1 

お-; ti?,5  J 


え- ^wv-^ ュ.. J 

V. タ. 4> ほ ，ケ Sr 一  oil 


一 


' •  ^  -/  一-  三 X,*,A IX 

,  ±5v6f 身 


1 四 二 

會何ぞ 期せん。 乃ち 拙筆 を 顧みす 謹みて 此の 語を錄 

し 以て 贈 言に 代 ふ。 嘉永ニ 年 十一月 横 井 時 存拜」 と 

書き 與 へた (遣 稿 篇七ニ 三 頁 に 其 の ^nluM を 揭 ぐ)。 

三 寺の 小 稲 堂 入塾の 顚末は 右に 記す 通り だ が、 彼 は 

此の 西 下に 於て 京都 を發 してより 京都に 歸る迄 自ら 

日記 を ものして ゐる。 それ も 長野^が 藏 して ゐ るが、 

それに は 三 寺の 行 乖肥 後 旅 宿の 狀 況. 小 楠 堂 塾 生の 經 

費な どに つきて 興味 ある 記述が あるか ら、 多 少 重複の 

嫌 は ある が、 十 月 五日 長 崎に 着して 同 八日 迄滯 在の 後、 

熊 本に 向ぶべく 島 原湊に 着した る 十日より 翌十 一 月 

十日 熊 本出發 迄の 日記 を 左に 轉 載しょう。 

十月 十日 嶋原湊 の 船宿 七 五郎に 泊る 0 

十一 曰 湊 船宿 樓上 障子 無， 之、 潮 風に て 寒さ 甚し。 風邪 

氣 にて 氣分不 宜％ 留。 

十二 日 天氣 よし。 順風に 付 晝九時 出 帆、 海 上 七 里 肥 後 

の 大 島 え 1^ 岸、 七 時 也。 夫より 熊 本 迄 二 里 有, 之 M  # 共、 夜 


分 五 

十 三 

て 御 

十 四 

戶 町 

處笠 

水 魚 

角 力 


十九 日 


時 迄に 熊 本 


曰 


曰 


天氣ょ 

見 物 仕、 門 

天氣ょ 

田 源 七え 

太 最前よ 

話し 候處- 

交りいた 

撗井左 平 

(著 者 

此 日よ 


\ 袖付 夜 


廿 九日 


え m 

し 0 

外 よ 

し 0 

參 候 


着 


し 候 

太 弟 

一一 一； d  ^ 


いたす ひ m 

屋に 留、 午 

時習 館脊 

町 i 屋は他 

留守に 付 木 

に 此方の 歸 

學 篤信の 人 

有レ 之、 此 方 え 

四 郎と申 方 

間 少しく 空 

kp  P 泉 やま 中 


本 通 り 

後長 岡 

齋を見 

國 宿に 

下 宇 太 

り 艮 を 

にて 大 

近 日 御 

え き 弓 

白) 

に 寄宿、 


粃虽源 

物內笠 


方 


-之 

、ん 


太 

付、 

る、 


待 居候 故、 ま に 


出 

た 


後 

可 


ま 

處、 


郞 に 

太 • 同 


京 

て 


泊 る C 一 

章 作 方 一 


を 


伊 

え 


道 

JTJ  ノ目 ！ fff. 

糸 L ネ， 

角 兵衞も 


夜風 拂 

へ 梅 S 

藤左衞 

馳走に 

じ！ g 肴 

話出來 

る 0 其 

出 座に 


を 用 _ 

添書 

方 に 

成 、幕 

子 膳 

侯 0 

日 笠 

段 々 


を 持 參、 草 作问 道に 


ス ィ 

宿替 する。 午後 水 


六 


す る - 

相歸 

此 方 

處笠 

方 を 

の 話 


伊 勢 屋ぇ f4 貳朱 遣す。 旅人 方え の 達し 色々 


查 雨。 一ぬ と 

算 用、 夜 具 二 

横 井 塾 中贿ひ 
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查 年に 貳度出 銀。 
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查度分 貳百四 拾 五 文。 

會 入用 也。 

年中 雜用打 込み 三 雨 毫步贰 朱 斗り 也。  ， 

十一月 七日 不破壽 喜 次 郎. 元 山 才七郞 同道に て 本 妙 寺薛正 公え 參 拜。 

同 十： ：！  A 天。 熊 本 出 立、 畫 同 肚中之 西々 三 軒 茶 屋迄見 送 りに 來 る、 德 富 萬 熊. 不 破 壽 客 次 郞. 永 祟 壽 

太郞. 河 S 典 次. 元 山 才七郎 A 永 郡 太。 畫九時 大津に 泊る。 

因に、 三 寺 は 十一 日大津 を出發 してから 內牧. 久住. 野津 原に 各 一泊し、 十四日 津森 村の 一 伯 (松 平忠 直) の 墓に 詣で X 

鶴 崎に _ 潜し、 順風 を 待ちて 十七 a 朝 出帆、 濑戶內 海 を：^ 上して 廿日 朝 播州 赤 穗領坂 越に 上陸、 正 條を經 て 姬路. 加 古川 • 

兵 庫に 各 一 泊して サ 三日 夕刻 大阪 藩邸 着、 サ 四日 淀川 を 舟に て 伏 見 着、 夜 四ッ半 (十 一 時) 過 京都 藩邸に 到着した。 

『小 楠 遣 稿. 0 の 「先生 小傳」 中には 三 寺の 來塾 にっき 「嘉永 二 年 越 前 福 井 藩士 三 寺 三 作 藩主の 命 を 得て 眞儒を 四方に 求 

め 諸 國を俊 遊す。 未だ 其 人 を 得ず。 偶 梁 川 星 3 贩に逢 ひ 始めて 先生の 名 を 閗く。 乃ち 遂に 熊 本に 來り、 先生に 見え 嘆 じて 曰 

く斯 人なる 哉と §2 て 師事す。 居る こと 半年 餘粗其 要領 を 得て 歸る」 と あつ て 著者の 記述と は 相違して ゐ るが、 著者の は 前 

記 三 寺 自筆の 履歴 誊 及び 日記に 據っ たもので あり、 なほ 叉. 三 寺 (明治 二十 八 年 死去) の 生存 中に 『遣 稿』 の 右. 記事 は 事 |只 

相違な りと 長 野 幹に 物語った と 云 ふ ことで も ある。 且つ I 防 在日 数の 半年 餘 ならず して 二 旬な りし こと も 右三 寺の 日記 及び 

小 柿の 三 寺に 與 へし 書に て 分る P 三 寺 は 京都に 数日 滯 在し 翌 三年 正月 五日 ts 藩した が 二月 十八 日付に て 長文の 醴 狀を小 楠 

に 寄せた。 それに は滯熊 間の 優遇 を 深 きし、 親しく 敎を 受け 得た 客 や 在 塾 間の 所感 や 小 楠に 傾倒せ る狀況 などが 記して あ 

るが、 小 楠 も 五月 十三 日付に て それに 對 する 返 害 を 認めて ゐる。 兩眷 簡俱に 遣槁篇 (三 寺の は 一三 八 頁 • 小 楠の は 一三 四 

頁) に 載せて あるから こ \ に は 出さない が、 三 寺の 誊 面に は 小 楠から 豭 まれた 新 S 義貞戰 死の 地の 石の 事が、 小 楠のに は 

其の 石 を 送るべく 依 親した 理由が 記して ある 0 


.bp  、タ ク .141 1 さは 


師弟 間の 親し 

み 


此の 章 を 終 ふるに 當り 特記して 置 

師 としての 魅 た 小 楠に は 全く 神秘的 魅力が 倫って 

力 

しっかりと 引付けす に は^かな かつ 


べき 心醉 者と 化し 、神の 如くに 彼 を 崇 

つたの で、 彼 の 門 生に して 中途で 師に 

小 楠は旣 記の 如く 門弟に 對 して は 

あった。 例へば 彼 はよ く. 子と も蕃 

とが あ， り、 乂 擊劍 もやった が 恰も 同輩 

であった。 又 著者 は 海老 名 未亡人 か 

雜 談、 そ の 叉 後 は 酒宴 で、 夜 更 くるまで 

兑る 師弟の 關 係と は 大分 其の 趣を異 

たので 時には 弟子に 對 して 口許り で 

で 後に はさ っぱ りして 何も 殘ら なか 
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い の は 小 楠と 門 生との 關係 であ 

かの 如く 彼 は 一 度 其の 風に 接し 

小 楠 門下の 殆ど 總 ベて は 師に對 

たもの だ。 小 楠 も 亦 門 生 を兑る 

た 者 は 見受けぬ とい つても よい 

では あつたが、 一 面 極めて 隔てな 

ん だが 待った/ \ で 手 を 取合 は 

くに 互に 遠慮 會釋 無し に 猛烈に 

社中の 人々 の會 合の 際 初 は 父の 

かであった」 と 聞かされ たこと 

ると 思った。 なほ 小棉は 人並 以 

手 も 出たら しいが、 それ は 詰り 門 


る 0 

其の 

し て 

こ と 
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第 六 章 帷を 下して 敎授す  】 四 六 

劍な 指導 啓發に 心服し 尊敬の 念 を 深める のみであった。 

小 楠と 門 生との 間 を 海老 名 未亡人 は、 「社中の 方々 と 父との 親しみ は 普通の 師弟の 間柄で 

門 生家 庭と の な く、 皆 一 家族の やうでした」 と 云って ゐ るが、 上に も 述べた 如く 其の 門 生の 家庭と も 亦 家族 

親しみ 

的の 親しみが あって、 小 楠 は 或は 單獨 に、 或は 塾生 を 引 連れて 門 生の 家 を 訪問した こと も 厘.^ あ 

つた。 門 生の 竹 崎 律 次郞が 阿蘇 郡の 布 田に ゐた 時分、 小 楠 は 能く 山鳩 打ちに 其の 邊に 出掛け 

て 竹^の 家に 幾日も 逗留す る ことがあった が、 時 に は 塾生 を多數 引率して 來 ると 律 次 郞の妻 

順 子 は嗜々 として 薯蕷汁 を大指 鉢に 三 四 杯 も 造って 持 成す とい ふ 何 はなく とも 心からなる 

歡迎 振に 小 楠 も 大いに 喜んで 打 解けた もの だ。 又 小 楠 は 大勢の 塾生と 俱に 二十 里 も ある 葦 

北 郡の 津奈 木まで も 出掛け 門弟の 伊藤 莊左衞 門の 內に數 日 泊り込んだ こと もあった と 見え、 

伺 人に 宛て た書狀 (遣 稿篇 「誊 簡」 二 五 二) 中に 左の 一 節が ある。 

先 以此間 は 大勢 御世 話に 罷成、 種々 御 心配 被， 下 忝 候。 餘り長 到 留甚以 無心 次第 何とも 御 禮難ニ 申述， 御 魔 候。 

(中略) 歸後 さしより 精進に 入り、 いまだ 粟 飯. 香 物 も 珍 敷 心地いた し 申 候。 四 五日 も 過 候 は 大方 瘦可レ 申 御 

一笑。  >  . 

.  「さしより 精進に 入り」 「大方 瘦せ 可， 申 」 と 言 外に 伊藤 家の 厚遇 を 謝して ゐる もさす が 

に 面白く、 小 楠 堂の 質素な 生活と 海邊 豪家の 馳走 振が 比較され て 師弟 間の 親しみ も 亦よ く感 

じられ る 0 


門 生の 心 魔- 

し 


斯く の 如く 厳格 

つた。 實擧 黨の旃 

道 を 大手 を 振って 

身 的に 盡 くした の 

に 記す る 如く 安政 

りなき 喜 と 誇で あ 

の 任に 當る 門弟 も 

門弟 も あり て、 小 楠 

小 楠が 文久ニ 年の 

忘却の 非難 を 受け 

りて 何 吳と心 を 配 

爲にカ を盡く し、 小 

爲 にも 有用の 村た 

は 門弟の 才覺 にな 

提供した 金が 共の 

0 の 著者への 談には 左の 如き もの 


の 中に 親しみが あ 

色鮮か に、 舉 校 派の 

進む 彼等 は 周圍の 

で、 彼等の 間に は 世 

五 年 小 楠が 松 平 春 

つたが、 師に 隨從し 

あり、 又 不時の 出來 

をして 心安く 故國 

冬 圖らす も 刺客に 

た 時の 門弟 達の 苦 

り、 遂に 小 楠が 家祿 

楠が 此の 困窮の 中 

らしめ ねばならぬ 

つ た が、 德富太 多 助 

大部分で あったら. 


り、 親しみの 中に 秩序 ある 小 楠 社中の 結束 は 非常に 堅 か 

人々 を 始めと して 諸方 面の 反對を 押切って 己の 信す る 

迫 咨が强 ければ 強い 程 一 致 協力して 恩師 小 楠の 爲に獻 

にも 美 はしい 情義の 溢る \ 事 K が數 多くあった。 後 章 

嶽の 招聘に 應 じて 越 前に 赴いた 時な ど は 社中 一 问 の 限 

て 其の 身邊を 護る 門弟 も あれ ば、 留 りて 師家 の 老幼 擁護 

事が 生 すれば 越と 肥との 間 を 往来して 其の 連絡 をと る 

を 離れ 思 ふ^ 分 手腕 を 揮 ふこと を 得しめ たのであった。 

襲 はれた の を 逃れて 身 を 全うした ので、 肥 後 藩から 士  S! 

痛 は 言 語 に絕 した が、 彼 等 は 代る. <\-1： の 身邊に $ ^り來 

を沒牧 され 士席を 差 放さる i や 精神的に 物贯 的に 師の 

に 甥の 左 平 太夫 平 兄弟 だけ は、 國 家の 爲 にも 义横 井家の 

とて 兩人を 渡米せ しめた 時 も、 そ れに耍 する 多額の 旅費 

が 其の 父 太 善 次を說 いて 貯藏の 古金 や 山を賣 つて 

しい。 德富 といへば 右 太 多 助の 女、 河 田 精一 未亡人 充子 

が ある。  - 
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笫六. 章 帷を 下して 敎授 す.  一 四 八 

(德 富の 

トサ. S 先生と 其の 弟子との 間の 愦義の 厚かった こと は 親子. も 及ばぬ 程で ありました C 先生 は水误 

^所  1^ の ある 每に 必ず 何 た り と 贈 ら れ、 假. 令 盃 一 つで も 屈け ら れ ました し、 越 前 か ら は 其 の 赏 時 熊 本 

で 全 然 手に入らなかった 棒 鳕 な ど を 何時も 送つ て 下 さ いまし た が、 此 の 先生に 對 して 父が 塞く し 

た 事も乂 非常な もの で、 何 にても 一 番 善い 物 は 先生へ 捧げる の を 例と して ゐ たの で、 小 さ い 子供達 

まで 果赏 など 熟して 見事な ものが ある と、 こ れは撗 井先 生へ 差 上げる ので あ ら う と 言 合った 程 で、 

果實 にせよ 鮮魚に せよ 珍しい 物 • 善 い 物 は 三太郎 越の 難路 を 態々 下男に 擔は せて 先生の 許に 屆け 

ました。 又 父が 出 熊の 折 は 自ら 土產物 入の 革袋 を 負うて 出掛けました が、 先 生が 祿を召 上 げ ら れ 

てから は 非常に 心配して 樣々 の 物 を 御 贈りした と 聞いて ゐ ます。 

德 富蘇峯 の 著者へ の 話に も 「父 は 特に 小 楠 先生の 寵愛 を 受けて ゐ たが、 父の 先生に 事へ た 

こと も 亦 尋常ではなかった。 よく 阿久根から 生魚 を 取 寄せて それ を 熊 本の 先生の 許に 屆け 

たが、 僕に 勘左衞 門と 云 ふ 韋駄天が 居て 二十 里の 途を 飛ぶ が 如くに 走った もの だ」 とい ふの 

があった。 これ も 後 章に 記す が 明治 元ハ牛 京都に 召されてから 多く は 病」 i£ に 在った 小 楠 を 在 

京 門 生が 師の 病氣の 進退に 連れて 一 喜 一 憂 只管 其の 看護に 力めた こと は 眞に淚 ぐ ましい も 

のが ある。 小 楠 は病狀 次第で は辭 職して 歸鄕 する の已 むな きに 至るべき を 宿 許へ 中し 送つ 

た 時、 德 富 太 多 助 は 妻 久子を 態々 出 熊 させて 小 楠 夫人の 上洛 を勸 めさせた 位だった が、 彼 は 心 

配の 餘り或 夜の 夢に 師が 刺客に 襲 はる、 を 防がん とて 頻りに 敵 を 斬り 拂 ふと 見た ので 一 曆 

不安に 思って ゐる と、 遂 に それ は 正夢と なって 小 楠 は 刺客の 2-  に 幾れ た。 當 時の 門.？^ の 驚 


愕と 悲痛と は 眞に譬 ふるに 物 も 無かった。 

小 楠 門下の 師に對 する 奉仕 振 はほ^ 上記の 如くで あるが、 小 楠 も 亦 右 河田充 子の 談話に あ 

門 牛； への 愛情 る やうに 門下の 上に 細かに 心 を 配った もの だ。 小 楠が 門 生に 與 へた 書 狀ゃ門 生の 事 を 共の 

家庭に 報じた 書簡 を 見る と 門 生 を 愛する 至情が 遣憾 なく 盡 くされて 居 り、 彼 等 を 懇切に 訓誡 

し 指導す る 温情 は そ ろに 人 を 動かさす に は 置かぬ。 例へば 門 生 伊藤 莊左衞 門の 歸 おの 件 

に 就きて 其の 父 太 多 次に 書き 贈った 書面 (遣 稿 篇 「書簡」 二 五 〇) の 如 き、 莊 左衞 門の 健康に 對 

する 注意 は 如何にも 徹底して 親身の 父で も 及ばぬ ものが あ り、 叉 歸省 中の 右 莊左衞 門が 歸塾 

の 出来ざる 事情 を 報じ 來り たるに 對 して 同人に 寄せた 返書 (遣 稿篇 「書簡」 二 九 八) の 如き、 平 

素 講擧の 本意 を說 きて 懇切に 慰 論敎訓 して ゐる。 又 長野濱 平が 弘化四 年 小 楠 塾を辭 して 玉 

名 郡 南關に 私塾 を 開きた る 際、 師 小 楠に 生徒 敎養 方に 蘭して 敎を 乞うた に對 して の 返 書 S  m 

篇 「書 前」 五) を兑る も、 町家の 者 や 町家 寸志 者 など の 敎養方 を 詳記し、 叉 長 野が 書物 

を澤 山に 買 込まん としたのに 對 して は 未だ 共の 期に あらざる 所以 を懇 論して ゐる。 乂矢嶋 

源 助が 何 かの 事件に つきて 不平 を 抱け るを誡 めた 書面 (遺稿 篇 「書簡」 四 〇) に は、 共 の 心の 持 

方 を說き 聞かした る 後に 左の 如く 記して ゐる。 

贵公は 生 質 此處に 偏な り 巾 候 間實々 氣遣 ひ. E. 候。 何事 も 何事 も自 反被レ 致、 平坦なる 御 心得 尤以 大切に て、 

嘉悅が ど ふの、 淸 原が どうのと 聊人を 敵に 取り 被 レ申候 様無レ 之、 千々 萬々 祈 中 候。 平生の 學問 全く 茵様 にて、 

撗井小 楠上卷 傳記篇  一四 九 


第 六聿. 帷を 下して 敎授 す.  一 五 〇 

俗人と 氷炭 相 替り申 候、 實に御 心得 可レ布 n 御 趣， 存候。 

小 楠の 門 生に 與 へた 書簡に は 右の 如く 春風に 侍する が 如き 情懷に 浸らし める もの ある 

一 面 に は、 ま た 秋霜烈日 的なる もの も ある が、 何 れ にしても 門 生 を 愛する 至情の 發 露に 外なら 

ない で師の^^雞さを痛感せしめすには措かぬ。 


發 

- V 山 


百聞 は 一見に 通信 機 關の非 《吊な 發展を 見た 今日で もな ほ 百聞 は 一 見に 如かす の感は あるの に、 況 して 封 

建 時代の 日本で は 隣 藩の 事 すら 容易に 知り 難 く、 遠 國の 事な ど は 皆 E 分らなかった。 だから 

して 凡庸の 人物で さ へ 多少 知識 慾の ある もの はよ く 旅に 出掛けた の だか ら、 たり も 治國平 天下 

の 道に 志 ある 具眼の士が 諸 藩 を 周遊して 名 ある 人物に 接したり、 地现 人情 を 察した り、 制 度 文 

物を考 へたり して 眼界 を擴 めようと したの は 當然の 事 で、 殊 に舉問 は實學 でなければ ならぬ、 

. 活舉 でなければ なら ぬ、 事 物の 實 際に つきて 心の 上に て 其の 理を 究めねば ならぬ と 主張して 

ゐる小 楠に 於て は猶更 である。 

彼 は 旣に天 保 十 年. 江 戶遊擧 を 命ぜられて 熊 府を發 する に當り 「觀風 聊か 吳兒の 志 を 抱く」 

諸國 遊歴の 夙 と 其の 抱負 を 仄めかした 位 で、 滯府 八 ヶ月に して 早く も 節 を 奥 羽の 列藩に 曳 かん と 略 其の 「プ 

志 

ラ ン」 も 成 り、 翌 十 一 年 二月に は 旣に藩 政府の 許可 も 得て 出發も 同月 十五 日と 豫定 し、 共 の 壯 
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なる  記  錄の殘  つて  ゐる如 

楠 は 此の 征途に 上ら 

1 三) を 送り、 當月 十八 

がら それが 出来ぬ。 

見聞 錄を差 出さう 

の 立 花 豐岐が 同地 

弊 藩 へ 御 到着 之. H 

り 兄 左 平 太 夫婦に 

より 久留 米. 太 宰 府 

右衛門 (安 5 と の 兩 

の によると 矢 島 源 

楠 は 豫定日 數を百 

翌五ハ 牛 正月 岩國 0 藩 擧敎授 

「此 回の 遊歷 大抵 ニト 一 藩 
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左 平 太 弟 横 井 平四郎 

前 國ぇ罷 越 度、 往 來曰數 三百 日 願、 二月 十八 日御國 出立 仕 候 事 

に 遊歷に 出掛ける ことにな つた。 

とする 三日 前の 二月 十五 日 附を以 


よ 


を發 程して 上 國を遊 藤す 


る に 尾. 紀. 越 前. 加 賀. 因 州. 藝 州. 長 州 等 

めて ゐる。 愈.、 其の 豫定 通り 發 足し 

中の 小 楠に 寄せた 書面の 中に、 「去 

」 と あるの を 見ても 分る し、 な ほ 小 

た書狀 (遣 稿篇 「書簡」  一 5 を 見る 

歷の 行程 を 進めた 事が 知られる。 

あった が、 途 中まで 見送った 者 は 幾 

長 州まで 同行した との 事 だ。 

も 殘し約 半 歳の 旅寢を 重ねて 同年 

坂 本格 及び 井上 司 馬 太郞に 寄せた 

に 一旦り 云々」 と 書いて ゐる。 今 其 


て 藤田柬 湖に 書簡 

る。 出府して 面會 

の國々 に は、 打 廻 る 

たこと は、 冋 じ 二：：：： 

十八 日 に 貴 藩御發 

楠が 二月 二 十 八日 

と 矢張り 十九 日 に 

隨 行者 は 德富熊 太 

人 かあつた らしく 

八月 廿 一日 に歸國 

誓 面 (遺稿 篇 「書簡 

の 遊- g 地 を 點檢し 

1 五三 


S 稿 r 書 

したき も遗 

から 歸鄕し 

の廿ニ 日 に 

足 に て、 问十 

付に て久. 

柳 河に 着 し、 

郞ニ 義) と 笠 

m 花の 書い 

したが、 彼 は 

」 二 三) 中 に 

て 見る と 柳 


『遊歴 閗見 書』 


『i* 遊 日錄』 


第 七 章 上國 遊歴  一 五 四 

河 を 振出しに 久留 米. 秋 月. 下 關. 長 府. 德 山. 岩 國. 廣 島. 幅 山. 岡 山. 姬 路. 兵 庫. 大 阪. 岸 和 甲 和 歌 山. 大 和. 河 

内. 奈 良. 宇 治. 京 都. 大 阪. 大 津. 津山 甲 桑 名. 神 戶. 名 古 屋. 大 垣 ま 根. 府中 (今 の 武 き. 鯖 江. 幅 井. 大 m 寺. 金 澤- 

福 井. 敦 賀 夫 阪. 中 ノ 關. 三 田 尻 山 口. 获. 赤 間 關. 大 里. 赤 問. 小 倉. 福 岡. 博 多. 太 宰 府 A 留 米. 柳 河と いふ 順 

序で あつ た。 

右 の 內、 柳 河より 紀州 迄の 見聞 要項— 如何なる 途を どう 歩いた か、 何 處に 泊った かな どに は 


富 

さ y 

太 德 

^ 蘇 

^ 峰 

曰 

ま 


涉らぬ 視察 錄— は隨 行の 德 

富 に 口 授 筆記せ しめて 米 田 

是容に 贈った 『遊 歷聞見 書』 

にて 知る ことが 出来る。 其 

の餘の 地に つきて は 小 楠の 

書いた 物と して は 名 古屋滯 


在 問に 於け る 『同姓 應對 一件の 扣」 と數 通の 書翰と が殘 つて ゐる 位で 如何にも 物 足らぬ 心 

地が する が、 幸な 事に は德 富， が 丹念に 記した 道中 日記 『東 遊 日錄』 が 一 冊 現に 德富蘇 峯に秘 

藏 されて ゐ て、 そ れ によると 岡 山 を出發 して 熊 本に 歸 着す るまで の 旅程 や、 小 楠 を 中 心と した 

一行の 日々 の 行動な ど を 略 知す る 事が 出来る。 然るに 此の 日記帳 は 其の 表紙に 第 二番と 記 

して あるの を 見る と、 此 の 外に 熊 本より 岡 山までの 日記帳 もあって それが 第 一 番 ではない か 


と 想 象され る。 若し 此の 想像 通りで あれば、 上記の 『遊 應聞見 書』 によって 漠然と 行程 を 想 

察 十る より 以外に もっと 細かな 興味 ある 事 K 特に 小 楠の 行動 を 知り 得た であらう もの を 今 

なほ それが 見出され ぬの は 頗る 遺憾 だ。 隨 つて 第 二番 だけにても 非常に 貴ぶべき 资 料で、 之 

が 無かったら 岡 山 を 立って から 先 は 全然 捉へ 所が 無い と 云っても よいの だ。 蘇峯は 其の 帳 

簿を牧 めた 帙に 左の 如く 書いて ゐる。 

昭和 三稔 4-n:: 十九 曰  蒙 老人 識レ之 

是の 帳簿 は 吾が 叔父 德富 熊太郞 一義 君が 嘉永四 年 横 井 小 楠 先生 上國 旅行の 隨伴 日記 也。 予 幼時 熊 本 大江艸 

舍に 於て 閲覽 せり。 爾來杳 として 其の 所在 を 失 ふこと 五十 有餘 年、 頃 矢 埜氏千 歲村廣 花の 第 宅より 數 多の 家 

翁 舊記類 を 携へ來 る。 而 して 偶點撿 の際發 見せり。 其の 喜 知る 可き なり。 (原 漢文) 

此の 帳簿 を發兑 したの は、 決して ひとり 蘇峯の 喜ば かりで はない。 

二 『遊 歷聞見 書』 から 

(熊 本より 紀 州まで) 

此の 『聞 見 書』 は 上記の 如く 小 楠が 逢 中の 京都から 米 田 是容に 贈った ものである。 これ 

に は 兵 庫. 大阪. 岸 和 田 は 省いて あるが、 松 山 は 未踏の 地で ありながら 加へ て ある。 內容 を兑る 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 五 五 


第 七 章 上 國 せ 一 .  一 五六 

m  0  0 と觀察 精細 を 極めた もので 先 づ 各地の 地 勢. 地 理. 河 川の 記す ベ き 、に 記 し、 河 川に つ き て は 特 に 

洪水の 有無と それに 對 する 防備の 如何 を 調査し て な る。 そ し て 各藩の 士 風. 風 俗、 取 分 け て 奢 

侈. 節 儉 に は 注 意して 細 記して あ る。 なほ 各藩の 制 度. 職 制. 施 肘 政の 狀 態から 知行 手 取の 事 

に ま で 及 び、 郡 政に 就いて は 細 か く 共の 狀を調 1^ して 凶荒の 手 當 等 を 記して ゐ る。 义學校 

の 特記す ベ きも の は 之 を 記し、 其 の 藩の 擧 派. 學^ 等 をも述 ベ、 藩主 の 賢愚 * 意 や 傑出せ る 人物 

など も 決して 見逃して 居らぬ。 該 一一- 聞 見 書. 一 の 本文 は、 遗 稿 篇 (「 詩 文 」 乙、 一二) に 載せ て あ る か 

ら、 こ i には贅 し な い が、 小 楠が 特筆した 二三の 聞 見事 項 を 左に 摘記して 見よう。 

^ 諸 藩 の 士 風 

遊" 歷 各藩 中 士 風に つき 犬い に 賞讃し て ゐ る の は 柳 河. 岩 國. 福 山 で、 先 づ 柳 河 は、 豫 て 聞き 居 た 

士  as 好た る る 如 く、 椟 實 無 文で 士人 何れも 氣概 ありて 「此 藩の 様なる 士 風は關 西に て は 至て 稀少に 相 見 

巾 候」 と 云 ひ、 岩 國 は、 「士風 溫良和 易、 曾 て輕 薄の 風 無レ 之、 必 竟 は 江 戶に參 勤 無：， 之 より 都 會の風 

に流不 fe- 至 て 樸赏 に お 之 候、 山陽 道筋に て 稀な る 風俗に て 御座 候」 と 記し、 福 山 は、 一. 士風 至て 

樸 實 にて 順良 成 る 風義に て 有， 之、 中 國筋 にて は 珍 敷 御座 候 J と 述 ベ て ゐ る が、 之 に反して 不滿 

士© 、傾 0 せる 足 の 意 を 表して ゐ る の は、 廣 島. 岡 山. 紀 州で、 廣島 は、 「士風 傾廢無 fe 、文武 衰微 山陽 道 第 一に 御座 

、  候」 と鐵 SNVi 加 へ、 岡 山 は、 「常 今紀網 の 陵夷士 風の 倾 は、 中 國筋廣 島に 引繽 候て は、 當 藩に て 


傑出せ る 藩主 

と 世子 


い 

中 


た 

r 


有， 之 候。 士人、 町人に 對し 一 切 成 光 無， 之、 町人より は 餘程輕 蔑 

の 風俗 尤以 不， 宜、 貪い 利 失 X 禮 公 領に替 り不， 申 候」 と 非難 し、 紀 州 

らす。 三 藩の 贵を 挾み 聊恭逾 の 態 無：， 之、 善 を 他に 求めす して 

質赏の 風に 向 はすして 權變知 巧 を 貴 び、 所：， 謂 齊國の 風と も 可： 

P 傑出せ る 人物  . 

藩主 或は 世子で、 此の 忌憚な き 批钊家 小 稲から 感心され たの は 

藩主 で、 

當主當 年廿三 歳、 餘 程の 明主に て、 誠に 學を 好み だ 治 道 

成 可， 申 候。 

と 云 ひ、 第二 に 廣島藩 世子 を、 

當 世子 fl 千 殊の外 聰明に 被， 爲ぁ、 今 曰 の 弊政 旣に御 見破り に 相 

德 之 助. 加 藤 太郞藏 K ，一ば ls， 御 侍 讀 被-仰 付. 一雨 人 共に 江戶へ 

は實に 世子 を 奉&、 何 れ に 不& 氣 運 復可レ 巾と 咄し合 巾 由。 

と 評して ゐる。 當 世子と は 淺野慶 熾の こと で、 彼 は 安政 五 年に 二 

て ゐ るから 嘉永四 年に は 小 楠の 記せる 如く まだ 世子で 十六 歳で 

横 井 小 楠上卷 傳記 篇 
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と 云 ふ と、 •  一  に 岩國の 


に 心 懸 被， 中 險。 何れ 行 先 は 盛に 和 


成專 
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業 有， 之、 金 子 

志 お， 之 も の 

の 後 を 製う 

三に 4:1 山 藩 


傑出せ る 藩士 


立 花壹岐 • 池 

邊藤 左衞門 


第七隶 上國 遊歴  一 五八 

主に ついては、 

當侯は 眞田様 御 二 男 樂翁様 御 孫子に 被， 爲， 當、 中 々聰明 勇決 非常の 英主に て 御座 候。 

とて 其の 節儉 なる 事. 文 武を嗜 み 家中 其の 風に 習 ふ 事. 領 分 打 廻り 民間の 艱苦 を 見聞す る 事な 

ど を 擧げて 感心し。 第 四に 岡 山の 藩主に ついては、 

-J  芳烈 公の 御 事 は 熊 本に て 承り 居候より は 格 

別の 御英 君に て、 是 を 要して 申 候 得ば 聰明 勇 

決 表裏 無， 隔 規模 甚廣大 にして、 眞に 三代 以上 

の 御 方と 奉， 存候。 

と 激賞して ゐる。 次に 傑出せ る 藩士と して は、 

「柳 河」 の 項 に、 立 花壹岐 を 「中々 英物 にて、 餘 

り氣カ 過ぎ、 却て 氣遣 しく 御座 候」 と 評し、 池邊 

J 1  藤 左 衞門を 「柳 川 藩に て は 池邊ー 人隱 然と 柱 

石に 相 成. &候」 と 推賞して がる。 


池 邊藤左 衞門諱 は 節 松、 號は城 山、 文政 二 年 出生。 幼に して 穎異、 長 じて 柳 河に 於て 讀書 *劍 法を學 び、 後 肥 後に 出で 

横 井 小 楠に 就いて 敎を 受け 學讒 大いに 進んだ。 弘化 三年 同志と 時事 を 論じ 學 派の 弊 を tt り 國老立 花 值馬を 動かして 傳習館 

の 改革 を 主唱し、 舉 げられ て 其の 察 頭と なった が、 久しから ずして 職を辭 し、 爾來帷 を 下して 所謂 肥 後學を 標榜して 諸 生 

纖 


を敎 導した が 來り學 ぶ 者 頗る 多かった。  - 

嘉永六 年 米 艦の 來航 した 時、 彼 は江戶 にあり て 藤 田 束 湖. 橋本景 岳. 西 鄉南洲 等と ー乂 り、 又 梁 川 星 厳 を 京， に訪 うて 與 

に 國事を 論じた が、 歸 藩して 小 楠から 鎖國 攘夷の 非なる を說 かれてから は專ら 開國革 弊を唱 へ た。 立花查 岐^ 老 となる や 

池 邊の說 に賛 して 彼 を 重用し 中老にまで 進めた る も、 文久 三年 壹岐病 を 以て 辭 する や 世論 霧々 として 新法 を 非議し 約 二 年 

間 禁錮の 厄に 遭った。 

明治 元年 三月 徵士 として 會 計官權 判事に 任ぜられ、 四月に は 判事に 進み、 從 五位に 任ぜられた。 當時 朝廷 は 百事 草創 • 

國事 多端の 際で あつたが、 彼 は會計 主任 三岡參 與を輔 けて 太 政 官礼發 行を斷 行し、 英園 公使 等に 折 街して これが 諒解 を 求 

むるな ど 其の 苦衷 一通りでなかった。 而も 與論の 反對 甚だしく 遂に 二 年 二月 三 岡と 俱に官 を 返き 歸國 して 以來 は郷黨 子弟 

の敎 育に 沒 頭し、 二十 七 年 二月 享年 七十 六歲を 以て 逝いた。 遣 著に 『城 山 先生 遣 稿』 十卷が ある。  - 

井上 彌太郎  「德 山」 の 項に て は、 藩 の 弊政 を 除く ことに 功 ありた る 藩士 井上 彌太郞 を 特記して ゐる。 

井上 彌太郎 (後 阿 兵衞) 字 は 光弼、 號は快 雪 又は 菊坡。 德山 藩士 井上 職 兵衞の 第二 子と して 文化 八 年 五月 德山械 下西ノ 

丁に 生れた。 幼に して 本 诚紫嚴 に 師事し 後 鳴 鳳 館に 學び 更に 肥 後 藩の 辛島鹽 井の 風 を 慕 ひて 其の 門に 入った 0 歸國後 又 遠 

く 大阪に 出で \ 大慶 平 八郎の 門に 遊び 同門 十哲の 隨 一 として 重んぜられ、 天 保 八 年 平 八郞舉 兵の 企 ある や 其の 不可なる を 

切諫 せし も容 れられ ぬので 一 旦は已 むな く 血盟に 加った。 而も 事に 先だって 密かに 脫 走して 伯 耆に身 を 潜む る こと 三年、 

幕府の 探査の 緩む を 待ちて 歸國 し、 德 山の 近郊 久米 村の 奧地讓 羽に 小 庵 を 結びて 隱棲 する こと 四年餘 にして 漸く 德 山に 

つた。 嘉永四 年 大目 付に 擧 げられ、 安政 六 年代 官隱密 用役 を 命ぜられ たが 裁斷 流る \ 如く 名 聲隆々 たる ものが あった 。元 治 

元年 給 門の 變 ありて より 長の 藩 論 二 派に 分かれ、 甲 は 幕府 へ の 恭順 謝罪 を、 乙 は 慕府と の 交戰を 主張して 相軋轔 した。 快 雪 

は 前者に 屬 して 家老 次席 富 山 源 次 郎等と 結んで 活躍し、 一 時 は 反對派 を彈壓 して 其の 派の 所謂 德山 七士を 殺しな どした が、 

一秋 藩に 於け る 同派の 頭目 を 失 ふと 俱に高 杉 一 派の 蹶起す る や、 德山 藩に 於け る 快- ^11 等の 一 味 も 其の 勢力 を失藥 して 慶應元 
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年 六月 悉く I？』 免せられ、 同 十 一 月 蘇领見 島に 流謫 せられた。 快 雪 は 明治 元年 大赦に 遇 ひ 

歸國 したが 爾來 ロを絨 して 時務 を 語らず、 門 を 閉ぢて 詩 書 三昧に 入り、 漢籍 を 講ずる の 

傍、 隨 .t 吟； M を 起して 詩 酒の 問に 餘生を 送り 明治 十八 年 八月 享年 七十 五歲を 以て 逝いた。 

左記 書面 は 嘉永六 年 四月 井上が 小 楠に 寄せた ものである。 これ は 肥 後 勘王黨 の 永 烏 三 

平が 同年 其の 友 末 松 孫太郞 .國 友 半 右衛門 及び 佐 分利 定之 助と 俱に 相携へ て 遊歴 を 企て、 

先 づ往ぃ て 柳 河 を 過ぎ 小 倉に 出で それより 中國に 入つ て 長 • 防 • 藝 • 備 • 播 • 攝の問 を 

周遊した 時、 小 楠 は 永 鳥 を 紹介の 意味で 井上に 書面 を 遣 はした 其 の 返書 である。 

三 五 nw の 貴翰、 過る 七日 永 鳥 三 平 君 御 出に て 拜讀仕 候。 爾後 研 北 愈 御 十：£ 健 之 御 起 

居 奉，, 拜賀ー 候。 小生 依 レ舊碌 々s 能 在 申 候、 御 放念 可 レ桉レ 下 候。 陳ば 去々 春 は 折角 御來遊 

之處御 逗留 もなくて 甚遣憾 不レ啻 候。 三； 牛 君より 御 近況 拜承仕 候處、 愈 御 敎學御 盛 之 

2、 竊 爲レ國 牵レ变 候。 福 間 生 も ゆ S 時は學 問處 引受に 相 成 精勤 仕 候。 敎學 院主 是又 無異 

に 御座 候。 三 平 君 自餘之 三 子 も 御 稽古 之 御主 意に 相 見 候 得 共赏時 i; 藩 殊外寥 々萬々 恥 

入居 申 候。 末に 小生 事 も容冬 監察 轉縣令 且柩密 方 兼候樣 被， 1 申 付-候。 元來之 不才 太 困 

り 居 申 候。 所レ學 一 事も難^行只々素校之嘲も被^^木候0 滔々 推移 世、 運 挽回 之 機會幾 時、 

不レ堪 ，1 感激-候。 徵々 は 永 鳥 君より 御 求 知可レ 被" 下 候。 其內 時下 萬々 爲レ 道御自 m 專要 

に 奉， 一希 上-候 也。 取 i 中 略、 御 答 斗。 草々 拜手。 

四月 九日  井上 彌太郞 

横 井 平 四郞樣 

侍史 下 
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吉村重 助 (秋 


x-^nv  ^^^^^ 

. ^お 、ち. ネ^バ. 

リ/ r-K 一み な 

まん^？ J 窝， 


再 白 乍，, 末 豪 一 幾靈も 時下 御自靈 奉 一一 切禱， 候。 紙 尾 感興 二 章見レ 示、 難レ 有、 愈 御 著 

カ之處 奉， 1 感服  >  候。 乍 n 率爾-次 和韵 奉.， 謝 候、 御粲正 奉-希 上-候。 乍レ憚 去々 春 御 

出 之 笠 左 一 右 衞門君 .德 富饰 ^ 太郞！ 一;^ え 御 序に 御 一 聲奉レ 親 候。 幾重 も 取亂中 布字斜 

行 御 推讀是 祈。  ， 


「廣 島」 の 項に は、 同藩 三 家と 稱 する 中の 淺野 遠. y を當年 三十 二 

歳で 器量 才識餘 程 あり 深く 國 家の 大弊を 憂 ひ 居る 人物と 稱 し、 共 の 

家臣た る 吉村重 助と は面會 して 意氣 投合した らしく 左の 如く 激賞 

して 居る。 

吉村重 助と 中 人 有， 之、 佐 藤 一 齋 門人に て 最早 六十 近く 餘程得 力 有：， 之、 知 識も又 格別に 相 見 巾 

候。 遠 江 も 十分 信 S いたし 日夜 會讀の 相手に 相 成、 何 角 主 從咄合 巾 由に 御座 候。 此 直助學 

意 は 例の 陽 明に て 御 極 候 得 共、 十分 咄も合 ひ 面白 御座 候。 山陽 道中に は^ 一の 人物と 兑受 

申 候。 

小 楠は吉 村の 擧 派が 己の 信奉す る 程 朱學で 無くて 陽明擧 であった のに は 聊か 意外だった 

らしい 口吻 も ほの 兑 えて ゐる が、 其 の 人に 實 用の 擧識さ へ あれば 擧 派の 異同に 拘泥す る 小 稲 

では 無い から 面白く 咄し 合ったら し く、 高 く 自ら 標 置して 滅多に 人に 許さぬ 小 楠が 彼に 「山 

陽 道中に は 第一 の 人物」 たる 折紙 を附 けて ゐ るの は、 長 州 藩の 高杉晋 作が 萬延 元年 の 束國漫 

横 井 小 楠 上卷 傳記篇  一 六 一 


第 七 章 上 國遊歷  一， 六 二 

遊 日記 『試攀 行 日譜』 の 序に 「予此 行 素と 奇人 傑士 を 探る を 以て 主と な す。 其 人 を 誰と 爲 

す。 笠 間の 加 藤 有 隣. 信 州の 作 問 象 山. 越 前の 横 井 平 四郞. 安藝の 吉村秋 陽な り 云々」 と 記して 

居る のに 併せて 秋 陽 は餘程 傑出した 人物で あつたと 知られる。  - 

吉村重 助、 名 は晋、 秋 陽と 號 した。 十八 歳 京都に 出で、 伊藤 東 里に 從 ひて 古學を 修め、 國に歸 つて 學 所の 助敎 となつ 

た。 文政 三年 備後三 原の 明 善 堂に 赴任した が、 備 中の 西山復 軒を聘 したの が 意に 合 はずして 营茶 山の 許に 柱いた。 文政 七 

年 俘 豫の今 治 藩に 聘 せられ 學を 講じた が 翌年 辭 して 京都に 赴き 賴. W 陽を訪 うて 文 を 論じた。 山陽 は歎稱 して 留 りて 學 ばし 

めんと したが 聽 かずして 東都に 遊び 諸 名 儒 を 歴訪して 佐 藤 一 齋に服 事した 0 一  齋も 深く 愛 遇 を 加へ て 永く 都下に 居らし め 

ん としたる も、 翌年 七月 辭 謝して 歸國 した。 天 保 七 年長 府 侯の 聘に應 じ 柱いて 其の 學政 を督 して 居た が、 —秋 陽 日誌に よ 

れ： ば 一 年 位— 程なく 歸 藩し、 主家 (淺野 遠 江) にても 冓 若干 を 加 賜し 近營 班に 進めて 敎授 となし 屢， -機務 に參ぜ しめた 0 安 

政 乙 卯 二 年 十 一 月 致仕して 書 室 (一 校樓) を 後篇に 構へ 老を養 ひつ. - ありし も、 文 久癸亥 主家 三 原に 封ぜら る，, や 同地に 

移った— それ迄 淺野遠 江は廣 島に 在りて 宗家の 改革に 力 を 逢し 秋 陽 も 亦 其の 機 務に與 つた。 I 尊で 元 治 元年 多度津 藩の 聘 

に 應じ往 いて 敎へ などした が、 慶應ニ 年 十 一 月 七十 歳で 病 を 以てね おした 0 著書に は 『格 致 賸議』 『大學 騰議』 『王 學提 綱』 

『姚江 諸說』 『讃我 誊樓文 草』. 『詩 草』 等が ある。 

因に 秋 陽 は 佐 藤 一 齋に服 華して ゐた 間に 肥 後 藩より 江戸に 遊學を 命ぜられた 町 野 鳳 陽 • 擇村西 坡と相 知り、 爾後 親交 を 

糗 けて 澤 村の 墓 碣銘は 秋 陽の. になって ゐ る。 

右 秋 陽の 略 歷に據 ると 小 楠の 秋 陽に 面會 した 時 は 其の 年 五十 五 歳、 淺野遠 江の 近習 班で 敎 

秋 陽の 日記 授 をして 居た 際で ある。 而 して 秋 陽 は 右 著書の 外に 三十 餘 年間に 百 一 る 日記 I 上梓され すに、 

吉村 家に 藏 されて ゐる— を殘 して ゐ るが、 其の 嘉永四 年 三月の 部に 次の 如き 記事が ある。 
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十二  =、 雨。 上 邸に 召さる。 井上 

老を 過る。 午後 肥 後 "ぉ1； 監物之 家 

臣某々 二人 來り兒 ゆ 云々。 

十三 日、 霽。 書院に 進講す。 午後 

肥 後の 二 生 を 舟 中に 訪ひ、 北 ハの帥 

,^4f  yKHL-s^o  井 氏 は 熊 木 藩士、 

枝 =5^: ^四 Kit と！ す 一脈な 確 i 寸し 

S 〈らカ ち 一 用 ふる^。 昨 H は 病 も 1;^ 々 0 

以て 來ら や、 此 H 已に ゆ。 ラ ノ 

i^H, 雨。 侍講す。 午後 梳井時 

存 S チ 及び 笠 安！！  *德 富 一 義 來話 

す。 人 定の鎵 に 到り て^を 吿ぐ。 

(原 漢文)  . 

これに 據 ると 小 稲 は ニ问も 

秋 陽と 面會 し、 二回 口 に は晚餐 

の 馳走に なって 夜更 くるまで 

も 談話して ゐる、 程 朱 も 陽 明 も 

超越して 「十分 咄も介 ひ 面 {:1」 
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かった からで あらう。 秋 陽 日記 中の 「程 朱舉を 確守し 頗る 力 を 用 ふる 者」 は 語 は 短 けれど 

も 小 楠が 例の 快 辯で 所信 を披 酒した 光景 を せしめる に 充分で ある。 

なほ 十三 日の 記事に、 「肥 後 二 生 を 舟 中に 訪ひ」 と ある は 注目すべき である。 小 楠が 九州 

を 離れて 下 關. 長 府. 德 山. 岩 國. 廣 島. 福 山. 岡 山と 順次 旅行す るに 海陸 何れに 途を 取つ たかは 全く 

見當 もっかなかった が、 此の 記事に よれば 舟 を 雇うて 上記 諸 地 を歷訪 した ものら しい？ そし 

て 又 秋 陽 東上の 際 は 江 波 if  t 編 より 上船した とい ふ 記錄は あるが、 秋 陽が 小 楠を訪 うに 遠く 

足 を 運んだ やうで もな く、 叉 小 楠 等が 夜更 くるまで 談話して 秋 陽 宅 を^して ゐる などから 想 

像す ると 小 楠の 舟 は廣島 市中 を贯 通して ゐる 水路 を 可な り 上流まで 诉 つて 碇泊した らしい。 

殊に 當 時の 秋 陽の 住家 は 西 本 川 瓦 燒地藏 前で 河岸に 近き 虚に 在った の を兑て もさう 思 はれ 

る。 なほ 秋 陽 日記の 十二 日の 部に 「肥 後長 岡監物 家臣 某々 二人 来り 見 ゆ」 と ある は 笠安靜 

が 長 岡 家の 臣 であるか ら、 德 富 を もさう と 思った ので あらう。 

因に 秋 陽の 主家 淺野遠 江 邸に は 朝 陽 館なる 學舍 (三 原に 移りて は 明 善 館と 合併) があって 秋 陽 は 其の 敎 狡だった。 彼の 

日記 を兑 ると 「侍講」 「進 TT 講書！^ こ 「館 講」 「入 館」 などと 遣 分けて ある。 蓋し 侍講に は 側室 或は 格 堂 公 (遠 江の 子息 か) 

と ^書して あるの も ある。 さう すると 「侍講」 は斯 かる 人達へ の、 「進講」 は i:;^ 江へ の、 「館 講」 は 朝 陽 館に ての 講義、 「入 

館」 は 役 問に て機務 に參ぜ しこと であるら し い。 

秋 陽 日記 は 三十 卷 (第二 卷缺) ありて 別に 書名と て はなく、 第三 卷に 「誼 我蒈樓 長曆」 と 題して ゐる のみで、 他 は 皆 表 

紙に 單に 「何年 H 曆」 —小 楠 往訪の 記 寧の ある 卷には 「嘉永 四 年 辛亥 日 暦」 —と 記して ゐる。 そして 第 一 卷の 表紙に は 三 


十三 歲江戶 遊學に 起す 文政 己？^ 九月、 最後の 卷 のに は 龜元治 二 年 乙 二月 サ九 口と ある。 各卷は 其の 大小 必ずしも 一 定せ 

ず、 叉 一 年 一 卷 ともなって ゐな いが 小 楠 訪問 8 記事の ある 第二 十卷の 大きさ は 曲尺で 縱七寸 二分、 横五寸 三分。 

律 Em; 次郞  次に 「岡 山」 の 項に は、 津 田 重 次 郞が心 カを盡 くして 水利 事 梁に 努力した 結 ^同地に は洪 

水 絶無なる を 述べ 「津田 人 物、 不 學 文盲 成る 人に て 力量 才幹 は 熊 澤に引 緩 候 .2、 刖 て 水利に 長 

じ 事業 樣，^ 有：， 之、 今 曰に 至り 候ても 籍々 と唱 有 A 之 人物に 御座 候」 と 嘆賞して ゐる。 

、ノ 學 校と 郡 政 

岩 岡 山 *姬 舉校は 岩 國. 岡 山 及び 姬路 のを擧 げ、 岩 國の舉 校に つきて は、 「 一 昨年 始めて 學校 建立に 和 成、 

夂" 0  ^£ 

玉 乃 小 太郎. 二宮 元 輔の兩 人 主として 世話いた し 出來仕 候。 寮生 も 有レ之 中々 盛なる 事に 御座 

候」 と 記して 居る。 本校の^ 像に は 小 楠 も 自ら 頭が 下った と 見え 共の寫 をね だったら しい 

こと は、 彼が 此の 遊歷 から 歸國 後、 坂 本. 井上 兩 教授に 寄せた 書翰 中の 一節 を 見ても 分る。 S 稿 

篇 一 六 五 頁) 岡 山の 學校— 池 ffl 光政の 建てた もの— にっきて は、 全 體の规 模廣大 だが 作 事 は 至 

つて 飽 略で 美麗なる 事な く 、たに 遭 堂. 講 堂の み 結構 だと 云 ひ、 閑 谷擧 校に つきて は、 光政の 建て 

た 時分 は 作事麁 略だった が、 其 の 子 伊豫 守の 代に 無類に 美麗な 作 事と なり 、江戸 聖堂の 外に は 

天下に 此 くの 如き 壯麗の 擧校は あるまい。 然るに 講堂の 側に 在る 君 侯の 休息所 は 光政の 代 

其の ま X の 殊の外 危 略なる 普請で、 「美麗 無 擧 狡に、 御 居間 は 右の 通に お 之 候 は、 誠に 感入巾 
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候」 と 評 し、 姬 路の擧 校に つ き て は、 「林 門. 崎 門 二 派 ありて、 崎 門の 擧は 其の 弊甚 固陋に 陷 り、 林 

門 派 は ら 其の 弊 を 矯め 詩文 多識を 務め、 各 一 偏に 相 成 り、 必 竟識 力： 喲る人 無， 之 よりの 事と 相 

見 中 候」 と 記 し、 な ほ 松 平 孫 三郞が 文武 を 委任され て專ら 舉校を 引立て 察 生百餘 人に 及べ る 

ことな ども 認めて ゐる。 

紀 州の 都政  郡 政に つきて は、 斷然紀 州の それの 単 絕 せる を 絶讃し 、頼宣 已來の 施政 宜しく 特に 治貞 別け 

て 百姓 を 憐愍せ るより 養 老. 救 恤 等の 政 行 はれ 社 倉 も備は り、 勸 農に 力 を 盡 くし 九 州. 中 國. 五 0 

內 にて は、 紀 州 程に 耕作に 委しき 處は無 く、 農 具の 制な ど 至れり 盡 くせり で、 そのため 紀州領 に 

限り 麥茱 格^に 見事 だと 書いて 居る。 

『遊 歷聞見 書』 に 於け る 小 楠の 觀察 は徵に 入り 細 を 穿ちて 漏らす 所がない。 なほ 學事方 

面に 於て は 自己の 博大な 識見 を土臺 として 高所 大所から 批判し 恰も 快刀 亂麻 を斷 つの 概が 

ある。 其の 活眼に 映 じた 列藩の 擧事狀 況を揭 ぐれば 興味 津々 たる ものが あると 俱に 此の 時 

.  代に 懷抱 せる 小 楠の 擧意を も 想 察し 得らる --が 遣 稿篇に 譲りて 今 は 割愛す る。 

三 『東 遊 日錄』 から 

(岡 山より 熊 本まで) 


遊 

歴 

振 


上記 『遊 歷聞見 書』 では 小 摘の 行動の 細かな こと. は 何も 分らぬ が、 此の 日錄 では 虚々 に 於 


て それ を 目の 當り に 見る やう 

緣 ある 地 を 訪ひ其 等の 人達の 

て、 精 

家 


塊 を 携へ歸 つ 

海防 家 ゃ爲政 家な ど 

商の 人達と も 咄し合 

或は 途上 歩きながら 

さに は 驚 嘆 させられ 

此の ir 日錄 』 に は 

屋横井 宗家 の 訪問 や- 

の  で、 多少 煩 瑰の嫌 は 

は餘り 長き に 過ぐ る 

ある 部分 をなる ベ く 

文」 で 書いて あるの 

が 此の 『日 錄』 は 固 

分らぬ 所の あるの は 
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講習し 

る 0 

上 記 の 

あるが 

上に 小 

其の 耍 

を出來 

よりあ- 

無 理 も 
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資 
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る 

な 


な感 がする 

；&; a に i 七 曰 

爲 した。 

換を爲 

して 如 


と 

交 


き 

た 


す 

何 


。 小 楠 は 到る 處 

で 墳 墓 を ば 憑 

叉 訪問した 藩で 

と倶に 書物の 交 

や 德 富 を 相手に 

なる 場合に も 俊 


事赏は 

その他 

それ を 

己と ン 

1  一一 一 n 1C  I 

失 はな 

け 筆者 

し き 

が、 最も 


で 名所 舊 蹟、 取 分けて 忠臣 義士に 由 

したの みなら す、 其處か ら竹木 や 石 

は 或は 名 ある 儒者 ゃ國舉 者、 さ て は 

換 にっきて 相談 し、 或 は 百 ェ. 技 藝. 農 

或は 旅 宿の 燈 下で 經書を 講じたり、 

擧 について 怠らなかった 其の 熱心 


よ 

や 

曰 

る 


ナ 

「し 

さ 一 H 

の 


芳野山 

る 小 楠 

事に し 

要な ら 

に 注意 

た 文句 

で 筆者 

は 筆者 


如意 


輪 寺に 菊 池武光 肖像の 奉納 や、 名 in 

振な ど /\ 事細かに 記されて ゐる 

但し 其の 全文 を 其の ま i 採錄 して 

節 も あるの で、 主 として 小 椭に關 係 

k 抄 記した。 乂 『日 錄』 に は 「候 

てす に 普通 文に 書 直して 兌た。 處 

の心覺 に過ぎない の だか ら、 他 人が 兑て 

生 は 何々」 とか 「先生 御^」 と 

1 六 七 


た。 

ざ る 

し つ 

を 拾 


力 


俯 *播^ 挺 を 

越 ゆ 
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か 「先生と は 別に」 とか はっきり 書いて ゐる所 はよ い が、 單 に 「何某 を訪 うた」 とか 「何處 

へいった」 とかと 記して あるの は 小 楠の みの 事 か、 小 楠 及び. 筆者 の 事 か、 將叉 筆者 のみの 事 か 

其の 判斷に 苦しむ 所の 少 くない ことで. ある。 斯 かる 場合 は 前後の 關 係から して 小 楠と 全く 

無關 係と 思 はれた の は 削除した が、 その他 は 悉く 採錄 した。 

なほ 此の 『日 錄』 屮の 人名に は、 例 へ ば 會澤を 相澤、 悌藏を 敏藏、 準 介 を 順 助、 了 三 を 良 藏と云 

つた 風に 當 字と 思 はる \ のが 頗る 多い。 これ は 此の 日錄に 限った ことで はなく 當 時の 有名 

な 人々 の 書いた もの k 中に もよ く晃 受ける、 蓋し 其の 時分 は 現今の 如くに 手輕く 名刺 を 交 

換 する やうな 事がなかった から 耳で 聞いた ま.. を 勝手に 認めた ので あらう。 然し 人名と 地 

名と は總べ て 原文の 儘に 記 し、 叉 地名の 假名に て 記せる もの も 其の 通りに して 置いた。 猶又 

小 楠が 各地に て 面接せ る 人物の 中で 餘り にも 有名で 世間に 知れ渡って ゐ るの は贅 しないが、 

其の 他で 座右の 文獻 によ り、 叉 は 其の 土地々 々の 知人に 問 合 はせ て 知り 得た もの は 簡單に 其 

の 略歴 を 附記した。 

£ 岡 山 I 大阪 

四月 朔日、 晴。 早朝 閑 谷の 舉房 出立。 山越して 三 石に 出 づ，、 此 處は備 * 播の 境。. 名に 負 ふ 切 所 を 越えて 有 年 

に、 それより 片島驛 に 至る 。今宵 は姬路 までと 思 ひし も、 某國 藩主 止宿との 事 なれば 差控 へ、 まだ 八ッ 時な 


れど、 半里 許の 正 條の驛 なる 丸屋 理左衞 門に 投宿。 

四月 一 一日、 晴。 朝 正條を 立ち、 船の 驛を 過ぎ、 一 橋領 にて 姬路領 との 境なる 山 田 手 野を經 て姬路 城下に 至 

(午後 二 時)  (午後 s: 時) 

り、 泉屋九 市に 宿泊。 八ッ 頃より 多 田 準 平を訪 ひたる に 不在 なれば、 下田 重 次郞を 尋ね 七ッ まで 咄 して SI 

宿。 

四月 三日、 晴。 飯 後 多 S を 訪問。 歸途 革細工 見物。 外 池 長 四郞來 宿して 數刻 談話， i^。 長 四郎は 山陽 屮 にて 

は 頭角 を顯 はした る 者に て、 甞て は江戶 に遊舉 し、 古賀 門人な りと。 暮前 多田來 宿せし が、 近 は舉校 隆盛 

殊の外の 繁勤 にて、 今宵 も 出勤せ ねばならぬ とて 暫く 咄 して 引取る。 

四月 四日、 曇。 飯 後 同宿の 土 佐 藩士 柴田敬 吉と咄 す、 土 佐の 國情 ゃ產 物の 事な ど を 聞く。 暮 過ぎより 先生 

御咄 有りたり。 明日 出發と 決し、 宿の 算用 を濟 ませば、 主人 先生に 揮毫 を 乞 ふ。 卽ち 左の 如く 認め 遣 はさる。 

王公 • 市井 其 分離， 殊、 均是人 也。 所， 貴，， 乎 人， 是此 心。 合，, 天理， 人間 大福 貴。 

嘉永四 年 四月 書 以與， 1 逆旅 主人？ 東 肥 撗井存 書 

四月 五日、 朝 曇、 晝晴。 姬路 出立。 曾 根 天神の 松. 石 寶殿丄 n 问 砂の 松 • 尾の 上の 鏡 • 相生の松 • 都戀 しき 

片 枝の 松 • 濱の宮 • 刖府 の住吉 • 手枕の 松な ど を： て 明石領 なる 大久 保の 船 津屋與 一 左衞 門に 宿る。 今日 の 

道筋 は 山陽 第 一 の 廣濶の 地に て 田畑 も 肥え 麥茱 種子 殊の外 宜敷見 ゆ。 

四月 六日、 晴。 早朝 出發。 明 石 • 大 倉 谷 を 過ぎ 人 丸の 社に 詣で、 ii: 屋村. 舞子 濱の 風景 を 賞す。 此行 1=^1 

の奇觀 なり。 磯の 眞砂ゃ 松の 根 を 踏みて 橋 見に 至り、 千壺 なる 一 山壺 にて 築きし 陵 を 兌て  一 ノ 谷の 敦盛塚 を 
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訪ひ、 須磨 寺に も詣で \ 還の I 町 丸燈宿 をと り f、 更に ー飄 I  _ こず 。 

靑 松の 間に Is と 坐して ff よはし 元  r  i 

，き、 雨。 s 崖 を 出で立ち 楠 公の 廟を拜 し 唐 森に 詣づ。 風 f しナ ii.  • ぼ J 

愛し、 編. 小山 田戰 死の 跡 4 ひて 西の It,  filp^  ii 

中 食 をす ませて 尼ケ？ 梅 s まて ぼ friimfrmM$a. 

！ 晴。 早朝 安|ふ。 疆靈 lio 囊 より 四 |こて難.!  tri,r 

真 裏 代 sf  S 中大 u,;〔uu 暴 

約束 をされ、 證ロ稻 荷へ 參詣。 それよ I、 田 丸へ，、 グ藩 中ナク ||生御| り 明日 面談の 

,/  ォ 』£za:l 丸へ 参り 一人 王 寺に 詣で大 伽藍に 登りて . 、，， 

に 至り 夏の陣 掌戰死 の壤 息 ひ、 蒙 山の 陣 場を| し、 意の え 中 •  め  一 ...^ 

，兩本 颇寺. 五霸 .If んど打 廻り 、蒙 I。  sf ま 淸ズ. 書 丄集 のず 堂 とん 

. ^大久 保 耍と會 見  、 

四月 九日、 晴。 飯後安原 に (t きて 暇 乞す。 暮 前より 大久呆 f ま。 き f  ^ 

て 込 入りた る あり 。大き ほ.，， ， ピロ  .  i を？ 旁 老公. 普. 直 其の 他に 開し 

i 大久 保爲レ 人？ 和ら かにして 明 敏な り、 き 重厚に 見え 簾 人 を動， す。 錢ー IV 島 

大久保 は 土 浦 藩士、 藩主 土 i 女 正に 重用せられ て S? ば P き， i, 

れ Is となる や 文武の 學校 を 開いて 大いに 人材 を 震し 盛に 直 


を 興した が、 一 方 また 藤 田 東 湖 等と 往來 して 尊攘 を 論じ、 高 橋 多 一 郎等 を 助けて 水 戶齊眧 の 解愼述 動に も 努力した。 嘉 

永 三年 藩主 大坂 城代と なるや 彼 亦 其 2 公用 人と して 腕 を 揮 ひ、 天 保 山 砲臺の 築造 ゃ攝 海の 警備に も盡摔 した。 彼 は 勤王の 

念 厚く 安政の 末條約 勅許 並に 將軍 繼嗣の 問題 紛起 する や 四方の 志士と 氣脉を 通じ 朝權の 伸張と 幕府の 医 救と を圖 つたが 戊 

午の 大 起る に 及び 遂に 禁錮され、 安政 六 年 十二月 六十 ニ歲を 以て 幽囚 中に 歿し、 明治 二十 四 年 從四位 を 贈られた C 

ト楠は 京都から 五月 六日 付に て 米 田 是容に 贈った 書面 (遣 稿篇 「書簡」 一 五) 中に、 此の 大久 

2^ との 會見 にっきて 詳報して ゐ るが、 それに も大久 保の 人物 を推赏 し、 熊 本から 京都 迄の 遊歴 

こ， 接した る 五名の 傑出せ る 人物 (本書 面 中に あり) 中の 一人に 數 へて ゐる。 大久保 は 小 楠に 

水 戶の會 澤の書 幅 を たが、 其の 書 後に 小 楠 は 「辛亥の 夏、 余大 坂に 遊び、 大久保 要を訪 ひ、 二 

夕快談 す。 刖れに 臨み、 贈る に 此の 書 を 以てす」 と 記して ゐる。 (遣 稿篇 「詩文」 甲、 ニニ) 大久 

保が.^ 楠に 比の 書 幅 を 贈った の は 彼の 好意に よる は 勿論 だ が、 會 澤の書 は 千 早 城に 於け る 稲 

公 を 詠 じた 七 律 だから 事に よったら 小 楠が 特に 所望した もので は あるまい か。 なほ 右 小 稲 

自記に 「二 夕快談 す」 と あるが、 德 富の 『日 錄』 に は 四月 九日の 會見 しかない。 然し 小械は 

五 月 二日に 德富等 を 伴 はす に、 京 都から 再び 大阪 に抵 り、 同 月 五日まで 滞在して ゐ るから 此の 

問に 再訪した ので あらう。 

『小 楠 遣 稿』 の 「先生 小傳」 中に 「II 途大阪 に 至り 城代 土 屋釆女 正が 用人 大久保 要に 因て 幕府に 上書し 時事 を 云 ふ」 と あ 

る。 如何なる 事 を 上書した のか 何等 徵 すべき もの は 無い が、 これ を 見ても 小 楠と 大久 保との <! "見 は 一 度 だけで はない らし 

い。 m し F 小 楠 遣 稿』 の 「歸途 大阪に 至り」 はどうで あらう か。 彼 は 遊歴の 歸途 七月 サ 七日に 大阪に 立 寄って はゐ るが、 
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其の 日の 記錄 では 大久 保を訪 ひて 快談 する 餘 暇はなかった やう だし、 又 德富も 其の 事 を 書いて 居らぬ から 再度の 面 會は恐 

らく は 右 五月に 於け る 滞阪中 のこと，^ 思 はれる。 

、 rv 1^  口  t:^  J- 

四月 十日、 晴。 飯 後 大坂を 立ちて 住吉 へ參詣 す。 宮 は莊嚴 なる も 境內は 俗惡を 極む。 高 燈籠を 見に 行き、 

場に て籃屋 權左衞 門へ 立 寄る。 それより 妙！！ 寺の 蘇鐵を 見る、 美事な り。 大和 川 を 渡り 大维. 岸 和 田の 城下 

を 過ぎ 貝塚に 宿る。 當所は 天領なる が 殊の外の lg 雜。 

四月 十 一日、 雨。 貝塚 を 出立し 蟥 通の 宮に詣 づ、 古色蒼然 として 甚だ 佳。 貫 之 冠の 池 を 見、 新 立 • 山中な 

どの 驛を 過ぐ、 この 邊 土地 肥沃な り。 尾の 山 を 越え 山 口の 驛 にて 休憩す。 それより 紀の川 を 渡り 西に 行く こ 

と 一 里に て 和歌 山に 着き、 本 町 二 丁目 藤屋源 兵衞に 宿る。 本日 は 途中に て 治亂の 要の 講習 あり、 晚は 『大 學』 

「新 民 之傳」 會讀 あり。 

四月 十二 日、 晴。 飯 後 和歌 沛 見物。 出 島より 片男波 二 韋逢 を 過ぎ 妹 背 山に 詣で、 此處 にて 岩 永 大藏に 逢 ふ。 

(午， 

玉 津島明 神に 詣で奠 供 山に 登； 0、 眺望 佳。 途紀三 井山に 攀づ、 展望 特に 妙。 七ッ 比より 河 合教藏 宅に 咄す ひ 

s^r::: 十三 日、 晴。 飯 後山 本 淺之助 を 訪ふ差 支 あり、 畫比 再訪、 談 熟して 七ッ 過に 至る、 K 中 長 之 助 も 列席 

す。  .  、 

四 0!：4- 四日、 晴。 黉 過より 曇る。 害； 後 河 合と 山 本と を訪 ふ。 晚は 「止 善 之傳」 會讀 あり。 


和歌 山に は 丸 ニ曰滯 在して 藩の 士風. 學 意 青 職. 制 虚. 仕 ^ 筋. 郡 政. 知 行 手 取な どに つきて 可な 

り 詳しく 調 木 ij し、 郡 政に つきて は 前記の. 如く 激赏 して ゐる。 

四月 十五 日、 曇、 時々 小雨。 早朝 和歌 山 出立。 城下より 三 里の 3 一お 手に て 紀の川 を 渡り、 川に 沿うて 上る。 

粉：： 名手 を 過ぎ、 峠の 河內 屋尉衞 門に 投宿。 右 途中に て は、 名手 郡 西 芝 村の 周三郞 なる 農夫と 同道して、 

廣芋圍 方 • 同植方 • 水 W の 水の 替へ 方. 稻の干 方 • 木 わたの 手 入 • 大根 作 方 • 堤 を 平地に 掘る 法 • 蜜柑 園 方 

を 聞く。 

-1 吉野 

四月 十六 日、 雨。 早朝 峠の 宿 出立。 橋 本の 驛 より 紀 伊と 大和の 境なる 「まつち」 • 五條. 「うの」. 「ひが ゐ」 • 

「本つ ち だ，」 •「 こしべ」 など を 過ぎ 六 にて 渡船。 これまで は芳野 川に 沿 ひて 來り、 これより は 山に 登る。 一 

1 王 堂 あり、 村上義 光の 塌を 過ぎ、 やがて 一 目 千 本に 到る、 左右の 山樱木 多し。 唐金の 鳥 井 ある 途の 右手な 

る さこ屋 平左衞 門に 宿 を 定め 5 はき、 吉水院 に 詣づ。 太閣 花見の 時の 遣 物た る 屏風. 義經居 の 跡. 皇居の 址 

など あり。 それより 如意 輪 寺に 向 ひ、 寺の 上なる 御陵 を拜 す。 玉垣な どい と 新しく 陵に は 松 • 杉 • 樫の 類 多 

し、 實に寂 霧 を 極め そビ ろに 哀を 催す。 恐れながら 一 杯の 酒を灑 ぎ、 て 一 杯 を存み 奉？？。 石な ど 戴きて 引 

返す。 路に 如意 輪 寺に 立 寄れば 寺 1^ いとまめ くしき 者に て、 種々 取 出せる 贊 物の 中には 觔 作の 御 像 を はじ 

め武 重の 筆と て 天皇の 御 像 ありて 拜觀 す。 正 行の 镞 もて 彫りし 和歌の 柘本を 貰 ひ 受け、 此方より は 正 成 及び 
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菊 池正觀 公の 像 や 先生の 詩 を 奉納す る 約束 をな して 簿暮 宿に； g る。 

御陵 は 云 ふ 迄 もな く 後醍翻 帝の 延元陵 だが 小 楠の 禮拜は 恐らく 儒 敎の禮 に 依った ものと 

思 はれる。 小 楠が 其の 門人 を 左右に 從へ、 恭しく 進んで 一 杯の 酒 を 陵 上に 灑ぎ、 退きて は 又 一 

杯 を 吞んで し 奉った 敬虔な 様子 は 服 前に gl- 鬆 する。 小 楠 は 三 寺 三 作に 新田 義貞 の戰 死し 

た 地の 石 を 拾って 送り 吳れる やう 依頼した こと を 前に 記した が、 此處 から も 亦 石を懷 にして 

歸 つた。 、 

^菊 池 武光畫 像 奉納 

この 如意 輪 寺の 僧との 約 は 嘉永六 年 四月に 5^ されて、 小械 は. 該 寺に 菊池武 光の 畫像を 奉納 

た が、 そ れには 彼の 親友た る 荻 昌國の ものした 添書が ある。 長文 なれ ども 啻に 内容の 極め 

有益なる ばかりでなく 小 楠の 之 を 奉納した る 趣 ijs を も 知り 得る から 左に これ を 揭げる こ 

にした。 

菊 池武光 朝臣 肖 ■ 像 添書 

此 一 幅 は、 菊 池武光 朝臣の 肖像に て、 本 畫は我 菊 池の 都隈府 古墟の 麓なる 正觀 寺の 什物に てぞぁ 

りけ る。 正 觀は武 光 朝臣の 僭諡 にて、 赏寺 は卽ち 朝臣の 菩提 所に て 侍るな り 0 此畫 何人の まな る 

にやさ だかな ら ね ど も、 敢嚴毅 侃 々 と し て よ く 朝臣 の 精神 を模寫 し、 勝 國の 物に は 疑な きょし 好 
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なほ 右 肖像の 奉納に 對し 

どの 價值 もない が滿更 興味 


神 影を拜 せし め、 楠 公 父 子 三代の 

も 贈り 與 へ られし は 誠に 存じが 

の 事 を 執 はから ふ辰已 某なる も 

く 執 失 は ざ らん やうに 談じ おき 

り 0 

享 の 意 に て、 楠 公 父子の 事 は 流石 

信 も 聞へ ざれ ぱ、 西 勤王の！：々 

文書 をも藏 したらん もの は卽ち 

に て、 是 が 唱を なす ものに こそ 侍 

臣の 忠魂 も 九泉の 下にて 本意に 

は 余が 友の 志 をし りて かし。 今 

及 阿蘇. 五條の 文書 等 を 彼 藩の 所 

朽に 計り ぬ、 是 國 人の 志な り。 

0 記 

i_ ^野 左 文 太 意 胤識書 

書面が ある。 紙面 を费 やすほ 


て 如意 輪 寺 住職より 小 楠に 寄せた 

の 無いでも 無い から 下に 揭げ よう。 

翰牽 n 啓上- ハ。 時分 柄 暖和彌 相 增し候 得 共 貴公 樣彌々 御 機 嬸能被 レ爲レ 遊 n 御 勤-候 由恐悅 至極に 牵レ存 候 。奴て 先年 は 登山 

撗井小 楠上卷 傳記篇  一 七 七 
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被レ下 何よりの すり 物 頂戴 難 レ有牵 レ存候 0 其 節 御 願 申 上 置 候 菊 池 武光公 御 ゑい ぞう 御？^ 一り 被レ下 難レ有 奉. レ存 候。 右 御 ゑい ぞ 

う 義は愚 偕 御 願 申 上 置 候義は 寺の 什物 寶 物と 致 度 候 故 御 願 申 上 候處、 此度御 使 ひの 人 は 地下 中間 之 者 へ 御 渡し 則 地下の 寶 

物と 相 成 候。 一昨年 仰に は 明後年と 被 レ仰候 故、 ？；； S 春以來 日々 御 待 居候 かひ もな く 地下へ 御納殘 念に 奉レ存 候。 乍 レ去奉 一二 

拜ー 候。 誠にく 結構に 出來ゅ 候。 定て御 心配と 奉レ察 候。 しかしながら 何 は ともあれ 已來 御上り の 節 は 街へ 御 出な く 拙 寺 

へ 向け 幾日な り 共 御とう りう 8 稷り にて 御 入 來牵レ 待 候。 遠路 故 度々 書 狀も得 出し 不レ申 候故隨 分々々 御 安全に 御勤專 一 愚 

^本尊 前にお いて 奉， 一 祈念-候。 餘は 後便 迄 如レ斯 御座 候。 恐々 諫言。 

、 和 州 吉野山 

如 意 輪 寺 

ョ 四月 十六 日朝  慶  眷 (花押) 

熊， 本 御城 內 

横 井 平 四郞樣 

御內 人々 中 

まちかねて ひわつ らふ かい も なく 今 疾く花 はよ その まかき に  - 

御 饞御報 色々 申 上 度 義候得 共、 ちから をち て 手 も ふる いかけ 不レ申 候 故 御 入 來之節 厚く 御藏 申 上 候。 

慶譽 住職の 愚痴たら， <\ な 右 書翰 は 德富蘇 峰の 所藏 だが、 此の 書翰の 附 謹に 蘇 峰の 父 一 敬 

が 「此背 像 如意 輪 寺に て 明治 二十 二 年 丑 四月 十八 日 一 敬 夫妻 拜觀 す、 荻 氏 撰 之 添書 は 地下 老 

分 巽 氏 之 中間 有， 之 事と 知らる」 と 書いて 居る 所より する と、 恐 らく は 住職 は 書簡に 於け る や 

う な 泣 言 を 並べて 地下 中間より 肖像 を 取上げた ので あらう。 武 光の 肖像 は 現今で も 掛軸と 


して 如意 輪 寺の 後醍 翻； 大 皇御靈 殿の 西方 側面 に、 兒 島 高德 (肥 後の 畫家狩 野 養 長の 维) . 新 W 該貞 • 

楠 正 成. 正 行. 正 儀の 畫像 軸と 並べて 揭げて ある。 武光畫 像の 筆者 は 無 落欽で 分らぬ がビ れ も 

狩 野 養 長で は あるまい かと 思 はる。 尙こ の武光 等の 肖像に 關 して は當時 皇子 傅育 官 であつ 

彌富 傅育 官の た 彌富波 摩 雄の 「供奉 日記 杪」 に 左の 一 節が ある。 

「供 牵 日記 抄」  ー 

大正 四 年 七月 廿 一日 •  一  „s 松宮兩 殿下、 伊勢 畝 火 御 參拜の 御 途次、 御 „ ^學の 御 H 的に て、 吉 野の 山奥 深く 分け入らせ 

たま ふ 云々、 藏王 堂より 吉水院 に 入らせ、 しれて 一； ム々、 御 食後 同 寺の 什物、 例の 扉の 銀の 跡より 一 々御 覽ぜら る、 壁に 哲 

像 畫五幀 を 掛けたり、 仰せに 從ひ誰 人なる か を 問へば、 其 中に 菊 池武光 あり、 吁、 菊 池 氏、 菊 池 氏 は 肥 後人、 何となく 心 

引かれて、 卿が 赏 時の 孤忠 苦節 を、 楠 木に 關 せしめて、 御 說明. &し 上げたり、 猶予 は^を 呼びて 彼の 像の 來歴 を^せ しに、 

「肥 後人 横 井 小 柿の 牵納 にか. -る」 と 答へ たり、 白雲の か \ る 山寺、 特に 菊池武 光の 竹 像 を 奉納した る 小 楠 先生の 心事の 

那 邊に存 せし かに 思 ひ 到りぬ、 他の 一帖に 兒島 高徳の 肖像 あり、 其 落款に 「束 肥 狩 野 養 長 謹寫」 と 見 ゆ、 筆者 養 長 は、 S 

ち 國風會 員 狩 野 養 行 氏の 父君な りと 覺ゅ、 是は予 に 取りて は輕々 に 看過し 難き ものな りき、 视 殿下 は 十二時 十分 御 出門、 

此 夜 御 端近う 御 椅子 を 出させられて、 嫩草 山より おろす 風に 御衣の 袖 を ふかせた まふに 侍し、 何 くれと 今 口の 御 過程に つ 

きて 御 話 し 上ぐ、 其 中に 南朝と 肥、 菊 池 氏、 其より 横 井 小. 楠、 狩 野 養 長な どの 話 を さへ 詳しく. &し 開 えたる は、 强 ちに 

予 が鄉黨 に惹 かれての 心の みに あら ざり き。 

H 千 早 城址 

四 月 十七 日、 快晴。 早朝 奥院に 登る。 金の 鳥居より 五十 丁に して 達する が 勝手の 明 神 • 坊中. 子守の 明 神 • 

奥の院 愛染明王の 堂 を 見る。 大 塔の 宮の 城跡 は 子守 明 神の 邊 にある を 後に 聞く。 宿に 歸り行 先の 様子 を 尊ぬ 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 七 九 


金剛 山に 登る 


千 破 叙 城址 を 

訪ふ 
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るに 多武峯 に は 道 不便な りとの ことに 金剛 山に 向 ふ。 山 を 下り 一 目 千 本に 至り、 復六田 を 渡り 大田を 過ぎ 「あ 

ど - より 山に 登る。 路は だ峻 しき も絕 頃に 達すれば 河 內* 和. „ 水な ど 數個國 の 山々 を 眺めて 展望い とも 廣し。 

一 一十 八丁 下れば 千 破 叙の 城址に 至り そこ に は 楠 公の 塚 有り。 千 早 村 檜 木屋平 四郞に 投宿。 

四月 十八 日、 晴。 早朝 案 內者を 雇 ひ 再び 城跡に 登り 圖を 作る。 村に 下り 山 を 越へ 觀心 寺に 至れば 楠 公 首 塚 

あり。 それより  一 丁 斗り 隔 りたる 處の 後村上 帝の 御陵 を拜 す。 叉 山 を 越え 北東に 向 ひ 上 赤 坂 • 下 赤 坂の 邊な 

る 水分 村に 至る。 上 赤 坂に は 城跡 あり。 赤坂ょり北東平石峙を越ぇて竹內町^！！屋源四郞に宿泊。 

右 『日 錄』 中には 無い が、 小 楠 は 千 早 城址から も 石 や 竹を携 へ歸 つた。 そして 此の上 國遊 

歷を 終へ て歸國 した 年の 十二月 五日に、 柳 河の 立 花 壹岐に 此の 竹で 軸 を 造った 筆と 石と を 寄 

贈して ゐ るが、 それに 添へ た 書翰 (遣 稿篇 「眷 簡」 二 〇) の 一 節に 此の 城址から 自ら 持歸 つた もの 

だが 一 小石 丄 筆 管 にても 楠 公の 忠誠 を 想 見して 精神 修養と なるべき を 記して ゐる。 


神武 御陵 を 邦 

す 

春：：：： 神社に 詣 

づ 


ト奈良 ー 宇治 

四 H 十九 日、 晴。 竹內町 出立。 高 田 や 「やぎ」 を 過ぎ、 」 破 火山の 絕 頃なる 福 生 院に詣 で圖を 作る。 懿德 

帝 御陵 を 過ぎり 神武 御陵 を拜 す、 三輪の 社： 水久 寺. 布留の 社 • 在原寺 • 歌 塚に 詣で、 奈 良の 签屋喜 八へ 宿 

TN» 晴。 飯 後 興 福 寺を訪 ふ、 昔の 大 講堂 跡 • 樓 門跡の 礎殘 在す。 夫より 泰日祌 社に 詣づ。 道の 左 


右より 一 山 深密の 樹林と なり、 大 鳥居より 本社 迄 を 春 日 野と 云 ふ。 左に 入り 三 笠 山に 登る。 絶. m まで は 拾 八 

丁との 事に 登り 得す 織 かに 一 笠に 上る。 それより 手 向山 isfK 寺に 行きて 宿に 歸り、 中飯 を 仕舞 ひて ：！： 所 を 出 

立し 木津 町に 至る。 奈 良より 登 里 半、 此處に 只より 流れ 來り 大阪 へ出づ る木潘 川お り、 砂 多し。 木^^は山 

木津 町に て 茶 城の 國 なり。 此 間に 井手の 玉 川 有り、 三 m 牛に して 長 池 八百屋 作 兵衞へ 宿る。 近- S 茶 摘 1^ 中に て 近隣 仰山な 

談を 聞く 

る 事共な り。 宿に も 男 三 四 人に て收納 し、 女 は-皆 摘に 出づ。 茶に 施肥の 法 • 茶の 摘み 方 • 手 入の 仕 法より 製 

法 等に つきて 話 を 聞く。 

孔子 も 「下擧 して 上達す」 と 云った。 小 楠 も 亦 格 致の 効を擧 ぐるに は 賢に 親しみ 能に 近 

づ くの は 勿論の こと、 「百 ェ. 技 藝. 農 商の ものと も 咄し合 ひ 云々」 と旣記 「舉」 の解說 中に も 

述べて ゐる 通りに 此の 遊歷 中に も機會 ある 每に それ を赏 行して ゐ るの は 面 {II い。 和歌 山 を 

立ちて 峙に向 ふ 道中で は 農夫と 道連れに なりて. IS 宇の 圍ひ法 や 蜜柑 園に ついて 八 ケ條の 農 

談を閜 いたが、 此處 でも 亦 茶に つきて 咄し 合って ゐる。 

宇 治  四月 廿 一 日。 早朝 出立。 成 里に して 宇治に 着き、 茶 問屋 片木屋 に 立 寄り 花 橘と， S ふ 煎茶 を吞み 一 森と 云 ふ 

茶 を 求む、 小 半 斤に て 百 三十 七 文。 同所 を 立 出で. V 平等 院賴 政の 嫁に 詣づ。 橋の 本の 菊 厘と 云 ふに 暫く 休息。 

字 治 川 は 中々 の 大河に て 水勢 殊に 甚だしく rH を 驚かす。 町家 はさの み 結構に もな し。 當處は 天 t が、 にて、 茶 奉 

行と て 茶の 方に か \れ る 五百石 取の 上 林 六郞と 三百 石 取の 上 林 単 人との 兩士 有り 土地の 支配 は 御 代官 is であ 

る 0 
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チ京都 

(午後 一 一時) 

伏 より 入洛 同日 晝頃 宇治 を 出立して 伏 見に 出で、 八ッ比 京都 東 洞 院四條 上ル井 隐屋嘉 平と いふに 着く。 同人 は 肥 後 藩 御 

用 聞な り。 纏て 梅 田 源次郞 来訪す。 暫く 咄 して 後 四 人 同道に て 川原 町 三 條下ル 二 丁 E 山 崎 町 西側の 內田藤 造 

. と 云ふ醫 家に 至り、 同家の 一 間 を 借りて 當分滯 在す る こと X なる。 

梅 S 雲濱  梅 田 源 次 郞は云 ふまで もな く雲濱 のこと。 彼が 小 楠の 入洛す る や 直ちに 來訪 し、 此 の 後 も 

下記の 如く 殆ど 毎日の やうに 訪問して ゐ るの はどう 云ふ譯 だか 德 富の 『日 錄』 にて は詳か 

でない が、 恐 らく は 彼 は 旣に左 一 右衞 門の 父 夕 山と は 親しい 問 柄で あつたの で、 そ れ から 小 楠 

. 等の 遊歷が 報ぜられ 世話 も頓 まれて ゐた であらう し、 叉 豫て懇 意 な 三 寺 三 作から も 小 楠の 人 

物 ゃ舉識 にっきて 聞知って ゐて、 逢 はぬ 屮 から 餘程 親しみ を 感じて ゐ たからで も あらう。 

(準 介、 以下 同じ y 午後 1;^ 時ン 

四月 廿 二日、 飯 後 昨夜 来の 雨歇 む。 梅 田 來訪。 寝 •  ぬより 福 井 藩 岡 田 順 助 も 来り 五ッ 比迄咄 し、 左の 如き 問答 

も あり。 

梅 S との 間 答  梅 田 問 ふ。 眞 正の 舉を爲 さ，^ と 志す 者、 或は 陽 明に 陷り、 或は 功利に なり、 崎 門の 弊 も 此の 擧を 天下に 廣 

めた き 念願に 相 見え、 懷慨氣 節の 士 となる は 何れに 落着すべき や。 

(小 楠) 

先生 答 ふ。 人 は 初志 こそ 大切 なれ。 人 を 治む る 上の みに 懸 るが 功利に 歸 する。 故に 先づは 己が 明 德を人 も 

缠様 なれ かしと 存じ 立つ るより 新 民に 移る が 直ちに 眞 正の 舉 なり。 人 を 治む るに 眞赏 立てば 先づ 己に 引返 


i:e 準 介 


钢齋 及び 成齋 

の 墓に 詣づ 


所拜^ 


■ し 功夫 を 下す も 同じ 事な り。 故に 重々 志 をた めつ ながめつ 見ねば ならぬ 事な り。 

岡 田 は、 越 前 藩 懦吉田 涕藏の 弟で、 同藩 稻葉 家老の 家 ぼ。 學識も あり 氣概 にも 富める 人 だ。 

彼 も 亦斯く 早く 小 楠 を 尋ね 來り、 こ の 後 も 幾 回と なく 來り訪 ふの は 梅 田 及び 三.. > の^で 小 稲 

を景 慕して 居 り、 な ほ 今回 小 楠が 福 井に 往 くこと を 聞かされた 爲 では あるまい か。 

g:ni:: 廿 三日、 晴。 朝飯 後 古門前 御屋敷 白 杉專九 郞を訪 ふ。 先生 御 知 昔 故 酒 飯 杯 出され 晝 比まで 咄す。 极取 

栗 崎敬藏 同席な り。 それより 祇園 八 坂の 塔に 行き 梅 田を訪 ひ、 暫く 咄 して 同人 同道 淸水 寺に 詣づ。 次いで 大 

谷より 鳥邊 野の 淺兑 翁の、 それから 歌の 中 山淸閑 寺の 西 依成齋 翁の 墓に 詣づ。 同處 にある 高 介" 院の 御陵に も 


參拜 す。 側に 小 督の塚 あり。 寺 は 至って 小さ 


穴の 名の 如く 清閑に て院の 愛させ 給へ る枫 あり。 M 


(午後 十 時〕 

三十 三 間 堂.. 大佛 跡な ど 兌 物して 叉 梅 田に 立 寄り、 夕食の 馳走に なり、 四ッ比 宿に^る。 

淺見 翁と は 云 ふまで もな く、 山 崎 闇齋の 高弟 綱齋 のこと。 綱齋も 成齋も 共に 朱 子 擧の先 儒 

で、 特に 綱齋に つきて は、 小 稲 は  一 ニハ牛 前、 久留 米藩敎 授本庄 一 郞に 寄せた 書中に、 「山 崎 1： にて 

if 出に 見え 候 人 は、 淺 見 綱齋と 被. 存 候。 名譽を 求めす 貧賤に 安 じ 眞儒を 以て 自任 し、 共 志 の 髙 

尙 なる は 他の 儒者の 及 所に て は 無 >J 幾 ど 北ハ師 にも 劣り 不^ 様相 兑ぇ 候」 と 書いて ゐる し、 5 

稿篇 一 三 一 頁) 叉 成 齋は肥 後 藩 出身で 小 楠の 私淑して ゐる大 塚 退 野の 高足 だから 敬意 を 表す 

ベく 掃 苔した ものと 兒 える。 

四月 廿 四日、 晴、 暖和。 飯 後 井筒屋に 行き 嘉平 同道 御所 を拜觀 す。 晚、 止 善 本末 之 段 御- 
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\ り 


の 醫秦勤 有 同席。 

四月 廿 五日、 晴。 先生 は八ッ 過ぎより 烏 丸 通の 春 日 讚岐守 (潜 庵) を 御訪ひ 成され 

暮 に歸ら る。 晚 西洋 防禦 軍艦 及び 守成の 二 條御咄 有り。  - 

四月 廿 六日、 雨。 晝比岡 田 順 助 来訪 暫く 咄す。 晚、 致 知之傳 講習 有り。 

(了 三) 

四月 廿 七日、 朝飯 後霽、 晝 過より 强雨。 晝比岡 田 來訪し 同道に て 中 沼 良 藏を訪 ひ 

夕方 迄咄 す。 明日 御所 行の 義 にっき 井筒屋 来訪す。 

中 沼、 號は突 園、 京都の 儒者、 初 朱 子學を ま. じ、 後 陽 明 學に歸 す。 慶應 三年に は彰仁 親王 

の 下に 參與 となり 鳥 羽 • 伏 見の 變 にも 同 親王の 參謀 として 從 軍す。 明治 二 年に は 侍講、 三年 

に は 昌平 學校 一 等敎挖 となり 北 白 川 宮に伴 請す。 後に は隱栖 して 家塾 を 開き 明治 サ九年 六十 

九歲 にて？^ し、 大正 四 年 正 五位 を 贈らる。 

小 楠 は 此の 遊歴より 歸國 して 間もなく 中 沼に 書面 を 遣 はした と 見えて 左記 中 沼の 返 誉が横 

井 (時 靖) 家に 藏 されて ゐ る。 

愚墨敬^！^仕候。 逐レ日 寒 候 相 他 候處、 愈 御 靡 强被レ 成-御座 一 奉-敬 賀- 候。 陳ば 中秋 御 認發相 

，成 候 鴻翰赏 月朔日 京、 jiT 卽拜該 仕 候。 遠方 之 所 能 も 御蔷問 被： 一成 下 i 御 芳情 保 忝 奉- 感 佩- 

候。 陳ぱ御 廻歴中 至極 御 無難に て 御機嫌 克御歸 國相成 候 趣、 珍重 耷レ存 候。 御旅 中 は 終始 炎 

暑中 嘸々 御 困 被レ成 候義牵 -遙察 1 候。 且 又 御 國之上 御來客 杯に て 日々 御 應接等 御 寸隙 不レ 

被 レ爲レ 在 候 趣、 嘸々 之 御義と 奉， 1 推察 一 候。 併 諸 國御廻 歷 諸 藩 置 哲御交 且又 山川 風土 御目擎 

被 レ戍候 得 ぱ定御 徳義 之 一 助に も 可， 1 相 成 一 羡敷奉 レ存候 0 野 拙 義も赏 七月 家父 於， ー國 許， 致-死 


御所 內侍 所の 

御殿 を拜す 

春 日 を訪ふ 


また 春 日 を 


2? レ >**,i*  & え、、 

ス！ 


0 右に 付 早々 致， 1 歸^, 候處 彼是 長 滞留 相 成 稍 先月 京 仕 候 次第、 且又 t 京 後 も 角繁 S 

取紛、 意外 致鲁 及，, 延引， 候 段 御寬量 可い 被レ下 候。 扱 御上 京 之 節 は 毎々 弊 蹬ぇも 御货來 

被 ：1 成 下 一 御高 論共释 騁、 千 萬 忝 牵レ存 候。 併 何 之 風情 も不， I.S. 上， 候處 却て 御 挨拶 被-仰 下； 

赧餌之 至 御座 候。 1^ 角 何：^ も 早々 之義 にて 何等 承 度義も 山々 御座 候 處御德 量 底 蔬创^ 候義 

此耳甚 残念 奉レ存 候。 獵乂御 再遊 も 被 レ爲レ 在 候 節 は 必御立 寄 重ての 御 議論 承 度 奉レ禱 候。 此 

度 は 御 同伴 之 御 雨^え は 致 書不， 1 申 上， 候 間、 老 契より 宜敷御 致 聲被レ 下 度 伏て 牵， ー顾 上-候。 

先 は 右 贵報迄 草々 如 レ此御 鹿 候。 不宣。 

十一月 廿 一日  中 沼 了 三 

横 井 平 四郎樣 

梧 下 


, . ,  (午前 十 時) 

四月 廿八 rn、 晴。 岡 田 及び 梅 ffl 來訪。 四ッ 比より 井筒屋に 行き、 嘉平 父子 同道に て 白 川 殿御 館に 出で 麻 上 

下着 用して 御所 內侍 所の 御殿 を拜 す。 また 白 川 殿に 歸り 着替 杯して 下 加 茂に 行き、 同所 水上の 茶屋に て 中飯 

(小 摘) 

す。 それより 先生 は 直ちに 春 日 讃州を 訪問せられ しが、 自分 は 安靜と 同道に て ニ條城 脇の 越 前 屋敷に 行き！！ 

田 を 誘引して 卷日 宅に 行く。 讃州 は聰敏 明達に して 甚だ 虛懷の 人物な り。 簿暮 Jg 途 w 條の 夜店 兑物。 

四月 廿 九日、 晴。 先生 は 梅 田に 御 出。 ^、 梅田來 る。 

w 月 舟 日、 晴。 先生 早飯 後卷 日を訪 はれ、 暮に 及んで 歸ら る。 晚、 梅 田 來訪。 

五月 朔日、 朝 曇、 賽晴。 井筒屋 叉 之 進の 案內 にて、 神泉苑 • 妙 心 寺 • 龍 安寺 • 北 野 . 平野 金閣寺 . 紫野大 
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千 手 謙齋訪 g 德 寺より 上 加 茂に 行き、 歸 途今宮 の 社に 詣で、 薄暮 歸宿。 光生 は 千 手 謙 齋へ御 出。 晚、 梅 K 來訪。 

千 手賺. 箭、 號 旭山、 山 崎 派の 儒者、 日向の 人、 京都に 講說 す。 安政 六 年 八月、 七十 一歳に て歿。 

び 再び 大阪に 橋 本 左 內と會 見 

五月 二日、 雨。 先生 一 人に て 早朝 大阪へ 御 出。 

五月 三日、 雨。 先生 大阪御 滞在。  ♦ 

五月 四日、 時々 雨。 同上。 

五月 五日、 晴。 同上。 

小 楠 は 笠. 德富を 京都に 殘 して 搏 び 大阪に 赴き 右の 如く 滞在した。 其の 間 彼は旣 記の 如く 

大久保 要に も面會 したと 思 はれる が、 當 時 緖方洪 庵に 就きて 和蘭舉 及び 西洋 醫術 を舉 びつ X 

あった 橋 本 左內と 二回 も會 見した。 それ は 左內が 五月 十日 付で 大阪 から 福 井に 在る 岡 田 準 

. 介に 寄せた 書面 の 中に、 「拉 於， 當地 1 横 井 氏 三 曰 滞留 被， 致、 其 問 二度 對話仕 候。 愈 其 造詣 之 深き 

様 に 被：， 思 候」 と あるに よりても 確 だ。 之に 據 ると 小 摘 入洛 後 度々 訪問 交驩して ゐた岡 田 は 

此の 時 はもう 福 井に 歸 つて ゐ たので ある。 小 楠と 左 內と會 見す るに K 土った 經緯は 能く 分ら 

ぬが 恐らく は 岡 田 が 媒介した であらう。 小 楠が、 年 僅か に 十八 歳の 息子の 様な 左內と 二度 も 

會兑 したの を兒 ると 兩 者の 問に 肝膽相 照らす ものが あつたと 見える。 左 内 は 岡 田への 書面 


小 楠、 左內に 

熊 本 遊 學を勸 

む 


奥山 靜叔 


左內 より 柬篁 

へ の 書簡 


中に 小 楠から 聞いたら しいが、 大 久保耍 及び 其の 主 土 屋釆女 正の 人物評 を軎 いて ゐる。 なほ 

h 魂 はお 內に熊 本の 奥山 靜叔 を師 として 學 びて はどう かと 勸 めた と见ぇ て、 北ハ の 書中に 左の 

如き 一 節の あるの は 頗る 面白い。 

隨井被 レ巾装 は 熊 本に て 奥山 靜叔と 中 候 人當節 切りに 蘭 擧相唱 へ 、 横 井な ど は 蘭 醫方を 隨分 尤もに 致 候 故 折 

0 一字 1^ 明、 敎授 力) 

角 世話 致し 蘭學 生な ど 四 五 輩 も 吾 塾 中に 被レ. B 候て 彼 奥山 氏 □□ 致し 候 由。 右 奥山 と 巾 候 は 絡 方 氏 門人に て 

長々 塾長 致 居候. Q 。其 故 小生に も參り 候て は 如何と 申 事に 候。 乍レ然 小生 一 身に て 決 候 事 は 和 成り 難く 候故乂 

々他年 罷出候 事 も 可 レ有レ 之 哉、 當年は 迚も 御 藩へ 罷出候 事」 ハケ 敷と 存 居候 .3 申 I は 候。 

奥山 靜叔は 天 保 八 年 緒方洪 庵の 門に 入り 在學十 年に 及んだ が、 其 の 間 洪庵は その 大成す ベ 

きを 識り 拔擢 して 塾長と なすこと 前後 五 年であった。 弘化 三年 熊 本に 歸 りて 侍 醫 となり、 一 

方に は 諸 生 を 誘掖し 蘭舉. 蘭 方 を敎授 し、 明治 三年 醫擧所 創設 さる i や 共の 敎宵 となり 肥 後に 

於け る 蘭 方の 鼻祖と 稱 せられた。 小 楠と 同じ年に、 同じ 京都で 刺客の 難に 遭った 大村 益次郎 

が 未だ 志 を 得すして 四方に 浪 遊して 熊 本に 來た 際 、奥 山 は 緒 方 塾で 相識る の 故 を 以て 厚く 之 

を 遇し 己が 家に 寄食せ しむる こと 數閱 月に 及んだ と 云 ふ 事實も ある。 右左 內の 書面に 據る 

と 小 楠 は 左 內を奧 山に 入門せ しむべ く、 今 回の 遊 *g からの 歸 りに 肥 後へ 同行 を勸 めた ではな 

いかと も 思 はれる。 處が 「叉々 他年 罷出候 事 も 可， お 之 哉、 當 年 は S も 云々」 と 云って 餘り乘 

氣 でなかった かに 見えた 左 內が在 幅 井の 恩師 吉田 涕藏に 左の 寄狀を 寄せて ゐる。 
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一 八 八 

愈 御壯健 奉賀 候。 陳ば 西遊、 親許 候に て は 無レ之 候。 因て 當時 は歸^ 

之 義も巾 不レ遣 候。 且亦 西遊 之 義不レ 許 は、 親義 明後年 江戶 詰に 相 成 

候 順番に 御座 候 故、 左 候 得ば 小生 來年熊 藩 え 罷 出直 に 來年暮 に 罷越 

不レ巾 候 は で は 不レ叶 候 故、 其より は今暫 見合 申 度 心底 If レ之 も難レ 斗、 

何分 小生え 來簡之 趣に て は 半信半疑 之 様に も 被レ察 候。 此後 小生より 

1毋 々中越、 先生 も 御 處镫被 レ下候 は ^ 幸に 西遊に 相 成 も 知れ 不レ 申。 

且叉 今度 不， 1 相 叶， 候 は^、 未熟の 小生に 候 得ば 何分 来年 春 迄 精々 蘭 

擧 研究 致 居、 其より 罷歸來 年来々 年と 一 一年 受 -1 敎函丈 I 其より 亦々 西 

遊 之 事 父え 申出 候て は 如何。 何分 御高 判 奉レ希 候。 右 氣付候 儘 一 筆 相 

認候。 頓首。 

九月 朔日  橋 本 左內. 

蒙齋 先生  . 

函丈 

蓋し 大阪に 在った 左 內は嘉 永 四 年の 冬 父 病 息の 報に 接 

して 歸鄕 し、 翌五年 は 父の 病に 侍する 傍、 之 に 代りて 診療 に 

も從 事して ゐ たが、 父 は 其の 年 十月に 殁 したの で、 右 書狀の 
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r も： レ 

》ノ  -s,. ゾ巧 i"  T も . P 屯 

i,4  t  i.^.T^  t^- 
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九月 朔 HI は 必す嘉 永 四 年の それで、 左 內が小 補と 面會 して 

より 四 ヶ月 後の 事で あらねば ならぬ。 之に 據 ると 左 内 は 

|は？ 本に 遊舉の 意志が 頓に 動き 吉田も それに 同意して ゐた 

II  -{ノ や，  が、 父が 許さなかった らしい。 其の 內父 病殁 したので 熊 本 

行 は 自然 沙汰 止みと なった ので ある。 若し 左 內が熊 本に 遊舉 して ゐ たら 後記 吉田松 陰の 來 

旨に 於け るが 如く 熊 本 は 彼に 何等かの 印象 を與へ もし、 叉 彼 は 熊 木に 興味 ある 記事 を殘 した 

であらう と 思 はれる。 


人材 大拂底 


ヌ 復 京都 に 

五！：：： 六日。 先生 晝頃 大阪 より 歸ら る。 

ヒの ロト 摘 は 家庭 はじめ 處々 に數十 通の 書戕を 書いた。 その 中に 米 K 是容に 『遊. 歷聞見 

書』 を 贈る にっき 添へ たもの が ある。 (遣 稿篇 「害 德」 一 五) 其の 內容は 該聞見 書に 收錄 され 

てゐ ない 事柄ば かりだが、 特に 大阪. 京都 兩 都に 於け る 飢餓 „ ^の 救 恤 にっきて 細 記して ある。 

飞石こ h 楠 は實舉 者で、 而も 活擧 者で ある だけあって 斯 かる 事柄に 向っての 觀 t もな 力く 

綿密 だ。 此の 米 m への 書狀 中には 是 迄の 遊 應 間に 遭遇した 人物に つきて、 

天下 人ォ ま.^ に大郎 底に て是迄 敬服 仕 候 程 之 人 一 人に も屮 Z 合不レ 仕、 舉意は 勿論 巾に 不レ 及正舉 にても 何舉に 
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て も 一 向に 無，， 御座， 候。 責めて 指 を 屈 候へば 柳 川に 池邊藤 左衞門 .德 山に 井上 彌 太郞. 藝 州に 吉村 重助丄 M 

都に 卷日 讚岐守 • 大阪に 大久保 要此五 人に て 御座 候。 就中 讃岐守 は餘程 才力 明敏なる 人物に て 深 相 交り 咄合 

仕 候。  ， 

と 記し、 叉 其の 「尙々 書」 に 「御 示敎の 酒は大 禁制 仕、 何 方 にても 聊 にても 醉ひ申 様に は 1 へ不， 

一、 三 杯に 相 限斷申 候。 御 安心 可， 被， 下 候」 と 特記して ゐる。 翁に 江 戶遊學 の 折 は 米 田の 忠吿 

を 無視して 失敗した ので、 今回 は 出發に 際し 米 田から 手厳しく 誡 めら れ たものと 兒 える。 

五ガ 七日、 時々 雨。 螯 頃より 梅 K に 行く、 暮 過ぎに 歸る。  ， 

巾 ほ 日 •  五月 八日、 晴。 晝- 頃より 中 沼 及び 春 日を訪 ふ。 暮 過ぎに 歸る。 井筒屋 来り たれば 荷物 造りの 事 を @ む。 

潔 力 を lis  ,^ 

五月 九日、 雨。 晝 後より 梁 川 星 巖を訪 ふ。 夕方より 井筒屋に 行き 饗應を 受け 深更に 歸る。 

以上 約 半 ヶ月の 京都 滯在問 小 楠の 交驩した 知名の 人物 は 多かった らうが、 德 富の 『日 錄』 

にある の は 梅 田. 赛 日. 中 沼. 千 手. 梁 川の 數 名に 過ぎす、 叉此 等との 會 見回 數も梅 田と は 殆ど； 母 日 

.  の やうに 頻繁 だが 春 曰と は 四 回. 中 沼と は 二回. 千 手. 梁 川と は 各 一 回 だ。 然るに 前記 中 沼より 

パ 稲へ の 書面に は 「毎.々 弊 廬ぇも 御 實來被 一一 成 下 一」 と ありて 數回 訪問した らしく、 春 曰. 千 手. 梁 

川と も 右回數 より はもつ とく 多かった と 想像され る。 此の 人達に 對 する 小 楠の 藻 鑑を窺 

II に 映 つて 兒 ると、 春 日 は 京都に 於け る 公家 侍で 諸大夫 及び 志士の 問に 重き をな し、 西鄕 南： 洲も 深 く 

彼 を 欽慕した 位の 人物で あるから、 小 楠 も 亦 彼に 對 して は 亦よ ほど 敬意 を拂ひ 其の 數 回の 訪 


1 


小 楠の 見た 星 


問に いつも 長時間 談を 交へ てゐ る。 德 

だ 虚懷の 人物な り」 と 賞め て あるの は 

記の 米 田 是容に 寄せた 書面の 一 節 を 見 

小 楠の 屮沼. 千 手 觀はど う で， あ つた か 

生 小 傅」 中に 「虽巖 時に 帷を 京都に 下 

下に 留めん と す、 先 生 笑て 之 を 辭し袂 を 

て 新に 起れ る 舉習院 に推擧 する 考で 「 

祓いて は 如何」 と 云った の を 小 楠 は 見 

田 松 陰 も 「詩 名 醇 世 然 特に 詩人の みに 

人視 しなかった こと は 勿論で、 越 藩士 村 

の. ® 雄」 だと 評した と あ る、 何 によって 

梅 田 雲濱に 就きて は、 德 富 蘇 峰 は 「小 

じたる 梅 田 は餘り 我意が 強く 謂 は^ 山 

えた 様で ある」 と 云って ゐる が、 小 楠 が 


富の 『日 錄』 中に 日 を 「譜州 は聰敏 明達に して^ 

恐らく は 小 楠の 口から 出た ので あらう こと は 彼が 上 

て も 分る。 

知る. H もない が、 梁 川に つきて は 『小 楠 遣 稿』 の 「先 

し 詩 を 以て 鳴 る、 自 ら 詩に 隱 ると 

拂 つて 國に歸 る」 と ある 如 く、 星 

公家に もなかく 話せる 者が あ 

る 所あって 袂を拂 つて 故山に 歸 

非す」 と 評して ゐる 如く、 星巌を 

田 氏壽の 『關西 巡回 記』 中に 小 

^あるか は 分らぬ が。 

楠と は 互に 相 得な か つた やうで 

崎學者 固有の 短所の み增 長せ し 


云 ふ。 懇に 先生 を 都 

巖は小 楠 を 京都に 於 

る。 先生 留 つて 一 肩 

つた。 然し 小 稲は吉 

以て 決して 尋常の 詩 

浦 は 星嚴を 「^學 屮 


ある、 小 楠の 眼 屮に映 

めて ゐ たかの 如く 覺 

與 へた 書 狀の 「尙々 


嘉 永 六 年 五月 三日に 岡 田 準 介に 

書.」 に、 「梅 田 至 困に 付 御 助力 被， 成 候 由 御 厚情 之 御 事に 奉， 存候。 此 人不， 和 替ー偏 固に 御座 候 段 

迷惑 成る 人物、 扭々 笑止に 奉， 存候。 水府 御開 運に 就て は 尙更氣 力 を 張り 可， 巾 候。 此 種の 人 程 
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致し にくき は 

に 寄せた 書 面 

儒者 之 情 態 一 

念 を 抱いて ゐ 

に て、 翌ハキ 三 バ 

に 相容れ ざる 

の 肥 後 藩 士 松 

仕、 粗 其 人を盡 

俊 も P -」 |!l 候 は 

梅 W の 小楠觀 义梅 田が 滯京問 

書に 對 して 小 楠 

く！  i 井に 行く から：) 

■ 諸 子 無：， 程 御對面 
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笑 

田 
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こ 

力 

戶 

力 

一一- ョ； 1 

力 

て 


ま 候。 御 一笑々々」 と あり 

れ にも 梅 E のこと を 「此人 

耐不， 申、 聊 附記 供， 二 笑 一」 


鼙索居 近来 退歩 之 

て 訣別 元の 索 居と 

る。 _ ^日. 中 沼. 千 手" 

も 見出し 得ぬ。 


と 

、 

ロカ 

、し 

梁 


様に 見える 

て 交 り、 安 政 

つたの か遂 

i ク 1ヒ r\ 

力 、レ- -V  の 

處 誠に 可， 恐 

存候間 爲， 1 御 

楠 を どう 兑 

れて問 もな 

成 可， 中 候。 

持 之 候 處- 

成 遣 恨 無， 量 

川 等が 又 小 


. 蓋し 

四 ハ牛正 

に 推服 

吉 S 松 

人物に 

<f や 申 上 

てゐた 

い 嘉 永 

赏に英 

諸子 切 

摘 を ど 


雲 

塗 

力 

う 


と 
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云 

こ 

と 


、(遗 稿篇 一九 

に 正直 を 

ゐ るの 

て 


つ 

つ 


て 


至 

の 


の 
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之 質、 精 

之 力に 

るの を 

觀 察し 


よ 

た 


す- 

力 


は、 士  2 

0 に 

，义安 

に も- 

ど を 

者 力 

五 日 

擧、 一 

一 振 
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二 頁) 叉 同年 七月 十 

かざり 陰に 利 心 を 

を兑 ると S 稿篇ニ 

3 松 陰 は 彼と 嘉永 

彼の 慰問 を 受け ま 

政 四 年 三月 二十 五 

■ 「梅 田 源 ニ郞事 一 

て 遠け 0a  ^ に 

兑 ると 小 楠の 梅 田 

ら福 井に 歸 つた 岡 

付に て與 へた 返書 

世 之 高材と 不， 堪， 一 仰 

躍 跬步を 進め 巾 候 _ 

から 小 楠 を 長 敬して ゐる ことが 分 

りたい 所 だが 之を微 すべ き 何物 を 


三 日 に吉 田涕藏 

さしはさ み、 都 會 

0  0 頁) 稍輕 侮の 

六 年 十二月 京 都 

でした が、 性格 的 

日付に て 在江戶 

年 程 も 同席 同 臥 

も 御 勘考 可， 存， 之 

觀 は當然 らしい。 

田 準 介より の來 

(小 浦 一 行 近 

の 中に 「熊 藩 之 

感一 候。 僕久敷 離， 

. 併邂返 暫時に 


ダ 退京 近 江 I 伊勢 

大津 I 他 在  五月 十日、 雨。 飯 後 梅 a  • 秦 勤有來 る。 兩人 同道に て 大津に 向け 京都 出立。 三 竹 敬 介 • 淸水 立：： 13 に 別る、 

(正午)  (立 竊、 iKm"f の 老儒で、 I 一" is の £ 父) 

井筒屋 父子 白 川 橋 迄 送る。 大 律に 九 ッ 過に 着。 直ちに 上 原を訪 へば 酒杯 出づ。 夕方 三 井寺に 行く。 晚、 咄。 

へ -ト.  で 

五月 十一 日、 曇、 風 冷。 鈑後 湖上に 舟 を 浮べ 膳 所の 城下 を 過ぎ、 ？ より 石山 寺に 行く、 風景 絕 怯。 晚五 

八き 

ッ 過ぎに 歸る。 

五月 4- 二日、 時々 小雨。 四ッ半 大津 出立。 梅 田 .秦. 西 依に 別る。 三 上 山. 鏡 山 • 比 良 • 比 叙 等 を 眺め 

石 部  つ X 瀨田を 過ぎ、 草 津 • 梅 ノ木村 を 經て石 部に 着き、 八幡 屋吉 助に 宿る。 

梅 S と 分袂  小 楠 は 別れ を 惜しみて 此處 まで 送って 來た梅 田と 遂に 袂を 分かった。 梅 田が 前記 岡 田へ 

の 書面の 「尙々 書」 に 「僕 も 風邪 中 她强熊 本 客人に 應接、 出發之 節泥路 踏破し 送り 候 故 か 邪 

氣再發 、執筆に 懶く亂 筆忽略 御， 取捨 可， 被， 下 候」 と 記して ゐる。 德 富の 『日錄 j を兑て も 五： z: 

九日 以來は 雨 勝ち だから 「泥路 踏破」 の 狀が思 ひ 遣らる，^。 小 楠 一行に 對 する 梅 田の 心盡 

くし は 並大抵ではなかった らしい。 其の後 小 楠と 梅 田と に は 時勢の 移る に從ひ 思想 的に 次 

に 疎隔 を 生す る倾 があった が、 分袂 後 七 年の 安政 五 年 九月 梅 田 は 捕 へられて 遂に 刑せられ 

た。 小 楠 は 同年 七月 頃 春嶽の 聘に應 じて 越 前に 赴く 途中 京都に 立 寄り 當時滯 京 中の 橋 本 左 

內に は面會 したが、 此の B (の 彼 は 開 國論を 主張して ゐた 程であった から 梅 田に は面會 しな か 
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まに 至る、 平 
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つたら しい。 ra^ して さう であれば 今回の 邂返は 逢 ひ 始めの 逢 ひ 終りであった。 

今回 小 楠の 投宿した 石 部の 客 舍は天 保 十 年 出府の 途 一 泊して 其の 壁 上に 糊せられ てあつ 

た 父の 名札 を 見、 感恰 極まる 七絕ニ 句を賦 した (本篇 五 一 頁) 時の それで あ つた か 否や 德 富の 『日 

錄』 では 分らぬ が、 兎 に 角 十二 年 前 を 想起して 感慨無量であった であらう。 

五月 十三 日、 晴。 早朝 出立、 樱川 • 田 川 を 過ぎ、 水口. 大野. 土 山 を經て 山路に 懸り 暫くして 鈴 鹿 峠に 至 

る。 茶屋の 女 共に 無 鉢に 引 込まれて 心なら す 餅な ど 給べ 先生 も 同じく 酒 を 汲まる。 一 笑して 坂 を 下る に 頗る 

險 なり。 坂の下の 驛を 過ぎ 「せき」 の驛 にて 束 海道 勢路の 追分 あり、 右に 折れて 楠 原の 驛龜屋 彌兵衞 に 宿 

泊。 「道，！ 千乘 之國， 敬 レ事而 信」 の御咄 あり。 

五月 十四日、 晴。 早朝 楠 原 出立。 椋本 .窩 田 を 過ぎ、 津の北 町、 大和 屋喜 三郞へ 投宿。 書 一 |1ノ 十 iWli 藤 方 

へ 紙面 を 遣 はす。 夕方 平 松 喜藏宅 へ 行き 暫く 咄す。 

平 松 喜藏、 諱は 正憝、 號は 樂齋。 津藩醫 河 野道 億の 第 四 子で 寬政四 年に 生れ、 歲 二十に て； 牛 松 家を嗣 いだ 0 夙に， K 學を 

尙び經 世に 志し、 學は 博く 古今に 通じ 和漢 を該ね 餘カ梵 典に 及んだ。 藩主 高 兌建學 中興の 時に 際し 總敎藤 堂 光寛 を 輔け學 

政 を 振作して 功 あり。 後大横 a を 以て 度 支の 事に 參 する や 亦 大いに 功績 ありし も 謗議讒 構の 爲に罷 めら れて 閑地に 就い 

た。 而も 文敎 作興の 念 休まず 諸 書 を 版 刻して 四方に 頒ち士 風を勵 まし 錄德 涵養に 资 した。 尙有道 館に て 『勢 治 通鑑』 を 出 

版した も 亦 彼の 功で ある。 天 保 九 年 郡 奉行と なった が、 この 時 申 • 酉 雨 歲荐饑 の 後 を 受けて 餓死に 瀕する 者が 多かった の 

を 彼 は 本草 家に 詢 ひて 草木の  <= -に堪 ふるもの 数十 種 を 得、 其の 薄 鹿の 方法 を 研究して 之 を 救った ので 津藩 のみ 其の 悲慘を 

免れた。 嘉 永の 交 擢 でられて 督舉參 謀と なり 大いに 武技 振興に 功が あつたが 嘉永五 年 正月 二十 六日 年 六十 一 にて 歿し、 "口 


和 三年 十 一 月 十日 正 五位 を 追贈せられ た。 

山 田に 宿泊、  五月 十五 日、 晴。 津 出立。 雲津 • 六 軒 • 松 坂. 櫛 田 • 稻木 • 小 畑 • 宮川を 經て山 田 外宮 前の 野田屋 茶に 宿 

足代 權 太夫 を 

訪ふ  泊。 夕方 足代 權大 夫へ 行く。 此の 人 甚だ 洒落に して 志^り 專ら 海防 を 心 懸け 居る とて 種々 文献 を兑 せらる。 

門人 多く 書籍 山の 如く 積み あり、 寫本 交お ^ のこと を 相談す。 紀州領 松 坂の 住人 世 古 喜 平. 林 周 防 外に 五六 is 

同席す。 

足代 權 太夫、 名 は 弘訓、 寬 居と 號 す。 世々 勢の 外宮 祌官を 勤め 國典學 者と して 著れ た 。彼 は 本 人； 牛 • 同 庭に 就き 

國典を 究め、 屢" 京に 上り、 江戶に 遊びて 斯道の 研究 を 怠らなかった。 人と おり， 介で 守る 所 く、 學に 門戶を 立てざる を 

特色と したので 創作に は 乏しい が 其の 考證 した 所 は. K に 千餘卷 にも 及んだ。 かくて 彼の 名聲は 遂に 雲上に 達し、 或は！： 史 

を 宮中に 講じたり 或は 『六 國史 人名 部類』 を 撰して 之を献 じたり して 幾多の 光榮に 浴した。 晚年洋 夷の 跛 凰 を 愛へ て 之に 

處す るの 道 を 講じ 國 家の 爲に 建く す 所が 多かった C 隨っ て諸國 志士の 彼 を 訪問す る 者 踵 を 接し I 嘉永六 年に 吉田松 陰 は 二 

度 も來訪 して ゐる 1 中には 逗留す る 者 も 多く、 條慨談 にて 夜 を 徹する こと も 珍しくなかった が 七十 三 歳 を 一 期と して 安政 

三年に 病歿した。 

德 富の 『日 錄』 に 足代と 「寫本 交易の こと を 相談す」 と あ る が、 歸 國後小 楠 は それ を K 行 

した ことが 横 井 (時 靖) 家 に藏 せられて ゐる 足代の 書簡 六 通に よりて 分る。 共 等の 內容は 多 少 

足代の 害簡 輿 味が あるから 全部 を 左に 揚げよう。 

- 其の 一 

昨年 津. 名 古 や *彦 根 • 福 井 • 金： ままで 御 出、 敦賀吉 田 總左衞 門 方に 御 逗留、 夫より 長 州へ 御 出の よし、 御维記 物も屮 I 來 

候よ し 何と ぞ拜見 仕度 渴望仕 候。 今年 吉 H 氏 男 鲣之助 江 戶へ參 候よ しにて 拙 方へ も 入來、 吉 S へ は 其 後 度々 御文 通 も 御座 
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候 やう 相 33 申 候。 吉田も是迄^^くれ候人皆た^-書物ょみ の みに御座候所、 食 兄に は挤 別の 御 人材と 殊外 感心 致し 候 趣 くれ 

ん， \ 中 こし， k 尺。 下 5^ は 神 i にて まことに 展 龍の 伎に 御座 候へ ども、 衰世の 風俗な げかし く. 1 新の 時 も あれ かしと 相 願 申 候。 

夫 故 御國の 御風 を かねん， \ 相 慕 候 所、 昨年 はお も はず 得 一一 贵.？ 誠に 本望 相 叶 中 候。 何と ぞ御 約束の 眷物 は遂々 御 贈 被 レ下度 

候。 せめて 眷物 なりと も傳へ ぉき候は^-、 また 用 立 候 時 も 御 班 候 はんかと 祀人犬 を： 愛 ふるやう なる 事の み 申 居候。 御 一 笑 

可 レ被レ 下 候。 以上。 

足代 權大夫 

其 の 二 

尊 藩の 事 を 記し 候 書物 は 

銀臺 遺事 肥 後 物語 肥 藩 搭穗集 農 人 袋 

右 il 部の 外 所持 不レ致 候。 外に あまた 可レ有 1 一 御 班 一 候、 何と ぞ拜見 仕度 奉レ願 候。 

ひたち 帶 

御 話の 後此 著の 事江戶 へ^ 遣し 候へ どもい まだ 手に入 不レ. ffl '候。 何と ぞ 一 部御寫 させ 被レ下 

度 候 ◦ 

井 渾幡龍 子 

此人梅 驚に 御座 候 。白 石 先生 佐久間 氏へ 被 レ贈候 手簡の 內に舉 問に て 罪 を 蒙られ 候よ しみえ 

中 候。 何等の 子細に て 罪 を 得られ 候 や、 御！： の 人に 候 間 御 示 敎被レ 下 度 候。 

足代 植大夫 

北； の 三 

學 者に は 一 人 も 人材 I に 之 必竟蒈 物よ みに て 笑止 S よし 被-仰 聞； 其 通に 御座 候。 敦賀吉 3 


そ 々 w^lc 力 

rii  r  》 る 

んマ K 

, ^ん ,^iA.  Mtc 

oih<4  Is?" 、汴 


足 

弘 

よ 

ヽ 

摘 

の 


f  -れ <S ず あ さ 4 み 

「お？ 4. ま J« 

-nYk  -吟 

るォ？ A  ^iiff-rt^fe 

i あ JiT- な f 


鲁 


hi 

時 

靖 


は 如レ命 見識 ある 人に 御座 候。 子息 も 皆 才子と みえ 中 候。 小 子 歌の 義被 ：i 仰 開ー 候 ii; 责 命の！^ 

短册十 葉した、 め 上 仕 候。 た  >  し 欲よ みに て は 無-御座 1 候。 氣の むき 候 時 無題に て 出 傍 

題に よみ 巾 候。 ある 方より 御 尊に て. W. 上 候 小 册懸， 1 御 目 1 候、 御 一笑 可 レ被レ 下 候。 

足代 植大夫 

其 の 四 

彥根は 先 侯 多分の 金銀 御た くばへ 被 レ成候 所、 赏侯民 を くるしめ たる 货は にあらず とて こ 

敦贺. ft 田 左 衞門男 

と- ^-く 御- g 分へ 御 分配 被レ成 候よ し、 吉 E 禮之 助. ffi. 候。 此事 實說に 御座 候 や。 長 州 は あま 

り出來 過に て 一 昨年 北 國米を 五十 万 石 も御賈 入、 それ 故大坂 始諸國 とも 米 高直に 相 成、 洒 

も 一 國 の 洒造を 御と め 他国 洒を御 買 入 ゆ ゑ 諸 國洒高 _ ^に 相 成、 お 御 國の爲 のみに て 他^ 

は甚 迷惑いた し、 それ 故關 m のき こえ あしく、 家老 衆 も 江戶へ 下られ 候な ど \ 風 間 仕 候。 

實說に 御座 候 や。 

足代 權大夫 

其の 五 

目 

水戰 秘訣 輕兵操 練 騎兵 操 練 概兵操 練 迭魯 乙的兒 一 生 記 異匪 犯境錄 侵犯 事 略 

右 は 一 部 も 小 子所藏 御座な く 候。 もと 伊勢 人 只今 は 江 戶に居 申 候 松 浦 竹四郞 と. S. 人 今年 拙 方に 久しく： 候 C 此人 海防 家 

に 懇意 多く 御座 候。 艇 遣し 取 出し 申べ く 候。 

足代 櫂 太夫 

因に 「書目」 は 小 楠の、 「右 は 一 部 も」 以下 は 足代の 害き たる もの。 
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其 の 六 

sin 十七： n 持参 

福 島 氏 家來歸 國 にっき 御 狀忝拜 見 仕 候。 先 以御萬 安 奉- 恭喜， 候。 葡冬 さし 出 候 書物 御 入手 被レ下 候よ し、 猶又 

南 亭餘昔 五册 靑出 閑話 ー册 

右二 部御寫 させ 被レ 下御惠 贈、 千 萬 忝 拜受仕 候。 

い づ れも魚 の 誤 多 く 訓點も いか ヾ に存候 へど も、 原本の ま ゝ Jul させ * 候。 

近時 海 國必請 書 五册 

六 之卷は 夢 物， fs にても と よ b  SI 木に 御. 1； 候 

同 補  五册 

右 之 通此度 進上 仕 候、 御 入手 可 レ被レ 下 候。 


高 E 燒茶瓶 一 

右御惠 贈、 別して i 武 へ も 御 献上 の 品の よし 御 厚意 恭拜受 仕 候。 

猫 間 扇  一 一 柄 

右京 都より 頂戴 仕 候 間 進上 仕 候。 御 叱 留可レ 被 レ下候 は 可レ忝 候。 猶萬々 別紙 申 上 候、 御 覽可レ 被，' 下 候。 恐惶 謹言。 

足代 權大夫 

>  弘 訓 

四月 十九 日 

横 井 平 四郞樣 

笠 左 一 右衞門 樣  . 

上記 六 通 は、 それ を 認めた 年月が 詳 かで ないから 順序不同 だが、 其の 一 より 四まで は 札 角に 小 楠の 自記せ る番號 によつ 


穴 神宮 參拜 


再び に來り 

平 松 宅に て齋 

藤 拙 堂と 會談 


た。 一より 五までに は 足代の 署名 は あるが 宛名 はない。 一 • 四 • 六の 行間に 於け る 細字 は 足代の 朱書した もの。 

五月 十六 日、 風、 雨强 し。 大神宮 • 1K 岩戶を 參拜 して 寛2^ 歸 宿し、 暫 

く 木 息の 後 櫛 田に 向 ひ 同地の 米屋 太 郞兵衞 に 宿る。 雲 州の 人林衞 門 と 同 


,  M.1 1 

」$ 


： .i 


$询 もムづ 


•s^ ナ ね 


春 

ヽ 

訪 


事 


家 
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宿。 

五パ卜 七日、 晴。 櫛 田 出立。 晝比 再び 津の 大和 屋に戾 る。 夕方 平 松 方 

にて 齋藤 德藏 列席に て咄 す、 酒 出づ、 跪 八 ッ比歸 宿。 齋藤 は擧派 は朱擧 

なれ ども 全く 功利に 落ち 居り、 先 づ吏才 有る 人と 見 ゆ。 

齋藤德 歲は云 ふ 迄 もな く津 藩の 儒者 拙 堂の こと だ。 餘 りに 

有名 だから 其の 小傳 はこ 、に賛 しない が、 此 の 時分 は餐舉 とし 

て津 藩に 於け る 文武の 舉政 を總督 して ゐた。 齋藤家 は 今でも 

津巿 にある が、 同 家に 『春 星 堂 遠 客 名簿』 と 題した 牛 紙 二 折の 

横 帳が 傅 へられて ある。 これ は 拙 堂が 彼の 茶 磨 山莊を 訪問し 

た 遠来の 客の 姓名 を 自記した もので、 弘化 三年に 起り 慶應 元た 牛 

闺 五月 s^3^^^^ に 終って ゐる。 此の 帖の嘉 永 年 五 

r:: 十五 日の 部に 左の通り 記して ある。 

肥 後 藩 經濟家  横 井 平四郞 

一 九九 
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笠 左 一 右衞 

德富 熊 太 


小 楠 等の 齋藤 訪問 は德 富の 『日 錄』 の 十五 

「齋藤 方へ 紙面 を 遣 はす」 と あるの を 見る と" 

り 十五 日と すれば 山 H 方面に 立つ 前で あらう 

宿した と あるか ら、 談 話 は 興に 入り 時の 移る の 

する 批評 は 恐らく は 小 楠の 口から 出た ものら 

ら 彼が 督擧 になる 前に 長く 郡宰の 職に あった 

らしい。 されば こそ 一代の 文豪 拙 堂 は 吏才の 

小 楠 は津に 始めて 來た 十四日と 再来した 卜 

上述の 如く 夜の 二 時 迄 も 長居して ゐる。 平 松 

ぐ、 平 生 好みて 人に 接し 曾て 城府 を 設けす。 一 

に 藥 り、 老 少 となく 賢愚と なく 藩の 內外 となく 

癖と 曰 ふ」 と あるか ら、 よ ほどの 欵待 振に 居 心 

舍 大和 屋で小 楠. 笠. 德 富 三人が 寢酒 を 吞 んでゐ 

り、 德 富 は 輿地 圔を取 出し こ の 後に まだ 幾國ぁ 


日の 部に は 記して ない が、 津 に 着した 十四日に 

_ 其の 日か翌 十五 曰かと 思 はれ、 齋藤 家の 帳面 通 

リ 平 松 家に ての 會 合に 於て は 小 楠 は 八 ッ顷歸 

も覺 えなかった ものと 察せられ る。 齋 藤に 對 

し い が、 齋 藤 は 小 楠 を經濟 家と して ゐ るの だか 

顷の 治績が 當 夜の 話題の 主なる ものと なった 

二字で 葬られて しまった。 

七日の 兩日 とも 平 松 喜 藏を訪 ひ、 第 二回の 時 は 

の 爲人を 書いた ものに 「資性 溫 厚銳氣 人に 絕 

才 一 藝の士 は懦. 禪. 墨. 篆. 醫とを 問 はす 雜然其 e: 

一 々應酬 して 共 忠憫を 致す。 時人 呼びて 人お 

地が 良かった と 見える。 なほ 此の 津滯 在中 旅. 

る 問に 例の 故鄕 噺が始 ると 歸國 の念荐 りに 起 

るかと 調べて 兒 ると 此の 次の 尾 州から 數 へて 


十三 0 國 あるので 遙々 のこと かなと 何時までも 嘆息す るの で、 小 楠 は七絕 一 首 を賊し - 倦 客 

歸るを 思へ ども 歸り得 す、 尙 餘す 西北の 十三 州」 と 云った と 云 ふ 事 K があって、 小 稲 は それ を 

熊 本の 城呀靜 軒に 報じて 居る。 (遣 稿篇 一 五 五頁參 照) 一 行 は 二月 十八 日に 熊 本 を 出足して か 

ら 今までに 旣に三 ヶ月 を經 過した が、 まだ 彼等の 當 初豫定 せる 旅程の 半ばに も 達して 居ない 

から 此の 後の 行程 を考 へて、 「遙々 の 事 かな」 と 嘆息した の は、 共 の當 時で はさ も ありし なら 

んと 同情 させられる。 

著者 は 昨年 津市 を訪 うて 右旅舍 大和 虽を 尋ねて 0- たら 同市 北 町で 中 町 K 入る 北側の 某 「カフ H 1」 がそれ であるとの 事 

だった。 報し大分模樣^^になっ てゐて 昔の 儘なる は 其の 一 部分に 過ぎぬ。 

十八 日、 晴。 津 出立。 上野 • 神 戶 • 追分 • 四日 市 を 過ぎ、 桑 名船乘 場なる 大 坂屋彌 次左衞 1： へ 宿 をと 

る。 當所は 殊の外 繁華に て 戶數八 千 位。 賤妓 多し。 

ヲ 名古屋 

五月 十九 日、 晴、 薄 暑 0  顷 出帆。 桑 名 城に 着き 葭の 間. 塘の 間の 淺海を 竿に て 四 里 許 行き、 の 川 

(午後お 時) 

口にて 荷 舟に 乘り宫 の驛に 着く。 暫く 休憩の 後 熱 田の 宮に詣 で、 七 ッ頃名 古 屋本町 六 丁 K 錢屋所 次左衞 r に 

投宿す。  . 

小 楠 は 横 井家 發祥の 地た る 此の 名 古 屋には 五月 十九 日から 六月 五日まで 半月^ 滯 在して 

撗井小 楠上卷 傳記篇  二 〇一 


第 七 章 上國 遊歴  二 〇 二 

其の 間 同姓 横 井家 を 訪問したり、 同家の 系圖を 調べたり、 祖先 傳來 の寶物 を觀た り、 其 の 菩 提 寺 

f 1: 姓應對 一 に詣 でたり などした が、 其 の 行動 を 精細に 書留め た 『同姓 應對 一 件の 扣』 が橫 井 (呤 靖) 家 に 蔵 

IP ウ n  一-  r 

されて ゐる。 此の 遊歷 間に 小 楠 自ら 記述した もの \遗 つて ゐるは 恐らく はこれ だけで あら 

う。 此の 全文 は 遺稿 篇 (「詩文」 乙、 S に 載せて あるが 其の 中から 耍點を 摘記して 德 富の 『日 

錄』 の 補 遣と する。 卽 ちその 十九 日の 部に は 左の 意味の 記事が ある。 

右錢 浸に 投宿 直後 鬼 頭 忠次郞 を訪ひ 同姓 懸合 を賴 む。 蓋し 鬼 頭 は 春 日讚岐 守の 門人で 恭 日より 轉 書して 同姓 

懸 合の 世話す る 機 巾し 越した るに 因る。 

,a 威 忠次郎  鬼 敏忠次 郞名は 忠純、 ai- 張 藩士。 弱冠の！2^ぼ小に遊び春日潜庵の門に入り陽明の學を受くること數年にして歸藩す0 參政 

E 宮 彌太郞 (如： 雲) に 認められて 大いに 用 ひらる。 安政 戊 午 藩主 幽择 され 田 宮も贬 せ、 らる\ や 盛に 尊王の 大義 を唱へ て 挽 

回の 策 を 講じ、 後 藩主！： 政を聽 き、 S 宮參 政に 復す るに 及び 儒官に 登用され 機 務に與 つた。 文久 三年 藩主に 從 ひて 京師に 

出で 公武 3 間に 周旋して II 事に 建 痒せ しも、 不治の.：^ に 摇り師 潜 庵の 切なる 勸吿 により 淚を 吞んで II 國し、 間もなく 歿し 

た。 時に 华 四十 三。 

.  五：：：；： 二十日、 夜來 雨、 飯後晴 る。 奥 W 文 次 郎を訪 ふ、 海防の 談 あり。 晝比鬼 頭 忠次郞 来る、 酒 飯 を 出す。 

此の 人 は 先生 宗家 取 紙の 義 周旋す。 夜 は 「鄕 原」 の 高話^る。 

奥 E 文.^ 郞は桐 園と 號し、 嘉永 §1 年より 明 偷堂儒 員たり しが、 其の：^ 前 も 家に 敎授 する や 業 を 請う 者 踵 を 接した 0 嘉永 

五 年 七月 六十 ニ歲を 以て 祸歿。 

『同姓 應對 一件の 扣』 に據 ると、 此の 日 鬼 頭 は 早朝 小 楠の 宗家 横 井 次郞吉 方に 出向き 小 楠 訪問の 事 を 申し 入 


宗家 横 井次郞 

吉を訪 ふ 


れ ると、 後刻 家 來を差 出す との 答であった ので 小 楠の 旅 宿に 來り 共の 3:- を 報じた。 小 稲 は 酒卷を 饗して 鬼 頭 

(？ お. 本 三 横 井家の 一 の 常 主) 

と 談話 中に 次 郞吉の 家來來 り、 鬼 頭よりの 巾 入れの 次第 を 謝し 小楠來 名の 事 は 横 井 牛右衞 門よりも 報知 あり 

て 待 受け 居りた る^ を 述べ、 當主次 郞吉は 當年ト 五 歳に て 幼少なる ため、 方 横 井 次 郞左衞 門 方に 同 し、 

屋敷に は家來 のみ 留守し 居りて 何角內 輪差 支 あれば 廿ー 一日に 來訪 ありた く、 朝飯 後家 來を迎 に 差 出す ベ しと 

の 口上で、 小 楠 も その 意を諒 とし 往訪 を 約した。 

五 n:: 卄ー 日、 晴。 夕方 奥 田を訪 ふ、 不在。 晚、 工夫 等の 御 話 有る。 

五：：：： 廿ニ nr 晴。 飯 後 鬼 頭忠次 郞を訪 ふ。 談 良知. 知 覺. 格 致 や 未發. 已發に 及び 學 話^だ 熱す。 晚.、 當 レ现而 

無，， 私心， の 意味、 鬼 頭咄し 合の 末、 先生え 質問し、 ひいて 放 伐 論に 及ぶ。 先生 今日は 御 同姓 次郞吉 i 七へ 御 出。 

『同姓 應對 一件の 扣』 によれば、 此の 日 四 ッ比次 郞吉家 来迎に 来り、 小 楠 は 同道に て 白壁 町 屋敷 を訪ひ 土産 


として 脇 ；-を 贈った。 次郞吉 • 次 郞左衞 門と 面談し、 晝飯後 『次 郞吉 家系』 一 冊 • 『横 井 一 統系 11』  一 ¥ を 一 

覽し、 それより 酒 看の 饗應を 受け 夕方 歸 宿した。 

德 富の 『日 錄」 にも 小 楠の 『同姓 應對 一件の 扣』 にも 書いて ない が、 小 捕 は 此の 日夕 方 次 

家系 を 賸寫す 郞吉宅 か ら 宿 し、 借 り 来れる 同家々 譜を 自ら 謄寫 した。 共の 家譜 は 『橫井 次 郞吉差 出 之 家 

譜』 と 題して 横 井 (時 3 家 に藏 されて ゐる が、 小 楠 は 其の 末尾に 左の 如く 自記して ゐる。 

嘉永四 年 五 n 二十 二日 時存尾 藩に 至り、 本家 横 井 次郞吉 を訪、 絡て 久しき 親族の 因 を 結、 次郞吉 今年 十六 歲、 

共 人 極て かしこく 悅で管 待し 眞に 骨肉 ナ」 親 也。 則 其 家譜 を 借り 本 町 六 丁目 錢屋所 次 右衛門 旅 宿に 歸り、 翌 一 一 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  二 〇 三 


お 七 章 上 1^ 遊 歴  二 〇 四 

十三 日 八ッ過 比に寫 了。 此日 雷雨 初て 催し 微風 快哉、 酒 三 酌 を擧、 筆 を 取りて 譜 後に 識す。 見者 考へ思 ふべ 

し。  橫井 平四郞 認 

小 楠の 謄寫 した 此の 家系 は 次郞吉 の家祖 たる 作左衞 門の 家系で あるが、 彼 は 『横 井 一 銃 系 

圖』 を も 得たかった の は 云 ふまで もない。 然るに 該系圖 は 伊折 介 時泰. 孫 右 門 寺 朝. 乍左衞 


-耳 ふ. WJV^.S< 逸" 


f おなさ. e  f ?  \g> ゆ 


門 時 久の三 家 外なる 分家に て は 所持 叶 は 

ざる ことにな つて ゐ るので 其の 寫を 所望 

した。 共の 願は總 本家 伊折 介の 許可 を 得、 

小 楠 名 古 屋を辭 して 後、 次 郞吉 によりて 謄 

寫 せられて 此の 年 九月 熊 本に 送り届けら 

れた。 本 系 圖も横 井家に 秘藏 されて ゐる 

が、 共 の卷 尾に も 亦 小 楠 自ら それ を 得た る 

經緯を 記して ゐる。 (本篇 第 十九 章 一 〇 參 


照) 彼 により 是 による も 小 稲の 崇祖の 念の 厚き に は 感心 させられる。 

(神 谷) 

五月 廿 三日、 朝、 雷鳴、 雨、 飯 後晴。 鋭 谷 傳右衞 門を訪 ふ、 不在。 それより 泰毒太 郞を訪 ひたる に愼 中の 

故 を 以て 逢 はす。 薄暮 鬼 頭來訪 したれば 昨 曰の 咄の 「當 レ理無 n 私心， 者 仁 也」 や 郡政嚴 刑に て 人心 を締る こと 

や、 讀 書の 筋な どに つきて 先生の 御咄 有る。 


秦壽 太郎、 名 はせ； t、 字 は 無疆、 松 州と 號し、 『春秋 左氏傳 校本』 を 書して 有名なる^ 浪の 子、 せ や 水 六 年 五月 明 偷堂敎 

1^ 次 座より 敎 校に 上った。 志士に 交り 攘夷 說を 執って ゐ たが、 嘉永六 年 十二月 来遊 途中に 彼を訪 うた 吉 S 松 陰は鄕 人へ の 

書面 中に 州に て訪， 1 秦壽 太郎ー 慷慨 家 なれ ども 疎 豪に して 深 密の談 3 來不レ ゆ 候」 と 記して ゐる。 

神 谷 元 平を訪  五 だ 廿 日、 曇。 飯 後 鬼 頭に 行く。 夕方 鉄 炮塌神 谷 元 平を訪 ふ。 國舉 者に て、 足代 派の 出。 奥 ffl より 酒 看 

Co 

至 朱す 

神 谷 元 平 は 昨日 訪 うた 傳 右衛門と 同人で ある。 號を梧 a- と 云 ひ 味 I 曰 溜 製造 を 業と する 宮商 にて、 の 命に より IT 六^ 

史』 校合の ことな どに 從ひ著 害 も 亦 多く、 維新の 際 士籍に 列せられ た。 

五月 廿 五日、 雨。 害 r 喷奥田 来訪、 談 海防の ことに 及ぶ、 晚は 「大 舉』 「誠意 章」 の 食讀； ^り。 

五 月 廿パ 日、 雨。 安 靜と三 河に 行く。 先生 は 名古屋 に殘ら る。 

梳井總 本家 訪 『同姓 應對 一件の 扣』 によれば、 此の 日 小 楠 は 次郞吉 より 润 衣と 一 僕 を 借用して 三ノ 丸の 總 本家 横 井伊 折 介 

問 

の 屋敷 を 訪問した。 先づ S 人 岩 田小彌 太に 會 ひて 伊折 介に 對 面の 事と 系 Is? 取りの 事と を 巾し 入れた るに、 

委細 相 伺 ひ 追って 返答に 及び 申べ くとの 答 を 得た。 なほ 同家の 知行 所. 墓所. 菩提 TV. 系 圖 の 事な ど を 聞き、 土 

產 として 鎗を差 出して 歸 つた。 

田宮彌 太郎を  五月 卄七 III、 雨。 三 河に 宿泊。 先生 は 此の 日 横 井 次郞吉 家の 菩提寺に 墓参し、 夕方 は ffli 呂彌 太郎を 訪問 さ 

る 0 

『同姓 應對 一 件の 扣』 によると、 小 楠 は 此の 日 早朝から 次郞吉 方に 行き、 家來ー 人 同道して 同. 冢 墓所 三 淵 正 

ゲ ン 

眼 寺に 慕參 した。 寺 は 名古屋 より 北に 當 りて 四 里 半、 小牧 山の 麓より は 一 里 許の 處 にある。 同 寺 はもと 三 横 

横 井 小 稲上 卷 傅記德  二 〇 五 


第 七 寧 上 斷 遊麼  二 〇 六 

井家ので あつたが、 他の 二 家 は それ-^ 寺 を 建立した ので 今 は 次 郞吉の 家 だけのと なった。 小 楠 は 同 寺で 時 

久 以下 代々 の 位 脾を拜 し、 時 久の畫 像ゃ陣 刀な ど を 觀て歸 宿した。 

田宮彌 太郞、 名 は 篤 輝、 後に 如 雲 • 桂 園と 號す 。文武 兩 道に 達し、 陽 明學を 修めた 。慕 末の 際 藩主 を 佐け て內藩 政を改 

革し 外 能く 時勢の 赴く 所 を 察し 維新の 鴻 業に 貢献した。 明治 ニ年徵 士參與 となり 同 四 年 病 を 以て 歿す、 年 六十 四。 如 雲 は 

,  .  始中奧 小姓より 累進して 執政と なる までの 五十 年間 職を轉 ずる 事 二十 一回、 解かる X 

^人 な > ；," や  事 六 回、 幽閉 さる .丄 事 三回に 及び、 其の 生涯 は 頗る 波瀾に 富んで ゐる。 明治 十八 年從 


ブ： 加. や， ん，、 

鍵？； が V せ  彌 
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太 


よ 
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四 位 を 贈られ、 同 二十 三年 孫 鈴 太郞に 男爵 を 授けられた。 

(午後 二 時) 

五 n 廿 八日、 雨。 三 河より 八 ッ頃歸 名す。 先生 奥 田 方へ 御 出の 由に て 夕方 

御歸り あり、 それより 段々 御 咄^る。 昨夕 訪問せられ たる H 宮は 年齢 五十 位 2 

當時 町奉行、 人と 爲り 沈靜 にして 明敏、 實に國 天下 を 荷 ふ 忠誠の 人に て、 左 i 

の 御對話 ありた る 由。  一 

田宮問 衰世 中 一 小吏に して 君へ 奉公す る 如何。  一 

先生 答 舊典を 守り 新に 事 を 起さぬ ものな り。 舊典衰 敗に 力 を 入 るれば 下 

民 も 自ら 締る。 上 君 上に も 罪 を 取る こと 無し。  一 

田宮問 治 國の根 原 如何。 

先生 答 大臣より 事 を 興して 君 意に 出で ざる 時 はこれ 根 無き の 政 故 行 はれ 一 

す。 何卒 君の 非 心 を 正し 君德を 補佐して 大臣た る もの 事 をな したき ものな- 


タ ^  一  ^4f7^ffi の 

す w お-;^ 


書 


井 
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田宮問 國家は 勿論 町家の 事と 雖も 望觀の 御說を 承りた し。 

先生 答 此御 問些と 不承知に 存す。 上た る もの 深切に 下 を 撫育す る ：卉 心徹 

すれば 下より 難 潞は持 出す ものな り。 望 觀說を 請 はる X 镜 面白から す。 

田 宮は小 楠の 答に 痛く 敬服 し、 最 後の 望觀說 にっきての それに 

は 手 を 打って 感心した と ある。 小 楠當時 四十 三 歳、 而 も大 藩の 權 

ほたる 年長の 田宮 が、 年 を 忘れ 自ら 下りて 敎を 乞うた 態度 も 敬服 

す ベ く、 ま た 小 楠の 偉 さも^ ばれる。 横 井 (時 S 家 に田宮 より 小 捕 

へ の 書簡が 一 通藏 されて あるが 右會 見の 事な ど を 記して ゐ るか 

ら 左に 揭げょ う、 本書 面の 日付の 六！：！：  二十 二日 は 小 楠が 越 前より 

金澤へ の 道中で あるが、 彼 は 再び 福 井に 來 りて 數日滯 在した から 

此の 書面 も 恐らく は 其の 間に 受取った ので あらう。 

先 夕 は 初て 御 食 臨 被 一一 成 下 1 候處 暮夜 E 十々 之 御 事 ども、 扱々 遣憾 萬々 御座 候 。乍レ 去 半宵 話 十年蔷 にも まさり、 奴々 種々 有用 

之 御咄共 承り、 歡喜に 不レ堪 奉レ存 候。 爾後 も暫御 滞留 之 由に は 承り 候處日 々狭 掌に 纏 はれ 得拜 芝 を も 不レ遂 、奴々 本意な 

き 事共に 御座 候 ひき。 炎熱 時候 之 處定て 所々 御 涉歴、 今程 は 御 卸 鞍に 相 成 候 半、 彌無レ 恙被レ 成， 1 御座， 候 哉、 千里 之 相思 難レ 

建 奉レ存 候。 于レ時 御 約束. S- 上笸候 人見黎 著述 夕 烟ー册 爲レ寫 申 候 付、 付呈 いたし 候。 至て 愚 筆に て御覽 苦しく 候 半と 其、 段 

山々 御 斷申上 候 。就て は 乍-御 面倒 一 御 約諾 之 赏時西 卅諸國 君臣 之贊否 風俗 之 美 惡等御 筆記 も 出 來候は V 御 內々" お-御 被レ 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  ，  二 〇 七  ； 


奇  い 


U  牧覺 書』 を 

寫す 


渾^  一.^ 藏を訪 


第 七 章 上^ 遊 m 

下候樣 仕た く 奉 レ願候 C 其， 可と や、， -んメ チ^  二 〇 八 

被 = 仰 越-候 I, 存候。 m 首。 - き 爲- 實- 被に 下 候と 申 御 事、 是 ま， 伏 願-候。 ia. 

六 月 二十 二  nz 

尙々 時下 煩 熱、 折角 御自最 一 に 率レ存 候。 已上。  ， 

五是 日， 暴、 時々 雨。 終 I 宿。 『小牧 

一二に つき 先生の 御咄 あり。  一？ 八 口 冗. 。「焉 知 賢才 舉の 章」 その他 

六月 朔日、 雨。 『小 牧靈 為し 終り、 家中 人 數調 をな す。 

メ月ー ず 雨。 奥 m 方へ 「小牧 覺寄』 を 返し こ 一 r く、 七 of  £ナ き 

十八 度小牧 に行き考訂し たる もの こて、 I^^MIiff. 人 iln  二 

き、 名よ？、  ,  10 It 澤田 襲を訪 ふ。 

%  f  次に 傳之着 ■ と 改む、 ffo 1^ 」 

堂に 書法 を 敎授 し、 同 四 年より 御 I となり 明 一 U:.K  i を 以て f し、 弘化 元年より 明偷 

の 遣 取 をな したと f 小 摘より 5 への 雲が；； -iu は ひ "tf 年 五月 同敎 授 とな？ 小 摘 は 別後？ # 面 

右 『小 牧差 は 『村 越 S 長 £ 書：： る。 蕭 「壽」 三 一二) 

I き 時 I に藏 せらが""；：：""" S にて、 2 四 S に 丹念に 細寄 された 書 

尾 藩 之 |彌右衞『 •  iH^ の S 末尾に 小 楠 自ら 左の通りに 記して ゐる。 

..ん ^戈 i§„r..T 牧 長 淑に參 り 及 一一 Ars^ ュ.^ 宴 L て， ito 

いたした る 蒙な り。 MAiifhHMi.  11、  土人に 訪、 

時 嘉永舉 六月 朔曰  • 人に 矛さす 爵文ニ 郞內々 借し を直に寫 取り 了り ぬ。 于 


横 井 平四郞 時；：^  (花押) 

なほ 本書 册 最終の 一 枚の 紙 間に 小 楠が 左の 如く 自記した 紙片が 揷 入され て ある。 之に 據 

ると 本 覺書を 米 K 是容— さなく ば 下 津休也 か 元 田 東 野— に 送った ものと 兑 える。 

村 越 茂 助長 揪覺書 は 殊之外 之 珍本に てい まだ 天下に 流布 不レ仕 幸に 手に入、 則 地理 を^ 圖し、 土人 之 15^ 敷 人々 

研究 仕 しらべ 候 本に て 御 u 候。 次郞吉 墓所 正^ 寺 は 则小牧 山 之 麓 を 通り 申 候 問 一 ト通は 閜仕 候。 荻^！^^り巾 

候 は、. -御 見せ 可 レ被レ 下 候。 已上。 

六月 五日  横 井 平四郞 

六月 三日、 晴。 奥 H 方へ 行く。 鬼 頭 來訪。 

六月 四日、 晴。 鄕 書を認 む。 終日 在 宿。 

次. 郎吉に 書 を  六月 五日、 晴、 七ッ 比より 雨。 整 比 鬼 頭 • 神 谷へ 暇 乞に 行く。 鬼 頭 • 澤田 來訪。 先生 宗家 御 刚事向 濟み次 

與ふ 

郞吉 宅に 左の 書 を 送らる。 

祖 先 以，， 百 戰 之 勞 1 僅 起，， 其 家； 而 子孫 安然 有，， 其 業, 毎 之 露 不 ft 然 起，： 于 內 1 矣。 而 或 怠，， 祭 事 1 或 荒，， 

職 分， 而 逸 樂 以 送，， 其 生； 不：， 取，， 罪 於 神明， 者 幸 也。. 

爲， i 夫 * 當^, 1 擧レ文 講^ 爲 i 。玩 好技藝 一 切 以，， 酖毒, 待， 之 可，， 以進 矣。 

振 三千 年 神州 男兒 之士氣 二， 7 洗六大 洲禽奔 獸 蹄 之 醜 夷； 是 謂，， 大 丈夫 之 志？ 

生，， 皇 國 ー不レ 知，， 皇 國 之 道, 焉 知& 人 之 道； i 嫂 知，， 聖 人 之 道, 則 知， ー皇 國 之 近； 是 道 不 J  r 大地 之 問 也。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  二 〇 九 


第 七 章 上國 遊歴  二 一 〇 

爲，， 橫井君 一書  橫 子 操 

『同姓 應對 一 件の 扣』 を兑 ると、 五月 一 一十 八日 以後 は その 日/ \ の 記事 は 無い が 厘.、 次郞吉 及び 次 郞左衞 門 

方に 行き 種々 祖先の 事 を 聞いたり、 次 郞吉所 藏の時 久の遣 物 を 見たり、 熊 本 横 井家の 起る 以前の 書簡 類を謄 

寫 したり、 横 井家 紋所の 事 を 調べたり した こと を 記し、 なほ 『横 井 一統 系圔』 について は 小 楠より 其の 寫し 

取り を 申し込み たるに つき、 「にわかに 伊折 介 方に て 手 入に 相 成、 其 故 犬に 間取り 迷惑 仕 候 云々」 で 長 滯在を 

餘儀 なくされ たが、 結局 次郞 吉筆寫 して 熊 本へ 送る 事と なった こと をも錄 し、 最後に 次 郞吉の 知行 所 ゃ時久 

の關原 役に 於け る 逸話な ど を 認め、 「六月 五日 迄 之 筆記な り」 と 筆 を 結んで ゐる。 

因に、 小 楠 は 上記の 如く 時久の 流なる 次郎吉 時紀を 宗家と し、 主として 同家に 出入して 風 先 以來の 情誼 を.？！ めた が、 小 

楠の 家に 藏 する 井 姓 常 家系 圖』 に は 時延の 第五 男 時き (時久 のす ぐの 弟) の 子の時.^ が 細 川 家に 仕へ て 肥 後 横 井家の 

狐と なって ゐる。 さう すれば、 次 郎吉の 家 を ふ； 小 家と する の は？ 、しぬ やう だが、 J 横 井家 一統 系譜』 に は 時延の 子に は 時赛な 

る もの は 無く、 却つ て 時 久の第 六 男 某が 細 川 越 中 守家來 となると 記して ある。 小 楠の 『同姓 應對 1 件の 扣』 の 中に も r 彌 

次 右衛門 時 卷之事 段々 承 合 候處、 一 向に 糸 n に 相 a- へ不レ 巾、 尤供折 介 方家來 にも 咄合 候へ ども 是も 同樣 なり」 と ある 0 案 

ずるに、 時 卷には 何 か 故あって、 特に 此の 名 を 除いて 時 次 を 時 久の第 六 男と したので はなから うか。 そして 時 次の 名 を 記 

せずに 某と したの は 離！： して 他家に 仕へ たからで でも あらう か。 要するに 時 次 は 時久の 推擧で 細川忠 利の 臣 になった し、 

又 IT 横 井家 一 統 糸圖』 に は 右の 如く 時 久の第 六 男の やうに なつ てもゐ るから、 小棉は 時久の 子孫た る 郎吉の 家 を 宗家と 

したので は あるまい か 0 

名 古屋滯 在の 主要 用件 は 宗家 訪問. 系圖調 茶であった らしい が、 それが 一 先づ 片付いた ので 

小 楠は翌 六日 同地 出發に 決した。 彼 は 次郞吉 の渐く 十六 歳なる に 賢く して 優しき を 喜 び、 彼 


を 見る こと なほ子の 如く 別れに 臨みて 上記の 書 を 遣して 激勵を 加へ た。 家系 を 直ん じ 敬. ま 

の 念 厚き 彼に は 初めて 見た る 宗家の 當 主に 對 しても 同 枝 連理の 至情 自ら 已む能 はすして 人 

間 小 楠の 眞 面目 はこ X にも 遣憾 無く 發 揮され てゐ る。 なほ 此の 「振起 三千 ハヰ祌 州 男 兒之士 

氣 云々」 の 語 を 見る と、 當時小 楠が 熱烈な る 攘夷 家で 水 戶擧の 思想と 校 を 一 にして ゐ たこと 

が 知られる。 

因に 尾 藩の 儒者 細 野 耍齋の 著 『* の 滴』 「諸家 雜談」 の 二に 左の 如き 記事が ある。 

辛亥 f ほ の 夏 肥 後 熊 本 侯の 臣横井 某の 次男 横 井 平四郎 とい ふ 者 府下に 來る。 同行の 者 二人、 一 人 は； キ s: 郞の 門人な り。 

一 人 は 炮術を 修煉の 爲に來 る、 上 E 帶刀 をも訪 ふて 疑 を^す と 云 C 平 四 郞は程 朱學を 尊信す。 年 五十 有餘、 ず にして 頗 

博覽 なり C 三十 才. m まで は 歴史 學 をな したり。 其 後専程 朱の 學に歸 すと 云。 歴代の^ などに もナ、 略涉 りたる やうすな り。 

府下に 來 るの 緣故は 平 四 郎が家 は 横 井 作左衞 門より 別れた る 家に して、 其譜 系を詳 にせん と 欲して 折 介 殿へ 巾 込し が は 

か， <\ しく 其 事 成らず、 遂 に 系譜 を 見す ベ きょし を 許さる。 伊折 介 殿 に は 未 だ^ざ り し が 日数 あま り 通々 た る を 以て 遂に 

府下 を 發す。 横 井 次郞吉 • 橫井五 郞吉が 家を訪 ひ、 その外 儒家 兩三軒 をも訪 ひしと 云。 潭 E 屑 山 も 三 四 度面會 したりし が 

甚 その 篤 實 なる を 感ぜし と 云 0 

小 楠 は 五月 二十 六日 總 本家 を 訪問せ し 時 伊折 介に 對 面の 事 を 用人に 中し 入れ いたと 記 

して ゐ るが 其の後 對 面した 様子 もない。 今 右 細 野の 記事に よると 遂に 面會 せす に 名 古屋を 

離した ものと 見える。 - 

£ 美 濃 —近 江 

撗井小 楠上卷 傳記篇  .  ニー  一 
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r 小 簡と德 富) 

六 m: 六日、 喑、 風 立つ。 朝 名古屋 出立。 安 靜は習 ふべき 事 ありと て 殘留。 兩 人道 を 濃 州に とり、 淸洲. 稻 

澤. 萩原 • 起 を經て 木曾川 を 渡り、 近路な りと て 又本鄕 村長 良 川 を 渡りて、 大 垣に 着き、 川 內屋源 次 方に 宿 

泊。 今宵 殊の外 疲勞 す。  - 

六月 七日、 朝 曇、 甕-頃より 雨、 晚强 雨。 大垣 出立。 垂 井を經 て關ケ 原に 戰跡を 見る。 町外れに していと 狹 

き場虚 なり、 西南に 松 尾 山 あり、 陣場は 町の 裘 北の方 三 丁 許、 首 塚 は 宿 外れに ある。 それより 今 須* 柏 原. 

醍井を 通り 番場米 山の 麓に 北條 越後 守 仲 時 等の 墓 を訪ひ 同宿 虎屋 新 五郎に 止 {i^。 今宵 至って いぶせし。 

六月 八日、 雨。 同所 出立 ，o 磨 針嶺に 至る。 竹 生 島山. 本山な ど 見えて 筆に も靈 くし 難き 住景 なり。 鳥居 本 

を 過ぎ 彥 根に 着し 東 新 町 潞谷周 平に 至る。 當國 は受合 人なければ 旅人 宿 出来ざる を 以て、 同人 世話に て 白壁 

町 本屋 多 平に 宿泊。 安靜來 る。 

六月 九日、 晴、 一昨 七日より 冷氣を 催せし が 漸く 順 候に 戾り薄 暑。 飯 後田 中 一斤 波 を訪ひ 少時 咄し當 公 

「被，， 仰 出，』 等を寫 す。 同人の 咄 によれば、 

當公 三百 石 斗に て 久しく 部屋 住し 旣に 出家 せんと さへ 思 はれた る. H なる が、 その より 『中庸』 を 信用し 

て讀 まれ、 當時 家督 後 も 亦 右に 同じく 『論語』 をも讀 まる i との 事に て、 諸 大臣の 內 免役 もお り 登 川 もお 

(祿郎 ) 

り、 督學中 川 六 郞と申 仁 も 去年 召 出された る. H、 此の 人 は 先侯當 時より 用 ひられ 人と 爲り 磊落に して 能く 

義理 を辨 す。 是 より 先 三十 年來 湖南に 隱 居し 舉問を なし 居り 學は 勿論 程 朱の 舉 なり。 

との 事。 夕方 辨； 大へ 湖上の 月 を兑に 行く。 晚、 谷 周 平 を 訪ひ鶴 鳴迄咄 す。 同！^ 外 山程 輔. 北 川德之 允。 


中 川，. は 漁村と 號し、 天 保 十三 年から 藩の 儒 具に 徵 せられた 有名な 儒者。 嘉永六 年 米 艦來航 して 通交 を 求めた 際^ 主 

は 幕府 の 諮詢 を 蒙り て 之 を 藩 吏に 問 ひたる が、 皆 攘夷 を 申し 立 てた 中に、 ひとり 漁村 は それ を然ら ずと して 四 や 肘 2 內皆兄 

弟な り、 その 請 ふ 所 を 許して 可な りと 云った。 嘉永六 年と 云へば 佐 久間象 山に しても 小 楠に しても まだ 盛に 攘夷論 を^へ 

て 居た 顷 だの に、 漢學 者と して は 博 覽多識 であつ て も、 曾て 洋書 を 総いた こと 無く 只 一 度 長^の 土地 を ^んだ 位で 邦く 

早く も 開 國論を 主張した の はな かくの 卓見 家と 云 へ よう。 

田 中 芹 波 は 名は榮 で、 漁村の 門に 學んだ 詩文 家で ある。 f 釭谷外 二 名 は 如何なる 人 だか 著者 座右の書 では 詳か でな い。 

六月 ト 日、 晴、 タ搭！ 5。 明日 君侯內 着の 笞 にて、 何の 咄し合 も出來 ざれば 外 村 • 潞ハ 田 中等に 暇 乞して 同 

地 出發、 長濱を 過ぎ 木ノ本 米屋 太平に 投宿。 

六月 十一 日、 晴、 賽 過ぎ 少雨 ありて 晴。 早飯 後 木ノ本 出立。 柳 ケ灌. 中 ノ川內 を 過ぎ、 今庄の 谷屋に 宿泊。 

^ 福 井 

六月 十二 日、 雨、 晝. 頃より 晴。 早朝 出立。 半里ば かりにて 揚の尾 it あり、 坂 を 下り 山の 際 を 行く。 福 井 迄 

(午後 £ 時) 

平地な り。 府中 (今の 武生) に 至る、 此處は 本 多 内蔵 助の 領所 にて 繁華な り。 4 一江に て 中飯、 七 ッ比ー 1 井石 場 

繩屋 着。 暮 過ぎ 岡 田 順 助 来訪。 少時に して 外に 一 人 岡 田 社中 來り 深更 迄咄 す。 

小 楠 は 愈. 1 思 中 の 福 井に 着いた。 旣に三 寺 三 作 等に よりて 喧傳 されて ゐた彼 は 此の 地の 人 

士に 取りて 待望の 的で もあった。 岡 田 は 京都 滞在 問 a: 小 楠を訪 うて 懇意の 間柄と なり、 小 楠 

に 先んじて 歸國 し、 其 の. 着 福 を 待って ゐ たの だ。 
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(午後 三時) (悌) 

六月 十三 日、 晴。 畫前坂 部 來訪。 八ッ半^^^ロ田敏藏 (東 篁) • 岡 田 順 助 相兑ぇ 同道して 遊 仙 樓に轉 居。 滞留 

中 一 切 上より 御 賄 被， 一 仰 付 ,皆 にて 御手 厚 御 模様、 實に賢 を 御 尊びな さる. -御 主意 有難く 身に 餘る。 暮 比より 

三 寺 三 作來訪 三人 供に 深更に 及びて： t る、 舉 話の 趣 先生 高話に かく も 符合せ るかと 思 はれたり。 

阪部は 名を簡 助と 呼び、 EE 準 介と 同じく 越 藩 家老 稻葉家 3 臣 C 

吉 Sf: 藏 は！： S 準 介の 兄、 越 前に 於け る 近 食の 名 儒、 名 は 篤 

と 稀し、 篁と 號 した。 微 祿の士 であった が 其の 學德 一 一 潘に著 

聞す る や 藩主の 知遇に 逢 ひ 學校敎 授兼侍 請 に擢 でられ、 力 を 藩 

士の敎 育に 致す と 俱に藩 政の 甌問 にも 備 つた。 彼 は 常に 學の耍 

は .M 踐， 恥 行 に あ る を カ說 し、 又 越 前 は 親 藩た る を 以 て 弊政 を 改 

革して 範を 列藩 群 侯に 示すべき を 主張して 人材 養成に 心 を倾け 

子弟 蒸陶に 努め、 鈴 木主税 . 橋 本左內 等の 如き 俊足 を 其の 門下 

に 出した。 彼 は靜々 として 敎へ て 倦まざる 敎育 家で あつたと 同 

時に 他の 一 面に は 又烈々 たる 志士の 風挤が あり 憂 國の念 頗る E: 

く嘉永 癸丑 米 艦來航 し： 大下 漸く 多： ef- ならん とする や 慨然と して！： を 出で 藤 si 湖 • 藤森弘 If 等の 志士と 時事 を 討論し、 或 

は江戶 に、 或は 京師に、 東奔西走國事に盡|^して-將の暖かなる-;^_^!|もなかった0 晩年 山守：^ 篁と 稱し閑 £5 して 老を養 つたが、 

明治 八 年 五月 六十 八 歳で」.！^ 歿。 明治 il 十二 年 特に 從四 位の 御 贈位が あった。 

遊 仙 樓は稻 葉 家の 別 で、 梅 S 雲 濱の福 井に 來た時 も 此の 樓に 寓居して ：！： 家の 助 を 受けた。 

六 n:: 十四日、 晴。 吉田翁 兄弟 • 三 寺 列 三人 來訪、 深更まで 舉話 あり。 志の 一 條 より 諸 生の 誘掖 • 君の 非の 


隠 正 • 政治の 得失 • 一大 下の 興亡 • 古今の 治亂 などに 及び 赏に SI^H し。 

六月 十五 日、 喑。 早朝より 來客、 吉田翁 宅へ 先生 御供に て 行く。 薄暮より 雨。 諸生數 4- 人 對^、 深- 史に歸 

る 0 

六月 十六 日、 時々 降る、 晝 比より 晴。 早朝より 來客、 八ッ 比より 先生 吉田 翁を訪 はれ、 翁 も 來訪。 晚は諸 

君子 數人 對談 深更に 及ぶ。 

六 n:: 十七 日、 時々 條る、 晚. 强雨。 飯 後より 諸君 子 來訪， 八ッ 比より 「千乘 之國」 の御會 あり、 薄暮に 及ぶ。 

六月 わ 八日、 强雨。 飯 後 「德禮 政 刑」 の 御會。 夕方 「克己 復禮の 章」 の 御會、 半 章濟。 吉 翁 來訪。 

六月 4- 九日、 雨。 飯 後諸士 來訪、 吉 H 翁 同斷。 夕方 「克己の 絛 nllj の御會 布る。 吉出 翁より 含翠 軒の 額 字 

頼みになる。 

y 潘諸 生に 講  六月 二十日、 時々 降る。 早朝より 御 揮毫。 八ッ 比より 吉田翁 宅に て 『大 舉』 「三 綱領」 の御會 有り、 侍者 七 

十餘に 及ぶ。 薄暮 酒 飯 を 設けられ 饗應 有り。 晚野 村園藏 來訪。 

野 村 淵-ま  野 村淵藏 は、 岡 S  • 阪 部と 同じく 稻葉 家の 臣、 後名 を恒 見と 改め、 歌 を 詠み 茶を點 じた。 

此の 日の 吉 ffl 家の 會讀の 盛況 思 ふべ しだ。 東 籃は小 楠と は 一見 舊の 如く 意：！？ 相 投合 し、 述 

日 互に 往来して 斯舉の 講習 を續 けた が、 今 は 身分 高き 碩儒で ありながら 今日 も 其の e: 弟 を 率 

ゐて小 楠の 講 筵に 侍した 其の 虛心祖 懷は眞 に 奥床しい 限り だ。 『由 利 公正 傳』 を讀 むと、 

4- 九 歳の 時 (嘉永 四 年) 肥 後 熊 本の 藩士 横 井 小 楠 始めて 福 井に 來 遊し 大舉の 三 綱領 を 講演し、 堯舜 孔子の 道 を 
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1 先 づ福井 を 

去る 


以て 國家 を經綸 する の 學と爲 し、 道德は 經國 安民の 本と して 知識に 依りて 增 進す、 故に 格物致知 を 先と し 己 

r 公正の 初 名) 

を 修め、 人 を 治む る內外 ニ途の 別な しと 說く。 石 五郞之 を聽き 始めて 讀 書の 趣味 を覺ぇ 反覆 大舉 を讀み 自ら 

之を實 行せ ん こ と を 誓 へ り。  ，. 

と あるから、 三 岡 (由 利の 初 姓) も 此の 席に 列して 居た と 見える。 此の 日 小 楠が 『大 舉』 の 二. 一一 

綱領」 を 彼の 豐富 且つ 圓 熟せる 理想 を 以て 活社會 に融化 適合せ しめて 理義 明晰に 講說 し、 か 

の 規矩に 拘泥し 字句に 齷齪と して 乾燥無味なる 當 時の 儒者の 講義に 倦厭して ゐた年 壯氣銳 

の士を 如何に 剌戟 鼓舞せ しめ たかは 想像に 餘 りが ある。 

福 井 到着 後 殆ど 寧日 無き 活動 を繽 けた 小 楠 も 明日 は 一 先づ 此の 地 を 切上げ、 金 澤を訪 うて 

後再來 する ことにした。 • 


大聖 寺 


水 島 


ョ 金 澤 

(九 時)  (福 井の 北、 森 田 

六 m: 廿 一 日、 朝 五ッ半 比少々 降る、 晝 より 晴。 飯 後 福 井出 立。 諸君 子 暇 乞に 見 ゆ、 岡 田 • 坂 部 舟橋 迄 見送 

る。 舟橋 は 昔 柴田勝 家来の 仕置の 由に て舟數 四十 八艘を 並べ、 しかも 急流 九 頭 龍 川と て 暫くの よどみ も 無き 

處な り。 北海 を 遠望す る細呂 木と 云 所に 湖 有り。 大聖 寺 「はた 屋」 . に 投宿。 

六月 廿 二日、 晴。 大聖 寺 出立。 今 井の 潟と て 湖 ある 所に 近き 小 松より 間道に 入り、 湊を 過ぎて 靑の川 を 渡 

り 「元よ し」 を 過ぎ 水 島に 着き たばこ 屋庄 左衞 門に 止宿。 白米 や 酒の 値段 • 男 女の 給金の 事な ど 聞く。 


六月 廿 三日、 晴。 同 出立。 松 任に て 氷 を 求めて 喰 ふ。 今朝より お 山 晴れて 鹿 子 まだらに 雪の 殘 りし を 眺 


(正午) 


金 0 


上田 作之丞 


めしが、 斗ら ざり き 今日 袷 べんと は、 誠に 一 生の 奇珍 なり。 九ッ比 厚川 を 渡り、 金 澤の香 林 坊下ク 大浦屋 幸 左 


と 

で 


力 

衞 門に 着く。 

上田と は、 小 

巾 人に 

を下關 

四 年 二 

時 々 小 

十 一 も 

てゐた 

原 五郎 

にて 亦 

の、 四 日 

有 一 

ノ J 有 I 

卷山 

上田と 


出會 

で 始 

月 三 

楠 を 

年長 

リ ヒ 

左衞 

、 有 

こ ，H 

行と 

吐綠 

は 右 


直ちに 上田 翁へ 紙面 を 御 遣 はしに 成る。 

楠が 米 是容に 贈った 『遊 歷聞見 書』 の 「下 關」 の 部に、 「加贺 藩 上田 作之丞 

云々」 と 書いて 居る 其の 人の 事で ある (遣 稿 篇八ニ 九頁參 照)。 然るに 小 稲 は 上 

めて 識 つたので はない。 上 0 は嘉永 三年 七 2： 西國 視察の ために 金澤を 出發し 

日に 熊 本 城下に 來り、 翌四 R より 十 餘日高 匿 門外の 妙 解 寺 門前の 小 庵に 滞在し 

訪ひ 談論 を 上下したり 詩文の 遣 取り もした。 時に 上田 は 六十 四 歳で 小 楠より 

で あ り、 而 も 人に 屈せす 容易に 人 を推稱 せぬ 質で ありながら 小 楠に は餘程 敬服 

田 は 小 楠の 出發 より 二日 早き 二月 十六 日に 熊 本 を 立って 同月 晦日に 下 關に至 

門— 朱 子舉を 奉じ 經濟に 詳しく 詩文に 長ぜる 人— に 招かれた が 、闘ら す も 共の 

と會 した。 それから 小 楠. 笠. 德 富. 上 田の 四 人 は 三月 三日に は 長 府の中 川 淸左衞 

同藩の 學者臼 称 俊 平の 招待 を 受け、 五日に は下關 を出發 し、 上田 は吉 田と 云ふ處 

^れ て获の 城下に 向った が、 その^れ を 惜しみて 左の 七 絕を賦 した。 

鳥 嘤々。 叉 是三兄 爲，， 雁行？ 衰老携 來斑竹 杖。 淚 痕善染 路傍 s^。 

の 様な 機緣が あるの みならす 一 行 來澤の 折 は 大いに 世話 をしょう との 約 も あ 
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つたの で、 小 楠 は 金澤に 着す る や 直ちに 彼に 紙面 を 遣 はし 其の後 滯 在中 毎日の やうに H に 相 

往来した ので ある。 

上 S は 通 稱を作 之丞、 名を貞 幹と 一； ムひ、 龍郊. 龍 野 又は 幻 齋と號 し、 其の； 1W る 處を據 遊 館と 稱 した。 初 藩の 明偷 校に 學 

んで 秀才と 謳 はれた が、 其の 學 風が 意に 合 はざる より 返 校して 獨立獨 行 時務 を 論じ 時弊 を 穿ち 其の 說往々 人の 意表に 出づ 

る ものが あった。 名聲 漸く 著る、 ゃ聘 せられて 小 松琴學 所の 敎授 となり 傍、 本 多 政 和 (加贺 藩 老臣) に 仕へ て 其の 儒臣と 

なった が、 後に は 市 儒と なつ て 藩士に 敎 校した。 彼の 學は 朱子學 であった が赏 時の 通弊た る 訓詁の 穿！： i を 迂遠な りと し. K 

用 を 尙び經 濟を宗 とした。 其の 「據遊 館. 學則」 を ると 「舉 問の. 要は 现を 知る にある のみ、 一 たび 理を知 、りば 書に 待つ 所 

なし 。書なる ものば 畢竟 古人の 糟柏 たるに 過ぎず 云々」 と あり、 又 「學 問の 道 は 極めて 簡易な り、 之 を 口 常 行爲の 間に 徵 

し、 之 を 時勢の 赏 否に 考 へ 切 建 琢磨して 心眼 を 開く に勉 めば 湖 年に して 能く 有 爲の材 たる を 得ん」 と 云った。 彼の 學意ゃ 

は斯 くの 如く 卓拔 にして 小 楠の それと 殆ど 軌を 一 にして ゐる 所から 其の 聲望は 次第に 高くな り從學 の士も 多く、 其の 

意見に 隨ふ 藩の 老臣 も少 くなかった が、 彼等の 一派 は 恰も 小 楠 等の -Kmf 黨 の 肥 後藩學 に 於け るが 如くに 常時の 加 賀藩學 か 

らは 異端視 せられた 0 

六月 廿 四日、 晴。 飯 後上 田 翁に 行く 途中に て 同 翁に 逢 ひ俱に 宿に 引返し 宿に て 夫々 手數 あり。 叉 同道に て 

(午後 g: 時〕 

同 翁 宅に 行き 終日 咄し、 七 ッ頃歸 る。 今日 も 亦 氷 を 喰 ふ。 城下 芝居小屋 跡の 事. 靑樓の 事. 銀 札の 事. 氷賣 

の 事な ど 聞く。 

六 月 廿 五日、 晴。 飯 後上 田 翁に 行き、 同 翁と 城下 見物 をな す。 

六月 卄 六日、 晴。 晝比東 鄕榮之 助 來訪、 談話 數刻。 八ッ 比より 先生 御 伴に て 大島淸 太を訪 ふ。 酒 看 出で 薄 

暮に 及びて 歸る。  • 


尺 島 淸太は 本 藩儒錢 で、 諱は桃 年、 字は^^ーゃ赏、 號は 初藍歷 後 紫 垣。 碩儒 贄 川の 子で 宽政六 年生れ た。 來 遊して 昌平 幾に 

在り 廣く 四方の 士に」 一 K り 文政 五 年の 冬鄕 に^り 明偷 堂助敎 となる。 尊で 藩侯 3 侍講と なり 父の 後 を 承け て敎 學に從 事した 

が 嘉永六 八月 病歿した。 

六月 廿 七日、 晴、 (hi. ほ： §) タ立、 雷鳴。 甞 一敬 直後 上 H 翁 宅に 行き、 ，：：^ 澤 彌太郞 同道 關澤房 淸を訪 ふ、 對客八 

r-F 後 八 寺) 

九 人、 手厚き 饗應を 受け 暮五ッ 過ぎに 歸宿。 夜半 關澤 • 宇 野 直 作 來訪、 夜 明迄咄 して： t る。 

關 澤 房^ は加賀 藩士、 通稱 六左衞 門、 後に 安左衞 門と 改め、 老後 遯齋 と號 す。 弘化四 年 割揚泰 行に 桃せられ、 長， K 隅 守 

述 弘を輔 けて 舊弊を 改革した。 元 治 元年 京師に 於け る 蛤 御門の 事變. 明治 元年 伏见^ 羽の 變* 北 越 2 役 等に も 功 あり、 後 

徵 士に舉 げられ たが 晚年 京に 住し、 明治 十一 年 七月 七十 一 歲を 以て 攻 した。 爲人 i5M 摯 硬直、 常に！！ 事 を 変へ 士  を扳 

作す る を 怠らなかった。 佐 久間象 山と も 親善な りしが 小 柿 も 亦 彼 を 見て 我 北陸に 於て 1 知己 を 得たり と 云った とのこと 

だ 0 

六月 廿 八日、 晴、 タ立 少し 来る。 先生 御 不快。 夕方 厚川 近 逢に 御供して 納凉。 

六月 廿 九日、 晴。 飯 後 W 中專次 来訪し、 談話 「朱 • 陸 分 境」 や 「未 發* 已發」 に 及ぶ。 字 野 及び， „ 水 澤：： ル舞 


に 来る。 (r^ff つ 頃より 三人 俱に 上田 翁に 行く、 對客 十四 五 人、 深更に 歸る。 M 宿 後、 存 養の 意味の 御咄. 御 

自身 謙遜の 意味 御會 得の 段の 御 噂 有り。 安 靜に御 切磋。 

(午後 一 時) 

七月 朔日、 晴。 東鄕 來訪。 飯 後上 田 翁を訪 ふ、 不在。 西 坂 錫に 行く。 九ッ半 比より 先生 御供に て大， ぉ淸太 

方へ 行き、 對客擧 校敎師 三人、 深更に 及ぶ。 

七月 二：！ I、 晴。 慨 後先 生關澤 家に 御 出に 成る。 大島淸 太 來訪、 詩 三 首 示さる。 晝後安 靜 同道 上田 家に 行く、 
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蝶 子 を 設け、 馳走^り、 夜 九 ッ比歸 る。 先生 も關澤 家より 歸 途上 出家に 御 立 寄。 旅 宿 へ^りて 後、 日用 事赏 

に 就いて 致知讀 書の 意味 • 家庭 中 難レ克 處を克 つの 意味 • 干 羽之說 • 書 を 讀て何 理を會 する やの 御咄 ある。 

七月 三日、 晴。 飯 後先 生 御 一 所に 上田 翁に 暇 乞に 行く、 酒 飯の 馳走に なり 別 情 殊に 切なり。 榊 原 • 宇 野 兄 

(午後 四時) 

弟 同席。 七ッ 頃より 先生 小川 淨德 寺へ 御 出。 鶴嗚 頃御歸 り。 

タ 再び 福 井に 

七月 四日、 晴。 早飯に て金澤 出立。 阿 越の 驛を 過ぎ 小 松の 野田屋 加左衞 門に 止宿。 金澤 より 七 里 半。 

七月 五日、 晴。 拂瞻 出立、 炎熱 甚だし。 大聖： 寺に て 火打石 を 求む。 立 花 之 上 坂 あり、 暫くして 北海 を 俯瞰 

す、 風景 佳な り。 細呂 木に て 暫く 休息し、 小 松より 十 里ば かりの 金津に 着き、 福 丸屋に 宿泊。 

, • .  ,  (新田 義 5! への 墓地 あり) (正午) 

七月 六日 晴。 早朝 金津 出立。 長 崎. 舟橋 を 過ぎ 九 ッ比福 井に 着き、 魚 町 八百屋 甚兵衞 方に 暫く 休息、 夕 

方 遊 仙樓へ 移る。 薄暮より 川原へ 納凉、 晚、 ひとしきり 雨 降る。 

七月 七日、 曇。 諸士 來訪。 鄕書 認めな どす。 

七月 八日、 晴。 先生 は吉 田家に 御 出になる。 

七月 九日、 晴。 早朝より 諸士來 話、 夕方より 「西 銘」 の御會 有り、 中 比より 先生 御 不快に て 中止。 晚、 巿 

村 乙作來 る、 四ッ 過ぎ 迄咄 す。 


楠 は 再び 此の 日より 講習 を 始めた が、 積 日の 過勞と 炎暑との ために や 遂に 病宋の 人と な 


つ た。 

七月 十日、 晴。 先生 御 不快、 笠原來 診。 吉田翁 来訪。 今日より 諸士の 應對を 御斷。 

笠 原 白 翁  笠 原と は 白 翁 の 事に て、 越 前 藩 にて 始めて 西洋 醫術を 以て 開業し、 福 井に 除 痘館を 開き 種痘 

の 事に 大いに カを龜 くした 有名な 洋方醫 である。 此の 後 小 楠と は 親交 ありて 互に 次 韻し 合 

つた 詩な ども 遣って ゐる。 

七 月 十 一 日、 晴。 先生 甚だ 御 不快、 吉 ffl 翁 • 岡 田 • 三 寺 其の 外 諸士の 訪問 引 も 切らす。 

七：：：：： 十二  ：11、 晴。 先生 次^に 快方に 向 はる。 士 13^翁* 三 寺. 末 松 來訪。 笠原來 診。 晚、 川端へ 納凉。 

病 氣平快  頗る 憂慮され た 小 楠の 病氣は 幸に 平 快に 向った。 笠. 德富は 勿論、 越 藩の 人達の 安堵の 程が 

思 ひ やられる。 右 末 松 は 越 藩 敎官の 末 松 久兵衞 か、 同藩の 末 松 覺 丘ハ衞 かの 事で あ ら う。 

七 n:: 十三 日、 雨。 吉 W 翁 • 岡 田 • 三 寺 . 奈良 以下 諸士 來訪。 先生 御 暴 邪の 氣味故 居を轉 すべく、 吉田翁 配 

合 翠亭に 移る 慮に て、 含 翠亭に 移る。 該亭 は稻葉 何某の^ 莊 にて、 家 は 北に 面して 鹿 敷も廣 く、 庭 杯 も 面白く 作りな し、 

池 水 1^ 問 も淸ら かとて 澤邊 にくさぐ の 水草な ど 生 ひ 茂り、 庭の 木立 もい とふる めかし く E 者 を 避けん に は 巾 

分な き處 なり。 かくまで 心を盡 くして 先生 をいた はり 巾 さる X 事、 拉々 あっしと もい ふべ し。 他の 人す ら此 

の 如し、 況ゃ 我等の 身に 兼て 心得 ベ き 事と 自ら 警め 55! くも のな り。 

七月 十四日、 晴、 暑 茶 だし。 諸士 來訪、 朝より 三更に 至る 御學談 あり。 

越 藩 人士の 懇切なる 待遇と 配慮と に は 小 楠 一 行の 感激 一 方なら す、 德 富 も 右の 如くに 特記 
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第 七 章 上 園 遊歴 

して ゐる が、 居 心地よ き 含翠亭 に 暑 を 避けて 元氣を 回復した 小 楠 は 此の 日 は 長時間の 學談を 

な し、 揮 毫 も 試 み、 感 謝の 書簡 5 稿篇 「書簡」 一 七) を吉 田に 寄せな どした。 

七月 十五 日、 晴。 朝飯 後より 來訪 多し、 晚、 右 同斷。 

七月 十六 日、 晴。 飯 後 「忠恕」 の 御會談 あり。 夜 は 末 松 • 伴 • 三 寺 • 村 田 來り咄 す。 

伴 は通稱 圭左衞 門、 閑 山と 號し、 吉田東 篁の 門人。 年廿 四より 藩に 仕 ふる 傍、 家に 在って 敎 校す C 

村 m は 後年 春 嶽の小 楠 招聘の 內 意を傳 ふべ くム. 本に 來れる 已三郞 (氏 壽) で、 其の 略歴 は 遣 稿 IS  (二 四 一 頁) に 記して 

ある 0  . 

(午後 n 時) 

七月 十七 日、 晴。 飯 後、 『論語』 「首章」 の御會 街る。 七ッ 比より 新 W 塌に參 る。 義貞燈 明 寺 前にて 味方の 

手 負實檢 の處、 藤 島の 官軍 數々 利 を 失 ふ 校 様 見えければ 犬 將蓊貞 自ら 五 拾 騎を隨 へ 横^ をった い 赴きす く は 

ん となし 給 ひし 折 柄、 黑 丸の 賊徒の 同じく 藤 島に 後 詰に 參 るに 行 逢 ひ 給 ひければ、 賊徒 矢 尻 を 揃へ 散々 に 射 

ける。 味方 騎馬に て 桐の 一 ッ だに 持た ざれば 遂に 射 すくめられ 大將を 始め こ X にて 討死し 給 ふ。 是閏七 n 二 

日な」 


匕 


朝！！ 應 元年に 當る。 薄暮より 愛宕山に 登り、 足 羽の 神 • 繼體 天皇の 宮 に參拜 す。 此の 山豐 太閣柴 


田 征伐の 時 陣を布 かれし 場に て 今の 城まで さし 渡し 八丁 位。 山頂に て 酒 を 酌む 內東山 を 吐き、 北海 凉を送 


、 實に 近頃の 佳 興な- 


(午後 十 時) 

四ッ 過含翠 亭に歸 る。 同行 は 岡 田 • 野 村. 堅 崎の 三人 _ 


七月 十八 日、 晴、 甕 後 夕立。 飯 後 大谷助 六 来訪、 野 村 列 四 五 a. 見 ゆ。 

德富は 此の 日の 記事 中に 「七ッ 比より 安靜 同道 吉田翁 を訪ひ 薄暮より 伴. 末 松. 村 田 も 列席 


福 井 藩の 款待 

振 


告 田の 送別 詩 


にて 翁の P 話 を 聞く」 と ありて 其の 話 を 記して ゐ る、 こ れには 小 楠 は 同行して 居ない。 ャ 

は 此の 外に も 時々 吉 田に 講義 を 聞い たらしい 記事が ある。 

七 n:;: 十九 日、 晴。 朝、 笠 原の 門弟に て 敦贊の 人 來訪。 敦賀 にて 同人 宅へ 止宿の こと を 頼む。 大谷助 六. 末 

松 • 市 村. 岡田來 話、 吉田翁 も 見 ゆ。 

七月 廿日、 暴、 後晴。 笠 原に 行く。 諸 買物な どす。 歸宿後 諸士來 り、 大谷. 吉田 翁も兒 ゆ。 薄暮、 吉 ffl 翁 

を訪 ふ。 晚、 岡 田 列 六 七 輩 来訪。  - 

名 殘は盡 きぬが い つ 迄 居ても と、 い よく 明日 は惜 

しき^れ を 福 井に 告げる こと \ なった。 前後 二十 餘 

曰の 滞在 間に 於け る 福 井 藩の 歡迎 接待 振 は眞に 至れ 

り盡 くせり で、 藩 政府 は 小 楠 一 行 を 藩 費 を 以て 贿ひ、 稻 

葉 家の 別 墅に請 じて 贵賓の 待遇 をな し、 吉 田 東^ はじ 

.  ，/  め 篤 舉の士 は i?!.' うて 小 楠の 敎を乞 ひ 其の 欽慕の 情 は 

實に 切なる ものが あった。 柬篁は 小 楠 一行と 殆ど 练 日の 様に 相往來 して ゐた が、 惜 別の 情に 

堪 へす 左の 七 絕ニ首 を 小 楠に 贈った。 

何事 ぞ 秋風に $1 獎を問 ふ、 陽 關 一曲 情に 堪へ す、 歸 鞍 到る 處 にて 知己に 逢 は 2^、 爲に 報ぜよ 非 

才も 末盟を 辱く したりと。 
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千里の 歸心雁 聲に先 だ つ、 高 山 流水 交情 を 奈んせ ん、 知 らす 何れの 歳 か 西 窓の 燭、 重 ねて 白 頭 

を 照らして 玉 觥に醉 はん。 

右 一  首の 結句が 寫眞の それと 遠って ゐ るの は、 後 に 改めた ので あらう。 なほ 福 井 藩の 儒 

者で 後に は 一 等 敎授に 進み 藩侯の 覺 いとめで たかりし 矢 島 立 軒 (剛) も 小 楠の 出發に 臨み 名殘 

を 惜んで 左の 如き 一 文を艸 して ゐ る、 立 軒 は當時 ニト六 歳で 藩费の 助敎を 勤めて ゐた。 

矢. の 送別 文  學に九 流 有り、 其の 正統 を 求む れぱ 孔孟-と 曰 はず や。 孔^}^たるに又道有り、 敬 を 持し 理を窮 むと 曰 はず や C 敬 を 持して 以 

て 己 を 修め、 现を 窮め て 以て 知 を 致し、 知行 雨進循 々巳まず、 犁 置に 至る の 方斯の 如きに 過ぎざる の み 。此れ 剛の私 言に 匪 

ずして^ 人君 子 古より 學を Ei^ すの 訓成 巳に 此の 如し 豈亦 深切 著明なら ず や 0 世の 孔孟 を唱 ふる 者 皆 之 を 知らざる は 莫 し 、 

然れ ども 能 く 其 の訓を 守り 1^、 其の を 得る は 天下 又 幾ば くも 無き のみ C 間 其の 人 ありと 雖も 或は 虛 高に 驚せ 或は 支 離に 

溺れて 多く は皆醇 ならざる なり。 嗟 夫 正學の 明らかなら ざる ゃ尙 し。 意 ふに 罟が 道に 醇 なる 者 世に 其の 人 有る 無き か。 廣 

子 操 先生 は 肥 後の 人な り、 來 りて 友 を 弊 藩に 訪 ひて 福に 寓 館す、 剛眷て 過ぎり て 其の 誨範に 接す。 其の 儀貌 平和に 制 行嚴肅 

なる を 見る は、 是敬を 持して 以て 然るに 非ず や。 之に 問 ふ に： 經義を 以てすれば 則ち 本末 を 開示して 之を絲 x!^ に 折ち、 其の 叩 

.  く 所に 應じ 愈，" 出で. -愈" 新なる は 是理を 窮めて 以て 然るに 非ず や。 且つ 躬に官 守 無き もし かも 慨然と して 常世の 事に 志 有 

り、 故に國家の利病ゃ生：^{の休戚ゃ常に隱憂を其の間に抱く有り、 是を 以て か 議論 英發懇 俩人を 動かす C 先生 九州より 京 • 

攝 に 適 き 紀 • 勢 に 走 せ • 江 を 過 ぎ 以 て 藩 に 來 り 、 藩 よ リ 加 に 之 き 加 よ り 復 藩 に 留 ま る 0 1- を 觀 風 を 訪 う は 盖 し 聲 ^ の 同 じ 

きネ？ を 得て 斯道 を 天下に 維持 せんと 欲するな り。 剛惟 ふに 先生の 若き は 所謂 其の 人に 非ず や。 久しく 輕欽 を^け て 獎掃を 

執らん と 欲せし も、 然も 駕を晚 くこと 僅かに 二 旬餘、 親 を 思 ひて 置かず 玆に歸 志 有り、 }f| 〔が 藩の 先生と 道義 を 以て 交る 者 

各 其の 別 を 惜しみ 懷に芥 する 無き 能 はざる なり 0 剛 尤も 其の 誨の卒 へ ざる を 恨む、 乃ち 序して 以て 其の 行 を 送る と 云 ふ 0 


嘉永 il 歳 在 辛亥 七月 下 淀  (原 漢文) 
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に、 矢 島の 文 は 『立 軒存 稿』 に揭 げら れ て あ る。 此の 詩 

儒者に 如何なる 印象 を與 へた か、. -分 り、 殊 に 靑年學 徒に 


淸 

以 

ヒ 

多 


なり 與 ；翁 劑 なりであった。 其の 小 楠が 久 

堪 へなかった 者は少 くなかった であらう し、 其 

思 はれる が、 右 の 外に 見出し 得ぬ の は遣憾 だ。 

藩士の 欽 は 以上の 如くであった。 肥 後に 居 

て 睨まれて ゐる 彼が 其 の 心裘に 如何 な る 感 想 

に 越 前の 厚き 待遇に 歡 喜した ばかりで な く、 同 

翌春 二月 岩 國藩學 の 坂 本. 井上 兩敎官 に 寄せた 

リ 小 楠 は 今回の 遊 歷 で頓に 親交の 度 を 加へ た 

な し、 M に 相 離れて 居ても 兩 者の 間 は强ぃ 綱で 

に 吉田東 篁 に 寄せた 書面 (遣 稿 篇 「書簡」 六 一) 

無， 一 御虚ー 候」 と 書いて ゐる。 

同藩の 名士 は德 富の 『日 錄』 に 載せられて は 

くあった やう だ。 例へ ば、 上 記 矢 島 立 軒の 名 も 


しから 
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出で 居らす、 かの 越 藩の 大立者た る 鈴 木 主稅も 見出され ぬが、 小 楠が 今回の 遊 歷 後に 鈴 木に 數 

回 書面 を 送って ゐる所 を 見ても 滞 福 中 幾度 か面會 した ものと 思 はれる。 なほ 『越 前人 物 志』 

橋 本 長 綱 によると 橋 本 長 綱 は 長子 左內を 連れて 小 楠に 見え しめたと ある が、 左 內は旣 記の 通り 小 楠の 

入 福 前 大阪で 二回 も會 見した が、 此の 時 は 福 井に は 居ない から 此の 記事 は 誤で ある。 然し 長 

綱 は 度々 小 楠に 面接した と 思 はれる。 彼 は 嘉永五 年 十 月 に 病死した が、 其の 病中の 作に 左の 

一 首が ある。 

夢に 横 井 碩擧に 遇 ひ 醉話數 刻、 碩學 近作 を 問 ふ、 卽 一 詩を 示す、愕然夢覺む兩腋 に 汗^^ 


奧村坦 藏にー 

を與ふ 


牛 後 且つ 身 を 寄す るを愧 づ、 徒 に 鼠 尾に 伍して 辛を甜 む、 天 公 若し 我に 幸す る 有ら ば、 願 は 

く は餘齢 をして 眞を養 はしめ よ。 

.  (八 時)  Ql- 井)  (淺. ^) 

七月 廿ー 日、 晴。 朝五ッ 比諸士 離別に 見 ゆ。 福 井より 一 里の 新 井に て 諸 藩士に、 淺津 にて 市 村に 別れ、 奥 

村 此處へ 来り それより 同道： S 波に 至り 留^の 酒杯 を 催す。 

奥 村と あるの は祖藏 のこと で 小 楠 福 井 滞在 問 其の 側に 侍して 何 くれと 世話 をな した 人。 

此處 での^れ に 臨みて 小 楠 は 福 井 滞在中 は 熊 本の 空 を 眺めて 馕鄕 の念荐 りなり しが、 さて 辭 

去す る ことになると 幅 井が 却って 故鄕の やうに 想 はれる との 感想 を 示すべく、 「唐詩 を錄し 

て 奥 村 君に^る」 として 『唐詩 選』 中賈 島の 作なる 


客 舍幷州 已に十 霜、 歸、. ？ 日夜 咸陽を 想 ふ * 端 無く 既に 桑 乾の 水 を 渡りて、 却って 幷州を 望め 

ば是 故鄕。 

を 半紙 半 枚 犬の « 片に、 なほ 美 濃， 靴 犬の 紙 

を 書きて 彼に 與 へ、 別れ を 惜しむ と 同時に 

つ た。  . 

千 差萬變 一 として 極り 無き 


9 

人をタ み. St ば • え え 

^  ^  A  *c- し， f 1 A ん 

ュ，^ ふ c  4j みノ. *i 冷 


本に は 左の 文句 

# 歸 する { ^力 あ 


奧 

ネ 

坦 


に 

楠 

奧 

次 


心 を 一 處に ©  くは是 心の 神 

舉 と 謂 ふ 可 けんや、 此の 理を 

事の 義を盡 くして 止めば 則 

八條の 工夫 以て 其の 要 領 を 

奥 村 君 送りて 41 波に^ 

す。 乃ち 平生 記す る 所 


者 は 人事に 非す や、 而し て 

明 死せ るな り、 安 んぞ之 を 

會 得し 縦横 推 究し必 す 人 

ち 志 明らかに 意 誠に 大舉 

得 可き な り。 

る。 余 深く 其の 篤志に 感 

を錄 して 以て 別と 爲 す。 

横 井存拜 

(原 漢文) 


レ 敦 賀 I 大津 


横 井 小 摘上卷 傳記篇 


し 
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七 n 廿ニ 日、 雨、 晝 頃より 晴。 奥 村と 抉 を 分かちて Is 波を發 足。 湯ノ尾 峠を越し、 今庄 にて 人足 を 機ぐ。 此 

逢 は 南北朝の 顷、 脇屋義 助. 新 W 義顯が 許 ^ 波の 東 八丁 斗の 杣 山より 金ケ 崎に 過ぎり たる 道な り。 今庄 にて 東 

面の 追分 あり、 二 ッ屋に 福 井領の 關所 あり、 それ を 通りて 木ノ目 峠を越し、 越の 中 山と いふ 新 保 *繁 原 を 過 

ぐ、 此邊 に凤生 判官 塚. あり。 谷 口にて 京都 • 敦賀の 追分 あり。 やがて 敦賀に 着き、 新田の 吉 H 宗左衞 門 方に 

宿泊。 今夜 甚だ 凉 しく 暮 しょし。 

吉 3 の 事 は 上記 足代 弘訓 より 小 楠へ の 書簡に ある。 (本篇 一 九 七 頁) 其の 閱歴 は詳 かに しないが 撗井時 靖の藏 せる 左記 書 

0 を 且 て も 丁 難の 人物 たる こと は 想像 に 難く ない。 

再 白 御 報 敎被レ 下 候義も 御座 候 は  >  京 六角 通 数 屋丁三 木屋半 兵衞と もの 弊邑 飛脚 宿に て、 隔日に は 便宜 御座 候 故、 貧 

錢 京より 先拂と 被， 成 御 出し 被 レ下候 樣牵レ 願 候。 豚 a- 共 も 私より {且 中 上 度 申出 候、 御 聞 置せ 可 レ被レ 下 候。 以上。 

二. 一 ーネ蟲 噴)  r 蟲喰、 疎. 力) 

冷 1^ 日加 候 得 共 增御勝 常 可， 被レ 成-御座 『奉- 恭 井-候。 誠 一 昨秋 は 御枉駕 被：， 下 □□ 、折節 無人に^ 在 □ 待 之 至、 赧餌罷 在 候。 

其 後 仲秋 下旬 無 J き御歸 藩、 御 歸途長 藩に 五六 H 御 留遊之 由、 長々 之 御 道中 無 レ爲- 御 障-御. 遊 藩 大慶 不.， 過レ之 f キレ存 候 。御芳 

翰其冬福井ょり到^^ 御請. W. 上 度 候 得 共 便 《且 .i に 之、 昨恭は 上京 仕 候稷、 左 候 へ ば求レ 便呈- 一  書-度 存候內 不快に 相 成、 昨年 

は 終歲籠 赏 三月 出勤と 中樣 なる 次第に 御座 候。 乍， 然 伊勢 足代より 雨 三度 之 消.^^ に 文 況御佳 勝 之 狀申來 歡幷罷 在 候 。扱 今 

S は亞 檻^ 賀ぇ入 泊 江 戶海處 々回泛 に 付、 御 藩 を 始越前 • 畏州等 七 侯え 養衞の 命^ レ之候 趣、 御 藩 は殊之 外恭說 よろ 

しく 候 様^り 候。 乍 レ然某 侯 は 御 人数 多き の、 某 侯 は 格別 御雜發 のと.^ 髹 なる 浮 論 斗 御座 候。 御 藩 杯は挤 別、 弊 邦 方角 之 

侯伯 は いづれ も 府庫 空虚 迫 々賦敛 重く 相 成可レ 巾、 ゅ义 「之 一 大 mTVJ 不 ，^ー1 祀： 憂 一 候。 海防 斗に 目 を 付人 数が 多の 律發 だのと 

巾が^ 長 仕 候て、 儉約^ 位 之 事に てま じな ゐ候は vfll; 脈-之 一 端に も 可 一一 相 成-と 不レ， 一浩 歎 一 候。 御 一 笑 可 レ被レ 下 候。 英 

夷の み 中 居候 處、 豈围角利夷之輕侮笑止千萬御座候0^^て御 一 覽と存 候。 合衆國 大統領 斐 説美辣 書中に は 爲レ指 無 醴之詞 も 


無 レ之候 得 共、 該欽差 彼 现之善 中には 往々 虛^、 ししき 文 首 御 班 候。 乍.， 然來 之 處虔ぉ 雛 レ斗狗 座 候。 御お 案 承知 仕度 候。 お 

:g へ魯齊 亞船來 候て 是又 交易 颇之害 筒 呈上 之 3、 弊 i ぷ杯は 別て 方角 違 候 故 一 切 わかり 不レ巾 風聞 斗に 御座 候 。此 .s-s 帆 仕 候 

樣 にも 申 候。 且浦賀 へ 来 候 火 輪 船 一艘 長 崎へ 御返簡 i^s 取に 來る樣 に 申 候。 如何 御座 候 哉、 委 承知 仕度 候。 相州觀 昔^  • 狡 

島、 総 州 富 律^ 等此 節？！. 頭 築 立に 相 成 候 風聞に 御 鹿 候。 定て 種々 御高 論 も可レ 有-御座 i 御 聞せ 可 レ被レ 下 候。 明朝 豚兒 上京 

仕 候 故 京師 御 藩邸 迄 此害相 願 候 積に 御座 候。 無，， ^御 披見 被 レ下候 は ゾ雍レ 翁 ：1 御 近況-度 仰】 1 御 答 敎-罷 在 候 。時下 漸兹御 S 玉 

御 保 裔所レ 希に 御座 候。 恐惶顿 首。 

,p 月 二十 ni  吉ョ 宗 左 衞 門 (花 押) 

.  横 井 平 四郞樣 

侍 史 

尙々 過 日 御 隨從之 御 雨 生へ も fi、  御傳意 奉レ願 候。 以上。 

七月 什 三日、 晴。 宿の 主人 吉 S 同道に て金ケ 崎に 登る。 荒涼に して 老松 立 茂り 荻 • 薄逕を 塞ぎ、 昔の 面影 

は 何 一 っ殘り 居らす。 此の 山 は 東北 は 海、 西 は 今の 町家、 南東 は 平 田と なり、 孤立して しかも 甚だ 險し。 土 

人の 淺倉 某の 居城と 云ひ傳 へたる 本丸 •  一  ノ宮と 義顯の 生害 場 二 呂の月 を 見 給 ひし 處， など あり。 敦賀 町は戶 

數 三千 餘、 北海  一 二の 湊と見 ゆ。 

七月 廿 四日、 晴。 飯後敦 賀を發 す。 七 里に して 海津に 至り 便船 を 求め 乘り 出した る も 風波 强く 今潘の 一 里 

北に 着岸、 波を蹈 みて 今津に 至り 長 濱屋孫 右衛門に 投宿。 終夜 波 聲枕を 動かし 眠り 難し。 夜雨。 

七 バ廿. 1 ョ，、 朝 雨。 今津 出立。 二 里ば かりにして 上 小川 村に 至り、 村老 某の 案. _2 にて 藤樹の 書院 を訪 ふ。 

家 は 二百 年餘の ものに て當 時の 模様 想像す るに 餘り あり。 其の 正面に 分 部若狹 守の 「藤樹 書院」 の 額 懸り居 

横 井 小 稲上 卷 傳記篇  一二 一九 
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り、 に 入れば 义 正面に 三條 公の 「德 本堂」 なる 額 あり、 床の 內 より 神 □□ 外に】 M 跡の 「致 良知」 及び 概面 

.  一 通 • 陸 王 等の 懸物 など 種々 遣 物 を 見せら る。 それより 大溝を 過ぎ 衣川の 藥屋勘 次に 止宿。 

七月 廿六 晴。 衣川 出立。 唐 崎の 松 • 明 智の械 跡 • 坂 本 村の 上 壺笠山 • 志 賀の村 志賀山 城址な ど兒 物。 

(十 時) 

伏 見より 下阪 大津 にて 上 原 翁 を 訪ひ酒 飯の 饗應を 受け、 少時に して 發足。 伏 見 肥 後 屋淸兵 衞に立 寄り、 夜四ッ 過ぎ 乘 船し 

て大 坂に 下る。 

此の 遊 藤より 歸國 して 後、 小 楠が 越 前の 岡 田 準 介に 寄せた る 書面 中に r 拜別 以來餘 り殘暑 

に 堪 へ 不 fe. 、敦賀 より 直ちに 大 坂に 至 り、 同 地 出 船、 周 防 三 S 尻と 巾す 處に 至り 云々」 と 書き送 

つて ゐ るが、 一行 中には 殘暑 許りでなく 歸心 矢の 如き もの もあった であらう。 

^ 大阪， I 山 nr 

な阪 出帆  七 ni: 廿 七日、 晴。 拂曉大 坂に 着き、 船より 松屋 愁 八方に 上る。 それより 御屋敷 內に 行き 安原 • 坂 本 をも訪 

ふ。 晝 過ぎより 小 倉 船へ 乘 組み 湊 橋へ 懸りゐ たる 內、 隣 船に 上 村頓藏 .井_ 斤 喜 平 あり たれば、 船宿に 上りて 

, I  (午前 二 時) > 

暮 過ぎまで 咄し、 夜八ッ 比より 川口 出帆。 

七 n 廿 八日、 晴。 大 坂より 三 四 里に て 夜 明く。 西ノ宮 より 西 伊丹 • 兵 庫 を 過ぎ、 和 田 岬の 松風 凉 しく 吹 渡 

し、 贾船 • 漁 舟、 眞帆 • 片 帆に 風 を 受け 風景い と 面白し。 摩耶 • 武庫の 高山 も ほ 前に 顯れ、 須磨 • 明 石を經 

て、 播洋に 至れば 日沒 す、 夜 牛 は 東北 風强 し。 


中ノ 關^、 山 

口  la 物 


ヒ月廿 九日、 晴。 室の 湊の西 二 里 位に て 夜 明く。 牛 窓に 暫く 舟懸 りして 直ちに 出帆。 下津井 を經、 暮前、 

水 島 を 過ぎて 日沒。 

へや 後 四時) 

七月 毎日、 晴。 白 石の 西、 福 山の 沖に て 夜 明く。 便 風 宜しく、 七 ッ比藝 州 御手洗へ 清。 暫く 汐懸 りして 

一、 .y- 後 rt^ 時) 

, 五ッ 比より 出帆。 此の 日讃岐 富士を 望む。 

八月 朔日、 廣島 沖と も覺 しき 處 にて 夜 明く。 鼻ぐ りの 瀬戸 を 過ぎ、 上 ノ關ニ 至 津の間 を 通航す る 沖 中に て 

魚師共 商に 来る。 魚な ど 求めて 暫く 走る 內に窒 積の 沖に て 日 落ち、 周 防洋に 出づ。 遙か 南に 豐後姬 島 を晃っ 

、風に 任せて 夜 八ッ、 「ス クモ」 に 着き、 义 出帆。 

八！：：： 二日、 東風 强く、 朝 時々 雨。 早朝 中 ノ關に 着陸。 三 m 尻より 宮市を 過ぎ 山 口にて 中 食。 大內義 隆の城 

止 を兑、 大内 家の 菩提寺 龍 福 寺に 立 寄り 昔の 様子 を閜 ける に 當處は 位牌 所に て、 墓 は 深 川の 大寧 寺に ありと。 

寺 門に は 輝 元の 制札 あり。 町並 も 昔の 形を存 し、 衰微 すれ ども 川尻 位 も あるべく、 町 際に 古き 大屋 敷と 兑ぇ 

UTls 一な ど 古めかしく 殘り 居る を 見る。 それより  一 ノ坂峙 を 越え 佐々 並の 土 山 藤 八方に 宿泊。 萩より ゆ里。 


け 萩 

,  〔正午)  - r 

V.:- 三日、 束風强 し。 左々 並 出立。 昨日より 頻りに 山 坂 を 越え、 § ^木 を 過ぎ、 九 ッ比获 瓦 三 笠 屋，, へ 

止 旨。 吉 W 大次郞 と 蘭 醫松村 多 仲と に 紙面 を 遣 はした るに、 吉田 は江戶 留守、 松 村 は病氣 の. H にて 返書な し。 

山形へ 荻 子の 添書 遣 はし 置く。 

横 井.^ 摘上卷 傅 ま， 機  -  一一 一二 一 
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吉 E 大次郞 吉田大 次 郞は吉 阳 松 陰 (矩 方) のこと で、 彼 は 通 稱を初 は 虎之 助、 後 に大次 郞. 松 次郞 更に 寅次郞 

と 改めた ので ある。 松 陰 は嘉永 三年に 鎭 西遊 歷を なし、 翌四年 三月より 江戸に 遊擧 して ゐて 

此の 時 はな ほ 在 府中で あつたので ある。 嘉永四 年 六月 五日 付に て 松 陰が 萩の 實兄杉 梅太郎 

に 寄せた 書狀の 一 ケ條 に、 

一 熊 本 藩 横 井 平四郞 なる もの 諸 國遊舉 に 出 候 由、 御 國ぇも 來り候 積り にて、 宫 部鼎藏 より 矩 方え 添書 仕 候 

.E 鼎 藏申候 事。 

と あるか ら、 小 楠の 松 陰 訪問 は宫 部の 紹介に よった ものと 見える。 右德 富の 『日 錄』 に は 記 

してない が 小 楠 は 松 陰 不在な りし 爲に 其の 實家 たる 杉を訪 うたので、 梅太郞 から 其の 事 を 松 

陰に 報じた ものと 見 え、 同 年 九月 十五 日付に て 松 陰より 兄 へ の書狀 中に、 

横 井 其 外 叉 三人 來り候 由 妙々。 何月 何日より 何月 何日 迄 居候 段 相 分り 候 は 後 鴻奉レ 待 候。 束 肥 人の 心 懸如レ 

仰 可レ長 候。 宮部 などの 事 毎度 敬服 仕 候。 今： n 同人 方に て 横 井が 遊歷 中宮 部へ 遣し 候 紙面 中程 少し 見屮 候。 諸 

國の 事大 分 論じ 有レ之 候。 

なる 一 節が あ り、 そ れに對 して 十月 二十 三日 付に て 兄より 松 陰への 書狀 中に 「横 井 其 外滯留 

之 事 別紙 之 通」 —別紙 は 見當ら ぬが I なる」 條が ある。 松 陰と 宫 部と は 松 陰の 右鎭 西遊 歷 

の 時 熊 本に て 初めて 相識って から 肝膽相 照らす 間柄と な り、 松 陰の 江戸に 在る 間宮部 も亦嘉 

永 四 年 五月から 翌五年 六月 頃まで 同じく 在 府、 I に 親密に 往來 し、 東 北 遊 歷も俱 にして ゐる。 


それで 松 陰は宮 部から 小 楠に 添書 を與 へた 事 を 聞き も し、 叉 小 楠が 此の 遊 膝 ili 呂 部に 寄せた 

書狀も 見た ので ある。 此の 兩 書翰 は 興味 ある 內容 が滿 載され てゐ ると m わ ふが 兑 常らぬ の は 

山 縣半七 遣憾 だ。 なほ 右德 富の 『日 錄』 中の 山形 は 山縣半 七の 事で 大 華と 號 した 儒者で^ 書が 多い。 

八月 四日、 晴、 ^5^風强し。 山形 を訪 ふ、 病氣 にて 應對 出来す。 畫 比より 明 倫 館を訪 ふ、 昨日 通路な し がれき 

たれば 平 田 新 右衛門 應對 す。 暮頃歸 る。 

八月 五日、 晴、 ^5^風强し。 飯 後先 生の 御供して 八丁 筋 宍道直 記を訪 ふ。 宍迸 方に て 話す 屮 同人 *^ 兄 柳 井 孫 

太郞來 る。 此の 人 は 久しく， 江戶 留守居 を 勤め 應對振 物 馴れたれ ど、 さして 擧問 ありと 兑 えす。 宍道も 同様な 

(午後 ョ時， 一 

り。 七 ッ比歸 る。 暮 より 明 倫 館 平 田へ 三人 共に 參る。 同席 山 田 亦 助 外 三人。 

W 田 亦 助  山 S 亦 助 名 は 公章、 號は愛 (一 に菱) 山。 村 E 十： S 風の 甥で、 野 山 十 一 烈士 中の 一 人。 文武に 通じ、 長 沼 流 兵學の 奥義 を 

究む。 天 保 七 年 藩主 齊廣の 近侍と なり、 十 年密用 方祐錄 となり、 海防 手 赏方を 兼ねた。 其の後 弘 化丄箭 永の 問 海防 8 事に 

塗 力して 功 ありし が、 嘉永五 年 古賀侗 庵の 防 脆 測』 を活 刷して 同志に 頒 ちし ことが 忌諱に 摘れ 释 居し、 家督 を 其の 子 

に讓 つた。 安政 五 年 再び 起用され、 長 藩の 兵制 改革に カを盡 くし 造船 鑄 砲の 事を督 す。 文 久年問 京都 • 江 戶に^ 走して 王 

事に？ 5^ くし、 或は 學 is 院に 出仕し、 或は 火 輪 船 壬 戌 丸を膦 求して 其の 奉行と なりな どした 0 元 治 元年 禁 門の 變 後恭顺 派の 

爲に 幽せられ、 等で 投獄され、 十二月 遂に 斬に 處 せらる 。明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

明， 偷 館參觀  八月 六日、 晴、 束風强 し。 飯 後 城下 諸處 見物 (町の 地勢 所見 を 略記す)。 山 田 亦 助 来訪、 明 倫 館 參觀。 

您郭方 贰町余 三 町に 不レ 足。 講堂 百 九 拾 六 枚 敷、 聚 廟五 間に 九 問、 正面 聖像 sfjfi- ち 六 先生の 祭 も 一 所 

(の 力〕 

に 有り、 祭 は 春秋 上 丁の 日。 朔望 開扉 供物。 居 寮 榭を間 講堂に 綾き 立、 演武 場 (以下 略)。 
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明 倫 館 は 云 ふ 迄 もな く 長 藩の 擧校 で、 享 保 四 年 開設 以来 藩士に 文武 敎育 をな して ゐ たが、 毛 

利 敬 親 封 を 襲ぐ ゃ弘化 三年に 學事 興隆 を 命じ 設備の 擴 張. 內 容の充 實を圖 り、 获 の 中央に 新築 

.  館舍の 敷地 をト定 して 工事 を 進 め、 嘉 永 二 年 正月 落成した。 小 楠 等の 參觀 したの は卽 ちそれ 

で あ る。 

W 縣半藏  八：：： じ zT 風 止み 雨と なる。 早朝 森 重 政 之 允 • 石 州 近 澤敬藏 同道に て 来訪。 山形 半藏參 り、 半 七病氣 にて 

(午後 EI 時) 

出會 出来ざる を 謝す。 じッ 比より- 3 ハ道直 記 方に 行き、 深更に 及びて 歸る。 

山 縣半藏 は 半 七の 養子で 後の- 户瑰。 安政 以來 四方の 志士と 玄り闘 事に 奔走し 、等で 食 子 侍講と なり、 慶應 元年 幕府の 長 

州 問罪 使が 廣 島に 來た時 は { 六戶備 後 介と 改名して 差遣せられ、 陳情 辯疏大 いに 努めた。 其の 功に より 別に 祿を 給せ、 りれ、 遂 

に {六 戶 氏を稱 した。 後 諸 官を經 て駐薛 特命 仝權 公使 ともなり、 明治 二十 年 子爵 を 授けられ 同 三十 四 年 七十 四歲 にて 歿した。 

(s^ 力)  (午後 il 時) 

八：：：： 八日、 雨 止む。 山形 半藏國 史賛論 その他の 書物 を携 へて 來る。 七ッ 比より 先生 御供に て 山 亦 助へ 行 

き、 深 M まで 咄す。 列席 道家 龍 助. 軍 治 某. 近澤 なり。 座 間 山 田家 什物 大內 家の 鍔 を 見る。 

八：：：： 九日、 晴、 風 立つ。 早朝 明 倫 館 平 田 子へ 暇 乞に 行き、 飯後發 足。 道家 籠 助 方へ 立 寄り 和 蘭 製の 鞍 を： 

且つ 造船 法 を 聞く。 

ネ 村田淸 風と 會 S 

(午後 二 時- 

同日 八ッ 比、 三 隅鄕澤 江村 村 K 織 部を訪 ふ。 談話 數刻、 暮 過ぎ 旅 店に 投宿。 村 田 深更 迄咄 す。 


An-hn. 晴、 風强 し。 飯 後村闭 翁を訪 ふ。 少時：^ i したる 後、 槍劍の 稽古 を兑、 それより 义 翁と 談： „ ^し、 

漢の古 鏡 • 玉の 文鎭 • 菅相 公の 筆な どを兒 せらる。 

卜" 『曰 錄』 に據る と、 小 楠 は 村 ffl と 九 曰に 二 回. ト 曰に 一 回 都合 三回 會 Hi! してゐる が、 昭 和 M 

年 に 熊 本に て擧 行され た 「小 楠 先生 贈位 奉吿 六. 4' 年 祭 」 に 於け る 德 富 蘇 峰の 演說に は小械 

が 此の 遊 歷後越 藩の 吉田東 赏に获 表の 事 を 書き 贈った 書翰 中に ある 左の 一 節 を 引用して ゐ 

る。 

小 楠、 村 S を 村 田に は、 ゆるく と！^ し 申 候。 前廉 中風に て 家 內の行 歩 も 漸く 仕る 位に て 誠に 六十 九 歳の 老翁に 候 得 共、 

評す  中々 の 人傑に て 其 精神 も氣魄 も旺ん なる 人 を壓し 候處は 驚き入り 申 候。 只惜 むべき は學術 純正なら， f 遂に は 

一 個の 私見に 陷り申 候。 右 之 次第 故 之より は 一 切 親切 も 不レ仕 候。 

小 楠 は 村 と 心行く まで：^ i して ゐる。 德 富の 『日 錄』 の 九日の 記事に 「村 田 深更 迄咄 す」 

と ある は 村 田が 小 楠の 訪問に 對 する 答禮の 意味で 小 楠の 宿を訪 うたかの やうに 兌 える が、 「家 

內の行 歩 漸く 仕る 位」 と あれば 小 楠が 再訪した であらう か詳 かで ない。 何れにしても 小 稲 

は 村 田との 緩 話に よりて 彼 を 中々 の 人傑と 見て取った らしい。 然るに 「たぐ 惜しむべき は」 

以下の 文章に よる と、 小 楠 は 村 田と 其の 舉 問の 筋 を 異にして ゐる 上に 病餘の 老體に 遠慮した 

のか 總べ て 話 を聽く 許りで 議論 は 仕 懸けな か つたと 兑 える。 三回の 會談に 於け る 話題 は^ 

村 S と 會談の して 何であった か、 德富 の 『日 錄』 は 記事 餘 りに 簡略で 其の 消息 を俾 へな いのは 頗る 遣憾だ 0 

狀況 
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然るに 西 鄕南洲 が 明治 三年 故山に 在りし 頃 諸 藩 形勢の 

穩 かならざる もの あ り、 彼 は 早く も 此の 大勢 を 洞察し 遠 か 

らす 親政の 令が 布 かるべ く、 其 の瞻は 自分 も 要路に 立 つも 

の と 覺 悟 し、 H< 下の 人心 を統 一 する に は 日本 六十 餘 州の 政 

治 振 を 知悉し 而 して 其の 地方々 々 の 民意に 合致した る 政 

治 を 布かねば ならぬ と絕 えす 留意して ゐた が、 そ れには 先 

づ 自分が 上京す る 以前に 何人 かに 各地の 政況を 巡視せ し 

むる の 必要 ありと し て、 藩 の 子弟 中より 坂 元 純熙を 物色し、 

彼に 宇 內の大 勢. 海 外の 趨向な ど を 懇切に 說 き、 諸 國 を 遍 歷 

して 具 さに 復命すべく 命じた。 その 時 南 洲が坂 元に 與 へ 

た 書の 屮に 左の 如き 一 節が ある。 

熊 本 藩 横 井 平 四 郞壯年 之 砌諸國 遊歴いた し、 國々 人物 を 零 廻、 人材 

と 彼等が 目し 候 人に 其 後名 を擧 げざる 者 は無レ 之、 加州 之 長 沼 某と 中 

者 只 一 人 其名顯 はれざる よしに 御」 M 候。 夫 故 人 横 井の 識鑑之 高き 

を稱し 候よ しに 御座 候。 其 經歷之 節 長 州 之 村 Kg: 郎左衞 門と 巾 人に 

致， 1 面會， 候 節、 何等 之譯 にて 天下 を經歷 いたし 候 か、 其 趣意 如何と 


四 郞左衞 門 問掛候 .H。 然處横 井 相 答 候に は、 いづれ 天下 之 政 一途に 屮 r 候 様 無レ之 候て は 只 ー國々 々の 政事に 

て は 不二 相濟， と 心 付、 彼に 長し 候 處も有 レ之是 に 得た る 虚も可 レ有レ 之 候 付、 是非 得失 を考 合、 一 途政體 相 居候 

處 念願に おレ之 遊！ - いたし、 國政之 善惡を 視察いた し 候 皆 申 述候處 、然 らば 其 園に 入り 共 政の 輕惡 是非 は 何 を 

以識候^^と相尋候處、 先 づ其國 に 到り 士之 容體 質朴なる は、 必士風 盛なる 處、 叉 町家 之繁榮 なる 所 は 共！： の 

富た る虚、 農政行屆き2^心を得候處は必仁政之行れ候處、 此三條 を 目的に いたし、 其 事の 舉候所 は 共！： に 人 

材可レ レ之候 付 其 人に 問て 細 nz を 正し 本體を 明め 候處、 多く は 相違 も 無 レ之趣 中 聞 候處、 今一 事 兑處^ レ之候 

が不， 一心 付， 哉と 四 郞左衞 門巾述 候處、 幾度 も 考合候 得 共 不二 考當， 候 付、 如何様 之 所 か頓と 不二 考當， 候 付 願く 

は 敎吳候 様中述 候處、 布 中に 玩物 多く 賣物 有レ之 候處は 決て i ネ美 之國 にお レ之候 3 は中述 候處、 横 井 閉口いた し 

候 由。 此遊 "歷 中に 頭 を 下げ 候 人 は 村 田 一 人に て有レ 之た る 山に 偉 承 居候。 横 井 之 一 條御 W 載. _ ^レ之 候 故、 由來 

を 委敷相 記 申 候。 

同書 談に關 し 小 楠と 村 田との 會兑に は 右の 様な 興味 ある 場面 もあった と 見える。 又德 富 蘇 峰の 著 『 吉 

て の 『li  口  £ 松 

陰』 の 一節 田 松 陰』 中の 下記 一 節を讀 むと 下の 如き 光景 もあった らしい。 

聞く 横 井 小 楠の 據遊赏 に 嘉永四 年に あり。 村 田當時 中風 を. 射み 三 隅 山 莊に退 居す。 小 楠 之を訪 ふ。 村^ 壁 ^ 

武內宿 禰應神 天皇 を懷 くの 11 を 褐げ且 泣き 且 語りて 曰く、 君 武內の 苦衷 を兑す や。 外 は 三韓の 役 あり 內は熊 

襲の 變 あり、 而 して 禍は蕭 牆の裡 より 起り て 忍 熊 王の 反と なる。 彼れ 此 時に 於て 寡婦 孤 兒を輔 け、 以て. 2 外 

の 大難 を靖 す、 千載の 下 誰か 彼の 精 誠を諒 する も のぞと。 彼の 抱負 亦大 ならす や。 
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村 s、 通 稱は四 郎左衞 門後綠 部と 改め、 名 は將之 後に 淸風、 .}ナ は穆 夫、 

號に東 陽 • 梅 堂 • 松 齋.靜 翁 • 炎々 翁 等が あり、 世々 長 州 藩に 仕へ た。 年 

僅かに 十七 歳に して 江戶に 上り 富士を 見て 「來て 見れ は閗 くより 低し 富士 

の 山、 釋迦も 孔子 も かく や あるらん」 と 詠 じ、 人 を 人と 思 はぬ 欝勃 たる 其 

氣象を 三十 一字の 間にた よはして ゐ るが、 彼 は 突 性 剛毅 杲斷 頗る 經綸の 

才に 富み 經濟の ことに 通じ、 齊 房より 敬 親に 至る 五代に 1 り專ら 財政の 確 

立. 士 風の 作興 • 文武の 獎働 • 兵制の 改頁 等に 力 を 致す こと 五十 餘 年の 長 

きに 及び、 長 藩 維新 回天の 事業の 基礎 淸 風に ありと 稱 せられた。 然るに 一 

面に は 彼が 改革 を 喜ばざる もの ありて 或は 門撤を 祈られたり、 或は 石 紅 を 

碎 かれたり、 時には 刺客に 襲 はれたり した。 浩風は 毫も それ を 意に 介せ ず、 

左の 一 律を賦 した。 

國步 艱難 策 未だ 成らず、 身 を 忘れて 聊か 野 芹の 誠を献 せんとす、 才踩 

にして 萬 事 人望に 違 ひ、 德薄 くして 多年 世情に 負く、 狡 月 門前 誰か 石 

を 折る、 芳楳餽 外 渠ぞ核 を 斬りた らん、 松を撫 して 只 託す 千秋の 後に、 

淸風を 問 ふ もの 有らば 我 名な りと 答 へ よ。 

浩風は 偕 月 性 等と 俱に 時事 を慨 喫し 將に 大いに 爲す ところ あ ら ん とした 

が、 弘化ニ 年老 を 吿げ歸 藩し 近邑の 人士 を 指導して 士氣 の作與 • 文武の 獎 

勵を 怠らなかった。 嘉永 元年 再び 召されて 藩校 再興 用掛 となり、 安政 二 年 

用談 役と なり 文敎 及び 政務に 參與 したが 同年 五月 年 七十 三 を 以て？^ し、 明 

治 サ四年 四月 正 四 位 を 贈られた。 
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淸風は 右の 

つて 大いに 力 

E;3 想に も 亦 偉 

想. 帝 國的 思想 

西北に 風 

敷 島 の 大 

が あ り、 叉 彼 の 
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を綺け 文通 も 

に 送った 手紙 

は 小 楠が 前記 

照) 、水鳥 三 平 一 


如く 長 州の 富國 强 兵 人 材 養成に 

が あ る が、 彼 は單に 力が あるの み 

封建時代 

こと は 彼 
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を 持し て、 築き 

も 想 察される- 

も淸 風に ±^ 大 

ら すと 睨んだ 

した。 嘉永六 


に 於 

の 和 

か R 

つ か 


て 旣 

歌 に 

の 本 

ひ 斬 


つきて は與ー 

ならす 其 の 

に 國家的 m わ 

の §5 見 る 人。 

りし 時 宗。 一 


が 一 通 横 井 (時 靖) 家に 保存 さ 

德 山の 井上 彌太郞 への 如く 

行が 嘉永六 年の 漫遊の 際 之 

二三 九 


ち是 億兆の 日本 魂、 武内も 時宗- 

成す 六十 六 州 藩。  ： 

リ 識見 高邁 眼中 人 無 きの 概ぁ 

いに 敬意 を拂 つたが 淸風も 亦 

と 見えて、 爾來兩 人 は 互に 懇親 一 

年 四月 五日 付で 淸 風から 小 補 

れてゐ る。 こ れ i 

(本篇 一 六 〇 頁 參： 

に 托して 村 田に！ 
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永 鳥 等 を 紹介した 書 狀に對 して の 返書で ある、 大した 內容 ではない が 左に ST デ よう。 

三月 晋之薦 相 謹て ¥拜該， 候。 其後も||被，成，，御座ま、 奉 i, 候。 陳者御藩 中 秦擧水 I 平 f 

一.， として 御 四 人？ 御來儀 被&』 追々 S 御纏、 SS ども 拜見 霧 什 候。 士道 之 ssi 銘ー 候。 is 

依， S 秦 8 箭被， 下、 覺御 i を 々雲 仕 葉- S- 候。 次璧 I も 仲 f ズ SItf 接 

不 き饮讓 泰レ存 候。 ，直， 日 $ 御 出 之 S て 於， 彼 地 i 々御 相 對可レ 仕と 泰レ存 候。 imf 

. ^懇篤 之 者 且親細 之 間柄に も 御座 候 間 相 託、 拙 家 兩度御 來貨之 刻 も 相 招 候て 御雄談 承知 仕 奉， 一次 件， 候 0 

一 去 子年 近藤晋 一郎と 巾 f 之 者 if 之砌、 荻 角 丘 ハ雰ょ り 直 公 S 像拜 賜不レ f  I, 候。 乍， ？レ， 

仰 傳き下 I にき 託 上， 候。 晋ー郞 事 も 慕 出府 仕 候て 雷 兄え 意 不レ 得レ仕 候。 且又 露え 三 隅お 庄の 十二.， 之 I 

i 秦 i 奥 之御秀 5,, 託 上， 候 |達， 義， 候 節 は f の 御 秀吟 俯 5 二 願 上 i。f 1 之き も，.^. i」.A 

脉御自 蒙 一 之 御 存候。 い 細 は、 S 氏 其 外より 可 J?s 一存 不レ詳 候。 恐惶 I 

尙々 幾直 も 御 加 蒙羅， s。 永 I 其 外より 彼是 ss ヌ然 被，， 仰傳， 被， 下 候 S 踹候。 fo 

.  梳井平 四郞樣 

-人々 御中 

ナ 長 門— 筑前 

gi 八月 わ 曰、 (繽 )。 囊村 出に 別れ 卷げて 其の 三 隅 山莊を I し、 深 川の f 入り、 大 t に 到り 大， I 

. • 隆の古 f  f  。 諸 公卿 を 始め 塞 一 一十 位 あり。 讀 八幡と 云 ふ處に 到り、 宿 を 乞 ひし も 許さす、 已む S 


赤間關 


小 倉 


博 多に 櫛 5 駿 

平 を； 15 ふ 


太宰府 


す 更に 三 里 を 歩みて 西 市に 宿泊。 

(午後 £ 時) 

八月 十 一 日、 晴。 早朝 發足。 七ッ比 赤問關 米屋 半左衞 門へ 着。 暮 より 原 五郎左衛門 (本篇 二 一 七 頁) 同道に て 

阿 彌陀寺 町 に 納凉 に 出 浮き 深更に 及び 歸る。 

八月 十二 日、 晴。 飯 後、 五郎左衛門に 暇 乞に 行く。 伊勢屋 小四郞 問屋より 出船。 逆潮に て 船路 遲く 八ッ比 

大 里の 船宿へ 着。 食後 直ちに 小 倉 京 町  一 丁目 今 井屋喜 兵衞へ 止宿。 

八月 十三 日、 晴。 小倉發 足。 黑崎 木屋の 瀬に て 中飯。 赤 間の 驛 新星に 投宿。 晚、 少し 雨 降る。 

月 十四日。 早朝 出立。 畦 町 靑柳を 過ぎ 香 椎宮の 前 を 通り、 箱 崎 八幡宮に 參詣 し、 博 多 中の 島 二 タロ屋 へ 


(擊) 


宿 を 取り、 夕方 福 岡の 敎官櫛 M 俊 平 を訪ふ 國禁の 由に て 直ちに 面會 出来す、 些 と六ケ 敷き 爲 引取る。 

櫛 田 駿平は 福 岡 藩士、 北 诸と號 す、 藩 命で 江戶 に遊學 し、 古賀恫 庵に 從學、 指南 加勢 見習より 巣 進して 指南 本 役と なり 

藩主の 讀書 相手 を 命ぜられ 後、 奥 頭取 班に 昇る。 明治 四 年 五十八 歲を 以て 歿す。 

八月 十五 日、 時々 タ立。 博 多 出立。 大宰府 へ 行き、 觀音 寺に 立 寄る。 毫廟 へ參拜 し歸路 大野 屋 にて 中飯 ( 

1 一日 市 • 原 田 を 過ぎ 田 代の 町に 止宿。 


久留 米』 


ラ 久留米 I 柳 河 

〈や 前 十 . 

nrh 六日、 曇、 北 虱。 早朝 出立。 四ッ 比久留 米藭。 文武 宿 屋久 左衞 門に 投宿。 池 0:^ 茂左衞 門. 山 本 左 


次郞. 本庄ー 郞 同道に て 木 村三郞 • 眞木和 泉 守 • 梯讓平 來訪。 夕方より 山 本宅へ 行き 深更 迄咄 す。 前條 三人 
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本庄 一郎 


iS; 木 泉 州を訪 

ひ、 同家に 宿 

泊す 
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の 人々 並に 中 村淵藏 • 梯謙次 • 佐 田 脩 平 • 三 原顯藏 同席。 

右の 本庄 一郎 は 久留米 藩 舉敎授 だ。 小 楠 は 曩に江 戶遊學 から 歸國 して 堅 苦 刻勵心 を經傳 

に審ら にした 數年問 自家の 所見 を 吐露 せんとす る にも その 人に 乏しかった の で、 本庄が 擧識 

ある 老儒な りと 聞き 嘉永ニ 年 八月に 朱 舉に關 する 蘊奥 を倾 けた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 九) を發し 

彼の 意見 を 叩いた 所、 其 の 返書 は 大いに 小 楠の 期待に 反した ので 三 寺 三 作への 書面 中 「聊 い：： 十 

見 無乏 背， 一本 意 1 候 」 と 書いて 居る が、 (遣 稿篇ー 三 六 頁) 今回の 遊. 歷に往 きに も 還りに も 親しく 彼 

に 接して 見る と 世間の 評判 程 にないのに は 失望した らしい。 小 楠 は 已に往 掛けに 彼に 面會 

した 時の 感想 を、 米 田に 寄せた 『遊 歷聞見 書』 の 久留米 藩士 人の 舉術を 書きた る處に 「本庄 

1 郎程朱 を 奉 候 得 共是は 通例 之 一 老儒に て 何も 無， 之 人物に 御座 候」 と 記して ゐる。 

(午前 十時ソ 

八月 十七 日、 雨。 四ッ過 紙屋 出立。 池 尻. 中 村. 山 本 暇 乞に 来る。 露 木 和 泉 守を訪 ふ。 本 皮來り 終日 咄し、 

琵琶 • 和 琴の 曲 を 聞く、 深更 迄咄 し、 遂に 泉 州に 宿る。 

眞木和 泉の 如何なる 人物で あるか は餘 りに 有名 だから こ \ に贅 しない が、 小 楠 は 彼 を 訪問 

し 談話 は盡 くる ことなく 遂に 其の 家に 一泊して ゐる。 泉 州 は 後年 尊王攘夷の 急先鋒と して 

宮 部鼎藏 等と 供に 長 州 を 助けて 活躍し 小 楠 等の 思想と は 次第に 隔たって い つたが、 此の 時 迄 

は兩 者の 議論 は 能く 一  致して ゐ たものと 見える。 此の 夜 深更まで 談 じた 所 果して 何事で あ 

つたで あらう か。 


柳 河  八！：：；： 十八 日、 晴。 飯 後 和 C 水のお を 立ち、 彼に 上野 町の 邊 まで 送られ、 議比柳 河に 着す。 直ちに 紙面 を 方々 

立 花 主計 を訪 へ 遣 はす。 池邊 は病氣 の. 5 にて、 井本 辰 之 允 • 池邊 龜三郞 • 淺川鹤 之 助 來訪。 晚、 先生 立 花 主計 方へ 御 出に 

成 る 。 旅館 へ は 前記 三人の 外 笠 間 • 山 田も來 り 深更 迄咄 す。 

右 井 本. 池 邊. 淺 川. 笠 11 山 £ は 何れも 藩 舉傅習 館の 句讀師 にて、 池 逢. 淺 川は小楠の^^弟子、他は 

準 門 生— 池邊 藤左衞 門に よって 小 楠の 挙^ を  一 nil ひ 同志に て 社 を ひねび 講習せ る 者— である。 

八月 4. 九日、 時々 雨、 夕方より 强雨。 朝より 藩士 來訪、 馬 關の河 野に 出會。 靈後 船に て 城下より 三 M ばか 

(八 時) 

立花查 岐と會 りの 野 町に 行き、 共處 にある 立 花登岐 の別墅 にて 彼に 出會 す。 此の 人 1^ ノ杀 S 與に 人傑な り。 夜 を 徹し 朝 五ッ前 

見 

迄咄 す。 

右に 船に て 野 町に ある 立 花の^ 墅 にい つたと ある が、 野 町は瀨 高より 肥 後の 南 關に行 く途 

中なる 山麓の 宿 驛で河 逢 にても 海邊 にても 無 い か ら、 恐 らく は 柳 河より 舟に て 矢 部 川の 支流 

沖 端 川 を 溯りて 瀨 高に 出で (此の間 一 里 半)、 そ れ より 一 里 餘の野 町に 赴いた ので あらう。 脊 て 

安永 四 年 龜井南 冥が 柳 河を訪 うた 時 國老小 野 駿河は 此の 川 を 溯って 舟 遊 をな し、 又 天 保 元ハ+ 

眞木和 泉の 來た時 も 西 原 E 兆樹は 此の 川に 舟 を 浮べ て淸 遊した こと も あるか ら、 今 回 も 柳 河の 

門人 達が 小 楠 優待の 意 味 で 態と 舟に て瀨 高まで 送った ので は あるまい か。 此の 人 •々§ 落 に 

人傑な りと 云 つた 立花變 岐は 如何なる 人物で あらう か。 

立 花 壹岐諱 は 親 雄、 號は 胖亭、 致仕 後 は髑體 。天 保 二 年 五月 十 時三彌 助の 三男と して 生れ、 同 九 年 立 花 大藏親 现の養 子 

横 井 小 稀上卷 傳記篇  二 四 三 
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二 四 四 

となり、 同 十二 年 其の 跡目 を相績 して 大 組頭と なった、 祿千 五百石。 弘化 三年 十五 

歳に して 横地義 一郎の 門に 入り、 ^^^^で池邊藤左衞門に學び、 嘉永四 年 八月 横 井 小 楠 

と會 してより 之に 師事して 其の 敎を受 けた。 

安政 元年 米 艦 再 來に赏 り 慕 命 を 以て 大師 婧を 警衛し、 次いで 上 総 富 律 を 守りて よ 

り 名 聲が揚 つた。 同 四 年 江戶に 出で 橋 本左內 • 安島 帶刀 • 羽 倉 用 九 • 藤 森簡堂 等と 

交り、 或は 梳井小 楠 を 松 平 春 嶽に勸 め、 或は 藩主 を 動かして 慕府 に開國 の逮議 をな 

さしめ、 或は 同 五年將 軍繼嗣 問題に 關 しても 慶喜 擁立に 就いて 運動す る 所があった C 

六 年 九月に は 藩 政 を 一 新し、 文久 三年 病の 爲に 退隱 したが、 慶應 三年 王政 維新に 際 

し 再び 藩主に 徵 されて 1^ を 力めて 政務 を 執り 兵制の 改革 を 行うた。 明治 元年 朝廷よ 

り徵士 として 召さる \ や 病の 爲に 漸く 九月 上洛した が、 辭表を 提出して 翌ニ年 一 月 

II 藩した。 —此の 滞京 間 小 楠に 上圖の 書面 を 寄せ 且 つ 面會 した— 同年 二月 岩 倉具視 

の 切なる 慫慂 により 再び 病 を 推して 柬 上し、 愿" 彼に 年 來の抱 食を披 渡し 國 是の大 

签 礎を說 き、 その後 更に 1^ 京に 出で 岩 倉に 國 事に 就 いて 建言す る こと 数回に 及んだ 0 

六月 歸國 してから は 意 を 世事に 絕ち專 ら筆说 を 友と して 悠々 自適 病 を 養， つ た。 其 の 

> 著す 所 六十 餘種 二百 册に 及んだ が、 明治 十四 年 七月 サ 四日 五十一 歳 を 以て 柳 河の 自 

邸に 逝き、 同 四十 四 年 從四位 を 贈られた。 

柳 河の 地 は 小 楠に 取って は 最も 緣故 深く 且つ 親しみ ある 處で 

彼の 門下生が 頗る 多い。 小 楠 は 其 等と 半年 振に 面 食して I.::! に渴 

懷を醫 した 中に も、 往路に 此の 地を訪 うた 時 病氣で 面き する こと 


"—お rf-^^i レム トム ふ 5 

づ」 ス 4、 キ 、 -ク 楠 
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^^^^^^^ 
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>J ふ  一- r え 
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リ lliv きま i 


井 

靖 


が 出来なかった ので、 同地 滯 在中の 小 摘に 情 到 文 到の 頗 

面 を 遣 はして 面 舎の 機 を 失した る を 「殘念 慷慨 之 至り 

し 殆ど 泣 血 仕 候」 と 述べ、 曾て 小 楠 講舉の 模様 を傳 承し 


る 長い 書 

言 isi に 絶 

て 大いに 

舉筋 など 

な り 不：， ゆ」 

立 花登岐 

云 はす も 

相 成 巾 候」 

たこと は 
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感激した 事 や 柳 藩に 於け る 池邊藤 左衞門 其の 他の 舉問 

にっきて 記して、 r 迎も 先生の 御擧 筋に あら すん ば 人と 

と 云 ひ、 最後 に 自己の 意見 を 開陳して 其の 敎を 懇願した 

と 夜 を 徹して 談じ 得た の は、 快 心の 極みであった こと は 

がな だが、 小 楠が 「柳 河 藩に て は 池邊ー 人隱 然と 柱石に 

と推稱 した 藤左衞 門が 前回に 引換へ 病中で 逢へ なかつ 

嘸遣憾 であった であら う。 

歸國. 

八月 廿日、 晴。 晝前立 花の^ 墅を 出立。 北の 關を 越境。 御名の 程 木を拜 

(番所の 事なら んン  ， ： ] 

し 嬉し さ 云 はん 方な し。 倉 所に て 名前 を 述べ 直ちに 木 下に 止宿。 熊 本に 明 

日 着の 飛脚 を 立てる。 竹崎來 る。  • 

北の 關を越 ゆれば これから は 肥後領 とな り、 南 の關 より 山 鹿 を 

二 四 五 
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つた。 右に 「木 下に 止宿」 と あるの は 

リ 今回の 漫遊 中 全 旅行 日 數の略 中頃で 

考 へて 「遙 かな 事 かな」 となげ いた (本 

境 木 を 見て の 嬉し さは 誰に も 想 察し 得 

出 町 口にて 永 岩 壽太郎 • 元 山 才七郎 • 高 橋鐵之 

助、 出町內 にて 永嶺仁 十郞殿 • 矢 島 源 助 出迎 ふ。 笠に は 寺 町に て^れ、 通 丁に て 塾 中殘ら すに 逢 ふ。 夜分 は 

荻師相 見え 談話 夜半に いたる。 快 意不， 能二擎 頭？ 

此の 日 以後、 二十四日までの 記事が ある が、 德 富の みに 關 する もの だから 此には 省略す る。 

斯 くして 半 歲餘に 亙った 長途の 遊. 歷も 無事に 終を吿 げた。 「快 意 不レ能 頭 一」 の 六 文 字 は 露 に 

一 行の 心 裏を吿 白した もの だ。 云 ふまで も 無 く當 時の 旅行 は、 水 路を 除けば 駕 籠 か 徒歩 か だ 

が 小 楠 一 行 は 皆 徒歩であった らしい。 宿から 宿へ 遠い 日に は 十數里 近くても 七 八 里で 而も 

其 の 道 路 は、 決 して 今日の やうに 担々 たる もので は 無 く、 險 阪 を攀ぢ 峻嶺 を 越 ゆる こ とも 少く 

なかった。 特に 此の 旅行 は 恰も 連日 降雨の 入梅の 時期より 炎熱 灼 くが 如き 七 八月の 候に 瓦 

り 其の 勞苦も 一 通りではなかった。 金澤で 白山の 氷 を 鳴んで 珍しがったり 晚には 歩み 疲れ 

た 足 を 態々 河畔に 運んで 凉を 入れた など 北國 でさへ 暑熱の ig だしかった ことが 察 せ ら ^る。 


經て熊 本に 入る の が 順路で 小 楠 一 行 も 其の 路筋を 取 

恐らく は 南の 關の總 庄屋 木 下 初 太郞の 家で f あらう 

、  あった 五月 十七 日に 伊勢の： t の 宿で 其の後の 行程 を 

篇ニ 〇 0 頁參 照) 德富 等が 肥 後 藩に よって 建てられた 

られ る。 

(午後 11^) 

熊 本に 11 着  八月 廿ー 日、 雨。 早朝 出立。 七ッ 比-;^ 着。 け 崎 同道な り。 


遊歴 後 惑 小 楠 は 此の 遊歷 によりて 彼の 力量と 識見と に 重さと 高さと を 加へ たこと は 雷 ふまで もな 

いが、 只 到る 處で 交驩した 幾 十 人の 名士 中 彼の 意に 滿 てる 者 は寥々 として 晨 星であった と 兌 

え、 國に歸 る や 杖 を 投じて 「嗚呼； 大 下の 廣き與 に 一 人の 語るべき 者な し」 と浩 歎した と 云 ふ 

こと だ。 

ffl 隨 行の 兩人 

德富 熊太郞 德富 熊太郞 ニ義) は 太 善 次 (義 信) の 二 男で 小 楠の 愛弟子の 一人であった。 彼 は 相赏に 學識も あり 

文筆に 勝れ 緣啬も 善くした。 今回の 遊歴に 於て は 六 ヶ月 餘に 1 る 長い 旅路 を 師に隨 行して ^ 樂 

. を俱 にした が、 彼の 『日 錄』 を讀 みて 先づ 感ずる の は 彼の 人格の 流露で ある。 師に對 しての 其の 

篤. K なる 門弟 振. 秘 書 振が 眼 前 に 0 髴 と し て、 非 常に 親しみ を 覺 えしめ る。 

彼 は、 録 着の サニ曰 は 熊 本に 滞在して、 廿 三日に^ 鄉の途 に 就き 宇 土に 出で 其の 口の 午後 ニ時乘 

船した が 逆風に て 松 合に 碇泊、 サ 四日 雨 を 冒して 晝頃 出船し 薄暮 日 奈久に 着き、 その 「夜半より 北 

風 吹 月 東 山に 登る 頃 虞 帆 引 揚げ 飛が ごとく 八 里の 海 程 一 瞬に 過ぐ、 され ども M 心の 切なる にし か 

ず 、風禱 愈甚 しく 船頭 帆 を 卸さん こと を 度々 申せし かど も 一切 受付 不レ申 只 はせ に はせ 行く」 と恰 

も 弦 を 放れた 矢の やうな 心情 を 述べ、 サ 五日 拂 曉津奈 木に 羞 いて 上陸の 後、 「新 川に て 御 姉 默且ー W 

妻 €5  C  f  0  ま fe^  /  -.F  xlip  ： 1 J. へ， 太ぶ 助，)、 Q ゆ 太郎の 弟) 

^  f  板へ ¥ 接 m 眉， 狗 父上. 御 兄 上樣. 郡 太 は 水 俣へ 御 出 之 由に て 晝比御 M り」 と、 

目 錄の大 は餘 りに も簡 草に 擱维 されて ゐ るが、 千 萬 無 量 の喜悅 は. 猪 表に 躍如たり だ C 

橫井小 楠上卷 傳記篇  一 i  , 一 
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然るに 德富 は歸鄕 後家 庭 團欒の 情 懐に 浸り 得た の は 束の間 で、 彼 は翌五 年の 春、 妻 及び 妹と 時 を 

同じく して 同じ 病の 床に つき、 而も 三人 俱に 前後して 逝いた。 熊 太郞の 死去 は 三月 二十日で 享年 

僅かに 二十 八歲 であった。 將來有 爲の才 を 抱きながら 斃れた 愛弟子の 訃報に 驚かされた 小 楠 は 

二十 餘 里の 道 を 遠し とせず して 德 富家に 驅け つけて 深く 其の 死 を 悼んだ が、 彼 が 熊 太 郞の残 後 五 

日の 三月 二十 五日 付に て 越 藩の 吉 S 東 篁に 寄せた 書 狀 (遣 稿篇 r 誊簡」 二 四) 中の 一節に 書いて ゐ 

熊太郞 臨終 の る 通り 「誠に 以 悲傷の 至り 言 語に 絕し」 たる 悲惨 事で ある。 熊 太郞の 臨終の 光景に ついては 其 

状況 

の 長兄 德富太 多 助が 翌五年 三月 八日 付に て吉田 東簋に 贈った 書簡に 詳細に 記されて 居 り、 之 を 讀 

むと 熊. K 郞が 如何に 道に 志す こと 厚 く、 如 何に 師を慕 ふこと が 深 かりし か を 知る ベ く、 又 親子 兄弟 

間の 人情 美 も 知らる \ ので 少しく 長き に 過ぐ る けれども 左に 揭げる 事に した。 『東 遊 日錄』 に敎 

へ られた 人々 にして これ を 見て 胸に 强く 響く 何物 もない 事 は 許されない o 

未：， 得- 拜容 1 候 得 共 尺 素 Hlfl 上 仕 候 C 御 双方 上々 樣益 御機嚴 能被レ 遊-御座； 恐 悅之御 儀に 奉：， 存候。 先生 彌增 御雰 健被レ 

爲レ 成-御 勤務-候 段泰， 1 拜悅- 候。 先以 去々 夏 之 時分 は、 横 井 平 四 郞列參 上 仕 御 懇篤 之 御 管 待に 預り 、数日 相 滞 御 講話 拜聽致 

し、 於-私共-も 忝 仕 合に 奉レ存 候。 尊 藩 諸君 子 彌以御 日 新 之 御樣子 追々 撗井 師匠より 傳承仕 雀躍 之 至牽， 1 遙賀， 候。 弊 藩 之 

儀 も 社中 先輩 三 四 人 は 屹度 進歩 之 稜目も 相 立、 去年 來は 大分 學術 同意 之 面々 も 進 仕 何れも 相 勵居申 候。 乍，, 慮外， 御 休意 

可 レ被レ 下 候。 然ば野 弟 德富熊 太郞去 三月 サ日 病死 仕 候 段 は 御 聞に も 相 成 居 申 候 かと 奉 レ存候 0 右 は 直に 赴 告仕候 普に 御座 

候處、 私儀 も引鑌 眼疾に て 去 冬 迄 引懸、 其 後 執 肇は出 來候得 共 何分 臨終 一件、 委敷 凝立つ に 忍 兼、 今日々々 と 押 移 不本意 

之 次第に 御库候 C 最早 一 周年に 相 成 申 候 間 前後 不揃 を不レ 顧、 存 出候傣 左に 申 上 候 0 仝 鉢 私儀 去 春 は 荻 角兵衞 同道 遊歴 仕、 

私 は 程. ^？; 第 尊 藩へ 赏分 御難 題に 相 成 御 敎示を 受申心 組に て 旣に宿 許 出立、 熊 本え 相滯 居候 內熊太 都 夫婦 幷妹相 烦候段 三月 


十日に s. 越 候 間醫師 同道 直に 罷歸申 候 遮、 三人 共に 熱病に て 打 臥 居、 妹 は 十四日の 朝沒、 熊 太 郞妻は 其 夜空 敷 相 成. S. 候。 

熊 太郞其 夜より 病症 相 變紫黑 之 汚物 を 無レ限 下痢いた し、 精力 極々 相衰、 翌 十五 日拂嘵 私に 向い 汚の 衣裳 を拔^ 夜具 も か へ 

候て 正寢に 移りた し， 又 何 角 之 介抱に 婦人 を 一切 用い まじと 語り 申 候 間 萬 事 其 通に いたし、 座敷え 直し 申 候處、 二人が 二 

人 共に かく 成 行し 故、 自分 は 是非共 踏留り 快復 をいた すべし と嚴敷 自身に 相 働、 妻 • 妹が 死 を 聞 候ても 5^ さ へ こぼし 不レ申 

養生 仕 居候 處、 十七 日の 畫 比より 又 々一層の 病腦相 加り、 十八 日に は 必死の 症 数々 相 顯申候 問、 人 を 遠ざけ 私 並 焚 弟 江 口 

純 三 郞 るに。 德永都 太 S は 枕元に すりより 疾 いかにと 問 候へば、. 最早 必死と こそ 魘候段 * 候 間、 さ ら ば 心 を 平に 

し、 安んじて： 大命の 性に 復り、 身 體を入 王して 歸 すべし。 又 遺憾の 事 も あらば まべ しと 申 聞 候處、 莞爾として 外に 遣 憾の事 

はな けれども、 此道 にお ゐて 得る 處 あらず して 終る こそ 遣 憾に存 候。 よって 私 兄弟 力 を 義勤學 し 我 未到 地 を 得よ。 實 でな 

ければ ならぬ/ \ とくり 返 申 候て、 呼吸 速 迫 を 凌 七 言絕句 一首 を ロ號. S. 候。 

幸 從， 1 阿 兄 1 入- 斯 道？ 斯道 滔々 不レ窺 h。 自： i 兄 弟 f 全 力？ 却佘 未：， 到い 索-淵 源？ 

(吉 田) 

これ を 弟 純 三郞に 記させ、 左 候て、 遊歴 之砌携 歸 候 千破劍 城跡 之 竹 を 筆 管に して 称候维 先生え 二 本、 岡 田 順 助 様え 二 本 差 

(午前 十 時) 

出 候樣、 其 外人に 託せられし 事共 申 置 候處、 苦痛 頻に 起り、 翌十 九日の 朝 迄烈敷 苦み、 其 日の 四ッ 比より 苦痛 も 薄、 自ら 

人 を 呼 室 中の 屍 障 を 取 除 掃除 をな さしめ、 庭前 牆外を 打 詠、 母に 向 昨日 は 絶命と おも ひし かど、 今日は また 活路 を 得 候 故 

これく の 藥を耠 候 はんと 申て 耠 候へ 共、 雨 親 傍え 無き とき 遣 候へば 手 を 振 給不レ 申、 只々 雨 親え 苦痛 を 見せ 不レ 申樣 にの 

み 心 を 用 申 候。 廿日の 曉、 旣 にか ふよと 見え 候 時より、 精神 も髮 露と 相 成 候處、 横 井 師匠より 門人 雨 人爲： 一見 廻 一葉子 素麵 

坏 持せ 被レ遣 候處、 殊に 嬉敷 模樣 にて おしいた どき、 精神 もとの ごとくに 相 成素麵 一 二 條を給 候處、 少 間して 又々 烈敷 苦痛 

(吉 田) 

に 精神 もお ぼろに て喃々 の 語、 得 斗 聞 候 得ば II て 先生え 懸， 一 御 目 一 御 話 申 心に て、 去年 御 別後 罷歸 候て 自^ 錄を 請、 家庭 唯 

(午後 二  to 

諾之 間より 力 を 入居 申 事 杯 申 候て、 其 日の 八ッ 比、 甚 しき 擊 急に 堪兼 終に 正寢 にして 空 敷 相 成 申 候。 是れは 難レ. & 事ながら 

家庭の 間に は 實にカ も 込み 申 候 間 雨 親 共 別て 悲哀に 沈 申 候 事に 御座 候。 ケ樣の 寧 迄く だ/. \ 敷 申 上 候 は 余りの 亭の樣 に 御 

横 井 小 楠 上卷傳 記篇  二 四 九 
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雍 候へ 共、 臨終 迄 かく 思 込 居候 事に 付 何分 不レ得 レ止中 上 候。 則 筆 さし 上申 候？ r 岡田^；；-へも御分ち、 御 一把に 預申 候へば 

忝々 牵レ存 候。 岡 S 君へ 別 呈不レ 仕、 前件 之 趣 御 致 聲牵レ 願 候。 何れ 後 鴻には 彼是 御敎示 も牵レ 願可レ 申、 此度は 先 此^迄 筆 を 

閣申 候。 末錄 乍：， 惯 天下 蒼生， 御自ま 伏 祈 仕 候。 恐惶 謹言。 

三月 八日  德富太 多 助 

吉 悌藏樣 

侍史  ， _ 

別呈仕 候。 去 正月 之 尊蒈去 三月， 滞 一太郎， M 床え 相 達、 操 返 拜誦仕 候 。私 在宅 は i 戶北都 水 侯と 申 所に て 熊 城より 二十 三 里、 

薩 州境 上に て 御座 候。 熊 太 郎家內 は 赏年三 歳に 相 成 候 女子 一 人 殘ゅ候 間 私宅に て 養育 無レ恙 成長 仕 候 C 上下 職分 を 失 候 

得ば： 大地 變災を 下し 一家 職分 を 失 候 故、 か \ る 不幸に も 逢 申 候と 勉勵仕 候 事に 御座 候。 道途 数百 程 容易に 拜， 一鳳 餌 一之 

儀 は 出來不 申 候へ 共、 何卒 此後は 無-御 伏 臓 1 書中 之 御 示 論 を 受申度 幾 直に も 奉 レ希 候。 乍レ 憚未レ 得， 一芳 意， 候 得 共 村 ffl 

n〕 三 郎君へ よろしく 御 傳可レ 被レ下 候。 三 寺 三 作 君へ も宜 f. レ希 候。 心緒 難 レ盡， 一 紙上 一草々 付 nl}^ 仕 候 0 以上。 

三月 八日 

(吉 S てる 藏) 

右 書中に ある 熊太郎 の症狀 によ つ て 察する と 三人 俱に 臈チブ ス の 直 症な ものであった らしい。 著者 は 右 德富太 多 助が 熊 

太郎の 死去 赏日 妻の 兄なる 矢 島 源 助に それ を 報じた 書簡 を藏 して ゐる。 其の 中には 小 楠より 見舞と して 遣 はした 門弟に つ 

き 「御見舞と して 內藤 被-指 越 i 御 贈物 共拜受 不レ怪 相歡」 と ある。 內藤は 泰吉で 蘭 法の 醫師 であるから、 特に 指向け たの 

で あ ら う 0 

笠 左 一 右衞門  笠 左 ー右衞 門 (安 静) は、 米 S 家の 儒 臣夕山 S 太) の 子で 學 問の 傍、 砲 術に 精通して ゐた。 彼が 今回 小 

摘に 隨 行した の も 砲術 研究が 主であった らし く、 處 々で 一行と 分れて 其の 地の 砲術 家を訪 ひな ど 
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第 七 章 上國 遊歴 


明治 三十 一 年 星 岡 茶寮で 催された 小 柿 三十 年祭に 於け る 由.^ 

公正の 和歌 及び 關 義臣の 漢詩 

小 楠 横 井先 生 三十 年祭に 

由 利 公正 

ともに 見し 昔の事の しの はれて 花 さくた ひに 哀し かりけ り。 

. ^春 は 花に 昔の しの はれて 涙の 雨に ぬる \ そて かな 

星 岡 茶寮 横 井 小 楠 先師 三十 年祭 席上 賦奠 

關  義臣 

講 輕 禱 昔 侍-門 關？  i 載 昔 容 夢 寐 間。 道 學夙推 朱 晦老" 經綸 n 十 

l^ul 泰山。 挺身 欲 k 昇 平 弊。 報 國敢辭 時局 難。 掩レ浜 星丘來 〈奥レ 

，。 哀 鵑 隔レ樹 雨 潜潸。 


第 八 章 上 國遊歷 後の 數年 

一 門 生 • に .講， 學 

半 歳の 上國 遊. 歷に 得た 小 楠の 精神的 收穫は 何であった か。 彼 は 最早 酒 失で. 江 戶遊舉 の 半 

途 心なら す も歸鄕 して 蟄居した 當 時の 小 楠ではなかった。 尤も 彼 は 江 戶遊擧 の 時で さへ 旣 

に諸國 藩士の 間に 頭角 を 現して 水戶 藩から 招聘の 內談 があった 位 だが、 今回の 遊歷に 於て は 

到る 處で 諸方 面の 知名の 士と 交驩し、 彼の 識見と 力量と は 認められて 少く とも 肥 後に 小 楠 あ 

る を 知ら しめたと 同時に、 天下 眞に人 無き に 失望した 彼 は歸來 倍.、 奮勵 努力 自ら 國 家の 重きに 

任す るの 決心 を 固めた のであった。 

-K 學黨 に對す ト 楠が 此の 遊歷 に出發 して 間 もない 嘉永四 年 四月 晦日 付に て 江戸に 在る 藩主 細 川 齊護は 

翳 許の 家老 宛に 左の 如き 書狀 をよ こして ゐる。 

別紙 內密に 申入 候。 扭横井 平四郞 事、 監 物家來 同道に て 越 前の 國へ罷 越 候 哉に 承 候。 尤 外に も兩 三人^ レ之 

由 も 聞込 候。 貪 評の みの I、 害 打 立に 相 成 ■、 何時頃の 事に て 可き 之 ■、  SIfl 候 

横 井 小 柿 上卷 傳記篇  一一 五一 二 


第 八 章 上 國 遊歴 後の 数年  二 五 四 

へど も 委細 之 傣且赏 否 等分り 兼 候 間委爲 -1 申 越， 候 様に 存候。 我等 出立 後 も實舉 連中 何ぞ相 變義も 無 レ之候 哉、 

序 故に 此段も 申入 候。 得 斗咄合 返事 申 越 候 様 待 入 候 也。 

, これ を 見る と 藩主で さ へ 實學黨 殊に 小 楠. 監 物に 對 して は 警 戒の股 を 以て 見張って ゐるこ 

とが 推知せられ るが、 同年 八月 遊歷を 終って 歸鄕 した 小 楠が 其の 十お 一 日に 越 前の 吉田東 直 

に 寄せた 書狀 (遣 稿篇 「害 is」 一 八) 中には 「此節 罷歸り 承り 候 處、 例 の 黨禁も 存外 相寬 みの 勢 

にて 一 向に 波立 不， 申 犬に 安心 仕 候。 因て 御 相談 仕置 候 諸子 御 遣に 相 成 候 儀少も 故障 無， 狗」 Ml 

候」 と あり、 又 翌五年 正 月 十五 日付に て 同人 へ の 書簡 (遣 稿篇 「書簡」 二  二) 中には 「先 書 得， & 

意 一 候 通 り 黨 禁 は 何と無く 少しく 寬き候 様に 相 見 申 候。 然し 朋黨 の士 被， 用 候 事 は 中々 程遠 有レ 

之 心痛 之 事の みに 御座 候。 同社 講舉 は彌以 盛に 有， 之 是は 大慶 仕 候」 と あるから 赏 擧 黨 に 

對 する 藩の 應迫は 稍 緩和され たかに も 見える。 併しながら 小 楠 等の 人氣 回復 はま だく 程 

遠い 狀 態 であった らしい。 

昔 孔門の 子 貢 は 孔子の 道 を 美 玉に 譬 へて 「斯に 美 玉が ある。 これ は 匱に 鯭 めて 蔵して 置 

くべき もの か、 そ れ とも 善き 買手が あったら 沽 つたが よから うか」 と 尊ね た。 すると 孔子 は 

言 下に 「沾 らん か な、 沾 らん か な、 我 は贾を 待つ ものな り」 と 答へ た。 これ は 恐らく は 孔子 衷 

心からの 感懷 であった らう。 又 孔子 は 「苟も 我 を 用 ふる 者 あらば 巷：：！： にして 已に 可な らん、 

感懊と 抱 食 三年に して 成る こと あらん」 と 云って ゐる程 共の 政治的 抱負 を i 茂 現せん と 念じた。 小 楠の 


一代の # 望 が 治 國平； 大 下に ある 以上 其の 感懷も 抱 负も亦 孔子の 如くで あったらう が、 肥 後 藩 

では まだく 其の 手腕の 伸ばし やうがない。 今 |3  く 彼 は 美 玉を藏 して 雌伏せ ざる を 得な か 

つた。 善 賈に逢 ひて 始めて 燥然 たる 光 を 放つ の 時節 到來を 待たねば ならなかった。 

小 楠 は歸國 する や 米 田 其の 他の 在 熊 同志と は 相 往来して、 遠方の 知己 朋友に は 書面 を 以て、 

遊歷 間の 多大の 牧 穫を頒 ちた り、 或 は 旅行 中 世話になったり 款待 を 受けたり した 人々 に 感謝 

の 意 を 表する と 偶に 別後の 消息 を 報じたり などして 忙しかった が、 遊 藤 中で も 或は 旅 舍で或 

は 道す がら 講義 を 怠らなかった 彼で あるから、 一日千秋の 思で 師の歸 塾 を 待； S びて ゐた門 生 

講義 を始む に對 して は講 篛 を 始めた。 旣 記の 如く 遊麼の 前ハ牛 九月 朔 日より 出發 前まで 日會 として 諸 

書に 就き 大車輪で 講義した 其の 繽講が 行 はれた であらう こと は 想像に 難くない が、 『小 楠 遣 

稿』 の 「先生 小 傅」 中には 左の 如き 一 節が ある。 

先生 旣に 歸り浩 嘆して 曰く、 天下 人 無しと 慨然 自任す るの 志 有り。 是 より 先生の 體段 識見 共に 高き を 加 ふ。 

蓋し 封建時代の 人心た る や 着眼 其限畫 有りて 封疆の 外に 出です 天下の 事は對 岸の 火視 する のみ、 大槩ル H 然り。 

先生^：^だ其弊習を厭ふ。 大擧 の八條 目に. S りて 子弟 を 諭して 曰く、 所レ 謂、 欲 レ明ョ 明 德於ニ 天下一 云々 とは大 

.  下の 人 をして 各 其 聰明 を開發 せし むる の 規模に して 區々 一 方 一 隅に 止る 可ら す。 共 規投大 にして 任 重く！： 家 

を治齊 し、 身心 を 修正す る 愈 切に して 誠意 格 致 の 擧 始め て 着實な りと 云々。 

. 平素の 持論の 上に 今回の 遊 1- で 一 段 識見 を 加へ た 小 楠 は 到る 處で 恰も 井底の 蛙然 たる 葡 

横 井 小 柿上卷 傳記篇  ，1  ,  二 五 五 _  ： 


第 八 * 上！： 遊歴 後の 数年  二 五六 

來の 弊習 を 見せ 附 けられた ので、 開講に 當 りて 先 づ 『大 舉』 の 八條目 —格 物. 致 知. 誠意. 正 心. 修 

身. 齊 家. 治 國. 平 天下— により 子弟 を 論した ので あらう 。『大 擧』 の 「 欲， 明, 明 德 於，」 大 下 一」 以下の 

本文 は 云 ふまで もな く 左の通り だ。 

古の 明徳 を 天下に 明らかに せんと 欲する 者 は先づ 其の 國を 治む 0 其の 國を 治めん と 欲する 者 

は 先 づ 其 の 家 を 齊ふ。 其の 家を齊 へんと 欲する 者 は先づ 其の 身 を修む 0 其の 身 を 修めん と 欲す 

る 者 は先づ 其の 心 を 正しう す。 其の 心 を 正しう せんと 欲する 者 は先づ 其の 意 を 誠に す。 其 の 意 

を 誠に せんと 欲する 者 は先づ 其の 知 を 致す 0 知 を 致す は 物に 格る に 在り。 物 格って 後； 5 至り、 

至りて 後 意 誠に、 意 誠にして 後 心 正し く、 心 正しう して 後 身 修まり、 身 修まりて 後家 齊ひ、 家齊 ひて^ 

國 治ま り、 國 治まりて 後天 下 平 かなり。 

右八條 E 中、 格 物. 致 知の ニ條 E について は朱晦 庵と 王 陽 明と 其の 所見 を 異にして 兩擧 派の 

分かる i 所で あるが、 此の 時代に 於け る 小 楠 は 專ら朱 子 を 信じて ゐ たか ら、 前 文 は それにより 

て解釋 したので ある。 小 楠の 講義 は旣 に遊歷 前から 古い 經書を 用 ひても 時の 生々 しき 事實 

を 織り込む こと を 忘れな かろた が、 今回の 歸國 後に 於て は 定めて 遊歷 間の 所見 を も 加味した 

であらう から、 如何に 門 生 を欣躍 奮起せ しめ たかは 蓋し 想像に 餘 りが ある。 

二 勤王 黨 との 交際 及び 對外 意 見 


パ桶は 以上の 如く 門 生に 對 して 擧を講 する 問 に、 S 學黨 の 同志と も 遊 前の 如く 迸 學の講 

究に 勤し み、 上記 吉 田への 書面に 於け る 如く 「同社 講擧 は彌以 盛に お， 之 」 であった が、！： 家 多 

事の 際と て 治國平 天下 を 本来の 志望と せる 彼 は 常に 天下の 大勢に 注 E し、 諸國の 志士と 氣脈 

を 通す ると 供に 本 藩の 同志と も荐 りに 心を國 事に 碎 いたの である。 當時肥 後に 於け る小秘 

の 同志 は 管 に 資舉黨 の 人達 のみでな く 勤王 黨の逑 中 もさう で あ つた。 『克堂 佐々 先生 遣 稿』 

の 「熊 本各黨 沿革 一 斑」 If 軒 ISSSI? の 中に 左の 如き 節が ある。 

肥 後の 黨派  幕府の 末 造 化丄咿 水の 際に 方て 肥 後に 三 黨派起 リ學校 黨と云 ひ 勤王 黨と云 ひ 货學黨 と 云 ふ。 舉校黨 は 佐 慕锁夾 s^^^ 

期 fit) を 主と し、 勤王 黨は 尊王攘夷 を 主と し、 货學黨 は 尊王 開 1U ど 主と す。 皆な 其の 主と する 所 を 唱道し： 立に 相， 礼り 

其 の 勢力 を 擴張 する を勉 めたり。 

學校黨 は 勤王 •  .K 學ニ黨 を 除く の 外 凡そ 舊藩 政府 及 藩 立 時！： 館に 關保 ある 者 を總稱 する 者に して！！ ょリ 一 々あ 5 主義 及 i また 

る 一 國結を 成した る 者に は 非ざる なり。 今 世人の 唱導す る 所に 據り假 に 其 人名 を 舉れば 松 井 佐 渡 • 故 溝 口 孤雲 • 小 4 ケ；； z 小 源 

七郎 (i^iw- し」) • 故永屋 伊兵衛 • 故 飯 S 熊 太 . 馬場 彥左衞 門 • 故 上 S 休. 林 新九郞 • 故 松 崎 傅 助 • 月 澤傳次 •  ，u 木お 

平 川 助 作 • 鎌 S 景弼 • 池邊 吉十郎 (is§si! 一； S)  •  ..I 莊嘉門 • 木 村 弦 雄 • 竹 添 進 一 郞 • 井上毅 • 櫻 田 您四郎 • 火艰 八 郎 • 

松.^ 新吉郞 • め 崎定平 •  (S お ま SIf  若 vn^ 彦太郎 •  M 津志滿 記 等に し て 維新 の 際 は池邊 • 鎌 m  • 櫻 m  • 古莊 • 

竹 添 等 專ら佐 慕 攘夷 を唱 へしが 其 志を果 さず して 止む。 王政復古の 後 時勢 一 變し 佐幕の 論題 は 仝く 地を械 ひ； 大下 勤王 を說 

かざる 者な き 勢に 至れり。 明治 二 • 三年の 顷 より 勤王 黨とは 元 接 夷 論の 一 轍に 出で 且つ 不平 相投 ずるの 勢より 互に 命脈 を 

通じ 古莊 • 木 村 等 は專ら 勤王 黨河 上玄齋 等と 81 し池邊 • 鎌 山 . 井澤 等 は 勤王 黨故住 江 甚三郞 ハ衞) (|ーき|;^|5^) 等 

と共に 藩 政 を 握り、 獨り .K 學黨 を 敵視す る？ 勢 ありき。 此. 3^ より 壯年聚 にして 池邊. 鎌 S 等に 繼ぎ 奔走す る 者 は 松 te- 她. 

横 井 小. 楠上卷 傳記篇  二 五 七 


^八 章 上！； 遊 I- 後の 数^  二 五八 

故 友成 正难 (針！： si#^.o  • 、水 W 文九郞 • 內藤 儀十郞 •  S 中 之 雄 • 上 SS-  • 一 盧村英 五郎 (i お If 蘭お . 中， Is 三郞 

へ 十 if の役賊 esf の半ン x^o 

Ife. 長と なり 戰 死す」 ぎせ 

勤王 黨は 本と鱼 學者林 藤 次 Q 門に m る^ 多し。 故 住 江 松 翁 • 同 甚兵衞 • 同小 坂 秋 月 • 同宮部 #藏 • 同 松 村 大成 • 冋永. 三 

. で まも 丄、 f へ 【t 正大 忠と なり ン ，. ム 07  £ 力 へ 波 タノ 野右ン . "「- J ぼぃ古尸 n  ^3  •  U  U  ？貧 一 •  . ^え 可 二  "VJ  f へ 高 田 1  彦ン へ S 治五ン •  ，、f 失 

； T  •  PSTIV.^\t 1^ 明治 六 年 病死す」 I*  ひ I- 馬之尤 」 •.Ini-ts,-^ 二 ま 1^ こ • •  .t-WJ^ 丄. 1^ 兵衞 H 年 刑死」 •  T\s-f 

兵衞 (駄 綱黑) • 加 屋霽堅 • 上野 f  ？  (f^i 贴 SISS 魁) 魚 住 源 次 兵衞. 今 村 乙 五郎 (さ . 丸 山 運 助 等 を 初と して 鳥居 底 

榭 •  * 木靈 i (SIfisss)  •  # 沼 東 夫 • 加 屋四郞 • 堤 松 左衞門 • 小版 小一 一郎 •  (f1 ほ！； i は iilssl ち 崎 村 常 雄 (i 

は |む . 小 橋 元 雄 • 富 永守國 • 阿部 景器 • 福 岡應彦 (fKl お 年) 等に して， 夭， 丑 • 甲 寅の 際に 方て 專ら 尊王攘夷 を 

主張し： 大 下に 奔走 建 力し 一 新の 現 迄 は大に 學校黨 と相钆 り、 實學 黨とは 稍 尊王の 義相合 ふ を 以て 相俱に 往來盡 力せ しが、 

叨ュ 5 二  • 三年の 顷 より 時勢 全く 一  變し 西洋の 風 盛に 行 はれ. Kmf 黨專ら 洋風 を 主張す る を 以て 之と 大に隙 を 開き、 學校黨 池 

邊 • 錄5  • 古莊 • 木 村 . 櫻 山 等と 相 合する に 至れり。 此顷 より 壯 年生に て 蜜 力す る 者 は 崎 村 二 具 渡 見 (I)  • 古田 十郞. 小 

林 I 太 郎. (||ー」ぉ年)小版小三郎.^^小四郎.平井臣夫*同吉太.深水榮季. (1 き駄 1) 深 野 一 三. 佐々 干城. 同 友 

房 . 淺 5 基 雄 ^00^  .  M 知お •  一 島 義恭等 也。 

敬神 黨は 勤王 黨 より 分派す る 者に して 明治 三 • 四 年の .2; より 大野 • 加屋等 は 單に祌 力に 因て 攘夷の 目的 を 達せん と 欲し 殆 

ど 人事 を 魔し 專ら 敬神 を 以て 務 とせり。 # 人 之 を 敬神 黨叉は 神風 速と 名 づく。 大野 • 加 屋等は 住 江 山 S  . 高原 等の 

13,1： ら カを赏 I に 用 ひんと 欲する V」 非難し 漸に 分離の 姿を顯 したり。 富 永 •  w: 部 • 福！：  • 古 W  • 小 林. 深 水 等 之に 與 せり。 

明治 九 年に 至て 火 野 . 加 等 は 時勢の H に 非なる を 歎じ 長 州 前 原 一 誠 等と 通謀 部下 を率ゐ 兵を舉 げし も 事 成らず して 皆 之 

に 斃る。 其、 今 = に存 する 者 は 緒 方 小 太 郞* 木 庭嘉介 • 石原爲 龜. 住 江 常 雄 • 右 E 甚七 郎等の 一派 也。 

焚 f 黨は弘 化. 寧 水 S 際 時 f=m の舉意 専ら 空理 を談 ずるの 弊 ある を 歎じ、 米 m 監物 (ff 麵 Is き i 妹 i)  郞 (雄 

^^糊 S) .下^^休也(|)举主として货學を主張し、 一時 藩 政 を 掌握したり しも 後魏 けられ、 學校黨 (gg^^ss 松 井 佐 


渡 等 用ん 、しれお に 太に 隙 を iS きたり。 後 米 m  • 极 井の 不和 を^ず る ^あり C 遂に 大學呼 の 席に 於て 談論 相协 はず、 米 

m は 主として 明德 を說き II 井 は 主として 親 民 を說き 遂に 雨； まに 分れ、 一 を 米 m 派乂坤 井. K 學 或は 明 德黨と 稱す。 故 湯 地 丈 

ーコ， ケ nj て、，.,、 ト..  二，  へき 添-わ、 奢 ieil- とな ン -fe. す，. ^ニ：. な MJ  •  ,^n-lh5 卜 へ f~ 眉官： ^-^り デ， vltc^nr 乍. sfeJ:.\KJa ヽノ、 一  を 化 xit^ 

右狺严 • 获某 • おい.： 二 U 後の 參與 たり」 ^^u^i^pl  .  ..^^teie^  I 十 年の 役 断 g 死」 原 二 7i\ri ^ノ  L  i  /l^f 

一久 沼 山. K 學 或は 親 民 黨と稱 し、 安 揚保和 • 山 miw い 3  . 嘉悅氏 房 • 矢 島 源 助 . 宫川房 之 • 岩 25 俊 負 等 之に 黨 す。 獨り元 E 永 

学 は 常に 米 E  . 横 井兩派 Q 間に 农て交 誠 を 全くせ り。 村 井 範二郎 • 吉津次 一 郎 . 林^ 謙 • 元 W 永貞等 之に 腾 せり、 之 を 山 

^實 學と稱 すと 云。 要するに 米 m  . 横 井 兩ー辦 互に 相容れ ずと 維も^ 王. 學校 兩黨に して は內 自ら 述 合する の 勢な りしと。 

維新の顷は兩派共に勤王黨と粮合體の勢を成しカを王事に敌し獨り學^^黨池邊 • 嫌 W 等と 相 軋れり。 叨治ニ  • 三年の .mi 女 

場.^ 悅等原 S  • 渾村 等と 隙 を 開き 坪 井 • 沼山^;兩派又々分離せり。 此： a- より 坪 井 派に て 違 力す る 者 は i^wlw  一  .  M: 次郎 

太郞 • 澤村大 八 等と： ザぷ。 明治 十三 年 忘 一?：：： 會起 るに 至て 坪 井 . 沼 山の 兩派始 て 介せ りと 云。 

右 は 佐々 友 房の n 述 だけあって 流石に 舉校. 勤王 愛 舉三黨 派 の 沿革に つきて 北ハの 要領 を 得 

てゐる が、 弘 化. 嘉永 時分の 此の 三黨 間の 關係 を见る と、 實學黨 と 舉校黨 と は これ 迄の 舉意 上の 

脫合 ひの 行 掛りも あ り、 乂 北ハ の g 口  ^ する 所が 尊王と 佐葸 とで 大分 11 きも あ るので 緣遠 かった 

が、 勤 王 黨とは IS 和と 念激 の^は あっても n: じく 尊王攘夷の 說を 執って ゐ たので 相 接近した 

ので ある。 上記 佐々 の n  ^ に 擦れば r  S 舉 黨 は 尊王 開國を 主と す」 と あ る が、 弘 化. 嘉 永 時 分 

の 該黨は 尊王 镇爽 であった。 現に 佐々 は 共の 著 『戰袍 日記』 に は 左の 如く 記して ゐる。 . 

實學黨 は 米 S 監物 • 横 井 平 §:郎* 元 E 永^  *難5 山三郎 諸氏 S 主 i? に 係り 朱 學の末 弊 を 斥け 専ら^ 行 踐 S 舉を 11 ず、 W 

して 穩和 尊王 攘臾 の說を 執る。 後 二 派に 分る。 一 を叨德 派. 义は米 m 派、 一 を 親民滅 又は 横 井 派と 云 ふ 。蓋し 米 H  *极 井二 

氏人 學を 講じ 一 は 明徳 を 主と し 一 は執：；^^VJ主とし遂に相分れしを以て此^ぁり。 後 极井氏 開！： 論 を ふと 一 ザぷ。 
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笫八章 上！： 遊歴 後の 数年  二 六 〇 

右の 如くであった から 小 楠 も 當時は 勤王 黨の 人達と は 懇意で、 特に 宮部鼎 藏とは 極めて 親 

しく 往来した ばかりで はな く、 彼 は 時々 門 生 を 引 連れて 宮部 方に 山 鹿 流 軍擧の 稽古に 行 き、 宮 

(お 部： 水 a 等 部 も 亦 年長の 小 楠から は 指導 誘 被され たらしい。 小 楠が 上國遊 藤に 出發 する 三日 前の 嘉永 

と の 親交  . 

四 年 二  n 十五 日に は 特に 藤田柬 湖に 書 を 寄せて 出府 せんとす る宮部 を 紹介す ると 供に 「乍レ 

憚 萬 端 御 敎 示 被，， 成 下 i 候 様 奉， 願 候」. と 依頼して ゐ るし、 又 其の 遊 藤に 出掛けてから も 共の 問 兌 

聞した こと を 在 府の宮 部に 書き送った (本篇 二 三 二  K) の を 見ても 兩 人の 問 柄 は 想 察せられる。 

小 楠 は 叉 勤王 黨の永 鳥 三 平と も 入魂で あつ て、 永 鳥の 嘉永 六 年 三月 遊： i に 出掛ける に 際して 

は 「永 鳥の 東行 を 送る」 と 題して、 左の 七 絕を餞 し、 德 山の 井上 彌太郞 や 萩の 村田淸 風へ の 紹 

介狀 をも與 へて ゐる。 (本 篇 一 六 〇 頁丄ー 四 〇 頁) 

唯 だ疾を 之 變 ふる は 父母の 心、 晚 行 異 食 總 て 相箴め よ、 m 天 一 路 三千 ST 暮 雨 朝 風 意に 關す 

る こと 深し。 

永 鳥 も 中 國. 幾 內. 東 海道 を.， 遊歷 して 江戶に 入りてから は內 外の 情勢 を 察知す るに 力 め、 聞 く 

に つ け 見る に つけ 鄕國の 同志に 通知す る を 怠らな か つた が、 共 の 同志の 中に 小 楠の 名の 無い 

こ と は 殆ど 無く、。 へ リ ー 來航 直後 永 鳥が 養父 繁 平に 寄せた 書面の 「追 啓」 の 中に も 「屆 書. 風 

說 書. 異 國人 漢譯書 差 上申 候 間、 横 井 家. 宮 部 家 に 至 念 御 屆 可， 被， 下 奉，； 希 上， 候」 と ありて、 彼 は 同 志 

中で も 取 分けて 小 楠と 宮 部と を 重んじて ゐ たかに 兄え る。 


$M は水戶 常時 肥 後の 三黨 派に 於て 舉校黨 は會： に、 勤王 黨は長 州 に、^ 舉黨は 水 戶に給 托して ゐた。 

—結扎  米 W 是 容 が水戶 の齊昭 始め 藤 甲戶 田. 會 澤 等と 设も 懇意であった こと は 何人も 知れる 所 だが、 

小 楠 も 亦 藤 m と は 特^の 親交が あった。 而 して 肥 後と 水戶 との の 述鎖は 確に K 舉黨の 人 

々によって^ ばれ、 叉 結ば しめたの であるが、 此の 事 は 旣記元 口の 『還 磨 之 記』 巾の 記事 (本^ 

一 〇 六 K) に 於け る 如く 赏 舉 黨 が 藩 政府から 迫害 を 受ける 原因の 一 つ ともなつ たの で あ る。 

世界の 大勢に 通じた 上に 於て は 佐 久間象 山と 日本の 雨 眼球と 云 はれ、 乂 我が 國 Ml: 史上に 於 

て は 開 國 論の 念 先鋒と して 兩 横綱の 位置 を 卜：： めて ゐる 其の 小 櫥が當 時 過激な 壤爽 論者で あ 

つた 水 戶の人 逮と結 托し 肥 後 勤王 黨 とも 交驩した こと は 殆ど 信じ 難い 様な； l^i でも ある が、 彼 

が嘉永 三ギ五 H 越 前の 三 土寸三 作に 與 へ た 書翰 S  m 篇 「 書簡」 一 〇) を て も、 共 の 翌^ 上國遊 

歷の際 名古屋 の 宗家 横 井 次 郎吉に 書き 與 へ た 語 (本篇 二  0 九 H) を H ルて も、 嘉永 六ハキ 來航 

後の 作なる 

婦 女 還た 能く 死 を兑る こと 輕 し、 義 肝！： は稱ふ 男兒の 名、 紛 々海 を擾 がす 彼 何の 廣 ぞ、 此 ^fe 

殲 さすん ば番 つて 生きす。 

を 見て も、 嘉 永 六^ 八月 門 生の 藤 莊左衞 門 に江戶 表の 事 を 報じた る 書簡 S 稿篇 「害 简」 S 

二) 中の 「彌以 夷 船 御 打 はら ひに 決し 誠に 以て 重々 出度 御 事、 飛 立 斗に 悅巾 候」 なる 文句 を 

見 て も、 叉 同年 同 に 藤 ffl に 寄せた 書面 5 稿 篇 「 書 簡」 ral 三) の 中に あ る 「江戶 を 必死の 戰 場 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  二 六 一 


第 八 章 上 1; 遊歴 後の 数年  二 六 二 


と 定め 夷 贼を襲 

云 ふ を兑て も、 

拔ぁ 家で あった 


粉に 致 し、 我 が 神州の 正氣を 天地の に i- かに 示さ すん ば ある 

國 論を唱 ふるまでの 彼 は 眞に生 一 本 で、 而 も 藤 田 等に 劣らぬ 

ので ある。 


ベ 

こ 


力 


らす」 と 

しい 尊王， 


學校ゃ 文武に 關 する 見解， 


小 楠 は嘉永 五ハキ 三：：：： より 翌六^ 正 =：: に 至る までに 二 論 文 を艸し た。 

は 「文武 一 途之 說」、 俱に 彼の 卓識 を傳 ふる 雄篇で ある。 


は 「^校 答 寄」、 


福 井 藩に 於て 

制 を 問うた 時に 

に は 此の 「問答 

して 蔡 校の 制 を 

に聘 待の 意 有り 

^ 」 を 虎々 朱 正 


祭 校 問答 « 

嘉 永 五ハ 牛に 入り て 舉 校を與 さんと す る の 議 興 る や、 書 を 小 稲に 寄 

之に 答 ふべ， く艸 したの が 此の 書で ある。 『小 楠 遣 稿』 の 

書」 にっきて 「五 ハ+松 平 春嶽公 渡き に 先生 漫遊の 日 面接 

問 はしむ。 先生 乃ち 擧校 問答 錄を 草して 之に 應す。 赛嶽 

」 と あ る が、 村 S 英 彥の藏 せる 『小 稲 遣 稿』 を 見る と、 其 

して 居 り、 お の 一節 も 「 嘉 永 五 ハゃ 越 前 藩士^ 志 者 學校を 


の 


「小 


せ ざ 

公兑 

發 ほ 祖 

さ ん 


せ て舉 校の 

稲 先生 小 傅」 

るを憾 み、 人 を 

て 大に悅 ぶ、 遂 

父 氏 歸が右 「小 

とする の議ぁ 


り、 寄 を i: 凡^に 致して 舉 校の 制 を 問 ふ、 先生 舉校問 答 書 を艸 して 之に 答 ふ」 と訂 して ゐ るか ら 

之に 從 ふべき であらう。 隨 つて 嶽が 此の 「問答 書」 を 见て悅 び 遂に 小楠聘 つ：；： の 意 を 起し 

たと あるの もどう であらう か。 li^ 嶽が小 楠を聘 せんとの 意 を 決した の は 小 稲が 安政 三ハ やに 

建舉の 事に つき 村 田に 答へ た 書狀を 見てから の やうで ある (本 篇第九 章 一 參 照)。 木 「問 答 ¥ 」 

の 全文 は (遣 稿^ 「論 著」 一) に 載せて ある が、 共 の 大要 は 左 の 通 り だ。 

^m^^^^^^. -  第一 に 「政事 Q 根本 は 人才 を 生育し 風俗 を敦 うする にあれば 校 を 興す は^ 一  の 政な り や」 

の f "  に對 して は、 和漢 古今の 明君 必ず 先 づ 學 校 を 興 す も、 其 の 跡に つきて 見る に學 校に て 出 類の 人才の 

出で し 列 無 く、 況 んゃ是 より 敎化行 はれ 風俗 敦く なれる を 見 たる こと 無 し。 且 つ ？ぉ 今 天 下 列  一 S 仍 

方に も學凌 t の設は あれ ども 章句 文字 を もてはやす 迄の ものに て是又 一 向 人才の 出づる 勢 無 し。 

これにつ きて は その 然る 所以 を 深く 考 へなくて はならぬ と 答へ。 

^二に 「右 は學 問と 政事と 二つに 離れて、 學校 は讀螯 所に なり 無用の 俗 學に歸 する からで ある。 

^し叨 お出で \ 心 を學政 一致の 近に めて 學狡を 興せば 如何」 に對 して は、 和漢 古今 を 論ぜず 舉 

狡 を 興す は 概して 明お の 時 で、 學 政 一 致に 志し 人才. 有に 心 を め ざ る はなし。 银し 其の mf 玫 一 

致と いふ も 人才 を 生育して 政事の 用に 立てん との 心なれ ば、 其 の 货學政 一 致に は あらず して 人才 

の 利 政と 云 ふべき だ。 隨 つて 諸 生は昝 有用の 人才に な ら んと鼓 ひ ，立 つ 結果 却つ て 人才 を ほ ひ 風 

；; 八" を 壤る 事と な り、 果 て は 學校は ほら 章句 文字の 俗儒の それに！ し 行く 事になる の だと：^" へ。 

^三に 「さらば 學政 1 致の 心 は 非なる こ となる か」 に對 して は、 秦漢以 來學問 は 己を修 むる こ 
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校 


と の 


と 

し 

へ- 

本 

〕 に 1± 

で 


を 


と 


書 

本末 脉用 

す 


し、 

を 


めようと 


第 

十 _! 

も 

き 

し- 


む 

る 


せ 

-或 


に 

を 

は 


r 

て 


as 一 

致 

用 


r 

異 


も 


み 

ち、 

末 


其 


る 

に 


の 

求 


世 


な 

出 


る 所 


し 

の 

夕 

-ま 

+コ 

邪 說.詞 章 記 0 


を 論じ 篤！ 3- 

る 


む る 


學 

.士 


及 

の 


に 

-學 

し- 

の 


じ 

急 


子 


講 ^ 

つ bh 


ぬ 

を 

を 


致 

し- 

を 


る 


0 

人 

、り 

た 


ずと も {且 


至 


行 

め 


て 心 


達 

才 


を 

へ、 

ず 


政 

政 


何」 に對 して は、 政 

め 人を始 むる の 一 

君と！ W せらる-. 1 人 

ず、 朝 廷は f 政事の 

めんと する 顯術功 

へ て ゐ る。 無 論 右 


一 一 六 1： 

亭に 留めず 獨 自ら 修養す る を 眞 の 儒者 

識 器量 あり て 入 に 建し 世務に 通ず る 

濟者は 修， 身 の 本 を 失つ た 者と 相場 が 定 

る。 此の 二つに 離れた る 學政を 一致せ 

になる。 こ れ が 古 今 叨 の 通 病 だ と 答 


華と 云へ ば^ちに 己 を 

致に 行 はれる が 爲の學 

にも 父子 兄弟 夫婦の 間 

得失 を議 する 處 にな る ( 

利の 政で あつ て、 此 の 心 

の舉 狡無刖 論は爲 の學 


し 

し、 


き や 

旣 に 

迄 貴 

々 ひ 

或 は 


」 に對 して は、 舉校は 政事の 根 

立た ば 必ず 學校を 興す ベ きで 

賤 老少 を 問 は ず、 職 務 の 繁 多 な 

身の 病 痛 を做戒 し、 或は 常時の 

0 爭會 業經史 の義を 研究し、 德 


な 

有 


む 

で. 

々 

敎 


一一 口 


るに！！ し、 己 

昔 に 

0 を 

其 の 

起 し 

校 を 


に 

偷 

6 じ 

る 


本 

人 

^ を % ひ .55; 


ば 

北ハ 
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の 

學 


よ 

も 


0 さ 

は 上 

字 に 

を 討 

叨 ら 


第 六に r 敎官の 撰 如何なる 人に て 可， 然ゃ」 に g して は、 其の 選 最も 大切な り。 今 經學 ，詩文の 

藝に畏 じ篇^ 雞 行なる 人 を ー炎敎 校と し、 此 等の 文 藝には 達せざる も 知識 叨ら かに 心 術 正しき 人 を 

側 用 人. 泰 行 の 職 に 用 ふ る な る も、 一 藩の 敎 校 にして 知 II 明らかで なく 心 術 正しから ずぱ 如何で 

か 人の 神！；！ を 開き 人の 德義 を麼き 風俗の 正しき を 得せし める ことが 出來 よう ぞ。 側 用 人 • 奉 行. 敎 

狡の 三 職 は元來 一 體 なれば 一 人 をして 總べ しむれ ば、 お 中. 府 中學政 一 致に なり 情義 能く 通じ學 校 

の 勢 自然に 望くな る ベ しと 說 き。 

第 七に 「 學 校 の 設 は 如 何 に し て {n^ し か る ベ き や 」 に對 して は、 學 校の 揚 所. 敎 場 の 別 .敎 {R の 稀 別 

等に 涉 りたる 後に 學 校の 盛衰 は ら 人お の 一 心に 關 係す る。 人 君 が ！！^^ と な り 師 と な る 底 の 意 5^ 

込に あら ざれば 其の 興した る 學校は 制度い かに {且 しくと も 忽ち 俗 學に歸 すると， is んでゐ る。 

今 直ちに 舉 校 右 「問答 書」 の 終に は 「嘉永 五 年 三月 横 井時存 書」 と 記して あるが、 小 楠が 共の 月の 二 卜 

建設な からん 

こ と を 勸吿す 五日 付に て 越 藩の 吉田 涕藏に 寄せた 書簡 (遣 稿 15 「書 简」 二  gl) 中の 一 節に は、 

舉校之 下問お レ之、 問答 書 相認、 さし 出 巾 候。 御 一 覽 可：， 被レ下 候。 尊 藩 擧校御 建 方 は 是非共 御 止 方に 相 成、 

後日 共 時 參り候 上に 御 興し 被， 成度吳 々 奉 レ祈候 云 々 。 

と あ り、 な ほ 共の 年 五：：！：  二十 一 日付に て 同じく 右吉 K に 贈りた る書狀 S 稿篇 「普 簡」 二 六) 屮 

にも 左の 一 節が ある。 

舉校 之懷は 先便 愚意 さし 出 候 通 彌以御 取り 懸り 無二 御， 1H や はれ 此 儘 にて、 只々 君 ほ 御！ i 學 のみ 彌以 盛に 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 .  二 六 五 


八 章 上陶 遊歴 後の 数年  二 六 六 

罷 成り、 朝廷 之 間 警戒 講習 朋友 之 道行れ 候處、 實に 御！： 家 之 大根 本と 奉レ存 候。 是 さへ 盛に 相 成^へば 餘の 

事柄 は 次第に 漸 々 擧り 可レ巾 候。 

右に 據 ると 小 楠 は 「問答 書」 を 越 藩に 贈り はした が、 舉 校 を 建つ る こと は 時 {q- の來る 迄 止 

めよ と 巾し 送って ゐる。 これ は 此の 「問答 書」 の 結^に、 「舉 校の 盛衰 は 君 上の 一 心に 關係 

有レ 之、 他 は 論す るに 不レ及 候」 と ある 通り に、 越 藩主が 「君と なり 師 となり 給 ふの 御身」 になる 

迄 緩々 時 を 待てとの 意ら しい。 

M 文武 一途 之說 

本論 は 儒者と 武人と 全く 立場 を 別にして、 人心の 聰明 を靈 ぎる の 通弊 ある を i: 酷した もの 

である。 「記して 同 擧の諸 子に 吿 ぐと 云爾」 と閣 筆して あって if を 把った 動機 は詳 かで 

ない が、 本文の 末尾に 「嘉永 六 年 正月 横 井 時 存拜」 と 記して ゐる 所を晃 ると 何人 かに 呈覽し 

たもの i やうに 思 はれる。 處が越 藩の 吉田悌 藏が嘉 永 六ハキ 四月 二十 九 R 付で 小 楠に 寄せる 

ベく 認めた 書狀の 「別 啓」 の 下書が 吉 K 家に 遣って ゐ るが、 共の 冒頭に、 

弊 藩 常節 光景 御 推察、 縷々 御 配 意之 御氣付 千萬恭 奉レ存 候。 且村阳 巳三郞 方へ 文武 一 途之說 御 廻 被レ下 ^叫拜 

讀、 iHi: 々思慮 仕 候處、 贵丈御 遠 推 深 御 案 被， 下 候 事と 奉 レ存候 間 何事 も 打 明 巾 上條。 

と 記し、 尊で 越 藩の 現況 はな かく 小 楠の い：： 十 見通り にならぬ こと を樓述 した 後 「鈴 木 主 稅. 小 


生の 內 一 人 ET の黑き は 決して < ^忽の 義 は不， 仕 候 n 御 (女 意 可， 被， 下 候」 と いて ゐ る。 乂北、 

の 翌年 三月 小 楠より 越 藩の 岡 K 準 介 へ の 書簡 (遣 稿篇 「孰： ig」 s: 八) 中には 左の 如く ある。 

.  去年 來は御 許 光景 專武之 一 字に 參候. S 、就て は 何 €： 御： 配 意 被レ成 候と 奉 レ^ 候。 是 は乍レ S: 常時 之 勢と 奉レ ひや：^。 

必 すく 御 力 落 無， 御. M, 様 5. 犬々 奉レ存 候。 此方に 就て はい 才村^ 君 列に 別統 さし 上 中 候。 御ー覽 可， 被レ 下奉レ 

此等 によりて 想像す る と、 本 論文 は 越 藩の 重立った 人 速に 見せる 精り で 村 田に 贈った もの 

たる こと は 間遠ない やう だ。 何れにせよ 之 を 一 讀 して 更に 「國是 三論」 (^稿 篇 「論 著」 六) 

中の 「士道」 を味讀 すれ ば、 前 に 述べた r 舉」 に對 する 小 楠の 思想 は 一段の 明瞭 を 加へ る。 

全文 は 遣稿篇 (「論 著」 二) に牧錄 して あるから 今 は 其の 概 要 を抄 記して^ かう。 

- "^(f  i 途 ク  せ 朱 子 は. 豪 傑に して 聖賢なら ざる は ある が、 聖 ^にして 豪 傑 な ら ざ る よ 被、： いと？ W つ C さ り、 又 义 

ま」 の概， 馊  I  -;  .  /  "ン 3 

« を 有す る 者 は 必ず 武備 を 有すと あつ て、 古 の犁； 贤は 大英 雄大 豪傑であった。 ー说の 洪水 を ムん む る 

に は 手足に 「タ コ」 を 生ずる 程に 自ら 働 き、 成 湯 • 伊 尹 • 文 武. 周 公 は 雨に 浴し 風に 櫛け づり. S ら千戈 

を f りて 天下の 亂を 鎮めた。 孔子で も 孟子で も赏 時に 用 ひられたら 天下の 亂臣贼 子を誅 し §： も g 

の I  f を ；牛 げた こと で あ ら う。 然るに 後せ となりて は 文武 兩 端 に 分か れ、 儒お 子と ー；ム はれ る \ 

々まで も 志 は m 贤を學 ぶに ありながら 武 寧に 疎く、 接亂反 正の 事 m は 之 を 英 难 豪 傑に 委ね. 1 ばな 

らぬ 事と なった。 斯くて は 儒者の 道 は： が亂 變を 通じて 天下 川の 迸と は 云へ ない。 其 の 上 治 

まれる 世で も 武事！^ り 士氣衰 へ て は 到底 L;;^-  く 其の 治 を 綾け る こと は 出來ぬ 0 文に 偏して ぉを姊 

横 井 小 柿 上卷傳 篇  1 一六 七 


二 六 八 

第 八 章 上！： 遊歴 後の 数年  、 し € 

, デ，， . しこ P くよ 勢で あり、 和漢 古今 亡國の 例歴 々として 明白で あるか 為 は 尸 I ぎ 

U  ： に hur ことで ある。 I ぱ とて 武： E-i に； "を 

を 冶 めんと するならば これ 亦 忽ち 幾多の 弊 f 生じて 言 ふべ からざる 禍を 招くて あらう 

とて 、ま 道 は體用 本末 文武 一途に 行 はるべき であ" と說 き、 而 して その 2 

の務 むべき 事柄 8 何たる か を鍵述 したる 後に、 朱 子が 平生の 義 

分 曉 たる は 其 の窨を 見て 叨らカ 

あ る 


大愛を 抱く 者 

し 尤も 兵事に 

と稱 すべ きで 

學者 にて 今の 

の 笑 を 取る こ 


司 馬 

と 此 


なり 云々 とて 朱 子 を 諸 萬武侯 

となし、 朱 子 を學ぶ 者の 武事に 疎く 治 亂常變 に通ぜ ざる は 

^喿 1 需生 俗士は 時務 を識ら ず、 時務 を. 識るは 依 傑に あり 

の 學の大 なる 耻 ならず やと 結んで ゐる 


道 

と 


と 


を學び 夭下國 家の 

夭 下の 人心 を 感動 

俱に se- の大英 維人 

儒、 俗 士、 迂 澗 無用の 

云 へ り— たらん/ 


四 外 船 来航 同志 活動 


弘 化に 入って 

將 に 信書 を 贈 

て 更に 誓 を 寄せて、 


ィ 

か ら 

つ て 


幕府の 諮問 肥 後 藩の 答 申 

の 外 船の 來航は II 圃の 避く ベ からざる 

宇 內の大 勢 を 說き鎖 國の不 當 な る を 述 

阔 よりの 使節 派遣の こと を豫吿 して 來 


形勢 を 示して 

ベた 和 蘭國王 

た。 それでも 


ゐ た が、 共 の 元 年 に 

は 嘉 永 五 ハ牛 に 至 り 

幕府の 1^ 司 はこ れ 


て 1;^ て 誓 を 寄 せ て £11 よ り C  t  、.^  、--人 ミ .J  - 

.is し t のか、 f 拱いて 何の？ 所 もまった。 ^ts^^^^f 


。へ， rrir 來航 した 北米 合 衆國の 使節べ リ ー 提條は 軍艦 四 隻を率 ゐて相 州 浦 I 只に 入航 して f 牡ち に 通商 を强 

m した。 四杯の上喜撰に長夢が破られたのみか上下の周^|^„^-狼狠 言 語に 絕 して 江 戶 市中 は 上 

も 下 も 不眠症に § 惟って 仕舞った。  • 

何 はさて 置き 沿海の 警備が 必要と あって、 蒜府は 六月 七日に 肥 後 藩 外 六 藩に 本牧 共の 他 

戶 附近の 沿海 警備 を 命 じ、 翌 八日に は 肥 後 藩に 對し異 船 若し 內 海に 迫らば 藩 主 親しく 丘ハ を 督 

すべき 皆 を 達した。 それで 肥 後 藩 は 八日に 固 場所と 定められた 本 牧に兵 を 出して？^ ュ九： n に 

101 的 地に 逹 したが、 米 船 は 再來を 約して 六月 トニ  n: 退 船した ので、 藩主の 出陣 も 無くて 濟 み、 纏 

て 本牧の 兵備 を 撒した か ら、， 江 戶 よりの 急報に て 肥 後より isU 仃 しつ k あった 砲 乎 も途屮 より 

引返した。 元 ffl は 此の 時の 騷を 『還曆 之 記』 に 左の 如く 記して ゐる。 

癸 a の 夏 六月 米 1- 彼理軍 « を 以て 品 海に 駛 入し、 江 府驟然 都下 S 騷 擾名狀 すべ か、 りず。 各藩の 急 

使 道路に 奔馳し 天下 戒厳す。 是時君 公江 府に 在り、 一時 海岸 防禦と して 侧 用人 志 水 新 丞. 物！^ 都 

四 郎. 騎 士使番 神 谷 矢柄 等 をして 手兵 を 率 ひ 品 海に 出張せ しむ。 時に 承 平 久しく 各藩 兵備に 乏し 

く、 銃 器 皆 古制に して 海防 8  .K 用に 供せ ず、 志 水 新丞は 常に 外出ね を 憂て 敢 火器 を 好み、 长！： 人夫の 門 

に 入りて より 益" .13; 戰 を 務 め、 其 江府 にある 大 炮を購 して 不虞に 備ふ。 是に 於て 大に単 備を裝 せり 

と 一； ム。 新丞は 余が 隣家の 親み ありて 殊に .K 學 の 社友な り。 都 築 は 長岡大 夫の 軍 伍に ありて 五. T 

名 銃 長、 志 氣 ありて 爲る こと あるに 進む。 横 井先 生の 鄉友 にして 余 も 亦 交る 所。 神 谷 は 妹 ^"敏 

にして 才幹 あり。 皆 此事變 に？ おりて 一時の 措置 を！！^、 る ことなき は 藩の 爲め 交友の 爲 めに 贺 する 

横 井 小 摘上卷 傅記篇  二 六 九 - 


第 八 章 上！： 遊^ 後 5 数：^  二 七 〇 • 

所な り。 荻 子 時に 光 錄ト： 隊の 紕 脇 た り。 江」 5 より 藩 命 を 以てね に 一 隊の兵 を 召 態 す、 荻 子 命に 應 

じて^に 之に 赴く。 余 先て 荻 子 Qil. に往て 5^ 別す。 旣 にして 米 國彼理 幕府に i^i 吿 する 所 あ り、 慕 

府 明年 を 待て 答る 所 あらんと す、 彼 现乃 明^ W 來を 約して る C 数 口なら ず 軍艦 品 海 を 返く を以 

て 天下 嚴を解 き、 获 子 一 隊の 兵大阪 より 引返す。 

米 艦 去って さしもの 騷も 一 時牧 まった が、 是 より 僅かに 半 H も 立たぬ 七：：！：  二.；' 五日に 將軍 

將^ 家 廣^ 去 家慶が 薨去した。 これ こそ 下世話に 云 ふ 泣 面に 蜂 で、 內 ：# 外忠 さんぐ であった。 同月 二十 

八日に 在 府の永 鳥 三 平が ia- 國の 形勢 を 詳報すべく 在 藩の 横 井 平 四 郞外四 名に 贈った 書面に 

も 「方今 ；大 下の 蓽 內に大 故^て 外敵 强冠逼 る。 上下 凡人の みに して 火 上に 25 る 事 を 知らす 

誠に 危急存亡の 機な り」 と喾 いて ゐる が、 さ も ありし ならん と 想 はれる。 

米 使 は 上記の 如く 搏來を 約して 退航 したので 、幕府 は 彼の！^ した 國 書に 對し 何とか 態度 を 

定めて 答 ふる 所が あらねば ならぬ。 然るに 今回の 如く 外國 より 威力 を 以て 開港 を 迫りた る 

諸 大名 等 は 我が. 國未 曾お の 事で あるので、 蔡慣を 破りて 共の 對策を 諸 大名 や 諸お 司 等に 諮問した。 松 

に 諮問す- 

平 安藝 守. 細 川 越 中 守 外九俟 に は、 七 n 湖 日 松 平 睦 奥 守より 左の 通達が あり、 尙 それに は 「御嫡 

子 機え も 御 通 建 相 成 度」 と 書き 添へ てあつた。 

沛 賀表へ 渡来の loi 墨 利 加 船より ^出 候 書翰の 和解 寫ー 一冊 阿部 $： 勢 守 殿 被，， ^渡 一 今度 之 俄 は！： 家 之 御 一 大事 

. に有レ之：#:^に不，ん5^:;^ビ筋に^^、  .； ^害 翰 之 趣意 得と 被レ遂 ：； 熟覽， 銘々^ 寄 之 品 もお レ之候 は^ 假令 忌諱に 觸候 


ても聊 心底 を 不レ殘 I 分に^, 波， 巾 聞 被 一 i 仰 渡， 候。 此段各 様え 致 二通 逑， 候 様 共 被，； 仰 間， 候 il 和解 誓 差 添 致 一， 

通 連， 候。 

時の 肥 後 藩主 細川齊 謹 は 已に嘉 永 六 年 三月 以来 參覲 して 江 戶に居 り、 北ハ の 世子 慶顺 はこれ 

と 交代して 熊 本に.^ つた。 齊謹は 右 $t 府 の 通報 を國 許に 廻附し 世子に は 勿論 在 藩 有司の 意 

見を徴 した。 藩 政府で は 引退して ゐる 長岡監 物へ も 之 を閱覽 せしめ、 一門 衆 を 始め 直 役 評議 

の 上 幕府 諮問に 對 する 答 巾の 案文— 公儀へ の 御 答 振と 米國へ の 御 返 翰 振 ー を 裁して 八月 五 

細川齊 護の 答 日 急使 を 以 て .江 戶； S の 家老 お 士ロ頼 母 • 中 老小笠 原 備前兩 人 宛に 送 つたが、 齊護は それ を 极據と 

■Hr せば 

して 左の 答 巾 書 を 作成 し、 八 二 卜 六日に 阿部 閣老に 差 出した。 

此 度、 浦 賀表え 渡來之 恶利加 船より 差 上 候 書翰 之 和解 御 渡に 相 成、 得 斗 遂 a 熟 覽-存 寄 之 品 も 御座 候 

は i.* 上候樣 御沙汰 之 趣 ¥ 敬 守 1 候。 右 書翰に は 懇切 之 情 も. 3- 立專、 り 和 好 を 結び 傅く 人：^ を 愛す 

るの 詞に候 得 ども 夾情 き 覺 束 i ハ 上 本朝に は 御 人 法 有レ 之、 交 易 は 勿 論 通 信 之 儀 を 被， ー究 置 1 候 外 は 一 切 

謝 0 被： 一 仰 付 1 候 事に て、 お 願 m 被 一一 差 免 一 候 は t 覬颇之 念 を增候 筋に 付、 如 何 に き餘 儀 一事 情 を 以願出 候と 

も 御 聞 屆に相 成 間 敷 樂レ存 候。 然に 遼遠 之國 より 態々 使節 差 越 候 事に 付 御 返 翰に は 御 丁 寧 を 被レ笔 

彼が 願に P 被 a 無： i 餘 儀 一事 惜以御 論に 相 成 d 舶撫邺 之 儀 等 は 相 應に御 返 詞に相 成、 彼 理が 上喾に 

は 無 餽驕悛 之 意 も 相兑候 へ ども 變 夷 之 鄙 意 と 被： ー捨 S 一  時 之 御 策略 寬な る 御 植道以 急に 事 破れに 

不， 一 相 成 1 樣御 取扱 有， 之 、北； S に 一 銃 防繁 之 備猶更 厳重に 相 調候樣 可レ被 一一 仰 付 一？ 存 候。 

1 前 條之通 にても.： n 然 狼藉お よび 候 節は皇 II 之 武威 を以 無. 三 念 一打 拂 被： 一 仰 出 一 候 は  >  、顺逆 曲直 之 

横 井 小 楠 上卷傳 rffil  二 七 一 


第 八 章 上！： 遊歴 後の 数年 

现 名.！ I- 正しき に 敵 候 事 は 相 成 敷 

に 浴 候 事に 候 得 は 尋常 之 御手 赏に 

一 II 々之 海 岸 は 不 申、 御 府內は 

を 築 臺場を も 据置候 は 、縱 令 內 海 

奉レ存 候。 差 寄 之 急務 は士 氣 之 發 

之 儀御專 一 に 牵， 存 候。 

右 等 普 通 之 儀 は ゆ 上 候 迄 も 無！ 一 御 座 一 

得 共 聢と 定見 も 無 一一 御 座ー是 非 を 不>辨 

間 愚陋を 不レ顧 錄上仕 候。 偏に 御 指. 

八月 


二 七 二 

火器 之 備も調 ひ、 本朝 は 数百 年 昇 平 

も 有， 之 候 間近 海 要 之 地え は 新地 

相 調 居候 上 は 一 統驚 動に 至 間 撒 

運 送 不一 一 差 支ー樣 、要 する 所 は 富 M 强兵 

度 御沙汰 之 趣に 付て は 深 思慮 仕 候 

は 誠に 御園 家の、 御 一 大事に 奉 レ存候 

細 川 越 中 守 


候。 維， 然彼は 近世 戰 ゆに 馴 

て は 難 一一 相 成 一儀 か と 奉レ存 候。 

人 戶糊密 之 地に 付 放火 之 恐 

ぇ乘入 候と も 傭禦之 御手 ゆ £ 

應變 S 奔命に 勞 不， 中 粮穀之 

御廟 箅 ？被 牵， 存 候。 今 

恐 多 牵， 存 候。 乍 レ然此 節 之 儀 

揮 之 程 を 華， 仰 候。 以 上。 


右 答 ゆ 書 を 見る と、 米 國の 要求 は 許容すべき ではない が遙々 遠方まで 使節 を 遣 はした 事で 

も あれば 出来るだけ 丁寧に 成るべく 寬大に 取扱 ひて 416 に 戰端を 開かぬ やうに し、 共 の 內に武 

備を充 K する を 可とすと 云 >  ふ ので 何となく 微溫的 だ。 加 賀. 仙 臺ニ藩 もこれ に 類す る 意見で 

あった さう だ が、 其 の 他の 諸 藩 はと 云 ふ と、 斷 然 彼の 要求 を容 るべ しとな す 者、 長 崎 を 限りて 交 

を 許すべし となす 者、 制 限を附 けて 交 H 勿 を 許 すべし となす 者、 姑 く 彼の 要求 を 容 る べしと な 

す 者、 姑く 通商 を 許し 武備 充 风 したる 後 に 之 を 拒絶す るか 或は 我より 進 摩 すべし となす 者、 姑 

く 決 答 を 延引し 我が 武備の 整 ふ を 待ちて 担 絶すべし となす 者 も あるに はあった が、 多 く は 和 


親 反 對. 交 通担絕 で、 彼 若し 来らば 開 戰も辭 する 所に あらす との 意見であった。 而 して 北 ハの和 

親 反 封. 交通 担絕の 现由 として 殆ど 總 ベて を 通じて 見られた の は、 外 船 渡来の 目的 は 我が！： を 

親覦 する ので ある 事、 外 國貿^ はお 害 無益であって 却って 國 家！： 弊の 基と なる 事、 紙 法 は { 杯：； ^ 

に變改 すべ きに あらざる 事、 耶 蘇敎の 害毒 輸入の 恐るべき 事であった が、 水 戶齊昭 が 阿部 閣老 

に 示した 夫の 有名なる 「海防 愚^」 に は 和親 を 担 否すべき 理由 十 齒條と 海防の 手段 五筒條 

とが 列擧 して ある。 

幕府が はじめ 舊例を 破りて 米 使 要求の 對策を 諸 大名 其の 他に 諮問した 共の 底意 は、 彼等 は 

恐らく は當， M 餘傣 無き 事 だから 姑く 彼の 言 を 容れ置 き、 徐 ろに 武備 を充 K したる 後に 打拂ふ 

べしとの 答.^ をな すで あらう。 そこ で 慕-;^ は 衆議 此の 如くん ば、 暫時 彼の 請 を 許す こ とに す 

ると 云 ふ 立 前 を 以て 行けば 格別 物議 も 起るまい との 腹で、 畢竟 通交の ロ資を 作らん 爲で あ つ 

たらしい が、 諸 大名 は當 時； 大 下の 囑望を 一 身に 鍾 めて ゐる 水戶齊 昭の强 硬なる 攘夷論に 引 

ら れた爲 でも あら う、 其 等 多數の 答案 は 意外に も 上記の 如くで あつたので 幕府の 期待 は 全く 

裏切られて 仕舞った。 當 時の 水 戶齊昭 と 云へば 共の 聲望 は素晴 しく、 豫て水 戶と關 係の 深い 

實擧黨 にあり て は、 彼が 弘化 元年より 隱蟄 4.- 年に して 此の 年 七月 起用され 海防の 大義に 參す 

るに 至りし を 我が 意 を 得たり と欣躍 し、 啻 にこれ に 止ら すして 將軍 家の 後見た らんこと を も 

耍 望した。 小 楠の 齊昭が 起用され しにつ きての 作に 左の 七 絡が ある。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一一 七三 


第 八 章 上 ^遊歴 後の 数年  二 七 il 

天命 人心 老公に 屬 す、 士 氣を 振興す 一 揮の 中、 十 ^頭 を 染む窮 陰の .雪、#^ つて 廟堂に め. して 

小 戎を總 ぶ。 

之に よると 小 楠 も 如何に 齊昭に 傾倒して ゐ たか^ 察せられる。 處が 上記 細川齊 護の 答 巾 

は 齊昭の 攘夷論と は 硬軟 其の 趣 を 異にして ゐ るので 米 田で も 小 楠で も 赏擧黨 の 人達 はこれ 

に慊ら なかった。 啻に 實舉黨 許りでなく 肥 後 勤王 黨の 連中で も 亦 さう であった。 

外 船の 來航 は、 上に 述べた 米 艦に 止ら す、 その 退去して から 約 一 ケ パを經 たる じ nl:.- 八日 露 

.it 艦 1;;^.^ 入港 國 使 節プ — チヤ チ ン 軍艦 四 隻を率 ゐて長 崎に 入航 し、 そ の窗 した 國境割 定. 交 易 開始に 關 する 1： 

書 を  一 t 府に 提出した。 やうく 前門の 虎を郤 けたら 後門に 又 狼と は眞に 此の 事で あ つ た。 

此の 露 艦の 爾後の 行動に つきて は 後に 記す る 小 棉 の. 長 崎 行に 關係も あるか ら、 多 少 煩 はしい 

が 左に 附記して 置かう。 

^艦の 行動  露 使節の 齋 した 國書は 九月 十  一 rn に 江戶に 達した のに、 慕 では 漸く 十月 八： H に 川路 左 衞門尉 聖該. 简井肥 前 守 政憲其 

の 外 二人 を 長 崎に 派して これに 細) 接せし める 華に した。 露 使 は 來航後 旣に三 ヶ月 をお 紅ても 何等 要領 を 得ざる より 長 蛴牵行 

と江戶 よりの 使節と に 宛てた 蒈面を 留め、 且つ 不日 再び 來航の 際江戶 からの 使節 尙 未だ 來 着せず ば 底ち に江戶 に， M ふべ き 

を 告げ、 十月 サ 三日 長峪を 出帆した が 十二月 五 nw 再び 本 港に 其の 姿 を 現した。 十月 ま WI 江 戶を發 した 川路 等 も それより 三 

n 後れて 長 崎に 到着した 0 彼我 雨國 使臣 は 同月 十四日より 数次の 接銜を 重ねた 結杲國 書の 二 件 は 何れも 後 ni の 問題に 残さ 

れ たので、 。フ— チヤ チン 等は翌 安政 元年 一 月 八日に 長 崎 を 引上げ、 川路 等 も 同月 十五 日-厳 府の途 に 就いた。 

问年 三月 米國 との 間に 神 奈川倐 約が 綺結 される や、 同月 廿三 日 露 艦長。 ホ シ H ッ  1^ は 長 崎に 來航 し、 畏^牵行に禅太^^人界 


還と 和親 貿易に 關 しての S を 川路と 简井 に 韓^ せんこと を 求め 冋月サ 九 = 4 パ した。 

年 八月 三十日に 至って。 フ. I チヤ チン— は 「ヂ ャナ號 に搭乘 して 凾 館に 來り， 问 地^行 を！^ て、 人阪 に， 间ふ 事を豫 =1" せる 

書 を 幕府に 致し、 九月 七 H 同地 を 出帆して 同 十八： W 大阪 安治川 沖に 着いた が、 右の 書 を 同月 サ 八：：： に受 现 した 恭」 肸 ではお 

乂は 伊豆 下田へ 廻航 すべく 論した ので.、 彼 は 十月 三日 大阪 を拔 錨して 同月 十四 口  (或は 十五 n とも 云 ふ) に 下 W に 入港 

した。 幕府より は 川路 • 简井外 三人 を應接 役と して 下 W に 出向かし め、 十 一 月 三日に 談判 を 開始した が翌 mn 下 m は に 

地震、 海に 津浪 起り これが ため 露 艦 は 大破し 其の 修 a のた め那 賀郡戶 3 村に 向 ふ 途中 又もや 風波に 袖 はつ て 遂に 覆沒 した。 

十二月 サ 一 日に 下 S 條約は 締結され たが、 露 使 一 行 は滯留 して 戶 S 村に て 造船し 漸く 其の- M 途に 就いた のは^  ニギ： 二お で 

あった 0 

U 長岡監 物の 封 事と 小 楠 

肥 後 藩 第二の 家老 長 岡監物 (米 W 是容) は旣 記の 如く 弘化 四ハ 牛より 闕 地に 就 きば 夜 ^ ら 横 井 • 

下 律. 荻 等の 同志と 道學を 講習して 時の 到る を 待って ゐた。 此の 時 此の際 浦賀に 於け るー發 

の 砲 聲に夢 を 破られ、 俄然と して 突發 した 國 家の 一 大事 變に 遭遇した 幕府 は 勿論、 肥 後 藩當局 

も 唯 周章狼^す るの みで 何等 臨機の 處？ はに 出 づる能 はざる を愤慨 した 彼 は、」 ハ バニ 十六 書 

を江戶 詰の 本 藩 物 頭 都 築 四郞に 寄せ、 米 船渡來 にっきての 所感 を 述べて 平素 修 f おの 必要 を說 

いて ゐる が、 其 の 文中に 「當時 退職いた し 居候 得ば 內輪之 機 は 不， 承、 只 々政 $ 不決斷 之 事而已 

にて 憤 悶に堪 兼旣に 激論に 及 候 機 も お 之 御 察 し 可， 被， ド 候」 と あり、 乂右都 築が 米 艦 入港 以來 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  二 七 五 


第 八 章 上！： 遊歴 後の 数年  二 七 六 

の 事情 を 通報し 來 りたる に對 して、 七 rz:  二十 三日 返書 を 認めて 對 外の 處置は 苟も 姑息の 手段 

を 執ら す、 斷 然强 硬の 態度 を 取る ベ き 皆 を 幕府に 答.^ あらん こ と を 切望す る の 意を述 ベ、 其 の 

書中に も 左の 文句が ある。 

監 物の 焦慮  此答は 天下 萬 世に 殘り 一大事 之 御 事柄に 付 深く 奉，， 案勞， 候。 前後の 御文 面 等 如何にて 候と も不， 苦、 交^ 決 

て不 レ可レ 許、 死 以國に 報す るの 御 一言 さへ 御座 候 得ば 重疊 奉，, 恐悅， 候 事に 御座 候。 …… さても 山海 數百里 を 

隔悶 かしく、 實に此 節の 一條に 付て は 先刻 心 は 御 地に 飛行 申 候へ ども 此身西 海の 架に 足 をく… られ萬 分 之 一 

も 愚 忠を靈 す 事不レ 能ロ惜 次第 心中 御 察 可 レ被レ 下 候。 責 てと 存 候て 此許 にて 存寄 を述見 候 得ば 一 つも 事不 レ被レ 

聞、 最早 腹 わた 半 位 は 切れ 申 候。 

居ても 立っても 居られぬ やうに なった 監物 は、 八月 初 浦 賀表 外 船 渡来の 件に つき 親しく 實 

地 を 視察 せんと 欲し 東行の 內意を 長 岡 佐 渡にまで 申し出でた が、 藩 主 の差圖 無しに はすぐ そ 

.  れと 許される 譯 はない。 

監物は 幕府の 諮問に 對 すち 藩の 答申 文が 徒に 其の場逃れの 彌鏠 策に 過ぎざる に 失望す る 

と 供に 此の儘に 打 過 ぐれば 堂々 たる 大 藩の 面 IK を 失墜す るの 恐が あるの を 痛感 し、 平 素 無 事 

の 際 は 彼等 有司の 爲す 所に 任せても よい が、 事 こ . ^に 至って は 憂國の 至誠 坐視す るに 忍びす 

i,- 遂に 上書 決然と して 八月 十四日 縷々 數萬 言より 成る 封 事 を 藩主 齊 護に 上った。 其の 內容は 恐らく は 

監物ー 人の 意見で なく 小 楠 を 始め 共の 他の 同志の 抱懐して ゐた ものと 思 はれ か ら、 其 の 全 文 


を 揭げて 見たい が、 餘 りに 長文 だから 其の 耍點を 左に 記述す る- 
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第 八 章 上 3： 遊歴 後の 数年 

=疋 非 共 和議 を 打 破られたい。 なほ 此の節 天下の 

一 は 交 易！^ す ベ か ら ず 死 を 以て 國 を 守 る ベ し と 

现に 於て 未だ 建く さゾる 所が ある。 一は 世界 萬 

べしとの 說 だ が、 こ れは 空論に て 採る に 足らず。 

く 彼 が 請に 任せて 交 易 を 免し 利害 を 試 み、 彼 約 を 

は 武備 全く 整 ひ 而も 彼 邪に して 我 正な り ー戰に 

II の. K を 究め 深慮 遠謀 あるが 如くに は閗 え る も 

唱 ふる 時 は： 大 下の 人心 忽ち 瓦解し 士氣 再び！^ は 

0 す ベ き で あ る。 今日に 當 りて は 天下 必 死 の 覺 

强 きに 過ぎず 弱き に 流れず  一 一一 3 に 彼 を 畏服せ し 

艘來舶 して るが、 ヲ 口 シ ャ がァメ リ 力 の 願の 趣 

る 0 之に つき 公義に て は 返答に 難 跪 さる \ だ ら 

弱き を 見透かさる、 のみならず 一 度 彼が 恩義 を 

.^ 意に 對し 無 味 の 返 答 をな す も 又 大出^ を 引 起す 

に 至り 是迄 不通の 外國に 加勢 を 親み て は 米 II を 

1： の 力 を 以て 一 戰に滕 敗 を 決したい か ら 加 勢 は 

ベ き だ。 右に 述 ベ た る 返 翰の 一 は 急務と は 云 


二 七 八 

議論 樣々 なる も 結： i は 左の 一：； 說 に；^ する。 卽ち 

の 論で あ る が、 之 を ふ る 者 大 義 な る も 多く は 事 

M 有 無 を 通 ずる は S 然 の 现 なる 故に 交 易 は 許す 

他の 一 は 今 口 未だ 我が 武備 整 はず 士 I. め 板 はず 暫 

背き 非義 を 爲 す を 待つ て 其 の 時 交 を 絶た ば內に 

長滕を 取らん 事 必然な りとの 論 に て、 是 は 能く 利 

マ.、 

.K は國を 誤る の 俗論に て、 今 ロ錄 かに 講和の 說を 

ざ る に 至る か ら、 閣 老を 始め 廟堂の 諸贤は 深く 思 

^ を 臥^; め る の が 第 一 義 に て、 其 の 次 は 返 翰 の 文 意 

める 8 が 肝要で ある C 先月より 長： g にも 異船四 

を 聞き 何 か 加勢 を せんと 中し 出た と の 風 說がぁ 

うと は 思 ふ が、 此 の 際 若し 彼に 加勢 を敏 まば 國の 

受けて は 後 ni 大害を 生ずる 愛 も ある。 併し 彼の 

恐が あるから 厚く 其 の 厚意 を 謝した る 上、 此 の 揚 

懼る. - に似て 無念の 次第 なれ ば、 此 の 節 は 是非 一 

m す る が 後 道の 儀 は 屹 度 懇 談 もしょうと 返 答 す 

ひながら 根本 を 論ずれば 枝葉に 屬 し、 今 口に？ り 


水 戶の論 を 正  此に 決すと 云 ふべき である 

議と i  . は 此の上 もない 喜ばしき 事 

ある まじ く、 別 し て 林 家 杯 は 

穩 かなる 論說 なれば 俗人の 

主と し 成敗 を 顧みた る 俗論 

しい。 尙將 軍 (家 慶) は 大 變、 右 

てゐ る。 細 川 家 は 徳川家と 

米 田 は 右の 如く 述べた る 

藩 論の 逮 おし 際して は 從來の 消極的で あ 

を說く 

殊に 江戸に 於け る 藩の 備筋 

れ なば 必す 出馬して 男 名 を 

武藏镫 かけ て 思へ はい 

なる 一 首 を 添へ てゐ る。 此 

の 敬意 を盡 くした 丁重な 書 

が 原文 は 言 々句々 熱 誠 籠 り 

境遇が 現職に 在る 執政 等と 

監物 共の 人の 性格が 十分に 

横 井 小 梳上卷 傳記篇 


0 此度 公義より 船防繁 筋の 儀 を 

だ が、 今 ロ閣老達を始め^5§佼の内に 

水 府とは 意見 を 異にして お =1  く 交 戶^ 

耳に は 入り 易く これに 同意す る 人 

に て、 水 府 の 論 が 正議 であるか ら 萬 

大將 (將軍 世子 家 定) の 模様 風說 通り 

は 切つ て も 切れぬ 家筋で あるから 

後な ほ 進んで 藩主の 性格 や 施設 

り 退 嬰 主 篛 であった 藩 論の 建 直 

が餘 りに 薄い から それ を 十分に 

聽 かし 祖先の 光 を 天下に 輝かさ 

と. -猶 心つ くしの 秋の 夕 くれ 

の 封 事 抄錄は 意を傳 ふるに 足る 

簡體 文で ある こと は 云 ふ 迄 もな 

大膽に 率直に 自己の 意見 を 吐露 

違 ひ 多少 自. E の 立場に 在った 關 

此の封事中に表現されて^5 り、 從 


水 戶中納 M0 眧) に ^任せ、 りれ たる 

は中納  一"； U へ 力 を 添 へ る 方 は 多く は 

を 免さん と の 論 で あ ら う 0 これ は 

多 からん と 思 はれ る が佥く 利 を 

端中納 言 の 意 見に 從 はれる のが 

な 、り ば 天 下 累 卵 の 危 き 今 n に究っ 

此の際 一 筋に 忠勤 を勵 まれたい。 

の 得失 を 指摘 し、 今 R の 非 $5 時， に 

し を爲す ベ き であらう と 極 說 し、 

なし Ej^ き 二 旦 外！； との 戰端 か 

れんこ と を 切望し、 最後に、 

に 止めた が、 原文 は 藩主に 對し て 

い。 抄錄 でも 想像し 得られよう 

した 進 言 である。 尤も 《"3 時 彼の 

係 も あ ら うが、 「文 は 人な り 」 で 

來は溫 厚 ^3 バの 君子 人との み 兄 
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第 八 章 上！； 遊歴 後の 数年  二八 〇 

られて ゐた監 物に も 此の 如き 峻厳な 一 面の ある を 首肯せ しめる と 供 に、 藤 田 東 湖の 曾て 彼 を 

評して 謂った 「溫潤 中に 雄 虎の 姿 あり」 の 共の 姿 を も 見る ことが 出來 る。  - 

小 楠 書 を 藤 E 小 楠 は、 監 物が 右の 如く 藩主に 上書した 共の 翌八月 十五 日に 書面 (遣 稿篇 「害 館」 R  二) を 藤 

東 湖に 寄す 

田 東 湖に 贈り 時局に 對 する 其の 志 を 述べ、 且つ 津田 山三郞 出府して 同』 心の 素 願を陳 すべき を 

以て. 冗し く 配慮 ありた き 3" を 乞うて ゐる が、 其 の 文中に 左の 一 節が ある。 

越 前 藩 中 平生 深く 相 結び 同心 隔 なく 御座 候へば 兼て 我 國情は 委細に 合點 致し 罷在、 尙更此 節 は 一 一三の 有志 者 

出府に て津 W より 萬 端 咄し合 申 事に 御座 候 間、 定て越 藩よりも 御 相談 仕り 巾べき 事と 奉レ存 候。 

鈴 木主稅 .吉 小 楠 は 右 書 狀を藤 田に 寄せた 二日 後の 八月 十七 日付に て 越 藩の 鈴 木 主 稅. 吉 田 悌藏兩 人に 

田涕藏 にも  * 

も 書面 を 遣 はして ゐ るが (遣 稿篇 「書簡」 s:  2 それに は 鈴 木. 吉 田 兩人も 本 多 修理 も 最早 着府 

したで あらう。 m: 下 は 夭 下の 存志者 身命 を 捨て 奉公すべき 大事の 時節で あれ ば、 自 分 等 も 

.  一 刻 も 早く 出府して 應 分の カを盡 くしたい が 一 歩 も 足 出し を 許さぬ 情無き 藩 情なれ ば、 同 社 

中の 津田山 三郞を 急ぎ 出-:^ > さ せた から 自分 等 念願の ある 所 を 聞 取つ てせ， しく 配慮 を 乞 ふと 

の 3：： を 記して ゐる。 これによ ると 藤 田への 書面 中の 「越 前 藩 中 云々」 の 様子が 能く 分り、 「一 一 

三の 有志 者」 も 本 多. 鈴 木 及び 吉田 等で ある ことが 想像し 得られる。 上記 小 楠の 二通の 書簡 

を 請む と 彼等 同志の 織烈 なる 攘夷 思想 や 潜行 的 活動の 模様 や 肥 後藩當 局に 對 する 不平 不滿 

の 茶 だしい 事な ど を 窺知し 得る が、 小 楠が 至誠 君國 に叉鄕 藩に 報す る K 《= 頭が 遺憾な く發^ 


せられて ゐ る。 

、 1 :J  i  £1  ^  i  r^  frl  tJT  ； 旨 fe. と M  ノレ こる 後、 九 月 廿 六 日 に 薩 の 胶 ，hi 正 ,リ 力 ヌ E タ 

再び 誊を鈴 小 楠 は 前記 書 ■  の津ぼ 力 育 才を X シ おし ナスお：；、 

木丄 S に 以後 天下 騷然 人心 惝々 たるの 際國 事に 奔走す る 所 あらんと して 出府のへ 化 中立 寄りた る を 幸 

に 彼に 托して 再び 書 を 鈴 木. 吉 田の 兩 人に 寄せて ゐる。 S 稿篇 「書 简」 R 五) 其の 寄 面の 木 文 

中には、  I 

先達て 津田山 三郞罷 出、 此許 事情 御 聞 取 被， 下 候 事と 奉レ存 候。 誠に 以 一 大事 之 御 配 意 を 奉 レ願奉 謝 之 筋- 巾 

上， 様 無，， 御 魔 i 何分 御仁 憐之程 千々 萬々 奉レ願 候。 扱吉 W 賢 丈に は 御 承知に 相 成 居候 薩州 鮫^ 正 介と 巾 人出 

府仕 候。 此人 非常 之 人材 之 上、 大有爲 之 志 相 抱き 深 內談仕 巾 候 問 何卒 小生 に不 >>ffi 變" 様 御 咄合被 二 成 下-候 様 

千 萬に 奉レ願 候。 小生 心事 委細に 正 介 承り 罷在巾 候 問 是又御 聞 取 可 レ被レ 饭。 

と あり、 「尙々 書」 に は r 吉 K 賢 丈 は 最早 御 出府 之 御 事に 奉き 候。 千里 外 靈夜考 巾の みに て 

心中 御憐察 可， 被， 下 候」 と 記して ゐる。 西 海の に足留 せられて 國を ふるの 情禁 する 能 

はす、 更に 鮫 島に よりて 共の 心事 を訴 へた 彼の 赤心 は 書翰の 上に 炳然 たり だ。 右 ノバ f  ,  I 

付の 小 稲より 鈴 木. 吉田 への 書簡に 關 して は ト月十 日付に て 鈴 木より 吉 m へ の 書簡 (松 ゃ廣 

民 所藏) の 一 節に 左の 如く ある。 

横 井よりの 書 狀糙に 落手、 津 S 一件 御 細 書の 趣 具に 致 n 承知-候。 未だ 此 表へ 着不レ 致楼 子に 付着 次^ 而會の 

手繞村 田へ 申 含め 澄 候 問 左樣御 承知 可 レ被レ 下 候。 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  二八 二 

これ は 上揭小 楠の 書 狀を吉 田が 福 井に て 受取 り、 先 に I 七 n —出府した 鈴 木に 送る と俱に 

津 田との 會見 にっき 色々 申し送つ たのに 對 する 返書と 見える か ら、 此 の 時 迄 は津田 はま だ 着 

府 して ゐな いが、 『越 前人 物 志』 に 左の 記事が ある。 

(鈴 木；；： 稅の木 名) 

直榮 嘗て 江戶に ありし 時、 永 鳥 三 平 ニ呂 部 si  •  a 武兵衞 • 津£ 山三郞 IP 來て直 榮に而 す。 此時三 平等 慕 府の外 1： に 

處 する 所以 を 論じて 太に 其 優柔 不斷 を处 n め、 其 主張す る 所 幕府の 令 を 待たず 旌に 列藩 を 糾合して 以て 斷然外 船 を斥攘 せん. 

とする に. 14 り。 重榮 固より 斥 攘の議 を 持す。 然 ども 政府 を 外にして 擅 ま \ に戰を 開く が 如き は 取らざる 所と す。 是を 以て 

議輙く 協 はず。 三 平等 激論 以て 直榮に 迫る 聲戶 外に 徹する に 至る。 重榮 動かず 論す に 其理に 非ざる を 以てす、 三 平等 遂に 

屈して 去る。 此時 山三郎 深く 重榮の 態度に 服し， 後長 岡監 物に 詰る に此 口の 事 を 以てして 云 ふ、 三 平等の 激論 他人に 在て 

は殆ん ど赏る ベ からざる なり、 然るに 之に 對 する 平然 恰も 大人の 小兒を 遇する が 如くな りと。 

之に 據る と、 律 S は 江戸に て 鈴 木に 面接した こと は 確 だ。 猶吉 H も 鈴 木に 後れて 出府し 藤 

H 東 湖と 會し 窃かに 國 事に つ き畫 策した と 同書の 吉 K 小 傅 中に あるか ら、 彼 是考へ 合 はすと 

小 楠の 書狀 にある 如く 越 藩 有志が 藤 田 等と 相 會し議 を 凝らした のに も逮 がない やう だ。 

T  . 夷虜， 應接 大意 を艸す 

「小械 先. ii.; 小 七 年 甲 寅 九月 魯國の 使節 國書 を携 へて 長 崎に 来る。 慕 吏 川路 化お 應 接の 爲 めに 來 崎の 事 を 聞き、 川路 眷 て"：^ I- 

傳」 の 記事  (米 田〕 

と舊知 ある を 以て、 是容舊 主に 薦めて 內使を 命す。 十月 下浣長 崎に 赴く、 小 河 一 敏隨 行す。 然るに #: 艦 は； 冉 

來の期 を 約して 出港し、 川路 西 下せす。 因て 先生 港 尹 水 野 化 水に 而 せんと 請 ふ、 聽 かす。 乃ち 已むを 得す 、撮 


應接 大意 を 著し、 大要 外人に 對す るに 義理； K 節 を 失 ふ 可ら す、 鎖阔は 我！：. 啤： ポの 意に 非す 今 = の^ 11 き 共 

に 正 iH 公道 を 以て 事に 從 ふべき を 云 ふ。 共 論 正大 堂々 《"s る 可らざる 勢お り。 ：：：^ 崎 港 尹に 闪て 川路に 送致 せん 

こと を 請 ふ。 港 尹 之れ を受 く、 其 送致せ しゃ 如何 を 知らす。 是れ flf 抓し HI: の 論 を へんと する の端始 なり。 

はは 『小 摘 遣 稿』 所載 「小 楠 先生 小 傅」 中の 一 節 だが、 同書の 「夷 廣應接 大意」 を 載せた 

處 にも 小 楠 は 川路に 面接して 其の 所思 を 陳述 せん 積り なりし も 右 記事の 通りであった から 

巳む を 得 す、 S 崎客舍 にて 其の 梗概 を 記して 川路に 贈った もの だと 說 明して ある。 處 が-小 

惪- 中に ある 2 孤の 長 崎 港 入 退の 時日 は 旣記魯 使節 "1^^^ チヤ チ ン乘 艦の 行動 (本 篇 ニ七冋 r) と 

對 11 する と 、赏 際と 甚だしく 相違し てゐ る。 E1- して 小 楠が 嘉永七 ハ牛十 n 下 に 長 崎に 屮：： 抖け 

たと すれば 露 艦の 入港. 川路の 西 下の 時日が 「小 傳」 の 記事 通りに 誤り 傳 へられた によった 

ものと 見ねば ならぬ が、 それで は餘 りに 迂濶な 話 だ。 然るに 德 富 洪水の 摩に なれる 「小 稲 翁 

實歷」 に は 左の 如く あ る。 

嘉永 癸丑の 歲魯 艦長 崎へ 來る。 慕- 川路 左衞門 等を應 接に 派遣す と 聞き、 米 m 推薦 を 以て 小 稲 川路に 交の 

因に よって 藩より 內使 として 長 崎へ 差 越。 至る とき 魯艦 稗 來を 期して 出 後、 川路^. r.- せす。 故に^ 腐應 接の 

大意 を 草して 長 崎 奉行 水 野 某に 依て 川路に 送る。 其 論 概要 は 外人に 對 する 義现禮 節 を 失 ふ 可ら す、 鎖！^ は 吾 

が國 祖宗の 意に あらす、 今日の 事 開 鎖 共に 正理 公道 を 以て 事に 從ふ 可き を 云 ふ。 此喾 川路に 速した る や 不门應 

答な し。 是小 楠開國 論を發 明す る 端緒な り。 
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第 八 章 上！： 遊歴 後 S 数年 

これで は 小 楠の 長 崎 行 は嘉永 癸丑と なつ 

誤で あると 思 ふ。 六 年で あるならば 十 下 

二十 三日に 再來を 約して 出港し 十二月 五日 

から 其の 搏來 迄の 間と なりて 「小 傳」 中の 

路は慕 命に より 長 崎に 向 ふ 途中 露 艦 出港の 

した 書を殘 して ゐ るとの 事で 其の 行 を 緩け 

T せす」 にも 齟 81 せぬ ことになる。 

猶 「夷 虜應接 大意」 中の 米. 露 要求の 對策 

ける それと 全く 同じで ある。 儻 しこれ を 七 

^ に 旣に神 奈川條 約が 褅結 された 後の 事 だ 

書面 (遣 稿篇 「書簡」 五 一) 中に 其の 事が なけ 

なほ 臉測だ が、 吉 ^ 松 陰が 嘉へ水 六 年 十月に 來 

それから 長 崎に 行き、 露 船 搭乘の E 的 を 達せ 

せし 問に は 小 楠 は 不在で 面會 して ゐ ない。 

が 恐らく は 長 崎 行の. 博 守ではなかった かと 

六た や 十 一 n の 部に 左の通りの 記事が. あ る。 


二八 g: 

てゐ るから 「小 傳」 中の 七 年 甲 寅 は 六 年 癸丑の 

浣 にても 同年 七月 十八 日に 入港した 露 艦 は 十月 

に 来航して ゐ るから、 小 楠の 長 崎 着が 露 艦 出港 後 

「魯艦 再来の 期 を 約して 出港し」 に 適合し、 又 川 

報に 接し 一 旦 引返さう としたが 露 使が 再 來を約 

十二月 八日に やっと 長 崎に 着した から 「川路 西 

は 嘉永六 年 八月の 上記 長岡監 物の 「封 事」 に 於 

年 十月に 艸 したと すれ ば、 共 の 年 三月に 米國 との 

から、 小 楠が 安政 元年 九：：：： に吉 S 柬 篁に 寄せた る 

れ ばなら す、 又 其の 論 ぼ も 違 はねば ならぬ 答 だ。 

熊した 時 は 其の 滯在 間に 小 楠と は 三度 も 面 食し、 

すして ト 一 月 五日に 再び 熊 本に 来り 七日 迄 滞在 

(本篇 ^八 章五參 照) 其の 不在の 理由 は詳 かで ない 

も 思 はれる。 もう 一つ は 立花變 岐の覺 書の 嘉永 


r  3  o マー vry4a,-.iirT し- ノ  c  i.efif-:! ドげこ JK,- £^ こす =::n.T0J".;c,p  註、 «-河ょりーニ&1ばかり.；^の有^^^1^の小\^:.で、 柳 河 藩 1 c  Jl  7 

十五 日 ^^1^^1^.^とし に J- り 倔に や s- 日 SI" :k 1 のお s 勝地、 此 Si! に 4s 岐の兄 十 叶お 5^  (.J${£ い の 別 fsv" ある" にて リ<^ 

の 箸。 尤 今日より 晚ま では 同社 中 出 會の差 圖 致 候 事。 

十六 日。 長 岡より 爲 n 使者， 平 W 郞參 候に 付 今日 於ニ黑 崎,， 長 州と 兩人 出會。 

これに 據 ると 小 楠の 此の 柳 河 訪問 は 共の 時日から しても 長 崎からの 歸 りに 立 寄った もの 

と 想像 せられる。 なほ 右覺 書に 小 楠が 長 岡 使者と して 柳 河を訪 うたと ある は 今回の 小 稲の 

長 崎 行 は 『小 楠 遺稿』 ゃ德 富の 「小 楠 翁 實歷」 に據 りても、 叉 下に 記す る 平野 九 郞右衞 門 よ 

り 長岡監 物へ の書狀 によりても 長 岡の 肝 煎で あるら し く、 殊 に 平野の 書 狀には 「何ぞ と 事寄」 

なる 文字 も あるか ら、 其 の 名義で 旅行した ので は あるまい か。 

「夷廣 應接大 上記の 理由から して 小 楠の 長 崎 行 は 嘉永六 年であって、 「爽 虜應接 大意」 を艸 したの も そ 

意 I を艸 した 

年月  の 年 だと 思 ふ。 尤も 『小 楠 遣 稿』 所載の 本文の 末尾に 「嘉永 七 寅年 十 淀 横 井 時^ 識」 

と は ある が、 橫 井時靖 の藏 せる 本稿寫 本に はか i る 附記の ない の を 見ても 果して 小 稲の： P, ぶ 

した もので あらう か を 疑 ふ。 

さて 然ら ば、 年 は 著者の 想像の 如く 嘉永六 年と して、 月と 日と は 右 「小 傅」 にある 如く トパ 

下旬で あったら うか。 當 時來航 せる 露 艦の 要 求. 慕 府の對 策な ど を 探 W 一す る こと は 肥 後 藩と 

しても 小 楠 等 同志と しても 頗る^ 要であった 所から、 小 楠が 川路と は 江 戶遊學 時代の 舊 知な 

の を 幸に 長 岡が 藩へ 推 一 S して 小 補の 長 崎 行が 決行され たものと 思 はれる。 尙 それに は 小 
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第 八 章 上 1: 遊歴 後の 数年  二八 六 

松 陰の 長 崎 行が 刺戟 を與 へたで は あるまい かと 臆測され もす るから. 

小 楠の 長 崎 行は吉 田の 熊 本 を 去った 十：：；： 二 卜 六日から 問 もな く 企て 

られ たもの と 想像され るが、 橫井 (時 靖) 家に 左記の 書 狀が藏 せられて ゐ 

る 0 


一： k 

：ぜ 

V ず.^ 41 物 

\K て！ 4c  一  « 


平 

右 

衞 

よ 


長 

監 


過 刻 は 御鉞狀 被， i 成 下， 候處、 折惡 出違 I 能 在.^ 候て 御卽 答も不 n 巾 上， 御 無禮： H 候。 一 

拔橫井 長 崎 行 之 儀、 簡 にて は 同人 不安 意の 段 申 上 候. S 尤之 儀に 御 極 候。 右に 付 何！ 

ぞと 事寄 願書 差 出 候て 罷越候 様 御 差 圖被レ 成 候 間、 幸に 願 相 濟候樣 御 委細 被，， 一 仰ド， 一 

候 趣 具に 承知 仕 明日 咄合 可レ. &候 間、 願書 は 早々 差 出 候 様 被，， 仰 含， 候 様 奉， 存候。 一 

私 はどう ぞ參り 候へ かしと 奉 レ存候 得 共、 寓 一 は異說も可レs^n御座，候^s^^雞レ計； 

御座 候 得 共、 是非々々 思 召 之 通り 取扱 可 レ巾相 含 居 巾 候。 何も 只今 I 能 歸尊答 迄 如 レー 

是 御座 候。 已 上。  一 

> 卜： =：： 廿 九日  九 郞右衞 門  一 

監物樣 

尊 答 

右 は 小 楠の 組頭た る 平野 九郎 右衛門から 長 岡監 物へ の 返書で ある 

一 

が ビれを 受取った 長 岡 は 直ちに 此の 返書に 左の 書簡 を 添 へ て 小 楠に； 


^づス 

>  > 


专 


井 


送って ゐ る。  _ 

今夕 は 平野 出獵 にて 只今 返事 相 達 則 別紙 之 通に 御座 候。 自 然は引 i」 り も 可レ致 ijr* 


靖 


A.  4J か 


併 無 願 之 方 は 萬 一 之 俄^ レ之 候て は^ 心痛 之 次 に 付 書付^々 御^ ゃ1 之 方可レ 然^ 

摘 御 勘考 可レ 被， 下 候。 以上。 

十：：：： 二  4- 九日  監  物 

. 平 四郞様 

上記 二通の 書簡 は 今回の 小 楠の 長 崎 行に 關 しての ものと 思 はれる。 ^して さう なれ、 ま； 个 

野の 書面に 「明日 咄合 可，. £•」 と あるから 小 楠の 熊 本 出發は 十月 三十日 以後で 長 崎に は 松 陰 

と は 行 違と なって 十一 ni: 上 切に 着した では あるまい か。 後記 松 陰 . .,  .0 

の 書簡に 「出足 砌 には不 ta 御行 違に 相 成 云々」 と ある (本篇 三 〇 一 

頁) を兒て もさう 想像され、 上記 立 花の 覺書 にある 小 楠の 柳 河 行 を 長 

崎よりの 歸り 掛けと 考 へられ もす る。 要するに 「夷 虜應接 大意」 

の 起 艸は嘉 永 六. で、 長 崎客舍 でと すれば その ト 一 月 上旬で あらう。 

本文 は 遣稿篇 (「論 著」 三) に 載せ て あるから： f お、 に K しな い が、 其の 要 

じ： n は 旣記長 岡監 物の 「封 事」 の それと 敢て 大差 はない。 然るに 共 

の 「封 事」 の 冒頭に は、  レ Igjfc 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  -  二八 八 

つらく 勘考 仕 候に 日本 は 元来 大洋 中 之 一 孤島に してし かも 食貨 兵器の たぐ ひ を 初め 生： li^ 日^ 一  事の 不足な 

く 一  物 之不レ 生な き 天然の 豐國 にて 御座 候へば 書籍と 藥 種の 外 異國に 求 候 品 さらに 無レ 之、 されば 獨立 絶交 も 

人 意之 私に 出 候 儀に 無レ之 全く 理勢之 自然と も 可 レ申況 や 利害得失 も顯然 たる 事に て、 ^て 邪敎 浸潤 之 弊 深く 

可レ懼 儀に 御座 候へば、 寛 永 十三 年 以來斷 然と 外交 を 被レ禁 確乎たる 嚴法を 被レ立 候 は 一 朝 一 夕 之 故に 無レ 之！ 31 

府 非常 之御英 慮より 起 候 儀に 候 間、 德川之 御 家 あらん 限り は 天地と 共に 此御舊 典 をば 堅く 被 レ爲レ 守 度 御 事と 

奉レ存 候。 然共 眞理を 見得る 者 は 一 偏に 固滯 せす 時に 隨っ て變易 仕 候 儀 欺 賢 道 之 妙 現にて 御 魔 候 後日 天 

下 永久 之 謀議 を 被レ定 候に は 廟堂 時に 中す るの 御大 活議も 可 レ被レ 爲レ在 哉、 乍 レ併夫 等 は 所詮 後 道 之 御 考議に 

て、 今日に ぉゐて は 何分 彼が 願 筋 決て 難 レ被ニ 差 免 ， 譯 にて は 有  >  一 御座 ， 間 敷 哉 云 々 。 

と ありて 敢 て鎖國 主義 を 永久に 固執せ よと は 云 はぬ 迄 も 攘夷 的 色彩が 頗る 濃厚で あるのに、 

小 楠の 「夷 虜應接 大意」 に 於て は 「我 國の外 夷に 處 する の國是 たる や 有 道の 國は 通信 を 許 

し 無道の 國 は担絕 する の 二つな り。 有 道. 無 道 を 分かた す 一切 担絕 する は 天地 公共の 實 理 に 

暗して 遂に 信義 を 萬國に 失， ふに 至る もの 必然の 现 なり」 とか、 「我國 祖宗 此理を 明らめ 玉 ひ 

ig. 蘭 の 二 國旣に 交易 を 許さる i と 云 へ 北ハ、 萬 國此现 に 暗して アメリカ の 寄 翰に も 鎖國を 以て 

我 國是の 道 也と 述べた る は 全く 我 國是の 大道 を 知らざる 故 也」 とか、 「天地 有 生の 仁心 を宗 

する 國は我 も又是 をい れ、 不 信 不義の 國は 天地神明 と共に 是を威 罰する の 大義 を 海外 萬國 

に 示し 云々」 とかの 文字が あるから でも あらう 「小 楠 先生 小傳」 の 記者 は 本文 を 以て 小 楠 


が開國 論を唱 へんと する の端始 だと 記して ゐる。 さう 思 ふの は 一 應 無理で はない が 右 小 楠 

の 云 ふ听は 外交に 對 する 動かすべからざる 原则 とも 云 ふべき で、 米. 魯 に對 する 應接上 心得べ 

きで ある は 無論 だが、 さて 其 等の 國々 を どう 取扱 ふかとの 責際 問題に 於て は旣に 本文の 题を 

見ても 「夷 虜」 なる 文字が あり、 叉 其の 內容 を味讀 しても 今回の 米. 魯の 要求 を 容れて 通信 通 

商 を 許せば 彼等の 威力に 屈する こ とに もな り、 又 所謂 押 I 耳 入 を 甘受す る 形 ともなりて 我が 國 

の 威： lia を 暴つ け延ぃ て は 天下の 士氣 にも 惡 影響 を 及す から 宜しく 戰闘 必死 を宗 として こ れ 

を担絕 すべきで あるとの 意味 を 以て 論じて ゐる 所な どから する と、 此 の 頃までの 小 楠 は少く 

とも 近時 来航して 通信 通商 を 乞 へ る 米. 魯 その他の 國々 に對 して は 米 其の 他の 同志の 如く 

まだくな かく の 攘夷論 者で、 開國論 を唱へ 出した  一 二 年後の 小 楠と は 大分 其の 趣 を 異に 

して ゐる やうに 思 ふ。 

.^T 監 物 の 起 用 同志の 欣躍 

嘉 永 六 年 九月 十 曰、 在 府永鳥 三 平 は 在 藩の 同志 撗井平 四 郞. 宫 部 鼎 藏. 永 鳥 繁 平 (養 S. 大 久保源 

十郞 (養父の 弟に て 長 岡 內膳家 司 役) の 四 人 宛に 書 を 寄せて 江戸の 狀況を 報 じ. 且 つ 長岡監 物の 

起 用. 兵 制の 改革 等に つきて 意見 を 述べて ゐる が、 其 の 中には 在. 江戸 藩 重役の 不心得 を 樓述慨 

歎した る 後、 來 年 外 船 搏 來 して 戰 でも 起る こと あらば 大變 だとて 左の 如く 書いて ゐる。 
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1.5: 八 章 上！； 遊歴 後の 数年  二 九 〇 

愈以百 敗に 御座 候て、 御國 二百 餘年之 御 武名 一朝に 消滅 仕 候而已 乎、 乍レ恐 御上 之 存亡 も 不レ可 レ計候 間 何卒 

此節 御前 様 方 急 度 內膳樣 え 御 願 出に 相 成、 內膳様 御英斷 にて 至急に 一 手之備 頭に 監物殿 を 御 差 立に 相 成 申 候 

樣御 世話 可 レ被レ 下 候。 若此 事に 差 障り 或は 此 事に 差 入り 不レ申 候 人 は、 誠に 國 家の 大罪 人と 奉レ存 候。 若叉此 

英斷 御座 候て、 若國 家に 災 起り 申 候 節 は 一番に 私 首 を 御 刎 可 レ被レ 下 候。 此儀は 私內々 馳せ歸 り 腹に かへ 可  >1 

申 上， 害に 御座 候 得 共、 天下 國家之 事 今 暫時 は 私 不肖の 身ながら 此地を 去 申 候 事 出 來不レ 申 候 間、 千々 萬々 皆 

鐵御英 斷神懸 て 奉レ祈 候。 

何時もながら なか /\ 烈 しい、 悲憤慷慨 する 永 鳥 を 眼前に 見る が 如き 心地が する。 右 文. 屮 

の 內膳は 細 川 家 一門の 長 岡 忠顯で 藩主 在 府間は 城代 を 勤めた 英物 だ。 家老の 筆頭た る 松 井 

佐 渡と 圓滿の 間柄で 無い 監 物の 起用に は 是非共 此の 內 膳の 英斷を 要する ので あらう。 

監物 起用に つきて は 獨り永 鳥 等の みならす 之 を 熱望せ る 小 楠 等 同志の 策動 も あ り、 細 川 齊 

護に 對 する 水 戶齊昭 の 勸吿も ありな どした 爲 でも あらう か、 十  一 n 十四日 肥 後 藩 は 長 藩と 俱 

監物、 螫備地 に 相 模國備 場警衞 の 幕 命 を > 受け 浦 賀大津 を 固める ことにな る や、 監物を 其 の 警備 地總 帥に 擧 

總 帥に 舉 用せ 

らる  用す る ことに 決 し、 監 物 は 勇躍して 十二月 十一 日 熊 本を發 して 出府した。 其の 行 を 見送った 

元 田の 『還曆 之 記』 中には 左の 記事が ある。 

時に 米國艦 返く と雖 ども 叉來 年再來 の 約 あ リ、 幕 府大に 海防 を 厳に せんと 欲し 相 州滅贺 の 守 衞 を 

重んじ 諸 藩の 兵 を 分 屯せ しむ。 吾 藩 i 州 侯 等 之に 與か る。 .Hie お ヘム 其箪を 指揮す るに 總 帥の 其 人 


を る を 求む。 志 水 新 丞侧用 

して 急に 大夫を 召し 您 帥の 任 

十一月 也。 余 父君の 內意 を 奉 

むと 雖ど も、 天 下 大義の 關 する 

然 ども 事務 繁忙なる に 依て 乃 

にして 大 夫下津 先生に 託して 

處 深く 辱な しと C 當時 二百 餘 

装 を 美に して 揚々 たる 得 色 あ 

弓矢 を 持し、 銃器 隊先後 を 擁し 

總帥 として 誰か 其 右に 出る 者 

なきな り。 大夫 實學の 忌嫉に 

も 一 且 天下の 事變 起る に 遇 ふ 

公道の 天下に 亨る 決して 疑 ふ 

ふ る に 足ん や。 

右 を 見る と 身長 六尺 を 越え 
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筋 骨 飽くまで 逞 ましき 偉丈夫 監 物の 威風 堂 々 たる 出陣の 狀が 

月 十八 日付に て吉田 悌藏に 寄せた 書簡 (遣 稿篇 「香 簡」 g 七) 巾 

書いて ゐ る。 

奴 叉 拙 藩 浦賀固 被- 仰 付， に 付て は 寡 君よ 程 之 開明 之 模様に て監 物へ 急速 之 飛 1： にて 書 到來、 一 藩 之悠帥 

横 井 小 楠 上卷 傳記 篇  二 九 一 


小 楠、 監物起 眼前に 鬆 する。 小 楠 も 十 

用を吉 田悌藏 

に 報ず  に監 物の 起用に つき 左の 如 


第 八 章 上 闘 遊歴 後の 數年  一 一九二  • 

被 二 申 付， 去る 十一 日に 出發仕 候。 必党尊 藩 初 奉り 諸方 御 配 意 故と 奉レ存 候。 誠に 以難レ 有 仕 合 眞に感 淚に沈 巾 

候。 就て は 一 藩 人心 兒童 奔卒に 至る 迄 大慶 此事 にて 御 察 可 レ被レ 下 候。 (中略) 小生 も 出府 之 心得に 御座 候處さ 

し 障り 勝 こて 此節は 留守居 I 能 在 申 候。 賢 丈 如何に 候 哉 于レ今 御 出府 出来 不レ申 哉 案勞仕 候。 藤 田 杯 之 様子 大分 

動じ 樣承申 心事 萬緖に 御座 候 へ 共 何も 先 さし 置監物 出府 之 事 言上 仕 候。 

元 田と 云 ひ 小 楠と 云ひ監 物の 出府に つきて は 我が 事の 樣に 喜んで ゐ るから 其の 他の 同志 

小 楠、 出府 を の 欣躍も 亦 想 ひ やられる。 右 小 楠の 書面に よれば 彼は監 物と 俱に 出府す る ことにな つて ゐ 

見合 は i たらしい が、 嘉永六 年 十二月 六日 付で 小川 一 敏 が荻昌 國に與 へた 返書 中に、 

(長 岡監 物) 

先月 十四日 太守 様 御傣、 浦 賀御受 持 被 レ蒙レ 仰 候に 付、 二 之 i: 丸 様に 右 御 場所 懋督被 レ蒙レ 仰 近々 御 出立、 尊君 

且橫井 君 • 下津 君に もい まだ 表 向 之 仰 は 被レ蒙 不レ申 候へ 共、 御 一 同 御 登 込可レ 被レ爲 レ成爲 n 御 知 1 被レ 下、 誠に 

以 武門 之 冥加 無 11 此上， 御 儀 奉レ存 候。 

と あるの を 見る と、 小 楠ば かりで なく 下 津も荻 も 同様で あつたと 見える。 然るに 其の 理， S は 

分らぬ が 三人 共 出府 を 見合， は したので ある。 

途を 急いだ 監物は 米 艦 再来して 伊豆の 海上に 現れる 前日の 嘉永七 年 正月 九日 江戸に 着い 

た。 其の後 米 艦 は 数日の 間に 漸次 浦賀に 入り、 本牧に 進み 神奈 川に 近づい たが、 こ れが對 策に 

つきて 慕 府主腦 部の 意見 は旣に 定まって ゐても 諸侯 藩士の 間に は 異論 百出の 有様だった。 

監物は 一 藩の 總帥 として 旣に諸 藩の に 重き をな して ゐ たから 諸 說紛々 たる 中に 極めて 自 


重して 大事 を 誤らざる に 力め、 彼我の 交涉 についても 術策 を. 弄する こと を 科し 借 翁 を^ら に 

. し^を 以て 俟 つべき を 主張した。 當時 幕府の 米 艦に 對 する 方針 は 平和主義であって 大事に 

is 至ら t 其の後 も戰端 S かれさう にもない ので 監物 は總 帥の 任 を醉 し、 5 七 曰 江戶を 立ち 

六月 十六 日歸 熊した。 浦賀 事件 大事に 至らなかった ので 彼の 平 昔の 用意 を 十分に 發揮 する 

り 幾 を 得 ざり しも、 在 府間水 戶齊昭 の 知^ を 得、 東 田 東 湖. 戸田 蓬 軒. 鈴 木 主 稅等を 始め 諸 藩の 侈 

傑と 相 交り 彼の 名望 大いに 天下に 顯れ た。 

五 吉田松 陰の 來熊 小 楠との 交罐 

吉田松 陰の 熊 本に 來 たの は 前後 三回で ある。 

松 陰 第一 回來 第 一 回 は 彼が 二十 一 歳の 嘉永 三年 八月 二十 五日に 萩 を出發 して 同 十二  n 二十 九日 迄に. - 

0 倉. 佐賀. 大村. 長 崎 丰戶夫 草. 島 原. 熊 本 • 柳 河. 久留米 等の 各地 を 遊. 歷 した 時で、 熊 本に は 十二.^ 九日 

島 原より 来りて 同 十三 日朝 柳 河に 向って 出發 した。 此の 遊歷の 目的 は 全般的に 云へば 彼が 

其の 「遊 記」 の 序文に 記せる 如く 精神の 擴大 暢達の 機 を 他鄕に 求める 爲 であった が、 其の.^ 

府に差 出した 「願書 控」 に據 ると 平 戸に 於て 松 陰の 家舉 たる 山 鹿 流 軍擧に 詳しき 葉 山作內 

と 同流の 宗家なる 山 鹿 萬 介と にっきて 家擧を 叩く のが 主であった らしく、 同地に は f  - 餘ロ 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一一 九 一一 一 


^八 章 上！： 遊歴 後の 数年  二 九 四 

も留 つて ゐる。 熊 本 にても 右 滞在 間に 藩の 數學 師範 翁 砲術 師範た る 池邊啓 太と 山 鹿 流の 兵 

法 を 修めて 藩の 軍舉 師範た る 宮 部鼎藏 とに 交 を 結んだ。 

松 陰の 長 崎 行 第二， 回 は 嘉永六 年 海外 視察の ほ 的 を 以て 長 崎に 來舶屮 の プ 1 3^^. の 率 ゐる露 艦に 搭乘 

せんが 爲 に江戶 より 同地に 赴く 途中に 立 寄った ので ある。 彼 は 「この 行 深密の 謀. 遠大 の 略 

あり。 象 山師 首め 之が ® 慂を爲 し、 友人 讒所 Si 新. 長 取義. 圭木 ml 亦 之が 賛成 を爲 す。 其 他の 

深交 舊友 一 も識 るな し」 と 述べ て ゐ るが、 九月 十八 日 江 戶を發 して 西 行し、 荒井驛 —靜 岡縣濱 

松 陰、 津阳. 名 胡畔の 都邑で 今の 新居— に來 ると、 熊 本 藩士の 津田 山三郎 及び 河瀨 典次兩 人に 逢った ので 

河 瀨と邂 返 

左の 一詩 を與 へた。 

荒井驛 にて 肥 後 藩士 津田 山三郞 • 河顯典 次に 邂 返し 詩 を 作りて 贈^。 

柬下西 上の 客、 邂 返す 荒 井亭、 一 見 他 語 無し、 先づ 惜しむ 日 西に 傾く を。 東西の 事 を說き 出して、 一 嘆し 叉 

ハ ヅ 

一 驚す。 東海 東夷の 狀、 西 海 西 夷の 情。 悲しい 哉尙武 の國、 宴 安神 京を恭 かし めんと は。 君 行く こと 六 七日 

にして、 is^ 將に 武藏に 入らん とす、 武藏は 都 舎の 地、 世途 經營 を觀 よ、 俗士は 固より 利に 耽り、 才子 は 徒に 

名を偷 む、 紛々 たる 萬 億 人、 孰 か 皇道の 明らかなる を 期す る。 吾亦此 より 西して、 肥. 豐 にて 豪英に 接せん、 

シバ 

再會 何れの 日 を 定めん、 指 を 屈して 行程 を數 ふ。 行程 亦 趣たり 矣、 離合 將何ぞ 常な らん、 手 を 分かちて 數. 《 

•  回顧す、 心緒の 紫る を 捨て 難ければ なり。 

律 田 山三郞 は、 小 楠が 嘉永六 年 八： IT 十五 日付に て 藤 田 東 湖 に、 同 ！ ：！： 十七 日付に て 鈴 木 主稅及 


び士 1： 田 藏.. 1 人に 寄せた 旣記 書而の 役目 を 荷 ひての 出」.^ 道中で あ ら う。 河！^ 典 次の 出-:^:!：: 

的は詳 かで ない が、 彼 は 小 楠の 門弟で 而も 同志の 事 だから ^ii:  m に 同行した ので は あるまい か。 

右松 陰の 詩 を讀む と、 一 I 一人 會 して 談は 時局に 及び 悲憤慷慨した 様子 は 眼前に す るが、 松 陰 

は 其の 西 行の 眞意を 打明けなかった の は 無論 だから、 「離合 將何ぞ 常な らん」 に 生死 を 賭し 

て の 決心 を藏 したと は 兩人も 感付かなかった であらう。 

松 陰 は十バ 一 日 入洛して 梁 川 星 嚴を訪 ひ、 翌 二日 朝 皇居 を拜 して 「山河 襟帶 自然 城」 なる 

一詩 を賦 し、 其 の 夜船で 淀川 を 下りて 大阪に 至 り、 此 處に 九日 迄 舟 待して から 瀬 戶內海 を 西し 

て 十六 日豐 後の 鶴 崎に 上陸 じ、 大 野 川 を 溯って 肥 後に 入り 坂 梨に 一 泊して 十九 日 熊 本に 着し 

松 陰 第二 回來 五日 間滯 在した。 左に 揭 ぐる 彼の 日錄は 此の間に 於け る 彼の 消息 を 十分に 盡 くして ゐる。 

十九 日。 熊 本に 達し 坪 井に 宿る。 是の日 二重 嶺を 越え、 阿蘇山 を 望めば 雲霧 濠々 として^ 尺 を辨ぜ す。 詩 

り 云 はく、 東 道 富士を 望む に、 三 峯白粲 たり。 西 道 阿蘇 を^めば、 向背 雲 漫々 たり。 富士は 恰も 情 ありて 

天下の 冠たるに 愧ぢ す。 阿蘇 は何ぞ 怯懦なる、 吾 を 見て 乃ち 逃道 せんと は。 奇なる 哉 名山の 靈、 英雄 漢を識 

取せ よ。 

一 一十 日。 宮部 鼎藏來 る。 伴 ひて 横 井 平 四 郞を訪 ふ。 荻 角 兵 衞も亦 これに 會す。 夜宮 部に 至り §s 宿す。 

二十 一日。 矢 島 源 助 • 莊村助 右衛門 . 國友半 右衛門 • 今 村 乙五郞 • 丸 山 運 介 • 佐 々淳 1 0  .  地 丈右衞 E:  • 

村 上 鹿 之助來 話す。 

横并小 楠上卷 傳記篇  二 九 五 


第 八 章 上 1; 遊歴 後の 数年  二 九 六 

二十 二日。 宮 部と 同じく 横 井 を訪ひ 終日 對 話す。 夜 村 上 澤村義 右衛門 • 神 足十郞 助 • 村 上作 之 允 *原困 作 介 今 村 を 

訪 ふ。 

一 一十三 日。 横 井久 右衛門 • 吉村嘉 膳 太 • 木 原 彥四郞 • 廣田久 右衛門 • 岩 佐 善 左衞門 • 森 崎 平 介 • 丸 山. 佐々 • 

今 村 来る。 夜 横井來 る。 

1 一十 四日。 丸 山. 佐々 • 今 村 • 森 崎 • 野 口 直之尤 來り會 す。 池邊彌 一 郞 • 國友半 右衛門 を訪 ふ。 半 右 衞門疾 

を 以て 逢 はす。  . 

1 一十 五日。 松 田 • 神 足. 吉村 • 村 上 • 丸 山 • 今 村 來り會 す。 午後 熊 本を發 す。 松 田 送りて 高 橋に 至る。 尾 島 

に 至る、 舟 未だ 發 せす。  (原 漢文) 

小 楠、 三た び 小 楠 は 松 陰の 第一 回來 熊に 於ても、 叉 一 昨年 八月 萩に 松 陰を訪 ひたる 時 も 面 會の機 を 失し 

松 陰と 會談  . 

たこと は旣 記の 通り だから、 今回 は 熊 本に 松 陰を迎 へて 大いに 渴 懷を醫 した 譯だ。 右 滞在^ 

に 三回 も面晤 して 二十 二日の 如き は 「終日 對 話す」 と あるから 互に 意氣 投合した と 思 はれ 

る。 松 陰が 此の 會合 によつ マいた く 小 楠に 心服した こと は 後記の 書面 (本篇 三 0 1 j 三 〇 四 

頁 參 照) によって 分る が、 小 楠 は 松 陰 を どう 見た であらう か。 德富蘇 峰の 著 『吉田 松 陰』 に 左 

の 如き 一 節が ある。 

嘉永六 年 彼が 廿四 歳の 時、 露 艦 搭乘の 志を懷 き、 西遊の 途次、 熊 本に 徑し、 横 井 小 楠の 塾 を 過ぐ。 門人 彼が 

年少に して 風采 揚ら ざる を 見て、 彼を輕 易す。 彼の 去る や、 小 楠 門人に 語げ て 曰く、 若し 彼 をして ー寓 石の 


松 陰 長 崎に 至 

れば露 艦 在ら 

ず 


松 陰 第三 回來 


城主たら しめば、 天下の 大事 を 惹起 せん 者 は、 必す 他人なら すと。 

松 陰ち 一十 五日 午前に 熊 本を發 して 二十 七日 長 崎に 着いて 兑 ると、 不幸に 

の卞ニ  4" 三 曰に 一時 退去した 後であった。 若し 松 陰が 熊 本に 滞在せ すし S 崎に S た 

なら、 ま 露 艦 は 未だ 在 港して ゐ たのに 千秋の 遺恨と は眞に 此の 事 だ。 松 陰 は 長 崎に 五 曰 S 

在して、 舊 知の 中 村 仲亮. 大木 籐十郞 を 始め 高見 正 栗 崎 道 意 其の 他 数人と 會談 などした 力." 

一月 一日 出立して 同 五日 復熊 本に 來た。 これが 卽ち 第三 回目で ある。 長 崎 を發 して 力ら ぎ 

に歸る 迄の 彼の 日記 は 左の通り だ。 

十一月 湖 日。 云々 別 を 告げて 千. - 波に 宿す。 

二日。 大湊に 宿す。 

三日 • 四日。 大 湊に留 る、 夜 佐々 • 丸 山 来る。 

五日。 坪 井に 歸る。  (午後 £ き ， Z 想 

六日。 松 田 • 矢 島 • 江 口 純一 一一郎 • 森 崎. 管. 木 原. 村 上. 兼 坂 熊四郎 . 野 口  • 丸 山 来る。 gl と i 

lo 田中大 阿. 荒木 權之進 これに？。 夜 森 崎 来る。 S 

七日。 竹 崎律ー 一郎 • 矢島 • 江 口  • 丸 山. 廣田. 野 口.  S 兄弟 追 ひ f  、 山賀に 宿す 。矢 島 來り此 に 一 宿す。 

八日。 朝 手 を 分かち 柳 川に 宿す。 

九日。 松 崎に 宿す。 

二 九 七 
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十日。 靑 柳に 宿す。 

十 一 日。 赤 馬 關に歸 り 伊藤 氏に 宿す。  ， 

十三 日。 获に 入る。  (原 漢文) 

右に 據 ると 松 陰の 熊 本滯在 問に 面晤 した 人達の 中に 小 楠の 名を兒 ない、 これ は 恐らく 前に 

小 楠が 松 陰と 行 逮に長 崎に 行 つて ゐた爲 であらう。 (本篇 二 

の 途次に 於け る 熊 本 滞在 間に 會 合した る は 右 「日記」 にあ 

との 人達で ある が、 其 の會 合に 際して の 話題 は 何で あつたで 

獄に 在った 松 陰から 萩 松 本に 在る 兄 杉 梅 太郎へ の 書 耿の中 

が 黨某頻 に 寅に 經擧を 進む。 叉 平 四 郞が舉 風 も 大略 承り 置 

する 話の あった こと は 間違ない が、 會 合の 連中の 顔觸れ より 

下國 家の 事に つきても 話が はすんだ こと は 想像に 難くない 

と俱に 家老 有吉を 訪問した ことで ある。 松 陰 は 今回 江戶を 

る や 直ちに 同地に 赴い て 事情 を 探り、 歸 りて 江戸の 藩邸に 呈 

に 藩の 君臣 は 宜しく 天下の 賢 能に 接すべき を 云って 居 り、 又 

き 務 と し て 着 手 す ベ き 事 項 を 箇 條 書 に し た 「急務 謀議」 

る 0 


した 如く 

長 崎 往復 

と 勤王 黨 

月 に 野 山 

井 平四郞 

講 擧に關 

として 天 

陰が 宫部 

に 来航す 

言 」 の 中 

に 基づ 

記して ゐ 


八 七頁參 照) 松 陰が 今 

る 如く 主として 實學 

あらう か。 安政 二 年 

に 「肥 後に 到りし 時 

けり 云々」 と あるか 

すれば 對外 問題 を始 

. 特に 注目す ベ き は 

出發 する 前、 米 艦の 浦 

出した 意見書 「將及 

八月に 此の 意兒 書の 

の t!^  二 條には 左の 通 


肥 後 } 賡は 古より 本 藩と 厚 交 ある ことに 承 及べり。 1!;^ 上 は 勿 論、 群 臣も亦 相互に 交り 厚く あり】 is? 事 0 

肥 後 藩 の大 Eil 長岡內 膳. 長 岡 監 物. 畏 岡 M 部. 有 吉市郞 兵 衞 等 昔 奇特た る 人物の. a たれ ど も、 お 0^-  ^ 

も國に 在り。 今 藩邸に 在 有志の 人々、 大臣に は 小 笠原備 前、 物 頭に は 都 築 四 郞. 焦 住 源兵衞 のよ し-^ 

れり 0  -. 

右に よると 松 陰の 有吉 訪問 は 此の 意見 を 自ら 實 行した もので あらう が、 十 一 月 某日に 荻の 

小 田 村 之 助が 吉田松 陰に 與 へた 書中の 左の 一 節 を 見る と、 單 に 賢 能に 接す る ばかりの 意味 

ではなく： 大 下の 大事 をも議 する 爲 であった と 思 はれる。 

嚮に 兄と 伯父の 宅に 相 見し とき 僕论 適の 約 ありて 匇々 辭し歸 り、 臂 を 把り て商拖 する に 暇 あ ら ず n 

昨 兄の 來 る と き 僕 在 ら ず。 之 が 爲に恨 然 た り き。 前 夜 學 生 某 兄 を ：m ひて 高論 を 閗くを 得たり と 

て、 栂 じて 僕に 告げて 曰く 此回兄 肥 後に 如き 宮部 氏と 老臣 某と を 要し て 大事 を議せ り と、 太 快々々 n 

方今 天下の 事 慨嘆す 可き 者 一にして 足らず。 而 して 外 憂 尤も^だ しとな す。 策 家の 述， 日す る 所 

纷 ；： ム 万 象、， と 曰 ひ、 戰 と 曰.；，。 和 を 倡 ふ る 者 も 其 の 會： は 則ち 姑ら く寬 借し て 以 て 禍 を う する に 

過ぎざる のみ。 今 慕 吏 和議 を 倡 ふる 者 頗る 夥し。 海內の 勢駭々 として 將に 和に， 藤 せんと す、 n: ル 兄 

の 狂奔して 之 を沮む 所以に して 其の 志壯 なりと 謂 ふ 可し。 兄 曰く- 大 下人 無し。 ^水 戶老佼 およ 

び 尾 張 侯. 肥 後 侯與に 大事 を議す 可き の-み。 旣に 老臣 を 介して 肥 侯に 要 し、 又 東の かた： i£ 侯に 游說 

せんと 欲す。 此 Q 十、 諸侯と 謀り 合 ひ 議協は V  ち 天下の 事 必 ず 成 る 可 き な り と。 

(原 漢 文) 
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三 〇〇 

序な 力ら 記して 置きたい こと は 、幕末の 志士 中 松 陰 ほど 短 年月^に 廣く 天下 を践步 した、 

は ほ。 2， 五 年間 S の 足跡 は 南 九州より 北 靑 森に 及んで ゐ るが、 就中 彼に 犬なる 印 

象を與 へたの は 水 戸と 熊 本と であらう。 德 S 峰の 云って ゐる 通り 「松 陰の， の 一半 ま、 

SS 者の 一半 は 死に 抵 るまで 肥 後人であった」、 隨 つて 彼 は 肥 後人の 氣質は 能く 味って 

H へた ゐ る。 彼の 詩稿 中に 「熊 本 諸 友に 示す」 と 題せ る 左の 一首が あるの は 松 陰が 熊 本人； て.^ 

接して 得た 印象で あらう。  - 

洒を使 ひ斂を 好みて 動もすれば 5 し、 豪談雄辯5を見 る。 孔聖陳 に 在り i らん ず 

も、 豈 此の 種の 人 を 思へ るに 非ざる を 得ん や。 言 を 慎み 行 を 謹み 名 f 養 ひて S ，なれ 

ぱ I 爭 ひて 珍と す。 漢 の 疏廣| の 王且、 其の 朝に 在る や 俗 或は 之 を 鳳と 麟 としまお 

自 あの 風 を 藤し 來 りて 驕虜と 强臣と を 養成せ し  に. ィ女 

素より 显享。 1,. ぶ，.， て：、 み =气 おに a りて 多士に 接す 。  5 の多士 

^  r  rll して 浩歌 を發 する を 聞きて 恃を 掲げて 叱 昨して 氣 始め 

きて 天地に 塞がらし めば 古道 何ぞ 曾て J を 憂 へん。 S 淺露は 似て 非 なれ ども 

=。<s も.， いかな 仁。 請 i よ 山 2 々天 を 凌ぎて 起り 江 河蕩 々地 を 捲いて f。 

此の 詩に はよ く 肥 後 人士の 美質 を 認識して 自分と 同調なる に滿 足し、 其の 美質 を大 まれ 

！ 優に 天下に 爲す 有るべき S 調し、 名， 養って 勿體 ぶる 連中 を 2 して 5 人士が i 

なる 氣 f を 大いに 發揚 して 君國の 爲に盡 くすべき を從^ 慂 して ゐる。 

i4  ^ 力 ie  ^9- る と、 も 」ょ く  4!;^  f 1ヒ EJ  ：  TJ  . 、 ) 

P ォ/ネ^ 在.^ に 約し 合った と 見えて 宮部鼎 藏と野 口 直-之 允と が 


松 陰の 府 來获 した。 そこで 松 陰 は 居る こと 十數 曰に して 十： 月 二十四日 宮 部. 野 口 を 伴うて 荻を發 

程し、 二十 六日 船に て 周 防 富 海 を 立 ち. 內 海 を 東上して 十二月 三日 大阪に 上 陸 し、 大 久保耍 に會 

ひて 四 曰 京都に 入 り、 梁 川 星 巖. 梅 田 源 二 郞. 森 田 節 齋. S 飼 吉左衞 門 等と 面接し、 それより 伊勢の 

山 田に 足代 權大 夫. 松 田 縫 殿、 津 に 土 居 幾 之 助を訪 うて 後尾 張に 行き、 秦 壽 太 郞. 奥 E 謙藏 等と 出 

會し、 十二月 二十 七日. 江戸に 着し— 宮部は 京都 迄 行を與 にした が、 五日 先 だち て關 ia- に 向 ひ、 十 

二月 十五 日に 江戸に 着した—、 出發 の時惠 まれた 金 を 封の 儘 象 山に 返して 再起の 時機の 來る 

の を 待った。 陰 は 此の 出府 途中 周 防 富 海 か ，ら 左の 書 狀を小 楠に 寄せて ゐる。 

松 陰、 書 を 小 一書 致， 1 上， 候。 先般 は 尊 藩 I 能 sr 諸君え 不 n 容： 1： 勿， 御 厄 害罷成 恭謝此 事に 御 趣 候。 出足 砌に は不レ II 御行 逮 

楠に 寄す 

に 相成缺 n 面^, 候 段 遣 憾之至 奉レ存 候。 併宮部 君へ 委しく 御傳語 被， 1 成 下， 夫々 承知 仕 候。 與二藤 詩 及舉校 

問答 書糙に 入手 且誦 且讀 感服 仕り、 追々 藩 人へ も 示し、 問答 書 は 世子へ も 献じ候 様 ゆ 談遗候 事に 御」 M 候。 

(米 田是容 I 長岡監 物)  (Is 正) 

.  一 、 米大 夫君の 書 山 田 宇右衛門に 因て Ik 田 越 中へ 示し 候 處大に 憤勵之 様子に 御」 M 候。 越 中 之從蓽 (原註、 00 

手元  筆者 

に 付 手元 錄 者と 號し從 凰す) 山 縣與ー 兵衞、 中 村道 太郞と 申す もの 有レ 之、 此 三人 孰 も 於 レ藩は 有志の 士 にて 三人 

申 合 此の先 何とか 可レ致 候。 巳に 尊 藩へ 少年 兩三輩 さし 出し 候 事 ども 竊 かに 相 闘り 居候 問、 共 事 之^ は未レ 

知 候へ 共 何れ 默 して 止み 申 間 敷に 付、 其 趣 をば 米大 夫君え 可 レ然被 n 仰 上 一 且 一行 之誉藩 中を詖 動す る 事不レ 

尠段宜 敷 御 傳謝奉 レ希候 事。 

一 、 世子 之 側に 出勤 候 もの 長 井 隼 人. 飯 田 猪 之 助兩人 追々 話 合 候處、 兩人 心中 世子 之 側より 國家 天下 之 事 を 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  三 〇 一 


簡蒈 るた せ 寄 に 楠 小 り よ 陰 松田吉 


三 〇 二 

議 する 事 甚懼る \ 所な り。 然と も來 正月 十七 日より 世子 發 

駕 にて 參. 府、 兩人御 佻に 付、 着 府之上 は 世子に も 天下 有志 

之 君え も 交 を 納られ 度 御 志 は 勿論の 事に 付學事 講習 之上自 

ら馭戎 之 事に も可レ 及 左 候 へ ば 兩人必 正論 を 立 可， 申と 被レ 

存候。 兩 人え 宮 部に も 御 面 會被レ 下 其 人物 は 御 見取り 通り 

に 御座 候。 拔叉 江戸 君側に 人才 絕て 無レ 之、 在 國有士 の 面 々 

深く 嘆惜 いたし 居候 事に 候。 長 井 は年來 君側 相 勤 候 ものに 

付是 より 說を 容れ 候事尤 以て 便と する 所に 御 鹿 候 事。 

一 、 井上 與四郞 • 玉 木 文 之 進 • 田 北 太 中 • 北條 瀨兵衞 • 中 

村道 太郞 追々 宮部 君へ 御 面會、 孰 も 與起之 模様に 御」 M 候。 

就レ中 井上 は 驚々 政府に 登 り 叉 爆.、 罷黜 せられ、 今學校 ：15 に 

偏 安居 候。 此 人物 俗吏 中 之 人材な り、 义甚 好， 事。 然 ども； 冉 

び此 人に 罪 を 取らせ 候て は 大に國 に 損 ある 事故、 多く 責を 

(田 北 太. 90 

懸 難く 被レ存 候。 尤其々 の 中に 力 を 致し 居候。 田 中. 玉 木 海 

防 局に あり、 此 二人 不， 可レ不 レ盡レ カ焉。 北條. 中村は いま 

だ 半ば 書生 中の 人 なれ 共、 兩人尤 以奮勵 せ ：！ 部^の 御 出 被レ下 
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\  . ま .^ぃ4^5^蕃紫"ぃ秦 

，警" -か， んゝ- まあ.^ き 

zi  f  ^7 や- 、暴： i おん 

\  $、.r 真 あま々 i ま. H< や, 

〈ギ， ？、  V»J 蒙 <r  、： や-^ も t-. 


(き 、づ） 上  同 


候 を 喜ぶ 事 限な し ， 謂ら く此ょ り 長 藩 の審 必大に g ハ起 せ ん 

と 扑躍仕 居候 事。 

一 、 先生に も 事体に 依り 御 東 遊 も 可 レ被レ 爲レ在 趣 {„c 部^よ 

り承レ 之、 扑躍此 事に 御座 候。 北條. 中 村へ も竊 かに 話し 候 

處兩 人喜レ 之無レ 限。 愚考 仕 候に ^子 之 未レ發 前に 若 御 出に 

ども 相 成、 長 井 • 飯 田 等え 篤と 天下の 事体 を 致 n 合點， させ 

置 候 得ば 弊 藩 之 事 甚可レ 言 もの 可 レ有レ 之 候。 弊 藩之琪 は 

公 も 決して 正 議に與 せざる 人に 非す、 叉 井上 • 玉 木 等を始 

め 孰 も 志 ある もの なれ 共、 可 レ恨は 天下の 事体に 暗く 只 一 

國之見 を 離れざる 人々 に 付、 何卒 先生 之 一 言 を 得 候 は^ 必 

奮 發可レ 仕と 相考 候。 且又 御 末 家 岩 國の內 にて 德山 は從來 

甚 厚く、 近頃 は 世子 御 入來之 事に 付 尙以親 敷 御座 候。 淸末 

も 今 侯は甚 有志 之 御 方の よし、 吉川 當監物 正 人に て以レ 

； 1 事 レ君以 レ禮待 レ士甚 可レ尙 事な り。 但長府 のみ 六 ケ敷事 休 

有 レ之甚 憂と 致し 居候。 耍レ之 上 親くても 下 未だ 和せ す、 御ぶ 

家 岩國共 政治 向本 藩 連れ 不 vs. 別 々 に 和 成 居候 事 所，， 出 米， 

三 0 一； 一 


も -人. K  .1. ザ J^、  4: い え， . 、 ^,^«^<0^..>, I 

メ- ！^. 、み xrt*^  乂ノ広 "おせ I レ产劣 党：.^ お 

ふ， ザお なおや， f.  St. 爷 
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三 〇 四 

久しく、 有志 之 人々 皆 眉 を顰申 候。 是は本 支と もに 皆有レ 

罪、 何卒 是 等の 事体 も 一 通 御 承知 被 レ置長 • 防 二 國ー 塊 物と 

相 成り 候 様 本 藩 並 支 封の 志士へ、 御 敎識被 レ下候 はぐ 何 幸 

若レ 之。 僕甚 前途 を 急ぎ 支 封に 過る 事 を 不レ得 至憾に 奉レ存 

候。 此等不 レ得レ 不レ托 ，1 先生， 也。 

右 十 一 月廿 六日 周 防 富 港に て 相認申 候。 旅 中匆々 書辭 失体 

万々 御 推 覽奉レ 願 候。 以上。 

十 一 月廿 六日  吉田 寅次郞 

矩 方 (花押) 

尙 々 厳寒 之 節 彌以御 自玉 爲レ 國爲 レ道是 祈。 

横 井 平 四郞樣 

米大 夫君へ 書付 可 レ呈蒈 之 所、 さし 付 候て 奉呈 候 事 恐 入 

候て 差控申 候。 何卒 幾重 も 御 様子 相 伺候て 藩 人 孰 も 興起 

い たし 候 段 謝 言 非， 所 レ盡段 御 傅 意 伏 奉レ願 候。 以上。 

此の 書狀 によると 松 陰 は 小 楠に 束 遊の 節 は获に 

立 寄りて 正氣發 生の 爲に 藩の 君臣 を 誘導して 吳れ 


上 

づ 

き 


井 

靖 


。 熊 本での 會 合に 於て 餘程小 楠に 

る。 「先生に も 事体に 依り 御 is^ 遊 

と ある は 多分 前に 記す る 如く 長 岡 

出府す る こ とに な つ て ゐた (本篇 二 

宮 部から 閒 いたから であらう。 叉 

來り て 諸 藩 吏に 面會し て 彼等 

起せし めて ゐる。 此の 事 も 松 陰が 小 稲に 來萩 

望せ るのと 同じ く、 畢 竟 藩士 は 他 藩の 賢 能と 交 


と 切望して ゐる 

心服した と 見え 

も 可 爲， 在 趣 」 

監 物と 同行して 

九 二 頁參 照) の を 

宮部は 今回 萩に 


し 


松 陰、 醫を肥 に 

後 藩士に 贈る 

力 


と の 進言 の 周旋 赏 行で あ る。 

その後 松 陰 は 長 藩士 兒玉 吉次郞 が雞劍 修行の 爲に熊 本に 來 るに 際し、 安政 五 年 正月 二 日： 付 

て 肥 後 藩士 (丸 山 運 介. 佐々 淖 ニ郞. 今 村 乙 五郎な らん) に 書狀を 贈って ゐる が、 其 の 中に 左の 一 節 

あ る。 


を 蜜 

を 希 

る ベ 


爾來 諸君 彌御 精鍊奉 fe 候。 小生 礫 全 在 B 仕 候、 御 安 念 可， 被レ下 

爲ー 一修 行ー罷 出 候。 何. 卒 橫 井. 宮 部 雨 先生 へ 得， 一面 謁 一度 申 事に 候へ 


候。 此度 同藩 兒玉吉 次 郞賁地 邊 

共 貴地 之 御 近 狀 不， 存、 兩 先生も^ 

候 故 可：， 然 様 奉 k 候。 雨 先生 之 事 


(丸 山 • 佐々 • 今 村 力) 

御 引 入 被， 成 候よ し 風聞 承り 不安心に？ 存候 故、 三 君 迄 # 書 仕 

信 州 上田の ± 

に 案じ 居候 間 相 成 候 は 御復 書に 被， 一 仰： 知 一度 き存 候。 去 秋樱井 純藏弊 地參り 候節少 々貴地 之 


擎劍 

方 へ 

僕 m 

様子 


横 井 小 摘上卷 傳記篇 


三 〇 五 


第 八 章 上！： 遊歴 後 Q 数年  三 〇 六 

承り 候へ 共 、豫 聞 故 不， 確 候。 此節 承り 候 得ば 國友半 右 衞門君 も 在 江戶之 由、 宫 部. 永 鳥 君之樣 子等 傳 

承 も 仕 候へ 共是以 所， 傅 非， 一 其 人 一 候 故 不， 一分 明 一 候。 櫻 井の 話に 横 井 君 兵制 論出來 至極 之 確議之 .r 弊 藩 

政府の もの 頻に 懇望 仕 居候 間御寫 贈 被， 一成 下 1 候 樣には 相 成 申 間 敷 哉、 此 一 事 去年 已來甚 願 ふ 所に 御 

座 候 間 萬々 御 親 仕 候 0 

松 陰が 風 間で 耳に したと 記して ゐる通 り、 小 楠が 沼 山 津に居 を 移した 安政 二 年に 宮部 も實 

弟の 某 事件 1 よりて 師職を 機 はれて 上 签城郡 七 瀧 村に 引 籠り、 兩人共 松陰來 熊の 時と は逮っ 

て 最早 城下の 人ではなかった。 然るに 『吉田 松 陰 全集』 の 「關係 詩文」 中に 「撗井 小 楠 所： 

贈 嘉永四 年 (力)」 として、 

(マ 、、 伊 力) 

進 成 伸 志 大經世 退 養 顏仁渾 省 志 

辱，， 兒 玉 君 見 書 以 呈，， 吉 田 君 一 存拜尹 私 

と 載せて ある。 嘉永四 年に 疑問符が つけて あるから、 此の 年月に 拘ら すに 考 へるならば 右の 

兒玉吉 次郎が 此の 時 沼 山 津ヒ小 楠 を 訪問した では あるまい か。 叉 松 陰の 書面 中の 「横 井 君 

兵制 論」 と は 小 楠が 安政 二 年に 艸 した 「陸兵 問答 書」 であらう。 

兒 玉が 來 てから 二 ヶ月 後に 中 谷 正 亮も亦 熊 本を訪 うたが、 松 陰 は 更に 三月 二十四日 付に て 

41 トぼぜ 横 井. 宮部. 丸 山. 佐々. 今 村の 五 人に 宛て X 左記の 書面 を 寄せた。 然るに 此の 時 小 楠 はすで に 越 

^す  藩の 招聘に 應 じて 彼 地に 赴いた 後であった。 


此 度 ^1: 志 友 中 

危之界 今日と 

让候。 赏說に 

相. J; ん候上 は 水 

も 合体 致候樣 

日に 至り 國相 

迅 雨に 抵抗す 

候 間 詰る 處横 

も內々 御 願 仕 

追 々升 沈 御座 

(米 ffl 是容) 

米 卿 は 不， 能， 中、 

相羡申 候。 愚 

御 無 人 氣遣敷 

仕 候 事と 草 略 

三 月 廿 

撗 

尙々 尊 藩 之 御 


谷 正 亮 御 地 

被 レ察候 0 西 

候 哉、 加 賀. 仙 

越 侯 等 合 

志 之 諸 藩 

之 諸 員 共 

と 申樣參 

宮部ニ 先 

儀 も 御座 


幷 


事 


內 此度國 

(想 母 力) 

吉老大 夫 

に 横 井先 

又 御定策 

候 Q 閣： 

井 君 

部 君 

体 近來ー 


0 を 志 し 

着 之 由 先 

摩 等 は 追 

正論 起り 

周 旋 可レ仕 

振起 ゆ 候 


相 府 

生 御 

5? 伺 


可& 越 一 候 故 一 簪 0$ 上 1 候- 

々恐 悅至械 に 牵レ存 候。 尊 

々京 郡へ 手が 附候樣 に 相 

可レ ゆ、 且 天朝 之 正論 是誠 

事 と 奉， 存 候。 弊 藩 は 不一 一 相 

模様に 相 成 候。 然共御 熟 


リ 0 使 

藩 • 柳 藩 

聞 候 G 

に 珍 

替 一因 


何分 滋養 强^ 今日 之 急劑に 


弊 藩 迄 御 

何 卒 

に 登庸せ 

苦 心 と 奉： 

出 被， 下 候 

度 奉， 存 候 


被, 下 候 m に 御 願 申 上 

は 無 一一 御 鹿 I 候 哉。 先 年 

至極 奮起 仕 居候, 同 


座 

人 


今 

之 

可- 

分 

此 


接 

Ur 一 

、、フ 

き 

に 


存 

戶 


柳 川 之 壹岐氏 は 如何 之 {ル 翁 


藩 大臣 少 々振興 之 

啦候。 胸中 萬般而 


を 


し 


1； 風聞^; K  か亂 安 

1 向不變 誠に 御 案 


相 詰 候 

二 先生 

に 御 

度、 左 


已、 何 分寸緒 


付、 兩 

至 に 

ブ 

亮色 

之 御 

座 候 

候 て 


愚考に は两城 

處 之 正 論 幾 直 

薄弱に て 暴風 

々御談 可 CS- 上 1 

政 之 助 事 爾後 

來 遊を冀 居候 G 

哉 嘸々^ 步と 

上國 如何にも 

_s 中 ，口  Jt_ 


松 陰生拜 


向 不レ承 候 間 若 二 先生 御 居 合 不， 被レ成 候 は〉 三 君 御 


被 閱、 萬 々 中 


せえ 御 談可" 


横 井 小 楠上卷 傳記篇 


i  二 〇 七 


笫八章 上 1: 遊歴 後の 数年 

被レ下 候、 牵& 候 也。 

丸 出 君 

佐々 君 

今 村 君 


三 〇 八 


右に 據 ると 松 

と 切 望 し、 「愚案 

前々 回の 書面 を 

ことが 窺 ひ 知ら 

に開國 論者に 豹 

の 書 狀に據 ると 

人と な り、 同 一 一 年 

ら れ、 安 政 五 年 十 

の 様子が 直接 間 

兒 玉に 托した 右 

成 候 はに 御復 書 


陰 は 

に 横 

見 て 

る i 

變し 

其 等 

十 一 一 

二月 

接に 

書面 


ま だ 

井先 

も 亦 

で i 

て、 宮 

の 様 

月 野 

よ り 

耳 に 

中に 


C ヒ F 

ノ 1 

小 楠 か宮部 かに 

生 御 出 被， 下 候 は 

本 書簡 を 見ても 

ないか。 然るに 

部. 永 鳥 等 勤王 黨 

子な ど は 知らな 

山の 獄を 免され 

は. K: び獄 に投ぜ 

入ったり しても 


「贵地 之 御 近 狀不， 存」 と 


に 被，, 仰 知 一度 」 とて 小 浦 及び 宮 部の 


長 藩に 来りて 同 藩士の 勤王 心 

^弊 藩 大臣 少々 振興 之 策 を 運 

楠に 對 する 認識と 期 

び 中 谷 の 來 熊し た 安 

は 以前の 如き 親密な 

. それ は 松 陰 は 安政 

の  一 ilfi に 幽せられて 

ら、 假 令幽窒 間 子弟の 

况 迄は詳 かにし 得な 

云 ひ、 又 「雨 先生 之 事 

近献を 知りたがって 


松 陰の 小 

右 兒玉及 

の 人達と 

いらし い 

て も 杉 家 

られ たか 

肥 後の 狀 


(紫 

し 度 

待の 

政 五 


元年 

外人 

敎育 

か つ 

僕頻 

ゐ る 


舞して 貰 ひたい 

」 と 云って ゐる 0 

尋常に あらざる 

年 に は 小 楠は旣 

でない に、 右 一 一 通 

四月より 獄窓の 

と 接する を禁 ぜ 

を 行った り、 世 間 

た爲 であ ら う。 

に 案じ 居候 問 相 

のを兑 て も。 


六 漸くに して 室 をな す 俄に 家 を 銅ぐ 


早婚 の 

小川 氏 を娶る であった 

つた。 小 

られ てぐ 

.  てゐる 0 

あつたの 

事で ある 

兄 時 明の. IT 死 然るに 

明 は； 大保 

も 亦病氣 

病な 質 で 

の 翌年 三 

莊左衞 門 


風習の あった 當 時の こ 

小 楠 は、 嘉 永 六 年 二月に 

川 家と 横 井家と はどう 

もゐ たの か 小 楠の 講義 

久 <w 米の 門弟 淺田和 三 

を 小 楠 は 餘り懌 ばな か 

折角 此 の慶蓽 が あ つ た 

十  一 ^に 病 氣の爲 に 鶴 

を 以て 萆北郡 代 を 免ぜ 

あったら しい。 北 郡 

月末に 屮風 症に 摧 つて 

へ 寄せた 手紙 sm^ 「 


と. 孫 の 

同 藩士 

いふ 績 

の 時な 

郎の造 

つた も 

横 井家 


られ、 其 

代 を 免 

ゐ る。 


一 人 二人 はあって もよ い 四 

小川 吉十郞 (後 源 十 郞と改 む) 

柄か詳 かで ない が、 ひさ女の 

ど 傍より 先生々々 と 云 

話に よると 此の ひさ子 

の \ 後に は 母 の 心 を 酌 


つ て 

は 母 

ん で 


では 共の 翌年の 七バ 十七 日 

を^して 三年 程 閑居した こ 

の 後 留守居 番方を 命 ぜ ら れ 

ぜられ た 時の 病 戴が 何で あ 

それ は 小 楠が 嘉永六 年 四月 


書簡」 三 五) に は 「先月 末より 家兄 


十五 歳の 共の 時まで 獨身 

の 一粒種な る、 ひ さ 子 を 嬰 

少女 時代 は 横 井家に； 2 け 

妨げた などい ふ 話 も 造つ 

の^ 鏡で 選ばれた 許婚で 

圓滿に 結婚し たと かいふ 

當主時 明が 病死した。 時 

とが あり、 嘉永五 年 三バに 

てゐ たの を 見る と； 兀來多 

つ たかは 能く 分らぬ が 北ハ 

ト 日 附 にて t パト 北の 5- 藤 

中風 相 發. 散 々之 容體 誠に 


板 井 小 楠上卷 傳記篇  三 〇 九 


第 八 章 上 國遊歷 後の 数年  三 一 〇 

心 霞いた し 候。 然し 大分 快方に 相 成、 只 今 通りに 候へば 大方 此節は 平復 可レ 致」 と あり、 叉 同年 

七月 十三 日附 にて 越藩吉 田悌藏 宛の 書面 (遣 槁篇 「書簡」 三 九) 中に も 

「拙 家 先便に 拜呈仕 候 家兄 中風 相 煩 一 旦は 死生 不定に 御座 候處、 渐く 

甘 快に 相 成 云々」 と あるの を 見ても 分る。 其の 時人 一倍 兄 思 ひの 小 

楠が 其の 病床に 侍しての 至れり 盡 くせり の 看護 振 は 常に 門弟 等を感 

激 させた もの だが、 漢方 醫の治 方、 に慊ら なかった 彼 は 西洋 醤幅 間 某に 

其の 治療 を 依 托した さう だ。 百方 手を盡 くした 甲斐あって 兄 は前揭 

書面の 如くに 渐次 回復した が、 同病 再發 したので あるか 遂に 翌年の 夏 

七月 十七 日に 四十 八 歳 を 一期と して 死去した ので ある。 兹に揭 げた 

時 • 明の 書面 は 「未 左手 卷紙を 握り 得不， 申^て 亂筆 御免 可， 被， 下 候。 此 

間 迄 は 一 切 握 出来 兼候處 日に 增快相 成 候 方に て 大分 競 を 得 申 候」 と 

ある， を 見る と 嘉永六 年 五月 四日に 認めた もので あらう。 兄 一 人 弟 一 

人で ある 小 楠 は 兄に 先立 たれた 悲歎に 切なる ものが あって 「秋 夜雜 

感」 と 題して 左の 七絕 (遣 稿 篇八九 二 頁) を娬 して ゐる。 

長夜 漫々 として 眠 成ら. K 起ちて 孤 燈を挑 ぐれば 嗜又 明な り、 阿兄 

たび 去りて 呼べ ども 還ら す、 往 事 を 追想 すれば 淚縱撗 たり。 


/. おる ノ， メ 

つ i,  5 マぷニ  75 

of に z 


兄 

の 

0 


矢 

島 


簡 

著 

者 


時 明の 妻 淸子は 同 藩士 不破敬 次郞の 娘で、 文化 八 年生れ だから 夫 に^れた の は 四十 四 歳の 

時 で あ る が、 横 井家に 嫁した 年月 は 不明で ある。 時 明との 間に 六 人の子 女 を 設けた が 初の 三 

人 は 夭折して 一 女 二 男が 健在し、 時 明 死去の 時 一 番 上の いつ子 は 十四 歳、 次の 左 平 太 は 十 歳、 末 

兄の 順 養子と の 大平は 五 歳であった。 併し 嗣子た る 左 平 太が なほ 幼弱なる た め、 小 楠 は 順 養子と して 家督 

して 家督 相績 

を嗣ぐ こと i なり、 夫の 死後 「至誠 院」 の 法名で 呼ばれた 嫂 淸子を 養母と して 實の母 同様に 

仕へ た。 (第二 十 一 章 、二、。 參 照) 

斯くて 小 楠 は 同年 九月 十四日 時 明の 知行 其の ま. - 家督 を 相 繽し番 方 を 命ぜられた。 横 井 

家 は 新 知 だから 相繽 者に は 相當の 資格が 必要で ある が、 (本 篇 三 一 頁參 照) 小 楠 は 文武 兩道 にか 

けて 不足の ない 修業 を 積んで ゐ るから 其の 點は 先づ 心配 無しと して も、 氣 遣 はる.^ は 彼が 赏 

■ 學黨の 領袖と して 藩 政府の 覺の 目出度 からぬ 事であった のに、 それ も祀 憂に 終った の は 横 井 

家に 取りて 何よりの 幸福であった。 而も 小 楠の 命ぜられた 番方は 知行 取の 士分の 事で、 平^ 

これと 云 ふ 職務 はない ので あるが、 それでも 彼 は 九月 二十日 付 を 以て 越 前の 吉田 篁に 兄の 

死去と 家督 相繽. U 吹聽 せる 書面 (遣 犒篇 「書簡」 五 一) 中に 「是迄 浪人に 決定いた し 居、 五十に 

向た る 身分、 世事 相 勤 候 儀 は、 眞以 迷惑に 奉， 存候云 々」 と 認めて ゐる位 だから、 將來 藩の 役人と 

なりて 俗務に 從事 せねば ならぬ やうに なり はせ ぬかと 云 ふこと は 帝王の 師を 以て 自ら 任ぜ 

る 彼に とりて は少 からぬ 心配の 種であった。 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  三  一 二 

七兩雄 其の 所信に 邁進す 

家庭的に 非常 夂打擊 を 受けた 小 楠 は 更に 社會 的に も 甚大な 苦痛 を 重ねた。 卽ち 多年 管 鮑 

の 交と も 云 ふべき 親し さ を 績 けて 來た長 岡 監物 (米 a 是容) と 相絕っ の已 むな きに 至った 事で 

る ン 

監 物との 親交 小 楠が 監 物と 初めて 相識った の は藩舉 時習 館に 擧ん でゐた 頃であった。 監物は 一-萬 五 千 

石の 國老 として 門地 最も 高き に 對し小 楠 は 其の 百 分の 一 の祿を 食め る橫 井家 の、 而 も 二 男で- 

其の 位置と 境遇に は 雲泥の 懸隔が あった。 然るに 小 楠 は 米 田より 四 歳の 年長で 舉殖 深く 識 

見 秀で . ^ゐ たので 米 田 は 分 を 略し 之 を 畏敬 し、 小 楠 も 亦 米 田の 德 量の 大 なると 擧 業の 深き と 

を 尊信して 肝瞻相 照らす 間柄と な り、 將 來は 供に 協力して 大いに 國 家に 識 くさん こと を 誓 ひ 

合った ので ある。  ， 

小 楠と 監 物と は 時習 館 時代 講擧 討論 W に 相研鐵 して 其の 交の 深かった 許り でな く、 其の. 江 

戶遊學 中 も 頻繁に 音信 を 交換して 居 り、 彼 が監 物の 親切なる 忠告 を 用 ひなかった 結 酒 失で 

國を 命ぜられてから でも 猶 依然として 相 往来して 供に 切磋 攻舉 し、 兩 者が 中心と なって I 风 

舉 なる .1 旅 幟 を 立て --當 時の 敎舉に 犬なる 刺戟 を與 へた。 此の 時分の £i 物より 小 稲へ の 書 


簡が十 數通横 井 (時 s 家に 藏 されて ゐる が、 そ れには 講舉ゃ 人事 やの 種々 の 問題に つきて： A に 

意見 を 交換した もの、 監 物が 詩文の 添削 を 小 楠に 乞うた ものな どあって 兩 者の ii はかく も 親 

密 であった かと 思 はる i 程 だ。 嘉永四 年 小 楠が 監 物の 家臣 笠 安靜を 速れ て 上國遊 藤の 途に 

上った 其の 時 も 諸 藩の 士 風. 民俗 及び 藩 政 等を容 かに 視察して 『遊 應閒見 書』 を 認めて 特に 

監 物に 贈って 居り、 此の 遊據 前後から 外 船の 來航頓 に 頻繁と なり 國家 多事と なるや 、供に 勤王 

攘夷 を唱 へ て國 家の 爲に 盡瘁 する 所 あ つ たこと も亦旣 記の 通り だ。 

監 物と 絶 一 ハス、 以上の 如き 特^の 親し さで 二十 年間 も相携 へて 進んだ 兩 人の 間に 端な くも 舉意 上の 衝突 

I ヌ學黨 二分す 

より 確執 を 生じ 遂に 絕 交の 姿と なって、 實擧黨 は 米 田. 横井兩 派に 分立す る 事と なった。 さう 

なる 迄の 兩 者の 議論 は 火花 を 散らさん ばかりに 凄じく も 叉 烈しく 甲 論乙駿 三日三夜 とか 七 

日 七夜と か を 徹した とさ へ 傅 へられて ゐる が、 元 田 東 野 は r 還暦 之 記』 中に 兩者絕 交 の 經 緯 

を 左の 如くに 記して ゐる。 

(監 物) 

是 より 後 (奢 者 註、 監 物浦賀 警備 總帥 を辭し て 歸國し て 後の 事) 大 夫の 德 望 にして 內 外に 傳播し _ 

其 門人 津 S を 首と して 坪 井の 一 黨は尤 大夫を 尊信して、 横 井先 生の 門に 在る 矢 島 源 助 等と 講 學 の 

間 議 論 或は 合 はざる 所 あ り。 蓋 先.！^ の 說く所 常に 規模 を 立 る を 主 と し、 大 學の 明德を 天下に 叨か 

にせん と 欲する 處に 於て 特に 其志氣 を奮發 せし むる に 在り、 而 して 矢 島 等 尤玆に 力 を 得て 殊更に 

之 を 主張す。 大 夫の 說く所 は 常に. K 薄に 工夫 を 下す を 主として、 大 學 の 明 一一 明 f 其 目的 を 天下に 
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田. 横 井の 擧意上 の 衝突と 云 

あ り、 民 を 新に する にあり」 


世に 傅 へられて ゐる 所では 米 

學之道 は 明德を 明らかにす るに 

稲 は 明德を 明らかにする は ^を 新に する の 手段で あ つ て、 今 

ぬと 主張 し、 監 物 は 民 を 新に する は 先 づ明德 を 明らかにする 

繁茂 は 望まれぬ、 枝 薬の みに を 注げば 根 斡 はお 留守で ある 


會 

絕 

至 


，遂 に 

已 む 

信 ず 


三 一 四 

て津 S 等皆大 夫の 說 を 信じて 

て 大に此 處を論 じ、 遂 に 先生の 

能 はず 0 之に 因て 

ら れ、 其 門人 も 亦 各 

二 派の 實 學 となれ り。 

ず 、余 も 亦 會讀に 連なら 

所 無く 心 を 開て 相 交 は 

_ 小 楠 先生の 快活 鼓動に 

踐 する は 長岡大 夫の 誠 

離 は. K に 斯道の 不幸な 

竟學の 未 だ 至らざる 所 あ 


し 

本- 

分 


と を 

所 に 

時 中 

る を 

こ と 

ら ざ 

薰 陶 

_ 若 

て 然 


は 『大 擧』 の 首章に ある 「大 

其の 明 德と新 民と にっきて、 小 

の 4^ 務は新 民で なければ なら 

ある。 根 榦に培 はねば 枝葉の 

反駁して 其の 一 致 點を兑 出し 


得なかった からだと 一： ム ひ 、ま の 分 立 後 これが 爲に米 派 を 明 德 派、 横 井 派 を 新 0 と 稱 し た -、、 

の だが、 耍す るに 爲學の 先 後 緩急に 對 する 見解の 相違 だ。 

絶 六乂の 時期 斯く實 攀黨に 二 派 を 生す るに 至った 其の 論举は 何時頃で あらう か 未だ これ を 明確に 記し 

た 文書 を 見出し 得ない が、 米 田が 浦賀 警衛の 總 帥を辭 して 歸國 した 安政 元年 六月 以後の こ と 

である は 元 田の 記事で も 明らかで ある。 安政 五 年 三月に 監 物が 水 戸の 原 田 八 兵衞に 寄せた 

書 (本 篇 第 十 章 七 參 照) に 小 楠の 事 を 記せる 虚に、 「舉論 合 兼 終に 彼より 不通に 一能 成、 近 年 は 棘 遠 

に 御座 候」 と ある 此の 「近 ハキ」 を 安政 三. 四 年の 兩年 位と 見れば、 兩 人の 不和と なっての は 安 

政 二 年頃で は あるまい かと 思 はれる。 

處が 安政 四 年 五 月 越 前 藩士 村 田 氏 壽が春 嶽の命 を 受けて 來 熊し、 小 楠 を 沼 山 に訪 ひたる 

時の 事 を 彼の 『關西 巡回 記』 中に 記して ゐる處 に 左の 一 節が ある。 

横 井 氏 近来 長岡監 物と 異論 起り 此節殆 義絶 同様 之 勢に 相 成、 夫 故 沼 山 に 引 込 候 も 他の 同 藩士の 風波に は無レ 

之、 實は長 岡 氏と 異論よりの 事に 有レ之 候。 畢竟 長 岡 氏 見識 不充分よりの 由。 夫より して 律 田 山三郞 .矢鳥 源 

助 列 之 面々 擧異の 論 犬に 競 起り 殊之外 六ケ敷 勢に 相 成 申 候。 夫 故 當節は 小人 俗論の 風波 は 先 づ穩か 成 方に て 

君子 同士の 異論 風波に て 未だ 融解に 及び 不レ申 候。 

これに 據れば 小 楠と 監 物との 確執 は 安政 四 年 以前で、 而も 小 楠の 沼 山 维轉居 I 安政 二 ハ牛五 

月— よりも 前で ある。 然るに 監 物が 四月 二日 付で 荻 角 兵 衞に與 へた 左の 書面が ある。 
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第 八ム华 上^ 遊歴 後 S 数年  三 一 六 

昨夜 は 御 漁 之 品恭存 候。 扭會 一條 何分 暫別々 之 方 可レ然 見込 申 候。 澤村列 も 實に此 節 は 餘程差 入り 居 申 候 n 

GMiH 太な らん) 

叉々 一 ッ になり、 申 分 等 出来いた し 候て は殘念 至極に 御座 候 間、 ど ふ ぞ吉村 列 も 其處に 安着いた し 候 様 1^ レ之 

度、 平素の 交り は 如何 鉢に も 出 來可レ 中、 猶澤村 列と も 得 斗 御 話 合、 彼 面々 よりも 吉 村え 直と 話 合 度と 申 居候 

に 付、 何分 宜敷御 願 申 候。 今日より 彌入揚 に 打 立 候間此 段. &. 進 候。 以上。 

右 書面の 內 容は必 すし も 小 楠と 監 物との 論 举に關 係 ある ものと 速斷は 出来ない が、 元 田 の 

記 事. 村 田の 書面に ある 小 楠 及び 監物を 擁せる 兩 派の 親 礫.. を 物語れる もの . ^やうに 想像 せら 

れる。 若し 5^ して さう であれば 監 物が 安政 二 年 四 n に 阿蘇 湯 谷に 入湯して ゐる事 K が ある 

所より して 此の 書面の 日附 四月 二日 は 安政 二 年の それで あらう か ら、 双 方の 論議 は 安政 二 年 

の 三月 頃に 於て 行 はれた ものと 推斷 せられる。 

絶交の 原因  二十 年來 提携 活動して 來た小 楠と 監物 とが 上記 舉意 上の 論爭 だけで 交を絕 つと いふの は 

.  何人に 於ても 餘 りに 呆氣 無い 感が ある の で、 こ れに關 して 色々 の說を な し、 或 は 「單に 大擧の 

講義 で、 明，, 明 德 一と 新， 民 との 寨 見の 相 逮に 止る」 と 云 ひ、 或は 「あの 兩雄 程の 者が 大舉の 議 論 位 

で^れる 害 はない。 それ は 全く 國 事の 上に て 意見が 合はなかった 爲だ」 と 云 ひ、 或 は 「兩者 

の 性格が 元來 合はなかった からだ」 と 云 ひ、 或は 「元來 性格の 合 はない 兩 雄が 一 旦舉問 上で 

も 衝突 し、 更 に國 事に 關 して 其の 主張が 一 致しなかった 爲 であって、 右三 說 いづれ も本當 であ 

らう」 と 云って ゐる。 性格の 相違 を 主なる 一?^ 因と なす 人達の 評は監 物を德 高き 忠誠の 人と 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  三 一 ハ 

けて さう であった かと 思 ふ。 要するに 兩 人が 其の 身分 も 甚だしく 懸隔して ゐ るに 拘ら す、 二 

十 年の 久しき 間 相 和合して 極めて 親しかった 旣 往を考 へて 見る と、 兩 者の 絕交は 性格の 相違 

に 原因す るよりも 矢張り 舉論 又は 意見の 相違に 基づく ものと 見る のが 穩當 かと 思 はれ る、 元 

田 もし か 云って ゐる のみなら す、 現 に監 物が 原 田に 與 へた 上記 書 狀には 「擧論 合 兼」 と あり • 

又 後年 小 楠が 監 物の 死 を 聞いて 越 前から 下 津と获 とに 贈った 書翰 (遼 稿篇 「書簡」 九 三) にも 

「近年 間違に 相 成 候篛は 唯々 意見の 相違に て」 とあって、 當事 者が 俱に斯 く 自白して ゐ るで 

はない か。  • 

嘉永六 年 十 一 月 二十 九日に 長 岡 監物を 沛賀響 衞の總 帥に 起用す る 藩主の 直 書が 熊 本に 着 

し、 そ れが 其の 翌日 監 物の 手に 渡された 時の 事に つき て、 監 物の 子 虎雄が 人に 話した る 中に、 

(細 川齊 護) 

その 時まで は 横 井と 絶交 せぬ 前で ございます。 そこで 今度. K 父 は 久し 娘り で 泰嚴院 樣の御 眼識 

が 開いた と 云つ て悅び 今度 は 必ず 連れて 參 ると 云つ て 居りました が、 見 る 所があった ので 浦賀の 

時 も 横 井 を 連れて行 かなかった。 それ も撗 井が 不平の 因 だら うと 思 ふ。 

とあって これ も 絶交の 原因の 一 つと 云 はれて ゐ るが、 其の 同行の 件は監 物が 浦賀 へ出發 した 

直後に 小 楠より 吉田東 篁へ の 書簡に ある 通り 事實だ が、 併 し 其の 手紙に は監 物の 起用され た 

の を 吾が 事の やうに 喜び 越 藩に 對 して 迄 感謝して ゐて 自分の 同行せ ざり し 事に 不滿 さうな 

様子 は 少しも 見えて ゐな いのみ ならす、 (遣 稿篇 「瞽 is 」 四 七 參， 照) 此の 時 同行す る iliH であった 


i ト ^  f か り で な く 下 も 荻 も で ぁ つ て、而 も 三 人 共 出 l:^ を a- 合 は す こ と に な つ て ゐ るの 

で (本 篇ニ九 二 頁) 兩者 絶交の 原因と はならなかった やう だ。 

以上 記す る 所に よれば 絕 交の 原因 は 君子と 雖も 免れ 難い 感情の 相違で あつたと 思 ふ。 北ハ 

. の 感情の 相違が 上記の 如く 單に r 大擧』 首章に 關 しての 舉意 について ばかりから 派生した 

であらう か。 著者 をして 臆測せ しむれば それ. は 無論 近因であった であらう が、 其 の 他に 對外 

意見— 小 楠 は 開 國論 を唱へ はじめた— や、 講舉 上の 意見— 小 楠 は 朱子舉 より 诛泗 の】 ば 〈源に 溯 

り はじめた— などに 於て 時々 衝突が あって それが 一 つ 二つと 重なる 內に 自ら 實擧黨 中に 小 

，- 政と 監物 派と を 生じ、 『大 舉』 首章に つきての 擧意 上の 論爭の 起る に 及びて 兩者 とも 引く 

に 引かれぬ 立場と なり 遂に 不愉快なる 絕 交を窗 したで は あるまい か、 上記 元 田の 記事 や 村 田 

の 手記に よりても さう 思 はれる。 兩 人物 刖れと なるや 監物は 左の 一首 を 小 楠に 贈った と 云 

ふこと だ。 

絶交 後の 兩难  あけつ らふ 擧 ひの 道 はか はれと も 心 はおな し 君 か 世の ため。 

の， 境  此の 歌と 云 ひ、 此の 後 安政 五 年に 小 楠が 越 前に 聘 せられて 赴く に 際して 贈った 二 首の 歌 (本篇 

四 ニニ  S と 云 ひ、 又 小 楠が 後年 監 物の 物故 を 越 前にて 聞き 深く これ を 悲しみて 下维休 也. 荻^ 

兵 衞の兩 人に 寄せた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 九 三) と 云 ひ、 ® 交 後に 於け る兩 人の 光風 霽月の 心ず 

が 窺 はれる と 倶に各 其の 主張 は 相讓ら すして 其の 交 を 絶っても 互に 惡聲を 放つ ことの 無い 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  三 一 九 


第八窜 上！： 遊歴 後の 数年  三 二 〇 

奧 しさに は 流石に と 敬服 させられる。 

八 居 を 沼 山津に 移す 

小 楠 は 父に 從 ひて 內坪井 町より 水道 町に、 兄に 從 ひて 水道 町から 相撲 町に 轉居 したが、 今度 

は 自ら 居 を 熊 本の 東南 二 里 許なる 沼 山津に 移した。 

肥 後 藩士の 城下での 轉 宅は替 りたい 同志の 者が 申し 合 はせ て轉 居したい 旨 を 藩 政府に 願 

ひ 出で、 城下 を 離れて 在卽ち H 舍に 移る に は 在宅 願 を 出し 其の 許可 を 受ける のが 常例 だ。 在 

の 住居 は 城下の それよりも 親類 緣 者の 往来な ども 少く 萬事經 費が か i らな い の で、 藩 士が城 

下から 在に 移って 住ま ふ 多くの場合 は 立 行かぬ やうに なった 家の 經濟を 緩和す る爲 で、 人に 

よりて は 單簡な 出府 所 を 城下に 設ける 者 もあった。 小 稲の 轉居は 旣記村 田の 書面に よれば 

監 物との 絕 交が 動機と なって ゐる やう だが、 彼 は 安政 三年 十二  に 越 前の 吉田悌 蔵に 寄せた 

誉簡の 「尙々 書」 の 中に ク 

轉 -is の现. H  一  昨秋 家兄 病死、 甥 共 弱年に て不レ 得レ止 家督 相縯仕 候。 近年 種々 之病災 等に て 家事^ 不如意 罷成、 城 東 一 1 

之 地 沼 山 津と中 所に 轉居仕 候。  . 

と 書いて ゐ るから 家計 不如意が 主なる 原因で あらう。 小 楠の 家 は K 母と 養 a> と 一 姪 二 甥に 


家婢を 加へ ての 七人暮 しだ。 もとより 资產 はなく 祿 は 僅かに 百 五十：，^ で、 これと 云ふ殳 もな 

い 小 楠に は 役 料の ある 害がない か ら、 家 族 は 多い し暮 向の 困難だった. こと は 想像に 難くない。 

沼山津 の地點 さて 沼 山 律と はどうい ふ 地點で どんな 處か。 德富蘆 花 は 其の 著 『竹 崎 順 子』 に 熊 本から 

順 子の 生誕 地た る 上 益 城 郡 津森村 杉 堂へ の 道筋 を 書いて ゐる が、 其 の 途中に 沼山津 が あるか 

ら 其の 美文 を かりて 其處 まで の 道 を 左に 示す ことにしよう。 

ム.^ 本 市 を 東南に はなれて 道 は 名 だた る 水 前 寺 公園 を 半周し、 水 前 寺の 水晶 其 ま.. の 涌き 水が 川に 

なった ばかりと いふ 處で砂 取 橋 を 渡ります。 橋 下の 水 も 南に 流れて 江 律 湖と なり、 更に 流れて 加 

勢 川に 入る のです。 熊 本 市 は 今 白 川 を 越えて 南に 膨脹し つ 、あるので、 此砂取 町の 附近まで は 

；菊 開の 雜沓 がつ V きます が、 そ れ等を 後に して 左手に 八丁 馬場の 杉並木 を つ .1 道 はやう やく^ 

暗した 畑の 中 を 走ります。 山 遠 く、 天 濶 く、 浮 き 上った やうな 曠 原の 朗らかな I 湫持は 何とも 云 へ 

ません。 f 一本 市から 約 二 里に して 秋侓村 沼山津 とい ふ 里に 來 ます 0 よろ づ 窮屈な 德川 時，；^ に 3L 

くも 世界の 平和 を眞 面目に 考 へ た 程ず ぱ ぬけた 頭の 横 井 小 楠が^ 本から 引 移つ て 最後の 十三 1^ 

を 住んだ 村で す。 

沼 山 m の 自然 なほ 蘆 花 は 其の 著 『靑山 白雲』 の 「沼 山津 村」 に 此の 地に つきて 左の通り 記して ゐる。 

四方 一 面廣々 とした E 畑の 黄 中に、 ぼつち り 撮んで 置いた 樣な、 如何にも 教 蚊の 多い、 木が らしの 騷 

々しい、 梅雨の 顷 はめり 入る 樣 にしめつ ぼい、 明るい もの は背戶 のきの 花ば かりと 云 ふうど 闇い ケ 

藪の バ利 え- 併し 一 寸村を 出る と、 後. は 十 里の 平野 を 隔て \ 遙に 阿蘇の 煙 を^ 北に 眺め、 水が 淺く 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年 


て 藻の 多い 沼山津 

川が 前 を 流れ て、 飯 

田 山、 釋迦院 嶽、 甲 佐 

嶽、 それから 鎭西八 

郞が昔 此の 山に I 石 

を 築いた 時、 空 飛 ふ 

雁 も 其の 强弓を 恐 

れて 此の 邊を 通ら 

なかった と 云 ふ 木 

原 山、 一 名 雁 回 山の 

峯々 が 屏風 を 立て 

た樣に 前に 列んで、 

逢 西に は 肥 前の 1! 

仙が 嶽も 薄す り 見 

え る。 誠に 濶々 と 

した 景色 だ 0 

今の 沼山津 もこ 


. ま . 


(藏者 著） 圆の廬 舊の時 lit たれ 入 買 


韓 居の 年月 

屋敷の 地點 


れ とたい した 違 はない。 小 楠が 此處に 移って 來 たの は 安政 ニハ 牛の 


哉、 第 一 屋敷 は 沼山津 にて 第 一 等 遠望 頗る 絕景を 極め、 圖面之 通に 御」 Mis 
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五月で 彼 は 方に 四 T 七 歳 

の 時 だ。 屋敷の 地 

點は 現存せ， る舊慮 

の それ (前揭 地 11 の 

い) で あ る が、 同ハ卜 四 

n 一  日付で 小 摘の 

門 生 內藤泰 .1^1: より 

同門 生の 矢 島 源 助 

へ の 書狀に は、 

一 昨日 御 咄合之 御 M 

敷 等 之 事 も 先生に 御 

咄合巾 上 候處、 幸い 

河？！向へ奇麗之家^^レ 

之 先 是に御 引 移り は 

何程に て 可 レぉレ 之 

1? 御 勘考 可 レ被レ 下 候。 藏附に 

三 二三 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年 

して 五 貫 五. 百 目、 藏を はなし 四 貫目と. S. 事に 御 11 候。 

;:r;  ：  j ハ ： • の 一 節が あり、 右に 揭 

云 ひ、 其 の 南方の 山川 

當時は 此の 圖の 通り 

なし、 地所 は擴 張した 

は 門 生が 集って 銘々 

こ と で、 內 藤の 『北 窓 

來て 先生 だけ 移られ 

四時 軒と 名づ け、 雅 號 

應 じて 肥 前の 田 中 虎 

四時 軒 記 


げた 圖 面が 添 

の 配置と 云 ひ 

で、 此處 に轉居 

ものと 思 はれ 

木 を 運び 石 を 

閑話』 による 

た」 と ある 0 

を 別に 沼 山と 


へて ある。 之 を 見る と 屋敷と 

舊廬の それと 逮 ないから、 賀入 

後段 々 に 家 は 增築ゃ 模様 替を 

る。 (本 篇第十 六 -せ十 一 參照) 塾舍 

檐ぎ などして 新築した と 云 ふ 

と 「五月に 漸く 宅の 手 入が 出 

小 楠 は 此處に 移って から 居 を 

稱 した。 左の 記 は 小 楠の 需に 

ものである。 


あ 


今玆乙 卯の 夏 人 あり 南より 來る者 肥 後橫井 君の 手 害を傳 ふ。 余 承 

けて 之を閲 す。 曰く  H= 顷者 我が 鄙の 沼山津 村に 營 み旣に 成りて 焉 

ヽ支, sls^  ノ 

に徙れ り。 地 は 府を距 る こと 二十 里 許 山水の 勝 あり。 Ijic 居の 東南 


を 飯 S の 山. 船 底の 山と 曰 ふ。 二 山 相對畤 して 軒に 常り て 並に 佳 色 

吾が 居の 前 は 水澤に 臨む。 江津 川. 美 刀 利 川 之に 近 く、 霧 雨に 遇 ふ 毎に 二 川の 水 漲 溢し 合し 
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開 く、 何 
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の 日に 
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として 
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世の 憂 

して 謂 

に優游 

君の 志 
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に 及び 

れ 盛な 

此の 如 

る豈徒 

援 はん 

の 盛 功 

天下の 

れ 豈 此 

ぜんと 

く 宜し 

是 豈 世 

見す 可 

君と こ 

の樂し 

き 者 *大 

の 山水 


田 中 虎六郎 


の士 なり。 嘗て 詩 もて 朱に 贈りて 曰く、； 大 下の 蒼生 未だ 蘇 息せ ず、 憂 ふ 公が 竟に 世と 相 忘 れんこと 

をと。 られ士 の出づ ると 出で ざると は 時な り。 文 公 豈竟に 世 を 忘る \ の 人な らん や。 然して 文 

公の 業 化牝く 他日の 盛大 を 成し 丄 所以の 者 は 未だ 嘗て 此の間に 在ら ずん ば あらざる なり。 君の 學 

文 公を宗 として 其の 跡 も 類す。 沼山津 S 滕. 四時の 居 余 復將に 君が 他日の 成す 所 を 見ん と 欲せん 

とするな り。 划 ちかの 山水の ¥烟 雲 雪 月 鳴禽 草木の 赏豈 特に 以て 君の 舉に赏 るに 足らん や。 "ン 

S 遇と 不遇と に 至りて は 則ち 命の 在る あり、 余の 得て 知る 所に 非ざる なり。 醫 して 以て 焉を 贈り 

て 四時 軒の 記に 充っ。 (原 漢文) 

右の 記 を 草した 田 中 は 如何なる 人物で あるか。 彼 を 知るべき 資料に 乏しく 其の 生 タの年 

:：：： すら も詳 かで ない が 略 左の 如くで ある。 

S 中 虎六郎 は佐賀 藩士で、 名は貞 則、 紫 坡と號 し、 才學は f 拔き意 弘道館 中 屈指 义物 であった。 夭 性 il に 

拘らず 頗る 奇行に 富んで ゐた。 一般の 學 徒と 趣 を 異にし、 Is 詩文 S 如き は視て 易々 たる ものと なして 業の 學風を 斥け、 

時事 I して 專ら餘 力 を 西洋の 文物に 用 ひ 、銃砲 器械 の 術に 通じ 以て 時局 を 救 はんとす る S があった 。藩主 鍋 S 正 S 

叟) 皮の 人物 臭し 擢んで 4 崎の 代官に 任じた。 管 內大依 村に 天 響 あり、 村民 中 神霊に 託して 參拜の 客を靈 せんと 

し 奸計 を 企てた。 それ を 聞いた 彼 は 大いに 怒り、 忽ち 部 I 率ゐて 5 神 f 管拂ひ 迷， 根 I つた。 嘉永 三年 霊 

城 北の 地に 大砲 鑄 造揚を 設け、 其の 道に 精通せ るの 士七人 を 選びて 之 を 主宰 させた ので I に 之 を 御 鑄 方の 七贤 人と 唱 へた 

彼 接に 其の 主要なる 一 人であった が、 囊 意の 如くなら ず 中には 切腹して 罪 を 謝せん とし た者 もあった。 これ を 聞いた 

彼 は 「他の 道 樂とは 違 ひ、 三十 六 萬 石の 大名が 園 家の 爲に 費用 を拋っ は當然 だ」 と 傲 語して 一 笑に 附 した。 斯樣な 調子で 

あつたので 彼 3 豪放な 言行 は藩內 に容れ られ ず、 遂に 空しく 東都に 隱 返して 又 出でなかった。 
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m 原 の 詩 古 る れ 贈 に 郞 六 虎 中 ffl り よ 楠 小 


三 二八 

奇骨 稷々 たる 田 中 は 其の 時を詳 かにし 

ない が 小 楠の 名聲を 聞き 遙 々来りて 親し 

く 膝 を 交へ 時事 を 討論す る こと ニ晝 夜、 痛 

く 小 楠の 識見に 服し 意氣相 投合す る 所が 

あった。 田 中が 能文の 士 である こと を 知 

つた 小 摘 は 居 を 沼 山 に 移す ゃ遙 かに 書 

を 彼に 寄せ 其の 風 光 景 觀を 述べて 「四時 

軒 記」 の 文 を 求め、 田 中 は 快く これ を諾し 

て 其の後 幾ば くなら すして 寄せた のが 右 

の 一 大 文章で あ る。 其の 要 皆 は 小 楠が 山 

碧く 水 淸き沼 山津の 地に 閑 退しても それ 

は 一 時 的の 方便に 名利の 俗塵 を 避けた の 

で 決して 一 生 を 其處に 終る ので は ある ま 

い。 古の 所謂 靜 者と 稱し眞 の 隱士と 云 は 

れる人 は 伊 尹が 農 耜を莘 野に 食 ひ 太公望 

が 釣竿 を渭 水に 垂れて ゐ たやうな もので" 
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凝れ.^;! あ 41  f  ^  1"、 ん、 で ^  ¥^ 


. 、 ，、えぐ， や. 一： r よ 一， 


获 

曰 曰 


C 

內 

マ fv 

市 


い おお：^ ま/  一^ あ V  ォ. \气 一 

$f^l sn^. -. 


かの 巢許 等の やうな 全くの 世：^ 人と は逮 

ひ、 他 日乘 すべき 機運に 際會 すれば きっと 

再び 世に出で \ 君 を 翼け 民 を 救 ひ、 或 は 世 

の亂を 平げ て 一 代の 功業 を爲 遂げる ので 

ある。 叉 小 楠が 私淑す る 朱 文 公 も 一旦 は 

武 夷の 山水に 憧れて 隱遁 したが、 陸 放 翁の 

勸吿を 待つ まで も 無く 竞には 又 世に出で 

て 彼が 如き 赫々 たる 文勳を 建て 一 世 を 指 

導した。 小 楠が 沼 山 の 隱退も 亦 他日 乘 

すべき 風雲の 到來を 待つ までの 一 時 的の ことで あらねば ならぬ と 云 ふ 意味で 小 楠に 對 して 

痛切に 眞隱 たるべき こと を激勵 した もの だ。 

「四時 軒 記」 が 小 楠の 手許に 逹 すると 彼 は 非常な 害 悅と滿 足で 早速 これ を楣 間に 揭げ、 S 

返しく 朗誦 玩味す る內覺 えす 詩興 油然と して 湧き起り、 直ちに 筆を呵 して 胸中 萬斛の 感懐 

を 吐露して H 中に 謝した のに 七 古 一 篇が ある。 遣稿篇 (八 七 九 頁) に牧錄 して あるから 兹に^ 

しないが、 小 楠の 詩 中に て 第一 の長篇 で、 最初に 沼 山 閑居の 動機より 共の 遠山 近 水の 景觀を 叙 

し、 「四時 軒 記」 を 特に 田 中に 囑 した 现 由、 愈： 其の 文が 送致され ると 文章 如何にも 正大で 吾に 

横 井 小 梳上卷 傳記篇  三 二 九  ■ 
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古人 眞隱の 跡 

經 國 安 世 を 

擾 して 来る」 

徒に 先走り の 

時 の ； 大 弊風 

來り、 遂に は 「 

しとの 結論 に 

而 も 彼 は ち 

ら ん 」 と 期 待 

し淸風 明月 自 

移 居して から 


上國遊 後の 数年 

を擧べ との 事 だ 

濟ふ 君子 


三 三 〇 


と 彼が 

攘夷論 

を 指摘 

我閒く 

達して 

に 身 を 

し、 當時 

然を友 

の 詩に 

其 の 

功名心 

>  .S5  、、/ 

へ 


「村 居雜 詩」  力：： 慾に 拘り 

を も 過した 

り、 か の高德 の禪師 

て 怪しま. e る 位で 


辱 

/ゃ 

-、 -V 

と 

あ 


の 道が 

意の 時 

捉 はれ 

た 後、 「 

國の强 

る。 之 

て 之に 

人で あ 

し 濁 醪 

村居雜 

區ら^ 

名利の 

も以ら 

る 0 


が、 吾 愚に して 到底 先賢 を 希 ふ 事 

飽くまで も 自己の 本領で ある を 

事 問題に 入り、 「鳴 呼 民 貧しく 兵 

て 富國强 兵の 根本な く、 上下 恬然 

君 聞かす や 洋夷各 國治術 明らか 

き は 我の 力た らん」 で 今の 內に 

が 其の 當時 彼が 抱いて ゐた國 難 

當 らうと は 言 は す、 そ に は必す 

る 自分に は 唯 應に閑 園を拂 うて 

でも 飲んで 引 込んで ゐ るべき だ 

詩」 と 題， した 左の 意味の 五 首が 

てゐる こと 已に三 4- 年。 かくて 

心 を 水に 流して 仕舞へば 胸中 洒 

れる ものと は 知って 居た が、 今 其 


は 出来な い 

仄めか し、 次 

弱く ば 

し て 

り 」 

戏し 

氣 す 

危を 

事 の 

結ん 

る 0 


と 

あ 


あ 


の 


何 を 

宴 安 

と て 

たな 

る 打 

相け 

傍、 山 

で ゐ 

S 稿 


た ら 

と し 

境地 


人生 

て 全 

に 入 


と 

を 

ら 


五 


る 


謙辭 をな した 後、 

「方今 洋夷海 を 

てか戰 はん」 と 

事と して ゐた當 

國の實 例を擧 げ 

必す國 を 與 す ベ 

策 の 梗概 で ある。 

を 起す 其の 人 荷 

の 間に 悠々 自適 

が、 彼に は 此處に 

八 七 九 頁 參 照) 

十の 生涯の 半ば 

無 心の 狀 態 に な 

と 我ながら 却つ 


ある。 自分が 心 

同視して 無差別 


世間の 無用な 是非な ど さう した 餘 計な こ 

詩 を吟じ 一 杯の 酒を倾 けて 吾が 本来の 心 

ら 敬愛す る 彼の 

境地に 悠々 たり 

三 

出世の 望 をな 

一 E 问ぶる ほどの 

5： 勿い 功名 利欲 


自分 

退し 


i す- で 

たと て 

猿 意馬 


前 の 

も は 

て よ 

中 か 


渡 場 で 

や 消え 

からう 

ら 出で 


其 

に 立 

世間 

と 狂 

其 

釣ら 

失せ 

0 自 

な か 


力 

に 

の 


の 


お 人 好 

だった 

すて-^ 

で 無 y 

Has  HJ  t 

ま， w\  PI  J 


い 時には 江津湖 

亮ゃ鷗 も 我に 狎 

は卽ち 其の 一 人 

た嚴子 陵の 一 派 

五 

な處に 秋風 を 受けつ 起臥し 
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と を 彼是 說く 

靈を養 ふ 間に 

の 南 陽の 


さ 


まで 出 

れ 近づ 

で、 後漢 

だと 自 


掛け 

く  ^ 

の 初 

贊 さ 


こ そ 

に滿足 

て 此の 

越した 

る。 斯 

うにな 

光武帝 

れ るの 


老 

て 


の は 止める 

こそ 自然の 

何物に 

に 通じ 


人 は 


し 

力 

で 


て ゐ 

は 山 

も の 

し て 

た 0 

ら招 


る 身で 

である 

釣な ど 

今日の 

かれて 


あ る。 


こ とに し 一 

神秘 は 窺 一 

も 毛 嫌 ひ 一 


てゐ ると 人の 世の うるさ 


た 人 

あ る 

の 中 


た 

力 

こ 


を し 

淸世 

も 節 


よ う- 

はれ 


る も 


首 の 

の で 


が 無く 淸濁を 


，さ 


い 事も少 いか 

三 三 一 


力 


と 

氣 


ゐ る 

も隱 

屈せ 


て 潔 

魄を 


と 

す 


富 


く  S 

養 う 


の 心 

が ゐ 

の 山 


ら 高山 流水な ど 
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の 自然美が 吾が 詩 中に 取 


張り出し 俱に 

垂れる のが 吾 

右 詩 中に も 「 

云って 名利の 關 

は si- して 然りゃ 

孔子 は m ひら 

や」 と 云って ゐ 

て存 養の 工夫な 

足らす。 勞 力の 

られす 逆境に 遇 

が 啻 に 其の 經綸 

「君子 は 固より 

す 上記の やうな 

なる 「周に 師尙 

で はなくて 、鷹揚 


く 紅い 0 

が 生涯で あ 

旣に榮 達 を 

を 突く に 通 

否や。 . 

れ なくても 

る が、 小 楠 は 

り。 一通り 

積り て信從 

ふ 時 少しも 

を 天下に 施 

窮す」 と ^一一 一口 

閑人 振を發 

父 有り」 に 

として 天 地 


込 ま れ 

の 生 ひ 

る 0 

擲 つて 

世 を M 

此の 孔 

の 人に 

す-る も 

|| らざ 

し 得 ざ 

つて ゐ 

揮し て 

あるが 

の 塵 を 


茂 

n 


ば 力 


つた 川の 


閑 に 

悠 々 


と 


こ 

に 


憤 る 

の 句 

て 時 

多 く 一 

こそ 眞 

しのみ 

力， く 

氣 で あ 

く 直 釣 


ん 

用 

の 

を 


さ て 

洲に 

す 」 

て 世 


拂ひ問 { 至 八 


弟 に 

ゐ ら 

の 碩 

君子 

ら す 

，小 楠 

が、 後 

百 年 


そ 

.pa- 


れ 


れ 

に 

て 


力 

1 、 

ち 

さほ 


にも 厩 

け、 夕陽 

「機 心 

閑却し 

知 ら ざ 

て 「 こ 

る を 惯 

も 云 ふ 

ふ 可き 

て 陳蔡 

自己の 

する 彼 


渭 水の濱 


い て 

を 浴 

旣 に 

て ゐ 

れ ど 

れ古 

ら す 

可 き 

な れ 

の 野 

坎柯 

の 「 

に 釣 


來 

不 


三 三 二 

れば叉 

ながら 


り 


力 


て 鷗 

に 見 

ら す 

が爲 

未だ 


の 基礎 を 築 


る の 

に 被 


死せ 

な る 

閑居 

み 力 

の 彼 


隣の 老爺 

心 ゆく ま 

鳧に狎 る 

える 力 I 

また 君子 

にす るの 

君子と 稱 

にして 世 

して 居 り、 

ん とまで 

境涯 を悔 

雜詩」 中 

太 公 望 の 

たる 本領： 


を 引つ 

です を 

」 とか 

の 本心 

ならす 

學 にし 

する に 

に用ゐ 

文 孔子 

しても 

み もせ 

の 一 首 

全面 目 

が あり、 


神 奈川條 約  我が 國 

邦と 外國 

な もので 


又 小 楠が 三代 以下に 於て 推すべき は 諸葛孔 

澜の漢 室 を旣 倒に 起し 大義 を 天下に 明らか 

して ゐた それの みが 彼の 全面 目で はない や 

たり 沼山津 川に 釣 を 垂れたり する のみでな 

に 施す にある の だか ら、 此 の 沼 山 律の 里に 閑 

小 楠 は 前揭の 詩で はこれ を 自賛して はゐる 

日乘 すべき 風雲の 機會を 待た うと 云 ふの が 

關には 孔明三 顧の 11 の 額 を揭げ て色氣 タツ 

れば」 と 云って ゐた とも 傅 へられて ゐ るの 

九 君子 は 豹變す 

ィ 開國論 を 唱 ふ 

政 元年 三月 三日 を 以て 米國と 和親 條 

の 間に 結ばれた 條 約の 最初の もので 

るが 日. 米 兩國の 永久 和親 を 約 し、 下 ra. 


こ 

く- 

力 

、 

に 


と 程 

し た 

に、 ト 

，彼 の 

し て 

—田 

^ び- 

リ を 

よ る 


は 

人 


安 

あ 


明 道 だと 

所に あつ 

楠の それ 

希望 は經 

ゐても か 

中の 要望 

本心で あ 

示 し、 叉 小 

と猶更 だ- 


横 井 小 楠上卷 傳記篇 


云って 

て、 南 陽 


亦 沼 

安民 

富 春 

る 通 

う と 

は 常 


勺 — 申；/ K 

ある。 本 


勺 i 

糸 な 


る 其 

草廬 

津 の 

、彼の 

嚴子 

に 胃 

はれ 

口 癖 


の孔 明 

に 膝 を 

抱負 は 

陵の 徒 

濱 の 翁 

る。 彼 

や 


の 


う 


の 本" W は 額 

抱いて 朗吟 

て 道 を 講じ 

經綸を 天 下 

で は く  — 

となって 異 

の 草廬 の 玄 

に 「志 を 得 


I を 締結した 


港 を米國 


これ は 本 

1 筒條 より 成れる 簡短 

ために 開きて 米 人 


船 の 


曝 
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對外 意見に 變 

調 を帶ぶ 


の 上陸 散歩 を 許 

在せ しむる 事な 

大擧頭 等 は本條 

權 等より 內禀し 

な い が、 水 戶齊昭 

担絕 とに 分かれ 

歸航 する ゃ舊例 

の 返事 をし て 彼 

一 歩と 退讓 して 

に 簇出し 開 鎖の 

吾が 小 楠の 對 

彼と して は それ 

國 ともせね ばな 


すと 供に 薪 水. 食 料. 石 炭 等缺乏 

ど を も 許して ゐ るので 和親 K 

約に 調印 後江 戸に 復命し て條 

たる 條約 草案 を 事情 止む を 得 

は 之 を 不可な りと したの で、 條 

て 他日の 禍根 を 此の 時に 下し 

を 破りて 諸 大名 等の 意見 を徵 

を歸國 せし むる の 態度 を 示し 

彼の 要求の 全部 を 容れて 仕舞 

論 も 亦囂々 として 定まらな か 

外 意見 を 窺 ふに 此の頃 からし 

を變 へざる を 得なかった。 と 


の 品 を 求む るを諾 し、 な ほ 米 國宫吏 を 下 ffl に駐 

易條 約の 根本と も 云 ひ 得られる。 我が 全權林 

約 を 表 向に 差 出す と、 慕 閣は已 に 談判 

すと して 承諾した 位 だから 異議の あ 

約發表 の 曉. に は 慕 府內の 議論 明 


たのみなら す、 幕 府は初 ペリ— の 


し ペリ 

てゐた 

つたの 

つ た。 

て 段々 

云 ふの 

らぬ。 旣に 露國と 約せば 英. 佛 其の 他 

强に 開放す る 事と なる の は 必然の 趨勢と なった から 

て 越 前の 吉田 涕藏に 寄せた 書面 (遣 稿篇 「誊 簡」 五 二 

は 畢竟 偏した る 意見で あ る、 時 に應じ 勢に 隨 ひて 其の 


1 の 要求に 對 して は飽く 

の に、 僅 かに 數月後 米 使の 

で！： ^ 府の 不信. 軟弱 を攻難 


の 

再 


と 其の 調子が 變 つて 来た。 

は、 旣に 右の 如く 米國と 和親 

ともせね ばなら す、 51^^.- に は 日 

である。 彼が 安政 元年 九月 

の 「別 啓」. を 見る と 和と 云 

宜しき を 得る のが 眞 の 道理 


力 

び 


の 

者 

を 


際に 全 

う 害 は 

和親と 

約して 

得 要領 

る や 歩 

到る 處 

敏 なる 

せ ば 露 

世界 列 

曰- 寸に 

と 云 ふ 


だ、 是迄 一 途 


に；. 和. 戰 の 二つ を つたが 旣に 米國に 和親 を 約した 今日と なりて 和 を 絶ち 戰に 引返す こと は 

量 早 行 はれない 勢で も あるから 和 は 和に して m51 き、 {且 しく 內は 講學を 以て 列藩 君臣 を 一 致せ 

し め， 外 は 應對の 人物 を 選び 自然の 理を 以て 外人の 心 を 服せ しむべき だと 云 ふ 意味の 文字が 

あって、 昨年 迄の 小 楠の 對外 意見と は 稍 其の 趣 を 異にして ゐる。 

明らかに 開國 處が小 楠は翌 安政 二 年に 入って から 眞 向に 開 國論を 振り翳す に 至った。 それにつ きて は 

諭 を唱ふ 

小 楠の 門 生內藤 泰吉の 『北 窓 閑話』 の 中に 左の 記事が ある。 

•  安政 二 年 二十 八 歲の時 先生 は 海 國圖說 により 愈. -開 國を 主張 さる、 ことにな つた。 俺 を 相手に 毎 

日談が 始ま る、 晝 飯 を 忘れた ことが 百日 も續 いた。 先生 は 兵法で 話され る、 俺 は 醫術を 以て 之に 塵 

じ 大いに 啓發 する 處 があった。 此の 對談 以來 先生の 學 意が 大いに 判って 來た 0 

『海 國圖 志』 右の 『海國 圖說』 は 『海 國圖 志』 の 誤 だと 思 ふ が、 本 書に つきて 尾 佐 竹猛は 其の 著 r 增袖 

維新 前後に 於け る 立憲 思想』 中に 左の 如く 記して ゐる。 

1 八 三 八 年 isMS 年 米 人 プリ ヂメ ンが新 嘉坡に 於て 著 はした る萬國 地理 書 を 阿片 戰爭 3 大立者た る 林則徐 が漢譯 せしめ、 

之に 魏 源が 諸 誊を輯 錄し道 光二 十二 年 「海國 園 志」 と 題し、 道 光二 十七 年增補 出版した。 此書は 漢文の 世界 地理 書と して、 

赏時 第一 の頁誊 であった から、 嘉永 • 安政の」 ハス、 佐 久間象 山. 吉田松 陰. 安井 息 軒 • 横 井 小 楠 • 橋 本 左 內等を 始め、 外 カズ 

を 論じ、 海外に 志 ある もの は、 鼓 ふて 之 を 請んだ。 

其 始めて 我が 國に 輸入 せられし は 嘉永六 年で、 幕末の 有司 川路 聖謨、 部下 をして 飜譯 せしめ、 獎作阮 窗* 鹿 谷 (石 陰 共同し 

て 其重耍 部分 を訓點 校正し、 嘉永七 年より 安政 二 年に M りて 飜刻 出版し、 大 槻盤溪 (？) は 露 國の部 を. 譯し、 小野泰 庵は英 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  三 三 五 

曇 
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國の部 を抄譯 し、 正木 鷄窓は 英* 米 ニ國の 部 を和譯 し、 廣溆竹 庵 • 皇 國隱士 の 如き 亦た 各抄譯 する 所あった。 


前 揭內藤 の 『北 窓 閑話』 に 

動機 は营に 『海 國圖 志』 によ 

る。 なほ 元 田 東 野 は 其の 『還 

與味 ある 記述 を 左の 如くな し 
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開く に 在りて 外國 夙に 玆に 

の 上に 出ん こと 掌 を 反すが 
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如く、 其設 施先づ 米！！ と 交 親 

投じて 大に 協議し 以て 财政 


たる 時期 


する より 始む ベ し 0 若し 我 を 用 ゐ 

の m 用 .减 產 交易 报與 する 所 ある 可 

と爲 す。 今 各 國戰へ 4- の慘 

杳を 除く 可き なり。 華 盛 

が 說く所 も亦现 あり。 天 

を 聞て 其 卓識に 敬服 し、 余 

え ざ るな り。 先生 此卓 

^ を 具した る や、 後より 之 を考ふ るに 佐久 EE 象 山. 永 井 雅樂ー 二 

ありて は 長岡大 夫 • 下 津 先生 も 先生の 卓見に 同意 を 表する ことい 

るに 因て 先生 特に 余が 道理に 敏 明なる を稱 せられし なり。 然 

ベ か ら ざるの 論 なる 故 に、 获 子 は 之 を 戒めて 開 國 の 論 は 八十 二 

ベ か ら ざれば 余が 如き は此 論は筐 底に 姐 在して 決して 

て 曾て 人に 向て 々せ ざり し が、 後 

と 爲 り、 開 1： 見の 者 は總て 佐幕 家と 敵視 せられて 

を 益" 敬 慕せ しな り。 . ■ 
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も 亦 深 


荻 子の 戒を 服膺 

て廏 慕の 策 

先見の 余が 


爲 
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し 


上文 中に も 「先生此^：十見 

小 楠の 開國論 を唱へ 始めた 


開國 を： 大地の 

公道と なし、 

進んで 萬國平 

和 • 四海同胞 せる 小 楠の に 爆 りても 

を說く 

横 井 小 柿上卷 傳記篇 . 


る^ あらば 先づ 米！： に 

し。 殊に 米！： の 開 孤 華 

に 生 民の 

以來 

論 は 
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の 年 
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唯 余 
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刀、 之 
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說ハ f 

招 き 
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夕- ャ 

は ず。 

も 余 が 

の靑龍 

す こと 

攘夷の 

の 殃 を 


安政 乙 卯の 华に 在りて 天下 誰か 

の は 矢張り 安政 二 年で ある こと 

さう だが、 彼 は n  S は 天地の 公道 


不举之 を 

の 0 人 或 

Jr  id ク 

夕：： a. グ $ 

に 於て 更 

に 在りて 

かざるな 

(範 三郎 力) 

村 井と 深 
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此見を 具した る や」 と あるから 

に は 11. 違 はない。 右の 元 田が 記 

であるとの 根本原理 か ら、 巡 ん で 

三 三 七 


開 國論を 5? へ 


第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  一二三 ハ 

日本が 率ち レ て萬國 平和 .w 海 同胞の 實を擧 ぐべき を唱 へた。 右 元 田の 記述に も 同意 味の 事 

が あるが、 h  + 側 は. 「苟 くも 我 を 用 ふる 者 あらば、 使命 を 奉， じて 先づ米 國を說 きて 一 和 協同し、 然 

る 後 各 國を說 きて 遂に 四海 戰举を 止めん」 と 云った。 して 見る と、 彼 は 今より 八十 餘年 以前 

に 、て 旣に國 際 聯盟と か 世界 軍縮 會議 とか 或は 不戰條 約と か 云った やうな 戰爭 防止. 平和 ェ 

作の 意見 を 持して ゐ たので ある。 隨 つて 彼の 論す る 開國は 決して 幕府 流儀の 盲 從的. 詭隨的 

の もので なく、 自主的. 積極的の ものであった こと は 云 ふまで も 無い。 何人も 我が 國開國 論者 

の兩廣 綱と して 佐 久間象 山と 小 楠と を 推す が、 德富蘇 峰 は 其の 著 『吉田 松 陰』 に 於て 此の 兩 

に を 種々 の點 にっきて 比較し 批評して ゐる 中に 左の 如く 云って ゐる。 

井 は 天理 人情の 大妙理 を 看取し、 開國 論を唱 へ、 佐久間 は國防 軍備の 大經綸 よりして、 無謀 攘夷の 

非 を 論ず。 …… 横 井が 理想 は、 大義 を 四海に 布く のみ。 佐久 間の 理想 は、 五州 を卷 きて 皇國 に歸し 

皇國を 五州の 宗 たらしむ るに あり。 横 井の 理想的 人物 は、 華盛頓 にあり、 佐久 間の 理想的 人物 は 彼 

得に あ り、 奈 破 翁に あり。 

これによ つても 眞成 る開國 論者と して は、 象 山は遙 かに 小 楠に 及ばない やうに 思 はれる。 

なほ 峰 は 其の 著 『近世 日本 國民 史』 の 「公武 合 體篇」 に 於て、 「横 井 小 楠の 對外 意見」 を 

論ぜる 冒頭に 「人間 思想の 行程 は、 決して 時間 もて 測度す 可き もので はない。 或は 百年 も 其 

お： i に罟据 る ことがある。 或は 一年 若しくは 一月の 中に、 大變 化を來 たす ことがある。 嘉 永. 安 


蹟錄楠 小 
(藏峯 蘇 富德) 


政 年間の 如き は少 くと も對外 思想に 於て は、 其 の 一 年が 普通の 百年より も、 急 激の變 化 を 

したる 時節であった。 其の 中の 一例と し て、 兹 に擧 げんと する は、 横 井 小 稲の 對外 意兑だ 

記して ゐ るが 眞に 其の 通りで、 熱心に 攘夷 を 主張して ゐた小 楠 は 僅かに  一 ニハ 牛に して 快 

る開國 論者と 豹變 したので ある。 小 楠の 詩に、 

道旣 に形體 なし、 心何ぞ 拘泥 あらん、 達人 は 能く 明らかにし 了へ て、 渾 ベ て 天地の 勢に 順 

なる 五絕が あり、 又 勝 海 舟 は 小 楠が 物に 凝滞せ すして 機に 臨み 變 


， , f^b  f  ズ，  >  >  き ^ f  U 


r 


に應 じて 物事 を處 §f はし- 

人に 彼の 意兒を 

せる 場合で も 其 

に 今日は 斯う E わ 

明日に なったら 

變る かも 知れな 

九 章 六 參 照) 此等 により 

とで 何等 不思議 は 無い 

の 豹 變振は 同志 や 交友 


中し 添へ てあつた と て、 痛 く 其の 人物に 感心して ゐる。 (本 篇第十 

小 楠の 攘夷より 開國へ の 思想の 變遷は 彼に 於て は 寧ろ 當然 のこ 

人の 少ぃ 世間に は 異常の 感を與 へす に は 置かなかった。 加 之 彼 

少 からす 物議 を 起し、 彼から 離れ 去る 者も續 出す るに 至った。 併し 彼 は周邊 の毀眷 褒貶 

に は 毫も 頓着し なかった。 竹 越 與三郞 の 著 『增補 改訂 二 千 五百ハ 牛史』 の 「德川 氏 末世 

横 井 小 棉上卷 傳記篇  三 三 九 
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が、 達 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  三 四 〇 

る、 章 中 元 治， 元 年頃の 人々 の 抱け る 外 交 意見 は 勇 進 的 開國寧 開 國 的 攘夷 黨 及び 鎖國 的. 攘夷 黨 

め 三つに 分か. れ て.^ る： と 述べてから、 . ：  -. 「： 

^...-0-0 的 開 ® 黨 は-之 を 上に し て は、 堀 E 丄 W  . の 二 侯、 幕 」 肘の 外 交 官 A 學. 者に し て、 夙 に 列國の 形勢 文明 

の. 事態に 通じた る 者 多べ、 民 志士の 群に 於て は 熊 本の 梳井 平四郎 其 の 翹 . 首 たり。  彼 は 其 M 

る 所の 形勢と 閗く 所の 世態 を 以て 一 國の 富 强獨立 は 唯 だ！！ を 開きて 列國と 交り 萬 里の 波 壽 を 開 

拓 する にあり とな し、 純 然 たる， H  S 赏 易の 議論 を 主張し、 一 代の 大勢 力た る 攘夷 主義に 向って 正面 

の 打擎を 加へ ぬ。 進 的 開！： 黨は 開！！ の 1 事 を危險 とせざる のみならず 開 1- せ ざ る を 以て 國家 

の m  m;! と し、 U 前 一 切の 事^に 拘泥せ ずして 四， l^ry 開かん と し、 開. 鎖 の 利 先 ：！ は 論 ずるに 足らずと な 

す。 

開！： 論の S 發 と 記して ゐ るが、 竹 越の 云 へ る 如く 小 楠 は 確に 勇進 的^ 國 論者であった。 だが 彼の 開 國論は 

M.  竹 越の 記せる 如く 啻に 國の 富强を 計らん が爲 のみで は 無くして 天地の 公道で あるとの 根本 

原 現 か ら 出發 した ものであった。 され ば 壤夷論 が 天下の 輿論で あるかの 如く 盛に 唱 へられ • 

國：： の 多くが 極度の 猜疑と 侮蔑と を 以て 外人 を 待った のに 對し 「外 入 もまた 一 天の 子で は 

ないか。 然る 以上 は 之 待つ に 天地 仁義の 大道 を 以てせねば ならぬ」 と 喝破し、 又水戶 一 派 

の 保守的 懷慨 家に 對 して は、 「格別 見識 も 無く 從 つて 大策も なく、 た^ 大和魂と やら を 振 廻す 

人 々 は 外人 を 以て 直ちに 無道の 禽獸 とな し、 最 も^だしき は 初より 之 を 仇 敵視して ゐる。 ；大 

地 の 量. 日 月の 明 を 以て 之 を 見るならば 何と 云 ふこと であらう。 こ の 頑冥 固陋が 國家 蒼生 を 


過らん とする こと は 痛嘆 限りなき 次第で ある」 と 痛棒 を與 

小 楠の 後年 左 平 太. 大平ニ 甥の 渡米に 際して 與 へた 送別の 

强 兵に 止らん。 大義 を 四 海に 布かん のみ」 と ある が、 彼 の 開 

なほ 進んで は 日本が 率先して 萬國 平和. 四海同胞の I：：： を擧ぐ 

の 通りで、 彼の 開 國論は 決して 侵略的 主蕤 ではなく して 國際 

德富蘧 花 は、  ， . 

小 楠 は 維新 前の 幕府の 末の 亂れ て- ：!^ る 際に 世界の 平和と 云 ふ 

いふ こと はちつ とも 新しい 事で なく 千年 前に 西详 人で も I 界 

慕府の 末の 亂れた 時に 赏っ て f 界的； 牛 和を考 へ て 居た と いふ 

たかと いふ. ことが 分る。 

と 去 つて ゐる が、 小 楠の 思想の 進んで ゐ たこと は少 くと も 一 

があった。 


リ 陸 兵 問 答 窨 を 艸 す 

本篇 ば 安 政.， n . 年 に 繂 じ、 ぼ， じ ， め ば： 「 兵、 法 答.」.， . 或 は .「.： 兵， 擧. 

答 書」 の 著 あるに 及びて 前掲の 通りに 改めた もの。 藎し 


へて ゐる 0 

語に は 「何ぞ 富 國に 止ら ん、： n ぞ 

國 主義 はこれ を 指 al- 方針と なし、 

る を nz 的と して ゐ たこと は旣記 

協調 主 義丧 界 平和 主 義 であつ た。 

こと を考 へて 居た。 # 界 の 平和と 

的； 牛 和 を考へ て-店た もの も あるが、 

こと は此 人が どの位の 人 であつ 

世紀 だけ 當 時の E ゐ想界 と は 距 離 


問答」， と 題して なた が 後.. 「海軍 

西洋の 銃砲 輪 入され て は 兵制 ぼ 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  三 四 二 

必す 一 變 されなければ ならぬ の に、 當 時の 軍 舉者流 等 は 多く 舊套を 墨守して 遽に變 じ 難き の 

い。 全文 は 遣稿篇 (「論 著」 S に 載せて あるが 其の 耍皆は 左 


勢 ありし 爲に 起草した ものら し 

の 通り だ。 

に 銃砲 は 西洋の、 

萬國に 勝れて 武 
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藤田康 湖の 訃 

報に 接す 


ゐ るが 西洋に は 「敵 合に 成れば 間 Q 外にて 打 放し 直に つき^り 

然るに 其の 劎の 製造 利^なら ざる 上に 鎗法も 拙い から 若し 我が 

る 我が 检 術の 法 を 以て 遣へば 便利 此の上 もなかる ベ く、 而 も 「是 

きに とりて は 翁 もまた 用 ふる 所 ありて 一 概に糜 すると 云 ふに あ 

第五に 西洋 銃 隊に變 ずべき こと は 分った が、 當 時 西洋 陣法を 用 

習が ある。 專 ら銃隊 にして 銃砲 を 主と すれば 自然に 血戰の 本意 

し て は、 古 來刀敛 は 第一 の 武器で 血 戰は萬 國に滕 つて ゐる こと は 

總 ベて 銃 隊に變 じ 專ら銃 炮を用 ふると も、 一 たび 兵亂と 成りて は 

況 や^にして 亂を 忘れず 一 國 天下の 君 相が 此の 定理 を 知悉し 西 

專ら 我が 傳來 3 血戰に 有る 事 を 人心に. i し、 刀 鎗銃炮 優劣 無 く 誘 

生ずべき や。 士氣を 振作す る？ 道是 にました る こ と 無 し 云々 と 


て血戰 する」 ための 劎简が ある 0 

利 里の 鎗を 以て 銃劍 とし 精練な 

は 相懸り の 野 戰を云 ふ ことにて 

ら ずと 答 へ C 

ふるに は 旣に刀 鍺を廄 する 8 弊 

を 失 ふ の 息 は 無き やなる 問に 對 

人心に 染み込んで ゐ るか ら、 陣 法 

決して 血 戰を廢 する の 憂 は 無く 

洋銃隊 ？陣 法に 變じ臉 を 取る は 

ひ 進む る ことにせば 何の 弊 $w の 

答へ てゐ る。 


一 〇 其の 心 志 を 苦しむ る 倍， 劇 し 

小 楠は旣 記の 如く ニト 年来の 布 衣の 友 米 田 是容と 生別した が、 こ 、 に ま た 長 友 藤 m  湖 と 

死別した。 卽ち 安政 二 年 十 二日 關 東の 地 大いに 震 ひ、 江戶 被害 特に 甚だしく 小石 川の 水戶 

藩邸に 在った 藤 S は 戶田蓬 軒と 俱に壓 死した。 小 楠 今 は 開 國論を 唱へ藤 田 等と は 其の 說を 

撗井小 楠上卷 傅記篇  三 四 三 


第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  三 四 四 

異にする も 友情に 至りて は變 りなく 其の 死 を 痛惜して 已ま す、 越 藩の 吉田東 篁に 與 へたる 書 

面 (遣 稿篇 「書簡」 六 一) の 中に も 左の 一 節が ある。 

水府ニ 田. 失 亡 無 M 是非， 至に て、 角 有名 之 面々 不幸 も 天運 共 にても 御」 M 候ら はん、 心細き 事に 御」 M 候。 藤 田へ 

は 段々 意晃巾 遣 候 害に て、 旣に 草稿 相 認罷在 候 中凶變 相閒、 別て 殘 念に 奉レ存 候。 二 田 失 亡いた し 候て は 水 

府に巾 遣 候 相手 無 n 御 Iji 意 兑歉も 其 儘に て 封 じ 篮巾候 云々。 

此の 意見 狀の 內容は 何で あつたか 知りたい. が、 本 狀の 遣って ゐ ない の は 頗る 遺憾で ある。 

東 湖の 在世中に 於て 小 楠が 彼に 寄せた 書翰 は 三 通 を 得て これ を 遣 稿 篇に牧 めて 15- い た が、 其 

の 一 は 小 楠が 江 戶遊舉 より 歸國 してから 問 もな く 水戶君 H51 遭 厄と なりした めに 爾來， と 

は 音信 打 絶えて ゐ たが、 最近 漸く 共の 寃 解け 藤 田 等 も 外 間との 交 通 に つき 幾分の 自. H を 得た 

こと を久留 米の 村 上 守太郞 より 小 楠の 親友 获昌國 に巾來 りし を傳 へ 聞きて 直ちに 認 め、 而 し 

て 東 湖に 屆 けるべく 村 上に 托して S いた 嘉永 三年 六月 十九 曰 付の も の、 (遣 稿篇 「書簡」  一 二) 

共の 二 は嘉永 四ハ半 二月 十五 日 彼の 上國 漫遊 上途前 三日に 書. S たもの、 (遣： 稿篇 「書簡」 一 三) 其 

の 三 は 嘉永六 年 八月 十五 日 恰も ぺ リ — 浦賀灣 入航の 報に 接した る 際に 認めた もの (遣 稿篇 「書 

簡」 四 三) である。 然るに 小 楠より 越 藩 岡 闭準介 へ の 嘉永六 年 五月 三日 付書狀 (遣 稿篇 「書簡」 

三 六) に 「聊心 付 候 筋 先便 藤 田へ 中 遣 候。 どうぞ 好き 返書 參り 候え かしと 希 候」 と あり、 又 其 

の 八日 後の 五月 十一 日付の 吉 田涕藏 への 書面 (遗 稿篇 「瞽 簡」 三 八) に 「先便 藤 田への 書狀は 


定て 返書 參り 可， 巾. 候。 返書の 趣に 因て は 段々 愚意 建白 仕 害に 在 候」 と あるの を 兌る と 右 

の 外に 藤 田へ 寄せた 書狀は あるら しいが 其の 所在が 分らぬ。 叉 藤 出より 小秘 への ま" 翰 は 夭 

保 十华小 楠が 江 戶遊舉 問の もの 一 通 だけ は 前に 揭げて 置いた が、 (本 篇 六 〇 H) 薩 藩 の 鮫 ^11 正 助 

から 荻昌國 への 書狀— ハ牛は 分らぬ が 十二月 十四 曰曉認 むと ある— の 中に、 

横 井先 生え 東 湖 先生より 送 相 成 候 書 狀之傣 も實に 無， ー申譯 一次 第、 書 狀之分 は 所持 仕 候へ 共 昨せ 可 二 差 ヒーと 存 

取 寄 候 折 柄 愚兄 凶事 到來、 其砌 一夜 之內大 苦心いた し 候て 掛念仕 候 儀街レ 之書附 都て 燒失仕 候 譯ぉレ 之、 共 折 

右 書簡 丈 は 撰 取 候へ 共 詩 之 分は燒 失いた し 候 由 殘念之 至 御座 候。 就て は 書 狀之分 差 上^ 巾 度、 併 右の 詩 は 誰 

ぞか 同志 之 者 之 內書寫 居可レ 巾、 相 尊 候て 後より 一 緖に返 進 可レ仕 候。 左様 御 得心 奉レ希 候。 

と ある 所 を 見る と 其の 外に も あるの みなら す、 詩 も あるら しいが これ も總べ て 手に入ら ぬの 

は 遣 憾だ。 

藤 田の 訃報に 人 琴の 歎 切なり し 後 問 もな く 小 楠 は、 其 の.！' の 下旬に 愛 兒を失 ひ 、共 の 後程 

なく 叉 妻の 死に 遭った。 彼 は 嘉永六 年 四十 五歲 にして 漸く 妻を娶 り、 其 の 翌年 兄の 病殁 する 

や 横 井家 を 相續し て、 名 は 天下に 聞 えても 一 介の 部屋住みだった 身が 始めて 一 人前の 藩士と 

な り、 其 の翌 安政 二 年 五月から 沼 山 津に轉 居して 風雲 を 待つ 蛟龍の 如き 境遇に あつたが、 轉居 

後 間もなく 妻 分娩して 玉の 如き 男子 を擧 げた。 同年 八月 ト 日付に て 伊藤 莊左衞 e: に 寄せた 

書狀 (遗 稿篇 「書簡」 五き の 中に 「轉宅 以來は 次第に^ 附き 致，， 大慶 1 巾 候。 將又 老後  一 を 得 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  三 四 五 
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. 大麼此 事に 御座 候。 一 昨日 里方より 歸り 母. 子 共に 安 穩に罷 在 申 候」 と あるから 何れ 出產は 

六月 下旬から 七月 上旬に かけて の 頃であった であらう。 然るに 其の 歡喜も 束の 問で 僅かに 

兒の 夭折 三 ヶ月 許に して 兒は 夭折した。 其の 葬られた 往生 院 f  li 瞎 it あ f  。 の 過去帳 を 見る と、 

,  瓊 林孩兒 安政 乙 卯年 十月 二十 九日 横 井 平 四 郞當歳 子 嫡男 

と ある。 喪兒の 悲痛 は堪へ 難き ものなる に 漸くに して 得た 孫の やうな 掌中の 珠を 失った 小 

妻 を も 喪 ふ 楠の 心中 は 云 はす もがな である 上に 其の 不幸 後 僅かに 十餘 日に して 妻 も 亦 病名 は詳 かで な 

いが 溘然遠 逝した。 幼兒に 隣して 葬られた 同じ 往生 院の 過去帳に は、 

貞鏡院 圓融智 了大姉 安政 乙 卯 ト 一月 トー 日 横 平 四郞妻 二十 六 歳 

と 書留め て ある。 引繽 きての 不幸に 小 楠 は 越 前の 吉田東 簋に與 へた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 六 

二 中に、 

沼 山 津と申 所に 轉居仕 候。 其 後一 男兒を 得、 悅び罷 在 候 內去冬 夭 亡、 引繽 十日 餘 にして 妻 死去、 誠 無類 之不 

幸 御 憐察可 レ被レ 下 候。 

と 認めて 居る が、 「誠に I 一類 之 不幸」 と 云 はざる を 得ぬ、 眞に 同情の 至り だ。 然るに 德富蘆 花 

は 其の 著 『竹 崎 順 子』 に、 小 楠が 此の 夫人の 死後 山鳩 打ちに 出かけて 布 田の 竹 崎 律 次 郞の家 

を訪 ひ、 四方 山の 話の 末に 「俺 も嬈が なくなって 却て 仕 合 はせ だ、 好 ぃ嬝が あったら 世話して 

くれ」 と 言 つた。 すると 律 次郞の 養母 壽賀 子が 「却て 仕 合せ」 とは假 にも 儒 舉を說 く 者の 


い ふ ベ き 言 紫 か。 その 様な 師匠の 處には 雜次郎 も 新次郞 S 賀 子の 货 子で 小 楠の 門人) も 上げ 

て mi! くこと は： H 來ぬ。 今日 限り 此方より 破門と 敦圉き 荒く 咎めた の で、 小 楠 も 閉口して 共の 

失 言 を 謝した と 云 ふ 様な こ と を 書いて ゐる。 筆 達者の 蘆 花の 與味 本位に 書いた もの を 共の 

かどう か判斷 がっかぬ。 とい ふの は、 强 ひて 著者が 小 

の 法要の 時 小 楠 は 門弟に 向って、 「自分 は 結婚 後妻に 

M に 誓 書 を 取り 交 はした るが、 余の 妻に 與 へたの は 妻 

與 へたの は 妻の 死後 酒に 浸して 之 を K 口んだ」 と 話し 

郎の遣 話で ある が、 之 を 兑ても 妻に 對 する 小 楠の 愛情 は 略 想像 せらる では 
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II 再び 佳 耦を得 

小 楠に 取って は 安政 二 ハ牛は 多事多難の 年で 親友と 手 を 分かつ、 城下 を 離れ 

出 る、 開 國 論に 思想 轉換す る、 更 に 親友の 訃報に 泣 く、 尙 妻と 子と に 其の 淚を縯 

の荐 りに 至れる 災厄 も 小 楠 は 「天將 に 大任 を是 人に 降さん とす」 と 順受し 
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安政 三年 を迎 へた 小 楠に は 後妻の 問題が 持 上った。 處が 其の後 妻 選擇の 

は眤 近の 問 柄で 未婚の 娘の 多く 殘 つて ゐる矢 島 家に たった。 同家の 當主 

父. 忠左衞 門 は 牽北郡 湯 浦 鄕ゃ下 ハ俭城 郡 中 山 鄉の總 庄屋 を 勤めて 令名の あ 

の 六月 病死した ので 矢 島 家は鄕 里の 杉 堂 |厕 一 ul。 に歸り 住んだ。 忠 

子との 問に は、 に ほ. も と. 源 助. 順. 久* つ せ. 楫 (前 名 か つ). さ だの 順序に 一 男 七 女が 

て 水準 以 4| に 頭角 を 露した 者ば かりであった。 小 楠が 弟子 を 取り 始めて 

富 萬 熊で、 S  二 は 右 源 助で あつたが、 此の 源 助 は 小 楠で さ へ持餘 した 程の 傑 

の絕交 を將來 した 論 ゆに 於て 米 田 派の 津田山 三 郞に對 する 横 井 派の まハ頭 

より 久 子までの w 女 は已に 夫々 嫁し、 三女 順 子— 蘆 花 の 著 『竹 崎 順 子』 の 

次郞の 妻、 S 女久 子は德 富 萬 熊 の 妻 で、 蘇 峰と 魔 花の 母 だ。 

楠 後妻 を 矢 島 家に 物色 するとせ ば、： S の鬮は 順序と して 未だ 婚せ すして 家 

なる つせ 子に 落ちる は當然 だ。 小 楠 は 以前より 源 助との 緣 故から 厘.、 矢 島 

鶴 子 は 小 楠 を 尊敬し 苺に 心から 手厚く 歡 待した。 小 楠 も 亦 鶴 子の 爲 人に 

た 時 は 源 助の 請に よって 特に 「碑 陰の 記」 (遗 稿篇 「詩文」 甲、 gl 三) を 書い 

の 如き 親しい 間柄で あつたので 旣に小 楠が 小川 氏 を 娶る前 にもつせ 子 を 

は 無かった。 然し 共の 時分つ せ 子の 兩親は 人物と して は 押し も 押され も 
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みで ある ト 楠に 兄弟 中で も 最も 愛して ゐた 彼女 を 嫁せ しむる こと は 氣乘り 力し な 力った の 

矢島 氏 を .f で それなり になった が、 今回 は 都合 克く 共の 談は 纏まつ て 安政 三 ¥ につせ 子 は 横 井家の 人と 

なつ だ。 それまでの 經緯 にっきて はまた 『竹 崎 順 子』 の 中の 蔵 花の 文 S や を 借りる ことにす 

る 0  • 

……  一 P  / つてつ せ 子 を 今" ぼ は 後 入りに との 議が 起り ました。 百 石 以上 は上士 のおで、 一 领 1 ヌ 

つ 女よ^ 等の 結婚 は出來 ません。 妾 と 云 ふ 名 儀 で す。 然し 先方に 正妻が あるで は な し、 斯 m な 翁 

組 は 二度と 得られな いと、 兄の 源 助 も、 姊達 も、 其 夫 達も乘 地に なって 勸 めます。 何 かにつ けて 相談 

し 合 ふ  一 二人組の 二人の 姉、 顺子も 久子も 熱心です。 夫の 心機 を 1 轉 させた 恩師. 新.^ 沾の忍 人と し 

.  て W 子 は 小 摘 を 神の 如く 崇めて- ま， す。 久 子の 夫 德ぉ太 多 助 S 熊改) は 律義な 性^から^ にも 帥 

の 配の 義兄と 云 ふやうた 位 承に 立つ 事 を 逸 巡し ました-が、 妻の 久子は 概^な く 妹を勸 めました。 

こ 母 は 亡くなる、 同胞 は勸 める、 つせ 子 は 到頭 辭し かねて 安政 三年 杉 堂から 沼^ 律へ 极， 5 パ，^ に 之 

い. て 事^上の 妻に なりました。 小 楠 四十 八歲、 つせ 子 は 二十 六 歳で 親子 程 つて^ ました。 妾と 

. 云 ふ 桥で殆 んど婚 鳋の式 もありませんでした。 「先生 先生」 と 平生 曾 ひ 馴れて.^ たので 「 殿、 殿」 

と 小 楠 を 呼ぶ 丰が 中々 出來 なかった と 後でつ せ 子 は述懷 しました。 翌年 横 井の 嗣子 時 雄 を 生み、 

五 年の 後 みや子 を 生みました が、 母 2 つせ 子 は 「お 乳、 お 乳」 と 呼ばれ、 つせ 子 は 「時 难. さ ん、 み や さ 

ん」 と 「さん」 づけに 呼ん だ も のです 0 

猶蘆 花が 共の 著 『靑山 白雲』 「南禪 寺」 に、 つせ 子の 生涯 を 書いて ゐる 中に 左の 如き 記事が 

横 井 小袖 上卷 傳記篇  三 四 九 


^八 * 上國 遊歴 後の 数 ，平 

ある。 多少 重複の 嫌 は あるが 


益 

と 


井 つ 

城 郡 


島 

心 

さ ( 

左 


く 出 

し ん 

人 村 

三 年 


せ 子 は、 

杉 堂 村 

母 諱 は 

家 に 一 

り 0 幼 

苦勞 

し き 

子 十 

賜 は 

ら は： 


に 

せ 


自 


子 二 


で 

、つ 


十歲 

> 外 

其 勞 

に 引 

せ 子 


楠撗 

士、 久 


頃 

月 

き 


子 

歲 

母 


、淑 

の 


井 平 四 

しく 總 

德蹙明 

り 0 つ 

弱、 病 む 

り ぬ 0 

鏡に 向 

な り 

ら 製 

し 着 


、自 


つ る 

に 


し、 父 親 

て、 つ せ 

を 得て. 


子 

兄 


專 $ 

■I タ 

庄 屋 

に し 

せ 子 

日 多 

つ せ 

つ て 

と、 吾 

し た 

物、 破 


しょう- 


中風に 

ぬ Q 時 

の 介抱 _ 

安 ら か 

は 妹と 

の 師 な！ 


子 深 


、天 保 

あ り 

家 を 

第 五 

健 な 

吾 病 

粧 を 

0 り 

、衣 服 

り し 


七 

文 


年 七月 生 

し て 

才 あ 

0 幼 

稀 な 

體 のために 

に k 


三 

、淸 

る 


き 一 


力 

ひ 

よ、 品 物 

品物に 滿兄 


ま 

し 


、ん 

タ 

し- 


れ  ば、 兩 親 

の 心 を 傷 

に 病容を 


せ 

た 


，其 

も 一 


りぬ C つせ 子 介 

四. <  の 姉 は 皆 そ 

政の 料 理 ニー  妹 の 

其のお くつき に 

を 紡ぎ 機 を 織り- 

藩士 小 楠 撗井平 


ざる 听 


抱 到ら ざ る 

れ. - 嫁し 

養 育 皆つ せ 

送り、 锥 なく 

生計の 艱苦 

四郎 先生に 嫁す 


三 五 〇 

島 忠左衞 門 直 明 

に牵 じて 私 を 忘 

堪能な りき 0 

にして 寡 默、 二 親 

親いた く 行末 を 

傷む る を 悲しみ- 

して  父母の 


子 

た 


人 

る 


せ 

さ 一 

と 


皆 

子 


の ^ 


程 

な 


ま 、巴 

It 月 

る --I 


兄 

乙 


孝 

じ- 

に 


女 

是 


前に 出 


分 

し 

華 

つ 


是 より 

ぶ。 居 

。 (下 略) 


國 上 

士 た 

• 同 胞 

せ 子 

病 あ 

で ぬ 

か ち 

.m な 

て、 父 

_ 兄 は 

せ 子 

兄 妹 

る こ 


r 德富蘇 峰 自傳』 に、 蘇峯は 「母の 姉妹の 中に て、 子供心の 予 にも 共の 容貌 風采が 上品に 見 

えたの は 撗井津 世子であった」 と 語って 居り、 つせ 子の すぐの 妹の 矢 島 楫子も 彼女の 事 を 「女 

らしい 人 で、 而 も 敏捷で 人の 氣を 見る ことの 早かった こと は 驚いた 位です」 と 賞め ちぎって 

ゐ るが、 斯 かる 上品な 賢 婦人 を 貧窮な 上に 複雜な 家庭に 迎 へ 得た 横 井家 は 何よりも 幸福で あ 

つた。 ral- してつせ 子の 奉仕 振 は 夫 小 楠に は 固より、 二人 の 母 を 敬 ひ、 三人 の 姪 甥 を 愛し、 召使の 

末にまで 至れり 盡 くせり であった から 一 家の 圓滿は 云 ふまで な く、 而 も 翌四年 十 一 月に は 一 

男兒を さへ 惠 まれて 又 雄 (後 時 难) と 名 づけた。 斯くて 沼山津 閑居の 平和な 生活 は繽 いた が、 叫 

時の 景 趣に 富む 自然美と 和氣 靄々 たる 圑欒 の樂 しみと は 物質的の 贫苦を 償うて 餘り ある も 

の， で あつたで あらう。 

一二 沼 山 閑居 維 詩 

撗井 (時 靖) 家に 『小 楠 堂 詩艸』 と 題した 小 楠の 手 筆に なれる 詩稿が 藏 せられて ゐて、 其の 全 

部 は 本書 遣稿篇 (第 ST 丙、 二) に 牧錄し て ある。 これに は 小 楠の 四十 歳 前後 (弘化 * 永 の S から 五 

十 五 六 歳 (文 久. 元 治の 際) に 至る 彼の 生涯の 最も 重大なる 時期に 於け る 作が 網羅され てゐ るが、 

其の 中に 「沼 山 閑居 雜誌節 七」 とて 世間に 喧傳 された お 名な のが ある。 其の 有名なる 所以 
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は 識見 透 徹、 古 今 を 包括した 雄篇で あると 同時に 小 楠の 思想 を 述べた 重大なる 意義 ある もの 

なる が 故で ある は 勿論 だ が、 此 の 詩 中の 一 首に て は 彼が 共和政治 を现 想と して 我が 皇窒の 萬 

世 一 系なる をと やかく 云った ものと 誤解 さ れ、 他 の 一首に て は 小 楠が 耶蘇 敎を國 內に弘 めん 

とした ものと 早 合 
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天意に 悔 ふこと は 出来ぬ 理で 有る。 古堯 帝が 其の 子に は 位 を讓ら すして 舜を 民間から 選 

び 出した 仕 打 こそ 眞の 大聖た る 所以で ある。 迂愚の 學者は 此の 道理に 暗く して 禪讓 をと 

やかく 沙汰す るが それ は 聖人の 心外と する 事 だ。 あ \ 迂懦 等の 主張す る 血統 論の 如き は 

どうして 天理に； 順應 した もので あらう ぞ。  . 

(元 田の 評) 千 百年 来の 活眼、 天理の 實、 易 道の 本に 達する 者に あら ざれば 言 ふ 能 はす。 (原 漢文、 以下 同じ) 

或 一 部の 人達 は 此の 詩の 最後の 二 句 「嗟 呼 血統 論、 是豈 天理 順」 を 以て 小 楠が 堯舜 禪讓の 

政治 を 理想と し 我が 皇室の 萬 世 一 系なる を 非難した もの だと 誣 ふるに 至り 大分 世間の 問題 

となった が、 森 鷗外は 「横 井 は 政治の 歷史の 上から 共和政の 價値を 認めて ァテ エネ に 先 だつ 

こと 數百 年、 堯 舜の 時に 早く 共. 和 政が 有った と斷 じた が、 共 和 政 を 日本に 行 はう と 云 ふ 意で は 

ない」 と 云 ひ、 德富蘇 峰 は 其の 著 『勝 海 舟と 横 井 小 楠』 中に 左の 如く 記して ゐる。 

然るに 此の 如き 人 \、 何故に、 共和政治 を 主張した とか、 或は 耶蘇 敎の 信者で あると か、 或は 甚 しき は 天 道 

革命 論な ど、 いふ 怪文書 を 偽作して まで、 小 楠 先生 を 煩 はすに 至った かと 云へば、 これ は 先生が 餘 りに その 

見識が 卓越して、 その 卓越 を 自ら 蹈晦 せざる 爲に來 したる と、 叉た 或點に 於て は、 先生の 言論が 當 時に 於て 

は、 餘 りに 放瞻で はなかった かと 思 ふ 節がないでも ない。 それ は 沼 山 閑居 十 首の 中に 

嗟 乎 血統 論 是豈 天理 順 

などの 詩 を 作って、 恰も 堯舜 禪讓の 政治 を 理想的の 政治と して、 これ を 1K 下に 唱導した る 趣が あるから であ 


る。 此の 如き 文句 は 先生 を 誤解せ しめ、 若く は 反對黨 をして、 强 いて 先生 を 誤解せ しむる 口 Is; を與 ふるに、 

最も 都合よ き 武器であった。 

併し 先生に 限らす、 苟 くも 儒者と して、 堯 舜を稱 せざる もの はない。 孟子 以來宋 儒に 至る 迄、 一 人と して 堯舜 

を稱 せざる もの はない。 特に 先生 は米國 の，^ ITX,:^ を 以て、 白面 碧眼の 現代 堯舜と 認め、 頻に ワシントン 

を推稱 して ゐた。 されば 先生が 此の 如き 现想を に 我が 國體に 行 はんとす るかと 云 ふに、 固より 先生 は 日本 

の 國體の 大切なる こと は、 百 も 承知の ことであって、 先生が 血統 論 を 大いに 排離 したの は、 封建時代 血統. 萬 

能の 世の中に 於て、 これ を排耀 したる までにて、 畏れながら これ を 以て、 我が 萬 世 一系の 皇 に當 嵌める 考 

は、 夢 さら ある ことで もな く、 又た あり 得べき ことで もなかった。 

小 楠の 尊皇 精神 を 理解して ゐる人 は 概して 此の 詩 を 蘇 峰の 如くに 解して ゐる。 小 稲の 此. 

の 詩 を 作った 頃は將 軍繼嗣 問題の やかましかった 時であった が、 井 伊 大老の 如き は 「古 來德 

川 氏の 治世に 無比の 太平 を 得た の は 全く 將軍 家の 成 德の然 らしむ る 所で 必す しも 將軍其 人 

の 賢愚 如何に 因る もので はない。 夫れ 故に 正しき 近親 を 措いて 英明 を 他に 選ぶ の は 外國の 

弊 俗であって 決して 日本の 取るべき もので はない。 我が 國に 於て は 血脈 近き 人 を 立つ るの 

が 天下の 人心 を繁ぐ 最上の 方法で ある」 と 云 ふ 意見 を 抱いて ゐた。 之を兑 て も 其の 當 時が 

血統 萬 能の 世の中であった ことが 推知せられ るか ら、 小 楠の 詩 を 以て 之 を 排撃した もの だと 

見る の は當然 である。 小 楠と も あらう ものが 日本の 國體が 學問ゃ 論理の 上に 超越して ゐて 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  三 五 五 


第 八 章 上 1: 遊歴 後め 数年  三 五六 


臣子 の擬議 すべ きもので ない こ 

東 野-は 此- の」. 一首に 對し， て は 上 記 

三 六 二 頁) 尊皇 精神に 燃 ゆる 柬野 

ない こと を 裏書して ゐ ると 見て 

る 積り で 此の 詩 を 作ったならば 

叉 上記の 如き 譜評を 加 ふること 

共の 二 

堯 帝 は 天道 を 法则と し、 四 時 其 

とい ふ 嵌 帝が 立ち、 天地の 道に 

との に は I に 相 通す る脈路 

まで も 及んだ と はさて 政 

衰 へて 賢明の 君が あっても 政 

では 一 旦は 盛な りと も 共の 夕 

の 遣 方 を 改めない 限り は、 前 車 

に 則つ た 堯舜ニ 常の 道. を 無視 


と 位 を 知らぬ 害 はない 

の 如く、 十 首 全. 體に 就. S: 

にして これ ある は 小 楠 

も 差 支 あるまい。 もし 

小 楠を師 とし 友と せる 

は あるまい から。 

の 季節に 應 じて 農耕す 

順應 する 政 をして 總べ 

があって 少しも 相 離反 

治の 仕掛の 廣大 なりし 

治 の 方術が 私心 を雜 へ 

に は 忽ち 衰 へて 仕舞 ふ- 

も 後車 も 覆 轍に 乘 込む 

して 度 外に^い て はと 


から 猶 更： 

て は. 下， 記 一 

が 此の # 一 

元 田が そ 


さう 思 はれる。 なほ 

の 如く 批評して ゐる) 

を以 て. 皇室 を 云爲し 

て， 萬 世 一 系の 皇室に 

れを 知らぬ 譯 はなく- 


べく  人お 

て の 法度 

する 所 力 

に 驚かれ 

る。 私心 

. 前車の 

こと. isff- に 


に 職 葉 

を齊 へ 

無 く、 北ハ 

る。 然 

を 以て 

複 る は 


叉 元 田 

たので 

當 嵌 め 

隨 つて 


て も 人 は 治ま 


を 授 け、 堯 の 後 

た。 故に 自然 

の 治 化は蠻 

るに 後世 は 其 

萬 民に 君臨す 

後車の 戒 とい 

違 はない。 あ 

ら ない 0 


に は舜 

の 末々 

の 道が 

る ^ う， 


>  、ゝゝ .1 1、 

力 其 


天道 


(元 W の， 評) 鳴 呼人の 本 は 天な り、 天に 則ら ざれば 安ん ぞ 能く 人 を 治めん、 天に 則る は现を 明らかにする 


に 在り、 理を 明らかにする は舉を ti する に 在り、 擧已に講ぜすして理！^らかならざれば大に则ること能は 

すして 天人 乖逮 す、 悲しむ 可き 哉。 ，， 

共の 三  . 

舜 帝の 八つの 政. の 中には 工業と いふが 認められて ゐる。 ェ梁は 財産 や 利益の 生み出され 

る 本で 其の 財 利は齊 しく 人情の 趨る所 だ。 能く 總 ベて のェ 梁に 調和 あらしめ て需 と 供 

給との に統 一 を 取れば 凡ゆる 貨物 は 國內に 融通して 萬お 其の 利を享 ける。 然るに 後 I 

の 人君 は 堯舜^ 遣 方 を 手本と しないた め 世の中が い つも 、逼塞し、 小人 は 鬼 角 下 を 虑げて 上 

を 利す る 政治 を 起さう と し、 富 豪の 徒 は 財力に 任せて 不正な 惡事を 働かう とし、 い つ の^に 

も 禍亂の 原因 はすべ て 財產ゃ 用度の 缺乏 から 起る もの である。 聞く 所に 依れば 西洋の 夷 

國の治 術 は 工業 を 與 して 能く 共の 國を 富 ま せ、 隨 つて 租稅 を簿 くして 農家 を 苦しめる こと 

がない とい ふが これ は 誠に 吾々 の擧 ぶべき ことで は あるまい か。 

(元 田の 評) 百ェ 治めす して 小人 富豪の 掠む る 所と なる、 是 後世 識^ 無き の？ If; 子 政 を 執る 所以な り、 嘆す 

るに 勝 ふ 可 けんや。. .....  , ... 

. . 共の 叫 

薪： r^. 臣 と . の 身分. は 遠 ひ 尊 率. の ^刖は ある. けれど も、 共 の 情說， に 於て は 則ち 朋友の. 如ぐ 相 信 

じて 相 疑 はす に、 事 がま だ 表れない 前に 互に を勸め 惡 を懲 して 切碟 する を现想 とする ひ 
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第 八 章 上國 遊歴 後の 数年  三 五八 

盛なる あの 堯舜の 時代に 於て は 流石に 此の 理想の 如く 君臣の 間に は 政道の 會議も 親密に 

行 はる i ので 吁狒 の聲が 朝廷の 內に 一 杯に 充ち滿 ち、 共 の 結 粟 政治 敎化は 旭日 E 升 一大 の 勢で 

盛に なった。 

(元 田の 評) 耳に 逆ら ひ& に^り 君の 過 を 露して 臣の忠 を 表す、 是豈 天理の 順な らん や。 

其 の 五 

周 代に 太公望が ゐた。 八十 餘の 老齢に 達する まで も 志 を 得す 渭 水の 濱で釣 を 垂れて 生活 

して ゐた。 其の 八ト 年間 天下に は 幾度 も治亂 があった が 彼は签 吹く 風と 見向き もやら す 

頑として 知らざる もの \ 様子であった。 そこで 鄕 里の 人々 は 太 公の a 濶な こと を 笑 ひ 隣 

家の 老人 は 其の 贫乏を 見て 不憫に 思った。 處 がーた び 周の 文 王と いふ 聖 主が 與 つて 彼の 

人物 を 知って 之 を 用 ふること になった 後に は、 君 臣の 間が 水と 魚との やうな 親し さ で、 彼 は 

遂に 周 王の 軍師と して 武勇 を 振る つて 暴君 殷の紂 王 を 伐 ち、 忽 ちに して： 大 下の 亂を 平定し 

て 周の 王窒八 百年の 基 を il いた 目醒 しき 功業 が、 迂 を 笑 はれ 貧 を 偶 まれた 老臣の 手に 牧め 

られ たので ある。 傑物の 凡俗に 識られ ぬ は 古今 一 轍。 

(元 H の 評) 子 操の 抱負 は隱 然として 言外に 在り、 世 誰か 之 を 知る 者 有らん。 

孟 柯 氏獨 夫の 紂を誅 すと 曰 ふ は 特に 愚 夫 •  を喩 せる のみ。 

其 の 六 


西洋に は 彼等が 自稱 せる 正教が ある。 其の 敎の本 づく所 は }K 帝で あ り、 共 の敎 では 戒 む |§ 

と 律 IfKiS や" と を 立て -人を 導き ビれを 以て 善 を勸め 惡戾を 懲らす こと.. し、 上 

下 贵賤を 問 はす 此の 敎を 信奉し 叉 此の 敎を 本と して 法律制度 を 立て i ゐ るか ら、 政 治と 敎 

育と が 一 致して 離る. - ことな く、 こ の爲に 人々 は 能く 奮勵 して ゐる とい ふこと である。 然 

るに 我が 届に は 神 .儒. 佛 の 三教が ある けれど も、 人 心 は 少しも 統一され てゐ ない。 そのため 

に 政道と 教法との 間に 聯絡な く 治敎の 上に は牧 拾すべからざる 弊が 露出して ゐる。 さて 

今後 洋 夷が 代る/^ 我が 國 に接觸 する. こと なれば 必す 利益 を 以て 誘 ふに 相違ない。 

かくな つた 曉、 人 心が 異敎に 惑 は されても 之 を 禁じ 難き は 勢の 自然で 致 方 も あるまい。 こ 

れ擧竞 我國に は敎を 以て 人心 を 結んで 居らぬ からだ。 あ X 政敎 不二の 堯舜の 道 は 旭の 晴 

れ 渡った やうに 明白であって も、 之 を 捨て X 用 ふること を 知らねば 國民は 甘んじて 西 竿 人 

の奴隸 となって 仕舞 はう。 昔 齊の魯 仲 連が 義を唱 へて 天下 を遊說 中、 趙が暴 泰の猛 成 を 恐 

れて 之に 屈服しょう とした 時、 「趙 若し 秦を 盟主と せば 我 は 東海 を 踏んで 斃 れんの み」 と 

豪 語して 決然 立 去った ことがある が、 吾 人 も 其の 曉には 我が 國ー 人の 魯連 となりた いもの 

だ。 

(元 W の 評) 吾が 道 明白 此の 如くに して 用 ふること を 知らす、 是沼山 子 之 慨歎して 魯連を 思 ふ 所以。 豈余 

を 欺かん や。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  三 五 九 


第 八 章 上！： 遊歴 後の 数年  三 六 〇 

此の 詩 を 以て 小 楠が 耶蘇 敎を 信じ 之を國 內に弘 めんと する の だと 早合點 する 者が あった 

が、 能 く 之 を 見る と 小 楠に 耶蘇 敎を 採用し ようとの 意 はない 許りでなく 該 敎の弘 まるの を大 

いに 恐れて ゐ るので ある。 それ を 以上の 如く 反 對に考 へた もの は 原詩の 「せ 爲ー西 洋 隸匚 は 

上の 「人心 溺， ー異敎 一」 を 承け たものと 了解し 得なかった 結 架で、 小 楠の 主 ぼ は 「嗟 乎 唐 虞 道」、 

「 拾， 之 不：， 知レ用 」 を 痛 歎す るに あるので ある。 

. . :H ハの七 

舜帝は 天下 を 巡行して それで 天下 萬 民の 下情に 通じた。 湯 王 は 四方 不逞の 徒 を 征伐して 

それで 天下の 兵亂を 息め た。 斯様に 古の 帝王 は 共の 身 常に 風雨 を 犯 し、 山 川 を践涉 して 天 

下 を 巡行した。 人君た る もの は 此等を 軌範と して こそ 人君た る 南面の 幸榮 をも受 くべき 

であれ。 然るに 多くの 人君 は 徒に 宮中 雲 深き 處に 自重して 獨 よがりに 天下 太平 を氣 取つ 

て 居らる i はいか i -。 嗚呼 天下 太平 を氣 取らる \ 人君 よ、； 大 下の 禍亂 は何處 から 起る か を 

御存じの 上です か。 

+  (元^の 評) 古より 創 紫の 君 守成の 慮 無き 者 は 以て 成功し 難し。 守成の 君 創業の 志 無き 者 は 成る を 持す る 

能 はす。 他 無し 治 亂の道 は 一なる のみ。 

上記 七 首の 中 「周に 師尙父 ありて 八十まで 水濱に 釣す」， の 一 首 を 除け ば、 他 は 殆ど 皆 人君 

の 1K, 職 は 何で あるか を說 き、 人君た る 者の 堯舜 三代の 治 道 經綸に 傚 ふべき を 述べた もので 流 


石に 其の 識見の 雄大なる を覺 えしめ る が、 此 等の 句. S 'に 「天に 代り」 とか 「天に 則り」 とか 

天 命. 天 现. 天 人 な ど 天の 字が 頗る 多い ことに 氣 付く であら う。 舉は 飽く迄も 源 頭に 溯 る ベ し 

と唱 へた 小 楠 は 己 自ら 共の 言 の 如く 欺 舉の流 を 溯り 盡 くして 天に 達した ので あつ て、 彼 は 堯 

舜の心 を 以て 天に 對 し、 堯 舜の心 を 以て 天 を！！ と し、 堯 舜の心 を 以て 天 に 事 へんと して ゐるこ 

とが 分る ではない か。 猶 此の 七 首 は 上記の 如く 小 楠の 選んだ ものである が、 彼 が 刪り 又は 拾 

てた 三 首 も旣 に 元 田の 觀て 批評 を 下して ゐる のみなら す 人口に も臉 炙しても ゐ るから 原詩 

のま i, 左に 揭げて S, かう、 小 楠の 意に 反する かもしれ ぬが。 

曾 按，, 萬 國圖？ 皇國 得，！ 中和？ 四時 之 所， {.f 百 物 蔑，， 以加？ 富. Hrnl 四海？ 萬 姓 困窮 "陷。 不， 治， 1 百 

ェ政？ 是以征 fe: 多。 物 權屬， 豪商？ 百貨 集，， 其 誰 明，， 先王 道？ 解，， 此 倒懸 苛？ 

(元 田の 評) 前半 六 首 專ら古 を 論じ、 後半 首 專ら今 を 論す 故に 其の 言 愈.、 切なり。 慨歎。 

(註) 前記 小 楠の 選んだ 七 首 は 『小 楠 堂 詩文 集』 に は 此の 一 、 三、 四、 二、 六、 八、 五の 順序に 記して あって、 此の 詩 は 

七に なって ゐ るから 後半 四 首の 一となる。 

曾 讀，， 七月 詩？ 深 知， 主 tif 基？ 非 &國何 立。 愛， 之 饒，， 食 衣？ 所, 以十征 二。 尙恐， 失，； 共 時？  s 時 投，， 

民事？ 養， 老慈， 幼兒 S 見 ja, 彼 南」 威？ 田峻 害^々。 如何 舍，， 此道？ 剝， 民 供， 共 私？ 租稅 十征， 五。 

加， 之 以，， 縛笞？ 蕩.^ 天下 是。 如， 坐，， 累 卵危？ 嗚乎七 ！：！： 詩。 讀， 之雙 淚垂。 

(元 田の 評) 亦 慨歎。 

横 井 小 楠 上. 卷 傳記篇  三 六 一 


第 八 章 上！： 遊歴 後 S 数年  三 六 二 

攘. 夷 在 Jss。 養， 武在， 治 fer 國治我 武揚。 外 夷 何 來逼。 所 F 以 三代 11。 勵， 治安， 1 兆 億？  S 

其師？ 所， 向 無， 不， 克。 嗟 乎夫洋 夷。 凶焰何 以媳。 ，我 四方 門？ 以通， 矢 下 塞？ 明，； 我國 論是？ 

以正 X 心 失 4 弊政 云 以改。 蒼生 足， 1 衣食？ 民 富士氣 振。 百 夷 可 二 叱？ 以， 1 此治 安道？ 誰 解， 1ー4< 

下 惑？ 

(元 S の 評) 1K 下 治安 之 道 は 唯 此の 四 句に 在る のみ、 何等の 警 策ぞ、 何等の 識 眼ぞ。 

(註) 「開 我 四方 門」 より 「以正 人心 失」 まで 圈點が 打つ て あるから 元 口の 四 句と はこれ であらう。 猶 『小 楠 堂 詩艸』 中 

に 小 楠が 「删」 と 自記した 此の 詩に は 第 十四 句の 「正」 は 「新」、 第 十七 句の 「民 富」 は 「食 足」 となって ゐ る。 

上記 十 首の 終に 元 田の 加へ たる 批 評 (漢 文) は 左の通り である。 

沼 山 子 甞て感 懷の詩 十 首 を 著し、 其の 王 覇の辨 を 論じ 學 術の 源 を 言 ふ、 警發 して 餘す こと 無し。 今 又 此の 篇 

を觀 るに、 其の 識見の 正大 • 經綸の 宏遠 啻に 前篇の 比の みならす 資に是 古今 を 陶冶し 天地 を經緯 する の 文、 

1K 下 治安の 道 蓋し 十 詩 中に 出 づる能 はざる なり。 方今 一大 下の 賢 豪 少しと 爲 さす、 而も 此の 識眼. 1.^ り 此の 文字 

有る 者 して 幾人か^る。 是予の 沼 山 子に 於け る 旣に之 を 敬し、 叉 此の 篇に 於て ー誦 三嘆して 手舍 つる 能 は 

ざる 所以. なり。 

茶 陽 山 樵妄批 

詩文の 批評に 御世 辭の 多い は 千古 一 鞭。 但し 元 田の 小 楠に 於け る關係 はさる 御世 辭を容 

さぬ ものが あるか ら、 其 と は 年 を 同じう して 語る 可から すだ。 なほ 『小 楠 堂 詩艸』 を 兌る と 


上記 「沼 山 閑居 雜詩」 の 次に、 

後 沼 山 閑居 雜詩 

余 前 作，， 沼 山 閑居 雜詩十 首； 或 云 僅々 十 首奚能 窮古 今 之 事； 乃 叉 作， i 十 首, 補， 不， 足。 題 曰， 後 沼 山 

閑居 雜詩^ 

と 記しな が ら、 そ れを 塗抹して 詩 も 書いて ない。 恐らく は 詩 は出來 なかった ので あらう が、 若 

しそれ が 有ったら 小 楠の 思想が 一 層よ く 分る と 同時に 右 「人君 何 天職 …… 」 の  一 ^：！に於け 

る 小 楠の 眞意も 自ら 明らかにされ て、 或 一 部の 人達から 誤解 も 免れ 得た かもしれ ぬと 思 ふと、 

その 流産に 終った の は 如何にも 遣憾 である。 
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第 九 章 福 井 藩よりの 招聘 

一 發端 村 E 氏, の 特派 

小 S 害翰卷 軸 著者 は 一 雨 年 前 村 田氏壽 (已 三郎) の 曾孫た る 同英豫 を訪ひ 其の 所藏に 係る 小 楠關係 文辔を 

跋文.^ 閱覽 した が， 共 の 中に 小 楠の 書簡 一通 を 横卷に 仕立てた のがあった。 それ は 安政 三ハ半 七月 十 

五 曰 付に て 氏 壽が小 摘に 寄せた 書翰に 對 して 同年 十二月 二十 一 曰 に 認めた 長文 の 返書 2 稿 

篇 「書簡」 六 二) であるが、 其の 內容は 西洋の 政敎 一 致せる 狀態等 を 詳述して、 外 船來航 以後の 

我が 國の 情勢に 對 して は 堯舜 孔子の 大道 を講 明す る を 第 一 義 とする 所以 を 論じた もの だ。 

此の 卷 尾に 氏壽の 自記 践 文が あ る、 遣 稿篇 にも 載せて あるが 更に 左に 揭げ よう。 

此書は 小 楠 横 井先 生 安政 三ハ牛 展の士 一月 氏壽に 贈られし 所な り。 兹時 ム勵精 圆レ治 興 n 舉校， 修- 一海 倫， 切 

に 邊警を 憂 ひ Isi!^ ら國 事に 盡 力せられ しかば、 達識 俊豪の 人 を 求め 共に 謀らん とせら る \ に 急な りき。 公 は 前 

に 先生 を欣 慕し 玉 ひしが、 此書を 一 讀 せらる i や 之れ 余が 大に 望む 所な りと 遂に 翌叫ハ 牛 三月 氏壽に 命じ 先生 

を 招聘 せらる \ に 及ばれたり。 されば 此書は 偶然に も 公と 先生が 尋常なら ぬ 知遇の 媒介 者と 爲り、 先生の 名 

撗井小 楠上卷 傳記篇  三 六 五 


卷嶽 顧問 を 物 

色す 
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第九章 福 井一 潘 よりの 招聘  三 六 ナ 

望 も 一 看 盛大に 至りたり し 

明治 二十 年 一月 二十日  村 田 氏 壽 記 

松 平 舂嶽は 近年 米國を 始め 外 船 頻りに 渡来し、 隨 つて 國內の 

人心 询々 と して 容易なら ぬ 時勢と なれる を 深憂し、 一 方 に は 屡.、 

幕府に 建白す る 所有り、 一 方に は 領內の 兵備 海防と 一 藩の 文武 

振興と に 心を碎 いて ゐる が、 何 と 云っても 大きな m: 的な ので 之 

を 達成す るに は俱に 謀る ベ き 人材 を 必要と し、 適 者 を廣く 天下 

に 求めつ， - あった こと は 此の 跋文の 通り だ。 處が小 楠の 擧識 

及び 爲人は 旣に嘉 永 三年に 三 寺 三 作に よりて 福 井 藩の 君 S に 

多少 紹介 さ れ、 其 の翌四 年に は 小 楠 自ら 福 井に 遊び 二十 數 日の 

滞在中 同地 知名の 人達と 深く 交驩した ので 彼の 眞價は 同 藩士 

一 般に 認識せられ たので、 春嶽は 未だ 直接に 小 楠に 面會 せざる 

も 彼に つきて は 夙に 稳聞 する 所あった。 また 一方 小 楠に 於て 

も 福 井 藩に 對 して は 多大の 憧憬と 深 茶の 好感と を 持って ゐた 

ので、 兩 者の 間に は靈犀 一 點相 通す る 物が あって 機會さ へ あらば 相 寄り 相 合 はんとす る 矢先 

だから 村 W に 寄せた る 小 楠の 此の 書翰 は 共の 媒介と なった ので ある。 


力 +  二 ザ-、〃 lr.*-i^ お 
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ケ. i  I If.- 11. 、 
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一一. -S 
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村 田の 略 歷は遣 稿 篇三四 一 頁) に 載せて あるが、 安政 四 年に は擧問 所の 訓導 を 勤め 藩主 文事 

の 相手をして ゐた彼 は、 右 書面 往復の 緣故も ある ので 小 楠 招聘に 關 する 卷嶽の 內意を 直接に 

^ 九州 M^^J 小 楠に 傅へ 其の 內意を 確め るの を 主と し. 京. 阪ニ府 及び 諸 藩の 調 茶 を 兼ねて 中國 並に 九州 筋 

さる  に 差遣され た。 それにつ きて 村 田 は 生前 丹念に 認めて ゐた 『氏 壽履歷 書』 の 中に 左の 如く 

記して ゐ る。 

一 安政 四 年三バ 七日 思 召 を 以中 國並 九州 筋え 差遣き 被，， 仰 附【 且又 御用 之 次第 は 御 直に 被，， 仰 付 【 左 

之 通。  . 

其方 承知 之 通 一 昨年 明 道 館 創建 致し 文武 一 致 政 敎不岐 の 趣意に 有レ 之、 然る 處 家中 子弟 楚 敎育審 I- の處敎 

宫其 人に 乏しく、 加 之 近年 外國の 一件 不， 一容 H 勿， 御 時 體に押 移、 殊に 御 家 は 公 邊に對 し 別格の 家柄に もお レ 

之 候 得ば 此方 も 乍 レ不レ 及 黄門樣 II 籠 I 御 遣 志 を繼ぎ 公邊の 御爲に 致， ー盡 力-候 覺悟 にて 日夜 致 二心 配-候へ ど 

も、 何れも 重大の 事件に 有レ 之に 就て は 相談の 人物に 事 を 綱 候て は 趣意 覺悟も 成就 赏徹 無， ー覺朿 一義と 深； 焚 

慮 致 居候 所、 肥 後 横 井 平四郞 其方 兼て 心安く 致 候 由、 其 人となりの 事 は 此方に も每々 聞 及 致-承知" 居候 所、 

. 先日 同人より 共 方え の來書 家老より 差 出 候に 付 篤と 致， 一 披見， 候。 其 見識 擧カは 是迄聞 及た るよりも 感心 致 

すべき 事に 覺ふ。 ケ 様の 人物 を 相談 人に 賴み 候て こそ 初めて 念願 も 成就 致すべく 依 レ之平 四郞此 表へ 參,. 犬 

候 様 致 度、 此使 其方え 中 付 候 間 早速 罷越 可レ致 n 心配 ，^^。 

： 今般 熊 本え の 御 使命 を 蒙り 候に 付、 道筋 京 坂 を 初 各藩え も 立 寄 風土 人物 政事 擧校等 概略 取調 參り度 匕 U 相 
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第 九 章 福 井 藩よりの 招聘 

願 候 所、 願の 趣 御 聞 屈 相 成、 同行 安陪 又 三 郞被ニ 仰 付 I 

. ^柄 を 賜 ふ。 
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を 雨 に し て。 

島. 岩 國. 小 倉. 久 留 米. 柳 河 と 

桶の 門 生 池 邊藤左 衞門を 

赍岐 と池邊 との 間に 豫て 

藩に も 通じて ゐ たからで 

かに 天下 を 以て 自ら 任じ 

に參 せしめよ うとの 意志 

たが、 安政 二 年 十月の 江戸 

る 方な く 萬 事休矣 の 嘆 を 

以て 同志. 者の. 誠 意 を 天下 

書 を 當時在 府の池 邊 藤 左 


/ 

あ 

、 、/- 

力 


舂嶽は 島 津齊彬 

冊 と を 手づ から 


こ 


次 各地に 立 寄り 

うて 今回の 用命 

楠 を 福 井 藩に 聘 

らう。 稍 横道に 

ゐた立 花に はか 

あ り、 又 自分 も 鬼 

震に 藤田壓 死し 

らした が、 更に 斯 

通す る の 道 を 開 

門に 寄せて 水戶 


IE 田 (藤 戶 £) の 震 死 を 悲しむ と 同時に 之 をカ說 した。 左 は 共の 書中の 一節 だ。 

是は扭 置先づ 小生 愚計 は 水 府兩人 を 失 ひ 候て は 如何な り 共 致し 横 井 を 水府に 可レ出 事に 御 趣 候。 此處 能々 御 

I の 意 あり 力 を 被レ盡 度、 f 心 之 一 身 天下 之爲 死ても 恨無レ 之、 今度 大變 にて 十 萬 余人 之 苦 死中に 兩 W も 同様、 共 半に 我 

々は存 へて 天助に 感じ 且十萬 余人 死者の 爲に 天下 を 一 變す るの 誠意 天下 を 動かし 泉下 wffl の 眉 を 開か すん ば 

あるべ からす、 御 力 を 被レ盡 度、 尤横井 を 水府に 進る の 策 容易に 參る問 敷、 先度 越 前 鈴 木主稅 への 御狀 中^ 

井 同藩に 御 進め 重々 御 同意に 御瘦 候。 同藩に 出 候ても 忽ち 天下 之 應援と 相 成 可 レ屮、 いづれ 兩 藩之內 に资キ 

を 出し 置き 天下に 通す るの 道 を 開 候事當 時之大 急務 何事 か 是に過 可レ巾 哉、 此事 出來候 は,. 以前よりも,：,^ く 

. 運び； 大下之 大計 成り 可レ巾 候。 此事出 來不レ 中 迄 は 依然た る 今日 之 面目； 大地 百 神に 對 して 何分 面目無 レ之、 Y 

志 者 之 恥辱 實に此 上 無，, 御座， 候。 返す-^ も 御 勘考 可レ 被， 成 候。 

右の 次第で 池 邊は旣 に 喪 を 福 井の 鈴 木 主稅に 寄せて 小 楠 を 共の 藩に 薦めて ゐ たと 兑 える。 

立 花 は 池邊に 右の 如く 巾し 送り、 自分 は 翌年 二月 態々 沼 山 津に小 楠を訪 うて 頻りに 出廬 を您 

慂 した。 然るに 當時小 楠 は 立 花の 所 說に對 して 容，^ に 決し かねて ゐ たこと は同バ 十三 日付 

にて 立 花に 寄せた 書狀 (遗 稿篇 「書簡」 六 三) 中の 左の 一 節に て 想像 さしる。 

拙 藩 否 塞之甚 しき は 御 案內之 通りに て、 自然 越 藩より 招に £ 、り 候へば いか 様 成る 禍 起り 候 も 難レ計 事； g 之き ゆ 

深く 御考へ 被， 一成 下， 度 奉レ存 候。 幕府より 天下 之士を 被， 召 候 事に 候へば 無，， 異議， 事に 候へ 共、 越 藩より と 巾 

て は 極て 六 ケ敷相 成 計られ ざるの 禍を 引き起し、 其 事 も 又 行れ 不レ申 筋に 成り 行可レ 申、 吳々 御 勘考 之 程 奉， 

横 井 小 楠上卷 傅記篇  三，、 P 
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七 〇 


村 田 • 池邊倶 

に 熊 本に 


小 楠應聘 の 意 

を 偏らす 


希 候。 

立 花 及び 池 邊は已 に 右の 如く 小 楠 を 越 藩に 推薦 せんとす る計畫 があった の で、 池 邊は村 田 

の 問 に よ り て 其 の 熊 本 行 の 用 命 を 聞 く や 吾 が 意 を 得 た り と 雀 躍 し て 喜 び、 其 の 實現を 助く 

ベく 相 俱に熊 本に 乘 込んだ ので ある ^ 村 田 は先づ 長岡監 物を訪 うて 今回の 使命の 達せら る 

る 様 助力 を 乞うて 見る と、 意 外に も 小 楠と は旣に 不和の 間柄との 事に 大いに 失望した が、 招 聘 

の 交涉段 取と なった 曉に 取るべき 手繽 など 協議す る 所 あ り、 そ れ より 沼 山 津に小 楠を訪 うて 

春 嶽の內 意を傳 へて 後、 數曰 滞在して 小 楠の 講篛 を聽 いたり、 本 藩 諸般の 事柄 を 調査したり、 種 

々の 人物と 會 見したり した。 村 田 は 柳 河 及び 熊 本滯在 間の ことにつ き 上記 『氏 壽履歷 書』 

に 左の 如く 記し て ゐる。 

一 此 事件に 付 平四郞 高弟 柳 河 藩士 池 邊藤左 衞門を 訪ひ相 謀る。 池 邊氏大 に 歡び以 謂ら く 吾 道の 興起す る 何 

を 以て か 是に加 へんと、 相 與に熊 本に 至り、 同藩の 元老 長 岡監物 gtSI3 醫 麟籠 5151 に 逢、 今般 平 四 

郞儀藩 公より 御賴 みなされ 度^ 趣 を述且 無， 1 支障， 相 運 候 様 其 周旋 あらん 事 を 乞 ふ、 監物 承諾。 而 して 藩主 肥 

後 公え 吾 藩侯より 表 向 御 賴に相 成べき 手繽 等を詳 議し畢 り、 夫より 平 四 郞沼山 津の居 を訪、 嘉永壬 子 以来の 

面會 を歡、 且 時勢の 大ー變 を 嘆 じ、 當世を 救 ふ 經綸の 講習に 及ぶ もの 數日、 此時 門人 知己の 遠近より 相 集合 

する もの 數十 人に して 甚盛會 なり。 相 共に 底蕴を 叩き 益 を 得る 事あって 遂に 分袂す。 

そして 泰嶽の 內意を 小 楠に 傳へ たるに 對 して は 同 『履歷 書』 に 「横 井 平 四 郞面會 命を俾 


ふ， 平四郎 無，， 異議 一 御請 巾 上」 と 書いて ゐる。 小 械は上 國遊歷 より 歸國 して 已に 五ハ 牛を經 過し 

た。 居 を 沼 山津に 移し 其の 玄關に 孔明三 顧の 圖の額 を揭げ てからで ももう ニキに 及んだ。 

臥龍 も 少しば かり 痺を 切らして ゐた ところに 右の 如く 春嶽 からの 內 意が 傅 へられた。 鍵に 

立 花からの 從 亡 想に 對 して は 上記の 如くに 躊躇して ゐた が、 そ れは肥 後 藩に 對 しての 心配から 

であって 福 井 藩 を 好まぬ 譯 ではなかった。 云 ふ 迄 もな く 同藩 は 別格の 家 柄、 春 嶽は 常時の 列 

藩主 中 にても 屈指の 英 物で、 假令小 楠の 所謂 第一 等で は 無い にしても 大した 不足 はない 笞だ、 

それに 數年來 最も 因緣の 深い 上に 今回 は 玄德三 顧に は 及ばぬ にしても 遙々 と 重臣 村 を 遣 

はし 懇ろに 和歌な ど 寄せ 禮を 厚う して の 招聘で あ る、 そ れに對 し 小 楠の 心の 動いた のに は 無 

理 はない。 然るに 村 田の 記せる 「平 四郞 無， ー異 議ー御 請 申 上」 に は 老母の 雄々 しき 決 心. 池 邊 等 

の 切なる <M 慂 も だ が、 そ の 外にな ほ 見逃して ならぬ. II： 力なる 原因が あ る、 そ れ は 此 の 招 ii^: に 應 

小 楠の 出廬 を ぜんこと を 切望した 吉 田涕藏 から 小 楠に 寄せた 三月 九日 付の 書面 だ。 これに は 先づ迎 i:^ の 

乞/ る ヒロ 日ぶ 

篁の 蒈面 慶び を 述べた 後に 左の 如く 記して ある。 

借 は久々 御 無音に 付 昨年 寸楮御 安否 相 伺候 處 今度 縷々 御 細 答 被, 成 下， 大安 心 仕 候 事に 御」 M 候。 然る 慮 今度 村 

田 巳 三郞御 地え 指 出 候 事に 付 野 拙より 一 應事狀 拜啓仕 候。 猶 委細 之 儀は當 人より 御 聞 取 可， 被, 下 候。 共 子細 

は 今般 弊 藩 建學之 儀に 付 寡 君 を 初 諸 有司 擧中 一 銃 何分に も贊 丈え 御 枉駕相 願 度 一 條に 御座 候。 右 之 運に 相 成 

候に 付、 兼て 御 承知 之 事ながら 猶又弊 藩 是迄之 事肷逐 一 不二 屮上， 候て は、 迚も 御 許容 もお レ之問 敷に 付 IHiv 
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巾 上 候 事に 御」 M 候。 扨 御^之 通り 弊 藩 從來大 困窮 之處、 寡 君 至て 幼年に て 家督お レ之 夫より 今日 迄寶に 精 を 

勵て治 を 求ら れ 候へ 北 ハ、 兎角 舊 弊に 相 泥み 出口 之 評難レ 立、 尤 天下に 連 候 事に て 兼々 御 咄巾合 候 通り 追々 大 

下 之 形勢 一 變 昔の 歌 は 歌われぬ 時節と 相 成、 諸 藩 一 様 之 因循 航ゃ藩 も 日に パに 士諷相 弛み、 前條之 如く 事々 

心 カを盡 候ても 下地 之 困窮 之 上天 下に つれて 角 相 成 候 上 は 鬼 角 國是定 り 兼、 夫より 近 來興學 之 建議に 相 成、 

兩三华 追々 引 立方に 付 心配お レ之 候虚、 昨年に 至り 初て 形勢 一 新 宿弊 も 大に變 革 人心 も 粗 一 和 相 成、 當時は 寡 

君 は 巾に 不レ及 家老 番頭 を 初 諸^ 司 一 統 小吏 迄 も 其 組々 日々 會讀 討論 言 路大に 11 け、 政 署も先 公論 正義に 基 

き 犬に 前途 相 見 候 様に 被レ存 候。 尤ケ 様に 相 成 候 迄に は 從來往 つ 1:^、 りつ 色々 六 ケ敷處 も 1^ レ之 候へ 共 漸右之 運 

迄に 相 成 巾 候。 尤今迎 も 外様に お ゐては 中々 喧 敷巾虚 もお レ之 候へ 共、 根元 さへ 相 立 候へば 追々 條现も 可 n 相 

立， 義と 奉レ存 候。 乍 レ爾是 は區々 弊 藩 切 之 事、 當時 天下 之 形勢に お ゐては 前途 茫々、 唯 信 を 天下 之 諸賢に 失 

わす 能萬國 之事狀 形勢 を 大観し 時 を 待より 外無レ 之、 然る 處今此 小 藩へ 天下 之 大賢 を 烦んと 欲する 事赏 に事狀 

を 解ざる 様に も 相當り 候へ 共 是には 又々 大に 子細も^ レ之、 恥 を 言ねば 现が 聞へ ぬ 諺に て 右 建學に 付ても 別 

に 天下 之 賢才 を 招 候 事 にても 無レ 之、 先 有 合 ものに て 當節は 敎授は 七十^ 餘 にて 其、 上 多病、 其 余 も 或は 老人 或 

は 病身、 兼々 何事に 付て.？ 一  統賢丈 を烦す 公論に 相歸 し、 先年 弊 藩へ は 御 來實も 有 レ之衆 §H 之 期す る 所、 夫 も 

全く 始終と 巾に 無レ 之、 責て 三五ギ なり 共 御 借 受申度 事に て 第 一 賢 丈 思 召 を不レ 伺候て は 工夫 も難レ 致と 巾 衆 

評に て、 巳 三 郞俊は 兼々 御 承知 之 事故 極 內指出 候 事に 御」 M 候。 何卒 無 レ據^ 君 を 初 諸 有志 之 懇志を 御 許容に も 

相 成 候 はぐ 弊 藩 之 幸慶無 n 此上 i 別て 野 拙 之 大慶 不レ 過レ之 候。 尤 尊 藩 御 事 狀は能 熟 候 事 近来 別て 御 六ケ敷 


様に も s  、且 先年と 寶今は s 勤、 共 上 8 へ 御 出 は 御六ケ si ズケ敷 I も. §ss も， - 

之 製、 賢 丈に も 只今 天下に 押出し I 時に 事 之 出来る 時節に も 無レ之 候へば 萬々 今度 之 t は六ケ i ま 

致- i 候へ 共、 何 ぞ製之 御 S を 以誠 I, 讓君之 簾 御 gl, 之 時 は 只 々弊 i 已 ならす 又 天下 

事 も 不レ少 何分に も 御 許容 を 相 願 磨に 御座 候。 乍レ爾 如何 致 候ても 尊 藩へ 御ず もお レ之時 ま 

U 方 1、| 様 之， 御 濃 I 只今 之 霧に 付 御 推 擧被レ 下 候 f 無 l、f 御 S も S 

！ igi! 何 零 is 出 候に は 是非 妻 之 助 を 求る より まに 之、 囊 S 

化 諸 あ 一一！！ 之 誠意 是迄 詰りながら 今！！ を は づし民 成  、(^t パ〕 

I ィレ影 ー. み丄ン マん 至極 右 カロに 付 日々 論判 致 候ても 外に 工夫 もお-: 

之 ^時 天下に 齒德 兼備と 申 は 賢 丈より 外 ま：. 之 何分 一き 卸，^  一，^  了  口」 ガ マく.、，， と  . 

i  7^1.  r.^  一  ^御所 あ 可 二 杯^ 一と 集 許 一 決 已三郞 を 指 出 事に 御座 

f  $i0i0iii0^i. 露 細 i は 已焉ぇ n ま f,, セ方 

より 逐 一 御 聞 取 可 レ被レ 下 候。 先 II 之嚣如 レ此羼 i。 以上。  J 

三月 九日 

吉 ^ 藏 

横 井 平 四郞様 

小 楠は越 前に は 多くの 知己 I てゐ るが 吉 田と 

？ S 井！  S 田， は if し？ き； う， 相 往来した こし！." 

霞 も兩ま sii 豪 ーぶ つ た。 In ら h 通 h 

の 相談で ある。 而さ H は 藩侯に 鐘し 藩 の學？ も i せる 儒 ら小 f し. a 

井パ楠 上卷 傳^：-篇  .  /. 
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聘 すれば 彼の 位置 職掌の 上に 犬なる 影響 を來 すべきで ある。 小 楠と して は 特に 此の 點には 

考慮 を 要す ベ きであった が、 其 の當 人から 小 楠の 應徵を 熱 望 し、 北 行して 吳 るれば 「弊 藩の 幸 

慶 無， ー此 上； 別 て 野生の 大慶 不， 過：， 之 」 と 記 し、 若 し 小 楠が どうしても 動 けぬならば 何人 か を 推薦 

し吳れ よとまで 依頼す るな ど 決して 義理 一 邊 の勸吿 ではない。 尙 此の 書面に 添へ て 左 の 「^ 

啓」 が あ る。 

猶々 本書 之趣吳 々 御 勘考 所， 祈に 御 庵 候。 昨年 主 稅沒後 嘸 弊 藩 は 無人 境 之 如 可- 1 思 召-奉 候 へ 共 追 々 晚進之 

者も不 レ少、 其內 不思議に 橋 本 左 內と申 者有レ 之、 則 先年 賢 丈 御 廻 國之折 柄 京都に て 御 一 面相 願 候 箸、 其 時分 

は 十七 八 歳に て 未だ 束西不 n 相 分 I 其 後 東行 致、 其 頃より 確然 之 定見 相 立、 當年廿 四 歳に 相 成 候 ものに て 主 

稅も 存生 之內 後事 を 託する は此 人と 常 々 倚 賴致候 も のにて、 今 十 年 も 相 立 候 は ぐ 如何 可， 1 相 成， 哉 誠に 末賴母 

敷 奉レ存 候。 今 若 賢 丈 之御敎 育に も 預り候 はぐ 實々 他日 之 所レ成 不レ可 n 限 量？ 野 拙に も 始終 之兑 込は此 人に 

御座 候。 且亦本 多 修理と 巾 は 先年 四 郞右衞 門と 巾 候 人に て 此人も 近 來大に 工夫 長 進 致 候 間、 今 賢 丈 一 御 配慮 

被 n 成 下， 候 は ^ 決て 事 は 出来 候 勢に 相 成 候 間 何分 ど ふと か 一 御 工夫 を所レ 祈に 御座 候。 以上。 

三 月 九日  吉田 

横 井 様- 

追て 昨年より 一 新 之 形に 相 成 候 事 は 別事に 非す、 近 來蘭舉 之 名目 相 立 一つ は漢ー つ は 蘭と 人心 1 一端に 相 

成 候お！！ より 鬼 角 事に 抵鈍 先行 不レ致 候處、 昨年 今日 必 W 之へば 務 を正舉 中に 寓し先 蘭 之 名目 を 去 候より 一 統 


人心 向 ふ 所定り 一 和 致 候 事に て、 何分 是 より 外へ も 出張 勢に 相 成屮候 吳々 御 勘考 奉レ希 候。 以上。 

吉 W は 門 生で ある 關 係からで も あらう が、 嘉 永 四 年大阪 にて 小 楠に 面會 した 時分の 左內を 

「十七 八 歳に て 未だ 束 西不， 一 相 分 一」 など \隨 分 小 供 扱に して ゐる。 併し 前途有望なる 左內ゃ 

近來 大いに 工夫 長 進せ る 本 多 修理 I- 鳩即 fg^F が あるから 小楠乘 込めば 其の 抱負 も實 現し 得ら 

る ベ き を 云 ひ、 叉 藩學も 一 和の 狀態 なれば 面倒な 事態の 無き. こと を も 附記して ゐる 所な ど 小 

吉 田の 熱意 楠 招聘に つきての 吉 H の 希望 は眞劍 で、 何とかして 小 楠をク 、 ラ ねば 磴 かぬ と 云 ふ 熱意が 兑 

えて ゐる。 之 を 兑た小 楠 は 今 は 遠 慮すべき 何人 も. 遲 疑すべき 何物 も 無い ので 卷 嶽の內 意に 

3^ し 應徵の 意 を 表した と 思 ふ。 此の 聘に應 じて 福 井 入 をな した 日、 府中まで 出迎 へた 吉 田に 

對し 「先生 我等 を 能もク 、 ラ レ 候、 我 等 も 又 先生 をク 、 リ付. & 時節 可， 有， 之 」 と 云った の は、 側 

で それ を 聞いた 村 田が 在府の 左內に 評し 送った 如く 如何にも 拔 からぬ 挨拨に 相違 はない が、 

此の 吉 困の 書狀に 基づいた ので 決してた ぐ の 挨拶で はない と 思 ふ。 

(註) 右吉 田の 書狀 は、 其の 日付 を 見る と 村 田が 中 國幷に 九州 筋へ 差遣 を 命ぜられた 二 = 後に 認めた もの だが、 村 m は 三 

H 二十 八日に 福 井 を S 發 して ゐ るから 其の 出發 前に 能 (本に 仕出され たもの か、 或は 村 m が持參 したの か は 能く 分らぬ。 な 

ほ 此の 書 狀は撗 井家に 保存され てゐ たので はなく、 下書で あるか 又は 控書 であるか、 小祸 より 吉 口へ の！ 狀数 通と 俱に吉 

田家に て發 見され たのであった。 

村 田 は^ 本までの 途 中、 四 ：：：： 三 H と 同 六日と に 京都よ り、 同 卜  一 nl 大阪ょ り、 同 ニト！ n 福 山よ 
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第 九 章 福 井 藩より e 招聘 

り 橋 本 左內に 書狀を 出した が、 それ 等 を 受取った 左內は 五月 

十一 日. 付に て內 密書 を 村 田に 寄せた。 後に 記す る 如く 村 田 

は 共の 書翰 を 佐賀で 入手した が、 共 の 一節に、 

一、. 招聘の ノー 

御^意 之 一 條 如何 相 見 可レ申 哉、 此 B 、頻に 懸念 罷在 候。 

何分 我 國當今 之 勢 志 有レ餘 具不レ 足と 申 姿に 

御座 候 間、 何分 彼 人 之 一 動靜 にて 關係 不レ %r 

些事に 御座 候。 執政 邊 にも 毎々 被 二 申出 1 佳 

信 被，， 相 待， 様子に 御座 候。 吳々 御 都合 之 程 

萬々 直しく 御 周旋 可 レ被レ 下 候、 賢兄 御： t 鞍 

も 成 丈 御 引 上 被 レ下候 様 致 度 候 云 々 。  +g 

と ある。 小 楠なる 文字 は兒 えて ゐな いが 無論 

その 招聘の 事 を 云った もの だ。 此の 事 は 未だ 

越 藩 重役 以外に は秘 せら <れ て は あ り、— 上 褐 吉 

田の 書面 中に も 村 田 を 極內指 出す と ある I 特に 村  ^.N^f  J! 

田の 使命 は 卷嶽の 內意を it へ て 小 楠の 內意を 聞く にある の  J つづ 

で 態と 右の やうに 書いた ので あらう。 橋 本 は 固より，^ 楠 招  ,1 


^^^%^\f^ いえ 赛ト 

^き、 、人- ？ ぼ， もさ 

/. ゲ うり もな ス.. -  、  Nvf も v. 


m 書のへ #1 氏 ra 村 り ょ內左 本 橋 


聘には 寧， 心で 共の 事の 都合よ く 運ぶ の を 祈念して ゐる こと は此. の 二 節 や 此の 後の 記槊 につ 

いて 見ても 明らかで ある。 

村 田 は 熊 本に 着いて から 五月 十九 曰 付に て 一書 を 左內に 送った。 六月 六日 それ を 受取つ 

た 左內は それ を 同封して 自分の 意見 を 認めた る 書翰 を 江戸に. 在る 越 藩參政 中根靱 食に 投じ 

た。 中 根 は それに 對 して 六月 二十 五日 付に て 左記の 返書 を 出して ゐる。 

(前略) 本 月 六日 夜 村 H 巳 三郞熊 本より 指 出 五月 十九 日認の 書 狀到來 御 11 封 之 虑、. か!： 之 故 お If) 候 得 共 

第 一 掛念之 老母 之 一 件 等無レ 之、 當人も 應徵之 意志 は 充分 之 様子 何分 其處は 重疊之 儀、 長 岡との 確執 は 如何に 

も 兩雄之 持論 各 得失 可 レ有レ 之の 事と 存候。 夫に 付て は 熊 本 之 周旋 は 可レ託 人無レ 之に 付表 向 之 手續に 可，, 相 成， 

事如レ 論、 是は度 外に 附？ は候處 にて 違算の 様に 候 得 共 村 田 生 書面に て 考察 候ても 致 n 遮斷， 候 程 之 荊棘 も 無レ之 

様子に 候へば 何分 於 U 此表， 正面 之 御 頼より 外 は 無レ之 候。 溝ロ藏 人の 儀 探索 甚六 ケ敷、 荷 志の 塾生 杯より 承 候 

得ば 可 レ然候 得 共 肥 後より 出 居候 書生 は 何方に も 無レ之 哉に 相閒 へ 申 候。 尤成 丈け は 考思致 見 候 得 共 猶又於 n 

其 表 一村 田歸 北の 上御閜 調べに 相 成 候 は^ 造作 もな く 相 分り 候 儀 も 可 レ^レ 之、 叉 分らぬ 處が今 一 往返お レ之、 

愈 御 頼と 相 決 候 得ば 正面に 熊 藩の 士 人へ 相 尊 候ても 宜敷 候。 其 上に て 不レ可 レ然候 得ば 御 直 書 計、 可レ 然は藏 

人へ も 御 頼 過から ざる 様に 存候故 今 便 も强て 探索に は 及び 不, 申 候。 (中略) 此飛 1： 着の B 、は 大方 村 W も歸蓊 

に 可，； 相 成， 候 得ば、 猶又赏 況條問 之 上 御 申達に 相 成 候 得ば 於， 此表， 夫々 表 向 御 頼みの 手 に 可，， 相 成， 儀に：：^ 

候。 上に も S1 御悅喜 何分 御 借り 課 ふせの 御 積り にて 候。 (中略) 村 田 氏 書 肷致ニ 返 璧， 候。 何分 横 を 動し 北行 
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の 志 を 決せし めし は： 大晴成 使節と 致，； 感佩， 候。 何分 此上は 愈 以て 一 和の 合議に 不， 一 相 成， 候 牛で は 横生來 臨の 

詮も 無レ之 候。 政府の 様子 も近來 如何 講武 所掛り の 勢 ひも 如何と 遙察 而已に 御」 M 候。 

右 書翰に よると 村 田 は 左 內に小 楠に 應聘の 意 ある を 報す ると 供に 此の 招聘に つきて の 肝 

煎 を 長岡監 物に 依頼す るの 計畫が 齟齬した 上 は 福 井 藩主より 肥 後 藩主に 表 向の 手繽を 取る 

外 は 無 く、 其 の手繽 にっきて は 長 岡と 協議した こ. とな ど を. S 'し 送った ものと 見える。 猶右 W 

狀と 同じ 日 附で中 根の 「別 啓」 があって、 それに は 小 楠が いよく 招聘に 應 じて 福 井に 乘込 

んで來 た 時に 左 內がゐ ないで は 工合が 惡 いが、 さりと て 江戸 表の 時勢 は 一 日 も 早く 其の 出府 

を 要する から 一 1 井 表の 事 は總べ て 村 田に 任せて 出府す る やうとの 意味の こと を 認めた る 後 

に、 又 筆 を 新に して 左の 如き こと を 書い てゐ る。 

又 一 論 申 試 候。 別紙 之 次第 此表 にて は 頻りに 御 出府 を 相 待 候 得 共、 又 其 表 之 義を致 M 考察， 候 得ば 政府 杯の 都 

合 如何 可，, 相 成， 哉。 例の 蝸牛 角 上相始 候て は橫 生へ 對 しても 外聞 宜敷 も無レ 之、 此邊の 調和 村 田 相當の 場に 候 

得 共、 英邁に 過ぎ 調和の 方 は 如何 可 レ有レ 之 哉。 又 横 氏 迚も いづれ 豪爽 俊 邁之人 可 レ有レ 之 候へば、 ウル サキ事 

は 決て 不得手に 可レ有 レ之條 へば ァノィ キコノ ィキの 酙酌等 は 街 レ之間 敷、 目玉の 飛 出 候 様 成犬 論 を 發し候 節 

杯 政府の 形勢 如何 可 レ有レ 之 哉、 案じられ 申 候。 永 兒を頓 み 刺 違への おどし 口上に て 鎭撫も 難レ致 如何様 相 

運び 可レ巾 哉と 致，， 想像， f 得ば、 賢兄 之 不在 亦 患 ふべき 最 にて 候。 景勝 退治に 關東御 打 入の 跡に て 上方 蜂起 

(本 多 iJsJ 理 j  (氐壽 ) (蓬き 部 基 ISO 

と 相 成 候ても 如何の 物、 此邊 おろか は 無 レ之事 勿論に 候 得 共 猶叉櫓 下 も 納得 村 田 • 長 谷 等 も 跡 待の 處引 受け、 


村 s の 『關西 

巡回 記』 


大抵 御 安堵 北 顧の 念 無レ之 程に 御 研究、 定議相 立 候 様 所レ祈 御！： 候。 

花見ん と 急く 小舟に 掉 さして 吹け かし 風の 吹かて あれ かし。 

心 迷 ひ 申 候。 餘は御 推察 御 構 思 所， 仰 候。 贅言 早々 以上。 

何れの 時代で も 何れの 國 でも 進歩 派 あれば 保守派 あり、 改革 派 あれば 因循 派 あ. りて 二 方の 

爲 さんと する こと は 一 方 之 を 妨げん とする は^ 勝ち だ。 福 井 藩に 於ても 御多分に 漏れす 斯 

かる 兩派 があった。 特に 春嶽が 遠大なる 抱負 を 行 ふ ベ く 其の 相談役 を廣く 天下に 求めて 九 

州の 一角より 小 楠 を 招聘 せんとす るは當 時で は 破天荒の 事 だ。 右 中 根の 「別 啓」 に據 ると 

小 楠の 招聘が 愈. t 夙 現 する ことに なれば 藩の 何れ かの 方面に 之 を 偉ば すして 動 もす ると 不 穩 

の 言 動 をな す ものが あり はせ ぬかとの 恐が あつ て、 そ れ を鎭壓 する に は 橋 本 左 內の在 藩を必 

耍 とする かに 見えて ゐる。 

村 は 熊 本に 幾日 滞在した か 能く 分らぬ が、 彼 は その 間 見聞した こと を 其の 手記 『關西 巡 

回 記』 中の 熊 本の 部に、 熊 本 の 地勢 人 n. 物產. 國老長 岡 佐 渡 及び 大 奉行 野 源 之 助 の 人物評と 

此の 兩 人と 長 岡監物 及び 横 井 平四郎 との 間 柄. 横 井氏說 話. 長 岡監 物との 會 兑. 犬 追 物. 時 習 館. 加 

藤淸 正の 治 績. 面 會人 姓名 (三十 六 入.). 肥 後 藩の 官 制. 同 藩 江戶詰 一 ケハ 牛の 費 用. 横 井 氏と 長 岡監 

物との 不和. 橫井氏 說. 細 川 家と 柳 川 家 道中 往來證 文なる 順序に て、 各項に つき 細かに 書 遣して 

ゐる。 それ を 見る と奠 昔の 情 態と 方今の 光 景とは 甚だしき 違 だか ら 其 の 全部 を轉載 すれば 
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與味も あるが、. こ i に は 唯 小 楠に 直接 關係 ある 項 だけ を 採りて 他 は 割愛す る。 但し 共の 項 中 

「横 井 氏と 長岡監 物との 不和」 は 旣に引 S した (本篇 三 一 五 頁) から 今 は 小 楠の 「說 話」 と 「說」 

と を 左に 褐げ る。 

横 井 氏說話  横 井 氏說話 

一 擧者志 を 立る 事 三千 年 以前に 非 ざれば、 彼 秦漢已 後に 至て は、 遂に 志と 云べ からす、 深切に 此心を 鉢す 

ベ き 事。 

(德 富蘇媒 評) 是れ梁 川 星 厳が、 額 *曾. 思 .fi^ 彼 何人。 看 尼山爾 IHSM と 詠 じたる と 一 般 否た 小 稲 は 寧ろ 陶虞 三代 を 

现想 とした。 彼が 政治的： i 典 は 恐らく は 一 卷 の書經 であった らう C 

一 國初 以來爲 ， 一 天下， にす るの 政 無レ之 悉德川 氏の 爲又 其國々 の爲に 起り 候 事。 

(蘇峯 評) 此處 に！； 初と ある は、 江 戶慕府 開 塞以來 のこと、 闘々 と は 藩々 のこと、 流石に 小 楠 は徳川 氏の 政治が 德川氏 

,  本位であった こと を 看破した。 

一 日本に て 神武 帝 • 日 本武尊 •； 大智 帝な り。 武家に 成 候て 信 長 天下 を 治む るの 心 あり。 事 を 成す 體の 

人 熊澤了 介此人 一 人な り、 此人國 を 治む る 规模甚 遠大な り、 此 人に 一 言 聞き 度 事 あり。 其 他 就 蒙に 逢聽 度と 

思 ふ 事無しと 云。 

(蘇峯 評) 流石に 御 歴代に 於て、 神武 天皇 • 天智 天皇 雨天 を 仰ぎ、 武將に 信畏、 學 者に 熊渾、 何れも 著 眼が 面白い。 

一 朱 子 云 孔明は 粗な りと。 


一 道 は； 大地の 道な り、 我國 の、 外 阔 のと 云 事 はない。 道の 有 所 は外爽 といへ 共中國 なり、 無道に 成なら ば、 

我國： 支那と 云へ 共卽ち 夷な り。 初より 中國と 云、 夷と 云 事で はない。 國舉者 流の 兑 II は大 にくるいたり。 

終に 支那と 我 國とは 愚な 國に 成たり。 西洋に は 犬に 劣れり。 此で墨 利 堅 杯 は 能々 日本の 事 を熟觀 致し 決して 

無理 非道な 事を爲 さす、 只 日本 を 論して 漸々 に 日本 を 開く の 了簡な り。 猖概 なる もの は 皆 下人 共な り。 愛で 

日本に 仁義の 大道 を 起さに はなら す、 强 國に爲 るで はならぬ、 强 あれば 必弱 あり、 此道を 明に して 世界の 世 

話 やきに 爲らに はならぬ。 一 發に章萬も1^^萬も戰死すると云様成事は必止めさせにはならぬ。 そこで 我 rn 本 

は 印度になる か、 世界 第一 等の 仁義の 國 になる か、 頓と此 二 筋 之內、 此 外に は页に 無い。 

(蘇 評) 如何にも 卓見で ある。 此の 如く 梳井小 楠 は 仁義の 大道と せ Ei; 强 兵と を W て 大義 を 世界に 布く の 經綸を 示した。 

恨 だ 其の 見識が 餘 りに 時代と 隔絶した から 遂 ひに 其 身を禍 ひする に 到った。 

(註) 右 德富蘇 峯の評 首 は 村 E 氏捧著 『關西 巡回 記解說 1- なる 册子 中に 在る 「關 w 巡回 記 を 戴み て」 と题 せる 蘇峯の 文 

, 章より 轉 載した ものである。 

横 井氏說 

一 當已年 一 一月 地中海に 於て 蓉と英 一 一 國 各 軍艦 九艘 にて 戰 相 成 候 所、 英 艦より 着 發彈嚴 敷 打掛、 艦 悉く 

燒失 兵士 も不， 殘死沒 候 故、 遂に 魯圃 より 和議 を 巾 込 候. H。 

一 日本 國 今日 外 國 と戰ゅ に 及 候 時 は 人類 悉く 死亡に 及 候 事。 

一 外國人 は、 日本人の 方今 世界の 時勢 を辨 へざる 事 を 熟 察 致 候へば 容赦 致し 居候と 云 事。 但 一 度 事 を 誤 候 
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時 は忽地 大敗れ に 相 成 候 事。 

一 金銀の 位下り 諸國不 融通に 相 成 候 勢 ひ^ 之 候 事。 

1 扭义 事の 敗れに 相 成 候 は 事の 小なる 所より 破れに 相 成、 一 事 敗れに 相 成 候 時分 は 種々 に 障り 出來候 事。 

村 田と 熊 本まで 同行した 池邊籐 左 衞門は 村 田の 『履歷 書』 中に 「柳 藩 逗留 已來熊 本 沼 山 

津迄も 池 邊 致， 一同 伴 一日 夜 及， ー講 習 一. & 候」 と あるから 數曰小 楠 堂に 滞在した ものと 見える が、 小 楠 

は 五月 二十 五日 付に て 彼に 書面 (遺 槁篇 「書簡」 六 四) を 贈つ てゐ る。 それに は 越 藩主の 修養に 

關 しても 記して ある が、 他 の 一 節に は 左の 如く ある。 

拉彼 一條 種々 思量 仕候處 さして 異存 も 無 n 御座， 候。 御咄合 通りに 先安 着 仕 候。 村 田歸り 候へば 定て 江戸 之 様 

に 參り候 事に 被レ存 候。 左 候 へ ば 直 様御懸 合に も 可， 1 相 成， 哉 叉 は 秋に も 至り 可 ye. 哉 夫 は ど ふと も 支 へ 不レ 巾、 

唯 御 懸合之 仕方 此方 家老に 直に 被 二 仰 聞， 候 は餘り をつ こ ふかと 被 レ存、 先 越 之 御 家老より 此方 家老に 直に 懸 

合 相談いた し 候義當 然と 奉レ存 候。 拉又越 前 守 様より 寡 君に 御 直 書に て 被 二 仰 越， 候 事 可レ直 奉レ存 候。 左 候へ 

ば 家老より 御 直 書 並に 越 前 御 家老 懸合之 趣 申 遣し 熊 本に て 詮議 相 成 候 筋に 參り 可レ 申、 其 先き は 又 其 先 之活法 

にて 先 右 之 通 之 御 懸合當 然と 奉レ存 候。 村田歸 りに 罷出可 レゅ 候 此段得 斗 御 咄合被 レ成度 奉, 存候。 

小 楠 は 又 六月 一 日付に て 村 田に 與 ふる 書 (遣 稿篇 「書簡」 六 五) を 河^ 典 次に 持たせて 肥 前に 


村 田に も 遣 はした。 其の 書面に は 左の 一節が ある。 

御內談 一 條に 付て 御 別後 段々 勘考 仕候處 御座 候て、 此節河 瀬 典 次 肥 前まで 遣し 巾 候 < 


才は典 次より 御咄合 


可 レ仕候 間 左様 御 承知 可 レ被レ 下 候。 將又池 邊迄申 談遗候 趣 も 御座 候 間 折角の 事に て 柳 川 迄 御 立 寄 御咄合 被レド 

候へば 重々 宜敷 事に 奉レ存 候。 

處が村 田 は 熊 本を辭 して 鹿兒 島. 長 崎に 行き それから 佐賀に 至った が、 六 月 十四日に 上揭梳 

村 田、 佐賀ょ 本左內 からの 五月 十 一 日付の 內 密書 を 同地に て 入手した ので 歷遊を 打 切りて 急ぎ 歸國 の途 

り 歸途に 就く 

に 就 き、 七 月 八日 京都に 着し、 二日 間滯 在して 同月 十四日 福 井に 歸 着した。 だか ら、 佐 賀 を 立 つ 

て 後 柳 河に 立 寄った か、 それ はよ く 分らぬ が 河瀨に は何處 かで 落 合って 小 楠の 考案 を 聞いた 

であらう と 想像され る。  - 

村 田 は 右の 如く 京都に 着す る やその 翌 九日 書 を 橋 本に 寄せて 十四日 夕方 福 井に 歸 着の 见 

込 だ が、 歸 ると すぐ 今般の 使命に つき 面談した ければ 其の 時分 を、 手 透きに して 居て 貰 ひたい 

と 申し送 り、 そ. れ から 歸藩 する や 否や 橋 本と 而會 して 小 楠 招聘に 關 しての 交 涉案を 練った の 

小 楠 招聘の 交 である。 然るに 前に 記した 如く 賴み にした 長岡監 物の 周旋が 外れた 以上 は 越 藩主より 肥 藩 

涉 方法 

主に 表 向の 手 S をと るの 外 はない ので 橋 本との 協議 も此 處に歸 したの は 云 ふ 迄 もない。 村 

田 は 今回の 差遣に つき 執 政. 參 政 を經て 江戶に 在る 春嶽に 復命す ると 偶に 橋 本と 協議した 件 

を も 具申した の で、 江 戶 にても 春嶽 から 直 書 を 以て 細川齊 護に 依賴 する ことに 定まった。 幅 

井 藩で は 初 招聘に 關し小 楠の 內意を 聞く に當り 老母 は ある し、 今 は 横 井家の 戶主 ともなって 

はゐ るし 大いに 其の 諾否 を 案じて ゐ たが、 此の方 は 思 ひの 外す らくと 運んで いよく 肥 後 
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藩との 交渉の 段 取に 進んだ ので ある。 固より 小 楠を自 藩に 任 W する 意志の 無い 肥 後 藩で は 

それに 對し 直ぐに 承諾して もよ ささう に 思 はれた が、 同 藩に は 又 同藩の 意見が あってな かな 

か圓 滑に 渉ら す、 其 の 交涉の 纏まる までに は 下に 記す る 如く 可な り 長い間に 亙る 迂餘 曲折が 

あった。 

一一 福 井 藩の 懇請 肥 後 藩 之に 應ぜず 

松 平春嶽 は江戶 より 八 十二 日付に て 在 熊 本の 細川齊 護に 小 楠 を 藩 舉敎^ として 招聘し 

たき 希望 を 述べた る 左の 書面 を 贈つ た。 

松； 牛 春 まより 一 簡致 n 啓上， 候。 渐秋爽 相 催 候 處先以 愈々 御淸安 被レ成 n 御 起居 1 奉 Mi^ 賀： 候。 爾來大 に 契 濶打過 北 f 本意， 候條 

醫面  御 海容 被， 下 度 候。 陳者 近年 於 二 弊國， 舉問所 取 建 家中 子弟 之 者 敎訓之 筋 世話 爲.， 致 候處、 元來敎 宫乏敷 に 生 

員 も 增加仕 候に 付 老ハ牛 之 敎官共 勤 向 之 繁劇に 堪兼候 趣^ レ之、 且叉壯 年 之 者に は 相應兑 込御虛 候ても 今暫之 

處は取 立 rl^ 候 意味 合 も有レ 之、 旁 以當惑 仕 候 事に 御座 候。 右に 付 其 御 家来 横 井 平 四 郎機は 先年 諸國 遊歴 之 序 

に 弊 國ぇ罷 越 候 節 寂 來共之 內ぇ致 n 面會， 相談 等 仕 候 族 も レ之 候て 兼て 人柄 聞 及 居候。 依 レ之近 比 粗忽 恐縮 之 

. 至 御 候 得 共 於 二 尊 藩， 格別 御 指 支 之 银も無 n 御」 M, 候 得ば 右平 四 郞儀當 分 御借受 巾、 弊國 子弟 敎訓之 世話 相賴 

巾 度 奉 レ存候 1 ^何卒 乍 一， 御難 題，， 來冬迄 小 子え 御 貸 単 は 被 レ下候 様 奉二賴 上， 候。 左 候 は^ 平 ra 郎债は 於 二 弊國， 知る 


赛嶽、 肥 後 藩 

S を 訪  >义 


越 • 肥 兩藩重 

役の 往來 


人に 御座 候 故、 老年 敎官之 者 共 夫 々力 を 得、 其 內には 壯年之 者 も 取 立 候 様相 運可レ 巾旁以 都合，：；：： 一 御」 I- 候 間 何分 

懇願 之 次第 御 聞 屈 被 レ下候 様吳々 奉 n 仰望， 候 事に 御座 候。 右 御 頼 可， 得， 1 贵意， 如レ斯 御座 候。 恐 惶謹ー 一一 一 口。 

松 越 前 守 

八月 十二 日  慶永判 

細 越 中 守 様 

二 白 隨時御 自愛 奉， 1 專祈， 候。 本文 之 趣 御 許容 被レ下 候へば、 爲， 1 御 借受， 家 來共之 內尊藩 迄 可， i 指 出， 事に 

候 得 共、 當節諸 端 智略 之 折 柄に 御し M 候 得ば 乍 二 自由， 別段 使者 等 令 二 差 出， 不レ巾 候 間此邊 も不レ si 承知 被レ 

下 候 様 奉レ賴 候。 且又 當人懐 も 可 レ成丈 早々 越 吳候様 被 二 仰 付， 被 レ下候 は 本懐に 奉 レ；： ^候。 此品 乍，； 齒 

. 末， 當季 御見舞 之 印 迄 進呈 御 笑：：？ 被， 下 候 はぐ 幸甚 奉レ存 候。 已上。 

右 書面 を 認めた 日に 春嶽は 自ら 龍ノ  口 の 肥 後 藩邸に 赴き 家老 溝ロ藏 人に 面會を 求めた が 

不在だった ので、 齊護 夫人 (春 嶽 夫人の 母) に面會 して 小 楠 招聘の こと を依賴 した。 其の 翌 十三 

日 越 藩 參政中 根 靱負は 更に 溝 口 を 訪問して 右 春嶽の 書面 を 渡して 此の 件に つき 懇囑 した。 

すると 其の 翌 十四日に 溝 口 は 常 盤 橋の 越 藩邸 を訪 うて 中 根に 面會 し、 M に卷嶽 にも iil して 

小 楠の 人物に つきて 陳述す る 所があった。 そして 彼 は 其の 翌 十五 日 に 右の 次 Sj を 細かに 國 

許 政廳に 具申した。 

村 田 氏壽は 九州より 歸國 後、 江 戶 表に 於け る 小 楠 招聘 交 涉の模 機の 知れて からと 思つ て か 
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の 招 f& , 

I  三 八 六 

十 曰 一 回 も 小 楠に. 書面 を發 しなかった が、 右 ー 二日に 於け る卷 

嶽 より 齊護 夫人への 依賴、 十三 曰の 中 S  ，訪問な ど を 中 f り 

報ぜら る \ や 八月 ニイ 一二 曰 付に て 左の 如き 書面 を 小 楠に 寄せた。 

(前略) 小 S 去月 is 日 無 レ薦阈 仕 候。 右に 付 早速 御吹聽 f 

に 御座 候 所、 今般 之 第 一 蒙 情 申 上 度 奉レ存 候に 付 彼是 及，， 延引， f ず 本ず 

候。 御 豪 可 レ被レ 成 候。 iiiiriik 

き。 五月， -九日認、國許橋 本左內 I 面 申 i 所、 其 儘 醤江戶 表へ 相 廻 入-" 

御覽，候 に 付 I 暮を以 謹へ 蓄 可き 春 御 靈も成 I。 然し ト子 

歸國之 上 i 建 達 上に て 愈 可， 被 に 相 決 有レ之 候。 nf 

I に 御座 蟹。 S3 上 早速 i に 申 上 候 所 愈 御 決心、 旣に去 十二 曰 則け 人 

中极靱 負を以 i へ 被 レ遭御 肅溝ロ 藏人 殿 へ 面會、 御 賴之謹 細 纏 こ舊 

處、 藏人僵 も 精 々 御 取 持 着 公 へ 御 申 上に 相 成、 且御问 僚 方 へ も I 可レ F 

中 遣-との 御 返答に 御座 候 由。 且大 I にて 可 二  I- 候と 藏人 殿御 中に 付、 夫に 

て は き f 様に も 却て 御迷惑に 可レ被 i 召， 響靱負 返答 仕 候 所 、左様に 候 i 

^中 早 使に て 可， 一 申 越， との 事に 御座お  4gjtk  , -;、 

$  ^.  箱 r 一/ -ri- ぉヌ， k::^ すに 越^ 守樣 尊 邸へ 被レ 

4^ レノ 御 1£き え 一 曰 チ卸與 炎 こ H! ぉム テ、 PJ  r 

#f^.KJl: 狗.， に ネ成候 所 御 同 方 様 は 中 上に 不レ及 侍， M 之 御 年寄 迄 


(藏靖 時 井 横） 〔分 部の 後最） 上  同 


も 私よりも，^ 細 中 上 候て 御 國許御 様子 {且 様 御 取 持 可, 仕との 御 事に 御」 M 候。 尤 

(舂 夫人〕 

勇姬 様よりも 御 賴に相 成 候 事に 御座 候。 東 地 此度之 次第 は 右 之 通に て聊 障碍 無， 1 

御座 一 一 體近來 御 親睦 御調 和 之 事故 右 御 直 賴之節 杯 も甚御 懇切 之 事共と 御座 候。 

內外共 殊之外 御 都合 御 {4 敷 恐 悅之至 奉レ存 候。 此上は 御 國表之 御 都合 も 愈 其 御 

運びに 參候様 天命 之祐助 偏に 祈 居 中 候。 扭 愈御賴 通に 相 成 候 上 は 御 使者 等 可 レ被レ 

遣 害に 御座 候 得 共、 當節諸 端 御 省 約 之 事故 乍 二 御 自由 1^ 段 御 使者 は 御 指 出 無レ之 

答 是叉御 直 書中に 御 斷被二 仰 進， 候 御 事に 御」 M 候。 此表 重役 共も此 節より 屈指 跤 

望 頻に好 消息 御 待 居 申 候。 御 都合 次第 九月 末 叉 は 十月 始には 當國ぇ 御 下に 可 U 相 

成， と 奉レ存 候。 何卒 公 命 被， 1 仰 出， 候はビ ； R も 早く 速に 御 出立 可レ 被-成 下， 眞に 

. 爲 n 此道， 奉 U 祈 上， 候。 吳々 も 先生 函丈御 英斷を 以右等 之 御 都合に 相 成 萬々 感謝 

之 至 奉レ存 候。 (後略) 

,  右に よれば 村 田 は 未だ 八 お 十四日に 於け る 溝 口 の 越 藩邸 訪問の 消 

息に は 接して ゐ ない が、 そ れ まで の 模様が 諸事 好都合に 運び さう に 見 

える の を 痛く 喜び 肥 後に 於ても 亦 かく あらん こと を 切望して ゐる。 

村 田 、橋 本へ なほ 彼 は 其の 日 在 府の橋 本左內 にも 書 を 贈った がそれ にも 左の 如く 

も 

記して ゐる。 
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第 九 章 福 井 藩よりの 招聘  / 

拙 子 西遊 S 一 蓊、 於，， 御 地， 御 都合 上^ S び Iws 君より 御 垂蜃レ 之 恐悅囊 一 先づ 安心 仕 候。 

上 は 熊 藩 愈.、 其 運びに 參候様 天命 之祐 助眞以 奉， 祈 居候。 

. 橋 本の 「ハ ヰ譜」 に據 ると 安政 四 年 八月 三た び 江戶に 出づと あるが、 村 田が 右 書 狀を橋 本に 

寄せた の を 見ても 左內 は春嶽 よりの 召命 急に て 福 井 表の 事 は 村 田 等に 任せて、 もう 此の 時 は 

. 已に 出府して ゐ たので ある。 左 內は右 村 田の 書狀を 受取った ので 尙彼を 喜ばすべく 九月 十 

橋 本、 村 S に 二日 付に て 越 藩邸に 於け る 恭嶽と 溝 口の 對話を 左の 如く 書き送った。 

の ： 前 月 一王 二日 御認の 御翰拜 見。 (中略) 御 西遊 臺件 如き 諭-御 都合 宜御 同慶に 奉レ存 候。 過日 小 拙 着 前 溝ロ藏 

人 御屋 形へ 被， 見、 前 曰 中 I 御 頼の(|1 は 拙 子 も 以前， 面 直 候 人物に て隨 分小氣 f グ之 候へ ども 鬼 

角 僻 物故、 頻に 他人と 取合 絶交 等 仕 装 以困入 巾 候。 此 節.^ 長監と 異論 相始 居候^。 右 様 之 者 御 承知な く 御 一 

に 相 成 後日 不都合の 事 杯 出来 候て は 御大 切の 御先 柄樣故 甚以當 惑に 奉レ存 候。 固より 御 借受之 御妨申 上候存 

に て は聊， A も 無， 之と 中 上 候處、 御寶は 平 之 f 兼 . 承 及 居 中 候。 段 , 存付之 ま I 雙霄共 何分 當時 

-  甚敎宫 乏少手 支に 候 問 是非々 々御 借受中 度、 後日 不都合 等の 事 御手 前に は 少しも 御 心配 無レ 之と 被レ仰 候處、 

其 迄の 尊慮に 御座 候 は.^ 却て 安心の 仕 合と 申 歸り候 由。 右 藏人は 有毒の 語氣 にて は 無レ之 露に 御 案 巾 上 候 臨 抓 

(中 根 政) 

梅の 由、 中 參杯も 被- 1 申 居 1 候。 

溝 口 は 小 摘が 夭 保 十 年 江戶遊 寧の 顷は 家老 代であった がそれ から とんく 拍子に 中老. 家 

老と 累進した 程の 肥 後 藩 切っての 器量人で ある。 而も 此の 人に して 小 楠 を- -の. 、語つ- 


ゐる、 小 楠の 鄕國に 於て 容れ られ ざる 知るべし であらう。 肥 後 藩 政府の 人達が 呰小械 を し 

て 「僻 物」 となし 之を擧 用， す る を 嫌 ひ 且つ 恐れた のに 對 し、 小 楠の 僻 は 兼々 承 及び 居 る、 御 心 

配に は 及ばぬ との 卷嶽の 挨拨は 誠に 見上げた もので 彼に は 流石に 大きい 所が ある。 

村 田 は 右左 內の 書狀を 入手して から 九月 二十 六日 付に て 左內に 贈った 二通の 書面 中の 一 

に は、 

過日 肥 後 藩 溝 口 藏人罷 出 申 上 候 次第 一 々承知。 旣に 中參政 君よりも 先 鴻縷々 御 示 論 も レ之 安堵 仕 候。 

と あ り、 叉 他の 一 通に は、 

石 原本 家 は 兼て 御 內談仕 候 通り 西 海の 先生 相 見 候 節の ffl 意に 御座 候。 當月中 熊 藩の 御 返書 も 可レ. レ之 奉レ存 

候。 當時 上下 共俛焉 の大機 會此人 愈來着 _^レ 之 候 はぐ 關係 不レ少 事、 偏に 天命の 眷顧御 志願 御成 就の 所所 レ祈 

に 御」 ji." お。 

と 記して ゐる。 村 田と 橋 本の 往復 書狀を 見る と、 此 の兩 人と 云 ひ 中 根と 云 ひ 一 筋繩 にて はい 

かぬ とい ふ 溝 口の 挨拶に 對 しても 頗る 樂觀 的で、 小 楠の 北行 は 今にも i 赏現 する ものと 期 し 

旣に 共の 住家まで 準備して ゐた が、 豈 計らん 一方 肥 後 表に て は 難^が 濃厚であった。 上記の 

如く 小 楠 を 安心して 用 ひられぬ 僻 物と 見て ゐる肥 後 藩で は自 藩です ら舉 用せ ぬ 彼 を 他 藩に 

. 薦める の は 不親切 だ。 特に 松 平家 は 藩主 齊 護の 女が 卷嶽の 室で ある 關係 上淺 からぬ 姻戚の 

間柄 だか ら、 先 方からの 依頼と は 云 ひながら 後日 若し 不都合で も あつ て は巾譯 がない と 云 ふ 

橫井小 摘上卷 傳記篇  三 八 九 
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のが 主なる 反對 意見 だ。 これ は 畢竟 小 楠に 好意 を 持たない 肥 後 藩 政府の ロ實に 過ぎぬ と 評 

する もの も あるが、 然し その 言 ふ 所に 一 通りの 筋 は 通って ゐる ばかりでなく 實 際に 不安心で 

あつたの であらう と 思 はれる。 だから 肥 後 藩 政府 は 溝 口が 旣 記の 如く 八 n 十六 日に 小 楠 招 

ハク ハ 

f 'にっき 越 藩と 交涉の 狀況を 具申し 來 つたのに 對 し、 旣 に 九月 十 一 日付で 「平 四郞， 俗 願 曰、 不レ 

被，， 差 越 一方 可：， 然 と 差 寄 咄合候 得 ども 未 取 究候埒 に 至り 不. fe- 候。 決着 次第 可い 得 一一 御 意 1」 と 申し送 

つて ゐる。 叉 溝 口 だとて 中极 ゃ泰嶽 との 對 話に は 「有毒なる 語氣 が」 無い やうに 見えた も 

の 、北 ハの 心中 を 割って 兑 たら 國許 重臣 等と 同意見な の は 勿論 だ。 それや これ やで 交涉 のす 

らく と 運ばない の は 是非がない。 共の 肽態を 見て取った 柳 河の 池 邊藤左 衞門は 十月 六日 

在- の 立 花 變岐に 書 を 寄せて 左の やうな こと を 記して ゐ る。 

；大 下の 是非 辨へ 難き 事 は 此節越 前 • 肥 後 之 俊に 付 相 知れ 中 候。 中々 一通り 己れ が 固陋の 見識 好む 處の 私心 杯 

に て此 が是、 此が 非と. S. 時 は 間違に 堪不レ ゆ 事に 相 成 候。 越 前に て は、 横 平 天下の 人 豪と 被- 1 思 召-上 御 召猜に 

可 二相 成， 御 運び、 殊に 肥 後 時勢の 六， "敷 所 迄 御 詳慮被 レ爲レ 在御懇 誠の 御 事 泣て 感心 罷在 候。 然處肥 後に て は 僻 

者 差 上 候て は 如何なる 無 禮等可 レ仕哉 心 遣 杯と 申 事に 相 聞、 一 は是、 一 は 非なる べし。 肥後是 ならば 越 前非な 

り、 越前是 ならば 肥 後 非な り。 横 井一 人の 身に、 兩國の 見る 處如 レ此 不同 御座 候。 天下の 事 皆盡く 是非の 闘 

(辛、 斯様なる 俊に 御座 候 間 人君た る 御 方 誠に 格 知の 御 工夫 至蕃に 至り 玉 ひ 眞是ぼ 〈非に 明に 寂然 不動の 大本 相 

立、 i じて 1K 下の 故に 通す る 大道 被 レ行聖 -以凤 の 域に 到り 玉 はすして は 天下の 務に應 じ： の 極 を 立 玉 ふ 事 出 


來不レ 申 候。 噫 世間 紛々 俗 說毀譽 得失 亦 何 屑々 に 論す るに 足らん や。 

1 も 早く 小 楠 を 福 井 藩に 送り出し たいと 焦りに 焦つ てゐ る池邊 になつ て 見る と 斯様な 

こと を 云 ひたくなる であらう。 池邊は 此の上 は 大いに 福 井 藩 を 刺戟す る 外 はな い と考 へ、 十 

池邊 なほ 害 を 月 十日 付に て 在. 江 戶の橋 本 左內に 下の 如き こと を 記した 一 書 を 贈った。 

橋 本に  扭先 之- S は 村 田 君 御 西遊に 相 成 弊 地に も 御經過 被-成 下-緩々 得- 拜晤 -社屮 一 統 大慶 仕 候。 御 內密之 御 一 件 奉- 1 

拜承， 天下 之 御 美事 乍， 恐 感賞之 餘り流 淚之仕 合に 御座 候。 其 後 肥 後 之 方え 被，， 仰 入， 候處 至極 御 11 合 {=i 敷參 

候 由 村 田 君御狀 にて 拜聞仕 候。 乍 レ恐是 全 御 誠意の しからし むる 所に て 感泣 仕 候 御 事に 奉レ存 候。 然處 先パ末 

頃 熊 本 河 瀨典ー 一 . 矢 島 源助參 候て 近来 之 事情 等 申 聞 候 傣御心 持 迄 申 進 候。 御 勘考 可レ 被- 1 成 下 1 候。 

一 横 井 師事 此迄は 極 閑居 之 身に 御座 候處、 近來 役職 等 被 二 巾 付， 候趣內 沙汰 横井師 M: 宗迄 御.： ぶ老に ^ より 被 こ 

巾 聞， 候 由に 御！！ 候。 横井師 最早 五十 之 老境に 被 二相 成-俗務 等 之 小吏に 被 n 申 付 1 候て は、 甚以 迷惑 之 事に ハ.^ レ 

之 候 故、 家贫且 老母 養 ひの 爲 めに 在住 相 願 居候 處に職 役 被 n 申 付-候て は、 城下 居住に 無レ之 候て は 萬 事 差 支 

候。 去 迚今叉 城下 轉住も 心に 不レ任 旁々 趣 被 一 I 申立 一 此度之 御用 召 は御斷 被ニ屮 上-候 心 遣 ひ 御座 候、 彼是と 心 

配 中に 御座 候 由。 本 藩 之 仕官 固 辭に相 成 候 上 は 尊 藩の 御 招請 も 固 辭に不 n 相 成 1 候て は不 n 相 叶-道理に 御座 

候。 就て は 乍 n 此上， 尊 藩 之 御 相談 彌 以て 御 誠意 御 堅 確 乍 レ恐御 同志 之 中 重立ちた る 御 方 御 一 人 急に 熊 本 之 

方へ 御 出 懸に相 成、 是非とも 熊 本 公 御 決心に 相 成り 横 井 師へ被 ニ罷出 1 候 様 達て 被 二 仰 付-に 相 成 候 様 御 運 川お レ 

之 度、 萬 一 尊 藩 之 御 相談 筋に 付 熊 本に て 御 評定 一 先横井心底罷出候覺悟に候哉御辭退中上候覺悟に候^^横 

賓井ト 楠 上卷 障 篇  三 九 一 
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. ^、い 底 次第に 越 前 蒙へ 御請 可 レ被レ 成 杯と 申 事に 成 行 候て は 甚だ 以て 六 ケ敷可 一一 相 成 一 且又 詐を 逆て 兑る時 

は 尊 藩へ 差 上 間 敷 方便に て 役職 申 付 候 評議に 相 成 候 や も雞レ 斗。 乍 レ憚此 等の 時勢 深々 御 勘考 之 上に て 必定 

御 堅 確の 御 誠意 を 以て 横 井 罷出候 事 就 熟 仕度 奉レ祈 候。 赏以横 井 氏 御 招請 之 蕤は此 道 之 輿 魔た る 處 にて 天下 

の御爲 めに 御座 候 間、 1^ 一 こ， 御 兩藩之 御 談合 首尾 能く 相 濟候様 乍レ蔭 祈願 罷在 候處、 右 中 上 候 通 些六ケ 敷 時勢 

如レ此 艱難 天命 人事 常人 之所レ 知に 無-御座-候。 此上は 乍レ恐 尊 藩 之 御所 置に 在 候 事に 奉レ存 候。 尙又 委曲 肥 

後の 模様 覺岐へ も. S. 遣 IB 候 間 御 咄合可 レ被レ 下 候。 

右に 藥 ると 吧， >i^i^ に は 小 楠に 何 か 役職 を. S '付けよう とする 議が ある やうに 見える が 其の 

«t 否 は 鬼に 与と して 池 邊が越 前の 小 楠 招聘 を K 現せし めんと する 熱意 は 充分に 酌み 知る こ 

池邊、 立 花に とが 出来る。 彼 は 橋 本に 右の 如く 書き送る と 同時に 更に 又 在 府の立 花 壹岐に 書 を 寄せて、 

も 越 使 特派 の 

件 を 申し送る 横 井越 公より 御請 込 之镇は 先月 御 便 之 書中より、 肥後國 事左內 へ も. S. 候 間、 定めて 尊 前 様 へ ^相談 申 上候傻 

と 奉二遙 察， 候。 尙 乍，， 此上， 程 能 御 工夫 可 レ被レ 下 候。 いづれ に 越の 人才 一人 急に 肥 後へ 參り候 方に 御咄 合可レ 

被レ下 候。 左様 御座 候 は 得と 爱 元にて 咄合 臨機の 計 策 も 御座 候 儀と 奉レ存 候。 

と 巾し 送った。 登 岐は右 書狀を 十月 二十四日 入手す る や 否や 橋 本 左內に 會兒を 中し 込んだ。 

此の 五日 前の 同月 十九 日 越 藩の 中 极は肥 藩の 溝 口に 書 を 贈つ て、 小 楠 招聘に つきて は 旣に御 

國 許と 書面の 往復 もあった こと i 思 はる i が 彼の地の 御 模様 は 如何で あるかと 尋ね 遣 はし 

たに 對 し、 溝 口 は國許 政廳の 意向 を 熟知して ゐ るの を あからさまに 云 はす に、 御 尋の 一條 は 藩 
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意見で 定まる ことで は あるが 家中 一 統 偏屈の 習癖に て 異論が 出 はせ ぬかと 心配して ゐ 

同僚から 申し越し たのみで 共の 餘の事 は 未だ 分らす と 暗に すら \- と遝び さう にない 

仄めかして 答へ 来った。 橋 本 はこれ と 云 ひ、 前記 池邊 から の 來狀と 云 ひ 肥 後 の 雲 行 の 尋 

ら ぬを覺 つたの で、 登 岐の 申し込んだ 會見も 此の 問題の 事な らんと 想像して 直ちに 登岐 

うた。 果して 談 はすぐ 小 楠 招聘に 關 する 肥 後 藩への 交涉 方法に 及んだ が、 登 岐は池 0 か 

し來 つて ゐ るので 橋 本に 向 ひて 「賢者 を 待つ に は 夫々 禮が ある。 況んゃ 他 藩の 士を招 

は猶更 のこ と、 器 物で も 借る 様に さう 容易に は參ら ぬ。 肥後大 守在府 でない； 以上 は春嶽 

自身に 肥 後に 御 出 あつ てい 吐々 に 御 相談 あらば 此の上 もない が、 さ もな くば 然るべき 御仁 

名代と されて 熊 本に 御 遣し の篛 然るべき かと # する」 と 云った に對 し、 左 內は 「左程 ま 

御挨 移に は 及ぶまい」 と 打 笑 ふ や、 登 岐は屹 となり 「廿水 只今の 一 言 を 越 前 侯に 獻 言 い た 

贵殿此 場での 彼是の 仰 は 御 無用に されたい」 と 厳しく 齊 めた。 時に 査岐 は廿七 歳、 左 內 

わ s: 歳、 何 れ 劣らぬ 兩 藩の 花形で はあった が、 此の 時の 萱岐の 儼た る 言 紫に は 流石の 左內 

す詞 なく 聊か 不平の 面 持であった。 村 田 氏壽は # て 左內に 立 花 を 評して r 此人稍 粗暴 

は 可 之 哉に 候 へ ども、 H< 資 英邁 議論 猛. 烈に至 つ て は 列藩 大夫 中に 稀 成人 物と 奉，^ 候」 

つて ゐ るが 誠に 適評で、 此の 對話 にも 其の 氣 象. 其 の 風貌が〉 驚と して^ 前に 浮ぶ やう だ 

對話 は！： 茂 政 奢 『立 花 查岐』 によ る)。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  三 九 三 
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ず .i の 前にて 夜に 入りて 歸 邸した 左 內は立 花の 獻 言 を 春嶽に 話す と 時 を 移さす 其の 前で 重役 會議が 開 

重役 會議を 開 

き 特使 派遣 を かれた。 此の 會議は 橋 本が 後日 (十一月 五日) 村 田に 「小 拙 立 花より 承 歸り卽 夜 於， 一 君 前 1 執. 參及 

評决す 

小拙罷 出 御 定議に 相 成 候。 尤も 一 々特 3n! に 出 候 事に て 誠に 難， 有 奉. 存 候」 と 書き送って ゐる 

通り 全く 春 嶽の發 意に 出で たのであった。 これ を 以て も 春 嶽が小 楠 招聘に つ い て の 眞劍さ 

は 推して 知るべき であるが、 此の 評議の 結果 在 藩の 重役 秋 田 彈正を 肥 後に 特派す るに 一 決し、 

折 柄 江 戶を屮 I 發 して 福 井に 歸 りつ i ある 石 原 甚十郞 を 途中に 追 留め 右 評議の 成 行 を 國許重 

役に 通ぜ しめる ことにな つた。 橋 本 左內は 翌日 昧爽壹 岐の門 を 叩き 破顔一笑して 「昨日 » 

殿の 仰せ 直ちに 寡 君に 言 上した。 寡 君 も 殊の外 感服され 早速 重役 會議を 開き 愈.. 弊 藩 の 重臣 

秋 田 彈正を 使と して 肥 後に 遣 はさる X こと i なった。 某 君命に より 仔細 御知らせ 致し 旁 御 

高 諭の 御禮 に迄參 上いた した」 と吿 ぐる と、 壹 岐は 「それでこそ 外より 心配いた して 進 言 し 

た 甲斐が あった」 と 大いに 喜ぶ と 同時に、 春嶽の 度量に 對 しいた く 感激した。 なほ 橋 本左內 

は 其の 日 在 藩の 村 田に も 右 評議の 次第 を 報す ると 供に 「事柄 機密 之 義は甚 十 郞へ內 々被， 仰 

含, 候 間 同人より 御 聞 取、 御 精 評 之 上 是非 思 召 相 達 候 様 御 取 計 被， 成べ く 候」 と 書き送つ た。 

右 評議 終る や 否や 取敢 へす 早 飛！： を 出した が、 それ は 馬 入川邊 にて 石 原に 追 付いた。 石 原 

は大 礎まで 行きて 後からの 來使を 待つ ことにして 其の 飛脚 を 返した。 二十 五日 朝 春 嶽は秋 

m と 細 川 齊讒と へ の 直 書 を 認め 終った の で、 畫 時 中 裉靱負 は 早馬に て 江 戶を打 立ち 藤 澤驛に 
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を Hi 、中 


て 

其 


す 


時 

月 

共 


右 飛 

書 を 

右 直 

義に 

の 方 

る や 

よ り 

来せ 

ふ ベ 

の こ 

の 心 

願し 

と 思 

意外 

の 他 


1： に出會 して 石 原よりの 傅 言 を 聞 取 り、 翌 一 一 十 

手渡しす ると 俱に 諸， 事 打 合 はせ て 江戸に 引返 

平 (慶 民) 家に 其の 控が 保存され 


菁は 二通 俱に松 

つ き 直 書 を 以て 

肥 後 表に 罷 越し 

肝 膽を碎 き 心 

舉 館の 生徒 數 

由々 敷 不都合 

き 間柄で も あり、 

と だ から 勘辨の 

中も國 許の 景況 

てあつ て、 眞 に 情 

はれた が、 本書 面 

で 中 根と 會兒し 

にも 彼等に は 秋 

の 重 役 の 意 見 を 


細 川 越 中 守に 賴遣 はした る も 

越 中 守に 直 書 を 指 出し、 明 道 館 

配せ よと 命じた もの で 、細 川 越 中 

增 加し 敎官の 繁勤堪 へ 難き に 至 

を 生す る の 事情 を樓述 したる 後" 

又 平四郎 を永华 借り受ける でも 

上目 下の 難^に 對 して 救助して 

も閒 かれて 平 四 郎を秋 田と 同道 

到 文 到の 長 紙面 だ。 越 中 守 も 之 

は 後記の 如く 特使 派遣の 事が 中 

た 石 原が 幅 井に 歸 着して、 y 戶重 

田の 肥 後 特派に 異議が あつ た。 

代表して 十 一 月 十 一 日 左の 書面 


六日 大 磯に 着きて 石 原に 面 會し春 嶽 の 

し た。 

てゐ るが、 秋 田へ 

數 月を經 たる 今 

の 模様 等逐 一 陳 


守 


貰 

レ义 

\ィ 


の 書翰 

^  -ま、 胡 

家と 松 

切る で 

た い。 


=^  一 了す 


に 

平 

も 


の 書 

日 何 

述し 

は 先 

せ る 

家と 

な く 

回 秋 

や う 

や 担 


面の 大意 は 

等の 沙汰な 

て 懇 願 し 

づ 前 IHT 巾 


平 四郎ヒ 


き 

 T 
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TT ん f 

て はよ 

れた結 ras- 發せ 

評議の 次第 を 

そして 本 多 修现は 

を 橋 本 左內に 寄せ 

三 九 五 


は 吉凶 pi 

僅かに 二 

田 を 指 出 

に 越 中 守 一 

絕 は 出來ー 

られ すに； 

在 藩 重役 一 

長 谷 部. 村 


に 


す 

田 


て 小 捕 招聘 


力 

已 

い 

を 

の 


こ ：K 

を 達 

で た 

違穽 

救 ひ 

昔 

ら 白 

慮 を 

だ ら. 

た。 

へ る 

始め 


化， ボ九章 福 井 藩よりの 招聘.  三 九 六 

を 達せん とせば 卷嶽 夫人 をして 細 川 越 中 守 を 動かさし むる に 如く はなしと 巾し 送った。 

(秋 田 IS 正) 

撗平 一條 扭て 苦々 敷 事に 御 1- 候。 依て 秋彈罷 出候樑 被，, 仰 出， 御 尤に存 候 得 共、 同人 罷 出御 誠意 之 程申述 候と 

て、 動かぬ 物 を 動かす 程の 見込 相 立不レ 申、 且柳 藩より 右 様申來 候と て、 未 熊 藩より 一 應之御 報 無 レ之內 重役 

御 指 立と 申 は、 ちと 御 早まり 過と 存候。 且始 より 被 M 仰 込， に敎授 にも 御 立 被レ成 度、 迎人 も可レ 被， 遣と 巾 程 之 

御 趣意に 候 得ば 宜候得 共、 被， 一 仰 込， 候 節 は 事 輕之方 直と 申譯 にて、 御 書取 も 役 楚之內 へ 或 別段 人 を 御 遣し 不レ 

被レ成 杯、 御 事 輕に被 二 仰 越， 候て、 今 俄然 重役 御 指 出と 申 は 首尾 御不相 當と存 候。 且 今更 大御 仕掛 被レ遊 候と 

て 動かす 見込 無レ之 候。 彈正御 遣し に 候 得ば 御 目通りに て 御 口上 巾 上と 巾 御 趣意に 候 得 共、 詰る 處は 重き 御 使 

と申處 にて 響 を 御 取 被 レ成候 迄に 歸し 可レ 中と 奉レ存 候。 

(小 楠)  (1® 

橫平を 動かす は 熊 藩 有司 を 動かす にあり。 有司 を 動かす は 熊 侯 を 動かす にあり。 熊 侯 を 動す は、 彈 正より 4- 

兵衞 1 翻 翻 S の 方 勝り 可レ ゆと 存候。 乍 レ併熊 侯 義理 道理に 御 激動 之 御 人に て は 無， 之、 然は熊 侯より 其 趣に て 

御 重役 始へ御 評議 被レ成 候までの 義御 心より 御 動 被レ成 候と は 一 層 分別せ レ之 儀と 存候。 御 心 を 御 動被レ 成^ は 

(舂 夫人、 姬) 

御前 様 之ぎ： レ 事 御 歎きに 加 者無レ 之と 存候。 御前 様に 無 レ止事 御く どき を 引 起し 候 は 乍レ恐 君 上 日常 之 御 

仕掛に 有レ之 儀と 存候。 横 平 御 遣 無 レ之儀 は 厚 御 憂 被レ遊 御機嫌 も惡 く、 御前 様に も 御氣之 毒且御 こまり 被レ 

遊、 何分 御 遣し 不レ 被レ成 候て は、 御前 様に 於て^ 御 こまり 被レ 遊、 被 レ成方 無 レ之程 之 御 校 様 細々 と、 被， 一 仰 越， 

候 様相 成 候 は^ 至誠 之 談. 義理 之說ょ り、 却て 浸潤 之 譜膚受 之 i4 之 方 能 行れ 可レ 中^ 候。 信 長 公之 美 濃 姬に於 

る 手段 至當 と^ 候。 依て 熊 本より 未 御 返事 無 レ之候 は 御 催促と して、 又 右 御 斷之御 返事 來り候 は 折返し 


熊 侯へ 御手 簡被レ 遣、 其 節 御前 機より 御 細 書に くどくし く 被 n 仰 越？ 御 便り 毎に 御前お より 銜 くどき 御 

遣被レ 遊、 其 御 至誠に て頻に f: 責立被 レ遊候 はぐ 動き 付 候 緣も可 レ^レ 之 _ ^候。 右に 譜 i ^重り 候 上 動き 忖不レ 巾 

fe- へば 時 ま 次 其 形に 被 n 成^-候と、 又は、 汀 之 勝負 十 兵 衞を御 遣し 被レ成 候て なり、 理屈 一 杯. 思 ふ 存分 御 決 

08 部) SS) 

被レ遊 候と も 御手 後れと 巾 事 無 レ之必 す 至當之 御所？ はと 考申 候。 此表 にて は- S 平 • 巳 三 郞其他 一 統同說 に 決し 

委曲 は 甚十郞 へ 巾 含 候 御 聞 取 之 上， 冗 御 取 斗 被 レ下度 候。 右は參 政も^ 段 不二 巾 越 1 候 問 此段委 敷 御噺. S 御談 

合御賴 巾 候。 

右 書簡に 於て 秋 K 特派の 不可なる を 論ぜる 所 は に 一 通り 理屈が あって 成程と 首肯され 

るが、 春嶽 夫人 をして 細 川 越 中 を ロ說き 落. さ うとす る 案 は 窮餘の 策なる 感 がしない でもない。 

同日 村 田 氏 壽も亦 書 を 橋 本 左內に 贈り 秋 田 特派に つき 越 前に 於け る 評議の 模様 を 詳述し、 上 

記 書面の 主 匕：： を 敷衍した る後豫 想の 如く 肥 藩より 謝絶の 返書 来ら ば、 共 の 時 こそ は 後宮の 力 

にの み 賴らす 使臣 を も 遣 はし 極力 辯疏 して 誠意 を 貫徹す るの が臣 子の 責務で あると 論じて 

ゐ る。 

本 多 修理 や 村 田 氏 壽が橋 本 左內に 寄せた 上揭 書翰が まだ 江戶に 着せぬ 十 一 月ト 七日に 小 

細川齊 護よ り 楠 招聘の 衣 賴に應 する 能 はざる ぼ を 答へ た 細川齊 護の 書面が 春嶽の 手に 落ちた。 共の 日付 

，絶の 書面 來 

る  を 見る と 十月 二十 三日と あるから 此の 書 狀は橋 本 左 內が立 花 登 岐と咄 し 合って 歸 つて 力ら 

春嶽の 前で 重役の 評議の あった 前日に 認められ たもので 知らぬ が 佛とは 此の 事 だ。 齊 謹の 

横 井 小 蹄上卷 傳 SI  .  三 九 七 ， 


^九 章 福 井 藩よりの 招聘  三ジ八 

書面 は 其の 全文 左の通り。 

八月 十一 一日 之 華 翰 相 達 致， ー拜 見， 候。 愈 御 安寧 被 二 御 入， 之 3in 、恭喜 之 至 奉レ存 候。 從：， 是 こそ 御無沙汰 罷過申 候。 

然ば 於-貴 國， 舉問所 御 取 建、 御 家中 子弟 教訓 之 筋 世話 御 申 付 之處、 元来 敎宫乏 敷 候 上 生 員も增 加に 付て は、 

老年 之 敎官勤 向 之 繁劇に 堪兼候 趣も^ レ之、 壯年之 內には 御 見込 御座 候ても 今 暫之處 御 取 立 被 レ成兼 候 御氣眛 

きも 有， 之、 御 當惑之 由、 右 付て 家 來横井 平 四 郎儀は 先年 諸 國遊展 之 砌貴國 ぇも罷 越、 御 家來之 內面會 相談 

等いた し 候 族 も 有レ之 候て 御 聞 及 被レ成 候ぬ、 依レ之 子弟 敎訓之 世話と して 平 四 郞儀來 冬 迄 御 貸 申 候 様 御 相談 委 

曲 被，， 仰 越， 候 御 端 書 之 趣 共 具に 承知 仕 候。 任 二 其 旨-早速 差 出可レ 申處、 右 之 者 は 御 家中 子弟 敎訓之 世話な ど 

いたし 候 教官 之 場に は 至 兼可レ 申、 兼て 不安心に 付 家老 共え も 得 斗 評議 爲レ致 候處、 是以 同様 之 趣 申出 候。 左 

候へば 差 出 候ても 却て 御用に 相 立 申 問 敷、 御^に 相 立 不レ申 見込 之 者 を 差 出 候て は重疊 不本意 之 次第に 付、 何 

分 貴 命に 應兼不 レ得レ 止 御 斷申上 候。 折角 之 御 相談 無 n 御據 1 趣 K 細 御 書中 之 通に て、 敎官之 助 之 端 共 相 成 候 見 

込に 候へば 早々 差 出 可 レ巾候 得 共、 お 之 次第に 付 不レ悪 御 汲取 可 レ被レ 下 候。 くれ-^ も 御 相談に 隨兼候 段心タ 

.  之 至 奉レ存 候。 奉 復早略 如レ斯 御座 候。 恐惶 謹言。 

1^1 平 (慶 民) 家の 文書に よると、 右 書面に は 左の 「副 啓」 と齊 護夫 人の 「副 文」 とが 添 へらえ 

てゐ る。 後者 は 八 十二 日 愛婿 卷嶽 の依顿 にて 其の 夫君に 書面 を 出した 關 係からで あらう" 

齊 護の 副 啓  〔齊 謹の 副 啓〕 

御 副書 誦士 候。 扨 横 井 平四郎 事に 付て は 態々 留守へ 御光駕 にて 愚妻へ 委曲 御 嗨に相 成 候 趣 を 同人より 申 越、 


無，， 御 翁-御？ 承知 仕、 早 さし 出 不レ申 候て は 難レ叶 俵に 候へ 共、 何分 本書に 巾 上 候 通 之 次 蜜 不レ祠 レ.^ 

及 二 御斷， 申 候。 甚以 心痛 之 事に 御座 候。 偏に 不レ惡 御 聞 濟可レ 被レ下 候。 不備。 

十月 廿 三日 

齊 護夫 入 の 副 〔齊 護夫 人 の 副 文〕  ー _ 

文  書 添 中 人き。 扨 先便に 御 申 越し 被 レ成篇 井 平 四 郎事 さつ 速に 家老 どもへ も、 ひょう 儀 申 付 候へ ども、 銜" 

に 立 I 込 御座な く 何分 不安心の よし 中 出 候。 せつ 角 御 相談に て 御 表よりも 御 直書 にて 仰ァ候 f 

御 斷申上 候。 此秦 返事いた し簡 あしから すお ぼしめ し 被， 下 篇に御 ふくみよ ろしく 御賴入 I。 ォ之 

次第にて 何とも 心 またし 候。 くれぐ もよ ろしく く 御 f 入 候。 a* まで 中 入 候。 めでたく かしく。 

is 齊護 をして 上記の 如く 拒 f 敢 てせ しめたの は、 彼 は 豫て小 稲に 關 する I の 申込に 對す 

ひバ^ 雀 る應 否に つきて 老臣 共の 意見 を徵 して ゐ たが、 老臣 等 は 熟議の 繁右 招聘の 件 は拒絕 する を 

可とすべき 意 を 述べて 其の 下問に 左の 如く 答申した の を 採用した ので ある。 ー 

横 井 平 四 郞儀越 前 守 様より 御所 望 之 一條 御 不安心 之 筋 被 レ爲レ 在、 於 n 御 家老 共" も 御 同様に 付、 御斷 被- - f 

進， 夫に て 被レ爲 レ濟候 得ば 御 宜被レ 爲レ在 候 得 共、 此節御 直 書 之 趣 且於二 江戸- 藏 人え 御 直 對之御 f にて は雙 

御 直に 御 頼 談之筋 も 可 レ被レ 爲レ在 哉 、左様 之 節 御 答 之 御 都合に も 可 レ被レ 爲レ成 哉と 中談候 趣乍レ f 上 候。 |§ 

福 井 輩 問 所 御 取 立 付て 敎 II にて 御所 管の 傣に 8 ば、， 御國靈 御 相 成-程 之人體 にも 

宾 ±v 折角 御 貸 被， 遣 候詮も 可， 有レ之 候處、 平 四郞儀 素より 夫 程 之 見識 可 レぉレ 之 様 も無レ 之、 第一 舉流 之內に 

横 井 小 稀上卷 傳記篇  .  一二 九九 


小 楠 招聘 謝絕 


第 九 章 福 井 藩よりの 招聘 

は 弊害 を 生じ 麓 之？？ 之、 御 政事 筋に 付ても 不靈 i 有レ 逢より 於 二 御 sts 不レ仕 人 物强 て 

御所 I 被レ審 f 於，， 御肅 共， 御 露，， ゆ 上， 段 申 上、 上に も 御 同 f 思 召に 被 レ爲レ 在 候 得ば 御枉 も不レ 

被レ爲 n 出來 f 殊に 御 柄 御 事 を 被レ分 候て の 御賴談 筋に は 御座 候 得 共、 御望に 被レ應 候て は往々 迄 も 御、 い 痛 之 

筋に 付、 幾重に も 御 斷被レ 遊 候との 御 趣意に て は 如何程に 可 レ被レ 爲レ在 哉 之 事  . 

十月 二十 一日 

. おは 小 楠 招聘 謝 絡に つきての 表面の 现ぬ だが、 其の 一 幾 面に は 肥 後 藩に は 用 ひられぬ ト 楠の 

事 だから 本 藩の こと を 越 前で 鬼 や 角惡 様 5 ふか もしれ ぬとの 掛念も あるら しい こと は」 3 

答 Is 出した，，： J 二十 三 S 中老. 家老の 名に よりて 在 府の溝 口  S りたる 書面 

中 に 

先月 十六 日 之 御內狀 致， 拜見， 候。 II 龍 口え 御 出 之 |紬被，， 仰 越， 御 端 書之趣囊，， 承知，， 口 I、 此 

元にて I 候 f 同様 之 見込に 之、 御 I 義 如何様 之 振舞 ヌ中 f 難， 計、 an 

へ は言 葉 之 端，， も 御 國秦を 1 角 中出續 も難レ 量、 是非共 御斷之 方可レ 然と 5、  sa 

又 同様 之 見込に 有レ之 云々。 

と あるので も わかる。  . 

肥 後 家老 溝 口 は 十一月 十七 日の 朝 春嶽に 宛た る 上揭齊 護の 返 翰 を 越前邵 こ屆ナ させて^ 

き、 同曰變 自ら ilssf 訪 うて 小 摘 招聘 ss を 細 2 敷衍した- 


そして 


彼 は 此の 訪問の 次第 を國許 政府に 報告した が、 そ れと 同時に、 もしかすると 越 藩より 肥 藩に 特 

使 を 派遣 さる や も 計り 難き にっき 東西 演 舌の 趣意 符合せ すて は 不都合 なれば と て、 中 根 X 

面會 して 語りた る 所 を 書取に して. 送った。 それにつ き、 

御 斷り荒 方 之演舌 迄にて は 相 成 問 敷、 其 上此節 限に て 再度 御 起り 無レ之 様の 都合に も 致 度 存念に て、 些 委し 過 

候 様に も 有レ之 候へ ども、 別紙 書取の 通り 申演 候處、 案外 御 受も宜 敷 大方 此節 限りに て 御 思 召 止り 候 儀と 相考 

中，？ 

溝 口の 小 楠 人 と 記して ゐる。 其の 演舌は 彼の 云へ る 如く 可な り 委しい が、 其の 中の 小隨 人物評 を 左に 持， 

物 評  "  I 

して 見よう。 

先達ても 粗 得 二 御意， 候 通、 土 豪の 人物 は 安心 難 レ致候 得 ども 相 應に才 氣有レ 之、 壯年之 書生 相 集 様々 之 論說ぃ 

たし 候內に は、 何れ 致，， 感激， 相 信 候 様之傣 も有レ 之、 夫 等之處 は先づ 長所と も 可レ申 哉。 しかし 共 長所に 付て 大 

に 弊害 有レ 之、 根元 熊 本に は寶曆 年^ 時習 館と 申 擧問所 御 取 建に 相 成、 御 家中 之 面々 日々 致， 出席- 共砌 より 

の學意 致ニ變 化， 不レ申 様 御代 々 專御世話^^レ之當時迄相貫居候事に て 、 倭漢之 古聖 賢 且治亂 輿 亡 等 經史に 因り 

致 n 講習-之 儀 は 勿論 之 事に 候處、 平 四 郞傣は 別に 一 見 を 立 候 哉、 門人 時習 館に も 出 庇いた し不， 巾、 土 臺之擧 

問 は 山 崎 家と 唱候 様子に 候 得 ども 實擧 杯と も 申、 純 粹之山 崎 家と は 相 見不， 巾、 鬼 角 何事 も當今 之^ 様に 引 

付、 乍 レ恐將 軍 家はケ 様、 列 侯 列藩 之內 何方に てはケ 様、 自國之 政事 人物 ケ様 左様と 中形に て 相 偶 候 翁より 門 

下 之 諸 生 自然と 黨を結 候 様 成 行、 其 末 先 は 子 共喧曄 とも 可， 中 候 得 共、 右擧 意之 論より 昨年 大勢 及 ニ爭闘 ー其內 
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笫九章 福 井 藩よりの 招聘  二 

^傷に もいたり、 且又 長岡監 物と は 無二 之 莫逆に 候處學 意之 譯 よりか 近来 は 致 二 義絶-候. W にて 極々 遠々 敷、 . 

當時は .^ ィ 中に 引 籠 門人と 中 候ても 昨年 のま 1 より は 段^ 減 候 由。 先 I 中 之 i 程に て 稀に 旅 生 杯 も參り 

候 由。 右 之 通 之 人物に て是 まで 熊 本に て さへ 御 選 用 無 レ之候 を、 御 賴談と は 乍 レ申其 儘 御 貸被レ 進、 追て 重疊御 

迷惑 之 筋に も 至り 候て は 御 間柄 別て 難-相 濟ー 止 を 不レ得 御 斷に相 成 候 由。 尤 最前 藏人被 n 召 出-候 節 御 懇之御 

沙汰に て 一癖 有 レ之儀 は 兼て 御 承知 有レ 之、 其 儀 は 御 含 容被レ 遊 候て 御 仕い 可 レ被レ 成 旨 事 を 被レ分 候ての 御意 も 

被 レ爲レ 在 候 付、 可 レ成丈 御 賴談之 通 被 n 成 進 1 度 趣 申 遣、 御名 様 も 御 同様 之 思 召に て、 同列 共 も 專其才 を 精々 

致" へ， 義- 候 得 共、 何分 不安 意に て 約 マる 處右之 通 相 決、 彼是 右 等之譯 にて 御 答 も 及-延引-候 由 申 越 候^、 不レ惡 

被，， 仰 上， 被 レ下度 云 々o  . 

三 ，井 藩の 熱意 遂に 肥 後 藩 を 動かす 

溝 口  ^人の 小 楠に つきての 上 揭演舌 は 彼の 自ら 云 へる 如く 八月 中旬に 中 根 及び 春嶽 にき ノ 

してな したる それより は糙に 委しかった。 然し 其の 演舌 中に ある 時習 館の 事 や、 小 楠と 監物 

の 義絕の 件 は 旣に村 田氏壽 によりて 福 井 藩の 君臣の 耳に 這 入って ゐて、 而も 村 田 は 小 楠. 監物 

の 不和に つきて は 「畢竟 長 岡 氏 見識 不充分よりの 由」 と 評して ゐる。 (本篇 三 一 五 K 參照) ま 

たト 楠の 舉問 にっきて 述べた 所 は 溝 口 は 之に 據 つて 小 楠に 對 する 不安 を證 する ずり らしい 


中 根は漭 口に 

春 嶽が小 楠 招 

聘を斷 念せ ざ 

る を K めかす 


が、 小 楠の 長所 は 却って 北ハ處 にあり と 云 ふべ く、 其 處が卽 ち K 舉 で も あ り 活 舉 で も あって 越 藩 

の 小 楠に 垂涎す る 所以で は あるまい か。 それ故に 溝 口 は あれ だけ 小 楠に ついて 述べて 避い 

たら 越 藩 も 招聘 を斷 念し て、 よ もや； 冉 びそれ を 持 出すまい と 思ったら うが 案外に も 其の； 

は豫 期に 反した。 春嶽ゃ 其の 重臣の 小 楠 招聘 は露劍 であって 之が ために は旣 記の 如く &々 

の 方策 を 講じて 其の 目的 を 達せん として ゐた際 だから、 上記 細川齊 謹の 書狀 にある 謝 絡の 现 

由 や 右 溝 口の 批評 位で 今更 手 を 引いて は 居らぬ。 中 根 は取敢 へす 溝 口 の 来訪した 翌 々日 (十 

一月 十九 日) に 書 を 溝 口に 贈って、 卷 嶽は齊 護の 担絕 にっきて 未だな ほ 決して 斷 念して 居らぬ 

3n3 を 左の 如くに 仄めかした。 

其 節 被 レ遣御 返書 之 趣 別段 御 懇示之 次第と も 具に 御 承知 之 御 儀に 候へ 共、 猶叉 種々 御 熟考 御座 候て 御 返書 御挨 

拶旁今 一 應被ニ 仰 進， 度 俵 も 可 レ被レ 成 二 御座， 哉と 思 召 候 間、 自然 御 國許御 同僚 之 御 方々 等へ 右一 件に 付 御 返報 

も 御座 候 儀に 候 はぐ、 御 國許御 申 上 候 御 趣意 越 前 守 様に も逐 一 御 承知に て 篤と 御 淵 底 被レ成 候と 申 候 儀 は 御 

申 越に 相成宜 候へ 共、 夫に て 最早 御 遺恨 無レ 之と 申 御 承 談之御 挨拶. は 無， 1 御座， 様に 御 心得 被 レ成候 様 遊し 度と 

の 御 儀に 付此段 爲レ念 鳥渡 內啓 仕置 候樣 被， 1 仰 付, 候 事に 御座 候。 

なほ 此の 書狀の 「尙々 書」 に は 前述した 福 井 藩よりの 特使 派遣 は 中止 せられる 事に なつ 

たと て 左の 如く 記して ゐる。 

特使 派遣 中止 此間御 內談仕 候 時宜に 寄御國 許より 御 使者 にても 可レ 被， 1 差 立， 哉との 儀 は、 今日 飛 1： 着御國 許より 申 來候趣 御 
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第 九 章 福 井 藩よりの 招聘，  . 

"坐 fe- 間此竊 先 當分御 見合に 相 成 申 候 

ず.. 右 中 根の 書面 を國許 政府に 轉送 すると 供に 福 井 表より 使者 派遣の 見合 はされ たに 

I ついて S く 安堵した と 書き送って ゐる。 此の 特使 派遣 は旣 記の 如く 柳 藩 池邊 藤秦 門の 

： I であるが、 有力なる 越 使が 肥 後に 乘 込めば 倶 にく  i して f 成就せ しめようと 云 ふ 

積り であった 彼 は 其の 使の 來 るの を 待ち あぐみ、 在 江戸の 立 花に 書 を 寄せて 時には 

秋 田 今に 參不 fe. 如何 之 御糧に I 候 I 念 仕 候。 a. 變へ fl 候て 肥 後へ 囊樣 心得 

にて 參り に 相 成 候 様左內 へ 御咄合 5 払 可 レ被レ 下 候。  . 

きょり 天下 之 御 爲め御 霞より 一 人の もの を 御 I に 相成讓 左様 迄 六ケ IIS は 誠に 笑止に 御座 

接。 速に 秋 I り 寒不， 仕 候 は.^ 秋 S 滞り 在る 內尙 叉誰ぞ I 向， S 付螽 I て 囊可レ 中、 左內と 

. 御 f 被， お K 候 筆， 願 候。 當時 天下 之 S 誓 招き 候より 大き は 御 f  く 候。 禁の 通り 肥 後の 聞不 

聞に 拘らす 賢 を 愛する の 御 誠意 破竹の 如くに 相 運び 候處越 公の 御 當然に 御座 候。 

と 云 ひな どして 聲援 甚だ 力めた。 處が 其の 特使 派遣 は 在 藩 重臣の 間に 異論が あって 右の 如 

く 沙汰 止み となった ので ある。 

立 花の 憤慨 肥 後よりの 小 楠 招聘 担 絕の報 は 間もなく 立 花 覺岐の 耳に 入った。 彼 は 大いに 憤慨して 楹 

本 左內に 左の 如く 書き送った。 


撗平 御借受 之義熊 本よ、 り 闘 爭大僻 者 之 由 に て 御 斷申上 候 由、 却て 役職 之 故 を 以て 御 斷申上 候 は ^ 宜敷候 得 共、 

右 様 之 名目に て 御 斷中上 候 儀 を その 儘 被 レ爲， 召 置， 候 儀 は 乍レ恐 君 公 様 御 心底に は 不レ被 レ爲レ 在 候 事と 奉，， 恐 

察， 候。 委細 は 何れ 向後 拜眉之 上 承り 可レ申 以上。 

熊 本よりの 斷 りの 理由に 對し越 侯 は 其の儘に はして m はかれ まいと 突 込んだ 所 流石に 鼻息 

が 荒い が、 勿論 壹岐に 云 はれる 迄 もな く 春嶽は 決して 共の 儘に はして S1 かなかった。 彼 は ：冉 

度 書面 を 以て 懇請す る こと を 決意 し、 十 二月 二十 五日 付に て 小 楠 招聘 を 飽くまで 切-け； A する 3:3 

を樓述 した 左の 書面 を齊 護に 贈った。 なほ 此の 書面 を 出 だす 前に 齊 護と 交代に 出府して ゐ 

た 世子 細 川 右 京大 夫に 面會 して 右 書 まの 趣意 を 懇話し、 乃父 へ の 執 成 を依顿 したので ある。 

春嶽も 去る ものな かく 拔 からぬ 所が ある。 

陳啓、 扱 は 其 御 家 來横井 平 四 郞儀弊 國擧館 子弟 輩 敎訓筋 世話 相賴 度に 付、 來冬迄 拜借之 機先 鴻 以，， 野， M, 及 n 懇 

願， 候處、 逐一 御 承知 被レ下 速に 御 許容 被， 下 候 箸に 候 得 共、 同人 事 は 敎官之 場に は 至り 兼 候 故、 尙又厚 御 家老 

共へ も 評議 被 二 仰 付， 候 處是以 同様 之 趣 申 上、 折角 弊 國へ罷 越 候ても 用に 相 立 不レ巾 御 見込 之 者 を 被レ遣 候て は 

重疊御 不本意に 付 不レ得 レ止御 斷之趣 被 ニ仰ド I 猶叉奥 へ も 被， 遣 候御喾 面も拜 見、 藏人も 屋敷 へ i 能 出 錦地 E 細 

之 事情 申達 是亦 委總 承知、 段々 不， 1 一 通， 御 評議 有， 之 御 厚志 之 至 千 萬 奉 n 感謝， 候。 右 様 事 を 分け 被，， 仰 下， 候， g 

を 押て 及 二 再 願， 候 も 如何に 候 得せべ、 ，當 今 弊 國舉館 生 員 先達て 呈書之 折より は餘程 相增、 敎宫盡 繁劇に 堪兼、 

其 上 是迄敎 授申付 置 候 高 野 半 右衛門 儀 古稀 餘之 高年に て 迎も勤 繽出來 兼 候 段 頻に巾 立 候に 付、 右平 g: 郞儀も 
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第 九 章 福 井 藩よりの 招聘  四 〇 六 

必御 許容 是非 北行 可 n 相 成， 龍と 相 心得、 半 右衛門 先達て 遂に 願に 任せ 隱居申 付 候。 爾来 は 兼て 乏敷敎 職に 候 

得ば 彌增繁 務に候 得 共、 平 郞 北行 而已 を心樂 みに 待 居候 折 柄、 御 斷之趣 段々 無， 一 御據， 義とは 乍 レ申當 惑 之 次 

第、 國許 家老 共へ も 巾 越候處 愕然 失望 之 至、 且館 中子 弟 迄 も、 平 四 郎拜借 之 傣略傳 承 相 待 居候 趣に 候處、 今 

般 之蕤是 切に 相 成 候て は 敎訓之 世話 行 屆兼候 は 勿論、 自ら 子弟 輩 嗜方も 薄く 相 成 館 中 之 衰微 便 画家 之 基 業に 

f、 至 重 之 儀と 憂勞之 至に 御 鹿 候。 今度 無 レ據御 斷且御 垂示 之 趣 致 二 承知， 候て は 最早 此 上に 強て 可 n 相 願， 

筋に も 無レ之 哉に は 候 得 共、 前顯之 通弊 國 にても 資に 無レ據 次第 故 何分 此儘相 止 候て は 不二 相濟， 譯 柄に 付、 被，， 

仰 下， 候 ぼ 趣 は 篤と 相 心得 居候 條、 平 四 郞儀御 借し 被レ下 候ても 舉館 子弟 之 引 立方 而已 委任 仕 候 積に て、 擧政 

向 之 俄 は 總敎之 家老 共始 夫々 役人 共爲 n 取懸， 澄 候 事故 決て 朋黨相 分れ 擧論致 M 蜂起， 候 様 之 搞には 至り 不レ 申、 

此機は 小子始 惣敎邊 にて 深く 相 心得 定見 も 有レ之 事に 御 鹿 候。 其 上に も 萬々 一 御 懸念 之 筋へ も 可 二相 運， 兆候 も 

^レ之 候 得ば 其 儀 は爱て 十分 心得 居候 得ば、 未 發之處 にて 平 四郞の 職務 如何様に も 一 轉仕 候て 其 筋へ 關係 不レ 

仕様 之 所 置 も寓々 有レ 之、 其 內折能 及 n 返上， 候 得ば 自然 敎職之 見込 致 二相 逮， 候ても、 平 郞 令名 を墜候 様 之 機 

に は 決て 及せ 申 間 敷、 尤國家 之 妨害 可，， 相 成， 候 様に は 可，， 相 運， 樣も 無， 之 候 得ば 此邊之 懷は小 子へ 爲， 一 御 任， 御 

降 心 可 レ被レ 下 候。 何卒 素 願 之 趣 御 聞 iiS 被， 下候樣 伏て 奉 レ希候 。且又 平四郞 在留 之 爲擧館 近 邊士屋 一 軒 爲レ明 待 

受之 支度 迄 も 相 調 候 位 故、 今と 相 成 無， 1 御據， 譯と は乍レ 中御斷 にて 願意 不， 一 相 達， 候て は、 卒爾に 相 願 候 小 子 之 

不明 も 相 著れ 殆 迷惑 之 次第、 前書 之 通り 關係も 不レ輕 候 間 右 等 之邊野 子 心中 御 亮察 被， 下、 申 上 兼 候 得 共猶又 

御 再考 被レ下 平四郞 北行 之谈御 許諾 之 程 一 向に 相 願 申 候。 则 先日. H 金 へ 參上之 節 世子 君 へ も.^ 御咄巾 候。 定 


て 被 n 仰 越， 御 承知と 存候。 右 は 14 應 勝手 ケ間敷 自由 之 議相願 候 哉に 御 承知 も 可 レ有レ 之 かに 候 得 共 赏に不 レ得レ 

止 事情に 候 間、 渴望之 願意 幾重に も 御 汲 察被レ 下、 枉て御 容諾偏 奉， i 伏 希， 候。 右 御 願 如 レ斯に 御座 候。 謹言。 

十二  n 廿 五日 

越 前 守 

越 中守樣  - 

御 直披 

右 書面 や 右 京大 夫から 執 成の 書翰 を 受けた 齊護は 最早 担絕の 仕様がない。 若し 此の ト： 强 

肥 後 藩諾す て 斷れば 今 は 春嶽の 面子 を 澄す ことになるの で、 肥 藩は已 むな く 小 楠 招聘に 關 する 越 藩の 懇 

請 を容る i に 至 り、 藩 廳 より 安政 五 年 二月 十九 日付 を 以て 在府の 溝ロ藏 人に 「若殿 様より 御 

書 被，， 進 置 ,候 處、 越 前 様より 上え E 細 之 御 直 書 被&、 此 節 は 御 除 引 不， 被， 爲， 成 様の 御文 面に 付最 

早 御 貸 被& 方 に 可お， 爲， 在 哉 之 御沙汰に て 云々」 と ゆし 送った ので、 溝 口 は 三月 十七 日 越 藩邸 

に 至り 横 井 平 gl 郞 招聘の 件 承諾の ヒ I を吿 げた。 中 根 參政は 其の 時の 模様 を翌 十八 日 橋 本 左 

內 I 春嶽 から 內密の 命 を 受けて 京都に 在る— に 左の 如く 報 じ. た。 

中 根、 橋 本に 昨 十七 日 細 川 侯の 執政 溝 口 藏人罷 出、 小 拙 及，， 應接ー 候處、 中 述には 撗井平 SI 郞儀 御所 望に 付 御斷り 被， 一 仰ヒ， 

招聘 交渉の 港  . 

着 を 報ず  儀 も有レ 之處、 再 應之御 直 書に 段々 の 御 趣意、 且平四 郞爲レ 人 篤と 御 承知に て 不都合に 相 成 候 節の 御 取 計 方 迄 

委細 被 二 仰 進 I 且 白金へ 被， 爲レ入 候 節 右 京大 夫 様へ 被，， 仰 入， 候 御 口上と 中、 何分 無二！： 據， 御 次 に 付、 此上 

横 井 小 稲上 卷 傳 篇  四〇 七 
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被 レ任ニ 御所^ 1 御 貸 被 レ進候 段 申 上 候 様 被 レ仰相 越 候。 御 直 書 にても 御 返答 可 レ被ニ 仰 上 二 に 御座 候、 且又 同役 

よりも 諸事 篤と 御 承知 御 褂酌之 上 被， 一 仰 進， 儀に 候へば、 此上御 斷り被 二 仰 上， 候ても 却て 御 不本意の 御 儀に 付 

被レ任 11 御所 望-候へ 共、 吳 々 申 上 候 人物の 事に 候 へ ば 萬 端 御 目 表に 御 見直し 被レ下 不都合の 儀 は 如何にも 御敎 

誨之上 御 叱 被 レ下候 様相 願 候 趣 申 上 候 様 申 越 候 段 も申述 候。 右に 付 早速 申 上 之 上 押て 御 願 之 所被レ 任, 御所 望, 

御 滿悅御 本 懷之段 御 挨桜之 趣 申 聞罷歸 候。 ケ 様に もろく は參る まじく と 存候處 思 ひの 外 速に 御 承引、 平四郞 

儀は當 月下 旬 熊 本 出立 福 井 之 方へ 罷越候 由に 御虚 候。 仕宜 により 於 二 錦地， 御面會 にも 可 n 相 成， 哉と も 被レ存 

候。 付 釣に 大鯰か \ り 候 心地に て御國 表へ も 早速 可 二 申 遣-と 奉レ存 候。 

右 中 根の 書面 を 見る と、 小 楠 招聘の 目的 を 達し 得た 越 藩 君臣の 得意 はさ こそと 思 ひ 遣られ 

る。 三月 二十 二日に 村 田から 同じく 左內に 寄せた 書中に も 左の 一節が ある。 

村 S の歡容  拉此 一 件 昨春 以來老 兄 格別 之 御 骨折に 候處、 事 成就に 及び難 レ 有事に 御」 M 候。 全く 君 上 御 誠意の 感通 する 所 及 

諸 有司の 力と ケ樣之 事我國 邦に 珍 敷 § 籠 115 御國 古今 之 美談と 奉レ存 候。  ， 

.  當 初より 小 楠 招聘の 事に 關 係し 遠く 肥 後まで 使 し、 其 の 後事の すらく と 運ばざる に 焦慮 

を 極めて ゐた村 田の 歡 喜と 安堵と は 云 はす もがな である が、 右 中 根 及び 村 田の 通知 を 入手し 

た 橋 本 もやれ く と 胸 を 撫で 下した こと \ 察せられる。 

中 根 は 上記 書狀に 「ケ樣 にもろ く は參る まじく と存 候處」 と 云って ゐる が、 あ の舂 嶽の强 

請 方で は 肥 後の 政 鹿より 在 府溝ロ へ の上揭 書面に 「此の節 は 御 除 引 不， 被， 爲， 成 様の 御文 面に 


付」 と ある 通りに、 細川齊 護も斷 りゃうがなかった であらう。 然るに 村 田の 云へ る 如く 此っ 

小 楠 招聘 一 件の そ も の 發端は 昨春 三！：：： の 事 だから、 それから すると 北ハの 成就までに は 丸 

一 ケ年を 要し、 春嶽が 始めて 表 向に 齊 護に 直 書 を 以て 依頼して からで も 優に 七 ヶ月 か.， つて 

ゐる。 交通 や 通信 機 闘の 不便な 時代と は 云へ 相當 長い 問に 亙った 交涉 で、 而も 越. 巴 Ig 藩：^ で 

は迂餘 曲折 を 極めた の だか ら、 越 藩と して は 中 根の 書面に ある 通り 「付 釣に 大 4 わの か X り ゆ 

心地」 のした の は 無理 もない。 松 平 (慶 民) 家 記錄の 中に 「三月 十七 日、 本 月 六日 付 細 川越屮 

守 様よりの 御 來書左 之 通」 として 齊 護の 年賀 狀と 其の 「副 啓」 と を 記して ある。 後者 は 上 

揭中裉 の書狀 中に 「御 直 書 にても 御 返答 可， 被，， 仰 上， 普に 御座 候」 と ある それで、 左の通り だ。 

MMIi^^ 招 横 井 平 四郎に 付て 先頃 御斷 得- i 贵 意-候 通 御座 候處、 其 後 右 京大 夫え 御 嗎之趣 委細 申 越、 猶又樓 々費 翰 も被レ T 

具に 承知 仕 候。 强て御 懇望 之 譯に付 重て 及，， 御斷， 候 も 却て 失 鱧に 御麼 候^ 任， 御望， 其 沙汰 仕、 平 m 郞债 用意 

濟 次第 差 立直に 福 井 表に 罷出申 候。 御用に 相 立 候 は ビ大幸 之 至に 御座 候。 何も 御 心 可 レ被レ 付 御 試に 相 成 御^ 

様 次第にて 無 ，1 御 遠慮 ， 御 差 返し 可 レ被レ 下 候。 (下略) 

ffi 當 時の 福 井 藩 

春 嶽の襲 封  福 井 藩 第 十五 代の 主 松 平 齊 善が 天 保 九 年 七月に 逝く や、 其 の 年 九月 l^J ま は將軍 家慶の 命に よつ 
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た C 
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事 に 
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宅 の 

敎 授 
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究 に 
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こ 
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れ 

，諸 
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-兵 

、さ 

に 
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武 

才 

て 

戶 

し 


用具 を 狡 

術 修業の 


校 
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日ヌ 

坪 


の 

整 


せ し め 


を 

の 


支 ゆ. 

も V14-. 


の 

敎狡 

m 達 


な 

上 


ど 


七 


，文武 出精 

め 他！！ に 

六 

蔷 


の 

を 


曰 

館の 式典 を舉 げ、 翌 二 

赏 つ た。 翌 

，十 一 月 更に 満 


し 


三 


者 

敎 

蔷 


し 七 


正 

た ( 

井 


月 

學 

一一 一一 口 


同 

fit 

せ 


め" 

下 


官 ^ 


年 

に 


赏 


ケ 

た- 


は 


赏 

报 

て 


明 道 

掛 學 監同樣 心 得 

城下 


學 

に 


纟 ハ 

を 鬪 


ベ き 

明 道 館 


し 

-ir 


獎勵し 

あ tw- す 

た C 斯 

て 城 


命 

旨 


ダ ^ 

學 習 


ジ- 

其 


の 入 館： 

歌 詩文 一 

したが- 

未 だ 


充 

士 一般の 


れ 

ぜ 


希 望 

吉 E 

分 で 

て ゐ 

ら れ 

め て 

を 新 
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四 一 三 


第 九 章 福 井 薄よ 


左內の 信念 


者 

向 

學- 

內 

に 


て 

、 

-醫 

夕 


は 

ヽ 

H 

學. 

必 


を 

西 


學 

丄ま 

見 


の 設 

た 0 

學 び 

有レ之 

せ た 

力 り 


學 

て 


に 


じ、 士 

忠 義 


ん 

の M 似 をす 


ん 

.の 


り の 招聘 

は 云 ふ 

の 中 

か ら 

り、 我 

趣 意 

面 中 

*、 「 

し 候 

の で 

も、 IB^ 

ら う 

決 し 

命 は 

て は 

を お 

神 の 

る に 


に 


に 

て 

も 


迄 

、 

及 


な 

云 


候 は 


近 

尙 

ズ 


で 

あ 


左 內の献 儀に よ 一 

儀 筋合 正し 


つ た 


洋 

を 


、今 

ず 」 

來蘭學 之 

日 必要の 

るの を 想起 


あ 

急 


を 

科 學は採 入れても 

述 


科學 にっき 

の 人達に は 


に 惑溺 

雪， 江 に 

建國 

る 


武 

た 


ベ 

條」 

の 氣 


し な 

m し 

曰 


て 


來 

箬 

本 


被， 遊 候 

) 此 の 

相 立、 一 

正 學 

- (本 

造 詣 

を 忌 

た 0 

ベ た 

は 毫 


な 

は 


は 

は 日本と 


意 

中 


こ れ 

れ ざ 


み 

も 


し 

に 

て 


で 

漢 一 

屬 し 

七 四 

-隨 つ 

J も 

二 巾 グ 

中 

ず 


，隨 つ 

せノ 禾 

法. 器 

，決 し 

^ を 

つ は 

先づ 

の 


參 


て 又 

夥 有レ 


て 明 

見 る 

蘭 之 

照) 左 

質 


其 

道 

內 


少 く 

補助に 

の 信念 

に 曰 本 

つ 


文 

す 


の 

吉 

En 

の 


る 


は 彼 


布 

く 

の 

安 


令 

共、 

禾 * 

東 


京 


も 


案 

篁 が 安 

に 相 成 候 


の 外 


去 候 


や 

三 


の 國是を 論じ 

、隨 つて 時代に よって 

國以來 の 傳統的 精神 

が 皇 國の國 是 だ C 皇 

か ら、 今 曰に 於ても 支 


の 

政 


我 

の傳 統的粮 神を發 揮す ベ 


に 


學 


に よ 

相 成 

術 を 

と 申 

年 三 

よ り 一 

人 心 

る こ 

な 布 

本來 

擢 の 

國 に 

じ く 

「人 

た る 

模倣す る 

で、 割 是 の 


に 

內 

直 


て 

ば 


算科局 


職名 .學徒厘 

別 • 職員 • 生徒 


出版 飜刻 • 洋 

書 購入 


は實に 透徹 

け、 城 

十 

武 


設 

下 


內 

口 j* 

其 


の 

W 一 

授. 助 

ぁナ 生 

一 名 

し た _ 


論 は 之に 蜜き ると 斷 一一 目 して ゐる 

武藝 稽古 所  次いで 同月 又 武藝穑 古所 を 館內に 

.  て 一 箇所 I 三 ノ丸內 の 長 谷 部 甚平以 

地— に 集め 大 長屋に 建 回らした 內に講 

献議に 成 り、 其 の 主旨 は 藩 中 諸流武 藝 の 

取りて 以て 時勢に 適する の 工夫 を 凝ら 

つた。 九月に 至り 開館 はした が 是には 

選 一 屁 敎育 につ き r 學 文の 儀 は 年少の 節 

見込 ある 人物 を 見立てし め、 九月に は 館 

からざる 所以 を 論 達し 力めて 之を修 

だ が、 彼 が 安政 四 年 八月 江戶に 出で た 

實 務に赏 つ た。 

上の 如くして 各 科 成立 赏 時に 於け る 

敎. 都 講. 訓導 師. 業 養 師. 幹 事 その外 三十 

外 塾生に は 生 長 蚤 業 生. 同 會 席. 業 生 等 

以下 各 別 あ り、 生 徒の 概數は 最も 盛な 


學 

る 


し 

ー乂 

ブ 

內 

後 


意見 で 

諸流師 

屋敷 を 

て た (本 

家 を 集 

武の風 

反 對 . 

ix レ.^ 

竹サ 科 

め た 

寸 nu. 


な 


取 拂 


も 


局 


を 

上 


0 

道 

七 


家の 自宅 

二  - 

三 . 

フー 


氏 


設 

道 


る 

は 


し 

亭 


達 

及 


括 

牟 


叨道飽 の 職名 は 

餘がぁ り、 書 生 に 

の 名 稱がぁ り、 職 

顷には 一 千 三百 名に 及 び、 ま 


館に て は 以上の 外に 出版 飜刻を もな し 蘭 書の 購入に は 費用 を 惜しま 

橫井小 楠上卷 傳記篇 


之を總 括す ると 

員 ： 

名 


る 

費 


古所 を 

合して 

頁 の 圆 

失 を 研 

益， -士氣 

も 多 か 

な る ベ 

必用の 

て左內 

# 用 取 

總 敎-準 

. 博 丰 

，參敎 二 

-Mo  、、ゝ て 


悉皆 取 

七 千 四 

见 よ) 

せ し 

興 起 

た 0 

を 論 

科 に 

考案 

を 命 一 


敎參 

m 生. 

費 を 


名 


百餘 


以 


之 

.LIT 

-舉 

名- 

て 


し め 

坪 の 

は 左 

其 の 

む る 

五 月 

て 成 

川 缺 

つ た 

れ て 

監. 敎 

，敎挖 

支 辨 


なかった。 安政 二 年 十二 

^ 一  五 


九 章 福 井 藩よりの 招聘  四 一 六 

月に 幕府に 伺 出で 西洋 學辨 用と して ク エラン 1^ 字 典 を 出 版 し、 四 年 八月に 幕府の ー宁 によつ て .^Tfl^ 

Hl,,^, ユン スト 辭 書 等 を 購入した こと は 有名の 事 赏 だ。 

右 は 明 道 館に つきて 述- ベ た が、 藩 領內の 須要の 地に は 藩の 計畫に 係る 黌舍 もあった。 安政 二 年 

の 設立で かの 三 寺 三 作の 主として 事に 赏っ てゐた 粟田部の 1513^ 廸齋の 如きが それで ある。 なほ 學 

校の 名稱は 藩の 制度 を亂 すと て 許されなかった が 私塾の 著 聞した もの もあった。 

上 は 小 楠が 福 井城 下に 乘込 むまでの 春嶽の 事蹑の 梗概で あるが、 安政 五 年歸國 すべきで あつ 

た 春：. i は 小 稲の 入 福 を 客んで 其の 日の 至る を 待ったら うが 同年 四月に 幕府から II 家大 華の 際な 

藩 政に 關 する れば とて^ 府 を 命ぜられた の で、 家 老本多 飛驊を 召して 藩 政に 關 する 條目を 在 藩の 士に 示した。 

倏目 

それ は 春 嶽の抱 食 を 察知し 得べき もの だから 左に 附記し よ う。 

條  目 

一 政事 向 之 事 兼て 趣意 通り 何分 治敎 一致 不 n 相 成-候て は 難-相 濟 1 は 勿 ii 之 儀、 別て 留守中に も 相 成 候 得ば 人心 も 必定 

自ら 敷是又 無レ止 勢、 且萬事 姑息 之 情より 寛 縦に 流れ 易き も 亦 方今 時勢の しからし むる 處に候 得ば、 此所 を， 經持 致し 候 は 

厳の 一 字 を 主と し赏罰 共 不>, 濫樣 可レ致 事。 

一 明 道 館 文武 之 事 此儀も 前 條同樣 致， 一 擔赏， 治 道に 不レ反 樣取斗 候 事專耍 にて、 徒に 書物 請み 或は 武藝遣 ひの 多分に 相 成 

候 を 喜び 候の みに て は 货に不 - 相濟， 候。 文學 にて 申せば、 眞 誠に 識見 相 開 行々 國寧之 相談 も 出 來經濟 之學に 進候樣 篤志 之 

.  者と 相議し 諸般 可レ 及， 1 處置 1 候。 武事 之 儀 も 同斷、 徒に 武術 遣 ひのみ 出來 候ても 其 所詮 更に 無レ 之、 是又 充分. I 巧 地 丈夫 之武 

術に 致 度、 假令 他流 者 にても 無 レ構立 合 井蛙 之 陋見を 開 達候樣 致し 度、 此等之 儀 は 萬々 承知 之 事ながら 申 述候。 奴 只今 物事 

窮屈 法から み にても 不レ 被レ 行事 故し かと 與奪之 道 相 立 可レ申 候。 


一 軍， 之 事 此儀も 一 通 リは出 來有レ 之 候 得共此 上と も 厚 致 一一 研究-治 亂雨途 に 不二 相 成ー樣 之.^」 置 可 レ有レ 之と も 存候間 精 

力 を盡し 取調 候 樣可レ 致 候。 

一 調練 之 事 是迄家 流と 唱候は 千 八 百 三十 三年 式に て、 知 之 通り 方今と 相 成 候て は 何分 便利 簡耍之 儀に 付 R 後 は 千 八 

百 五十 五 年式 相 用 ひ、 太鼓 同 斷此儀 は (Ilk り 次 笫以- 存言之 儀-夫々 へ 中 聞 品々 變革相 成候樣 致すべく 候。 很號令 之 儀 は 

講武 所 式 相 用 可レ申 候。 

1 農工 商 諸政 之 事 富 國强兵 之 根本に 候へば 此. 學術大 に 開け 百ェ之 政治 まり 不レ. W. 候 半で は 沖！ も 如何程 心 力 を 候ても 

萬々 不レ參 候。 第 一 之 儀と 存 候へ ぱ是又 骨折 講究 之上大 に可レ 及-施 訓- 細 ：in に 至 候て は 多々 之 儀 商量 可 レ致事 C 

1 物 產之事 昨年 公邊 にも 及 レ達候 通に て、 方今 此業 專耍之 事に 候へば 第一 自闕之 度 物 を 和 夫 々常！^ 之處置 有レ之 度、 其 

上 は 山嶽 海 川 之 利 を 奥し 大に派 立 候樣取 計、 是等ー 二人に て 取 行 候 事 も出來 申^ 敷 候 得ば 有志 之 者と 折.^ ゅ談 し、 Ms 

力 可 候。 

1 航海術 之 事 方今 之 急務に 候 得ば 造船 等 之 事 追々 派 立 候 儀に は 候 得 共 別て 其方 共 相 心得、 有志 之 向へ ゆ 談此逍 相 開 

(松 S 

け 諸般 一 と 際 は 派 立 候 樣可レ 致 候。 此 外に も樣々 可 レ有レ 之 候 得 共 先 は 大要 如 レ斯、 別て 飛驊. 主馬 申談し 執行 相 成 候 樣可レ 致 

右お-目 は赏時 他 藩に て はと て も 見られな い 進取 的の もの である が、 見 渡 す 所. 全 體に苴 りて 橋 本 

左內の 意見が 大 分. 加 味され て ある やうに 思 はれる。 左 內は赏 時 攘夷 鎖 國說が 一般 世の中 を 靡か 

して ゐる 中に 獨り 開國 通商の 意見 を 抱いて ゐ た。 彼が 年 m かに 二十 一 丁 三 であった 安政 一 丁 三 ^ の 

顷に 草した 「西洋 事情 書」 や 「外 國 貿易 說」 を 見る と 其の 記述 は簡單 なれ ども 大見 識.大 經 綸*大 

抱負が 其の 中に 合蓄 せられて ゐ る。 彼 は 我が国 は 奮って $1 界第 1 等の 國と ならねば ならぬ が、 そ 

橫井小 楠上卷 傳記篇  四 一 七 


^九 章 福 井 藩よ 

れに は先づ a ら 國 を 開 

した 0 少く とも 


を强調 

あ る 0 

右左 

意 見 を 

た が、 安 

に對し 

の進步 

にて 將 

の 持主 

で、 彼 は 

對外意 

ら う 0 

春 嶽 

意 政 務 

比類 少 

.K  ； 散. R 

亦大で 


內 の 

政 三 

幕府 

的 な 

軍繼 

で あ 

せハ の 

見 の 

の 襲 

に 勵 


へ 

み 


見 

は 


は 

と 


き 雄 藩 

特に 人材 

ある は 否 


や 

諸 

已 

め 


ず 

な 


の 招聘  四 一 八 

： き 我より 逸んで 世界の 諸 II に 交通 を 求め 廣く 貿易 を與 すに あると の 

開國 論に 於て は 左內は 象，：！ • 小 楠より 一 步 若しくは 数步を 先んぜる の 

は 其の 主春嶽 の 施政 上に も 取 入 

は 置かたかった で あ ら う。 ij^ 綠 

し た , 「叫刖 が 其の 翌四年 十月 二 

諸 大名 2 意見 を徵 した 時に は、 も 

にても 卓越して ゐ た。 隨 つ て 安 

き 朝廷 及び 公卿の に 運動した 

れ て 其の 運動に 幾許の 障碍 を來 

, 開國 論者に 豹變 して ゐ たので 

政 四 年 八月に 出府した 左內 によ 

の 治績に は 上記の 如く 旣に大 い 

計畫の 下に 富 强の策 を 遂行した 

下に 重き をな すに 至つ た。 是 は 

： 心 を 用 ひ、 而 も 能く 輔導の 臣の 

" 彼 は 僅かに 二十 餘歲の 左內を 


れられ たは 勿論 其の 抱 持せ る 誤れる 

は 安政 二 年まで は 激烈な 攘夷論 者で 

筒條の 要求 を 提出し た (本 篇四三 一 頁 

う 打って 變 つて 開 ^進取 を Bp" へ て、 而 

政 五 年 春 左 內が卷 嶽の內 命 を 受けて 

際 も、 春 m が 不純た る對外 意見— 開 1： 

した 程で あ る。 これ は せられる が 

ある。 此の 僅かに 二三 年間に 於け る 


意 兑 

¥ ズ 

^ タ 

あ つ 

參 照) 

も 其 

京 都 

說 I 

赏然 

彼 の 


りて 攘爽 論の 誤れる を說 かれた ためで あ 

に觀 るべき ものが ある が、 彼 は 其の後 も欽 

ので、 慕 末に は 偉材の 輩 出 • 藩 政の 作 新 他に 

固より 春嶽の 卓識 德 望に 基づく の で あ る 

言 を 用 ふるの 雅量が あつたのに 因る の も 

直 用 し、 一 匚 を 虚しう して 其の 意見に 聽き且 


；從ふ 


つ 行つ 

と 一； ム つ 
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江 戶 

遣 憾 

と 最 

天下 唯 

り 村 略 

に す 


て 益" 彼 を して 名. 货俱に 

て も？ iFS 代の 明 ^英主で 

彼等 は 昔 I 耽うて 春 m 


て 堯舜た 

ぬ C 彼 は 

病死した 

した 所 で 

交の 深 か 

鈴 木 主 稅- 

ある は ia^ 

と 云って 


らし めんと 

小 楠と も 親 

た め、 小 楠 が 

あ つ た と 思 

つたの は 藤 

西 鄕吉之 助 

湖に 若く は 

ゐ るの を 見 


大 た ら し 

あ つ . た 

韓 政と 

现 想 を 

ありて 

招して 

. 彼 に 

東 湖と 

るの み 

く、 學術 

も、 主 


其 

つ 

の 


め た の 

カス-力 

^事業 

て 赤誠 

に 書面 

か を 

い て は 

岡監物 

云 ひ、 監 

大 にし 

人物の 


で あ る 0 

故に 彼の 

の 達成と 

を 建く し 

の 往復 を 

たした 時 

遣稿篇 (二 

で あ つ た- 
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國 逸 取 3 大 策 を つ、 一 〔问 明 俗に 僧 まれ 先 
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人の 心 を 諒 とせん。 尙く は饗け 

代 伯 0  ^ 浦奎 


^ 同 

て 遣 

乃 ち 


くも iK 

績とは 

同鄕の 

墓前に 

よ C 


第 十 章 福 井 藩の 招聘に 應 じて 

I 福 井 表の 待受 

ほ， 1 藩よりの 小 楠 は 安政 五 年 二月 二十 九日 組頭 平野 九 郞右衞 門から 左の 辭令 を受 つた。 

其 元 儀 松 平 越 前 守 様より 依， 御 頼, 御 國許福 井 表え 被， 差 越, 候條、 早 々用意 相 仕 廻 候 様、 尤 彼^え 

擧館御 取 建に 付 諸 生敎導 筋付而 御借受 當年屮 も御留 被， 置 御 模様に 候條、 此段 も. 2- 聞 m は 候^ 

從， 1 御 奉行所, 申 來候間 可 レ被レ 奉レ得 M 意， 候。 以 上。 

二月 廿 九日  ,  平野 九郞 右衛門 

撗井平 四郞殿 

W 楠の 越 前 入 はこれ で 愈.、 確 定 した。 越 前から 肥 後への 招聘 交 涉には 明 道 館の 敎宫 にと あ 

つたので 右辭 令に も 亦 さうな つ てゐ. る が、 此 の 招聘 問題. の發 端に 溯つ て 見る と 決して それば 

力り では 無 く、 藩 政 始め 其の 他の 機 務をも 諮 間しょう と 云 ふの が 卷嶽の 本意た る は 無 論 で あ 

ス。 本 i には容 れられ すして 城外の 装 村に 貧しく 蟄居せ る老 書生が 一 躍して 特別の 家柄た 

31^ 井.；； -楠 上卷 傳記篇  四  一二 


林 櫻 園 • 長！： 

監 物の 錢 


第 十 章 福 井 藩の 招聘に 應 じて  一 

る 雄 藩の 齊 師に迎 へられた 此の 事 實は小 藩に 於て はい ざ 知らす 大 藩に は 其の 類例に 乏しい 

. ■  -tn  ,  やう だ。 村 田 氏 壽が橋 本 左內に 寄せた 書簡 中に 今回の 小 楠 招聘 交涉 

の纒 つたの を 「ケ 様の 事我國 邦に 珍 敷 m5 御國 古今の 美談と 奉レ存 

候」 と 記して ゐる 通り (本篇 四 0 八頁參 照) 池 田 光政に 於け る 熊 澤蕃山 

と 上 杉 治憲に 於け る 細 井平洲 位で あらう。 破格に 小 楠を迎 へた 春嶽 

の 明 識は云 は. f もが な、 小 楠 も 亦 之 を 辱し めぬ 俊傑だった は 良い 「コ 

ン ビ 」 で あ つ た。 

小 楠の 門下 知己が これ を 彼の 登 龍 門と して 將來を 期待す ると 俱に 

肩幅 を廣 くして 心より 欣 躍し 叉 祝 幅した の は 云 ふまで もない が、 從 來 

小 楠 を 目の敵の やうに して 兎 も すれば 非難の 的と して ゐた 人達 すら 

驚異の 眼 を睜ら すに は 居られなかった。 かの 林 櫻 園 は 嘗て は 小 楠の 

師事して ゐた肥 後の 碩儒 で、 豪 放 人 を 眼中に 措かざる 小 楠 も 彼 を師龍 

と 評して 尊敬して ゐた が、 後 に は 擧意合 はすして 1^:1 に 遠ざかった。 然 

るに 樱園は 小 楠の 越 前行 を 耳に する や 酒 看 を 贈りて 之 を 祝して 小 楠 

を 驚喜せ しめた。 义 同じく 舉 意 の 行 逮 から 絶交して ゐた長 岡 監物も 

小 楠が 越 前へ 召されて 熊 本 を 出立 するとい ふ 前 m に 左の 二 首 を 詠 じて 餞した。 
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以て 二君に 仕 ふる も 

みなかった と か、 彼 は 

る が、 若し それが 事 K 

習と したので はない。 

の 中 に 、鍵 龅ニハ キ^ 學 

秘書 監兼衞 尉 卿に 至 

てから は 肅宗に 左 散 騎常侍 安 南都 護に 擢 

四 二三 


前 行 を 
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」 を陋 

(遣 稿篇 「詩文」 乙、 一) 

て 左 補闕を 授けら れ 


第 十 章 福 井 藩の 招聘に 應 じて  四 二 四 

で ら れ、 卒 して は代宗 潞州大 都督 を 贈られた に對 し、 

巾 麻 呂朝使 を 以て 唐の 官を受 く。 是 叛臣に して 我が 國體を 辱し むる こと 多し と爲 す。 i ハの 望月の 和歌 情の 惻 

む 可き ありと 雖も、 而も 以て 其の 罪 を 償 ふに 足らざる なり。 王 摩 詰安祿 山の 偽官を 受け 後 凝 碧 池の 詩 を 以て 

死 を 免れし と 事 甚だ 相 類す。 文人の 節概 無き は 嘆す 可き なり。 

と 記して ゐる 其の 精神 や、 文 久ニ年 幕府に 小 楠 を 登庸 せんとす る議 ありし 際 (本 篇笫 十四 章、 三 

參照) 固く 辭 した 其の 覺悟を 見ても 二君に 仕 ふる を 意と しない 害 はない からだ。 今回の 越 前 

一 了に して も、 彼 ほどの 經綸を 持つ てゐ ながら 肥 後 藩に ゐては 認められる 事 も 用 ひられる 事 も 

先づ 見込がない と 云っても よ く、 あ たら 寶の持 腐に 終らう とする の を 惜しむ の 餘り柳 河の 立 

花. 池 邊の 如き 心 ある 人々 の 勸誘ゃ 斡旋 も あり はした が、 福 井 藩 君臣の 招聘 熱望の 結果 正式に 

同藩 主より 肥 後 藩主 へ の借受 懇請が あつ て 肥 後 藩の 命に よりて 越 前に 向った 事で あ り、 其 の 

後 三回の 福 井 藩よりの 招聘に 對 しても 练回 主家の 命令の 下に 行動し 自分勝手に 應 招して ゐ 

ない こと は 後 章に 述べる 通りで ある。 小 楠の 越 前行 を 以て 二君に 仕へ ると 見る の は 犬なる 

誤 で あ る。 

上 揭辭令 を 受取った 小 稲 は取敢 へや 越 前に 出發 と着阪 との 日 取 を 報すべく、 先づ 三月 三日 

53發. 箭阪の 付に て 大阪の 越 藩 留守居 牧村 淸左衞 門に 書 S 稿篇 「誊 簡」 六 六) を 送りて 當月 十二. 三日 頃 門 

取 報ず 弟 二 名 を 連れて 熊 本 を出發 し、 同 一 一 十 七 入 曰までに 着阪 の豫定 なる を 報す る と俱 に、 吉田 涕藏. 


村 K 氏 壽兩人 宛の 書翰 5 稿篇 「書簡」 六 七) を 至急 越 前に 仕 送る やう 依頼した。 此の 雨 \ 

の 書面に は 先 づ春嶽 の 誠意 を感 戴して 其の 招聘に 應 じたと 述べ、 次に 熊 本出發 と大阪 着の 日 

取 を 知らせ、 兩田を 始め 越 藩諸士 との 1$ 會を樂 しむ 33 を 記して ゐる が、 牧 村と 兩 K へ の 書面に 

今回の 越 前行 は 細 川 越 中 守の 命なる を 特記す る こと を 忘れて ゐ ない。 兩 田は旣 記の 如く わ 

楠 招聘に つきて 重大なる 役割 を 演じた ので あるが 小 楠の 越 前 入に 關 しても 諸 用 向の 取調 を 

命ぜられた。 吉 田家に は悌藏 への 辭 令なる 

此度細 川 越 中 守 様に 御 頼 之 上 横 井 平 四 郞御招 被レ成 候に 付擧監 へ 申 談諸用 向 取調 候 様 被， 仰 付- 

の  寫が 保存され て あ  り、 叉 村 田の 『履歷 書』 中には、 

安政 五 年 三月 横 井 平 四 郎御招 被レ成 候に 付 取調 掛被， 一 仰 付 『 此 表着の 節御國 境まで 出張 出 迎候様 被， 仰 付^ 

と ある。 小 楠の 書面 を 受取った 村 田 は 三月 二十 二日に 京都に ある 橋 本 左 內に書 狀を發 して 

その 內容を 報す ると 供 に、 左 內が小 楠と 京都に て會 見す る ことになる の は 別して 好都合に て 

其の 節 は 小 楠の 福 井 表に 着して からの 手下し の 次第 や 「指 詰 君 德御裀 養、 御 地 磐 結 之 大事 件」 

等よ く， 話し 置き くれと 頼み、 猶 左の 「追 書」 を 以て 小 楠の 待遇 方に つき 質して ゐる。 

本に 以 n 別紙， 得 n 御意， 候。 然ば横 井先 生来 着 之 節 御 國境迄 迎人指 出、 其 餘平洲 先生 米澤へ 被， 招 候 節 之 例に 依り 

質す  可レ申 哉。 

但御國 境 迄 迎人指 出、 且其表 支度の 模様 有， 之 事故、 此表 到着 之 日限 相 知れ 候 は i.、 其 皆前以 被，， 仰 下， 度 

横 井 小 楠 上 卷傳記 篇  四 二 五 


第 十 章 福 井一 潘 Q 招聘に 應 じて  四 二 六 

奉レ存 候。 橫井氏 孰れ 京師に は 暫く 逗留 も 有レ之 事故 其 御 便 も 出 來可レ 申 哉の 事。 

来着 之 上 は 五十人 扶持 叉 は 御 合力 一 一 百 俊 可 レ被レ 給 事。 孰れ 赛客之 御 待遇に 候 故右兩 様之內 孰れに て 可レ然 哉。 

(儀 作) (南部 逢 助) 

髮 代 • 餅糧等 取調 功 者 之 人 一 人 御 赏可レ 被レ成 哉。 錢穀 出納 . 賀物等 之 世^人 平 溯 . 南 彥兩人 褂り可 n 巾 付， 

事。 先年 相兒へ 候 節 此雨人 親炙 之 者 故 可レ然 事。 昨年より 彼是 遷延 候處、 事 成就 被， 成 候て は茶以 迅速、 驚喜 

之至爲 n 國家， 可レ奉 n 大賀， 萬々 御 同然に 悅申 候。 石 原舊宅 未だ 少も手 入 致 不レゅ 候に 付 早々 修理 申 付 候 答に 御 

」M 候。 尙此外 御 心 付 之義も 御座 候 は ^ 早々 被 二 仰 下-度 奉レ願 候。 ケ樣之 義は隨 分 町 便に 御 指 出 可 レ然、 且乂三 

度 之 外 1  母 日の 様に 福 井 表への 便 有レ之 哉に 承 居 申 候。 賢 次 郞へ御 申 付爲ニ 御調 1 可 レ被レ 下 候。 (後略) 

福 井 市松 平 侯爵 家 事務所 所藏の 『明 道 館 御用 留拔 書』 の 中に も 安政 五 戊 午年の 部に 三 n 

二十 五日 付に て 左の 記事が ある 

細 川 越 中 守 様 御 家臣 横 井 平 郞儀 君 上 厚 思 召 を 以再應 越 中 守 樑へ御 賴之上 御 招に 相 成、 近々 御國 表へ 可- i 

罷越， に 付 諸事 取調 澄 候 様、 且 不二 容 ヅ御儀 故 御 趣意 通 相 立 候 様 厚 及， 1 評議， 候 様 村 田 巳 三郞申 T1 聞 之？ 

渡 邊早太 揚屋 敷 横 井先 生 旅館に 相 成 3ni 是亦申 .1 聞 之？ 

上揭村 田の 「追 書」 と 云 ひ 此の 記事と 云 ひ、 福 藩で は 「容： r 勿なら ざる 儀」 とて 小 楠の 待遇 

方に 就きて は 誠意 を 以て 考慮して ゐ るが、 一 番 良い 適例で も あるから であら う、 米 澤 藩の 細 井 

小 楠 到 一 潜の 際 平洲 招聘の 時の 待遇 振を參 酌す る 意向ら しい。 なほ 小 楠 到 遣の 際の 出迎 方に 關 しても 右 書 

の 出迎方 

類 中の 同年 匹 月 六日の 部に 左の通り ある。 


句讀師 以下 役 a. 外 塾 師助迄 都 講申渡 左 之 通。 

(鯖 江の 北、 今 歩兵 第三 十六 聯^の あろ あたり) 

1 横 井先 生 明 七日 到着に 付 水 落 驛迄郊 迎可レ 被ニ罷 出-候。 

(午前 七 時)  r 

但六 半時 出 宅 之 心得に 候。 

一 裁 着 又は 袴着 用 腰 兵糧 持 參可レ 有 レ之 候。 

二 明 後 八日 麻 上下 着用 先生 宅 式 臺迄歡 として 御 出 有 レ之可 レ然存 候。 

明 道 館の 職員と しての 出迎 として は 左 も あるべき であらう。 なほ 東京の 松 平 (慶 民) 家 文 書 

の 中には 「三月 二十 六日 飛 1： 發に付 御 家老に 御 渡御 書付 左の 通」 として 卷嶽が 越 前への 飛 

脚 便に 托して 家老 共に 小 楠 着直 後の 取扱 振 を 論 示した 左の ー喾が ある。 

1, 小 楠 5 横 井 平 四 郞出幅 到着 之 上 早々 (f: 師之位 を 相定、 政事 上 迄 も 相談 申 様に 相 成 候て は 却て 事 輕淺に 出、 不レ 可レ然 

取扱 方 を 論 達 

す  候。 依 レ之存 候 は 義现上 之 研究. 人材 敎 育之 筋 等より 追々 議論いた し 試 候 はぐ 擧術之 减否用 拾の 次第 分 可 n 扣 

成， 候へば、 其 上に て彌 望の 人物に 相違 無 レ之候 はぐ 追々 賓師之 位相 定め、 國政向 及， 1 相談， 候 運に も 可 レぉレ 之 

候。 最初卒爾に重大に取扱國政事问迄も及，ー相談，候て自然不合之儀等^^レ之、 双方 失望に 相 成 様に て は、 越 中 

守より 一 應相斷 此方より 再應 懇望いた し 申立 候 主意に 相 背て 不都合に 相 成 候 間 爲レ念 此段申 遣 候。 其 上之義 

は 國許之 評議に 相 任せ、 尙」 體の 景況 は 追 々可，, 申 越， 候 也。 

右に よれば 小 楠 は賓師 として 迎 へ たので は ある が、 着 早々 から 其の 扱に して 國政 向の 事 ま 

で 相談し かけ 萬 一双 方 失望す る ことにな りて は 甚だ 面白くない。 ことに 細 川 家より は 人物 
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能 i 本發 足の 日 


^十 章 

に 就いての 種 

置 に 當 惑す る 

する やうに と 

尙 警 戏を 怠ら 


福 井 藩の 招聘に 應 じて  四 

々 の 注意が あつたの を 押して 所望して やっと 承諾 を 得た 

ことになる。 それで 政事 向の 事 は 愈.、 希 望 通り の 人物た る 

云 ふので 露に 用意周到な 注意で ある。 漸く 望が 叶って 限 

ぬ 春嶽は 流石に 人 を 用 ふるの 度 を 具へ てゐ た。 

一 一 發 熊よ り 着 福まで 京都に て 橋 本左內 と再會 


福 井 表で は 

かった が、 彼の 

を擧ん でゐた 

かし い 抱負と 

地に て 小 楠に 

此の 機 會に福 

. ^ぼの ム B: 本 

は 相逮 ない が ^ 

さる X 事に な 


上記の 如く 小 楠 待受の 準備が 着々 

唯一 の 氣懸り は 老母 はじめ 家族の 

內藤 泰吉と 野中 宗 育の 兩 人が 留 守 

希望と を 持って 豫定の 如く 沼山津 

侍する の は 河 瀬 典 次と 池邊 藤左衞 

井まで 同行して 暫く 滯在 する こと 

を出發 した 日 は 豫て越 前の 方に 巾 

，內藤 泰吉の 『北 窓 閑話』 に は 「三 


亍八  . 

ので あるから 其の 處 

見定めて 後に 相談 


を 


なき 喜！^ 


行 はれて ゐる 間に 小 楠 

健慶で あった。 然るに 

居 を 引受けて 吳れ たの 

の 草廬を 出足した。 越 

n の 弟 龜三郞 の 兩門生 

\ なった。 . 

し 送った 三月 十一 三 一一 日 

月 十三 日 先生 は 越前老 


も 

侯 


の 中に も 


つた」 と ある。 然るに 小 楠の 榮 ある 鹿 島 立を筑 後まで 見送 


出 發の 用 

に 門 生で 

今 は 安 心 

まで 隨行 

あ る が、 安 

何れ かで 

の 聘に應 

つた 德 ふき 


音 5 に i:! し 

而も 罾術 

だ と、 辉 や 

し、 尙彼 の 

場 一 平 も 

あつたに 

じ 愈.、 出發 

一 敬の 書 


いた 物の 中に 「其 熊 城 發程を 送り 柳 川に 至る 云々」 の 記事が あるの を兒 ると.. ^ は 柳 河に 

立 寄った と 見える。 越 藩の 小 楠 招聘に 就きて 最も 希望 もし 畫策 もし た の は 同地の 立 花 登 岐 

と池邊 藤左衞 門と であった こと は旣 記の 如くで、 叉 小 楠が 近時 十 時攝律 (柳 藩 家老) 及び 池邊等 

と國 事に つき 畫策 しつ、 ある こと は 左記 池 逢の 書面の 通り だ。 柳 河に は、 立 花 は當時 江戶詰 

で 不在 だ： A 十 時 や 池邊は 居る し、 越 前に 逑れ 行くべき 池 邊の弟 は 待って ゐる し、 义 小 楠の 此の 

行 を 人 一 倍 喜べる 多 數の門 生 も あるので 小 楠が 態々 迂回して 此處に 立 寄った こと はあり さ 

柳 河に 立 寄り うな こと だ。 處が 後出の 安場の 日記に よると 小 楠 は 十三 日に 旣に 本鄕 にまで 來てゐ る。 す 

卞 .63-  C 至 る 

鄕は寶 暦の 顷には 藩主の 別莊も 練兵場 もあった 處で矢 部 川の すぐ 北で 柳 河の 來ニ里 マ^の 距 

離に ある。 十三 日に 熊 本 を 立ちて 柳 河に 廻り 其の 日に 此處 に來 るの は 一日 行程と して 餘り 

に 遠き に 過ぎる から 小 楠の 熊 本 出發は 恐らく は 十二 日 で、 其 の 日 柳 河に 至りて 其處に 一 泊し、 

其の 翌十 三日 十 時 や 池邊を 始め 多 數の門 生. 知己に 見送られつ- -本 鄕に來 たので は あるまい 

かと 思 はれる。 若し 十三 日 熊 本を發 して 北ハの 日に 本 鄕に來 たと すれば、 十五 の 行程 だから 

夜に 入りて 着した と 見ねば ならぬ が、 それ を 柳 河の 連中が 此處に 來て待 受け 送別 突な ど く 

として は餘 りに 遲ぃ。 叉 安場の 日記に 據れば 彼 は 十二 日 熊 本 を 發し山 鹿 町に 程近き 岩 原に 

一 泊 し、 翌 十三 曰の 五ッ 半 (午 前 九 時) 同地 を 出足して 本鄕に 着いた と ある。 其の 時刻 は 夜に は 

入らぬ やうに 思 はれる のに、 すでに 小 楠 一行 及び 柳 河 連中 は 其處に 來てゐ たらしい。 且つ 小 
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楠が 熊 本より 本鄕に 直行した として は 其の 途中に て何處 にも 一 泊した やうな 様子 はない。 

だ か ら、 熊 本 を 十二 日に 立ちて 前記の 如くに 柳 河に 迂回し そこで 一 泊して 本 鄕に來 て 安場と 

出會 した もので あらう。  , 

かく 小 楠が 柳 河に 立 寄った では あるまい かと 想像せ しめる 理由の 一 つに 池 邊の書 狀もぁ 

小 桃 近時の 行 ると 記した が、 それ は 安政 五 年 三月 四日 付に て 池 逢より 立 花 登岐に 寄せた もの だが、 小 楠の 近 

動 • 計畫 

時の 行動 及び 抱負 計畫の 一 端 や 池邊の 心事 及び 時勢に 對 する 意見 を も 知り 得られる から 長 

文で は あるが 左に 揭げ よう。 なほ 之 を理會 する に 必要なる 事 を も附說 した 爲に 文章が 幾 段 

かに 切れた が、 第 四 三 六 H の 名前の 處ま では 一 通の 手紙で ある。 

(前略) 先月 十日 於き 崎 御 別莊， 十 時大夫 • 沼 山 先生 • 私 镜咄合 仕 候 末 今日 迄 (fsf.? ほ ままし 「f;s， 

0^0^^  0sk§^ 之處追 々 打變候 事情 奉 二 巾 上 1 候 御 承知 可レ 被. 下 奉レ希 候。 

先月 一 一日 弟 龜三郎 沼 山へ 爲，」 能 越， 候。 共 次第 は 佐 念 公 御上 京に 付 v は 天下 之 事情 甚以御 心 遣 申 上 候 

京都 は戰举 杯と 時勢に 味き 正議を 主と 被レ 成、 江戸 は 交 を 主と し 利害 之陋兄 を不レ 免、 是 等之處 より 日 

本國相 分、 京都 方 杯と 巾 も の 出来 候 て 終に 內亂の 端と 奉レ存 候。 

に 付 沼 山 先生 へ 愚說咄 合爲レ 致、 模様 次第に は 京都より 越 前 へ 遣し、 沼 山 先生 越 藩に 御 招請 等 之 御手 i 舌 も 村 田 

へ 得と 爲ニ咄 合， 候 心底に 御^ 候。 同 八日 弟 罷歸り 沼 山に て 咄合之 趣 承 候處、 弟蕤" おぎ 出府いた し 尊公 様へ 沼 

山 之說巾 上。 


沼 山の 說は 萬國と 交.^ 取 結、 海軍 之 所 相 整 ひ、 諸 大名 奥 向 勝手 交代 軍艦より 往来、 天. ト之 六*^<撫 靑、 遊 

民 方 附等之 事、 且又 天下 之 正議家 幕府 を惡 口いた し 候 事 以 無理なる 譯、 是は先 書に 申 上 候通秀 亩將車 

在世たり とも 此度之 使節 參り申 候と 同様 之譯 合に 御座 候。 

逸 藩 始御滯 府に相 成、 尾 張 之 正議を 引返し、 交 之 見込より 日本 を 大强國 に 相 成 候 迄之處 大本 論定^ 成、 北ハ 

上に て 佐 倉へ 誠心 を 以て 申入 幕府 之 俗論 を 破り、 夫より 諸 大名へ 申喩 し、 一時に 今日 之 事務 を 引返し 候 事 今 

日 之 機 會之不 レ難譯 哉に 聞え 申 候。 右に 付 同夜 十時大 夫へ 御 頼談申 上、 旣に弟 出府 之 心 組に I 能 在 候 .M、 

右 こ， 佐 倉と ある は 閣老堀 田 備中守 正睦、 「その上 京に 付て は」 と ある は 安政 元年 三月に 締 

結した 日米 和親 條約 書に 「本 條約を 調印 後 十八 ケ：： ：：： を經れ ば兩國 協議の 上米 國の 官吏 を 下 

田に 駐在せ しむる こと あるべし」 と あるの で、 安政 三年 七月 米國總 領事，^ ス 下田に 入港し、 

翌四年 十月 二十 一 日將軍 家定に 謁見 し、 其 の 後 六日に して 堀 田閣老 と會兒 して 日本の 都下に 

各國 使臣 を 駐在させる 事 及び 所謂 勝手 貿易 を 開始す る 事の 二 ケ條の 要求 をな したる よ り、 林 

大學 頭. 目 付 ili-ra 半 三郞を 上京 させて 條約 締結の 勑許を 請 はしめ たがな かく 玲が あかぬ の 

で 堀 田 自ら 上京す る ことにな つたこと だ— 彼 は 安政 五 年 二月 五日 入洛した—。 义越 前と 尾 

• 越 ニ藩聯 張の ことが 右に も あり 此の 後の 文中の 處々 にも あるが、 之 は 小 楠が 近時 十 時 ゃ池邊 等と 越 

月 瓜 3 寄 4^ 

二 藩の 聯盟 を 策して ゐ たからで ある。 其の 事 は 巳に 池 逢 藤左衞 門が 立 花 登岐に 寄せた る 二 

通の 書面 中の 安政 四 年 十  一 ni:  二十 一 日付のに は 「横 井 近日 之說 にて 旱 越の 二 藩 是非とも 御 
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第 十 章  一 井き の 招聘 に 應じ て  四 三 二 

親み に 相 成 天下 之 時勢 を 明に 被， 成，， 御覽； 經綸 規模 同様に 參り、 機 を 見て 天下の 危 きを 返し 治 道 

を 再度 明らかにする 見込 段々 思 處に相 成、 私 へ 致-出府 ー旱越 之 二 藩に 申入 候 様 江 口 純 三 郞を以 

て 被, 中 聞 一 候 云々」 と あ り、 翌 十二  e:  二十 八日 付に は 「墨 夷 御 目 見に 付て 紛々 枝 紫 論 蜂起 仕 

候 由 奉" 一 想像 一 候。 ：：： 此 時に 相 成 候て は旱越 の 二 藩 公儀 を 助け 天下の 心を牧 養し 新 敷 天下 之經 

(iv 島) 

綸を 施し 候 手段 可：， 有， 之、 右經綸 規模 等の 義は近 曰 梳井態 々源 助 を 以て 咄 合に 相 成、 粗賤 味の 胸 

中に 枳 分り 候へ ども 筆に 任 不レ 中、 近 日 は 丁 刻 も 尊公 様へ 御 目通り 仕度 心中に 罷在 候。 越 公 御 

在府 にて 被， 爲， 在 候內御 討論 申 上 度 奉， 存候」 と あるので も わかる。 藤左衞 門が 右の 如く 弟龜 

三郞を 態々 小 楠の 許に 遣 はした の も 掘 田 閣老の 入京 を 耳に して 憂國 の念禁 する 能 は す、 右 計 

畫 進行に つきて 協議 させようと 云 ふの が 其の 主なる もので あったらし く 、其の 咄 合の 結 ral^ 龜 

三郞が 出府の 事に なった ので ある。 

同 九日へ 不レ 斗黑崎 御刖莊 へ 出 懸に相 成、 十時大 夫^ へ 急に 面談 之 事 有 レ之由 中 來候間 十日 早朝 馬より 驅付、 

十 時 大夫も 御 出勤 御 引取より 御馬に て 御 出に 御座 候。 七 時 頃より 咄 合に 相 成 候。 然處弟 儀 江 片へ參 り 候 様 沼 

山に て 話 合 相 決 居候へ ども：？^ にて は 不二 相 成 i 是非に 私 出府いた し 候 様 十 時 大夫御 斗 被 レ下候 搽奉レ 願 度、 態々 

差 急ぎ！ 能 出 候 無理に も 御 斗 可 レ被レ 下との 事に 相 成 候。 十 時 大夫御 答に、 藤 左衞門 出府 は 余程 六ケ 敷、 乍レ併 

少々 宜敷 II 合も^ レ之候 間 取 斗 見 可レ巾 候。 十に 六 七 は 出 來可レ 申と 被， 一 仰 聞， 候。 沼 山 先生 も 犬に 喜に 相 成是れ 

にて 先 は 如 とぞ動 立可レ 巾院。 然ば 一 杯と 酒に 相 成 申 候。 乍 レ併角 別 强立も 不レ仕 終宵 面白 咄 のみ 御， M 候。 


(宗老 花但 馬) 

十一 一日 朝 大夫御 一 同罷歸 り、 其 跡に て 但州弟 輩 三 四人講 擧有レ 之、 士 一日 先生 歸に相 成 候。 十五 日顷 にも 御座 


也 4S^、 ト滴越 

前行の 決定 を 

喜ぶ 


府 にも 相 成 候 勢に 付 如何 之 情 合に 有レ之 候 哉、 ^l^;中にては分^f候 

レ之爲 め 藤 方衞門 遣し、 得とほ-許之事情.^^州 へ咄しs^候はl^^;極 

(名 は 助 解 由、 筆頭 家老) 

s^f00B^^^^,^ 隼 人君 も 御 承知に 相 成、 小 野犬 夫へ も 御 同様に 被 n 仰 出-候 御 含に 被 レ爲レ 在 

候處、 不斗兩 大夫御 一同 御 不快に て 御 引 入に 相 成 候。 廿ー 日頃に 相 成 小 野犬 夫 御 出勤に 相 成、 十 時 大夫尙 御 

引 入に 付 最早 時 も 急ぎ 候 間、 小 野犬 夫 御 招に て 右 之 御 咄被レ 成 候 御 心 組に 御座 候處、 

小 稲 は 龜三郞 の 出府で は 心 元な く 思った の か、 態 々二月 九日 柳 河に 出 懸けて 十 時 及び 池邊 

と會見 し、 藤 左衞 門の 出府 を 要求した ので 十 時 も 其の 事 を 取 斗 ひつ i あつたの だ。 

廿 三日 晚御便 着 候て 當年 御歸國 夫々 御手 害相濟 尊公 様 も 御歸、 其 上 左內も ：！ 鄉と 承り 候へば ト時大 夫 之御說 

(春 嶽) 

も 塞り、 且又 私 出府 仕 候ても 越 公へ 御 目 通 も 左內無 レ之處 にて は 如何 可 レ有レ 之 哉、 東西と も 無理に 相 成 候 勢に 

御 候 間 一 先 私儀 出府 は 見合、 尙叉弟 俵 越 前 • 尾 張 迄 遣し 候 方に 相 決し、 廿 八日 願書 差 出し 同日 願 濟に相 成、 

三月 五日 打 立 候 手 害に 仕 5 は 候。 

藤 左衞門 出府 を 見合 はせ 再び 纏 三 郎が越 前. 尾 張に 出向く ことにな つた。 

へ 矢 島)  (小 楠) 

然處當 月 朔日肥 後， 源 助 急用に て 參り候 由 申 遣 候 間 急ぎ 面會仕 候。 外 之義に 無レ之 天下 之大 幸甚。 沼 山 先生 事 越 

前 之 御 頼に 依て 幅 井へ 被 二 差遣， 候 様 先月 廿九曰 熊 本に て 夫々 被 二 中 付-候との 事に 御座 候。 

小 楠の 越 前 招聘に つき 熱心に 周旋して ゐた藤 左 衞門は 此の 吉報に 接して 「天下 之大幸 SI」 

と 云って ゐる。 其の 安堵と 歡喜は 言 はす もがな である。  * 
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右 沼 山 先生 越 前に 被レ參 候に 付て は 彌以私 出府いた し 候 様、 且又 先生 も 越 公 御 在 府中に 是非 江戸へ 被レ出 候て 

見込 之 通 天下 之 大經綸 大根 本 被 ，1 相 立 I 其 後 各 國之治 道 も 夫々 論定に 相 成 候 心 組に 御 候。 然處私 出府 は爱 許： 

.  ,  (柳 河 藩主で 飛 驟 守！！ 寬) 

にて は 兎ても 出 來不レ 申 候。 且又 先生 出府 越 公 • 此方 樣江戶 御引拂 後に 相 成 候て は不 n 相 成 i 少時 にても 先生 

出立 も 急ぎに 相 成、 今月 十日 頃は發 足と 被レ存 候。 何も 先生 出府 之 上に て 萬 事御咄 合に 相 成、 秋 迄 御滯府 にも 

相 成 候 はぐ 私儀 も 出府いた し 候 様 御 地に て 御 取 斗 可 レ被レ 下 奉, 希 置， 候。 實は 先生 出方に 相 成 候て は 私 杯 は 無 

用 御座 候へ ども 聊 なりと も 天下 之 御 爲に相 成 度、 且又 今日 幕府 大 困窮 之 時節に 當り、 此方 様. 越 前 様. 尾 張 

様 幕府に 御 助力に 相 成、 事情に 味き 妄 なる 正 議家 を說 論し 利害 之陋晃 に 流れ 候 幕府 之 役人 ども を 申 示し、 日 

本 之 治 體扣立 十 年之內 外に は 世界 之 强國と 相 成、 西洋 諸國へ も如レ 飛に 往來も 相 成 候 はぐ 其 時 こそ 日本 魂と も 

可レ中 候。 今日 之 時勢に 相 成 鬼ても 日本 一 ケ國獨 立 は 不二 相 成， 事 墨 夷之 使者 申 通りに 御」 M 候。 今日 之 世界 之 勢 

は英 • 魯 の强國 アジ ャ 洲を爭 ひ、 爭ひ 勝ち 候 方 世界 を 一統いた し 候。 日本 は アジ ャの 喉に 居候 間 アジ ャ を爭 

ひ 候 もの 其 喉を棄 つべき の 理無レ 之 候。 故に 日本 大强國 たら ざれば 西洋 各國 の屬國 たる を 免れす。 此等之 時勢 

は 深く 討論の 上 今日 之 處澄可 レ在レ 之 候。 妄に 戰爭を 主と いたし 候 譯には 無レ之 候。 胸中筆に窥し得下-申.！^^。 

所詮 面 上 に て 不レ奉 n 申 上 ， 候て は不， i 相 叶 ， 候。 甚遣憾 之 仕 合御恕 推可レ 被，， 成 下 ， 奉レ希 候。 

小 楠 は 越 前に 着して 後 直ちに 江戸に 上り 春 嶽に晋 謁して 其の 抱負 を述 ぶる 接り であった 

と 見える。 藤左衞 門の 憂國の 心事 は 感歎に 値する が、 其 の 外交 意見 は 小 楠 そっくりで 痛快 を 

極めて ゐる。 


須 らく 小 楠 を 

出府せ しむべ 

し 


龜三郞 の隨行 


田宮と の咄合 


沼 山 四月 初旬に 越 前に 着に 可， 1 相 成 f 越 公 様. 此方 様 四月 末に 江戶御 發駕と 奉， 1 恐察，；^、^、  一  越 藩 之^ 越 

公 御 歸國之 上 先生へ 御 一 藩 之 舉事等 御 相談 之 御 心 組に も 御座 候 はぐ 甚以 今日 之 時勢に 御 味く 御」 m 健 W  、ネ きハ 曰ク 

は 關ケ原 迄 御 人 被， 1 差出^, 候て 直に 江戸に 通りに 相 成 候 様、 御 地に て 越 公へ 被，, 仰 上， 候て は 如何 ii^ に奉レ ：！^ 

候。 左內 急に 歸國 は定て 先生 事相 分 候に 付ての 義と 奉レ察 候。 然ば 最早 先生 一 件 は 得と 御 承知に 和 成 候 御 事に 

奉レ存 候。 左內も 自然 は 直に. 江戶 へ 出方に 相 成 候 様 相談 之 含に て國 許に 歸り候 11^ も 難, 斗 候。 肥 後 之 方不， 斗 差 

上 候 事に 相 成實に 天下 之 幸に 奉レ存 候。 此節は 時勢 一 動 可レ仕 奉， 存候。 

池缰は 春嶽歸 藩の 上 小 楠に 只 越 藩の 擧事 のみ を 相談す る考 であらば 愚な こと 故、 小 摘の 越 

前行の 途中 を關ケ 原に 擁して. 江戸に 連れ 行き 卷嶽 に晋 謁させよ との 注意 は尤 至極 だ。 

弟 懷は沼 山 先生に 隨身 爲レ致 候て 越 前表へ 遊 舉爲レ 致 候 様 奉レ願 候。 就て は 江戸 迄 之 事 は 願不， 1 召^, 候へ ども- 

先生 隨身 之義に 御座 候 は^ 先生 江戸へ 參 りに 相 成 候 節 は， 江戶 へと 同伴 可レ 致、 且又 先生 用事に 付て 登 人 にても 

江戶 表へ 罷出候 事 も不， 可レ辭 時宜 も 可, 有，, 御座 I 此段は 十 時大夫 へ も 申 上 1_ は 候。 乍レ憚 尊公 様 へ も 奉，, 申 上 m む， 

候 間 右 御 含 置 可レ被 n 成 下 ， 奉レ希 候。 

龜三郞 が 今回 小 楠に 隨 行して 北行した 消息 は 此の 書面に よって 能く 分る。 

田 宮事每 々被 n 仰 聞， 奉，， 承知， 候。 乍レ憚 如何 之 譯有レ 之 候て 出府 は 不レ仕 候 哉。 君 公 御 出府に て は 是非 御 伴可レ 

仕奉レ 存候處 無二 共義ー 尾 張 も 定自國 固めの 見 11 にて 田 宮は國 に 殘し候 哉。 先生 出 懸に相 成 候 間 尾 張へ も 出.：^ 

懸け 立 寄に 相 成 候 様咄合 i| は 可， 申 候。 御 承知：. g 可レ 被， 下 候。 
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田 宮は尾 藩の 田宮彌 太郞の 事で 小 楠 は 上 國遊歷 の 時に 交驩して ゐる。 (本篇 二 〇 五頁參 照) 

小 楠が 江戸に 赴く ことにな つたら 途中 名 古 屋に立 寄り 彼と 協議す る 様に 咄し合 ひ 置く と あ 

る。 然るに 小 楠 は 途中から は 勿論 福 井に 着して 後 も 遂に 江戸に は 行かなかった。 其の 理由 

は 『北 越 土産』 (遣 稿篇 「談 錄」 二) の 「江戸 出府 無乏儀 深き 思慮 賓， 之 候て の 事に 御座 候 由」 

の 項 や 後記 春嶽 より 小 楠へ の 書簡 (本 篇四五 〇 頁) によりても 略 察する ことが 出来る。 

彼 理が參 り 候 時より 今日は 尙叉 日本 安危 之 際に 御」 M 候。 乍レ併 日本人 心 之 動き 候 方 は 先年の 如く は無レ 之、 因 

ナガ ラ 

循の 習と は 此ぞ可 レ申乍 可レ恐 事に 奉レ存 候。 世 之 小 眼 穴の もの 天下 之 安危 服 前に 在 レ之候 事 は 不レ存 、街 來之俗 

事 小 格 杯 ：£M 々として 取 守り 年 格 之 御 恩賞 i!^ に 心 を 寄せ 候 事 可レ憐 事に 奉レ存 候。 君た る 御 方 大^ 目 を 御開 世界 

之 變動御 達見 在 レ之度 奉レ希 候。 

藤左衞 門が 國を 憂へ 我が 國民が 天下の 安危 目前に 迫りた る を覺ら すして 晏如 たる を 憤慨 

せる 所な ど 流石に 小 楠が 彼 を 柳 藩の 柱石と 推擧 した 其の 人物 を^ば せる ものが ある。 

尙又 時勢 も 日々 打變 可， 申 候。 隨時之 運用 專ー に 奉レ存 候。 右爲， 可 n 申 上， 如， 斯御」 M 候。 恐惶 謹言。 

三月 四日  池邊藤 左衞門 

永 益 (花押) 

立 花大夫 

執 事 


應 召の 心事 を 

詠ず 


別離の 一夜 


此の 左衞 門の 書面 を 見る と 小 楠 が 愈.^ 越 前行に 際し 十 時. 池 邊 等に 更に 面會 

たで は あるまい かと 思 はれる。 そして 立 花 壹岐は 本書 を 春嶽の 閲覽に 供した 

事 を 原書 狀の 一 端に 自筆で 覺 書して ゐる。 記事 は 叉木 筋に もどる。 

上記 本鄕 まで は右德 富の 外に 矢 島 源 助. 竹 崎 律 次郞も 見送つ て 来たが、 德富 

據 ると 小 楠 は 熊 本より 柳 河までの 途中 轔 中より 德富を 差 招 き、 詩 が出來 たと 

に 左の 一 首 を 書取ら した。 

•iplLB-Bipl.  S8- .  ^ikir.  sf  ,.*-ilffai3aiil1niill_3gaa 
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小 一 川 

回 容 

楠應田 

招 久 

维途大 

上 夫 

躋の藏 

作 C 


天に 在りて 人に 在らす。  • 

これ は當 時の 小 楠の 心事 を吿 白した もの で 結.？ は 彼の 本 S 、でも ある。 

蹬は小 楠が 福 井に 着して から 吉田東 篁に 墨痕 鮮 かに 書き 與へ たもの だ。 

嶽が次 韻して 小 楠に 與 へた 二 首 も ある。 (本 篇四八  一 K 參 照) 

後出 安場の 日記に 據れば 小 楠 一 行 は本鄕 では 此の 地方の 富亲で 藩の 用 S 
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の 必要が あつ 

と 見え て、 其 の 

記した ものに 

口吟し つ X 彼 


命 を 奉す 孤 HS1 千 

里 


の 身 、青山 碧 海 


一 望 の 卷、 此 の 行 

唯 心事 を 盡 く さ 

んと欲 す、 成 否 は 

こ 、 に揭 げたる 维 

なほ 此の 詩に は^ 


であった 淺山平 


本 鄉出發 


安場の 大阪ま 

での 日記 
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五郎 方に 止宿した が、 此處に は 熊 本より 見送りの 德富等 三人、 柳 河の 同志 門生數 ト 名の ある 上 

に、 小 楠と は 別に 熊 本を發 した 安場 も來合 はして ゐる。 此の 日の 此の 家 は 小 楠 黨の大 菜會場 

と な り、 彼 等が 同じ 心に 齊 しく 師の 將來を 祝す る 其の 歡聲は 夕方より 降り出した 大雨の 音 を 

壓 して 春の 夜の 空を搖 がした であらう。 

明 くれば 三月 十四日の 朝 まだ 降歇 まぬ 雨中 を 見送りの 門 生や 同志に 惜しき 別れ を 告げて 

本 鄕の宿 を 出足した ； 行 は 小 稲. 安 場. 河 濯. 池 邊の四 人であった。 これから 大阪 までの 道程に 

つきて は 他に 何等 徵 すべき 文書 を兑 出し 得ぬ が、 左 記 安場の 日記に より ス其 の 大體を 知り 得 

るの は 幸で ある。 

漫遊 日記 起 安政 戊 午 三月 十二 日 

へ. P 後一 

三月 十二 日、 陰。 九 時 國分發 足、 頭 宅に て往來 受取 於， 後藤 家， 爲， 旅装 f  , 八ッ時 出立、 井 忠ノ後 尉. 山 田 五. 

宮榮. 岩 助 之送而 到, 出京 町 f 吉甚 同道 七ッ時 出町發 足、 夜半 原え 着。 

(午前 九 時) 

三月 十三 日、 晴。 五ッ 半時 岩原發 足、 原 甚丄暴 送て 湯 町に 到、 一 酌 別 を爲。 靈 野中 敬： 道家 七 を訪、 勢 高 

r 湯 )  、 

之 宿に て 尉 右衛門 殿 へ 出會、 本 鄕淺山 平五郞 へ 止宿。 當家は 柳 藩 十 時攝津 • 被官池 逢 先生 及 十 i ハ ^ な II ハ餘數 

十 人 集會。 當家 にて 横 先生え 拜顏、 社中の 諸 士德富 多 • 矢嶋源 • 竹 崎 律 先生 を 送而皆 在, 席。 

へ 午 ゆ 十 ま) 

三月 十四日、 雨 昨夜 强雨、 晝 雨歇。 朝 四ッ時 本鄕發 足、 府中 中飯、 松 崎 止宿。 

三月 十五 日、 陰、 風。 日出 松崎發 足、 飯 嫁 止宿。 


(午後 KI 時) 

三月 ト 六日、 晴、 虱。 未明 飯 ilf 發足、 黑崎 中飯、 從 W 木 屋瀨， 福 山 藩 河 內俊雄 同道。 七ッ時 到-小 倉 一 尉右衞 


ml? 


殿 へ 面會。 

月 十七 曰、 晴。 五 ッ時小 倉發。 下 關ぇ滯 船、 風 惡敷ー 夜 滞留。 

(午後 一 一 ゆ)  マ 、 

月 十八 日、 晴。 早天 東風 不レ 止、 八ッ時 俄に 風變 西南 風、 便吿 ，1 宿 時， 赤馬關 を發。 風 叉變、 沖 定舶。 

月 十九 日、 東風 不レ 止。 中關 向島え 到て 滯舶。 

月 廿日、 晴。 九 時風變 東北 風、 宿る 發船。 

r 午後 ra 時)  (興：. 15 島) . 」 

月 廿 一 日、 晴。 七 時 到 二 上關？ 風 順 直に 發船、 沖 俄風變 豫州コ -、、 シ マ滯。 風强 0 

(午後 £ 時)  (十 時) ， 

月廿ー 一 曰、 陰。 七 時 中島え 滯舶、 夜 四時 發船。 

月廿 三日、 晴。 未 同 州 風 早へ 着船、 飯 後 直發。 夜ハ ナタリ 濯 戸口に 滯艇、 夜半 發船。 

(午後 二 時)  ， 

月廿 四日、 美晴。 未 刻 豫州弓 削え 到、 直發 船。 辆 より 滯船。 

月廿 五日、 陰、 小雨。 早旦 辆發、 順風 到， 1 多 度津？ 直に 金 比 羅參詣 平 田 平 五郎 • 渡 邊丑左 門. 築 原 某 同道。 暮 


月廿 六日、 雨天。 多 度 津發、 船 押 船に て 三 里 シャミ 島に 到、 風惡滞 船。 

月廿 七日、 雨、 晝後 止。 飯後發 船、 晝風變 順風、 夜半 沖に 碇舶。 . 

二月 廿 八日、 晴。 早 旦發、 甕 到， 一家 嶋， 水 を 求、 直 發船到 二 舞子 I 今日： 大喑 濞靜。 

二月 廿 九日.' 陰、 晴。 昨夜 發^、 四 ッ時大 坂 着。 夜 先生 淀 舟に て 御 上洛。 大坂 止宿。 
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上記 安場の 「日記」 によると 小 倉を發 してからの 海路 は 風波の ために、 大阪着 は 三月 二十 

七. 八 日と 豫定 してあった その 日 取より  一 二日 後れた ので ある。 小 楠 は大阪 から 直ちに 老母 

に 書面 を 出した が、 それ を 受取った 老母の 返書 中に 「舟 中 ひまどり さぞく 退屈いた し 申さ 

れ 云々」 と ある。 今日から では 噓の やう だが 海上 十三 日 を 費した 譯で 其の 退屈 さ. 抵牾 しさ 

は名狀 すべから ざる ものが あつたで あらう。 安場 は 大阪に 着く と 近 幾の 名所 舊蹟を 見物す 

着阪赏 1^ 上洛 ベく 一  先づ 一 行と 刖れ たが、 小 楠 は 河瀨. 池 邊と俱 に 二十 九日 夜 淀川 を 溯って 翌 三十日に 入洛 

し た。 

小 楠 は 京都で 二日ば かり 滞在した が、 此の間、 村 田からの 通知に よって 小 楠の 入洛 を 待 鉈 び 

橋 本 左 內に面 て ゐた橋 本 左 內に面 會し着 福 後の ことな ど 種々 咄し 合った。 云 ふ 迄 もな く 左 內は春 嶽の命 

會 

を 受けて 此の 年 正月 二十 七日 江 戶を發 して 二月 七日 着 京 二 條の越 前 邸に 寓し 、幕府の 嫌疑 を 

避けて 桃 井 亮太郞 (後 伊織と 改む) と稱 し、 密 かに 公武の 釁 隙を彌 縫し 建 儲の 志願 を 達せん とし 

.  てゐ たのであった。 此の 時 三 岡 石 五郎 も 京都に 來てゐ たので 小 楠 は 彼に も面會 した。 四月 

三日に 小 楠が 信 州 上田の 櫻 井 純 藏に與 へた 書翰 (遣 稿篇 「書簡」 六 八) 中の 一 節に 

於ヒ ヌ師， 福 井 御 家中 橋 本左內 に出會 諸事 咄 合一 候。 橋 本 は 直に 江 都に 發足、 今日 東北に 相 分 申 候。 

と あ り、 叉 福 井に 着して 後 四月 十一 日付に て 在府の 左內に 寄せた 書面に も 左の 如く ある。 

於， 1 京師， は數曰 御難 題に 罷成 厚恭々 拜謝 難， 1 申盡， 御座 候。 乍 レ然寬 々得，， 拜話， 大慶 此 事に 奉レ存 候。 拉 三日 奉 


p=5 


以來 道中 無レ恙 七日に 御城 下に 參着。 同行 何も. e. 分 無， 1 御座， 候。 御 安心 可 レ被レ 下 候。 於 二 賢兄， 定て 同日 御 

發 程と 奉レ存 候。 御 急 之 事に て 別て 御氣 m 被レ成 候と 奉レ存 候。 


小 楠 • 左內東 

北に 分かれて 

出發 


右に よると 小 楠 は 四月 三 


戶に歸 つたと 見え 

と 小 楠 は 京都 滞在 

人の 舍見は 嘉永四 

と 今日の それと は 

對外 意見に 於ても 

止ら す 天下 画家の 

に 之に 同愦 もし 慨 

を 始め 廳 司. 三條等 

事 は 朝 命 を 待ちて 

般 の計畫 成る に垂 

京の 已むを 得ざる 

り、 翌 六 年 十月に は 

なほ 小 楠が 嘉永四 


る。 な ほ 一 

間 は 左內ー 

年 大阪に 

其の 識見 

相 一致し 

問題に も 一 

嘆 もした 一 

一 

搢紳 諸家 一 

之 を 行 ふ 一 

ん として i 

に 至った 

刑場の 露 一 

年上 國遊； 


日. In^ 都 を 

左內 へ の 

の そ 

云 ひ 

ゐ る 

れた 

あ ら 

出入 

き 事 I 

然奸 

ら で 

消え 

の 際 


て 

力 

と 


た 

し 

其 

う- 

京 


立ちて 福 井に 向 ひ、 左 內も亦 其の 

書面 中 「於，^1-師ーは數曰御難題 に 

る 越 藩邸に 同宿した では ある ま 

から 七 年 E だ。 僅かに 十八 歳で 

の 地位と 云 ひ 一 大 躍進 をな して 

とて 互に 胸襟 を 開きて 談 じ、 其 の 

は 想像に 難くない が、 左 內の退 京 

リ と 云 ふの は、 左內は 上京 後上 記 

て 其の 家士 及び 有志の 徒と 謀り • 

儲 は 賢 明. 年 長. 人 望 の 三 件 を 以て 

の爲に 妨げられて 九 饭の功 を 一 

つた。 而も 左 內は江 戶に歸 ると 

小 楠との 會合は 今回が 最後の も 

都に て は 春 曰 潜 庵. 中 沼 良 三. 梁 川 


日に 同地 

I 能 成」 と 


、 i  _ 

い 力 

あ つ 

居 り- 

話題 

に つ 

の 目 

條 ^ 

降 匕 ：= 

簣 に 

^ も 

の と 


. そ 

た大 

而 も 

は 啻 

き て 

的 を 

を定 

あ る 

缺 き 

な く 

な つ 
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を發 足して 江 

ある の を见る 

れは鬼 も 巧； .1 

阪 時代の 左內 

へ 「は 一 刚人仍 に 

に 越 前の 事に 

は 小 楠 も大ぃ 

以て 靑蓮院 宮 

め K  :3VW を 11 く 

事 を 協定 し、 百 

，恨 を存ん で？； a 

謹愼の 身と な 

たのであった。 

雲濱 等と 交驢 


第十韋 福 井 藩の 招聘に 應 じて  四 四 二 

した こと は旣 記の 通り だが、 今回の 入洛に 彼等と 面會 した か 否や は 何等 微 すべき ものがない。 


四月 三日 福 井に 向って 京都 を發 した 小 楠 は 如何な 

記事 は あるが、 此處 まで は 後記 安場の 日記に 見る 如く 

村 E 今 庄に出 よった のかよ く 分らぬ。 今 £ に 着した の は 四月 六日 

氏壽 はもう 此處に 待 受けて ゐた。 其の 夜 は 此の 地に 

田と 京都の 話 や 時務の 論 やで 花を唤 かした。 翌 七日 

吉 S は 府中に 府中 (今 の武 きに 至る と吉 K 悌藏の 出迎を 受けた。 互 

楠は吉 田に 「先生 我等 をよ くも ク 、 ラレ たれば、 我等 

ミ ヅ ォ チ 

と 云って 大いに 彼を悅 ばせ た。 それから 江. 水 落 を 

至る と 明 道 館 諸 役 H- に、 荒井驛 (城下より 南 二十 町) に 至 

至る と 御 側 用人 秋田彈 正に 迎 へられ、 大勢の 藩士に 

. 乘 込んだ。 

幅 井に 着す  やがて 三ノ 丸に 新に 設けられた 客 館 (本篇 第 十四 章 

つて 待 受けて ゐた本 多修现 山形 三郞兵 衞. 松 平 主馬の 

縫き 變 應が始 つた。 それが 終って 小 楠 は 明 道 館に 導 

輩が 銘々 名刺 を 差 出し て； if 見し、 都講 はじめ^ 事まで 


る 道筋 をと つ 

に 西 近 江路を 

の八ッ 時 (午 後 

一 泊す る こと 

此處を 出發し 

に 久澗の 情 を 

も 亦 先生 を ク 

通り て 城下よ 

る と 諸 番頭に 

擁せられつ 


たか。 今庄に 着した 時の 

通った か 或は 東 近 江路に 

二 時) 過ぎ で あ つ たが、 村 田 

になり、 導かれた 旅館で 村 

て湯ノ 尾. 鯖 波 人 「 宿 を經て 

述べ 種々 語 り 合った 末、 小 

ヽリ つける 時節 あ らん」 

アサ フ ヅ 

り 南 一里 餘 りの 麻 生津に 

、赤 坂 淸光院 (城下の 南 端) に 

小 楠 は 花々 敷 福 井城 下に 


1 〇、 へ參 照) に 着く と、 す でに 明 道 館に 揃 

三 家老が 麻 上下 着用で 挨拶に 來 りて 引 

かれ 藩主の 間に 着座す ると 先づ 館の 役 

には盃 事が あった。 其の 夜 は 助 幹事 以 


福 直後の 行 


上の 役 繁は麻 上下^  W にて 小 楠の 旅館に 歡旁 伺候して 献酬が あると い 

山 .雄 の老贫 生が 一 躍して 大名 格の 取扱 を 受けて 七 年 振の 福 井の 客 館に 

であらう。 

一一 一 福 井に ての 勤務 振と 評判 

小 楠 は 着 幅す ると 五ト人 扶持 を 以て 遇せられる こと i な り、 居 館に は 

も 同居し、 雜 役に 從 事す る 者 數人附 けられて ゐた が、 錢 穀 出 納 食 物 等の 世 

り左內 への 前記 寄 面に あつ た 通り 平瀨儀 作. 南部 彥助兩 人が 絶えす 來館 

任 後の 小 補の 勤務 振 や 共の 他の 行動に つきて は 之を徴 すべき 何等 纏ま 

之 を 語り 得る 人 も 見出し 得ない の で、 片 々たる 記錄 によりて 之 を 窺 つ て 

着 福した 翌 八日 はもう 明 道 館總敎 中と 會 して 種々 熟議す る 所が あつ 

明 だが、 十日に は 『明 道 館 御用 留拔 書』 中に 左の 式 書が 收錄 して あるか 

あつたと 見える。 

(午後 二 時) 

四 月 十日。 八 時 横 井先 生 登 館 式 書 左 之 通。 

一 館 中 一 銃 麻 上下 着用 相 揃 候 上 先生 旅館 へ 及 n 案內， 候 事。 
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ふ 物々 しいお 様。 

如何なる 夢 を 結んだ 


河 瀬 典 次. 池邊 飽三郞 

話 役と して は 村 EI よ 

し て 面倒 を见 た。 着 

つた 文丧 もなければ 

兑 るの 外 は 無い。 

た。 九 tn の 行動 は不 

ら北ハ の 通りの 行事が 
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但 生徒 之 內無， 1 余儀， 面 々 は 繼肩衣 不レ苦 候 事。 

一 玄關 式臺迄 至急 役々 者 出迎、 居 館 中 諸 役 輩 は 致 二 郊迎， 候 面々 斗玄關 より 習讀所 ニノ 間 迄 出迎、 內都講 壹 

人前 日ロ 案內 にて 部屋 迄引レ 之。  - 

1 着座 之 上 茶 煙草盆 出 yN、 都講 三人 共 及 二 挨拶， 候 事。 

但茶 • 煙草盆 大島六 藏役レ 之。 

一 神 位物且 神酒 頂戴 被 レ致候 事。 

但其節 入 側に て 盥嗽被 レ致候 節 大島六 藏役レ 之、 都 講德山 唯一 御」 M 之 間 着座 之 事。 

i 案 內之上 先生 習讀 所床ノ 問に 出 鹿、 郊迎罷 出 候 輩 を 始諸役 輩 謁見、 尤郊迎 不レ致 面々 は 名札 持參之 事。 

但右繰 出し 役、 轮 事役レ 之。 

一 右 終て 休息。 

一 生徒 等 東 舍に扣 居、 役 輩 之 謁見 相濟候 上習讀 所へ 席 着爲レ 致、 再案 內之上 先生 床ノ 問に 出席、 生徒 一 人づ 

つ 名札 持參 謁見 之 事。 

但 生徒 多勢に も 相 成 候 節 は貳人 三人 づ i にても 繰 出 役 見 斗 及 二 指 圖， 候 事。 

當 日不レ 能， 出 面 々 は 追て 名 礼 持 參拜謁 之 事。 

1 退 館 之 節、 送 如 レ迎。 

三月 二十 九日 夜 大阪で 小 楠と 別れた 安場 は 近 幾 地方の 名所 舊躐 を巡歷 してから 四月 八日 


京都 を 發し堅 甲 小 松 二 泊). 今津. 海津. 疋田ニ 泊) を 經て十 曰 今庄に 到り、 それから は 小 楠と |,^>じ1 

を 通り 府中で 一 泊して、 四月 十 一 日 福 井に 着し 小 楠の 居 館に 同居した。 安場の gl 月 八日から 

同 二十日— 此の 後 は中絕 I までの 日記が あるが ビれ によると 彼が 京都より 福 井に 着す る 迄 

の 道中の こと や 彼の 一 1 井に 着して から 四月 二十日までの 間に 於け る 小 楠の 消息が 略 分る か 

ら 左に 轉 載して 見よう。 

四月 八 曰、 陰 漸晴。 早天 發レ京 到， 一三 井寺 I 經ニ唐 崎 • 堅 從二 湖水 一行 數里、 小 松 旨。 (此 里数 十 i う 

.S 月 九 曰、 陰、 風。 早： 大 發，， 小 松- 經，， 市 河原 f 不， 見， 湖 四 里 斗、 到， 今 is 又 從レ湖 行 三 里、 到，， 海 i^? 湖, 

山 行 五 里 到 n 疋 止宿。 (十三 里) 

四月 十 曰、 陰、 風、 晝後 快晴。 早天 發，， 疋 S 經 n 頭 曲 坂 f 越，， 木芽嶺 I 達 揚尾 峙、 府中 止宿。 (今 行程 

十三 里) 

四月 十 一 日、 美晴。 發， -狩 中？ 午 時 福 井 着、 直謁， 一先 生 f 夕 村 ffl 巳三郞 • 阿ュ it 三郎 面會、 夜 阿部 来お (ま HI 

退。  - 

四月 十二 日、 晴。 朝飯 後 矢島恕 助. 榊 原 幸吉謁 二 先生 『 在 席。 次で 長 谷 部甚平 來謁、 午 時 三士 退。 ^後 愛ん 石 

登山。 夕 外 塾 補助 兩人 來謁。 舉校諸 生 二人 河 網 .)(|.| 接。 夜 阿部 來謁、 丑 時 旦。 

四月 十三 曰、 美晴、 風。 九 曰. 十 曰. 十一 曰 氣候連 冷、 十二 曰 漸暖。 早； 大本 多 源 四郎列 謁，， 先生-次で 吉 

藏 • 末 松 久兵衞 • 壯生皆 川 某 來謁、 末 • 皆 一 一士 不， 謁，， 先生. 1 九 時 至 n 擧校， 拜 n 孔聖之 神 位？ 山 口金 次郞. 川 合 
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常 之 進 来訪。 

四月 十四日、 陰、 晝 後晴。 朝飯 後長 谷 部 • 村 田 來謁。 晝 先生 巿村家 御 出。 夕學 館え 出席、 諸 生咄。 夜 山 口 列 

來。 

(午前 十 時) 

四月 十五 日、 朝 陰、 飯 後晴、 夜半 過より 微雨。 朝 武館役 輩 謁見。 吉田 • 村 田 來謁。 四ッ 比より 舟橋 見物、 城 

下 北 一 里 許、 加賀 街道。 橋 者 中 古柴 田 勝 家爲， ー北鎭 時， 以 n 民 所， 畜 兵器 1 作 r, 鐵鎖， 所 レ造浮 橋 至 レ今存 、舟數 四 

(午後 時)  (午後 七 時)  • 

十八 艘。 七時從 n 川下， 至，， 於 中 角 渡， 視二引 網？ 薄暮 至 U 新田 氏 戰死之 所 i 六ッ 半時 歸。 村 S. 巿村來 謁。 

四月 十六 日、 陰、 微雨。 朝釵 後平 瀬 • 南部 來謁。 畫後擧 館都講 より 舉諭 事 迄 御會讀 初る、 中庸。 

四月 十七 日、 晴。 朝飯 後 村 田 來謁。 吉田 • 平 瀬 . 南部 • 阿部 • 岡 田 来る。 夕 執政 宅 御會、 大學。 夜長 谷部來 

四月 十八 日、 晴。 朝飯 後 學館役 輩 來謁。 害； 後 諸 御 役人 御會 始め。 吉 田悌藏 を訪、 夜。 

四月 十九 日、 陰、 甞ー 快晴。 朝飯 後長 谷 部 來謁。 夕平瀨 . 南部 來、 夜舉 校に て 山 本 某 • 下山 某咄。 

(午後 二 時) 

四月 一 一十 日、 陰、 塞 後 雨。 早天より 大橋河 出漁、 獲物 大鯉三 • 中 三 • 小一 • ます  一 • 鯰 三 • 鲋五。 八ッ 比歸。 

夕 長 谷 部 • 南部 • 平 瀬 . 阿部 獲物 配分。 

右に よると 小 楠 は 着 福 直後から 繽々 押 掛ける 来訪者の 面接. 明 道 館へ の 出 席嗇 讀 などで 殆 

ど 寸暇の ない 忙し さ だ。 四月 二十日の 漁獵は 恐らく は慰勞 のために 催された であらう。 同 

月 二十 五日から は 明 道 館 登 館 や 會讀日 は 左の通りに 定められた。 


登 館 


1 曰 


村 田、 橋 本に 

小 桶 着 後の 狀 

況を 報ず 


登 館 

(小 楠)  (午前 八 時)  (正午) ， 

先生 毎朝 五ッ 時より 九 時 迄。 

會 讀 日 

七ノ 日夕 御 家老 中。 

1 ノ 日夕 御用 人. 諸 番 頭。 

八ノ日 夕. 十 八日 夕 御 役人。 

右 先生 宅 

三ノ 日朝 高 知。 

五ノ曰 朝. 六 ノ曰朝 役 輩. 舉 論 迄。 

四ノ 日朝 句讀 師. 外 塾 師。 

ニノ 日朝 助 句 讀師. 典籍. 外 塾手傳 迄。 

右 日 割で は 殆ど 休日 は 無く 可な りの 繁忙 だ。 小 楠 招聘に つきて は 藩士の 間に は 之 を ば ， 

ざる 輩も少 からざる ベ く、 其 等の 內に 小楠來 福の 際に 不穏の 行動 をな す ものな ど ありて はと 

村 田. 橋 本. 中 根 等 は 種々 心を勞 して ゐ たが、 小 楠が 来着して 兑る と 其の 颯爽た る 態度. 高邁の 識 

見に 打 たれて 諸方 面の 氣受が 案外 良い ので、 左內 出府 後 不平 家鎭 離の 重荷 を 食 はされ てゐた 

村 田 は ほっと 一息つ いた 形 で、 小 楠 して 五日 後の 四 十二 曰、 左 內に小 楠の 來 時の 狀 況. 小 

横 井小棉 上卷傳 記篇  七 
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楠に 對 する 重役 共の 評 判. 吉 田 東 簋に對 する 小 楠の 態度に つきて 左の 如く 報じて ゐる。 

.  (午後 二 時) 

扭橫 先生 来着に 付 諸 向へ 品々 心得 やら 觸出 やら 申 通じ、 翌 六日 曉天今 庄迄及 二 出張 一 候 處八ッ 時 過 今 皮 宿 端 一 一 

十 町 斗 之 地に て 先生 及 二 面接 I 毎々 迅速 驚喜 之 至。 夫より 旅館へ 同道、 先生 浴後 緩々 京師の 光景. 天下 之 時務 

論に 及び 候處、 兼て 有：， 承知， 悉く 歸，， 同 論， 大慶 奉レ存 候。 

扨 叉 先生 来着。 政府 且舉校 中 諸 役 配 追々 及 二 面接-候 處ー 統 心醉悅 服に 及び、 就中 七日 着、 翌日 總敎中 御面會 

(越 藩 執政 松 平 主馬) (同 本 1*!- 修理) 

醒 及-き 熟談-候 處、 御 情意 犬に 流通し、 以御 都合 宜、 川端. 東 葵 兩君も 分外 賛嘆 喜 悅被レ 致 爲ニ國 

家， 奉レ賀 候。 其 他の 面々 疑惑 融解 當分之 處聊も 差 障 無レ之 上々 の 都合に 御座 候。 追々 政府. 舉校兩 様 共、 會讀 

日 割出 來、 先生 へ 相賴申 候。 

拉 叉東簋 近： 之 模様 逐 一 先生へ 及，， 物語， 此後狼 之 事 無 yN、 年來之 令名 は 何卒 爲レ終 申 度 深 及 二 熟談 1 候處、 

先生 一 々同意に て 先生 も 精々 配 意 理解 被 レ致辔 に 相 約し 稍 安心 仕 候。 …… 先生 着 日に は 東簋も 府中 迄 出 迎爾來 

及 二 熟談， 候 所、 流石 先生ぬ からざる 人、 先生 篁に 云 ふ 先生 我等 を 能もク 、 ラ レ候。 我等 も 叉 先生 をク 、 リ付 

申 時節 可 レ有レ 之と 申され 候 得ば 篁 大に悅 居候 .9。 此 にて 優劣 狀情萬 端 御 推察 可 レ被レ 成 候。 近頃 は 總敎中 犬に 

勢 宜相見 へ 申 候。 

右に 據 ると 小 楠に 面接した 政府 及び 擧 校の 役人 は 一 統 心醉悅 服に 及 び、 總 敎 中と は 情意 能 

く 通じ、 松 平. 本 多の 兩 執政 は贊 歎し、 其 の 他の 面. - も 疑惑 融解し、 「當 分の 處聊も 差 障 無， 之、 上 々 

の 都合に 御 座. 候 」 で、 ま た大ぃ に 氣懸り であ つた 吉田柬 篁に つ きても 小 楠の 同情 ある 態度 を 


見て 安心した と ある。 これで は 小 楠に 對 する 總 ベての 暗雲 は 一掃され たかに 見える。 义. 4- 

tii- 谷 部、 小 楠 谷部甚 平が 村 田と 同日に 橋 本 左內に 寄せた 書状 中に 左の 如き 一 節が ある。 

B  . 却 說小楠 堂 先生 北行 相 叶、 赏に 聖思を 被レ爲 レ盡候 故と 國家 之大幸 無， 限 奉， 一 恐悅， 候。 於 二 京地， 匆々 御對話 も 

(村 田) 

有レ之 由、 拉郊迎 を始御 取扱 振 調 熟 委細 は- 戆 堂より 御 承知 可 レ被レ 成 候。 (中略) 横 先生 始て 對而 聞し に 勝る 大 

物、 共 議論た る や 光明 正大 頻りに 天地 經綸之 道理 を 主張 有レ 之、 不レ和 則不レ 能レ存 レ國、 或は 貿お之 利 啓 分 釋 

然、 或は 大に戰 艦 を 造る に は 彼 船 軍 總督及 船 ェを來 し闔國 合力 不レ 待- 1 五ハ牛 1 て 船 數可二 勝 計 ^ 訓丘 〈練 熟 可ニ始 

用？ 不レ 如レ此 則士氣 不レ可 n 振 立-云々、 其 餘事赏 に 就て 现を窮 るの 議論 一 明快 實に 吾黨の 先鞭 を 得 候 事 無 こ 

此上， 大慶。 都て 貴兄 共 新 得 之 御 見識 是迄拜 聽仕候 事共 一 々同 論に 歸し、 彌增陋 兌 沛然 心 も 丈夫に 扣成候 心 

地、 再三 親炙 殊之外 沈醉御 一 笑 可 レ被レ 下 候。 

長 谷 部の 略 歷は遣 稿篇. (三 〇 四 頁) に 記して ある が、 小 楠 は 彼 を— 後 の 事で あるが ー 「IS が 盤 

根錯 節に 當 つて 裁斷 流る \ が 如く 誓って 壁滯 せざる に 至りて は赏に 天資 奇才の 致す 所に し 

て 敢て絕 倫 超 群、 人 の 及ぶべき に 非す」 と 賞し、 (f 越 前 人 物 志 ヒ 又 越 前 藩 で は 一  の 人材に て才 

カ敏銳 論談人 を壓し 中々 六 ケ敷男 だと も 評した。 (遣 稿篇 「談 錄」 二 『北 越 土. 度』) 其の 長 谷 部 

にして 右の 評の ある 所 を 見る と、 少く とも 小 楠に 接した 具 服の 士は 其の 識見に は 敬服した 事 

が 推察し 得られる と 俱に小 楠が 人 を惹附 ける 一 種の 魅力の 持主で ある 事 も 首肯され る。 

小 楠 は 四月 十 一 日夕に 一 書 (遣 稿篇 「書簡」 六 九) を 橋 本 左 內に認 め、 其 の 中に 「小生 今般 は 

横 井 小 楠 上卷傅 記！ i  四 四 九 
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.3V 常の 御 取扱に て 難 ％內 深 痛、 い 仕 とで  ^  ) ： , 

t より 小 楠 て畜 -ト.  r  , ぉィ」 と 言して、 深く 感該の 意 を 表して ゐ るが、 なほ 小 摘 をし. 

へ •  n:;:":: ，た f  S であらう。 これ は i" 

ある。 き轉 國 表へ S に 付 横 井 平四郎 へ？ 候 御 I 如き と ある それで 

^M^^, 靈 J 壽霄  >  薦靈 疆ー應 

^^ai  S 御蔡 |て書 生 農に 訪問 冗勞囊  m 

I 歹.^ 不ぉ z きき.^.^ 一未 レ知ニ 適從ー 候へば 賢 達の 啓沃 誘導 を 偏 笑 t お f 成 ゆ、，, こ牟 . , 

不レ露 霧 二 蒙， 可レ F 明敎， 中、 い i 逢、：  ——| ズに f  く 

乞旦 蒙 炙 S 差 If  i^pu  遣憾 不 1。 依レ之 速に 賢者之柬 行 を 

束 吿可 ..上 ほ ^UM.  iiimii.  I 一一 熟慮 之 上 他 曰 再 § 

^；: :i;:riii。 遙翁不レ 藤 應。時下 迎 意騰、 書 

、&.  -  T  御定名 

. ^楠樓 横 井先 生 


右？ s£ して SS て 認めた もの 2.gs の大藩 SJ 身分 


を 以ての 


安場 歸！： す 


！ W 井 牛 右衞門 

に 越 藩の 好況 

を 報ず 


直 書と して は 恐らく 類が 少ぃ であ 

# 嶽 は 京都 藩邸に て 小 楠に 面唔し 

を增 したと ある。 北ハの 持論と は 何 

時 も 小 楠の 造詣 深 きを 推 赏 して ゐ 

倾 倒して 春嶽に 物語った ものと 見 

て 感奮した 小 楠 は 今 又 此の 鄭重な 

身 此の 侯の 爲 にと 心 竊 かに 誓 ふ 所 

小 楠 は 來福後 至って 壯 健で 日々 

に 信服す る 者 も 漸く 其の 數を加 へ 

目 摩した 安場 も 此の 向なら ばと 安 

の 消息が 詳しく 鄕 招 一に 齋 された 時 

あつたで あらう。 安場 出 發後約 一 

門に 長文の 書面 (遣 稿篇 「 眷 簡 」 七 

に 記して ゐる。 


らうと はれ 共の 懇^ 

たる 橋 本左內 より 小 稲 

を さして ゐ るか 分らぬ 

る か ら、 京 都に ての； 冉會 

え る。 昨春 春嶽ょ り 「 

る 書翰に 接 し、 人 一 倍 感 

があった であらう。 

登 館精勵 し、 明 道 館 役 M 

、諸事 好調 子に 見受けら 

心して 五月 十七 日に 歸 

の 老母 はじめ 家 族. 門 生 

ヶ月 を經 たる 六月 十五 

一) を 寄せた が、 其 の 一 節 


さに 感心 させられる。 之に よると 

の 持論の 趣を逐 一 問き て 景仰の 念 

が左內 は數ギ 前大阪 

に 於て は 一 段と 進め 

H ？』 なる 心に そ、 け」 

激 性の 强ぃ 彼と して 


に て 面會し た 

る北ハ の識兑 に 

なる 歌 を 受け 

必 f: や， 


も 爲に大 い に舊 |3 を 

れた。 月餘小 楠の. 側 

熊 の途に 就いた。 着 

.親 友 等 の 安 と 歡 喜 

日に 小 稲 は 熊 本の 親 

にも 越 藩に 於け る 好 


に 在って 之 を 

福 以來の 小 稲 

と は 如何許で 

況を 左の 如く 


此許 事情 先便 得 n 費 意， 巾 候 通り、 且 安場 歸鄕定 てい 才御 承知と 奉 レ^ 候。 ；體之 仕 懸け 水.：^ 杯より 參り、 何 

事も 一 卜^！：-に取り懸り^迫に相成、 人心 不虑 合に 御 應候處 全く^ 症に て、 必兗は 舉術之 正路 を 得不， 巾 故に 

横 井 小 柿上卷 傳記篇  四 五 一 
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有レ 之、 御 家老 初 諸 執事 能々. &談 じ、 萬 事 人情 を 得 候 筋に 引き返し、 彌以 根本 を 大切に いたし 本末 體用 次第 

寛 急 之 筋合 不， 一 相 屍， 様大體 何方も 得心に 相 成り、 夫より 犬に 都合 宜敷、 只今 之 處は舉 校 中 有志 者 ま 巾に 不レ 

及 武人 少年 楚に 至る 迄 一 統 道に 向 ひ 候 勢に て、 會業杯 我 も，/ \- と 罷出候 事に 相 成、 餘り 大勢に て 屆兼候 間近 

日 制止 を 加へ、 容 に 出方 相 成 不レ巾 様に 都合 を 付け 中 候。 此上兩 三人 之 重役 近日 歸國之 害に て、 此面々 講 

習 落着いた し 候へば 先 上下 一 致いた し 候 事 勢に 御座 候。 殘念 成る 所 は Ifl) 御 滯府、 必竞は 江戶之 大事に て 御 

國は被 n 差 置， 候處、 彼 表 前條之 次第にて 一 も 二 も 御 取り 失 ひと 中 ものに て 御座 候。 江 戶表御 見切 之 上 ま、 定 

て 當秋御 歸國も 可 レ^,, 御瘦， 候。 夫の み 相 祈 ゆ 候。 君 公 御 下 國に相 成 候へば 此 一 藩 は 丈夫に すわり 可 レま責 て 

之 事と 奉レ存 候。 

着 幅 後 二 ヶ月 餘を經 ての 此の 書歉 にても 小 楠に 對 する 越 藩の 狀況は 日 を 追 ひ 順お おでら る 

に は 間違ない。 それにつ けても 小 楠 は 一日 も 早く 卷嶽 に晋 謁した き 情の 切なる ものが ある 

上に 越 藩の 爲 にも 其の 歸 藩の 速な らんこと を歧 望して ゐる。 處が 「一 も 二 も 御， R りら ひ」 

どころ か 意外な 大 不祥事が 突發 して 小 楠の 「それの み 相 祈 巾 候」 なる 卷嶽歸 國に對 する 希 

望 は 全く 水泡に 歸 して 仕舞った。 

四 春嶽 の 失脚 


1;^ 嶽は豫 て米國 との 條 約に 於け る違勒 ii 印ゃ將 軍繼嗣 問題に つき 府當路 と 意： を 異に 

して ゐ たの で、 六 月 二十四日 直接に 閣 老を責 むべ く 水 戸の 齊昭. 慶篤 父子 や 尾 張の 慶恕と 供に 

推參 登城に 及んだ。 猶 此の 時 齊昭は 卷嶽を 大老に 推擧 した。 幕府 は 大いに 此の^ 動 を資め 

fts 居諫愼 て 嚴罰を 加 ふべき ものと なし 七月 七日 台 ぼ を 以て 齊 昭. 慶 恕 及び 春 嶽に隱 居 謹愼を 命じ 各 其 

を 命ぜ ら る 

の 邸內に 蟄居し 親族と 雖も 書狀の 往復 を 厳禁した。 そして 福 井 藩 は 支族 日向 守 松 平 id 遊— 

後に 茂昭— に 共の 封 を 襲 はしめ た。 春 嶽は台 3" を 奉す ると 供に 自ら 書 を 裁して 家 ほ を 訓誡 

し た が、 其 の 大要 は 左の通り だ。 

赛： .iQ 訓書  今般 被 n 仰 付， の 件 不服の 向 も 可 レ^レ 之 候へ ども、 我等 從來 丹誠 を盡 せし は 只管 公 邊の御 爲筋存 詰攸谈 にて 一 

身の 吉凶 禍福 を 顧 候 所存 無レ 之、 ハ i 御國內 治平 公邊 永久の 御榮を 神明に 誓 ひ 可レ致 ：il* 祈， 存候 依に 付、 家來共 

に 於ても 心得 逮不レ 致 各 職分 を 守り 日向 守へ 忠勤 相 勵候事 肝要に 候。 寓ー感 憤に 堪兼、 不平の 所 爲ぉレ 之 候 は 

e 我等の 存 意に 適 はす。 右 趣意 柄^と 相 心得 公邊の 御儀麁 略に 不レ 可レ存 云々。 

右 失 1： の 報知 や 春 嶽の訓 書 は 急使に て 六日に 發 遣され たが、 處々 に 河 支 ありて 飛 1： は 漸く 

七月 十五 日 薄暮に 國 許に 着し 越 前の 天地 を 震撼せ しめた。 執政 を はじめ 諸^ 司 は 直ちに 藩 

廳に 於て 評議 を 凝らし 漸く 雞 鳴の 顷に 至って 諸士を 呼出して 事 變 の 次 I ゃ訓 書の 趣 を 告げ、々 お 

ぎ 封 內の所 置 手配に 取掛り 物情 紛起 疑惑 混雜 なき 様 努めた が、 斯 かる 混雜の 中に も 案ぜられ 

小 楠の 去留 る は 小 楠の 去留 問題であった ので、 村 田 (氏 壽). 長 谷 部 (甚 平) 兩 人 は 其の 夜の 七ッ 時— 午前 閥 時— 

极井小 摘上卷 傳^ 篇  四 五三 
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ト楠を 其の 居 館に 訪ひ變 事 を吿げ ると 供に 此の 後の 意向 を 探って 見る と、 かくなる 上 は歸國 

はいたした けれども 去 留の儀 は 藩 政府 評議の 都合に 從ふ べしとの 事に 兩人は 引返して 執政 

及び 其の 他の 有司に 之 を 計った。 すると 彼等 は呰 此の 事に つきて は 未だ 舂嶽 よりも 日向 守 

よりも 何等の 沙汰 は 無い が、 小 楠に は 是非共 在留して 貰 ひたいとの 意志で あつたので 小 楠に 

そ^ を 通す ると、 彼 は 肥 後 藩へ の 交涉は 後の 事と して 此の際 其の 意に 從 ふと 俱に失 望 落膽せ 

る 越 藩士の 慰 諭 激勵に 努力す る ことにな つた。 然し 唯一 っ氣懸 りなの は 肥 後に 此の 變 事が 

聞え て 種々 の 忌むべき 風評が 起り なば 老母 や 留守の 者 を はじめ 知己. 門 生 共が 徒に 心 を 痛め 

越 藩 現況 を 報 るの 恐が ある ことであった。 それ を豫 防す るに は 一 刻 も 早く 此の 地の 眞相を 報す ベ きで あ 

ずべ く 河濑を 

歸网 せし む ると なし 河 瀬 を 態々 熊 本に 還す こ とに した。 

小 楠 は 十六 日晚、 熊 本の 親戚 横井兩 家に 春 嶽の隱 居 謹愼と 其の 起因. 越 前 藩の 現況. 藩 重役の 

懇請に て 在留に 決した る 事 情. 河 濯 を歸國 せし むる 理由 等 を 詳記した 書面 を 認めた。 此の 耆 

面 は 福 井 藩の 江戶表 及び 國 許に 於け る當 時の 愦態を 知るべき 好個の 资料 では あるが 遣稿篇 

. (「誊 簡」 七三) に 譲りて 今 は 割愛す る。 河瀨は 此の 書 欣を携 へて 七月 十七 日 福 井 を出發 した 

が、 折 も 折 池 邊龅三 郞も柳 河 藩主 飛騍 守が 痕州， 衞を 命ぜられた 爲に歸 藩せ ねばならぬ こと 

村 田、 橘 本に になり 同時に 出發 したので、 小 楠に 隨 行して 來た門 生 は 一時に 告居 なくなった。 此の 日 村 田 

小楠の^^？態を 

報ず  氏 壽は橋 本 左 内に 長文の 誉面を 認めて 長 谷 部と 供に 小 楠を訪 ひたる 際の 彼の 態度と 意 見， 河 


，池 邊ニ 生の 歸國 した 事 同 情す ベ き 小 楠の 心事な ど を 左の 如くに 中し 送った。 

(小 楠)  (午前 £ 時) (甚 ¥) 

(前略) 横 先生 無 レ恙、 今般 之 事卽夜 曉七ッ 時の 頃 長 谷と； € 人參り 御用 書 御 書 下げ寫 持 暴 兌せ る。 先生 旣に 承知。 

宵より 愁然と して 寢られ す、 隨に 達し 猶殘燈 を 守りて 居らる。 然る 所 先生 云、 天 下之大 閉塞 を 解く に は叉必 

す大 艱難に 逢 候 は 素より レ之 事。 越 藩 之 御 德は是 より 益 天下に 照 輝 可 レ致被 レ存候 由。 又 云、 大丈夫 死生 富 

贵措ニ 此度外 I 小 丈夫 齷齪 之 見 を 脫し是 より 先へ 進む の 工夫 尤 肝要な りと、 遂に 大 議論 を 發 せられ 所要 翁现を 

明かに、 志 氣を振 ひ、 其 意志 犬に 有レ所 レ指頗 懇切に 有レ之 候。 先生 今 舣之御 優に は^ 鄕被レ 致 度 趣 被， 1 巾 出？ 然 

し 去 住 之 儀 は 御 評議 之 御 都合 次第に 可レ奉レ任皆被ニ申出^^ 依て 執政へ 及，， 御 相談， 候虚 是非共 此 表に 滯. 切 御顿 

^レ之 度 皆內々 被， i 巾 出 一 且 同役邊 何れも 同様 之 趣きに 付 何れも 御滯在 懇願 之 趣 先生へ 和 達 候 所、 先生 愈 決心 

(g 後 藩主) 

其 了簡に 可レ仕 3：： 被レ 答申 候。 就て は 期限 之 命 限り あり。 此懷は {且 越 中 守 様より 御國 表に I 能 在 御 川 勤る 様に と 

「越 „ 都侧 用人 秋 田 I 滞 正) 

云 御沙汰 御 庵 候 様、 無レ左 候て は 如何の 3" なり。 是は 先生 之 存意尤 に 奉レ存 候。 卽 今般 g^ffl  . 桑 山 相 心得 被レ行 

- (越 藩 執 法 "お 山 十 兵衞) 

候 故 於 n 其 表， 御 評議に 可 n 相 成， 候 間、 {且 御 配慮 被 レ下候 様 奉， 祈 候。 

今 十七 日朝、 河 瀬 典 次 . 池邊 纏三郞 兩生此 表出 立。 池邊 は、 飛驛守 様， I： 水 州 御 堅め 一 條に付 柳 川へ 行。 河 溯 は 

此 表大變 一 條 大意 心得 候て 參り、 且 先生 儀 於 n 此表， 政府 御 家老 中より 被 n 指留， 候に 付 滞在 1 能 在笞之 3：： 此兩條 

老母 始め 兄弟 衆へ 內々 爲レ 知に 遣 候 也。 是は熊 藩に て は 先生 等 之 不細工 有レ之 斯様 成 御迷惑に 相 成た る 杯の 風 

說虛談 可 n 差 起， 旨、 左な くと も 先生の 進退 難儀に 可 二相 成， 杯の 說も可 レ有レ 之、 何れに もせよ 賴み 切て 千 Bf: の 

道 を 歩み 來る所 知己 之 明君に 一度 も 御目晃 も不 n 出來， のみなら す、 今般の 御大 變に及 候 は 先生の 道 も 塞り、 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  四 五 五 
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武運 も盡候 也、 老母の 心中 も 萬々 可 レ憐之 至り 也。 熊 本に て 其 沙汰 始り候 は^ 老母 始めの 心痛 如何 計ぞ や。 

是 等の 事 考られ 候と 兒へ事 急に 河 濯 を 使に 越され、 紙面より は 其 用 向能辨 などの 話に 御座 候。 右 兩生跡 安陪 

(父 三郞)  (儀 作)  (越 藩士- W 原 幸 八)， 

叉 住居 同様に 爲レ 致、 外に 平 瀬 輩 は 折角 廻りて 用 辨を爲 す、 是は是 迄 も 其 通りな り。 又 柳 原 幸 朝夕 參り 居りて 

攀用之 外 親炙 致 害に 御座 候。 先生 自分の 僕 1 一人. 荒 子 一 人 あり。 是 にて 先 不自由 は 無 レ之匕 ni 也。 然し 夫 は 口腹 

の 養 之 事。 內心は 寅に 慨嘆 且 失望 被 一， 致 居， 候に 相違 無レ之 候、 眞に氣 之 毒に 奉レ存 候。 然し 此 表に 滞在 之 事被レ 

(舂嶽 ) 

厭 候 事情 は無レ 之、 失望と 申 も 第一 之 御 方 様に 御 逢 難 レ被レ 成 次第に 相 成 候 を 指す 也。 昨日 も 明 道 館へ 被 レ出候 

處 重き 役 輩 之 面々 計 出席 館 中生 徒 御大 變に付 取締 等 談合 之 席へ 被レ 出、 犬に 衆 志 を 被 レ勵引 立ら れ候。 其體甚 

奇特 之 意思に 奉レ存 候。 今般 之 事に 付 能々 物情 鎭靜 取締 候 事 は被レ 致， 1 感心， 候。 

村 田 は 此の 書状の 冒頭に 事變の 通知 を 十五 日夜 入手したり とて、 「 時.， 運 と は 乍， 中臣 子の 切 

常時の 福 井の 情 何と 可， 一中 上 一哉、 時 々 如， 棒 物 腹中に 差 起り 天地 之 間 は 晦蒙否 塞 仕 候 様 奉， 存候」 と 云 ひ、 次に 又 

光且が  (尔後 八 時〕 

「十五 日 は 如何なる 惡日ぞ や、 七 ッ 半時 頃 急 便 相 達 候 由 承 付 候に 付 早々 勘定 府に罷 出 候 處、 執 

(長 谷部甚 1^) 

政. 執 法 追々 罷 上り 續て長 谷も罷 上り、 直に、 於， 1 御用 席 二 同 御用 狀. 御用 書 等拜兒 一 同 催，， 愁淚， 候 計 

. に て 一 言 も 發 不、、 夫 より 遂に 御 書 下げ 奉， 拜 見, 候 處 無，， 比 類 一難 レ有 思 召 に 奉 感 服 一 候 」 と 記して ゐ 

るが、 村 田に 一 曰 後れて 七月 十八 日に 左內に 寄せた 長 谷部甚 平の 書簡 中に も、 「赏に 今般の 御 

一 件 晦 冥 否 塞 暴惡慘 毒の 極、 天朝 を凌應 する の 罪 惡 豈 天地に 可， 容乎」 と あり、 なほ 春 嶽の訓 書 

により 一統 鎮靜 せる を 述べて 後 「小 楠 も畫ー 肅然の 光景 大に 感心 極めて 君德を 益欽仰 有， 之、 


朱 子の 人事 在，  一 3^ 理 一と か の 

る。 又 小 楠が 此の 時の 狀 

不レ及 下 々 に 至 候 迄 一 統悲 

いたし 候 事尤以 可， 見 事 に 

小 楠の 態度と 景は 眼前に する が、 斯 

D 亨 

た 越 藩の 人心 を 鼓舞した 

ふ」 と 評して ゐ るが、 偶然 

存在が 同藩に 取りて 重大 

然るに 顧みて 小 楠の 心 

も あらう と 心 窃かに 樂し 

とに なった。 其の 遣憾さ 

奉レ存 候」 と 云って ゐる通 

す 舂嶽に 於ても 亦 さう で 

泰嶽、 小 楠の 邸に 移りて 閉居した 彼が、 

寫照 を需む 

や 期す ベ からざる 事と な 

で、 本書 卷 頭に 揭 げた 小 楠 


語 を擧げ 吉凶 禍福 一 點の理 を 解き 竊 かに 賀し 被， 居 候」 と 書いて ゐ 

況を 前記 横井兩 家への 書面 中に 「市中 在方 同斷 なり。 士人は 巾に 


淚に差 迫り 誠に あわれ 至極 之 至に 御」 M 候。 

御座 候」 と 記して ゐる。 右に よると 當 時の 

かる 間に 處 して 小 楠が 泰然と して 毫も 動す 

る 態度 を德富 蘇峯は 「先生の 無礙無 窒の特 

にも 幅 井の 禍は 大いに 小 楠の 特色 を發 揮す 

の 意義 ある ことの 認識 を 深めた。 

中 を 推察す ると 彼 は 前記の 如く 今秋に もな 

んでゐ た 甲斐 もな く、 相 會 する 日の 何時 來る 

は 村 田が 「內心 は實に 慨歎 且 失望せ るに 相 

り 想像す るに 餘 りが ある。 けれども 是は营 

あつたに 違ない。 十月 十 w 日 「^^ 嶽」 の號 

此の 事變に 際して 一 曆 其の 所存 を 叩きた き 

つたので、 態々 小 楠の 寫 照 を需 めて 來た 共の 

の 小 照 は 此の 時 小 楠の 贈った それで ある。 


极井小 楠上卷 傳記篇 


將叉 君德 の 人心に 深漬 

福 井城 下の 澹 たる 光 

る ことなく 途方に 暮れ 

色 更に 一 段の 發 @t を 加 

る の 機 會を與 へて 彼の 

れ ば舂嶽 に晋謁 の機會 

べき か見當 のっかぬ こ 

違 無， 之 候、 眞 に氣之 索 に 

に 小 楠に 於ての みなら 

を通稱 として 纏 岸 島 の 

小 楠に 何時 對 面し 得る 

心 情 を 察 すると 叉 憐れ 

蓋し 寫 S 興 の 御 目 見に 至 

四 五 七 
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つて は當 時に 於て は 尖端 を 行く ものであった らう。 

五 信望 日を逐 うて 加 はる 

變 後の 小 楠の ，可 賴典 次と 池邊鼴 三郞の 歸國後 は、 上 揭村田 氏壽の 書面に ある 通り 昨卷 彼に 隨 行して 中 國 

動靜  . 

及び 九州に い つた 阿 陪叉三 郞が附 切りで 世話 をす る し、 榊 原 幸 八 も 時々 見廻り て用辨 介抱す 

るので 小 楠の 身 逢に は 何等の 不自由 はない。 叉 一 1 井城 下 も、 藩 臣擧 つて 上記 訓 書に 於け る卷 

嶽の敬 上 謹愼の 意志 を 尊重す ると 同時に 藩 政府の 措置 もまし きを 得た ので さしもの 大變事 

に 拘らす 家中 も 町. 在 も 人心す ベて 折 合 ひ、 七月 二十 日から は 一 統 平常の 通りに なり、 明 道 館 

文 1K の 稽古 も 始り小 楠 は 相 變らす 日々 登 館す る ことにな つた。 七月 ニト 七日 林 矢 五郎より 

在 江戸の 横 山 猶藏に 寄せた 書面 中に も 左の 一 節が ある。 

明 道 館 模様 相 變傣も 無， 1 御」 候。 横 井先 生 毎朝 登 館 會讀も 有レ之 無二 此 上-面白き 事に 御』 M 候。 眞に 非常の 先生 

と 奉レ存 候。 此人到 來は御 國の大 幸 無二 此上， 事と 奉レ存 候。 是 迄の 勢 全く 水府 に擬模 致し 候 様に て 可 レ恐弊 事 出 

來可レ 申 3:n 也。 此義は 日々 講究の 事に 候。 

之に 對し德 富 蘇 峰 は 「先生が 誠意 誠心より 治國平 天下 を 以て 一 丸と な し、 活 澄々 地に 人心 

の 動機 を捉 へて 之 を 粘 板の 道舉型 中より 救 ひたる 狀 以て 知る 可き なり」 と 記して ゐ るの は 


いかにも 尤だ。 此の 顷又村 K 氏壽 より 橋 本左內 への 書面 中に も 左の 如く ある。 

文武 兩館. 外 塾 等 生徒 稽古 向 相變義 無二 御座-候。 近来 は 世上 犬に 靜定に 相 成 巾 候。 横 先生 平安 日々 登 靴學徒 

£s  (お 鈴 力) 

被，， 引 立， 候。 折々 御留 川へ 被 レ參體 カ壯健 是可レ 喜。 先達より 熊 澤の集 義和抄 食 業 相始、 長 谷 同僚 始、 齋藤 • 

八ン (如-； KO  (鹿 之 助 X 吉田) (岡 田) 

榊 i  • 矢 島， •  i . 東 篁 • 準 介 輩に 至る 迄 大勢 之 會議殊 之 外面 白 事に 御座 候。 

小 楠が 御留 川に 漁獵 にい つたこと にっきて は 宿 許へ、 

此許 大變に 付て は 典 次 罷歸り 二三 日 內には 着 仕り 可レ 巾い 才御 承知 可 レ被レ 成、 誠に 非常 之 大變に 御」 M 候へ ，共 

御 家中 町. 在 共に 人情 總て 居り 合 候 問 少も氣 遣 ひ 無，， 御座， 候、 さすがに 叫 君 之 御 德義と 感心 仕 候。 就て は 私 

事晝夜 彼是と 心配 仕、 近日 漸く 閑 日 を 得、 旣に 一 昨日 は 南 川と 屮御留 川に あい 漁に 參り近 n 之 1^ 散让 i^。 是 

も 重役 之 面々 より 頻 にす- -め にて 罷越候 事 に 御」 M 候。 

と 申し 遣 は し、 熊 澤の 『集義 和書』 會業 にっきて は鄕 M 諸處へ 報じて ゐる が、 其 の 一つに は 左 

の 如く 記して， ゐる。 

拙者 宅に て 熊 澤集讒 和書の 會相 始め、 執政 諸 有司 其 外 も參り 種々 討論 何時も 雞鳴迄 は 咄合中 候。 ー铨愁 中の 樂 

事と 何も 悅申 候。 

弟 仁十郞 への 小 楠 は 河 瀬 出發後 八月 八日に 實弟仁 十郞に 長文の 書面 (遣 稿篇 「窨 简」 七 五) を 出し. 江戶^ 

信書 

の 情況 殊に 春 嶽の聲 名 事變後 倍.、 隆盛 となり 行く 事. 其 の 日々 の 動 靜. 越 前 藩に 於け る _ ^德の 是 

迄の 德 政が 此の頃に 至って 顯れ 藩の 人心 靜穩 にて 昨今 一 統 平常の 通りと なれる 亭執 政の 沙 

横，. 井 小 楠上卷 傳記篇  ,  四 五 九 
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汰 にて 慰 勞の爲 に御留 川に 出漁した 事. 近事 執政 はじめ 諸 有司の 講擧頓 に勃與 せし 事 を 詳記 

し、 な ほ江戶 表の 外國 應對. 越 藩と 俱に隱 居 謹愼を 命ぜ られた 尾. 水兩藩 の 事 を も 附記して ゐる。 

(^之 進 X 五次郎 X 1 S  (泰吉 ) 

そして 此の 記事 を 仁十郞 から 聞いて 吳れ よと て 八月 二十 八 曰 付 で、 嘉 悅. 山 田. 安 場. 內 藤 四 門 生 

に 連名に て 出した 書面 (遣 稿篇 「書簡」 七 六) 中には 左の通り 記して ゐる。 

熊 本社 中に 諸 此許 は彌以 都合 宜しく、 此節 にて 一 段と 講學相 進み 執政 初 諸 有司 日々 集 會心術 第 一 之 處尤以 銘心仕 候。 夫 故 

事 順境なる を 

報ず  有志 は 勿論 一 統大に 競 立？^ 外 之 好都合に 相 成、 易に 所 レ謂貞 なる は 吉と申 地に 參り巾 候。 …… 安場 君 御 承知 

(甚 や) (氏 毒) 

之 長 谷 部. 村 田 尤以長 進に て、 流 俗 W 杯に くみ 候 心底 は聊以 無レ之 中々 正大なる 心中に 相 成 誠に 悅巾 候。 此節 

は 一 旦は 俗論 も 起り 候へ 共、 右 之 次第にて 有志 者 之 面々 聊も心 を 動し 不レ 申、 其 上人 情に 合 ひ 不レ中 事柄 は 一 

切取り 除 候 心 組に て 水 府流之 文武 節儉之 弊政 夫々 相改候 害に 中談、 何方も 無 n 異議， 事に 御 13 候。 是 にて 一 體 

御 承知 可 レ被レ 下 候。 …… 小生 事 も 此大變 に 付て は 他に 不レ 被レ申 事ながら 彌以 一 藩 之 信 を 取り、 俗人 有志 之 差 

別 無レ之 依賴之 勢に て 日夜 應 接に のみ 苦み 申 候。 只今 通りに て は來春 早々 歸鄉之 校 様相 見へ 不レ 申、 こまり^< 

藩士の 信望 之に 據 ると 小 楠 は 事 變以來 藩士 の 信望 愈.^ 加 はり 、俗人. 宵 志 の IE! 別な く 顿り來 りて 日夜 繁に 

彌.^ 加 はる 

を 極めて ゐる らしい。 此の 事 は 右 仁十郞 への 書翰 中に 「拙者 も 十五 日 以來は 晝夜心 配. し、 執 

政 を 初め 諸 有司 萬 事 之 相談 之 上 明 道 館 中 役 a- 晝夜 來訪 にて 誠に 困り 入 云々」 と あるので も 

想 察せられる。 上記 鄕 里へ の 情報 は 敢て小 楠の 一 人 免許で ない こと は 長 谷 部 平の 七月 二 


十七 n: 付に て 左內に 寄せた 書狀 中に 「小 楠此節 il!^ 從ご想 極；？ -カ 大慶 致 候」 なる 文字が あり、 

叉 村 田 氏壽の 同じく 左內へ の 八月 十六 日付 書面 中の 一 節に 左の 如く あるので も 分る。 

横 先生 無， 恙、 々時務 或講舉 論確識 卓見 叉 洒落 高致呰 尋常 所レ 不二 企及-感服 之 至に 御」 M 候。 分 Hi: 役 配 之 中 政 

府上 にも 近來發 明の 族 も 有レ之 候。 今一 期 も 滞在 有レ之 候へば 其有ハ i 許 多 無レ論 事。 何れに も 滞在 之義 爲二此 一大 

下， 奉レ祈 候。 s て 細 川 侯へ 再 御 賴込之 御 運に 相 成 候. S 御 同悅。 何卒 今度 愈 御 熟談 之 上 延期に も 相 成 候 はい-先 

生の 老母へ 御前 様の 御 召 物 一 つ 賜り 候 はに 先生 何 寄 も 難レ有 大悅と 奉レ存 候。 此俄は 先生 兼て 內願之 趣、 委曲 

SS  へ 石原甚 十郞) 

は 先頃 長 谷 部 出府 之 節 愛 軒 へ 含 澄 候。 

確識卓 見. K 落 高 致と は眞に 小楠傳 神の 賛 である。 村 田 は 痛く 小 楠に 心服して 北ハの .ぉ く留 

らんこと を 切望して ゐる が、 越 藩 政府 にても 小 楠 を 引 績き聘 用した き ほ を 肥 後 藩に 依頼す る 

ことにな つたら しい。 此の 件に 關 して 肥 後 藩への 交涉 にっきて は 他の 機會に 詳述す る。 な 

ほ 村 田の 書面に よれば 小 楠 は 老母に 卷嶽 夫人の 紋服 を 希望して ゐる。 富 贵 名 譽 を 念 頭 に m^l 

かぬ 小 楠が 之に 拳々 たる は 唯 慈母の 心 を 慰めん とする 至情に 出で たもの たる は 勿論 だ。 

小 楠の 越 藩に 於け る 信望 は 日を逐 うて 加 はり つ i ある の は事實 で、 次 第に 範圍 も廣 くな つ 

或 方面より は た が、 但 し 或 一 部分に は 小 楠 を 摩ばぬ 輩 も 亦 多 く、 其 の 度 も 可な り 濃厚であった。 而 して 共の 

嫉視 せらる 

人達の 中には 單に小 楠の 人物と か舉 風と かによ つて 嫌った もの も ある が、 寧 ろ 黨派的 根性 か 

らの 者が 多分であった かに 思 はれる。 

横 井 小 稀上卷 傳記篇  四 六 一 
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當時 何れの 藩 を 見ても 其の 度 は 同じくな いが 朋黨の 爭の絕 無な 處 はなかった。 水 野 越 前 

守の 一大 保の 改革 は餘り 其の 功 を 急いだ のと 苛酷に 失した のとで 却って 怨嗟の 的と なり 結局 

失敗に 終った 程 だが、 それでも 時弊 匿 正の 機運 は 漸く 諸 藩に 現れて 其の 最も 著し いのは 水戶 

(建 軒) (東 湖) (恨 藏) (延 光) 

藩であった。 齊昭は 文政 十二 年 封 を 襲ぐ ゃ戶 田. 藤 田. 會 澤. 靑 山 等の 人 村を擢 用して 斷然藩 政 

の 改革に 手 を 着け、 文武 を勵 まし 質素 儉約 を獎 め、 諸 事 自ら 赏踐 して 士 風の 作 與を 激勵 した。 

(S5  (幽谷) 

それ は 大いに 善かった が 其 迄に 旣 にあった 立 原. 藤 田兩儒 問の 學！ _サ は 忽ち 政 ig- と 化して 進歩. 

保守の 二 派と な り、 其 の ゆ は 天下に 比を兑 ざる ほどの 激甚 を 極めて 幕末に 至った。 然るに 水 

戶 が此の改革に着手してからは諸藩競ぅて之に傚ひて諸般の改革に從事した が、 其 の 結 は 

保守 •  ：fa 步兩 殆ど 例外な く 何處に 於ても 保 守. 進 歩の 兩派を 胚胎した。 中に も 越 藩に ありて は、 春 嶽は天 保 

吸 の 

九 年 襲 封し 同 十四 年初め て 入部す るに 際し 、江 戶出發 前に 態々 水戶齊 昭を訪 うて 一 藩に 主た 

る 者の 心得べき 要領に つきて 敎を 乞うた ほど 早くから 彼に 傾倒して ゐ たの で、 諸 藩 に 率先し 

. て 水戶を 模範と して 旣 記の 如く 節儉令 を發し 奢侈の 弊風 を II め、 人材 を 登用して 藩 政の 諸方 

面に E 醒 しい 改革 を 行った。 此等は 鈴 木 主稅の 献策に よる もの 多 く、 之 によって 旣に保 守. 進 

歩 雨 派の 發生 を醞釀 したが、 主 稅殁後 橋 本 左 內の隨 分 思 切った 而も 頗る 進歩的の 計畫に 基づ 

く 施 £1 が 明 道 館に K 現す るに 及んで 保守派の 嫉視 を ハ钛， 、著し からしめ、 中に も 福 井城 下の 諸 流 

武術 道場の 全部 を 明 道 館 內 に 集めて しまった こと や、 其 の 後 他 藩から 小 稲 を贫師 として 迎へ 


たこと は兩 派の 反 E をー曆 深刻なら しめた。 

概して 保守派に は 門閥 高祿の 者が 多 く、 進 歩 派に は微 fS 小身の 者が 屬 する 倾问が ある。 門 

閥 高祿の 者が 概して 現狀 維持 を 好む のに は 他に 理由 も あらう が、 彼等が n 癖の やうに 云 ふ 「御 

家の 大事」 なる 言 葉の 裏面に は 「我家の 大事」 なる 觀 念が 多分に 潜んで ゐて、 自家の 門地 を 

:H ハ のま i に 維持して 泰平の 夢に 耽り 虚榮の 誇 を 保たん が 爲には 世 問に 事な かれ かしと 斑 マ 念 

する の は 自然の 勢で あ り、 諸 藩に 於て IS はれて ゐる 改革 は 必すゃ 門地 格式に 拘ら すして 人 村 

を拔擢 する から、 昨日まで 眼下に 見下して ゐた 卑賤 微祿 の士が 忽ち 平等の 地位に 進み、 剩へ彼 

等 に よ り て 5は 物 同 様 に 取 极 は れ て 機 務 に 參 與 す も 名 義 の み と な る こ と は 堪 へ られぬ 苦痛 

であるの が 其の 主なる 原因で あらう。 

保守派の 人達 門閥 高 fi の士の 保守派に 屬 する 倾 向の ある は 越 藩で も 免れない 所で あつ て、 &派 に は 一の 

家老 柏 山城. 二の 家老 酒 井 外 記 を はじめ 其の 他 高祿の 人が 多かった。 然るに 鈴 木 主 稅ゃ橋 本 

左內 など 進歩 派の なす 所に 不平の ある 舉者ゃ 武人 は 勿論、 一般 藩士の 中から も 之に 雷同 附和 

する 者が あった。 彼等の 多く はさな くと も 他 藩より (ぬ 師を 招聘す る を 最も 好まぬ の に、 小 稲 

の 招聘に つきて は專ら 進歩 派の 人達に より 熱望され も し、 計 畫 され もした の で、 共 の 人物と 力 

小 楠 を 嫉視し 識見と か は 第二と して 一 圖に小 楠 を 嫉視した が、 中には 彼の 人物 ゃ舉 風な どに 不平な 者 もな 

た 理由 

いではなかった。 

梳井小 摘上卷 傳記篇  四 六 三 


s  I  rA『 Iw- ヲ 

小 楠 は元來 其の；！ 


招聘に 應 じて  四 六 四 


進步 5^ の 面々 


文武 藝の 

どした こ 

る 水府流 

名なる 硬 

務或問 三 

の 反對に 

手 をな し 

も あ る 0 

然し 進 

宅 受洪. 三 

とい ふ 傑 

は 彼が 春 

--- ある 賓 

のだった _ 

i,n さ が 


舊 

歩 


弊 を E 倒 

がー 部の 

文武 節儉 

漢廣部 鳥 

」 を艸し 

つた 土屋 

附役も 勤 

派の 中に 

八郞. 佐 々 

も 居らな 

の 切望に 

であるか 


を 施す に 臨機 應變を 主と し、 章 句 

して 今後 は 西洋の 文物 を も 併せ 

舉者 及び 武人から して 反感 を受 

の 打破 な t ど に 至りて は 意見 を 異 

道の 如き も 小 楠と 時務 を 論じて 

て 小 楠の 意見 を 論詰した とい ふ 

十郞 右衛門 は 春 嶽の氣 入で、 而も 

めて ゐ たが、 武人 述は之 を E 魁と 

は 岡 部 豐 後. 本 多 修 理. 酒 井 十 之 允. 

木長淳 などの 錚々 たる 人物が 多 

かった ので 彼等の 同志 は 進歩 派 

よりて 招聘 せら れ、 而 も 君側に 在 

ら、 陽 に 排斥す る譯 にも 行かぬ の 


末に 


ベ 

る 


る 

せ 

に讓ら 

様な こと 

寶藏院 流 

して 手 ひ 


中 

力 

で 


つ た 

壓せ 

て 勢 

陰に 


拘泥せ 

きを 主 

害 はな 

ものが 

らす锥 

とも あ 

流の 槍 

ど く 


負 

力 


• 長 谷 

に 反 

ォ 0 

あ る 

は り 


す 活用 を 第 一 とし、 當時 の 

張 し、 武 器の 改良 を唱 へな 


く、 叉 前 

あった 

辯滔 々 

り、 明 道 

術に 精 

部甚 平- 

し、 保守 

味 だつ 

進歩 派 

て 中傷 


ち. A 南 

き 口  /V せ 

に s~ な 

夜 を 徹 

館 に 

通し 

反抗 


-村田 

派の 

たが 

お ^一口 

し た 


て 

し 


い。 

し、 乃 

村 田 

に 泰 

た と 


氏 

， 、 

賴 

り 


中に 


中に あ 

かの 有 

氏壽等 

嶽の相 

いふ 話 

本 左內. 

はこれ 

つきて 

護し つ 


誹謗した も 


なき は 京 童 許りで はな く、 殊 に 幅 井に は 昔から 落首め きたる もの を 作って 時事 を 評 


保守派の 誹謗 し 

力 


內 

おん 

に 

「 


たり 人 を 冷罵した りする 風が 盛であった とい ふ 事 だが、 さ しづめ 小 楠な ど は 保守派に 取つ 

は 跳へ 向の 好材料であった。 其の 一例 を擧 ぐべ くば 松 平 (慶 民) 家 所藏の 文書 中から 次の や 

な もの を 拾 ひ 出される。 『評判 合言葉 集』 の 中に、 

西より 來て 諸人 を まど はす 物 は 成佛 しそこなった 亡者と 橫. 井。 

あり、 叉 『木 紫 集』 に は、 「當世 三 物 揃」 の 中に、 左の 如き ものが ある。 

「三殘 念」 として 一、 講武 所 出来して 御覽 無し。 二、 撗井之 御 目 見 無し。 三、 松原の 蟹 足。 

「三 不 拍子」 として 一、 横 井の 出 北。 二、 天狗の 出府。 三、 阿三の 江戶詰 。 

合 言 紫の 方 は 說明を 要せぬ が、 「三殘 念」 の 第一 は 安政 四 年 四 t:^ 橋 本 左 內の献 議で叫 S1 飽 

に武藝 稽古 所が 出来した のに、 舂嶽 幕府より 謹愼を 命ぜられて 歸 藩な かりし を、 第二 は 小 楠 

招して 來 福せ しも 右の 理由に て晋 謁出來 ざり し を 云 ひ、 第 三の 松原 は 信 太 郞と稱 し 耕 水と 

したる 藩士に て祿 三百 石 を 食み 氣概 ある 人物な りし も 保守派に て、 進 歩 派の 諸 改革 を頻り 

罵 詈 したる 爲蟹 足に 處 せられし を 云 ふので ある。 かく 自他 供に 並べて 表面 同情せ る やう 

見 ゆる も 其の 實 進歩 派 や 小 楠の 殘念 がるの を 痛快が つて ゐ るの は 云 ふまで もない。 次の 

三不 拍子」 の 第一 はいふ 迄 もな く 小 楠に 對 する 惡 感情の 暴露で、 越 前に 人が 無い やうに 九 

の 架より 態々 小 楠 を 拉し來 り 賓師 の禮を 以て 厚遇す る を 冷笑せ る もの。 第二の： 大狗は 高 

鼻の 持主であった 家老 本 多 修理の 事で、 同人が 進歩 派と して 頻りに 用 ひられ 還 ノ江戶 に 召 さ 

横 井 小 粮上卷 傳記篇  £ 六 五 


小 楠 を 好いた 

$5 と 維った^ 


雪 爪 


第 十 章 福 井 藩の 招聘に 應 じて 

れ たる を 云 ひ。 第三の 阿三 は 三 岡 八 

を 云った もの らし. い。 いづれ も 保守 

小 楠 も成佛 しそこな つた 亡者と 同じ 

小 楠 を 嫌つ た 事 は事實 で、 其 等 は 小 楠 

越 藩士の 中には 以上の 如く 小 楠 派 

最も 好いた ものと 最も 嫌った ものが 

い。 その 前者 は 福 井城 下の 孝顯 寺の 

年輩で も あるが 俱に叉 勤王 僧と して 

志士と 交り 種々 畫策 する 所が あ り、 餘 

雪 爪 は備後 因島の 人、 初 石 見 國大定 

泉 和 尙の座 下に 在りて 俊才の 聞え が 

は詳 かにせ ぬが 福 井に 來り 藩主の 菩 

小原鐵 心と 親交が あつたが、 越 前に 於 

人 の 間に 應酬 された 書簡 や 詩の 殘 つ 

る。 雪 爪 は 何時頃まで 越 前に ゐ たか 

に彥 根の 淸凉 寺に あつ て 厦" 京師に 遊 


郎の 事で 是も 江戸 詰 

派の 進歩 派に 對 する 

に 取扱 はれて は氣の 

を 横 平々 々と 呼んで 

と 非 小 楠 派と が あ つ 

あった こと を 附記し 

鴻雪 爪で、 後者 は三國 

有名 で、 方 外 の 身で あ 

技の 詩文. 書道 も 亦 時 

院に 入り 無 底 和尙に 

あった。 其 の 後 大 垣 

提 寺な る孝顯 寺に 在 

て は 春嶽を 始め 重立 

てゐ るの を 見ても 其 

それ も詳 かにし ない 

んで 公侯の 間に 周旋 


にて はな 

反感 を 表 

毒で ある 

ゐ たさう 

た が、 同藩 

て 置く の 

港 瀧 谷 寺 

りながら 

流 を拔ぃ 

就いて 修 

の 全 昌 寺 

董 した。 

つた 藩士 

の 交情の 

が、 明治 維 
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きも 度々 

現した も： 

が、 或 一 派 

で あ る。 

の 僭 侶 の 

も 全 然 無 

の 道雅で 

常に 時世 

てゐ たの 

業 し、 尋 で 

の 住職と 

大 垣に 在 

と 親しく、 

厚かった 


江戸 
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の 人 

中に 


あ 

な 


る- 

P 


て 

特に 

こ と 

新の 風 雲 急 な 


に 
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/， 

力 


出 で 

る ベ 

が 極 

亦 小 

は あ 

兩人 

て 天 

臺寺 

れょ 

か の 

想 察 


た る 

き だ。 

端に 

る ま 

は 同 

下 の 

の 黄 

り 時 

# 政 

は兩 

さ れ 


し 頃は旣 

し、 其 の 交友 は當時 知名の 英傑 を 網 


道 


羅し盡 くす とい つても よかった。 

道雅は 京都の 人、 姓 は 池 田 に 氏、 年壯 にして 江 戶淺草 大護院 造本 和尙 に從舉 した。 後 京都 

智積院 に 在住した が 安政 三年 越 前三國 港の 瀧 谷 寺の 貫主と なった。 在京 時代から 梁 川 S 巖. 

梅 田 雲濱. 賴三樹 等と 深交 ありて 俱に 尊王攘夷 を唱 へ、 勤王の 士の 其の 門 を 叩く ものが 絶えな 

かった と 云 はれる。 彼 は 自家の 主義に 反する 者 は假令 友人で も斷々 乎と して 排除した 租 の 

潔癖 家であった ので、 開國 論者であった 佐 久間象 山と 横 井 小 楠が 最も 嫌であった。 山 田秋帘 

著 『瀧 谷 寺 道雅』 に 「横 井 小 楠と 瀧 谷 寺 道雅」 と 題して 左の 如き 挿話が 載せて ある。 

横 井 小 楠 も 亦 道雅の 京都 在住 時代に 於け る 知友の 一 人であった。 後 小 棉は松 平春嶽 公に 其の 才幹 を 認められ、 特に； i 井 藩 

の 賓客と して 招聘せられ たので 小 楠 も 其の 知遇に 感激し 大にカ を 藩 政の 改革に 塞して 名 聲嘖々 たる ものが あった。 一 ：n 近 

雅が瀧 谷 寺の 貫主と して 國內に 居る と 聞き、 舊 知の 間柄で も あり 久 淵の 情 を 溫め且 は 時事 を談 じて 高談 难辯四 筵 を 驚かす 

底の 快味 を 食つ て來 やうと 思 ひ 福 井城 下から 北 五 里の 三國 まで 搶を 立て \ 堂 々と乘 り 込み 門前に 舆を横 づけた ことがあ 

(杉 田定 一 ) 

つた。 鶉. W の談に 

取次の 者 は 何も 事情 を 知らないから 「お 大名が 玄關へ お；^ ねに なられました」 と案內 した。 上人 (道 雅) は 心得ぬ 面 持 

で 「大名と は 何者 だ。 名前 を 聞いて 來ぃ」 と 偉い 權 幕であった。 取次が 持って 來た 名刺 を 見る と 『撗井 平 四郞』 と あつ 

た。 上人 は 何 を 思った か 「搶を 立て \烕 櫂 を 誇って 來る やうな 者に 用 はない」 といって 劍も ほろ \ の 挨拔、 とう/ \ 小 

楠に 逢はなかった と いふ 話 を 聞いて ゐ る。 

との 事であった が、 是は菅 に 福 井 藩賓容 の挤式 を 以 て 立 搶乘舆 の 權烕を 报 つたが 瘤に さ わった のみで はない、 卽ち小 楠 は 

今 は 象 山と 同じく 開國 論者に なった ので、 想の 相違から 門前 拂を喰 はした ものである 0  - 

横 井 小 柿上卷 傳記篇  四 六 七. 


笫十章 福 井 藩の 招聘に 應 じて  四 六 人 

小 楠 は 自家の 舉意ゃ 意見の 越 藩內に 廣く受 入れられる やうに と 日夜 心を碎 いた が、 當寺司 

藩に 於て は 啻に 保守. 進歩 兩 派の 反目 嫉視の 甚だしき のみなら す 其の 各派の 中に 於ても 有力 

耍 ^ 者の. 和 協 なる 藩士 間に 和 協を缺 ぎ、 陰^なる 空氣が 漲つ て ゐ て、 其の 結 衆 は 國政を 萎靡せ しむる ばかり 

で 藩の 爲に憂 ふべき の 限りで あるから 其の 融和の 役 E を も 買って出た。 小 楠の 努力に よつ 

て 彼自. 身の 味方の 增 したば かり でな く、 越 藩 要路 者 間の 意志 も 渐次疏 通し 行 いた。 それ は 有 

力なる 重役 間に 蟠れ る， 或 問題が 小 楠に よって 圆滿の 解決 を晃た 時、 長 谷 部 甚平は 十 一 月 十二 

日付で 橋 本 左內に 寄せた 書面 中に 「小 楠 も 犬に 斡旋 致吳、 政府 執 法 諸 有司 邊會盟 血 をす i る 

迄に. 善後の 策 を 運ら し 中 候、 先々 御 安 意 可， 被， 下 候」 と あるの を 見ても 想像し 得られる。 要す 

るに 共の 入 福 後 特に 卷嶽の 失 脚 以来 藩の 方針 を 誤らざる と 供に 藩 政の 圓 滑に 運ぶ やうに と 

努力した 小 楠 は、 越 藩の ために、 は 晴夜 を 照らせる 燈 臺. 急 流 中に 立てる 石柱で もあった。 

六 弟の 死 歸省 請願 

幅 井 藩の 事故に つきて 七月 十七 日 熊 本に 歸 つた 河瀨典 次は國 許の 人達に 同藩の 事. 情を傳 

へ た 上 す ぐ 引 返 し て 來 福 す る 害 で ぁ つ た の で、今 か ，c と 待 ；^比 び て ゐ た 小 楠 は 九 月 二 十 三 日 

に 八月 十九 日付の 河湘の 書面 を 受取った。 それ は 思ひ掛 もな く 彼が 病氣 にて 熊 木ぶ 發が遞 


れる 事と 今 は 同胞と して それの み殘 つて ゐて、 而も それ あるが 

弟 仁 十 郞の訃 得た 弟の 永嶺仁 十郞が 急性 流行病に て 八月 十七 日に 斃れた 事 

報 

唯一 人 遠國の 客と して 殘 された 小 楠は遙 かに 弟の 死 を 悲しみ 

見 る^も 笑止な 狀 態に、 越 藩の 人達 も 同情の 淚を濺 ぎつ k 其の 

竹崎雜 次郞來 月 二十 五日 夕方 小 楠の 門弟で も あり 相 婿で も ある 竹 崎 律次郞 

福 

同人から 宿 許の 様子 を 聞いて 稍 心 を 安んじた 小 楠 は 九月 晦日 

七) を 認め 仁 十 郞の死 を 「前後 忘却、 唯々 夢の 様に 御座 候」 と哀 

に對し 「誠に 以て 難， 有 思 召に て 當 惑の 心 も 相 制し 罷在 候」 と 

{«1 敷 事に 御座 候」 と喜悅 し、 「不幸の 吿來り 候 も、 諸 士 晝 夜入替 

に 预り夫 等に て 心 を 慰め 中 候」 と 越 藩 諸士の 厚志 を 感謝して 

九月 二十 七日 付に て 長 谷部甚 平より 橋 本左內 へ の 書状 中に 

永 嶺仁 十郎と 云、 老 母 を 托し 出られ 候處 去月 流行病に て 相 鬼 一 

處、 此頃右 跡始末 付 老母 も 天 晴辨へ 能 傳語等 を 請、 門 生 一 人？ ji 律 

歸雀を 願 ひ 出 る が、 さ なくと も 懷鄕 の. 念 荐 りなり し に斯 かる 凶報 を 受けて 

づ 

み 難き ものが あ り、 十 月末に は 一 先 づ歸國 を 許された き 3:n 越 藩 

では 今 暫く 居て 貰 はねば 都合 は惡 いが 無理に それ を担絕 する 


爲に 老母 を殘 して 遠く 來 越し 

と を 報じ 來 つたので あった。 

老母の 悲歎 を 思 ひ 遣り 餘 所の 一 

慰藉に 心を盡 くして ゐる 內、 同 1 

が 河瀨の 代りと して 來 福した. 1 

に 宿 許に 書面 £ 稿 篇 「害 節」 七！ 

惜し、 母の 諦の よくて 丈夫なる 3 

安 心 し、 猶 「竹 崎參り 候て 大 に. 

/\ 旅館に 和； S 誠に 厚き 介抱 j 

ゐ る。  一 

「橫井 先生、 留守 一 

時 歸心甚 盛に して 

來着大 に 落着 被 fe" 

は 多感 多情なる 小 

重役^^^^4.中し出た 


人の^ あり 

不レ忍 爲 體 之 

候」 と は あ 

櫥 は 0 心 已 

。 越 藩當局 


譯 にも 行かぬ ので、 小 楠に は 在 
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第 十 * 福 井 藩の 招聘に 應 じて 

江戸の 春嶽 及び 藩主の 意見 を 聞 

を 江戶に 出した の は 九月 二十 六 

越 藩國許 重役 右 飛！： で 在 藩 重役から. 江戸 詰 

の 意向 

長の 件が 肥 後 藩に 交涉 して ある 

きて 掛 合へば 約定 を 取 結びて 後 

らす 近時 肥 後 藩で は 小 楠の 歸國 

へば 其の 實 現 を誘發 する 恐 も あ 

甚だしく 嫌って ゐ るのに それが 

釣 上げた 大 鈐1 を 取 逃す ことにな 

も 肥 後 藩より お 許諾の 來る迄 は 

小 楠の 實母 及び 養母に 春嶽 夫人 

も 知らぬ 小 楠 は 十月 半ば-娘に は 

河漱 再び 來る 沙汰 も 無い のに 抵牾 しく 思って 

の 消息 を 聞いて いたく 安心した 


四 七 〇 

き、 な ほ 肥 後 藩の 方に も 相談した 上で と 申し 


含 め て、 早速 飛 1： 


曰 

|ー  ョ ，11 

力 

實 


ゐ 

て 「典 次 も 五日に 到着 御 許 之 事共 


しく、 日夜 咄 しいた し暮巾 候」 と 書 


であった。 

役に 申し 遣 はし 

ら 其の 承諾 を 得 

事と なる 

待って 何 

" 小 楠 は 

現 すれば 

りて は 此の 

延期 させ 澄 

紋服 下賜の 

歸期も 定ま 

る內、 十 一 

摘 は 同月 

ぃ才 承り 

き、 猶 今 回 


力 
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き- 
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役 付 
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の 素 

も な 

-急 ぎ 

と も 

う と 

五 日 

曰 付 

に 安 


た 要 領 は、 當 藩 

て に、 P 藩 に 

いが 其の 前で 

しょうとの „^ 

ら役 付せられ 

でも ある し、 又 

い 遺憾で ある 

同藩に 手堅く 

取 運ぶ やうに 

宿 許に 書き送 

に 河 瀬 典 次が 

で 宿 許へ 書面 

心 仕 候。 竹 崎 

Trtfp も 1^  ^ ま た 


より は旣 

今回の 小 

は 不得策 

も ある 所 

て 俗吏 中 

越 前の 方 

から、 小 楠 

談判す る 

と 云 ふの 

つた まハの 

再び 來福 

(遣 稿 篇 「 


に 小 


の 
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も 
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楠 借 

國 の 

う だ- 

國 の 

共 の 

は少 

に、 ま 
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さ 一口 


を發し 


書簡」 七 八) 

兩 人に 相 成、 萬 端 犬に 便利 L 冗 

越 前に 來る事 も 在， 江戶 藩主 • 


に は 格別 異存な き 様子 だから 出發は 多分 十二月 中.^ となり、 越 藩士 雨 三人 を 同道して 鯨る こ 

とに ならう と 報じて ゐ る。 

越 藩より 肥 藩 小 楠 招聘 期間 延長に つきて 越 藩より 肥 藩への 交涉は 已に數 ヶ月 前から 始 つて ゐた。 小 楠 

i^f^si, は 春嶽失 1： があって 間もなく 越 藩 重役に 秋に もなら ば 引取りた きが 若し 差 留めら る" やう 

なら、 ま 肥 後 藩より 一 應の達 示 を 受けた き ヒ曰を 申し出た ので、 尤の事 だと 重役 は在府 藩主の 意 

向 を 伺って 見る と、 茂 昭は當 時專ら 用に 立ち居る 小 楠 を 自分が 家督 を嗣ぃ で 間 もない 今日 返 

して は 何方に 對 しても 心痛に 堪へ ぬ 所が あるから 猶 暫く は是迄 通り 聘用 したしとの 事で あ 

つた。 そこで 側 用人 秋 田彈正 は. 江戸の 肥 後 藩邸に 溝ロ藏 人を訪 うと 同人 は病氣 であった の 

で 三 淵 志津摩 ■ 肥 後 藩 中老) に面會 して 其の 皆 を 懇談した。 細 川 家 重役 は取敢 へす 當時在 府中 

の， 主の 意向 を 伺って 見る と、 小 楠に は 旣に當 年中 は 越 前に 留置く やう 通じて ある 事で も あ 

り、 松 平家の 內談も 亦 尤の事 なれば 程よ く 取 計へ とのこと であった。 然るに 肥 後 藩で は 越 前 

として は 小 楠 をた つて 聘 用した しと 申込んだ ので 今更 事變 ありたり とて 返され もせぬ とこ 

ろから 以上の 様に 申し 来った ではない かと も 推量して 暫く 考慮して ゐる內 、更に 彈 正より 校 

様 を 尋ねて 來 たので 不用なら ば 返されても 仔細な しとの 意味の 返事 をした。 

以上 は 八月 廿六 日付で， 江戸 詰 肥 後 藩 重役より 國許 政廳に 報じた 文書に 據 つたので あるが I 

其の後 一 ヶ月 程經 てから 越 藩の 中 根 執 負 は 肥 藩邸 を訪 うて 囊に 同役 秋 田が 小 楠 招聘 を 暫く 
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第 十 章 福. 井 藩の 招聘に 應 じて  四 七 二 

の 問と は ゆた る も 本年 は 勿論 明けても 猶借 受けた き 旨 申込んだ の で、 三 淵 は 九 n  二十 七日 付 

にて 國許 重役 へ 當方藩 公に は 別段 意見 は あらせられぬ が、 そ ちら にても 存寄 なくば 平四郎 へ 

の 達は此 許に てして は 如何と 申し送 り、 其 の 書面の 「尙々 書」 に 左の 如く 書き 添へ た。 . 

尙々 平 四郞傣 一 應御達 を 受不レ 申て は 不安 意之 由 申出、 若 達 之 紙面 御國 元より 廻來 候て は甚及 n 遲々， 可 レ申候 

間、 中 根 迄 差 越 候 はぐ 早速 平四郞 手元に 相 屆可レ 申との 儀 も內意 御座 候。 

それに 對 して 國 許政廳 より は 格別 存 寄な しとて 左の通りに 申し越した。 

委細 被 二 仰 越， 候 御 端 書 之 趣 致， 1 承知 I 平 M 郞 俵に 付て は 中 裉靱負 御 應對等 御 配 意被レ 成た ると 存候。 併 是迄は 

首尾 能 御用に も 相 立 候 由に て 先 は 安心 之 事に 御」 M 候。 來年迄 御 引 留之傣 熟談 之 通に 候 へ ば、 被レ 任， 1 其 53, 傣存 

寄 も無レ 之、 思 召 も 不レ被 レ爲レ 在 旨に 付靱 負え は 程 能 被レ及 n 御 挨拨ー 御 端 書 之 通 平四郞 えの 御 達 は 於 二 御 地-直に 

御 奉行より 及 JT 御 向 方 之 都合 宜様 可， 被レ有 n 御 申談， 候。 

十 月 

十月と あって 日 は 分らぬ が、 多 分 同月 下旬と 推せられ るか， ら、 此 の 返書の 江戸に 着いた の は 

十一月 末であった であらう。 而 して 前記 越 前からの 飛脚が 江戸に 着いた の は 此の 書 狀の屈 

かぬ 前で あつたが、 在 府越藩 重役 等 は 肥 後 藩主が 異存な き 事 だけ は 洩れ 聞いた ので 直 様 肥 藩 

肥 藩 直 役、 小 邸へ 小 楠 歸國の 事と 来年 再び 招聘した き 皆 を 依頼した。 それに 對 して 在 府肥後 重役 は、 左記 

楠の 歸國と 再 

招聘の 件 を 承 の 書 狀を國 許に 送って 置いて 越 藩の 依賴を 承諾した と 見える。 「^紙 草案」 は 見る を 得ない 


諾  が。 

以 n 別紙， 申達 候。 横 井 平 四 郞儀福 井 表え 暫御引 留被レ 成 度 被 二 仰 進-候 趣 は 先便 ゆ 達 候 通に 候虚、 平 叫郞弟 病死 

付て 老母 事^ 心 遣 之 傣有レ 之 候 付 引 揚歸鄕 願 出、 無 レ據譯 筋に 付 乍 二御殘 念- 當冬 一 先 づ被レ 成 二 御 返， 候 得 共、 福 

井 表に 於て 格別. 御用に 相 立 候に 付 來卷猶 叉 御 借 請 被 レ成度 じほに て、 御 莲支無 こ 御座-候 はぐ 此 元に 於て 平 叫郎ぇ 

及， 沙汰， 吳候 様、 彼方 様 御 家老 松 平 主馬と 申 仁 御殿え 罷出、 別紙 書取 を以 委細 及 二 懇談-候 付、 御內慮 奉レ伺 

候 處不レ 被 レ爲レ 在， 一思 召， 能き 様に 取 計 候 様 被，， 仰 出， 候。 是迄 無難に て 相 勤 候に 付 至極 之引應 にも 可 レぉレ 之 候 

得 ども、 御 賴談之 趣 無味に 御 斷も難 二 取 計 I 別紙 草案 之 通 返書 仕出^ 巾 候 問、 御存寄 無二 御座， 候 は ビ來^ 一 

應出 福の 傣は 被， 及， 1 御 達-度 存候。 此段爲 レ可ニ 申達-如 レ是 御座 候。 已上。 

.IrT に は 「是迄 無難に て 相 勤 候に 付 至極 之引鹽 にも 可レ 有， 之 候へ ども」 と ある。 之 を 見る と 

肥 後 藩の 重役 達 は 小 楠 を 爆裂 彈 でぐ も あるかの 如く 氣 遣って ゐる。 小 楠の 歸省 及び 再度の 

:^1藩"は也カに つきて の 在府肥 後藩當 局の 意向 は 右の 如くに 定まった の で、 越 藩 家老 松 平 主馬 は 

許可 大いに 安堵して 十二月 二日 歸 福し、 更に 評議の 上 小 楠の 歸省 はやつ と 許可せられ、 小 楠 は 同 十 

五日 福 井城 下 を出發 し、 越 藩士 三 岡 石 五郎. 榊 原 幸 八. 平瀨儀 作の 三人が 同行す る ことに 決定し 

た。 此の 三 藩士の 同行に つきて は 『.H 利 公正 傳』 第五 章 中の 記事 を 見る と 分る、 それ は 後 章 

の 「福 井 藩の 殖產 貿易」 の 項に も關 係が あるから 左に 轉 載しょう。 

安政 五 年 石 五郎の 江戶に 在る や、 幕府 财 政の 一般 を 調 杏し、 尙大阪 の與カ 大久保 要に 詢ふ所 あり 货將鑄 造の 來腾 を詳 かに 
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し、 其の 結果 德川氏 は 我が 國古來 の 風 I- に 泥み、 文武 節儉を 以て 累代の 訓と爲 し、 醫： 臣 氏が 開！： S 方針 を 執りて 積械 的に 

逸み たるに 反し、 百般の 施設 悉く 消極的に して 鎖國の 主義に よりて 僅に 三百 年の 泰平 を 保ちし かど も、 是唯內 に 叛徒 無く 

外に 强敵 無り しに 因り、 其の 財政に 至りて は 歲を閱 する に隨ひ 一 年毎に 窘 迫し 慕 末に 及び 疲弊 最も 甚 しく、 毎年 歳出の 超 

過 は 金銀の 吹赘 . 惡货の 鑄 造に 因りて 益" 甚 しく 已に濟 ふ ベから ざるの 狀 態に 在る こと を 知り 得たり。 

越 前 藩 も 亦 文武 節儉を 以て 金 科 玉 條と爲 し、 士農工商 砦 均く 節 儉を爲 すに 於て は、 勞せ ずして 國 富み 民 裕 なる ものと し、 

民裕 かならず 國 富まざる は 只 その 節儉の 足らざる が 故な りと 信じ、 藩主 躬ら綿 服 を 着して 率先 範を 示せし と雖 年々 の 支出 

は 常に 收入を 超過し 貧困 愈， -加 はれば 愈" 節 儉を嚴 にす、 是を 以て 生産 振 はず 商業 菱 靡し 一 网 將に 破産 せんとす るの 悲境に 

陷れり 0 

是に 於て、 石 五郎 は 深く 感ずる 所 あり、 勞 カを甚 本と して 物. M を 興し、 廣く 通商 貿易して 收 入を增 進す るの 外 他に 富國の 

IGS^ 策な きを 悟れり。  . 

^03  (左 内) 

幸なる 哉此年 七月 和親 貿易の 儀內 決せし を 以て、 乃ち 中 根 • 橋 本に 說 くに 開國 通商の 利 を W 、てし、 慶永 侯の 謹愼 中に も關 

らず S 易の 资本を 請求し 且 貿易の 狀況を 視察 せん 事 を 建議して 採用せられ たり。 

然るに 未だ 幾くなら ずして、 橋 本 左內は 幕府の 爲に 藩邸に 禁 銅せられ、 石 五郎 も 亦 偵 吏の 窺 ふ 所と 爲り 久しく 江戶に 留ま 

る こと 能 はず 此の 年 十月 二十四日 竊に福 井に 歸れり 0 

福 井に 歸る や、 直ちに 貿易 金 調達の 事 を 勘定 奉行 長 谷部甚 平に 謀れり。 是は越 前 一 藩の 人口 三十 萬の 中 其 二十 萬 を働勞 

者と 看做し 一 人に 付 一 分 宛の 金員 を贷與 する 者と し、 總計 五萬兩 を： て 物産 製造の 资 金に 充てん とする にあり。 然るに 《。3 

時 朱子學 派の 流行 は 深く 士 人の 腦 裏に 浸潤し、 理 財貨 の 道 を 以て 異端の 說と 見做し 極力 之を按 斥す る 風 あり、 一 方に は 

又 藩 礼の 發 行に 制限 を附 したる を W 、-て 新に 五 萬 兩の燮 金 を 調達 せんとす るに は 異議 無き 能 はず 0 是に 於て 石 五郎 は 藩廳に 

出で 利害得失 を說 き、 遂に 此年十 一 月 藩の 大評定 となり 制 造 方の 切手 五 萬 兩を發 行す る 事に 決したり 0 


右の 如き經 緯が ある， ので 三 岡 は 小 楠の 今回の 歸熊を 見送り 旁 外國貿 の 現況と 關西 地方 

の物貨 集散の 狀 並に 運輸 方法 を 調 盗せ しむべく 兩 三人に 長 崎 共の 他への 出張 を 命ぜられて 

は 如何と 建議す る と、 如 何にもと 云 ふこと で 採用 さ れビ に 右三人の 同行 を兒る こ とに な つ 

たので ある。 

七歸省 『北 越 土產』 


福 井出 發と同 

行者 . 


三 岡の 實話 


安政 五 年 十二  n 十五 曰 小 楠 は 竹 崎. 河 瀨の兩 生 を 隨へ越 藩の 三 岡. 榊 原. 平 瀬の 三士と 供に 幅 

井城 下 を出發 して 歸國 の途に 就いた が、 明 道 館の 役 輩 等 は 麻 生津驛 まで 一 行 を 見送った。. 途 

中 府中に て は、 『松 井 耕 雪 年譜』 に 「安政 五 年 十二月 十五 日 小 楠 府中に 来り 耕 雪に 面晤 す」 

と あるの を兑 ると 同人に も面會 したと 見える。 此の 旅行に つきて は 別に 何人の 日記 も兒當 

らな いが、 『由 利 公正 傅』 に 「三 岡の 赏話」 として、 左の やうな 記事が 載せて ある。 

橫 井の 隨從は 河瀨典 次. 竹 崎 律次郞 であった が、 何も 同道で 十二月 初 句が 福 井出 立、 折節 雪中 道中 は 難儀で あつたが、 予 

(小 楠) 

は 試みと 思 ふて 荷 廻り をした 。先生 は 籠で あるから 人足の 手配 • 旅 宿の こと 迄 不自由な き樣 注意した が S 舍の 山中 不都合 

な ものであった。 偖 道中で 先生の 吾に 殊更に 注意 せられた 忘れられぬ ことがある。 宿 へ ^^くと 一 統を 呼れ て 一； ム はる . ^に は 

何も 雪中で 疲れたら う 早く 食 華 を 仕舞て 直に 寢 るから 手配りせ よ。 己 は 洒は吞 まぬ と 云 付ら れた故 皆々 ：！： 十々 風呂に 入り <；^ 

事した が、 早 々察るべし と 云 ふこと で 床に 入る と哲 らくして 三 岡と 呼ばる、 吾れ 前に 出れば 曰く 酒を溫 むべ し 手配せ よと 
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云 はれて 夫から 講！ - せられて 夜半 を 越へ た。 大阪に 至る 迄 毎夜 同樣 のこと で隨分 痰れ もした が 其 親切 は .K に 厚い ことで あ 

つた G 

先生 兼て 洒好 なれ ども 道中の S 舍洒に は 困られて 大阪に 着く と、 今日は 丹 釀が吞 める ぞ最 上等 を 命ずべ しと 樂んで 居らる 

\o 先 旅 宿 は 越 前藏虽 舗と 考 へ たれ ども 却て 不都合な らんと 肥 前屋に 定め 夫れ く 手配した。 洒を始 むる と 云 ふと 天下 笫 

一 の丹釀 である。 三 岡 も  一 味へ とて 盃を廻 さる \ から 吞んで 見た 處 非常にせ いこと で 初めて 洒の味 を 知った。 是迄國 で 

は 酒 を 呑まず 自ら 厳い と 信じて 居た が これ は 旨い と 云 出したら、 先生 は それ は眞 の好ぢ やと 云 はれて 一 統 大笑であった。 

夫れ から 洒を 吞勞 うて 大洒吞 になった Q 

右に 十二月 初旬と ある は 中旬の 誤で ある。 十二月 十九 日に 大阪 から 京都の 嘉悅市 之 允に 

宛て X 出した 小 楠の 書面 S 槁篇 「 書 簡」 七 九). 中に は、 去 る 十五 日 福 城 を 出立し 今日 大阪に 着 

大阪 出帆 い た が、 途 中より 外 邪に 揺り 歩行 困難な ので 入洛が 出來 ぬ。 日乘 船の 答 云々 と 記しても あ 

るから。 「三 岡の 實話」 は繽 く、 

大阪を 出帆した 日 は、 風の 模樣で 夕方 明 石の 港に 泊った。 罟楠 公の 舊跡湊 川 を 見物と 思 ひ 立ち 曉 前より 出掛た が、 明 石の 

.  浦 迄 は 連中 もあった が湊川 迄の 同意 者 はなく、 吾一 人で 碑 前を拜 し古戰 場で も あらう かと 思 ふ 處を步 行した が、 何分 拂曉 

の ことで 農夫に 尊る ことに も 行かず 漠然ながら 出帆の 時間 を 恐れ 急ぎ 船へ 儘った。 

先生 曰く 楠 公 はどうであった かと、 予 曰く 楠 公 此の 如き 忠臣に して 討死と は 如何にも 残念で 堪 りません、 何ん とか 様の 

ない もの かと 思 ふたら 動かれぬ 様な 心 持で 何 か 相談が して 見たくて ならぬ と 云 ふたら、 先生 風と 心 付言 を 改め、 主 はそう 

思 ふた か、 予 もそう 思 ふた、 規模 小也殘 念々々。 他言 は 無用と 戒められたり。 ifjn 赏 世に 比較し 時勢 はか  る もの かと 感念 

して 談種々 の講勞 となった。 

癧  • 


り 少 憩 

出迎も 

けて ゐ 

れに引 

迎 へ た 

るた め 

れてゐ 

の 歡 會 

小 楠 を 

此處： に 


も 押 

を 々11  あ 

し て 

多 か 

た 弟 


吉 つ 


十二月 二十日 大阪を 出帆した 一 行 六 人 は 其の 月 

處に 暫く 留る ことにな り、 小 楠 は 竹 崎. 河 瀬と 俱に途 

に 入り 京 町なる 前夫 人の 實 家 小川 家に 立 寄 

があった ので 城下 出 町 口に は 知己. 門 生 等の 

遊歷 から 歸 つた 時に 嬉々 として 此處 に待受 

は 定めて 哀愁の 感に打 たれた であらう。 そ 

し 振の 對 面に は 歡喜を 極め、 特に 三 歳の 春 を 

とで あら う。 

小 楠 は、 同 五日 越 藩主の 添 書 を 藩廳に 納め 

にて 一泊した。 是 より 先 小 楠の 歸國を 待 焦 

も 取り 敢 へす 同家 を 尋ねた が、 何しろ 一 年 振 

夜 は 遂に 枕席 を 並べて 同宿し、 翌 六日 東 野 は 

楠の 歸廬を 見送って 沼 山津に 行き 當夜は 又 

右 小 楠. 東 野の 歡會 の狀 況は柬 野の 記した 

いた 『還暦 之 記』 に は 左の 如く ある。 

六 年 己 未の 春橫 井先 生 越 前より 歸 省す。 一日 同鄉不 破が 家に 
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余大 番所の 宿番に 依て 往 くこと を 得ず。 翌日 詰且不 破の 家に 至る。 先生 漸く 起 き、 余 を 見て 談 天 

下の 事に 及ぶ。 忽ち 曰く 今より 直に 兄の 家に 遊ばん。 卽人を 走らして 先生の 來る、 酒 > ^の設 あら 

ん こと を 告 げ、 先 生に 伴て 家に 歸る。 妻 琴 子 出で 迎へ、 ま S 未だ 畢ら ずして 酒 看 滿盤之 を 饗する こと 

甚 恭 し、 先 生 喜 び涯り 無 し。 藝妓を 招て 酌 を 取 ら しむ。 不 破 • 村 井 も亦來 りて 興 を 助く C 是時 先生 

洒 を 嗜 み、 其 酒興に 乘 ずる や 其 平素 快活の 氣象ー 曆加 倍して 赏る ベから ず、 其 意に 適する 者 非常の 

敏穎 にあら ざれば 能 はざる なり。 余 夙に 先生の 氣 1^ を 知る。 特に 越 侯の 師 となり 天下 を 掌 上に 

運ら すの 氣分を 以て 歸り來 り、 常 例 を 以て 待つべからざる こと を 悟 り、 乃 妻 及び 婢に敎 へて 非常の 

待遇 を 以て 先生 を 饗せり。 先生 害 躍して 覺 へず 其 夜留 宿、！ H 日晝夜 を： i て 其 翌日 日沒に 至り 始て 

別れ を吿 ば、 沼 出津に 歸られ たり。 之 を三畫 夜の 會 宴と 先生 後に 至る 迄 賞 1^ して 止まず。 特に 妻 

琴 子 誠實懇 待す る を 感赏し て 曰く 兄 の 細君 は 人材な り、 兄 と 同く 朋友な りと。 

元 田夫 妻の 歡待は 至れり 盡 くせり で、 小 楠の 喜 は 思 ひ 遣られる。 右に 據 ると 東 野の 不 破家 

に 小 楠を訪 うたの は 六日の 詰旦 で、 小 楠 は 六. 七 兩日元 田家に 宿泊し、 八日 沼 山 津に歸 つた 事に 

なって ゐて、 『北 越 土產』 の 記事と は 相違して ゐる。 『北 越 土產』 は 其の 當時 記した もの だか 

ら 其の 方が 確 だと 思 ふが、 何れにせよ 斯の 如く 形影 相伴へ る 彼等 兩 人が 前後 三日間に る 交 

驩を鑌 けたのに は 違 はない。 單 にこれ だけの 事資 から 觀 察しても 後進の 東 野が 先輩の 小 楠 

に對 して 如何に 傾倒して ゐた か、 又 此の 兩 人の 交誼が 如何に 濃 やかであった かも 想像され る。 

而 して 東 野 は 此の 三日 二 跪に 亙 り、 親 しく 小 楠と 寢食 を俱、 にし 膝 を 交へ て 問答した 大小 j 切 
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を 荒ら.. げ て論談 した 

なる を說 き、 越 前 第 一 の 

とに 厘 別 を 立てす 各 其 

心の 一致 を 見た といつ 

横 井 小 楠 上卷傳 


て 『北 越 土產』 と 題 

は 小 楠の 福 井 滯在間 

嶽 よりの 紋服 及び 其 

りての 福 井 滞留 間の 

先づ第 一 に 小 楠が 在 

て 同志の 間に 講習し 

一 派の 擧意は 決して 

學 たる 特色が ある こ 

さらり と 我が 功名の 

の 中 に開發 の 機 ある 

の 機微 を 穿ちた る責 

事 な く、 毎 度た ^ 靜か 

才子と 云 はる --長 谷 

の 情を盡 くさせ 公 平 

てゐる 所な ど 熊 本に 
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U4、 


，之 を 當 時 

於け る體 

他の 下賜 

楠 を 知る 
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ゐ たこと 

上の空 論 

を 首肯せ 

念 を 取 去 

から 懇談 

なる 彼の 

熟談した 
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,ー 一 


-努 力. 交際 振 か 

や 小 捕の 向後 
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其の儘 實 地 
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めて ゐる。 

虚心 平 氣 で 

れば必 す 相 

驗談 で あ る- 

けで 何事 も 

に 操縦した 

の 態 度で 之 


こ 

人 


於け る 彼が 往年の 態度に 


ら越前 藩の 態に 及 

にっきて 詳記して あ 

で 全文 は 遣 稿 篇 (「 談 

新機軸 を 出した の で 

體驗 したまで f ある 

あれば 直ちに 之を實 

に 相手の 如何 を 問 は 

々 の 言 はんと 欲する 

は 纏まる もの だと 云 

また 在 越 中 一 度も聲 

濟ん だとて 論 談の非 

と を 云 ひ、 S?; 子 と 俗流 

接した ため 遂に は 人 

して 一 段の 進境 を 呈 
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して ゐる。 


春嶽 の事變 以前 は 福 井 一 藩の 順境 時代で、 小 楠 自身に 取って は それが 却って 逆 

り、 事 變 以後 は それが 全く 反對 になった と 云 ふの は 一 見 面白い 現象で あるが ビれ 

事變 が勃發 して 始めて 露の 力量 を發 揮すべき 小 楠の 得意 時代が 到来した に 過ぎ 

は 最初 一 藩の 民衆が 君德 には齊 しく 感 向して ゐても 其の 政令に は歸 服して ゐな 

種の 奇 現象に 着目して 逸早く 之 を 改革し、 遂に は德政 一 致 民心 愈.^ 歸向 したと いふ 

凡なる 爲政 家の 手腕 を 見るべき である。 なほ 在 越 中 江戸の 春嶽 から 度々 の 招 命 

岩 瀬 肥 後 等の 策動 もあった に拘ら す、 種 々 の ロ實を 構へ て 頑として 之に 應じ なか 

慮 周密に して 機 を 見る こと 神の 如きの 結果で、 後年 彼が 江戸の 遭難に 當り 巧みに 

を そらした の も 矢張り 此の 用意 を 咄嗟の 間に 實行 したので は あるまい か。 

舂嶽 の事變 前後に 於け る 江戸と 國 許との 間の 交涉の 面倒な りし こと を 述べて 

難く 一  度の 變に應 する までの 人 は 世に ある も搏 度の 變に應 する 人才 は 極めて 少 

ゐ るの は 今 も 昔に 變ら ざる 永久の 嘆で ある。 叉事變 以後に 於て 人心 を 一定せ し 

見に は 大いに 味 ふべき 所が ある。 

春嶽 夫人より 黑 縮緬 紅 裏 九曜の 紋服 を 老母に、 又春嶽 より 奉書 紬葵 崩しの 紋服 

に 先方の 好意より 下賜され た 經緯に 就きて は 當時熊 本に 於け る 小 楠反對 派の 間 


境 時代で あ 

は畢. 竞 一 朝 

ぬ。 又 小 楠 

いと 云 ふ 一 

の は 彼の 非 

を 受け 且つ 

つた 所 は 思 

賊徒の 凶 m 

，人才 茶 だ 得 

いと 云って 

めた 彼の 意 

を 養母 に、 供 

に は 一 時 面 


白から ざる 風說も 傅へ られ たやう だ が、 東 野の i 准に よる 釋明は 其の P 、相 を 示す に大 なる 効 si^ 

的の ものであった。 尙小 楠の 儒 學に對 する 見解と して 道德 の神髓 ともい ふべき 「仁」 を 解 

釋 して 「和 順 底の 道理」 と 要約した 所に は餘 程の 得 力が 見えて 居り、 彼の 人物が 修練の 結 

大いに 地歩 を 占め 來 り、 其 の 一 言 一 行が 善 惡俱に 直ちに 一 藩の 與廢に 影響す る 事の 犬なる に 

鑑み 戰々 兢々 として 言 行を愼 しんだ こと は、 指 導 者と して の 小 楠に 此の上 も 無き 修養の 好機 

.  會 とな り、 心 德の 修行 上 更に 一 段の 上達 を 加へ てゐ る。 

なほ 東 野 は 蝠井滯 在 間に 於け る 小 楠の 節酒 を 痛く 喜 び、 且 つ 健康に して 元氣 (：r 旺盛 なる に 

心の底， から 慶祝の 情を披 源し、 最後 に 小 楠 今後の 日程 を 述べ て 禅び 出府の E に は 老友を 五； I が 

家に 迎へ 重ねて 寢 食を俱 にし 是 まで 聞き漏らし 談り盡 くさなかった 幾多の 事 を 知るべく 义 

の 逢 瀨を樂 しみに 待 S 化び てゐる 心中 を 述べて 餘情 はいつ まで も盡 きない 趣が 見える。 

『北 越 土産』 r 北 越 土産』 中に 收 めら れてゐ る 五 首の 詩 は 之 を味讀 するとな かく 興味が ある。 ^ ^嶽 

3" の 詩 

の 詩 は 二 首 共に 小 楠が 聘に應 じて 越 前行 途上 轎 中より 兒 送の 德富 一 敬 を 顧みて 詩が ； 首 出 

來た とて 示した 「 奉 X 叩 孤臣 千里 身」 (本 篇四三 七 頁) に 次 韻した もの だ が、 「 耻.； 金 枝 玉 藥 身, 

• …… 」 の 一 首 は、 

身分 は 辱け なく も 幕府の 親 藩た る 貴き 身分で ありながら 夢の やうに ぼんやりして 三十^ 

の 歳月 を 空 過した の は恥づ かしき 次第で ある。 併し 今より 後 は 君が 輔導の 力 を 煩 はして 

撗井小 楠上卷 傳^ 篇  四 八 一 
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我が 行 を 磨き 修養に 努め 決して 徒に 醉生夢 死の 人と はなるまい。 

と譯 すべきで 峻 t" なる 春嶽の 勇猛心 を 想 見し 得らる- -。 次の 一 首 「 

條理に 則りて 一藩 を經綸 する こと は 君が 努力に 賴 りて 春風 

熊 本に ある 母堂の こと は氣 にも か- 1 らうが 時々 手紙 を 出し 

ぞ 此 


ぜ+ム ま，. お 

ん 上ん ふ、 ^M^tM<Af^^.§^^  W 

みミ； 善お、：" 化 453 え ： 


小 下 

ナ さ 

筆 れ Q 

蹟た^ 

うる 渐 

老を存 

母 謝 i 

にす i5 

紋 る 

服 詩 

を C 


である 

  楠の 母 

と 思 は 

處に述 

を 托した 弟 仁 十郞が 亡くなった 時な ど 必すゃ 小 楠 は 老母 倚 門 

ものが あらう。 此の 詩 は 其の 頃の 作で^ もあるなら ば 後半 は 

の 拜恩之 詩 は 左の通り で、 菅 公 恩賜の 御衣に 關 する 作と 異曲同 

る ものが ある。 

今度 拜領 した 御 紋服 は 表は黑 縮緬、 裏 は 紅で 九曜 の御紋 (細 川 


て 

力 

H 


之 を 

の 指 

ら、 其 

*^ し 

窺 ふ 

孝な 

て 居 

情 を 

と 云 


四 八 二 

經 綸條理 繋， 1 君 身 1 …… 」 は、 

仁政 を擧 げたい。 遠い 

慰める ことにし て、 ど う 

導に 當られ た い。 

の 起. 承 兩句 にて は春嶽 

て 其の 志 を 成さん とす 

ベ く、 轉. 結 二 句に て は 小 

るに 同情 を 表した もの 

蓋し 小 楠の 親孝行 は隨 

るが、 北行に 際して 老母 

想像して は堪へ 兼ねた 

切に 感ぜられる。 小 楠 

ふ ベ く 彼の 孝 思 藹然た 


家 の さが 鮮 かに 染め出された 


見事な もの だ。 此の 御 恩 は 海よりも 深いから 御蔭様で 高齢の 慈母 も感 喜の 餘り費 命 は- 史 

に 山人の 如く 生き延びる であらう。 處 が此處 から 鄕 里まで は 千里 も 離れた 亂 山の 雪で 隔 

てられて ゐ るから、 い つに なったら 此の 賜物 を 捧げ 持ちて 家 鄕に歸 り 老母の 膝下で 舞 ひな 

がら 喜を倶 にす る ことが 出来よう か。 一刻も早く 老母 を 喜ばせたい ものである。 

元 田 東 ゆの 二 首 は 小 楠の 今回の 歸鄕 にっきての 作で 「閑歐 沼 山 木 レ識レ 年 ：：： 」 は、 

君が 沼 山津に 閑居した 後 空しく 幾年 を經 過した が、 時節 到来して 始めて 運が 開け、 春嶽 侯と 

いふ 明主に 際會し 漸く 多年の 蘊蓄 を倾 けて 天理 を談 ぜられ るの は洵に 欣快の 極みで ある。 

然るに 此の節 は 一 年 振に 歸 省して また 懐し き 沼 山の 月に 對 し、 會 心の 笑 を 含んで 烟 波游々 

たる 處、 もとの 漁船に 釣 を 垂れられる 其の 高風 や 想 ふべ しで ある。 

で、 柬 野よ 小 楠の 越 前 赴任 途上の 七 絶に 於け る 小 楠の 本領 を 見るべき 「成否 は 天に 在りて 人 

一」 在らす」 の 意 を 敷衍した ものと 見られる。 次の 一 首 「曾 逐 1 一 東 風 一 出-一 故關ー ：：： 」 は 

去ハ 牛の 春、 君 は 東風 を逐 うて 鄕關を 出で 越 前に 向った が、 今 また 春風に 隨 つて 故鄉に 歸られ 

た。 さて 此の 問 越 前に 於て 多大の 功績 を擧 げ、 く さ/^ の 御土產 (御 紋服な ど) を 持って. „£ り 

一 日 千秋の 思で 待ちに 待って ゐた 老母 を 喜ば せ、 其 の 笑顔 を 見られた の は 何よりの 孝行で 

あった。 

で、 春嶽の 「天涯 寄せて 白 頭の 人 を 慰めよ」 と 小 楠の 「恩 深く して 慈母 海 仙の 如し」 の 句 を 

横 井 小 楠 上卷傅 記篇  四 八  一二 
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ばれる。 斯 くまで 心 を 籠 

の 角 兵衞は 菜して 如何な 


る 
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承け て 小 楠の 孝 思を稱 した もの だ。 

『北 越 土產， 一 を讀む と 、別 後 僅々 一 年に も 足らな 

ら幾十 年 も 別れて ゐた 肉親 以上の 懷 しさで 

れ でも 飽 足らす 今後 を 契 

に 小 楠の 偉ら さも^ 

を 親しく 受取った 當 

とで あらう。 

楠の 時習 館 時代からの 

四 人であった が、 今 回 の 

出来なかった。 但し 下 

を 得ぬ が、 唯 長 岡 だけ は 

ら相會 す る を 得ぬ の で あ つ 

最も 熟 心に 待った の も 彼で 

產』 の 內容を 話す の も 彼で 

一 種 云 ふべ からざる 寂莫感 のあった こと は 想像に 難 


ギ，？ ；まず 

-マ， ぐ？ リ 、ノー 

；  /  "ノ， さ， 

チピノ i ャ：： 

マべ. 乂卞？ ド.. .5 


い 小 楠に 對し宛 

夜 も追隨 し、 尙そ 

至情 も顯れ ると 

めた 此の 長文の 

心地で 披見し 


最も 親しき 同志と 云 へ ば 

歸 省に 於て は 元 田 以外に 

津と 荻と は當時 城下に ゐ 

絶交して ゐる關 係で 同じ 

た。 以前の 問 柄で あれば 

あり、 小 楠 も 亦 第 一に 訪問 

あつたで あらう と 思 ふと 


長 岡. 下 津. 荻. 元 

は歡 する こ 

なかった ので 

熊 本に ゐ なが 

小 楠の 歸國を 

して 『北 越 土 

-、 兩 人の 心中に 

ない。 監物 


長 岡より 原 田 

へ の蒈狀 


ん S>  ノゅ .-4",5J? へ 


"-ill f  if  c 

, ャ f チき f 

, るぺ" f  t^^^  ok, 


其の 將來 が氣懸 りで あつたの で、 其 の 出發後  一 二日の 三月 十四日に 

書 を水戶 藩士 原 田 八 丘 ハ衞に 贈り 其の 中に 左の 如く；！：.^ して ゐる。 

兼て 御 聞 及 も 被 レ下候 敝藩橫 井 平 四 郞此度 越 前より 御 招き 相 成 一 雨 日 跡に 發足 

仕 候。 勿論 同志 之 者に 候 へ は 舉論合 兼 終に 彼より 不通に I 能 成 近 ハ.^ は疏 fM に 御座 

候。 於 二 小 子 - は 深き 存 意も^ レ之 事に て 其 儘 に 推移 申 候。 此男 は敝藩 に て は 先 傑 

出 之 人材に て 識見 氣カ は拔 群に 御」 M 候。 然共長 あれば 必短 ある^に て 行末 を 

案勞仕 候。 此節之 御 招き 敝藩之 爲は申 迄 も 無 レ之爲 n 天下， にも 過 憂 仕候處 より 

(南 洲) 

旣 に西鄉 杯え は內話 仕置 候 筋 も 御座 候へ 共、 夫 等 は 凡て 跡 事に 相 成、 加 様に： i 

成 候て は 只々 寸分に て も 越 藩 へ 御 有 ハ鈦を 祈 申 候 事に 御」！^: 候。 英才 之 癖に て 人 を 

愚人と 晃甚以 驕慢なる 男に て 御」 M 候 間 一 旦は 必定 越 藩 も 大に與 起 可 レ仕候 得 共、 

末 は 深く 氣遣申 候。 何分 橋 本 列 も 能々 心 を 附吳ら れ候様 御 序 も 御」 M 候 はぐ 御密 

話 可 レ被レ 下 候。 當時は 專ら和 之說を 主張いた し 居候 由に 御」 M 候。 尤加様 得 nft 

意， 候 儀當人 承知 仕 候て は 却て 不レ {uj 候 間 其 處は御 含 可 レ被レ T^。 小 子も疏 遠に 

； …  相 成 候て は 却て 都合 宜 筋も^ レ之 嫌疑 無 レ之候 故、 何卒 敝藩 にて 雲霧 散し 同人 被レ 

用 候 様 有 レ之度 種々 心配 もいた し 居候 處、 此度之 御 招に 應 候て は彌 上下 之 人心に 被 レ疎候 筋に 相 成、 最早 同人 

敝藩 にての 開運 は 實に覺 束な く 遣憾此 事に 御. ii 候。 併し 此上は 是等之 事 は 無用 之 俄にて、 只々 にしき を 着て 
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歸鄕仕 候 日 を 祈 居电候 事に 御」 M 候。 定て御 地に も 出府 可レ 仕、. 何卒 御 面 會被レ 下 論 說も御 聞 取被レ 下、 彼是 御敎 

示 を も 相 願 申 候。 

右 は 小 楠の 人物に つきて は手嚴 しく 品隨 して はゐる が、 其 の將來 のよ かれが しと 思 ふ 心よ 

り 出た ものに て、 其 の舊 友に 對す る. 眞 情に は 感心せ ざる を 得ぬ。 彼 は 小 楠が 越 前に 着いて か 

らの 評判 や 越 藩の 欽待振 を 耳に してから でも 猶 其の後 を 案じて、 同年 七月 三日に 西 鄕南洲 に 

左の 如く 申し送って ゐ る。 

隨井事 は 御 噂に て 先 は 安心いた し 候。 追々 同人より 同志の 者え 申 越 候 趣 を 承 候へば 誠に 越 藩に て 非常 之 御 取 

极御 懇篤 之 至、 於 U 小 子-も 深く 難 レ有奉 レ存候 段も吳 々 橋 本 へ 御 傳聲御 頼 申 候。 諸 生 敎導を 被レ任 候義は 一 日 一は 

興起 可 レ致候 へ 共、 後年 弊害 は 生じ 可レ申 候。 夫よりも 君 侯 其 說を御 聞 被レ成 候て 御 取捨 被 レ爲レ 在 候 は ぐ 必大に 

御有ハ も 御」 M 候 はんと 相考中 候。 非常 之活見 IF レ之 男に て 是其人 第 一 之 長所に て 御座 候。 右 等の 事 も 御 序に は 

橋 本え 御 話 可 レ被レ 下 候。  • 

右に よると 西鄕 から 監 物に 小 稲の 越 前にての 評判 を 云って 來 たものと 見える が、 其 の 後上 

記 原 田が 長岡監 物に 內^ 降下 以来の 水 藩の 變狀を 報じ 来れる 書狀の 「尙々 寄」 にも、 上記ぬ 

監 物の 手紙に 對 して 左の 如く 記して ゐる。 

(橋 木 左 内)  IT  , 

先日 撗井氏 の m 內 々 被 二 仰 示 一 委細 拜承仕 候。 越 藩 大抵 は こ とぐ く 信用 其 中 橋 左 は 少しく 取捨 斟酌 いたし 候 

様子に 候 得 共 要 レ之殊 之 外深醉 いたし 候 様子に て、 是迄聞 候と 違 ひ 稀なる 人物 之 由厦赏 譽も. 1^ レ之 候に 付、 賁 


書 之 意味 も 先 づ相控 へ 候 事 御」 I- 候。 此段御 承知 可 レ被レ 下 候。 

之に よると 越 藩に 於け る 小 稲の 持て 方 は r 北 越 土產』 にある 以上で ある。 低し 此の 書面 

の 日付 は 安政 六 年 四月 七 曰 だか ら、 監 物 は 小 楠の 今回の 歸國 時分 は 未だ 之に 接しなかった が、 

『北 越 土產』 の 內容は 元 田から は聽 かされた であらう から 彼の 案 勞は祀 憂で あつたと 安堵 

し、 自 分の 贈った 歌の 通りに 小 楠が 名に 高き こしの 白山 峰 も 尾 も 赤き 心に 染め 盡く して^つ 

たの を 心 窃かに 喜んだ であらう。 

おの 如く 得意で 1§ 熊した 小 楠 は 今 は 五十人 扶持 を 以て 遇せら る i 福 井 藩の 賓師 で、 是 迄の 

様な 老貧 書生で はない。 一家 はいつ になき 長閑な 豐な 松の 內を 祝した。 老母 を はじめ  一 Ei: 

健全で、 可愛 盛りの 叉 雄 を 中心に 久し 振に 味 はふ 家庭 圑欒 の樂 しみ は 限りない ものであった。 

彼 は、 衷 心より 師の 今の 境遇と 元氣 旺盛での 歸 省と を 喜び 迎へ た 門 生 等と 愉快に 會讀 などし 

て ゐる內 に、 下 關で小 楠 一 行と 別れてから 暫く 同地に 留 りて 藩の 船宿 を 設置し 種々 調 茶に 從 

事し つ i あった 三 岡 石 五郎 は 其の 用務 も 一 先づ 片付いた ので、 平 瀬を留 澄き て 榊 原と 俱に來 

熊し、 小 楠の 家に 宿泊した ので 一 暦 賑やかと なった。 榊 原の 滞， 在日 數は 分らぬ が、 三 岡 は 六十 

餘 曰もゐ て會讀 にも 列 し、 叉 奉行 ゃ大 庄屋 等に つきて 肥 後の 貨物の 贩 賣 A 散の 狀況を も 視察 

した。 それにつ きて 小 楠の 周旋が 大いに 與 つて 力あった 事 は 云 ふ 迄 もない。 

多分 三 岡の 滯 在中であった であらう と 思 はる. - が、 松 井 耕 雪 も 亦 沼 山 津に小 楠を訪 うた。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  四 八 七 
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それ は 『耕 雪 年譜』 の 中に 「安政 六 年 正月 二十 三日 出發、 横 井 小 楠 を 熊 本に 訪ひ、 長 崎 を 視察 

し て、 五 月 四日 歸國 す」 と 云 ふ 記事が あるので 分る。 三 岡 は 後に 記す る 如くに 熊 本を辭 して 

から 長 崎に い つた か ら、 松 井 も 幾日 か 熊 本に 滞在し 三 岡と 俱に長 崎に 向った では あるまい か。 

松 井 は歸國 して 二 ヶ月 後に 福 井 藩 制產係 世話 を 命ぜられて ゐる 所から すると 彼の 長 崎での 

視察 事項 は 三 岡の それと 關 係が あるら しいから 猶更 さう 想像され る。 なほ 松 井の 『年譜』 

に は 「安政 五 年 十二月 七日 福 井に て 横 井 小 楠に 初對 面す」 と 云 ふの が あ り、 其 の 後 約 一週間 

にして 小 楠 は 上記の 如く 歸國 の途 府中で 松 井と 面會 して ゐ るの を 見る と 松 井の 沼 山 律 訪問 

や 長 崎 行な ど は それ 等の 會 見の 際に 打 合 はされ てゐ たので あらう。 

松 井 耕 雪、 名 は 篤、 字は士 行、 通 稱六右 衞門。 文政 二 年武生 町の 商家に 生る。 性 文 藝を嗜 み 博く 群 書に 涉り 詩畫を 善く 

し 叉 好んで 四方の 士と 交遊した。 夙に 文敎 振興の 志が あって、 文久ニ 年に は 自ら E 貲を 藩に 献 じて 學校を $5- て立敎 館と 名 

づけ、 松 山の 硯儒森 余 山を敎 官に聘 して 其の 律 給の 一 部 を も負擔 した。 同校より は 数多の 俊才が 輩出した ので 領主 は 其の 

t  ,,.、-、-,,.  .  .  r  (氏 魔 K 鹿 之 助) (八 郞) S5  ( 源 太郞) 

功を錄 して 其の 子泰次 郞を士 班に 列せ しめた。 彼 は 又 福 井 藩の 村 £  • 乇受 ニニ 岡. 中 根. 松 平等の 諸 士と交 を 結び、 卷嶽 

の 眷遇も 厚かった が、 安政 五 年 春嶽小 楠を聘 する や 耕 雪に 藩の 財政 及び 產物 調査 を 命ずる と 俱に小 楠の 諮 間に 應ぜ しめた。 

萬延 元年 十二月に は 府中 産 物 賣買會 所 元締 役 を 命ぜられて 大いに 建く す 所 あり、 又制產 役所 を 興し 專ら 邑中產 業の 隆盛 を 

謀りて 遠く 他國へ の 輸出に 努めた。 明治 元年 福 井 縣中屬 に 任じ、 ， ^いで 敦賀縣 櫂 大屬を 命ぜられ たが、 同 二 年 岩 倉 右府に 

謁して 國家經 濟の策 を 献じ養 蠶獎勵 の 必要 を 痛論した。 明治 十 年 京都に 遊び 同年 十月より 同 府の囑 託に より 府史の 編輯に 

從 事し、 十一 年 病 を 以て 辭し爾 來文墨 自ら 娛 しんだ が、 同 十八 年 五月 十二 日 同地に 於て 卒した、 享年 六十 七。 
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一 山川 皆舊知 

ト摘は 上 己 の 如くに 故 園に 愉快な 日 を 送って ゐる內 に、 いつしか 百餘 日を經 過した。 、江戶 

せ 口 巴 後 藩 重役から は 福 井 藩よりの 交涉に 基づきての 旣 記の 如き 書 狀が已 に國許 政府に 屈き 

祖頭 から 再度の 越 前行 を 申し渡されても ゐ るので、 彼 もさう 何時までも 優游 して ゐる譯 にも 

栗 g と 其 ゆかす、 安政 六 年 四月 下旬 熊 本 を S した。 今回の 道筋 は橫井 (時 雲に 藏 せる ヌ肥後| 

の 道中 i., 一 g 井 乞」 安政 六 年 未 四月よりの 諸 造 用 明細 帳』 に據 ると、 南關. 原. 瀨高. 羽 犬 塚. 松 崎 山 口. 内野. 

sil 崎 を經 て 小 倉に 至り、 それより 船に て 瀨戶內 海を航 して 播 磨の 棄 より 上陸し、 

明 石. 兵 庫 夫 阪. 伏 見. 小 松. 今 津. 海 津. 駄 口. 谷 口. 敦 賀. 神 保. 一 一 ッ 屋. 府 中 を 通って 福 井に せがして ゐる 

但し 琵琶湖の 西 岩 小 松より 海 律まで は 船であった。 小 楠が 五月 十四日 付に て 犬-ゆ 力ら 宿 許 

. に 寄せた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 八 〇) 中には 左の 如く ある 

去る 四日 晚方下 S 船 仕、 相 應の風 筋に て士 一日に 大坂 に着 仕 候。 上下 夫々 何 之 申 分 も 無二 御 St  i 在 

四乂， P 
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申 候 間 御 安心 被 レ成可 レ被レ 下 候。 大 坂に は 段々 用事 有レ 之、 中 一 一 日程 到留 仕、 明 十五 日に 此許 出立 仕 害 にて、 福 

井に はニト 日に 着 之 積に 御座 候。 旣に幅 井 屋敷より 早 便に て ゆ 遣 候 間 彼方に て は 十六 日に も 知れ 申、 定 てに 

. ぎく 敷 相 待 候 事と 奉レ存 候。  ， 

敦賀を 過ぎて からの 消息に は r 踰， 一木 嶺ー」 と 題して、 

身 世茫々 渾 ベて 驚く に耐 へた り、 三 たび 木 嶺を踰 えて 越 前に 行 く、 極 めて 知る 人事の 必を須 

ひざる を、 流水 行 雲 

^^^^ ^ は, 此の 生 を 寄す。 

>y  j  V  韶 なる 七絕が ある。 木 

i^^x^L^^X^.^.-^.^  = 嶺は木 芽 まことで 

麵 S  詩 中の 「三た び」 は 

嘉永四 年 越 前 入の 時の を 加へ たの だ。 此の 外に は 松 井 耕 雪の 『年譜』 に 「安政 六 年 五 月 十 

九日 小 楠 福 井に 赴く、 途次 府中に て 耕 雪に 面晤 す」 と あるから、 十九 日に 今の 武 生に 到りて 耕 

雪に 面會 した。 それから 其の 翌 二十. 日に 幅 井城 下に 着した こと は 小 楠が 五月 二十 二日に 幅 

井から 嘉悅市 太郞に 出した 書面 (遣 稿篇 「書簡」 八 一) の 中に 「 一 昨 二十日 此許 到着 仕 候」 と 

あるので 間違ない。 然るに 今回の 隨行 は、 上記 『諸 造 用 明細 帳』 を 見る と 殿 (小 楠) の髮結 代. 甑 

齋の 草鞋 代. 仁 一 郞足 病に 付馬 雇 申 候 分と かの 費用が 記して あるか ら 貌齋. 仁 一 郞と 此の 帳面 


を附 けた 人—  ^ 齋か仁 一 郞 であるか も 分らぬ ー とは從 者ら しい、 また 小 楠が 越 前から 宿 許へ 

の 手紙の 中には 「彌十 郞ォコ レ 漸く 近日 快く 相 成 候へば 尉 作 引 絞き 同病 相 煩い 云々」 と あ 

つ た り、 此 の兩 人の ことが 刖々 に 出て ゐ たりして ゐる が、 此 の 彌十郞 と 尉 作が 右 帳面の 中の 人 

達と 同人で あるか 否や もよ く 分らぬ。 要するに 熊 本からの 從 者は少 くと も 二三 人 はあった 

が、 門 生 は 加 は つて ゐ ない。 

さて 小 楠 は 着 福して 見る と、 其 の 不在 間に 彼の 意見 を徴 すべ き 大小の 事柄が 山積して ゐも 

着 福 後の 多忙 し、 叉 我も我もと 小 楠 を訪ぅ 者が 多かった と 見えて 暫くの 間 は餘程 多忙で あったらし く、 六 月 

十九 日付で 宿 許に よせた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 八 三) 中に 左の 一 節が ある。 

(士 一き 

唯々 晝夜 寸暇 無 n 御」 .1-, 誠に 多用 多容 にて 困 入 巾 候。 明日に て 着以來 三十日に 相 成、 夜九ッ 前に 寢嫁事 織に 一 

タ^レ 之、 其餘 はい つも 八ッ 比に 相 成 申 候 。夫 故 例の 酒 もとん と 元氣付 迄にて 腹內 ましく 何の 申 分 も 無-一 御虚ー 

候。 近日に 覺 うち 杯に 出 浮 申 候 答に て 其 用意 仕 申 候。 三 岡 熊 本 御用 被 U 仰 付， 八月 初に 此許 出立 仕 害に て 御座 

候。 下 關に少 は 引懸り 可レ申 候。 何に 九月 中には 沼 山 津に參 着 可レ仕 候。 

右に よると 三 岡 は 再び 中 國. 九 州 出 張 を 命ぜられる ことにな り、 も う 此の 時分から 定まって 

ゐ たものと 見える。 其の後 宿 許に 出した 數 通の 書狀の 何れ を 見て も、 三 岡 着 熊の H 取 や 彼に 

托して 留守の 人達に 種々 の 品物 を 贈った 事 や 熊 本 城下に 相 當の家 を 買 ひて 引 移りた き 事 を 

記して ない の は 殆どない。 
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二 福 井 藩の 殖產 貿易 

旣 記の 如く 橋 本 左 內は旣 に 安政 一 一. 三年より 外國 貿易 說を 主張し て ゐ る し、 そ れか あらぬ か 

春嶽の 安政 五 年に 藩士に 示した 藩 政に 關 する 「條 目」 中に も 「物產 の 事」 なる 項に 「自國 

の 產物を はじめ 夫々 富 國の處 置 有， 之 度 云々」 と 云 ふ 文句 は ある し、 三 岡 石 E 郞は福 井 藩の 是 

迄 文武 節儉を 以て 唯一 の富國 策と なした の を 難 じて 殖產 貿易に よる 積極的 富國 論を强 調す 

る し、 彼 の師で 而も 藩の 賓師 たる 小 楠の 抱負 も 亦 それで ある し、 種 々 の 原因が あつたの で、 福 井 

藩が 封建 鎖國の 時代に 天下に 率先して 殖產 通商の 道 を 開き 宫 貿易の 模範 を 示した の は敢て 

怪しむ に 足らぬ ことで は ある が、 當 時に 於け る 本 藩の 殖產貿 ：《|- の隆々 たる 發展 振は眞 に目醒 

し く、 之 によって 藩の 富力が 頓に增 進した ことに は 他 藩 をして 驚異の 眼を睡 らしめ たもの が 

ある。 而 して 此の 舞臺の 主なる 役者と して 表に 立 働いた の は 三 岡であった が、 彼 の 背後に は 

其の 師小 楠が あって 直接 間接に 之 を 指導し 援助した こと を 看 逃して はならぬ。 三 岡の 小 楠 

に 於け る は、 なほ 吉田松 陰の 佐 久間象 山に 於け るが 如くで あつ て、 小 楠 は數多 き 門弟 中 特に 三 

岡 を 愛し、 三 岡 も亦師 とし て 篤く 小 楠 を 尊信した。 三 岡 は 後年 「生 先生の 敎を受 くる こと 年 

あ り、 若 し 夫 敎識庇 保な かりせば 或 今日 ある を 期す ベから す」 と 云うて ゐる が、 實 に 彼 は 小！ 1^ 


三 岡 旅行 間の 

仕事と 調査 並 

に歸福 後の 着 

手 事項 


長 峰に 越前藏 

屋敷 を設く 


によりて 薫陶され 敎識 されて 

生の 法 を 實 行 す ベく 其の 任に 

た 事 は 例の 小 楠 一 流の 人物 鑑 

は 全く 小 楠. 三 岡の 意氣の 合致 

最も 心身 を 打 込んだ 仕事 は此 

小 楠の 歸國 に隨 ひて 西 行し 

の 後の 消息 は 分らぬ が、 小 楠 塾 

り、 此處に 暫く 滯 在して 後に 再 

三 岡 は 此の 四ケ 餘の 旅行に- 

現況. 關西 地方の 物貨 集散の 狀 

多の 新 知識 を 以てした。 其の 

福 後に 於て 着手した る 事柄の 

三 岡 は 長 崎に 於て 唐物 商 小 

屋敷 を 建築した。 又 和 蘭 商館 

を 防ぐ 手段と して 一 々各 商品 

直接 本 藩に 照 會 す ベ く、 藩 の 當 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 . 


，小 楠の 經綸の 

當 つたので あ 

識 眼に 裹書を 

に 外ならぬと 

の 方面で あつ 

下關で 分かれ 

に 二 ヶ月 滞在 

び 下關を 過ぎ 

，長 崎に 於て 藩 

態. 運 楡 方法な 

旅行 中に 於け 


一にして 自家 獨特. 

る。 而も 三 岡が 實 

なす もの で、 幅 井 藩 

もい へよう。 鬼に 

た。 

た平瀨 と、 三 岡と 俱 

した 三 岡 は 安政 六 

て 四. 五 ni: 比 歸國し 

の 殖產貿 H 勿に 關す 

どの 調 _ ^研究 を遂 

る 彼の 仕事 や 調査 


-三を 『由 利 公正 傳』 から 左に 


の 識見 を 以て 發 揮した 利用 厚 

に 叉と 得難き 最 適任者で あ つ 

の 殖產貿 3^ の 大發展 の 原動力 

角 第二 回の 福 井 入から 小 楠の 

に 沼 山 维を訪 うた 榊 原との 北ハ 

年 三月 熊 本 を 去 つ て 長 崎に 至 

た。 旅行 は眞に 活ける 舉問 で、 

る 準備 をな せる 傍、 外 國貿 3^ の 

げ、 從來 の經濟 眼に 加 ふるに 幾 

事 項 中 の 興 味 ぁ る も の 並 に 

摘記して 見よう。 


曾 根六郞 j 乾 の 手 を 借りて 同所 浪の 平の 地 一 町 步を膦 ひて 越前藏 

と 越 前の 生 糸. 醫 油 其の 他の物 産 販實方 を 特約 し、 製 造 者の 詐 欺 .廣 m 

に 製造 人の 名 礼を附 せし め、 萬 一 粗惡 品の 浞 入す るを發 見した 時 は 

局官 其の 責に 任ずる 事と し 、愛 に 越 前に 於け る官 貿易の 端緒 を 開 
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い た.^ 

彼 は 長 崎 滞在中 一 日和 蘭 商館に 至 り、 壁 上に 掲げて ある 汽船の 賣價を 見る と 小判 三千 雨 米に し 

て 一 萬 石、 一分銀に して 拾 何 萬 雨と ある。 彼 は 其の 理由 を 解し 得ない の で、 之 を 手簿に 記して 歸り 

終夜 熟考して、 それ は 金銀の 差より 生ぜる 評價 なる を 知った。 又 在 長 崎の 商人 等 は 娼妓 をして 小 

判 を持來 らし め、 之 を 一 分 銀に 雨替 して 莫大の 利を收 めて 豪遊の 資 とする 事 實 をも發 見した。 

常時の 金銀 標  抑 も 我が 國に 於て 從來和 蘭 貿易の 爲に 定めた る 金銀の 標準 は 墨西哥 銀 一 弗 を 以て、 日本の 金 一 雨と 爲 した。 然るに 安政 四 

準  年 五月 下 H 條 約に 於け る 金銀 種目 交換の 明文に より 開港 後 一 ケ 年間 外 國货幣 を 日本 金銀に 交換す べきの 義務 を 有した が、 

(お 時 我が 國の 小判 は 英货拾 八 志 五片に 相赏し 一 分 銀 は 一 志 四片の 割合なる にも拘らず、 我が 1： に 於て 小判 一 枚の 價僵 かに 

1 分 銀 四 個に 過ぎな い。 卽ち 金の 名目 惯値は 銀に 比して 斯く诋 簾で. K 慎 は 殆ど 四 倍の 價値を 有すべ き 割合で あるので、 外 

人 は 其の 銀 を 以て 小判 を 購求し 又 一 分 銀 を 小判に 交換 すれば 小判 一 個に つき 殆ど 拾 三 志 一 片餘の 利益 を 博し、 他方に て は 

我が 國の 輸出 商品た る生絲 • 茶 • 漆器に 對し 其の 割合 だけ 高 惯に買 入る \ も亳も 損失 無き 計数で ある。 故に 金货 流出 • 物 

價 騰貴の 兩 現象 を 胚胎せ しめたの である。 

是に 於て 石 五郎 は 大いに 之 を 憂盧し 時の 長 崎 奉行 岡 部駿河 守に 面會 して 說 くと、！： 部の 云 ふに 

は是 音に 足下の みならず 外人 シ I ボルト と 云 ふ 者 も 先に 精細なる 建 言 書 を 提出した ので、 直ちに 

飛脚 を 以て 江府 に具狀 した ら、 不 日 金銀 比 價の差 を 改正すべき 旨の 通告が あつたとの 事であった。 

石 五郎 之 を 確め たので 歸藩 する や 直ちに 牵行長 谷 部 等に 說き 一 般に論 達する 所 あらしめ た。 ？； 

時 果して 小判 買 占 商なる 者 諸國に 潜入し 越 藩に も江戶 商人が 來 たけれ ども 國人旣 に 此の 事 を 知 

りたる 後であった から 些の 損害 を も 受けなかった。 

製鐡 所所 見  又 一 日 製鎮所 を覽る と、 館 內の 一 部に 鋼 銕充滿 し、 方 なる も の ま なる も の. 扁 平なる ものが あって 
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三 岡、 は じめ 中 國. 九 州に 出發 せんとす るに 當 り、 其 の 旅行 

奉行 長 谷部甚 平に 約して 置いた。 それで 彼 は 長 崎に 於て 

へ 種々 の 計 畫を齎 して 歸 つて 見る と、 右 資金 は 未だ 準備 さ 


の 

JL 

石 

る- 


r 


し 
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出 

こ 

し 

〕 

て 
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殖產 資金 五 萬 雨の 調達 を 勘定 

は 上記の 如く 和 蘭 商館と 契約 を 整 

れてゐ なかった ので 大いに 憤慨し、 


殖產 * 金の 調 

達 


我が 國 藩札の 


殖產 貿易に 着 

手 


約束の 履行 を嚴 しく 督促した がな かく！^ が 明かない。 遂に は 長 谷 部 は 三 岡 を 剛情な りと 

云 ひ、 三 岡 は 長 谷 部 を 不親切な りと 云って 事 面倒に なり かけた の で、 再 び大 評定と なった が、 小 

楠 また 双方に 仲裁の 勞を 取り 漸く 切手 五 萬 兩增發 を 一 決する に 至った。 

切手 發 行の 準備に 着手 せんとす るに 際し て、 三 岡 は 今 發：， n する 切手 は 物産と なり 次い で 正 

貨に 化する に 至る ベ き も、 從來の 藩札 は抵當 無き 純粹の 不換紙幣 だから 人情と して 藩 礼 を 嫌 

ふに 至る は理 の當然 たれ ば、 切 手 を 發 行 せ ば 其 の爲に 藩の 札所 を 倒 產 せし むる や も 計られぬ 

と 思 ひ 付いた の で、 之 を 長 谷 部に 謀りて 遂に 五 萬 雨の 藩札 を 增 發 する こと、 なつ た。 然 る に 

此の 藩札の 增發に つきても 亦 すら , と は 運ばなん だとて 三 岡 は 左の 如く 物. 語って ゐる。 

德川 幕府の 親 藩た る 越 前も始 風 秀嫩 • 忠底雨 侯 慕府の 忌む 所と 爲り、 所謂 御家騒動の 結果 封土の 削減に 逢 ひ、 财政赏 初よ 

り 困難な りき。 寬 文の 初、 忠昌 侯の 封に 就く や！？ 用の 不足に 苦しみ、 幕府が 遮 前 家へ^ 时を 履行せ ざる を とし 幕府よ 

り耠與 せられた る 二 萬 雨の 正货を 某： 礎と して 四 萬 雨の 藩礼發 行の 許可 を 受け、 必要の 場合に は 何時 にても 正 化 只と 六ス換 すべ 

き 兌換 制度 を 設けたり。 故に 越 前に 於る 藩札の 發行は 我！： 藩札の 濫艉 にして、 爾後 他 藩 も 亦， 慕 付の 許可 を 得て 藩：： £ を 發！； j 

せし なり、 然るに 其後尙 財政の 困難なる に 伴 ひ漸々 增 加して 二 拾 萬 雨と なり 爲に 佥货 役所の |.乂=^亭4-を ：！^！！ぐる にl^iり、 

藩 礼 は 終に 不換紙幣 となり 了れ り、。 嘉 永年間 其 の 弊害 の 顯 著な る を認む る や 藩札 を 二 拾 五萬兩 Q 額に 止め、 是 .u 發行 せ 

ざる 旨 一般に 布告した り き。 これ 五 萬 雨の 藩札 を發行 せん と す る にも 異論 多 かりし 所以な り。 

右 資金 調達の 問題 は 解決した の で 愈.、 殖 產 貿易 實 行の 段 取と なった。 そこで 三 岡 は 先づ商 

人. 年 寄の 重なる 者 を 招集し 殖產の 計 畫を說 明して 賛同 を 求めて 兒る と、 意 外に も 反對が ある 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  四 九 七 
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のみなら す 嘲弄の 聲さ へ 聞く ので 心中 甚だ 平 かでなかった が、 彼 は 其の 間に 立ち 毅然として 

所信に 邁進した。 彼 は 行脚 僧の 如く 草鞋 掛 にて 各 村 を 巡回して 大 庄屋. 年寄. 老農に 物產 繁殖 

の 計畫を 諄々 として 說 明し、 遂に 物 產總會 所 設置まで 漕 付けた のであった。 

三 岡 再び 西 行 四. 五 月頃 歸國 した 三 岡 は 旣記小 楠の 書面に ある 如く 更に 再び 殖產 Ka^ の 用件に て 中國. 九 

州へ 出張 を 命ぜられ たので、 八月 九日 奈良茂 登 作と 慎に 幅 井 を出發 して 武 生まで 來る と、 其 の 

後で 三 岡の 母が 當時福 井で 盛に 流行して ゐた コロリ 病に 權 つたとの 報に 接し 直ちに 引返し 

て專ら 看護に 從事 する 內 一時 少康を 得た が、 同月 二十 七日 遂に 死去した。 喪に 服して ゐた三 

岡 は 九月 十 S 日 除服 を 命ぜられて 同 十八 日 西 行の 途に上 り、 下 關 にて 暫く 滞留して 後長 崎に 

向 ひ、 それから 熊 本に 到り 萬延 元年 三月 歸國 した。 はじめ 三 岡が 西 行の 途に 就く に當 りて 小 

三 岡 を 获に紹 楠 は 八月 四日 付に て 在 熊 本の 親友 荻 角 兵衞へ 書面 (遣 稿篇 「書簡」 八 七) を 認めて 三 岡 を 紹介 

介 

すると 俱に 今回 三 岡 は 貿易の 用事に て 主として 長 崎に 出張す るが 熊 本に も 行く ことにな つ 

.  て ゐ る、 併 し 熊 本に て は 其の 出張の 用 向に つきて は 何人に も 語らぬ 害 だが 獨り 君の みに は 打 

明けて 意見 を 聞く 事に なって ゐ るから 遠慮なく 咄し 合って 吳れと 申し送った。 熊 本に 於け 

る 小 楠 友人 中に て、 荻 は、 元 田の 「六 友 歌」 中に 「經 濟の才 誰か 右に 出 でん」 と、 叉 「懷昔 行」 

の 句 中に 「經濟 の才は 自ら 胸裏に 蘊す」 と 評して ゐる程 最も 意 を 經濟に 用 ひて ゐ たので、 特 

に 三 岡 をして 其の 意見 を 聞かしめ たと 見える。 之 を 見ても 小 楠 は 福 井 藩の 殖產 貿易 事業に.. 


つきて は 萬 事 遣 

物 彦總會 所の 右. 物 產總會 所 

商人 を 其の 元 締 

物 庫 製造 法 監督 整理せ しむ 

種類 を 一定せ す 

產の 重なる もの 

一 に 內職的 製造 

諺に 洩れ す、 初 年 

資金 貸付 方法 物產 製造 資金 

融通 を なすこと 

物 產 總 會 所 の 

鹿の 不足 を訴 へ、 

正金 輸入 激增 贩賣 集散の 取引 

交涉 して 相互の 

の 床 其の 重 量 に 

三 岡が 始 より 


漏の ないやう にと 

の 開かれた の は 安 

として 專ら 斡旋の 

るの みに て 全く 彼 

各自の 欲する 所に 

は 絲. 布. 苧. 木 綿. 蚊 帳 

に 係る 藁 製品 に て 

北海道に 贩賣 した 

の 貸付 方法 は 藩 の 

が 出来ぬ の で、 其 の 

設 立 後 五ケ 月を經 

_ 市中の 倉庫 を 賃借 

漸次 頻繁と なるや 

信刖 貸借が 成立ち 

堪 へす 俄然 墜落し 

專ら 獎勵に カを盡 


自 


細心 の 

政 六 年 

勞を執 

等の 

任 せ I 

地. 生 

も 幾 

る 總 

資金 

釣合 

る や 

し て 一 

荷爲替 

金融 圓 

たるが 

くした 


萬 

諸 


注意 を拂 つて ゐる こと 

十月 下旬 ださう だ が、 其 

ら し め、 藩 より は 只 一 人 

治體に 放任した。 そし 

方に は汎く 老若男女の 

• 茶 等 ■ で あった が、 最も 廉 

人に よる 幾 百日 間の 勞 

は 貳拾萬 何千 兩 の 多き 

民間の それと 相 待って 

の 利害得失 を 研究 熟慮 

種 製造品 日を逐 うて 各 

時 之に 充當 しても 尙充 

の 方法 を 始めた。 卽ち 

I とな 


が 分 る。 

の 組織 は資產 あり 名 望 あ る 

の 吟味 役 を附し 其の 會計を 

て 物產の 製造 法 は豫. め 其の 

內職 的勞働 を獎勵 した。 物 

價 なるべき 繩. 草 鞋. 蓆 の 如き 

働 は 塵 積ん で 山を爲 すの 便 


に 達し 

運轉す 

して 月 

町村よ 

分 な ら 

元 締 よ 


た- 

ノ 

り 


、正貨の 輸入 益； 增 加し て 

如き 奇談 的 出来事 を さ へ 惹起し 

の は養蠶 であった。 これ 當時生 


でなければ 大 なる 

分と 決定した。 

運搬せられ 忽ち 倉 

るに 至った。 貨物 

諸國 の 荷物 問 1:^ に 

礼 所に 於け る 金 庫 

た。 

絲は 最も 高 ！„H に且 
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械產 貿易の 好 つ 容易に 販賣 する ことが 出来た からだ。 此の 

和 蘭 商館に 販賣 したる 金高 二 拾 五 萬 弗に 及ん 

て 之 を 越 前に 送らん とする や 其の 大金た るの 

の 先觸を 請ひ驛 馬に て 運搬した が、 一 駄に付 二 

に連繽 し、 爲 に 九州 諸 藩の 耳 E を聲 動し 自然 蠶 

福 井 藩の 製 產獎勵 は養蠶 のみでな く 茶 や 麻 其 

高 頓に增 加して 一 時に 六十 萬 弗餘を 受取った 

に 向けて 輸出した る 物 產の總 額 は 渐次增 加し 

藩札 は 漸次 正貨に 變 じ、 金 庫に は 常に 五十 萬兩 

產を 起す もの 比年增 加す ると 云ふ狀 態で あつ 

樺 太 地方の 産 方、 文 久 元年 二月に は 靑山貞 を制產 方御闭 とし 

業 調査 

ける 產 業の 取調で あつ て、 大 野 藩の 「スク —ネ 

着し 深く 島內 を践涉 して 詳細 視察 を遂 げ、 轉 じ 

にあって は 破天荒な 企 圖と云 はねば ならぬ。 

なほ 此に 特記すべき は、 三 岡が 第二 回の 九州 

生 遊 舉の事 を 出張 中 再 願す ると 派遣の 資金が 


結艰 初年 度に 於け る 生絲の 成績 意外に 良好で 

だ。 當時弗 は 雨の 四 倍に 近く 一分金に 兩換し 

故 を 以て 先 づ長崎 奉行に 屆 出で 「御金 荷物」 

千 兩卽ち 四百 駄內 外の 荷物 は逶 進と して 驛路 

業 を獎勵 する の媒 助と なった と 云 ふこと だ。 

の 他に も 及んだ が、 次年度に は、 生 絲. 醬 油の 貿 H 勿 

と 云 ふ 驚くべき 好況 を呈 した。 斯 くして 內外 

て文久 元年の 末に は 一 ケ 年金 三百 萬 雨に 達し、 

內 外の 正貨 を 貯蓄 し、 取 引 は 頻繁と な り、 商 賈 の 

た。 藩の 殖產 HB^ は 以上の 如く 隆盛と なる 一 

て 箱 館 表に 派遣した が、 其の 實は樺 太 地方に 於 

ル 船に 便乗して 敦賀 港を發 し、 四 月ゥ シ ヨロ に 

て 蝦 爽地を 


出張の 途に 

な. S とのこ 


經 由して 七 R: 歸 藩した。 蓋し 當時 

上る に 際して 建白して 置いた 醫學 

とであった の， で、 彼 は 物產貿 の ハま 


金 を 以て 之に 充てれば よいと 主張して それが 

用務に 從事 しつ \ ぉ留舉 生の 來崎を 待って ゐ 

福 井 藩 最初の が 派遣され て來 たので 種々 便宜 を 11 つた。 こ 

す る と、 又 々醫生 を 長 崎に 遊擧 せしめら れんこ 

庵の 四 名が 派遣され たが 此の 資金 も 恐らく は 

の 益 金が 育英 事業に. まで も 用 ひられた のは大 

三 岡 は殖產 K 易の 事業が 上記の 如く 順調に 

小 楠に 「斯 かる 勢 を 以て 各藩 共 歩調 を 一 にし 

世界に 雄飛す る を 得 ベ く、 今 や 其の 氣 運に 嚮へ 

ふ 者 は 必す輿 る、 策 智を用 ふ ベ か ら す、 時 機 の 一 

藩の 物 產貿！ 3^ の 盛況 を述 ぶべ く 筆は覺 えす こ 

輝 ある 本 藩の 此の 事業に 對 する 殊 勳の榮 冠 

だが、 之 を 指導した 小械 及び 之 を 援助した 長 

利 公正 傳』 によると、 右三 岡の 成功 は 却って 

三 岡が 上述 二十 五 萬 弗の 大金 を 長 崎より 運 

意外に も 僅かに 其の 同志の 數人 のみで あつ 

极井小 楠上卷 傳記篇 


實 行され る ことにな つた。 彼 は 長 崎で 貿 《^ の 

たら 萬延 元年 正月に 魚 住 順 方. 佐 々木 全の： 响人 

れが福 井 藩 最初の 留 舉 生 で あ り、 そ れ から 3 1： 

と を 上 中 しパ I 田 宗 三 由 代 萬 隆. 淺 野 恭 寧吉 田 M 

前同斷 であった であらう。 この 如く 殖產 HH^ 

い に 注目す ベ き美擧 であらねば ならぬ。 

進展し 藩 財政に 犬なる 効 益を與 へたの を 兑 て， 

相 供に 進み 行かん か 、我が！： は數 年なら すして 

るを覺 ゆ」 と 云った に對 し、 小 楠 は 「一大 现に顺 

變 蓋し 遠から ざらん」 と 答へ たと ある。 福 井 

まで 走った が、 我が 國貿 „ ^上 趣味 も あり 乂光 

に當 りたる 三 岡の 受 くべ き は 勿 論 

も 多と せねば な らぬ。 然るに 『 .5 

的 感情 を 暗々 裏 に 愈.、 增長 せしめて 

として 歸國 したの を歡迎 したの は 

己の 中に さ へ 之が 爲に棘 遠に なつ 

五 〇 一 


は 直接 其の 住 

谷 部の 功勞を 

保守派の 嫉妬 

搬し意 氣揚々 

て、 彼 の 親戚 知 


第 十一 章 再び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五 ◦ 二 

た 者 を 生じた と ある。 此に 至りて は朋黨 の. 禍 も亦慘 なる かなで ある。  . 

三 長岡監 物. 橋 本左內 の 計報累 りに 至る 

. 今 は 交を絕 つて ゐ るが、 四 年 前まで は 二十 年間 相 提携し 相扶掖 して 極めて 親密な 間柄で あ 

長 岡の 病死 つた 長 岡監物 (米 ^ 是容) が、 八月 十日 熊 本に て 病 を 以て 逝いた。 福 井に て 其の 訃を 聞いた 小 楠 

は 深く 之 を 哀しみ 感慨に 堪 へぬ ものが あって、 十月 十五 日に 获. 下津兩 人に 宛て i 斷 腸の 思 を 

書 き f) つた が、 (遣 稿篇 「書簡」 九 三) その 中に 左の 如き 文字 力 ある 

小 楠の 弔文 千里の 客 居に て此 凶事 承り、 不 レ覺舊 情滿懷 いたし、 是迄 間違の 事共 總て消 亡、 唯々 昔な つかしく、 思 はれ 

ざる 心地に 相 成落淚 感嘆 仕 候。 誰の 歌に て 候 哉 

あるとき はありの す さ ひに にく かりきなくて そ 人は戀 しかりけ る。 

-  心情 御 推察 可 レ被レ 下 候。 本ょり絕交のことに候へ、1.^1,^)丸に？^^詞申進じ候子細無レ之、 御 兩君迄 心 緖拜呈 仕 

候。 

之を讀 みて 彼の 心中 を 察する と 自ら 險の 熱する を覺 える。 兩 人の 絕 交 は、 長 岡が 水 i 原 田 

に與 へたる 上記 書簡 中に 「擧論 合 兼、 終に 彼より 不通に 罷成」 と ある 如くに 小 楠の 方から 申 

し 込し だの だ。 然るに 元 田 は 彼の 『還暦 之 記』 中に 兩 人の 不和と なりし 經緯を 記した 終に 


(小 摘)  (長 岡) 

「後先 生 ra^ して 之 を悔て 余に 語られ たれ ども 其 時 大夫は 旣に已 に 世を辭 して 奈何と もす る，. 


絶交に 對 する こと 無し」 と 記して ゐ るの を 見る と 小 楠 は 此の 絕交 

膝 限 

の fs- 文 を 見ても 「時として は 何やらん 不平の 心 も 起 

は あるに は あるが さまで 根强 いもので はない らし く- 

き  思  を 起し 候 事 は 彼方に  於ても 同然た るべき か」  と 

ならば 早く 小 楠から 折れて 出さ へ すれば 必すゃ 大人 

容れ たで あらう。 さう なれば 兩 人の 交情 は 舊に復 し 

めに 赤誠 を盡 くして 特筆すべき 大功 績を も殘 したで 

て 永久に 其の 機會を 逸した の は 惜しみても 餘り ある 

助と 最も 親しく 提携して 事に 當 つたの も 一 つに は 故 

て もの 心 遣であった では あるまい か。 

監物は 其の 全生涯の 凡ゆる 方面 を 通して 「誠」 を 

岡 先生と して 師事した ほどの 大人物で あつたのに 僅 

至り だ。 彼の 墓 は 熊 本 巿東坪 井町の 見 性 寺境內 にあ 

つて 境內に 入る と 右側に 嚴 として 聳 ゆる 豐 碑が ある 


に つ 

り 丄 

-又 「 

ち ノ 

5^ ハ に 

あ ら 

事 で 

人 と 


きて は悔 

へ 共」 と 

平生の 心 

てゐる 0 

量 を 持つ 

う に、 思 ひ 

ある。 小 

の 交淸復 


以て 一貫した 

かに 四十 七 歳 

る が、 該 寺 は 米 

. それ は監物 


いて ゐ たらしい。 又小植 

あって 監 物に 對 する 不滿 

は 依然た る舊 交、 した はし 

以上の やうな 事情で ある 

て ゐた長 岡 は 喜んで 之 を 

して； 大 下の ため 又 藩の た 

も 掛けぬ 長 岡の 死により 

楠が 後に 長 岡の 後嗣 虎之 

活の 意味 を も 含めた 切め 

人格者で 西 鄕南洲 等 は 長 

を 以て 逝いた の は 痛惜の 

田家の 菩提 所で 樓門を 潜 

の 墓 道 表 だが 其の 碑文 は 


長 岡の 墓 道 表 元 田 東 野の. 筆に 成れる 滔々 ニ千餘 言 の 雄篇で 監物 一 代の 面目 精神 耀如 たる ものが あるから、 


撗井. 小 楠， 上卷 傳記篇 


五 〇ーニ 


像畫の （容是 En 米） 物監岡 長 
m 家 米） 


第 十一 章 再び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五 〇 四 

左に 之を褐 載して 彼の 小 傳に換 へよう。 

故 肥 後 藩 大夫溫 良 長 岡 君 墓 道 志 

鳴 呼 文政 •： 大 保の 際、 天下 承 平 極れ り、 上下 活熙相 I- うて 風 を 成す。 而 るに 此の間 挺 然として 自ら 振 ひ 正義 純忠 以て 世 道 を 

1M 濟 せる 者、 故 肥 後 藩の 大夫？ 4 頁 長 岡 君の 如き は 蓋し 幾人 有り や C 君諱は 是容、 監 物と 稱す 。十四 世の 風 宗^ 君 諱は求 政、 我 

が泰勝 公を輔 けて 從五 位下に 叙し、 查岐 守に 任 

ぜら る。 後嗣 藩の 世 卿と なり、 其の 美を濟 せる 

は 載せて 譜籍に 在り 。考は 勝 德君諱 は 是睦、 妣 

は 春臺孺 人到津 氏な り。 勝德君 中年 故 ありて 職 

を 齢し 天 保 壬 辰の年 を 以て 卒す。 君 家 を 襲ぎ て 

卿と なり 軍 帥 を 兼ぬ る こと 先例の 如し。 年 二十 

深く 累代 勳舊 の義に 感じ、 先考の 時と 耦 はずし 

て 其の 職 を 終へ ざり しも 悲しみ、 慨然と して 先 

憂の 志 あり。 會" 泰厳公 新に 封 を 襲ぎ 働 梳政を 

爲すゃ 君 首 宰長岡 山城と 心 を 協せ て 之を輔 け、 

資 能 を 進 用し 紀綱を 振 整し、 諸々 更張 する 所 略 緒に 就けり C 乙 未の 歲江 戶に诞 役し 始めて 諦了 老公に 見 ゆ。 公一 見して 大 

臣の度 ありと 謂 ふ。 君 深く 二 公の 知遇に 感じ 益ぐ 自ら 奮 勵し將 に 大いに 爲す所 あらんと す、 同列に 阻まれて 行 ふを果 さず。 

嗣 いで 文武の 總裁を 掌り、 敎學を 明らかにし 鱧讓を 興し 人材 を 育し 風俗 を 正さん とし 凡そ 條具 する 所 公 皆 之 を 嘉納す。 此 

の 時に 常り に 水戶侯 あり 西に 佐賀侯 あり 南に 土 佐 侯 あり 北に 越 前 侯 ありて 各藩 政 を 張り、 幕府 も 亦 節 儉の令 を發し 天下 

殆ど 盛運の 會に 際して 君の 志 も將に 1$ び 行 はれん とす。 旣 にして 慕議 旋ち變 じて 水 藩の 正議行 はれず 而 して 君 も 亦 終に 志 


を 得ず 請うて ft, 職 を 解かる、 實に弘 化 丁 未の 春な り。 君 常に 國勢奏 靡し 外 測られざる を 以て 憂と し、 士氣を 振 ひ 風俗 を 

興し 虛文 浮華の 習 を ー變 せんこと を 思 ひ、 奮然 身 を 以て 之に 先んず。 而 して 又 躬行の 未だ 至らざる を 病み 專ら. Kmf に從事 

し， 畫は 則ち 武を 研き 兵 を 練り 夜 は 則ち 心 を 潜めて 道 を 求め、 暇 あれば 則ち 輕 装し 糧を襄 み て 山川 を 跋涉し 厳冬 烈 屠と 雖 

も 未だ 曾て 一 日の 間斷 あらざる なり。 君 もと 程 朱の 學を 信じ 諸 を 先 畳に 求めて 山 崎. 淺見 諸子の 書に 得る あり， 又 近く 大 

嫁. 平野 二子の 學を 得、 ^^然として大ぃに喜んで曰く道は玆にぁりと。 其の 平生の 爲す ところ 一 に 誠 正の .K に 本 づきて 義现 

の 精微を 窮め、 痛く 功利 智 術の 言 を 斥け、 最も 忠孝に 篇 し。 常に 曰く 忠義の 心 は 人 皆 之 あり、 低し 人欲 之 を^み て 誠 一 な 

る 能 はず。 人情 彼に 厚ければ 此に 薄し 。旣に 忠義 を 欲して 又 好色 を 欲す 安ん ぞ誠ー たるに あらん や。 人 能く 慾の 念を窒 

ぎ 得ば 則ち 滞 腔 子 唯 忠義の 心 话潑繁 ぐ 可から ざるな りと。 故に 首と して 嗜欲を 絶ち 聲色を 遠ざけ 室に 勝 妾 無く 閼門 肅然た 

り。 其の カ行 自ら 勵 むこと 往々 人の 耐 へ 難き ところ を も 君 は 之を爲 して 厭 はず 將に身 を 終 へ ん とする 者の 如し。 ま I 永 癸？^ 

米國 の艦駚 せて 相 海に 入る。 幕府 我が 公 をして 相 州 浦 賀を兼 管し 兵 を 置いて 守衞 せし む。 此の 時に 赏り 海外 慮るべく、 而 

して 承 平の 餘に 俄に 警報 を 得。 浦賀は 江戶の 咽喉 たれ ぱ守傭 其の 帥に 難ん ず、 公 特に 君 を 召して 授 くるに 總 帥の 任 を：^ て 

す。 君 政 鹿に 登らざる こと 七 年、 命 を 聞きて まちに 道に 上る。 時 厳寒に 方り 行路 氷雪なる に 兼 程して 行きて 数日なら ずし 

て 江戶の 邸に 達す。 一 時に 名望 都下に 傅 はれり。 旣 にして 米艦復 至り、 群議 S 然として 畏怯 和を議 する に 非 ざれば 則ち 强 

暴戰を 主と す。 君獨 曰く 外人 を 待つ も 亦 信義. にある のみ。 我 能く 信義 を 明に して 以て 彼に 接せば 彼 安ん ぞ 得て 我 を 侮らん 

や。 彼 若し 頑冥に して 我が 言を聽 かずば 則ち 義に據 つ て 之 を 伐つ とも 亦 未だ 晩から ざるな りと。 慕 議遽に 品 海の 堡敏を 守 

禦せ しむ。 地勢 孤危 にして 衆 皆 之 を 避く。  ^^獨奮ひ請ぅて手兵三百を以て之に赏る。 時に 水 戶の老 侯 入りて 軍 II の 事 を 

き 侍臣 を 遣 はして 來り訪 はしめ 贈る に 詠歌 を 以てす。 君 因って 時事 を條陳 す。 越 前 侯 亦 其 8 臣 をして 歌： お r をへ m して 意 を 寄 

せし む C 其の 餘の憂 國の士 君の 館に 漆り 見ん こと を 願 ふ 者 多し。 事罷 みて 西歸 す、 公赏 する に 鞍 •  を 以てす。 liq は 容貌 

俊偉に して 眉目 溝秀、 之 を 望めば 巍々 然、 之に 就けば 溫如、 久しう して 益ぐ 敬慕すべし。 人と 詰 言す るに 现 順に 氷釋 し心髓 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  五 〇 五 
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に涵漸 す。 然も 大義の あると ころ は 則ち 屹 として 動かすべからざる なり。 其 の 上 を 敬 ひ 祖先 を崇ぶ こと 至誠より 發し、 賢 を 

好み 才を 愛する こと 及ばざる が 如し。 部 伍 を 待つ に は 公に して 善く 導き、 家 丁 を 養 ふに は寬 にして 鱧 あり。 中年 閑 返して 

道 深く 德 熟す。 一 門 之に 化して 婦人 孺 子と 雖も皆 之 を 敬愛し 農夫 販卒に 至る まで 其の 賢大 夫た る を 知らざる 者な し。 戊 午 

の歲公 其の 徳行 を嘉 し、 慶す るに 佩刀 を 以てす、 蓋し 特典な り。 明年 七月 疫疾に 躍り、 病 革る や 命じて 正寢に 移さし む。 

醫 動かすべからず と いふ。 ！！ 《 曰く 是汝の 知る ところに 非ざる なりと。 旣に. i. りて 衣 を 整へ て 正坐し、 嗣子 及び 家宰を 召し 

諄々 として 訓告す ると ころ ある も 皆 主 を 愛し 園に 忠なるの 言な り。 首畢っ て 逝く、 實に 安政 六 年 己 未 八月 十日 享年 四十 七 

なりき。 公 深く 之 を 惜しみ 行人 を 遣 はして 弔賻 せし むる 殊に 厚し。 蓋し 公 夙に 君の 置 を 知りて 大いに 用 ふ るの 意 ありて 而 

も果 され ざれば なり。 城 北 見 性 寺の 先塋の 次に 葬り、 私に、 m して 溫 瓦と 云 ふ。 初 勝德君 散樂を 好み、 君 幼より 其の 技 を 習 

へり。 君 始めて 江 戶に往 くや 老公 之 を 聞きて 爲に樂 を 張り 君 をして 鞍馬 天狗 を 舞 はしめ、 恭樹 世子 を遮那 王と 爲す、 蓋し 

託 孤の 意を寓 すと 云 ふ。 其の後 家に 樂を 張る や 間々 此の 曲 を 以て 自ら 課せし も 老公の 心 を 忘れ ざり しなり。 君 は國に 倦々 

として 一飯に も懷に 遺れ ず、 举く政 職 を 解かる \ と 雖も每 月の 大事に は 所見 を 陳述して 盡 くさ る 所 無く、 常に 語 主德に 

及べ ば 則ち 泣 を 揮って 之に 告げ 人爲に 感動せ り。 病 亟るゃ 言の 譫囈 に發 する もの も 猶臣主 相 對の狀 の 如くな りき。 進む る 

ところの 書 稿は昝 焚いて 留めず。 著書 數卷 詠歌 數百種 皆 その 志 を 見る に 足るな り。 君 交る ところ は 一 時の 俊傑に して、 藩 

士に 於て は 下 律 休 也 *撗 井 小 楠 二 狄昌國 に 皆 布 衣の 交 をな し、 その 江戶に 在る や、 鈴 木 純 淵. 佐久 間. 山 • 吉£ 松 陰と 相 

知り。 戶 S 蓬 軒 *藤困 東 湖 *會 澤憩齋 と 情 好 最も 篤く、 西 鄕. 大久保 二子 も 亦 夙に 相 親しめり。 君 嘗て 語りて 曰く 西鄉は 

眞に 創業の 器、 然れ ども 根 軸の 任に 至りて は 則ち 大久保 その 人な らんと。 佐久 間. 吉阳罪 を 獲る や、 君 川路 執事 を 見て 面. 

陳 して 曰く 二人 は 天下の 英才な り。 公 天下に 志 有らば 之 を 殺すな きを 願 ひて 可な りと。 君 夙に 尊王の 志 あり、 晚 年益. -心 

を 王室に 致して 墓府の 失政 を 歎ず。 紀州侯 入りて 嗣 ぐの 議定 まれる を 聞いて 曰く 慕 府の事 去れり と。 薩 侯の 訃 至る や 敬 を 

作りて 之 を 悼み、 其の 憂世の 誠 は 言辭の 表に 顯れ たり。 配 は 公の 族長 岡 氏 二 男 六 女 を 生む。 長 は 卽ち是 豪 君、 次 は 是保君 


虎雄と 稱す。 女の 一 は 沼田 延裕に 適き、 次は蕩 し、 ^^は淸水勝慈に適き、 . ^は 平野 長國に 適き、 .^?;は溝ロ良幹に適き、 次 

は S 中 氏庸に 適く。  ^；^捐舘の後十年明治維新となり；大下始めて正に歸る、 嗚呼 君 以て 地下に 瞑すべし。 然 りと雖 おにして 

猶存 せば 則ち 一.^ 必 職の 任 必ず その 一 に 居らん。 豈に 深く 惜しま ざるべ けんや。 是豪君 石 を 建て 之に 銘 せんと 欲して 获昌國 に 

嚼す 0 来 だ 成る に 及ばず して 昌國 病歿す。 再び 永 字に 命じて 其の 文 を 撰せ しむ。 永 孚淺識 不文 且つ 當 時の 事 或は 世の 諱に 

鯛る、 を：^ て 詳述す る を 得ず 遷延 筆 を 下さ る こと 年 あり、 以て 今日に 至りて 始めて H て銘 すべ し。 ^君の 抱 食の 大 蘊奥 

の微と 其の 深謀遠慮 511 の 大計に 係る 者と は 淺陋の 得て 預り 聞く 所に あらざる なり。 然れ ども 嘗て 之 を 聞く、 藤 田 東 湖 君 

.  を 評して 曰く 溫 潤の 中に 雄 虎の 姿 あり、 大將の 器 余輩 及ばざる こと 遠し と C 西 鄉南洲 曰く ー奇 平生 人と 交 はる こと 多き も 未 

だ 純 誠 君の 如き 者 を 見ず と。 下 侓休也 は 君と 相 知る こと 最も 深し。 其の 肖像に 題して 曰く、 以て 六尺の 孤 を 託すべく、 以 

て 百 里 S 命 を 寄すべく、 大 節に 臨んで 奪 ふべ からず。 吾 其の 語 を 聞き、 一 土  n 其の 人 を 見る と。 此の 三 言 は 皆赏時 のん 傑の 哀 

よりせ る の 語 なれば、 信 を 後せ に 取る に 足らん。 此に 3- て 君の 人と 爲り を赞 すべ し。 故に 揭げて 3- て 銘游に 代 ふ。 

明治 四 年 辛 未 二月  熊 本 藩敎授 元 W 永 竿 

(原 漢文) 

• 右 は 明治 四 年 二月の 撰なる が、 同 二十 四 年 十二月 十七 日 明治！ K 皇は 畏くも 監物 生前の 勳 

功 を 思 召されて 特 きを 以て 正 四 位 を 贈られ、 次いで 翌ニ 十五 年 十月 十五 日 嗣子 虎雄に 父祖の 

功勞 によって 男爵 を 授けられた。 監物 死後 三 卜 有餘 年に して 聖恩 枯骨に 及び 彼 亦 以て P 、す 

べきで ある。 

橋 本 左 內の刑 長 岡の； iits 報と 前後して 橋 本 左 內が廿 月 七日に 刑場の 露と 消えた 悲報に 接した。 昨年 京都 

に. て 小 楠に 分かれて 入府した 左內は 春嶽に 重用 せられて 國 事に 斡旋して ゐる 內、^ 嶽は旣 記 
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の 如く 七月に 台 命に て隱居 謹愼を 命ぜられ 

を勞 して ゐ たが、 十月 二十 二日 夕方 町奉行の 

を爲し 文書 及び 簡牘 を牧 めて 去った。 翌ニ 

因幡 守の 宅に 召 出された が廳 上に 於て 瀧に 

は 曹舍に 禁錮せられ 全く 他人と 面會 せす 只 

がれざる を 痛嘆し 頗る 心情 を 苦しめた ので 

月 二日 評定 所に 於け る轧 問の 後 遂に 傳馬町 

なりし に 大老. 老中の 評定に より 一 等 を 重く 

着し 從容 として 刑に 就いた。 時 僅かに 二十 

春嶽の 帷幄の 謀臣と して 入って は 機密に 

木 主 稅. 中 根 靱 負. 橋 本 左內の 三人 を擧 ぐべき 

せられた 鈴 木の 殁後、 福 井 藩の 重大なる 任務 

知遇に 酬ゅ ベく 身命 を赌 して 事に 當 つたの 

伊豆な どが 左內を 如何に 評し たかは 餘り周 

三 岡 石 五郎 は 「彼 は 村 斡 卓 絕辯論 風 を 生じ 

是を 以て 予は 心を倾 けて 何事 も 彼に 相談せ 


五 〇 八 

た。 雨 來左內 は 春 嶽の宽 辱 を 雪がん とて 專ら心 

屬吏數 名 突然 左 內の寓 せる 曹舍に 闖入して 捜索 

十三 日 左內は 親類 代理 瀧 勘 藏と俱 に 町奉行 石 谷 

左內を 預けら る X 皆 を 命ぜられた。 之より 左內 

管讀 書. 揮毫. 吟咏 自ら 慰め つ \  嶽 の 寃枉 未だ 雪 

あった。 その後 數回 奉行所に 呼び出され たが、 十 

の 獄舍に 下され、 十月 七日 五 手の 判決 は 遠島の 刑 

して 死罪 を 申し渡され、 同日 君 侯 賜 ふ 所の 新 衣 を 

六 歳。 

參與 し、 出で \ は 四. 方に 應對 した 人物と 云 へ ば、 鈴 

であらう が、 豪 邁 にして 識見に 長 じ、 藩 中 最も 重ん 

は 主として 左內の 双肩に 荷 は せら れ、 彼 は 主君の 

である。 藤 田 東 湖 や 西 鄕南洲 や 川路 聖謨 ゃ武田 

知 だから こ X に賛 せぬ が 左內と 最も 親しかった 

能く 事物 を 裁理す 余の 企て 及ばざる もの あり。 

り。 彼の 死後 越 前 藩 谷 部 甚平を 除く 外 亦 一人 


左 內の死 は 福 

藩の 大損 失 


の 相 相 手 な き に 至 れ り 」 と 歎じて ゐる。 

左 內の死 は！ i 井 藩に 取りて は 非常なる 损失 

れた感 があった であらう。 小 楠に 於ても 亦 其 

るの は 自己の 抱負 や 計 畫の實 行 上 多大な 便宜 

であった。 然るに 左內を 失った 福 井 藩に 生じ 

ら ぬので 彼の 一 仲 在 は 倍，、 重 大 性を帶 びて 來た。 

召命が あつたに 拘ら す固辭 して ゐた 其の 现由 

內に氣 兼した のであった が、 今 は 何の 顧慮す る 

對し 自己の 意見 を 吐露し 得る 否 吐露せ ねばな 

々 に 現れ 来る であらう。 


であって 特に 春 嶽に至 

の 主 義 主張 を 同じく す 

も あるか ら、 彼 を 失った 

た大 なる 空 虛を充 たす 

小 楠と し て も左內 在世 


の 一 は 『北 越 土產』 に 


とこ ろ もな くし て 春 

嶽 

らぬ 様になった。 彼の 


り 

「し 

及 


て は眞に £：:： 腕 を^さ 

左內が 春嶽の 側に 在 

とは少 から ざ る 打 雕 

は 小 稲で なければ な 

幾度 か 江戶に 出府の 

して ある 通り 多少 左 

び 藩主よりの 諮詢に 

慕 宰相た る 擅 場は徐 


四 母の 死 歸國 


母 重病の 報 を 

齋 して 門 生 矢 

島來福 


らぬ だに 淚を 

鄕 里からの 報 


舊友 長岡監 物の 病殁と 同志 橋 本 左內の 刑死の 報に、 さ 

とり 腸を斷 つた 小 楠 は、 十 二月に 入る や 更に 思 も 掛けぬ 

島 源 助が 小 楠 老母の 病 重し とて 迎に來 たので ある。 存命中に 對 面し 

撗井小 楠上卷 傳記篇 


さそ ふ 暮秋の 異鄉 で、 ひ 

知に 接し た、 卽 ち 門弟 矢 

きじ を 越 藩 政-;^ に 願 

五 0 九 


た 


^すれば sl^ 

巳に 亡し 


小 楠 歸！： につ 

き 越 藩より 肥 

藩へ の 口上書 


第 十一 章 再び 福 井 藩の 招聘に 應 じて 

ひ 出 で、 其 の 諒解 ナど得 た 小 楠 は 急 遛 旅装 を 整へ て 其 

妨げられて やっと 九日 夜 大阪に 

筋 惡 しくて 空しく 其處に 滞留 


五 一 〇 


順風に 惠 まれて 百 三 

分かた す 急ぎに 急い 

前なる 去月 廿 九日に 

ら ぬ が— 存命中の 對 

て 逝いた 老母の 心殘 

に 一 匙の 藥も 進め 得 

家 墓地の 土 饅 頭の 土 

の淚を 注いだ 小 楠の 

.江 戶詰福 井 藩 重 役 

國を 報す ると 偶に 事 

先づ小 楠の 門弟 老母 

で、 外ならぬ 事故 其の 

中し 越し、 越 前 守 も 承 


の 

rr 


着した が、 惡ぃ 時に 

外はなかった。 然， 


を 僅 

山津 

て、— 

か つ 


十 里の 海 

で 4- 八日 沼 

死去して ゐ 

面 は 出来な 

り も 想像に 涂り 

なかった 小 楠の 

未だ 乾かす 嶺松 

姿 は 目に 浮ぶ 様 

秋 田 彈正は 小 楠 

の 落着 次第、 又 小 

重病の 報 を窗し 

意に まかせ 當 月 


かに 三日に て 

に 歸 り 着い て 

何時頃 發 病し 

た。 今 は 只 一 

が ある が、 海 山 

悲歎 は 眞に同 

院 榮 譽 嘉 祥 大 

で あ る。 

出發 後間 もな 

楠の 福 井 行 を 

た る に 付 小 楠 

五日 福 井 表 を 


の 五 

は惡 

し 十 

乘切 

見 る 

た か _ 

人生 

遠き 

淸 に 

姉の 


日  一？， W 

い 事 

一 一 日 

り 十 

と 母 

X 其 

き殘 

旅 の 

堪 へ 

墨色 


申 し 

は 母 

差 急 

知せられ た 次第で ある。 就いては 


井を發 足し 

の 重なる も 

朝 浓く舟 を 

五日 朝下關 

已に小 楠 

4^ 症 は 何 

て 居た 息 

に 在 


は 

空 


し い 


つ た 

記往 

墓標 


後 藩 

付 け 

の 存 

ぎ 出 


に 

立 


て 口 

い と 

面 し 

し 皆 


た- 

こ. 

の 

ヒ 


生憎 途中 大雪に 


で 十 日. 十 

してから 

着、 それ 

幅 井出 


よ 


あ 

の 

1 


つ た 

小 楠 

い た 

に 今 

に 額 


1 日 は 風 

は 幸に 大 

り 晝 夜 を 

の 一 週日 

よく 分 

はすし 

はの 母 

る橫井 

て、 寓斛 


は 

い 


書 


賴談 

たし 

國 許 


對し 

れた 

中對 

さ せ 

小 楠 は 豫て貴 命に て 福 井 在留 中の こ 


を 以 

に 及 

と 申 

よ り 


て 

し 


I、 有,） \  +P 

V 賴の. tiS 

だ。 卽ち 

出で たの 

1: を 以て 


とで あるから、 追って 老母の 病體 落着 次第 必す 早々 相 越す 楳に小 楠へ 福 井 表 重役から 示談し 

た 處彼も 承知して、 肥 後 表で 差圖が あれば 罷 出ようと 申す 事であった 故 ま 敷 御沙汰 ある 様 願 

ふ。 且つ又 この 程 別段に 御 願 ひ 申して 置いた 來御 在國中 I 翌 安政 七 年 三月 藩主 茂昭が 始め 

て 福 井 入 をな す笞で 其の 滯在間 を 指す— 其の儘 小 楠を聘 用した き 件に ついて は、 未 だ 御 返答 

のない 中に 右の 如く 據 なき 事情 突發 のた め 一 先 づ歸國 はさせ た が、 之 も 併せて 御 承諾の 上 熊 

本 表に て 小 楠へ 改めて 仰 付けられ たいとい ふ 意味の もので、 小 楠が 如何に 福 井 藩から 重要視 

されて ゐ たかを 如實に 物語って ゐる。 肥 後 藩で もこれ 程まで はと 意外に 思った であらう。 

之に 對 して 肥 後 藩の 返答 はどうで あつたか 其の 文書 は 見當ら ぬが 老母の 事情 落着 後 早々 引 

返す ことに は 異存の あり やう はな く、 借 受 期間 延期の 事 も 承諾した であらう と 思 はれる。 な 

小 楠 弔問に 關 ほ 小 楠 母の 死去の 報 に 接した 春嶽 (靈 洲) は 安政 七 年 正月 十三 日付に て 藩主 茂昭 sli^s) に對し て 

して 春嶽 より  , 

藩主への 返書 左の 書 狀を遣 はして ゐる。  , 

陳啓御 安全 珍重。 然ば小 楠 堂 老母 終に 及， 一物 故， 候 由 驚 入 候。 別て 客 中と 申、 生前 之對面 も不, 相 叶， 遺憾 如何 

斗と 致 11 遙 察， 候 得ば 只々 氣の毒 至極に て 候。 就 レ夫以 n 彈正， 心 付 之 傣御申 越 一 々御 同意に 存候。 依レ之 兼て 馴 

染の者 千 本 彌三郞 彼 表へ 爲 n 見舞， 早 々被，, 指 越？ 喪中 厚 尋問 被 レ在度 候。 且此節 柄に 候 得ば 居 喪 相滿 次第 再遊 

之 俵 は 勿論 御 同意 渴 望に 候。 左様 相 成 候 はヌ初 入部 之 折 柄と 申 我等 も 安心 之 事に 候。 此 儀に 付て は 直々 內書 

.  も 遣 度 候 得 共、 當節之 儀に 付不レ 任， 1 心底， 候 間、 夫 是彌三 郞へ厚 被 二 申 含， 候樣致 度、 委細 彈 正に 申 聞 置 候へ 

撗井小 稀 上卷 傳記篇  五一 一 


第 十一 章 再び 福 井 藩の 招聘に 應 じて 

共 添て 寸楮申 進 候。 不悉。. 

正 m: 十三 日 

巽 岳 子 趣 下 

赛嶽 父子の 小 楠に 對 する 同情の 厚き に は 感歎 

のために 態々 熊 本に 派した ものと 見える。 賓師 

にも 丁寧で 奥床しい。 なほ 茂昭の 今春 始めての 

の を 見る と 舂嶽の 信賴の 度の 深い こと も 亦 窺 は 


五 一 二 

靈 洲 

させられる。 右に よると 千 本 彌三郎 を兑舞 

に對 して はさ も あるべき でも あらう が、 如 何 

入部に つき 特に 小 楠の 入 福 を 切望して ゐる 

れ る。 


第士 一章 三 4^ ひ 福 井 藩の 招聘に 應ヒて 

一 途に堆 き殘雪 

喪中 新年 を迎 小 補 は 哀愁の 裘に 安政 七 年を迎 へ たが 老母の ゐ ない 此のた やの 松の 內は 昨ハ 巾の それに 比し 

て 打って 變 つた 寂し さであった らう。 彼の 今回の 歸國は 病 母の 存命中に 對 面したい ばかり 

だ か ら、 事 落着の 上 は. 早速 來蝠 する 約束で 色々 重要なる 事件の 多い 中 に、 突 然出發 したら しい 

こと は 小 稲が^ 着 後 五日の トニ 月 二十 三日に 越 前の 長 谷 部 t$l 平 外 五 人に 述名 にて 寄せた 書 

. 面 (遣 稿篇 「書簡」 九 S 中の 一 節に 左の通り あるの にても 略 想像 せられる。 

奉^ 後 は定て 御出會 種.々 1: 咄合 御座 候 事に 奉レ存 候。 誠に 無二 存懸 1 御 別 巾 候て、 途中に は 御 許 之 事の み 何^ 存 

出 中 候。 歸 着の 上 は 不幸に て 引 入 徒然に 相暮 し、 何 之 事柄 も 無 n 御 1"- 候。 客 杯に 應接 仕、 日 を 送り， 巾 候。 

三 岡 氏 先月 此許被 レ參、 只今 は 長 崎に て、 何に 正月 は 又々 被 レ參候 害に 御虛 候。 其 上 得 斗 事情 も 承り、 何角咄 

合 申 度 相 待 中 候。 

福 井 藩に は 種々 氣 にか \ る當 面の 問題の ある 上に 幕府の 條約 調印 後の！ K 下 は 引縯き 不安 
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第 十二 章 三た び 福 井 藩の 招聘に 慮 じて  五一 四 

である し、 昨 年末から は密 勅の 返上 問題で 水 戶藩は 大いに 騷 いで ゐる。 か \ る 際さな くと も 

重臣の 結束 固から ざるに、 大黑柱 同様の 橋 本 左內を 失うた 福 井 藩 は 中々 安心が 出來， K 特に 今 

春 は 藩主の 初 入部で も あるし さう く 長居 も 出来ぬ 所に 左の 辭 令に 接した。 

其 元 儀 猶又福 井 表に 被 n 指 越 1 候條、 早々 用意 相 仕舞 候 様 御 奉行所より 可 レ及レ 達 皆に 御座 候 間 可 レ被レ 奉，， 其 意， 

候。 以上。 

二月 二十日  、 、 

撗井平 四郞殿 

愈 t 北行  最早 猶豫 ならす と、 小 楠 は應招 三回 目の 福 弁 入 をな すべく  二月— あ 

熊 本を發 足した。 右 小 楠 書面の 一 節に よると 三 岡 は 小 楠が 越 前から 

てゐた 通りに 小 楠の 留守宅 を訪 うたと 見える、 「何に 正月 は 又 々 被， 參 

は 矢 嶋が越 前に 小 楠を迎 にい つたこと を 知り 小 楠に 面會 すべく 來熊 

あるまい か。 三 岡が 愈.、 來熊 したら その上でとの 咄し合 は 何であった 

錄を 見出し 得な い。 

今回 は出發 から 到着までの 日程 も 道中の 出 來事も 之を徵 すべき 記 

え 昨年 木 峯の詩 韻 を 用 ふ」 と 題した 左の 一 首が ある。 

途に堆 き殘雪 看て 驚く に堪 へたり、 又 櫚峯を 越えて 四た び 越に 行く、 山 色 依然 笑って 客を迎 ふる も、 慚づ吾 


須佐美 權之允 

る 書に は 三月と ある I 

宿 許に 度々 申し 遣 はし 

候 害」 と ある は、 恐 ら く 

する ことにな つたで は 

か は それ を 知るべき 記 

錄 はない が、 「糲峯 を S 


が兩髮 に滿 霜の 生す る を。 

昨年 は 木 芽峙に つきて 同じく 七 絕を陚 したの で、 此 度 は 此の 山に つきても のした であ らう。 

糲峯は 滋 挈福 井兩 縣の界 をな せる 橡ノ 木峙の 事で、 此の 山 は 冬季 積雪量 犬なる を 以て^ 名 だ。 

小 楠 は 兩變に 白髮の 生ぜる を悔 んでゐ るが 彼 はもう 五十二 歲 である。 小 楠の 着 福と 前後し 

初めて 茂眧に て 越 前 藩 第 十七 代の 主 茂昭は 始めて 入部した。 春 嶽には 未だ 晋謁の 機會に 接せぬ 小 楠 は 却 

謁す 

つて 先 づ茂昭 に 謁する を 得 た。 

二 國是 三論 

小 楠 着 福 四 月 十 九 日 附 で 宿 許 に 寄 せ た 書 面 (遣 槁篇 「書簡」 九 五) 中に 「唯々 日夜 多 E の 

上來 客お びた しく 中々 困 入 申 候」 と ありて、 藩主に 進講したり 舉館 にて 講義したり 藩の 大 

小の 機 務に參 したり 來 客に 接したり 相 變らす 繁忙 を 極めて ゐる。 福 井 藩に 於け る 重臣 問の 

軋 櫟は小 楠の 盡カ によって 幾分 緩和され つ 、ある 事は旣 記の 通り だ が、 保守. 進歩 兩黨 の 反 

目 嫉視の まだ 中々 劇しい こと は 小 楠 を 背後の 人と して 三 岡が 畫 策した 殖席 貿^ 事^の 成功 

の 如き 藩の 爲に賀 すべき 事 を すら 保守派の 中には 嫉妬 的 感情から 之を歡 ばない 者が あるの 

を 見ても 分る。 然し 此の 如く 藩士 間に 和 協の 缺げ てゐ るの は、 現下の 福 井 藩の ため S はに 礙慮 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 . 五一 五 


ケぉ 十二  .113^ 三た び 福 井 藩 め 招聘に 應じ て 


す 


藩の 主義 方針 

を {.ル む ベ きを 

第感す 


「りん！ el:.i」 要旨 


回 

力 


ベ き で あ つ て 何 と かして： ii: 面 

せしめね ばなら ぬと は 小 楠の 

と 云 はす 舉藩 一 致して 邁進 

の 福 井 入に 及びて 本 藩の 國 

た。 それ は 富國. 强 兵. 士道の 

い 堂々 たる； a  i 荷で ある。 之 

擧藩 一 致國是 として 遵奉 さ 

らこ . ^に は 其の 要 3：： だけ を 

富 國 論 

先 づ 嘉 永 六 年 米 使 渡來後 交 

利 M を SPH ふ 0 其 5 是非 如何と 

地の 氣運に 乗じ 萬 國 の 事愦に 

W はす ベ て 憂 ふるに 足 ら ざ る 

の 道 開け たれば 外國を 目的と 

施す を 得て 臣民 賊 たる を 免る 

はず 遊 手徒盒 の 類な からしめ 

法と を 示 し、 其 の 富 足の 改 をな 


を 

すべ 

是 と 

三 篇 

る i 

嘀 ±ノ 


易 禾 

の 問 

に 


變 革し 所謂 至誠 相應じ 肝膽相 

なる 苦心であった。 彼 は 此の 

き 藩の 主義 方針 を 決定す る こ 

なすべ き 大綱 三 事 を 提出 し、 中 

より 成って 小 楠の 博識 庠見を 

3； 'ト n に 起った 所謂 束 北行 逮 

こと. - なった。 該 三論 は 遣 稿 

しょう。 


寄 Q 議論 紛 

に對し て、 兩 

公 共 の 道 を 

る べし」 と 

信 を 守り 義 

」 とて 其の 

俱 に、 生 0 を 

要する 財 用 


と 

お 

篇 


々とな リ 一 は 鎖國の 

者 の 寄 5 あ る ^ を 說 

13： て 天下 を經綸 せば" 

答へ、 次に 鉗國の 困難 

を 固 ふして 通商の 利 

條理を 述べ、 官府. H し 

獎勵 して 此等を 富 ま 

は 民間に 於け る製產 


五 一 六 

ら す」.^ に 藩士の 心機 を 一 

先づ 保守派と 云 はす 進 歩 

の 根 本義なる を 痛感し、 今 

が 其の 3" 趣の ある 所 を 記 

てす るに あ ら ざれば 出來 

件 (後出) の 後に 至 つて 始め 

(「論 著」 六) に 載せて ある 


見 を 主張 

た る 後 に 

方 無^に 

る听 U を 

%  "-才 w 

ノ 1- FT 

财用を 給 

の 急務な 


を 海外に 輸 


し 他 は 萬！： 交 M の 

_ 方今 Q 經濟 は、 「天 

して 今： Z  5  ： 憂 ふ る 

列 叙 し、 「 方 今 交 易 

を 通 ぜ ばお 仁政 を 

して 士と 民と を 間 

ると 其の 具 體的方 

送す るに よりて 得 


兵. はる も、 M 

を ノま に 外 .-3^」 

務 に . な m  I  、と 

む '1舞 'ほ ： ゆ ifi 
る む舊 形. れ 
もべ 見 勢る 
之き を大こ 
に の 固 レ、 と 
則 陋 執 に に 
る 習し 變 -Iw 

ベで：？ ：. じ ぷ 
き '海 楚 ： て 'し 
だ 軍兵 航我 
が. . な '陸 海 が 
の .國 

邦' 翁 は 


可し とて 其の 融通に つきて 詳說 し、 之 によつ て 官府 富む こと あらば、 「その 富 を、 群 黎に散 じ、^_£ を 救 

ひ 孤 を 恤 しみ 刑罰 を 省き 稅敛 を 薄 う し、 敎 ゆるに 孝悌の 義を 以てすべき を 述 ベ 、終に 天下 ^家の！^ 

綸 は 只 管 交 易 通商 を 本と すと 云 ふと も敢て 西洋風 を尙ぶ の 謂で は な く、 通 商 交 易の 道 は 天地 間 固 

有の 定理に て 堯 舜 三代の 治世 も 云 は t 交易の 政事な りと 說 き、 そ れ よ り、 自 國の便 {且 安 全 をのみ 念 

とし 生 民 を 艸芥の 如く 視 たる 封^時代の 我が 國には 絶えて 天下 を 安んじ 庶民 を 子と する の政敎 

なき も、 歐 米 諸國を 見れば 政敎 悉く 倫理に よりて 生 民の 爲 にす るに 急なら ざる はなく 殆ど 三代の 

治敎に 符合して ゐる。 此の 如き 諸 國來っ て 日本の 鎖鑰を 開く に 公共の 道 を 以てする 時、 我 園な ほ 

鎖 國の舊 見 を 執り 交 易 3  . 理を 知り 得 ずん . ば 愚で あらう と 說 き、 「 今 や ；大 德 に 則り 犁： 敎に據 り^^ 

の 情狀を 察し、 利用 厚 生 大 に 經 論 の 道 を 開いて 政敎を 一 新 し、 富 國强兵 • 偏に 外 國の侮 を 禦 がんと 欲 

す C 敢て 洋風 を：^ ぶに あ ふず。 聞く 人、 其 原 頭 を (您 り認 むる 事な かれ」 と 結んで ゐ る。 

强 兵 論 

「强兵 論」 耍旨  航海 開けて 戰爭 が國^ のみに 限られず して 世界 相手に なった 今日で は最 R 十 海軍の 外に は 强丘ハ 

の 術ね ない と 胃 頭し、 支那 及び 歐 «  闘の 現況 を 述べ て 世界の 形勢 は 航海 盛大と たりて 海軍の 

天險 自然の 園 勢に て 未だ 曾て 外！： の 侮 を 受けた る ことなき 

盛に 開け 千 萬 里 も 亦 比隣の 如く： 大險 も恃み 難き 時勢と なれ 

本邦の 長 技と 親み、 或は 俄に 銃 陣を學 んで侮 を 繁 がんと する 

は 防禦の 術 はない と說 き、 日 本と 英國と は！： 勢 相似 たれば 强 

は 地球の 中央に 位し 環海の 便 四通八達 にて 英に 勝る こと 万 

ず， 小 楠 上卷 傳記篇  五 j 七 


^十二 車 三た び 福 井 藩の 招^に 應 じ て 


藩の 主義 方針 

を-;; ルむ ベ きを 

感す 


「常！：  i 」 要旨 


回 

力 


を 

ベ 


ベ き で あ つ て 何 と かして：：： i: 面 

せしめね ばなら ぬと は 小 楠の 

と 云 はす 舉藩 一 致して 邁進す 

の 福 井 入に 及びて 本 藩の 國是 

た。 それ は 富 國. 强 丘ひ士 道の 三篇 

い 堂々 た る. 論 i 弁 である。 之 は 同 

舉藩 一 致國是 として 邀奉 さる i 

らこ \ に は 其の 要 3" だけ を摘抄 

富 國 論 

先 づ 嘉永六 年 米 使渡來 後 交 易 利 

利 (说 を 唱 ふ 0 其の 是非 如何との 問 

地の 氣 運に 乘じ 萬國の 事情に 隨 

W はすべ て 憂 ふるに 足 ら ざ る に 

の 道 開け たれば 外國を 目的と し 

施す を 得て 臣民 賊 たる を Kp^ る ベ 

はず 遊 手 徒食 Q 類な からしめ る 

法と を 示 し、 其 の 富 足の 政 をな す 


變 革し 所謂 至誠 相應じ 阡膽相 

なる 苦心であった。 彼 は 此の 

き 藩の 主義 方針 を 決定す る こ 

なすべ き 大綱 三 事 を 提出し、 中 

より 成って 小 楠の 博識い is- 見 を 

ハキ 十月に 起つ た 所謂 東北 行 違 

こと i なった。 該 三論 は 遣 稿 

しょう。 


番 Q 議翁紛 

に對し て 、雨 

公 共 の 道 を 

るべ し」 と 

信 を 守 り 義 

I とて 其の 

俱 に、 生 産 を 

要する 財 用 


々となり 一 は 鎖國の 

者-の 害 5 あ る 所 を 說 

以て 天下 を； i 綸 せば 

答へ、 次に 鎖國の 困難 

を 固 ふして 通 商 の 利 

條理を 述べ、 官 狩^し 

獎勵 して 此等 をゥ はま 

は 民間に 於け る 製 産 


五 一 六 

照らす 底に 藩士 

際 先づ保 守 派 と 

との 根 本義なる 

根が 其の 皆 趣の 

以てする にあら 

事件 (後 出) の 後 に 

iisi (「論 著」 六) に 


の 心機 を 一 

云 はす 進歩 

を 痛感し、 今 

ある 所 を 記 

ざ れば 出 來 

至って 始め 

載せて ある 


0 

き 

、萬 

す 


見 を 主張 

た る 後 に 

方 無？！ に 

る听 U を 

财 用 を 給 

の 急務な 


を 海外に 楡 


し 他 は 萬！： 交通の 

，方今 Q 經濟 は、 「天 

して 今 EE の 憂 ふ る 

列 叙 し、 「 方 今 交 易 

を 通ぜ ばお 仁政 を 

して 士と 民と を閗 

る と 其 の 具 體的方 

送す るに よりて 得 


可し とて 其の ^通に つきて 詳說 し、 之 によって 官府 むこと あら ば- 
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ひ 孤を恤 しみ 刑罰 を 省き 稅敛 を 薄 う し、 敎 ゆるに 孝 憐の義 を 

洋風 を尙ぶ の 


論 は 只 管 交 易 通商 を 本と すと 云 ふ 

有^ 定 にて 鹿 J 三代の 治 |1 も 


とし 生お を 艸芥の 如く 視 たる 封建 

な き も、 歐 米 諸國を 見れば 政 敎 悉 く 

^敎に 符合して ゐる。 此の 如き 諸 

鎖 n の 舊 見 を 執り 交 易 の .现 を 知 り 

の 情狀を 察 し、 利 用 厚生 大に經 綸 め 

す C 敢て 洋風 を^ぶ にあらず。 聞 

强兵論 

航海 開けて 戰爭が 國內の みに 限 

の 術 は， ない と 胃 威 し、 支 那 及び 歐羅 

^, 1^  れ. る ことに 及 我 が 國 

も、 外 ，ぬ： ，t 勢 大いに ii  ^ て^ 海 や 


とも 敢て西 

は 交 易の 政事な 

時代の 我が 國には 

倫理に よりて 生 民 

國來っ て 日本の 鎖 

得 ずん. ば 愚で あ ら 

道 を 開いて 政敎を 

く 人、 虹； 原 ® を I 您 り 


られ ずして 世界 相手 

國の 現況 を述 ベ 

は天險 然 の！！ 勢に 


り と 


、ん て 


澌盛 

，お 


を 

て 

亦 


說 

比 


き 

、富 

つ 

rrl, 

ぷ 

だ 


て 

、そ 

， r 

な 


る に な，^ 舊見を 固執し て， 短兵睦 本邦の 

は： 賓に憐 むべき の陋 で、 i 軍 な ふ >  は 防 禦 の 術 

を 務 むる も 之に 則る ベ き だ が 、本... 邦 は 

极井小 楠 上卷 傳記篇 


に 開け 千 萬 里 も 

長 技と m み、 或 は 俄に 

防 禦 の 

地球の 中 


さ 


はない ふ 

央に 位し 環海の 


す 

を 

公 


た 今 

グ 丌 

曾 て 

ク $ 


、日 本 


- r そ 

ベ き 

二  * 

え く 

よ り- 

安 ん 

急 な 

共 の 

や ：大 

兵 偏 

れ」 


富 を、 群 黎 

： こ 

商 カス 易 の 

{且 

子 

す 


交 

る 


庶民 を 


て 


國の侮 

んでゐ 


日で は最 £ 十 海 

勢 は 航海 

外 國の侮 


くヲも 

陣 を 學 

と英國 

四 通 八 


も 

達 


大 

み 


に 

敎 

る- 

き 


侮 を 

M 勢 

て 英 


じ- 

：大 

我 


家 

三 


ん 


を 救 

の 經 

固 

み 念 

政敎 

代 の 

な ほ 

と 欲 


外に は强兵 

^ の 

な き 

一 ふ V 

す る 

ば 强 

と 一力 


り C 

る こ 

時勢 

が ん 

似 た 

^ る 


五 一 七 


府 

し 


笫 十二 章 

な れ ば、 慕 府 

令 を 明らか 

の 命令 

て 常に 


三た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて 


五 


に 


、 

見 


に 派 

者 も 

る 0 

ゐ る 


_ 志氣 


も 

程 


よ 

心 fS 

て 强 

の 聞 

愦狀 


し 維新の 令 を 下し 

せば 外國は 

では 興す ベ 

來 


め 

し、 

其の 軍艦の 製 


が あ 

勢 を 

貌 勇 


往 

る か 

觀察 

を 興 


し 


き 

起 


下 

て、 

る 


> に 


の 

ば 


見 

他 

る 


曰 

ば、 

こ 


湧 發 

,  龙 皆 强 

造 ま 鬪の 方法の 如き は、 慕 府 S 命 令 


有 

海 軍 

精神 

あ 


銳 募 


ら 

泰 


な 

) 

め 

奮 


に 


而 

口 


を 皴 

と 論 

も そ 

め た 

し て 

を 發 

若 た 

く ベ 


ら 

ん、 一 


舞 

じ- 

れ 


は 列藩に 先 

し 


全 

以 


士 道 

「 士道」 要旨  文と 武と は士 たる 者の 職分で 治 道の 要領で ある。 

に 流れて 其の 名 も 文 藝と云 ひ 武術と 稱し て、 眞 正なる 

.  武人 を 鄙し みて 迂濶麁 暴に して 用 ふるに 足らずと な 

權 へずと なし、 互に 自己 陶醉の 偏見に 拘 はれ 文武 本來 


る 

If? 

つ 


人 心 


上 の 如 


は 腿 風 怒 


然 る 

道 の 

し、 武 

の 精 


と 


役 


濤 

7 一 

て- 

曰 


商 

講 


必 


に 


あ 

ベ 

を 

ひし 


八 

-其 

の 


中 . _ 

の 如くな 

で 


う と 


4. 母 

あ 


と 

-今 

ベ 


を 

，終 

き 

だ 


定 

に 

夕 


と 


其 の 

は 慕 

人 を 

て 相 

れ ぱ、 

士 道 

な く、 

海 を 

0 國 

聞 の 

で あ 

ん で 


赏 時の 所謂 文と 武とは 徒に 藝 術の 末 

頭が 明らかで 無かった 所から 學者は 

は 學者を 嘲りて 高慢 柔弱に して 事に 

を 忘 れ、 爲 に 治具 却つ て 爭端を 啓き 矛 


楣 を 

目 で 

る が 

ら な 

得 す 

の 功 

て、 古 

る 者 

は 成 

然 た 

は ね 

せ た 

り は 

の で 

君 父 

ら う 


事と し 

あ る C  „ 

來 文 

如 き 


てゐ る。 此の 弊習 を 建 直して 眞文眞 武の本 體に引 一お さう と 試みた のが 此 5 一  篇の眼 


る 

木、 

敎 

の 


武 


乃 

な 

力 

に 


は 一 

習 に 

ち 武 

M の 

或 は 

を 學 

文 盲 

武 士 

ヽ 0 

レ 

の 末 

ぬ 0 

と は- 

古 の 

頭 に 

を 竭 


途 

て 


で 雨 

し た 


道 

-武 

り 

も 

-台 


立 す 

の は 

が 生 

成 の 

な り 

偏 武 

と い 

藩 の 

と し 

唐 虞 

學校 

興 つ 

差違 

武 士 

敎 は 


き 

る 一 

校 

も 


武 

代 


合 

視 

旣 

巨 


も 

Id" 

と 


に 


で 

に 

內 

C 

入、、 

方 


う と 


に 


は な 

亦甚 

之 を 


を 

す 


武 

尙 

て 

- 卩 


の 

力 

る 

に 


ち 


に 後世 之 を 

い 0 固より 

呼 


身 

痛 

&匕 

君 


に 反 


心 

今 

上 


を 


の 

-、 \ 

力 

の 

治敎 

の 0 

に 在 


ぶ 

，己 

る- 

て 一 


ち 

き 

) 

に 

の 


横 井 小 楠上卷 傳記篇 


て 雨 

尙 武 

修 め 

人材 

て 支 

る 者 

る 0 

所 以 

せ ず 

は 口 

人 の 

文 武 

鎚 り 

な き 

敎 は 

愛恭 

五 一 


途 

敎 

九 


な 

力 

一一- B 

に 


し、 遂 


む 

り- 

正 


今 

ね 


て 


ば な 

夫を自 

開！： 創樂 

る 所以に 

人と 稱す 

今 R、 「 花 

は 士道 

分 し、 依 

方と 云 

盡 く さ 

昔も變 

とする 

) 夂 A  C 

外な か 

心 を 操 


第 十二 章 三た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五 二 〇 

つ て、 性 お s に 本 づき 彝倫 により 至誠 惻徂を 以て 臣僚を 率 ゐ黎庶 を 治 め、 執 政大夫 は、 此 の 人君の 心 を 

鉢して 心 志 を 苦しめ 鉢 膚を勞 し カを盡 くし 身 を 致し、 身 を 以て 衆に 先 だ ち、 人 君の 盛 意 を 奉 行 し、 諸 

有司 も 亦、 君 相の 意 を禀け て、 忠 誠 無 二、 簾 介 正直に. 士道 を 執て 公に 奉じ、 下 を 治む。 此の 如く なれば 

文武の 敎已に 廟堂の 上に 立つ を 以て 臣僚 自ら 道に 衝 ひ、 君 相の 心 を 心と する に 至れば 經史 を閱し 

刀搶を 試みる にも 皆 淵源 あつ て 空文 偏武の 伎能に 流れ ず、 是 ぞ 眞 文眞武 の治敎 にして 人材 も 亦 是 

より 出づ ベく 仕と 學と 並び 長ず る もの だから 學 校の 設を 待たぬ と 云つ てゐ る。 

三 卽 座に も罷歸 る覺悟 

上記 「國是 三論」 の 提出され た 時期 は 確に は 分らぬ が 小 楠 入 福 後 さう 時を經 てからで は 

あるまい と 思 はれる。 それが 執政 有司 等の 間に 講究され てゐる 內、 小 楠 は 七月より 重い 據に 

揺りて 頗る 衰弱した が、 漸 く 回復した 十月に 至って 東、 江 戶 と 北、 福 井との 間に 一 つの 重大 事件 

が 起った。 それに 就きて は投 平 (慶 民) 家所藏 『慶永 公 唐 桑秘筐 文書 二』 の 中に 收錄 されて ゐ 

江戶 • 福 井 E る 中根輒 負より 卷 嶽へ呈 したる 書狀に 其の 一部始終が 認められて ゐる。 本文 は 冒頭に 「積 
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年 之 疑惑 氷釋 して 爲蘭 ま 一， 賀 之 事 到來仕 候に 付 乍， 恐 謹て 奉， 一言 上 一 候 」 と あり て、 三 段に 分かれ 

. た 頗る 長い もの だ が、 其 の 要 を抄記 すれば 先づ 左の 如くで ある。 

事の 起り は萬延 元年 十月 十二 日に 江戸から 飛脚が 着いて 赛嶽 からの 指圖 書が 屆 いたに あ 


る o 

手許 

家老の «慨 老=?^, 

を、 靱 

憤慨 

し て 

家老 等 小 楠 を 平 主 

難詰す 

よ り 

て ゐ 


し て 

說 服され て實： 家 萬 

志疏通 

に て 

次 

し て 


それ は 其 の 前に 福 井 表で 評議 さ 

に 差 出した のに 對し 春嶽は 彼是 

は 面白から ぬ 事に 思 ひ、 「ケ樣 に 

負 杯より 內訴仕 候て 御 指 圖相成 

して 屮 根に 嫌疑 を か け、 且 っ豫て 

ゐ たの で 小 楠 を も 中 根と 同腹と 

學酒井 十 之 羊 千 本 藤左衞 門の 面 

酒 井 を 以て 此の 來意を 通せられ 

たので、 彼等の 卷 嶽に對 する 從來 

大悟して 自分 等の 非 を 知る と倶 

春嶽に 年来の 非禮を 謝さう とい 

安の 基本 も 可 ，， 相 立， にて 近来 追々 

眞 の 國是も 可 ，ー相 立 一」 と 語 り 合 ひ、 初 の 難陳に 引換へ 愉々 快々 の 

たとい ふの が 第一 段 だ。 

に は 右 家老 等 は翌ト 六日 中 根 を山縣 方に 招いて 前後の 次第 を 

抱きた る 疑惑 も 全く 氷解せ るを吿 げ、 中 根 も 自己の 立場 を釋明 


れた 役替の 次第 を 當時在 藩の 

取 拾して 中 遣 はした もの だ。 

評 議 詰 に 相 成、 於， 1 此 表 一は 思 召 も 

候て は、 以後 共 政-:^ 之 權も失 si- 

小 楠 は 中 根に 推服して 內訴な 

推量し、 同 十五 日 の 夜 家老なる 

々は 小 楠 居 館を訪 うて 難詰す 

て ゐた小 楠 は 彼等の 蒙 を 啓く 

の 態度の 臣 道に 悖る 所以 を 明 

に 中 根 や 小 楠に 對 する 疑惑 も 

ふ 事に なった の で、 小 楠 も 犬い 

講究 相 成 候國是 三論 之 儀 も 巾 


茂昭も 承 II の 上 で ぉ嶽の 

之 を 受取った 在 福 井の 家 

不 kfe, 在 御 伺に 相 成 候 依 

國家 之體態 も不， 一 相 立 一」 と 

どなす 人物に 非す と }C 叫 

山 縣三郎 丘 ハ衞. 本 多 飛 is. 松 

る 所 あ つた。 前夜 家老 等 

は 此の 時とば かり 待^け 

快に 說 いたと こ ろ、 彼 等 は 

解消し、 彼等の 中より 出 .^ 

に 喜 び て 互に 隔 意 なく 「1: 

上 尊慮 伺 取 可, 中 候。 其 處 

熟 談 となり 洒盃 を^ね て 

逐 一 物語り、 從來屮 板に 對 

して 互に 打 解け！： 事を談 
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小 楠の 論判 じて 退出した が、 其 の 際 酒 井の 話に よれば 十五 日夜 小 楠 は 深く 心に 期す る 所 ありて、 「たとい 

國家之 御爲と 心得 候に もいた せ、 畢 竟 君主 之 御 情懷に 致，, 背 捩 一 候 様 成 逆臣に は 難， 與 」 と激切 

に 論 判 し、 家 老等も 亦 此度は 何分 是非 を 分 折すべし との 意氣 込で 頗る 不穩な 形勢であった。 

然し 幸に 双方 融解 事な く濟ん だもの \ はじめ 小 楠 は r 此度之 一 議は國 家 興 廢 之 境 候へ 共 時 

宜 次第によ つて は 槍 一 本 引提卽 座に も 罷歸り 候覺悟 」 であ り、 家 老共 は. 「今度 は 小 楠で も 先 

生で もど こ 迄 も合點 行く 處 まで 押 詰、 自 然押 詰らぬ 事 候へば たと ひ 決別 相 成 候ても 引.^ 田 は 致 

さぬ 決心」 であった とい ふ 事で 互に 一 六 勝負で 掛り、 一 つ 間違へば どんな 結 茶に 終った かも 

知れなかった が 轉. 禍 爲 Ji となった 事 を 互に 歡び 合った と 第二 段 を 結んで ゐる。 

次に 又 靱負は 右山 縣 方に 招かれての 歸途小 楠の 寓居に 立 寄り 右の 話 をな し、 是 によって 家 

小 楠と 老共 も舊見 看破 之 次第に 運び 國 家の 爲此 上の 幸福 はなく、 全く 小 摘の 力で ある 匕 曰を挨 桜す る 

と、 小 楠 は 痛く 喜んで 「誠に 昨夜の 一 會 最初 は 双方 覺悟之 上に 御座 候 故 余程 腐 敷 事に 卸 座 候 

處、 執政 衆 犬に 感發 有， 之 初て 國家和 樂の卷 風 を 生じ、 御國 へ 罷越候 已來之 勞心も 昨夜に 至 つ て 

漸く 貫通いた し本懷 無， ー此上 一事に 候」 と 云 ひ 、猶您 ベて 人心に 固 結せ る 事 は 中々 省 悟し 難いの 

に資に 感心 至極 だと 家老 共 を 歎賞し、 且つ 彼等 も 自分勝手が あつたと はい へ 相當の 功績の あ 

つた 事 は 認めて やらねば ならぬ とカ說 して 家老 等へ 花 を 持たせ、 更に 彼等が 從來の 非 を 悟つ 

. て 眞に臣 道を盡 くす 上 は 君 も 又 君と しての 道.^ 盡 くすべき であると 述べた との 事 を 以て 第 


三 段 を 終 り、 最 後に 中 根 自身の 意見 を陳 じ、 又 小 楠の 勸め によりて 此の 出来事 を 言 上す る ほ を 

述べ て 結んで をる。 

右 だけで は 越 藩 君臣 間に 蹯 つて ゐた ものが 何で あつたか はよ く 分らぬ が、 か なりの 重大な 

事柄と 思 はる i。 其の 痼疾 的の 藩の 病患 を 一 擧に 快癒せ しめた 小 楠の 手腕に は 驚かざる を 

得ない。 然るに 小 楠 は 右 事件の 成 行に つきて は 一 通りなら ぬ 苦心だった が、 其 の 結 5^ は 雨 降 

つて 地 固まる の 境地に 到った ので 大いに 安堵す ると 俱に 心中 喜に 堪へ ぬ ものが あった。 彼 

は 家老 等と 議論 後 三日の 十月 十八 日附 にて 在 熊 本の 嘉悅市 太郞— 何時 福 井に 來てゐ たか 分 

ら ぬ が、 九 月 十九 曰に 出 發、 歸 熊の 途 についた— に 出した 書狀 (遣 稿篇 「書簡」  一 0 六) 中に 左の 一 

節が あ る。 

行 違 事件の 成 定て 只今 迄に は御歸 着被レ 成た ると 何 角 想像の みいた し 候。 御歸り 後江 ロ參り 例の 通り 毎夜 咄し ： 酌 を倾巾 

.r を嘉悅 • 荻 

に 報， -  1 兎角 故 鄕の咄 しに 相 成 申 候。 此 許相替 り不レ 中と 申內 執政 之 面 々犬に 開悟に 相 成り、 鬼 北行 逮も此 節 は 

氷解いた し可レ 申、 近々 執政 *參 政. 執 法 出府に 相 極 申 候、 誠に 珍重に 存候。 其 外は此 勢に て 何も 彌以 都合よ 

ろしく 順路に 參申 候。 

之に よると 嘉悅 去って 江 口が 来たと 見える。 江 口 は 純 三 郞と云 ひ、 嘉 悅と 同様 小 楠の 門 生 

で 嘉永四 年 小 楠上國 漫遊の 折に 隨 行した 德富熊 太 郞の實 弟で ある。 同じく 卜 n  二十 日に 

荻 角 兵衞に 贈った 書狀 (遺稿 篇 「書簡」 一 〇 七) に は 左の 如く ある。 
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を 不レ被 レ爲， 加 <| 思 召 通り を以御 存分 §1 相 蒙 is? 御肅 共に 塞 非 を r 

覺仕 f  f 竭皇り 可， 裏と？ g」 i まで 先鴻 にき 出で たる 小 楠說の 通り 代替 以來士  f 

々たる 人 督鎭定 し、 言 國是を論するに至 りたる は 全く 肅 共の 大功 勞 なる も、 今回 出府す る、 雷 .i 鏖 

rfl 蒙に f たる 直れば 臭が ましく  S つる f なく 、且つ 今回 出府す 暴と なりたる 

つきても 當人 等の 身上 して は盡 くまる 所 あるべく、 別に 簾せ る 者を讀 ふれば 彌以 此の 地の f 明 

"なるべく 急へ しも、 、驚 til 當 に 誠心 皇 くす f れば萬  一 iMih 

Huii 「御 情 I 参 候讓 意 11」 iilH 

他 愈 添へ る變せざ りしと て、 最後に 「右 等 の變御棄善 外 之 勤勞は！" 

たも 無-ま 候へ 共 燈深意 御 震 lis 半で g 子 i 謹不， 仕、 臣子之 I 達不 I な，， 

U 之 御 不明 篇候 f 乍， 難， -塞， 候へば ま 御 S 御 I 御 精到 學 |薦 被 一 i  fi  y 

國 立可レ II 雲参存 ま。 右等不 II 謹 之菌 ii 

上 I  H  f  I 可 編と 御大 切 至極と 奉， 雲 故 lii ま， 崖 臭し 奉，， 言 

ユー 候」 と 記して ゐ る。 

ii 中 £ る 中 sss 嶽に 5 した iijs し 55f だが、』， 

によって 其の 內 容ゃ從來 の SSS 況は略 想 察せられる。 


事件 落着 を 

获* 元 田に 報 

ず 


威 を 侵した 思 ひ 切った 書 振 だ が、 如 何にも 輔弼の 赤誠 を 披瀝して ゐる 所に 敬服す る。 

重役 及び 中 根の 誠意 は 通って 何もかも 好都合に 運 び、 松 平. 千 本の 兩人は 重荷 を 卸した 思 を 

以て 十二月 二十 五 H 嬉々 として 歸 藩した。 それ を 目撃した 小 楠 は譬へ 難き 喜を國 許の 二親 

友た る 获. 元 田に 頒っ ベく 翌文久 元年 正 四日 付に て 贈った 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 一 1 二) 中に 左 

の 一節が ある。  ， 

此許 君 公 初 執政 諸 有司 總て 一 致いた し、 初て 國是と 云 ふ もの 相 立 申 候。 小生 罷越 てより 年 は W 年に 至り、 

去 初冬 迄 は 人心 各 々 に 分派いた し 陰險智 術に 落 入 候 を 主と し て 心配 致し 候處、 當夏 以來渐 々 IS 明 各 心 術 之 上 

に 心 を 盡し候 勢に て 遂に 十月 十五 日大 議論と 相 成り 十分 之 地位に 押つ め候處 ggg^ 舞 ま 甞 一夜の 如く 打替 り、 

執政 初盡 く落淚 にむ せび 十分 之 開明と 相 成 申 候。 直 様 執政 一人. 目 付 一 人 江戸へ 出府、 中將 公に 積年 以來君 

臣否塞 之 次第 言上に 及び、 臣は 君に 御 斷を申 上、 君 は 臣に過 を 謝せられ、 自然に 良心 之禮 讓感發 致し、 霸然 

たる 春風 窮陰 積雪 之 中に 發動 致し、 去月 廿 五日 兩 人歸國 致し 候。 此 事情 自然と 國 中に 風 動 致し、 彼の 俗論 杯 

も 何となく 消融 致し 候。 拉 叉國是 三論 出來、 一 は 富國. 一 は强 兵. 一 は 士道、 此 三論 を 以て 一 國 を經綸 する 

土臺に 立、 其 根本 は 堯舜精 一 之 心 術 を 磨き 聊の 私心 も 無 レ之所 之 修養 第 一 にて、 決して 秦漢 以後 之 私心に _ ^さ 

す 日夜 講明此 事に 御座 候。 

これで 小 楠 も 越 前へ 來た 甲斐が あつたと 心 窃かに 滿 足し、 越 藩で も 亦 小 稲 招聘に つきて、 あ 

れ 程までに 手 を 易へ 品 を 易へ て 細 川 家に 懇請した 事の 無意義でなかった の を、 之に 反對 した 
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人達まで も 思 ひ 知った であらう。 

四 出 府 

今回の 行逮 事件の 解決 を 痛く 害び、 それに 對 する 小 楠の^ 折 を 心から 感謝した 存嶽は 小，^ 

に面會 したい と 云 ふ 念が 彌.^ 加 は つた。 彼 は 此の 事件に ついて 出府した 家老の 歸藩を 幸に 其 

一 f 件 の 意志 を 小 楠に 傅へ しめたが、 是 より 先蝠井 藩より は 肥 後 藩 重役に 小 楠 を江戶 表に 呼 寄せた 

後 潘に依 親す きき を賴み 入れるべく、 同年 十二お 四日 在府 重役 秋 ra 彈正は 幅 藩 使者と して 大名 ト路に e  ， 

家老 小 笠 原備前 を訪ひ 次の 口上書の 通りに 申し 入 た。 

越 中 守 様 御 惣容様 愈 御 安泰 被， 成，, 御座 I 珍重 思 召 候。 然は 兼て 御 顿之上 横 井 平 5^ 郞&? <出 幅、 追々 舉問所 

都合に 相 成 御 大慶 思 召 候。 然る 處 一 昨 ハヰ御 不慮 之 御 代替に 付、 越 前 守 様 御 初 入 之 御 折 抦幸之 儀に 付 折角 御會 

讀等 御座 候て 御 運 方 S 候處、 無 レ程來 赛は御 參府に 相 成、 御 同人 様 も 其 一  段 歸省之 儀 被，， 申出， 候 趣に て、 甚 

御殘念 之 御 次第に 付、 可 n 相 成， 御 俊に も 御虛候 半ば 來^ 越 前 守 様御參 之 頃 平 叫 郞殿懷 も. y 戶 表へ 御 召 呼 今 

暂 くの 虎 卑御修 ^被 レ成候 はぐ 彌御 都合に 可， 一 相 成， と 思 召 候に 付、：^ 御 自由 ケ問敷 御 儀に は 御」 M 候/共」 1 之い き 

猶叉 越 中 守 様へ 御 賴被ニ 仰 進： 度、 私罷出 委細 中 上 候 様 被，， 仰 付 越， 候。 且平叫郎殿御立用之满^^岳様御勤中 

御賴に 御座 候 虎、 未 御 逢 も 無 レ之候 得 ども 右 様 御 都合と 相 成 候 趣 御 承知に 付、 何卒 御 同様 御賴 被，， 仰 進， 度 候。 


此段も 相 含宜可 n 申 上 Jin 被，, 仰 付， 候。 御 承知 被， 一成 進， 候 はぐ 御 遠阈之 俄に 付 平 ra: 郞 殿御 支配 頭に 熊 本 表に て 

御沙汰に 相 成 福 井 平 g: 郞 殿え 御 達に 相 成 候 樣被レ 成 度、 前文 之 趣 夫々 宜御取 緩 被 n 仰 上， 被 レ下候 様 仕度 奉レ： 

候。 以 h。  • 

十二月  秋 田彈正 

揭福井 藩 重役の 来意に つき 備前は 左の 如く 國許 政廳に 申達した。 

以ニ 別紙， 申達 険。 横 井 平 四郞儀 來赛は 一 先歸 鄉之债 申出 候 由 之處、 福 井 表 舉問所 之 御 都合に^ 成、 殊に 越 前 

守 様 當春御 入部に て 御會談 被， 一 仰 付， 候 處御運 方 御ま^ レ之候 付、 來养御 參府之 比 江 戶ぇ御 呼 寄 今 1： 御 修行 被レ 

成 度、 且卷嶽 様え は 未 御 逢 も 無， 之 候 得 共 右 之 趣 御 承知 被， 成 御 同様 御 賴被レ 成 度 旁に 付、 彼方 御 側 御 川 人 秋 3 

彈正 別紙 口上書 取 持 參備前 1" 小屋え 罷出頼 談有レ 之 候。 平四郞 事例 之 癖 も 有 レ之長 滞留 は不レ 好事に 候 得 共、^ 

段 之 御 賴談に 付 此節迄 は 御 相談に 可レ 被レ應 哉。 御 存寄無 レ之候 はに 御 內慮被 レ奉レ 伺、 思 召 不レ被 レ爲レ 在 候はビ 

平 四 郞 組頭え 被レ 及，， 御 達， 候様存 候。 以上。 

木 村 次 郞左衞 門 

十二月 十三 日 

小 笠 原備前 

御 家老 

宛 

御 中老 

これ を 受けた 肥 後 藩政廳 よりの 回答 は 正月 十五 日付に て 左の通り である。 

被 11 仰 越， 通 致 二 承知？ 平 四 郞儀長 滞留 は餘 り不レ 好事に 候 得 共 別段 之 御 賴談此 節 迄 は 御 斷も相 成 巾 問 敷、 御 €： 
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慮 を も奉レ 伺候 處思召 不レ被 レ爲レ 在 候 付 平 ra: 郞 組頭え 及 レ達候 趣 は 他 筆を以 申達 候 通に 御座 候。 以上。 

右 往復 文に よると 肥 後 藩 重役の 小 楠に 對 する 懸念 はま だ 中々 薄らがぬ やう だ。 肥 後より 

获に 出府の 事 の 回答 は 直接に 幅 井 表に 通達せられ たと 見えて、 小 楠が 二  n:;:  二十 五日 付に て、 荻 角 兵衞に 寄せ 

を 報ず 

た書狀 S 稿篇 「書簡」 一一 五) 中 に 左、 の 一 節が ある。 

此許之 事情 は彌以 都合 {=1 敷 先 は 七 八 分 之 土裘は 築立聊 安心 仕 候。 私 も 東行の 命 を 蒙り 來月ー 一十 日 前後に 此許 

(卷嶽 ) 

發程之 答に 御 11 候。 此度は 中將様 厚き 思 召に て 出府 仕 候に 付 此公御 心 術 一 變之 場合、 尤以肝 耍之镇 にお レ之 

候。 此上は 此公御 心 術 之 正 不正に 拘り此 1： 之 治 不治に 關係、 拉々 大事 之 至に 御」 M 候。 然し 此節は 十分 都合 〈儿 

敷 事と 被 レ存申 候。 

江 pti 鄉  此の 書簡 は. 江 ロ歸鄕 にっき 認めた と あるから 彼は此 の 時分 出發^ 熊 の途に 就いた と 見え 

る、 「. 江 口 純の 國に歸 る を 送る」 なる 左の 七 絕は小 楠が 此の 時に 害き 奥へ たもの だ。 

明朝 遊子 卷を 踏んで 行く、 此の 夜 陽關ー 曲の 情、 りて 家人に 向 ひ 好く 傅 語せ よ、 端 無く 身 は 燕 都 城に 在ら 

んと 0 

三 ！：：： 九日 付の 宿 許への 書面 (遗 稿 腐 「害 前」 一 一 六) に は、 「二十 g: 曰彌 出立 仕蒈 にて 晝夜多 W 

夜 も ねられざる 事に も 相 成屮々 困 入 候。 乍， 去 寓事之 都合 彌以 よろしく、 …… 來月 十二 三， R .m. 

福 井 發：： .H 出府 は， 江 戶に着 可， 仕 彼 表より 早速 書 狀 さし 出 可， 巾 候」 と あ る が、 # 嶽の 手記した rg 岸 掌 記 に I に 

は 小 楠 は 愈.、 三 ：n;:  二十四日 萩原 金 兵 銜を隨 へ て 福 井城 下 を 出足し 道 を 東海道 筋に 取 り、 途 次 名 


初めて に 

謁す 


横 井 牛 右衛門 

に箫府 後の 消 

息と 春：. i 父子 

の 厚遇 を 報ず 


古 屋の橫 井家 を訪 ひて 叫 パ 牛ば B 、江戸に 着いた と ある。 小 稲が 安政 五^ 叫 七 ロ^ー  回の 

福 井 入 をな した 數日 後に 歸國順 年に なって ゐた 春嶽は SK 叩に よって 滯. 盼を 巾し 付けら れ 、共 

の ハゃ 七 月 に は 隱 居 謹 愼 を 命 ぜ ら れ て 何 時 ^1 藩 し 得 る や 見 當 が つ か ぬ 事 に な つ た の で、切 め て 

{：：! 眞で なりと 面會 せんとて 小 摘に 撮影せ しめて それ を 送らせた こと は旣 記の 通り だ が 、共 の 

後 機會の ある ハ 母に 小 楠に 出府 を勸 め、 時 に は 「紀の 海の 鯛 引 あみの  一 nu たに はやく も兑 まく 

ほしき 君 かな」 なる 歌まで 贈って 小 楠との 對面を 熱望して ゐ たの で、 今 回の 小 摘の 出府に 對 

する 赛嶽の 喜悅は 如何許で あつたか 想像に 餘り あるが、 小 楠に 於ても 全幅の 信顿を 受けて ゐ 

る 赤嶽に 謁した き 心 は敢て 彼に 讓らぬ ものが あつたので 大いに 渴 懷を醫 したで あらう。 小 

楠が 着府 して 11 もな き 四：：^ 十九 日に 彼の 親戚で 肥 後 藩より 浦賀預 地に 勤番して ゐる横 井 牛 

右衛門に 寄せた 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 一 一 七」 に 左の 一 節が ある。 

(肥 後 藩邸) 

小弟 も 到^ 以來 誠に 寸暇 無，， 御 庵， 何 角 之 W 事に 取り紛れ 外出 も六ケ 敷、 龍ノ  n に 一度、 淺草邊迄？^〈後閑.^^致 

し 候 迄にて 何方へ も參 り不レ 巾、 當方之 次第 は 福 井 表 も 至極 好都合、 上下 一統； 致 國是も 和 立 何の 異議 も 無 > - 

御.！ M, 候。 屮將 様へ は m 夜罷 出様々 御咄 合の 中 尤も 學術之 要領 至極に 御 了  <n 被レ 成、 御 父子 様 井に 執政 御 一座 

之 御 咄んロ も 旣に及 二 四 度？  I 母に 九ッ顷 より 暮に 入り 父子 君臣 誠に 家人 之 寄 合 之 如くに お レ之面 き 成 行に 御 

候。 小 拙へ は餘り 御手 厚き 御 あ ひしら い、 御 父子 様 共に 次 之 間 迄 御 送迎、 且痛足 之 事 も 御 承知に て茵を 敷き 

候 様 被 二 仰 付？ 一  重に 御 斷に及 候へ ども 御閒 入に 相 成 不レ巾 御自身 様 御 立 被 レ成候 致 方 無 n 御」！ -1 共通り にぶ.^ し 
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節 十二 章 三た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五三 二 

候。 誠に 心痛 之 事共に 御座 候。 右 之 通りに て 餘事は 何も 御 承知 可 レ被レ 成 候。 

右に よりて 卷嶽 父子の 小 楠に 對 しての 下へ も かぬ 優待 振が 想 察せられる。 r 靈巖掌 記』 

の. 文 久 元年の 部に 春 嶽が小 楠に 贈った 「道し ある 國 となりに し うれし さは 君 かま さしき 功 

なりけ り」 の 歌が 一首 手記して ある。 月 も 日 も 書いて はない が、 或 は 今回の 出府に 際して の 

もので は あるまい か。 勿論 今回の 事に 對 してば かりで は あるまい が 小 楠が 福 井 藩に 盡 くし 

. た 功勞を 感謝す る 意が 溢れて ゐる。 

小 楠 は春嶽 及び 當 藩主の 盛 意に 對し 啻に 舉問 上の ことば かりで な く、 國 家の 問題から 同藩 

春嶽 父子に 講 の 政事まで も 諮詢に 應 じて 其の 啓 發にカ め、 春 嶽 父子 も 亦 小 楠 を 二つな きものと して 尊敬し 

たのであった。 それ は 後に 記す る春嶽 や江 戶詰肥 後 藩 重役の 書面で も 分る が、 中 裉駔 負の 著 

『奉答 紀事』 にも 左の 一節が ある。 

文久 元年 辛 酉 四月 御國 許へ I 能 出 居候 横 井 平 四郞御 招待に て、 經義 及び 心 法 經濟之 舉を御 講習 被 レ爲、 八月に 至 

■  て 御 暇被レ 下たり。 平四郞 名は存 (中略) .2?. 絕 之擧識 有りて 古人 之 糟粕を #： す、 警惺 議論 毎に 人 之 意表に 出づ。 

公に も 兼て 御景慕 を爲レ 在し 御 事故 總て師 齊之禮 を 以御待 接 あり、 御 舉事御 講究の 御會 日に は 當公も 被 レ爲レ 入 

御 役人 共 も 御用 閑の 者 は陪聽 を被レ 命し なり。 

又 中 根が 井上 彌 一 郞. 香 西 敬 左 衞門兩 人に 寄せた 書歉の 中に も 小 稲が 六 月 朔 日の 夜に 食傷 

霍亂 にて 「一段 は餘程 難潞之 次第」 であった が、 笠 原 良策が S いた 吐劑が 奏効して 追々 輕快 


に 向 ひつ 、ある を 報じて 後に、 小 楠 は 先日 來偶 U ハゅ に春嶽 及び 茂昭の 前にて 誠心：^ 意 r 大 #】 

の 講義 をな して ゐ るが (此處 二字 不明) 様まで 聽講 される ので 非常に 感激して ゐ ると 云 ふこと 

が 記して ある。 小 楠 は 滯府間 右の 如く _ ^嶽 父子に 講學 したり 諮詢に 應 じたり する 北 ハの餘 に 

は 如何なる 行動 を 取った であらう か、 何 等 それ を 知る ベ き 资料を 見出し 得ぬ が、 恐 らく 時勢の 

狀況 にっきても 觀 察と 研究と を 怠らなかった こと \ 思 ふ。 

遊學 時代と ゆ S 小 楠の 今回の 出府 は 彼の 遊舉 時代から 始めて なの だ。 二 昔の ；大 保 十ハ牛 を回顿 する と 、共 の 

時の 世相 

當時は 文政より 天 保に 掛けて 連年 凶作 ゃ疫瘸 が打繽 き、 天 保 七 年に は 全國的 大飢輕 ありて、 北ハ 

の 翌年に 大鹽 の亂を 惹起した 後で、 諸國の 疲弊. 下 暦お の i 恥狀は 彌" 加 は り、 幕 府 始め Si 藩の M 、ま 

は 窮乏 を吿 ぐる 一 方で ある 上に 泰平の 惰性で i 者 侈 遊蕩 淫靡の 風 は 上下に 漲り、 物. ぬ騰中 S ま费 

膨脹 を 極めた 時で、 かの 水 野 越 前 守が 改革の 大鉈 を 板る はんとす る 二 年 前で あり、 對外 問題と 

して は 淸國に は鵪片 の戰爭 あ り、 慕 府は 文政の 黑船打 拂令を 緩めて 薪水 令 を 布 き、 蘭 擧 者の 議 

論 は渐く 世人の 注意 を惹 きかけ てゐ たもの \ 水 戶の镶 夷 論が なほ 對外 意見 を 代表 し、 #  0 の 

『新 論』 が 天下 志士の 間に 持噺 されて ゐた。 然るに 二十 年 を經た 今日の 狀勢は 水 野の 改革 

は 失敗に 終った として も、 其 の 以降 時弊 1M 正の 機運 は 諸方に 現れ、. 江戸 を 始め 諸 藩に 庶政 改革 

が 行 はれ て、 內 政の 上に も 面目 を變 へて ゐる が、— かくなる は當然 の^ 結と は 云 ふ もの il 殊 

に 様子の 異なって ゐ るの は對外 問題で ある。 安政 五 年 米 を 皮切りに 露. 英. 蘭. 佛 との に顺次 
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J> が 十二 章 三た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五三 四  - 

條約 調印が 行 は れ、 六 ハキに は 横 濱. 長 崎. 函 館 三 港 を 開いて 贸 n 勿 を 始めな どし て 其 の 關係は 益； 頻 

繁 となると 俱に產 業界に は 革新的 機運 を窗 し、 經濟 組織に 根本的 變 動を來 し、 隨 つて 諸方 面に 

社會的 動搖を 見る に 至った。 なほ 其の 一 面に は 上記 條約 調印 は 公卿の 激 怒. 諸 藩 志士の 愤慨 

を 買 ひ、 共の 違 勅問 題 は 安政 大獄の 彈壓ゃ 九 條關白 等の 斡旋で 朝廷から 「不， 得レ止 事情」 との 

御 諒解 は 得ても 機 を 見て 鎖國 攘夷 を 決行す べしとの 聖旨 を 承って ゐる 以上 矢張り 嗜礁の 上 

に乘 上げて ゐる 形で あるの に、 條 約 調印 後の 慕 狩 を 見る と 外人との 關係は 次第に 親密に なり 

行 き て 愈； 世 問 の 壤夷熱 を 爆つ そゐ るば かりだ。 現に 小 楠の 入府した 月から は對 州に 於け る 

露國の 土地 租借 問題が あ り、 露 がさうならば 己 もと 云 はぬ ばかりに 英. 佛 も 中 國.四 國に 然る ベ 

き 港 を 借 受けたい とて 內 海に 入り 来って 沿海の 測量 をな し、 そ の 叉 一 方に は 水 戶藩黨 1 の 見 

亂 稍鎭靜 する かと 思へば 同藩 浪士の 江 戶高輪 東 _岬寺 の英國 公使館 襲掣 事件 ありて 內外 頗る 

多事で ある。 

以上 時勢 變遷の 跡 や 目前の 趨勢 を 仔細に 觀 察し 深く 心 を 潜めて 考 へた 小 楠 は 必すゃ 犬い 

に 得る 所が あつたに 遠ない。 彼 は 上記 横 井 牛 右衛門への 書 歌に は 水 藩の 鎭靜 及び 對外關 係 

の 概況 を 記 し、 水 藩 黨禍の 混亂に 際して 人心 動搖 せる 際、 外 國の 事情に 暗い 肥 後 藩士 中に 動 も 

すれば 疎 rs.f の擧に 出 づる もの ありて はと 憂慮して それ を 警戒して ゐる。 又 六月 十六 日に は 

肥 後の e: 生 達に 東禪寺 事件 及び 對 州に 於け る露國 土地 租借 問題に つき 書き 贈って ゐ るが、 • (遣 


稿篇 「害 簡」 一 一 九) 對州 問題に つきての 所 n ルは 左の 如くで ある。 

對州 ； 條此節 は 治り 可レ 巾、 然處是 は獨り 日本 之 大忠と 巾 迄にて 無レ 之、 世界 之大忠 とも 相 成可レ 巾^。  #>英 

之 勢 不二 兩立 i 遂に は 亂と相 成 可レ中 候。 就て は 兽 旣に黑 龍 口 を 取り 頻に 軍艦 等之設 盛に いたし 候へ 共、 黑龍 

口 は 九月に 至り 候へば 海水 氷り 航海 和 成不レ 巾、 三月より 九 だ 迄 之 海路に 候へば 殊之外 迷惑に is。 夫 故 對州手 

に 入り 不レ 巾て は 一 向 之 無益に て有レ 之、 對州は 朝鮮と 五島との 中 問に て. 土  • 印度 等ァ ジャ 州に 出 候 門^に 

て、 此 ，1? を英. 佛等 より 取られ 候て は、 魯は 全く 封印 を 被レ付 候て 聊之 働き も 出 來不レ 巾 i$ ！大關 係 之 地に て；；： レ 

之 候。 英 • 佛 より は魯 よりも 先き に 借用 懸り 合いた し 御斷に 相 成 候。 お 之 次 故 魚：： より は 必死に 懸 り：^ 事 

にて 候。 尤此節 急迫に 懸^ 巾に て は 無レ之 積り^ は 甚以六 ケ敷可 n 相 成 i  #>英之戰ゅ此虑ょり始り可レ巾^^何 

とも 難 レ被レ 巾、 深く 可レ恐 は對州 一 條 にて 有レ之 候。 

. 右の 外に も 小 楠が 滯府 問の 所感 を 諸方に 書き送つ たのが いくら も あらう と 思 ふが 兑 出さ 

れぬ。 また 彼が 二十 年 前遊舉 した 時に 敎を 乞うた 佐 藤 ； 齋. 松崎懷 堂の 老儒. 交遊した 藤 

湖. 岡 本 忠次郞 など は旣に 故人と なって ゐ るが、 川路 聖 謨. 羽 倉 外 記. 谷涪 陰な ど はな ほ 生^し 

てゐ るの で、 そ れ 等と は 葡を談 じ 交 を 温めた であらう し、 又 嶽 の {负 師 と し て く 知 ら れ た 今 

曰、. 新 しき 知人 も澤 山に 出来て 互に 意見 を 交換した であらう こと は、 文 久 元.^ 八 パト ^ロ 及び 

同 十七 曰 付の 小 楠より 勝 海 舟への 書面 S 稿篇 「書簡」  一 二  §1ニ  二 五) 中に すでに 勝. 大 久 保忠宽 

と 相 往来して ゐる のが 記して ある 所から しても 想像に 難くない。 然るに か る 交際上の 事 
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. ^十二 章 三た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五三 六 

に關 して 何等 書き 殘 された ものな く、 叉遊擧 時代 の やうな 詩 も 無 いのは 赏 に遣憾 である。 た 

^此に 一 つ 記し 添へ て §a きたい の は 城野靜 軒の 出府で ある。 

城野靜 軒の 出 靜 軒の 事 は 遣稿篇 (第 一 五 五 頁) に 少しば かり 記して ある が、 小 楠と は 可な り 親し い^ 柄で あ 

府 

つた。 文學に 秀で 書道 家と して 有名であった が、 劎 術. 居 合 に 於ても 亦 肥 後 藩より 鄕中 子弟 誘， 

導 を 命ぜられた 位 だから 優れた 腕前 を 持って ゐて 其の 方面で も 小 楠と は交涉 があった であ. 

らう。 小 楠が 嘉永四 年上 國遊 藤の 途中から 伊勢の 津の 旅舍に 於け る 出来事 を 報じて 七絕ー 

首 を 示した 書狀を 贈った こと は旣 記の 通り で、 (本篇 二 〇 一 頁) なほ 兩 者の 間に 應酬 された 詩 や 

書狀 はいくら も殘 つて ゐる。 然るに 小 楠が 今回の 出府 中 靜軒も 江戸に 上り 來り 全紙 一 枚に 

『論語』 全 卷を細 書した • の を 小 楠に 示した の で、 小 稲 は それ を 春嶽の 一 覽 に^すると 赛嶽は 

大いに 嘆赏 して 暫く 手許に 留置いた 後、 特に 之を懸 軸に 表装せ しめ、 其の 外側に 「文 久辛酉 七 

月 七曰卷 嶽觀」 と. s 書して 靜 軒に 返し 與 へた。 (遣 稿篇 「書簡」 一 一 八 二  ニニ 參照) 著者 は 其の 

. 軸 を 城 野 家に 請うて 一 見した が、 曲尺 竪四尺 三寸. 横 二 尺六寸 五分の ま、 本に 二分 角の 細字 を以 

て 『論語』 全 卷を寫 し 一 字 一 晝も苟 くもせ ざるの 伎倆 は 誠に 「精 絕」 と 評したい。 軸の 外 

側に は 前記 春 嶽の書 及び 印章が あり、 箱 陰に は 小 楠が 共の 原委を 左の 如く 記して ゐる。 

春嶽 老公 此の 軸 を 以て 靜軒 精絕の 書と 爲し裝 して 之 を 返し 且つ 親しく 文 久辛酉 七月 七日 赛嶽觀 ると 云 ふ。 小 

楠識 す。 (原 漢文) 


五 福 井に 立 寄りて 熊 本に 福 井の 諸 生 を 伴 ひて 


泰-: i 等より 物 

コロ リ 瞥 &f 

nn  ^  Si ハ ノ 


越 藩、 小 楠 を 

更に 招聘した 

き 旨 肥 藩に 申 

込む 


小 楠 は 後 章 「家庭 人と して」 に 述べる 通 り、 旅 中 鄕里を 思慕す る 情の 厚い こと は 驚 くば か 

りで ある。 今回 も 亦 昨年の 夏 頃から 本年 二月 末に は 3. 國 したいと て ti* りに 知己 や 宿 許に 屮 

し 送って ゐた 所に 江戸に 召された ので、 出府 後 は 一 曆懷鄕 の 念 禁じ 難き ものが あって、 春嶽ゃ 

茂 昭 に 願 ひ 出 で i  國 の 許 可 を 得、八 月 十 五 日 一 先づ福 井へ 向け、 y 戶 を出發 する 事と なった。 

小 楠 は春嶽 より 傅來之 名刀. 鞍镫 及び 紋附時 服 を、 藩主 越 前 守より 時 服. 上下 を、^ 嶽 夫人より 

袴 其の 他數々 の 品物 を贈與 され 感激の 裡 に豫定 通り 江 戶を發 し、 道 を 北陸 道に 取 り、 信 濃. 越 後. 

越 中. 加 賀 を 經、 其 の 途中 親 不知 子 不知の 難所 を 見て 九月 初 福 井に 着した。 卷嶽 より 贈られた 

る 名刀 は 横 井 (時 S 家に 珍 襲され て ある が、 其 の 鞘に 小 楠 自ら 左の 如く 記して ゐる。 

中 納言秀 康公越 前 御 入部 之 年、 御 家老 永兑 右衛門 尉に 奉 萬 石 之 御 加增、 御禮として代々相^^之刀を奉献す。 

宰相 忠昌卿 之 御 差 料と 成り 御代々 御 相傳、 文久 元年 八月 十五 日卷嶽 老公. H 來を 述べ 給て 御手から 給り しもの 

也。 

小 楠 江 戶出發 後 問 もな き 九 四日に 卷嶽 及び 越 前 守 (茂 昭) は 出 人 酒 井ト之 r 爪： を 以て 小 を 

更に 招聘した き： を 江 戶詰肥 後 藩 重役 小 笠原備 前に 申込んだ の で、 俯 前 は； 吐ち に 同 n 附を以 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  五三 七 


^十二 拿 二た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五 二八 

. て阈許 藩廳に 左の 如く 中 達した。 

以，， 別紙， 巾 達 候。 今 h: 日 越 前 様 御用 人 酒 井 十 之 一 備前御 小屋え 參越前 様 • 春 岳 様 御意 之. S にて 中 聞 候 は、 横 

井 平叫郞 機江戶 表え 御 招 被 レ^ 候 虚此元 御用 も 相濟候 先達て 猶又 福 井 表え 被 レ遣當 冬 中には 御！： え 可レ巾 

.5。 右に 付て 尙义當 卷御招 被 レ成度 因て お 之 趣 御 賴被レ 成 ぼ。 福 井 表 も 段々 御 政 法 筋 御 改正 之梭々 相 立、 此上 

は 居 合 之 一段 程に 至 居候 趣に 相 聞 巾 候。 右に 付 夫々 畏、 最早 不レ遠 上に も 可 レ被レ 遊- 1 御着」 候 間夫々 巾 上、 御 

手元 迄 有無 可，, 巾 上， 程 能申述 m は 巾 候。 最早 能引汐 にも 可 レせレ 之 候 得せ： ハ右之 通に て 猶被レ 任 二 御賴談 1 被- 1 差 越 1 に 

. て可レ 有， 一 御 哉と 御着 府之上 は 御 直に も 可レ被 n 仰談， 3：： を も 巾述候 事に て 御 11 候 。被-一 仰談- 其內御 様子 被 n 仰 

越， 度 存候。 (後略) 

參 

此の 書狀の r 尙々 書」 に は 越 前 守. 卷嶽 * 嶽 夫人より 種々 贵重 口？ を 小 稲に 賜 ひたる こと を 

記した 後に、 「越 前にて は赏に 安危 之 境に 候 を 平四郞 力に よって 一 和に 至り 新政 之 基本 も扣 

. 立 候 趣 十之丞 より 巾 聞、 是迄失 も 無， 一 御 女心 之 事共に 御座 候」 と ある。 此の 小 笠原備 前の 巾 

別後 卷嶽 より 達狀 によっても 察せら る \ が、 卷 嶽が九 M  二十 三日に 自ら 攀を 執って 小 楠に 寄せた 左の 書翰 

へ の 零 面 

を 見る と 如何に 春嶽 父子が 小 楠 を 敬慕して ゐ るか^ 窺 はるる。 

副楮 

、 

讓 陳 秋冷 次第に， 增加、 此表は 十日 降霖ー 日晴 と. S. 如くに て n 々寂寞、 北 地 は 如何 之氣 候に 候 哉。 先生 起居 安 

泰 珍重 不 レ啻、 次 に 小生 碌 々 瓦全 致，, 消 m , 候 問乍レ 惯 御擲念 所レ希 候。 


一 先生 御^ 後 早速 此丧之 景？^ 且川 向之满 共-: M 老 共え 御啼 被レド 候. s 先便 巾 越 致 M 安心 1 攸。. 1^ 々中：：：^ 勞之谈 と 深 

く^ 奉 レ：： ^候。 

一 此表御 逗留 中日々 接 HT 不ュ 一 方， 御 懇篤 之御敎 論に； S り 銘肝不 レ啻御 禮之俄 赏に不 レ知レ 所レ謝 候。 御上 途後 

(辛、 良 力) (武 田) 

任 二 垂示 一 論語 誦讀仕 候。 且元作 ニニ 十郞も 折々 召 呼 候て 集義 和書 講習いた し 候 1? 乍 レ憚御 安 意 可 レ被レ T 候。 

ヽ中 15 

一 日 々 靱 ias 出 候 故 萬 事 相談、 就 レ中擧 天 之 講習いた し 候 是又御 放念 所レ希 候。 

一 本 月 十四 日 發之 飛脚 廿 一 日 午前 到着 之處 先生より 外 記 幷駔負 • 十 之 丞迄北 地 之 機 子等 詳悉御 示 論、 速 

尊 翰拜讀 いたし 候。 誠に 以上 都合 段々 不二 容 御 配勞之 事共に て 深く 致 n 感謝， 候。 福井^ 御發足 も來： =： 五： =： 

之. H 承レ 之、 尙又 家老 共 初に も 此後之 心得 方 等 能々 御高 論 被 二 成^-候 様 致 度 候。 且又 何分に も 來年も 是非 北：：；： 

偏に 希望 候 事に 候。 此儀者 近々 越屮守 殿御 參府之 上 於 11 營中， 越 前 守より 只管 懇願 之 積に 御」 M 攸 左^ 御 承知 

可 レ被レ 下 候。 

(Jsi 米 利 加) 

一 當今は 御下問 一 條而已 にて 少しも 異說 承り 巾 さす、 彼 花 旅！； 南北 分 判 之 形勢 次 I め 盛大 和 成 候て 南 之 勝利 

一 一度 迄に 及び 候， m、 且當今 「ゲ ゥェ ー ル」 は 不^に 相 成 一 般に 「ライフル」 而已相 川、， 此筒 一 分 時 三ト發 出来 

候 由、 是迄之 「ゲゥ ル」 よりも 誠に 便利と 屮風說 に 御座 候。 

广 先生 御登路 後一 時 寂々 雾々 に 御成 候 。別て 雨中 杯に は 無聊、 ：！： 々寫ぽ ハ鏡を き 接 顔 之 心地に て 萬 jB?; 北 地 

之 事 而已遙 想！ 能 在 候。 

. ^鴻 無，， 他事 一 書は不 レ盡， 言 都て 期， 一重 信， 候。 頓首。 
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季 秋 念 三  春 嶽 

小 楠 堂 先生 

函丈 

一 一白 時下 不揃 別て 御 保 重 千 祈 萬禱。 拉叉此 品 如何 敷 不興に 候へ 共 時 

候 御見舞 申述候 印まで 供，， 笑 具， 候。 御幸 納も 被， 下 候 は ^ 本 懷不レ 過 

レ之 候。 早々 不具。 

春嶽 より 小 楠へ の 書面 は 何時も 懇篤 を 極めて ゐる が、 こ と に 

右を讀 むと 小 楠 を E わ 慕す る 情が 溢れて 居 り、 小 楠と 別れて 後 は 

寂寞 を 感じ 雨中な ど は 一 層 で、 寫 眞を 見て 僅かに 心 を 慰めて ゐ 

ると 云 ふ 所に 至って は 誰か 共の 、情に 打 たれ 十に 居られよう。 

まして や 小 楠の 感激 は 如何で あ つたら うか 想像に 餘り が ある。 

福 井に 歸 着した 小 楠 は 、江戸に て春嶽 及び 藩主と 咄し 合った 

事柄の 在 藩 重臣に 話すべき は 話し、 此の 後の 事 も 何 くれと 相談 

し、 一 先づ 用務 を 片付けて 十 ni: 五日 福 井 を 出 發し歸 熊の 途に就 

いた。 昨 夏からの 宿 許への 書狀 中に も 度 々見えて ゐる が、 本 年 

七月 二日の 書面 (遣 槁篇 「書簡」 一 ニー) にも、 


(蔵 靖時井 横） 簡 


g 生隨行 


諸 生 四 五 人 は 必す參 り 可レ屮 候。 先便に 巾 上 候 通り 夜具 は 借し 不レ巾 候て 

は 難， 叶、 極々 下品 之 物に てよ ろしく 御 W 意 被 二 成 1} は-度 奉レ存 候。 以前 も 

§  、炊. 

巾 上 候 通り、 三 岡 • 平瀨 杯と 違 ひ 誠の 書生に て 候へば めし は界 6 にて たき 

候 問 此方より は、 日々 汁 かこ ふの 物 杯 一 度づ \ 遣し 候へば よろしく 御座 

候。 其 御 心得に て 何 角 御用 意可レ 被レド 候。 

と あ る が、 愈，、 之が 责 現して、 松 平 源 太郎. 靑山小 三 郞. 堤 0 五 郞. 奥 村 

粗 琴 山 縣 3 石 之 助. 大谷 治左衞 門. 横 山 强が隨 行した。 小 稲の 書 

面に は 此等を 「誠の 書生に て 候へば」 と 認めて ゐ るが、 此の 常 

ハ 牛の 書生 屮松平 (正 直). 靑 山 3). 堤 (正 誼) は 後 ハゃ國 家に 盡 くした 動 

功に より 各 男 舞 を 授けられた。 

なほ 右 書面の 「追 啓」 (二) に は、 「自然 は叉大 坂より 鶴 崎に 船 

便 都合 御 鹿 候へば めづ らしく 豐 後 路 を 可レ仕 哉、 左 候 へ ば 大 よ 

り 直に！ in 山 靠に蓍 可い 仕 候。 是は 十に 一 にて 御」 M 候」 と あるが、 

『越 前人 物 志』 に戟 せられて ゐる靑 山 小 三 郞の傳 記 中には 左 

の 如く ある。 

文久 元年 九 月 廿日 横 井 小 楠 肥 後 表 へ ：！ 國に付 修行 旁 同道す ベ き 棵の仰 を 
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ケも "レぞ 

レ-^ キ £1 

印 a 令 ふト .:7^^ 

极弁小 桶. 上卷 傳ま舞 


醫 後路 をと り 

松平忠 直廟參 
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^十二 章 三た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五^二 

蒙り、 十月 五 R 共に 出發 す、 途次 豐後津 守 村に 殘れる 松 平忠直 公の 霊廟 を參拜 し、 且つ 到る 處に當 時の 所謂 

志士なる ものと 會し、 互に 意 を 交換し、 廿 八日 沼 山 津横井 小 楠と 經 書の 研究 をな す。 

之に よると、 大阪 より は 十に 一 と 云った 鶴 崎に 上陸して 豐 後路 を 取り、 途中 津守 村に ある 松 

平忠 直の 靈廟 に參拜 して 歸 熊したら しい。 そして 此の 道筋 を 選んだ の は 福 井より 同行の 諸 

生 等に 此の 廟に 參拜の 希望が あつたのと、 丁度よ い 船便 もあった からで あらう。 忠 _a は德川 

家 廣のニ 男 越 前 中納言 秀康の 嫡男で 所謂 一 伯、 秀康 の殁後 其の 家督 六十 七 萬 石を繼 いだ 幅 井 

藩 第二 代の 主であった。 其の 靈廟 が此處 にある の は、 次の やうな. S 來 である。 

忠底 は慶長 十^ 年 大阪冬 陣に風 父 家 媒に從 ひて 玉 造 口に 戰ひ、 翌元和 元年 夏 陣には 天 王 寺 茶臼. W 方面に 於て 大阪隨 一 の 

將眞 S 幸 村と 戰ひ 遂に 之 を 斬った が歸陣 後家 錄の赏 が 甚だ 簿 かった のに 不平で、 叔父 秀忠に 對し秀 靡 3 長子 を てま 負 

し、 家 厳の 歿後 も 秀忠に 對し不 逸の 行が あるの みならず 表 向の 政^に も 疎くな り、 沼 色に 惑 糊して i 行 も 募る ので、 同 九 

年 遂に 璺後莉 原に 流され、 落飾して 一 伯と 稱 した。 後 萩原から 程遠から ぬ 1^ 守に 移り 慶安 三年 九お 年 五十六 歲を て此處 

で 歿し、 遣 骸は生 石の 淨土 寺に て荼 昆に附 したが、 遣 骨 は 三分して 其の 一 は津 守の 居 館 跡に 埋葬され たと 云 ふ 記 錄が ある。 

律 守 は 現在 大分 縣 大分 郡 瀧 2£ 村內の 大字と なって ゐ るが、 璺肥線 瀧 5£驛 に 近 きも £ 地中 今 も 御 敷なる 地名 を 残して ゐる邊 

に 居 館が あつたと 察せられて ゐる。 忠 。奴 後 は 邸宅 館 地す ベ て處 分され、 賄 料たり し 十三 ケ村 五千石 も 公 料と なった が、 

彼の 居 問の あった 地點を 卜して 廟を營 み 墓石 を^ 立し 明-治 初年 迄 は 某 守が 居て^ 现 して ゐ たさう だ C 叉忠^51に緣故ぁる律 

e 藩 よ り 靈 廟修絡 に來 たこと も あると 傅 へられ て ゐ る か ら 無論 越 藩 諸 生 參拜の 顷 は 廟がぁ つ た こと， -思 はれる。 叨 i5 九 年 

藩より 家臣が 來て 此の 病中の 遣 を 收め歸 つたと いふ 事で、 其 S 後 墓石 は 附近の^ 出に-, はされ、 廟の 建物 は 寶られ て 


某所 s 。ホン。 ソ小： w になり、 鹿の # ^跡に は 礎石す、 り 残って ゐ ない さりで ある。 

右靑 山の 傳記 によると 道中 到る 處で當 時の 所謂 志士と 會談 したと ある が、 如 何なる 人物に 

接し たかは 能く 分らぬ。 又 道中の 消息 は刖に 記して な く、 他 に徵 すべき 文書 もない が 小 稲 は 

. 沼 山 律に 歸^ 十月 十九 日に 沼 山 律に 歸 着した。 それ は文久 元年 十二月 五 R に 小 稲より 在 江 戶の越 藩 重役 

たる 酒 井 外 記. 中根靱 負. 酒 井 十 之 允に 寄せた 左記 書狀 によりて 確 だ、 靑 山の 傅 記 にある 「二十 

八日」 は 着の 日で は あるまい。 

一 書 奉呈 仕 候。 先々 上 々様ハ 化 御機嫌 能 奉， 1 恐悅， 候。 隨て各 様 彌御安 魔に 被レ成 11 御 勤 I 珍重 之 御 事に 奉レ存 候。 

然者小 拙， 事 先々 n 十九 日 に^ 鄕仕、 御 安 意 可 レ被レ 下 候。 早速 書 狀拜呈 可 レ仕之 處何角 取紛、 是迄御 無音 优候。 

御 許 兩君 上様 ハ处御 精 勵被レ 遊 候と 想像 仕 候。 此許ー 體和替 り 不レ巾 上 も 御 出府に て 犬に 安心 什 候。！： 論 

(備 前) 

は 誠に 不レ得 二 事情 1 筋の みに て、 一切 愚 # 杯 は 巾 出 候 機 出 來不レ 巾總て 隱默仕 候。 御 許に て は 小 笠 原 杯 定て御 

講習 巾 上 候 ものと 被， 考、 何卒 御開 明 之 程 萬々 祈 巾 候。 

御 許 慕 庭 相 替り巾 儀 二 御座， 15 敷、 定て御 役人 進退 も 以前 通り かと 奉レぉ 候。 外！： 事情 何程に 御！： 候 哉。 ：：；^ 

(南北)  ， 

崎 表 之 風說等 一向に 審 り不レ 巾、 亞國戰 如何に 成り 行 候 哉、 懸念 之 至りに 御虚 候。 

九州 筋 先 は相替 り不レ 巾、 然し 何方も 鎖 國之舊 見の みに て 笑止 千 萬に 御」 M 候。 筑前は 御 家中 朋黨ニ ッに相 分り 

治平に 至り 兼 巾 候。 一 方正論脈は水府流にて御^^ャ！^を相拒巾候。 拔々 不レ得 -1 事情 1 事共に て 絕>1  一 Klil 巾 候、。 

薩州 は來^ 御 參府に 決 巾： g。 獨り柳 川 は大に 都合-:; 敷悅巾 候。 池邊 藤左衞 門 登刚、 當 中には 出府 可レ 仕、 定 

极 井小棉 上卷 傳記篇  五 S 三 


第 十二 章 二た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  ー 

て罷 出可レ 巾い 才御 承知 可 レ被レ 成 候。 此人は 格別 相 進み、 何分 九州 こて 一 人 こ鄭， ぶ I。 

(.e. 七 (海 舟)  ) - ノ  ivsTU,:.:^ 

大久保 氏 如何 之 f 行に 御 I 蜃像仕 候。 定て村 g| 追； 出會 桌レ存 候。^ 婦下 I 答自 

問 御 序に 御 さし 出 可， 被 ，5。  iiiii 鍵 仕 候 迄 置 仕 候。 fas 

意, 可レ申 候。 頓 首拜。 

十二月 五日  f  t- , 

撗井平 郞 

酒 井 外記樣 

中 根 靱負樣  ， 

酒 井 七 之 允 様 

尙々 時分 柄 御 厭 可 レ被レ 成 候。 村？ t^p え f 呈上 不レ 仕、 何方へ も 可レ然 御傳可 レ被レ 下， 以ヒ。 

右 小 稀の 書簡 は 遣 稿篇に 載せるべき だが、 5 「書簡」 の 印刷 後に 入手した から1 本 害の 。 

刷 は 便宜上 遣 5 を 先にし 傳記篇 を 後に した， 了  _ に揭 げた、 其の 內， 5 が あるから。 


第 十三 章 鄕夢 果して 閒 なり、 しか 

一 榜 示犯禁 

小 楠 は 約 一年 半 振の 歸國 だ。 日々 念頭 を 去らなかった 家族 や 沼 山：？^ の 風物に 接した 彼の 

喜と 慰と は 云 はす もがな である が、 唯 今回の 歸國に は 元 K 東 野 は 小 楠と 行 違に 藩主に 隨行し 

て 出府して ゐる し、 又 東 野が 十月 十三 日付 で、 九 日に 着府 したと て 道中の 事 を 細々 と 報じて か 

ら、 「横 井 は 未だ 歸着 仕不， 申 候 哉、 定て 珍ら 敷 御 談話 有， 之と 想像 仕 候」 と. S- し 送った 荻 も 〈：5 時 

城下に 居なかった ので、 在 府中 觀 察した 天下の 大勢 を 偶に 語るべき 二 友の ゐな いのは 物 足ら 

ぬ 心地が したで あらう。 母 や 兄な ど を 葬れる 往生 院の 墓參ゃ 親族 知己との 往来が 一 段^ 濟 

むと、 待 焦がれて ゐた門 生や 同伴した 福 井 藩 諸 生への 講舉で 相 變らす 忙しい。 福 井 諸 生 は 小 

楠 堂 を根據 地と して 或は 小 楠の 講義 を 聞いたり 或は 諸 地 を兑學 して ゐ たが、 文 久ニ年 正 月 十 

五日 付に て 小 楠が 中 根雪 江に 寄せた 長文の 書狀 (遣 稿篇 「書簡」  一 二八) によると、 十 ； パ より 

彼等 は總 出で 長 崎に 行き、 山 形. 大 谷. 松 平 列 は 十二月 初に； I 塾 し、 靑 山. 奥 村 列 は 1::^ 崎より 平 戶. 五 
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島に 捕鯨 見物 をな し、 唐津. 下關. 長 州 金 前. 筑 前. 肥 前. 筑後を 巡遊し て 翌年 正月 下旬に 歸 つた。 其 

の 皆の 不在であった 十一月 二十 六日 朝 小 楠 は 熊 野宮に 例の 好める 銑獵 にと 出掛けた。 處が 

其の 歸途圖 らすも 「榜示 犯禁」 なる 失策 を 演じた。 沼 山 津 一圓の 田圃 は 雁. 鴨の 來集 する 沼 

地で 藩主の 放鷹 地と して 禁獵 場と なって ゐた。 これ 迄 も何氣 なく 度々 なし 來 つた 如く 此の 

日 も 込め 置いた 鐵砲を 村 迦れの 往還に て 矢 放した 處が 禁獵の 場所で あつたので 榜示橫 H に 

見咎められ たので ある。 獲物に 向っての 發 砲で なくと も犯禁 であるの で、 彼 は翌 二十 七日に 

內籐平 左 衞門. 桑 木 又 助の 兩目 付に 「依， 之 身分 如何様に 相 心得 可， 申 哉 奉， 伺候」 と 進退 伺を提 

出した。 その 爲に 彼は豫 て取掛 つて ゐた 普請 を 中. して 謹愼 せねば ならぬ ことにな つたの 

で、 其 の 普請の 世話 を賴ん であった 江 口 純 三 郞に十 一 月 二十 八日 付に て 其の 旨 を 申し送った。 

(遣 稿篇 「書簡」  一 二 六參 照) 

小 楠が 進退 伺 を 出した 二十 七日と 同じ 日附 で、 偶 然 にも 在 江 戶詰肥 後 藩 重役より 江戶 では 

小 摘 招聘 繼續 福 井 藩よりの 小 楠 招聘 繼繽の 件 ー 旣記 九月 四日 酒 井 十 之 丞が小 笠原備 前を訪 ひての 頓談 I 

に つ き 江戶詰 

肥 藩 直 役より を 承諾した 皆 を 同藩に 回答した る 由 を 左の 如く 藩 政府に 通報して 來た。 

以 n 別紙， 申達 候。 横 井 平 四 郞儀來 春 猶福井 表より 御 招 被， 成 度 皆 御座 候處、 被 レ應ニ 御 賴談， 候 儀、 御 存寄無 U 

御座， 由 候 間、 奉， 伺， 1 尊慮， 不レ 被レ爲 yffi,; 思 召， 候 間、 酒 井 十 之 丞ぇは 右 之 趣 程 能 及，， 返答， 候 間、 其 御 地お 

ゐて 平四郞 組頭え 追々 之 趣 を 以可レ 被， 及 n 御 達， と存 候。 此 段爲， 可， 一 申達， 如レ是 御座 候。 以上。 


尙々 平 四 郞儀當 冬御國 元え IS 歸候 付て は 福 井 表より 門人 等 都合 四 人 か 平 S: 郎 ； 同！： 國 許え I 能 越 出。 ム 

之 趣 は 彼 表 御 家老より 添 翰 持參之 由に は 候 へ 共 十之丞 より 宜相頼 候 段 申出 候 間 乍 レ序申 進 候 事に 御 鹿 候。 

右 通達 文 を 受理した 肥 後 藩 政廳は 折返して 十二月 二十 八日 付 書面 を 以て 江戸 詰 重役に 左 

の 如く 報吿 する 所あった。 

以 n 別紙， 申達 候。 横 井 平 四 郞儀來 春 猶福井 表より 被レ 成， 御 招， 度 御 頼 談之趣 尊聽御 伺に 相 成 候虚、 思 召不レ 

被 レ爲レ 在 候 付 右 之 趣 酒 井 十 之丞ぇ は、 程 能 及 二 御 返答-被 レ遗候 間、 此 元にて 平四郞 組頭え、 追々 之 趣 を 以及レ 

達 候 様 被 n 仰 越， 通 致 n 承知， 候。 然處 平四郞 儀、 此間筒 獵に罷 越、 於 二 御 場內， 込？ 組 候 筒 を 矢 放いた し 候 付 心 川む 

方 伺 出 候 付、 御 咎筋之 儀 御 奉行 手元に て食議 仕 居候に 付、 相 決 候 上 尊 聽奉レ 伺 相 當之御 咎可レ 被 仰 付： 依て 

右 之 達 は 見合 疆申 候條 左様 御 聞遗、 十 之 丞ぇは 程 能 被 二 仰向 置， 候様存 候。 追て は 彼方より 猶懸合 之 趣 も可レ 

有レ 之、 叉 尊慮 之 趣 も 可レ被 レ爲， 在 哉 其 御 模様に 應、 猶 被，， 仰 越， 候様存 候。 以上。 

之に 接した 江戶詰 重役 は 小 笠原備 前の 名に よりて 文 久ニ年 正月 十七 日付に て 越 前 藩侧川 

人 酒 井 十 之丞に 左の 書 ，狀 を 送 つ た。 ， 

於 n 御慶， 者 無 n 盡期， 申納 候。 愈御淸 安珍 重 之 御 事 御座 候。 橫井平 四 郞儀當 卷猶叉 福 井 表へ 罷出候 様との 谈越 

. 中 守 様え 申 上候處 夫々 被レ 成， f 御 承知 i 御國 元え 申 遣 候 様 仰 聞 候 付 委曲 申 遣^ 候處、 同人 身分 之 條に付 少し 様 

子有レ 之、 取調 之 上 は 越 中 守 様え 伺 之 筋 も有レ 之、 前 條御頼 談之通 難 二相 達， 候 間 右 之 趣 宜敷得 U 御意， 候 様此節 

御國 元より 申 越 候 間、 左様 御 承知 被 レ下不 レ惡様 被，， 仰 上 置， 可 レ被レ 下 候。 此段得 n 貴意， 申 度、 如， 是御」 M 候。 

横 井 小 柿上卷 傳記篇  五 四 七 
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以上。 

； S 井と 肥 藩 重 右 書狀を 受取った 酒 井 は 更に 肥 後 藩 重役に 幅 井 藩主 は 小 楠の 身分 取扱 濟の上 は 今一 應招 

役 

聘の 希望 ありて 直接に 肥 後 藩主に 頼談 ある 模様 を 巾し 來 つたので、 肥 藩 重役 は 酒 井に 對し小 

楠の 身分の 件に つきて は 能く 取調べた 上なら では 藩主に 伺ふ譯 に參ら ぬので 未だ 何等 藩主 

の 耳に 入れて ないから 福 井 藩主よりの 直談 は斷 りたい。 旣に小 楠 招聘の 件 は賴談 された 末 

の ことなれば 身分 取扱^み たらば 福 井 表に 差遣 さる i ことになる だら うとの 意味 を 以て 答 

へ た 後、 此 の 酒 井との 交 涉顚末 を 二月 二十四日 付に て國許 政廳に 報す ると 俱に、 小 楠咎濟 みた 

る 上 Si 支な き 場合に 至らば 今 一 應幅井 表に 差遣 はさる k 皆 小 楠 組頭に 達せられ たき 32 申し 

入れた。 處が小 楠 は 三月 二十 八日 付に て 組頭 松 野趣 右衛門 を經て 前記 內 藤. 桑木兩 R 附に對 

して 「口上 覺」 として 左の 書付 を 差 出した。 

藩主に 謁見  ； 屈 兼 候 俄 御」 M 候て 身分 心得 方 奉 n 伺 置 1 候處、 先 平常 通 相 心得 候 様 御 差 11 相 成 候 付て は、 御 E 通 は 相 憚 居 

候 害に 御座 候處御 直に 奉 二言 上， 度 御座 候 IT 奉 レ願候 儀 恐 多 奉 レ存候 得 共 被 レ遊ニ 御着 庵 一 候 上 至急に 被 二 召 出 1 

被 レ下候 様 奉レ願 候。 此段可 レ然樣 奉レ願 候。 以上。 

此の 時 藩主 慶順 は歸藩 途中で あつたが 四月 一日に 歸 着した。 右 小 楠の 上 巾に 對 して は 先 

づ 一 應 封書 を呈せ しむる ことにな り 四月 五日 上書す る と、 共 の 夕 小 楠 は 召 出された。 彼 は 藩 

主に して 如何なる 事 を 述べ たかは 分らぬ が、 諸 方面よりの 情報の ある 彼の こと だから：！： か 


重大 事件であった であらう。 

犯 禁の處 分 榜示 犯禁は 今日の 違警罪 位の ものである 上に 小 楠の 場合 は 込め S いた i を發 砲した ぐけ 

であるから 若し 彼で なかったら 或は 横 E も 大目に 兑て 事な く濟 ました かもしれ ぬが、 表 向に 

された 上に 下津 等が 小 楠の ために 斡旋した に 拘らす 事 は 存外 面倒で 處 分の 決定す るのに 數 

月 を 要した。 然るに 右 記 小 楠の 目附に 出した 「口上 覺」 によると、 大した 咎も なく 「先 平. 1.5 

通 和 心得 候 様」 で濟ん だの は 幸であった。 處が 此の 藩よりの 差圖に 「先」 の 字な くば 全く 

無罪 放免 だが、 此の 一 字 ある 爲に 監視 付と 云 ふ廳梅 式で 多少 謹愼 すべき. ことにな つて ゐ たと 

見 え て、 ト 楠の は 書付の 中に も 「御 目 通 は 相 憚 居候 害に 御座 候處」 と 云って 居 り、 叉 後口..： '稲 

が 江戶滯 在中 酒宴 席上に て 刺客に 襲 はれた の を 逃 延びた 廉 により 士道に 反する とて 資罰を 

蒙った 折に も 「榜示 犯禁に 付て は 及 & 候 趣も^, 之 候 付 諸事 謹愼を 加、 私 之 宴會相 悼可レ 巾處」 

と 云 ふ.？ もあって 「先」 の 字 は 大いに 祟って ゐる。 

二 荻 角 兵 衞の死 

小 楠 は 安政 六 年 十月 福 井に て舊友 長岡監 物の 訃報に 接し 痛恨 禁じ 難 く、 親 友の 下津休 也と 

荻 角兵衞 とに 斷 腸の 思 を 述べた 書面 を 寄せた こと は旣 記の 通りで ある が、 其 の 灼 お 衞 も文久 
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ニハ牛 正月 十八 日に 彼の 住 地に 於て 急死した。 なほ 其の 死 狀は眞 に 悲慘で 荻 家 文書 中に 左の 

如く ある。 

一 正月 十三 日 久住御 出立 黑川御 泊、 翌十 gi 日宮原 御用 宅え 御 入 込に 相 成 何も 相 替候儀 無， 1 御」 M, 候 事。 

一 正月 ト七 日夜 g: ッ 半時 比猶 御酒 被，； 召 上, 候との 事に て (中略) 左 候て 九ッ過 共と 覺、 御酒 御 止め 被 レ成候 付 

持 下げ 候 様との ぼに 付 酒肴 御 次 迄 下げ 候處、 今一 1^ 被 二 召 上， 候との 事に 付 猶又差 出 候處、 二三 盃被二 召 上， 最 

早 持 下げ 候 様 被，, 仰 付， 候 問、 夫々 片付 御 共 差 上 候處、 此 上何ぞ 用事 も 無 レ之候 間 寢候様 被 二 仰 聞 一 直に 德次 

郎 • 兵 九郞 一 同 ハ母之 處に伏 候 儘、 翌 十八 m 朝 北 雄 殿御 出 迄 一 向 覺不レ 巾 候 事。 

(午前 十 時) 

一 御 書 殘被レ 遗候荻 蘇 源 太 殿へ 御狀 一 封 十八 日四ッ 時分 添 面いた し、 押 立 使 を以相 屈け 申 候 事。 

荻の 死狀  一 御 臨終の 體は • 右の 方に 鏡 を 伏、 左に 刀 を被レ 置、 短刀の 鞘と 並び 居， 御身 は 御衣 服を改 御着 替被， 成 候 

と 相 見へ、 羽織. 袴 御着 用、 座 蒲圑を 敷、 短刀 を 咽喉に 突 込、 後 首え 突出 有レ之 * 兩手 にて 柄 を 御 握 之 儘 被, 伏 

居, 申 候。 (下略) 

これに 據 ると 彼の 死因 は病氣 ではなくて 自殺だった。 其の 自殺の 原因に は 定めて 巳む. に 

やまれぬ 理由が あつたで あらう が詳 かで ない。 

荻と は 時習 館 時代よりの 親友で 兄弟 も 啻ならぬ 間柄であった 小 楠の 右 訃報に 接しての 驚 

三 友の 切磋 きと 哀しみとの 如何に あつたか は 想像に 餘 りが ある。 小 楠. 荻. 元 田 の 三 人 は 供に 詩文 をよ く 

し、 一 文 を艸し 一 詩 を 得る 每に M に 之 を 交換して 添削 を 加へ 批評 を 試み、 甚だしき は 秘密に 附 


(藏彦 竹 田 元） 〔序 稿 詩 野 東 田 元） 蹟 箪の衞 兵角获 
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横 井 小柄 上卷 傳記篇 


す _ べき 書翰 類 さへ 三 友の 間に は 些 の 隔意 も 無 か 

つ たこ と は 今な ほ傳 はる 三 家の 文書 中！^ 々 之 を 

證 明して ゐる。 三人の 詩文 稿 を 見る と、 行 問 や^ 

外に 評語 や 改作 案が 遠慮なく 加 へられて ゐ るが" 

著者の 見た 東 野の 詩稿に は、 小 楠 又は 荻の 批評 及 

び 改作 案に 對 して 「敬服」 「服」 「不服」 「固 

然」 「茶 然」 などの 東 野の 書 込が ある もの も あ 

つて 頗る 與味 を覺 えた。 此の 元 田 は. 江戶に 於て 

右 訃報に 接する や 二月 十六 日付に て 悔狀を 角 兵 

衞の弟 蘇 源 太に 寄せ て、 其 の 死 を 痛惜す ると 供に 

小 楠 等の 失望 落膽に 想到して ゐる。 本文 は 情 到 

文 到の 吊詞 でかね ての 生前の 交誼が^ ばれる が 

こ、 に は 割愛す る。 左に 荻の 小傳を 揭げて か 

ラ 0 

荻 角 兵衞、 名 は 昌國、 麗 門と 號 した。 細 川 侯に 仕へ て世祿 二百 

五十石 を <^ん で 居た 空 之 允の 嫡子と して 文化 十 年 熊 本 市高鼷 門に 

五 五 二 


第 十三 章 鄕夢杲 して 閒 なりし か  五 五 二 

生れた。 彼 は 幼より 學を 好み、 1^ に藩學 時習 館に 入り 文武 兩道 出精の 蘇 を 以て 特別の 赏賜を 受け、 天 保 十 年 居 寮生と 

なり 同 學の誘 尊 方 を 命ぜられた。 同 十 一 年 二十 八に て 家督 を相續 してから 其の 死に 至る まで 約 二十 餘 年の 間 は， 役人 生活 

で 1^ 始し I 雨 度病氣 のた め 一 時 閑 返した こと は あるが I 最後 は 小^  . 久 住の 都 代であった。 

皮の 閲. il は 一 見； 牛々 凡々 で 何の 精彩 も 無く 唯孜々 として 其の 職實を 守った 一 介の 循 吏に 過ぎなかった やう だが、 其の 入 

物と 云 ひ 其の 學識と 云 ひ. K に 偉大なる ものが あり、 文 學の才 にも 頗る 秀で ゐ た。 彼 は 時 1- 館在學 中から 時事 を慨 して 經 

國の志 を 抱き、 藩老長 岡 監物を 始め 下 律 休 也 • 横 井 小 稀 丄兀田 1^ 野 等の 同志と 深く 交 を 結び 盛に 赏學 を唱へ 同志 中に 重き 

をな した。 後監物 及び 小 楠の 間に 意見 合 はずして 雨 派 互に 分立した 後 も、 彼 は 超然と して 雨 者の 間に 介在して 雨 者と 親交 

を續 けたの みならず、 雨 者から 深く 信 親され た。 

彼 は 其の 在官 中、 一 時 川尻 二 北 及び 小 國 • 久 住の 任地に 居った 外 は 殆ど 熊 本に 居り、 かの 嘉永六 年 ペリ ー 來航の 時 在 

£ 戶 藩主の 召命に より 一 隊の兵 を 率ゐて 出府の 途中 大阪 より 引返した 事 はあった が、 其の 外に は 一 步も國 外に 出で なかつ 

たやう だ。 然るに 憂國の 念已み 難く 遠く 書 を 寄せて： 大 下の 士に究 り 意見 を 交換した こと も少 くなかった 。水 戶の會 澤正志 • 

久留 米の 村 上 守太郞 • 柳 河の 立 花壹岐 • 池邊藤 左衞門 • 岡 の 小川 一 敏等 がそれ である。 水戶の 碩學栗 £ 寬 曾て 會擇正 志の 

家に 遣れる 魔 門の 害 翰を閱 し、 感想 を 記して 「獨り 其の 文章の 雄壯快 淵なる のみならず、 其の 氣 宇の 博大なる 議論の 充實 

せる 心 を 天下に 注ぎ 意 を 經濟に 用 ひたる 極めて 常人に 非る を 知れり 云々」 と 云って ゐる。 又 元 田 東 野の 「六 友 歌」 中には 

「忠. 精 に は狄子 有り。 綱 を 揭げ目 を 張りて 遣 漏 無し。 經 濟の才 誰か 右に 出 でん」、 「懷昔 行」 の 中に も 「就中 黃狄 二子 

最も 突 逸。 }fjc 之 を 友と して 究る こと 膠漆の 如し。 黃 子は恢 廓に して 志氣 高く。 蒼海に 跨り 鯨 截に乘 ぜんと 欲す。 狄 子は是 

れ脚地 を 履む の 士。. 經濟の 才自ら 胸 裡に藏 す」 と 謂って ゐる。 黃は横 井、 狄は 荻で ある は 云 ふ 迄 もない。 上記の 彼是 を綜 

合すれば、 麗 門の 人物 を髮靠 する ことが 出來 よう。 

かくまで 有 爲の才 たる 角 兵衞も 在世中に は 思 ふま、 に 驥足 を 伸ばし 得ず、 俊 かに 藩の 一 小吏と して 五十 歲を 以て 世 を 去 


つたの は遣憾 であった。 然るに 彼のお 子 s 吉が 後年 元 W 東 野 • 米2虎雄の推-薦にょり て明.^$:太ねェの侍從として永く朱りし 

たの は 地下の 彼に とつ て 切 めても の 本懐であった であらう。 

三 肥 後の 勤王 運動 諸 生歸福 

小 楠の 今回の 歸 問に は 上記の 榜示 犯禁ゃ 親友 获の与 6 逝の 如き 心 を德ら せたり 胸 を 傷め 

たりす る 出来事の あ つた 外に 彼が 熊 本に 歸 着して 間 もない から 九州に 討幕の 聲が 高くな 

り、 肥 後 勤王 同志 間に も 其の 運動が 萠 して ゐた。 卽ち嘉 永 癸丑 以来 やかましい 尊王 壤^ 論 は 

安政 五 年の 條約 調印 こ の 方 益.、 囂しく、 一  部 志士の 胸底に 點 せられた 倒幕 回天の 火 は 次^に 燃 

.  上り 燃擴 がって 東北より 漸 次、 西 南へ 延びる と俱に 其の 火勢 を强 めた。 

肥 後の 勤王 運動 は文久 元年 十二月 二日 淸川 八郞. 俅牟 © 尙 平. 安積 五郎が 勤王 遊說 のた め 先 

肥 後 勤王 運動 づ肥 後に 來 り、 そ れ から 筑 後金 後. 薩 摩に 至りて 各地の 同志と 倒 哉 ^ の舉 にっき 語り合つ たこと 

フ ー1 飞 

に 刺戟され て宫部 鼎藏. 松 村 深 蔵の 京 情 視察と なり、 翌ニハ 牛 二月 上旬 兩人^ 熊して 力ら C に北ハ 

の 勢が 盛と なった。 肥 後の 勤王 同志 は 一面に は 藩 論 を 急ぎ 決定せ しむる ことに 力め、 一面に 

.  は 隣國薩 摩の 情勢 を 視察して ゐ たが、 薩 藩の 大義 分明なる 態度の 如何にも 立派な のに 反し 肥 

後 藩 論 は 矢張り 煮え切らない の で、 年 少氣銳 の士は 續 々 亡 命 す るに 至った。 同 志 の 重 立 て る 

. 横 井 小 上卷 傳記篇  五 五一 二 


.  十三 車 鄕夢采 して 閒 なりし か 

者 は此等 急進の 徒 を 宥める 傍、 藩 の國老 等に 面接 

らぬ やうに 義兵 を舉 ぐる の 急務なる をカ說 して 

を 率ゐて 入京すべく 熊 本 を 通過した。 肥 後 同志 

藩主 慶順 等に よって 京愦 はさまで 差 迫って ゐな 

聞え て來て 見る と、 久 光の 意志 は 公武 合體 である 

言 したりした 連中 は 其の 輕擧を 藩に 謝せねば な 

藩議を 動かすべき 機會を 全く 失って 仕舞った。 

其の後 七月 下旬に 至り 朝廷が 一 條 左大臣 をし 

しめらる \ や 福 昔 天の 一 方より 來れ りと 勤王 同 

へ の 交涉の 事から して 肥 後 勤王 黨はニ 派に 分か 

勑を 奉じ、 長 岡 護美 をして 勤王 同志 を率ゐ て先發 

の 苦心 は酬 いられ、 且つ 入洛した 護美の 機敏なる 

ゐた肥 後 藩 は 俄に. 勤王 黨 として 重き を 各藩の 問 

この 勤王 運動 は 以前 は 小 楠と 親しく 相 往来し 

行 はれて ゐ るが、 今 は 小 楠 は 彼等と 闘 係な く 超然 

勤王 運動 は 獨り肥 後 のみでな く 九州 諸 藩に 1 つ 


五 五 四 

して 一 日 も 早く 藩 論 を 決し 他 藩に 後れ をと 

ゐ る 內、 三 月 二十 三日に 島 津久光 は 精兵 五 百 

は 之 を 見て 焦りに 焦つ て ゐる折 柄、 歸 藩した 

いこと が吿 げら れ、 次 いで 伏 見 寺 田 屋の變 が 

事が 分 り、 是 迄 薩藩を 過信して 上書したり 上 

らぬ 破目に 陷 り、 同 志 間の 企圖は 熟しながら 

て 公武 周旋に 關 する 內觔を 細川慶 順に 傅へ 

志 は 其の 運動 をー冉 した。 其の 內に藩 重役 

れ などした が、 十月 慶 順が 更に 下された る內 

上京せ しむる ことにな り て、 勤 王 同志の 曰疋 迄 

活動に よりて 各藩の 勤王 黨 から 疎外され て 

になす に 至った。 

て 互に 尊王攘夷 を唱へ てゐた 人達に よって 

として 沼 山 津の草 廬に滯 在して ゐた。 但し 

て 行 はれて ゐ て、 動 も すれば 天下に 一 變動を 


諸 生に 托して 

嘗を越 藩に 送 

る 


春禱 より 小 楠 

へ の 書翰 


將來 する や も 測りが たい 情勢が あるので 北 ハの經 過に つきて は 小櫥も 細心の 注意 を 怠らな か 

つた。 勤王 同志の 運動 のハ I： 劇 烈 になり 行く を 見た 小 楠 は 昨年 十二月から 本年 一 月に 掛けて 

長 崎 方面な どから 沼 山？ lii: に歸 塾して ゐた福 井 藩の 諸 生を歸 藩せ し め、 九 州の 情勢 を 同藩 政 0 

に 陳述せ しめる 事に したので 彼等 は 皆 四月 上旬 熊 本 を 立って 歸 國の途 につ いた。 小 楠 は. 此 

の 便に 托して 九州 勤王 運動の 耿況ゃ 自己の 所 懷等を 認めた る 書面 を 越 前に 送った。 遺稿 篇 

(「逮 白」 乙、 二) に 載せた 越 侯 身上の 處 澄. 立 1： の 地 を 述べた る 越 藩主 へ の S 害 も 恐らく は 此の 

時 送られた こと. -思 ふ。 此の 書 特に 其の 最後の 數行は 讀む者 をして 自ら 襟 を 正さし むる も 

のが ある。 

越 藩 諸 生の 持歸 つた 小 楠の 書面 は 、江 戶に轉 送され たが、 春嶽は 藩主と 倶に 之を讀 みて 大ぃ 

に 喜び、 五 H  二十 七 曰 付に て 左の 書簡 を 小 楠に 寄せた。 

寸格陳 啓 梅 天 ibiM 之處、 先以 柳營淸 安， 隨て 先生 起居 萬 安： Ji; 賀々 々 、 次 小生 無異 消光、 就中 先般 は 御 許， 

其 後 參謀之 降 命、 資に 不二 存寄， 傣 にて 難 レ.； ^は 勿論 一 喜 一 懼 無二 他事-候。 右 御 吹 聽中述 度、 心緒 讓 n 別 白 1 候。 

草々 不{ 且。 

a  H 廿 七日  春嶽 

. 小 楠 堂 先生 

函 丈 

横 井 小 楠 上卷 傳記篇  五 五 五 
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二 白 隨時 自玉 萬 祈、 小生 日々 登營、 退散 も 黄昏に 至. S. 候。 彼是 紛見、 尙期 二重 信， 候 也。 

卷嶽 は萬延 元年 九月 四日の 愼免 にて は 「在所へ 罷越候 俄 は 難-相 成 一旦 又 親族 其 外面 會 又は 

文書 往復 之 儀 は 遠慮 致し 候 様」 と條 件が 附 いて ゐ たが、 文 久ニ年 四月 二十 五日に 至り 「先年 

御 不興 之 筋 は 悉皆 御宥許 被， 遊 候 問、 以 後 都て 平 常 之 通 可， 一 相 心 得 一 候 」 とて 自由の 身と なり、 更に 

五月七日に は 召に よりて 登營 して 將 軍に 謁し 「以來 l-ffl 筋 有， 之 候 問 折々 登城 可レ致 33 」 命 ぜ 

られ たので 右 書簡 は卽ち 其の 吹 聽 だが、 之に は 左記 「別 啓」 が 添うて ゐる。 

別 白 彌.. 御淸勝 珍重 存候。 陳ば 九州 筋 彼是 騷 動に 付て は實に 天下 之 安危に 致 ニ關係 1 不二 容多譯 に 付 貴地に 罷 

在 候 松 平 源 太郞初 被， 1 差 返 f 先生 高 慮 之 御 書付 幷事 欽國許 家老に 相 達、 幸 出府 之 序 も 街 レ之千 本彌三 郞當地 へ 

I 能 出、 段々 之 譯柄並 高 慮 之 一 封 卽本月 朔越前 守 同座に て 承レ之 候。 不二 相替， 御懇 屬 之 债は. S. 迄 も 無 レ之感 荷 之 

至存 候。 然る 所 今般 參謀之 降 命に 就て は猶： 史之 摘に て、 何分 乍 レ不レ 及 心配 仕 公武 御 一 致 相 成 候 様に との 至 

願に 御」 M 候。 其 上 兼、 て 昨年来 高 諭 も 有 レ之候 天理 公共 之 道 を以御 相談 巾 上、 天聽に 被レ爲 レ^ 候て {4 敷 事共 は 

可レ成 丈け 於，， 慕椅， 御 隨ひ被 レ遊御 尊 奉 筋 相 立 候 様此節 尊ら 配慮 周旋 仕 居候。 別て 先般 被 二 仰 上， 候 趣も^ レ之 

猶更 心得に 相成恭 次第 存候。 此上 とも 御 心 付 之 懷御敎 示 千 祈 萬禱， 退散 日 々黄昏に 相 成 爾後 披兑 書付 等 有レ之 

^多事に 御 趣 候。 娄 細は駔 負より 可 U ゆ 入， 候 故 草々 巾 縮 候。 書 は 不レ寵 J 一一  II、 不備。 

五月 廿 七日  春嶽 

小 楠 先生 


函 丈 


in によると、 小 楠 は 昨年 出府の 時分から 卷 嶽に對 して 公武 一 和に つ き、 こ と に 慕 府は宣 しく 

朝 モー を 尊 崇 すべき を 進 言 して ゐ たものと 見える。 春嶽も 尊皇に つきて 特に 心 を 用 ひて ゐた 

.  こと は 始めて 將 軍に 謁見し 政務 參與を 命ぜられた 翌五 n 八日に 

例刻 平服 登城す べしとの 命に よって 登城し、 將 軍に 謁見して 稷々 

進 言 した 際に 公武 一 和. 將 軍 上洛の 件に つきて は 「公武 之 御 一 和 

は 御 眞實に 御崇奉 被， 遊 候 御 誠心より 御感 通に て 御 一 和 相 成 可， 巾、 

歙慮之 御 安 著と 不， 然 と は 日本の 治 否に 拘り 候義と 奉：， 存 候」 を始 

めと し て、 誠 意 を 以て 天朝 を 尊 崇 すべく 只 徒に 形迹 のみ を 以てし 

て は 決して 公武 合體の 赏を舉 ぐる こと 能 はざる 所以 を ST 述 し て 

ゐ るの を 見ても 分る。 

なほ 横 井 (時靖 家に 卷嶽 自攀の 「懷を 小 楠 堂 先生に 寄す」 なる 左 

  の 詩が 藏 せられて ゐる。 

千里 分 襟の 後、 起 居 勝 常な りゃ不 や、 雁 を 財て 火 鎗を放 ち、 魚 を 打ちて 扁舟 を 弄 す、 朝 昏 高 錄 を 

領 して、 萬 事 樂悠々 、鏡 を 開きて 夫子に 對し、 遐に 四時 樓を慕 ふ、 暮雲 泰樹 と、 一 曰 三 歲の愁 、今ハ 牛 

！ I？； 駕を勞 し て、 偏 に 願 ふ 我が 州に 到らん を、 遊 嫗恩令 を 蒙 り、 兒 と 北 遊 せんと 欲 す、 函 丈淸！ t^i を 
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第 十三 聿 鄉夢 果して 閒 なりし か  五 五八 

聽 き て、 或 は 明月の 秋に 酌まん。 

右 は春嶽 が文久 元年 江戸で 小 楠に 別れて 後 小 楠が 歸國 して 沼山津 にて 或は 獵し 或は 漁し 

てゐる 間に 寄せた る ものた る ことに は 間違ない が、 「今年 君 勞レ駕 、偏 願 到-我 州 一」 の ニ甸を 見る 

と 文 久ニハ ヰに なって からで、 しかも 「游嫗 蒙， 一 恩 令； 欲，， 與兒北 遊 一」 の兩 句に よると 同年 四 m:  二十 

五日に 舂 嶽の愼 全く 免され て 歸藩も 自由に 出来る やうに なって からの 作らし いから、 事に よ 

つたら 上記 五月 二十 七日 付： の 書面と 同時に 小 楠に 贈った もの かと も 思 はれる。 春嶽； A 文久 

元ハ牛 八月 小 楠に 別れ 其の 翌月 小 楠に 與 へたる 書狀 中に 小 楠と 分袂 後 寂しく 「日々 寫眞鏡 を 

開き 接顏の 心地 云々」 と あるが (本篇 五三九 頁) 右 詩 中に も 「開 對， 一夫 子 ー遐 leg, 一四 時摟 一」 と あり 

ていつ もながら 小 楠 思慕の 情 切なる ものが ある。   


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應ヒて 

I 急遽 上途 轉 じて 江戸に 向 ふ  . . 

d 楠の 榜示犯 禁に對 する 處 分が 前記の 如くに 決って 見る と、 そ れは； nl^ 早 福 牛 藩よりの 卜； s« 

招聘 を斷る 程の 理由に はならぬ の で、 肥 後 藩政廳 より 此の 事が 江戸 詰 重役に 報ぜられ、 隨 つて 

又輻井 藩の 方に も 傅 へられた。 福 井 藩で は 小 楠の 來福を 一 日 も 早くと 熱望して 小 楠 出迎の 

岡迎 へに 來 命 を 受けた 三 岡 石 五郎 は 旣に長 崎への 出張 を 兼ねて 四月 二十日に 福 井を發 して 五月に は來 

熊した。 肥 後 藩政廳 でも 今 は 捨て置く 譯に 行かす、 五月 二十 三日 附 にて 奉行所より 小 楠の 組 

頭た る 松野龜 右衛門に 左の通り 達せられた。 

其方 組 横 井 平 四 郞儀松 平 越 前 守 様より 御 頼談之 筋有レ 之、 用意 濟 次第 顧 井 表へ 被， 差 越， 候條、 此段 可， 被レ達 

候。 以上。 

發熊 -隨 行者 右の 通達 を 受けた 小 楠は翌 六月の 十日 前後に 熊 城 を出發 した。 頃 は 恰も 九州 勤王 派の 面 

々が 島津久 光に かけた 今までの 希望が 裹 切られて 其の 討 慕 計畫に 一頓 挫を來 して ゐた 時で 

横 井 小 楠 上 卷傳； ..^L 


第 十 1： 章 ra: たび 福 井 藩の 招聘に 應 じて  丑 六 〇 

あった。 今回の 隨行は 右三 岡の 外 に 甥 大于門 生內藤 泰吉. 若 黨廣田 熊. 僕 淺吉、 其 の 外 沼 山 律 

の 百姓 只 助 及び 淸九郞 で、 此の 一 行が 六月 二十 七 曰に 淀川 を 溯った こと だけ は 分って ゐ て、 小 

缩は 「壞川 舟 中」 と 題して、 

生 5^ セを 占め 辱て 沼 山に あ り、 漁 樵 日々 一 身 閑な り き、 閑 身老 去りて 更に 多 事、 瀵 水の 舟 中 九た 

び 往還す。 

なる 七絕を 口占して ゐる が、 其 の 他の 狀況 にっきて は 何等 記錄を 見出し 得ぬ。 然るに 一行が 

敦賀の 七 里ば かり 手前の 疋田驛 まで 到る と、 思 掛け もな く舂嶽 より の 急使が 早馬に て驅 付け 

直ちに. 江戸に 来る やうとの 直 書 を 小 楠に 渡した ので、 小 楠 は此處 から 轉 じて 江 戶に 急行 し、 三 

岡. 大 平. 內 藤 等 は 之と 別れて 蝠 井に 向った。 春 嶽が斯 くも 火急に 小 楠 を 江戸に 招いた の は 何 

の爲 であった か。 

此の 時 江戸の 形勢 は 勑使大 原 重 德. 差 副 島津久 光— 五月 二十 二日 京都 を發し 六月 七日 着府 

した— を迎 へて 正に 暗澹たる ものが あった。 此の： S 使 差遣の 經緯 について は 多分に 薩 藩に 

關 係が ある。 と 云 ふの は、 前 の薩 藩主 齊彬は 夙に 公武 合體の 意見 を 抱 持 し、 當 時の 老中 阿部 伊 

勢 守と 懇親 を 結び 水 戶齊昭 を 以て 慕 政 を總攬 せしめ 一 橋慶 喜を將 軍家定 の繼嗣 となすべき 

を 主張して 春 嶽とカ を 協 はせ て 周旋 識 力し つ i あつたが、 阿部 死して 掘 田. 井伊が 相繽 いて 閣 

務に當 るに 及びて 繼 嗣. 內 政の？ S 問題の 處澄 意に 滿 たす 心中 平 かならざる もの ある 內、 安 政 五 
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じ- 
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し、 尊 
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知し 
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，久世 


藩せ る西鄕 隆盛 

を 率ゐて 上洛し 

促進し 公武 一 致 

翌 七月 病 を 以て 

初 一 門 島 津忠公 

を 遣囑し 其 の 子 

茂久 (後、 忠 き と 稱 

を 繼ぎ國 家の 爲 

ない ので 窃かに 

王の 志士 等 亦 謀 

つたの は旣 記の 

た 久光は 四月 十 


から 委細の 事情 を聽 取す る や 形勢の 鞸變を 

て 禁闕を 守護し 狐疑の 諸侯 をして 向 5:" を 決 

の 赏を擧 げん ものと 先 づ西鄕 をして 京 都. 江 

不幸 中道に 驚れ た。 

の養嗣 となり 大隅國 重 富を領 して ゐた が、 齊 

又 次郎に 家督 を相續 せし むべき を 以てした 

し、 久光は 文 久元ハ 牛 養家 を 去 つ て 宗家に 復し 

に カを盡 くし 公武 一 致に 周旋 せんとの 意が 

其の 璣を 窺 つて ゐる 內、 文. 久元 年長 藩士 長 井 

議 する 所 ある を 聞 き、 時 勢 默視し 難しと て 同 

通 り で ある。 其の 途中に 於て 志士 等が 大 膽 

六日 入京す る や 意見書 を 上った。 其の 大意 

政 を 改革 さ せ、 尊 融法親 王. 近 衞. 廳 司 諸 卿の 幽閉 を 解 き、 更 に 义 

た 上に て、 近衞忠 熙を關 白、 慶 永を大 老、 慶 喜 を將 軍の 後見 職と 

閣老を 早々 上洛せ しむべき だな どであった。 

天皇 は久 光の 上書 を 嘉納され て 彼に 浪士 等の 取締 を 命ぜられた。 久 光は此 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五六 二 

• 爲 にかの 伏 見 寺 田 屋騷動 を も 惹起した が、 彼が 輦 下の 鎭 撫に當 る 間に 朝廷に 於て は久 世閣老 

り 上京 を 促した。 堀 田 や 間 部の 失敗した 前例 を 見て ゐる久 世 は 言 を 左右に して 容易に 上京 

勤 使 東 下 しょうと しないので、 朝廷で は 勅使 を 以て 幕府に 厳命 を 下さる \ ことにな つた、 其の 事 は 五月 

二十 二日 久 光が 在 藩の 當主茂 久に與 へた 書中の 左の 一 節 にても 分る。 

然者 拙者 儀 勒使大 原 左 衞門督 殿 同道 關東 下向 之 勅命 を 蒙り 今日 京師 致- 發 足-候。 乍， 憚 御 安 慮 可 レ被レ 下 候。 

4.^1^ 上京 遲々 に 相 及 候に 付 勒使被 n 差 下 二 橋. 越 前任 職 之 被 n 仰 下-度^、 先日 書取 を 以議奏 衆え 差 出 

候 處御取 用 相 成、 右 之 次第に 相 運び 巾 候。 

なほ 右に よれば 勅使 下向 は久 光の 發案 建議で あつたと 見るべく、 叉 彼が 勒 使の 差 副と なつ 

て 東 下した 譯も 首肯 せられる。 

曰 で より 先 幕府で は 京都の 意見の ある 所 を 察し もす る し、 又 戊 午 以來處 分の 人達 をナ. ^せよ 

春嶽 等の 赦免 との 命 も あり もした の で、 勅使の 着府 前の 四月 二十 五日 附を 以て 慶 勝. 慶喜. 卷嶽 等に 對し 赦免 

. の. 渡 をした。 特に 春 嶽に對 して は 同月 七日 を 以て 「御用 筋 あれば 折々 登城すべし」 とて 

政務に 參與 すべき を 命じた こと は旣 記の 通りで ある。 

「三 事^」  さて 勅使の ド向 によって 幕府に 命ぜられ たの は 世に 所謂. 「三 事 策」 として 知られて ゐて、 

卽ち 第一 は 將軍は 大小 名 を 率ゐて 上洛し 國家を 治め 夷 戎を攘 ふを議 すべし、 第二 は豐 太閤の 

故： 、により 沿海の 大藩 五. 國 K に 伊達、 西に 岛 津、 南 に. W 內、 北に 前 S 、中 國に乇 利) をして 五大 老を稱 


春 嶽*慶 喜の 

登庸に 難色 あ 


せしめ 國 政を詻 決し、 夷戎 防禦の 處置 をな さしむ ベ し、 第 三 は 一 橋 刑 部 卿 をして 將 軍を拨 け、 越 

前前 中將を 大老 職に 任じ 幕府 內 外の 政 を 輔佐せ しむべし である。 此の 第一 策 は. 4^ 藩、 1  一 m 

は 朝 紳、 第 三 策は薩 藩の 主張であった が、 當 時 の 輿 論 は 第三 策 を 主と し慶 喜 及び 嶽の 登 ffi は 

標的 を 漸く 

の 意で あ つ 

れてゐ 


安政 戊 午に 於け る 所謂 正義 派の 運動 

此の 三者の 一 を 選びて 行 はし めんと 

る 第三 策の み を 慕 府に 命じた とも 傳 

談判の 主要 問題と したら しい。 

然るに 慶喜 及び 赛嶽の 登 ^ も すら 

た。 蓋 し 慶 喜 の 後見 職 任命 は 慕 府 の 

は 政務 參 與を 命じ た に拘ら す、 慶 喜 に 

是 より 先 五月 九日に 慕 府 では 將 軍が 

のも麼 喜の 後見 職 任命に 對 する 勒ヒ S 

老 及び 諸 有司 中に 慶喜を 忌憚す る 人 

戶を 忌憚して ゐる上 に、 繼 嗣 問題に 於 

あ り、 若 し慶 喜が 後見に て權 威が つけ 

(薩藩 を 指す か) より 奏聞して 將 軍に 据 


へ ら 

好 ま 

は 何 

十七 

を 拒 

の 多 

て は 

ば 管 

ま る 


實現 する ものと し、 又 朝廷に て は 幕府 をして 

た。 ー說 には大 原^ 使 は右薩 藩の 主 張で あ 

る 位に 彼 は 第三 策 を 甲に 振 して それ を 


と 運ばない で、 其の 實現 する 迄 

ぬ 所で あ つ て、 旣， に 彼等が 謹愼 

の 沙汰 も 無かった の を 兒ても 

歳に 達した 故 を 以て 田 安大納 

む爲の 防鎮 策で あつたと も 云 

いのに は 種々 の 事情が あらう 

現將 軍と 慶 喜と は 競 ゆ 者の 立 

に將 軍の 威勢が それだけ 輕く 

やうな ことが 起る や もしれ ぬ 


に は迁餘 曲折が あつ 

を 解かる， -ゃ 莽嶽に 

之 を 首肯され る。 又 

言 の後兑 職 を 免じた 

はれて ゐる。 かく^ 

が、 彼等 は齊昭 以來水 

場に m むかれた 關係 も 

なる のみなら す 外 藩 

と の 疑惯 の 念な ども 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五六 四 

てゐ た。 

春嶽 につ いても 幕府 は旣に 政務 參與を 命じて あるから 其の上 大老と 稱す るに は 及ば 

の 言 分が あり— その 實 大老 職の 實權迄 を 彼に 與へ る 腹はなかった とも 云 はれて ゐる 

面 福 井 藩で も 大老 は 譜代の 勤 場 で、 家 門た る當 家が 之に 奉職す るの は 決して 名 譽で無 

そこ で勒使 側で は必 すし も 名目に 捉 はれ す、 慶 喜 を 將 

も、 後 見 職 又は 大老 職の 實權 を與 へ るなら ば 不可なら 

遂に 老中 等 も 舂嶽の 政事 總裁職 を 認めた が、 慶 喜の 後 

た。 

の は 何時の 事 か 分らぬ ので： i 使 も 薩藩も 極度に 憤激 

屋敷に 大原勑 使を訪 うた 時、 大 久 保巿藏 等の 薩 藩士 は 

るに 於て は 所謂 直接行動に 及ばん と覺悟 し、 其 の 皆 を 

十九 日に は 大原は 決死の 覺悟 にて 登城した。 それ 等 

喜 を 後見 職に 任命す るに 決して 七月， 一 日將軍 は慶喜 

し た。 

回 復 の 論 を 立 て、 且 つ-. i 命 を 奉じて 慶喜を 登 庸 すべき 

が 不平で、 老中 等が 彼の 政事 総裁 職 を 認めた 日に は 皮 


名目 論からの 反對も 多かった。 

弼 とし 春嶽を 政事 總裁 職と する 

寄った の で、 六 月 十八 日に 至って 

對 して は尙應 する の 色が なか つ 

る 有様で は 幕府が！ i 命 を 奉す る 

二十 六日 板 倉. 脇 坂 兩閣老 が傳奏 

在りて 萬 一 兩 閣老勒 3^1 を 奉ぜ ざ 

り閣老 にも 通じて 威嚇 し、 同 月 一 一 

運動が 効 を 奏した と 見え 漸く 慶 

嶽 登庸の 匕！ n を 正式に； S 使に 奉答 

に恭 嶽は是 より 先 政治 刷新. 慕 威 


を 老中に 勸吿 したる も 用 ひられな い の 


狼^して 

も 頑と し 

卷嶽 總 裁 職 就 參 與の辭 

任の 內 命に 應 

ぜず  せざる の 

喜 は 親書 

決せざる 

で 切 ^一目 し 

卜 有 、、ゝ 

刁 2^ 力 

る 情勢 の 

い て は 彼 

事 ^ 力 

そぎ 彼 

めた こ 


肉 に も 前 に 命 ぜ ら れ た 政 務 ^1^^ 與 を 辭 退 し よ 

目 付 大久保 越 中 守 忠直等 を 遣 は 

應 ぜ す、 六 月 二十 三日に は 遂に 辭 

だけ は 島 津久光 等の 勸吿ゃ 懇請 

か、 政事 總裁職 就任の 內 命に 對し 

以て 其の 不可 を 論じて 切に 就職 

於て は勑 使の 任 を 空しう する も 


更 

と 


大 

た 一 

中 

乎 

て 


う 

の 


との 意 を 決して 

て 彼に 說 かしめ- 

の 內 願を提 出 す 

よって やっと 意 

も 之 を 承諾し な 

勸吿 し、 大原： g 使 

なれば 病床に 推 


急 

七、 


登 營 し 

，又 連署 

るに 至 

を 翻し 

かった- 

も 亦 直 

参し て 


記の 如く 福 井へ の 途中 赛嶽 より 

であった。 濃に 春嶽が 四た び 小 楠 

諮問す る 事件 も 多 々 あ る ベ く、 確 乎 

變 つたので、 小 楠の 意見に 依って 右 

び 寄せた のであった。 中 根雪 江 は 

つ き、 

此 邸議 未決の 條も小 楠 先生 を 待て 御 進退 共に 御 決着 之 事に 相 成有レ 之な 

と 書いて ゐる。 

横 井 小 摘上卷 傳記篇 


使に 接し 轉じ 

招聘し ようと 

る 助 言 者 を 要 

如く 切迫 せ る 

の 著 『 禅 夢 記 


て 江 

し た 

し た 

自 身 

事 』 


戶 

力 

こ 


り- 


な 

た 

〕 

書 

SIP 

進 


い。 

て 其 

た。 

が尙 

そ れ 

を 以 

論に 

向 つ 

政務 

で あ 

退 を 

0 を 


老中 等 

の 登城 

る に 

と ^ 

は 困 

「就 


然 

及 


た 

江 


の は 

與と 

た ら 

せ ん 

戶 に 


は大 い に 

を 促せ ど 

此の 政務 

し て 登 0 

るので 慶 

職 の こ と 

し」 とま 

正に か. - 

なる につ 

う が、 今 や 

が爲 にい 

急行せ し 


五六 五 


第 十 SI 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五六 六 

11 春嶽 愈.^ 總裁 職に 

小 楠 一  15 府、 春 疋田驛 より 早 打で 夜に 日を繼 ぎて 東行した 小 楠 はヒ月 六日 黃昏靈 岸 島の 越 藩邸に 着いた。 

嶽に 就任 を勸 

吿  此の 日赛嶽 はな ほ 病 來に引 籠って ゐ たが 手 を 取らん ばかりに 喜び 迎 へて 長途の 勞を犒 つた。 

翌 七日 卷嶽は 小 楠 を 召し 家老 等 も 指 加 へ是 迄の 委曲 を 語って 其の 意見 を 求めた。 本 來卷嶽 

の 持論 は 架 ぼ 遵奉に ありて 幕府 尊王の 誠 意. 弊 政 改革の 盛跡赫 然として 事業に 顯れ すて は 天 

朝の 疑惑 は 申す に 及ばす： 大下 人心の 不平 は釋 けぬ か ら、 何 よりも 先 づ將軍 上洛し 朝廷に 是迄 

の 不都合 を 謝する と俱に 將來の 幕政 を 陳述し】 の 公武 一 和 を 計る のが 急務で あると 云 ふに 

あった が、 因 循姑息 な 老中で は 事が 運ばぬ ので 總裁職 就任 を 肯んぜ なかった ので ある。 小 楠 

は 卷嶽の 進退に つきて 「是程 迄 切迫の 御 場合に 相 運び 候へ ば、 兼 て 御 評議 之 通り 御 屮：： 勤に て 

幕府の 私 を 被 ，拾 是迄之 御 非 政 を 被， 改 候 様 御 十分に 被， 仰 立： 其 御 論 之 通 塞に より 御 進退 を 御^ 

■ に 相 成 可， 然 」 と 一し 進めた ので、 春嶽も 成程と 之に 從 うた。 

小 楠、 中 根と 卷嶽 はいよ， く總裁 職の 任命 を 奉すべく 決心した ので、 翌八 曰の 朝 小 楠 は 側 川 人中 根輒負 

俱に大 久保越 

中 守 を訪ふ と 俱に大 久保越 中 守を訪 うた。 これ は 明 九 日 愈.^ 卷 嶽が 登營し 其の 意見 を 述べ るに 就きて 豫 

め 諒解 させて 澄く 必要が あった からだ が、 談 は 時事問題に 移った。 そして 小 楠 は大久 保に 諸 


參観 交代制 度 

にっき 大久保 

を說服 


侯の 参覲を 改めて 之 

の 三 策 を 建言し て 見 

德川 中世 以来 武家 

なる 原因 は 諸侯の 參 

の 翁 乏を救 ひ 阈カを 

併し 參覲 交代制 度 

問題と なされて ゐた 

-;^ としょう としたが • 

諸侯の 石 高 百 分の 一 

張り 反對が 多くて 

云 はる ， ^彼に して 尙 

唯 春 嶽が嘉 永 六 年と 

して 幕府に 進 言 し は 

rai^ せ る 哉 大久保 越 

見て取った 小 楠 は 「 

か 」 と 言 ひ 放った。 

横 井 小 楠上卷 


を述 職に 代へ、 北 ハの窒 家を國 元に 歸 らし め， 且 つ 諸侯の 固 場 を 免すべし と 


た。 

の 困窮. 諸 國の疲 弊 は 益， 深 刻と なりて 識者の 

親と 在府 との 爲に 財帑の 大半 を 費す にあつ 

養 ふ 事 は內外 多事の 時局に 處 する 第一 の 急 

は 諸侯 統御の 大綱で あつ て、 そ れを 改める の 

リ 八 代 將軍吉 宗は享 保 七 年旣に 之に 着目し 

_ 反對說 の爲に 結局 從來の 一 年 在 府.； 年在國 

を稅 米と して 徵 する 事に した。 吉宗は 之 を 

施 後 十 年に して 早く も 舊に復 せざる を 得な 

且つ この 如くで あつたか ら、 其 の 後 此の 問題 

安政 元年と の兩 度、 薩 藩主 島津齊 彬. 宇 和 島 藩 

したが 何れも 納 れられ なかった。 

中 守 も 小 楠の 建 言 に對 して 頑として 之に 應 

若し 諸侯が 勝手に 妻子 を 國に歸 さば に 

蓋し 當時慕 威の 失墜 は 益.、 甚だしく、 萬 一 諸侯 

傳記篇 


憂 ふる 所であった が、 北ハ の 主 

た の でビ れを 改革して 大名 

務 であった。 

は 幕府の 基礎 を搖 がす 重大 

て 五年乂 は三ハ 牛に 一 回の 出 

を 半年 在府ニ ハ牛 半在國 とし、 

永 制と する 考 であった が 矢. 

かった。 德 川中與 の 英主 と 

に 手 を 着ける 者 は 殆ど 無く、 

主 伊達 宗 城が 其の後 之に 關 

する 色が 無かった。 それ を 

之 を 止める 力が るか どう 

が 反抗しても それ を 制裁す 

五六 七 
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る だけの 實カを 最早 有して ゐ ない。 殊に 今や 海外よりの 脅威に 對 して 全 國 一致して 起つ ベ 

き 時、 諸 藩 は旣に 疲弊して 到底 其の 任に 堪 へない。 されば こそ 癸丑 申 寅 以来の 動 播をも 見る 

ので 、本来 幕府の 基礎 を 堅固に する 爲の 制度 は 今 は 却って 仇を爲 しつ" あるのに 、幕府の 當路 

は 一向 時運に 處 する の途を 講じない。 此の 小 楠の 一 言 は 痛く 幕府の 急所 を衝 いた。 流石に 

i 中 守 は 頑冥 者 流の 多い 幕吏 中で は 最も 進歩した 人物であった ぐけ に、 翻 然として 其の 非 を 

I つた。 加 之 小 楠 は 全然 參覲 制度 を廢止 すれば 自ら 餘弊を 生す る 恐 も ある が、 之 を述 職に 代 

の 威力 も 諸侯に 貰 徹する 事と なり 始めて 天下 大 治の 赏も擧 るで あらう との 

で、 大久保 も 其の 穏健な 議論に は 殊の外 感服した。 

城 の、 云 は i.- 豫跪邋 動と もい ふべき 會見は 好都合で あつたので 卷嶽は 九日 五 

に 登城した が、 御 座の 問で 「叙 慮 を 以て 仰 遣 はされ たるに より 政事 總裁職 を 

台 命 を 蒙った。 それから 御用 部屋 (幕府の 內閣) に 入りた る _ ^嶽は 老中と 談合 

それにつ きて 中 根雪、 江の 『再 夢紀 事』 に は 左の 如く ある。 

春： ま、 老中と 閣老衆 御 揃の 上に て、 御 奉職に 付て は 御 見込 通り 被 一一 仰 立 一之 御 次第 も 御聽聞 被レ成 度と の 儀に 付、 御 申 

會見 

述の 御大 意 は、 

御 不才に て 御大 任に 御堪へ 難， 被， 成 儀 は 先達てより IT 被：！ 仰 立 一 候 通の 御 次第 候 得 共、 段 々 不， 被レ爲 ぃ得レ 

止 事 御 m びに て 今 曰と 相 成、 已に 被， 及 一一 御 請 一 候 上 は 是迄御 老中 方に て 御 取扱に 相 成 候 上 を 彼是と 


へ るなら ば 幕府 

意見で あつたの 

かくて 卷嶽登 

f ま 登城、 政 ッ半 時 (午 前 九 時) 

事 總裁職 を 命 

ぜらる  付く る」 との 

.  する 所あった。 j 


春嶽 の縫綸 


幕府の 不武衰 

態 暴露 


秘密 主義の 弊 


御 相談 相 

天下 安危 

事に 候 Q 

御 非 政 

家 


(gl 坂 安宅) 

中 甞 


し に 

任 1 安 

其 不 

類 例 

御 取 

藩 の 

り i 

議 に 


に 

り 


夕 

衆 

.密 

昇 


成 

改 


の 

衰 

、御 


に 被 

り 遂 

顯 は 


人 心 


^ と 

る を 

め ら 

私 幷 

之 儀 

交 際 

り し 

程 の 

下 の 

凝 し 

て 夫 

表發 


事替り 

-P レ. HT  ^ 

，天 下 と 

政と し 

(#; 康)』 


天 

成 置 一 候 

に 釵盧迄 も 

れ 候に 付 

不， 穏 は 畢竟 


ら け 

下 の 

見 に 

下 一 

心 致 

々 天 

付 て 

處 は 

故 如 


し 

び 


、御 

は 


老 中 


に 

來 

な 


の 御 


來 

爲 


何 相 


方 

々 

し 


下 問 

成 候 

不レ 被， 爲， 安、 種 


の 御上 ま 

勅 命 之 

下の 烕權 

を 治めら 

き は 何等 

を 被&レ 繼 

慕 中の 御 

心 を 生ぜ 

アメリカ 


を、 應 接 を 

打明けの 

存 込候處 

は 御 採用 

と は 乍レ 申 

かと 爽狄 


も 御 

も 有 

,艮 よ 

簾 に 

代 々 

薄 な 

よ り 

渡 來 

秘 事 

に 一 

及 二 建 

申 廉 

て 御 

獗 の 


受 

レ之、 德 

て 德 

り 外 

可レ 有し 

天 下 

る M 

天 下 

發 端 

に 屬 

つ も 


被& 

天 下 

家 の 

有レ之 

被レ承 

威 0 

へ 透 


ド！? 

さ 


半 

民 


て、 此 件 は 

御 所 置 通 

之、 和 戰 の 

議ー候 得 共、 是 も 表 

も 不-; 相 S 其 末 の 

屈辱 勝に 相 見 へ 

外 を 認て人 心 

々御沙汰 も 被， せプ在 候 を爾々 御遒奉 も 無レ之 

の 筋に 相赏 り、 愛 國 義勇の 士 心に 拂 一お を 抱 


で は 不ュ相 

致 1 一安 堵 1 樣 

に歸せ 、り 

と 申！ 5^ 霞 

纏 に 

異 論 

数 百 

て 赏 

來 に 

皆悉 

は 諸 

諸 M 

所 置 

後 ：？」 


れ 


^ 御 


成 1 候 0 夫に けて は 

に 無レ之 て は 不，： 相 適, 

たる 御 私 を 被， 棄- 

に 

答 ありし 

太平 を械 

下 を慕府 


ネ 0 


之 

の 

、Jr 

夕 


を 


れ 候 


御垂 問に 

御 義理 合 

府 御 一 己 

も 外！： 關 係の 


私 

C 


、其 

更に 安着せ ず、 與 論 
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朝 旨御輕 蔑の 筋に 相赏 り、 愛 國 義勇の 士 心に 拂 一お を 抱 き、 名 

日本 入 Hi 國へ關 係の 大事 を 幕府 一已 之 御 裁決に 相 成、 朝廷 

五六 九 


/ 

ゾ 

を 


愈 

天 


下 


、り れ 

爲！： "付 

こ c> 

以 後 

に て 

各阁 

ト 通 

〈や E 

は 殊 

次 笫 

親 睦 

說 起 

の 僚 
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兆 を 

無レ之 

萆莽 


し 

中 書 

れ し 

地 よ 

を 

no 


忽 

發 


と 

法 


愚 蒙と し 幕府 閣 

哉。 此 等の！！ 愤 

を 斬戮せ ら る 。 


至 る 

悔 ひ 

き に 

も 左 

ぞ 0 

手 を 

方 法 

む る 

と あ 

は ： 火 

を 改 

安 著 

の 0 

所 は 


が 如き は 

過ち を 謝 

相成處 C 

樣に 御明 

(板 翁 勝靜〕 

下 し 可レ 申 

も f レ之 唯 

の 外に 出 

れば 幕府 

下と 幕府 

候 得ば 忽 

可レ致 候。 

敗 を 歎き 

舊染の 私 


老諸有 

を lis 行 

たと ひ 

府 の 

ら る 


有レ 之 

天 下 

の 不 

下 の 

〕 譬 

御 爲 

の 押 

在 廷 

卒 し 

に 外 


司 而 

の 上 

天 下 

政 に 

の 政 


へ 

夕 

ひ 


0 臣 


ら ず 


已 大賢に 

に發 する 

の 爲 に 忠 

は ぐ 乙 

治な くし 


し て 

者 あ 

な り 

) 是 

て は 


に 

り ( 

に 


何 と 可 一一 中 陳ー樣 

る と 

に、 

む る 


天下 を^ 

r きき 

_ 公 御 答 


隨 ひて 治 

の 如き も 

しからぬ 

て则 公私 

も 同 像に 

乍レ撣 各 方 

せんとの 

候 故 天下 


事 も 

の t> 

て 、輿 

を 初 

忠 .M 

の 人 


大 

廷 

ひ 


智 ある 如 

ぱ 忽慕府 

も 幕府の 

の緣 故に 

下の 人心 

無レ 之、 如 

道理 は 開 


に て 、天 

へ 御 伺 

は 改め 

の {且 し 

己の 私 

る 至情 

に は 背. 


五 七 〇 

き 形勢なる 故に て、 是 則 幕府の 私に は 

の 勢力 を恣 にして 上 三 公を黜 辱し 下 

爲に 不便 - ザ- なれば 罪 極 踵 を 廻 ら- さ ず 

よつ て 今日の 危急に 迫り 候 事 候 得ば 

服從 致し 難き 譯候 と、 E 細を盡 して 御 

樣私 非を改 瓦の 外 は 無, 之 と 首肯せ ら 

へ 候 得 ど、 之 を 事樂に 施す 時 は れの 

の 見て 私と する 所 を 去り 非と する 所 

難易 共に 公然たる 御所 置に 相 成、 天 下 

は 御 取り 棄に 可， 一 相 成 一 候。 近く 申せば 

今 rw 相對の 〔 せ 論 にても 一 方. H 反して 

所に 御從 ひと 申 事に 相 成 候へば 人心 

可 レ有レ 之 樣 も 無レ 之、 只 管 御烕櫂 S 衰 へ 御 

毫も 間然 無， 之 候 得 共、 其 愦 之 事 業 に 

いたし 候。 幕府へ 奉ずる 忠信の 爲に 


せ て 幕府 を 維持す る 念盧は 

の 私な きものに して 天下の 

下 を 相手 どり て 治ん とする 

と 倐现を 推て 御 辯 解に 及ばれ 

御 見込 は 如， 此 候 得 共、 素 よ り 

同意に 於て は 御 一 同に 天下 

との 御 談に相 成處、 いづれ も 今 

に 相 成しと ぞ 0 

春嶽は 右の 如く 御 出 部屋に 

に 和 宮. 將 軍 和 樂の要 を も 巾し 

に 一 々同意 を 表した。 右春嶽 

本國 民史』 に 「恰も 道舉 中の 

意見に 隨 喜して それ を 信奉し 

つて 小 楠の 意 兑が赛 嶽のロ を 

議論が 2^ して 因循姑息な 幕吏 

要する に 上述の 如き 經過を 取 

時 肥 後 藩の 使番 として 在 府中 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 


無レ之 候。 慕府 へのみ くして： 大下 

ヘムなる に從 ひ、 其 人 心 を 安ん ずる 時 

私の 苦勞は 有レ之 間 布 

し か ぱ、 周 防 殿 も 遂 に 稍ぐ 承服 せ ら れ 

御 菲才の 御 事故 御 一 己の 御 力に て 

の 爲に御 力 を 室 さ れ、 不 街 を 御輔賛 

後 は 天下の 治 否に 某き 人心 Q 向 背 

て^ 合して 後に 更に 將 軍に 謁見 

述 ベ て 退出 し、 更 に 一 橋慶 喜と も 

の 陳述せ る 幕政 改革 意見に つき 

英傑 横 井 小 楠の 口吻 丸寫 しで あ 

たる か は 以て 知るべし だ.」 と. 評 

かりて 演 述 された と兒て も 差 支 

に 徹底して 彼等が 心から 之を受 

つたこと に つきて は 小 楠 も 嬉し 

の 元 田に 話した の で、 元 田 が  一： # 政 


に 薄ければ 天下 は 治り 不， 申、 慕 府 

は 天下 幕府と 一 體の 如く 相 成： 大 

(舂緣 ) 

し と ぞ、 公 猶 乂 仰 あ りし は、 

行 は る ベ き 鼓に は 無レ -Ni  ； "お 5^ ば 御 

有レ之 樣 被 k 度 

を 11 り 御 相談. £• 上 度と の 御 協議 

して それ を 反覆 進  一一 一一 C すると 供 

對 話した るに 彼 は^ 嶽の 持論 

て 德 富 蘇 峰 は 其の 著 『近^ 日 

る。 如何に 松 平 春 嶽が小 稲の 

して ゐる が、 い かに もさう であ 

あるまい。 然るに 此の 如き 大 

入れる であらう か は 疑問 だが、 

かった と兒 え、 當 日の 校 様 を 當 

一 新に 關 する 小 楠の 談話 を聽 

五 七 一 
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取 筆記して 肥 後 藩 政廳に 報じた 書中に 左の 一 節が ある。 

九日 御 登城 被, 成 候處御 政事 您裁職 被， 1 仰 出， 候。 然 處春嶽 様に は 御 一 新 之 御 時節 非常 之 御大 任 を 被レ蒙 レ仰候 

付 向後 御 處置之 筋 深く 御 思惟 被 レ成候 由に て、 右 惣裁職 被 レ蒙レ 仰候卽 日御存 慮の 趣 委細 被 二 仰 上 1 候 由。 右 御 

趣意 大様、 御 政道 之 要は 公私の 二つに て 有レ之 候處、 是迄通御成光を以て壓付之御政事に^^レ之候へば則公義 

流 之 私に て 人心 歸服 仕不レ 申、 天下 萬 民 治安 之 爲と被 n 思 召？ 天下 公共 之 御 政道に 御 運び 被レ成 候へば 天下一 

新可レ 仕、 此 公私 之 二つ 今度 御 變革之 御 目途に 可 レ有レ 之 段 被 二 仰 上， 候 由 之處、 將軍 家に は 至極 尤に被 二 聞 召 上 一 

候 由に て、 一 橋 公 を初閣 老中 も 皆々 同意に 相 成 候 由。 第 一 將軍家 御 天資 殊之外 御 聰明に て 眞實に 京師 を 御 尊 

崇被レ 遊 候 由。 此節 一橋 公 も 至極 御 尊敬 被レ 成、 別て 卷嶽様 を 深く 御 信任 被レ遊 候て 萬 事 御 依 賴被レ 爲レ在 候 由。 

右 之 通に て 今度 御 一 新 之 御 趣意 は 尊 二 京都， 爲ニ 天下， と 申す 處に御 目 度 を 被レ爲 レ据、 萬 事 私 を 被レ捨 天下 之 公 

論 を 御 取 用 被レ成 候て 御 運び 可 レ被レ 成との 御廟 議に御 一 定被レ 成 候 由。 

六月 七日 勒使 下向 以床 行き 惱んで 居った 慶喜 及び 春 嶽の登 席 問題 は 漸く 一  段落 を吿 げ、 天 

下の 輿望 は 自ら 今後の 新政 如何に 鬚る 事と なった。 斯 くなる には斯 くなる べき 下地が 出來 

驚嘆に 値すべ てゐ たで は あらう が、 小 楠が 江戶に 到着して から 僅々 三 四日 を 出です して 當 面の 紛糾 を 快刀 

き 手腕 

亂 麻を斷 つが 如くに 解決した こと は眞に 驚嘆に 値する。 元 田 永孚が 七月 十一 日付で 國 元の 

获蘇源 太に 送った 書中に も 左の 一 節が ある。 

沼 山に も 道中に て 越 前よりの 御 使者 行 逢 ひ 早 打に て 直に 此 表え 出府 當月 六日に 常 盤 橋 越 前 御屋敷へ 着 仕 候。 


翌 七日 一 ト時 斗の 間 小生 御 小屋へ 參り 候て 久々 拜 面相 語 申 候。 元 氣も大 にせ： 敷 今暫は 寸暇 も無レ 之との. E に 

御座 候。 今に 初らざる 天下 之 人材に ては^ レ之候 得 共、 此節 御一新 之 盛運に 逢 申 候て は益以 天下 之 人傑 只々 

感服 仕 候の みに 御」 M 候。 小生 儀 も 去 秋よりの 出府 當 役差當 りの 勤と 巾 候 迄にて 左 迄 都 兑物之 樂みも 無レ之 

御國 のみ 戀慕ひ 居 申 程に 御」 M 候處、 案外 當 より 一大 下 御一新 之！： 盛典 を^ 前に 見聞 仕 候の みならす、 沼 山に 

も 出 會此後 は 段々 機密 之 御 模様 も 伺 取 可 レ申資 に 好き 時節に？ 能 上り 居候と 是も難 レ得之 奇會と 自分 感 g ！罷在 巾 

候 事に 御成 候。 

元 S は 右の 如く 小 楠の 識見 手腕 を 歎賞して ゐる が、 小 捕 は 方に 五 ー  s: 歳の 1:1^ も圓 熟した 時 

代に 最も 華やかな 舞臺に 登場して 其の 横溢せ る 才ハ湫 を 揮 ふこと になった ので、 着 府以來 の 彼 

の 活動 振に は ほ 醒ま しきものが ある。 肥 後 藩士 吉 K 平 之 助 は、 七 n 十七 曰 付に て慶 喜. # 嶽 起 

用 後の 慕」.^ 廟堂の 狀況を 密かに 小 楠から 聽 いたと て 國許政 鹿に 報ぜる 書中に、 小 楠に つきて 

左 の 如く 記し てゐ る。 

同人 儀 も此節 道中に て、 赛嶽様 御 直 書 彼の 方 御目附 早馬に て持參 致し、 福 井に も 立 寄 不レ巾 早 打 出府 之御沙 

汰に付 其 儘 夜 を 日に 繼參着 致 候處、 日々 被 n 召 出， 御 相談 被 レ爲レ 在、 且要路 之 御 役人 方へ 御 使者 勤 等も^々 ぉレ 

之、 殊之外 繁劇に て專 御用 立 候 由。 旣に 昨夕 も 大久保 様 御宅に て 勝 様 も 御 同席^ レ之、 御 ffl 淡に 被 二 差遣， ハゅ 

御 論評 及 二 終夜， 候に 付、 何れ 此節も 東 明なら では 引取 申 問 敷との 噂 も 仕 候。 共 身 時節 を 得 冥加 面 E 之 as は 無二 

申 計， 御」 M 候處、 赛嶽様 御 始右様 他 藩 之 陪臣 御 取 用に 相 成 候 御 公平 心之虑 誠に 感に不 レ堪御 事共に 奉レ存 候。 
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三 蚊 龍 遂に 雲に 御 せんとす 

慶 喜. 春 嶽 はいよ く 柳 營の上 首に 立った。 天下の 人々 は 手 を 額に して 新政 を 仰望して ゐ 

る。 今や 兩 人の 責任 は 重 且つ 大 なりと 云 ふべき だ。 卷嶽が 慕 府 として 當 今の 時局 を處 する 

の 道 は 從來の 如き 權抦を 以てせる 公 慎 流の 私 を 捨て 宜しく 天下 萬 民の 爲に 公共の 政 をな す 

にある を 開陳して、 將軍を 始め 慶 喜. 老 中等の 同意 を 得た こと は旣 記の 通り だ が、 其 の 政 を爲す 

「€是 七條」 に 當 り膏 盲に 入れる 病根 を剂 るべ く 手に した メ ス こそ 我が 小 楠の 建 言 した 「國是 七條」 で 

あった。 これ は 漢文で 書かれた もので 遺稿 篇 (「^白 類」 丙、 八) に 載せて ある が、 直 譯 すると 左 

の 通り だ。 

一 大將軍 上洛して 列 世の 無禮を 謝せよ。 

■  一  諸侯の 參覲 を. めて 述 職と 爲せ。 

一 諸侯の 室. 家を歸 せ。 

一 外 藩 譜代に 限らす 賢 を 選びて 政 宫と爲 せ。 

一 大いに 言 路を 開き 天下と 公正の 政を爲 せ。 

一 海^ を 興し 兵威 を 强 く す。 


一 相 對交县 を 止めて 官 交易と 爲す。 

是には 時日の 明記 こそ 無い が、 卷 嶽が 政事 總裁 職を拜 命した 曰か 或は それから 問 もな く提 

出せられ たものと 信ぜられる。 横 井 (時 S 家 に 現^す る 小 楠自舉 の 草稿に は.；^ のじ 條の 外に 

「金銀 銅^ を 廢 し貨 S? を 公に す」 と 「天 ド金绩 を く」 のニ條 がお つて、 それに は 各 傍線 を 

附 して ある。 (遣 稿篇九 八頁參 照) 當時 赛嶽の 登庸 問題の 成 行 を 案じて 福 井より 出府して ゐた 

村 田 氏壽の 語りた る 所に 依れ ば、 此 の ニ條も 大いに 必要なる は 勿論 だが 之に は 吏が 急に 實 

行し 得ない 事情が ある。 此の 二 條を存 して けば 或は 他の 七條 迄妨遏 さる- - 恐が あるので 

暫く 之 を 除いて m は き、 他 日 を 待って 改めて 建， 曰す るとの 小 楠の 意見で あつたと 云 ふこと だ。 

然るに 右七條 中の 「最後の 相對交 3, 力 を 止めて 官 交お ^ と爲 す」 なる 一條 は 進取 的な 彼の 政策 

として は稍不 似合な 感が ある がビ れは 恐らく は奸 商が あって 侗 人的に 〔s 利 を 貧る の を 避け 

る 爲 で、 一一 一一：！ 換 ふれば 天 下 の 富 を； 般 的に 共 おする と 云 ふ 意味で あらう。 

ig: 嶽は 此の 七條を 提げて 慕 政の 一新 を圖 らんと した が、 そ れは當 時の 幕府に 取って は 共 の 

興廢 にか ， -る大 問題で 之 を 採 W する に は 非常の 英 斷、 寧 ろ 捨身の 勇 氣を耍 した。 將軍 上洛し 

て 列 世の 無禮を 謝する こと や 諸侯 參觐 交代制の 改變 など は 謂 は 死中に 活を 求めん とする 

のでお る が、 慕 威を墜 さやして 慕 威を復 せんとす る 老中の 意見と は 大分 距離が あるの で、 隨 つ 

春嶽 又も 引 籠 て慕廷 一 般の络 氣 には隱 躇逡， 巡 頗る 煮え 切らぬ ものが あった。 之に 愤慨 した 1^ 嶽 はまた も 

る 

横 井 小 楠 上卷 傳記篇  五 七 五 


第 十 

や 此の 月廿 

處が 其の 

「國 是七條 

小 楠 岡部駿 ^银 負が 當 

河 守と 對談 

にて 横 井 平 

文 の 儘揭げ 

駿河殿 

小 楠 實 

i 其 子 

(小) 近年 

之體 にも 

.  姿 候 得 共 

^又々 動 

(德川 家の こ 

恐 御 滅亡 

非常の 擧 


天下 騷亂の 兆 


四 章 四た び 福 井 藩 G 招聘に 應 じて  五 七 六 

四日より 引 籠 つ て 仕舞 つ た。 


後 

決 


廿七 


」 凡 


三 日 を經て 

に 於け る 抱負と 經綸 

の 談話の 大綱 を 其の 

郞银 今日 岡部駿 

見よう。 

下の 形勢 は 如何 

危殆に 相 迫り 候 

to 

幕府に て 様々 

成 候 處、 薩. 長 等 

して 露 治に は 

に 及ぶべき は 

相 心得 候。 和 

も 有 >J 故 次 第 


日 小 楠 は 招かれ 

とに つき 其の 抱 

著 『再 夢紀 事』 

へ 參邸 談論 之大 


と 相、 い 得 L.^" 


の 

之 


御不 

無レ之 暫 

眼前 之 

漢 古今 

に 强盛 


て 慕 府 

0 す る 

の 中に 

略 如レ左 


の大： H 付 岡 部 駿河守 

所 を 遺憾 無く 吐露し 

$fsr 留 めて ゐる。 卽ち 

」 と あるの がそれ で 


長 常と 會兑し 

た。 幸に も 中 

「過日 來 招待 

ある。 以下 京 


都 合 有 >J に 付人 

も 有, 之 慕 府も御 

く動靜 を 伺 居候 

事 に 付、 此 節 一 度 

の 先 蹤、 亂 世の 內 

と 相 成 候。 又衰 


心 更 に 

心 被， 爲_ 

迄 之 儀 

節サに 

に 創業 


服 し 不， 中、 當 卷來 九州 


T< ほ a ン 

,附 、橋. 越 兩公御 出世 等 

(舂嶽 ) 


人材 も 無， 之 擧用も 格式 有， 之 委 靡 不， 振 は 素よりに 


地杯已 に騒亂 

にて 聊 鎭 定 之 

に て、 追 々御 悔改之 御 政 跡 無， 之 候 は 

相 成 候へば 最早 御 挽回 は 不， & 叶， 乍， 

之 君に は 是非 夫々 之 人材 も お， 之、 又 

類の 世 は 治平 之 弊習 門閥 を 重んじ ♦ 候 事故 

て、 種 々 の罪資 を 負 ふ 如くに 成 行 候へば 自 


中興の 困難 


時勢の 挽回 は 

天下の 力に よ 

る 外な し 


將軍 上洛 を 先 

務 とす 


度亂 世に 相 成 

、い に 窄5 じ te?: 御 

非常 ra^ 斷之御 


然 滅亡 之 道理に て 候。 一 度亂れ たる を 中 與の镜 は 中々 出來候 事に は 

氏の 血統 迄にて 民間より 起 候て 創業 も 同然の 義、 唐 の 玄 宗 も 一段 失 ひ 

取 返； 肅宗 によって 恢復 は 致 候 得 共 祖宗 之 唐 代に は復し 難く 相 濟、 其 他 

を 治世の 君に て 取 返し 候 先例 は 無：， 之 候 得 ば、 當 時 迚も 一 

し は 難 k レ成 候 得 ば、 唯 今 治世 之 內に御 心 付ら れ 天下の 人 

太平 を も 御 保ち 可， 被， 成 か。 夫 迚も 矢 張 創業の 思 召に て 

無， ー覺束 一儀と 答 へらる。 

(駿) さらば 如何して 當 時之處 にて 挽回すべき や。 

(小) 幕 府 の 御 心 得、 當 然 之 處靜謐 致 候 得ば 夫に て 太平と 

之、 露 に 危亂に 相 迫 候 事 を 御會得 之 舊見を 去って 至誠 

夫 則 與復之 基に て 候。 唯今 危亂の 說を御 聞 被， 成 挽回 之 

の 誠意に て、 其 誠 を 推て 廣く治 術 を 御 探訪 有乏義 挽回 之 道に 有 レ之候 

恢復 は 難， ー相 適, H< 下の 力 を以御 挽回 之 外 は 無， 之 候。 

§ 犬 下の 人心 を 治め 一致に 歸す るの 事務に 手 を 下す 處 如何。 

(小) 御 上洛 先務なる ベく 候。 

(駿) 御 上洛 は迎も 御出來 難， 被レ成 儀と 相 心得ら る 由 
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無 レ之、 後漢 の 光武 も 劉 

し； 大下 自身に て は 雞,, 

は 治世より 亂に入 候 

候へば もはや 御 取 M 

政 道 有， 之 候 はに 又々 

所 置に 無つ N て は 中々 


思 召 候 樣之事 

の 腐 治 を 御 求 

計 を 御 求 被：， 成 


にて は 回復 之 期 は無レ 

被， 成 候 思 召 興 候へば 

候處則 安んじが たき 

當時 幕府の 力 を以御 


にて 種々 難儀 故障 を 被，， 申 出？ 

五 七 七 


•  第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五 七 八 

n ユ代將 軍 家 光 ヒ洛) 

(小) 夫 は 出来ぬ 方の 御 見込に て 可， 有レ 之、 寬 永 之 度 杯 は 異朝の 封禪 巡狩の 類 は 太平の 餘 光に 

(家 康) 

其の 方法  候へば 當 時に 用 ゆべき 儀に は 無レ 之、 唯 今の 御 上洛 は 神祖の 一 ケ 年に 兩度も 御往來 被， 爲， 在 候 

程の 易簡 質素の 次第なら では 難， ー相 適； 諸 大名の 風呂桶 迄 も. 爲， 持 旅行 致 候 如き 榮耀の 流 弊 候 

へば 御身 を 以て 御 改正 之 端に も 可， fe 成, 傣 十分 御 御 便に 可 ，被， 爲， 在 は 勿論 候 得 共、 又 此節柄 御 

警衛の 爲に御 旗本の 若殿原 二三 千 も 被， 召 連； 候 も 可レ然 哉。 往来 筋 も 老中の 往来 位の 道 普 請 

にて 可， 然候。 右 等 之 御 趣向に て 御 取調 御 出来に 相 成 候へば 御 打 立之镜 はいつ 何時 にても 

御出來 可， 被， 遊 と 被， 決 候 得 ば、 天 下の 人心 も 初て 信服して 被，， 仰 出 一 も 御 食 言 ならざる 事 を 信じ 

可， 中 候。 扨 御 期限 之義は 京都へ 御 伺 も 可， 然候。 御指圖 次第と 相 成 候へば 一年 延 候ても 少 

しも 御 貪 著 無， 之 候。 近年 御 不都合 之 被，， 仰譯 r 御 降嫁 之 御禮. 御 親睦の 爲 何分 御 上洛と 申 事 唯 

今にても 御出來 被, 成 候 様に さへ 相 成 候へば 夫に て 天 下 は 落 付 申 候。 必 しも 唯今なら では 

不 ，相 適 一と 中には 無， 之 候。 然る を 一 番に指 支 候 御 勘定の 筋より 杯 御調ら べに 相 成 候 様に て 

は 出來ぬ 方の 被， 成 方に て、 不， 被， 遊し て 難， 適と 申 御 趣意 は 次と 相 成、 被, 仰 出 一 候廉も 難， 一 相 立 一 候 は 

1K 下の 服せ ざる 所以に 候。 

§ 此條は 如何にも 敬服に 候。 其 次 は 何事なる べき。 

(小) 諸侯の 困 弊を釋 き、 妻 子 を 國へ歸 し、 海 軍 を 被 k ハ 候 はに 兵力 を强 くすべき 事に 候。 

(駿) 諸侯の 參親を 弛め 候 義は是 迄 も 評 議 有， 之 候 得 ども 未だ 事情 を す 險。 如何 之 振 合に 


參 觐を述 職に 

代 ゆ 


海軍の 必要 


交易 は 諸侯と 

具にす 


春 嶽の引 入り 

にっきて 辯す 


相 成べき 物 か- 

(小) 參 覲 を 被： 

城 國政向 等 申 

成 可， 巾、 且 又 無 

§ 海軍 は 中 

(小) 是は 幕府 

ら すして は絕 

覺悟を 不， 極 し 

り 先き なる は 

(駿) 交易 之 道 

(小) 是も 諸侯 

行 次第な り。 

諸侯 も 各 力 を 

(駿) 諸說 何も 

付。 

(小) 越 前 一藩 


, 止 候て は 重ねて 

談候 様相 成 候 は 

益 之 戍兵は 解 免 

々失費 難： 候。 

御 一手にて 相 適 

海 孤島の 日本 國 

て は 不，， 相 成, 事 故 

無レ之 候。 

は 如何。 

と 組合 外 國へ渡 

M て 金. 銀. 銅. 鐵 等 

盡し堀 出 候て 海 

感服 之 ：il!n に て、 そ 


の參覲 六ケ敷 

^公 邊御趣 意 

可レ然 候。 

ひ 可， 申 様に も 

歩兵 を以 擁護 

自ら 士心を 振 


可，， 相 成， 候 へ ば 述 

も 貫通 可， 致、 右 に 


無レ之 諸侯と 合 

出 來 可， 申 譯 は 

ひ、 外國に 往来 


海 致 #： は 公 

も 宫 禁 を 被， 廢 


平に 其 道 開ら 

坐 株 を 被， 停 勝 


ナ 


手 


こ 

て 


に 被レ代 

て は 妻 


百日 計 も在府 

窒も國 住居 御 


可， 巾、 慕 府 

次第に 堀 


曰 

免 


て 可：， 被 k ハ， 義。 當時海 

_士 人 も 船に 乘 # 、へば 

見 分 を 廣め候 は 强 


に 私 ；^, 之 候 て 

出 候 事 に 相^ 


々 登 

に 相 


，取 

兵 


に あ 


是 よ 


+6 


は ^ 


軍の 備等は 不足 有 間 敷 候。 

れ より 公の 當時御 引 入 之 次第 如何 之譯に 可， 有， 之 と 被， 相 尋, に 


之 定議も 右 之 次第にて、 總裁 被： 一 仰 蒙， 候 上 は 是非 御 議論 も 被， 暢 達， 度 之 處、 今 日 之 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五八 〇 

多端と 申 且閣老 初 各 幕 狩 從來之 權柄を 確 持 被，： 致 居， 左 袒 之 向 無 > /多 分 は 馬 耳 風に 屬候故 在 

以來 今日に 至り 一 つと して 事業 相 立 不， 申、 右 様相 成 候 も 畢竟 衆人 を 辨明諭 解して 事を霣 

き 候 材カ乏 敷 心 許に て 更に 先き 行き 不， 致、 此 儘 に 

成, 勢 にて 如何にと も 致 方 無^ 故 之 事と 被 fe.。 

(駿 j 如何にも 御 趣意 能々 相 分 候 間 何分 力 を 盡 し 

事と 相 成 候 はぐ 御 出勤に も 可， 一 相 成 一哉。 

(小) 其 上に て 出勤 無， 之 て は 無 體と申 物 候へば 是 

と 申 候 得 ば、 何 分 今より は 十 分 盡 力 相辨じ 可：， 中、 御 

談濟に 相 成 由。 

こ の 對談の 結 鬼 は 直ちに 岡 部に よ つて 營 中に 窗 


て は 不本意 は 不 中 天下 之 罪人と ^ 可 ，相 


今よりも 相辨じ 可， 申、 彌 思 召 通り 行 はれ 候 


非：^ ま 

趣意 能 


可，， 相 成 1。 

々相 分 候 間 致，， 安 


心, 候様吳 々 被，， 申 聞； 


小 楠. 大久保 同小 楠の 4 識に 驚嘆した。 翌廿 八日に 小 楠 は大久 

談話 

の所說 幕府の 納る k 所と なる から 春嶽も 速に 出仕 


された 

保 越 中 

して 事 

り だ。 

卽日內 


再 夢 記事』 によると 其の 時の 談話の 大要 は 左の 通 

大久保 云、 昨 日 岡部駿 州に 申 聞ら れし 御說は 同人 

司 一同 深く 感服せ り。 其內 諸侯の 參親を 魔す る 件 は 防 

は 然るべ からすと 申され たれ ど、 是 も 拙者 及駿 州の 兩人 


が、 後 見 職 を 始め 

守に 面會 したが、 

を視ん こと を從^ 

閣へ 申出 橋 公 を 

州 宗 祖の遣 法な 

厳しく 說 破し 終 


閣老 以下 諸 有司 一 

大久保 は 小 楠に 其 

慂 せしめた。 『繽 

始め 閣老以 ド諸有 

れば これ を 廢 する 

に 了解せられ たれ 


岡 部、 春賴を 翌 

訪 {? 

左 


ば春嶽 殿の 御 持論 は 悉く 貫 

を 視らる \ 様 在らせられた 

横 井 云、 春 嶽殿引 入らる i 

の 事 も 矢張り 駿 州より 御 相 

大久保 又 云、 御 說之中 御上 

れば 調理 方に も 着手し 兼る 

項より は 後る X なるべし。 

橫井 云、 屬吏 更迭な どのた 

二十 九日 岡 部 駿河守 は春嶽 

の 如く 記されて ゐる。 

八月 廿 九日 此日も 登 上せられ 

此程梳 井 平四郎 に面會 して 目 

日 內閣に 於て 一 橋 殿 を 始め 閣 

施せら る \ 事に 內 決し、 其內に 

持論し か 賞 徹する 事と なれる 

採用 せらる.^ 事に なりし は 本 

に 行 はる ベ き 事 も 行 はれず し 


徹すべ し。 さて 御 持論の 如く 決せ 

し 0 

に 就ての 意見 は 岡部駿 州に 申入れ 

談 ある 方 然る ベ し。 

洛の件 は 急務 なれ ど、 指 し 當り御 勘 

程の 事に て容 35^  く擧 行し 得べ から 


め 後る i は 是非 もな き 事なる べし 

を訪 ひたる が、 其 の 時の 談話に つき 

ず。 爾後 岡 部 駿河守 藩邸に 來 り、 公 對 

下の 急務と せらる \ 闘 事の 御意 見 を 

老 方へ 詳細に 陳述し ける が 御 一 同に 

も 諸侯の 參 覲を廢 する 事 は 速に 施行 

上 は 速に 御 出勤 諸事 御 相談 あらん 事 

懷 なれ ど、 元 來其 器に あらざる 故 持論 

て III しく 日月 を 鯉^ し、 如 何に of 顿愧 


し 上 は 速に 御 出勤 ありて 事 

られし 事故 出勤 ある 様に と 

定 向に 係る 羼吏を M 迭せざ 

す、 故 に 何程 急ぎても 他の 各 

云 々。 

て 『綾 再夢紀 事』 に は 大要 

面 せ ら る。 應 答の 大意 は、！： 部 

承 はりし に 一 々感服せ し 故、 卽 

も 深く 感心せられ いよ 

せらる.^ 普な り。 さて 公の 御 

を 希^す と. &し M 故、 公 鄙兑を 

ありても 辨明 行と V か ず、 爲 め 

に堪 へ ざれば 最 R 十 出勤 は御斷 
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第 十 SI 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  五八 〇 

多端と 申 a 閣老初 各 幕府 從來之 權柄を 確 持 被，； 致 居 一 左 袒之向 無， 之、 多 分 は 馬 耳 風に 屬候故 在 

職以來 今日に 至り 一 つと して 事業 相 立 不. 申、 右 樣相成 候 も 畢竟 衆人 を 辨明論 解して 事を霣 

き 候 材カ乏 敷 心 許に て 更に 先き 行き 不， 致、 此 儘に て は 不本意 は 不， 及 fe- 天下 之 罪人と ぎ 可 =相 

成 一勢 にて 如何にと も 致 方 無， 之 故 之 事と 被 fe.。 

(駿) 如何にも 御 趣 意 能々 相 分 候 間 何分 力 を盡し 今よりも 相辨じ 可， 申、 彌 思 召 通り 行 はれ 候 

事と 相 成 候 はぐ 御 出勤に も 可， 一 相 成 一哉。 

(小) 其 上に て 出勤 無レ之 て は 無 體と申 物 候へば 是非 出勤 可： 一 相 成 1。 

と 申 候 得 ば、 何 分 今より は 十 分 盡 力 相辨じ 可， 申、 御 趣意 能々 相 分 候 間 致，， 安 心 fe 様 吳 々 被-一中 閒ー 

談濟に 相 成 由。 

こ の 對談の 結 鬼 は 直ちに 岡 部に よ つ て營 中に 窗 された が、 後 見 職 を 始め 閣老 以下 諸 有司 一 

小 楠 • 大久保 同小 楠の 車 識に 驚嘆した。 翌廿 八日に 小 楠 は 大久保 越 中 守に 面會 した が、 大 久保は 小 楠に 其 

の所說 慕-:^ の納る 、所と なる から 春嶽も 速に 出仕して 事 を視ん こと を從亡 想せ しめた。 『繽 

再 夢 記事』 によると 其の 時の 談話の 大要 は 左の通り だ。 

大久保 云、 昨 日 岡部駿 州に 申 聞ら れし 御說は 同人 卽日 內閣 へ 申出 橋 公 を 始め 閣老 以下 諸 有 

司 一 同 深く 感服せ り。 其內 諸侯の 參 覲を廢 する 件 は 防 州 宗祖の 遣 法 なれば これ を 廢 する 

は 然るべ からすと 申され たれ ど、 是 も 拙者 及駿 州の 兩人嚴 しく 說 破し 終に 了解せられ たれ 


徹すべ し。 さて 御 持論の 如く 決せ 

し 0 

に 就ての 意兑 は！： 部駿 州に 申入れ 

談 ある 方 然るべ し。 

洛の件 は 急務 なれ ど、 指し 當り御 勘 

程の 事に て容： 《 ^く擧 行し 得 ベ か ら 


ば春嶽 殿の 御 持論 は 悉く 茛 

を 視らる X 様 在らせられた 

横 井 云、 春 嶽殿引 入らる i 

の 事 も 矢張り 駿 州より 御 相 

大久保 又 云、 御 說之中 御上 

•  れば 調理 方に も 着手し 兼る 

項より は 後る \ なるべし。 

橫井 云、 屬吏 更迭な どのた 

岡 部、 春嶽を 翌 二十 九日 岡 部 駿河守 は春嶽 

訪 5? 

左の 如く 記されて ゐる。 

八月 廿 九日 此日も 登 上せられ 

此程横 井 平四郎 に面會 して 目 

日 內閣に 於て 一 橋 殿 を 始め 閣 

施せら る \ 事に 內 決し、 其內に 

持論 じか 貫徹す る 事と なれる 

採用 せらる \ 事に なりし は本 

に 行 はるべき 事 も 行 はれず し 

橫井小 楠上卷 傳記篇 


め 後る は 是非 もな き 事なる, 

を訪 ひたる が、 其 の 時の 談話に 一 

一 

ず。 爾後 岡 部 駿河守 藩邸に 來 り、 

下の 急務と せらる \ 國 事の 御意 一 

老 方へ 詳細に 陳述し ける が 御 一 

も 諸侯の 參 觀を廢 する 事 は 速に 

上 は 速に 御 出勤 諸事 御 相談 あら 一 

懷 なれ ど、 一. 兀 來其 器に あらざる 故 一 

て 空しく 日月 を經過 し、 如 何にも： 


し 上 は 速に 御 出勤 ありて 事 

られし 事故 出勤 ある 様に と 

定 向に 係る 屬吏を 更迭せ ざ 

す、 故 に 何程 急ぎても 他の 各 

ベ し 云々。 

つきて 『繽 再夢紀 事』 には大 要 

(舂嶽 ) 

、公 對 面 せ ら る。 應 答 の 大 意 は、 岡 部 

見 を 承 はりし に 一 々感服せ し 故、 卽 

同に も 深く 感心せられ いよ ^(^  .K 

施行 せらる \ 箬 なり。 さて 公の 御 

ん事を 希望す と. ffi "し \ 故、 公 鄙 ns- を 

持論 ありても 辨明 行と V か ず、 爲 め 

慚 愧に堪 へ ざれば 最早 出勤 は御斷 

五八 1 


小 楠 をして 幕 

議に與 らしむ 

ベ き內議 


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて 

はり 申 上た き覺 悟な りと 答へ られ しに、 岡 

なりな ば 御 持論の 貰 徹する 樣に 
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候に 付 乍 レ不レ 及 其 節 及 n 建言 一 候 通り 向後 幕府 從來之 御 私 政 を 御 改有レ 之、 天下と 共に 治平 を 


御 圖り可 レ被レ 成 御 趣向に 相 成 儀に 候 は 職 位に 居候 儀 も 出 來可レ 申 か、 若 又 是迄之 御 舊套を w 、御 押し通しに 可， 1 相 成 一との 御 

儀に 候 は 、危 1 相 迫り 居候 御 時節 更に 前途 之 見 詰 無レ之 段再應 中立 候處、 御 私 政 御 改革に も 可， 一 相 成， との 御 事故 其 心得 を 

以 去る 廿 三日 迄 登 營も仕 來候得 共、 御 政務 御 改革 之 筋に 於て 何 一 つと して 涉取候 儀無レ 之、 非才 之程殆 不レ權 =: 憂 慚ー此 成 行 

にて は 追々 天下 之 人心 安堵 仕 候 樣之儀 は甚以 無， 一畳 束 I 御座 候に 付猶 又當然 見込 之 次第 を 及， 一 陳述 一 候。 國初之 儀 不レ及 レ率慕 

府之御 武德御 旺盛に 御座 候 節 は 天朝 を 奉レ初 諸侯 以下 草 莽黎庶 に 至る 迄 幕府に 依 獵信隨 仕、 天下 權柄 を舉て 幕府に 委任 

し 奉り 露 計り も 疑 事な く 4^ 踏 事 無， 一 御座 一 候。 然る 處 近年 來慕府 之 御烕櫂 外！： 之 爲に挫 候より 天下 之 人心 暗に 鎩疑を 抱き It 

戴せ ざる の 勢と 相 成り、 甚 敷に 至り 候て は 幕府 3 權柄を 分ち 楚 ふて 各自 之 上に 逢 ふせんと 欲する の 兆 御 鹿 候。 凡 烕權は 公 

なる に 鳥して 私する に 離れ 候 事 自然の 理勢 にて、 癸丑 之 度亞米 利逾之 使節 浦賀 港へ 致 n 渡 來ー候 は 開闢：^ 來 未曾有 之 珍 察に 

て 日本 國之 大事に 御座 候 故 和 戰之策 を 列 侯に 御 垂問は 御座 候 得 共、 其 御 用捨 之 際に 於て は 曖昧模糊 として 曾て 公然たる 御 

開示 無レ 之、 彼 II へ の 應接は 悉く 廟堂 之 密議に 出秘 して 我 國人之 聞 事 を 御 厭 ひ被レ 成、 其 待遇 之 形跡に 至て は 怯懦 3- 辱 を 極 

めら れ候故 大下舉 つ て 奮激 を發し 嫌疑 を 抱き、 慕 府之御 威力 调衰 して 威信 之 立 難き を 推量し、 人心 各 其 好む 處に向 ふて 恣 

奔横 走に 及び、 議論 下に 紛 興して 敢て 幕府 之 制令 を せんじ 受不レ 申 様相 成 候 儀 慨歎 之 至に 候 得 共、 是皆慕 府之權 柄 を 私す 

るに 失 はれ 下に 授け 與 へ られ たる も 同然 之 事に 御座 候 C 從レ是 後 も 外 國之應 接待 過 之 筋 は 皆 前 轍に 依り 秘 して 天下に 公 

にす るの 御處 « 無レ之 幕府 一 己 之 私議に 任せられ 候 故、 遂に 誣妄を 天朝に 及ぼされ 候 程 之 大事と 相 成 候。 羅竟 二百 年來 

之 鎖 鑰を開 ひて 外國を 待れ 候 は 制度 之 變通犬 下 之 一 大公 事に 候處、 慕 府之私 を 以是を 擅に せられ 候 故： 大下 嗽々 として 公論 

を唱へ て 服し 不レ中 者 其 謂れ 有レ之 事と 被レ存 候。 國初以 來慕府 之 御 政令 私な しと も 難レ. & 哉に 候 得 共、 ： 太 下に 鏺疑之 念 無レ之 

時 は 安堵 邀 奉して 誰 あつ て 犯し 侮る 者 も 無 レ之候 ひしが、 外國之 事件 は て 制 外に 出 候に 付 公私之分舊-；^定格を：^稷ひか 

くし 難き 次第と 相 成 候 故、 天下 悉く 幕府 之 私を处 n め 議論 を 究め 人心 大に乖 一：^ を， Jf,; じ 候 得 共、 幕府 は是 に反して 更に 其 私な 

る 事 を 察せられず、 舊時之 威力 猶 今日に 可レ施 かとの 御 見込に て非義 暴政 殆其 極に 至り 候 故人 心 之 離叛も 大に窮 り、 襖 川 • 
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坂 下 之變を 初と して 勤 王 義擧之 說競ひ 興り 將に 干戈 を 動かされん とする 勢に 相 成 候 故、 幕府に 於ても 不レ被 レ得レ 止事聊 

人心に 應 ずるの 姑息 之 小計 を 用 ひられ 緣に其 暴 發を御 鎮定 有 レ之候 得 共、 譬 へば 阿片 を以 暫時 痙攣 を鎭 めし 如く、 是に繼 

ぐに 全治 之定算 無-御座 一 候て は險 症再發 して 救 ふ ベから ざるに 至り 本復 太平 を 望む 由 無レ之 候。 斯 時に 赏り 候て は 唯 非 を 

悔ひ過 を 改め 私見 を 去って 公道に 隨ひ 天下と 大同 之 政 を 御 執行 ひより 外 は 有 レ之間 敷と 被レ存 候。 然る 處 方今 幕府 在 廷之臣 

僚 誰あって 一 已之 私心 可 レ有レ 之樣も 無レ之 一向 慕府御 威權之 衰弱 御 舊套之 類 敗 を 慨歎し、 專ら是 を 維持 挽回し 正直 を 以て 

天下に 臨まん と 欲する 忠愛 之 至情に 於て は實に 間然 無 11 御座 一 候 得 共、 其 至情 事業に 發候 得ば 多く は 慕 府舊染 之 私 政に 落 入 

候 故 天下 之 人心に 契合 致 兼 候。 此儀は 忠信 葸府に 奉ずる に餘 りあって 天下に 答 ふるに 足らざる 故に も 可 レ有レ 之 か。 慕府之 

人力 を盡 して 天下 を 安ん ぜん 事 を 務めて 天下と 心 力 を戮せ て 幕府と 共に 天下 を 安ん ずるに 意な きかと も 被レ存 候。 赏 時に 

於て は 幕府 從來の 私心 を舍： 大下 輿論 之 公に 從ひ、 非と し 私と 斥す 處は 悉く 去り 盡し、 天下に 謀って 天下 を 治め 人心に 從 ふて 

人心 を 安んじ 候 は 天下 您て 幕府と 一 鉢と 相 成 可レ申 か、 天下 一 鉢 之 如くに 相 成 候 得 ぱ慕府 は 自ら 首領 之烕權 あるべき は 

必然の 勢に て、 胸 腹 手足 制 を 首領に 仰がざる 事 を 得ざる も 亦 自然 之 道理に 有レ之 候。 若 自然 を 失 ふ て 施爲に 一旦り 幕府 之 力 

を以 天下 を 治めん とする は 一 身 を 以て 衆 敵に 當るも 同様にて、 カ盡き 身！^ る \ に Kit つ て 始めて 一 已之カ を 恃んで 衆人 之 像 

を 取りし 事 を 後悔す るに 止り 可レ申 候。 公私 去就 之 理. 利害 之辨 明らかなる 事 白日 灼火之 如くに て、 幕府 公に 從 へば 威權復 

すべく 弊政 奥るべく 候。 私に 從 へば 滅亡 之 外 は 有 レ之間 敷 候。 當今 公武 を 合せ 外 國に應 ずる 總て 天下 之 公論 正 議に從 ふ 

て 慕府之 私意 を 用る 事無レ 之、 天下 之 望 を 慰し 天下 之 心 を 安んじ 候 儀 先務 肝要 たるべく と 被レ存 候。 然るに 慕府猶 姑息に 因 

循し舊 習 を 去る に 忍びず、 從前之 制令 を 以御押 通し 有レ之 候て は 上 は 天朝 之 聖盧に 戻り 下 は 生 民 之 希望に 背き、 次第に 

潰亂之 世態に 落 入 可レ申 儀と 洞見 仕 候 事に 御座 候。 拙 生に 於て は此 外に 當時 人心 を 安んじ 天下 を 維持す ベ き覺悟 無， 一 御座 1 

候に 付 先達て 以來斯 心 を 推て 建言 衆議 仕 候 得 共、 幕府 之 時勢に 適 當不レ 仕 候 哉 又は 否 德之儀 故 信用 難， 一 相 成， 故に も 候 哉、 

何事 を 申出 候ても 一 向に 進 步不レ 仕、 勿論 閣老諸 有司に 於ても 敢て 不服と 申樣 にも 無 レ之候 得 共 又 鉢 任 擔赏之 人 も 無 レ之候 


は 御 親 見 之 通 之 事に 御座 候 。其 上 蒙レ命 以後 角 日々 湧出 候 事務 之 多端なる に逐 はれ 候て 國是之 • 業 は 講究 も 行，. 5 兼 候而已 

ならず、 假令逐 々論辨 評決 之 場へ 相 運び 候に もいた せ 只今 之脉 にて は 諸般 之 大事 務初始 より 終末に 至る 迄 一 身 之 カを以 ft 

逐不レ 致 候 半 では 前進 不レ仕 勢に て 中々 勤 續き出 來可レ 申と も不レ 被レ存 候。 畢竟 總裁之 職 任に て は 乍 レ不レ 及 御大 政に 關り候 

諸 局 之 可否 を 及 一一 裁決 1 候 儀に も 可 レ有レ 之處、 當時之 鉢 能 拙 生 不見識 故 我より 職分 を 墜し失 ひ 候 姿に 相 成り 歎し き 事に 御座 

候。 されば 迚默 して 日月 を 費し 候 御 時節と も 不レ奉 レ存候 故 不レ得 レ止亊 彼是 及 11 立 首 一 候處、 昨日 之 論定せ し處は 今日の 事務 

の 爲に空 茫に屬 し、 左 件 を 辨じ候 間に 右 件 は 無用 之 如く 相 成り、 事理 徹底 貫通 不レ 仕. K に赏惑 至： 極 之 仕 合に て 全く^ 德不 

才之 致す 處 勿論に 候 得 共、 今更 其 儀 を 申 候 迚何之 所詮 も 無 レ之候 故 忍んで 默止罷 在 候 得 共、 如レ此 危急 之 時に 迫り 緩 设邀鈍 

天下へ 對 して 一事の 見る ベ き 無レ之 候て は 人心 再び 疑惑 を 抱き 憤 働 を 生 候 は 眼前 之 儀に て 牽レ對 ，1 0.0 . 合 命 一直々. ill 由 

譯ー 次第に 御座 候。 慕 府在廷 丈け 之 心 力 を 戮せ候 事 さへ 難， 1 相 成 1 微力 を以： 大下之 大同 を 期 候 儀 万々 不レ可 レ及は 勿論 之 事と 

甍悟仕 候 得ば 實に 恐懼 窘迫之 極と 相 成り、 更に 天下 之御爲 可， 1 相 成， 見 詰 無レ之 在職 も 仕 兼 候 勢に 御座候に付愚哀吐露^^ャレ 

汚，, 高聽， 候 事に 御座 候 間、 出 桥之御 憐察を 以赏職 御 罷免 之 御 評議 被， 1 成 下 1 候樣牵 一一 內願ー 候。 上。 

八月  松 平 春 ま 

右 泰嶽の 「愚 衷」 は 彼の 云へ る 如く 「辭 職の 主意に 認めて」 あるが、 慕 府舊染 の 私 政 を 去 

り 天下と 俱に 治平 を 11 る ベ きを 說 き、 慕 府 有司が 姑息に 因循し 舊習を 去る の 意な く 徒に 輕蹇 

定格 を 株 守して 政務 改革 毫も 進まざる の狀 を痛責 したる 大 議論で ある。 上記 春嶽 と！： 部の 

對話を 見る とこれ が 小 楠との 合作で ある こと は 想像に 難くない。 

上記 小 楠と 大久 保の 會 見に 據る と閣老 等の 參覲 制度 改變 にっきての 反對 意見 は 大久保 や 

岡 部に 說 破せられ たと ある が、 板 倉閣老 はな ほ閏 八月 一 日 自ら 小 楠と 會 して 親しく 其の 意見 
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を 聞いた。 其の 時の 對 話の 概略 は 左の 如くで ある。 

板 倉 殿方 今 一大 下の 大勢 已に 危殆に 迫り たれば 創業の 心得なら では 到底 挽回し がた しとの 高論 は 過日 駿 河より 

委しく 承 はり 感服せ り。 されば 今日は 其 危殆に 迫れる 實況を 承 はりた しと ありし 故、 横 井京攝 以西の 事情 は 

云々 なる に此 地に 出で 見聞 すれば 云々 の 事情 あり、 東西の 事 淸大に 懸隔し いづれ も容. IJ^ ならざる 形狀 なりと 

(舂 fkO 

ゆし \ かば、 板 倉 殿 一 々了解 せられし 體 なりし 故、 撗井、 公の 御 持論なる 五 事の 要 皆 を說 きしに 是もー 々了 

解せられ し體 なりし とぞ。 (中略) 板 倉 殿 さて 過日 來春嶽 公に は 長々 引 籠り 居らる X 事なる が 如何せば 元の 如 

く登營 せらる ベ しゃと 尊 ねられし 故、 橫并此 公 は 今日に 處す るの 意見 を 種々 に懷き 居ら るれ ども 村 力 乏しく 

て 何事 も 意見の 如く 貫徹せ す。 故に 據 なく 引 籠り 居らる 1 なり。 されば 閣老 方に 於て 其情赏 を 察し 意見 を賛 

成せられ なば 無論 登營 せらる べしと 申し i に、 其 儀 なれば 明瞭に 了解せ り。 此上 はいよ/ \. 創業の 心得 を以 

て 开法を 除く の 外 はいかなる 舊章を も 改革す るに 躊躇せ ざるべ ければ 速に 元の 如く 登營 ある 様 申 上 給， vi りた 

u^. 「愚 衷」 

しと 中され し 故， 横 井出 勤の 事 は 此程駿 州へ 書面 を交附 せられた る 事 なれば 矢張駿 州より 入れら る 方然 

るべ しと.^ し i に、 板 倉 殿 承諾せられ、 尙 今日 承 はりた る 高論の 趣 は 一橋 公 を はじめ： g 列 一同へ も .2. 出られ 

たしと 申されし 故、 横 井 御 聞 あるべし とならば 何方 へ なりと も 出て 申 上べ しと 答 へ て 退出せ り。 (續再 夢紀 事) 

又右對 話中 板 倉閣老 は生麥 事件に 關し小 楠の 意見 を徴 したが、 それに 對 する 小 楠の 答 は 後 

C 五 S- ソ  (九. *- ン 

に 特記す る。 此の 日の 會見は 午後の 七ッ半 頃から 五 ッ半顷 まで g: 時 問の 長き に り 閣老の 

用人 山 田 安五郎 も 同席で あつたが、 閣老は 小 楠の 談 によって 始めて 大いに 陪る が あったら 


岡 部、 春嶽に 

出勤 を勸む 


小 稀の 意見 幕 

&を 動力す 


とぞ」 と 其の 狀を 述べて ゐ る- 

八月 三日 岡 部 駿河守 は 春嶽に 

とを勸 めた。 其の 面談に つきて 同じ 

(春 嶽) 


づけた と 見 え、 其 の 二日 後の！： 

したる 由 を 告げて 出勤 せんこ 

如く ある。 


しい。 なほ閣^1^は餘程胸襟を開ぃ て 小楠に對したと見ぇ 『繽 再夢紀 事』 に は 「板 倉 殿 今日 

は 互に 書生 中の 心得 を 以て 談話す べしと ありて、 煙 具 を 出され 殊の外 打 融けた る 待遇な りし 

" 此の 會見は 俄に 慕閣を も活氣 

謁 し、 慕 府は大 改革 斷 行の 儀に 決 

"縯 再夢紀 事』 に 左の 

(舂嶽 ) 

三日 夜に 入りて！： 部 駿河守 來る。 公對 面せ ら れ し に、 政 府 近日の 赏況を 陳述せ り。 其 大意 は、 板 倉 

閣老小 楠の 議を 聞かれし 以來大 に 開 悟、 是 非大 改革 を 行 はざる ベ からず と 申さ れ、 其 他の 方々 も.：^ 

(午後 七 ノ， 

憤發 にて 一 昨日より 御座の 間に 於て 大政 を議 せら れ、 已 に 昨日 は 暮六ッ 半、 頃 まで 御前に て大 ，あ 

「1^ 衷 J 

り し が、 大 樹公 にも 殊の外 御滿 足な りしよ し。 又此程 御交附 ありし 書 _i は 閣老ー M 感服して 已に 

古 覽に入 ら れ、 目 下 一 橋 殿の 手許に ある！！.：： なる が 不日 返 逸せら る ベ し。 さ て 鹿 堂 近日の せ： 發 ^ に 

陳述せ る 如く なれ ば、 該 嘗面を 返 進せられ し 折 を 以て 速に 御 出勤 あ ら せ 、り れ た し 云々 な り き。 

沼 山津の 片田舍 から 江 戶の眞 中に 出で 來 り、 僅 かに 二 ヶ月 位の 內に 陪臣の 小身 者で 蒜議を 

此處 まで 引 指った 小 楠の 力 は 如何にも 偉大 だ、 彼 の 得意 も 亦 思 ふべ しで ある。 八月 二 わ 七日 

に 小 楠が 岡 部と 會談の 時、 卷 嶽の引 入に 就きて は 岡 部が、 「彌思 召 通り 行 はれ 候 事と 相 成 候 は 

^御 出勤に も 可， 一 相 成 一哉 」 と 尊ね たるに 對 して、 小 楠 は 「其 上に て 出勤 無レ之 て は 無 體と巾 物 候 

へて ゐる が、 (本 篇五 八 〇 頁) 同月 二十 叫 日より 引 入り 總裁 職^ 任の 


へば 是非 出勤 可， 一 相 成 こ と 答 
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意 を 固めて ゐ た卷嶽 も閣老 等が 頓に 開悟し 大いに 慕 政 改革 を 

る と、 最 早 さう 引 入って ゐる譯 にも 行かぬ ので 重臣 及び 小 楠に 


五八 八 

行 ふべ しとの ことにな つて 見 

進退に つきて の 意見 を徵 した。 

駿 州の 申し \ 趣 を 物語られ、 さて 進 止の 

れても 矢 張 出勤せ ずと あり て は 固執に 

られし 上 は 御 出勤 ありて 今一 應御盡 力 

其 議を 納れら れ、 今 後の 都合 次第 出勤せ 

を 添へ て 該醫面 を 返 せられた りき。 

(繽再 夢 0 事) 

りて 出勤 を內 決せし 所に 岡 部より 返 屍され るべき 書面が 

書翰 を 以て 「かくても 此程ゅ 聞ら れし 如く 出勤 

岡 部 は 「御 出勤 を 願ふ覺 悟な り」 との 返書 を 遣 は 

改革の 議着々 進 渉し つ あるから 明日より 是非 登 

然辭意 を飜し 六日から 復登營 する に 至 つ た。 參 覲 

慕議で 決した の も 此の 日であった。 

月 十五 日に は營 中に 於て 參觐 交替の 制 を 定め 武備 充實 

を心懸 くべ き 3:n を登營 せる 諸 IK^ 、以下に 達 し、 同 月 二十 二日に は大ぃ に參 覲. 進 獻. 衣 服 等に る 


一一 ョ 一一 


板 

し 

の 


力 

う 


臣 及び 小 

ら诏 けら 

意な り や 

、其 のタ 方春嶽 

にと 中し 立て 


楠 の 

れ た 

」 と 


舂窗は 

倉閣老 

ベ し と 

たる 上 

ある や 

廢 止と それに 代る 述 職の 新規 

其の後な ほ數 次の 評議 を經て 


意見に 

の で、 翌 

尋ねた 

を 訪問 


曰 

て 


岡 部に 

封し is- 


た の で、 春嶽も 

制度が 


らる X 事に 內決 せられたり。 斯て 本日 板 倉閣老 より 直 書 


諸 制度 を變更 し翌ニ ト 三日 を 以て 

參觀 制度 改變 でもない が、 參覲 改革 令に 於て は 諸 

か ち、 こ れ 迄 一 年 ^ の 出府 を 三年に 

d  ノ、 但し三.^;ぶ*^詰. 同格は5^に 一 ケ年&府と $  < 

^  L し、 筑前 . 對ぬ . 肥 前 ご； 藩 は 一 ケ 巧 とす。 々ts  〈 

戶 詰の 家臣の 如き もな る ベく 減す 

申立てる 事 等が 其の 骨子で ある。 

參 覲を述 職に 改める に 就いて の 

られ るが、 一 般 諸侯の 在府 期間 を 百 

洶々 たるの 時、 柳 河 藩 家老 立 花登岐 

一 月 三日 附 にて 答へ た 書 (遣 稿 篇 「 

の 人材 を 江戶に 集めて 天 • 下の 政事 

に 相 成 候 へ ば 江 戶內の 人數十 の 六 

貧 國を變 じ 大富國 と 相 成 候 は 三年 

改正案 八 條を舉 げてゐ る その 中に 

て 參親之 事」 なる 條が あるの を 見 

かくて 此の 英斷 によりて 諸侯の 


大目 付より 諸侯 

侯 を 卷中在 府. 夏 

一 回と な し、 又 在 

て 妻子 は 歸國を 

る こと i し、 諸侯 

小 楠の 考は旣 記 

ケ 日に 定めた に 

よ り 幕 政 向の 事 

甞簡」 五 七) 中に 

を 公共に する を 

七 は 省 可， 申、 將 叉 

を 不， 待 して 手 を 

「諸 大名 以来 は 

る と、 旣 に 十 ハヰ前 

被る 種惠は 甚大 


以下に 廻 達した。 今 は 其の 詳細 を 記す ま 

中 在 狩. 秋 中 在， 及び 冬 中 在， の 四 種 に 分 

年 を 僅々 百日 問に 短 


府 期間 も 從來の 一 ケ 

許 し、 摘 子は參 府. 在 圃. 在 邑 

在 府中 は 時々 登城して 政 

の 如く 彼が 岡 部駿河 守と 

就て は 安政 二 年 江 戶に大 

にっきて 質問 ありし に對 

人材の ある 處は卽 ち 人望 

第一 の 急務と な し、 な ほ 「 

天下 列藩 無用 之 費 一 時に 

返す よりも：： 勿き 事に 有レ之 

一 年に 百日 之 在-;^ に て、 往 

から 小 楠の 腦裡に 練られ 

であった が、 一 方に はこれ 


とも 隨 意 と し、：.；： i 

務に 就き 意 見 を 

の對 まの 中に 兑 

地 S ^ありて：^ 情 

し 小 捕が 同年 七 

の歸 する 處、 天 

右 之條々 御 改正 

相 改 り、 今 日之大 

^  I と て、 當 面 の 

來は 出陣の 格 に 

てゐ たと！ える。 

を以. て 幕府の 妄 
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將 軍の 上洛 


計な りと する 者 も 尠く無 く、 中 でも 喧し 

で あ り、 又 尊 攘 派 の 志 士. 浪 士 は 慕 府も遂 

た。 右 安井. 芳野 等の 矢 釜し く 云った の は 「江 

田 舍學者 を 登庸して 慕 政に 容喙 せしめる」 こ 

參覲 制度 改革の 趣 皆と する 所 は 前述の 如く 之 

非常の 時局に 當る にあった が、 此 の大處 高處ょ 

府の 衰滅 を 早める ことに 成った と 非難す る 者 

勢 は旣に 廻らす 可から すであって 其， の 衰滅の 

を 以て 其の 功罪 を 決する の は 早計で は ある ま 

次に 將 軍の 上洛 は寬永 三年 三代 將軍家 光の 

楠が 「國是 七條」 の 筆頭に 「大將 軍 上洛して 

れ迄 朝廷に 對 する 不臣 僭越の 罪 を 悔悟し 尊王 

望んでも 無駄で あるの みならす 遂に は 天下の 

如き は 寧ろ 第二. 第三の 事で あるとの 考 からで 

少 くなかった。 其の 內には 或は 上洛に 要する 

らば 寧ろ それ を 軍備に 向ける ベ しと 爲す もの 


五 九 〇 

く 論じ 立てた の は 安井 息 軒. 芳 野 金 陵 

に 諸 大名の 人質 を 返さ^る を 得な く 

戶に大 懦も少 く 無い のに 肥 後 

と を 不快と した 感情 も 伏在し 

に 依て 諸侯の 窮乏 を 救 ひ國防 

り發 した 精神 を 解せ すして、 却 

往々 ある。 併し 此の 事が 無 

因 は 寧ろ 他に 多く ある。 單 


も 

原 

h 


力 

洛後ニ 

世の 無 

誠 を 致 

大亂を 招 

あった。 


の 


百 餘年絕 えて 之 を 行 

禮を 謝せよ」 と揭げ 

さない 限り、 表面 如何 

くべき の 勢に あるの 

然るに 幕府 內には 之 

が 如き 莫大の 費用 を支辨 すべ 

あ り、 或 は將軍 上洛せば 如何な 


等 江戸の 儒者 連 

なった と 嘲笑し 

から 横 井の 如き 

たらしい。 蓋し 

の充 赏を圖 つて 

つて 此の 爲に慕 

くても 慕 府の類 

に 此の 改革の み 

はなかった 所、 小 

たの は 幕府が こ 

に 公武の 一 和 を 

で、 諸 政の 改革の 

に反對 する 者が 

き餘 力が あるな 

る 綸 言 が 出づる 


や も 測られす とて それ を 恐れる もの あ り、 叉 過激の 徒が 跳梁す る 今日 共の 道中 すら 懸念で あ 

ると 云 ふ もの も あり て、 後 見 職と 總裁 職と が 代って 上洛して はとの 意見が 多 か つた。 

慕 政に 與るゃ 先づ將 軍の 上洛 を 建 言 した 卷嶽は 其の 因循姑息 を 責め 本末 顧 倒 を 論じても 

一 向 利 E が 無い ので 頗る 不滿 であった が、 八 月廿 七日 小 楠が 岡 部駿河 守を說 いて 渐く 悟る 所 

あらし め、 次 いで 閏 八月 一 日 板 倉 閣老が 自ら 小 楠に 會ひ 其の 說に 感服して 以來 一； 1| 閣の 空氣は 

大いに 變 つて、 同月 十 一 曰 板 倉 閣老は 更に 小 楠 を 招 き、 岡 部駿 河ゃ淺 野. 伊 賀 の兩大 監察 も 同席 

の 上で 議を 練る に 至った。 小 楠 は 其の 席に 於ても 亦將 軍の 上洛がなくて は 公武の 合 體も望 

まれす 開 鎖の 國是も 定まらぬ から 之が 先づ 幕政の 根 本義で ある 所以 をカ說 し、 猶 上 洛の祭 は 

家康が 創業の 始 一年に 兩 三度 も 上洛した 振 合に 倣って 太平の 文飾 を^けば 宜しい。 さう す 

れば 一 に は 國帑の 經費を 減じ、 二に は 質素 簡 3^ を 天下に 示し、 三に は 太平の 迷夢 を 貪る 幕臣 達 

を 警 醒 する 効が あらう と 論じた の で、 何 れも 之に 同意す るに 至 り、 遂 に 明年 二月 朔日を 以て 將 

軍 出發の 期日と する 議さ へ 粗 纏まった。 

翌十 二日に 小 楠 は 一橋 邸に 伺候した。 彼が 慶 喜に 謁した の は 之が 最初であった らうと 思 

の はれる が、 此の 日 も 岡 部. 淺野兩 人 同座で 小 楠 は 時務の 意見 ゃ將軍 上洛の 必要 を 述べた。 旣に 

sin ぷ 广 月 

岡 部 や 大久保 を 通じて 小 楠の 識見に 敬意 を 表して ゐた慶 喜 は 目の 當り 其の 議論 を閒 くに 及 

ん で 愈.、 感服 し、 退 去しょう とする 小 楠に 今後 は 時々 來邸 する 様に と 言 つた 程で あつたが、 『緩 
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と將軍 上洛の ニ大問 
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上記^ 使大原 重德が 
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くと 同時 

上に も大 

もない。 


記す ベ き 


せし に 非常の 

に 聊^ 滞す る 


し 云々」 と 


正式に 發 表し 

したが、 此の間 

ら服 制の 改革. 

に 人材 登庸の 

いに 面目 一新 


は 春嶽が 其の 

て少 からす 幕 

を して 歸京 


あ 


に發 生し 

其の 任務 

し 島 津久光 は 之に 先 だち て 八月 ニト 一 日江戶 を出發 し、 

(午後 四時) 武 州生麥 村に 差 懸 つた 際、 英 國人 男女 四 名が 其の 行列に 對し 無禮が 

つたと て、 久 光の 從士が 其の 中の 一 人 を 殺し 二人に 負傷せ しめたの が發端 だ。 その 報に 接 


を 


春嶽 の 硬 論 


した 神奈川 奉行た る 阿部 豐後守 は取敢 へす 其の 組頭 を 遣 はし 

の 落着す るまで 滯留 すべ き 皆 を 論した が、 久 光 は それ を 聞かす 

氣 兼ねして 咎める 様子 もなかった。 それ を 見た 英國人 は ^だ 

幕府に 交涉 したが 幕府 は 一 時 逃れの 言 譯を なすの みで 要領 を 

令 を 乞 ひ、 翌 三年 二月 軍艦 數隻を 率ゐて 横濱に 入り 來り 最後の 

は 償金 十 萬 磅を耍 求 し、 薩 藩に 對 して は 速に 兇行 者 を 索め て 之 

料 二 萬 五 千磅を 出さし めるべく 厳談に 及んだ。 幕府 は 後 遂 に. 

要求に 應す るの 色な きを 以 て、 同 年 六 英艦七 蓃鹿兒 島 灣に入 

同年 九月に 至り 幕府 は 金を薩 藩に 貸して 英の 要求す る 吊 慰 料 

着を吿 げた が、 薩 藩 は 遂に 下手人 を 出さす に 頑張り 通した ので 

此の 事件 勃 發の日 春嶽は 政事 總裁 職の 立場から 小 楠 及び 執 

召集して 評議した が、 事 外 國に關 する 上 は 大公 至 正の 條理 を以 

瑕瑾 となる ベ けれ ば、 ま づ指當 り 久光を 引 留めて 早々 下手人 を 

横濱に 派して 英 夷の 情 實を 公平に 聞 礼し、 閣老 一 人 38 使に 指 添 

を 言 上すべき こと を 決した。 『再 夢紀 事』 に據 ると 左の通り。 

サ 四日、 今朝 は 御 不快 之 趣に て 御 斷り御 登城 不， 被， 爲， 在 候 得 共、 卽 今 之 


下 

會 


を 

匕 曰 

ひ 


手 

し- 

を 


金 

て 戰 


る 

上 


の 

京 


人の 穿墜 を 命 

り 過 ぎ、 慕 0 も 

怒し 同國 代理 

の で 彼 は本國 

を發 して 慕 府 

尙 死傷者に 對 

交付した が、 薩 

闘 を 問いた。 

しめて 漸く 該 


じ、 且 

亦薩 

公使 

政府 

に對 

す る 


其 


は 

の 


他 要路の 人達 を d 

せす て は 卷嶽の 職 

やう 命じ、 若年 寄 ま 

し て 薩 藩士  行の^ 


形勢 御放携 ？被& お 樣 も 


つ 事 

は 爆， 

の 訓 

し て 

慰 

其の 

戰後 

の サ済 

掌 上 

中 を 

次第 

無レ之 
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第 十四 章 四た び！ i 井 藩の 招聘に 慮 じて  五 九 四 

(久 光) 

に 付、 早 朝 岡部駿 州 被 一一 仰 遣 一 御 申 聞 候 趣 は、 此 度 之 薩件三 郎敬上 之念盧 あらば 神奈川 又は 程 ケ谷邊 に 

逗留 家來解 死人 探索 兔角之 御指圖 可 一一 相 待-答 之 處、 濫 行 を 其 儘に 後難 を 慕府に 委し 事 も無氣 に歸國 

致 候 義國憲 にお ゐて忽 せに すべき 儀に 無つ M  、ケ 樣之 儀を此 儘に 被 1 一成 置 一 候 て は 今後 之 御 威令 も 雛, 被レ 

行 候 間 早々 旅行 御 指留其 驛に控 へ 居 解 死人 指 出候樣 不レ 被， 命 候て は 天下へ 對 し外國 人へ 被， 對御威 

信 立 申 間 敷との 御 見 込、 專 ら攘 夷之 御沙汰 有レ之 折 柄此件 今後 如何 可 一一 相 運 一哉 難矸、 時 宜 により 指鏈れ 

候へば K 之 外 成內亂 とも 可 一一 相 成 一儀 候へば 閣老 一 人 勅使 一 處に 上京に て 今般 之 事情 委曲 及 一： 言 上： 所 

司 代 も 無^ 事 候 得ば 直檬 I 防在此 表より 注 逸 之.^ 笫も 追々 申 上、 且 攝海襲 搫の氣 遣 ひ も 有， 之 候 へ ぱ 

京師 御 警衞之 儀 も您て 朝廷 へ 相 偶 ひ 指揮 有, 之 橡 に 無^ て は 御 尊 奉 之 御 趣意 も 御行 屆 無， 之、 珍 事 

到 來之折 柄 御手 薄に て相濟 不， 申 候 間 不一 一 取 敢 1 上 京 可， 然 との 御 見込 之 兩條を 被 一一 仰 聞； 早 々 御 評 議. 有レ 

之樣と の 御 儀な りし 由。 

當時慕 閣は薩 藩を惡 みつ -^、 而も 之 を 畏れて 隴物を 扱 ふ 如き 態度で あつたの で、 强 硬なる 春 

嶽の 意見 は 採用され すに 慶 喜の 勿 事 主義が 行 はる X 一  方、 久 光 は 無遠慮に も 其の 旅行 を繽け 

て歸國 して 仕舞った。 此の 事件の 解決に 最も 必要な の は 下手人 を 出す ことで 英國 公使 も荐 

りに それ を 要求した が、 薩藩は 中 々それに 應 じょうと せぬ。 英國の 方から は頻々 と 迫って く 

る、 中に 立って 困った の は慕府 であった。 板倉閣 老は旣 記の 如く 閏 八月 一 日に 幕政 革新に つ 

き 小 楠と 對談 した 其の 席上に 於て 此の 事件 を も 話題に 上 せ、 薩 藩が 遂に 下手人 を 出さぬ 時 は 

如何にす ベ きで あらう かとて 如何にも 困拔 いた 顔色で 小 楠の 意見 を もとめた。 


生麥 事件に 關 

する 小 楠の 意 

見 


それに 對 して 

事 も 條理に 基 づ 

末 を 着けよ 

では 薩 藩に 

に 就いての 

は 愚 で あ る 

しいが、 此も 

彼 是 懸 念 す 

閣 老は更 

いかとの 問 

に 手 を 盡 く 

申し出る 様 

する であ ら 

言 ふ もの だ 

板 倉閣老 


小 楠 は、 世 の 中の 事 はそんな に案勞 ばかりして は はじまらない。 つまる 所： n 


う と 

下手 

す に 

條理 

リ 又 

る も 

に薩 

に 對 

し て 

な 事 

う。 か 

と 答 へ 


ノ 

人 

、 、ゝ 

力 

無 


て處理 すれば 仔細 は 

る の で容 に 解決す 

を 出させる のが 條理 

, ^しない やうに 士 向け 

あ る で あ ら う。 最 初 

れが 爲に薩 藩が 上洛 

彼が それ を 行 ふとす 

益 であると 云って ゐ 

が 若し 下手人 を WW さ 

て、 小 楠 は 若し 適宜の 

て 時が 懸 つたと て 何 

あらば 當 方の 事情 を 

\ る 事 を 徒に 案勞す 

た 0 


ない。 事 あ 

る 事で も 却 

るの が宜 

若し 

兹計 


力 


ら 

し て 

れば 

る 0 

す て 

處澄 

の 仔 

有の 

る の 


時 を 

を 取 

糸 力 

ま 、 

は 今 


は 

の 


ら 

も 


る 毎に 先 

つて 困難 

出す のが 

い。 それ 

ぬ 時 は 

ふので 


す 

^一目 


づ 利 害 

に 成る 

條理だ 

も猶 

何 す 

な い 

て の 


で 

は 

い 


場合、 外 

にゐて 

う。 若 

ら せる 

つた 如 


し 


力 


よ り 

取 る 

先方 

よ い 


に 着目して 程よ い 處で始 

の だ。 此の 事件で も 幕府 

か ら、 慕 府 では 何處ま でも 

出さぬ 時には その 出さぬ 

べき か 杯と 心を勞 する の 

かとの 懸念 も あられ るら 

條理が あらう か ら、 今よ り 


時は抗 

がそれ 

0 さ す 


無益の 至 


持 込む 

議もぁ 

を 悟ら 

れば彼 

で 諺 に 


の 

も 

取 


あ る ま 

が、 それ 

難题を 

す納 S: 

苦勞と 


も 之 を 聞いて 胸襟 初めて 豁然と したと て 大いに 悟る 所があった。 然るに 薩 藩で 
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！ 十四 窜 四た び 福 井 藩 の 招聘に 應 じて 

の 命に 應ぜす 其の後 も尙 下手人 を 出さ 

い て 對策を 講じても 容易に 決しない 内 

春嶽は 自邸に 岡 部駿河 守. 淺 野 ^ 賀 守. 小 

小 楠 は 此の 席に 於て も、 若 し 下手人 を 出 

ぬ 害 は 無い。 又 堂々 たる 薩 藩主が 一藩 

は 此の 理を說 いて 幾 回で も 督促すべき 

ならば 其の 時 は 又 別に 處 する 道が ある 

が 最早 下手人 を 出さない だら うか 杯と 

,な> げ， ，述 ベ. た. の， で、 何. れ -^之 に k し ， た，。 . 


は 幕府 

議を開 

廿 九日 

し た。 

て 知ら 

f 慕苻 

じない 

で 薩藩 

と 事 も 

し た。 

然るに 由 來薩藩 は 一 筋繩 ではい かぬ 代物で 

かった ので 遂に 上記の 如き 成 行で 事件の 落着 

理論 は 萬 事に 於て 術 數を排 して 公明なる べし 

神 知 靈 覺 混 々 と し て 盡 き ざ る ^„水 の 如 く 車 越 せ 

變に應 じて 些の^ 滯 もな く處理 する の 手腕の 

成り 成らぬ もの は 成らぬ に從 つて 困る 事な く 


ない。 幕 」.^ 內 

に 英國へ の 回 

栗 豐 後 守 等 を 

さなければ 全 

の 故 を 以て 天 

だ。 薩藩 にし 

であら う。 そ 

案勞 する の は 

春嶽は 其の後 

ある 上 に、 今 回 

を 見た ので あ 

との 彼の 持論 

る 意見と なり 

持主 なれば こ 

無理 をせ すに 


部に も 種 

答 期限 は 

招き 小 楠 

國に 禍害 

下の 禍を 

て數 十回 

れを 僅か 

取 越苦勞 

の 幕議に 

は 當 初 か 

る。 それ 

の 發 露 で 

明快なる 

そ で、 彼 に 

濟 ます 主 


五 九 六 

々 異 論 

次第に 

も 共の 

の 及ぶ 

好む 譯 

數百回 

に  一 二 

に 過ぎ 

於て は 

ら 下手 

は 鬼に 

あるが. 

決斷と 

して 初 

義も通 


が あつ 

切迫し 

中に 加 

可き 事 

も 無い 一 

催促し 

度 催促 

ないで 

小 楠の 


て 

) 

て 

は 


再 

て 

を 


角、 上記 


人 を 出す 心 

これ は 彼 

なりて 機 

めて 成る 

るので あ 


三 閣 

同 月 

， 邊 

侯 と 

すれ 

尙 應 

の み 

い か 

主 ^ 

は な 

所謂 

臨み 

の は 

リ 而 


も 彼 は 又 其の 意見 を 他人に 注入す る ことに 於ても 卓越して ゐて、 如何なる 相手に 向っても そ 

れ を理會 せしめ 同意せ しめ 感服せ しむる の 伎倆 を 持って ゐた。 生麥 事件に 於ても さう だが 

彼の 幕政 改革 意見 は 幕府の 耍人を 風靡し、 慕議を 動かす 許り でな く 幕議を 一 決せし むる に 至 

らしめ たこと は旣 記の 通り だ。  . 

慶喜 及び 春嶽が 起用され 寓民は 天下の 一新 此の 時と 拭 CE して ゐ るに、 慕閣 にて は 春 嶽の提 

出した 幕政 改新 意見 を 採用す るに 遲 疑の 色が あ り、 春 嶽は それ を 快し とせす 引 入った 北 ハの數 

日 後の 八月 二十 七日. 小 楠が 岡 部駿河 守と 會晃し 春嶽の 意見に つきて 述べた る 議論が 共の 日 

Id ちに 岡 部に よりて 營 中に 齋 される と、 慶 喜 はじめ 閣老等 一 同いた く 小 楠の い： f 見に 感服した 

小梳 を慕府 の こと は旣 記の 通り だ が、 其 の 時から して 彼等の に 小 楠 を 幕府の 奥 詰に 登 腺しょう との 議が 

奥 詰に 登庸せ 

ん との 議 あり 持 上かった。 幕府に は必 すし も 人物に 乏しく は あるまい のに 此の 議が起 り、 而 も それが 日！ S 

因循 勝ちな 板 倉 周 防 守. 水 野 和 泉 守 兩閣老 によりて 熱心に 主張せられ たさう だ。 之 を 見る と 

如何に 小 楠の 達識が 彼等 を 動かし 且つ 敬服せ しめた かぐ 分る。 左に 記す る慶 喜より i_ ^嶽に 

寄せた 書面 は 其の 校 樣を如 實 に 物語って ゐる。 

御 不快 如何に 候 哉 委敷奉 レ伺度 候。 偖 今朝 駿河事 平 s: 郞 に面會 段々 噺 承候處 一 々尤之 事に て 深く 感心 致 候 由 

にて、 於 n 御用 部屋， 一 同 承り 何れも 同意に 御 鹿 候。 平 四 郞中聞 候 第一 ケ條 參觐等 之義、 大小 御 nz 付 等に て 評 

議之處 何れも 感服 同意 之 由。 尤參觐 之 事 は 先頃 御 目 付より 巾 出 候 事 も 有., 之 候. H 故 別て 一 同悅巾 候。 於 二 越屮. 
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第 十四 章 四た び 福 井一 潘： の 招聘に 應 じて  > 

.i  a^;  .M "る 違 4；： 專之条 如何にも 尤 にて よき 事と は 乍 レ.. ^  口 ハ  一 ニケ - 

交 可 卸：； 屋 にて い ろく 許議も 致.^ 得 井 ，る虎才5|1?1^#.^.-{ !•  Hy 

；、 ハ通 4, 仰 出， 候ても な 之 御處靈 不レ宜 候て は 何 逢 も無レ 之に 付、 I  •  §i1 中 聞 候に は、 

右平 愿事直 $ 一 I  lllll0li<s^, 

fr., 可へ 申 聞 讓兩人 共 大悅之 擎有レ 之 候。 lliln  i 

him 素より 非常 出 格秦故 如何程 にても 可 レ然、 名目 は 奥 詰と Is 

VI 御用 部屋 は 勿論 時々 SI 相 成 様に I。 素より 先 規に不 レ拘檬 可 レ致璧 に 大意 相 決 候 得 

せ、 直 如何 可， 被き 秦奉， 伺候。 II0IH 

下 舊 S 候。 前文 I 養に i は.^  S 曰 之 內に被 11 に f 候。 兩 一二 曰 は 先少々 手す き故 

何分に も此處 にて 御 霞 被 二 仰. sis 秦。 平 If は 御 i 屋 一 同 屈服 之 奮 御 s。  i 

申 上 度 如レ斯 御」 i 候。 以上。  — 

^頸 i 

八月 廿 七日 

春嶽樣  . 

尊 下 

再白不 n 相 替-文 言 認不レ 申 候。 以上。  . ^き 

. i  メ  lU  t 、つ m つ f  0 お が、 之 に據 ると 「平^  B  .. 一一^ 

およ ト 南が 人 月 二十 七日 岡 部駿河 守に 面談した 其の 日の 書 ft^ ブ 力ま^ 

/  ,^  ：  、  43«  n  3- こ i  aspij.zl 者 有 司 全 く 參 つ た と 見 

に は御闲 部屋 一 同 屈服の 事に 御座 候」 とあって d 楠の. 識見に は.^^. i..^  一-口.^  .. 


え、 叉 登庸しての 支給 方に つきても 「非常 出 格の 事故 如何程 にても 可， 然 」 とあって 非常な 意 

氣込 だ。 將軍 後見 職から か る 懇望 を 受けて は春嶽 も心竊 かに 誇を覺 えたで あらう が、 一 介 

の 陪臣た る 小 楠に 取って は實に 破格の 拔擢で 無上の 光榮を 感じた ことで あらう。 

右 書面 を 受けた 春嶽は 「横 井 御請に 及 ふべき や 否や 覺束 なく 思 はれし 故、 豫 じめ 本人の 意 

見 を 尋ねられ 然るべき 皆 を 返答せられ たり」 と 『繽 再夢紀 事』 にある が、 其 の 返答 書 は 見 當 

らぬ。 然るに 此の 登庸に 就きて は 右慶喜 書面の 日付の 翌 々 日 (二 十九 日) 岡 部駿河 守が 春嶽を 

登庸 辭返 訪 ひての 談話 中に 小 楠 は 此の 件に 關 して 大久保 越 中 守の 勸誘三 十八 日) に應ぜ ざり しのみ な 

ら す、 勝 海 舟に 之 を 未發に 防い で 貰う 様 頼み 吳れ よと 中 根に 依頼した と ある 如く  (本篇 五 八 二 

頁) 深 く 慮る 所 ありて I 中 根 は 小 楠の 心事 を 看破して 「到底 二君に 事 ふる 事 は 彼の 爲 さ^る 

所」 と 云って ゐる— 固く 之を辭 退した の で、 慕 府は小 楠の 決意の 堅き を 知る と 供に 寧ろ 其の 

心事に 感服して 登庸の 事 を 思 ひ 止った。 なほ 此の間の 消息の 一 班 は 小 楠が 閑 八月 八日 付に 

て 宿 許に 寄せた 書狀 (遣 稿 篇 「書簡」 一 三 〇) 中の 左の 一 節 にても 窺 はれる。 

此許 日夜 多用 は相替 り不レ 中、 中々 非常 之 折 柄に て、 格別 心配 仕事に 御座 候。 御 側 衆. 大御目 附初御 役 方 追々 

咄合等 誠に 寸暇 無 11 御」 候。 其 外 御 老中へ も 罷出申 事に 御座 候。 此頃は 慕 庭へ 被 二 召 出 1 候 害に 御 議定に 相 

(右 力) 

成、 舂嶽公 丁度 御 引 入に て 有 レ之候 間、 大 議定 御 窺に 大御 目附被 M 罷出 1 候處、 其 前に 様子 ほのかに 相 聞へ 居候 

間 必死に 御 斷巾上 候 覺悟之 次第 春嶽 公に 申 上 置 候 間、 大御目 付へ ト分御 斷に相 成、 此上 にも 是非共 召 出 候 事 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  五 九九 
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に fe- へ ば 橫井は 嚴斗覺 悟 罷在候 段 迄御咄 合に 相 成 候 間、 廟堂 上 にても 重々 尤之 筋と 却て 感心 に 相 成 候 趣に て 

比 一 件 は 存念 通りに 治り 候て 先安 心 仕 候。 

然るに 非常の 時 21^ に は 非常の 人材が 必要な ので、 小 楠の 固辭 により 其の 登庸 を 思 ひ 止って 

一時 借 受の議 ゐた 幕府で は 再び 一 時 細 川 家から 借受の 形式に て 彼 を 起用す るの 議が 起り、 將軍 及び 後見 職 

起る  以下 慕府當 局の 彼 を 遇する に 如何にも 手厚い ものが あった。 追に 彼 は 之 をも辭 退す る は 情 

に 於て 忍び 難かった と 見えて、 閏 八月 廿 五日 付 宿 許 宛の 書 (遺稿 篇 「書簡」 一三 二 中に 其の 事 

淸を 左の 如く 語って ゐる。 

(八 H- 十五！ w より 濯った コロリ 病の こと) 

私事 被，， 召 出， 候 儀 御 斷申上 候 事 は 先便に 申 上 候 通りに 御」 座 候處、 病 氣之前 又々 模様 打替 り、 根より 御 こぎ 上 

け は 御 無理に て、 御用 中當 分御當 家より 御 借り 受被レ 成 候 にて、 丁度 只今 越 前より 御借受 同様 之 御 取 あつ 

かひと 申 御內意 御座 候。 是 なれば 御 斷も出 來不レ 申 一と 先罷 出不レ 申て は 難レ叶 次第と 相 心得 申、 則 委細 龍ノ 

口 御 家老 手許に 申入 置 候 間 此節之 御 便に は 御手 許に も 申 越 候 事と 被レ存 候。 然し 病 氣後は 何事 も春嶽 様より 

御 遠慮に て 御 申 聞 無， 一 御座， 候 間此節 如何 成り 行 候 哉 承知 不レ仕 候。 ぃ才は 次. N 御 便に は 相 分り 可レ申 候。 

右 も辭返  h+f は 右の 如く 報じて はゐる が、 結 局 一 時 登庸の 事も辭 退す る 事と な り、 そ れが 聞き入^ら 

^たと て、 九月 十 曰 付で 宿 許への 書面 (遣 稿篇 「書簡」 一三 一一) 中に 「私 御 やと ひの 事 病後 早々 

小 楠 登庸の 件 も 被，, &付, 御 嘆 様に 御 虛候處 、此頃 尙叉達 つて 御 斷申上 候へば 御 聞 入れに 相 成り 當分 安、 七お 

赏 役の 書簡 候- と 書いて ゐる。 尙小櫥 の 登庸 問題に 關 して 當 時江戶 詰の 肥 後 藩 家老 沼田 勘 解 由. 同 松 野 


百 一 から 國許 政廳へ 報じた ものに 次の 様な 一 書が ある。 之 を 見る と 小 楠 登庸に つきての 經緯 

や 彼が それ を斷 りたる 心事が よく 分る。 

以 n 別紙， 申達 候。 今度 横 井 平 四郞儀 出府 候 付て は泰嶽 様より 幕政 向 之 機 を も 御 內輪御 相談お レ之逸 稜御爲 合 

に 相 成、 兼て 大久保 越 中 守 様な ど 春 嶽様御 懇意に 被 レ成候 御 方に て 平 W 郞 様子 も御 承知に 相 成 追々 被 二 召 呼- 

御 同 方より 大御目 付 岡 部 駿河守 様え も 平 郞事御 咄に相 成 右 同様 被 n 召 呼 f 方今 之 御 事體に 付て 段々 御咄巾 

上 候 趣、 不レ怪 御 感心 之 餘閣老 方え 平 四 郎拔群 人材 之 事 御 賞 眷有レ 之 候 由 之處、 當時 於- 1 廟堂， 御 人 を被レ 缺候砌 

右 様 之 人物 は 何卒 公義え 被- 1 召 出， 度との 御咄 合に 相 成、 其 末 大久保 様より 平 叫郞へ 段々 御 咄之內 右 之 趣少々 

御 口 氣も出 申 候. S 之處 平四郞 儀^ 以當 惑に 及、 得 斗 勘考 を も 可 レ仕皆 ゆ 上 其 座 引取、 自然 は卷嶽 様よりの 御 

吹擧 にても 可 レ有レ 之 かと 內々 相 伺候 處、 泰嶽 様え は 一向 御 承知 も 不レ被 レ爲レ 在との 御 事に 付、 平 郞 より 申 

上 候 次第 は 大久保 様 御 咄之趣 御 慰 勞之譯 にて 候 得ば 子細 も 無二 御」 Ml 候へ ども、 平 s: 郞事は 細 川 家 之 御 家臣に 

て 從來御 恩義 を も 蒙 居、 萬 一 從， 1 公義， 御 扶持 等 被 二 下 s^, 候 様 之 儀 も 御 鹿 候て は赏に 本意 を 失 候 次第、 北 ハ上技 

藝を以 被， 1 召 出， 候 御 例 は 可 レ有レ 之 候 得 共 平四郞 身分に おいて は 左様 之 筋に 無レ 之、 專 節操 を尙び 不レ 巾て 難レ 

叶 儀に 御座 候處、 自然 右 様 之 御沙汰 も有レ 之、 御請 不二 申 上， 候 得ば 公 邊に對 し 不都合に 相 成 御 講申上 候へば 

御 國に向 ひ 難 n 相濟 i 進退 差 迫 直 様 覺悟仕 候 外 無， 1 御座， 段屹 と. &上置 候 由 之處、 岡 部 様 外 御 川筋 も. レ 之赛嶽 

様え 御 出に 相 成 平四郞 被， 一 召 出， 之 一 件旣に 廟議相 決、 柴野彥 助な どの 先例 を以 夫々 御 取 しらべ 相 iK、 御醉令 

迄 も 出來致 居候 哉に て春嶽 様へ 御 相談に 相 成 候處、 平 四郞存 意之 趣はケ 様々 々之 次第に 付 迚も 御請 可- 上- 
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御 見 人 一に 無. 之 段 委く御 咄に相 成 候 由に て、 岡 部 様に も 至極 尤に思 召、 右 之 次第 於 n 廟堂- 猶御咄 合^ レ 之候處 

閣老方 を 初 皆々 御 感心に て 右 之 廟議は 相 止 申 候 由。 尤 向後 も 閣老方 其 外 所々 より 御咄に 被-一 召 呼 &は可 レ有レ 

之 趣に 御座 候。 前文 之镇付 は、 春嶽 様より 酒 井 十 之丞を 一旦 御 小屋へ 被 n 指 越- 內分御 懸合之 趣 も 有 レ之候 付、 

平 四 郞を御 小屋へ 招き 承 合 候處、 右 段々 之 次第にて 無- 1 異 儀-相 濟 候段委 致- 演述- 候。 右 之 趣 は 御 序 を 以御內 

聽 にも 御 達 可 レ被レ 遗と存 候。 以上。 

閏 八月 十九 日  沼  田 

松  野 

愁 連名 殿 

尙々 本文 十 之丞を 以御懸 合 之 趣 は 平 四 郞俵從 - 公義， 御 借用に 相 成 候 か、 又は 可， 被 n 召 出 1 哉 之御內 議有レ 

之 候 由に て、 一旦 存寄を も內々 御 尋之御 模様に 付、 平 ra 郞 身分 右様之 御 取扱に 相 成 儀 冥加 之 事に は 御座 候 

へど も、 陪臣と して 廟堂 之 御 議に携 候 鉢 之 俵 何程に 可 レ有こ 御座-哉 且はー 一 姓に 事へ 候 氣味も 有レ之 彼是 於-一 

平 四郞， は 如何 計 心痛 可レ 仕、 何様 其 身 安 不安 之 境 得 斗 御 聞亂、 存意相 立 候 樣之御 配慮 奉レ願 度との 趣 中 

述遗 候處、 平 四郞御 返答 振 も 尊ら 心 操に 出先 は 致ニ喑 合 1 都合 能 落着に 至 申 候 事に 御座 候。 此段も 卒度得 一- 

御意， 置 申 候。 以上。 

細 川 家に 對す 右に よると 小 楠の 細 川 家に 對 しての 心 操と 敬意と は 十分に 分る。 同家 重役 も 從來鬼 角 小 

, 操 ；意 楠 を危險 人物と して 扱って ゐ たが、 今度と いふ 今度 は 彼に 好意 を 表した こと" 思 はれる。 小 


楠が 钿川 家の 5 して 幕府に 對し斯 く 迄 有用の 人と なった こと は 同家の 誇で あると 供に 又 

多大の 便宜 を も 得た ので ある。 元 田 は 上 揭の書 (本篇 五 七三 頁) にも 天下 御 - 新の 盛 I を兑得 

るの みならす、 此の 後 は 小 摘から 機密の 模樣 も 伺 取る 事の 出來 るの i ふと、 實に 好き 時節に 

出府した もの だと 歡ん でゐ るが、 彼 以外の 同 藩士 中に も 小 楠 t 幕 庭の 內 f 聽 知して S 

に 報知す る 人達が 少 くなかった。 元 田の 『還暦 之 記』 に 左の 如き 一節が ある。  - 

七月 幕府 勅 を 奉じ、 一 橋慶 S を 後見 職と 爲じ、 春嶽 公 を 總裁 職と 爲し、 政 事大に 改正す る 所 あらん 

とす。 乃 勝 麟太郎 • 大久保 illi 永井玄 5 等 S る。 横井 先生 は I 公の 師を. -て總 裁の 

內. 1 こ K る。 時に 幕府に 召 內撰 あり、 先生 之 を 聞て 忽に 藩に 遊歸 せんと 決す。 幕 議此意 を. - 

りて 止めり。 此 5 侯隔 S 觐の 期を她 めて 國內の 安 撫にカ を 専らに せしめ、 其 妻子の 江 府に资 

たる を 解て 國に 就て 安堵せ しめ 、幕吏 登城の 装具 を 簡易に して 舉类を 除き、 來まを 期して 將軍 上洛 

三 ， ^年 以來の 褒典を 起して 君臣 Q 截を 正す 等、 皆 事の 大 なる 者 先生 S  議 する 所.^ r 多な り とづ 

墓： 付 積年の 大弊を 一時に 改正す i に 非常の 大難 事に して、 斯く迄 速に S の舉 りたる は 先 ま. 

苦 5- 力 も亦大 なりと 云 ふべ し。 然 ども 天.' 將に 崩れん とする S になり C は 幕府 S する が 

天下 議输の 赴く 所に 先んずる こと 能 はず、 所. 謂 善 者 ありと 雖 ども 如何 共す る こと 無き なり。 . "し 

此 改正 をして 井伊 大老 執權 5 前に 在らし め、 余 等 I の 如く 將 軍の 世子 は 一 橋 5 公に ま、 水府 

老公 を 以て 輔翼と 爲 して 天下 有志の 心を收 め、 然る 後皇國 S 大道に 復し、 大風の 訓に 則と り =M 星 

の 天に 在る が 如く 皇化を 布 及す るの 國是を 以て 開 國ー父 易の 條例を 立て、 內政を 修め 外交 を 制し、 翁 
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王の 誠心 其 究竟す る 所 は 覇櫂を 收て之 を 王政に 復 し、 將 軍 謙 返 の 實 


らしめ ば、 薩. 長 

のみなら ず、 其 

ら ず C 是 當 時 

に 記して 而し 

先生と 親 交 な 


- 土の 武力 を假る 

權 初めより 我に 

A  K 大夫 • 小 楠 先 

て 其 終に 行 はる 

る を 以て 余 を 介 


に 及ばず 將軍 朝敵の 名 を 被ら ず、 外 國 の 

在 り て、 皇 國の 大勢 遙に 今日 細 si^ の 上 

_ 

生と 講學し て 余が 看 得し て 自信す る 所 一 

ベから ざる は 是天也 C 此時吉 田 平 之 助 


六 〇 四 

朝廷 寛仁の 德振古 無比な 

條約は 改正の 勞を費 

に 出 でん こと 萬々 疑 

の 經 綸、 曾 て 粗燈下 閗 

江 府 留守居た り。 余 

こと を 得たり。 長 谷 


し て 先生に 會し 幕府の 內 議を閗 知す る 

亦 先生に 相會 せんこと を 求む、 余 又 中に 居て 相 周旋す。 相 逢へば 則 天下の 形勢 を談 じて 共 

を 披 き、 或 は 杯 酒 淋滴歡 を 建し て歸 る、 是 皆 一時の 盛 會 な り。 


さ る 

J ベ か 

答 の 窨 

力 横 井 

川 • 都 築 

に 胸襟 


四 尊攘 派の 跳梁 破約 攘夷 說 

幕府が 大原勒 使 等の 東 下 を迎へ て 其の 御請に 躊躇して ゐる 間に 京都の 情勢 は 著しく 變じ 

•  つ- - あった。 卽ち 其の 一行が 江戸に 着す るの 前日— 六月 六日— それまで 在府 して ゐた長 州 

藩主 毛 利 慶親は 恰も 此の 一 行 を 避ける かの 如くに 江 戶を發 して 道 を 中 仙 道に 取って 上洛し 

たが、 長 藩 は 此の 時を轉 機と して 前年 來 航海 遠 略 策 を 以て 公武 周旋 運動に 乘 出して ゐ たの を 

1 變 して 忽ち 攘夷の 急先鋒と なった。 

1 雅 樂の活 抑. X 厶武 合體. 開 國遠略 策 は 長 藩 直 目 附長井 雅樂の 提唱に 係り、 其の 要領 は 今 曰 我が 國に 開國 


鎖攘の 論が 囂しい が、 それ は 要するに 枝葉の 問題で、 根本 は 日本 國體 の美點 を發揚 する に ある。 

それに は 朝. 慕 對立 する ことなく 公武 一 和して 國カを 伸展せ ねばならぬ。 さ^ば 比の 際 朝廷 

は 先 づ鎖攘 の說を 捨て 幕-:^ は 尊皇の 赏を 示し 相 顿り相 助け て 行く ベ き だ。 元來键 夷 は 日本 

建國の 精神に 一 致しない から 天照皇大神の 遣訓に 基づき 天 一 日の ii 臨す る 所 は 悉く 知 食す 

と 云 ふ 開國遠 略の 皇謨を 定め 國威を 海外に 宣揚し なければ ならぬ。 朝廷に して 此の 意を以 

て 幕府 を督勵 せられな ば 幕 府は 喜んで 之 を 奉じ 公武 一 和 立 所に 成り 富 國强兵 五大洲 を壓倒 

せんこと 期して 待つべき だと 云 ふに あった が、 何 方 かと 云 へば 幕府の 肩を持つ たもので 左^ 

的 公武 合 體說と 云 はれて ゐる。 雅樂 は文久 元年 五月 以來 藩主の 命 を 奉じ 京都と 江戶 の^を 

奔走し 此の 說を 持して 大いに 運動す る 所があった。 彼の 雄 辯 宏辭に は 朝廷 も  一：： Ti^ も 動かさ 

れ、 特 に久世 閣老の 如き は 最も 彼 を 信頼 し、 依 りて 以て 朝. 慕 の 間 を彌縫 せんとした。 共の 結 

幕椅も 遂に 雅樂の 周旋 運動に 倚 頼す る ことにな つたの で、 彼 は 翌ニ年 三 月 愈.^ 上 京して 朝廷に 

長 井の 信望 地 建白す る 所あった。 然るに 此の 時 は 最早 京攝の に は尊壤 派の 志 士. 浪 士 が 雲 集し 堂上と 氣 

脈 を 通じて 畫策 しつ X あつたので 機運 は 旣に已 に 先走って ゐた。 されば はぶ， こ， 上され ヒ 1 

樂の建 言 に は 反對の 聲囂々 たるの みならす 幕府の 意を迎 ふる 奸策 なりと て 非難の. となつ 

た。 剩へ 朝廷より.^ 利 世子 定廣 へ、 文久 元年 以來 雅樂が 朝廷に 建 言 した 書面の 中には 「謗訶 

似寄 之 機」 があって 御上に も 安から す 思 召す と か、 又 開國 航海 は 叙 慮に 及び難し とかの 御沙 
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長 藩の 政策 變 るの 外な きを 

は 朝廷に 向つ 


も 言 上した の 


久 光は大 兵 を 

とする 氣 勢が 

し、 其 の 處分を 

とする 公武 合 

六月に は 公武 

具 視. 中 務大輔 

るお 斥 運動力 

と、 途 中に て 聞 

. 此の 實際を 

の 看板 を塗替 へて 

策 を變更 して 斷然長 藩の 立場 を 一 新す 

長 井雅樂 建白の 却下 を 請 ひもす るし、 破約 镇 夷の 方 

で、 同月 二十 七日に は 東 下 周旋の 朝 旨を拜 する に 至った。 そこ 


的 公武 合體論 を 主 唱 し、 場 合 
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つて、 動もすれば 長 藩 は 朝廷に 對 して 不首尾 を 來す虞 も ある 上に、 藩 內で長 井の 運動に 

の久 坂玄瑞 等の 与 心 進 派 は 長 井の 說は 幕府に 媚びて 接 夷を妨 

長 州の 勤王が 妨げられ 藩に 取って は 此の上 もない 恥辱 だと 

ゐて 上京し 勤王 

つた— に 先んぜ 

迫る の で、 慶親は 

の 周旋 運動 は 全 

體 派で 奠 に和宮 

小路 敬 直の 四 卿 

士の 間に 起って 

されて 想像した 
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廷 現今の 主 皆 で 
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以 


を 

其 


形勢と な つたの 

長 井 を 江戸に 召 

仕舞 つ た。 

盡 くした 內大 臣 

御 局 今 城 氏. 藤 の 

聲が 喧し い。 毛 

の 天地に 漲る 尊 

の 勢力 を 挽回し 

點 張りに 順應す 

決した。 乃ち 彼 

周旋 せんこと を 

で 折 柄 在京中の 


世子 定廣を 江戸に 下し、 慶親 自ら は 京都に 踏 止ま り、 東 西 相呼應 して 朝. 慕 の 間に 周旋す る こと 

になった。 

長 藩 の 伺書提 以上の 如く 方向 轉換 をな した 長 藩 は 世子 定廣の 東 下に 際し 豫め 朝廷の 意兑の ある；.^ を 雀 

め 置く、 必要 を 感じて 八月 二日 伺 書 を 提出した。 それ は 假條約 破棄. 安政 條約 調印 者の 處分. 赦 

令 問題. 防備 整理 勢 京都 警備. 將軍 上洛に つきての」 ハケ條 よりなる が、 朝廷 は 其の 質疑に 對し 

二 々附 囊 して 之に 答 へられた。 其の 中假條 約— T^T^ の 安政 條約— の 破棄に 關 する 質疑と 

附 ti と は 左の 如くで ある。 

S? 午 三月 二十 曰 S 刺 能に 往年！.. ■£ 開港の 條約 不一 一容 易 一と は 被 一一 仰 出 一 候 得 共、 同 月 二十 六 口 閣老へ 御 

渡ネ 候 # 別紙に 下 S 條約の 外、 御 許 容 不， 被， 遊 節は自 然 及， ー異 變ー候 も 難， 計 と 有レ之 候 に 付、 下 m 條約 M 

.  り は、 御不 本 意 な が ら 御 許 容 被 レ遊候 御 事と 奉 候。 就て は假條 約の 儀 も 御 破 却に 可， 被 一一 仰 付 一 m 斷 

に て 可レ有 一一 御 座-一哉 と 奉, 存 候。 

(附 き 下 £ 條約尤 不， 被&, 好 候 得共旣 w、 前 於， >關 柬 ー爲， 濟 候 上 言 上 ，之 歎 思 食 候處、 重て 假倐約 數ケ條 ；；.：" 

J 實 に 被-一驚 思 禽 f  二十 六 曰 御 別紙 之 旨 無ー餘 儀 一 被， 一 仰 出 一 候 儀に て 勅許に て は 無， 之、 其 後 自，， 關 娘 一は 上 御 約 

. - -i,  (萬延 元年)  ， 

定^ 追々 韓々 に 相 成、 一 昨冬 七 八ケ年 乃至 十ケ 年中に は 必定 可， 有， 一 拒 絕ー竪 固 御 約定に 候。 

且又 蠻夷 追々 驕傲 猎獗、 下 E 條約 頃と 同 曰の 論に 無レ之 以の 外の 儀、 到ー晉 時 一條 約 に 被レ宥 ； p& と も 難レ被 一一 

仰 出 S 條約は 御 破 却 御 拒絶 被， 遊 度 思 召 候。 併是 等國是 重大の 議猶 衆議の 後敏盧 被，： 仰 丁 候。 

毛禾は 右に よって 安政 條約破 却の 言質 を 朝廷よ り 得た。 これが 長 藩の 此の 後の 運動に 重 
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大の關 係 ある は 此の 後の 記事が それ を證 明す る。 右 六 ケ條の 伺 書 を 提出した 日に 久坂 玄瑞 

は 其の 意見書 「廻濶 條議」 を 長 藩主 父子に 上呈 した。 これ は今賛 しないが 尊皇攘夷の 一 大 

宣 言 書で 頗る 強硬なる ものであった。 長 藩に は 佐幕派 も あ り、 現 狀順應 派 もあった が、 同 藩 の 

文久 より 元 治に 至る 數 年間の 大勢 は亩田 松 陰 社 中、 中 にも 久坂 一 派の 意 兌に よりて 指導 せら 

れ たので ある。 德富蘇 峰 は 長 藩が 上述の 如く 長 井の 開 國遠航 を 基本と する 公武 合體 から 條 

約 破 却. 攘夷 鎖 港 を 基本と する ものに 轉 向した 原因 を 其の 著 『近世 日本 國民 史』 に 左の 如く 

記して ゐ る。 

抑 も 長 藩が 斯く迄 極端に 趨 りたる は、 何 故で あらう。 それ は S 井 雅樂の 開！： 遠航を 背 景 とすろ 公 

武合體 の 周旋 が、 天 下の 志士に 不評判で あ り、 從 つ て やがて 朝廷 側の 受け も 面白から ざる 姿と なり 

たる 爲 め、 そ れを 一 掃す 可 く、 平 生長 井 反 對の吉 E 松 陰 社中 等 は 勿 論、 藩 の耍人 等 も、 前 にも 記した る 

如 く、 方 向 轉換の 巳む 可から ざる を認 め、 そ の爲め に、 云 は 曲れ る を 矯めて 底き に 過ぐ るの 態に 

立ち 到りた る ものにし て、 此 中には 對薩の 競 1： せ 心 も、 幾 分か 加 はり ゐ たる こと を 忘れて はならない。 

卽 ち元來 公武 周旋 は、； 藩が 魁 をした るに 拘 ら ず、 長 井の 爲 めに 挫折 し、 却 て 後 の 烏 が 先と なり、 薩の 

爲 めに 致されん とする の 位地に 立ち至り たる を自覺 し、 そ れを從 前の 通り に 引き 一お さんが 爲め に、 

故ら に 一 步数 步、 薩 に 先んじた る 强硬論 を 主唱す るに 至った もの と、 推 定す可 き 现 由 が あ ろ。 

かくて 利 定廣は 八月 三日 東 下の 途に つき 同 十九 日 江戸に 着した が、 其 の 間 朝廷で は 前述 

の 兩內侍 等 は旣に 退けられ、 四 卿 も 亦 廣幡. 姉 小 路. 三 條 等の 急進派 十三 朝 紳の彈 劾 を 受けて 楚 


公武 合體 派の 

勢力 失墜 •  土 

佐 勤王 派の 擡 


島津久 光， 藩 


長 藩の 意氣込 


居 を 命ぜられ 尊で 洛外に 居 を 移される などの 事が あって 

墜 したに 反し て、 尊 孃派は 朝野に 其の 威力 を發 揮す るに 至 

四月 武市半 平 太 (瑞 山) を 首領と する 勤王 派が 是 まで 專ら政 

元 吉 5 洋) を 幾して 藩 論 を 一 變せ しむる と倶に 中央に て大 

より 國事 周旋の 御沙汰 を 賜 はった が、 彼 等 勤王 派 は 長 藩と 

長. 土 兩藩 連合の 姿と なった ので 尊攘 派の 氣 勢に 更に 拍車 

されば 折角 使命 を 鬼して 閏 八月 七日 江戸より 歸洛 した 

十二分に 其の 功勞を 認められ たもの i 一  般 から は 左程 歡 

慶喜 及び 春嶽を 登庸し 一 意 皆 を奉體 せんとして ゐる狀 

せんと 計った が 到底 意の 通り 運び さう にもな く、 京 都の 形 

ありて 心 平 かならざる 上 に、 生 麥 事件の 後始末 も 捨て置け 

必要と したに も 拘らす 同月 二. 4" 三日 急ぎ 歸國 の途に つ い 

島津 去って 後の 京都の 舞 臺は長 州が 主、 土 佐が 副の 姿で 

に 行 はれた が、 毛利慶 親父 子 は 攘夷に つきて 閏 八月 十四日 
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じく 镶 
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上奏し _ 
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大膳大 夫 父子に お い て は 追々 被 一一 仰 出 1 候 勅靛並 御沙汰 誊之御 旨 

持 堅めの 御 K 籌 出， 于：， 此 間 敷と 考定 ：：： 最早 列藩 中 決て 勸 文に 
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左の i!!:! 


派 は 一 時に 其の 勢力 を 失 

之 土 佐 藩に て は 文 久ニ年 

て ゐた 佐幕派 の 互頭吉 S 

せんと し、 同 七月に は 朝廷 

夷 を 標榜す る 所 か ら、. E ら 

は 朝廷 及び 近衞 家から は 

かった。 彼 は 幕府が 既に 

_ 公武 合體 派の 勢力 を 回復 

彼に 取って は 非なる もの 

都の 穩和 派が 彼の 在京 を 

を 支配 し、 急 激の 議論 は 盛 

の献白 をな した。 


全以 破約 攘夷 之 廣斷と 奉 &、 皇 國 御 

泥み 候 儀 も 有， 之 間 敷に 付 今更 不レ及 11 
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會 議ー斷 然獨 立に て 建 力、 乍：， 不レ及 皇國 正氣御 維持 之 寸捕を も 仕度 父子 決心 罷在 候。 

之に 對 して、 同月 二十 七日 議奏 中山忠 能より 毛 利 父子に 左の通りの 有難き 御沙汰 書 を下附 

せられた。 

先年 以來 被，  一 出 一 候 攘夷 之 儀 歙盧御 決定 之 趣 御 K 策 出 芋-一 此 他 一間 敷 に 付、 斷 然 獨 立 可， 有 i カー 決 心 

之 旨 言 上先以 歙盧御 符合 深以御 感悅御 事に 候。 何卒 抽 一一 丹 誠 一周 旋 有， 之、 公武 を 始萬人 一致 一 和 

にて 爲， 一 祌 州 1盡， 一精 力 ¥ 蠻夷 拒絶に 決定 候樣慕 吏え 掛合之 都合に 相 成候樣 被レ遊 度 教 願に 被 &,在 

候。 此由 可 一一 達！ 旨 御沙汰 被 」き在 候 事。 

右に よって 長 藩の 運動に は 更に 活氣を 添へ 其の 意 氣込は 凄じき ものが あった。 啻に 京都 

に 於ての みならす 上記 伺 書に よりて 廷議の ある 所 を 確め て 東上した 毛 利 定廣を 始め 其の 輔 

長 藩 要人の 奔 佐 役なる 周 布 政 之 助. 中 村 九郞. 桂 小 五 郞. 小 幡彥七 等 長 藩 要人 の 江戶に 於け る 活躍 も 亦 目酲し 

走 

きものが あった。 彼等 は 朝 皆に 從ひ 破約 攘夷— 一 に 「卽今 攘夷」 —を 以て 縦横に 奔走して 

幕椅を 刺戟す るので 慶 喜. 春 嶽を 首と して 慕 府當局 は 頗る 當 惑の 體 であった。 

さう かう する 內に 京都の 情勢 は 愈.、 4^ 迫し て 攘夷 督促の ため 勅使 再 下の 議が 起り、 多少 議論 

幕府 窮地に 陷 はあった が 遂に 三條實 美. 姉 小路 公知 が 正. 副 勅使と して 東 下す る ことにな つたの で 、幕府 は 愈. 《 

る 

進退 維 谷 まるの 窮地に 陷 つた。 と 云 ふの は、 慕 椅は是 迄 朝廷に 向って 開港 は 一時 の 方便. 條約 

は 暫定の 假設で 結局 は鎖國 攘夷で あると 上申し、 特に 和宮 降嫁に 際して は 十 年 以內七 八年以 


後に は必す 之を赏 行す る ぼ を 其の 條件 として ゐる。 つまり 壤 夷の 手形 は 森府の 名に よって 

振出して あるから 幕-;^ の存 する 限り 之を不 渡と する 譯には 行かぬ。 そこに 持って きて 長 藩 

は 上記の 如き 猛 運. 動 をな す 上に 至急 攘夷 を 迫るべき 觔 使を迎 ふること になった のでに！^ 早從 

來の 慣用 手段た る 一 時 週れ を 弄する の餘 地な く、 開 國か 攘夷 か 腹を定 むべき 時と なった から 

である。 然るに 幕府と して は 攘夷の 勒命を 奉 すれば 條約諸 外 國に對 し、 若し 之 を 奉ぜ すん ば 

朝廷に 對 して 正面衝突 を覺 悟せ ねばなら ぬので 云 はぐ 死活問題 である が、 そ の 何れ かに 慕 議 

を 決する こと は ig 使を迎 ふる 先決問題であった。 

慕議統 一 せず 處が 此の 焦眉の急なる 問題 を 前にしながら 幕議の 統 一 は 中々 至 難であった。 ー將 m 後 

見 職た る慶 喜と 政事 總裁 職た る 春 嶽とは 同じく 開國 論者で ありながら 互に 意見 を 異にした。 

卽ち慶 喜 は 矢張り 開 國論を 提げて 攘夷論 を說破 せんと 腹 を 定め、 近く 將軍 上洛に 先 だち て 上 

京す る を 機 會に之 を 以て 恐れながら 朝廷の 蒙 を 啓かん との 意氣 込で あり、 _ ^嶽は 此の際 は 兎 

も 角 も： g 命 を 奉じて 條約破 却の 後、 更 に 開國の 蒔 直し をな すべし との 意見であった。 『緩 ー冉 

夢紀 事』 に は 文 久ニ年 九月 十六 日の 項に 左の 如く ある。 

營 中に 於て 一橋 殿 近々 上京 せらる、 事に 決す。 さて 着 京の 上 は 開 i- の 止 を 得 ざろ 所以 を 朝廷 

(舂 3 

もまつ， 冊 に 言 上せら るべ しとの 事な りしが、 開 國は公 固より 多年の 持論 なれ ど、 從 前の 條約は 一 時 姑 I を y 

て 取 結びた る ものに て國家 永遠の 計 を 立る ため 取 結びた るに あらず。 加 ふるに 勅許 を經 ずし 
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C  J  i  六 ニー 

て せし 如 き ォ. 正 の 所爲も ある 事 なれば 比 際斷^ 比き 勺 

.0 し. J  V ち 一 ヒー，，  ォ f  J  P  タノ  ぎ を ^F- し、大 下 を 擧 て 必 戰 の 甍 厝 を 定 

めし もへ し。 さて 此事赏 際に 行 はれ  . 

«  7^  . 矢 き ■ ：  れ， <  ス J  大丁  r ブバ 諸侯 を 集めて 今後の 國 是を議 せしめ i 

！  ーー4 ゾ^ 鼠 を，， て 更に 我より 進んで 交 を 海  C  « よ 、 

^  J  1  / ノ  --  r  f  5  t へし fflit して； ゾ 一如くなら、 ま 冶め c 

け：； に，！ べしと i をせられ たる 場合な 。し！ 5! 譽 .1 に 

ぞ り 方 <^  裝 の n: 寸 ^  ± 、晉 申 こ ， - .  ま に 

i ダせ らォし 方々 尠 か 、し ざ る よ し、 旣 C  t  .1 , ーーズ f  -r  Jfe ク t 

蓮 li- 宮に司 r ベた ^ し こに」 、  ル. 4メー が士 サォゾ 言 に 靑 

^  0  t  r  形勢 を 論ぜられたり 云々 ありし にても 推し量るべき 

なり。 然るに 今更 古めかしき 開國說 など を 言上せられ、 萬 一 其り 「 " 

の 如き 姑息. 偷 安の 開園 は,, む W にあら， I よど 一； ォ头. "固より 一 許.^ せりされ ど 今日 

假 りに 5 上 き-も， 广ぁ b すなき： 出されな ば  一 S は 何と 答 へらるべき や。 

r ト  する も 物議 紛々 たる 今. 日 なれば、 此 事より して 一層 人，. を教 しま 

は 外 國人を 暴 殺し、 或は 其 家屋に 放火す る  ーラん を，， し 或 

„ 1 i  - ぺ 、レ 一才 I ォ さる 事と なな f 々へ X  J 

ざる 製 維なる、、/ し 0  こ \、 」、 ，r ぶ，  力ね f  力 ら 

L-  ¥ ナミへ JJ  おに 公 はずる M 々 ノき is- こ， rc  IJ 1 一、， 

の 卩く束 勺 を 皮 。  , 、お ； れ々 しき, に は.. 意せられ ず、 矢 張 此顷中 決定せられ たる 意見 

グ. 5  く.^ 約 を 破 却し、 必 戰の覺 悟を定  r  ; 

に 申出た るに、 公 そ は 固より 予の り、 =:^ll々li を 執らるべきな りと て、 やが 厂、 其 旨 を 公 

されたり き。 . りされ と 内閣に 於て 發議 する 事 は尙！ 上に… 申 

右 春嶽の 意見 は 無 ^0  ^ 寺 て》、、、 ナ る、，,.'， て：、 

f るら き，. Lr に 方 H るづ i., の それで 、本来の 開 國論を 朝廷 

ま。， に f り，， 國に 一 致す るので ある。 5 は 右の 意見 を 「s に 於て i す 

る 事は尙 熟考の 上に こそ - と 云って ゐ るが、 皮 ま 比、 ト L  r.f に 方て， す 

I  i  -  -  ^る 力， あは 其の 翌十 八日の 夜 之て Ca3  -  c  、苕 ァ，、 に [ t 

を 集めて 會議を 開いた。  r ーィ 之に-,, ^てづ 及 ひ 重役 


春嶽 登城 

見發表 


速 H の 慕 I 

だ 決せず 


十八 日 今日 も 登 普せ ら れ ず 0 

らる。 橫井小 楠 も 同席せ り C 

ノ\ 內閣に 於て 發議 すべし や 

れ ば、 明 十九 日登營 せらる k 事 

意 右 會議の 結 菜と して 春嶽は 

られ ざり し を 以て、 二十日に も 

十九 日、 例刻 登營 基時歸 館せ 

しに 一 橋 殿 條約を 破 却す る 事 

【未 しと 申され たれ ど、 閣 老 衆は條 

夢 記 事) 

サ日、 例刻 登 營暮時 0 館 せ ら 

諸 有司に 議 せしめられ しに、 小 

なり。 然るに 近時 は 京都より 

と な り、 夫 が 爲 め 已 ウル の 政務に 

赫然櫂 烕を振 はれ ざれば 終に 

憤激 せら れ、 京 都の 御 差 綺 ひ を 

し。 しか 大義に 懷 り國 烕を墜 

理に 依らず し て 只管 慕 府の櫂 
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(春 嶽) 

夜に 入り 執 政 .參 政 以下 要職の 輩 を 公の 座 前に 集めて 議事 を閡 かせ 

去る 十六 日 重臣より 申立た る必戰 の覺悟 を-冗め て 云々 の議を いよ 

否 を 討論せ しめられ しなり。 かくて 一 同發議 せらる.. -を 可とした 

に 決せられたり。 (續再 夢 記事) 

翌 十九 日營 中に 於て 其の 意見 を發 表した る も 異議 ありて 決せ 

又會 議が繽 行され た。 


ら る 0 此 
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營 中 
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於て 必戰 の覺 悟一 
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定 
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る。 此日西 湖 間に 於て 

栗 璺後守 異 議 を 唱 へ 、政 

種々 の 御 差綺ひ あるの 

變 更を 要する 事 あるに 

は 諸 大名に 使役. せらる 

1? 仏み て は 尊 王の 大義 

さ ば、 慕 府 の權烕 何れの 

烕 をのみ 振 はんとす る 


を 

惊 

所 に 

は 1. 


し 
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名 

ク 

し 


己 


決 

び 

グ夷ク 

振 ふ を 得べ 

私 な り。 


て 


云 々 

考 案 

議 に 


畳 

ら 


る 


悟 を 

る.^ は 

も樣々 

政 府 の 

と. e "し、 か 

辱 を 受けて 

さと. ffl 'さ 

故に 己 を 

六 一 三 


意 見を發 せられ 

れぱ尙 熟考す ベ 

ら ざ りき。 (繽再 

む 云々 の 可否 を 

鎌 倉以來 の定制 

の 事 を 中立 る 亊 

失牀 なり。 此上 

.(松-^^5^保ノ 

ば、 肥 後 守 殿大に 

は 國烕を t 二す ベ 

れ、 公 も 公 共 の 天 

忘れて 議 せざる： 


長 藩士 小幡、 

中 根に 面 合 S 


長 藩士 小 楠と 

談判 


人 
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ベ からず と ゆされ けれど 諸 有司 (f  I) 何れも 服せ ず 終に 決議に 至 

以上に よると 幕府の 議は容 H 勿に 春 嶽の條 約 破 却 論に 決すべ 

は 只管 攘夷論 を皴 吹して 目醒 しき 活動 を繽 けて ゐる が、 同 藩 

4- 日の 夜 越 藩邸 を訪 うて 中 根 執 負に 面會 した。 

夜に 入り 長 藩 小 幡彥七 來る。 中 根 鞭 食 面會し て、 近 日營 中に 於て 


六 一 四 

ざ り き。 (續 再 夢 紀 事) 

もなかった。 一方 長 藩の 要 

小 幡彥七 は 右 閣議の あった 


議せ られし 意見の 次第 を 物語 

園の 實を舉 ぐるに 難 かるべし、 

り 開！！ に 及ぶべき なりと 答へ 


り、 さ て 開戰も 一 且は 必用なる ベ けれど 後來 どこ 迄 も鎖國 にて は 

此議は 如何と ねし に、 小幡 一 且 勅旨 を 泰ぜら れし上 は 勿論 我よ 

たりき。 (續再 夢. 紀 事) 

しかも 彼等 長 藩士 は中裉 ばかりで は 足れり とせす、 その 翌廿ー 日 小 楠を訪 うて 談判 を 試み 


た- 


廿 一 曰 午後、 長 藩 周 布 政 之 助 • 中 村 

何事 か包藏 する 處 あり て 大に議 

る 所 を 吐露せ しか ば、 周 布 等 も 同 

り、 又 京師 にても 此節 種々 の惡評 

團を 氷解せ りと 申し、 故、 横 井 亞 

S 再夢紀 事) 

小 楠 は 安政 二 年開國 論に 豹變 


九 郎. 桂 小 五 郎、 常 盤 橋 邸 中 撗井小 

論に 及ばん とする もの 、如くな 

じく 打 解けた る 談 に 移 り、 さ て 

ありし 故實 は疑團 なきに あら ざ 

墨 利 加 轟 負の 評 を 受け 世話に 预 


楠の 寓 所に 來 る。 周 布 等 最 初 は 

り し が、 横 井 胸襟 を 披らき て 其 見 

貴所の 事 は從前 聞き 得た る虚ぁ 

り し が、 今 日 謦孩に 接し 始めて 疑 

り大に 迷惑せ りと 答へ たりと ぞ 0 


してより 肥 後 勤王 黨 から は ひどく 反目 嫉視 さ： e てゐ る。 其 


長 藩士 更に 春 

嶽と會 見 


(九 力) 

十月の ある 日、 畏 人 周 布 政 


の黨と 密接の 連 磐 ある 長 藩士の 小 楠 訪問に は 腹に 一 物あって 

たらしい が、 機 を 見る に敏 なる 小 楠に 機先 を 制せられた 氣 味が 

共の 場に 居 合 はせ た內藤 泰吉は 左の 如く 物語って ゐる。 

之 助 • 中 村 九 郞. 桂 小 五郎の 三人が 先生 

れ應接 

傍に は 

つて 行 

叱られ 

からな 


盆 を 提げて 玄關に 出迎へ ら 

りの 語氣 となった C 先生の 

彼等が 手 を 出せば 障子 を 蹴 

に變 り、 一 同 倫 快な 額附で 歸 

聽 したと て 先生から ひど 

長 藩士 の 運動 は 賓師小 楠 


(午後 三時) 

サ 三日 夕八ッ 半時 長 藩 小幡彥 七. 周 

れ しに、 小幡等 過般 藩主の 伺 ひ 取り 

ならず て は 適 はざる よしなり。 さ 

せられし 上 更に 我より 交り を 海外 

遒奉 する 決心な りと ありし かば 一 

會談は 四時 間に N つて ゐ るが、 「 

は、 彼 等 長 藩 要人 を 犬い に滿 足せし 
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間で 談が 始まる と、 遂 に 激しい 

脇差が ある だけで ある。 俺 は 
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藩の 運動 は 遠 勅の 
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ぜられ し 上 は 勿論 我よ 

責 ある 安政 條. 約 を 一 旦 

其の物 を 根本から 拒否 

なる 難題 を 持 込まれる 

の 萬 一 の 場合 を豫 想し 

趣 を 異にして ゐ るので 

國 との 修交 は 天地 公 共 

政條 約の 如き は 之に 背 

こそ 上記 周 布. 中 村. 桂 が 

氷釋し て 引取った の も 

破約 攘夷 說は、 窮極の 所 

所 も 一旦 勒旨を 奉じ 

幕吏 等に 呑 込まし 


六 一 六 

己. P 良 

國に及 

した 上 
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小 楠 を 訪問 
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を 訪問した る 小 
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では 更に 我より 

無く、 又 其の 攘夷 

い、 其 の 時には 一 

で、 外 船と 見 次 第 

破約 攘夷 說は所 

き 當然對 等で あ 

と 云へ る 其の 論 

し た 際、 小 楠の 襟 

る X ので ある。 


匕 匕 


四日 に は 岡部駿 州を說 


廿 四 日、 中 根 粗食 を！： 部駭 州の 許に 遣 はさる C 


首^ E し 得ら 

では 彼の 年來の 持論た る 開 

て の 後 は 我よ り 開國に 及 ぶ 

て 勅 皆 を 奉 承せ しめよう 

、ベく 中 根 を 彼の 許に 遣 はした。 

赏時長 藩の 主張す る 攘夷 說を 幕府の 諸 有司 は 一 概 


に 暴論との み 聞 取 り、 過 日 周 布 政 

ず 双方と も 不平に て 引 分れたり 

もな る ベ き 時に 方り て は聊 顧慮 

天保已 前に 黑 船と 見受 たらば 二 

は 行 はれざる の說と 思考せ る 故 

. ら れ、 中 根 をして 辯 論に 及ばせら 

中 根 は 能く 岡部駿 州を說 服し 

春嶽、 容堂を 間柄で ある 山內容 堂を訪 うた。 

&ュ 

廿 四 日、 例 刻 登 營、 返 出より 松平容 

り 內密申 來れる 事情 あれば 委は 

京師の 內情を 談話 せら れ、 さ て 京 

く泰 ぜられ ざる を 得 ざ る ベ し。 


に 及びし 時の 如き も、 議 遂に 協 は 

れし 攘夷の 言 たる 國體 S 汚辱と 

べしとの 意な る を、 諸 右 司 は 


之 助が 岡 部に 面會 して 攘夷の 議 

との 事な りし が、 畢 竟 赏 時に 行 は 

せず 千 戈 を 用う る の 覺悟を 定め 

念な く 打拂ふ ベ しと 布告せ し 意 

しか 双方 不平に て 引 分る \ に 至 

れ しなり。 (績 再夢紀 事) 

たか 否や 其の 逢の こと は 分らぬ が、 此 の 日 春嶽は 最も 親しき 


置 

味との み 解释し て、 今 日の 時勢に 

—れ， 


る 


な る ベ しとて、 公 深く 懸 念 せ 


堂 殿の 許に いたら せらる。 歸館 

しく 御物 語に 及ぶ ベ しと 申 遣 は 

師 今日の 形勢に て は 兔も角 も 慕 

しかし これ を 賓 地に 斷行 せらる 


萬 全の 策 を 立ら る が 肝要なる ベ し 云々 申された りと ぞ。 (續再 夢 


(午後 八 時〕 

は 夜 五ッ時 過な り 0 此節 京師よ 

されし 故な り。 此時容 堂 殿 種々 

府に 於て 攘夷の 朝 旨 は sii ハ議な 

\ は尙 篤と 朝 旨 を 伺 はれし 上 

紀 事) 


S  . 小 楠、 

慶喜を 


上述の 如く 京都の 舞 豪に 活躍 

る 容堂は 今日 正面から 摘 夷の 

として 右の 如く 春 嶽に助 言 し た 

喜を訪 うた。 

撗井小 楠上卷 傳記篇 


關係か ら、 京 都の 內狀を 熟知せ 

して は出來 難き 事情 を 篤と 諒 


せる 尊攘 派 は 長. 土  二 藩で ある 

§ 旨 を御斷 する こ と は 慕 府 と 

らしい。 之に 力 を 得た 春嶽 は 益： 其 の 決意 を 固め 二十 五日 慶 


六 一 七 
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(午後 七 時) 

より 一橋 殿の 許に いたら せらる C 歸館は 夜六ッ 半時な り。 此 

i) 

一 橋 殿の 許に 會し横 井 小 楠 を も 召し寄せられ、 此程來 公の 主張 


(午後 £ 時) 

サ 五日 例刻 登 營、 七 ッ時過 返 0 


部 駿 河 守-山 勘 兵 衞の兩 人 も 

れ たる 攘 バ 決 戰の覺 悟 を 定め 

條 約を廢 する は 難事な りと の 

各 返 散せられ たりと ぞ。 (續再 


更に 閣議 を 開 評議 は 右の 如 

く 

廿 六 日、 例 刻 登 

中に 於て 議せ 

の 邸に 召 出さ 

面 外に、 \iP 利 殿 

帶 して 閣議の 

を 立 ら れ ず、 昨 

• 到底 行 はれ 難 

もの \ 如くに 

は 到底 外國人 

と 論 じ、 山 口 勘 

過日 來 上京の 

京す る も其詮 


に 終った か 

(午後 五 時) 

營、 夕 七ッ 半時， 威 

られし が、 今 朝 登 

れ 夷狄 拒絶の 件 

御 父子より 以前 

際 一橋 殿 を 始め 

夜の 主意 は隨分 

かるべし との 口 

て、 過 日來 承りた 

をして 承諾せ し 

兵衞は 登營せ ざ 

上 は 開 國說を 主 

なきの みならず 


ら 

營 

を 


るべ し 云々 の議を 討論せられ しが、 一 座 粗 同意 を 表 せられた 

見 ありて 決議に 至ら ず、 尙 明朝 登 閣の上 再議 せらるべき 約束 

糸 .5 

、翌廿 六日 更に 營 中に 於て 閣議 を 開きて それ を繽 けた。 


せ ら る。 昨日 

〔毛 利 定廣) 

前 松 平 長 門 守 

早々 周旋す ベ 

關白 殿下へ 呈せ 

一 座の 方々 に 見 

御尤の 次第 なれ 

氣、 岡 部 駿 河 守 は 

る 同人の 持論と 

むる を 得べ か ら 

りしが 昨夜 討論 

張す ベ しと あり 

如何なる 迷惑 を 


の 

殿來 邸せ 

し 云々 の 

ら れ たる 

せられた 

ば い づ れ 

昨夜 横 井 

は 大に相 

ず、 若 强 て 

の 際 一橋 

し C  +週 は 

惹 き 起す 


許に 會 して 討論 せられし 件 を、 本 日 更 

ら れ、 去 月廿 七日 京師に 於て ま 臣を中 

(木篇 六 一 〇 頁套 照) 

書面 を下附 せられた りと あり て、 卽ち 

(木篇 六 〇 九頁參 照〕 

よし の 書面 を 併 はせ て 差 出されし 故 _ 

り。 斯て 本日の 閣議に 一橋 殿 は 別に 

篤と 詮議に 及ぶべし と 申さ れ、 板 倉 閣 

の 申せ る 主意 は 恰も 長 藩の 說に 雷同 

違 せ り、 特 に條 約を廢 せんとす る說の 

承諾せ しめんと すれば 忽ち 大亂 なる 

殿 粗 其 主 意 に 同 意 を 表せられし 故、 さ 

ず。 しか 摸稜の 御意 見に て は、 隨 行 し 

ベ き や 測りが たしと て 引 籠れるな り 


曰 岡 

せ ら 

れ ど、 

に て 


に 營 

山 殿 

其 書 

(春 嶽) 

公 携 

異 議 

老 は、 

す る 

如 き 

ベ し 

て ± 

て 上 

とぞ 0 


ト南、 il^l-nl^ に 

tra 麼ふ ど勸. 


春 嶽辭職 を 決 

ひ 


へめ 下肥 殿 少しく 原議を 維持 せんとせられ たれ ど 耳 を 傾けて 聞く 人な く、 又 今朝畏 門 守 殿より 

差 出された る簪面 8 趣 は 1 同 殊の外 不平に て、 長 州 は 功名 を 貪る ため 斯る害 面 を *  くだし 政府の 

妨 a. をな す ものなる べしと 評せられ たりと ぞ。 (續 再夢紀 事) 

五 慕 議開國 に 決す 

幕議は 上記の 如く 紛々 として 容：： 勿に 決しない。 春 嶽は廿 六日の 閣議の 趣 3" は 其の 持論に 

も，^ の 節の 朝 3" にも 反する ので、 かくて は慶喜 上京しても 目的 を 達せざる は 勿論 異論 朝野に 

紛 し 冬に は 天下の 安危に も德川 家 の 興 魔 にも 關 す ベ け れ ば、 最 早登營 せざる ベ しとて 廿じ 

日より 引 籠った が、 小 楠 も 亦 慕 狩の 到底 度し難い の を 知った ので 斷然卷 嶽に挂 冠を勸 める と 

俱に 自己の 感慨 をも述 ぶる 所あった。 

(春 JJS) 

サ八曰 本 曰 も登營 せられず。 今朝 執 政 .參 政. 横 井 小 楠 等 公の 座 前に 出で、 幕府 近 曰の 鉢に て は 底 

i 佐 せらるべき 目的な し。 されば 此際斷 然御挂 冠の 御 決心 然るべき かと * 上し に、 公 此方 は已に 

其 ：5^, 心なり と 申されし 故、 小 楠 賤臣が 天下の 爲め 言 はんと欲する所を過日來？ねる隈なく.&^す^^ 

を 辱た る は 専ら 公の 賜 ものな り。 其鴻 恩い つの 世に か は 忘 る ベ き、 首 の 行 はれざる は 天な り 云 々 

申 述て返 出せり。 (續. 再 夢 紀 事) 

赛嶽は 愈" 離職 を 決意した ので 翌廿 九日 小 楠 は 越 藩 執政. 參政 等の 重臣と 相會 して^ 嶽の^ 

横 井 小摘卷  六 一九 
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小 楠、 大久保 

に 意見 開陳 


職內 願書 を 草した が 、偶.、 慶喜 の 

混雜を 惹起 し、 或 は慶 喜の 出發 

見出で \ 暫く 辭表 提出 を 見合 

此の 日 小 楠 を 自邸に 招きて 舂 


廿 九 日、 撗 井 小 楠大久 

はせ し 故な り。 此時 

廢 する 等の 主意に 不 

の 條約は 外 夷の 虛喝 

斯る倐 約 は廢せ 

入れら る ベ き は 

余 u 同し て网是 を 

察 する に 到底 鎖 

を議 せしめ 仝國 

べしとの 主 意 な 

を 一 變 せられな 

登 營せ ずと あり 

久保 しからば 閣議の 


保 越 中. 

大久 保！ 

0 を 立 

に 怖れ. 

ベ し 0 


上洛が 數日 後に 迫つ てゐる 今日 

に 支障 を 生す るの 恐 も あれば 其 

はせ る 事に した。 處が春 嶽の引 

嶽の 意見に つき 質問す る 所 あつ 

大久 保より 面談し 


許 に 

廿 五 

質 問 

許 を 

こ れ 


赴 

を 


な れ ど、 彼 或は 承諾 


ら る 

勿論 

定 む 

國 の 

一 致 

りし 云々 辨 明せ しか ば、 大 久保大 に 了解し て、 さ 

ば 越 公 は舊の 如く 登營 せらる ベ しゃと し，, 


ベ し と 

舊套を 

の 意 見 


申 さ 

る 

を 以 


れ し 

ベ き 

て 


た る 

た ず 

廢 す 

せ ざ 

前 述 

あ ら 


朝 旨 を： 


て は 越 公の 


無 現 な 


越 の 


君臣 さる 無 理 を 


た 


(舂 S 

公 の 許 に て、 公 の 發 

が 、横 井 決 戰の臀 悟 

取 結ばれた る もの 

るに は內 地に 據な 

るべき が 故に 豫じ 

の 如く 現今の 條約 

ず。 故に 大小 諸侯 

伺 ひ、 我 より 使節 を 


卒然 辭表を 差 出しな ば 廟堂に 

の出發 後の方 然るべ しとの 意 

入 を 憂慮した 大久保 越 中 守 は 

た。 


き 事 あれば 來邸 ある 樣 にと 申 遣 

議 せられし 必 戰の覺 悟 及び 倐約を 

を定 むべ しと 申されし は元來 現今 

なれ ぱ實は 不正の 條約 なり。 故に 

き 事情 ある 事を委 はしく 彼れ に 申 

め 決 戰の甍 悟 云々 申さ れ、 叉 諸侯 を 

を疲 せらる.^ に も、 五 大洲の 形勢 を 

を 食 同して 更に 時宜に 適する 國是 

各國に 出して 開園の 政略 を 行 はる 

らば 今日に て も 御 持論の 如く 閣議 


故、 横 井 持論の 如く 一  變 しても 矢 張 


ベ しと は 思 はれず と 申し \ に、 大 


更は 拙者 擔赏 すべし。 越 公の 登營は 貴下 擔 せらる べしと *• し、 故、 横 井 


1^  fiSS して いよ. く 閣議 一 變 せられし 上 は 橋 ヘムより 御 書翰 を W 、て條 約を改 むる 事、 1  满 侯 を # 1： せし 


小 楠の 期待に 

反す 


ii 喜 の 堂々 た 

る 反對 意見 


むる 等す ベ て 御 同意 云々 仰 遣 は 

し、 かば 大久保 承諾の 旨 を 答へ 

小 楠は翌 晦日 登 館して 春嶽に 

な ら ば 登營 ある やうに と 希 望 す 

りて 兩 三日 延引した との 通知が 

希 望 等に つきての 嘗狀は 遂に 來 

晦日 横 井 小 楠 登 館し て 昨日 大久 

り て 橋 公より 書 翰 を 遣 はさる 、 

へ 必ず 登營せ ら る ベ しと 答へ 置 

々申立し が、 公 此程來 決心の 旨 あ 

考 すべし と 答 へられたり。 斯く 

き。 (鑌 再 夢 紀 事) 

, それに は 大いに 理由の ある こ 

同意で あつたの だ。 二.^ 九日の 

て： a ようと 引受けた 大久保 越 中 

して 見る と、 閣 老等 は^に 異 議 を 

横 井 小 摘上卷 傳記篇 


さ る ベく、 又 早々 登營 ある 樣 にと の 趣 意 を も誉添 へ ら る ベ しと 

た り き。 (續 再 夢 紀 事) 

謁し 右大久 保との 對談の 次第 を 報告し、 慶 喜から 書翰が 来た 

る 所あった が、 慶 喜から は來月 三日 出發 上京の 豫定は 都合 あ 

あつたば かりで、 小 楠が 期待せ る 條約破 毀. 諸 侯 會 同. 恭 嶽 登 營 

なかった。  • 

保の 許に て對談 せし 次第 を逐 


公に 申 上、 さ て 廟 堂 


致 御！： 意 あ 

(大久 SO 

も 矢 張 登 營 せざる 道现は あるべ から-ずと 見込し 故取敢 へず 越 州 

(慶 喜) 

た れ ぱ、 此 上 橋 公より 書翰 を 遣 はされ た ら ぱ斷然 御 登 營 を 希 ふ 云 

りし 事故 容易く は II 納れ ら れ ず、 橋 公 よ り 嘗 翰 を 遣 はされ し 上 熟 

て 横 井 は 橋 公より 窨 翰の 來るを 待 t ー師 ける が 此日は 終に 來 、り ざ り 


と で、 慶 喜 は 此迄明 言 こそしなかった が春嶽 等の 意見に は不 

會 見に 於て 小 楠から 春嶽の 意見 を聽取 し、 幕 議は 自分で 纏め 

は 三 ト 日の 慕議に 臨みて 小 稲の 辯 明した 通りの 意味 を 陳述 

挾まなかった が、 意 外に も慶 喜から は 左の 如き 强 硬なる 反對 
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意見が 出た。 

寓國 一 般； 大地 間の 道理に 基き 互に 好し み を 通す る 今日 なれば 獨日 本のみ 鎖國の 舊套を 守るべき に 非す。 故に 

我より 進んでも 交 を 海外 各國に 結ばざる を 得すとの 趣意 を 叙 聞に 達する 積り なる が、 畢竟 今日の 條約 たる 

最初 阿部 伊勢が 鎖 國の舊 見を脫 せす して 姑息の 處 m 吐に 及びし より、 續ゐて 堀 K 備中 • 井伊 掃 部の 輩 其 姑息 を 

襲 ひ 遂に 墨 夷の 虚喝に 怖れて 勑許 をも俟 たす 調印す るに 至りし もの なれば 不正と いは^ 不正に も あるべ け 

れど、 已に取 交 はした る 上 はこれ を 何とかすべき や。 只萬國 並に 交通す る 外に 致し方 あらざる なり。 然るに 

此節從 前の 條約は 不正 なれば 破 却すべし との 議 あれ ど、 是 は內國 人に 在て こそし かいひ もせめ 外國 人に 在て 

は 政府と 政府との 間にて 取 交 はせ たる 條約 なれば 決して 不正と は. いはざる べし。 故に 假令 我より 談判に 及ぶ 

も 其 承諾せ ざる は 鏡 を懸て 見る よりも 明らかな り。 又 必戰の 覺悟を 定めしむ べしとの 議も 彼れ 我 談判 を 承諾 

せす して 兵端 を 開かば やがて 彼れ は 曲に して 我 は 直な りと い ふに あるべ けれど、 波已に 不正の 條約 とせざる 

上 は 却て 之 を 砂らん とする かた を 曲と しこれ を 守らん とする かた を 直とすべし。 若さ も あらば 諺に い ふ 水 か 

け 論に て、 其 曲直 は 一 定 する 期 あるべ からす。 故に 斯る 事より して 戰を 開ら かば 天下 後世 之 を 何とかい はん 0 

假み" 我 其戰に 勝ちても 名譽 とすべ からす 況んゃ 敗衂を 取る に 於て を や。 又 諸侯 を會 同すべし との 議も 諸矣若 

時勢に 適せざる 愚論 を 申出な ば 如何 はすべき、 政府 は 却て 說 諭の 勞を 執らざる ベから す。 是 拙者が 同意す る 

事 能 はざる 所以な り。 且 今度 斯る 意見 を 立し は已に 幕府 をな きものと 見て 專ら 日本 全 國の爲 め を 謀らん とす 

るな り。 故に 不正の 條約 なれば 破 却すべし 諸侯 を會 同すべし などい へる 如く 時論に 苟 合せん とする ものと ± 


同日の 論に あらす。 拙者の 決心 已に斯 の 如し。 此 上春嶽 殿に も あれ 其 他の 人に も あれ 意 33- あらば 速に 說 破せ 


らる べし。 素より 拙 斧の 望む 所な 


り 


の 

見 


全 


さ 


小 楠、 慶 喜の て 

卓見に 驚喜す 


右は大 

口より 

は」 と 

たもの 

云 ふ ベ 

である 

て、 專 ら 

の 意見 

し 得 ベ 

く豫期 

6^ 1110  G 

やう 相 

其の 消 

論大久 


處高處 

發 す ベ 

評して 

だ。 其 

きで な 

し、 諸侯 

日本 全 

を慶喜 

き 自信 

しな か 

如く 小 

談 した 

息 を 貫 


よ 

力 

し 


り 立 ^一一 一口 

ほどの 

る が、 如 

成立し 

と 論破 

同 を 難 

の爲を 

ら聽か 

持って 

たこと 

は慕閣 

である 

て 見る 


したる 正 々堂々 たる 意見 だ- 

もの、 それが 却て  水  戶齊昭  の， 


保 同様 案外で あ 


何にも さう だ 

た 事情 の 如何 

して ゐる 所條 

する 點も亦 一 

謀らん とする 

さ 

ゐたビ け に、 餘 

であらう。 

方面 は 大久保 

から それ を 待 

と 大久保 か ら 

つたが 今更の 


リ 其の 條約破 

にっきて は國 

理 よく 通りて 

說で 「今度 斯 

なり 云々」 の 

忠寬は 横 井の 

程 案外で、 而も 

が 心 3^  く 引受 

つて ゐ たが 遂 

閣議の 模様と 


リ 之を德 富 蘇 峰 は 「正に 是れ横 井 

子で ある 一 橋慶 喜の 口より 出で 來 

却 說に對 し、 條約 は兩國 政府 間に 取 

內 にての み云爲 すべきで 相手！： に 

一 點の 中分がない。 開戰曲 +y の 論 

る 意兑を 立し は已 に葸府 をな きも 

最後の 決意 を 語れる 所 は 中々 大き 

說を 以てすれば 幕閣は 勿論 慶 喜 を 

斯 かる 壓カ ある 逆 說法を 受けよう 

けたので、 慶 喜より 春嶽 宛に 來書ぁ 

に來 ない ので、 晦日 更に 大久 保を訪 

前記 慶 喜の 反 對意兑 と を 聞かされ 


如く 慶 喜の 卓見に 驚嘆した 小 楠 は 自己の 心境 を 


ら ん 

交 は 

き * し 

も 0 

の と 

い。 

も說 

と は 

る ベ 

問し 

た。 

述べ 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  ャ 一 

て大久 保， f  、其の 足で 中 2 負 £ うて 大久 保より S た 5 第 I ず i に對す 

る^ 識の及 は ざり し を 懺悔す ると 俱 に卷嶽 への 進言 を 使 頼す る 所 あ つ た。 

横 井、 橋 公の 卓見と 英斷 とに 驚き 一時 は 物 を も 云 ひ 得ず て ありし が、 實は 己れ の 平 5 る.^ に 契合 

せし 故心竊 S び まに 席 を 下りて 橋 公に さる 卓 ま 高盧 あらせら るべ しと も 知らず 是管 t 

未練の 議論 を 進め、 特に 書面 見 を も J せし は 今更 恐懼 惭愧 に堪 へず。 今より 後 外 圃；； 關/ 

る御處 置に は 一 切 言 を發 せざる ベ けれ ズ 來り， 本 丈 §  こ リ £ コ、 

、春き  . "は. や 3  t 失き は 幾 連に も 狗寬恕 を 蒙りた しと^し く. ffl-  .J^.- 

ベ、 さて 越 公 は 如何 * さるべき か 測られ ざれ ど 此公も 橋 公に さる s 在らせら るぶ はやりれ ざ 

るべ ければ 、逐一 陳述す べしと 申 答へ て 立 出。 中 根 5, 許に 立 寄大久 保より 聞 得た る 5 ま 

？、 五十 餘 歳の 今 曰 迄斯る 失敗 を 取りし 事な し。 實は橋 公 未だ 御 霜 S、J^3 一等の 議 I め 

て も i 擔に耐 へさせら る まじと て、 第一 r ま 議を逸め しが 今 曰の 失敗 を 取りし 根元に て 

及ば ざり し は噺： go  g りなり。 J  J  c  ；  t  、(： ^楠.) (舂嶽 )  -f 

、  ^(？ 招の) 至 力り 尤 今日の 次ハ. ^は、 押-生より 公に 申 上 ベ き なれ ど、 何と や ら 面目なき 

： せら るれ S 下より ゆ 上られ、 然る 上 公に も 橋 公-御 趣意に 御 2 ならば 明朝 は 御； 在ら 


中 根 は 直ちに 執政 及び 同僚に 小 楠の 心境と 述懷 を吿 げ、 彼等と 俱に SS? 出で i 

丽、 の 響 を 陳述し、 且つ 「明朝 は 御 登營 あらせら るよ たなるべき か」 と 申した るに、 春？；： 

11? 「過 曰 來橋公 は 上京の 上開國 f 上奏すべし まされし のみに； 5; る 事まで は明 

され さりし 故、 此方 は きを 奉す る を 以て 專要 となし 條約破 却 云々 の 意見 


れど； 大地の 公道に 基き 國家 百年の 

し 明日 は登營 すべし」 と 答へ た。 

小 楠と 同じく 本来の 開國 論者で あ 

根 等より 陳述した る慶 喜の 意見 を 

小 楠 は 大いに 喜びて 「開國 にあら 

な れ どビ れは其 人に あら ざれば 行 

めしな り。 然るに 平 四郞人 を視る 

今日 橋 公に 御面晤 あらせられ なば 

申 述べて 退座した。 

春嶽は それより 登營 して 慶 喜に 

夜 大久保 越 中の 許に て 横 井 平四郞 

曲 を 仰せ 聞 けられた し」 と 述べた 

りと も 進む 方 なれば 奉 承す ベ く、 退 

春嶽は 之に 同意した の で、 慶 喜 も 大 

て は 忽ち 大害を 惹起すべし。 故に 

(ぬ.^^容保) 

會津 より 攘夷に 決せられ たる 朝議 


十 

卷 

つ 


ざ 

の 


承 

ヒ 

を 


を 立 つ る 事 は 固よ 

嶽も斯 く 直ちに 慶 

たから だ。 翌 十月 

ねたる 上、 今 曰 は 登 

れば 天地 問の 道理 

れ難 かるべし と考 

眼識に 暗く 今回の 

四郞 深く 恐 入り 居 

し 「近々 御上 京の 

り、 卽 今朝 拙者に 申 

に、 慶 喜 は 更に 上記 

方 なれば 何處 まで 

に 喜 び、 「尙又 當 節 

(板 倉 勝靜ソ 

主 意 は 是 迄 周 防. 越 


喜 

營 

る 


の 

Jan 

中 


此方の 

の 意見 

日卷嶽 

す- ベ き 

適 は ざ 

し 故 過 

敗 を 取 

よしを 

朝廷 へ 

たれば 

意見 を 

分疏す 

國論を 

の 外に 


(大 久保忠 wio 

伺 は ざれば 上京し がた しと 


素 願 なれ ば、 改 めて 同意 を 表 

に 賛成した の は 矢張り 彼 も 

は 登 營前小 楠 を 引見し 猶中 

心得な りと 語りた るに 對し、 

る 事 は 豫て申 上げた る 如く 

日 來條約 破 却 云 々 の 議を進 

るに 至り 今更 慚愧 に堪 へす。 

仰 立 てられ ド さる ベ し」 と 

奏上 せらる ベ き 御 主 意 を 昨 

其 大要 は 承知し け れ ど、 尙委 

繰返した る 上、 「何分 一 歩た 

る 決心な り」 と 語り たれば 

主張すな ど \  ^ ヒに流 傅し 

は 相談せ し 人な し。 過 m 來 

申立 居け， d  の 儘 を 語 5i 


橫井小 楠. 上卷 傳記篇  六 二 五 


幕議 漸く 決す 1^ , ，ス 一つ てれ 一 

. J  /  ノ  it  * 1A ク 、つ ^ 


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 慮 じて  六 二 六 

ば 他に 漏泄す ベ き 恐れ ある 故 矢張り 語り 聞け すと て ありし が、 

厘.^ の 催促に は 殊の外 困却せ り」 と 物語った。 かくして _t 議は 

不日 慶喜 上京して 開 國說を 上奏す る ことに 決した。 大久保 は 

春嶽が 右の 如く 登營 する ことにな つたの を 喜ん で、 小 楠に 左の 

如き 書狀を 寄せた。 

先夜 は 御來訪 被レ下 候處絲 々 御 構 不，. e. 失敬 之 段 御 海恕希 候。 其 後 愈 々 御 

綏福 欣喜 之 至に 存候。 陳者御 入 之 節 御 內話申 上 候 一 橋 公え 御 出 之 御 書取 

は 小生 御請 取 申 上、 則 返上 仕 候 間是は 不レ出 ものと 御 心得 可レ 被， 下 候。 


ふ 11^ ふャふ >» 


マ.、 ふ 、： つ/で グ Ji V 

s .  .A  ps^ -r".  :v?.-  r バ 、 . -i. 、；， 化え ^ 

：,… - i  -  マ？.；、 iv^- 又お."， ri 

, ん 2  ..V  ^  ,•  .,f  ^  i 


大 

寬 


バ 


へ 

窨 


横 

靖 


一 春嶽 様に は 早速 御 出勤 何より 以難 レ^ 奉レ存 候。 此上も 永 御 勤 繽之義 

爲レ國 祈 居候 間 先生に も 此段厚 御 含可レ 被， 下 候い つ 不乙 頓首。 

十月 三日  忠  寬 

横 井先 生 

1 一白 鬼 角 下 々下々 に は 種々 申觸 候と も不レ 恥， i 天地 ， 之 心に て、 期 二 後 

世， 之 外 有 間 敷 哉。 樂翁侯 在職 中 も 一 時 は 堪兼候 程 之 世評 之 由 父 

杯 之 話 も 承 居候 間、 强て 世評に て 勤 は 無 レ之様 祈 候。 頓首。 

右 書中の 「一橋 公え 御 出 之 御 書取」 は、 九月 晦日 小 稲が 大久 


保 に 

め特 

と 世 

そ れ 

衞 さ 

の 達 

月 二 

旣 に 

上京 


面會の 節、 「橋 公に さる 卓 絡の 高 慮 あらせ 


C 


慶 喜の 上京 行 じ 

惱む 


i り 

京 あ 

沙汰 

と も 

せ ね 


と 

、1 

力 

せ 

、ま 


書面 

で は 

慶喜 

じ 


て 

ノ 

て 

ノ  JJ 

な 


を 

一 了 

,ィ 

る 

て 


す、 そ 

ら ぬ 


奉呈 

嶽ゃ 

慕議 

違に 

サ る 

と て 

に て 

ベ け 

き ヒ： E 

に 達. 

来た 

れで 

. と，. £： 


せし は 今更 恐懼 慚愧 に堪 へ 

小 楠に 對 して 種々 取沙汰す 

に て 評決した 如く 開 國論を 

幕府に 攘夷 を 督促す ベ き 三 

こと.^ なった ので、 傳奏 衆よ 

所 司 代よりの 通報が 十月 一 

京 便が 慕閣に 達して、 慶 喜 の 

れ ば、 勑 使 は來る 十三 日 京師 

申し 來 つたので 慶喜は 上記 

し た. 京 便 は、 「九月 二十 八日 

尊 は 御せられ す 、此 出 i: せ 

付ら る まじとの 御內 評に て 

ので 慶喜は 檔と當 惑し て、 萬 

は 上 京 しても 詮なければ 右 

し 出で たの で、 慕 閣 にて は 評 


ら 

條- 

宵，" 

の 


る 

げ 


に 

各 


發 


井 

通 

の 


ベ 

て 

喜 

を 

せ 


ざ 

出 


し 

.、> 

力 

ほ 

各 

の 

十 


り 


と 

ヒ 

頭 

あ 


を 例 

發途 


り 


知らす 是迄 姑息 未練の 議論 

それで あらう。 「二，： II 」 に 

かに 見える。 

九日 發途 上京の ことに { えめ 

-副勑 使が 土 州 藩主 山 內豐範 

を 十 一月 後に 延期す る やう 

いた。 然るに 其の 二日 後に 

る やう 申し入れ たが 出發準 

けれど も、 そ れ に拘ら す豫定 

日 發途の 事に 取 極めた。 處 

內仰 付けられた 際 夭 一 ^は 下 

御 不豫の 爲と閜 へ、 义近々 一 

せ ざり しと も 聞え たり」 と 

付けられ すて は 意見 を 奏上す 

すべく 決した る 今日 なれ ども 

の 御主 意のお する を 伺 ふこ 


も 

し 

ら 


を 進 

よ る 

こ .ふ , 

ん 力 

に 護 

に と 

又 九 

通 り 

し^ 

梳上 

の 取 

る こ 

禅考 

と \ 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の. 招聘に 應 じて  プ て/ 

なり、 四日 所 司 代に 急使 を發 して 「 一 橋の 上京 を 急がせら るかたならば 勅使の 發途を 延期せ 

らる べし。 ，励 使の 柬下を 急がせられる かたならば 一 橋の 發途を 延ばすべし、 兩 様の 中 何れの 

かた にても 御 魏の上 御指圖 ある 様に」 と 伺 を 立てし めた。 でる 次第で 慶 喜の 出 發は暫 

く 延期と なった。 

, 勅使 及び 慶 喜の 發途は どうなら うと も、 只今の 處 では 關 東から は慶 喜が 開 國論を 提げて 西 

^'1 上し、 京都から は 正. 副 t が 霞 雷の S を 奉じて 東 下す る ことにな つて ゐて、 兩 者の 意兑 

は 正反對 である。 それで は當 時慕椅 として 唯一の 重要 事件で ある 公武 合體の 實を擧 ぐる こ 

と は 到底 不可能 だ。 叉慶 喜の 主張す る 開 國論は 卓見に は 違ない が 現下の 形勢 を 仔細に 觀察 

すれば それ を、 其の ま- HI 通す こと を 許さぬ 實情 にある。 これにつ きて は慕閣 にても 彼是 評 

議 を 凝らして ゐ るの は 云 ふ 迄 もない が、 越 藩邸に 於ても 十月 四 曰！ 登營 前 小 f 始め 執政. 

參 政の 重役 は 相 集って 評議した。 共の 模様 は 『綾一 冉夢紀 事』 に 左の 如く ある。 

. 今朝 登營 前、 執 政. 參 政 S 及び 橫井小 楠 等 館 中に 會 して 議 しける は、 今度 刺 使 を 降 さる i 多分 

鈸禳の 議を仰 出さる \ ためなる べきに、 關 東より は 一橋 殿上 京して 開 國說を 奏上 せんと せらる。 

是 東西の 御主 意に 相反す る ものにして 其 氷炭 相容れ ざる 事 は 識者 を 待たず して 明らかな り C  ^ 

鎖攘 論の 世に S すしき は赏初 彼れ に^すべき 兵 偏な く、 夫が 爲め止 を 得ず 條約を 取 交 はせられ た 

る ものに て 畢竟 姑息 S 處 置に 外なら ず。 故に 専ら 其 姑息 を处 口む る もの なれば、 此際 幕府 は 保く 自 


反せ、 しれ 從來の 因 術 風を說 却し て、 太 に 我 R 本！： を 被 起す る の. |3：； を舉 げられ ずて は、 假 令： 大地 問 

の 道现に 基き な ど、 其 說 はさ 问尙 なる も 到底 空論に £1 し、 橋 公の 奏上 は 勿論 限 前 勅使に is する 御 i^i 

にも： i^l 困難なる べしとの 事な りし。 斯て此 儀 を 公に 申立し に 深く 嘉納 せら れ、 や がて^ 中に 於て 

橋 公に 其 趣 を 相談せられ しかば 速に 御 同 意 あ り て、 更 に兩 公より 閣老衆 へ も 相談に 及ばれき。 

1, 慶甚及 翁 嶽は小 稲 及び 重役 等の 進 言 を 納 れ、 ま 害 以下 閣老 衆に 幕^ 深く 自 反して 大いに 我が n= 本 

び 閣老に 重大 

意見 陳述 國を 振起す るの 赏を擧 ぐべき を 相談した るに、 彼等 は 賛意 を 表した が； 議に 及ば さりし 故、 翌 

五日 登營 して 更に 板 倉 閣老に 「第一 に 慕府旃 下の 士 をして 舊 習の 因循 を脫 却し 犬に 敵 S の 

氣象を 振起せ しむる の 与心務 なる」 を 述べた。 权倉. 小 笠 原 兩閣老 は 大いに 11 悟の 體 にて 慶甚 

と俱に 其の 筋の 詮議に 及び はした が、 春 嶽 はもと， （- 積^の 流 弊 なれば 尊 常の 改革に て は 到 

底 其の E 的 を 達し 難 かるべし と考 へ、 八日 營 中に 於て 慶 喜に 左の 如く 述べ た。 

過般 小 拙が 無謀 拙策の 嫌 あるに 拘 はらす 攘夷 破約の 議を 申立し は、 儒 夫 をして 志 を 立てし むる には必 す効驗 

あるべし と 見込し 故 なれ ど、； 大地 間の 公道に 基き 云々 贵 卿の 高論 は 固より 至當の 事故 速に 御 同意に 及びたり。 

然るに 開國 主義 を 奏上 せらる、 上 はさらぬ だに 因循 を 事と する 人情 なれば いよ/ \. 其 -R 域 を^せ ざる は 勢の 

止む を 得ざる 所なる べし。 されば 此際 更に 貴 卿が 奏上 せらる 國主蕤 若 朝廷に 於て 容られ ざら ば、 幕府 

は斷然 政權を 返上 せらる > ^事に 覺悟を 定め、 さて 此覺悟 を 以て 人心 を鈹 舞す る 事に して は 如何。 

慶喜は 之に 賛成し、 事 頗る 重大 なれば 閣老 等に 申し 聞く るの は^ 考案の 上 明朝 改めて 相談 

横 井 小 柿上卷 傳記篇  六 二 九 


慶喜 の自直 に 及ぶ 

に閣老 

否や 測 

て 急 に 

に 決す 

猛心を 

とも 德 

た 彼 も 

^しみ 
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べしとの 事であった が、 彼 は 熟考の 結衆翌 九日 舂嶽 に對 して 政權 返上の 件 は 「明らか 


こ 

1 一一 1-E 

て 


申 聞け なば 定めて 同意と は 申す ベ けれ 

れす。 故に 須臾 言せ す、 時 態の 難艱に 


議には 及ばな か つ た 

に 至らなかった。 も 

揮し 其の 所信に 邁進 

家 の 名 は 永く 芳 ばし 

餘り ありて 勇が 足ら 

も餘り ある 次第 だ。 


リ かくの 如くして 

し慶 喜に して 11 國 

したらん に は 天下 

く 彼 も 亦 男 を 上げ 

なかった とで もい 


ど、 後來 s!^ して 事 實を決 

〈閣老 ) 

究 して 彼より 申出る を 

開國 論を茛 徹する の覺 

論 容れら れすは 政權を 

は E!^ して どうな つた か 

得た であらう に、 一 旦 は 

は う か、 春 嶽の 意見 を 實 


行す るに 至る ベ き や 

俟っ 事に すべし」 と 

悟 は 幕府に 於て は遂 

返上す べしとの 大勇 

は逆睹 されぬ が、 少く 

小 楠に 頭 を 下げし め 

行し 得なかった の は 


勅使の 

勉使 待遇 間 週 至らない 

守護 職 を 


六 勅使の 東 下 慕議の 紛糾 

東 下 は 追々 と 迫り 来る がー： f や に 於て は 北ハの 所謂 對 策なる もの は 未だ 十分に 決定に 

內 に、 其 の 重大問題 を餘 所に： S 使 待遇 問題に 就き 一 波瀾 を 生じた。 これより 先 京都 

命ぜられた 會律 藩主 松 平容保 は先發 として 家 ほ 某 を 入京せ しめた が、 十 月 五日 三條 

實美は 之 を 召して 鍵に 大原 ：8 使 東 下の 際に 於け る 幕府の 待遇に は 遣憾の 點が少 くなかった 


板 倉閣老 の 意 

見 


て、 關白 とも 相談 濟の 改正案 

に 於て 履行 せらる ベ き や 否 

着府 の上觔 使より ぢき ，/(\ 

は 江戸に 歸り 之を容 保に 傅 

之 を 覆 行して 勅使 を 厚遇せ 


を 授ける 

や は # 使 

に 閣老衆 

へたので、 

ん こと を 


から 今回 は 幕府に 於ても 相 當の禮 遇を盡 くす やうに と 

と俱に これ は 公然の 達 書なら ね ども 書中の 事 目 を 幕府 

東 下の 途中まで 報すべし。 若し 履行せられ すと ならば 

に 相談すべし とて. m 'し 含める 所があった。 依て 同 家臣 

容保は 十 一 日 登城して それ を 閣議に 提出す ると 同時に 

希望した。  . 

處が板 倉 閣老は 頗る 不興の 體 にて 觔 使の 待遇 方に は 

きに あらす、 近來 朝廷 は 浮浪 輩の 申し出 づる事 を輕々 し 

i が 斯くて は 際限な し。 叉 朝廷の 御沙汰 は 何事に よら 

欺なる に、 藩 士 などに 直接 書面 を下附 せらる k は 朝廷の 

れを 受取った の も不都 合、 又 肥 後 守 (容 保) がさる 不都合 を 

出した る は 如何なる 心得な り や 了解に 苦しむ と 散々 に 

筋 を經す して 此 書面 を下附 せられし は 、幕府の 御注意に 

幕 御 双方と も圭 角な くして 宜し かるべし との 意に て斯く は內々 の 御 扱に なれるな るべ し。 

されば 朝廷 は 幕府に 對 して 實は御 懇篤の 筋なる べし」 と 善意の 解釋を 以て 說 いた が、 板 倉 は 

耳に も かけす 頻りに 前 議を繰 返す のみで、 慶喜も 亦 勅使 優待に は 異議 無き も 京都よりの 中 込 
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家廣 以来の 定例お り 猥りに 


く閜 上げられて 様々 の 事 を 

す傳奏 より 所 司 代に 達せら 

御 扱 扳も筋 違なる が 藩士の 

不都合と せす して 其の ま. - 

論難した の で、 容保は そ れ に 


變^ すべ 

§ 出さる 

る i 力 

身分で こ 

內閣に 指 

對し、 「其 


て禮 遇を盡 くさる 事と なりな ば 朝. 


赛嶽、 辭 表と 

警を 提出 


小柄、 大久保 

の 卓見 を 知る 
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によって 從來の 例規 を 改める の は 幕府の 體面 上穩 かなら すと 

固より 容 保と 同意見で 板 倉が 徒に舊 

の 意見に 賛同す るか の 如き 様子 を 見 

惹起す るに 至らん を 

營を斷 り、 執 政. 參 政 及 

尊 奉す るに 意な き 事 

して 悉く 反 正せし む 

依て は 此際斷 然當職 

分 を 明らかにし 尊 奉 

如く 御辭 職の 外 ある 

に 諮問の 上 遂に 「神 

請うた。 其の 書面 は 

せす、 一 橋慶 喜 に は 慕 

過を悔 謝して 一大 朝 を 尊 奉す るの 誠意 

せんとす る を 憤慨し 

楠 は 大久保 越 中 守より 來宅を 乞 はれ 


右 閣議に 列した 春嶽は 

足で あ つたが、 慶 喜が 板 倉 

て 意外の 珍事 を 

病氣と 

職の 輩 

多數の 

本意に 

て は 兼 

あら ざ 

日 重臣 

提出し 

の 陋習 

、而 して 

來の舊 


ぜば 却つ 

二日より 

「幕府 在 

も 思へ ど 

は 素より 

る 次第に 

るべ きに 

び 翌 十 三 

の 覺書を 

に て舊來 

和 雷同し 

さへ も從 

同日 小 


稱 して 登 

朝廷 を 

諸 有司 を 

あ ら す。 

て 君臣の 

れ ば、 仰 の 

及び 小 楠 

て 退職 を 

より 脫却 

慕 府 が 前 

慣を株 守 


恐れ 一 言 も 

び 小 楠 等 を 

斯の 如し。 

るは容 25^ な 

をつ S せんと 

の實 を擧げ 

ベ 力ら す」 

思 憂 まご の 

頗 る 長文 で 

政 を Iffi 新更 

を 尊 奉す る 

たもの だ。 

た の で 訪問 


發せ 

召し 

故に 

ら す- 

ん と 

と 答 

病名 

あ る 

革す 


六 三 二 

の 意見で あったらし 

慣故例 を 墨守す るの 

て 取った ので 愁 ひに 

す 不平 を 忍び 

昨日 閣議の 模 

此 上尙飽 まで 

リ されば とて 

は 如何」 との 

せらる 

中し たれば そ 

を.：.^ て 敲聯す 

が、 耍 皆 は 慕 府 

るの 意氣 無く 

を 缺 き、 當 面 


〔春 森) 

公 の 


退營し 

様 を 語 

論破す 

此の儘 

事 に 一 

御 素志 

れに決 

る こと 

が 鬼 角 

徒に 閣 

の觔使 


い。 

に は不滿 

理非 を辨 

が、 翌十 

たる 後 

き 力と 

過す 事 

は、 「さ 

遂げら 

し も、 再 

i し、 長文 

因循 苟且 

老 等に 附 

待遇 問題 


た 

せ 


した。 小 楠 は 大久保 も 亦 板 倉の 同 


臭と 考 へたので、 一 昨 十 一 日の 廟議卽 ち勒使 待遇に 圏し 葸議の 私論に 涉れ るの を 指摘して 火 

いに 論駁しょう とした ら、 大 久保 はさる 閣議の ありた る を 一 切 知ら す、 却 つて 「鎮 夷に も あれ 

其の 他の 事に も あれ 叙盧を 以て 仰 出されし 事 を 遵奉せられ すて は開國 も^の 開阔に 至ら ざ 

(ほ 倉. I  S.B 

るべ し。 防 州 元来 俗 腸を脫 せざる は 勿論 なれ ど、 橋 公 迄 を 俗論に 引 入れ、 き 使 待遇の 如き 瑰細 

の 事 を さへ 彼是. & さる i と は 扨々 驚き入り たる 次第な り。 廟堂の 慕議 さる 次第にて は 到底 

公武の 御 一 和 は 望む 可から す 天下の 衰運 旣に 極まれり と 言 ふ 可し」 とて E を購 らして 愤り 

「併し 明日 は尙 カを盡 して 廟堂の 私論 を 打破すべし」 と 語った ので、 小 楠 は 其の 案外なる 正 

長 藩の 要人 周 論に 驚く と俱、 に 互に 嘆息して 別れた。 處 がその 翌 十四日 長 藩の 要人 周 布 政 之 助 越 藩邸に 中 

布 も 

根を訪 ひ、 慕 府に 於け る 俗論の 魁 は大久 保忠寬 なれば 彼を說 服すべく 面會 を.^ めた る も 《=2 人 

肯ん じない か ら、 此 の 上 は 越 藩の カを籍 りて 面會 する の 外な しと 申し込んだ。 それに 對し屮 

根 は 昨日 小 楠 は大久 保と 會 見して 其の 卓見に 甚だ 感心せ りと て 兩人應 答の 次^ を 語る と、 W 

布 は 大いに 驚きて 「いよ /\- さる 意見なら ば 最早 面會 する に 及ば す、 さ て 臉 察の 人 言 は 

輕々 しく 信すべき にあら す」 とて 立歸 つた。 

勒使ま 下  幕 情 右の通り である 間に 三 條. 姉 小路の 正. 副 觔 使は慶 喜の 上京な どに は 頓着な く、 十 二日 京 

都 を發駕 したが、 土 佐 藩主 山 內豐範 は 兵 五 百餘人 を率ゐ てこれ に隨 ひ、 共 の行裝 頗る 嚴肅 であ 

つた。 豐範の 父で 當時在 府中であった 容 堂 は、 去 る 八月 十五 日 召 出されて 登 營 し、 隱 ，居の 身な. 
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がら 將 軍に 謁し 「當 時勢に 付存慮 無 ，翔 捨 一充 分 に 被，， 申 上 一 候 様、 此 後 爲レ時 登 城 被 X 叩 候 事 も 可 ％レ 之、 

存付候 事柄 は 上書 或は 春 嶽. 閣 老迄 申出 候 様」 との 沙汰 を 蒙った ので 大いに 感激して 每に德 

, 川 氏の 安危に つき 心を勞 して ゐ たが、 右の 如く： S 使の 來着も 迫った ので 深く 事態 を 憂慮し、 彼 

は 本來は 攘夷論 者で はない が、 只 京都の 形勢の 容 33^ ならざる を 見て 鬼 も 角 も 幕府に て は 一 應 

山 內容堂 の 周 ：g 使の 寶 せる 勅命 を 共の ま \ 奉 承す るの 外な しとの 意見 を 持 し、 そ れを 以て 彼是 周旋した。 

旋  先づ 十四日 慶害を 其の 邸に 訪 うて 勒使 待遇 問題に つきて 議論し、 なほ 十五 日 は登營 して 閣老 

にも 其の 件 を嚴談 した。 岡 部駿河 守はト 八日 容堂 を訪 ふと、 容堂は 岡 部に 向 ひ、 「今度の 勅 

使 は 攘夷の 叙 ^1ほ を傳 へらる べしとの 事なる が 来着 も 最早 程近 かるべし。 廟堂 は 異議なく 

攘夷 を 奉 承 せらるべし や」 と 尋ねた。 岡 部 は 「いまだ 一 決せす」 と 答へ る と、 容堂 は 「今度 

は 過般 大原 卿の 下られし 時に 同じから す。 萬 一 開國の 趣意な ど を 申 出られな ば 勒 使は議 

論に 及ばす 其儘歸 京せ ら れ、 さ て 其 儘歸京 せら るれば 關西は 忽ち 大亂に 至るべき 形勢の 由な 

り。 されば 廟議奉 承せられ ざる かたなれば 豫 じめ 其覺悟 なかる ベから す」 と 注意した。 岡 

部 は 更に 「攘夷に も嬢爽 あり。 如何なる 攘夷の 歙 33 なるべし や」 と 反問す る と、 容 堂 は 「 ：大 

保 度 以前に 黑 船と 受けな ば 二念な く打拂 ふべ しと ありし 如き 無謀の 攘夷に は あらざる ベ 

け れ ど、 元來此 攘夷なる も の は 征夷 府當然 の 職掌 故、 若 奉 承せ られ すば 镶 夷よりも 攘將 軍の 議 

に 及ばるべき や も 測られ す、 容 ならざる 時勢 なれば 深く 考察して 尙閣老 衆 初へ も 相談す る 


慶甚 及び 閣老 

歡 に 傾 


幕」 肘、 春嶽の 

登營を 促す 


容 堂 もまた 


様」 と 答へ たので、！： 部 は 

すると 一 同 は 頗る 當 惑 し、 

して 兑る と、 彼 も 亦 同じく 

に 卷嶽引 入 中で あるので 

は條く 幕府 を 刺戟し、 慶 喜 

慕府 では 春嶽引 籠って 

容 堂との 應 答の 次 第。 そ 

樹公 浦賀迄 汽船 の 御乘試 

に 明 十九 曰. 明 後 廿日の： 响 

されば 明日 は 暫時な りと 

は 「切迫の 場 合 なれば 引 

ざ れ ば、 明 朝に 至ら ざれば 


た 0 


それより 登城し 

鬼 も 角 も 歙皆 

當惑 はした が 矢 

決定の 運に は 至 

もとう /\ 周 邊 

て は 何事 も 極 

に對 しての 閣 

あ る ベ く、 廿 一 一 

中には 是非と 

御 登 營 ある や 

り 居る も 本意 

や 登 營 す ベ し 


-ピ 


付 


山 內容堂 は 十月 十八 日 

舌 殆ど 切れ 申 候。 乍， 去 至 ，ー結 

位に て 別れ 申 候。 明日 は 登 
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て 閣老衆 

は 奉 承せ 

張り 然す 

ら なかつ 

の 大勢に 

りが つか 

老 及び 慶 

日 後に て 

も此 件の 

うに」 と 

ならね ど 

と は 約し 


にて 春 嶽に書 

局 一な る 程 それ 

城 閣老を 責め 


に 

廟 

、鬼 

力 


容 堂より 申し 聞 けられた る 次： r:^ を 陳述 


面 を 寄せ 前 

では 左様の 

可， 申 と存候 


れ ざ る ベ からす 

の 外 はなから う 

が、 容 堂の 「壤夷 

招ら れて 仕舞つ 

ので、 岡 部 は 十八 

の 意見 を も其陳 

^使の 下着い 

議を 決せられ ざ 

嶽 の 登 營を 促す 

角 日々 指 引 あり 

たし」 と 答へ て 

記 岡 部との 談論 

所まで は 氣が付 

」 と 記した る 後 


とて 其の 趣 を慶甚 

との 事であった。 

よりも ii 將軍」 の 

た。 

R 彼を訪 うて 面會 

して r 來る廿 一 日 

よ く 切迫す ベ し- 

る を 得ざる 場合な 

所あった。 然 る に 

て 未だ 全く 快癒に 

直ぐに は 承諾し な 


に ^ 

然 る 

，句 

し、 右 

t 人 


の 際の. こと を 「 三！ 

きません だった と 一 

に、 「何分 足下 早 々一 

六 三 五  一 


至 ら 

か つ 

寸の 

申 候 
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ま 此德川 氏の 危急 御 救 可， 被， 成、 御 家柄と 云 御 職掌と 云此 時に 當り歸 々 然臥， 病 候 譯無レ 之 御 勉強 

可レ 被， 成 候。 僕 は 不才 非力 にても 盡す 丈け は 御旌候 間、 書 外 期， 一面 盡ー 候」 と 認めて 其の 登 營を勸 

告 したが、 其の 翌十 九日 更に 自ら 春嶽を 訪問した。 其の 時の 會見 にっきて は 『賨再 夢 紀事。 

に 左 の 如く ある。 

十九 日 薄暮、 松 平容堂 殿來邸 せらる。 If 登 營を勸 ，1 呰 すべし とて 來られ たるな り。 さて 最初の 程 

は 頻りに 其 意を陳 ベら れし かど、 公從來 S 持論 を 残る 隙な く 物語り、 且橋 公を始 ffi 廷の 有志 等聊も 

朝 旨 を邀牵 する の 意な し。 故に 登營 しても 其 詮なき のみならず。 却て 大 葛藤 を釀成 すべき 勢な 

り 云 々告げられ けれ ば、 容 堂 殿 殊の外 驚か れ、 大 に 公 の 登 營 せられざる 方に 同意 を 表せ ら れき 。此 

時 開 鎖の 得失 をも議 せられし が 結局 大 開園なら ざれば 富 强の货 は擧げ がた し。 然 るに 此節 攘.. ^ 

の教 旨遒牽 云々 ゆせ る は、 實は 一時 人心 を鎭靜 せし むる 爲の 策に 外なら ずと ゆされ き。 

右會 談に據 ると 容堂も 其の 眞意は 矢張り 開國 論で、 朝 匕 ほの 攘夷 を 奉 承す る は 畢竟 一 時 的に 

. 人心 を鎭靜 する 方便 だと 云って ゐる。 春 嶽は容 堂に 慶喜 始め 滿廷の 有司 等 聊か も 朝 匕 W 遵奉 

の 意な しと 物語って ゐ るが、 慶喜は 十九 日夜 左の 如き 書面 を 舂嶽に 寄せて 其の 意見 を 聞いて 

ゐ る。 

慶 If 放 追 日 簿相成 候 靡 安 靜被レ 成 二 御 起居 『 恐靈 至に 奉レ存 候。 然ば別 § 使 籠 之議、 愚論 は 兼て 御 承知 之 

棄 せんとす 通 御座 候 得 共、 過曰囊 より 中間 之 趣 等、 篤と 相考候 得ば 何様 御 I 成 候 方 御 都合 可， 然と も 奉 レ存候 得 ども 


貴 慮 如何に 候 哉。 今日 御 登營候 はぐ 御 相談 可 レ申存 候處、 御 不参 故 鳥渡 以 U 愚 筆， 奉レ 伺候。 無，： 御 股 職， 被，； 仰 

越， 候 様 仕度 御」 M 候。 右 次第にて 一 決 も可レ 仕、 明日 容堂 登城 之 由に 候 得ば 又 候よ き 程 之 答 も 難- 1 出来-に 付、 

御高 論 致 n 承知 1 度 此段申 上 候。 不備。 

十月 十九 日夜 認  刑 部 卿 

玉 机下 

幕府、 敦旨泰 尙翌 二十日 更に 左の 書狀を _ ^嶽に 與 へ て 共の 登營を 希望して ゐる。 

承に 內決 

其 後 御 不快 如何に 候 哉、 甚 心配 仕 候。 御 様子 委敷 承知 致 度 奉レ存 候。 然ば刖 ，勅使 攘夷 之 機 御請に 相 成 候 方 

可 レ然旨 土 州より 遮て 申 上、 君に も 御 同 說之由 承知 仕 候 得ば、 小 子 儀 兼て 中 上？ は 候 儀 も 御」 M 候 得 共先づ 御請 

に 相 成 候 方 當今之 御 都合 可レ然 奉レ存 候に 付容 堂之存 意に 從ひ 御請に 相 成、 猶御 取扱 振 も 御 改正に 相 成 候 方に 

內々 御 評決に 相 成 候 間、 此段奉 二 申 上， 候。 就て は 御 相談 傘 上 度 傣も有 レ之候 得ば 御快氣 次第 御 登 營奉レ 待 候。 

此段奉 申， n 上度存 候。 不備。 

十 月 廿日  刑 部 卿 

玉 案下 

尙々 閣老 共よりも 宜敷可 n ゆ 上 1 旨 申 聞 候 事に 御！ ^候。 以上。  . 
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右に よると 慶喜 もとう く容 堂に 說 破され £ 使 待遇の 改正と 攘表 f の 奉 承 を內々 評 

おした と あるが、 二十 一 日 容堂は 春 嶽を訪 ひて それまでの 經緯を 詳報した。 

廿 一 日 暮時松 平容堂 殿來邸 せらる。 fl 面せられ しに 容堂殿 昨夜 岡 部 駭州を 呼 寄せ 5 奉 承 及 

- t  S 敬 待 之 件に 付て は 過日 來遂々 申立 置た る 次第 ありし に、 廟議 今以て 一決に 至らざる よし 

其 優柔 不斷實 に 驚く の 外な し。 此 上は容 堂の 周旋に て は 行 屈かざる 旨 を 京師へ 御理 はり 申 上、 尙 

長爭薩藩の 諸 士へも 拙者 はも はや 關保 を絕 ちたり と 申 聞け 早々 國 許へ 引取るべし と、 例の 大聲を 

發 して 嚴責せ しに、 駿州大 に 避 易して しか 御 見 拾 ありて は 今後 天下 は 如何 成り 行くべき か、 鬼 も 角 

も 今一度 登城せられ 閣老 衆へ 御 直談 を 希 ふと 申し、 故 今朝 登城し ける が、 一橋 殿 始閣老 等 止ます 

ざる 事情 ありて 今日 迄 は 心底 を 塞さず て あり けれど、 いっくまで も 包み 藏 して あるべき こ あら 

ざれば 残らず S に 及ぶべし と 申 聞け 、さて ？は 素より まの 覺悟 なり。 又 刺 使の 2 も 

舊 規に拘 はらず 敬 禮を加 ふる 積り なりと 申し、 故、 さる 御內議 ある 亊 ならば 近々 勉使來 f 節 

大樹 公 f 出て 品 川に 迎 へられ 然るべ しと ゆ 立 置たり。 廟議も 今度 は 多分 一. - すべし。 

大聲 を發 せし 爲駭州 Qf せし は隨分 面白 かりし が、 痫 堂の 俄かに 形勢 を變 ずるに 至りた る は 拙 

と レ.. べし。 一橋 も 案外の 無氣 力に ていふに 足らず 云々 物語られき。 (續 再^ 紀事) 

容堂は 自ら さう させて 置きながら 慶 喜が 持論 を 放棄す ると、 彼 を 案外 無氣 力に て 云 ふに 足 

ら すと 評して ゐ るが、 慶喜は 十九 日 及び 二十日に 前記の 如き 書面 を 春嶽に 寄せて 置きながら、 

應奮 S 翌ニ 十一 曰に 閣ぼ對 して 後見 S 任の S を f し、 更に 二. 十二  蒸 守. 水 野和 


泉 守. 板 倉 周 防 守. 井 上河內 守. 小 笠 原圖書 頭の 五 人 宛に て 左の 敲表を 提出した。 

私儀 不宵之 身に 候 處以， 1 叙 慮， 重任 を 可レ被 Y< 叩 候段、 蒙，； 御 內諭， 候砌 再三再四 御 辭退巾 上 候處、 f 大命， 

御大 政 參謀仕 候に 付 乍 レ不レ 及 日夜 焦心 苦慮 罷在 候處、 此度別 勒使 御請 之 儀に 付て は 先般 愚 存を申 上 候處、 

當今諸 藩 皆 攘夷に 歸候 折抦ー 己 之 愚見 を 以開國 論 主張 致 申 上 候ても 素より 不才 淺智之 懷往々 皇國之 御不都 

合 を 生 候て は 奉 n 恐 入， 候。 殊に 重大 事件 故 衆 志に 御 從ひ被 レ遊方 可 レ然奉 レ存候 所より 攘夷 御請 之债 IS 異^ 不， 1 

申 上， 候。 就て は 粗 御 治 定に相 成 候 得 共 小 子に 於て は 定見 無， 1 御 候。 定見 無 n 御 1， 候て は 重任に 常 候お も 

無 n 御虚， 甚以 奉，， 恐 入， 候に 付、 速當職 御免被，, 成 下， 候 様 奉レ願 候。 此段宜 敷 御 披露 願入存 候。 以上。 

要するに 慶 喜は容 堂の 勸說 によって 幕議を 以上の 如くに 導き はした もの &平 索の 持說を 

放棄す る は 如何にも 殘 念で あるし、 又 一 面に は 閣老諸 有司の 內には 明 ¥將 軍 上洛せば 如何様 

にかなら うとの 姑息な 空 賴み を^せる 者 多き を 見て 心中 安ん する を 得なかった の で、 此 の 舉 

に 出で たで あらう が、 勑 使 東 下 を 前に 控 へて 將軍 後見 職の 辭表 提出 は 幕府に 取りて は に 

容易なら ぬ 事であった。 一方 春 嶽は辭 表 提出 後 岡部駿 河守來 りて 登 營を促 レ、 g 喜 亦 書狀に 

て それ を强 要した こと は旣 記の 通りで ある が、 將 軍 も 二十日 大久保 越 屮守を 以て，； 5 を 問 はし 

むる と倶に 一 日 も 早く 登營 する やうに と 云 はしめ たに 拘ら す、 猶 辭 意を飜 すに 至らな か つた。 

然るに 小 楠は麼 喜が 右の 如く 退職 を 中し 出で 幕府の 困惑 一 方で ない の を る や 二十 三日 

嶽に 謁して 左の 如く 陳述した。  . 
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六 四 〇 


小 稀、 春嶽に 

登營を 進言す 


嘉 悅に赏 時の 

狀況を 報ず 


過般 嫁 f 引 籠らる- - 事に 決せられし は當 時の 廟議 如何にも 舊來の 慕 習 を脫せ ざり し 故 斯くて は 夭 f の 事爲す 

ベから すと 認められ たれば なり。 然るに 其の後 容堂公 周旋せられ 近日 は廟議 全く 一  變 して 更に 朝 皆 を 奉 承 

せらる X 事に なれる よし。 されば 此 上に も登營 せす と ありて は容堂 公に 對し 友義に 背かる" 嫌 ひ あるべく、 

特に 近々 勒使 下着の 上 萬 一 幕 狩に 失體 あらば 關 以西 は 忽ち 大亂 にも 至るべき か。 さて は德川 家の 與廢 のみ 

に 止まらす 天下の 安危に 關 すべきな り。 故に 不德 菲材 など 常套 の謙遞 によらす 此際 一 暦 御愤發 ありて 一 S 運 挽 

回の 偉業 を 立ら れん 事 を 希望す。 (續 再夢紀 事) 

息に；^ の 進 一一 目 は當 時に 於て 最も 事體を 得た もの であった が、^ 嶽は 之に 對し 「廟 議 いよ レ 

よ 朝 il" を 奉 承 せらる \ に 相違な くば 國歩 艱難の 今日い かで 徒に 引 籠り 居るべき。 されば 

尙 よく 其 事 赏を聞 合 はせ、 然る 上 何分の 決心に 及ぶ ベ し」 と 答へ ながら 未だ 登營を 決心す る 

に は 至らなかった。 同日 小 楠は國 許の 門 生 嘉悅市 之 進に 書面 を 寄せて 當 時の 狀況等 を 報じ 

てゐ るが、 (遣 稿篇 「書簡」 一 三 四) 其の 中には、 

此許 種々 樣々 變 動不レ 一 日夜 苦心 御 察 可 レ被レ T 候。 必竞は 廟堂 俗論 否^、  ^ 一  京師 御 尊 奉 一 條 誠に」 ハケ 

敷、 近日に 使 も 參向相 迫り 大混亂 に 御座 候。 然し 是は 大抵 是迄之 格式 も 改り候 方に 落着 之御內 情に 候 得 

共 一 一 百年 來 京師 を 押 付けの 大弊 病此節 一 時に 御 改正に 相 成 候 勢 十分 六ケ 敷、 是は必 竞戴習 病根に て 所レ謂 

不レ知 不レ覺 之 私に 候へば、 尤以 改正 之 大難 事に 候。 然し 此大 難事 改り不 レ申 候て は 京師 御 尊 奉之赏 地相 立 

不，.^^^へば決して公武御 一 致 は 出 來不レ 中 候。 (中略) 夫 故 今日に 至り 候て は 何も 拔. e き 君臣の 大禮 を被レ 正、 


十分 是 迄の 非禮を 卿斷 り、 京師 御 尊 奉之贲 地相 立 候 19^ 是第 一 之 事に て、 此事^ 循 不レ改 候て は 何事 も 行れ 不レ 

中 云々。 

と あり て、 彼 は 幕府に 朝廷 尊 奉の 意 未だ 動かぬ を 遗憾と し、 其 の 結 について は 高邁なる：^ 

透し を 有しつ. -猶 現下 を善處 する 爲に 如何に 心肝 を碎 きつ. - あるか ビ 分る。 

小 楠が 春 嶽に登 營を勸 めた 其の nl の七ッ 半時 (午後 五 時) 過ぎ 山 内容 堂 復も赛 嶽を訪 ひ、 「廟 

堂 の 議、 最 早 歙 を 奉 承す る ことに 一決 し、 且 閣老等 攘夷の 露 意 を も 了解せ り」 と 巾した る 

に 對 し、 春 嶽は 「時 態 の 切 迫 せ る に齊究 して さる 次 t% に 運 ベ る ものな らん。 決して 誠意より 

出で たるに は あ ら ざ る ベ し」 とて 尙幕閣 の 誠意 を 疑って ゐた。 處が 一方に 於て は慶 吝 の や S 

, 表 提出に 接した 閣老達 は 大いに 當 惑し 其の 翻意 を 請 ひても 一 切 承引せ ぬので、 今 は i# 嶽 に 共 

の： 配慮 周旋 を 頼む の 外な く、 松 平 肥 後 守、 閣老 始め 一 同 を 代表して 右容 堂と 會談 中の 春 嶽を訪 

うた。 卷嶽 は容堂 退散 後 之に 面會 する と、 肥 後 守 は 「過日 來 公に は 長々 登 營 せられす 人心 危 

懼を懷 ける に、 今 又 橋 公に も 引 籠られ 內閣は 殆ど 暗夜の 如し。 故に 閣老始 大に當 惑し 終に 從 

前 の 非 を 悟 り、 叙 ぼ を 遵奉し 且 勅使 をも舊 例に 拘 はらす 敬 待す るに 一決せ り。 されば 明日 

より 御登營 あらん 事 を 希望す。 尤御 病氣中 なれば 御 都合に より 何時に も 御 返 營の御 心得に 

て 然 る ベ し 云 々 」 と 反覆 登營 懇請 に 及んだ ので、 春 嶽も今 こ そ 幕府 の爲に 蹶起す ベ き だと 愈； 

泰嶽、 登き ど 登 營を 決意した。 それからの 彼 は 今まで. 0 分の 登營 を勸吿 された 其の 慶 喜に 却って 辭職を 

決意す ると 俱 
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に慶 喜に 留任 

を勸說 す 


慶喜 • 春嶽登 

營， 慕 閣議 俄 

に 光輝 あ^ 


大久保 忠寬の 

敦旨牽 承に 關 

しての 意見 
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飜す， CU うにと 勸吿 せねば ならぬ 破目に 陷 り、 或 は單獨 に、 或 は 山內容 堂と 倶に 極力 之を說 

見 た が、 慶 喜 はまた 頑として 思 ひ 止らない ので、 春嶽は 二十 六日 第三 回目の 訪問に 

「危 41 の 場合 なれば こそ 拙 生. 容 堂 を 始め 閣老 にも 吳々 御 勸吿に 及びし 

衲 れら. d すと ならば 最早 御 登營は 御勸め 申す まじ。 過日 も 申 上し 如く 

慮 を 以て 卬 出された る 上 台 命 を 下されし 事なる を、 御 一 身の 御 都合の み 

られ ざれ ば、 詰 る 所 勅 3 曰 を 蔑視し 台 命 を忽諸 せらる \ 筋に あたり 其 儘 

定めて 台 慮の 次第 あるべし」 とい ひ 放つ の 止むな きに 至り て、 慶 喜は漸 

至った。 卽ち 明日 は 勅使 下着に て 分秒 を爭 ふこと なれば 兩人は それよ 

營 した。 舂嶽 もこれ が 十月 十二 日以來 始めての 登城 だ。 これで 後見 職 

が 揃うた ので 勅使 待遇に 係る 議事 を 開 き、 主 として 君 Hll の 分 を 明らかに 

に 決した が、 未だ 對 觔 使の 根本 政策に は 及ばなかった。 

慶 喜が 山內容 堂の 意見に よりて 攘夷の 獻旨を 奉 承 せんとの 意 を 起し 

彼に 書面 を 遣 はした 頃の 事 だ が、 (本 篇六三 六 頁) 大久保 越 中 守が それにつ 

意見が 『繽 再夢紀 事』 に 載せて ある。 それ は旣 記の 如く 大久 保が 十月 

奉じて 春嶽 邸に 臨みた る 時 使の 役目 濟 みたる 後、 春 嶽が彼 を 別室に 延き 

に 及んだ 折に 述べた もので 左の通り である。 
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り、 又 山內容 堂が 二十 三日に 

等 攘夷の 眞意を も 了解せ る 
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ると 小 楠 は 右大久 保の 所說を 卓見な りと して 痛く 感服した と あ 

春 嶽を訪 うて 廟堂. の議 歙旨を 奉 承す る ことに 一 決し 且つ 閣老 

を 話した る 後に、 「今日 營 中に 於 て、 大 久保越 中に 面會 せし に、 越 中 

六 四 三 


. 第 十 is 
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に對 して 

なれり。 
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あ る。 小 
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乞】 通りに 
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四. たび 福 井 藩の 招聘に 應 じて  六 四 四 

しが 一 々感服の 外な かりし。 越 中 は當世 第一 等の 人物な り 

ト V  一  &らナ し 、、二 著者 註、 勅使 敬 行の 件に つきて 廟議の 決定 /7 ョ.^ 一. こ ノニ， H 

をお ち 2^  と 遲 せし 際 容堂、 岡 部た 嚴責 せし 時の こと 4 曰 4?a!Tt' に *THL 一- は 

か \ る 人物 を 四 五 人 得たら ば 天下の 事は薆 ふるに 足らす」 

國論」 と は 矢張り 右の 議論で あらう と 思 はれる。 

小 楠も^ 叙 3111 遒奉を 主張して ゐ る の に、 越 中が 上記の 意見 

したの は 一 見 矛盾の 觀 のない こと もない が、 政 權を 委ねられ 

りと 信 やる 事 は何處 まで も 朝廷に 上申す ベ く、 そ れが 容れら 

列に 下れと 云 ふの は 決して 朝廷 尊 奉の 意に 悖って ゐ ない の 

ても容 堂に しても 同じく 開 國 論者 だか ら、 幕 府が越 中の 云 ふ 

それに 越した 事 はなく、 矢 張大久 保の 如くに 攘夷 は國 家の 爲 

主張した であらう が 理論 許りで は 通らぬ が 世の中で ある。 

ゐ て、 而 も 公武 一 致で 行かう と 云 ふ 意見で ある 以 上、 現 下 の 京 

ど 考慮して 見て は 觔使を 敬 待す ると 俱に 攘夷の 叙 皆 も 尊 奉 

つた。 其の 31- 意は旣 記の 如く 山內容 堂が 十九 日 春 嶽を訪 う 

申せる は實は 一 時人 心 を鎭靜 せし むる 爲の 策に 外なら す」 

六 三 六 頁) 大久 保の 議論 は にい；： 十兑に 違ない が 其の 听信に 向 
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てゐ るの 

^  も 邁 


進す ると 云ふ大 勇猛心の ない 常時の SI 府 にて は 到底 行 はれぬ の で、 容 堂 や 小 捕 等は站 おと は 

十分に 知りつ 、も當 時の 實 情に 卽 した 意 を 立て た 迄 で あ ら う。 

以上 大久保 越 中の 政權 奉還 論 を 紹介した 機會 に、 稍 横道に 入る の 嫌 は あるが、 彼の い：： 十 識 と？；^ 

職と にっきて 左に 記述して 置きたい。 それ は大久 保と 小 楠と は 意氣相 投じ 肝膽相 照らす 

柄で あるの みなら す、 其 の 記せん とする 所に は 小 楠と 關係 する 事が 少 くもない から。 

大久保 越 中 守忠寬 のい 4- 識と 退職 

大久保 は 上記 大政奉還 論 を春嶽 及び 容 堂に 說 いたば かりで なく 或 櫟會に 幕府お 司 列席 S 前で 

大政奉還 論  も 吐露した と 見 え、 春 嶽の 談話と 記錄 とに 左の 如き もの が ある。 

大久保 忠寬は 慕府が 政權を 握りて 內 外の 事務 を處理 せんとす る は 成功 を 期すべき にあ、 りず して 徒らに 困憊 を 加 ふ るに 過ぎ 

ず。 今に 及び 朝 命に 先ち て 上洛し 斷然 自ら 封土 を 削り て 政權を 解き 返き て 諸侯の 列に 就く に 如かず と發 言せ しに、 列， 船の 

人 々 相 顧 みて 錯愕 し、 皆忠寬 を 以て 狂せ りと なし 一 言 の 之 に 應ず る も S 無 か. りしと 云 ふ。 此 事 松 平 春-； i の 總裁聯 に讦 せら 

れし 時に あり。 是慕 吏の 中に 政權 返上の 說 出で たる 初めな り。 而 して 此說 一 時に 狂視 せられし も 其 思想 存す るが 如く 亡す 

るが 如く 毎に 幕府の 中に 絶えず。 維新の際に幕臣が中ょりして^！^藩名士の說に應じ世述 一 變の運 を 助けた る は卽ち 此議を 

持せ し 一 黨 なりと 松平慶 永に 聞け る 所な りと 渡邊洪 基の 說話。 (開國 始末) 

慕 議紛； 1^ の 時 大久保 越 中 守 (一翁) 大目 付 勤 役 中な り。 、進て 云く 徳川家の 傾覆 近年に あり、 上洛あって 可 レ然。 其 時 慕府 

にて 掌握す る 天下の 政治 を 朝廷に 返還して 德川家 は 諸侯の 列に 加り、 数 • 0 • 參の葡 地を领 しほ 城 を 驗府に 定め 候 儀^ 時 

の 上策な りと 諫言す。 衆 役人 滿座 大笑し とても 出來 ない 相談な りと い へ り。 大久保 越 中の 先見 は 可レ驚 可レ感 ことにして^ 

横 井 小 摘上卷 is 篇  六 Sifl. 


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  六 四 六 

して 明治 元年に は 此擧に 及べり。 大久保 氏の 卓識 を 後世に 傳 へん 爲め 記載す。 (松 平 春嶽の 「逸事 史 捕」) 


容堂ゃ 小 楠の 如き 達識 家 で 

從 ふこと が 出來 なかった 位 だ 

にした の は 無理 もない 話 だ。 

持 出し 龍馬 をし て 幕臣 中に も 

て卷嶽 及び 小 楠に 說く所 あつ 
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大久. 5- . い 卓見 は 啻に 上記 大政 辛 還 il ばかりで な く、 之 を 唱 へ た 文久ニ 年に 國 <|" と 地 .f- 府應 翁の 

制 を も 主張して 時の 政 寧總裁 職た る 春 嶽に建 言 した。 佐 竹 猛の著 r 維新 前後に 於け る^  んふ 

想』 によると 其 Q 大耍は 左の 如くで ある。 

大小の 公議 會を 設け、 大公 議會は 入 H! 國に關 する 事件 を議 し、 小 公議 會は 一 地方に 止まる 事件 を議 する 所と し 其の 議場 は 前 

者 は 京都 或は 大阪に 置き、 後者 は 江 戶其他 各都會 2 地に 置くべし。 「乂 大公 議會の 議員 は 諸 大名 を 以て 之に 充て、 內 五名 を 

選びて 常 議員と し、 其 他の 議員 は 諸 大名 自ら 議場に 出づ る も 管內の 臣民 を 選びて 出場せ しむる も妨 なき こと \ すべ し。 五 

年に 一 回 之 を 開き 臨時 議 すべき 事件 あらば 臨時に も 開くべし。 小 公議の 議員 及 會期は 之に 準じて 適」：？^ の 制 を 定めん。 

此の頃 春嶽 にも 上下 雨院の 設立 を 主張した 「虎 豹變革 備考」 が ある さう だが、 それ は 恐 ら く は 

小 魂の 翼賛に よった ものと 思 はれる。 小 楠に も慶應 三年 十 一 月に 上下 雨 院を設 くべき を 主張し 

た 建白が あ る (遣 槁篇第 二、 乙、 六)。 な ほ 元 治 元年に 吉井 友實が 大久保 利 通に 寄せた 手紙の 1 節に 「大 

久 *  ® 州 A 井. 滕 などの 議論 長 を 征し慕 吏の S 非 を な ら し、： 大 下の 人材 を 舉げて 公議 會を設 け、 諸 生 と 

雖 其 會 に 可レ出 願 之 者 はさつ さと 出 し、 公 論 を： て國是 を- 1}^ むべ しとの 議に候 由 云々」 と あ り、 乂 右 

『維新 前後に 於け る 立憲 思想』 に は 左の 如く あ る。 

後年 五 筒 條の御 誓文の 起案 は、 坂 本の 系統 を 引ける 福 岡 孝弟と、 横 井の 系統 を 受けた る 由 利 公正と 2 合作に 出で たる は 世 

の 知る 處 である。 しかも 此ニ大 系統 間に 介在し、 夙に 大政 牽還 論と 議會 論と を 主唱せ し 大久保 S 卓識 は此 二者に 讓、 りざる 

のみならず、 或は 反って 此 二者 は大久 保の 說に 啓發 する 處 ありし とい ふ も 可な りで ある。 幕臣 側の 議會 論の 笫 一 人 者と し 

てまた 我國 憲政 史上 忘るべからざる 一人と して 愛に 之 を 記す るので ある。 

文久の 時代に 幕府の 要路に ゐ ながら 此の 如き 議論 を 口にする やうな 卓見 家が 無事 安穏に 其の 

横 井 小 楠 上卷傳 記篇  六 四 七 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 慮 じて  六 四 八 

職に §3 つ て ゐらる \ 譯 はな い。 E 果せる 哉 水 野 和 泉 守 は 引 籠 中の 春 嶽に害 面 を 寄せた が、 其 2 大 實： 

は 左の 如くで ある。 

大久保 越 中 守 辭職を 願 ひ 出 たれば 講武 所泰 行に 轉 職して はいか 且 しか 願 ひ 出た る は、 在京 永 井 主 水 正より 過 rr 眷翰を 

以て、 大久保 越 中 • 岡 部駿河 • 小 栗 璺後、 關 IsU 、於て 專ら 開國論 を唱へ 居る よし 故、 勉使東 着の 上 は 暗殺す べしとの 風聞 

あ リと內 報し ける が、 三人 は 風聞に 恐怖して 進 返す る 如き は 我輩の 本意と する 所に あらず とて 引 綾き 勤 仕し けれど、 勅使 

の 下着 最 4 近々 に 迫りし 故、 更に 再考して 一 身の 被害 は 1^ も あれ.^ も あれ 萬 一 風聞の 如き 事 あらば 政府の 大汚點 なれば 辭 

職せ ざる を 得ず との 趣意に 決し、 則 駿州は 昨 f  二日より 引 籠リ、 越 州 は 今日 其 事 を 申出たり 云々。 (續 再夢紀 事) 

赏 時 岡 部 は 大目 付. 大 久保は 御 側 御用 取 次/小 栗 は 勘定 牽行 であった。 右 書面 を 受取った 春嶽 は 

追て 出勤す る 迄 それ を 見合 はせ る樣に 申し送った。 處が 十一月 三 m 春嶽 は營 中に て慶 客 か ら 「過 

日 來大久 保 越 中が 俗論 家の 爲に忌 嫌せ、 りる k よし 闕 居りし が 此節は 一 層甚し く、 已 に 登城の 途中 

を耍し て 擊ち斃 す ベ しな ど密々 議 する もの あるよ しなれば 其の 勢焰 Q 少しく 碟 くまで 一 時 他 職 

に 韓任を 命 ぜ られて は 如何」. との 相 談 を 受けた。 春嶽は 「俗 il 家 に 忌 0 せ 、し る \ が 越 中の 越 中 

たる 所に て 得が たき 人物 たれ ば、 今 n 君側 を 遠 ざ け ら る.. -事は 然る ベ か ら ず。 風說の 如き は 素よ 

り 取る に 足 ら ず 」 と反對 した が、 其 の 翌日 又も 同 件に つ き 慶 甚 よ り が ぁ つ た。 

glu 例刻 登營、 暮時歸 館 せらる C. 今： n も 一橋 殿、 大久保 越 中 守の 事 を S. 出られ、 此 節春嶽 殿の 越 中 を 負 せらる るに 不平 

を 懐き 彼是 議 する 所 あるよ し。 彼れ 一 人" ぃ爲め 多数 諸 有司が、 しか 不平に て は 何事 も 行 はれ ざれば、 惜しき 人物に も ある 

(春 嶽) 

ベ け れ ど 一 時轉職 せ しむべし と ありし 故、 公大い に W ふられ、 拙者 は 越 中を聶 負す るに 相違な し 。天下の 重 寄に 常る 身 分 、 

正 人 端士を 負せ ずて 將た 如何なる 人 を 轟 食すべき や。 百 寧 私 を 去て 公に 從 はんとす る 今日 たれば、 廣く 天下の 正 人 端 士 


を舉 用す ベ き た り C しか る に 一入の 越 中 を さ へ 俗士？ 首 の爲め に 棘 職 せ ん と せ 、り- る  >- は 拙者 の ^ ら さ る 所た りと. S- さわ， 

更に 板 倉 周 防 守 殿 を 顧み て 周 防 殿 はいか ヾと^ ねられし に、 板 倉 殿御 雨 一 _昽 とも 御尤 たれば、 いづれ を いづれ とも 申出べき 

ず：^ たしと 答 へ 、り. れしが 、 公 は 尙も其 不可なる 旨 を陳べ られ けれど、 1 橋 殿と 閣老 とは豫 じめ 々示談せられ たる ものに や 

此時 講武 所牵 行に 轉職 すべき 案記已 に成リ て ムロ盧 を 伺 ふ のみの 一 段に 運び 居れり との 事な りし 故、 公し かる 上 は 御 相 ま i に 

遂に 左遙  も 及ばざる 事な りと 申 放 たれし が 遂に 轉 職せられ たり。 (續 再夢紀 事) 

慕延中 最も 硬直の 士 で、 而 も將 軍の 側近に 在った 大久保 忠寬は それが 禍 したで は ある ま い かノ^^ 

の 如くして 十 一 月 五 日 遂に 講武. 所牽 行に 左. i せられた。 

同月 廿日 慕 府は朝 32 を牵じ て 彦根 藩主 井伊 掃 部 頭底憲 以下の 釗封を 、又 同月 二 十 三 日に は 前 " 

松 藩主 玄審！ ^親 胤 以下の 改易 を 行った。 これ は 戊 午 H 來の 失政に 對 する 所 罰で 府 はこれ を ひ 

て 京都 遒 奉の 誠意 を 表する 一 手段と なした もの だ が、 大 久保も 亦 其の 赏時 京都 町牵 行だった 關保 

.  から 左の 如き 處分を 受けた.。 

更に 免職 差控  其方 儀 京都 町奉行 勤 役 中 事. K 不分明 之 儀 取 計 御 制度 紛亂を 生じ 候 段 不束に 付 御 役 御免 差控被 >1 

仰-付 >之 

右 免職 差 控の處 分に ついては 大久保 も不滿 だった と 見えて、 同年 十二月 サ八 H 附で 中根靱 おに 

贈った 蒈簡の 中に 「別紙 述懷小 子 計りの 儀に も 無 レ之候 閗賁兄 御  一 #3 希 候。 尤 再 出？； -候爲 に 中 出 

に は 無レ之 只 々 .K 事 述 度 迄 に 候」 と あ つて、 別 紙に は 自分が 京都 町奉行 在職 中 の 事 其の 他 二 三 人 の 

華 を 述 ベ て、 今 回の 處罰 ことに 事. K 不分明の 取 計の あつたと ある の不 ゆ 2 な る を _跅 へて ゐ る。 尤 

も 「尔レ 去 赏節之 勢 S 儀； 御 場 介に て、 宽 と は 御 承知 之 上 之 御 事に 候 は V  S 非 一 候 得 ども、^ 1 此^ 
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之 御 處置眢 御 正路と 被 11 思 召 1 候 て は 乍， 恐 御 不明に 相當 可, 申 哉 云々」 と 這に 幕府の 苦衷 も 察して は 

ゐる もの \ 其 の悶々 の 情 察すべき ものが ある。 

記事 は 本道に 返る。 十月 二十 八日 兩 勅使 は 愈.、 着府 した。 春嶽 始め 閣老 以下の 諸 有司、 三 家 

以下 在 府の諸 大名 等 何れも 旅館に 伺候した。 翌 二十 九日 待遇の 式に ついては 翁に 會津 藩主 

松平容 保より 差 出した 書附が あり はした が 更に 勅使の 內意を 伺うた 所、 § 使 は 用意して 來た 

十二 箇條の 條目を 示した ので 直ちに 之に 定まった。 之を從 來の禮 式に 比 ぶれば とても 同日 

に 語るべき もので はない。 二 方 攘夷に 就いては 十 一 月 二日 更に 營中 にて 評議の 結 其の 勅 

靛 あらば 奉 承す るに 決した。 其の 經緯 にっき 『繽再 夢 記事』 に は、 

(春 嶽) 

十 一 月 二日^ 登 營、 暮 時歸館 せらる。 本日 蟹 中に 於て いよく 禳 夷の 勅旨 を 奉 承 せらる. lie^ 

に 決せられし が、 其 耍旨は 攘夷と 開 國とは その 目的 相反す る もの 如く なれ ど、 戰 を 開く に は 彼 を 

知り 己 を 知る が 肝要 なれ ば、 到 底開國 なら ざれば 攘夷の 實 行し 得べ からざる は 勿論な り。 故に 目 

下 强て開 國說を 主張せ ず ともおの づ から 其 說の行 はる. - 時機 あるべし との 事な りしと ぞ 0 

(忠恭 ) 

と ある が、 京 都 所 司 代 牧野 備前 守. 同町 奉行 永 井 主 水 正 等 在京の 慕 吏 は 左の 如き 意見 を 老中に 

進めた とも 云 はれて ゐる。 

此の度 勤 使 下向に 就き 關 東で 之 を遒奉 さる 可き は 勿論の 事な が ら、 攘 夷の j 事 は 今日の 形勢より 

して 到底 斷行 出來 ざる 故 其 を 枉げて 勒誌を 奉ずる の は 不忠で ある 杯の 議論 も出づ るで あらう。 

是 固より 至赏の 論で は 有る が、 綸 言 は 汗の 如く 之に 背く は 朝廷 を 尊崇す る 所 で 無い。 され ば 


鬼 角の 議：^ i を 止 め て  一 n  一  0  0 し、 然 る 後將軍 上洛して 內 外の 形 勢 攘爽 の 決し て 行 ふ IT  -り. ざ る 事 ぬ 

を 明に 奏閎 すわ ば、 或 は 天 意 を 回す を # ベ き で あ 、し う か。 今や 京師の 形勢 は 危機に 迫 り^ 1 御 

請 を禱躇 せば 德川家 滅亡の 端 を 開く であらう。 

營 中の 評議 右の 如くに 決する と、 十 日に 至り 慶喜は 心に も 無い 攘夷論に 雷同して 觔を 奉す 

る は 天 II を 欺 罔す るに 等しく、 一時の 偷 安に 百年の 悔を 遣す よりも 寧ろ 引退す るに 若 かすと 

慶喜 また 辭表 て復 しても 引 入 り、 次 いで 十五 日 左の 如き 後見 職辭 退の 願書 を 松 平豐前 守. 水 野 和 泉 守. 板 倉 周 

提出 

防 守. 井上 河 內守. 小 笠 原 II 書 頭 宛に 提出した。 

御 後見 之 儀 は 追々 御 年" 5 に 被 レ爲レ 成 候に 付 先達て W 安殿 御免被， 1 仰 出， 候處、 尙又 叙 慮を以 被， 1 仰 進， 候に 付 

御 後見 相 勤 候 様 蒙， 御內 命， 候 砌數度 御 辭退奉 二 申 上， 候處、 再應 御沙汰 も 被， 爲レ在 候に 付 乍，， 不肖， 御請 相 勤 I 能 

在 候 得 共、 最早 御自身 御 政事 被 レ爲ニ 聞 召， 候 御 儀、 且は當 今 不二 容易， 御 時節柄、 御大 政 參謀罷 在 候ても 素よ 

り不 $1： 之 身往々 皇國之 御 不都合に 相 成 候て は 奉， 1 恐 入， 候に 付 旁 御 後見 御免被，； 成 下, 候 様 奉, 願 候。 此段 ± 

御 披露 頼入存 候。 以上。 

將軍 以下 犬い に 狼 狼し、 其の 意 を 翻さし むべ く將 軍の 直 使. 春嶽の 再三 の 勸吿. 閣老諸 司の 

懇願な ど 百方 手を盡 くした 結 rai- 勑使 入城の 前日た る廿 六日に 至り 漸く 登城 はした が 镶夷奉 

刺 使 入城 觔に對 して はな ほ 難色が あった。 翌廿七 日、 將 軍 病 氣の爲 に 遷延され てゐ た； g 使の 入城が あ 

つて 勅書 を將 軍に 授けた。 覇政始 つて 以來 此の 時の 様に 君臣の 名分 を 正し 厳然たる 式 を 用 
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ひた こと は 未だ # てなかった。 そして； g 命 は 早く 攘夷の 策略 を 定め 將軍 自ら 上洛して 攘夷 

の 期限 を 奏聞す る やうに とい ふので あった。 十二  n 四日 勒使は ！$ び 入城して 勑読の 趣 早々 

評決の 上 諸 大名に 布告すべし。 攘夷の 策略 並に 担絕 期限 は 早々 列藩と 衆議 を盡 くして 釵慮 

を 伺 ふべき も、 多 少の 時日 を 要すべき 故 追つ て 言 上 す ベ し、 伹 し 精々 急に 衆議 を 集め 年內 若し 

く は 明 早卷 に も 言 上すべし との 意. 味 の 御沙汰 を傳 ベ、 翌 五日 三た び 入城す るに 及 び、 將 軍 は 接 

將 〔球 勅 能率 承 夷 奉 勑のヒ "を 奏上す るに 至った。 其の 奉答 書に は r ほ 家 茂」 と § ^名した が將 軍が 朝廷に 對 

し 臣の字 を 用 ひたの は こ れが 初めて f あった。 三 條. 姉 小路 兩； g 使 は 其の 使命 を 遂げ 七日 出 

發歸 京の 途 についた が、 大原 勅使の 東 下 を距る 僅かに 百日 餘 にして 朝. 慕 の 形勢 は 以上の 如く 

變 化した。 春 嶽. 小 楠 は 京師 尊 奉の 誠意の 達せられ たの を心竊 かに 喜んだ であらう。 

將 軍が 右の 如く 攘夷 奉勑の 33 を 奏上した 三日 前なる 十二月 二日 付に て 小 楠が 差 出した る 

「攘夷 三 策」 攘夷 鎖 港に 關 する 白書 「攘夷 三 策」 が ある。 之に 據 ると 幕府 中心人物 たる 春嶽 等の 意見 

が して 那邊 に存 した かぐ 窺 ひ 知られる と 同時に 彼等の 攘夷 奉 觔は單 に 口先ば かりで なく、 

それ を實行 せんとの 意志 もあった らしい ので 左に 其の 全文 を 揭げて 見よう。 

今般 使 御 東 下 之 御 儀 は 攘夷 之大 令被レ 爲，， 仰 出 I 天下 侯伯 之 異見 策略 被，， 聞 食， 度 候 哉に も 奉，， 拜承 f 

に 祌州之 御大 事 御 安危 之 大機會 と 奉レ存 候。 固より 草莽 微賤 之管兒 奉レ 冒， 一 尊聽， 候 も 恐 入 候 得 共、 兼. ベ 

一一 一 n 路 御開 達被レ 遊 候に 付 蕪機不 $E 之 身 を 不レ憚  一 二 之迂論 奉，， 拜陳， 候。 . 


攘夷. K 行の 方 

策 


外 使に 對 する 

猎置 


一 摘 夷之 事 一 な 御 執：， 仃被レ 遊 候に は、 ^一  於 r- 幕府 ー刑赏 之 典 明に 不レ被 レ爲レ 在 候て は 不一； 和 成， 依と 奉 レ^ 候に 

付、 先以墨 夷浦賀 入港 以來彼 之 威焰に 恐怖し 容 2^ に 條約を 取 結び、 觔許 にも 無 レ之諸 港 を ^ き 神州 朱贫卩 

04" 永 六 年 • 安政 元年) 

之 汚辱 を 引出し、 上 は 奉レ惱 n 天子 之瘥 襟， 下 は 萬 民 之 憤 怨を釀 し 候 癸丑. 甲 寅 以来 之 慕府： 要路 之 諸^ 司、 內 

外之處 置に 於て 己が 利榮を 謀り 姑息 因循し 國 家を此 極に 至らし め 候 大小 諸 有司 之 事跡 を 按じ、 黜^ 之 典 を 

. に 被レ遊 候 上、 將軍家 速に 御 上洛 被レ遊 候て 實著御 誠意に 天朝 御 尊崇 被レ 遊、 億兆之庶3^^に至る迄 火 朝 之 

尊崇し 奉る ベ き、 醜 夷之 賤 むべ き 事 を 知らし め、 而後 斷然 攘夷 之 御處？ S 一 御 取 懸被レ 遊攸事 是壤. 、之 第 一 策 か 

と 奉レ存 候。 

一 前條之 如く、 尊 王 之 儀 . 黜罸之 典 御 執行 被 レ遊候 上當時 在留 之 夷宫共 へ 厳重 御中 論し 被 レ成度 奉レ存 候。 

然し 在留 之 官吏 も 其 國主之 命を領 し、 且 幕府 之 指揮に 應じ是 迄 逗留 仕る 者 共に 候 得ば、 手荒き 御處^ 有レ之 

候て は 却て 皇國之 信義 を 損し 候に も 至り 候へば、 各 夷の 夷 吏 共 大 城へ 御 呼 立 被レ成 天使 幷に 犬樹公 以下 

列 侯 御 連坐 之 上、 幕府 之 有志 を 以て 被 二 仰 論， 候に は 是迄條 約 開港 致し 候傣は 全く 朝廷 之 ：g 許に も無レ 之、 

將軍家 御 幼少 之 時に 乘じ 幕府 奸吏共 奉レ欺 n 朝廷， 正議之 公卿 侯伯 を 退 候 後 取 結候條 約に て、 元より：：： 本^ 

：!^ 之愤怨 する 處に候 故、 終に 幕府 執政 を 狙 梨し 無辜 之 夷人 を 斬殺す るに 至 候 儀に て、 全く人心不和之致す.^^^ 

に 候 得 は 天子 震 怒し 給 ひ、 正議之 公卿 侯伯 論判し 將軍を 輔佐し、 先年 條約之 大小 慕 吏を黜 as し 皇！： 政令 一 

新 之 規模 相 立 候に より 勅許 無 レ之諸 港 は引拂 可， 申、 猶此儀 は 別段 夫々 之 本國へ 使節 を以 御達し 可 レせレ 之 ぼ 

被 >ー 仰 渡？ 急速に 有 合 之蒸氣 軍艦 を 以て 其 器に 堪へ候 入御 任 選 被 レ遊彼 之國々 へ 被， 1 指 立 一 前文 在留 官吏へ 被 n 
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仰 諭， 候譯を 以て 相斷 り、 追て 開港 之 儀 は 後日 使節 を 以相 達し 候 儀 も 可 レ有レ 之 候 間 一 端 引 拂可レ 申 段 御 諭し 

被 レ成候 得ば、 彼 も 道理 を 唱へ諸 州 横行 仕る ものに 候 得ば 聽入 可レ 申と 奉レ存 候。 若し 此傣 承引 不レ仕 兵端 相 開 

候 時 は 卽ち直 在 二 于我， 曲 は 彼に 在り、 名義 も 相 立 候 得ば 皇國之 全力 を 震 ひ 神武の 勇を耀 し、 決 戰可レ 仕。 然 

る 上 は縱令 日本人 種 を盡し 候ても 御 國鉢を 不レ辱 遣 憾有レ 之 間 敷 奉レ存 候。 只 在留 官吏 等 迄 御應接 被レ成 耳に て 

は 義理 貫徹 不， 仕處も 御座 候 半と 奉 レ存候 間 何分 彼 之國々 へ 使節 御 指 立 之 事 は 攘夷 之 第一 一策と 奉レ存 候。 

1 江 戶內海 を 初 豆 • 相 之 海岸 は 可な りの 御備も 御座 候 事に 候へ 共、 浪華 港に 於て は 皇國之 咽喉 天下 之 重 

地に て 京師と 唇 齒を相 爲し候 所に 御 u 候 得 共、 未だ 戰守之 御 備も不 レ被レ 爲レ在 候 様 奉レ存 候。 彼 若し  一 二軍 艦 

を 以て 來犯仕 候 得ば 所謂 眷破齒 塞 之 勢に て 京 城 之 危頹日 一 タに可 レ有レ 之 候 間、 先以 彼國々 へ 使節 被 n 指 立， 回說 

之 日間 を 以て 浪華 港より 泉ノ紀 *播. 淡 之 間 之 海岸 應援之 地勢に 因り、 磁 SIS: 築造 被レ 成、 就て は 淀川 筋 伏 

水に 至る 之 間 沿道に 連珠 此 S 築造 仕 候 得ば 一 時 戰守之 備相立 可 レ申候 間、 是等 一 日 も 速に 御 處置有 レ之度 儀に 御 

座 候。 使節 諸 州へ 御 指 立 之 儀 は 外國へ 信義 を 示し 內戰守 之 備を相 整 候 便りに も 可 n 相 成， 候。 是亦 攘夷 之 第三 

策 かと 奉レ存 候。 

第一 策 は先づ 镶夷實 行に 取懸る 前に 墨 夷浦賀 入港 以来 彼の 烕焰に 恐怖して 姑息の 條約を 

結 び、 違 勅 の 開港 をな して 未曾有 の 國辱を 招き、 上 は聖 天子の { 辰 襟を惱 ませ 奉り 下 は 萬 民の 憒 

怨を 醸さし めた 癸 丑. 甲 寅 以来の 幕府 諸 有司の 事跡 を 按じ 黜罸の 典 を 明らかに したる 上、 將 軍 

速に 上洛して 誠意 を披酒 し、 尊 王 の K を 示 し 以 て H< 朝の 尊崇し 奉る 可き と 外 夷の 賤 しむ 可き 


第 一 策に 對す と を 天下に 知らせなければ ならぬ と 云 ふの だ が、 德 富 蘇 3„ &は 其の 著 『近世！： 民史』 に 左の 如 

る 蘇 峰の 考察 
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く 世間 誤解の 犠牲と なりたる 程 

此れが 單に當 人 一 個の 意 見で あ 

の 如く 慕 政を實 行せ しめんと 期 

攘夷論 者と 趣 を 異にした る は 明 

時日 本の 開國 は、 自 主 的開國 でな 

每に 外人に 致され、 外人に 乘ぜら 

ざる 可 か ら ざる を認 め、 攘 夷の 氣 

態 を 一 轉 せんと 期待した。 此れが 

迄 公武 合體 論者に し て、 此 の 機會に 

た。 彼 は 事 實 上、 幕 府も 日本に 於け 

到底 行 はれ 得 可き もの と は 信じな 
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かく 尊王の 儀. 黜 罰の 典 を 執行した る 後、 在 留各國 使臣 を 江戸 城に 招いて 勅 使. 將 軍 以下 列 侯 
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連^の 上 慕 有司 を 以て 彼等に 現行の 條 約の 破棄せ ざ る ベ からざる 所以 を說 き、 刺 許な き 諸 

港 を引拂 ふべき を 諭し、 特に それぐ の 本國へ 使節 を 派して おの ぼ を 傅 ふべき 事 を も 巾し 聞 

かせて 後、 速に 適 當の人 を 特使と して 彼の 國々 に 指 立 て、 其 の 使節が 列國を 訪問す る 問に、 近 幾 

の，：^  j> やや 沿道に 戰 守の 備を 整へ ると 云 ふの が 第二 及び 第三 兩策 の 要 3ni で ある。 _ 

. 此の. を 終 ふるに 臨み、 『勝 海 舟 日記』 の 文 久ニ年 十一 月 十九 曰の 記事 は、 當 時の 開 鎖 論に 

開 鎖 論に 對す 對し又 人才 選 擇に關 しての 小 楠の 意見の 一 端 を 知り 得る 與味 ある もの だ が、 前 者 だけ を 左に 

る f 見 

揭げ よう。，.. 

此日横 井 小 楠 先生 を訪 ふ。 我 問 ふ、 此頃 世間 開 鈸の論 諍々 皆 不レ服 ざる 處也。 それ 開 鎖 は 往年 和戰 

を 論ぜし と同斷 にて 唯 文字の 換 りし 而 已、 何 の 益 か あらん 哉と。 先生 曰く. K に然 り、 赏 今 しばらく 

此 異. 同 を 言 はずし て 可 な ら ん。 それ 攘夾は 興國の S を 云 ふに 似たり、 しかる を 世人 徒に 爽人 を 殺 

戮し內 地に 住まし めざる を 以て 攘夷な りと おも ふ は 甚だ 不可な り。 今や 急務と すべ き 興 II の载 

を 以て 光と する にあり。 S 々として 開 鎖の 文字に 泥む ベ か ら ず。 興國の 業、 侯 伯 一 致 海軍 盛大に 

及 ぱ ざ れば？ S は ず、 今 や. 一 人 も 愛に 着眼す る 者な し 又 歎ず ベ し と。 

七 公武 合體 派の 連 合 


旣 記の 如く if 府は镶 夷の 勑 

廷に 一一 一一：： 卜した。 將 軍の 發駕は 

容堂 之に 繼 いで 上 京 す る こ と 

め大 い に國 事に 當 らんと す る 

京地の 形勢 慕- 諸；^ 司が 猶 積年の 迷夢 

を 逐 う て 加 は り、 此 の 頃 で は そ 

朝廷に 伺候せ る 事で あらう。 

よって それが 破られてから 全 

如くで あ る。 

次に 見るべき は 朝廷の 政治的 活動が 段々 高調して 来た 事で あらう。 旣に慕 府の成 信が 失 

堕する と 供に 北ハの 政權は 一 歩々 々京師に 收 めら れて關 東 委任 は 名のみ と 成りつ \ あつたが" 

文 久ニハ や 十二月 九 曰 朝廷で は 國事褂 を？. は 篮し攝 家. 親 王. 議 奏. 傅 奏 北ハの 他の 堂上 t4 ベ て = ^九 人 

を 之に 任じ、 小 御所に 於て 國政 を議 せしめられる 事と 成って 一 曆 それが はっきりして 来た。 

これ 迄 公卿 堂上と 云 へば 時々 の 公事の 外に は 殆ど 爲す事 無 く、 關 ， 曰 を 除きて は 唯 議. .^ が 

, 僅かに 關 との 交 涉に當 るの みで 政治から は 全く 隔離して ゐた。 然るに それが 今や 相率ゐ 

て國事 を議寸 るに 至った。 正に 王政復古の 一段 階 と も -ム ふ ベ き で あ ら う。 

^井 小袖 上卷 傅記篇  カ五丄 


を 奉じ 北ハ の 期 限. 方 略 等に 就いては 將， m がヒ 洛赛閒 すべく 朝 

旣に 明ハ牛 ニパと 定まって ゐた が、 之 に 先んじて^ 喜 f か 一 に、 #  0. 

に なった。 かくし て , 財の 首腦 部が 輦穀の 下に 於 て 1- 是 を お 

の で あ る が、 さ て 此の "顷 の 京地の 形勢 は 如何で あ る か。 

か ら 覺 め な い 裡 に、 諸 藩 では 旣に 皇 室 尊 崇. 京 師 中心の 倾 向が たや 

れ が 愈.、 濃 厚であった。 共の 顯著 なの は 諸 大名が 給々 上洛して 

元來 大名の 入洛 は 幕府の 禁 する 所 で あ る が、 翁 に 薩. 長. 土 三 藩に 

く 空文に 歸 したので ある。 せ-や 肘 政令の (0 はれざる 寧 旣に是 の 
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京地の 形勢 は 以上の 如くで 政治の 本 舞臺は 此處に 移らう として ゐる。 而 して 此の 活動の 

中心 をな す ものが 尊攘 派で ある こと は 言 ふ 迄 も 無い。 ft に 岩 倉. 千 種. 富 小路 及び 久 我の W 卿 

が 洛外 蟄居 を 命ぜられた 事は旣 記の 如くで あるが、 其の 他 九 條前關 白 (尙忠 ) も 亦 同様の 變目を 

見るな ど 公武 合體 派の 公卿. 堂上 は 多く 逼塞の 止む 無き に陷 り、 又 國事掛 にて は 攝家. 淸 華. 大臣 

家の 門閥と 羽 林 家. 新 家との 間、 或は 老輩と 少壯 輩との 問に 思想 及び 感情の 一 致せざる もの あ 

り て、 前 者 +1 多く 穩和 にして 公武 合體 派と 成 り、 後 者 は 多く 過激派に して 尊壤 派と 成った が、 就 

中 後者に 屬 する 三條實 美と 姉 小路 公知と は 背後に 長. 土  二 藩士 ある を賴 として 年少 氣銳に 任 

せて 専ら 急進 過激の 說を唱 へて 其の 評定 を 左右した ので、 自ら 近衞關 白 (忠 熙) の 威 權も行 はれ 

す、 靑 蓮院宮 二 條 (忠 香). 一 一條 (齊 敬) 及び 德大寺 (公純) 等の 前者に 屬 する 人達 は 頗る 不平で あ つ た。 

一 方 長. 土 其の 他 諸 藩に 於け る尊穰 派の 志 士. 浪 士は 京地 を W 架窟 とし て 愈.、 跳 梁 を 擅に し、 彼 等 

の唱 ふる 急進 過激の 說は三 條. 姉 小路 を はじめ 同派 堂上 を 動かして 其の 勢力 は を さく 大名 

を も 凌ぐ と 云 ふ 有様、 無镁な 中分 だが 同派 堂上 の 人達 は 其の 傀儡と なって 踊らされて ゐる觀 

さへ あった。 かくの 如くして 急進 過激の 說を唱 ふる を 正議と し、 關 東を排 難す る を 勤王と し、 

之に 反して 漸進 穩 和 叉 は 舊法を 守る を 一 概に 因循 或は 慕 習と 稱し、 「因循」 と 「慕 習」 の 二 

語 は 宛ら 天下 最惡の 罪名の 如くに 聞え た。 京地の 情勢 以上の 如き 中に 乘 込まん とする 幕府 

首腦 者に は 無論 何等かの 方策なくて はならぬ。 


以上 記述した る 所に 據るも 文 久ニハ 牛の 下半期で は 京 

で、 土 藩 之に 次ぎ 薩藩 はこれ 迄と は 打つ て變 つて 頗る 振 

近 衞關白 は 勿 論、 靑 蓮院宮 はじめ 所謂 穩 派の 人達 は薩の 

二日に は、 島 津齊彬 に中納 言 從 三位 を 追贈され ると 同時 

た 位に 薩藩 優待の 思 召 も あり、 又江戶 では 春嶽は 前代 島 

て 薩とは 依然として 舊 交を縝 けて ゐ たので、 薩の 勢力 は 

菌藩、 勢力の 藩で も 窃かに 其の 勢力の 維持 乃至 進展に つきて は 其の 

に 腐心  節な ど は 三條. 姉 小路 兩勑使 や 長. 土  二 藩の 尊攘 派 志士 等 

近衞關 白を說 き、 或は 在京中の 鳥 取 及び 宇 和 島兩藩 主. 德 

じて 密かに 長 藩 排斥運動 を圖 つた。 なほ 又 其の 一方で 

嶽に 意見書 を 差 出して 「幕府 側に  一 二の 名 侯が ゐても 

せぬ か ら、 英傑 の 名望 ある 者 は 一 人 も： S ら さす 廟堂に 召 

である。 それに は 島 津三郞 を も 其の 一人に 加 へらる ベ 

外 夷 担 絶の 期限、 S は 策略の 綏急等 を 朝廷に 論 建す る 場 

の 起用 を勸 めたり、 又 長 藩士 高杉晋 作. 久 坂 玄 瑞 等， が 橫 濱 

下の 壯士が 板 倉 閣老を 刺殺 せんと 企てた 折、 逸早く 之 を 


都で も. y 戶 でもお 藩の 勢力 最も 强盛 

はざる の觀 があった。 但し 京都で は 

勢力 を賴 み、 朝廷に ありても 十  一 n 个 

に同久 光の 京都 守護 職 を. も 仰 出され 

津齊彬 との 交情 敦 かった 關係も あつ 

猶諸 方面に 潜在して ゐた。 それで 解 

機 を 窺って ゐた。 乃ち 同藩の 藤 井 良 

が 東 下せる 虛に乘 じて 入京して、 或は 

島 藩 世子. 熊 本 藩 公子 等と も 氣脈を 通 

は 同じく 薩 藩の 高 崎 猜太郞 出府し、 春 

諸 有司 因循姑息 ならば 何事 も 成り は 

集して 供に 政事 を 討論す る 事が 肝耍 

く、 同 人 は 朝廷の 御 覺も惡 くないので、 

合に も 都合 宜しいで 有らう」 と 久^ 

在留の 外人 を 襲 #f せんとせ る 時 や、 府 

|#府 に 密告し などして 其の 好意 を 示 


横 井 小 楠上卷 傳記篇  六 五 九 
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す 所が 多かった。 

小 稀の へ 一武 合 さて 小 楠の 根本 思想 は 道義の 原理 を 政治の 上に 及ぼす にあつ て、 誠 意 正 心より 治 國平 天下 

1^ 筋誊 

：  に 至る まで ー茛 すべきで あるとの 見地であった。 されば 天下の E 公 名 卿を會 同して 衆議 を 

盡 く し、 腐 正に 公武 合體. 舉國 一致の 政治 を 施さん と は 彼の 豫 てからの 现想 だ。 今や 薩藩 勢力 

なほ 大いに 侮る ベ からざる もの あ る の に、 同 藩士が 其の 勢力の 維持 乃至 進展の 爲 なりと は 云 

へ 此の 議論 をな せる を兑て 取つ た 彼 は、 先づ 薩藩を 誘 ひて 俱に 計らば 事 成るべし と考 へ、 其の 

實行 方法と して は島津 父子 を 入 京 せ し め、 關 東より は卷 嶽. 容 堂 等馳上 り、 靑 蓮 院宮を はじめ 近 

衞關白 等の 諸 公卿と 謀 を 合 はせ て 京地の 尊攘 派 を 一 掃し 公武 一 致の 國是 を定 むべ しとな し 

1, 右 ¥仃 て 卷嶽に 建策す る 所あった。 赛嶽は 早速 之 を 容れ、 小 楠 をして 高 崎 猪 太郞. 岩 下 左 次 衞門. 吉井 

に 着手 

中 介 等の 薩 藩士と 之に つき 謀る 所 あらしめ たの で、 彼 等 も 同藩 勢力の 發展は 此の 時とば かり 

.  欣 躍した。 『繽 再夢紀 事』 の 十一月 十四日の 項に は、 「今朝 薩藩岩 下 佐 次 右衛門. 吉 井中 介 來 

(舂嶽 )  (齊^ - 

る。 公對 面せられ しに、 兩人 一 昨日 前 藩主 薩摩 守え 官位 御 追贈 仰 S3： され たれば 國 元へ 急報す 

へ島^^忠義ン 

る爲 め、 且は此 程 橫井小 楠の 議を承 はりし に 一 々敬服の 至り 故、 修 理大夫 父子に 上京 を 促す 爲 

(久# 

め、 近 日吉 井中 介國 許に 出發 する 害なる が、 三 郎は當 夏 出府 後專ら 謙邏を 主と し 最早 國 外に は 

^ざるべし と 中 居る よし なれ ば、 尊 公より 是非 速に 上京す る 様に との 御 一 言 を 請 ひたしと 巾 

立 し が、 公 素より 兩 侯の 上京 を 希望 せられし 故 是非 御會同 ある 様 拙者 希 ^ す る 3：! を 巾ヒ べし 


と 答 へら. d たりき」 と あ Kvv^ 同書の 十 一 巧 二十 六 u の 記事に は、 共 の 夜、 遠 からす 上 京 の 苦 で 


容堂 も问意 


慶 is!: 兵 を率ゐ 

て上阪 せんと 

す 


あった 容 堂が 着 京の 上 時勢に 處 すべき 方針 を 協議す るた め赛 嶽を訪 ひたる に 「 當 時 横 井 小 

C 舂嶽」  . 

楠、 島 津 殿御 父子に 上京 を 促 し、 關 東よりも 公 及び 容堂 殿會同 せら れ、 京 師に 於て 大 に"： K  の大 

計 を議し 然る 上 公武 一 致の 國是を 定めら る > ^が 今日の 要務な りとの 意見に て、 已に藤 藩 5 お 

下 佐 次右衞 門. 吉 井 中 介. 高 崎 猪 太 郎等と 共に 専ら 相談に 及び 居る 場合な りし 故 其 意見 を.：^ 堂 

殿に 1? 陳せ しむべし」 と て、 其 の 席 へ 小 楠 を 召 出し 意見の ある 所 を 開陳せ しめたと ある が、 容 

堂 も 小 楠の 公武 合體派 連合 策に は 同意 を 表した。 春嶽は 之に より 大いに 力 を 得 愈.、 赏行 に 歩 

を 進めん とする 矢先に、 思 ひも 掛けす 十 一 月 二十 八日 一 橋慶 喜の 來 邸に 接した。 


(午後 六 to 

サ 八日 登 蕾せ、 りれ ず。 本日 暮六時 一橋 中鈉 言 殿來 邸せ 

橋 殿 申されし は近來 京師の 形勢い よ いよ 容易なら ざ る 

軍艦 を 寄 せ、 京 師 の應投 を な す 云 々揭 載せり。 されば 慕 

は 如何な り 行く ベ き や 痛心に 椹へ ず。 故に 拙者 此節ニ 

在して 內は 京師 を 守護 し、 外 は 海岸 を 防禦 せんと 欲 す。 

あ り て 京 師 を 守護せ ら る \ は 勿 論 なり。 此議今 H 內閣 

(舂 嶽ソ 

意 な る が 、食 兄 Q 御意 見 は 如何と ありし が、 公 此 時島津 三 

ら る ベ き 決心な りし 故 然 る ベ し と は 思 はれ ざり けれ ど- 

に  てい  まだ  他人に  は  開口せられ  ざる  場合に  も  あり、  且は 

橫井小 楠上卷 傳記篇 


J マ- so 三 卿の 来邸 せらろ、 事 は 當時其 例な かりし 故、 t ぃゲ 一 

C  / 供 頓* 供 膳の 設けに 邸 中 は 一時 殊の外 雑せ り。"^" 一 

よし。 其 上 佛朗西 新聞 を閲 する に 人^へ 

府に 於て 其 ま X に 指 置かれな ば 今後 畿内 

萬 許の 兵 を 率て 大阪に 登り、 一 時 彼 地に 駐 

然 る 上 大樹 公 にもなる ベく 速 かに 御 上 

に 於て 閣老 以下の 意見 を マな ねし に 大概； s 

郞殿 とともに 京都に 於て 國 家の 大計 を 立 

-此 決 心 は 近 日容堂 殿へ 內 談 せられし のみ 

廟堂 從 前の 因循に 似ず さる 事に M  M を 表 

六 六 一 
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慶喜 及び 閣 

老、 春 嶽の計 

畫に 賛同 


せ る は 人心 振起の 端に も あ る ベ き 

答 へられた りき。 (鑌 再夢紀 察) 

慶喜は 二 萬の 大兵 を 率ゐて 上方 

外事に 托して 京. 阪 を威壓 して 幕府 

慶 喜の 單獨 運動 を是 としなかった 

きて はま だ 打明けなかった。 然る 

て 相談す る 所あった。 

(春 嶽) ： ， 


六 六 二 

と て、^ と 御 の 件 は te. か ら ね Jt- たれば^ 熟考. の 上に こそと 


に 赴き 自ら 防備の 責に 任ぜん と 云って ゐる が、 其 の ぽハ 意 は 

一 

の 勢力 を 示さん とする のであった らしい。 然るに 春 嶽はー 

の か、 右 の 如き 保留 的 返答 をな したの みで 自家の 計畫 につ 

に翌 二十 九日 營 中に 於て 慶喜 始め 閣老 等に それ を 持 出し 


廿 九日 營 中に 於て 公 板 倉閣老 とと 

が 今日の 急務な りとの 說 を 一 橋 

なるべし と ありて 大に 同意せられ 

にと 申入れ 置かれ けれ ど、 俄 に 1 橋 

をして 其說を 陳述せ しめら れ、 板 倉 


もに 島津殿 父子に 上京 を 促し 云々 公武 一 致の 國是を 定め ら る 

殿 及 水 野 • 小 笠 原 雨 閣老に 相談せられ しが、 いづれ も 至極の K 策 

たりと ぞ 0 板 倉 閣老へ は 昨夜 相談 せらる \ 喾 にて 來邸 ある 樣 

殿來 邸せ らる  >- 事と なりし 爲め 來られ ざり し 故 今朝 中 根视負 

殿に は已に 同意 ありし なり 0  ( 績 再夢紀 事) 

慶 喜 も 板 倉. 水 野. 小 笠 原の 三閣老 も島津 父子の 上京 • を 促し 薩を 加へ ての 公武 合體を 謀る 計 

畫には 賛同した が 、春 嶽は なほ 翌 晦日に 容堂 及び 閣老等 を 自邸に 召集して、 更に 此の 件 を 協議 

した。 . 

晦 日、 例 刻 登 營暮時 前歸館 せらる。 本 曰 返 營 後 松 平 容 堂 殿 • 水 野 和 泉 守 殿. 板 倉 周 防 守 殿 ふ 笠 原 圖 蒈 

威 殿來邸 せらる。 昨日 營 中に 於て 相談に 及ばれし 島 律 殿御 父子に 上 京 を 促 し 云 々 の 伴 を尙叉 協 


議 せ ら れ し が、 一座 C- 方々 いよ 


異議なく 遂に 決議に 及ばれたり。 《.5 時此， 決議の 上 は 高嵴猪 


太郞 急に 鹿兒 島に 赴き 三郞 殿御 父子に 上京 を 促 し、 御 父子！^ 諾の 上は來 亥年 正月 廿： ：！！^ 迄に fl5 京 

C 春? 55 ン 

あ る ベ く、 《 及び 容堂殿 は 正 十日 頃に 上京 せら る べき 胸算 なり し。 (繽再 夢^  ffif 


春嶽 より 島津 

久 光へ の 誊面 


皇國 衰運 挽回 

の 好 時機 


小 楠の 筋 書に 基づけ る 公武 合 體計靈 は慶喜 も 慕 府閣老 も 愈" 異 存な きこと- - なった の で、 i% 

嶽は それ を實 行すべく 翌 十二月 朔日薩 藩士 高 崎 猪 太郞を 藩邸に 招き ー 上記の 如く 此の 件 凝 

府に 於て 内 決の 上 は 高 崎 直ちに、 江 戶を發 しそれ より 京都に 立 寄り 鹿兒 島に 赴くべき 害で あ 

つたので— 久 光に 速に 上京 ありて 國 家の 爲に盡 力 せん 事 を 切望す る 3 曰の 傅 言 を委囑 し、 近 銜 

關 白. 靑 蓮 院宮に 捧呈すべき 書翰 各 一 通と 久 光へ の 書面と を托 し、 自 ら 着用して ゐた 羽織 を脫 

ぎて 彼に 贈與 した。 近衞關 白と 靑蓮 院宮 へ の 書簡に は 其の 所懷を 開陳 し、 島 Si: 久光 上京の 依 

を 申達して ゐる が、 關白も 宮 も本來 深く 薩藩を 頼れる 事と て 異論の あるべき 答 はない。 久光 

へ の 書簡 は 左 の 通り. だ。 

雨後 殊之外 御 疎遠 罷過 不本意 千 萬 御座 候。 扱御歸國之後も：大下形勢：廟堂之光景も種々轉換^^レ之何分危*^切 

迫 之 秋と 相 成、 天使 も 御 下向 降 ^之 御 次第 も不， ん谷 易， 事共 有レ之 候。 乍レ併 天下 之 人心 如， 1 當今， 義 方に 向 

ひ 致， 一 奮發， 候 儀 は 二百 年來 希有 之 盛事に て、 乍レ恐 聖明之 感動 被 レ爲レ 成 候 處に候 得ば、 此 時に 當り 皇國 

の 衰運 挽回 無レ 之て は 萬 歳を經 候て も 其 期 有 レ之間 敷と 不レ堪 ，1 激勵， 候 得 共、 兎角 不才 菲カ不 行 屈而已 にて 恐 

懼 不レ少 候處、 近 來容堂 も 登城 被 n 仰 付， 鹿 議參豫 に 相 成 候 故 、犬に 力 を 得 精々 粉 骨 一 能 在 候。 御 上洛 も 愈來ニ 
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四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  六 六 四 

月 御 決定 之 事に て 其 節 は 御宿 望 之 通り 朝廷 .慕府 之 御 親睦 御 熟 調に 不二 相 成-候 半で は 是亦相 濟不レ 中 譯に候 

得 共、 京師 之 御 都合 は甚不 案內之 俄にて 目途 も 相 立 兼 痛心 此 事に 御座 候 得ば、 此際之 御 周旋に お ゐては 偏に 

賢兄 之 御 鼎 力に 無レ之 候て は 決て 行屆間 敷と 申談候 事に 候處、 會て 御上 京 被 レ成候 様 御 內旨も 有レ之 哉に も 

致，, 承知， 候 得ば、 旁 賢 勞には 候 得 共 御 支度 次第 一 日 も 早く 御上 京 相 成 候 様 致，！ 希望， 候。 左 候 得ば 容堂 申合せ 

從レ是 も 上京いた し 於 n 輦下 1 及 二 御 熟談 i 宫武御 合 鉢 之 基本 も 皇國寓 全 之 大計 も 粗 商議 も 極め 候て、 御上 

洛を御 待 受申上 候 様 仕度 儀と 奉レ存 候。 尤容堂 申談之 次第、 此地之 形勢 等 は 總て猪 太郞之 n 上に 讓り 不レ及 n 委 

細， 候 間、 御聽 取に 相 成 候 様 所，, 仰 希， 御座 候。 何分に も 此機會 は 千歳 之 一遇と 被， 存 候へば 唯々 早々 御上 京、 

苒度之 御 li 力 御座 候 様 皇國之 御 爲に翹 望 依 賴罷在 候。 且又 高 崎 • 岩 下 *吉 井 之 三士 先般 以來 精忠 壶カ不 n 

容县， 周旋 共に て 暗に 慕 政 之裨签 とも 相 成 候 儀 も 不レ少 重 疊感荷 之 至 候 得ば、 可 レ然御 褒詞も 被 レ下候 様 於 二 劣 

生， 所レ 希に 御座 候。 拷餘之 心緖は 來泰之 面晤を 期し 候。 出仕 前匆々 布 字 如 レ此に 候。 

右に 據 ると 春 嶽は當 時 を 以て 皇國 衰運 を 挽回す るのに 千載の 一 遇な りと 心 得、 特 に將 軍の 

上洛 は文久 三年 二月と 定まり、 公武 合體の 理想 實現 にも 逸すべからざる 好 時機と なし、 容 堂と 

俱に 入洛して 島津久 光の 上京 を 待 受け 三人 相會 同して 大いにな す 所 あらんと する 意氣 込が 

ありく と 現れて ゐ るが、 小 楠 とても 此の 絶好の 機 を 活用して 天下の 公議に 基づき； 大 下の 犬 

政 を 行 ひ、 以て 更革 一 新の I 凤を擧 げんと 期して ゐ るの は 勿論 だ。 彼 は 尾 張 藩の 田宫彌 太郎に 

も 此の 畫策 にっきて 說く 所あった。 


る 旨 を 述べ、 夜 三更に 及で 返 散せ 


十二月 十：： ： isiH 藩 S 宮彌 太郞來 る。 Hi- 張 殿 S 使命 を 述べ 畢て中 极輒复 ：！： 迸 极井小 い {5? 所に いた 

り n 事 S 談論に 及ぶ。 此の 時 小楠來 小師に 於て 國是 をお めんと する S 議 を 巾 開 けしに m  K 人 

に 感服 し、 親 藩に 在て は 殊に 同心 戮カ 衰運 を 挽回せ ざるべ から ざ 

り。 (繽 再夢紀 事) 

併し 小 楠が 企圖 する 所 は 尊皇 的 公武 合體で 、飽く迄も 朝廷 を 

する にあって 單に德 川 家の 私の. 爲を 計る にあらざる は 云 ふ 迄 


小 楠 藩邸に 大いに 尊王の 大義 及び 幕政の 改新に つきて 說 いた e 

て 持論 演述  (慶 勝) 

十二月 十四日 横 井 平 四 郎. 中 根靱食 尾 張 殿の 許に 赴く。 前大納 言 

太 郞. 長 谷川 藏. 澤 £ 庫之 進 接伴して 兩人を 饗應せ ら る。 此の 時 

運 到來せ る 今日た れ ば 慕 府 專 ら 從 前の 私 を 棄て 公議に 從 はれ ざ 

る が、 いづ れも 感服 同 意 Q 旨 を 答へ たり。 前大納 一 百 殿に も换 越し 

. て 更に 兩人 を 前 大 納 言 殿 の 座 前 に 召 さ れ、 极 井 に 視 箱 查 個、 中 根 に 

を 與 へられ き。 (續 再 夢 紀 事) 

是 より 先 十二月 H 日 慶喜は 下阪の 台 命 を 受け て ゐ た が、 同 十 

つた。 其の 大阪に 向 ふの は 例の 外 艦 入 律の 風評 あるに つき 先 

で あ つ て、 そ れ より は 上京して 後より 來 る舂嶽 等と 會 しょうと 

日に 三條. 姉 小路 兩觔使 は さ ^ 遽 歸 京 の 途 に 上り、 山 内 豐 範. 毛 利 定 


尊 奉 し、 諸 侯と 俱に國 勢 を 振起 

も 無い。 彼 は尙尾 藩邸に 赴き 

殿 の 招きに 應 ぜ しなり。 田 宫 彌 

横 井 尊 王の 大義 及び 改新 S  め 

る ベ からず との 持 論 を 演述 しけ 

に 此演述 を IS かれたり とぞ。 畢 

視. 箱 查 侗外に 手 づ か 、り- 印籠 查個 

五日 陛路江 戶を發 する とな 

づ 同地の 海防 を、 巡視 せんが 爲 

っム ふ の で あ る。 然 るに 去る じ 

廣兩人 も 相 前後して 之に 隨 つ 
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六 六 六 

京師の 形勢 を 一 變 せんとす るの 情報が 勑使 等の 

た。 それ か あらぬ か 慶喜も 十四日に 至り 右 旅程 

して 豫定の 如く 翌十 五日に 江戸 を 立った。 愈" 局 

日 發 足に 略 決定せ る 事 は 前 述の 通り だが、 愈.^ 十 

に 先 だち 西 上す る やうに との 台 命が 下 り、 卷 嶽 は 

慕 船 順 動 丸 を貸與 される 事と なった。 なほ 此の 

小 楠 も 春嶽と 同道 上京す る ことにな つたこと は 


第 十四 章 四た び 福 井 藩 の 招聘に 應 じて 

た。 これ は 島津久 光が 近 衞關白 等と 謀りて 

耳に 入った ので 歸洛を 急いだ との 事で あつ 

を變 じて 先づ 入京 し、 其 の 後に 下阪す る 事と 

面 は 緊張して 來た。 春 嶽と容 堂と は 正月 十 

二月 十五 日春嶽 に、 翌 十六 日容 堂に 將軍 上洛 

其の 節 は 海路 上洛した き 皆 を 願 ひ 出た ので 

場合 公武 合體派 連合 策なる 筋 書の 作者た る 

後に 記す る 通りで ある。 

八 小 楠の 私的 生活 

以上 今回の 出府 中に 於け る 小 楠の 公的 生活 

の 特使 を 受けて 七月 六日 江戸に 駔 付けた 其の 

時の 樞 機に 參與し 、日夜 寸暇な き 繁忙 さで あり、 

れんと した 程の 華々 しき 存在であった。 然る 

ない ので 分らぬ が、 彼 の 書簡 等より 拾 ひ 出した 


コ ロリ i 丙に 罹る 

について 述べ 來 つたが、 彼 は 福 井 行の 途中 春嶽 

日から、 待 兼ねて ゐた 春嶽を 輔佐して 幕府 非常 

- 而も 幕府から は 其の 實カを 認められて 重用 さ 

に 其の 私的 生活 はどうで あつたか 何等 記錄が 

一二 を 記さう。 


大平 • 泰吉 m 小械は 澄 府以來 li^ 嶽の 居る 纏 岸 島の 越 藩 別耶に 起臥し、 彼の 許に は甥大 平し 一 內藤泰 古の^ 

0  人もゐ た。 此の 兩人は 奠に疋 田 驛で小 楠に 別れてから 一 1 福 井に 赴き 二十日 許滯ハ 化して ゐ 

た が、 丁 度 靑山小 三郎の 出府す るのと 同行して 來 たので ある。 大 平はハ § 日 小 稲の . ^は か ら _〕w 府 

の 洋書 調 所に 通 つ て英 學の修 紫に 餘 念が なか つ た。  - 

小 楠 は 前述の 如く 着府の 日より 繁忙 を 極め、 たまに 打 直ぐと 云へば 內藤を 相 乎に (が" 酒の 幾 

杯 か を 傾けながら 國 許の 噂 をす る 位で あつたの で、 私 的 方面で 特記す ベ き 事柄の あらう 苦 も 

ない が、 併し 彼が 閲 八月 十五 日から コ ロリ 病に 極って 一時 死線に 彷惶 した こと は： K ら すべ か 

ら ざる 事實 だ。 

該病 は當時 江戶を はじめ 各地に 流行して 猛威 を 逞しう して ゐた。 その バの  一 n に 内藤泰 

コ I- リ病 流行 吉が國 許の 矢 島 源 助に 與 へた 書面 中に、 「コ リ病尙 叉 流行 、江 戶表も 大分 之 死亡に 御』 M 候。 

(卷嶽 ) 

旣に 大岩秀 一 と 申 中 將様之 侍醫、 私 着 之 前夜 同病に て 相 茶て」 と 書きた る 後に 「右コ . -リ. お 

(百；、 肥 後 藩 家老)  (長 崎)  ， 

熊 本 方角 も 流行 之 由、 一 昨日 松 野犬 夫 相 見 曙に 付、 崎陽に て の 模様、 當地着 後 之經驗 御 心得 之爲 

書記し 入， ー御覽 1 候。 沼 山 *!； にも 早 々 御 出 浮 被， 下、 至誠 院 様. お つ せ 様に も 得 斗 御咄合 被： S 一 被」 卜 候 

様 奉， 願 候。 社中に も 御 廻し 被， 下知 己 中 一 人 之 障り 無， 之 様相 禱申 候」 とて 「コ . -リ 一:? 療治 f お 

生 法」 と 題した 一 文 を 記して 送って から 間もなく、  者 の 不養生で も あるまい が 夫子 自ら 本 

- 病に 擢 つた。 小 楠は內 藤の 病氣 について 闺八月 八日 付に て 宿 許 宛の 書 S 稿お 「書 简」 一三 0) 

横 井 小 楠 上卷 傳記篇  六 六 七 


笫 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 塵 じて  六 六 八 

內藤 • 小 摘 m 中に 一泰 吉 先日 來コ n リ相 煩、 一 旦 ょ程氣 遣いた し 候 得 共 都合よ ろしく 快く 相 成 申 候」 と 記 

病  して ゐ るが、 其の 小 楠 も 亦 十五 日朝から 之に 侵され 暴 潟 を 催し 晝 頃に はハ 被.、 惡 化し 夕刻に は遂 

に 意識 を 失 ふに 至りし も、 公義の 洋方醫 家が 皆 打 寄りて 治療に 從 事した ので 翌日に は 此の 危 

險狀態 を^して 次第に 恢復に 向った の は 何よりも の 幸福であった。 當時は 小 楠の 登庸 問題 


^  sir  ^^^^ 

、T*":^4 えほ^ ナぇ： ^ 

メ  *  ，回 


坪 


A  . ふ , 、いや ほ  一. & 

itrt-  5- 1 まき. m 


のあった 頃で 其の 身嫗の 大切なる は 千金に も 萬 金に も換へ 難い 

ので、 此の 病中に は 春 嶽は云 ふ 迄 もな く 慶喜を 始め 幕府 要路 者が 

小 楠の 病 狀を氣 遣 ふ 事 一 方で な く、 官 醫を 派して 治療に 手 を盡く 

し、 叉 將軍も 春嶽を 通じて 彼の 容態 を 尋ねな どして 懇切 を 極めた 

ので 小 楠は閏 八月 二十 五日 付に て 其の 病 狀を宿 許に 報じた 書面 

(遣 稿篇 「書簡」 一三 二 中に、 「此節 之病氣 早速 相 聞へ 候 や 否、 所々 

より 御 醤者等 さし 越され 御見舞 等 御座 候。 就中 於，， 御城 一は 上様 

より 春 嶽様迄 追 々 容 鉢御尋 被， 遊、 誠に 以 非常 出 格 類例 等 も 無， 1 御虛, 

候 事に て 難 ％ 內 深 く 恐 入 奉， 存 候。 必竟右 之 通りの みよ ふが もの 

故 如， 此 死病 もい き 上り 候 事と 被， 存 候」 と 記して ゐる。 なほ 小 楠 

が專ら 彼の 治療に 當 つた 半 井 (元 冲). 坪 井 (信 K) 兩醫 師に與 へて 感謝 

の 意 を 表した 左の 一詩が ある。 (遣 稿 篇八九 六 頁 參 §() こ れは 其の 


お.^  き-文 マ 

、 "ダ *  ]  *  vf.  /  ,、  V 


p 


i  : あ 二 J 二  3^ ひ If ま 


リゃ 〔す v^v- れ 4^ 

^、？ T  基 ム n. ち 


、 题 

f 其 

家 


聲、 一 聲々 中 悲辛を 極 

を 呼 ぶ、 杯 酒 を 呼ん で 

る 勿れ、 若し 半 刻 を 過 


む、 幸に 

口唇 を 

ぐる も 


病氣が 快癒して から 小 楠 は 

元 田 Q 鐮國 卷嶽が 本邸へ 轉 じた 爲で あ ら 

いた。 彼の 妻の 死後 宿 元の 餘 

横 井 小 怖上卷 傅記篇 


に廿ニ 

の 病床 

後 の 

井. 坪 

て 誘 

虎 か 狼 

と 僅 力 

り盡く 

り、 後事 

兩賢天 

儒さん 

我 は 許 

靈岸島 

う。 九 

儀ない 


0 

中 

ノ 

力 

し、 

さ 


の 

、- 1 

-n 

托 

じ 


日付が あるか ら、 右 宿 許へ の 乎 紙と li 一ら し 合 はせ て 

作た る ことが 分る。 


望 暴 瀉を發 す _ 

賢 に 賴り て 生 

す。 時に 廿ニ 

か 祌 か、 人 の 五 

日、 面 波た ち 手 

唯 水 を 呼ぶ こ 

せんと 欲すれ 

手 を 得て、 兩間 

す、 鳴 呼 虎 か 狼 

.汝 が 肉 を 屠り 


の 別邸から 常 盤 橋 

月 十五 日に は 元 田 

事情 等 其の 一 身上 


" 一時に 菱衰し 命 殆ど 危し。 幸に 牛 

を 得たり。 快哉の 餘 古風 一章 を賦し 

日 なり 0 

臓 及び 全身 を 吸 ふ、 我 此の 病に 臥 す こ 

足 も 老皴を 極む、 半點の 血水渾 ベて 去 

と 幾ど頻 々、我が 命 鶴の 如く 今 に 在 

ど. も 其 の 人 無 し、 屋角 を 仰望して 嘆 一 

死 骨 更に 新を覺 ゆ、 復 水 を 呼ばす 復飯 

か 鬼 か 神 か、 去れ 去れ 去れ 去れ 逡 す 

て； 珍と 爲 さんと 欲す。 

小楠拜 

の 本邸へ 移った。 之は闺 八月 廿 三日 

永 学が 江戶 詰 を辭 して 歸國 の 途 に 就 

の现 由からで あった が、 元 田の 『還 磨 

六 六 九 


第 十四 章 

之 記』 に 其の 時 

歸 るを惜 み、 叉 五 

元 田に 左の 一 詩 

五十 三 程 秋 好 

みや子 生る  この 元 田の 江 

慕府は 再度の 觔 

決定す る 上 に 迂 

ベ からざる もの 

軍 上洛に 先 だち 

になった。 彼 は 

七日 比に は此許 

然しい まだ 被， 一 仰 

簡」 一三 六) に は 

懸の御 積。 私 も 

11^: 氣船 にての ♦ 

上京 を樂 しむ 御座 候。 蒸氣^ 


四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  六 七 〇 

の 事 を 「横 井先 生會. ^流行病に 係りて 臥床に 在り、 余 柱て 之を吿 ぐ。 先生 余の 

圓金を 贈て 急 を 救 ひ、 更 に 三十 金 を借與 せらる」 と 記して ゐる。 なほ 小 楠 は 

S 稿 篇八八 九 K) を賦 して 贐け た。 

き 時、 名山 名 水吟詩 に 入ら ん、 臥 別 平安 の 信 を 傳將し て、 笑 つて 飮め沼 山の 酒 一 


戶を 立った 日に 沼山津 では、 つせ 子が 一 女を擧 げ、 み や 子 

使の 東 下を迎 ふること i な り、 其 の 待遇 方法 旨の 奉 承 

餘 曲折 を 極めた が、 其 の 問に 於け る春嶽 の赏師 として の 

が あり 、幕府 愈-勅 33 を 奉 承した ので、 十二月 七日 勒使 は歸 

て 入京 を 命ぜられ たの は旣 記の 通り だが、 小 楠 も 亦春嶽 

十二月 九日 付で 一 書 (遣 稿篇 「書簡」 一 三 五) を 宿 許に 寄 

御發駕 御上 京 可 成、 いまだ 御 達に は 相 成不， 申 候。 私 も 

付 1 は 無， 一 御 座 1 候 」 と 記して ゐ るが、 同 十六 曰 付で 同じく 宿 

「春 嶽様も 正月 十日 前後 は 彌以御 出立の 御內定 にて 此 

御 同船 大平を 召 連 候 害に て、 泰吉 以下 は 海道 を 御供 同勢 

にて 候べ ば、 都合 よろしければ 二 曰 三日路に て、 大 抵五ロ 


と 

、 

許 


々！ KJ 


と 


名 づ けた。 其の後 

題 等に つき 閣議 を 

楠の 繁忙 は 名狀す 

し、 慶 喜と 春嶽 は將. 

俱に 入洛す る こと 

て 「春 嶽様も 正月 

に 上京と 被， 存 候。 

へ の 手紙 (遣 槁篇 「蒈 - 

は蒸氣 船より 御 出 

一 同に 遣し 候 害に 

と存 候へば 無 遠 一 


大 坂に 着 仕 候。 殊にめ づ らしき 事に 御 1^ 候。 當暮も 誠 無， >餘 日 一 相 成 り、 殊 之 外 いそがしく 困り 

入 申 候。 今一 應は此 許より 書狀 仕出し 可& '候。 北ハ 餘は大 坂. 京師より 可， 1 申 上 一 候」 と ある。 然 

るに 意外な 災難が 彼の 身邊 に降褂 つて 來て その 樂 しんで ゐた 上京 はやんで 仕舞った。 

九 遭難 福 井 行 

上記の 如く 大原 勅使の 東 下の 問に 急に 攘夷 派に 轉 向した 長 藩 は 朝^ を 奉じて 頻りに 活躍 

し、 公武 合體 派の 島津久 光歸藩 後の 京都 は 長 藩の 獨舞臺 の 觀を呈 して ゐ たが、 同じく 尊皇 攘夾 

を 標榜して 朝廷より 國事 周旋の 御沙汰 を 賜 はるに 至った 土 藩の 勢力 も 之に 加 はつ て、 今 や 尊 

攘派は 全盛 を 極め 同派の 志 士. 浪 士の氣 勢は當 るべ からざる ものが あると 供に 平安の 都に は 

平安 城 裏に 殺 ^伐の 氣 漲り、 刺客の 横行 暗殺の 繽發に 世上 を騷 がすに 至った。 先 づ文久 ニハキ 七月 廿日に 九 

伐の 氣 漲る  ， 

條 家の 臣島田 左 近が 殺害され たの を 始めと して 闺 八月 廿日に は 越後 浪士本 問 精 一 郞、 北ハ の 翌 

々日に は九條 家の 諸大夫 宇鄕玄 蕃、 同 廿 九日に は 目 明し 文 吉、 更 に 九月 廿 二日に は 京都 町奉行 

組の 與カ 渡邊金 三郞. 同心 森 孫 六. 同大 河原 重藏 等が つぎく に雙 はれ、 四 條碛. 三 條大梳 等隨所 

に枭 首され た。 右の 內本間 精 一 郞が變 節の 嫌疑で 同志に 殺された 外 は 何れも _〕 ，：^ の 走狗と 

して 志士から 睨まれた もので あ る。 而も 慕 吏に は 之 を 取締る 力が 無かった ので 所 「天. 漆. I 

极井小 柿 上卷傳 記お  六 七 一 
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は此 の 後 も尙 縫發 し、 y 戶を 始め 諸 藩に 迄 も 波及した。 

小 楠 も 亦旣に 此の 顷 から 其の 身邊に 警戒 を 要 す る 立場に あった。 文 久ニ年 七 n 頃 の 事、 土 

州 藩の 坂 本 龍馬 及び 岡 本 健 三 郞は滕 海 舟の 開國 論に 憤激して これ を 斬らん と 思ひ舂 嶽の紹 

介に よって 彼と 面 會 す る と、 海 舟 は 坂 本の 胸中 を 洞察して 先手を打ち 堂々 と 其の 大 抱負 を 吐 

露して 坂 本. 岡 本 を 心服せ しめ、 坂 本は卽 座に 勝の 門下と なった が、 彼等 は 海 舟 訪問 後 同じく 卷 

嶽に 添書 を 乞うて 小 楠と も會 見した。 そして 世上に 取沙汰 される 彼の □□ 論に ついて 詰問 

して 兑る と、 □  口 どころ か 尊皇の 心 厚く！： 家 を 思 ふ 忠誠 並々 ならぬ に 感じ 「し 等の 誤解 を 悟つ 

たとい ふこと が 卷嶽の 手記の 中に ある。 なほ 其の後 海 舟の 評判 惡 しく 暗殺の 風聞が あった 

時 坂 本 は 夜々 共の 邸 を警戏 したと いふ 事 だが、 小 楠 も 亦 海 舟と 同じく 尊攘 派から 奸物視 され 

附祖ら はれて ゐた。  . 

『繽 再夢紀 事』 によると、 文 久ニ年 九月 四日 長 藩の 桂 小 五郎が 越 藩邸 を訪ひ 中根靱 負に 應 

接した 時の ：！^ に、 近頃 世上で は 小 摘の 如き 勤王 心に 乏しい 人物が 春 嶽の參 謀であって は 天下 

刺客に 附狙は の爲に 宜しく あるまい。 血氣の 連中 は 今後 彼に 出會ひ 次第に 刺殺す と 云って 居り、 肥 後 藩士 

中に も 小 楠 は 本 藩 人で あるから 彼 を 屠る に 他 藩士の 手 を 煩 はす 迄 も 無い、 必す 自分 達が 決行 

するとの 意見の 者が ある. H だか ら、 此 の 際 同人 は 外出 しないが 好から うと 忠吿 したと あり。 

义 同月 十 叫1=： に 同 藩士 周 布 政 之 助 が、 三 日 前 京都より 着府 したば かりの 佐 久問佐 兵 衞と俱 に 


來郎 して、 同じく 中 根に-面 舍 した 時に も、 江戶で は 安井 息 軒. 芳野金 陵 等 の 儒^ 連 は 邊陬の 肥 後 

より 小 楠の 如き 田 舍舉者 を 呼 登せ て 大政 改革に 容 嗽させる の を 不平の 餘り小 稲の 惡^ を 放 

ちつ、 ある が、 京 都での 惡評は 更に^だ し く、 若 し li^i が 彼. を 伴うて 上洛す る やうな 事が あつ 

た ら、 或 は 田 左 近に 同じく 暴行 を受 くる ゃ测り 難いから 今の 内に 品よ く 福 井 表 へ 遣 はされ 

て は 如何と 注意した と ある。 當時は 長 藩が 攘夷論 を 鼓吹して 盛に 運動し つ あった 際で あ 

るので、 小 楠が 春嶽の 顧問と して 其の 側. に 在って は 攘夷の 意見 は 到底 行 はるべく もない と 認 

め、 長 _ ^士 は：^ ハの 邪魔者 を 取 除く ために 右の 如き 苦肉の策 を 用 ひたの だと 批評して ゐる人 も 

あるが、 小 楠が 開 掘 論の 首魁で、 而も 佐幕の 奸物 として 攘夷 派から 嫌 はれて ゐた 事に は 逮な 

い か ら、 單 に 泰 嶽. 小 楠の 離間策ば かりで は あるまい。 赏は 彼等 長 藩士に しても 決して 小櫥を 

： 理解して はゐ なかった。 それから 僅か 一 週間 を經た 同月 廿ー 日 律 周 布 及び 中 村 九 郞の三 名 

• が 小 楠を訪 うた 時の 狀況 は旣 記の 通り だが、 慕 政の 實狀に は 多少 通じて ゐる 彼等で も 小 楠が 

胸襟 を 開いて 其の 所見 を 吐露す る 迄 は 多分に 疑念 を 抱き、 場合によって は 所謂 直接行動 にも 

及ばん 勢で 共の 場面 は 餘程殺 氣を帶 びて ゐた らしい。 (本篇 六 一四 冥參 照) 

坂 本 等に せよ 桂 等に せよ 小 楠に 面接して 親しく 北ハの 所論 を 聞きた る 者 は卽」 M に 誤解 を 解 

遂に 襲 はる い た が、 小 楠に 對す る 世評 は 一 般に 改まら す、 特 に 攘夷 問題が 急迫す るに 速れ て ハ鈦. >ひ どくなる 

ほかりであった。 共の 結 は 遂に.；' 二：：：： 十九 日の 夜 刺客 に 襲 はれて 同席の 友人 二 名 は 傷つ 

极井小 簡上卷 傳 記お   六 七 二) 一 


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  . 六 七 四 

け ら れ、 自 分 は手疵 こそ 負はなかった がそれ にも まさる 士道 忘却と い ふ 汚名 をき せら れ、 武 士 

の 面目に 癒え 難き 深手 を 受けた。 

此の nl 小 楠 は 肥 後 藩の 江戶 留守居 役 吉田平 之 助が 近く 京都に 赴く ので 之に 面談の 用事が 

あつたた め、 同 人に、 近日 は 別して 多用 だが 今夕 幸に 閑 を 得た から 七ッ過 (午後 四時) より 會 合し 

たき 皆 申 SKI り 置き、 (遣 稿篇 「書簡」 一 三 セ) 其の 夕方お 玉 ケ池檜 物 丁なる 吉 田の 妾宅 illlll 酵 

ほ^ を訪 ひ、 矢張り 同 藩士の 都 築 四郞. 谷 內藏允 も 同席に て 用談の 後 は 留別の 酒宴と なり、 二 

階 座敷に て 婦人 もま じりて 賑やかに 興じて ゐ たのであった。 其の 中、 谷 は 一 人 辭し去 り、 夜 は 

旣に 初更 を 過ぎた 顷 突如と して 覆面 拔 刀の 怪漢 二人 懸聲 諸共 躍 込んだ。 何れも 大小 は 床の 

間に 置いて 打寬 いで ゐた 中に も、 小 楠 は 梯子段に 近い 所に 1- つて ゐ たので 素早く 立 上って 贼 

を 遣咼】 した もの \ 無手で は 立 向うべく もない。 身 を 翻して 階段 を駔 降りよう とする と、 其 の 

中程で 又 一人 覆面 拔 刀で 上って 來た。 それ も 巧みに 招り 拔 けて 戸外に 走り出た。 

小 楠の 脫 m したのに 氣 付かぬ 曲者 二人 は 都 築と 吉 田に 斬 懸けた。 都 築 は 階段 を 駆 上る 荒 

々しい 氣配を 誰か 懇意な 者が 酒興に 乘 じて 無遠慮に 入り 來る 位に 考 へた。 不意で も あれば 

油斷 もあった。 三人の 內」. i£ に 一 番 近く 居た 都 築で さへ 其處 にある 刀に 手 を 伸ばす 暇 もな く 

切附 けられた。 吉田は 斬 込んで 來る歿 を 僅かに 右に 躱 したが、 間髮を 入れす 更に 迫り 来る 切 

先 を 右手で 受 止めて 組 付いた。 さう して 揉み合って ゐる 所に 後から 闖入した 一 人の 曲者が 


吉 田の 頭に 一 刀 を び せ 更 に を グ サ と 刺 し た。 吉 K は 紙み 合った ま k 次の の 中二 附へ 

ころげ 落ちた が、 敵 は 其處の 三尺 四方 位の 小 窓から 逃げよう とする の を、 さ はさせ じと 追 緒る 

機に 諸共に 窓から 又 どっと 庭 へ 落ちた。 頭と 股の 深手に 弱って ゐた吉 田 は 其處で 曲者 を 逃 

がして 仕舞った。  . 

都 築 も 一 冉び白 を 振 上る 敵の 手許に 飛込んで 組 伏せ 暫く 格闘の 末 渐く刀 を II?- つたが、 吉 S 

を 斬った 一 人が 今度 は 都 築に 斬 懸けて 来て 切 尖鋭く Hi の 上から 右 服に かけて 切られ 忽ち 流 

血に 股 を 潰され、 怯む 問に 敵 は 何れも 姿を消した。  ，  , 

小 楠 は 巧みに 危地 を 跪して 十 町計隔 つた 常 盤 橋の 越 前 邸へ 駄附 け、 窓の 外から 大聲で 呼ん 

で 門人の 內 藤から 差替の 大小 を 取る より 早く 現場へ と 引返した。 內藤始め越^^の千本彌三 

郞ゃ近 藤 篤太郞 其の 他 十 人 程 それに 繽 いて 檎物丁 へ 来て 見る と旣に 刺客の 影 は 見えす 吉 田 

と 都 築と が疵— 吉田は 頭と 股と に 各 一 ケ 所、 都 築 は 顔と 頭に 各 一 ケ所— を 負うて 倒れて ゐた 

ので 取 敢す兩 人 を 肥 後 藩邸に 送り 屈け ：1 通り 事情 を 具 巾した 後 越 藩邸に 引上げた。 なほ 小 

楠は翌 二十日 屆書を 肥 藩邸に 差 出し、 二十 一 日 は 書 を 宿 許に 寄せて 今回の 遭難に つき 詳報し 

た。 其の 屆 書と 書簡 は 遣稿篇 (「書簡」 一三 八) に 載せて あるから こ i には赞 せぬ。 . 

因に 小 楠の 遭難 現場 脫 出の 狀況 にっき て、 或 書に は 小 楠が 其の 場 を遁 れて戶 外に 出る と 十数 人 

の 覆面の 武士が 物々 しく 立 つ てんた の で、 彼 は 小 腰 を 屈 め て 恰 も 町 人 か 下 ij^ わ や う な 態 度 で 素 早 
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く 走り去つ たと あ り、 或 は 其の 時 小 桶. 

0 も あ る が、 こ れは小 楠に 好 意 を 有 

武兵衞 引取 書 J たる ものに も 此の 

てゐた が、 三 人が 小 楠 を 打 備 、し し た 

め 下座 致し 被， 成 一一 御 免 一と 申 通 候 間、 僕 

さよと 孰 も 残念が り、 一 同 其 場引拂 

(遣 槁篇 「書簡」 一 三 八) に は 「私家 

候て 一 人 は 其 跡に 付 來り候 由 * 出 

差 出した 屈 狀 (遣 稿篇四 0  0 頁) に 

，覆 面 1 候 者 十三 四 人 3 能 居、 跡 を 慕 ひ 

. の 武士と は 出會っ て 居らぬ やう 

其の 機智と 大膽 さは 驚くべき で 

小 楠 は 右の 如くし て 身に 一毫 

死地に 殘 して 獨り脫 出した 

藩 則に. Sill り、 司 耶 で：^ 直ち 
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と 存 見 
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來忍提 

候、 私 騵 


拭 S 

々 の 

こ ± 

い て 


あ 

こ 


と 

處』 

C 


も 「，5: 又 家來共 

罷越 候. 樣 子に 御 

だ。.. 果 し 


て 


殺 


も 云 ふ) に 

に 倍" 誇張 

州 や 土 州 

左 候へば 

_视 は 横 井 

U 然るに 

迎 に參り 

道に て は 

え 承 ,^ 候 

座. -K- 」 と 

立った 二 


て 

■s ノ 

ヽ 

あ 


受 

人 


を隱し 

傳 へ ら 

が 二 十 

無 刀 之 

爲 V？ 之 

が 同 月 

怪敷者 

不レ 申」 

W 禾 迎 

の を 見 

の 目 を 


C 

れ 

ど 

る 


六 七 六 

巧みに 逃 


た も 

程 付 
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と、 小 

ま し 


の で 

添來 

■ 不レ殘 

付 1 取 

宿 元 

二 三 

厶 お 

；很 W 

た の 


つ 

ら 


た 
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た と 


怪 

實 


る 

す 


ふ 遣 

拜， rc 

0 つ 

を 屈 

P 昔 

書 狀 

に 居 

£ へ 

に 致-一 

還 面 

れ ば 


氣 

はない か 0 

一毫の 傷 も 負はなかった が、 彼 

の は 武士に 有る まじき 振舞で 

に 小 楠の 身柄 を 越 藩より 引取 

一 方 越 藩 側で は 小 楠が 其の 夜 肥 藩邸より 歸るゃ 否や 彼の 寓居で 中 根駔負 等が 種々 t 一 後 策 を 

講じた； お 、中 根が 小 摘の 屆書 を携 へて 肥 藩 郡に 出向く 事に なった。 鹿が 翌ニづ 日の 朝 中 根 


が 少しも 敵に 立 向 はす 且つ 朋友 を 

士道 忘却 だとの 非難が 囂々 と 肥 後 

つて 國 許に 送還す る 事に 一 決 した。 


報に、 中 板 も 小 

との， 評判が あ 

其の ま i  Si 


肥 後 藩より 小 

楠 引取 方 を 申 

し つ 


た。 沼田と 別 


8, 沼 S を 

引見 


が 未だ 出掛けぬ 內に肥 藩 重役 沼田 勘 解^が 小械の 寓^に 來 たとの 

田と 對談 して 見る と、 肥 藩邸で は 昨夜の 刺客 は 吉田を 狙うた もの だ 

後、 三 人の 擧 動に 差別 は あるが 何分 一 連の 事 なれば 左様の 不調法 を 

る 次^ なれば、 小 楠 を 肥 藩邸に 引取り 謹愼 させたい との 口上で あつ 

右の 趣 を 春嶽に 申達した。  ■ 

春 嶽は肥 後 藩の 小 楠に 對 する 處 置が 案ぜら る i ので、 後刻 中 根 を 

接に 面會 したき 33 を 沼田に 申し込ませた。 沼田 は 中 根に 直 様參邸 

に、 昨夜 足 輕兩人 (黑濑 一 郎 助. 安 田容 助) 亡命した る が、 其 の 者 共 出 邸の 

門限 切れな ば 最早 歸る まじ く、 左 様な りたる 節 

たる 由 なれ ば、 刺 客 は吉田 EE 當 にて 小 楠に 關係 

春嶽は 程なく 參 邸した 沼田 を 引見して、 小 楠 

自分が 强て 招聘し 且つ 深く 信賴 して ゐ たばか 

氣の 毒に て 心痛に 堪 へない。 肥 後 藩の 投を彼 

て 寛大なる 處 分に 及ぶ やうと 頓ん だ。 委細 畏まりたり とて 退座 

に、 不慮の 事と は 云 ひながら 場所柄 も宣 しくな く、 其 の 上！^ 人 杯 も 

方に しょうと すれば 如何様に も 重科になる 情勢で ある が、 折 角 懇篤なる 御意で あ 
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身柄 は 肥 藩邸に 引取りた いが 、同. 邸に は 勤王家 も 


ゐ るので 甚だ 

小 楠 はか- -る事 

て 歸國願 を 中 根に. 

之て はと 駄歸り 再 

か i り 候へ ば 直 か 

和 成 候へば 士道へ 

これ は 小 楠の 本音 

虚置階 子 を懸下 り 

候. 慎當然 にて 御座 

候。 依， 之 病 氣下之 

德富 蘇峯は 「維新" 

轉の 利いた 人で あ 

逮 ないか ら、 や ら う 

ではない かと 私 は 

ない と 云 ふ 事 丈け 


心 

旨 

び 


で 


配 だと 物語つ 

を 見て 此の上 

出す と倶に 「 

罷越候 次第、 今 

し を、 其 場に て 

けて の 御懸合 

あった 事 は 宿 

候 へ 共、 有 合 之 物 

候 處、 無 刀 故甌歸 

願書 春 嶽様迄 差 

の 大棄と 横 井 小 

つたの で 招 古木 

と 思へば やられ 

推察して ゐ る。 

は 御 承知 を 願 ひ 


た。 

春 嶽等を 

前夜の 事 

と 成 思へ 

腰刀 之 事 

は. 一 切 無： 

許への 廿 

棒 にても 

り 候て 其 

(肥 後 藩邸〕 

出、 龍 ノ  口 

楠」 ふ 題 

で も 招 鉢 

たので あ 

然し それ 

度い」 と 


頃 ま 

情猶 

、ま 皮 

を 思 

之、 武 

」 日 

何 に 

へ も 

す る 

で も 

ら う 

は よ 

て 其 


すの は 本意で 無い ので、 

又 熟考 候處、 其 節 は 急速 

時 二階より 下り 摺 鉢で 

ひ 候 丈け 後れと 相 成り- 

士は棄 り 候と 被， 一成 置 一 候 

付 書面 . (遣. 稿篇 「鲁 簡」 

て も おっとり 懸上 り、 兩 

後れ 候處、 士道 之處. 置 を 

內意 申入 置 候，」 と ある 

講演 中に 此の 時の 事 を 

或は 出 匁 庖丁で も 

が、 ど う も その 時に 


同夜 病氣を 理由と し 

の 際不， 及， 1 思慮 1 腰刀 無，， 

も摺 木で も 追 取、 打 て 

武士道 立不， 申 候 事と ： 

様」 にと 具申した。 - 

一 三 八) に 「私 其 場 之 _ 

人 を 助け 身命 限り 働 

失 ひ 候て 深 恐 入 奉き 

一 

ので も 分る。 然るに； 


評して 「あれほど 氣 

薄 双 庖丁で も あ つたに 相 

は 死 に 度く はな か つたの 

く 刺らない。 併し乍ら 横 井先 生が 臆病 家で 

の 證據に 明治 二 年 京都で 遭難の 時病體 なが 


ら奪 闘した 事 を 擧げて ゐる 

もやみ と 刺客に 断られ 

元 S の 底簦感 ぬ。 叉 此の 當時 京都に 居た 

至る。 ^だ 其 報 を 讀畢ら ざ 

士道 忘却の 點 について は 何 

ならぬ 問 柄で あるから 彼の 

小 楠の 武技と 敏捷 を 熟知し 

此の 夜 又 肥藩邵 から 淸田 

货 して あるが 此の度の 不束 

り 且つ 不安心 至極で あるか 

で、 大道 寺 は春嶽 只今 不在 だ 

の對 策に 就いて 種々 評議 を 

ではなく して 吉 らしい と 

それが 肥 後 藩內に 濃厚で あ 

す、 其 の上國 許へ 送 還 す る と 

中 同然で 何れにしても 危險 

横 井 小 柿上卷 傳記篇 


肥 藩の 申し出 

にっき 越藩對 

策 を議す 


リ ^擎を 受け 

て 犬 死 は 出来 

元 田 ia^ 野 は、 其 

るに 余 謂 ふ 先 


とも 書 

平素の 

てゐる 

新兵 衞 

なる 始 

ら龍ノ 

から 歸 

凝 ら し 

の 事で 

る 力ら- 

せ ば 道 

は 免れ 


いてな 

持論 か 

から そ 

力 赴 藩 

末 も あ 

口に 引 

邸の 上 

た。 中 

は ある 

• 小 楠 を 

中は尙 


た 咄嗟の 場合の 小 楠と 

ぬ體 だから 死に 度な か 

の 『還 唇 之 記』 中に 「 

生 は 免れた るな らんと 

いから 其の 意味が 能く 

ら 推して か X る 場合に 

の 無事 を 信じた か 孰れ 

邱內. の 大道 寺 七 右衛門 

り、 斯様な 者 を 御手 許に 

取 り、 藩主の 意 を 伺って 

何分 取 計ら はう とて 之 

根が 沼田から 聞いた 所 

が ビれ迄 小 楠 を 暗殺す 

引渡さば 11： 藩邸で 如何 

更 の 事、 肥 後に り^ぃ 

さて 又 越 藩邸に SS かる 


して は 春 嶽の眷 顧に 對 して 

つたの が 或は 本當 かもしれ 

余 1K 授 庵に 在て 江戸の 變報 

rai^ して 然り」 と 記して ゐる。 

分 ら ぬが、 小 摘と は 水 魚 も 啻 

はかく あ る ベ し と 察 した か、 

かで あらう。 

の 許に 来て、 小 楠 は资藩 へ 御 

差 出して S  くの は 何共 恐 入 

處 分したい と 巾し 入れた の 

を歸 した 後、 越 藩 重 ほ 等は此 

で は 刺客の 狙った の は 小 楠 

ベ しとの 風 說が行 はれ、 殊に 

程 警衛した とて 安心 は 出来 

て も 彼の地 は 小 楠に とり 敵 

としても 嶽の在 府中 は 鬼 

六 七 九 
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に 角 近々 上洛せば 忽ち 手薄と 成って 迎も護 衞は覺 束 無い。 さりと て 京都へ 同伴 さる i 事の 

不可能なる は 言 ふ 迄 も 無い。 どうも 此の際 萬 全の 策と て は 無い が、 是迄 非常に 寵 遇せられた 

小 楠 を 今回の 過の 爲に 手放して 危地に 暴す 事と なりて は春嶽 として 啻に 愛士の 誠意が 立た 

ぬのみ ならす 延いては 天下お 志の 信望 を 失う ことに もなる か ら、 鬼 にも 角に も 彼 を 肥 後 藩に 

引渡して はならぬ。 もとく 小楠は|_^"嶽が肥後藩主と|^接交涉の給21-借受けた の でぁるか 

ら春 嶽明卷 上京の 上で 同藩 主と これ 又 直接に 交涉 すべ く、 そ れ迄は 彼の 身 抦を當 方に 預 るの 

が 上策 だと 評決した。 春 嶽歸邱 する や 執政より 此の 評決の 次第 を 上申す ると 春嶽も 至極 尤 

も だと 同意した の で 、明朝！： 部豐 後と 中 板と が龍ノ  口なる 肥 藩邸に 赴き 此の 匕：： を 申し入れる 

事と なった。 ー體小 楠の 今回の 行 爲を肥 藩で は 士道 忘却な りと して 彼 を 排斥す る. が、 越 0 で 

は 之に 反して 寧ろ そ れ を 當 然の 事と し、 右 評議の 席上に 於け る 一 同の 意見 も 「小 楠の，： ： 匁 を 

r 一  ネ缺) 

凌がざる は 文 天 醇が苹 を 口り 候 意味に て、 命 さ へ 有， 之 候へば 爲 すべき 事 あるの 兑識 にて、 琪々. 

たる 小節 を 以て 論すべき に は 無， 之 」 と 云 ふに あった。 小 楠 も 右 評議の 消息 を 前記 廿 一日の 

宿 許への 書面に 詳記して ゐ る。 

廿 一 日の 朝 越 藩邸で は先づ 留守居 役 草 精 一 郞を肥 藩邸の 淸田 新兵 衞の 許に 遣って 前日 

の 同人 を 以ての 中 入 を 春嶽に 取次いだ が、 娄 細に 就て は 後刻 岡 部. 中 根の 兩 人が；^ ^ 邵 して 巾述 

、  、午前 十 ゆ ；} 

ベ る ぼ を 通じさせ て ^ き、 四 ッ降兩 人 同道 肥 藩邸に 沼 阳 勘 解 由を訪 うた。 その 對話の 次 A おは 


:  小 楠 身 

^を預 りたき 

旨 申込む 


槪略 次の 如くで ある。 

先 づ岡部 等 は 肥 後に は 


も 無 く、 又 當 

邊の 危險を 

心したい と 

の 役柄 上 取 

常の 待遇 を 

護衛 を 付け 

到底 それで 

安全 だら う 

明赛 早々 舂 

借 置きたい 

さう 出ら 

侯の 間で 取 

は 小 楠が 友 

と 困り 拔ぃ 


人から も^に 

E 心 ふ と 頗 る 懸 

の 嶽の 意向 

計 はねば なら 

受 けて ゐる が- 

る  譯に  行かす 

は 春嶽は 安心 

との 議に 纏つ 

嶽が 上京せば 

との 意向で あ 

れては 沼田 も 

極められた 事 

人の 危害 を も 

て ゐ る。 そ ^ 


肥 後の 藩 法 も.；；： 

暇 を 取つ て 歸 國 

念に 堪 へない。 

で あ る ：il:n を述 ベ 

ぬが 同人の 安危 

肥 後 で は 一介の 

又國 許に 歸 つた 

せられな いと 思 

てゐ るが 左様 任 

越 中守該 顧と 對面 

る と 述 ベ た。 

之に 反對 する 譯 

で あ れ ば、 越 侯 の 

顧みす 逃歸 つた 

で 自分より は飽 


る 事 な 

したき 

る と、 こ 

に 就い 

平 侍で 

とて 中 

ふ。 越 

せ て 貰 

の 上^^ 


で 

ど キ 

へ 


に 行かぬ 

右 意向に 

とて 議論 

く ま で も 


ば 小 楠 を 引渡すべき 答で あるの は 云 ふ 迄 

を 願 ひ 出ても ゐる が、 引 渡して 後の 彼の 身 


は 如何に 取 計 

に對 して 沼田 

の 保證は 致し 

るから 國 許へ 

安心の 見込が 

邸で は 此の際 

まい か。 それ 

話し合 ひたい 


はる i かそれ を 承知して 安 

は 小 楠の 身柄 引取 方 は. E 分 

かねる。 小 柳 は 越 前で は 非 

遣る にも 當人從 僕の 外に は 

付かぬ と 答へ た。 岡 部 等 は 

同人 を 福 井に 遣る のが 最も 

も 無體に 願ふ譯 ではない。 

か ら、 其 迄 は 今の ま. -小捕 を 
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小 楠の 身柄に つきて は： ゆ 藩 

は 出来ない。 併し 肥 後 藩で 

る の で. cn 分 は^ 柄 上 ほと ほ 

引渡 を 巾し 入れる か ら、 越 藩で は 越 侯の 意 
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の で、 も と /\ 

對 して は 違背 

が 沸騰して ゐ 
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岡 部 • 中 根、 

沼田の 應待振 

に 感服す 


中 根の 肥 後 藩 

邸に 持參 せる 


向 

. 申 

ゆ 

， 

も 

取 


を何處 

う。 尤 

を 謝 

も大 

若者 

に て 


譯， 候 


き て 

人 の 

狂歌 


岡 部- 

に レ- 


まで も 押し 

も是は 他人 

'0 一  窗 ¥11 

に 感心した 

て 候へ ども 

春嶽 様の 御 

ば 御 公私の 際 

楠 は 鬼 角 肥 後 藩 

沼田の 云へ る 如 

姓 を 織り込んで 

があった 程 だ。. 

に 値する。 越 藩 

中 根 は 右の 次^ 

守 に 直談に 及ぶ 

翌 二十 二日 肥 後 


ゆし 入れ 

は 口外し 

相談の 上 

見 え て、 中 

々 能 心 得 

に 相 成 候， 

乍， 恐再應 

の 役人に 

くに 議論 

「にげだ 

此の 渦中 

重役が 感 

を 復命に 

迄 は 只 今 

藩邸に 持 


嚯 5 じ て 

られ たい。 さう すれば 當方は 枉げて 

難き 打 割って の 密談で あると 語った 

にて 懸合ふ 皆 を 告げて 引上げた。 此 

根より 國許 重役へ の書狀 中に 同人の 

居、 條现を 立 申 候。 此件は 天下の 批 1： 

て は 御 職掌に 被， 對 れ相濟 不ぉ， 成、 私 共 

御 講究 被 亍候様 杯 申出、 天晴 成る 事に 

は 毛 嫌され てゐた 所に 今回の 事件が 

沸騰した こと は 想像に 餘 りが ある。. 

して 横 井い 譯を都 築 だしい き 恥より 

にあって 沼田の 沈着に して 條理 ある 

歎した の も その 害 だ。 

及ぶ と 春嶽も 其の 好都合に 運んだ の 

通り 指 置きた きぼ 返 答 す べき やう 命 

參し 沼田に 差 出した。 それ は 左の 通 


六 八 二 

承諾す ると 云 ふ 運に な 

ので 岡 部. 中 根 も 其の 好 

の 沼田の 應對 振に は兩 

事 を 「三十 未滿 とも 可レ 

に も 可； 成 1 傣 に 候へば 

も 御 私に 與し 候て は 無，, 

御座 候」 と 賞揚して ゐ 

あつたの で、 其 の 行動に 

此の 時 肥 後 藩邸に 遭難 

も 死ぬ が吉 田よ」 と 云 

態度と 應接振 は 如何に 

を 害 び、 小 楠の 身柄 は 明 

じたので 中 根 は 之 を 書 


此度 潢并. 4- 四郎殴 f-^ 慮 之 過 疾惹、 is^^^.ntrs^^f  /  a-Mfo 印 午/皮. 


遣 越 中 守 様 御 指 讕 を 御 伺 被 レ成度 段 御 巾 上 之 趣， 赛嶽様 御 承知 被レ 成、 御 藩 法 左 も可レ お-御^ 1 依に て 御 巾 立 

之 通りに 被 レ任度 思 召に 候 得 共、 御 同人^ は 先年 來篇く 御 信用 御" M 候 事に て、 夫が 爲に御 同 人身 上に 稷々 之 

物^も 紛興致 居候 折 柄、 御國 許へ 御 遣し に 相 成に 付て は、 はる， ^ の 路^ 此上 不測 之 Si 故お レ 之^て は ^嵌 

様 御言 義 にも 可， 一 相拘， 條 にて 甚以御 懸念 思 召 候 事に 候。 右に 付 御 巾 立に 被レ對 候て は 御ハ颯 之^に は 思 刀 M 候 得 

i:5f- 々御 直 約に て 御 昔 川に 相 成 居候 事に 候 得ば 今暫此 儘に 被 n 成 m は i 來卷は 早々 御上 京に も 相 成^ ば 於- 

皮 表， 越 中 守 様へ も 御 對談其 節 鬼 も 角 も 御 直談 被， 成 度と 思 召 候。 尤右之 次第 不， 1 取敢， 御 f は 書を以 ； 應可レ 被-一 

仰 進^, 候 11 此段御 承知に て、 夫 迄 之處は 此方に 御 指 5 は 候 機 被 レ成度 被- 1 思 召-候。 勿論 不 い；^ 之 依 もお レ之 上 之 

俊に 候へば、 御 同人 も 急 度相愼 被- 1 龍 在-候 事に 御座 候 事。 

沼田 は 右 書取 を 一 見の 上、 「段々 厚き 思 召を以 被： 一 仰 付 一 候 懷に候 得ば 此ト： 强 て 可 レ奉レ .M 様 も 無， 

之 候 得 共、 猶叉役 々 談候 上に て 從. 是 御請 可， 仕」 と 答へ たので、 中 根 は 其の 承諾 さへ 得ば 今夜 

にも ト楠を 幅 井に 立た せたいとの 意向 を 語 り、 伹 し 此の 事が 萬 一 外に 洩れな ば 途中の 危難 も 

計 難いから 極 密を耍 する が、 さ れ ば 迎 同 人 を 當 方 に .诏 め て 是 迄 通 り 嶽 の 手 許 に も 出 る と ぁ 

つて は 又 疑惑 も 生す る 故、 表 向の 處は 遠から す 同人 を國 許へ 遣 はすと 云 ふ 位に して m はかれた 

沼田より 中 根 いと 賴んで 退出した。 さう すると 其の 夕 左記 書面が 沼田から 2i いた。 

への 書^  _ 

過 刻 は 御 枉駕辱 奉レ存 候。 陳ば横 井 平 四郞镞 不束 之 镇有レ 之 候に 付て は、 北ハ 儘難レ 彼"； 指？ は 一 nr 々此方へ r, フ^リ 

度 段 申 上 置 候 通りに 御」 M 候處、 春 嶽様厚 思 召 之 皆 被 レ爲レ 在 委細 以 -1 御 書取-御 顿談之 趣拜承 仕、 誠に 無二 御餘 
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義， 御 事情に も 被. レ爲レ 在 候 得ば 此上强 て 引取 之 儀 は 難 n 相 願！ 先 御 賴談之 皆に 應、 越 中 守 様 思 召 を も 相 伺候 上 

猶從 レ是及 ニ御懸 合， 候 筋 も 可レ有 11 御 鹿， 候 §1 左様 御 承知、 此^ 可， 然様 上 可い 被レ下 奉レ希 候。 平四郎 不束 之 

處 より 不，， 一方， 御 配慮 を 奉， 掛候段 於， 私 も重疊 奉，， 恐 入， 候 次第に 御座 候。 右 御 挨拶 旁 早速 参殿 可， 仕 之處彼 

是 御用 多、 且は費 論 之 趣 も 御座 候に 付不， i 取敢， 寸 槠を以 得， 一 御意， 中 事に 御座 候。 以上。 

臘月 廿 二日  沼田 勘 解. H  ■ 

中 根 靱食様 

小楠處 置の 右に よって 小 楠の 處 m はに 關 する 越 藩と 在 狩 肥 藩 重役との 交渉 は 一 先づ t ぶ 着した。 然るに 

題搭 着す 

右交涉 記事 は總 ベて 『繽 再夢紀 事』 に 戦せられ たる 在 府越藩 重役 中裉靱 食. 島 田 近 江より 國 

許の 重役なる 秋田彈 正. 酒 井 十 之 丞に本 事件 を 詳報した る 書 狀に據 つたの である が、 肥 藩の 沼 

田 勘 解. H から 十二月 廿 三日 附 にて 國許長 岡監 物に 該 事件の 顚末を 報じた る 書面 を 見る と、 稍 

其の 趣 を 異 に し、 特 に春嶽 より 沼田に 小 楠の 士道に つき 頼談 した 件な ども 記して あるか ら、 左 

に 此の 書簡 を も揭げ よう。 

^^^^^  廿日 早朝 常 盤 橋え Ifl 出、 平四郞 前文 之 次第に 付 早々 此方え 引取 御國 元え 差 下. S. 度 段、 中 极靱負 を 以赛嶽 様え 

巾 置 候處、 後刻 猶被， 召 呼， 御 直に loj 御沙汰 等 被 レ爲レ 在、 此上は 御 國法も 可 レ有レ 之 事に 付 御 藩 之 御 取扱に 被レ任 

にて 可 レせレ 之、 尤 平四郎 武士道 は 相 立 候 様 之 取 計 を被レ 成，， 御賴， 3:n 御沙汰に 付、. 奉 レ畏得 斗 勘考 も 可 レ仕段 御" 

請 巾 上、 退て 考中候 得ば 一 旦取失 候 士道 相 立 候 様との 儀 は 甚六 ケ敷御 注文に 付 平 郎儀責 て 卯 非 を； 1# 自己と 


切 股いた し 候 外 はお レ之問 敷 候へ ども 從， 官府， 倡 候 筋合に 無レ 之、 誰ぞ 朋友 之 場 を 以覺！ ^致せ 候 方に も 可 レぉレ 

之 か 彼是 心配いた し 居候 內、 岡部豐 後. 中 板 靱負罷 越、 赛嶽様 御沙汰 之 末 篤と 御 勘考 之 趣有レ 之、 武士 近 相 立 

，様との俄は御取返被レ爲度^御相談之爲^!.候由中出候付從レ曰疋も深致，勘考，居候趣等打叫及，應接ー 平 四 郞 

1 人 之 爲外議 被 レ爲レ 受候樣 に 共有 レ之 候て は 難 n 相 成 I 一  刻 も 早 御 乎 を 被レ放 此方え 御 返 被レド 度との 依 巾 述^ 

處、 至極 尤には 候 得 共、 恭嶽 様少御 懸念 之 筋 も 被 レ爲レ 在 哉に 付 受取 渡 候懷は §3 之 間 致 ：1 猶豫 ，5. 天 様との 事に 候 

處、. 昨 日中 裉靱负 御殿え 罷出 卷嶽様 深き 思 召 之 in 別紙 書取 を 以樓々 御 賴談之 趣お レ之、 御い お. S にて 御 借受之 末 

無 n 餘^, 御 事情 も 被 レ爲レ 在 此元限 强ては 難 二 願 取 I 先北ハ ぼに 應、 太守 様 思 召奉レ 伺候 h 猶從， 是 及，， 御懸 合；. F レ 

巾との 趣 及 U 御 答， I ほ 申 候。 右一 件 言語 道斷之 事共に て、 乍レ恐 上に も 嘸々 可 レ被レ 遊： i 御 苦惱ー 此砌御 外聞に も 

係 重疊奉 一！ 恐 入 1 候 次第 御座 候。 平 M 郞 儘に 付て は^ 嶽 様より 御 直 書 を以御 相談 之 筋 も 可 レ被レ 爲レ在 候 趣に 御 

庵 候處、 同人 俊 此儘越 前に 被，！ 差 出， m は 候て は 天下 之御爲 にも 直 る 問 敷 哉に 付 右 等 之 處猶御 熟考 被レ 下、 尊慮 

.  (都 S  QS) 

之 趣 早々 御 伺 取 被 二 仰 出， 之 趣 は 急 便 を以被 n 仰 下， 候 様 奉レ存 候。 且又 四郞. 平 之 助より は 身分 伺 を も 出 候 付 

追て 御 校 様お レ之候 迄 は相愼 居候 様 及， 1 差 圖ー 其場之始末等は開方之條も_?」に及レ逹^候事に御1^候。 以上。 

十 一 一月 廿三曰  沼田 勘 解 山 

右 書簡に 據 ると 1!^ 嶽は、 小 稲の 處 S おは 肥 後の 國 法に 任せる が、 小 稲の 武士道の 立つ 様に 取 計 

つて くれよ と 沼田に 依賴 したる に對 し、 沼 田 は 一 旦 失った 士道 を 立つ るに は 切腹させる より 

横 井 小 稲上 卷 傅記篇  六 八 五 


^十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  六八ブ 

外 はない とまで 考 へたと ある。 さう すると 沼田 自身 も 小 楠の 難 を 逃れた の を 士道 忘却と な 

して ゐる らしい。 そして 春 嶽は小 楠の 士道に 關 しての 沼田への 依頓を 取消して ゐ るが ビれ. 

は 前記の 如く 小 楠が 「士道へ かけての 御 懸合は 一切 無レ之 武士 は棄り 候と 被ュ成 置 一度 」 と 願 ひ 

出で た爲 では あるまい か。 なほ 上記の 中 板が 沼田に 差 出した 寄 取 書に も、 亦 此の 沼田の 書面 

1^ 嶽 より 細 川 にも 舂嶽が 小 楠 身柄の 處置 にっき 直 書 を 以て 細 川 越 中 守に 相談す ると 云 ふ ことがある 力 そ 

越 中への # 面 の艸 案と 思しき もの— 宛名 も日附 もない I を 松 平 (慶 民) 家所藏 「中 根雪 江 手記」 中に 見出し 

た か ら、 左 に揭げ よう。 

御 家 從都築 郎 • 吉田平 之 助 • 横 井 平 gi 郞 不慮 之 危難に 遇 候 始末 は 夫 々 より 可 レ達候 得ば 不レ蝥 二于兹 "候。 何 

も 笑止 千 萬と 申內、 別て 平 四 郎俵は 小生 拜借中 之 儀に て 何共 申譯 なき 次第にて 恐縮 不レ少 奉レ存 候。 右に 付 早 

々御 家臣 沼田 勘 解 由 呼 出、 御 藩 法 も 可 レ有レ 之 事故 其 通り 取 斗 相 成 様申談 候處、 同人より 申出 候 様 は不行 屈. 之. 

懷を 仕出 候 平叫郎 儀に 候 へば 小生 手許 へ 指 出^ 候 機 不安心 之 次第に 付 早速 費 邸 へ 引 房し 御國許 へ 差 越 爲レ愼 

所 分 之 儀 は 御 賢慮 を 伺 決 度 趣 ー冉應 申立、 平 四郞儀 も病氣 にて 用向雞 n 相 勤-候 間御國 許へ 引取 度 段 願 出 中. 

候。 兩様共 至當之 筋に て 問 然可レ 致 様 も 無レ之 候。 然る 處平四 郞儀は 先年 借用 相 願 候 以來國 政 筋に ぉゐて 多々 

功勞 も有レ 之而已 ならす、 當夏 出府 後 は猶以 尊攘 大義の 講究 を 初 天下 之镇 ども 端々 申 談裨益 不レ少 尊ら 信用 致 

居候 事故、 平四郞 身上 にお ゐて は 却て 世 問の 娟嫉 嫌疑 を 生じ 種 々 の 物議 も洶 々 に 相 成 候 儀 全 小生 否德の 致す： 

處 にて、 平 M 郞に對 しても 不レ堪  >1 憂 慚， 罷在候 折 柄 此度之 奇禍出 來候故 心痛 至極 仕 (fe^.^^lEs^^teis 


郞之 歎願 辆々 相 任せ 度 谈には 候 得 共 お 様 不測 之 事 も 難レ量 時節 御！： 許 迄 之 遠路 中 如何 之^ 出來 什^^も 和 

知れ 不レ 巾、 自然 萬 一 御 國許迄 □□□ 相 成 難く 俄にお レ 之て は ハ牛來 信用 致 來候者 を 一 段 之 過失に よって 忽 危難 

之 地に 投じ、 不测を 生じ 候 様に て は 報德之 大雜も 難， 1 相 立， 天下 有志に 對し面 R も 無レ之 在職 も 致 翁^ 譯に御 

虚候。 仍て平 W 郎之 身分 之 俄 は 小生 来春 はまた 上京 も 仕 候 事故、 於 二 錦地， 拜語之 卜： 御^ 談巾上 度譯も 御開 口 

故 夫 迄 之 處は此 儘 小生 方に 指遗 度と 被 レ^ 候。 沼 ra 初め 一 藩の 正義に 對 して ^心配し 候へ 共 小生に 於ても 前 

文 之 赣现合 も； f レ之强 て 小生 之存 意に 任せ 吳候樣 沼 出へ 相 顿候問 此段御 聞^^ 願 ：*。 いづれ 沼 E よりも 小牛： 

强賴之 次第 申 上 ^叉 賢兄 之 御 指 採 も 仰ぎ 可レ 申と 存 候へば 其 節 は 何分に も、 小生 出京 御 相談に 及 候、 迄 之虑は 

•  (一 {.^K- 叨) 

是 迄通拜 借に 被， 1 成 I 乎 被 レ下候 様に 口 聞へ 相 成 候 様自か • ながら 奉， i 懇願， 候。 吳々 も 小生 之不德 より： 个 i: 郞身 

. 上に 嫌疑 を 生じ 夫より して 禍災も 相 兆候 事に て畢竞 は賁 小生に 歸候事 候 得 共 此處御 深 察被レ 下、 何分に も拜 

、四 {.fK- 明) 

• 接 御 示談 申 上 候 迄之處 先づ 唯今 中 候 通り 御 □□□□ 被レ 下様 偏 以奉二 希望， 候。 尤御藩 法に 移 候 上 之 事^ へ ば 

(二 ネ 不明) 

小生！： 許へ 遣爲 n 相愼， 置 候 事に 御 鹿 候。 唯 不慮 之 災難に て 樞要之 時節に 一臂 を 失 □□ 嘆息 之 至り 深く 御憐 

察 可 レ被レ 下 候 。右 御 願ロ態 と呈， 二 書， 中 候。 

旣記 沼田より 中 根への 書面が 屆 いた 二 トニ 日の 夜 小 楠 は， 幅 井に 向 ひて 出發 する 事と なつ 

た。 朝 來旣に 春 嶽の內 意 を 受けて 居た 千本彌 三 郞. 近 藤^ 太 郞の兩 人が 早 駅の 支度 をな した。 

春嶽の 惜別 愈.、 出發 の 刻限 迫る と 卷嶽は 密かに 小棉を 呼んで 別れの を 取 交した。 上記 中极 及び iisK の 

書^ 中の 左の 一 節が 何より も 能 く 共の 時 の 景 況を 物； S つ て ゐ る。 

横 井 小 上卷. 傳 記篇  六 八 七 


^十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  六，/ 八 

小 楠 は 暮時過 御前へ 被， 召 御 相談 之 儀 等 有， 之、 兩 執政 被，； 罷出 I 御 吸物 • 御酒 • 御肴少 々お， 之、 御 離 杯 取替 

し レ之 愁然た る 〔力 様、 御 双方 御 落 淚* 無言の 御 離別、 御 胸中 も 察 入、 傍觀も 殆潸然 たる 事に 御座 候。 御 則 

向 等 へ も 秘密に て被レ 下物 等 之 御 支度 も 御 出來不 レ被レ 成に 付 御身 付の 御提物 • 御 煙管 • 御 煙 革 入 等 被レ下 候-。 

風雲 變態も 常態 位の 事に 候 得 共 此の 一 變 こそ 實に 不測 餘 りなる 事に て 茫然と 相 成 申 候。 

1^ 玄； # の 徐庶と 別れた 光景 も かくの 如くで あ つたで あらう と 思 はる X が、 春 と h 楠の 、ひ 

極 I 裡 に江戶 中 は 推し量られて 露に 哀れで ある。 かくて 小械は 平服の 儘 龍 ノロへ 所用 ある 風に 見せかけ 

て 西 門より、 千 本と 近 藤と は 同時に 柬 門より 常 盤 橋 を 出立 し、 三 名 は 程近き 吳服 橋で 落 合った 0 

時 はもう 十 時に 近い 頃で あつたが 小 楠 は 艫て 駕籠に 乘り兩 名に 護ら れつ X 闇に紛れて 江戶 

を 去った。 此の 後 肥 後 藩の 沼田 勘 解 由 は 十二 二十 七日 付に て 左の 如き 書面 を國許 政府に 

發 した。 

.1 、 橫井平 四 郞俵此 節 之 一 件に 付て は 早々 御屋敷 引取 御國 許へ 指 下 害 之處、 從，， 卷嶽 様， 御 厚 御 頼談之 趣有レ 

之、 先 其^に 應 尊慮 奉，， 伺遗， 候 事に 御座 候處、 平 四 郞儀ー ト先福 井 表 之 様に 御 遣 被 レ成候 段、 越 前 御 留守居 

淸 W 新兵 衞御 小屋へ 麥演舌 之 趣 書取 を以 新兵 衞 より 相 達 申 候 間 则右寫 入，， 御披； nj-, 申 候。 尤春嶽 様より 大守 

様へ 被 レ進候 御 直 書 は 今度 御先へ 被 二 差 登， 候 御用 人 毛 受鹿之 介と 中 人 へ 御 持せ 京都へ 御 遣に 相 成 候 由。 平 四 

郞俄 一先 越 前へ 御 遣 之 儀 等 委.！ 御 直 書 を以御 相談 被，， 仰 進， 御 模様に 御座 候。 此段 も爲， 御 承知， 申達 置 候。 已 

上。 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて 


福 井に 安着 


S, 大 平と 

內藤を 慰む 


にあって 存分の 活躍 をな さし 

向に 綴られた かも 知れな い。 

彼の 去る と 同時に また 殆ど 龍 

小 楠 は 案ぜられた 道中 も 無 

を 取った か 今 それ を 確むべき 

可な り 苦心が 拂 はれた ので あ 

伏 姿で 幅 井に 来たとの 遣 話が 

變 装した かに 就いて 明答す る 

敵の 眼を晦 ます 爲の 彼の 姿で 

小 楠が 出發 して 四日 後なる 

を 連れ、 江戶を 立って 翌年 正月 

と を 引見して 懇に 慰籍の 言 紫 

紙 (遣 稿篇 「書簡」 一四 〇) の 中 

御 慰勞 被， 遊、 御 手づ から 拜領物 

に 相 成 哉 立って 見よ と 被， 仰 候 

ら や 雞：， 有 巾 候」 なる 一 節が あ 


な 

力 

と 


め た 
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資料 

ら う 

あ る。 
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にも 「 

も 有， 之 

間、 則 立 

る。 


ら 

つ 


ば、 日 本の 麼史も 今日に 存 する 

て も 此の際の 下 場 は 痛恨で 有 

姿と なった の は 遺憾の 極みで 

後に は 幅 井 表に 着いた。 此の 

いが、 鬼に 角 不測の 變に對 する 

はれる。 現在 幅 井の 古老の 間 

れは小 楠の 何度 目に 來福 せる 

から 眞僞の ほど も 斷定し 難い 

たかとも 想像され る。 

に大平 及び 內藤 泰吉も 


六 

•、>  * 

力 


二十 六日 

に 越 前に 安着した が、 彼等の 出發前 

品物 を惠ん だ。 大 平. 內 藤の 着 福の 

大 平. 泰吉 出立 前日 に兩人 共に i# 嶽 

誠 に 難， 荷 御 事に 御 鹿 候。 大 平へ は 

中 候へば 殊の外 大男と 御 ほめ 被レ成 

の 事た る 春 嶽が小 楠に 對す る景慕 


九 0 

のよりも 異なった 方 

たらう が 幕政 改 i4 も 

る 0 

小 楠が どう 云 ふ 行程 

心から 其の 道中 杯 は 

は 小 楠が 笈を負 ひ 山 

の 事 か、 或 は 何の 爲に 

，或は 此の 時に 小 楠が 

熊. 淺 吉. 只 助. 淸 九郞等 

夜 春 嶽は大 平と 內藤 

翌日 宿 許 宛 小 楠の 手 

様 御前に 被， 爲， 召 段 々 

別て 御懇 にて、 いくつ 

候。 兩 人 共に 怪し か 

の 情の M: ければ こそ 


であらう がビ の 優しき 勞りゃ 手 -M: き 贈物に 二人 は 勿論 ボ 浦の 深く 感激した の も 常 然で不 ゆ 

の災 維に 打拉 かれた 彼等の 爲に大 なる 慰安であった であらう。 

小 楠 は 右の 如く 福 井に 安着した が、 旣記 十二月 二十 三日 付と 同 二十 七日 付の 沼田 勘 解 出の 

書翰が 國 許に 屆 いて 小 楠 等の 遭難 事件 や 其の後に 於け る 小 楠の 處 S などが 分る と、 肥 後で は 

小 i^Q 行爲は 士道 忘却な りとの 非難 や 小 楠の 越 前行に つきての 當 否の 議論な どが 政^ はじ 

井口 呈 助の 意 め 藩士  に隨分 やかましかった。 文久 三年 正月 井 n 呈 助の 如き は _y 接に. 左の 如き 意兑寄 を 

見 書 

赛嶽に 寄せて ゐる。 

此節橫 井 平 M 郎 不慮 之變 事に 立 合 處分屆 兼 候 付て は、 不 ^容《 ^-御 招待 を受 居候 身分 恐 入、 早速 奉レ 願、 ml 

え 引取 候 存念に 御座 候處、 是迄： 御 國政は 勿論 總裁職 被 レ爲レ 蒙 レ仰候 付ても、 段々 御爲 合に 爲 -1 相 成 1 谈 もれ レ 

之 由に て、 此儘被 n 差 返， 候 儀 も 御 心外に 被 レ爲レ 在 候 哉。 平 w 郞镜福 井 表え 被- 1 差 下-候 段 承 及 巾 候。 自然 無- 

相違， 俄に も 御座 候 は ^  、是迄 格別 御寵遇 を受候 身分 此 節に 至り 一日 一に 不レ 被レ爲 レ棄候 御^、 厚き m い-召に 

て、 重 疊尤之 御 情 態と は 奉 レ窺候 得 共、 退て 勘考 仕 候 得ば 當時 一大 下 之 形勢 如 レ斯衰 類に 至 候^、 畢党 三百 ハ 牛に 一 

近き 太平 上下 贵賤 武士道に 疎く 罷成 候よりの 儀に て、 外夷猖 獗海內 志士 之義 忿を激 成し、 大樹 之 御 威光 も 立 

翁 天下 之 御 抑揚 被 レ爲レ 屈 兼 誠 以嘆敷 次第に 御座 候處、 一 橋 公 • 御 當家様 今度 海 內之御 人望 を 以御後 U • 總裁 

職 被レ爲 レ蒙レ 仰、 御 政事 向 御大 變革被 二 仰 出-候 御 俄 實に千 緒 萬 端に 可レ 有- 1 御 hi-- 候處、 其 大要 は元龅 . 夭正以 

來 武士道 御 興 復被レ 爲レ在 候 外 有 二 御』 組-間 敷 候處、 右平 叫郞 俊才 力 衆に 秀 非常 之 御 R 鏡 を 以御依 賴被レ 遊^ 之鉀 

^井 小 祸上卷 #1  六 九 一 


笫 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 慮 じて  六 九 二 

儀に は可レ 有，， 御座， 候 得 共、 此 節に 至り， 全く  士道 忘却 仕候蓊 世上 其隱れ 無， 1 御座， 候處、 矢 張 御 眷顧を 蒙り、 

福 井 表え 被， 一 差 越， 候て は 越 中 守樣御 家法に も差碍 り、 御當 家に 於 も此後 如何に 仁義 道德を 說き嘉 謀- 1 猷を 

獻じ御 政事 向に は 間然 無 レ之候 共、 武道 之 本意 相 れ 候て は 天下 之 大勢 御 挽回 之 期 は^ U 御」 M, 間 敷 候。 將又 

御 當家樣 に は 大度 之 思 召に て 曾 子 師父 兄 之 道 を 以御宥 傣被レ 爲レ在 候 思 召に も 有レ之 哉に 御」 M 候 得 共、 皇 

國之士 風 良から 漢土に 異り、 曾 子と い へど も 差 許が たき 譯 合に 可 レ有， 一 御座， 候 得ば、 最前 平 四 郞願之 通り 熊 

本へ 被 n 差 返 i 越 中 守樣御 家法 之 通り 被 n 仰 付， 可 レ然御 儀 かと 奉， 存候。 平 M 郞儀於 n 弊 藩， は赏に 一介 之士 

にて 御座 候 得 共、 御 當家様 非常 之 御. E 眷を 蒙り 候て は 其 名 天下に 隱 無く、 此節御 取扱 振 次第にて 人心 之 向 

背 士氣之 張 弛に も 關係仕 天下 國家之 御 爲實に 大切 之 御 摘と 奉レ存 候。 右 は 私 一 書生 身分 鬼 や 角 巾 出 候 義重疊 

恐 多 奉 レ存候 得 共 天下 之 公議 誠以難 U 默止， 聊表 n 愚衷， 候 迄に 御盧 候。 疎漏 之 罪 御宥恕 奉レ願 候。 恐惶頓 首。 . 

文久 三年 正月  、細 川 越 中 守 様儒臣 

井口 呈助 

正 德 (花押) 

春 嶽 様， 

俱 御用 人中 賴 

井口 は 藩 學助敎 より 奉行 兼用 人となり 明治に なつてから 小參 事に 轉 じた 肥 後 先哲の 一 人 

である。 流お に 其の 所論に は 見るべき ものが ある が、 福 井で は 小 楠 を 越 前に 送りた るに は 上 


記の 如き 事情 あるの みな ら す、 小 摘の 行爲 にっきても 肥 

井 n の 意見書 は 之を默 殺して しまった らしい。 肥 後 藩 

を 凝らした 結 3^ 先 づ _ ^嶽の 依顿 通りに して ：4 はく ことに 

の 間に 六つ かしい 文書の 往復 もあって ゐ ない。 兎に角 

井に 滯在 する ことにな つたので ある。 


後 藩と は 兑る所 を 異にして ゐ るので 

廳 では 沼田よりの 寄 狀に基 づ き ； 1 0 

なった と兑ぇ て 、共 の 後、 江戶 0  ^sli 役 と 

小 稲 は 肥. 越： 刚 藩主の Id 談 ある 迄 は M 


附 刺客と 其の 最 後 


上記 小 楠 等の 變事 ある や _d ちに 刺客 三 

の 足輕黑 濑市郎 助と 安 S 立： 助と が 失踪し 

^り前^^^の如く今夜は過くなる が、 門 限 を 

つたの で、 嫌 疑 は 此の 二人に 懸 つた。 然し 

翌文久 三年 三月 サニ 日 京都 南禪 寺. W 內 

された 時 は 何者と も 分 ら なかった が、 間 も 

姐 葬し 「南季 ニ郞」 たる  一 一の 墓碑 を^ 

義 次の 假の 名で 小 摘 襲撃の 主謀者で あつ 

文 を |1 ひ. K 部 网 I 藏 に 就 い て 武を 練つ た が、 

たど I:!: 藩 勤王 志士と は 勿論 他 藩" 同志 

横 井 小 稲 上卷 傳記篇 


人の 何 

た. R 其 

過 ぐれ 

今 一 人 

瀧ノ山 

なくお 

て た。 

た。 彼 

いっし 


^なる か 

の 二人が 

ば も う 0 

について 

の大 n: 堂 

州 人が 來 

何 ぞ 岡 ら 

は外樣 足 

か 雨 人 か 


と も 交際す る や う 


詮議され た。 M 夜 龍 ノロ 肥 後 it 邸： 

刻 長 州 人と 述立っ て 藩邸 を^ づ るに 

ぬ Q 其 の 時 は 吉 m を 斬つ て 行く と 一： ム 

何者と も手掛 がなかった G 

,nl 殺して ゐ た 1 浪 士 が あ つ た。 發 

手厚く 遣 骸を收 め 山山 内の 山に 

これ こそ 肥 後 藩^ 定浪士  ％ 松 左^ 門 

提贞 次の 二 男で、 父の 役 武 vii- 衞に 

勤王 Q 感化 をな け、 河 上皮 考人& 鉄丘ハ 

に た り、 文 久ニハ ヰ 十お 遂 に 脫 ^ し て 1^ 

六 九. 一  二 
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4 稲 

は 先 

ら 之 
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會 し 

が、 堤 

うた- 
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- ヽ 
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つ た- 

暗殺 
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や £ る 

た 0 

柿. 暗 

一. 足. 


江 
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堤 は 
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吉 S 

込 ん 

提.黑 濑- 

は 京 都 

藩主に 謝 

肥 後の 藩 

し て ^15 し 

isi 嚮に 


戶 

黑 

折 

-安 

す 


す ベ 


ベ 

こ 


赏： 時 長 州に は 諸 N から：^ 攘讽 

で、 彼等 は 幕府 

. 提 は 

州 を 

度 其 


し 

決 

お 


し、 

を 


戶 


し 

ち 


つ 


け 

た 


丁 

同 


同 藩 

發し 

の 時 

の ^ 

先ん 


の 志 

奸. 物 


洛 

ら 


着 

，安 

の 


し 


て 

兩 人 

日時と 

指した， t: , 

三人 は その 揚 

り、 一 面に は 小 楠 

た め 長. 土 同志の 

遙拜 して 自ら 

て 居った 白衣に、 . 

江戶 にある ゃ裒 1： の 


度 

に 決意 を 


逸 

に 


に 而 

吿 げ 

知 し 

し、 吉 

ら 江 

一一 il、a 波 

め る 

伏 し _ 


求 

同 


を 

洛 延 

た 責 


た 

て 


會 を 

て 賛 

た 0 

都 築 を 傷 

戶 を 

ら し 

の を 


士.浪 士 が 集 

議. 開 國 Q  0. 

^  く， こ ま. 

戶を 招し 


こ 


は と 


とに な 

宮部等 


に 

ひ- 

こ 


を 達 

び、 小 

人 は 

の み 

走 つ 

M に 

己 0 

二 十 


て 

小 摘 

藩问 

M. い 

て 

づ 


等 

、氣 

の 


六 九 四 

偶" お • 土  二 藩 


ゐ た 

に 歸 し、 破約 禳爽 

志 の 手 

レだ， R 變 

ゐ 


せ ず、 容 易 

同 志 

あ 


舊 

援 


•IF 

乘 


藉 

の 


の 

た 0 

節 を 

を 犯 

を 決 

短 生 


以 

涯 


ず 

を 


早 

の 


生 

南 


る 

，轟 

し 

n- 一  ^ 


を 

を 


と す 

者 と 

寺 の 

た- 


浪 

其 


と 

を 

な 


る 

後 


グ 

せ 

約. 

後 


3 ザ • 


て 


es" こ 

る に 

す S 

し て 

て 面 

し た 

を 追 

の で 

小 楠 • 


血漢の 

の 0 を 

に 登 り、 

死 に 際： 


、曲折に 富んだ 彼が 二十 五 年の 短 生涯 を 終った。 彼 は 

士横井 平 四郎を 斬らん と す、 不 幸に して 事 成らず。 生 を偷み 4「 H に 


江 戶胜走 後の 

安田と 黑漱 


吉 S 主 從仇打 

に出づ 


至る 其 3 非人な り、 故 

と血赛 し、 そ の 下に 「 

した。 この 堤の. a 殺 

に據 つたので ある が、 

下る を eK れ て東歸 

切諫 する 役に 選ば 

右 同志の 中に 加 は 

安 S は 堤と 俱に 

と を 聞いて 黑漱と 

て 奮闘し. た。 敗戰 

瀨は江 戶脫走 後 安 

際して は鴻城 軍に 

して 後の 行方 は 杏と 

ちに 治癒した が、 吉 

年 十九 歳— 父の 怨 

歴 したが 中々 巡り 

しき 者が 松 山 藩に 

ひ、！^ 一  四 


^して： ^  C 國 


じ 

平 


ざ 

長 


に 

る 

ュ 

つ 


Q- 

を 暗さん 

逢 は ず、 其 

ゐ るとの 

年 正月 九日 到着して 

横 井 小 祸上卷 傳記篇 
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り、 萆 

ゐ る 
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ると せる もの あり、 乂 


兵 が 

元年 

黨 の 

た が _ 

れ か 

た 都 

で、 其 

根 を 

、慶 應 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  六 九 六 

の 食客 竹 永 確 助が 黑瀨 らし い 事 と、 堤 と 安 S は旣に 死した 事と を 確め た。 そこで 一行 は 同月 五 

曰 松 山に 着いて 見る と、 折も折 此の 曰 は 松 山城の 明 渡しで、 伊豫 守 父子 は楚 居、 家 中は總 閉門 を 申 付 

け ら れ、 國 內は 鼎の 沸く やうな 騷 である。 從 つて 松 山 藩で は 國內で 事の あるの を 好ま ず、 其 の 斡旋 

で 竹 永 は 肥後領 鶴：^ へ 護送 さる \ こと， - なった。 一 行 は 船 を 異にし 二月 三日 鶴 i はに 着 し、 同 *J 寺 

院 龍 與 寺の 挺 內で郡 代瀨戶 熊 助 等の 立食の 下に 對 決する と、 竹 永は黑 瀨市郞 助なる 事、 江 戶に 於て 

堤. 安 S と 俱に吉 S 等 を 斬った 事、 他 の 二 人 は旣に 死せ る 事 等 自白した の で、 改め て 已久馬 等と 立 書 

つたが 遂に 其の 怨の 里に 討 たれて 首 は 熊 本に 持歸ら れ、 平 之 助の 墓前に 捧げられ た。 

. 鶴 崎 詰 御 郡 代. 同 御作 事 御 H 附 都合 四 人 連署に て 達 來甞付 左 3 通。 

口上 之覺 

(四 郎の 後の 名) 

吉 W 己久馬 . 都 築 默兵衞 • 同 三 右 衞門儀 今 三日 鶴蛴 着船、 瀨戶熊 助 詰小展 へ 罷越申 閗候は 先年 於， 一江 戶表， 及， 1 狼籍, ^出 候 

て不， i 有 レ之黑 濑巿郎 助事赏 時 竹 永 確 助と 相改 居候 處、 此節御 貰 受申速 越 候に 付 於，, 赏所 寺院 之內， 遂，, 詰問， 相違 無-御座， 

候 は 末 を 付 ゆ 度 段 親 談仕候 間、 鶴 蛴國宗 村 龍 興 寺 を借受 於, 同 寺內ー 及， 一 詰問 一 候處黑 漱巿郞 助に 紛れ 無レ 之、 且於 一一 江戶， 及- 

狼籍， 候 段 相違 無 レ之有 筋 申出 候 間、 右三人 一 同 取 懸末を 付. W. 候 段 は 私共 始末 立食 見 届 申 候 0 委細 之 儀 は 同人 列より 御 達可レ 

仕 候 得 共 此段御 達 仕 候。 以上。 

二月 三日  高 橋次郞 右衛門 

^  中 路 新 左衞門 

堀 S 源 之 允 

,  瀨 戶 ， 滞- 助 

堤と いひ、 安 E とい ひ、 黑淑 とい ひ 肥 後 勤王の 流 を 汲んで 其の 志 は 愛すべき 人で あ り、 其 の 樂 は 


輕卒 とはいへ  一 》l の 私た き 純： w  。愛 だった 事 は 認め c や、 りねば た， りぬ。 佤し 彼^に して 若 

し 坂 本 龍お. 桂 小 五 郎等の 如く 小 楠に 斑 接 面 食し 其の 所論 を 開いた な、 りば 決して 斯 かる 誤解に a 

、り を 過た なか つたら うにと 之 を 惜しまざる を S チ ぬ。 

一 0 福 井に 於け る 最後 の 、活動 

,  U 公武 合體派 連合 運動の 蹉跌 

小棉は 前記の 如く. 江戶 にて 奇禍に 遭 ひ、 暫し世 を 福 井に 避く るの 已む なきに 至った が、 幅，.' 

にての 彼 は 決して 拱手して は 之 を 過さなかった ばかり か、 幅 井 藩の 爲 に^々 螯策 する 所 あり 

て掉 尾の 活躍 を 試みた。 佤し 共の 活躍 は 惜しく も 失敗に 終って、 彼 は 失 5 ェの 中に 幅 井 を 去ら 

ざる を 得なかった。 今 其の 活動 振 を 記さん に は 彼が 折角 共の 筋 書 を 書 下した 公武 介 體述八 口 

ず 力 蹉跌し、 從 つて 卷嶽も 政事 總裁 職を辭 して； g 藩す るに 至 つた 北 ハの颠 末 を 述べ る の-， H が あ 

る 0 

慶喜は 將軍家 茂の 入京に 先 だち、 文久 ニ^ 十二：：： 十五 日れ 戶を發 して 翌 三年 正パ五 n」：- 都 

に 入り 東 本願 寺に 飽 した。 卷嶽 及び 容堂も 之に 次ぎて、 同バ 十： n 前後に は 上京の 途 に^く  .s- 

梳井小 楠 上卷傳 記篇  六 九.， 


島 三郞、 將 

軍 上洛 見合 は 

せ を 申し出 づ 


三郞の 建白書 


第 十 i: 章 四た び福并 1^ の 招聘に 應 じて  六 九 八 

定 であった が、 在薩 の島津 三郞 (久 光) から 將軍 上洛 見合 はせ を 巾し 出た ので 兩人も ； 時 出立 を 

延期す る ことにした。 其の 經緯を 記す ると 『續 搏 夢紀 事』 の 文 久三ハ 牛 正月 四日の 項に、 

正月 四 rn 夜に 入りて 松平容 堂殿來 邸せ 、しる。 過日 大久保 市 藏.吉 井中 介の 兩士 京 師 にて 近衛 殿へ 

(欠 字) 

參候 せし 時の ありし 次 第 を、 公 とともに 開 取らる □ しとて なり。 豫 じめ 通知し 置かれ たれ ぱ容堂 

殿に 先 だち て 雨 士も來 邸し けり。 此時大 久保舊 臘サニ  口 京師に 著し 近衛 殿. 靑 蓮 院 宮 に 參 . 接 し て 

, C 久光) 

三郞の 白 鲁 を 捧 呈 し、 尙 又 三 郞か申 合め たる 次第 を 口頭に て も 申 上し に、 问 廿 四日 靑蓮 院宮 へ 殿 

下 及び 中 山 殿え 親 町 殿御 築會御 訟議 あり て^ 白の 旨 趣 を 可とせ ら れ、 卽 口 寒盧御 伺の 上 更に 殿 

1 下より 建白の ごとく 大樹 公 上洛 はいよ /\ 見合 はす かた 然る ベ き 旨 仰 合め ら れ云々 陳述 し、 卽 ち 

三 郞 殿の 白. 香 及び^ 白書に 添 へられし 別紙の 二！！ を 指 出せり。 左の ご と し。 

と あ り、 そ して 三郞の 建白書 は 左の通り。 

今般 不， 1 容易， 以， 一 叙盧， 不货之 小臣御 ffl 之 儀 有レ之 n 十々 上京 仕候橡 御 內勅之 趣 奉， 1 拜承 ；實 以 武門 之 冥加 無； 1 此 上-雛い 有 仕 

合 率 レ存 候。 就て は不 口上 京 仕 候 儀 《ほ然 に 御座 候 得 共、 毎々 ゆ 上 候 通 陶本相 固 度 之 趣意 を W 御 暇 奉 レ願歸 國仕候 W 、來、 夙夜 

心 志 を 苦め 海防 之 手赏は 勿論 萬般之 政事 向 精々 所 置 を 加 へ 候 折 柄 勅使 關東 へ 御 下向 攘夷 之 命 を 被い 下 候 段 承知 仕 候。 

然ば愈 W 、內怖 外攘之 道不， 1 相 立， 候て は 叙 盧貰徹 難レ仕 候に 付、 守禦之 術 十分 を 盡度指 急 候 次 に 御座 候。 只今 半途に も 

不レ至 發足仕 候て は 都て 瓦解 之 姿に 相 成 候 は 案 中に て 別て 心痛 仕 候。 殊に 於， 1 敝邑- は 三分 之 二 は 環海 之 場所柄、 且 先般 江 

戶 出立 之 節 於-神 奈川， 夷人 混雜 一 條 より 慕 府御處 置 被， 一成 兼， 候 は 敝邑へ 廻船 致し 候 樣御達 相 成 度、 左 候 は 皇 1： 之 御 

瑕 逮に不 - 相 成- 樣 穏便に 應接可 レ仕旨 及-御 屆， 置 候 處未御 決 藩 も不， 1 相 付， 候 得ば、 自然 其 通 御 達 相 成 候 は 3.. Is; に 皇 1： 之 御 

大事に 係り 候 儀 故 前後 常 1^ 一お I 在 候に 付、 何卒 卿 隣 察, 蜇 t-.M  —© 嫁缘^ 前より 卸； Is^ 岐，， 4?fl..'.  V 犬て お。 に 


« 今 三 四 旬も^ 候 へ ば 治 (t 之 方に 相， ：！： ひ： T レ申 候間來 月 中には 發 〔七：？ レ 什；^。 尤不， ニ3^ 易-人事 之 御 時節 り ^レ 戴 命- 

攸上は 其货相 卟被レ 《s レ安 ：1 襟-候 樣 無-御 鹿-候て は：^ 度不， 1 相 濟-義 と 只今より 始終 之お 策 相 立^ 度 書 夜 忘-^ < 慮 化 

候。 抑 お！： 危. 5^ 之 節に 臨み！！ #も g,- 明 之 御英斷 を：：： 非常 之 大業 を 被レぉ レ创、 ゆ 成就 之 時機に liii り 上 被 レぉレ 1^ ュ A^-r 

萬 民 之 1^ 千載 不朽 之 御 偉德誠 W 、雛レ ぉ牵レ 存候符 共、 鬼 角 自レ古 有レ始 無レ終 成功 を 遂げ 不レ巾 儀 和漢 其 例 不：， 少^ 5:^ ば 乍レ恐 

往之處 益 深謀 熟？^ 度 衆 口に 無-御 動 搖-樣 御 卓識 被 レ爲レ 立 候 儀 肝要 牵レ存 候。 旣に 禳夾之 命令 被 レぉレ F:^ 上 は 綸 

言不レ 可レ返 之逍现 にて ほら 於： 一 幕府 ー牵行 有 レ之答 候. 得ば、 來 二月 大樹公御上洛相戍候ては決て不レ可ン然儀と^^レ存^。 右 

亭件 左に C 牛 ：1 申 上-: 一  複离之 儀 假令三 五 年 之 期限 を定 候ても. K 地に 刺意牵行ぉレ之共術を施候場に至候得ば^5-常之\^ 

常にて は 中々 六ケ 敷、 尤彼 を制繁 する 1^ 傭 無レ之 候て は 我 を 固守 致候義 決て 出 來兼候 徘ば甚 至難 之 譯に御 班 候。 之 次^ 

は 有レ之 候ても 禳爽 決定. 之 上は卽 = より 各！： 寸^ を み 必死に i- 勵 海^: 水 十分 不- 行；^ - 候て は 時機に 後れ 攸儎 必然に 御 

候 得ば 上洛 相 戍不レ 可レ然 奉レ存 候。 第二に は^ 分 . 慕府笨 變 之 初 人心 棄亂 物譏騷 然之础 |» 時た り と も猫獄之^3:贼を滕ド に 

(候 脱力)  マ 、 

召 養 江 府を空 城に 致し 候 儀 不レ可 レ然奉 レ存。 第三に は 攘夷 決定 之 上 は. 列藩 之 侯伯 布 城 致し 泡 防 守 幾 之 策 要に て 跟意參 勤 

(i 豫之新 令 も不ン 外候處 、 上洛に付ては先规も有レ之大藩上京仗候義不レ可レ然1「レ存候0~^^四には近年諸邑沸膽四^-闲窮之折 

如何 樣易简 之 令 を 布 候ても 大樹公御上^^と申候得ば驛々奔命に疲勞不レ少候。 ^か五 には右に付^藩上京銘々及>1^^議-染 

言 ！々 一 和 之 道 相 立 兼、 御 取 拾 之 上に は 或は 恨み 或は « り 其 齊不レ 少候。 ^六に は §: 革 之 時に おり 正邪、  =^」 返 等に 付 小人 俗 

吏 之. 徒に 至り 候て は 私怨 を 含む 者に 候 得ば 如何様 邪心 を 包 藏し密 に爽贼 に應じ 上洛 之虚に じ 不軌 を 闘り 候 者 有レ之 も難レ 

測. 御座 候。 攘夷 被， ー仰屮 Z- 候 上 大樹 公 御 上洛 之 m1』 右 之 通に 候 得ば 於- 幕府1はニ；.0ハ小之廢典を起し^^は之大^を正し尸、ド 

人心 をして. # 王 之 道 を 知し め 候 儀 至 赏之譯 にて、 今に 至り 幕府より 願 立 相 成 候て は 人心 之 居 合に も 相 係り 太^ を. K 候 

揚にも 常り 可 レ中候 間 前 條之譯 ：大 下に 示 論し 哲上 洛檢豫 有レ之 候樣、 左 候て 一 越 前 之 名代 上せ 小 之 義は不 レーん 3:! 勅命 

を：^御達有，1御座，度乍ン恐牵レ存^。幕府內愦に於ては別て大.|^-に可レ^レ存、 nf. は 王 之 道 は 外に 時^相？ レ牵， 一 施 i 仃， 件々 

横 井 小 楠ヒ卷 傅お 篇  六 九九 


笫 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  七 〇〇 

餘多可 レ有レ 之 候 得ば、 只今に 至て は 先 H. 攘夷 货 行之虚 竹 t 王 之 一 大< ；; -務と 牵レ存 候 間 何分.： 十々 御 評議 之 上 速に 被 11 仰 や I, 

候樣 御座 候 得ば .K に 皇國之 御爲 無- 此 上-幸と 奉レ存 候。 

右 は .Kw ま大之 事件に て 小 ぼ 恐懼 之 至 牵レ存 候 得 共、 驚と 勘考 仕 候 處不， 二れ 易 1 時節 默止 1 能 布 候て は 却て 不忠と 泰レ存 候！^ 

不レ顧 11 多 罪 一愚 盧之趣 家臣 を：^. 奉， 一^言 1 候 C 誡惶誠 恐 首 敬. EO 

十二月  鳥 津三郎 

右 建白書に よると 久光は 早々 上京す べしとの 內觔 に對 して は 今 智 くの 御 猶豫を 請 ひ、 將軍 

の 上洛. にっきて は 其の 不可なる を 極 言 して ゐる が、 彼 の 1ぼ〈 意の ある 所 を 察 する に 久光は 囊 に 

かの 攘夷 斷 行の ための； S 使 ISTT に 反 封 はしなかった が、 其 の 攘夷の 手段 は 過激 を 避けて 穩 便 

たるべ きを 主張した 一 人で ある。 彼 は 敢て將 軍の 上洛 を 不可と する ではない が、 今 急 に 上洛 

し て は 攘夷 卽時資 行 を 叫ぶ 過激派 の 利用す る 所と なる の 虞が あるので、 一 時 延期して 彼等 一 

派の 氣勢を 挫かん の 策で は あるまい かと 思 はれる。 言 換 へ れば久 光の 中し 出で たる 將 軍の 

上洛 晃合 はせ は 取 も 直さす 攘夷 K 行の 延期 を 希望す るに あるら しい。 彼は旣 に大久 保ー藏 

をして 京都に 於て 運動せ しめて 見る と 右 『繽： 冉夢紀 事』 の 記す る 通りであった ので、、 y 戶の. 

方へ も 手 を 伸ばして 來 たので ある。 

翌 五日 春 嶽は久 光より 巾し 出た る將軍 上洛 見合 はせ の 件を營 中に 於て 水 野. 板 倉 兩閣老 に 

^.4^ ン VJ  TTO  Kr:-  . 二 ほ.、 ^  -  0  rv  ：  )  -、、 -、  * ヽ 1 iy  .、  7-、  .  i 為 I  "に tf  •  一.！  f  r  -  -  I  \  二 い .bn 


大 久 保と^ 嶽の懊 刀た る 巾 极輒れ とをヒ 京せ しめて^ 嶽. 容 堂 の 
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ナ 
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大久保 • 中 根 保- 

上京 

に 


中 根、 慶赛に 

！ lis す 


呈 

力 


を 見合 はすべ き の 命 を 下さ 

は豫定 通り 十日 出發 上京す 

軍の 上洛 を 見合 はせ る こと 

吿げ又 諸侯へ も布吿 せし 今 

しきに 適 はざる べしとの 議 

と、 大久保 は 「大樹 公の 御發 

も 大樹 公 は 三月 中旬 迄 延期 

侯の 中 此命を 降され ざる 以 

3:! の 命 を 降 さる . ^事 も 出來 

是 一 定 の 朝議 を 促す ベ きな 

-中根 をして 其の 運動に 當ら 

十五 日 入京した。 中 根 は 其 

し 自分の 上京に つきての 主 

く 記して ある。 

正月 十六 日 京都に 於. て 中 根 a 


る 

こ. 

力 

あ 

食 


\ 様^: g さす ことにした。 然るに 

こ と に なり、八 日^#嶽を訪ぅた。 虑 

內決 はした が、 旣に來 る 二  H 廿 一 曰 

，一 時の 延期なら ば 鬼 も 角 も なれ ど 

；刚 人の g に 起った ので、 M に 大久保 

を 三月 中句と 御內決 あるべし。 扨 

るべ く 諸侯 は. 豫 參 に 及ば ざ る 3:! の 

入京 せらる . ^方 あれば 別に 早々 歸 

たきに あらざる べし。 彼是 時 n を 

」 との 意見 を 提出した ので、 赛嶽も 

むる ことにな り、 大 久保 は翌九 口、 中 

翌 十六 日 一 橋慶 喜を訪 うて 嶽及 

を 巾し 述べた。 此の 會兑の 投様を 
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大意 は 

よ /、\ 

議に及 


詮 

諸 藩 我 も 

到 底 完 全 

べし 夫 も 

べき 諸侯 

も 專ら內 

れ し 


さ 

ゆ 出た 

により 

も 江 

ら ば 

にて 御 

前關 に 


戶 

幕 


ン ^^hr 艮 

旨 

/ 


へ も 未 


心 

み、 

ーヌ 

り 

及 


人 

及 


hr 

Li 

上- 

れ 

び 


き 

-ヒ 

ひ 

1 ノ 

ーコヽ 

に 


ば 

よ 


れ 

に 


鳥 

ら 

る 

ば- 

lei 


津 

々 


殿 よ 

延 引 

陳述 

狀 は 

る ベ 

遮 白 

京 師 

\ 事 

て よ 

輩え 

き ビ a 

都 合 

橋 殿 

て は 

保 は 

ら れ 


久 

違 な し。 


さ， 


大久保 • 中极 

の 運動 豫 期の 

如く 運ばぬ 


過激の 攘夷論の みに て 何とも 申べき 樣 なし。 橋 公に も 殊の外 心痛せられ 事理 を 建して 論 辯 せら 

るれ ども 一 切 貫徹せ ず 無二無三に 鎖 港すべし との 議 なり 云々 物 詰りき C 


右 記事 中に 慶 喜が 「此の 地 

みに て 何とも 巾す ベ き 様な し 

ゐ て大久 保. 中 根の 運動 は豫期 


の 形 狀は以 の外險 難なる 事に て 

」 と 話せる 如 く、 京 師の 形勢 は舊 

の 通りに 運ばぬ。 其の 事情 は 左 


正 

內 

の 

大 


月 十 

る よ 

家 に 

る ベ 

仰 聞 

謁 を 

開 上 

る が、 

揚 合 


七 

し 

の 


日 京都に 

申 遣 はせ 

殿し 關束 

り 中 上 居 

仰け る 

夫より 

れ ざれ 

な ら ざ 

張 せ ら 

他 正 親 

ぶ ベ き 

入洛 は 


へ、 ヽ 

方 

、且 

故- 

靑 

れ 


て 中 根^ 

故な り。 

於て 御 相 

昨日 媳 i  一口- 

-直ちに  右 

門 樣へ參 

故、 御 取 次 

次第 を 承 

殆 んど赏 

三倐 殿に 

到底 泰嶽 

M  ,^ 事え 


」 と、 岡 部が 「過激の 穰夷 論の 

職 大久保 上京中と は 一 變 して 

の 記事 にても 想 察せられる。 


負、 大 久 保 

此時本 多 

談に 及び 


-fi H 條^ 東 洞院東 こ ± 

.fe へ 入大文 cffea に *^ 

も 其 席に 來會せ _ 


，、大 


市 藏の旅 

彌右衞 門 

し 件 を 陳述せ し に、 殿 下 同意 至極 なれ ど此顷 來所勞 


さ 


保より 急 

て 大久保 


に 面 談 

.e '開し 


ベ 

に 


き 事 

ー仪 陽 

て 參 


右 府ぇ關 白 宣下の 御內意 ありし 場合 なれば 何 察 も 膽府ぇ ゆ 上る 方 


府 公 の 御 許に 赴きお 又 詳細 陳述せ し が、 右 府公も 殿下に 同じく 同 意 

上しけ るに、 此御方 は 御所 勞の上 此節國 事掛り 御辭返 中 なれば とて 

切 御開 上げに ならず 甚殘 念な りし。 奴宮 のし か 


を 以 て 申 上しが 


合 はせ しに， 韓法輪 三 條殿歸 京 以來 殊の外 暴激 にて 頻りに 無！^ 


る ベ か 、り ざ る 勢 故、 近 衞 殿に も宮 にも 此 節は參 

も參 內御斷 りの よし。 目下 S 景況し かー變 

公 御上 京 ありても 御 困難の み にて 如何にもな 

り C されば 別段の，^ 議を W  ； ま 公の 御ヒ •：： 小 も 樹 


內 せられず との 事 


る 上 


は 今 後 如 何 な， 

た 右べ か 、りず。 


せ 

さ れ 

公 ゾ：^ 1, 洛も  一 ^ 
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CI  S ちる ％ こ よ K ヒ る ま じ き やと Q 1?^ なり し 故、 中 根 5 お 惑して 種々 に 考 案 しける 屮藤 井一 ni^ 節來ひ 會 

し、 共 々 に 相談の 上 難儀の. 揚 合に は あれ ど此上 近 衞. 膽 司 雨 公 ^ り 

盧び とせられし 上 其 儀 を 議奏に 下 さ れ、^ 又 此儀は 素 々 .is 律 三 郎 

市  一 M 在京中 なれば 委細 は 巿藏に 承 はり く 詮議す ベ き ほ仞出 

て巿ま 十分に 明解す る 事と なりな ば 事 或は 行 はるべき かとの 議 

陽 明 家へ 赴く 事と なれり き。 (續 再夢紀 事)  , 


御內談 ありて 云々 奏聞 せら れ， 觀 

の 雄議に 起因せ る 事な る が 大 久 

さ れ、 撒 議奏 衆よりの 御^に 答へ 

に 決 し、 や がて 大久 保. 本 ダノ  5 兩人 


當時 京師に 於け る 公武 合體 派の 情勢と 云 へば 右 記事に 一 

壓迫を 被り、 國事褂 の 評定の 如き も 專ら三 條. 姉 小路の 意 見 一 

密に與 る 能 はざる 有様であった。 此の 現狀を 愤れる 一條 

近衞忠 房. 一 條實良 等 は 何れも 相繼 いで 國事 掛を辭 せんと」 

許はなかった が宮 等の 不滿は 霧ら すべく も 無い。 のみな 一 

關， 曰を辭 しょうと し— 正 巧 二十 三日 職 を 辭し鷹 司 輔熙之 一 

た 中 山忠能 及び 正 親 町 赏愛も 世論の 爲に退 身せ ざるべ か. 

一 

親 町. 三 條 によって 僅かに 維持され て ゐた在 朝合體 派の 勢 一 

廷の 大勢 は 今や：^ 間 志士の 意見に よりて 往々 左右せられ、 

論 を 铍 吹して ゐる 最中で、 今更 將 軍の 上洛 延期な ど は 持 出 一 


て も 

に 引 

忠香 

す る 

ら す 

に 代 

ら ざ 

力 は 

長. 土 

すべ 


想像 せらる が、 鬼 角 尊攘 派の 

褶られ て靑蓮 院宮さ へ 其の 機 

二 一條 齊敬. 魔司輔 熙. 德 大 寺 公 純. 

に 至った。 尤も 之に 對レ て觔 

薩 藩と 緣 故の 深い 近 衞忠熙 は 

つた— 議奏中 最も 有力で あつ 

る 情 態 で、 靑 蓮 院 ず 近 衞. 中 山. 正 

0 々 に 不振に 陷る ばかり で、 朝 

の 志 は 熾に 攘夷 卽行 の 急激 

く も く、 宮 等に も 今 は 施す に 


將軍 上洛 延期 術な く 結局 大久 保. 中 根の 周旋 は 不成功に 終りて 大久保 は 乎 を 穴. 一 しくして 歸國 する の已 むな 

の發令 は聽納 


されず 


^嶽の 上洛 


きに 至った。 此の 消息 を 『繽再 夢紀事 J に は 左の 如く 記して ある。 

サー n 山-根 靱复普 翰 を 岡 部駭河 守に 遣 はす 3 今朝せ E 蛴雜太 郞、 村 S 已ニ郞 め 旅 宿に 來て過 n 來人 

久保市 蔵より 御 內談に 及び りし 大樹 公 御 上洛 延期 御發 令の 件 は、 昨 サ 日近衞 殿下の 御 許へ 膨司 

右府 殿御 來會 近衛 左大將 殿に も 御 同^に て 御 相談の ぼ あ り し が、 上 洛豫定 の 期限 追 々指 迫りた る 

今 ：=、 俄 か に 延期の 令 を 發 せ 、し れ たば 朝廷に も ハ 議 を 立 る 輩 多 か る ベ く、 列 藩に も 疑 惑 を 生 ず る 

輩 少 か 、り ざ る ベ し。 此所は 如 何 あ る べき かとの 事に て 輙く御 決 せ- に 至 ら ず。 終に ぉ府 殿に は 青 

蓮 院宮 へ 赴かれ 御 相 に 及ばれし に、 宫 も 異 な る 御 考 案 あ ら せ ら れ ざ り し 故、 此 上 はとて 北 ハ發令 を 

見合 は せらる. - 方に 一 決せられ たりとの 事たり。 扱 右の 如く 延期に 至らざる 上 は、 三 郎 上 京 し て 

も 其 詮なき 事故 是も 見合 度 旨御斷 り. & 上し に、 延 期の 令 は發せ ら れ ざ れ ど、 三 郞には 別に 御用 2 品 

も あれば 矢 張 速に 上京す る樣 にと の 御 內實： にて、 則近衞 殿下より 三郎へ 御 直 書 を 下 げ 、り れ たり。 

故に 止 を 梧ず 太久保 巿藏此 御 直. 書 を 携へ 今夕 出 發、 鹿 兒嶋に 下る に 決せり と. S- 閗し 故な り。 

前記 島 津三郞 の ゆし 出に よる 將軍 上洛の 延期 運動 失敗して 最早 在府の 必要の なくなった 

赛嶽は 正月 二十 二日. 江戶を 出發し 海陸 左の 如く 休 泊して 二月 四日 京都に 着し ニ條 堀川の. 0 

邸に 入った。 

サ 二日 築地 操 練 所に て乘 船、 品 川 沖に 至り 順 動 丸に 乘 移り、 サ三 日朝 品 川 沖 開航、 同日 浦賀に 泊す、 風雨 烈し かりし 爲 

なり。 サ四 ni 浦 賀を發 し 5 子 浦に 滯泊。 サ 五日 W 子 浦 を 發し廿 六日 紀州大 島 沖に 投 儘す、 逆風の ためなり C サ七 iiis:4< 島 
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沖 を 發し由 K に投敲 す、 風雨 烈し かりし 爲 なり。 サ 八日 由 一 炎を發 し、 同日 夕 八 ッ時兵 庫 港に 入り、 サ 九日 兵 庫を發 し， 大 

坂 天 保 山 沖に 着す。 i:ni より 二月 二日 迄 中之岛 自邸に 滞留、 三日 大坂 を發し 淀川 乘船伏 見に て 一 泊、 今 四日 竹 S 街道 入京 0 

、豫て 卷嶽と 略 時 を 同じう して 上洛 を 申し 合 はせ た 山 內容堂 は 前記の 如く 正月 十 R に 江戶 

を發 し大鹏 丸に て 二十 一日 大阪に 着し 二十 五日に 入京して ゐた。 春 嶽は容 堂と 謀りて 島津 

久光を 上京せ しめて 與に 供に 公武 合體の E 的 を 達せん と 期して ゐた が、 京 都に 來て 見る と 意 

京都の 棍亂 外の 混 亂狀態 で、 卽 ち薩 i 長との 反 E や、 三 條. 姉 小路 等の 過激派と 靑蓮院 宮. 近 衞 等の 合體 派と 

の 離反な ど 著し く、 松 平 容保 S 都 守 謹 職) の 武力で は 浪人 共 の 鎭塑は 手に. 餘る の に、 慕 狩 側 は 依 

然として 舊習故 例に 囚 はれ、 一向に 更新の 實 なくして 此の 新 趨勢に 伴 はぬ こと 夥しい から、 春 

嶽 等の 苦衷 は 一 通りでなかった。 か. -る 場合に 小 楠 を 其の 帷幄に 見出し 得ぬ 舂嶽の 寂寞 は 

如， 何 だったらう。 

一 方 尊攘 派で は 幕府の 重職 相 趣いで 入京し 纏て 將軍も 上洛せば 京都の 形勢 或は 一 變 して 

合體 派の 世の中と なる に 至る や も 測られぬ と 見て取つ たの で、 寧 ろ 今の 內に 攘夷の 期限 を定 

めさせる に 若 かすと し、 二月 十 一 日長 州の 久坂 玄瑞. と 寺 島忠三 郞. 肥 後の 疆武 兵 衞の 三士 は 鷹 

司關白 邸に 赴き、 速に 攘夷の 期限 を 確定 し、 且 つ 言路 . を， 開 き 人材 を擧げ 時勢の 急に 應ぜら れ-た 

, は しとの 建白書 を 上り、 若し 容れ られ すば 死す とも 返 かじとの 決意 を 示し、 繽 いて 正 親 町 贊德. 三 

關 白に 迫る 條西季 知. 橋 本赏麗 等の 十二 廷臣 も 議奏. 傳奏の 人達と 供に 同 邸に 至り、 久坂 等の 議を實 行され 


攘夷 期限 決定 


春嶽等 政令 一 

途の耍 を强調 

す 


張した が容れ 


後に 於て 相 

て 攘夷 期限 

しめたの は 

就きての 勅 

下された。 

か. -る趨 

際 朝廷より 

天下の 治定 

兩 本位 論 だ 

か つ た。 然 

ら政權 返上 


違 

力 

は 


ら れ す、 遂 

無く 外 夷 

關 する 書 

ふ 迄 もな 

を 賜 はり _ 

く て 尊 攘 

を 目前に 

を專 任せ 

望 む ベ か 


ん こと を 促した ので 、闘，：：： も 意 を 決して 參 內 上奏した。 ；大 £$| は 諸 廷臣 を ガ：： して 

ひ、 卽夜三 條實華 橋 本實麗 等の 八 人を慶 喜の 寓 所に 遣 はし 、幕府 側 代表者 を 詰 問 

夷 期限の 卽答を 促された の で、 慶喜は 春嶽. 容堂. 容保等 を卽刻 召集し て 朝. 慕 間の 

翌 十二 日曉に 及んだ。， 其の 間 春嶽は 今日 孃夷 期限 を定 むる は輕卒 で、 而も 至難 

軍の 滯京 日數を 十日 間と し、 其 の 歸府後 二十日の 猶 

絡すべし との 案が 成り、 同 十四 曰慶 害. 春 嶽. 容 堂. 容 保 

廷に 奉り、 同時に 之 を 天下に 公布した。 彼等 をして 

攘 派の 壓 迫で ある。 同 十八 日 朝廷で は 在京 諸侯 を 

言 路を 開き 草莽の 徒に も 其の 意見 を 具申せ しむべ 

氣勢は 愈，、 揚り 其 の 言 論 は 倍： 過 激 となった。 

つけられた 慶喜. 春 嶽等は 最早 幕府が 政權を 奉還す 

ん こと を 請 ひ 奉る か、 孰れ かに 決して 政令の^ 一  を 

る を 認める に 至った。 抑， 彼 等の 主張す る 公武 合體 

ら 此の 新 意見と は 氷炭 相 容れぬ もの だが、 叙 上の 情勢で はかく：^ 感 

當 時の 情勢 は 朝廷より 改めて 政權御 _ ^；:  & になる は 望み 難く、 さりと 


其の 

に將 

を 担 

く 尊 

-且 つ 

派の 

見せ 

られ 

ら ざ 


力 

と 


す る 

炎 ^ 

なり 

豫 を 

四 人 

力 

す 


ヒ 

召 

る 


を 微し給 

と m ベ C  0 

yi  It  ft コ 

力 n.5: カオ 

と 極力 主 

乞 ひ、 其 の 

の 連 に 

舉に 出で 

て， 攘夷に 

の勑 3" を 

，又は 此の 

ねば 到底 

畢党朝 翕 

る 外 はな 


て 又！^^府か 


いふ 捨身 一番の 更生 方 もー曆 むつ かしかった。 そ. d にも 拘らす 卷嶽は 大いに 
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, ^心する 所 あり、 慶喜. 容 堂. 容 保と 供に 近 衞前關 白 邸を訪 ひ、 そ こに は 廳司關 白 も 中 川 宵 も參食 

せられ、 政令の 一につ きて 協議した が、 遂に 要領 を 得ない の で、 春嶽は 御前 會議を 開いて ほし 

いとまで 提議した が、 本 問題 は將軍 上洛 後に と 云 ふこと になって 終った。 

足 利將軍 木像 さう かう する 內、 二月 廿 二日 浪士の 一 圑が 嵯峨等 持院に 安置せ る 足 利 尊 氏 以下 三代の 木像 

の 梟首 の 首 を 奪って 之 を三條 河原に 梟した 事件が 勃發 した。. 當時は 一般に 德川 氏に 擬す るに 足 利 

を 以てして ゐ たの で ビれは 直ちに 德川將 軍に 對 する 意思表示に 外ならぬから 慕 椅は大 い 

に 神 經を惱 ました。 而も 將軍家 茂 は 此の 前日. y 戶を 立ち 東海道より 上洛の 途に 上った。 か 

くの 如く 浪士の 暴行 はとても 手が つけられす、 朝廷に は 急激 派が 勢力 を 占めて 眼中 幕府な く、 

寧ろ 攘夷 を 好機と して 幕府に 無理 を强 ひんと 企圖 する 者 すら あるの で、 春 嶽が慶 喜. 容堂. 三郞 

等と 提携し、 同時に 叉靑蓮 院宮. 近衛. 中 山. 正 親 町. 三條 等と 結合して 尊攘 派の 勢力 を 一掃して す 

飾の 形勢 を 挽回し 公武 一 致の 國是を 立てん とした 當 初の 見込 は 全く 外れて 仕舞った。 卷嶽 

- は 斯くて は將軍 上洛 ありても 何の 効 菜 も ある まじと 悲觀 失望す ると 倶に 自分の 進退 を も 決 

しょうと 考 ふるに 至った。 

二月 晦日 直 臣を座 前に 集めて 大 に (^1 嶽^ 進 返に 關 する 時宜 を議 せしめ ら る。 重臣 等と り，/ \ に議 

し、 到 1 攻事爲 す ベ か ら ざ ろ 今 ni なれば 速 に 職 を 链 し 返 て  一 t 薛の任 を 逢 さる \ 外 あ る ベ か 、リ ず と 申 

立し 故、 公 其議を 採り 大樹 公 入洛の 上 辭表を 出さる， - 事に 決せられ き。 g 再夢紀 i 
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將軍 入京、 
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畢^ 慶永等 菲才 薄 德 な る を 以 

依 り て 事 を 成 す ベ き に あ ら ざ 

ベ し、 慶 永も^ 理の行 はれ ざ る 

云 々 * 上 ら れ た り き。 (續 再 夢 

翌四 n 將軍は 着 京 して ニ條 

勸 め、 且 つ 自ら も 總裁職 を辭せ 

(舂嶽) 

五 P 公 將 軍職 を辭 せられ 然る 


裁 職を辭 する ことに 決し 

ら れんこと を勸 むる と 同時 

に 赴かる。 大樹 公 本日 同驛に 

舊 制に 拘 はらず 追々 朝廷 尊 

武御 一 和の 方に 建 力し けれど 

て斯る 次笫に 至れる は 勿論な 

る もの あ り、 故 に此 上は將 軍職 

世 に 立 ち て 重職 を稷 す ベ き に 

^ き 

械に 入った が、 春嶽は 五日 更 

ん こと を 願 ひ 出た。 

ベ き 旨 Q 意 見 書 を 大 樹 公 に 牽 

已に 一 昨日 大津驛 に 於ても 上 

上 は斷然 御辭職 在らせら る- - 


再 び 上 京 以 來 の 實 況 を 詳述 し、 

す ろ 決心な る が、 大 樹 公 に も 此 

捧 呈 せ ら れ た り。 左の 如し。 

昨年 深く 御 尊崇 之 筋合 被 思 召 S 萬 事 叙 盧御遒 

撗井小 楠上卷 傅 記篇 


た 春嶽は 三月 三日 將軍 上洛 を 途中 

に 自ら も 辭職を 決意せ る^ を 陳述 

著せら る \ 箬 なりし 故な り。 此時公 

崇 の 實を擧 られ、 且 一 橋中納 言 始. 慶永 

今日に 至り いまだ 寸分の 宵 効 を 見 ず、 

れ ど、 更 に 方今の 狀態を 顧る に 道理に 

を 银 せらる ， ^外な され かた あ ら ざ る 

あら ざれば 速に 職 を 0 する 覺 1^ なり 

に 意見書 を 呈 し て ：冉 び 卄； ハ の 職 を 

ら る。 此 日 公 登營 して 大樹 公 に 謁し、 

陳 せし 如く 慶永 はいよ 職務 を 0 

事 を 希 望 す ま 々 中 上、^ ち に 意 蒈 を 

被レ， 在 候 儀に 付、 何も 御先へ 上 京 仕 乍レ 

七 〇 九 


慶喜 參內、 政 

狭 御 委任に つ 

き 奏上 

將 軍相續 い て 

參內 上奏 


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  七 一 〇 

不， 及 精々 建 力 仕 候 得 共、 今 曰に 至り 諸 端 棍雜仕 凭 角 人心 居 合 兼、 恐 今 に 被， 惱 一一 0 盧ー候 御^ 第 ？ 

恐 入 一 候。 若 亦此上 外に 思 召 通 被 irl4、 上 は 被レ 安一 1 0 襟 一 下 は 萬 民 を 被 レ爲& 候 御 見 込 被：， 爲， 在 候 は 

V 格別、 左 も 無 一一 御 座 1 候 は  <  乍， 恐 將軍之 御 職掌 相 立 兼 候 御 儀に 御座 候 得ば 其 m 主上え 被 一一 仰 .Mi 

速に 御辭職 被， 遊 候 之 外 有 1 一 御 座 一間 敷 と 奉， 存 候 間、 厚 、 御 思 盧 被 レ爲& 候 樣 奉， 一希 望 1 候。 (績 再夢紀 事) 

慕府 有司 等 は 之 を 見て 將 軍の 出 發前 ならば 鬼 も 角、 今 となって 春 嶽が斯 かる 言 を爲 すは不 

當 なりと なしたら しく、 無 論 之 を 採用 せられる 段に は 至らぬ。 同 五日 慶喜 は參內 して 「大樹 

に は 昨年 來專ら 積年の 非 政 を 去り 更に 時勢に 適すべき 新政 を 布く の 決心に て已に 其の 事に 

著 手し、 殊に 攘夷の 聖觔を も 降され たる 今日なる が、 いよ/ 此 等の 事業 を 成し 遂 ぐるに は 

上下の 人心 專ら 一 致 一 和 を 要する は 申 上ぐ る 迄 もな き 故、 願 はく は此際 更に 從 前の 如く 庶政 

を舉 げて關 東へ 御 委任 あらせら れ、 天 下 をして 向 ふ 所 を 一 に歸 せしめら る X 様」 にと 奏上し 

たるに 對し、 「征夷 將軍之 儀 惣て此 迄 通 御 委任 被， 遊 候。 攘夷 之傣 精々 可， 盡， 一忠 節 一事」 との： g 書 

を 下賜 せられた。 乃ち 七日 將軍 は參內 して、 

都て 是迄之 通 御 委任 之 儀 蒙， 1 御沙汰， 奉レ畏 候。 然上は 御 國政向 都て 前々 之 通 差 圖仕候 事に 御」 M 候 得 共 叙 

. 慮 之 趣 も 無，, 御腹 藏， 相 伺 度 候。 此段奉 n 申 上， 候 事。 

關東 政事 向 不行屆 之 儀 も 御座 候 は^ 無 n 御 遠慮， 御敎論 被， 爲， 在 候 様 奉， 願 候 事。 

と 上 ^す る と、 何 ぞ 計らん や 左の 勑書を 降 さ； £ た。 


菜 外なる 勅 著 征离將 軍 儀 是迄通 御 委任 被 レ遊候 上 は彌以 叙 慮 遵奉 君臣 之 名分 相 正 闔國 一 致奏 U 穰 夷之 成功， 人心 歸服 之處 

可， 有， 之 候。 國事之 儀に 付て は 事柄に 寄り 直に 諸 藩へ 御沙汰 被 レ爲レ 在 候 間 翁て 御沙汰 被， 1 成 置， 候 事。 

ノ かくて は 攘夷 實 行の 責任 をのみ 全部 幕府に 負檐 せしめ、 而も 事柄に よって は 直接 諸 藩へ 御 

諮問に なるとの 仰で あつ て、 從前 の如く政務を慕府に專任さる^のとは隨分の距離が^^ り、 政 

令 一 途 幕府へ 御 委任 を 奏請した る慶 喜の 事前 工作の 効能 は 全く 見るべからざる 形と なった。 

春 嶽は將 軍への 進 言 は 用 ひられぬ 上に 剩へ 右の 如き 結 衆 を 見 て、 愈.^ 心外 に堪 へす 九日 病と 稱 

卷嶽辭 表 提出. して 屏 居し、 左の 總裁 職辭 退の 內 願書 を 閣老に 提出した。 

昨秋 御 役 被， 1 仰 付， 候 以來乍 レ不レ 及 公武 御 合 鉢 之 御主 意 相 貰候樣 仕度 深く 心痛 仕、 別て 當卷 上京 仕 候に 付て 

は 一 橋 中納言 殿申談 只管 勒旨 遵奉 之 外 他事 無レ之 今日 迄 相 勤 來候得 共、 素 々 不背 之傣故 鬼 角 御 一 和 之筋徹 

底不レ 仕、 所詮 此儘 にて は 下 生 民 之 塗炭 を 救 ひ 上 可 レ奉レ 安 U 宸襟， 見込 難- 1 相 立 1 恐懼 至極 仕、 更に 奉仕 之 目途 

, を 失 ひ 危急 之 御 時節 迎も相 勤まり 不レ申 候 間、 速に 御 役 御免被- 1 成 下 1 候 様 伏て 奉- 1 願 上 1 候。 且又 拜命之 節、 

. 叙 慮 を 奉 レ恭候 儀に 御座 候 得ば、 前文 之 次第 朝廷へ も可レ 然様 御 取 成 被， 下 候 様 奉， 1 願 上 1 候。 是迄碌 直 任 

, を 汚 罷在候 傣實に 奉 n 恐 入， 候。 . •  . . 

三月 九日  ：:  松 平春嶽 

蓋し 春嶽が 此の 擧に 出で たの は 三月 十二 日に 村 田 巳 三 郞が薩 藩士 高 崎 猪 太 郞に會 見の 際 

「此節 春 嶽の辭 表 を 出せる は 別意 あるに あら す、 全 く 術策 盡 果てた る 故で ある」 と 話して ゐ 

横并小 摘上卷 傳記篇  七 一 一 


^十 EI 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  七  一二 

る 通りで、 彼の 公武 合體 連合に 對 する 希望 は 達 せ ら れす、 他面で は慶 喜と も 性格の 和逮 其の 他 

の 事情より して 理想的 戮協は 困難で あり、 叉容 堂. 三 郎等と も 各の 立場より 十分に 協同 一 致の 

實 を擧げ 得ざる の 場合 も^り、 加 ふるに 外 は生麥 事件に て英國 の來り 迫る あり、 內は 攘夷 卽行 

の 朝 3!!: にて 出来ない 相談 を 持 掛けられ などして、 進退 此に谷 まりた るに、 此の 危局 を 取 捌く ベ 

き大 識見 者. 大手 腕 家が 其の 身 邊にゐ なかった 爲 であらう。 

然るに 嶽の辭 職に つきて は 山內容 堂. 伊達宗城 など 彼と 懇意の 間柄に ある 人達で も 賛成 

せ す、 慶 喜 始め 閣老等 は 極力 其の-招 任 を勸吿 し、 どう あっても 凝 任 するならば 切め て生麥 事件 

だけ は- r 付けてから にして ほしいとまで 云った。 と 云 ふの は 此の程 英國 公使 は 本 事件に 關 

し 木^ 政府の 訓令 を 乞 ひ 軍艦 數楚を 率ゐて 横濱に 入港し、 三 ケ條の 請求 (本 篇五九 三 頁) を 以て 

最後 の 照. 會 狀を發 し 厳談に 及んだ ことが 二月 十六 日に. 江戸から 46 報せられ て 以来、 在 京 慕 ぼ 

も： y ハ のせ I 置に ほと 當 惑して ゐる 所で あるので 總裁 職と して の 役柄から しても 卷嶽に そ 

れ を處理 して 貰 ひた く、 春. 嶽 が 三月 十四日 入洛の 害なる 島津久 光と は 入魂の 間柄で ある を 幸 

に； 裘 面より 久 光に 說 いて 此の 事件 を 落着せ しめたかった ので ある。 春嶽は 諸方 面より 留任 

の勸吿 が あるので 進退に 就き 更に 重臣の 意 In ルを徵 して 晃る と、 や はり 此の際^ 職す る の を 可 

な りと する ので 辭意を 翻へ さぬ ことに 決意 し、 生 麥 事件に 關 して は 幕府 は 英國の 望める 如く 

に^ 金 を 交 付 し、 島 津には 相 當の謹 责 を 命す る を 公正の 處 分 と し、 裹 面よりの 工作 は 好まない 
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一 泊して 二十 五日 歸藩 したが、 今 津に休 泊 中二 十 三日 曉、 番頭 荒 川 十 右衛門 京都より 早 追に て 

來驛 し、 卷 嶽出發 後の 京都に 於け る 出来事 を 報じた。 それ は 左の通り だ。 
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人より 云々 願 意 

M  茚さ 、ひ 0  S 

K  ^  5  、ん グ劳 

々急 度 も 可：， 被-仰 

たりき。 (續再 夢 

事情に 出で たと して も、 其 の 非理なる は 云 ふまで もない か 

覺 悟して ゐ たりし に、 荒 川より 朝 * に 於け る內 決の 次第 


奏 より 御 

容 を 願 ひ 

三 郞. 出 淵 
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發 足、 出 立 後 相 届、， 

し 故、 已 に 出發せ る 今 

直に 願 ひ 出べ しと 答 

十 餘 人，^ 坊城殿 へ 推 

ひ泰 りたし 云 々厳し 

に 赴かれ 不在な りし 

届けられたり。 尤 御 

已三 郞ニ條 城に 赴き 

第 を 陳述せ し に、 小 笠 

速御內 報に 及び 然る 

是迄 精勤に 付 出 格 之 


と 


を 閱き大 い に 安 心 し、 同 驛 より 直ちに 中 极靱負 を 上京せ しめ 關 申 慶 直 ヮ 板 倉に 謝辭を 述べし め 

た。 春嶽歸 福の 翌ニ 十六 曰 京都に て 閣老水 野 和 _ 京 守より 左の 如く 達せら れ、 其 の 達 書 は 出 淵 

傳之 丞携帶 して 當日 京師 を. 發し廿 八日 福 井に 着した。 

總裁職 解兔及 松 平 春 嶽儀御 政事 總裁職 御免 相 願、 未 御 許容 も 無 レ之處 勝手に 當地發 足 致、 出立 後 其 段 相屆、 且引戾 之 俄 相 達 

び 逼塞 

. 候 處殘り 居候 家來相 支、 其 儘 歸國之 段 如何 之 事に 候。 叙 慮 を 以總裁 職 被 >1 仰 付 I 旣に 御免 願 達 二 叙 聞， 御開 

： 屆無 レ之內 前書 之 始末、 對 U 朝廷， 別て 不束に 付 急 度 も可レ 被， 仰 付 1 候處、 是迄 出精 相 勤 候に 付 、出 格 之 御？？ 免 

. を 以總裁 職 御免、 逼塞 被 n 仰 付， 候。  . 

三 郎の來 去  さて 島津 三郞 は生麥 事件の ために 薩藩 防禦 準備の 必要 やその 他の 理由に て 上 京. を 0 控 へ 

てゐ たが、 たびく の 召命 默 止し 難き と 京都の 形勢 甚だ 憂 ふべき もの あれば それに 對 する 意 

見 具申の ためと で、 文 久 三年 三月 四日 鹿 兒島を 發し同 十四日 入京した。 然るに 彼の 上呈 した 

意見書の 內容は 採用 さる 所と なら す、 京 都の 形勢 は 彼の 手に て はどうす る こと も出來 す、 藩 

地に は 英艦渡 來の掛 合 も あるの で、 長 居 は 無用と 滯京 僅かに 四日に して 同 十八 日に 已に 引返 

して 仕舞った。 次いで 山 內容堂 は 同 二十 六日に、 伊達宗城 は 二十 七 曰に 备歸 國の途 につ き、 其 

の 一方で は 靑蓮院 宮は國 事 扶助 を、 近 衞前關 白は內 覽を辭 するな ど、 公武 合體 派の 勢力 は 全く 

地を拂 ふの 觀を呈 する に 至った。 斯 かる 公武 合體派 連合 運動の 蹉跌に 對し春 嶽ゃ容 堂 等の 

失望 はさる 事な が ら、 本 運動 を 立案した 小 楠の 遣憾も ひ 遣られる。 彼 は 幅 井 にあって 京都 
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の 形勢 を 如何に 眺めて ゐた であらう か。 其の 齒库 さ、 抵牾 しさ は眞に 察する に餘 りが ある。 

小秘の 消息  卷嶽は 今度 上洛す るに 當り 出來 得べ くんば 小 楠 を 京都へ 招致して 其の 帷幄に 侍らし めた 

いとの 考が あると 同時 に、 合 體派側 諸 藩の 有志の 間に も 其の 希望が 多かった らしい。 正月 廿 

八日 附宿許 宛の 小 楠の 手紙 (遣 犒篇 「書簡」 一 四 一) の 「別 啓」 中に 舂嶽 始め 越 藩 一 統 では 自 

分 を 京都へ 呼 寄せたい 意 向 で、 其 の 他 諸 藩の 有志よりも 同様の 申立が 有る 由 だから 或は 出京 

する 様になる かも 知れ ぬ、 尤 も そ れ で は 心痛の 次第 も あるから 今 暫く は當 地に 滞留したい と 

記し、 叉 二月 七日 附で 同じく 宿 許に 寄せた 書 (遣 稿篇 「書簡」 一 四 二) 中に も、 其の後 諸 藩より の 

申立 も あり 此の ま i 在 福す る譯 にも 行かぬ 様子で 自然 上洛す る 事に 成る であらう が、 自 分 は 

矢張り 暫く 越 前に 止りたい との 希望 を： g らして ゐ るの を 見ても さう 想像 せられる。 此の 二 

通の 書 狀の他 節 を 見る と、 小 楠は猶 此の 時まで は 可な り樂觀 的觀察 をな して ゐる。 そして 二 

月 七日 付のに よると、 左 平 太と 至誠 院の 甥なる 不破源 次 郞の兩 人が 其の 月 三日に 福 井に 着し 

て 居 リ、 そ れ にっき 小 楠 は 「よくこ そ 參り候 事に 御座 候」 と 書いて ゐる。 右 兩人は 小 楠が 特 

に 呼 寄せた のか、 彼等が 自發 的に 来たの か 此の 文面で は 能く 分らぬ が、 何れに もせよ 小 楠と し 

て は 前年 來江 戶滯 在中 も、 又 來福後 も 膝下に if はいて 修業 させて ゐる大 平と 偶に 其の 兄の 左 平 

太 を も 自分の 手許で 十分に 敎 育しょう との 考 から 今度 左 平 太の 来たの を歡迎 した もので、 彼 

が江戶 遭難 後 特に 左 平 太の 境遇 を 心痛し、 又 兄弟の 修業の 爲に 如何に 深く 考慮して ゐ たかは 


彼が 五月 廿 四日 附 にて 肥 後の 社屮に 寄せた 手紙 s 槁篇 「書簡」 一四 六) によっても 明ら 力で 

あ る。 

然るに 其の後の 京地の 形勢 は 小 楠の 豫期を 裏切り、 旣 記の 如く  二月 中旬に は 過激派の 朝臣 

及び 志士 は 朝廷に 攘夷 期限 決定 を 迫りた るより 朝. 慕 間の 談判と なりて 其の 期限 決定の 已む 

なきに 至る し、 其 の 月下 旬に 至りて は將軍 上洛の 途中で あるのに 足 利將軍 木像の 枭首を 始め 

良 土の 暴行 は 乎 もつ けられすな るし、 叉英國 公使 は生麥 事件に つきて 最後の 照 會狀を 突附け 

て 嚴 炎 こ， 及ぶ し、 a: に 文字通りの 內外 多難 で 、朝. 慕 俱に 措置 共の 宜しき を 得 ざれば 國 家の 大事 

とならん とする 狀 態に 立 至った ので、 小 楠は國 家の ため 憂慮に 堪 へす 在京の 慕府 代表者に 建 

白書 (遣 稿篇 「建白 類」 一 〇) を 提出した。 其の 要^ は 方今 天下 之 勢 航海 開け 四海 萬國 比隣と 

なった ので、 四面 海 を 以て 環ら せる 我が 國が 往日の 如き 孤立 鎖國は 到底 出来る もので ない。 

直しく 舊來の 鎖 鑰 を 開き 彼が 長 を 取り 富國强 兵 の 實 政 を 行 ふ ベ き で ある。 叉 英國の 三ケ條 

の 請求 を 一 切 取上げ ざれば 彼 は 我が 曲名 を 夭 下に 唱へ 列國 申し 合 はせ 来り 侵す は顯然 であ 

る が、 今 曰 人心の 不和. 器械の 不備 を 以て 戰 V 学に 及べば 百 敗 必然 の 勢 なれ ば、 假令觔 命 であって 

も 誠心誠意 諫 諍し、 若し 聞かれ ざれ は 速に 大權を 奉還し 外 國には 其の 情赏を 明らかに すべし 

と 云 ふに ある。 小 楠 はかくの 如く 此の 時の 形勢 を 非常に 重大視して 三月 九日と 翌 十日に 宿 

許に 書面 を 出して、 英國 よりの 申し出 を拒絕 せば 直 樣大阪 へ 乗り込む か、 薩 州へ 押 懸ける の は 

横 井 小 楠 上卷 傅記篇  七 一七 


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  七 一八 

必定 だ。 自然 戰爭 になれば 沼 山津の 住居 は 不安心 だから 親戚の 不破敬 之 助 方に 同居す る や 

うにと 注意して ゐる が、 彼 は 此の際で も外國 との 交涉は 朝. 慕 一 致さ へ すれば 如何様に かなる 

との 意見 を 持 ち、 し かならん こと を 切望して ゐる。 (遣 稿篇 「書簡」 一四 三參 照) 

京地の 情勢 は： 惡 化して 春嶽も 職を辭 して 京都 を出發 するとの 報が 幅 井に 達した。 三月 

廿日に 宿 許に 寄せた 書面 (遣 犒篇 「蒈 簡」 一四 四) に は 左の 一節が ある。 

京師 御所 澄彌 以外 國御担 絶に 相 決し、 誠に 恐 入 奉レ存 候。 泰嶽 様へ は 御 役御斷 にて、 明廿 一日に 京師 御發駕 

(彥 次郞、 養母 方^ 父) 

と 只今 * 來り 候に 付、 只今より 源 治郞. 泰吉を 京師に 大早 にて 遣し、 私 存念 を 小 野 殿 • 敬 之 助 迄 申達し 候。 

(源 次郎の 兄) 

源 治郞は 直に 御 國へ歸 し 候 害に て、 泰吉は 引返し 候 事に 御座 候。 源 治郞不 レ遠歸 鄕可レ 仕、 委細 は 御 承知 可 レ被レ 

成 候。 左 平 太 • 大平は 今暫此 許に 留置 申 候。 

此の 時 小 楠が ゆし 出た 存念 は 何人も 知りたい 所 だが、 惜しい 哉 それ を 知る に 資料が 存 せぬ。 

なほ 右の 手紙に よると 此の 時 迄 は 左 平 太. 大平は 越 前に ゐ るが、 間もなく  二人 を國 許に 歸 した。 

それ は外國 船の 薩州 砲擊の 如き 事件が 突發 すれば 九州 地方の 平和 も 保證し 難いので、 女ば か 

りの 留守宅 を氣 遣って 兄弟 達 を歸國 せしめた のかと も 推察 せらる \ がビ の 理由 もよ く 分ら 

ぬ。 小 楠 は 右 兄弟 を 再び 呼 寄せたい 意志 は あ つたが、 其の 機會は 遂に 惠 まれな か つた。 

なほ 五 n::  二十四日 付の 熊 本社 中への 書面 (遣 稿篇 「番 筒」 一 四 六) 中に 「山 田. 宮 川. 江 口 諸 1!;^ 

御 打 立 如何に 決した る 哉 、何分 相 待 巾 候」 と あり、 ：1 いて 六月 十五 口に 社中へ、 1:^ 十七 日に 宿 許 


へ の 昔 信 s 稿篇 「害 簡」 一 五 〇 二 五 一) 中には. 江 口 列が 九 H に 京 乱に し、 江 n 一  人 十五 R: に 

來福 せる 皆 を 記し、 又 七月 四 曰 付に て嘉 悅. 安 場 宛の 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 一 五三) に は 「山 田. K 

川. 、江 ロー  昨夕 參り、 何も 元 氣宜敷 御 安心 可レ 被：. 下 候。 朝夕 何 角 之咄し 合樂申 候。 今 暫は此 許に 

滯留 云々」 と あるから 江 口 は 上洛 早々 單身福 井を訪 うて  一 s 一は 引返 し、 七 月 又 三人 同伴に て 

出 懸けた ものら し い。 兩甥 を歸國 せしめて 孤獨な 恩師の 寂寞 を 慰める ために 北行した 三人 

の 門弟と、 それ を迎 へて 喜ぶ 小 楠との 問に は 語り 盡 くせぬ 話題が 積って ゐて、 小 摘 社中 獨特の 

美 はしい 情味が 溢れたら うこと を 小 楠の 最後の 滯福 中の 一事 K として 附記して msl く。 

^ 春嶽歸 藩 後 の 福 井 

公武 合體の 運動に 成功し なかった 春嶽は 遂に 辭表を 提出して 共の 聽許 をも俟 たす 〈お 祭 京 

都 を 退出した。 抑； 右 運 動に 於け る 春嶽の 苦心と 盡 力と は 大いに 多と せねば ならぬ が、 さりと 

て それ は 無斷歸 藩の 責を輕 める もので はない。 將 軍の 上洛 を 主張 し、； 冉 度の 觔使下 2 に 際し 

て は 其の 待遇 法改正に つき 閣 老中の 異論 を排 して 一 意 朝き の S1 奉に 力め 、攘夷の 觔 a に對し 

て慶喜 は 開 國說が 其の 持論で あるから 安んじて 之 を 奉じ 難レ として 後見 職の 任まで も 巾 

し 出た の を 宥め 賺 して 枉げて 上京せ しめたの は卷嶽 であった。 今 京地の 形勢が 自己の 豫想 

と 反して 翁 地に 陷 つたと はい へ、 幕府；？ 司が 因循姑息 にて 彼の 議 が 容 れ ら れす仉 に 爲 す お る 
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能 はじとの 煎 じがら し 理由の 下に 其の 職 を 去った は 到底 無責任た るの 譏 を 免れ 得ない。 世 
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3n す 

篇 (遣 稿 
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勢 一 時 

次第に 

至りで 

治 道に 

何に し 


か ら 云 へば 內外俱 

に 大任 ある 地位よ 

福 井 藩 今後 の 立場 

維持す る爲 には斷 

迎 へて 人心の 動搖 

る 兆さへ ある。 か 

それで 小 楠 は 其の 
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より 亂 世に 備 へて， 


に 危機 相 迫りて 最も 爲す 有るべき の 秋に 際して、 春嶽 は無爲 無策な 

るので、 天下 從來の 信望に 背く こと 甚だし く、 延 

こと- - なった。 故に 信 を 天下に 回復し 一藩の 

ならぬ が、 當 時 福 井 藩の 狀態 たる ゃ春嶽 の無斷 

振起せ る 士氣は 弛緩し 一 致 和 協の 精神 も 崩れ 

も 立てられ ぬから 先づ 之を醫 する のが 急務で 

べき 方針 を 示すべく 「處時 變議」 と 題せ る 一 

忌憚な き 忠 言 を 試みた。 起草の 月日 は 記され 

の もので あらう。 それ を 見る と近來 朝野の 形 

動靜も 平穏と なった ので、 一 旦 緊張した 士氣も 

は 本 藩に 於ても 免れざる 所で 如何にも 遣憾 Q 

て 折角 振起した 年来の 士氣に 拍車 を か け、 眞 の 

下に 先鞭 を 着けねば ならない。 眞、 の 治 道 は 如 
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ると 
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て 興す かとい ふ に、 能 く  土民の 疾苦 を 察して 救恤に カを盡 く し、 緊 切缺 くべ からざる 事 

業に は 財を竭 くしても 慳む ベから す、 已 に 着手せ る 農 兵 取 立. 蒸 氣船購 入. 安 岛 開港の 如き は 如 


何に 莫大の 經費を 要し 且つ 世間 鬼 角の 議論 は あると も斷 行す ベ きで ある。 而 して 藩主た る 

者 何事 も 身 自ら 其の 難に 當る にあら ざれば 事 は 成らぬ、 出で て は 自ら 農兵 を檢 11 して 士卒と 

苦 樂 を俱に し、 自 ら蒸氣 船に 乘 りて 風 清 の 險を冒 し、 自 ら 11 港の 地に 臨みて 經濟の 事業 を督勵 

し、 其 の 他 自ら 糧を携 へ て 風 火の 難に 赴く は 勿 論、 常 に 領內を 巡視して 庶民の 疾苦 を訪 ひ、 櫛 風 

沐雨 宛然 戰 場に 在る の 思 を 以て 煩 を 省き を 示 し、 入 つて 廟堂に 立つ 時 は 勵精治 を 11 り、 一 身 

の 富 a を 忘れて 親しく  士  の 武技 を閱し 砲術 を 訓練して 敵 を 挫く の 基 業 を 盛に し、 以て 身心 

を國 事に 竭 くせば 士氣 愈.、 勃興 して 房 壯質實 とな り、 遊 惰の風 を 一 歸 し、 2^ 衆 も 亦 共の 恩 德に感 

激して 自ら 私愁を 忘れ 奉行の 誠 を 致す であらう と 述べ、 終に 問答 文體 として 幅 井藩當 時事 を 

興す こと 多き が 故に 或は 財 用の 足らざる を 憂 へ、 或は 紙幣の 增加を 恐る i の 論 ある も 愛 ふる 

に 足らす とて、 極めて 積極的で 而も 樂觀 的な 經濟論 を 添へ て論釋 して ゐる。 i み I し 文屮に 朝野 

の 形勢が 一 時 小康 を呈 したと あるの は、 將 軍 家 茂 は 三月 七日 參內 して 攘夷の ：8  :f 妮を受 け、 同 卜 

九日に は 其の ぼ を 列藩に 達 し、 同 月廿 二日に は 水戶慶 篤に 將軍目 代と して 關東守 衞. 英 人 應 接 

のた め 東 下 を 命じて 鬼 も 角 も 攘夷の 第 一 歩 を 踏 出し、 一 方で は 同月 十 一 日 攘夷 祈願の 爲贺茂 

行幸の 事 ありて 將軍 以下 供奉して 表面の みに せよ 公武 一 和の 風が 見 え、 當 分 は 案外 平 0 な 狀 

態が 續 くので ないかと 思 はれた の を 云った もので あらう か。 

小 楠 は 上記の 如く 「處時 變議」 を艸 して. 福 井 藩の 向 ふべき 所 を 示す と 供に 藩 財政に 對し 
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ての 同 藩士の 杞憂 を 除き 以て 其の 結束の 亂れる を 警めた が、 併し 一 旦動搖 した 人心に は 自然 

間隙 を 生じ 易い ので、 此の際 朋 黨の爭 を增激 する やうな ことにな つて は 現下 福 井 藩の 一 大事 

「朋黨 の 病」 を であると 考 へて 四月 二十 五日 付で 同藩 主に 「朋黨 の 病」 にっきて 建言した。 (遣 稿篇- 「建白 

建言す 類」 乙、 三) これ は 藩主が 率先躬行して 政治に 當り 朋黨の 生す る餘地 無き やうな す 可き である 

と 言 ふの が 其の 要ビ 曰で、 議論と して は 何の 卓見 も 無い が、 當時 藩內の 情勢に 照らし 合 はせば 小 

埔の 此の 建 言 に は 特に 慮る 所があった らしい こと は 此の 後 間もなく 記述す るが 如き 由々 し 

き黨爭 が勃發 したので も 分る。 

福 井 藩で は 上記の 如く 春 嶽の無 斷歸國 によって 其の 立場 を 失 ふこと になった のに 對 して、 

何等かの 手， ルスに よりて 之が 回復 を 園らねば ならぬ。 偶； 藩 主 茂昭も 此の 年 二月 十六 日 以来す 

都に 在った のが 三月 一 日 同地 を 退きて 六日に 歸 藩して ゐ るか ら、 君臣 の 間に 種々 評議が 凝ら 

される 事と なった が、 其 の 際 小 楠 も 之に 與る のみなら す 其の 中心人物で あつたの は 云 ふまで 

. も 無い。 此の 評議の 結 某と して、 當 時の 形勢た る、 無謀なる 攘夷論 は 愈，^ 激烈と な つて 朝廷 を 動 

かす 一方、 幕府で は 自ら 其の 成算な きを 知りつ X も 横 濱鎖港 談判 を 開かう として ゐる。 タ國 

が 之 を 承諾す る 害の 無い のみ か、 其 の 朝 旨に 出で たる を 知って ゐる 彼等 は 直ちに 廷臣と 談半 

に 及ぶべし とて 何時 其の 軍艦 を攝 海に 乘 入れる かも 知れぬ。 さる 場合 ともなり なば 皇國の 

安き に關 して 容易なら ぬ 次第で あるか ら、 其 の曉に は闔藩 一 致 上京して 京畿の 守備に 當 るべ 


き は 勿論 だ が、 袖 手斯 くなる を 待つ よりも 速に 二三の 大 藩と 議を協 はせ て 朝 廷. 慕 府に 建議し 

て 進んで 皇國萬 安の 國是を 確立すべく 努力す るが 福 井 藩に 取りて 恰好の 手 だら うと 云 ふ 事 

に 藩 論の 一定 を 見た。 それに は 肥 攀薩 摩. 加 賀. 若 狹 及び 親 藩で 而も 從來 公武 合體 派で ある 尾 

加賀 . 若 狭に 張. 會 津 等の 諸 藩に 呼 懸けるべき だ が、 加 賀. 若 狹は隣 境 なれば 先づ第 一 に 協議に 及ぶべし との 

事に て、 四月 十五 曰に 本 多 飛 驊. 牧 野 主 殿 介. 三 岡 八 郎等 を金澤 に、 松 平 主 馬. 酒 井 十 之 丞. 長 谷 部 

平等 を 小濱に 派遣した。 

此の 日に 幕府 は 水戶慶 篤への 觔靛と 慕 命と を洽く 各藩に 示達した。 其の 觔靛に は 「關 

守衛の 爲め 下向 仰 付けら る.. -に 付て は、 將軍目 代 の 心得 を 以て 指 拇し闔 藩 一 致盡 カ防戰 して 

夷狄 掃攘の 成功 を 奏せよ」 と あり、 幕 命に は 右の通り 朝廷より 仰 出された に 付 水 藩に 外爽處 

置 振 を \ 尖 任す るから 國诚の 立つ 様 取 計へ よと あった。 同月 二十日に なると 將軍は 攘夷の 期 

限 を 五月 十日と 定め、 それ を 奏上す ると 俱に弘 く 天下に 布吿 し、 慶 喜も蠻 夷掃攘 のた め 鎖 港 M 

判の 委任 を 受けて 二十 二日に 京都 を 發し關 東に 下った ことが 聞え て來 たので、 春嶽は 指當り 

中 极等を 京都 廟讒の ある 所 を 聞く と 同時に 自家の 意見 を 演說せ しむべく 中根駔 負に 京都 出張 を 命じた。 

に 派す 

中极は 五月七日 福 井 を 出足して 十日 着 京した が、 千 本彌三 郞. 堤 布 五郎 も 京 情 視察の ためで あ 

幕府より 春嶽 らう 九日 福 井を發 して 十二 日 入洛した。 かくする 內 同月 十七 日 を 以て if 府 より 赛嶽 の， 逼塞 

の 逼塞 解 免 

を 解き 茂 昭の目 通 差控を 免す るとの 達が あって 越 藩 君臣 は 活動の 自. S を 得た の を審ん だが- 
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後日に 至り 此の 解 免 は 幕府から だけの ものであった ことが 分った。 

右の，. く壤夷 期限 は 布告され、 水 戶慶篤 や 一 橋慶喜 は蠻夷 掃穰の 委任 を 受けて 關 東に 下つ 

義誓 て も、 其の 實行は 到 乗 可能で あるので、 五月 八日 江戸に 着いた 慶喜 は 同月 十四日 を 以て 左の 

此度籠 之 II じ 東 歸候 は 全 勝算 有 レ之譯 にて It  一  I 如 レ汗雲 亦不レ 可レ背 故にて 只々 I 

有志 討死 可， 仕 心底に 御座 候處、 閣老幷 大小 之 有司 同心 仕 候 者壹人 も無レ 之、 臣之 胸中 禍心を 包蔵 仕 候ぬ 横議 

を 生じ 衆 心 不服に て 嫌疑に 艱み、 勒旨 貫徹 仕 候 事 中 々以不 相 成-候。 抑關 東お 司 之 情實幷 宇內之 形勢 を 不二 

相 察 一 短才 無智 之 身を以 重大 之 籠 奉 命 仕 候 段不レ f 恐懼 之 至 一 奉 I  ik£ 奉- >恐 人-候。 且慕 意 

に 背靈も 5 チ相濟 ，寶御座 候。 依て 導 罪 羸 下暴レ I。  i0$im0a 

天邊へ 御內奏 伏て 奉レ願 候。 誠 恐々々 頓 首々々 

」 ， J  慶喜 

五月 十四日  I 

殿  下 

慶喜は 攘夷の 觔皆 貫徹の 望な しとて 右の 如く 後 ル職辭 退の 內獒 をす るし、 生麥 事件に 關す 

. る 償金 交 附に對 する 朝廷の 御 咎に對 して 幕府の 奏上 は 再三 齟齬して 失態 を 極める し、 叉將^ 

東 歸の暇 乞に も奸 吏の 誅戮. 壤夷實 行の 如き 容易に 行 はれ 難き 事を辭 柄と するな どして 朝廷 

からの 非難 攻撃 は 益.. 甚だしく なり 行き、 五月 下旬に 至りて は 對外關 係 は 姑く 措き 國內 にて 朝. 


慕 分裂 を來 さん と す る 狀 態とな つた。 かうな つて は 最 早 一 

舉藩 上洛 S 計 藩 大 擧 急 ぎ 上京して 藩 議 の ある 所 を 朝 廷 及 び 慕 府に建 言 一 

畫と藩 議ニ條 

心 大いに 奮 起 し、 君 臣の大 評定と なり、 五月 廿 六日に 至り 遂 

藩議 を具體 的に 擧 ぐれば 左の ニ條 である。 

第 一 は 攘夷 は 到底 行 はる べきで ない が、 旣に 天下に 之 を i 

て 飽く迄も 條现を 履み 我が 國の 汚辱と ならぬ やうに した 

集 し、 將 軍. 關 白 以下 朝. 慕 要 路の 人達 列席の 上に て 談判 を 開 

後 開. 鎖 か 和. 戰か 孰れと も 決す ベ き 事。  j 

第二 は近來 幕府の 施政に は 失體が 多い。 之 は將軍 を輔ー 

に 因る ので あるか ら、 今 後 は 朝廷に て 萬 機 を 主宰 せら れ、 賢 一 

司 も 慕士 のみに 限ら. f 列藩より 適材 を選拔 する やう 定む； 

此の 筋 書の 作者が 小 楠で ある こと は 想像に 難くない が I 

に 越 藩が 大擧 上洛す るば かりで な く、 上 記 諸 藩に も 特使 を 

く は 三 四 藩 一 同に 上京して 朝. 幕 に 建 言 せば！ HI 的 を 達し 得 

の實行 はさし 迫れる 皇 國の危 #1 を濟 はんとす る 方策で あ 

を 求む るの 大手 段 だから 藩士 等の 覺悟も 並 々 ではな かつ 一 


猶豫す ベ 

して 天下 

に 之 を 決 

布告した 

い。 それ 

き、 彼 我 の 

佐す る 慕 

の 諸侯 

ベ き 事。 

，此の 藩議 

差 立て 右 

ようとの 

るが、 一 面， 


きに あら 

の 大義 を 

行 す る 事 

以上 は 鎖 

に は各國 

所見に つ 

府 有司に 

を 機務に 

の 資行を 

藩 議に同 

計 靈 で あ 

福 井 藩に 


た。 小 楠が 五月 廿 


ざ れ ば、 此 の 際 一 

定 むべき だと 人 

になった。 共の 

港の 談判に 常り 

公 使 を 京都に 召 

き 充 分 攻 究 し て 

其の 人 を 得ざる 

與 らしめ、 又 諸^ 

期す る爲に は 啻 

意 を 求 め、 な る ベ 

つ.， て 0 比 の ゆ； 我 

とりて は 死中 活 

叫 日 及び 卄六 n 
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藩 上？^ を 危ぶ 

む 


更に京^^覩察 
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第 十四 章 四た び 福 井一 t の 招聘に 應 じて 

に 認めて 在 熊 木の 横 井久 右衞 門 外ト 名に 與 へた 書翰 

に 至った 經 緯. 越 藩士 奪 起の 狀況 及び 自己の. 決意に 就 

讀 すべき もの だ。 

以上 の 如く 藩， 論 一決した の で、 春嶽 及び i 戊 昭は猶 其 


(遺 m 篇 n 

いて 委曲 一 

』 

の 精神 を； 

リ かくの 


窨簡」 

を 盡 く 

鼓舞せ 

如くし 


一四 六) は 右の 藩 論 決定 

した ものであるから 必 


しむる 爲 に、 六 月 

て士氣 大いに 奮 


ゥ 


曰 藩 

て ゐ 

主要 

ど 當 


士 一同 を 城 中に 召集して 特に 酒肴 を さへ も 振舞った。 か 

た 所に 鍵に 命 を 奉じて 上京して ゐた中 根が 五月 晦日に 歸 福した。 それ は 上京中 朝. 慕 の 

人物 を 始め 尾. 紀. 長. 肥 (後). 薩等 諸 藩の 重臣と 會 見し、 將軍東 歸. 攘 夷 担 li. 生麥 事件 償金 交附な 

面の 諸問題に つき 探亮 すると 偶に 京 情 を 具 さに 視察した 結 菜 を 春嶽に 報すべき 爲 であった。 

因に 中 根 は 在京中 五 月 十三 日 板 倉 閣老に 謁した 時 攘夷 担 絕に關 する 卷嶽の 意見 を演說 した 

が、 そ れは 「越 侯より 板 倉 殿への 上申の 寫」 として 遣稿篇 (en 一三 頁) に 揭げて ある。 而 して 中 

根 は 其の 不在 中に 決定した 藩議 及び 其の 實行 にっき 聞かされる や、 舉藩 上洛の 計蠻を 大いに 

危 ぶ み、 春 嶽 及び 藩 主 の 上京 は 未だ 共の 機に あ ら す、 且 つ 藩士の 中に も尙 異議 を懷く 輩な きに 

あら ざれば 篤と 熟議 ありて 然るべき 旨 を 執政 及び 小 楠に 陳述した。 よりて 六月 四日 執政 以 


下 要職の 輩集會 して、 春嶽 及び 藩主 上京の 事に 關し猶 も 詮議 

小 楠 も 列席した が、 小 楠 は 其の 席上に て 右 中 根の 陳述に 基づ 


に 及 び、 是 に は 嶽. 茂 昭も加 はり 

き 「兩 公！： 上京の 事 は 旣に御 決 

定の事 なれ ど も、 御 發途の 期日 は 今 一 應人を 京都に 出 し、 投 すべきの 機 を 認められし 上 決せら 


將軍東 嫌の 報 

に 接す 


村 田、 薩， 肥 
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へ HE 


れ 然る ベ き 
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なった。 小 

を. 能く 描出 
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野. 靑 山. 村 田 

して ゐ る。 

議は尤 至極 

\ 方なる ベ 


は 

し 

井 仲介に も 面會し 


か」 

介 及 

に 就 

i 右 

東歸 

洛し 

し て 

" 左 

し、 尙 

は 京 

村 田 

き 力 


と 

r 


申した るに 春嶽 及び 

靑山小 I ニ郞、 同 六日に 

在京 重臣に 報じて 其 

た 0 

士の 復命 次第 全 藩 出 

る I 實際は 六月 九日 

朝廷と 幕府と に 藩 藩 

月 六日に 熊 本の 社中 

る が、 其 の 中には 「大 

へば 此方 之擧 動も聊 

此節は 老生 一 生に 再 

に て 有力な る廷 や 

六月 十二 日に 薩 藩の 

にて 聊か 間然す る 所 

と て、 薩 藩 の 立場 や 朝 

て 2^ ると 其の 意見 も 


茂昭も 嘉納し 執政 一 同 も 同意した の で、 同 日直ち に番 

は 目 付 村 田 已三郞 が 藩 論 決定の 旨 を薩 摩. 肥 後. 加 賀. 若 

の 意見 を徵 すると 倶に 京師の 事情 を 十分に 探 木：：： すべ 
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動の 期を定 むべ く 決した 矢先に、 將 軍が 

だった が ー との 報に 接した。 かく 將軍 

とする 計畫 には大 なる 手 違 

面 (遺稿 篇 「書簡」 一四 八) は 

師御發 途之御 模様と 申參り 

； 何分 朝夕 之變 態に て 見す へ 

て 實 に 盡， 一心 肝 一 申 候」 とも 書 

重役 を 訪問して 其の 使命 を 

を訪ひ 藩議實 行に つきて 語 

を 「 愈.、 言 上せら る \ 事は尙 

ど を 物語 り、 猶 高 崎の 希 望 に 

りであった。 翌十 三日に は 

七 二 七 


を 建，：：； せん 

に 寄せた 書 

樹公 今日 京 

變 じ 可. 申 哉、 

び 無， 之 事 に 

諸 藩の 在京 

高 崎 猪太郎 

な き も、 そ れ 

廷 の 情勢な 

亦 高 崎の 通 


六月 

力 ず 

を 生 

此 の 

^以 

がた 

い て 

^す 

る と 

機會 

よ り 


六 日 に 京 

歸 して は 

する 事と 

節の 歉況 

殘念之 次 

き 事に 御 

ゐ る。 牧 

ベく 努力 

、高 ^  ^  ^ 

を 待た る 

同藩の 吉 


肥 後 藩 の 沼田 
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勘 解 申 元 田 八右衞 門と 會 見して 藩議の 次第 を 語りた る 後、 長 岡 良 之 助の 上京 を 懇請した。 

の會 見に ついては 『繽 再夢紀 事』 に 左の 如く 記して ある。 


六月 十三 日 村 E 已 三 郎、 肥 後 藩 沼 E 

今 の 形. 勢 愈 危急に 迫り 國家千 歳 の 

I ケを定 め此際 十分の 塞 力に 及ぶ ベ 

も 御 同意の 至りと 申し \ 故、 村 E さ 

紳 家に 於て 此耍領 を 開悟せ ら れ ず 

信 を 得 居らる ，^ 事故 此御方 々 を 開 

叉 御 同意と 中し 故、 村 W  、瓦 之 介 殿 

が、 沼 m 能-本の 內狀 如何 あるべき か 

熊 本の 方に 聊內情 あり、 其 上 過日 議 

請 ひ 置 たれ ば、 此 節 急々 上京に は 至 

さ れ、 然 る 上 尙又其 機に 臨み 上京 を 

尙 篤と 勘考の 上 近日 御 確答に 及 ぶ 


勘 解 由 を 訪問す。 同 

大計 を 誤らる \ 事 正 

き稷 りなる が、 御 意 見 

らば 御 互に 力 を 建す 

て は 到底 事 は 行 はれ 

悟せ しむる 事 は 貴 藩 

御上 京の 事 は 春 岳よ 

とて 元 田に 向 ひ 相談 

奏 より 上京の 事 を 達 

り 難 かるべし。 就て 

御 促し 遣 はさる \ 事 

べしとの 事な りき。 


ー賴元 S 八右衞 門 も來會 せり 0 此時村 g 方 

に 眼前に あり、 故に 我 藩に て は 云々 の國論 

は 如何 ある ベ き やと 尊ね しに、 沼 W 如 可に 

べきな り。 され ど 三 條殿始 國事掛 りの 搢 

ざ るべ し。 然るに 頁 之 介 殿 は 此搢紳 家に 

に 於て 御食擔 ありた しと ゆし 乂 に、 沼 ml 是 

り 直螯指 上る 事に なりて は 如何と 中し，, 

之 上、 S 之 介 上京の 事 は御尤 なれ ども 此節 

せられし 時領內 海岸の 警傭を 申立 猶豫を 

は御國 論の 趣の み 此際御 底 書 を 以仰遣 は 

とならば 必ず 上京すべし 0 しかし 比 事 は 


右 は 六月 十三 曰に 於け る 村 田. 沼 田. 元 田の 會談を 記した ので ある が、 元 田が 六月 初旬より 同 

二十 三日までに 於け る 牧野. 村 田と 度々 の 話し合の 始末 を 手記せ る 「越 藩士 牧野 主 殿 介. 寸田 

巳 三 i 話 合の 大意」 なる ものが ある、 之に は 越 藩々 議 にっきての 內 話の 模様 や tel 使特 に關 


「牧野 • 村 田 する 內交涉 の顚末 等が 頗る 詳細 

話 合の 大意」 

Jl 御 事 


に 記述して あるから 文ながら 左に 輕錄 しょう * 


牧野 • 村 田來 

談の 趣意と 福 

井 藩々 議の大 

要 


沼 

之 

付 


ilj^fi 樣御 事當卷 藩 被&: 

を 御 伺に 相 成 候 處、 姉 小 路 

小 變革之 折 柄に 付、 思 召 も 

執 法 村 S 巳 三郞兩 人より 

今日 之 時 鉢 御傍觀 難， 被， 成 

は 御！！ 議之趣 太守 様 i 

之 直 役 見 込 も 可 V？ 之 候 に 

今 日 之 時牀 朝 廷. 慕 府 之 

御 扶植 被 レ爲， 在 度、 尤是迄 通 

にて. K に 御 力に 不， 被&レ 及、 

政 道 被， 爲ュ行 屆 * 樣 も 無， 之、 

a 敷、： 大 下 列藩 も此 儘に 將 

て 皇！： 中 之 諸 名 置 を 御 

M  m 1 般之御 政道 被， 爲レ在 度、 

任 之 御 器量に 被， 爲， 在 候 は 

絕之御 評議 等猶御 築議も 可：， 

之 義理 を 損じ 候 樣相成 候に 


在 候 後 

變 死 .大 

被き 在 

ョ 勘 

揚 合 

助 樣 

及 一； 熟 

分 界 

萬 端 

分 閣 

冲」 是 

家 を 

被 レ爲： 

年 月 

有レ 之、 

付、 深 


、多 

，去 

軍 


も 天 

樹 公 

候 由 

解 由. 

に 付、 

へ 御 

談 1 候 

被 レ爲. 

將 軍 

老 諸 

迄 二 

見 拾 

-在、 

相 立 

に 御 

然 處 

く 集 


之 事 

m 府< 

て、 五 

S 八 

地 之 

談 も 

，無 一一 伏 

何 卒 

御 委 

司 之 


百餘年 

候 5^ 力 - 

□  □ に 

朝 廷， 慕 

候內に 

委任 被： 

攘夷 開 

議 を 凝， 


須 臾 

小 笠 

月 末 

右 衞 

ソゾノ 

被レ成 

任 可」 

處 置 

太 平 

は 至 

府*內 

は 將 

遊 候 

港 共 

し 至 

藿 


原 閣 

御 一 

門 へ 

次 第 

聞 吳 

國 之 


忘 I に 之、 不レ斷 

老 償金 談判 

a? お 候 

談 1 候 趣 

いつ 何 

ご、 


出 


定 に 

及 1 ー內 

召 に 

候 様 

中 名 

と の 

申 候 

,爲 レ開 

敷 候 


士 人 を 京 地 え 被き 出 

-ぉ州 兵端 相 候 杯 犬 

御 II 議之趣 を以番 li 

は、 今度 春 嶽樣思 召 

も 兩 八， 1 #  ^ 京 

進 答に 候處、 一 


を 皮 


m に 

何 時 

直 蒈 

との 事に 御座 候。 さ 

M を 御 登 用 被&, 在 候 

御 趣意に 被レ爲 ，在 候 逸 

得ば 將軍家 御 

渾 之 德 川 

所詮 將軍 


藩 • 外 藩 大 

軍 家に も 

て 可レ然 と 

强て論 を 

理至赏 之 


ば 

ば、 

名 之 御 差 

年 


家 

な 


人 

は 


皇 


に 


に 

御 趣 意 

喉. ぱ 一 隔 

を 以外 國と 


名 

望 
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L 名 

陷 り 

： 應 接 

七 二 九 


だ 

を 


鬣！ 

之 

IP レ. f^L 

ト 先 

議 之 

若年 


に 


離 

被 i 

登 用 

. 進 、萬 

御 撤之上 は 

皇 


れ も 


相 成、 


候て 動靜 

之； Ef-  乂々 

野 主 殿 介. 

ほ 被. 爲レ 在、 

被 k 、就 て 

京地 詰 

人 一お よ 

政道 を 

之 ず 

て も 御 

も 被& 

候 

被 レ爲レ 在、 

事御委 

ダ k お 

1: 眞正 

も御談 


n 沼 
見 田 


元 ぼの 


て 


度 

察 

に 


第 十四 章 

に 相 成 候て 

も 至 り 

使者に 

被き 在 

深御懇 

趣 に 御 

召 之 

K 之 

御 建 

出 li^ 


四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて 


午 こ 

周 旋 

得 共 

と の 

樣 思 

候 處 

屹 度 

被 一一 仰 

相 赏、 春 嶽 

被 レ爲, 1 出來 一機 

申 候 得ば た 

被レ， 在 哉 と 

り 被-仰 遣 一 候 

難 ^ 布 思 召 に 

之. S  ^ 知 致 

御 使者 被 i 


3 曰 


白 


-皇國 世界 天理 之 

可レ申 との 御國議 

て も 被， 1 差 出 一度、 左 

度 被， 一思 召 1 候 得 ば 

願 之 旨に 被 レ爲レ 在 

座 候。 右に 付 勘 

は 御 藩 に 取 

樣御 上京 之 

被レ爲 候 

御國 許へ 相 

より 御內存 

と 被 一一 思 召 1 候 

へ 御上 京 被. 

入 申 候 得ば 

も 何， 程に 可 

,存 候。 御 使 

，此 趣 急 便に 

1 候 に 一 決 に 


至 

有： 

、可 


51- 

も 


可 


候 て 

儀 は 

處、 右 

0 候 

之 趣 

爲， 成 候 

八右衞 

被 レ爲レ 在 

者 被 レサ I 

福 井 表 

相 成 居 


こ 4K, 

に い 

突。 

太 

之 御 

付、 勘 

人 右 

何 分 難レ 被」 


捨 に 

て よ 

無 一一 御 

も かせ- 

共 よ 

哉、 依 

儀 は 

申 越 

て、 御 


爲 くき 

右 雨 

守樣 

模樣 

解 由 

衞 門 

奉レ存 

よ り 

^ 座 

頓着 

心 痛 

り も 

て 御 

先 御 

家老 


-其 

に 

，八 

返 


て 

ヌ 

見 


上に て 

之御國 

之助樣 

可レ有 11 御 

右衞門 

答 に 


場 合 

御 決 

へ ば- 

之 御 

今 に 

み 相 

書 に 

合 に 

返 答 

部 登 


は、 

上 

、 

レ 

後.. 


忽 攘 夷 之 

議 今 度 御 

御 同意に 

座， 一 候 哉、 此 

杯 見込 候 

其 御國議 

にも 太 

被レ考 候。 

に も 可 1 一 相 

今 御上 京 

vjn も か # 宜 

可レ 被き 成 

乍レ恐 御 挽 


在 


揚 合 と. 

直 書に 

被レ爲 

義 は 

處 一 

之 御 

守樣 

先 日 

成 一と 

之 儀 

布 有： 

候 得 共 _ 

回 之 御 

御留 * 
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も 相 成 可, 申、 又 


cm 


食 

-之 


京 之 儀 は 

(阈 力) 

御 □ 議 被 11 仰 遣 1 候 

成 度 段 委細 話 合 

たし 候。 然 處 福 

御 側 御用 人 酒 井 


て 被 il 仰 

候 は V 

て 被 1 一 仰 

承り 候 

f は 

之 助 

旦 御 

御 內 

間 敷 

-今 日 

成功 

度 存 

候 處 

井 表 

十 之 


乍レ恐 


遣 一度、 猶 

S 之 助 

遣 1 候 譯 

て 福 井 

至 當 

同 意 

も 被. 

御 沙 

地 之 j 


牧 

丞. 


京 

不. 

マ？ J- 


模樣 


之 開港 

寄り 候 

御上 京 

無-御 座 一 


思 召 

被レ 

も 


々 

. 在 

受 


機 會 相 

，又 御歸 


被レ爲 

0 在 候 間、 春 嶽 

之御爲 合に も 

村 S 兩人共 至 

最 ネ 御 底 書 持 

奉行 三 岡八郞 


申 遣.. 

て 春 

？恐 

候 節 

，御 猶 

無. 之 

旋可レ 

見 不レ 

國 可レ 

樣 よ 

重 疊 

極 尤 

參 之 

三 人 


春嶽 とても 進 

出の 時機に あ 

らず 


ご 

人 

召 


？仰 


て 

ま 

と 

春 


ず 

て 


ズ P 

、K 

デヽ 


付 r 蒸 

野 に 

. 1 應 

使 者 

之 助 


も 

赏 

1 


レ爲 

之 

申 


向 

も 

嶽樣も 御上 

御 座 一 候處、 猶 又 

之 切迫に 相 成 

と 奉， 存 候。 今 


氣 船よ 

は 京 地 

御 使 者 

被 1ー差 越 

樣 御上 

ー出來 一間 

召 は 被 

御 使者 

御聽込 

之 御 氣 

勢 徒 に 

機 次第 

候 趣 

大 同 

京 之 

候 と 

度 之 


リ ヒ 

之 模 

之 薪 

候 儀 

京 之 

敷、 殊 

レ爲レ 在 

に 被」 

運 を 

物 議 

に 御 

こ ± 

小 異 

儀 何 

京 之 

申 而 

機 會 


月 


樣 等 

は 相 

春嶽 


に 京 


Z 

可， 

起 

京 


程 

大 


こ 


切 


n 比 出船 之 

言 上 も 可レ致 

斷 中 度、 八 右 

樣 深 思 召 も 

は 最 前 も 申 

地 之 模樣未 

と相考 候へ 

疊 に 御 心 痛 

可レ有 一一 锅 座 一哉 

. 中 と の 見 込 

し、 益 朝 廷 

有 一一 御 座 一度 と 

は 近 比 恐 多 

座 候 へ ば 瓦 

？有 _;御 座 一哉、 

進 返 御 都 合 

て、 未 だ聊回 

の 御機瞥 に 


答 


に 御 


極 

先 


だ 

*  ノ 

奉レ 

复 

て 


折 

、斤 

我 


塞 


. 在 

I  一一 一!^ 

を 


存 候 


遙 

-尤 

意 

\ 手 


て 

々 

レ之 

候 

共 


赏 春 

に 被」 

目 

^ 才 

一^ 


見 


井 表 へ 

旅 館 ベ 

の 御 事 

豫 被 1! 仰 

機 鲁 も 

御 使者 

，將 又赏 

度 之 御 

t 聊形 

樣に相 

被き 在 

御 別 懇 

赏時御 

辭職御 

. 在 候 半 

不レ中 候 

き を 御 


候 由 に て、 北： 趣 

罷歸候 段申閗 

罷 越、 幸 村 E も 

と y 恐 察 1 候。 

出 1 候 砌 にて 朝 


相 見 チ申候 

(造 力) 

被 &、. is 御 使 


時 


京 

、强 


へ 


時世 四 

御應接 

避 候 漾 

, 申 哉と 相 

t 誠に 以 

間柄に 付 

可レ被 &レ在 

ての 御歸 

. 時 鉢 を 申 

ば 容 易 に 御 


仕損じ 被， 爲， 在 
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猶又牧 野. 村 m 兩 人より 及，, 

候 に 付、 勘 解 由 人 右 衞門雨 

同席に て 及, 一 熟 談ー候 趣に は、 

御 國に取 候て は 難， 有 牵レ存 

廷 に 被 候ても 何分 思 

ば 御 進出 之 時に 無， 之、 沖 一 も 

之 御 趣意 も 相 達 無， 之 樣. に 

侧目之 折 柄 諸 藩に 相 ！！ 候， 

り 諸 藩の 耳目 も 改め 朝 

儀 可， 有， 之 譯も 無^ 候 得 共、 

考 ^ へ ば、^ 藩 シ j  爲 合 且 

難レ有 字 一存 上 一 候 段 向 候。 

無， 一 伏 臓 一 申 上 候。 越 之 御 藩 

時 會 に 無， 之 と相考 * 候 處- 

藩、 御 慎 後 未だ 御 曰 八！ I も 無， 一 

候 へ ば^ 春 今 曰 徒に 事. 變 

動 き ？被 レ爲， 在 時 に 無， 之 m 

候て は此次 再來之 機會は 

七三 一 
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.31 

有- 


元 S 厳 藩する 
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之 時 

御 藩 

挽 回 

様 に 
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り. n 古 

め 等 
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は 然るべ からすと 兑込 むに 至った。 こ の 上 は 一 刻 も 早く 春嶽に 其の 意見 を 申し立て ねばな 
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した 情報 は大ぃ に 越 藩 君臣の 心 を 動か し、 上 洛を 暫く 見合 はせ る ことにな つたこと は 後に 記 

する 通りで ある。 

^ 肥 後 及び 薩 摩に 使節 派遣 

越 藩に て 今回の 藩議赏 行に つき 其の 同意 を 求むべく 四月 十五 日本 多. 牧 野. 三 1: を 加賀に 遣 
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節 特派の 事 を 記した る處に 「加州よりも 重々 御 同意に て 有， 之、 其 後 村 田已三 郞 •： 靑 山 小 三 郞 被，, 

差 越； 未 だ歸り 不， 申 候」 と 書いて ゐる。 さすれば 五月 再び 加賀に 使を發 した ものと 兑 える。 

.  さて 肥 後 藩へ の 使節 派遣に つきて は 元 田より 前記の 如き 反對 意見 もあった が、 村 田が 歸 着す 

る 前なる 七月 五日に 岡 部 豐後を 正 使、 酒 井 十 之 丞. 三 岡 八郞を 副使と して 福 井 を出發 せしめた。 

岡 部 一 行 は 藩 船黑龍 丸で 三國を 出港して 八日 敦賀 出帆、 同 十九 日 に 長 崎に 到着し、 肥 後 藩 よ り 

派遣され た 德富太 多 助の 出迎を 受け て、 同 人から 薩藩 では 此の 月の 朔 日と 二日に 英 船と 戰っ 

た 事 を 始めて 聞いた。 乃ち 彼等 は 先づ肥 後に 向 ふ 事と し、 途 中二 手に 分れて 供に 二十 一 日長 

越 使 崎 を 發 し. 島 原 を 經た酒 井. 三 岡 は 二十 五日 に、 茂 木を經 た！ 1： 部 は 之に -i 曰 後れて f お" 本に 着く と、 
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右 記事に 據 ると 元 田の 歸熊前 肥 後 藩 政府に は 越 藩々 議 

兩 公子 上京の 議も餘 程 進んで ゐ たと 見える。 因に 後日の こと 

不可なる を 具申 し、 そ の 事の 止みた るに つきて は 小 楠 頗る 不滿 

中に 左の 如き 事が 記して ある。 
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事が 小 楠 社中より 聞 え、 澄. 良 

は ある が、 元 田が 公子 上京の 

あったら しく 、『還暦 之 記』 


元 E に對 する 越 藩 上 京の 議行 はれざる や、 横 井先 生 遂に 福 井 を 去て 熊 本に 歸る。 一日 不 破家に 至る を 閗き往 て 

/*• の不滿  之 を 訪ふ。 酒 已に鬧 な り、 先 生 氣沘ん に 契澗の 情話 未だ 畢ら ず、 突 然 余 を 資む るに 上 京 を 駐む るの 

議！： を 誤り 越 藩 を 誤る の大失 見なる を 以てす。 余敢て 服せ ず、 時 勢 を- 5a- し國カ を圖り 兩 公 子の 爲 

め春撤 公の 爲 めに 深く 慮 る 所 ある を 以て 決して 國議 を 誤 るに 非ざる を 杭 論す。 先生 忽ち lliS を 轉 

じて 曰く 此論之 を 置 く。 只 我 自, 今 君に 諫 言 する 所 あ リ、 請 ふ 之を聽 けと。 余 曰 先生の 敎喩と ある 

0 で 之を聽 かん。 先生 乃 余が 識見の 誤り 終に 天下 を 誤る を切喩 せり。 余 心に 服せ ずと 雖ど も、 曾 

て 先生の 性質 を 知る 故に 唯々 して 之を受 く。 更に 先. 生の 村 居 を 問 ふて 直話 を 期して 別 れ、 他 M 

期 を 違へ ず 先生 沼. W の 村 莊を訪 ふ C 先生 洒看 を勸め 相互に 歡を 塞して II る。 當時 先生の 門人 嘉 

悅. 矢 島 等 余 を 目して 因循 論と 爲 し馼擎 して 止まず C 故に 先生 余 を說督 して 其 過ち を 謝せし め 

中の 氷炭 を 解かん とす C 余 其 意 を 悟らず。 然 ども 先生の 說に抗 せざる を 以て 先生 余の 唯々 する 

斤 A 一  ±  ft.  C  tl 肌 <^  ^ ン く  ：s 畢 4?  .,a  二 と しー ヒ り。 先生 時に 安 に 贈りし 書翰 あり、 後 之 

&i を ー爪 ir  ^ し ヌ しく iBSB 霸 する こと を ^たり ち 見て 先生の 苦 S ち 知りた るな り。 

越 使 肥 後 藩主 岡 部 等 は 同 H 卅 日に 藩主 細川慶 順に 謁 し、 春 嶽 父子よりの 左の 親書 を呈 した。 廣順は 之 を 

に春嶽 父子の 

眷 面を呈 す 披見の 後先 づ 左右に 侍する 護久. 護美に、 次 い で 列席の 長 岡 帶刀. 同監 物. 吉 將監. 小 笠原備 前. 松 

野 S 等の 諸 家老に も 示した。 

ー簡 致，, 拜啓， 候。 殘暑難 レ堪御 虚候處 愈 • 、御 安寧 珍重 存候。 陳ば 兼々 御 承知 之 通り、 京師 之 事情 實に 切迫に 及 

び、 其 上將軍 家に も 俄に 御 東 下と 相 成、 加 之 馬 關之騷 亂等も 追々 風 說承レ 之、 今後 之 形勢 如何 相 成 候哉赏 に 

難レ 計、 殊に 京師 近来に 至り 候て は、 搢紳之 殺害 彼是 混擾、 別て 屮川宫 朝議 御 關係等 も御辭 退に て 御 0 遞 

横 井 小 楠上卷 傳記^  七三 九 
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之御覺 悟に 相 成 候 由、 彌增之 M 厄 皇國 治亂之 境と 日夜 不， 堪， ー變惱 一 唯々 奉 n 恐 入， 候 外 無レ之 候。 右 様 之 御 

時 態に 候 得ば 最傍觀 可レ致 時に て は 無 レ之存 詰 候。 就て は 尙此上 京師 愈 急迫 之 模様 次第 致， 一登 京 i 不レ顧 二 驚 鈍， 

盡カ致 度と 存候。 依て til 々之 微衷 今度 家老 初へ 委細 相含贵 邦へ 指 出 候 問 御 聞 取 被， 下、 御 同意に も 候 はぐ 御 

兩君 にも 御 出京 相 成、 萬 事 御 相談 被 レ下報 國悃沈 相盡度 奉レ存 候。 御 賢慮 御應候 は、 三 S て 無 n 御 伏 臓， 御乖； 論 之 

程 希望 之 至に 御^ 候。 

七月 五日  松 平 越 前 守 

松 平春嶽 

細 川 越 中 守 様. 

.  長 岡 良 之 助 様 

小 楠 鬼 分の 輕 それより 岡 部が 越 藩々 議の耍 5ni を 敷衍した る 後、 三 使 は ^窒に 退きて 小 笠 原. 松野兩 家老 等 

減 を も 一  g ふ  ... 

に 士道 忘却に 關 する 小 楠の 處分 を輕 減され たいとの 赛嶽 よりの 懇願 を傳 ふる 所あった。 一 

行は猶 數日滯 在した が 肥 後 藩の 同意 を 得た の で、 岡 部と 三 岡と は 八 n:: 六 nz に、 酒 井 は 共の 翌 H 

藩主 及び 公子より^ 嶽 父子へ の 返書 を 入手して 薩 摩に 向った。 此の 使節 滯熊中 至誠 院 及び 

小 楠 夫人 は 彼等 を 訪問して 福 井 表の 狀況 を聽 いた。 これ は 小 楠が 六月 二十 四 HI 付で 宿 許に 

書面 (遣 稿篇 「書簡」 一 五 二) を發 し、 使 節 派遣の 事 を 報す ると 俱に 彼等 を 訪問す ベ きを 差 II し 

たから だ。 肥 後 藩主 及び 良 之 助の 返書 は 左の通り である。 


華 翰 拜誦仕 候。 愈御淸 祥被レ 成， 御 lil 珍重 奉レ存 候。 然ば京師之事愦益切迫に及候上將、舉家俄に御^5-下、 加 

之 長 州 之 騷亂措 純 之 殺害 等、 實に 皇國 治亂之 境に て 最御傍 觀可レ 被， 成 時に 無レ 之、 猶此上 京師 之 模様 次第 

御 登 京 御盡カ 被レ成 度、 御 同意 仕 候 は に 兩人共 出京 萬 事 御 相談 仕 候 様 遠 境 態 々 御 使者 を 被， i 差 立 ， 御. S. 含 之 趣 

共 具に 致 二 承知 一 從來御 心魂 を 被レ碎 候篛此 上な く感佩 仕且御 厚意 之 至深恭 奉レ存 候。 當方， にても 危急 之 形勢 

晝夜憂 念に 堪不レ 申 候て 先般 滯京中 公武へ 言上 仕？^ 候 趣 を繼、 乍， 一 不束， 皇 國御爲 筋と 心得 候 俄 は 何 所々 

々迄 も 周旋 仕度 存立 候へ 共、 御 在職 中 重疊御 丹誠^ レ之 候ても 難 相 整， 程 之 御 事柄 中々 微力 之 及處に 無， i 御」 Ml 

候。 依レ 之薩. 筑を初 近隣 之 諸 大名 存 意之 趣 等 御 懇篤 之預 n 贵敎 1 不レ計 も 御覺悟 筋に 致 二 暗合 f 大慶 仕 候 而已な 

らす^ 以心 强奉二 依賴， 候條、 出京 之 上 は 猶更無 U 御腹 藏， 御 差 圖被レ 下 度 幾重に も 奉， 願 候。 委細 は 御 家老 初へ 

家老 共より 面談に 及 候 問、 歸着之 上 御 聞 取 可 レ被レ 下 候。 恐惶 謹言。 

八月 七日  長 岡 良 之 助 

細 川 越 中 守 

松 平 春瘦様 

松 平 越 前 守 様 

なほ 岡 部 等の 小 楠の 處分 を寬恕 せられん 事 を 乞 ひたる に 對し熊 本 藩の 返 答 は 左の 如くで 

ちらた。 

横 井 平 四 郞舊臘 於 n 江戶 表， 不慮 之變に 出逢 候 儀、 此 元御國 論に て は 士道 を 失 候 趣に て 重き 御 咎をも 可 レ被ニ 仰 
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付， 哉に 御 聞込 被レ成 候處、 春 嶽様御 在職 中 諸事 被 レ遊ニ 御 相談 1 天下 之 御 爲勤勞 不レ少 於 二 幅 井 表-も 前後 稜々 之 

• 功 勞有レ 之 候 由、 右 等 天下 國 家に 關係之 筋 自然 相 聞 不レ申 儀 も可レ 有- 1 御座 1 哉と 御 二方 様 御 痛心 之 次第 等委 

曲 御 書取 之 趣 奉レ畏 逐一 越 中 守 様へ 申 上 候處、 不束 之 者 ケ樣之 蒙 n 御沙汰， 候 段 厚 穴 4 思 召 候。 御 咎筋之 儀舊來 

の 御 國典も 有 レ之候 得 共、 追々 御 一 一方 様 御沙汰 之 趣 被 レ爲レ 在 候に 付て は重疊 評議 致し 取調べ 候 様 被 U 仰 付- 

候 間、 右 之 趣 御 歸國之 上 {且 申 上 候 様との 御 事に 御座 候。 

越 使鹿兒 島に 岡 部 等 越 藩 使節 は 熊 本を辭 して 薩 摩に 向 はん とする 時、 尊镶派 の癱武 兵衞等 二十 餘 名が 彼 

等 を邀華 せんとす る計畫 ありとの 噂が あつたので、 一旦 島 原に 赴き それより 海路 鹿兒 島に 至 

つたとの 遣 話が ある。 薩藩 にて は 主として 家老 小松帶 刀と 側 用人 大久保 一 藏 とが 一 行に 應 

接した。 先 づ岡部 は 二通の 親書 を呈 して 使命 を 述べた が、 其 の 一 通 は春嶽 父子の 連名で 島津 

三 郞 父子の 出京 協力 を 要望せ る もので 左の通り だ。 

春嶽 父子より 一 翰 致 n 啓上， 候。 殘暑 敷候處 愈.、 御淸 安珍 重存 候。 陳ば 京師 之 事情 近来に 至り 候て は 追々 切迫 相 成、 其 上 

g 曰 M 父子への 將軍 家に も 俄然 御 東 下 加 之 赤關之 摄亂と 申、 別て 今後 之 形勢 結局 如何 相 遠び 可レ申 哉關情 之至存 候。 實に 

皇國 危急存亡 之 境と 日夜 難レ安 n 寢食， 憂 惱罷在 候。 就レ 夫て は區々 之 微衷 家老 共 初へ 委細 申 含 及，， 御 相談， 候 1? 

篤と 御聽取 充分 御 賢慮 之 趣 無，， 御 伏 臓， 被， 一 仰 聞， 被， 下 候 様 伏 希 之 事に 御 盛 候。 恐々 謹言。 

七月 五日  松 平 越 前 守 

松 平春嶽 


泰嶽ょ リ久光 

へ の 書面 


松 平 修理 大夫様  ， 

島 津三郞 様 

他の 一 通 は 特に 卷嶽 より 久 光に 與 へた もので 左の通り だ。 

^啓 愈，、 御淸安 扑賀之 至に 御」 M 候。 然ば 方今 天下 之 形勢 不 -1 容. 3^1 次第に 相 運、 別て 近来に 至り 候て は 姉 小路 

殿殘 害、 中川宮 朝議 御關 係御辭 退に て、 御 隱遁之 御 覺悟被 レ爲レ 成 候 由、 彌增 京師 之 事情 危急 切迫 之 W 難と 

御 同意 恐 入 候 外 無レ之 候。 扱 又當舂 貴君に は 御上 京寬々 得 n 接 眉， 御 談話 申 度と 存 居候 處、 折惡敷 小生 不快 其 

內御發 京 今に 至り 殘懷不 レ少存 候。 此度國 議之趣 も 有レ之 殊に 別て 御 懇意 之 事故、 內外 不レ包 込 之 趣 は 申 含 

遣 候 間、 家老 共 始貴國 へ 罷出候 は ぐ 々之 意 衷御聽 取、 無二 御 遠慮， 御 呵責 御 垂諭之 程 希 上 候。 左様 相 成 候 は 

ぐ 別て 本懷存 候。 兼て 御 懇意に 甘んじ 副 呈に及 候。 亂筆御 海 恕可レ 被レ下 候。 

七月 五日  慶永 

島 津三郞 殿 

右 使節 を 受けた 薩藩 では さなく とも 京都に 於け る 勢力 挽回の ため 三郞の 上京 を 叢 策して 

ゐた折 柄で あつたの で、 越 藩 使節 は 上首尾に て 其の 使命 を 架 し、 八 ト 四日 左の 二通の 返 杏 を 

得て 歸途に 就いた。 

芳翰忝 拜讀仕 候。 秋冷 之砌 御座 候 處愈御 安泰 被， 成 n 御座 i 奉 n 恐賀， 候。 然ば 方今 皇國之 形勢 致，， 轉換 i 殊に 

久光 父子の 返 赤關之 擾亂旁 危急存亡 之 時節と 日夜 御 憂慮 之餘 り、 御 家老 以 n 御 使， 遠 國迄預 ，1 御 相談， 委細 致，； 承知， 候。 小 子 
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等に も實に 不レ堪 n 傍觀， 挽回 之 策略 勘考 之央 にて、 御 趣意 一 々異議 無レ之 別て 大幸 奉レ存 候。 最早達^^聽-候 

半、 於 二 弊邑， て も 英夷來 舶及ニ 掃 擾-候 故此末 防御 1 亦 厳重 無レ 之て は不 -1 相 成 『 內外之 苦心 御 賢察 奉レ願 候。 細 

事 御 家臣 へ 托置候 間 御 聞 取 被 レ下度 奉レ存 候。 且叉御 國產之 御 品 々 御 惠投被 レ下御 厚情 之 程 不レ淺 辱 拜受仕 候。 

隨て此 品薄 惡之至 御 處候得 ども 御 答 禮之驗 迄 呈進仕 候。 先 は 賣答旁 如レ此 御座 候。 恐惶 謹言。 

月 十四日  島 津三郞 

松 平 修理 大夫 

松 平 越 前 守 様 

松 平 春嶽様 

御^ 啓 辱 拜誦仕 候。 方今 不， 一容. メタ 形勢と 相 成、 皇京之 御難 題 差 見得 居、 御 苦心 之 餘り御 家老 を以 態々 遠國迄 

被，， 仰 越， 候趣逐 一 致 二 承知， 候。 至當 之御傣 更に 異論 無二 御座， 候。 扱當春 大樹 公 御 上洛 之 節 愚 拙に も 上京 仕 候 

得 共 赏以 暫時 之 事、 且 尊公に も 御 不快 中 御 面談 も不 n 申 上， 至 レ今遣 憾無レ 限 御座 候處、 今般 御 使 被 二 差 下， 預 >1 

御 相談， 候 傣林躍 之 至に 御座 候。 目前 之 國難も 有 レ之候 得 共 皇國 之御爲 東西 一時に 上京 拋 n 身命， 周旋 仕度 含 

に 御座 候。 尙 細事 御 家臣へ 申 述置候 間 御 聞 取 被， 下 度 奉 候。 書餘 は奉レ 期， 一 拜眉之 時， 候。 恐惶 敬お。 

八月 十四日  島 津三郞 

松 平 春嶽様 

尊 報 


到 ^ す る と、 意 外に も 福 井より 榊 原 幸 八 •： 午 0  0 作. 末 松 

着した 小 楠に 出會 ひ、 使節 出 發後福 井の 藩 論が 一 變し 

て 彼等 は 驚きに 驚いた。 小 楠 は 岡 部 等に かうな つた 

質した のに 對 して、 岡 部 等 は 一 旦 君命 を 奉じて 諸 藩に 

後の 事 は 唯 iJfK 叩に 從ふ のみで あると 答へ 、海 幅 を 鹿 兄 

松に は 書面で、 大久 保に は 口頭で 報ぜし め、 待 たせて あ 

は鹿兒 島に 着して 見る と 小 松 は旣に 上京して ゐ たの 

小 楠 福 井 を 見限る 

上記 將 軍の 東 歸は福 井 藩の 大擧 上洛の 計畫に 多大の 齟齬 を來す 事と なった が、 更に 藩主の 

參 府に關 する 紛議 を 惹起し 延 いて 藩 論 は 4^ 角度に 一 變す るに 至った。 抑： 文久 三年 七月 は 藩 

主 茂昭の 參府期 月に 営って ゐ たが、 二月 以來將 軍が 滯 洛中な のと 藩に 於ても 此の^の 上洛 計 

叢が 決した のと で、 其 の 參特を 見合 はせ る ことにして ゐた。 然るに 將 軍が 東歸 すれば 當然藩 

藩主 參府 すべ 主 も參府 すべき. こと k なる。 さう なれば 旣に 其の 期日が 切迫して ゐ るから」 ハバ 中旬に は 出 

きの 議 起る 

發 しなければ なるまい との 議が藩 內に持 上 り、 五 H 末日 京都より 歸來し て、 藩 の 上洛 計番； を 不 

撗井小 稲上 卷 傳記篇  七 四 五 


越 使 長 崎 にて さて 岡 部 等 越 使が 鹿兒 島から 長 崎に 

トレ 他と 出 # 

覺 兵 衞. 海 福 雪の 四 人 を 同伴して 此處に 

た 事 や 其の後の 經過を 詳しく 聞かされ 

以上 卿 等 は將に 何を爲 さんと する かと 

使した 以上 は 復命せ ねばならぬ。 其の 

島に 急行せ しめて 藩 論 一 變の 次第 を 小 

つた 黑龍 丸で 急ぎ ：！ 途 にっき、 一 方 海 福 

で、 大 久 保に 面 食して 此の 旨を傳 へ た。 

7 藩 論 俄に 一 變 


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  七 四 六 

穩 當と 見て ゐる中 根 親 負 は 藩主の 參府 すべき を 主張 し、 且 つ 再度 出京す る やうに との 藩の 意 

向に も應 する の 色がなかった。 之に 對 して 小 楠 を はじめ 松 平 主 馬. 本 多 飛 驛. 岡 部 豐 後. 長 谷 部 

甚 平. 三 岡 八郞. 千 本 藤 左 衞門. 村 田 巳 三 郎等 は、 藩主 は 參府を 延期し、 飽くまで も 春嶽と 供に 上京 

して 旣定の 計 畫に從 事すべし との 說を 固持 し、 六 月 七日に 至りて 遂に 中 根との 11 に 大論戰 が 

行 はれた が、 中 根 は 其の 翌 八日より 引 籠りて 出仕せ す 、藩 では 彼に 蟄居 を 命す るに 至った。 『繽 

再夢紀 事』 に は 左の通り 記して ある。 

C 茂昭) 

六月 十四日 中 根 親 負に 譴責 を 命ぜら る。 本年 七月 は少將 公參府 せ. らる ベ き 期 月な り けれど、 大樹 

(舂嶽 i 茂 昭) 

公 當春以 來引鑌 き 滞 京 せ ら れ、 且 此節兩 公 同時に 上京して 藩議の ある 所 を 朝 廷. 慕 府 へ 言 上 せ ら 

るべき に 決定して あり けれ ば、 參 府は暫 らく  a- 合 は せらる . ^答な りし が、 其 後 大樹 公 せ 、り る ベ 

きょし 閗ぇ けれ ば、 视 は少將 公に も 束 下 せ ら る \ が 當 然 な る ベ し、 將 た _5 ^下せら る \ 方 なれば 已 に 

期 月に 迫れる 今日 なれば 此月 中旬に は發途 せらる ベ きなりと の議 更に 藩 中に 紛起 しけれ ど、 松 平 

主 馬. 本 多 飛 驊. 長 谷部甚 平 • 三 岡 八 郞等は 慕府 H 下の 體態を 思考す る に 到底 行 はれ ざ る を 知りつ 丄 

參府 に 及ばず 鎖 港の 談判 を 開か れ、 又 英 人へ 償金 を 交付 せられし 事 も 朝野に 紛議の 起り し を 見て 俄に 未だ」：, <  け 

との 論 

せし にあらず と 造 言 せ ら れ、 又 公武の 御 不和 を 直ぬべき にも 拘 はらず 瞹昧の 間東歸 せられし など 

何事 も 赏難を 避けら る， - のみに て、 ひ とつと して 皇國 の爲め 永久の 安全 を圖ら る，, 事な く 、巳 に 

天下 は累 卵の 危に 迫れり。 是 幕府 自ら 大權 を拋棄 せらる \ なり。 されば 過日 來 決定せ る 藩議の 

如く 今後い よく 朝廷に 於て 政權を 掌握 せらる X 外 あるべからず。 是卽ち 皇國 の爲め 永久 


中 根 養 居 を 命 

ぜ ら る 


の 安 仝 を 圖 る 所 は. に し て、 宗 家の 爲 

は輕 からざる^ なれ ど、 今 日に 於て 

も 在らせら る  >- 事 なれば 直 敷 延期 

怖 も 專ら 北： 意見 を 賛成し ける が、 中 

意 と す ベ き 所 な れ。 假令 幕府に 失 

ん事 は當然 の虚置 に あ ら ず。 已 に 

なりと て 固く 反對の 意見 を 執 り、 已 

しも 承諾せ ず。 去る 七 口 に は 殊に 

の 如くな りき。 


に も 

は 必 

を 請 

根 駔 

鉢 の 

ト n 

夕 

こ 中 


m. を 

も 拘 

る ベ 

は 同 

あ る 

於 て 

の 京 

及 び 


安 

帀 


ん す 

る ベ 

な り 

せ ず- 

も せ 

參府 

よ り 

八 口 


已 來 


途 

あ 

を 

ま 


な り ( 

ら ず ( 

鋭 意 

推 し 

宗 家 

り し 

家 に 


參 府 の 如 

此 節少將 

公 御 上 京 

朝 廷 を 

度 外に 措 

異 議 を 唱 

來、^ 又 上 

り 5." た り 


重き 御 役柄 相 勤、 度 々内外 を 阻 

小 楠 は 右に つき 在京の 靑山. 村 


心 を 害 ひ 候 段 不屈に 付楚居 被 一一 仰 付 一 


隔し人 

田兩 人に 書を與 へ、 

君側大破に相成り笑止の至りに御！^候。 然し 此亂は 遂に は 大破に 及ぶ 事に て 今更 驚， 

て 地 堅 まりの 方に て 御座 險。 


き： 牛 常の 時に ありて 

>  」 -內 i 此時脚 にて こ 

ハ， 一 t.  ^  ,4 御療 * お 中な h  ,^ に 

の 意 見 を 執り、 横 井 小 

ず る こそ 本 i 潘 の 本 

き 參 府の 義務 を 缺 か 

ふ る 聚 少 な か ら ざ る 

京 すべし との 議 あり 

しなり 0  ハ譴 資は左 

中 根^ 負 


- 事に は 無レ 之、 雨降り 


參府 延期に 決 と 記して ゐ るが、 中极黜 けられて 後の 藩の 方針 は參 延期に 決し、 藩主 「持病 之 1: ： 颯差 S 途 

す 

之 旅 行 致 ， 一難 義ー 候。 依^ 致 生, 全 快 次第 致， 出 仕, 候 心得に 御」 I- 候」 との 延期： ：3 を 幕 府に提 屮：： し 

た。 此の 屆 書が 六月 二十 八 曰に 福 井より 發 せられた と 行 違に 「參府 時節に も 有， 之、 無， 程 公 方 

橫井小 楠上卷 傳記篇  七 四 七 


il^ 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  七 四 八 

様， 御 0 府 被， 遊 候に 付て は 御 相談 之 筋 も 被， 爲 vffi 候 間、 早 々 出 府 被， 致 候 様 云々」 なる 六月 十六 日 

付の 閣老 連？？^ の 奉書 や、 「先達て 出府 之 儀 相 逮候處 、此程 還 御 被 レ爲レ 在 候に 付 可， 成 丈 支度 指 急 早 

々出， 府候様 可， 被， 致 候」 なる 同 二十四日 付の 閣老 よりの 達 書が 追々 に. 江戸より 福 井に 送達せ 

られ た。 藩士 中には 屮 板と 意見 を 同じく し、 而 も 彼に 對 する 嚴譴を 不當 となせ る 者も少 くな 

い 處に、 かくの 如く 兩 度 迄 も 幕 府 から 參府 督促の 書が 達した ので、 此の上 尙 參府 しなければ 親 

藩の 義務 を缺 くで あらう との 異議が 頻りに 起った。 それに も 拘らす 旣定の 藩議は 依然と し 

て 動かす 事な く、 其 の 度 毎に— 同 n 廿 六日 及び 七月 四日 付で— 茂昭 の病氣 未だ 快方に 赴かぬ 

• も. 受 出府 . ので 參府を 延期した しとの OS 書 を 差 出し^ き、 更 に V;I- 受鹿之 助 を 出府せ しめる 事と な り、 旣 に 

同人 は 七月 f 八日に 福 井 を出發 した。 毛受に 出府 を 命じた の は 『繽 再夢紀 事』 に、 

, 過般 來少將 公の 參」. ^せらるべき 期 月なる にも 拘 はら. f 發 程に 至らせられ ざり し は病氣 療養の 爲 めなる は 疑 ひ 

もな き事資 なり けれど、 當時 京師の 事情い よ/ \. 切迫し 到底 平和 を 維持すべき にあら ざれば、 此 際少將 公の 

病 氣輕快 に 至 ら せ ら る \ も 徒ら に 太-牛 の 常套を 1| 守し て 參 勤な ど せらるべき にあら すとの 事に て、 更に 其 事 

出 を 幕府へ 開 巾 せらる. -爲 なり。 

と ある を兑 る と、 春 嶽 及び 茂昭は 近來 幕府の 威令 地に 落 ち、； 大 下 は 土 崩 瓦解に 至る ベ きの 狀ぁ 

るの 時に 當り 外人 等 若し 其の 隙に 乘 じて 覬覦 する 所 あらんに は 開闢 以來金 甌無缺 の 國體も 

如何に 成 H: 木つべき やと 痛く 憂慮した！^  si^ 右の 如く 幕府に 開 申せん としたの では ある が、 見 様 


によりて は 侮 慕. 排 幕 乃至 抗 慕の 態度で も ある。 事が 此處 まで 來 ると 「 宗 家 を 推して 朝廷 を 

奉す る こそ 本 藩の 本意と すべ き 所 なれ」 との 中 根說に 同意せ る 所謂 持 重 派 は 勿 論、 然 ら ざる 

輩の 中 にても 越 藩の 立場に つき 露 劍に考 へる 者が 多くな つた。 かて \ 加へ て 旣に 七月 六日 

京都より 歸 つた 村 H の 報 吿は中 根の 意見に 同じく 春嶽 父子の 上洛 は 未だ 其の 機に あらす と 

の 事で あ り、 且 つ 村 田が 同月 十日 再び 福 井を發 して 十二 日 上京 し、 其 の翌 十三 日 近 衞前關 ，：： に 

謁した 時の 模様 を 『續再 夢紀 事』 に 記す る 所に 就きて 見る と、 

村 S 再び 近衞 七月 十三 日朝 村 E 巳 三 郞櫻木 殿に 伺 侯す。 前 殿下に 拜 謁して 此程も 巾 上し 如く 御 指揮な き 已前越 前より 人數 

前 關，： n に 謁す 

を 上京せ しむる 事 は 決してな き 害 なれ ども、 尙叉其 節 今 H は 須臾 云々 御沙汰の 御^も ありし 故、 共 後； 

國の節 爾後 何とか 御沙汰 ある 迄 は鎭靜 致し 居る 方 却て 朝廷の 御 爲め御 都合 {I しき： il" を 巾 聞、 ^^嶽始越前守 

•  に 於ても 愈 其 心得に 決心 仕り 居る 事 なれば 此讒は 少しも 御 懸念 在らせられざる 様に と中ヒ しに、 殿下 越 前よ 

り 人數を 上京せ しむべし との 事 は 過般 來容： ： 勿なら ざる 風說に 心配せ し 事なる が、 只今 巾 出に て大に 安心せ り。 

拉 先日 申 聞た る 越前國 論の 趣 は 其後逐 一 主上え 申 上しに、 至極 尤に 思食賴 母し き 事な りと 御沙汰 在らせら 

.  れ たり。 就て は此皆 を 極密國 許へ 申 遣 はすべし と 仰せけ る 故、 村 田；： せらざる 御沙汰 を 蒙り 肝に 銘じ 難レぉ 

じ 奉る と. & 上しに、 殿下 叉 仰、 過日 内！ 3- に 入れし 御親征 云々 の 意見書 は 去る 七夕に 關 白の 許へ 指 出し、 に、 

關白も 至極 同意 主上に も 犬に 御 嘉納に て 速に 政事に 關 する 輩 を 召 出され、 殊の外 御 逆鱗 在らせられたり。 

夫が 爲め此 頃 は 暴論の 輩 も 犬に 閉塞し 頓に 日頃の 勢焰を 挫折せ り。 (： 卜 略) 

•  横 井 小 補 上卷 傳 記篇  七 四 九 
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と あ 

乘出 

、、ゝ .！iv 

力 伊 

毛受 途中より 見 < 口 

引返す 

ま 

藩議 一 變、 本 過激 

多 • 松 平等 責 

0 さ る  お ^ 

五 日 

谷 部 

, 達，； 御 

は ■『 

な り 

る を 

参政 


る か ら 、こ 

してよ い 

に 勢力 を 

はせ ると 

一 泊し 翌 

議は 幾度 

に涉 つた 

甚 平. 千 本 

京都 を發 

に 更に 「 

聽 1 不屈に 

緩； 冉夢紀 

」 と ある 

記した る 

中 根靱負 


れも村 田から 直ちに 越 前に 

か 見當も 付かぬ のに 際限 も 

得て 来たので、 取敢 へす 出發 


し 


奉 り、 棘 負 を 無 


同時に、 執政 以下 諸 有司 を 

十九 日 福 井に 引返した。 

か 開かれ、 本 多. 松 予長 谷 部. 千 本 

が、 二十 三日に 至り 藩 論 急 

藤左衞 門の、 叉 二十 五日に 

し 二十 六日 歸 幅した 村 田 

勤 役 中近來 別て 我意に 募 

付、 蟄 居 被, 仰 付 一」 な る 嚴 譴 

事』 によると 「去る 六月 

が、 村 田は此 の變 動に つき 

後に、 執政 を 始め 樞 要の 有 

頗 佐幕 主義に 附、 今日と 爲 

二の 御 依頼 ありし も 蟄居 


に 

巳 

こ 

tr 

彼 

り 


三 

處 


ぜ ら れ 

く 藩主 

たばか 

等 は 相 

變し、 茂 

平 主馬 

郞の監 

己 之 取 

し た。 

日屮根 

手記せ 

^免せ 

は御爲 


たで あらう。 さすれば 京師の 

の 參府を 延期す る は穩當 なら 

りの 毛受を 途中に 引止め 

議 せしめる 事と な り、 毛 受 


慕府 

は 十 


らす 藩主 參府の 延期 を 

は 近く 參府 する に 決し 

職 を 解 き、 次 い で 八月 一 

を I 能め て 御 側 物 頭 を 命 

等 も 之、 品 々御 政道に 

く 數人を 解職. 轉職 及び 

負に 譴責 命ぜられし 時 

『氏 壽履歷 書』 中に 御 

る i 如き 「一大 變 動の 

宜しから すとの 建議 を 

被., 仰 付 一た り。 是 より 遂に 相 否 塞 


情勢 は 何時 

すとの 意見 

への 開 申 を 

八日 夜今庄 

し ^一一 一 n 論 頗る 

本 多 飛 is. 長 

は 去月 二十 

三日に は 5 

候 儀 共 追々 

に處 したの 

に 原. S せる 

頭に 轉 職せ 

起因 は 去る 六月 

(舂？ ！• 茂 昭.； 

以て 兩 公え 迫り 

し 一 大 反動 を 酸 


固執 

.S3 日 

日 に 

じ、 同 


譴責 

の議 


と 

平- 


成せ  しなり。  氏壽其 連座 

過般 來擧藩 上洛の 藩議 

如く 責罰 せられた 本 多. 松 

が、 此 の 三人 は 命 を帶ぴ て 他 

, てゐ る。 上記の 如く 藩 論 一 

排 慕から 敬 幕. 親 慕に な つ た 一 

處 せしめた 輩 を 其の ま \ に 

來ぬ譯 だから 右の 處分を 兄： 

一 

擧 上洛の 計 畫を賛 し 其 の 實ー 

く 罰せら れ、 叉 追々 罰せられ 

小 楠 賜暇 を 請 あるの で、 最 早 滞留す ベ き に 

は容 nl^ に それ を 許さな か つ 一 

小 楠 等が 四月 以來 心血 を 一 

る 瞬間に 藩 論 急 角度の 轉換 i 

ら れ、 小 楠 も怏々 として 越 ま 

接 急激 黨 たる 長 州 派の 公咖 

撗井小 楠 上卷 傳記篇 


見 

-長 


フ 

及 


免 

こ- 

、、ゝ 

力 

去 


たり 

し て 

部. 千 

使 し 

か ら 

i  く 

當然 

關し 

す る 

す と 

再三 

一し 畫 

つ て 

る r_ 


しも 京 

最も 力 

本. 村 田 

てゐる 

主 慕 命 

，中 根 を 

の は 慕 

で あ ら 

て も 

狀態を 

考 へ て 

懇願し 

策して 

挫折し 

とに な 

カ大禾 


都表盡 力の 

を 其の 事に 

の 外に まだ 

ので 歸國す 

に應 じて 參 

佐幕 主義者 

府に對 して 

う。 然るに 

カを盡 くし 

見せつ けら 

俄に 暇 を 賜 

て 止まぬ の 

ゐた擧 藩 上 

て 仕舞 ひ、 熱 

つた 此ハ の狀 

行幸. 攘夷 親 


爲に輕 か 

盡 くし 中 

岡 部 豐後. 

れば 追々 

府 する 事 

で 國の爲 

も 中槌及 

小 楠と し 

たる 本 多- 

れ  て  は  心 

はらん こ 

で、 已 む を 

次 n は、 「 ス 

心に 此の 

態 は、：^ も 

征 の 議 を 


りし」 と 誓い 

根 を も 排斥し 

牧野 主 殿 介. 三 

に處分 せらる 

となれ ば、 越 0 

にならぬ と 建 

乙 丄\ ク お 0  -ゾ 

て は 自分の 筋 

_ 松 平等 要路の 

屮 大いに 安ん 

とを講 うた。 

得 す 其 の 請 を 

タ -I ト」 の 合 

計畫を 主張し 

其の 時 を 同じ 

起 し、 そ れが觔 

七 五 1 ., 


てゐる 0 

た 者に は、.；^ の 

岡 八郞が ある 

ことにな つ 

の 態度 は侮亭 

議 して 嚴 譴 に 

に對 しても 出 

書した 一 藩大 

5- 力 ぶー LLl び， ^y- 

ぜ ざる ものが 

卷嶽 及び 茂昭 

許す に 至 つた。 

II を つて ゐ 

た 同志 は 退け 

うして かの 尊 

許せられ て 八 


第 十四 章 四た び 福 井 藩 Q 招聘に 應 じて  七 五 二 


月 

なぜ 福 井 を 見 

限った か 

の 

を 


二十日 を 以て 御發輦 とまで 

と な り、 長 藩 は 退けら れ、 之 と 

る 所で ある。 然るに 復越藩 

全然 放棄した ので はない。 

前に はなって ゐる。 それ か 

かった。 さすれば 如何に 複 

旗を卷 いて 退却す るの は 小 

爲だ らう。 

試みに 小 楠の 心裡を 忖度し 

條 理に循 つて 進めば 如何な 

の 送別 語 中に 見る 「心に 逆 

する 勿れ」 なる が 故 に、 誠 を 

楠の 信條で 有った。 此の 故 

打破す るの 迫力が 充ち滿 ち 

解に 至る ベ き狀 あるより 越 

だ が、 春嶽が 鍵に 政事 總裁膦 


運んで ゐ たのが、 一 夜の 中 

行動 を俱 にした 七 卿 は 西 

々議の 成 行 を 顧みて 見る 

藩主 は 參」： ^する にしても 

あらぬ か春嶽 及び 茂昭は 

雜な叉 不愉快な 事情が 纏 

楠の 遣 口と して は尙 早の 

て 見る と、 蓋 し 天下の 事物 

る 盤根錯節 も 匁を迎 へ て 

ふこ と ある も 人を尤 むる 

修めて 理に循 ふが 卽ち人 

に 小 楠に は 如何なる 難局 

てゐ た。 然るに 今回の 福 

藩 君臣に は 憂 國の情 禁 す 

を辭 退した ま i 歸 藩した 


に 形勢 全く 一  變 して 八月 十八 日 

走し、 攘夷 派 は 急に 顚 落した のと 

とそれ が急變 したに しても 擧藩 


の 政 


京師より 差圖ぁ 

小 楠の 賜暇 願に 

綿して ゐ たにし 

感無 きにし も あ 

に は必す  一 M し 

解ける。 後日 二 

勿 れ、 爲 さんと 欲 

として： 大功 を 亮 

に對 して も^ 趙 

井の 事た る卷嶽 

る 能 はざる もの 

の は 苦し い 立場 


らば 上洛す ると 

對 して は容 に 

て も、 此 の 際 倉皇 

ら すだが 是 菜し 


上 fJ< 口 

云 ふ 

許さ 

と し 

て 何 


の 小 

に 正 


た條理 が；！^ する 

甥 洋行に 際して 

する 所 ある も 心 

く  る Jw^ 以 であると は 

逵巡 する こ となく 之 

歸藩 後の 犬 下 は 土 崩 

があった による は 勿 

で 有った と は-一 ム へ 如 


何にも 無 責 任 

は ハタと 困つ 

を 取 返す にも 

案出した の は 

は 其の 時勢よ 

保守派の 人達 

せられて 國論 

野が 道破した 

る は 進退 ral^ し 

兆が 見えない 

に 最も 重大な 

の 顔 有りて か 

らう。 抑，、 此の 

春嶽 等が 畫策 

も ； 層 P 曙せ 

く 京都の 情勢 


千 萬 で、； 大 下に 對 して 春 

たのに も 端を發 する。 

目先の 變 つた 何等かの 

主として 小 楠 を 始め 上 

り 云 へば 卜 歩 も 二十 歩 

まで 國家 及び 越 藩の 非 

は 忽ち 上記の 如くに 一 

如 く、 春 嶽 は 當春辭 職 を 

て 其の 當を 得て ゐ るで 

ので あるから _ ^嶽 たる 

る 責任 ある 身で ありな 

上洛す ベ きとの 疑懼の 

計畫を 見る と 慕 府には 

した 公武 合 體とは 頗る 

ら るべ きものと 信す る 

を 窺って ゐる中 に、 將 軍 


嶽は勿 論、 越 藩の 信望 は 地 

此の際 皇 國の危 急 を濟ふ 

方策 を 講ぜねば ならぬ。 

記 本 多. 松 平等の 所謂 進歩 

も 進んだ 思 ひ 切った もの 

常時 打開に 夢中に な つ た 

決した。 然るに 徐ろに 此 

强 ひて 願って 歸藩 謹愼後 

あらう か。 時 態と 云 へ ば 

者猶 容易に 動く ベ きで は 

がら 無斷 に歸國 してお い 

念 は 自ら 越 藩 君臣の 思慮 

見切 をつ けて 朝廷 一 點張 

趣 を 異にして ゐ るか ら、 幅 

に 至った であらう。 偶.、 計 

歸府 のこと が 起り て 其の 


を拂 つた 觀を呈 し て、 藩 之に 

の にも 卷嶽 及び 越 藩の 不僧川 

かく 苦慮した 結 舉藩 上洛 を 

派の 人達であった。 此の 計靈 

父 


で あ る が、 卷 嶽 

矢先と て 一 も 二 

の 計 畫を考 へて 

未だ 日 も 立たぬ 

《口田 春よりも まだ 

あるまい。 最も 

て、 今更 何 の 御 召 

ある 者の 心底に 

りに 進まう と 云 

井が 親 藩で ある 

畫實行 上 入洛の 

計畫に 多少 ii 齬 


子 は 勿 論、 所 謂 

もな く赞 成さ 

兑 ると 元 田お 

のに 復上 京 す 

聊か も 回復の 

重大な る 時期 

もない のに： i: 

は 動いた であ 

ふ の でビ れ迄 

關 係より して 

時期 を定 むべ 

を 来した 許り 


横 井 小 楠上卷 傳記篇  七五三 
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で な く、 將 軍 歸府の 上 はとて 藩內に 於て 藩主 參特の 議論 も 起った。 今日 此の 

に 藩 論が 動搖 して ゐる 徴候 だ が、 春 嶽に 最も 信用 の 


力 

洛の 計畫を 危ぶむ と 俱に今 は 決 

した 事 は、 一 途 因循 保守 を 皆と す 

卽ち 此の 時には 藩 論 は 確に 二分 

にす る。 此の 前に 中 根が 執政 や 

あると 云って ゐ るの も 彼の 烦腺 

進歩 派 は往く 手の 障碍 を 除く 

用 ひす 自然に 付す」 を 標榜す る 

無い。 そこへ もってき て、 藩議實 

の 時機で ない との 報告 を 窗し歸 

得て 遂に 春嶽 父子 を も 自重 論に 

た 本 多. 松 平等 數名を 罰して 仕舞 

ぼしい 連中が 皆 追 はれて は 小 楠 

子 は 陳蔡の 厄に 遇った 時には 「 

西 狩して 麟を 獲る や 遂に 赛 秋の 


し て 其の 時機で も 

る 一派に は 倍.^ 此 の 

し て 往時の 猪突 的 

小 楠に 對し 藩士 中 

で 機微の 中に 或 物 

ベく 中 根 を 排斥し 

小 楠が 之に 對し て 

行に 最も 熱 心 で あ 

つたので、 保守派 特 

引摺 つて 藩主 參 府 

つた。 かくて 藩主 

も 隻手に は聲 ある 

君子 固より 窮す」 

筆 を 絡った。 これ. 


ある 中 根 親 負が 京都から 

ない と 主張し、 同時に 叉 藩 

新 計畫を 忌避す る 氣運を 

白熱 さは 失って ゐ たもの 

に は 今度の 計畫 について 

を 看取した のであった。 

たが 之に は 健に 無理が あ 

如何なる 態度 を 取った 

つた 村 田が 京 情 視察 

に 中 根 處罰を 不當と 

に 決せし め、 今 度は飽 

は參府 する ことにな 

を 得すして 全く 絕望 

と 云って 平然たる も 

人事と 天 事との 別 あ 


論の 起る 

歸來 して 

主 の 參 府 

作った で 

\ 多い を 

異 論 の あ I 


のは旣 

擧藩上 

を强調 

あ らう 0 

e- らカ 

る 者が 


の 

せ 


つた。 「作爲 を 

は 今 知る に 由 も 

果今 はま だ 上洛 

輩 は 大いに 勢 を 

も それに 反對し 

り、 進歩 派の 連中の 目 

したので あらう。 孔 

のであった。 然るに 

るから だ。 小 楠は必 


力 

迄 


當 時の 福 井 藩 

の空氣 


す や 越 藩 政府が 保守派の： 大下 となり、 昨 n 

無意識 か 遂に 保守派の 掌中に 拉 せられ 去 

一大 地 晦 其 八方 迫 塞條理 の循ふ ベ きものが 

したので あらう。 此の間 小 楠 も 悲憤の 淚 

知られる。 (本 篇 七三 九 頁 參 照) 

いかに 此の 時 福 井 藩の 空氣 が陰變 であ 

籠め て 春嶽を 再び 藩主に 立てん とする 陰 

の は 彼等が 藩 政 を壟斷 し、 慕 府閣老 よりの 

かった のが蕩 露した 結 2^ であると か 種々 

會津 などの 諸 藩と 語ら ひ 供に 尊 攘 派 を 一 

事 を 周旋 せんとす ると かぐ 京師に 傳 へら 

洛に 際して の 旅館に 充てる ために 借 入れ 

條御 旅所に 其の 放火の 趣意書と して、 


ま で 

つ た 

見 付 

こ く 


謀 を 

機密 

の 風 

掃せ 


れ 

て 


進歩 派に 倚賴 して ゐ たお 嶽 父子が 意識して か 

の を 見て： 大意 旣に 去れり と觀念 し、 斯 うなれば 

か ら ぬ の だ か ら作爲 を 加 へ る も 無 ハ$ だと 決心 

れ たの は 旣述の 元 田 東 野に 對 する 苦 言 にても 


騷 

說 

ん 


糸 


たの は旣 

であった 

て \ ゐる 

文書 等 を 


力 


一 了 


： はれ 


が 爲に上 

果、 七 月 一 一 


か は、 內 では 或は 小 楠 等が 茂 昭を押 

とか、 或は 本 多. 松 平等が 貶黜 された 

途中で 押へ て 卷嶽ゃ 茂昭に 見せな 

たと 傅 へられ、 外で は 福 井 藩が 加 賀. 

洛 すると か、^ 嶽が 11 國論を 以て！： 

十七 日に は藩議 による 养嶽 父子 上 


つ た 京 都 高 矗 寺 が 尊 攘 派激 徒の 爲に燒 か れ、 四 


. 高 臺 寺 奸僭共 朝敵 之 寄 宿 差 許 、不屈 至極に 付 放，， 神 火， 燒 棄畢。 向後 右 様 之 者 於， 有， 之 は！ ：！： 卵灭 

誅候者 也。 

なる 張 紙が 揭 げられ、 次に 八月 初 三條大 橋に は、 

极井小 楠 上， 卷 傳記篇 . .  七 五 五 
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北 越卷嶽 古今の 國贼に 候へば 一 歩 も 洛中へ 踏 込 事 

ば 旅館 一 々 令，, 放火 1 者 也。 

同 十 一 日 大津驛 に は、 

朝 敵 松 平赛嶽 上 京 可， 致 趣 

は 勿 論、 人 馬 繼立等 致 候に 

なる 張 紙 あ り、 叉 同 十三 曰に 

r 姦贼松 平 春嶽の 計に 與 

と 書して 揭 示して あった。 

る覺 悟であった ぐけ に藩內 

を 忍ばせる もの も ある が、 擧 

てゐ たので あつだ。 

さて 小 楠 は 上記の 如くに 

たの は 心外 千 萬で あったら 

て、 其 の 席 を 避けた の を 肥 後 藩に て は 武士道 を缺 きた 

る も、 彼 が國 事に 闘して 盡 力せ る を 以て 反對の 意見 を 

もの なれば 單に 武士道 を缺 きたる ものと 同 一 視 すべ 


を 不， 許 勑勘を 


七 五六 

も不 ，憚 押 て 上京 致 候 へ 


相閜へ 不屈 至極に 候。 右 

於て は 勿論 可， 加，, 天 誅 i3:n 急 

は 西本願寺 S 人 松 井中 務 

し 人お の 膏血 を嚷り 11 佚 

此等を 見る と 越 藩の 大擧 

は 勿 論、 天 下に 對 する 反響 

藩 大擧の 上洛に は 疑懼せ 

し て、 數年來 心魂 を 打 込ん 

う が、 赛 嶽 父子に ありても 


に 付 越 

度 相 心 

を 暴 殺 

を 事と 

上洛の 

も 頗る 

なけれ 

でゐた 


前 道中に 

得 可, 申 樣 

し、 そ の 首 

す- るに よ 

擧は身 を 

廣大 で、 流 

,ま ， ならぬ 


方 

お 


越^ に 1:5 

ま/が, rl づぉカ 

る擧 動な りと て 

懷 ける 輩より 暴 

きに あらす。 況 


し 

.江 

lie- 

！ 1811 

1 了 

ん 


て 

て 

戶 

や 


卷嶽 

候 事 _ 

條大 

誅 を 

家 を 

春嶽 

、i  -rj 

力 f 

吿 げ 

に て 

譴責 

加 へ 

幅 井 


同類の 者 止宿 


や 


こ 

て 

手 


る こ 

刺 客 

すべ 

ら れ 


梟し 板に 

る もの 也」 

國を 捨て 

楠の 存在 

に 低迷し 

とに なつ 

に 嬰 はれ 

き 摸 様 な 
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へ聘用 以来 前 


後少 からざる 功勞 ありた る ことなれ ばと て、 去 月 岡 部 等 を 使節と して 熊 本に 遣 はした る 時 も 

特に 其の 處分 を寬恕 せられん こと を 請 はしめ たのに、 (本 篇七四 〇 頁) 未 だ 共 の 復命に 接せざる 

今日 卒然 小 楠 を 熊 本に 歸 す こと X なった の は 此の上 もない 遣憾 であった であらう。 今 は 致 

方 もない ので 特に 榊 原 幸 八. 平瀨儀 作. 末 松 覺 兵 衞. 海 福 雪 を 小 楠に 添へ て 熊 本に 遣 はし て、 多 たや 

小 楠 を 借 州せ し 謝辭を 述べし める と俱に 再び 其の 處 分の 寬恕を 請 はしめ る ことにした。 

因に 藩 醫魚住 格 も 之に 同行す る ことにな つたと 見え、 r 越 前人 物 志』 所載^ 人小傳 中に 「文久 

三华 八月 十一 H 朝 肥 後 熊 本へ 發 船す。 赏時横 井 小 楠 旅館へ 過る 小船に て 三！： 港に； li- る 0 八月 十 

二： n 快 暗により 三 國 出 島 水口 四十 五六 石 船に て 出帆し 二十 五日 熊 本 ー危、 九月 七 n 同地 出立して 二 

十六 日録 福す。 榊 原 幸 八 肥 後へ 御 使に 同道した るな り」 なる 記事が ある。 

小 楠の 心事  小 楠 は 今や 福 井 を 去らん とする に當り て、 九 州に 使せ る 岡 部に は 最早 相會し 難い の を 慮つ 

て、 彼に 一 喪 (遣 稿篇 「書 is」 一 五 g) を 書き 殘 したが 、其の 一 節に 「天 ド之變 動不， 遠 事に て、 其 節 

ヽチギ 山^ ン 

に 臨み 候へば 人材 御 川 ひ 無>| て は 難， 叶 は 巾に 不， 及 候。 老公 様に も初發 より 其 思 召 は 被， 爲， 在 

候 事に て 私 も 御 直に 奉仕 候。 卽 今の 勢 御 國政向 は 如何にう ち替り 候と も 天下に 對し 候へ は 

誠に 少々 の 事柄に 候へ は、 何もかも 御かん にん 被， 成 從容と 御 勤、 聊 たり 共 不平等の 御 事 無，， 御 」M 一 

様 萬々 奉， 希 候。 左 候へば 其變に 臨み 急 斗 御手 段 御 盡カ之 被， 成 様 可， お 御 成 一は 相 違 無-御 ^；此 外 

拜呈巾 俄 は 無， 之 候。 吳々 も 從容の 二字 御 心得 被， 成 候 様 奉， 存候」 と あり、 逆境に 虚して 怨みす 
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憤 ら す、 常 に 天理の 自然 を 信じて 疑 はざる 心事の 高潔 さは 楮 表に 流露して あ 

あれ 今や 一大 下の 風 雲 は 倍. 《 急に して 人材 御用 ひ 之なくて は 叶 ひ 難い 時運に 會 

違 ひて 空しく 歸國 して 罪 を 待た うとす る 小 楠の 心事 は 悲痛 そのもの であつ 


る 

た 


ホ 高 杉 晋 作. 坂 本 龍馬の 來訪 


福 井に 於け る 小 楠に 

は猶 幾多の 事が 有った 

は遣憾 である。 又 小 楠 

を 始め 諸 藩に 多くの 知 

が 天下に 知れ渡つ たの 

多かった であらう が、 そ 

と 坂 本 龍馬の 訪問に つ 

も 伴うて ゐ るから 左に 

高杉晋 作に 多年 追隨 

を 欽慕して 措かな かつ 

s: 位高 杉 君 碑」 と 題せ 


つ きて の 記述 は 以上 を 以て 終 

であらう が、 今迄 記述した 外に 

は 天 保 十 年の 江戶遊 擧ゃ嘉 永 

己 を 得た が、 春嶽の {^^3;師とし て 

で、 福 井に 彼を訪 うて 一大 下 を 論 

れ にっきての 記錄も 殆ど 全く 

きて は簡單 ながら 之を徵 すべ 

記述して 見よう。 

し 深く 其の 薰陶を 受けた 藤 

たが、 明治 四十 二 年 廣く諸 友と 

る 一 大石を 建 て、 自 ら 碑文 を 撰 


つ た。 福 

は それ を 

四 年の 上 

福 井 藩に 

じ 時事 を 
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聘 せられ" 

談 じた 

の は 物 足 一 

あ り、 そ ^一 


博 文 は 常に 高 杉 の 

謀り 東行 庵に 近き 一 

して ゐる 中に 左の 一 
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其の 遣 風 
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節が ある- 


年 十九 吉田松 陰に 師事す。 松 陰 深く 之 を 偉と して 久坂 實甫と 拉び稱 す。 尊で 東游 して al 

平黌に 入り、 又 佐 久間象 山 を 信 濃に、 横 井 小 楠 を 越 前に 訪 ひて 擧識 倍.， 進む。 (原 漢文) 

之 を 見る と 高 杉の 小 楠 訪問 は 彼の 修養 上 特筆すべき ものであった ことが 分る。 此の 訪問 

は 高 杉が 萬延 元年 十 一 月豫 ての 宿望だった 東國 遊. をな した 時で ある が、 彼 は 其の 遊 1- 日記 

たる 『試擊 行 日譜』 の 序文 中に 左の 如く 記して ゐる。 

予此 行、 素と 奇人 偉士を 探る を 以て 主と なす。 共 人 を 誰と 爲す。 笠 間の 加 藤お 隣. 信 州の 作 

間 象 山. 越 前の 横 井 平 四郞. 安藝の 吉村秋 陽な り 云 々。 (原 漢文) 

右に よれば、 小 楠 訪問 は 高 杉の 東 國遊歷 の 主要 行事の 一 であった の だ。 伊藤が それ を 右の 

如く 特記した の も 成程と 首肯 せられる。 高 杉 は 福 井に 至り 幾 回 小 楠と 面會 した か、 又 其の 話 

高 杉、 小 楠に 題が 何で あつたか は薩 張り 分らぬ が、 其 の會 見に よりて 餘程小 楠の 人物 識見に 敬服した と： 3^ 

敬艮す 

え、 其 の遊歷 より 歸鄕 して 後、 在 江 戶の久 坂 玄瑞に 寄せた 書中に 「加賀 より 越 前の. f5 へ 出 申 候。 

横 井中々 英 物、 有， 一 無」 一之 士と 奉， 存 候」 と 記して ゐる。 晋 作は久 坂に 對 して 小 楠 を 右の 如く 

推賞した 許りでなく、 其 の 翌文久 元年 九月に は 擧頭畿 兵制 相談役と して 小 楠 を 長 州に 聘 W し 

たいとの 意見で 左の 如く 記して ゐる。 

文久 元年 酉 九月 二十 八日 

國の 本、 學校、 擧政 一 致は擧 校の 學校 たる 所以 故擧 校の 舉 長須， 擇.， 其 人つ 肥 後 隱士橫 井 乎 s 郎實 
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に 熊澤了 海に も 譲らぬ 人物 故、 先 用& 人 一可 k ハ翻 之 基 本ー然 則 諸政 事 P 之擧る 矣。 横 井 平 郞 

舉頭兼 御 兵制の 御 相談 有， 之 候 事。 

これ は 小 楠が 進取 的 開 國論を 主張し、 勤王家から も 佐幕 家から も 憎惡の 標的と なりたる 後 

のこと であるに 拘ら す、 高 杉 は 小 楠 を 以て、 小 楠の 私淑 傾倒した 熊澤蕃 山に も 譲らぬ 人物と し 

て 推服して ゐる。 

坂 本の 訪問 次に 坂 本 龍馬が 福 井に 小 楠 を 訪問した の を 記す るに 先 だち て、 龍馬が 小 楠 を 初めて 識 つた 

經緯を 述べて 置かう。 時 は 小 楠が 春嶽に 招かれて 福 井から 出府して ゐた 文久ニ 年で あるが、 

松 平 (慶 民) 家 所藏の 『春嶽 手記』 に 左の 如く ある。 

坂 本 龍馬 氏 は 土 州藩臣 にして 國 事の 爲に 日夜 奔走して 頗る 盡カ せし は 衆庶の しる 所な り。 老生 初て 面會 せし 

(《i 

は 文 久ニ年 七月と 存 する。 老生 政事 總裁 職の 命を受 くる は 六月 也。 或 日朝 登城の 前 突然 二人の 士常盤 橋 邸に 

參 入して 恭嶽 侯に 面 會を乞 ふ。 諾 して 面 話す。 登城 前に は 中 根雪 江に 命じて 兩士の 說話を 聞かしむ。 此 二人 

は 坂 本 龍馬 • 岡 本 健三郞 なり。 其 後 此兩士 を 招き 兩士の 說話を 聞く に 勤王攘夷 を 熱望す る 厚志 を 吐露す。 

其 他 懇篤の 忠吿を 受く感 佩に 堪 へす。 右 兩士の 東 下す る は 勝 安房 • 横 井 平 四 郞の兩 人 暴論 をな し 政治に 妨害 

ありとの 輿論 を 信じた る ゆへ なりと きく。 坂 本 • 岡 本兩士 余に 云 ふ 勝. 横 井に 面晤 仕度、 侯の 紹介 を 請求す。 

龍お. 初めて 小 余諾 して 勝. 横 井への 添書 を兩 士に與 へたり。 兩士此 添書 を持參 して 勝の 宅に 行く。 (中略) 横 井へ も 添書 を以 

て面會 す。 當時横 井口 口論 i¥ の 評 钊 を受 く、 兩士横 井に 談話す る。 尊王の 志 厚く □□ 杯の 事 は 毫も これな く 


撗 井の 忠赏に 頗る 感佩 せりと 云 ふ。 慶應 三年 亡  15? 坂 本 氏 暗 X 浚の 翌朝 後藤 象次郞 君に 面會 いたした く 書 狀を送 

り 候 所、 答 書に 坂 本 氏の 暗殺に て 用 多く 來耶 を辭 すとの こと 也。 初て 氏の 死亡 を 聞て 驚愕 痛 惊に堪 へす、 老 

生 兌 聞す る 所 を 記載して 追 思 往事の 證を 表す。 

•  故山， z: 容堂公 親友なる 

W 治 ト 九 年 十二月 十一 日 -  松： ゃ慶永 

土方 卿 閣下 

右 は 明治 十九 年 十二月 十 一 日 春嶽が 土方 久 元より 坂 本 龍 馬. 中 岡 愼太郞 ー刚士 二十^ 祭 を 

京 市 九 段 坂 上 富士見 軒に て 執行す るに 付 案內を 受けた る も、, ハ S 症で 橋 本 綱常 及び 3 お 佐 純： ま 

醫師 から 堅く 出席 を 差 止められて ゐた. -め、 缺， 船の を 返答す る 時 玉串 料に 添へ て 送った 文 

である。  * 

坂 本の 要件 その後 龍馬 は 小 楠の 在 府中 幾度 か 彼 を 訪問した であらう が、 福 井に 訪問した の は 小 楠の〕 取 

後の 滞在 間た る 文 久三ハ 巾 五 n で、 勝 海 舟が 神戶に 創設した 海軍 所の 失費が 多端で 幕府から 支 

給され る 用途 金で は 足るべく もない ので、 龍馬 を 福 井に 遣 はして 卷嶽に 扶助 を 請 はしめ た爲 

であった こと は 左の 記事で らか だ。 

文久 三年 五月 十六 日 龍^ 子 を 越 前え 遣す。 村 S 生 g 三 え 一番 を 付す。 これ は 神^え 土^ 被， 命 海 ？ 5f 

敎授の 事に 付 費用 不 供、 助 力 を 乞 はむ 爲 也。 (海 舟 日 記) 
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五月 十八 日中 根 級 食、 勝 麟太郞 を 

し。 兼て 希望せ し祌戶 村へ 海軍 

を說き 了解 せら れ、 其 後 朝 • 慕 と 

別に 盡 力すべき 途 なき 故、 祌 戶 に 

に 用途 金 乏しく 困難せ る 故、 一昨 

兼帶の 事故 同所に ある 器械の 內 

再夢紀 事) 


龍馬 は 福 井 

じて 其の 來意 

ベ、 首尾 よ く 其 

圓と ある が、 此 

は、 勝の 拜借 高 

記して 置く。 

龍馬が 福 井 

ると 思 ふ。 と 

で春嶽 宛の も 


に 着す る や 否や 先 

を 吿 げ、 且 つ 春嶽へ 

の 使命 を rai^ して 大 

の 時と 思 はる X 小 

を 龍馬に 聞きた る 


訪ふ。 勝 云、 過 日 上 .樣 攝海 御巡覽 ありし は國 家の 爲大に 有益な り 

所 創建の 事 は 上樣御 直に 御指圖 にて 》^ 疋 し、 姉 小路 殿へ も 其 理由 

も 表 向の 命 を 降され たれば 速に 建營に 着手すべし。 拙者 は此節 

於て 大に 海軍 を 興し 國家 百年の 某 一 業 を 創む るの 決心な り。 然る 

日 坂 本 龍馬 を 貴 國に遣 はし 御 相談に 及ばせたり。 長 崎 製 鐵所も 

不用の 分 は 神 戶に移 し、 此 地に も 更に 製鐵 所を設 くる 積な り。 (續 

づ咋 年. y 戶 で面會 して 其の 卓兑に 服して ゐた小 楠に 刺 を 通 

の 斡旋 を依顿 し、 親 ら春嶽 に 謁する ゃ滔々 として 海防 論を述 

阪に歸 つた。 春嶽 から 借用した 金額に ついては 或 書に S 千 

楠が 長 谷 部. 三 岡に 寄せた 書簡の 斷片 (遣 槁篇 「書簡」 一 四 七) に 

に 千兩， f 願 ひたしと 申し出で たと ある。 史家の 參考 の爲に 


に來 たの は 右が 主なる 用件であった であらう が 他に 興味 ある 事實が 伴って ゐ 

云 ふの は、 横 井 (時 靖) 家 所藏の 文書 中に 文久 三年 匹 月に 認めた 大久保 忠寬の 書面 

の 二通と 小 楠 宛の もの 一、 通と が あつ て、 其 の 內容に は 今回 龍馬の 來 幅に 關係ぁ 


ると 俱に 幕末 史上 注目すべき 事實を E 出す からで ある。 長文で は あるが 左に 揭げ よう 

舂嶽 への 書面 (其の 一) 


御所 御 安 入 さー 倐 御 城， に もハ， 御 

鬼 角 御 志 御 通 被 k 兼 候 御 意 味 

苦 情 有レ之 候と も 爲 一一 皇 國 一公 明 

.濟 被， 成 間 敷 奉レ存 候 問、 決 て 御 引 

國 ¥ 伏 希 一 候。 委曲に は 尊 地 之 

存 候 C 

一 世上 今に 論者 和 戰之ニ 字 

之に 付和との 御 論 出 候よ り、 志 

不 調 不レ 及レ論 直に 御ー戰 有レ 之、 勝 

事 而已相 せ、 俗 に 申 一 寸引之 論 

御國と 和親 相 望 候辭柄 有 、此 

事に 候 Q 是も 過去 候 事に 付 今 

御着 眼 有レ之 細事に 御拘合 無レ 之- 

虚置 實以御 急務 中 之 御 • 急務と 

御 夏 策と は 不， 奉， 存 徒に 衰弱 爲 一一 

て も御濟 被， 遊 間 敷 奉， 存最歎 息 
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隨て明 侯に も 愈.^ 御 男 健 奉， 一敬 焚 一 候。 陳 者 

息 之 外 無， 之 候 得 共、 尙 相考候 得ば 何樣御 

て は赏今 一橋 樣 尊 侯 之 御 任 乍， 惯 御 

にも 至誠 を 以 御 貫 可， 被， 成 大 B 御 m 發ぉレ 

も 御 引 籠 被， 成 候 御 時節に は ぉレ之 E 敷 奉レ 
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久 保の 衷心よりの 苦言 も 後 の 祭と なった ので あるが、 本書の 內容ゃ 小 楠へ の 書面 中に 龍馬 等 

との 談中 刺される 覺悟 にて 所懷を 述べる と 龍馬 等が 手 を 打つ ばかりに 共鳴した と ある 所な 

ど 見る と、 龍馬 は 春 嶽に對 して はた^に 海防 論を說 いて 借金した ばかりでなく 大久 保の 外交 

論. 大 政 奉 還 論. 議會 論な どを傳 ふると 俱に 自家の 意見 を 吐露 し、 國 家の 爲に 春嶽の 奮起 を 促し 
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坂 本初て 三 岡 此の 時の 事であった らしい が、 籠 馬 は 三 岡八郞 とも 相識る やうに なった。 三 岡の實 話と し 

て 『由 利 公正 傳』 に 左の 記事— 會見 年月 は 記して ない， ー が ある。 

小 楠の 邸宅 は 私の 家と 足 羽 川 を 隔て- -對ひ 合って 居た。 或 日 親戚の 招宴で 遲く歸 つた 處、 夜半に 大聲 で戶を 

叩く 者が ある-。 出て 見る と 小 楠が 坂 本と 一 緒に 小舟に 棹 さして 來た。 そこで 三人が 爐を 抱へ て 飲み 始めた が、 

坂 本が 愉快 極まって、 「君 か爲捨 つる 命 は 惜しまね と 心に か \ る國の 行末」 とい ふ 歌を謠 つたが 其の 聲 調が 頗 

横 井 小 楠上卷 傅記篇  七 六 九  . 
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る 妙であった。 

尙 これと同じ 記事に つきて 『坂 本 龍馬 關係 文書』 の 第一 卷に 於け る 「由 利 公正 手記」 に 

は 文久ニ 年の 秋 (月日 詳 かならず) と あり、 同書 第二 卷には 「文久 三年 突 亥 七月 下旬 (日 不詳) 龍馬 

大坂 町奉行 松 平大隅 守と 謀り 其 旨 を 受けて 越 前に 下り 春嶽を 起して 上京せ しめんと す。 一 

夕 横 井 平 四郞の 寓を訪 ひ相携 へて 三 岡八郞 (卽ち 由 利 公正) を訪 ひし 後 去て 江戸に 向 ふ」 と あ 

るが、 文 久ニ年 秋に は 小 楠が、 文久 三年 七月 下旬に は 三 岡が 福 井に 居らぬ から 會 見の 時に つき 

て は 信 を 措け ぬ。 然るに 龍馬が 三 岡と 相識の 間柄と なった の は 上記 來 福の 時で ない にして 

も文久 三年の 小 楠 在 福 中であった ことに は 間違 はない。 其の 會見 によって 龍馬の 炯眼 は 三 

坂 本 再び 三 岡 岡の 只者ではなくて 特に 財政 上に 一隻眼 を 有する こと を見拔 いたで あらう。 龍馬 は 其の後 

又 福 井に 三 岡を訪 うて 財政 上の 意昆を 聞いた。 それ は 小 楠に は 直接 關係 はない が 『坂 本 f 

馬關係 文書』 に 載せて ある 「由 利 公正 手記」 によると 頗る 興味が あるから 左に 轉 載しょう ~ 

慶應三 丁 卯年 十一月 朔日 (11 井に 來り、 藩主に 請 ふて 余に 面 話 を 望む。 藩主 之を聽 るす。 玆に 於て 余 謂ら く 時勢 如 レ斯、 

(午前 八 時)  1 r. 一 

他日 或は 疑議 する もの あらん 亦 慮らず んぱ あるべからず、 依て 立 合の 同行 を 乞ひ而 して 明日 辰 一お 相會 する を 期す。 5； ぎ 二 

日立 會人 用人 松 平 源 太 郞. 目 付 出 淵 傳之丞 なる 者と 同伴して 君 之旅寓 山町烟 草屋 某の 亭に 到る。 君 歡迎把 レ手云 今や^ 家 多 

難 之 時 有志 輩 宜しく 座視すべき 時に あらす、 緊急 共に 談 ぜんと 欲して 來 る。 先 座に 著くべし と。 余 答 云く 身 譴責に あり 

而 して 君に 妾對 する 聊か 嫌 ひ 無き 事 能 はず。 故に 二人の 立 合 人を冋 行せ り、 願く は 班を冋 ふせん。 君 云く 善し、 千^^-11^藩 


1： 本 fl 郞を间 行せ り、 與に詣 らんと 則 爐ヒ隨 ^し 時勢 H 下 之 概略， を 語らる 0 余 云く^ 愛に 及ぶ， 幸 ひ * し C 今 

より 人い に爲す あるべし C 然るに 目前 只 恐る 戰^ S 起らん ま を C 豫め 之に 備 ふるものな くんば^ ベから ず、 如何ん。 お 云 

く 不ぃ戰 なり。 余 云く 戰ひ 我より IT ざる は旣に 解せ リ。 t お 彼戰を 起さば 之に 應 ずるの 策： g: れに 在る や。 ^云く 之最 itf, 難^ 

なり C 

で 、 

朝廷 〈ル 穀の蓄 へな く乂 お；^ の 兵な し。 有志 之 士之を る も 所 細 id. ズ" の 衆、 天 下に 敵す るに 足 、りず。 兄 必ず 豫め此 に 盧る所 

あらん、 請赛 に 之 を 語 れと。 余 云く 佥穀 兵力 は郎大 下の 佥穀 共力な り。 $^-散近にょりて變ず、 救むべく 又 敬む ベから す。 

今や ： 大白 iii 位に.！^ して， ：3 ら：， X 下に 命じ 1 を 治め 治 を^り 暴に 換 るに 仁 を贝. てす、 化しく 信貌： 大 下に 叨 なるべし。 ： 人 sjf: の 位 

は入ドの^-齊也、 信義 は illnig の 粉 神な り。 精神 明に して 至 喪 を 持し 火 下の 财を 以て 大 下の：^ に 臨む 焉ぞ 佥穀 の！： 乏を 憂ん 

や 。 庶 政 多 事 な る も 民 を 安 ず る よ り 先 な る は な し 0  2:^_.- 安 ず る の 要 は M 制 お {且 を 得 る に ぁ り 0 我 网 未 だ 財 制 ^  {且 き を 得 ず 、 

今や 幕 命 を 利 川して 融通の 道 を 開き 開 W の櫟に 投じて 陶を I 一は さば 王政復古の. れ擧 らん。 余竊に 謂へ らく  E 下： 大下 の财川 

を 捕 ふ は 只 金 礼を發 行す るに 在る 而已。 余 E 亍 かに！^ 濟の近 は^ 糸 を 治る が 如し、 1^ 倏现を 得れ は 知 A を^たず して 辨ず、 

若 條现を 誤れば 紛亂 して 停^す る處を 知、 りず。 天蛊 民 を 愛する S 誠 を：^ て してお 司 I" 術 を 川 ひずん は條现 ，：：： ら偷几 (り、 

财雖て 用 ゆ ベから ざるに-や， ん か。 お 乞 之 を 思 へ 0 ぉ大 いに 之を赛 とし，： n ら擔； ^讓ら ず i::- 細 E\ ^^應 川^. I：； に- jif, る 迄 詳^  r. 

I  (夜 十二ぎ 

さず。 る If- 数 刻！ より子に. 糸り て 辭す。 翌 三日 君 京に， 貼る。 

龍； iil は 三！： の 財政 上の -ぉ ：： ルを 聞き 大ぃ に离 び、 お S れ を 贈って 別れた と， ム ふこと である が、 此 

の會 に 於て 龍馬 は 三 岡と 肝腊相 らし 私 かに 約す る 所があった こと は 『出 利 公正 傅』 に 

「 此 會 见 は に 八 郞 が 他 =： 微 .f- 參 與 に 任 ぜ ら れ 太 政 れ 札 の 發 行 を 兑 る に り し 端 絡 な り き 」 

と ありて、 坂 本が 將 大政 返上 を 奏上し 王政復古と なるや 否や 新 制の 机 織 に 苦心し、 朝廷に 

桢井小 挑上卷 傅記篇  七 七 一 
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建き 口す ベ き 意見書 を 作る と俱に 諸宫の 人選に つき 參與の 一 人に 三 岡を擬 して ゐ たの を 見て 

も i 像に 難くない。 龍馬 は 其の 半月 後の 同月 十五 日に 刺客の 毒 匁に 幾れ て び 三 岡と 相 

る ことはなかった が、 十二月 十五 日に 至り して 三 岡は徵 召の 朝 命を拜 し參與 となりて 其の 

手腕 を 揮 ふに 至った ので ある。 

T 福 井に 於け る 小 楠の 居 館 

小 楠の 在 福 の 寓居 は 小 楠が 始めて 招聘され た 安政 五 年 、の は城內 三の 丸の 明 道 館構內 

にあった。 『 .H 利 公正 傅』. に 左の 如く ある。 

最初の 居 館 明 道 館 は 幅 井城 內三 の 丸 南門 内に 在り。 (中略) その 玄關前 太鼓 門 通りの 方面に 館 稱を左 

にして 行く こと 約ニト 歩、 吉 S 涕藏の 邸 あり。 之に 隣り て 毛 利 元 藏. 石 原 期 幸 S 十郎) の 宅 あ 

り。 之 を 廻れば 長 谷部甚 平の 居な り。 其の 奥に 客 館と 稱 する 一棟 あ り、 横 井 小櫥此 に- M せ 

り。 

福 井 市松 平 侯爵 家 事務所に 保管せ る 「明 道館圖 面」 に は 其處に 「横 井 平 四郎客 館」 なる 

、？ 叮 こ、 更 に  一 'ならす して 木 倉 町に 移さ 

れた。 八 軒 町 時代の 舉館跡 は 今 は 想像し 得られぬ 程變 つて ゐる が、 木 倉 町 時代の それ は 足 羽 

川の：？^  ？チ今 Q 幸 橋の 稍 下流で 佐 佳 枝 上 町 百 十四 番地 (町名 改正) に 僅かに 其の 跡形 を殘 して ゐ 
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る。 小 楠 居 館 も 明 道 館が 八 軒 町に あった 頃 は何處 であった かよく 分らぬ が、 木 倉 町に 移って 

から は 同 館の 構內 なる 河畔に 設けられ てあつて、 文久 三年 此處に 住まって ゐ たこと は久. 切 米 

藩の 人で も あらう か 

半田政吉.^1川英藏の 

文 久三ハ 牛 七月 十四日 

付の 「越 前 探索 書」 

(日本 史籍 協 會發行 『採 

德錄』 所載) に 「横 井 

平 四 郞儀は 福 井城 ド 

木 藏と申 處に居 住、 當 

時祿百 石、； §曰 登場 益 

信用せられ 候 由」 と 

あり、 又 『由 利 公正 傳』 

中に も 小 楠の 邸宅が 

と S 心 ふ。 此の 居 館が 當 

の 起臥した と 云 ひ 傅へ 

七 七 ni 
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に 御 疑念^ レ之、 私共 一 同に も 曾て 別意 無-御座-候。 吳々 御 安堵 可レ 被， 1 成 下 1 候。 京師 も 先月 十七 日御發 動に て 暴論 家應倒 

無事 相 調 候 由、 誠に 以大 機會相 成、 三郎様 御發駕 も來る 十二 日に 御 決定 相 成、 折角 差 急 配慮 仕 候 事に 御座 候。 御 藩に も 御 

同樣 早々 御上 京 相 成 候箬、 何も 不レ遠 释 接 可レ奉 n 申逮 一文 略 仕 候。 帶刀 にも 先月 廿 九日 發足仕 候に 付、 右 御 返詞旁 私より 奉レ 

捧-愚 札 1 候。 恐惶 謹言。 

九月 朔日  大久保 一蔵 

岡 部 豐後樣 

參人 御中 

右に 據 ると 八月 十八 日の 政 變の結 杲、 三 郞も 九月 十二 日に 上京す る こと  >- な り、 小 松 は 八月 二十 

九日に 先發 したと 見える。 

春嶽は 今更 上洛 を 遠慮すべき 慎みの 身と 知った 所に 肥 後ゃ薩 摩から は 右の 如き 報知が あるの 

で 心中 悶々 S 情に 堪 へなかった が、 九月 二十 一 日 京都の 藩邸より 急使が あって 春嶽の 逼塞 は 松 平 

容 保の 特別 周旋の 結果 朝廷に： r„ 書 を 差 出せば 必ず 解 免 あるべき の 情報に 接した 0 春嶽は 大いに 

喜び 二十 三日に 其の： fis 窨 起草に っさ容 保と 協議せ しむべく 島 田 近 江と 出 淵 傳之丞 と を、 1^ いで 二 

十五 日に 其の If" 醫 を 朝廷に 奉呈せ しむべく 酒 井 外 記 を 京都に 派遣した。 ：f:s 誊 成りて 酒 井 は 十月 

.  三 曰 それ を 野 宮傳奏 に 指 出す と、 同 六 曰に 「卷來 不束の 儀 有， 之 に 付 今 般 御 ^f。 狀 差 出 達， 一敏 閗ー候 處 被 一一 

S の 逼塞 勒 0 食 一赦 免 被， 一 仰 付 1 候」 の 達 書が 酒 井に 渡さ れ、， R 翌 七-曰に は 「御用 之義 被 レ爲レ 在 候 間 早々 上京 可 レ有レ 之 

免と 早々 上京 

すべき 旨の 卸 御沙汰 候 事」 の 恩命に 接した。 島 田 近 江. は 右の 達蒈と 御沙汰 書と を携 へて 八日 京都 を 出 發し翌 

沙汰  九日 歸 福して 卷嶽に 復命す る と、 春 嶽は 痛く 朝 旨に 感激し 早 々旅装 を 整へ て 十三 日 福 井 を 發し十 

八日 入洛した が、 畏 岡 澄 之 助 及び 同 K 之 助 は旣に 九月 二十 八日 に、 島 津三郞 は 十月 三日に 着 京して 
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を 失し 本 丸 土 の丸燒 失し 將軍 は淸水 邸に 移る の變 事が あり、 そのため 上洛が 延期され はせ ぬかと 

の 恐があった ので 春嶽は 同月 二十 一 日に 島 田 近 江 .內 田 閑 平 を 出府せ しめて 總裁職 松 平 大和 守. 老 

中 水 野 和 泉 守. 板 倉 周 防 守に 左の 書面 を 遣 はし 飽く迄 將 軍の 上洛 を 促した。 

1 翰 致-啓上-候。 向寒 之砌 御座 候 處先以 公方 樣益御 機 縦 能 被 レ爲レ 人 奉-恐 悅-候 C 隨て各 樣愈御 安全 被レ 成-御 盛 務 1 珍重 

奉レ存 候。 然ば 今般 御 本丸 炎上 之 趣 致， ー傳聞 1 誠に：^ 驚愕" や ー械、 御 上洛 も 被-仰 出 1 御 多事 之 御 折 柄 別て 奉 11 恐 入-候。 就て は 

右 御 上洛 之義萬 一 御 猶豫等 之 御 儀 は 被 レ爲レ 在 間 敷 哉、 此他 朝廷 之 御 模樣且 列藩 之 形勢 唯今 御 上洛 御 延引 相 成 候て は實に 

御 家 之 御 存亡に も相拘 り、 不， 一容 易， 次第に 相 運 可レ申 哉と 恐懼 不レ少 牽 レ存 候に 付 今度 召に 依て 上京 公武 御 合 鉢之義 周旋 可レ 

仕 &I 御 內諭を 蒙リ候 面々 申合せ、 此表 之事愦 具に 申 上 御 上洛 御遲滞 不レ被 レ爲レ 在候樣 仕度と 自 一一 各藩-其 筋 心得 候 家 來之者 

指 上 候に 付、 弊 藩よりも 島 田 近 江 • 內田閑 平 指 出 奉， 1 言上 一 候 間 拜謁被 レ命申 合 候 愚 衷之趣 御 聞 取被レ 下候樣 Hi! 願に 御座 候。 

委細 は 同人 之 口上に 讓り 要領 而已早 々及- 陳啓 1 候。 先 は 右 之 d4 得-貴意-度 如 レ斯に 御座 候。 恐々 讒言。 

其の後 数日に して 十 一月 二十 六日 慶喜は 著 京した。 彼と 春 との 會見は 其の 翌日より 漸.^ 頻 

繁 となった が、 春 嶽は 十二月 二十 二日 慶喜を 訪問して 集會 所を設 くる ことにつ き 相談した。 それ 

にっきて 『鑌 再夢紀 事』 の 記す る 所 は 左の 如くで ある。 

(十一 to  ffs 

十二月 廿ニ 日朝 四ッ 半時 出門、 一橋 殿 を 訪問 せらる。 公 過日 來思 惟せられ し は 方今 歙盧已 に 公武の 御 合：^ を 望ませられ 

尹宫を 初顯要 の 地 に赏ら せ ら る，^ 御 方々 總 て 御同樣 の 御意 見な る 上 在京 の 諸侯 一同に 於け る も專ら 御合脉 の 方 に 周旋 奔走 

する 事 なれば、 此際 大樹 公 上洛 あらば 目下 公武の 間に 横た はれる 雲霧 は 忽ち 消散す ベ けれど、 更に 時勢に 適する 政体 を 確 

立せられ ずて は國家 永遠の 治安 は 未だ 期す ベ からず 0 楝 時勢に 適する 政脉を 確立 せらる ，- に は 第一 に 從來の 慕 習 を 脱却せ 

ざ る ベ か 、りず。 然 る に 此幕習 を^ 却す る 事 は閣老 以下 幕吏 の 最繚 忌す る 所 なれば、 實 際 に此事 S 行 屈く べき や 否や は專ら 

1 橋 殿の 方針 如何に 依るべき 事 なれば 指 赏り此 事を議 すべし とて 訪問せられ しなり。 此 日御對 話の 大意 は 公方 今の 時勢に 


ニ條城 を集會 

听と定 む 


茂昭 • 容堂着 

京 


慶喜 . 春嶽等 

朝政 參與拜 命 


將軍 入洛 • 春 

嶽 に 時々 登城 

を 命ず 


虚 せらる ベ き御方針は創業の御著眼なりゃ中與の御著眼なりゃと^^ねられし に、 一 橋 殿 成否 は 測りが たけれ ど 創棄の 方な 

りと 答 へられければ、 公 其 創業 は 誰れ と共に 墓 を 立ら る \ 御胸算 なり や、 鄙見 は 目下 出京の 諸侯と 共に 議し 衆議 一 定の上 

確定せられ 然るべ しと 存 ずるな りと 申されし かば、 一 橋 殿 拙者 もし か 思 ふなり と 答 へ られし 故、 公 さらば 速に 集會所 を々 

め 專ら其 事を議 せられた しと 中され しが 一 橋 殿 是も御 同意な りと ありければ、 尙又ニ 條城を 以て 集會 所に 定め 明 後廿四 =1 

より 開會す ベ し な ど 御 相談 の 上 返 散せ 、しれき。  . 

右の 如くに して 設けられた 錄會 所に 會 する は 一橋 慶 ¥ 松 平 春 嶽. 松 平 容 保 達 宗 城 4】 m 慶 赞 A 

津 三 郞& 岡 雨 公子な どの 額觸 であった。 

旣 記の 如く 八月 下旬 參府 した 松 平 茂昭は 近く 將軍 上洛の 事と なりし より 此の 月 九 H 江 戶を發 

し 二十 五日 着 京した の で 越 藩 は 藩主 父子 在京す る こと \ なった。 又 病 の ため 入京の 通延 して 

ゐた山 內容堂 も 二十 一 日 土 佐 を發し 途中 大阪に 二 泊し 二十 六 口 藩 京した。 これで 春嶽が 公武 一 

和 .國 政 方針決定の ため 入京 を 促して ゐた 連中の 顔 も 揃った。 それ か あらぬ か 十二月 晦 H 慶 玄：.^|^ 

嶽. 容 堂 ム谷 保. 宗 城に 容易なら ざる 時節に つ き 朝議に 參 與す ベ き 旨 仰 出された。 

最 も 多 事だった 文久 三 年 を 送って 元 治 元年 を迎 へた。 一月 五日 春嶽は 朝政 參 與 で參 朝が 頻繁 

となった ので 皇居 勤番 を 免ぜられた。 其の 月 十三 日に は 島 律三郞 にも 朝政 參與を 命 ぜ ら れ、； 十 

五日に は舊臘 二十 七日 海路 江戶 を出發 して 正月 八 曰 大阪に 上陸し 数日 滞留して ゐた將 軍 家 茂 も 

入京して ニ條 城に 入った が、 翌 十六 曰 春嶽 は登營 すると 「御用 向 御 相談 可， 有， 之 候 問 時々 な： 城候樣 

可 レ被レ 致 候」 と 達せられた。 春嶽は 朝廷よりの 信任 も 厚き 上に 幕府の 覺も 頗る： H 出度い。 

將軍は 上洛 後 一 月 二十日に 右大臣の 宣下 あり、 翌 二十 一 日參內 すると 非常の 御 優遇に て廣 筆の 
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是 として あるの で、： E 下 撗濱鈸 港に つき 締約 各^に 使 を 

i  .  f セ  


第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて  七 九 二 

派して 談判 中なる に、 開 港 を 主張せ る大藏 大輔が 要職に あり て は 正しく 使命の 障？！ となる の みな 

らず 朝廷の 御覺も 如何 あらせ、 りる ベ きか 測られ ざれば と 云 ふ の を辭 柄と する 事に 決 し、 春 嶽もそ 

れが よからん と辭職 願の 膳 立 は 出来た。 その 翌十 五日に は右內 決の 事 を 知らぬ 川 越 藩の 山 田 太 

郞左衞 門が 越 藩 家老 犯 山城に 面會し て、 春嶽は 就職 H 來 朝. 慕 を はじめ 諸 藩に 於て 評判， よろしから 

ず、 依 然として 職に あらば 如何なる 不都合 を 生ずべき や 測りが たければ 此の際 辭表を 出して は 如 

何と 物語った。 かく 幕臣から S 忠告に 接した 春嶽は 最早 猶豫 もなら ずと 十八 日 一 應慶喜 及び 川 

越 藩主 松平聚 直に 辭 職の 書面 を、 二 十 一 日 正式 に 用番洒 井雅樂 頭に 守護 職 解！ の 願書 を 指 出した 0 

上記で 春嶽の 京 都 守護 職 を 僻す るに II 土 れる經 it は 略 分る が、 四 月 三日 中根视 負が 在 江戶の 大久 

保忠！ ^に 寄せた： 誓 翰 中には 慶容と 薩. 土. 豫. 越 四 侯と の 間に 惡 感情 を釀成 し、 且 つ 春嶽の 守護 職 も 辭 

する ことにな つた 赏 時の 事情 を 左の 如く 陳述して ゐる。 

I 辭 任に 關 i 却 I 上洛 後 正月 中 は 橋 公 も 大に御 I に 御座 候處、 (1?^ 一" 麵 12 霞 SS ？、 廟堂 

して 中 根より  (不明) 

大久. ^ペ の 書 に 不レ圖 銷港之 論 起り 請 之 表へ 斷然鎖 港 之 儀不レ 被， 1 仰 上-候て は不 -相濟 1 と 申 亊に候 得 ども、 薩. 土  .豫. 越 之參謀 諸侯 之 

面  說は赏 時 外國へ 使節 も 被， 一指 立 置, 候 事に 候 得ば， 婦 朝 迄之處 は難レ 及， 1 治 定 i 且 朝廷より 御 催促 も 無レ之 事に 候 得ば 於， 1 今 

日 1 て は 無用 之 論に て 平地に 波 を 起 候 如くに て、 今日は 不言に 屬候方 却て 長 策な らんとの 遮議 にて 橋 公 も 素々 御 同 論に 有レ 

之 候處、 此 時に 至り 大御 主張に て、 左 候て は 關_£- にての 御 評決 も 致-相違 一人 心 も 更に 居 合 不レゅ 今日に も 禍亂を 生じ 可レ 中 

との 御 說に候 得 共、 四 侯に ぉゐ ては關 1^ 之 御 評議 はい ざしらず 過激の 暴論 は 扱 鬣、 不レ 可レ爲 勢顯然 にて 强て 爲ん とする 時 

は 世界 之理 勢に 一お り 皇國之 御 爲に不 -1 相 成 1 事 炳焉焕 焉に候 得ば 眼前 苟且 之 拙策に 從ひ 難く、 於， 1 閣中， 大 議論 相 發し 不， 一 相 

nT&  (m い 川 X 兩士、  siAisc の 役 iss) 

決 1 橋 公之 御變心 四侯甚 不服 之 勢に 相 成 候處、 圓 四郞. 嘉兵衞 輩頻に 周旋、 橋 公之 御 素志 は 曾て 御變動 無に 之 候 得 共 如 レ比主 

C  、  (不明) 

張無レ 之て は 指 赏り閣 中 □ 席 も 鎮定 雛-相 成, 候 問. K 事 は 御 使節， 蹄 朝 之 上に て 御 合 も 有 レ之候 間、 赏然. 枉て隨 從に相 成. おと 


百方 建 力 ^iii お：？ ばき sf.ig? 麵壤薩 侯 も 是迄御 仕 寄に 相 成 候 儀 を 未然 之 討論に て 破 却に 及び 候 は 殘念之 至と 申 說も發 せら 

れ、 夫より 强て御 同意と 事に 相 成 御請 書 も 被， 一指 上 一 候處、 右 御 書面 中 鎖 港 之 件 瞭然 無レ 之と 於， 一 朝廷 一 御 垂閗之 儀 有に 之、 

此節も 橋 公 四 侯 へ 御 內議も 無 レ之四 侯 も 同意 之 由に て 御 一 分に 御請 被， 一 仰 上， 候處、 再び 御簾 前にて 四 侯 御 心腹 御^問 有レ 

之に 付き、 港 は 今 H 之 急に 非ざる 而已 ならず 決して 爲 すべから ざるの 條理を 極論に 及ばれ 候處、 初 橋へ， マ 乙 IP 意と.. g; 請に は 反 

對之 事に 相 成、 朝廷 も大に 驚愕 以之外 御 不都合と 相 成 候 得 共、 是は橋 公より 御請 以前に 打合せ 無， 之 故 御 心腹 之 御 詰問 を 四 

侯眞受 にて 持論 御主 張 之 事に 相 成 候へ 共 、巳に 今：：： 赏然之 請 書 策に 御 同 論と 申 事に 相 成 有 レ之候 故 遂に 其 筋に 相 成、 鎖 港 之 

儀 御 異存 無 レ之趣 之 御請 書 も 被， 一 差 出， 夫 は 夫に て 相 濟候得 共、 惜哉哀 哉 此頃迄 は 橋 公、 四 侯 膠漆 之 御 交り め も 間隙 無レ 之處、 

此 件より して 何となく 離間 之說行 はれ 落蔷 • 張 文 等 有 レ之頻 に薩之 嫌疑 を張大 にし、 朝議. 慕 政 一 寸も 前行 不レ致 因循 送， 一時 

日， 而已 ならず、 同 論 之 譯を以 大藏尺 輔へも 波及し、 橋 公 强て御 推薦に 候處 奉職 以來 三十日 未滿 にして 朝. 慕 共に 縦 疑：^ 

敷、 在職 罷在 候て は 朝. 慕之爲 にも 自己の 上に も不レ せ、 辭 職に と慕路 より 内通 も有レ 之、 圓 四郎. 嘉兵衞 列 へ 及， 1 内談， 候へ 

ば 如何 樣夫 も可レ 然との 勢に 相變候 故、 於， 一大 藏大 輔， も 朝. 慕 之 御 爲に相 成 候て こそ 了 55^ 之盡カ は不レ 及レ. S. 國カを 舉て上 

京 周旋 も 致 候へ、 宗家 之慕議 如レ此 にて は 所謂 艘む 木の 本 雨 漏 候 仕 合 何之爲 にか 賢路を 妨げ 可レ 中と 速に 辭表指 上 此節引 籠 

罷在 候。 いづれ 一 雨 曰に は 罷免 可-相 成 一と 相 待 居 申 候。 廟堂 已に 離間 之 策に 落 候 故 水. 因. 傭 之 攘夷 餓港之 說紛與 、或 ほ を. 

正議 と荷擔 し、 先般 之 論 書 を 偽 勅と 稱し薩 之 所爲に 付し、 叉 2^ 大老 公の 如き 一 異論 を 持して 上京に て 朝野に 惑 を 小； す 

とい ひ、 橋 公强て 守衞總 督攝海 指揮 使 を 請 はれ 候 故 を：^. 叉大權 掌握 之 素志 達 ふし 給 ふの 說を 起し、 近況に 至って は 世態 紛 

転擾々 不レ椹 一一 恐懼 f 大藏 大輔杯 吻を容 るべき 地 絶無 之 事に 相 成 候 故 御 役 御免 之 上 は 一 日 も 早く 國 致し、 精々 富 强を勉 め 

今後の 機 會を相 待 候より 外 は 有 レ之間 敷と 主從 決心 仕 候 事に 御座 候。 是迄 も每々 御懇論 (刊 f^s^) 一 S) 迄へ も 度々 御 投書に 

て 御 議論 も 相 伺 ひ、 此度 こそ はと 存詰 一 統建カ 仕候處 一 簣之齠功何共斷腹之遣憾此上は^^^(^?|)親政之時に當っ て いづ 

れに 大機會 も可レ 有-御座， 候 儀と 老生 蟹に 至って は 未 來記を 殘し候 迄 之 事に 相 成 申 候。 所謂 如 レ燃レ 毛 瓦解に 相 成 候 も 畢竟 
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第 十四 章 四 たび 福 井 藩の 招聘に 應 じて  七 九 四 

朝 に 確乎 不拔大 識無レ 之 故 之 事に て、 時 所 位 を 不レ得 候て は 決して 行 はるべからざる 條理も 徹底 著明 は 什 候 得 共、 最：： 十 

柄燭之 光と 相 成 是而已 殘念牽 ぃ存 候。 有レ詩 

芳章漸 潤花漸 香。 世情 將レ逐 ，1 好 風光？ 三回 驚 覺半眠 夢。 宛 作， 1 鏡 中 双 I 共 霜？ 

戊 午 • 癸 亥 子 之 三回 向レ成 一 妝塗レ 地、 老生 風雲の 際 會に赏 り 寸功も f: レ之碌 々經過 憂 慚之餘 り 吐露 仕 候 0 今日と 相 成 候 

ては最 H 十可レ 議事 も： r レ論事 も無レ 之、 唯 願 橋 公 十分 御擔赏 にて 攘夷 なれ 鎖 港 なれ 夫 は 御 見識 次第 唯々 是迄御 一 和 相 整 候 公 

武之御 間柄 御 幾久敷 被：， 爲ぃ 在候樣 安危 共牵， 1 默禱， 候 事に 御座 候。 (下略) 

右に 記述した 所 は 春嶽が 京都 守護 職を辭 する の 理由で ある が、 曩 に 彼 Q 參與 を辭 したの も ， た 張 

り 幕府が 諸侯の 在京して 國 事に 關 する の を 喜 ば す、 中 にも 慶 ま，： は 之 を 擦 ふの 事實 があった か ら で 

あ る 0 

春嶽の 京都 守護 職 S 辭表 提出に つきて は 春 嶽と同 境遇に ある， 律 (薩 摩). 伊 達 (伊豫) A 岡 (肥 後) は 無 

ti 贅 成で、 d 分 等 も 之に 傲 はんとして ゐる が、 朝 廷側 では 尹 宮. 山 階 宮. 現 關 白 • 近 衞前關 白な ど 其 の 重 

なる 人達 は养嶽 等の 周旋せ る 幕府より 朝廷 を 泰 すべき 條件ゃ 今 後 の 國是の 未だ 確定せ ぬ 今日 

春 嶽の辭 職 は 不本意な りと て 其 の 留任 を 希望 し、 幕 府側 では 内心 は いざ 知らず 表面で は 或は 留任 

.  を、 或 は 海軍 總裁 とか 攝海築 堡總督 とか 製鐡 所總督 とかに 就任 を勸 めて 見た が、 春 嶽 及び K の 重臣 

は 飽く迄も 辭職 歸 國を 主張し 諸 關係 方面に 運動した 結 果、 遂 に 四月 七 U 解兔 Q 辭 令に 接 し、 茂 昭 に 

赛：， ^に， s 國 #： は 京都 非常の 節 應援す ベ き 旨 を 達 せ ら れ、 翌 八 H に は 叉 左の通り 5f 暇 仰お された。 

暇 仰 出さ る 
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4^ 々滞京 御用 精勤 苦 勞思召 候 間 今度 賜， 一 御 暇 一 候。 猶 人數殘 Slii 非常 之 節 禁闕 瞥衞有 k 候 樣御沙 

汰之 事。 
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第 十四 章 四た び 福 井 藩の 招聘に 應 じて 

てゐ るに つきて は 越 藩に 於ても 聊か 心 を 安んじ 

て歸 熊した けれども、 春嶽の 今回の 復活に つきて 

思 ふ。 かの 擧藩 上洛の 藩 議も當 時の 春嶽の 更生 

楠 も亦會 心の 笑 を 漏らした であらう。 


七 九 六 

たで あらう。 小 楠 も 事 志と 違 ひて 福 井 を 見限り 

は、 かねての 希望で あつたから 心竊 かに 喜 ん だと 

策だった か ら、 か く 更生した 春嶽を 想像して は 小 


第 十五 章 歸國 罪な 待つ 

福 井辭去  小棉は 八月 十一 日に 福 井城-下 を出發 した。 反對 派の 越 藩士が 彼 を 途中に 耍擊 せんと 謀る 

との 風說が 聞え たため か、 夜陰 竊か に 寓居 を 出 で、 足^ 川 を 下って 三國に 至り 翌十 二日に 同 港 

を 出帆した。 海上 は 北風 勝ちに て 船足 早く 十九 日に 長 崎に 着く や、 思 ひ 掛けな くも 旣 記の 如 

くに 鹿兒 島より 此處 に歸り 来れる 越 藩 使節の 岡 部. 酒 井. 三 岡と 相會 した。 小櫥は ー冉會 期し 難 

しと 思った 彼等に ゆく りなく も 遇って 驚喜 し、 福 井の 情況な ど 物語った 後、 袂 を 分かちて 熊 本 

へと 向った。 福 井より 同行した 海 福 雪 は 前述の通り 此處 から 鹿兒 島に 向 ひ、 榊 原. 平 瀬. 末 松 の 

三人 は 途中 も 同行した や 否 や はよ く 分らぬ が 小 楠と 同じ 日に 熊 本に 着いた。 

^1 いは 迎と 小 楠の 熊 本 城下に 歸 着した 日、 嘉悅. 山 甲 安場 等 を 始め 小 楠 社中の 者 は 郊外なる 山^ 薪に 共 

の師 を出迎 へた。 是 より 先 肥 後で は 彼が 歸 らば 士道 忘却の 廉を 以て 厳罰に 處 せらる ベ く、 輕 

くと も士 席を褫 奪して 庶民に 下さる X であらう との 噂が 專ら であった。 それ を 耳に せる 門 

生 達 は 親と も 思 ふ 我が 師が萬 一 さう いふ 事に ならば 其の 家名の 傷 づくは 勿 論、. G 分 逮も世 は 

に對 して 顔向けが ならぬ と豫め 協議 を 凝らした 末、 小 楠が 熊 本に 入らん としたら ば 共の ま，， 

西 山 方面に 導きて 適當の 場所で 切腹 を勸 めようと 一決して ゐた。 さて 門弟 等 は いづれ も 口 

撗井小 楠 上卷 傳記篇  七九ヒ 
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第 十五 章 II 國 罪 を 待つ  七 九 八 

にこ そ 出さ ね、 遣 の 先生 も 今度と 云 ふ 今度 こそ は 悄然と して 歸らる であらう と 思 ひ 込んで 

ゐ た 處、 意 外 も 意外 小 楠 は 頗る 元氣 で. 出 迎の門 生 等に 挨接も そこく 小 躍して 一 同の 先頭に 

立つ 始末に 機先 を 制さ れ、 山 田 言 へ、 嘉 悅 言 へ、 いや 安場 言 へ と H に讓り 合って ゐる 間に 小 楠 は 

何の 頓着 もな く サッサ と 城下に 入った ので 遂に 其の 豫定 を赏 現す るの 機會を 逸して 了った。 

これ は 或 人が 山伏 嫁に 小 楠 を出迎 へた 一 人なる 嘉悅 より 聞いた 話 だとて 著者に 物語った 

もの だが、 それが si- して 眞 であらば 流石に 小 楠の 義眼 は 門 生 達の 素 振に それと 覺 つて 素早く 

其の 計 畫の裏 を 接いた ので は あるまい か。 或は 又 此の 事を竊 かに 小 楠に 耳 打した 者が あつ 

たか も 知れぬ が、 兎に角 門弟 等が 束になって 掛 つても 到底 小 楠と 大刀 打の 出來 なかった は 明 

らか だ。 小 楠は歸 宅す る や 直ちに 左の 屆書を 差 出した。 

私满 去る 十 一 曰 越 前 福 井 表出 立仕此 元え 着 仕 申 候。 此 段可レ 然様 被 レ成ニ 御 達 一可 レ被レ 下 候。 以上。 

八月 一 一十 五 曰  橫井 平四郞 

內 藤 平 左衞門 殿  ， 

大野 傳兵衞 殿 

1 面 御客屋 支配 役より は 御客屋 方へ 左記 書 狀が發 せられた。 

松 平 越 前 守 様より， の 御 使者 昨夜 參着相 成 候 段 松原 屋內藏 次より 相 達 候 付， 様子 承 合 候處， 御 直 書幷御 家老 衆 

え 彼方 御 家老よりの 書翰 持麥之 由に て 別紙 三 通 之 通 御^ 候。 尤 外に 御 昔 物 • 率 馬 等 も 無， 一 御お V お。 右 之 通 こ 


付 追々 之 通 於，， 御應， 骞御 料理 も可レ 被，， 下 置， と 奉レ存 候。 左 候：？ 御 出 役 等 裹は例 之 通被レ 及，. 鄭 達-ザ， 

被レ下 候。 以上。  ， 

八月 二十 六 曰  御客髮 霧中 

御 客屋方 

粮取衆 中 

右の 外に 左の 一通が ある。  . 

御 直 書 持  榊 原 幸 八 

右に 付 御 重役 様 方之內 早速 御應對 仕度 奉レ存 候。 

上揭小 楠の 屆 書と 御 客 尾 支配 役の 書狀 によると、 越 藩 使者と 小 摘と は 八月 ニト. 力- ョこヒ お "戈 

に ぼた ので ある。 S 原 等の 齎 したの は？ 越 前 守.同2連名 にて 細 川越屮 3 の I と， 

f より S 良 之 霊 美) 宛の I と、 越 藩 老臣より 肥 藩 置への 書簡と である 、此の 一一 一， 1" 

最後の 老臣 宛の は 見當ら ぬが、 他の 二通の 直 書 は 5 小 楠 ss して Is くして 欽说 

した もので、 其の 內容略 同じで あるから 左の 一 通 だけ を 揭げて 置かう。  - , 

0^^ 一蓮 二 拜陳- 候。 秋冷 之砌御 秦處、 先 以御靈 愈 御淸適 珍重 不ヒ 羣，存 候。 陳ば當 I ま， 5 力，..' 

壽 i 御 面 話 申 ■ 橫井平 g 郞 一 條尙 又 歸北之 上 厚薩、 肅共 初へ もま-磨， 候處、 尊 f 人き If 
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第 十五 章 00 罪 を 待つ 

候 I 成 候て は 誠 御 逢 1 秦故、 如何 相 成可レ I と 是叉種 i  ，たし 候に 付ても 時 曰 謹 1 鍵惶 

恐 之 至に 奉レ存 候。 拔 京師 之 景況に 付 日頃 以 n 家来-申 上 候傣も 御座 候處、 近来 之 形勢 は定て 追々 御 承知 も可レ 

有 .1: 座， 故 別段 不 n 申 上 一 近景 之 様子に ては當 今上 京 周旋 致 候と も榛棘 塞レ路 形勢に て 挽回 之 時機 未 レ來、 却て 

御 爲筋相 成 間 敷と 見取 暫時 見合せ 候 方と 存詰候 折 柄 幕府より 每々 召命 も有レ 之、 參勤順 年に も 御」 M 候故不 

快ながら 押て 近々 國 許發途 東行 之 積に 御座 候。 右 等 之 運に も 有 レ之平 四郞儀 何分 一旦 歸鞍致 度皆頻 に^ 出 候 

に 付、 兼て 良 之 助 殿御 面靈 次第 も， 之 • 旁 一旦 同人 慎 御 返却 仕 I 宜御 i 被 レ下度 候。 畫て 拜借囊 

申 上 候 は.^ 其 節 御 許容 之 程 奉レ希 候。 就 レ夫相 願 候 は 同人 儀 去 冬 於 こ 江戸 表-不測 之變 故に 相會候 一 條も 有レ之 

故、 此度御 返却 巾 上 候 末 以>; 御 國議- 重き 御 咎等被 二 仰 付， 候 様相 成 候て は 師弟 之 情 實深斷 腸 之 心地に 御座 

候。 全 拜借致 候 故 之 物議に て • 左様 無 レ之候 は ^ 如， 此 災厄に も 及 間 敷と 存詰 候へば 如何にも 心底に ぉゐ て不レ 

忍議、 爲レ 夫に 重き 御所 置に 相 成 候て は不レ 安次 第に 付 何^ 此邊は 高 明 之 諒察 奉レ仰 候。 自然 御國 許に て御咎 

之て は不， 一 成， 候 御 次第に 相 運 候と も、 只管 之 御 憐恕を 以兩人 之 意 衷深御 推察 被レ 下御延 評に 相 成 候 様 御 

含 被， ー戎 下た ，に 奉 レ，. お。 御 承知 之 通 是迄平 四 郞在福 罷在兩 人舉事 之義は 勿論 國家之 爲盡カ 其 功績 實に 不レ 

少、 全 以，， 庇 陰， 萬 端 都合 宜相成 候 段 は 感謝 之 至 奉レ存 候。 委細 は 使者 相 含 指 出 候 間 ま-御 汲取 被 レド候 樣奉レ 希 

候。 右 御 禮前顯 之 次第 御賴 旁如レ 斯御應 候。 取い そぎ 相認 誠に 亂維. 矢 敬 多 罪 御 推 覽之程 奉レ願 候。 恐惶 謹言。 

八月 ヒ日  松 kr 越 

松 平春嶽 


細 川 越 中 守 様 

玉 机 下. 

二 白 時下 御 愛護 奉 n 拜禱， 候。 方々 様へ も 宜御鶴 聲奉レ 願 候。 吳々 本文 之 趣 何分 宜御含 被， 下 候 様相 願 候 儀 

に 御」 M 候。 餘期， 1 重鴻, 候 也。 

春 嶽は旣 記の 如く 文 久三ギ 二月 四日 入洛した が、 長 岡 良 之 助 は その 前年から、 細 川 慶順は M 

年 正 e: より 上洛して 滞在中であった。 右 書面に よると 春 嶽は小 楠の 身上に ついて 良 之 助に 

話したら しい が、 如 何に 話込んだ か はよ く 分らぬ。 然し 程よ き 時機に 熊 本に 返す から それ ま 

では 福 井に 留め置く ことの 諒解 を 得る と俱 に、 小 楠の 處分 寛恕に つ い て も 陳述した であらう 

こと は 想像に 難くない。 なほ 小 楠の 處分 にっきて は 痛く 案勞し 只管 その 輕か らんこと を 祈 

念して ゐる が、 場 合に よりて 叉 も 小 楠 を 招聘す る の 意志が あるら しく 見受けられる。 

越 藩 使者が 右 直 書 及び 家老への 書狀を 奉行 荒木 甚四郞 に 差 出して からの 消息 は、 末 松 家に 

越 使平溆 • 末 藏 せる 文久 三年 九月 十五 日付で 平瀨. 末松兩 人より 市 村 勘右衞 門. 榊 原 幸 八に 宛てた 書 狀に委 

松よ り^ 許 へ 

-, ？ I  ha  '  -  I  \  二  r-  r^o  3  .-s ヒ r>  .%J  丰 134  ,U  Js;  .K-  c  ノ. &  熊 本ち！ 去った は 魚 住 格の 事 も 記した 處 14. '項と.^  <ム 

の鲁簡  曲 を flii  くして ゐる もう ルの 時は祸 原はム Br: ネを i しまり (木 篇七五 七 15 によれば 九 巧 七 H らしい ^  ^ と tt^ お 

とが 殘 り、 海 福 も鹿兒 島から 來 熊して ゐた。 其の 書面 を 見る と 小 楠の 責 罰に つきての 肥 後 藩 

臣 等の 論評 は寬嚴 まちく だが 概して 重き 方に 見えて ゐる。 然し 罪 案の 決定 は 此の上 評議 

を 凝らして からの 事で 今す ぐと 云 ふで はない が、 小 楠が 歸國 した 上 はさう/ \- 緩慢に 附 する 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  八 〇 一 


第 十五 章 ^國 罪 を 待つ  八 〇 二 

譯 にも 行く まじ く、 而 も 若し 議が 定まれば 前以て 越 藩な どに も 漏らさす に 直様發 表さる &様 

子 だから、 なるべく 早く 小 楠 を 越 藩に 招聘す る 方法 を 講ぜられたい。 それが 延引す ると 其の 

內に は春嶽 及び 藩主の 此 度の 来書に より 小 楠 を 庇護 せんとして ゐ る 向 も 、横議 の談に 屈して 

重罰に 處 する こと. -な るの 恐が ある。 直 書の みに て は春嶽 父子の 師弟の 信義 は 遂げられ 難 

き狀 勢に あるから 小 楠 を 招聘す る 外に は 活路がない やう だとい ふの が 共の 耍皆 である。 頗 

る 長文で は あるが 左に 載せる ことにする。 

然ば小 楠 先生 御身 上 一 件に 付 持 參仕候 御 直 書幷御 家老 中 御 書翰 迄 前 月廿ヒ m 於，； 御 客屋， 御 奉行 荒木 甚四郞 方 

へ 相 達 候 儀 は 疾幸八 様より 御 達 可 レぉレ 之、 其後當 月. 4 '日朝 旅 宿え 荒木 氏 來使越 中 守 様幷御 家老 中 之 御 返書 持 

參、 其 節 俄 作 .覺 丘 (衞兩 人に て 承 候 御 n 上 振 之 儀 は、 御名 様より 先達て 被 レ遣候 御 直 書 之 趣 委細 越 中 守 様 御 書 

中に 御 返答 被， 1 中 遣， 候 段中述 にて、 尙又 口上に は 横 井 平 §： 郞 儀に 付 御 家老 中より 折角 御 敏之御 書中 御 懇之次 

第 御 尤に被 レ存、 成 丈御輕 典に 被 レ歸候 様 被 n 申談， に 可 n 相 成 i 乍レ併 衆議 難， ー默 止， 譯柄も 有 レ之鬼 角 指 寄 難 レ被レ 

決に 付 追て 此方より 被 n 仰 遣， との 儀に て 御 家老 中え の 書翰 指 出に 相 成 候に 付、 尙叉御 口上 之 趣 推て 承り 候處 

畢竟 當今御 延評之 筋に 相歸し 候に 付 御 口上 之 趣 委細 相 心得， 夫々 可 二 申達， 段 及， 1 挨拶 i 双方 時宜 申 述畢て 退席 

に 相 成 候。 同日 甞 一頃より 沼 山へ 罷越 今日 之 次第 委細 申述、 先生 始先以 當座之 御 安堵 相 願 候 仕 合に 御 庵 候。 尙 

(護久 (備 前) 

內情も 承 度 奉レ存 候處、 十 一 日は兩 公子 様 御發駕 にて 外に 面接 も 難， 仕、 十一 一日 朝 憐作小 笠 原 君 出勤 前へ 相 仕 

掛何角 之 挨#_ 旁 前段 之 內赏及 n 問 合， 候處、 御 同人に は御國 表より 都て 御 頼 越 之 御 趣意 振 は 深く 御拼 酌お レ之 


候^ ども、 指 寄 類^ 兩家之 _s もお レ之、 且其他 同様 之 律 例に 指 響 候 族 も 當今之 御虑^ に 指 问ぉレ 之， 义舉派 横 

議之徒 K 々論 說も相 聞お レ之 趣、 則 先生 此節之 御處分 次第に は 丁 藩 之興廢 にも 相 拘段巾 募、 旣に 建， ：3 にも 可レ 

至 事情 ども 指湊有 レ之甚 以心 痛 被，； 罷在, 候 趣、 併 御 直 書中 之 儀 は 申 迄 も 無 レ之實 に 御 懇到之 御 賴書之 じ" に 候 

へ ば 先達てより 多 冗 中 も 每も中 談候得 ども、 元 來此許 様 御 刑典 之 機 は 以御嚴 重に 有レ 之、 當今 治亂之 事跡 相 

1^ 候 御 時體に 至り 赏に 御迷惑 之 儀も^ レ之候 得 ども、 鬼 角 今般 之 镇は武 將感狀 記 様 之 中 にても 的 例 等 相 探^ 

て 可 レ然杯 同列 巾 合た る 事、 然るに 前段 横議 之 徒 居り 合之處 次第に は 人心 之 動 靜に相 拘り候 次第 もお レ之、 且 

いまだ 刑法 局より 定議巾 出 も 無レ之 候へ ども どれ もく 不レ輕 趣、 先 自分 を以相 考候處 精々 輕 典に 被 レ虑倏 虎 

平 叫郞俄 はどう も 御手 放れに 可， 一 相 成-哉、 其 節 は 筋 ほ 之 者え 些少 之 御 扶助 等 被 n 成 遣 一 此者之 成 〔；^ 次 に 御 取 

拔も可 レ有レ 之 杯之處 にて 可 レ有レ 之、 其 他 之 論說は 承に 忍 兼 候條々 も^ レ之、 又は 隱居被 n 仰 付-家 無 n 相 遠-と 

巾 儀 も 可 レぉレ 之 哉、 此等之 儀 は 千 萬 中 之 一 事と 被， 1 相考, 候。 右 は 御 內話之 次 に 付 自分 愚考 を以及 n 御物 語- 

候譯、 必以规 定ケ間 敷 事と 御 聞 取 無レ之 様との 說には 候 得 共、 事枘被 二相 語 1 候 も 承 居候 も 共に 斷腸之 外.^ づ 1 銜 

反覆 御 縮 想 可 レ被レ 下 候。 隨て儀 作 御 應對屮 候 は、 扨々 御國 典と 屮無 U 御據 1 德は俄 作 輩 鬼^ 可 >>屮 ト こお も 

無二 御" M- 仕 合， 併 昨年 來是等 之 御 事 も 候 へ ば 社 御名 御兩方 様よりも 厚 御 賴被レ 遣 候 俄に も 可 レ有レ 之^、 おて 

私 を以奉 &^, 候 は 御 承知 被 二 成 下-候 通 先生 儀 は 先が 來御國 務萬端 御示授 被お ア候谈 は 巾 迄 も 無  御 使ー旣 

ヽ きん^ ン  »  1  - ^  -  -  »v  J  -  J 

に 御， 名 i 重き 御 職務 被 レ爲レ 任 候 砌も變 夜 吐 握 之 御 碎心御 5^ に 相 成 候 俊 は 分明に 天下 之 ハカる.^ 且又 亇レ^ 銜. S 

*s 御名 释 も是以 天下に 奉， 1 欽望， 候 末、 不慮 之 暴 卒に被 U 出逢 1：* 始末 抦を以 此許様 御 乎 放 杯 直き 御 刑典に 被 レ^ 

^井 小 桥上卷 傳記篇  八 0111 


八 〇 四 

や 卜 丘 章 i 國 3 非 を 待つ 

- I  5,、らド 皮 卸. ゆ, 御 何程に 可 レ被レ 爲レ在 哉、 此 一 擧 次第に は 天下 望霓 

ュ.^ マ 凌 は 折角 御 賴越之 御 趣意 も 不レ被 レ爲レ 立 .s-i- 二 律 rlf^^il ？  - 

も 被， 相 失， 民 I と 千 恐萬惶 仕、 導 儀作疆 退 I 候 儀 如何にしても 御 回 寄 レ奉レ ■ 外 ff- 

，扱 又 此許様 御臺， ^相 成 候 上 は 今  一 0  06711111 1 

き以 邦き ま 成 If  F 中 聞 一 候。 併 刑典 相定候得 ば 時 月相 II 議加御 扉 可 二相 成 一 御 I も 

M 春 I へ. i 角 御 扉 Is は？？ 之匿奉 レ存 i ハ、 今度 先 生御震に 相 成 候 上 は 謹 

き i に 伺 取 候。 尙審 I に 付 竊に兩 拙と も S 候 i 今兩季 f 旣に 御上 京被レ I、 定て 御名 御 

4 は 是非とも 御上 京 5 被き 在 I 定 と..、 且 天下 之 大事 I 萬 達人 心中 S 必以御 I 振 相 t 镜 

^^111. 千 萬之末御 上京 も赏斗 被き 在 候 御 籠に て、 先生 御 招 之 期 も 翼 御 II 素 

も 多り，， は， -If て 折角 御審之 I 裏襲レ I 候， も 最早 無二 薄-， 籠 之 徒え 被き 屈べ 

H 、刑 こ 被 fts にき 相 さ lif 至、 左 も 御 I は.^ 御名 i 阜歲秦 如何に 可 レ奉ニ 

傳稱.，，| 身 之 fiEIS。 右 等 之 場 富 御 I 得ば 願 逢 窗御導 之 御 都合 必死 •  二 藤- 

候。 付 vifttt 御內ぼ 最早 被， 御翌， 篇は象 御 六 ケ敷奮 相 成 有レ之 i 居篇 深く 御 I 被 レ爲レ 

101 返く も此許 i 篇に候 得ば 乍レ恐 llm^ 

silll.  f  illll  sill 

ヒ午， J, 立 退， 儀に 付. 5 御 含 之 f 有レ之 I 達、 十二 I より 御囊相 辭曰皇 i 衞 門と 中者 方え 轉宿 

之 牛々 申 上 候、 I 明解 可 レ被ニ 成 下 一 候。 勿論 海 福傣 追 々相達、 御 承知 之 傣と は 奉 レ存候 得 共尙桕 


伺候 事情 御 達 申 上 度 如 レ此に 御」 M 候。 猶期 n 後 喜 之 時-候。 恐々 謹言。 

九月 十五 日  有 吉君發 途之砌 指 出す。 

,  末松覺 兵 衞 

•  平 瀨傣作 

市 村 勘 右衛門 樣 

榊 原 幸 八 様 

右に よると 荒木 奉行 は 九月 十日に 細 川 藩主と 家老と からの 返書 を 持って 平 瀬 等の 宿泊せ 

る 御 客 屋を訪 うた 際 小 楠の 責罰は 一時 延 評の 筋に 歸 したと 物語った の で、 平 瀬 等 は 一先 づ安 

堵し小 楠に も 其の を吿 げた が、 尙 平 瀬 は 其の後 肥 後 藩 政， の 此の 問題に 關 して の 意向 を 探 

り もし 小 楠宥恕 のこと を 歎願 もして 見ようと て、 九月 十二 日に 國老小 笠原備 前を訪 うた。 『小 

笠原備 前日 錄』 に 「九月 4- 二日、 晴、 五十 九 度。 越 前使來 り、 横 井 之 罪 宥恕之 道を述 ぶ、 懇々 之 を 

演ゃ」 (原 漢文) と あるの は 此の 事 だ。 なほ 荒木の 持參 した 細 川 越 中 守の 返書に は 小 楠の 虚分 

は春嶽 父子の 直 書の 意の ある 所を諒 とする も、 從來 の 藩の 法典 を 無視す る こと は出來 ぬから" 

此の上 は 評議に 評議 を 重ねて 適當に 定める と陳 ベて ゐ るが ビれも 全文 を 左に 揭げ よう。 

細 川 越 中より . 玉章 拜見仕 候。 秋冷 相 募 候 得 共 愈 御 安寧 被レ成 n 御 起居 一 珍重 奉レ存 候。 然ば 京地 近來之 形勢 付て は 先日 御家來 

春 ^、人 子 へ の 

返書  を 以被， 仰 越， 候 通 候處、 幕府より 毎々 御 召命 有レ之 殊に 御 參府御 順 年に も 御」 M 候 故 乍 二 御 不快-押て 御^::;^ 之 

横 井 小 摘上卷 傳記篇  八 〇 五 


元 w、 小楠處 

？ 別の 寬典を 請 


^十五 *  0m.  ^を 待つ  八 0 プ  . 

御積に御！^^由、 彼是 御 配 意之 程 察 入 奉レ存 候。 右 之 御 運び に 付て は 橫井平 四 郎歸鄕 いたし 度^ 頻に 申出 此節 

御 差 返 被レ成 候へ 共猶 重て 御 借用 有 こ 御座-度、 且同 人事に 付て は 當春良 之 助え 被 ご 仰 置-候 趣 も有レ 之、 於 こ 江 

3 災厄に 観り 候 次第より 吃と 御國家 之御爲 筋に も 相 成 候 儀 等樓. -被 n 示 下-趣 致 二 拜諾ー 平 四郞は 中に 不レ及 

、二 拙 弟-も 架 忝 奉レ存 候。 然處咎 筋 之蓊は 猶更舊 來之國 典有レ 之、 容 H 勿に 宥議之 及 二 沙汰， 候て は 向後 家中 一統 

之 抑 i こも 關係 いたし、 されば 迚御懇 念 之 贵敎に 背 候 も 不本意 實に 心痛 至極に 御處 候。 成 丈 寬典之 筋に 落 候 

義家老 乂下其 筋 役人 共え 精々 評議 を 凝せ 候 上 至當之 取扱に 相 決 候 外 有 レ之間 敷、 先 左様 御 聞^ 被 レ下候 様 奉-一 

庶幾， 候。 右 尊報爲 レ可レ 得- 1 貴意 1 如レ是 御』 M 候。 恐惶 謹言。 

九月 五日  細 n 越 中 U. 

松 平 春嶽樣 

松 平 越 前 守 様 

： ト賴が 小 笠 原國老 と會談 した 日に 安場 一 平 も 小 楠宥恕 のこと に關 して 同 國老を 訪問した 

が、 他に 來客 があって ゐて 面會が 出来なかった。 共の 後 十 rz: 二十 一 曰 及び トー 六 曰に ー兀田 

東 野 も 矢張り 小 笠 原 國老に 見えて 都 築. 横井虚 罰の 寛 典な らんこと を 乞うた が、 彼の 『^^之 

記』 中には 左の 記事が ある。 

先生の 藩に ：！ る や 嘗て 江戸に 於て 暴^の 變に遇 ひ 身を脫 して 遁 逃し 都 樂 • 吉 田の 害に 裡るも 顧みて 救 はざる 

の 1^ 鬼， こ. 觸る i を 以て 家に 閉居して 命 を 待つ。 此 時に 當り 武士道の 論猶 熾に して 責罰 甚嚴 なり。 余 因て 先生 


の爲 めに 豫め 家老 小 笠 原ヒ郞 に對し 武士道 論 を 破りて 反復 陳說 して 曰、 方今； 大下變 亂の秋 賢 逸忠邪 相せ ふの 

日に 於て 一 已 私闘の 舊律を 株 守す る は當を 失する の甚 しき 者、 .： 儿 しく i さ 兀濟の 刺客の の 斐度を 匁 傷せ しに 

憲宗兵 を 以て 斐度を 守衛す るの 例に 據り、 横 井-都 築の 二人 Is ほ？ 11 後 罸を加 ふること 無 かるべし と、 

更に 一書 を 作りて 上呈 す。  - 

十一 月 十七 日に は 薩人村 上下 總 なる 者 中 川宮に 謁して 「横 井 平 四郞は ほ 下 熊 木に てお 咎 

を 被り 幽閉 中なる が、 彼 は 時節柄 御 役に立 つ ベ き 人材 なれば 宮 より 細 川 侯に 御ド命 ありて 幽 

閉を 解かれた し」 と 願 ひ 出た と 云 ふこと が 或記錄 にある。 斯様な 小 楠に お 利なる 擁護 的 進 

言 や 減刑 運動 はま だ 外にい くら もあった であらう が、 そ れに關 する 資料 は 見出し 得ぬ。 

九月 十二 日に 平 瀨が小 笠原國 老を訪 うた 日の 午後 か ら、 越 使 平 瀨. 末 松 は 御 客 屋を辭 退して 

日向 屋 なる 旅館に 轉居 し、 腰 を据 ゑて 肥 後 藩 評議の 様子 を 窺 ふこと にした こと は 旣記兩 人の 

書簡 中に 記して ある が、 そ れ からの 彼等の 消息 は 之を徴 すべき 記錄 がない ので 詳か でない。 

然るに 『小 笠原備 前日 錄』 の 十二月 五日の 部に 左の 如く ある。 

平漱ゃ HI 國  朝 前、 平瀨 儀作來 りて 横 井 罪 案の 延評を 乞 ふ。 同列と 之 を 計る を 待た すして 之に 答 ふ。 共の 國に 歸 る。 井ト 

St 門ン 

奉行 を 招きて 之と 計り、 乃ち 使 をして 將に延 評の 難き を吿 げんと す。 宿亭 曰く、 予が I:}? に來 るの 前に 宿 を^ 

せり 云々。 (原 漢文) 

と ある。 之 を 見る と 平 瀬が 小 楠 罪 案 決定の 延期 を 乞 ひしに 對し小 笠 原が 如何に 答へ たかは 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 ，  八 〇 七 
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よく 分らぬ が、 別後 井上 奉行と 相談の 上 其の 延期の 困難なる 旨 を 告げるべく 旅館に 使 を 出し 

たら、 平 瀨等は 小 笠 原 を訪ふ 前旣に 旅館 を引拂 つて ゐた。 彼等 は 小 楠の 罪 案 は 越 藩の 希望 通 

りに 輕 からぬ のみ か、 それが 遠から す發 表され さうな 話が 耳に 入った ので、 鬼に も 角に も 其の 

決定 發 表の 延期 を 乞 ひ 置 き、 歸 藩の 上 一 工夫 凝らさね ばなら ぬと 考へ、 小 笠 原を訪 うた 其の 足 

で 急ぎ 熊 本を辭 去した ものら しい。 此の 想像 は 中ら すと も 遠から すだ。 

平瀨 等が 熊 本を辭 して 後 約 十日 彼等が 未だ 福 井に 歸 着せぬ 十二月 十六 日に 小 楠 及び 都 築 

罪 案 申し渡さ の 罪 案 は 決定して、 同日 八ッ後 奉行所に. 於て それ，， ^申し渡された。 當 日の r 小 笠原備 前日 

る 

錄』 に は 左の 如く ある。 

(長 岡監 物) 

十二月 十六 日、 晴。 當 直の 米 田 氏 予に當 直 を 代らん こと を 乞 ふ。 諾す。 是れ 蓋し 未 脾後罰 を 都 築 • 横 井に 傳 

ふる を 以て 惲る 有る 也。 ，| ぼ： 績 場 ® 未 後 城 中の 政廳に 出で 罰 令 を 傳ふ。 都樂. 橫井病 有りて 出 

へ 九 郎右衞 門) 

です。 則ち 書帖を 以て 其の 長 有 吉淸助 • 都 築の 同 官元田 八 右衛門に 傳ふ。 © 平野 氏 横 井と 同姓なる を 以て 病 

に 托して 朝せ す。 (原 漢文) 

そして 小 楠 及び 都 築の 罪 案 は 左の通り。 

横 井 平四郞 

其方 傣榜示 犯禁に 付て は 及 レ達候 趣 も 有 レ之候 付 諸事 謹愼を 加、 私 之 实會等 相 憚 可 レ申處 去年 十一 一月 十九 日 之 

夜 都 築四郞 • 吉0 平 之 助 中談、 江戶 町家に 於て 酒宴 相 催 候 席に 狼藉者 共拔 刀に て罷 越、 見受候 は^ 供に 力 を 


合 相 當之處 分 も可レ 有， 之處、 四郞 • 平 之 助成 行 を も 不ヒ顧 其 場 を 立 去 未練 之 次第、 士道 致 二 忘却 1 御國 恥に も 係 

り、 重疊 不埒 之 至に 付 屹度 被 11 仰 付 1 候 筋 も 有 レ之候 得 共、 御 宥儀を 以被ニ 下 置 1 候 御 知行 被- 1 召 上 一 士席被 

放， 3 曰 被 二 仰-出 U 之。 

者 ^匹 良 

其方 儀 江戸 詰 中 去年 十一 一月 十九 日 之 夜 吉田平 之 助 • 横 井 平 四 郞申談 於 U 町家-酒宴 之 席え 狼藉者 共拔 刀に て^ 

越、 手疵負候とは乍レ申平之助儀も深手を負候は^^倶にカを合せ相當之所分も可レ有レ之虚、 其 場 を 立 去 候 様子 

に 相 聞 未練 之 次第、 士道 致 二 忘却， 御 外聞に も 係り 不埒 之 至に 付 當御役 被 二 差 除 i 被- 1 下 置-候 御 知行 家屋敷 被- - 

召 上 i  士席 被，， 差 放， 匕 曰、 被 n 仰-出- A 之。 

上記 小 笠 原の 日錄 によれば 右 罪 案 は有吉 及び 元 田に よって 偉 へられた が、 小 楠 及び 都 築の 

ために 寬典を 請願し つ \ あった 元 田に 於て は 遺憾 を 通り越して 悲痛 そのものであった であ 

鲁 

らう。 同月 二十 九日 細 川 越 中 守 は當時 京都に 在った 松 平 春嶽に 左の 書面 (尙々 書 は ダ々 す) を 寄 

せて 小楠處 分の 次第 を 報じた。 

一 簡拜呈 仕 候。 塞 威厳 御座 候 得 共被レ 成，， 御 揃， 愈 御 勇健 被 レ成ニ 御座 一 珍重 奉レ存 候。 御 登 京 已後萬 端 御 配慮 

imh^._  (十一 CT ナ五曰 江戶城 火ち 失す)  t  . ：、 ト 1,,:、「 

奉レ察 候。 幕府 御 上洛 御 頃 合 等 何程 之 御 模様 御座 候 哉。 御 火災 彼是 御 都合 も 如何と 奉 二 恐察- 妖 事に 御， き 候 

然ば横 井 平 郞 儀に 付て は 思 召 之 旨 御 直 書 も被レ 下、 且御家 來を以 委曲 御 傅 言 之 趣 具に 承知 仕、 家老 初 成丈寬 

典 之 取扱いた し 候 樣巾付 候 段 は 先達て 得， 一尊 意 1? 虹 候 通に て、 其 筋 役人 共 重 疊及二 評議 一成 丈 有 議を加 へ 候處に 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  八 〇 九 
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罪 を 待つ .  「グー 0 

て 知行 取 上 士席差 放と 屮 所に 及-一 決議 i 其 通 巾 渡させ 候 事に 御」 M 候。 今 少宽 

典に 就 候 様 反覆 爲レ 致- 1 評議-候 得 共、 士道 之 取扱 葡 典に 戻 候て は 一 藩 之人氣 

にも 差 障 候 事に 付 於 二 小 子ー庄 一， ー不レ 巾、 前文 之 次第に 御座 候 間 何分 不 レー 惡 

御 汲 察 被 二 成 了 候 様 奉レ願 候。 此段爲 レ可レ 得 1 ー贵意 一如 レ斯 御座 候。 越 前 守 様へ 

も 別段 呈書仕 候 答 之處境 節取紛 何 分 届 兼 候 問 乍 レ憚御 傳達之 程 奉-! 伏 願-候。 

来春 御滯^ 被 n 仰 蒙， 候 * 承知 仕 珍重 奉レぉ 候。 乍 レ例御 心配 筋 奉レ察 候。 恐惶 

謹言。  ， 

十二月 廿 九日 

春嶽様  越 中 守 

いよ /(- 決定され た 上記 小 摘の 罪 案 を^ 

ると 文 久ー兀 年の 榜示 犯禁も 祟って はゐ るが、 

家祿 を沒牧 され 士  i 力 を 差 放 たれた 主因 は 小 

摘が 都 築. 吉 阳 ： 吶 人の 成 行 を 顧みす 其の 場 を 

立 去った の を 士道に ずり 國恥 にも か \ ると 

認めた にある の は 都 築の 罪 案に 徵 しても 分 

る。 處が あの 時の 現場の 様子で は 小 械は座 


(藏 K 慶平 松） （き つ） 上 


小 楠の 行動に 

就きての 批判 


, 〈 ひ V?, 一  >ぞ 


寄 


を 


力 


さ へ 有， 之 候へば 爲 す ベ き 事 

ベ き に は 無， 之 候」 と 云 ひ、 又 

と は 同視すべき にあら す 」 

る 問題に つきて は 明治時代 

格がない ので、 現に 生存して 

問題に 識見 をお せる 先覺者 

齢に 達せる 田 中 光 顯. 曾 我 祐 

はれた 時の 現狀を 物語り 其 

田 中 は 慕 末 時代 勤王 志士 

した 功臣で ある が、 彼 は苟く 
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者な らんに は 小 楠の 遭遇した る 如き 場合 はよ ろしく 逃げる ベ き だ。 小 楠が 無 刀の ま X で 難 

きで あるとの 意見で あ り、 曾 我 は 小 楠 を 熟知し 且つ 崇拜し 

刺客の 難 を遁れ たの を 士道 忘却 だと 非難す るの は 眞に譯 

ら 斬られねば ならぬ 道理 はないで はない か」 と 語 り、 石 黑 

十に たづ さはって ゐる 者が 無名の 暴徒の 爲に 一命 をお と 

俱に小 楠の 行動 を 咎めなかった。 

み 變に應 じて 人に 語った の を 何人 か ^ 後世に 書き 傳 へた 

」 と 題して 格 言. 諷 刺. 警 -?. 反 語 九十 項 を牧錄 した 中に 「な 

かへ しのなら ぬ もの 也。 拙き と 云 ふ 事 を 露 斗 も 思 ふ 勿れ」 

聯 <i 口の 成りた る 慶應ニ 年 一 月 二十 三日の 夜 伏 見 寺 田屋に 

襲 は れ、 三 好愼藏 と俱に 暫く 防戰 せし も 逃れて 村 木 置 場に 

孝 允 も 給 門の 變に會 津の邏 兵に 捕 へられた の を 便通に 事 

年 四月に 長 州に 還りて 幕府の 再征に 對 して 戰闘 準備に 取 

の 漬物 桶の 間に 隱れた り、 或 は 箱 丁 や 乞食に 身を窶 したり、 

開いたり して 幕吏の 目を晦 ました もの だ。 断く の 如く 大 

だ 例は牧 擧に遑 あらす である。 


を 免れた 敏捷と 大膽は 寧ろ 賞す ベ 

て ゐる人 だが、 「小 楠 先生が かの 際 

の 分らぬ こと で、 何 も 斬りに 來 たか 

も 田 中と 殆ど 1|： じ 論法で、 國 家の 犬 

すの は 惜しい こと だと 云つ て、 三 老 

坂 本 龍馬が 兵馬 俊 惚の間 機に 臨 

『軍 中 龍馬 奔走 錄』 に 「英將 秘訣 

る 丈け 命 は 惜しむべし。 二度と 取 

な る 一 項 が あ る。 其 の 龍馬 は 薩 長 

：! ると 伏兑 奉行 林 肥 後 守の 捕吏に 

隱れ難 を 免れた のであった。 木戶 

寄せ 油斷を させて 逃げて 後、 慶 應 元 

懸る 迄の 間 は、 或は 俠妓幾 松の 臺所 

或は 船頭に 化けたり、 或は 荒物屋 を 

$11^1を抱ける志士がその命を惜しん 


井 

七 

う 


さて 然らー 

藩 重役に 

，士道へ か 一 

八頁參 照) 


ど i 

に し 

於て 

で あ 

ぐ 0 

從容 

い。 

場 合 


辯 護 

て も 

ら う 

先生 


處罰 に對 する 

に、 It 


然 る 

する に 


しか 

る こ 

の 小 

に 叉 

家祿 


對し 

サ て 

す る 

二 友 

に 覺 

と 想 

は 其 

し て 

し 小 

と も 

楠 を 

一 面 

を沒 


楠 自身 は 己 

て 「其 場に 

の 御 懸合は 

の 眞 意が 鬼 

の は 彼に 取 

人の 事が 氣 

の ある 彼の 

像され る。 

の 隙に 一刻 

死に 就いた 

楠 は あの 場 

出來ぬ で は 

以て ー圖に 

小 楠の 肩 を 

牧し士 席 を 


の 行 

一 切 

し て 

り て 

に 懸 

事 だ 

宮部 

も 早 

力 そ 

合 刀 

な い 

士道 

持 つ 

差 放 


動 を 如何 

刀 之 事 を 

無レ 之、 武 士 

此の 通り 

は 寧ろ 有 

り^ 宿し 
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小 楠 は 豫て肥 後 藩 政.：^ の覺 がよくな いから 特に 重罰 を 科した の だと 早合點 する 輩 もないで 

はない。 然し 肥 後 藩に は 由來斯 かる 問題 を 重く 視る 慣例が ある こと は 前記 肥 後 藩士 井 tl 呈 

助の 赛 嶽に呈 せし 書面 (本 篇六九 一 頁參 照) を 見ても わかる が、 越 藩士 平 瀨. 末 松の 書簡 中 にも 「元 

來此許 様 御 刑典 之 儀は甚 以御嚴 重に お 之 云々」 と 記して 居り、 叉 細 川 越 中 守が 春 嶽に小 楠の 

處分を 報じた 書面に も 「今少 寛 典に 就 候 様反複 爲， 致, 評 議ー候 得 共、 士 道 之 取极舊 典に 戾 候て は 

1 藩 之人氣 にも 差 障 候 事に 付 小 子 任， 一心 底 一 不：， 中 云々」 とあって 細 川 家に は 藩主で も 意の ま、 

にならざる 程に 家法が 儼存 して ゐる。 それによ つて 商量され た 刑罰で あれば 輕 からう が 重 

からう が 細 川 家の 臣下と して は それ を廿受 する の 外 は ある ま い。 特に 當初 藩で は 切腹 位. S. 

渡し はせ ぬかとの 暉 もあって 小 楠の 一 命の 上に 懸念 せられて ゐた 場合と て、 家祿 沒收. 士席釗 

脫で 事が 濟 めば 寧ろ 輕 かった とも 云 はれる。 なほ 小 楠が 細 川 家の 覺 めでたから ぬので 特に 

重罰に 處 せられた と 云 ふ は それ こそ 僻目 だ。 小 楠と 供に 罰せられた 都 築 は 小 楠の 如き 榜示 

犯 禁 の 事 もな く、 又 刺客 襲攀の 場合 それと 戰 ひ少々 であっても 手疵を 負うて ゐ るの に、 役 nz は 

差 除か れ、 知 行 家屋敷 は 召 上げ ら れ、 其 の 上に 士席を さし 放 たれて ゐる ではない か、 之 を 見る と 

小 楠の 责罰は 寧ろ 輕ぃ とも 云 へば 云 へぬ こと はない。 

資 罰に 對す る 次に 小 楠 自ら は 共の 受けた 責 罰に 對 して 如何に 考 へたで あらう か。 一： 儿 冶 元た 牛 二月 开 - H 付 

小 柿の，. 纰 

にて 牛 鳥 五 一 郞が 安場 一 平に 寄せた 書狀 中に 「拔舊 職 十六 HI 沼 山 先生 御 事 八 ッ後御 S お 之 


被 # 渡 一之 御 辭令等 御 遣し 被， 下 誠に 御 互 に 奉， 恐 入.， 候 御 事に 御座 候。 然處ぉ 之 通り 厳重 之御沙 

汰相濟 於， 先 生 一大に 御 安心に 相 成、 伏罪 御 敬 謹 之 外 無， 他 事； 左 平 太 兄弟 成 立 次 I め國 {，\！ 報恩 も 出 

來. & 候との 御 講習に 相 成 云々」 なる 一 節が ある。 小 摘が 越 前から 文 久三ハ 牛 六 n:: 十五 r:! 付に 

て 嘉 悅. 安 場. 横 井 (久 右衛門) 宛に て 寄せた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 一 五 0) 中には 「 私 身 分 之 俊 ^15- 体 

之 國論之 段 御 別書且 .江 n よりもい 才 承り 巾 候。 誠に 痛心 之 摘 は 巾 迄 も 無， 之 ^ 得 共、 夫 等 を 

や 角 申 候 事に て は 無， 御 候。 是 より 御 知行 さし 上 候 俄 可， 然 筋に 候へば 北 ハ御取 計 被， 成 丁度 奉レ 

希 候」 なる 一 節が あるか ら、 斯 かる 處罰 を受 くるの は覺 悟の 前で も あ つたら う が、 其 の 態度 は 

立派な もので 流お は 小 捕 だと 感心 させられる。 次に 又；^ 牛 の 書狀に 左の 一節が あ る。 

(至誠 院} 

且又 沼 山 老人 女性に は 珍 敷 人物に て 被 二 仰 渡， 之 次第 聊 驚愕 之 模様 無レ 之、 却て 左 平 太 兄弟 を 引 立ら れ^ぼ、 先 

生 之御德 化と は 乍レ申 感心 之 至に 御座 候。 誠に 師家 之不 化合 無， ー此上 ， 御 互に 何とも 紙上 に 難レ龜 機に 御^;^^ 

共、 先生 之 御 命 さへ お レ之候 得ば 今 MI 之 時勢 追々 に は 如何様と も 運 可 ，巾 此虚は 安心 仕 居^。 

き则に I する 小 楠 家族の 態度 も 亦 巾 分ない が、 「先生 之 御 命 さ へお 之 候 得ば 云 々 」 は 啻に 牛 島 許り で な 

U. '生の 

く 門 生 一同の 所懐であった であらう。 在京の 內藤 泰吉が 「小. 楠 堂 先生 長 崎 御 之 校 様 只今 

承知 仕 候」 とて 文久 三年 九月 七日 付に て嘉 悅. 安 場兩 人に 寄せた 書 狀屮に 「 返す く 小德夫 

子 之 安否の み 案じ 居 申 候。 只 希 白 は 自體强 健 百^ 之壽を 祈り 居 巾；^」 と ある を兑て も 門 下 

生に は 小 摘の 處 罰の 上に、 ある 犬なる 懸念が あった ことが 想像され るか ら、 今 小 の 生命に 異 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  八 一 五 
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狀 なく 濟んだ にっき、 牛 島の 右 書面 中の 「此處 は 安心 仕 居候」 は， さも ありし ならん と 察せら 

れ る。 


家 
族 


第 十六 章 沼 山津の 閑居. 

一 草 廬 

小 楠の 沼山津 閑居と 云 へば 安政 二 年 四月に 同 處に居 を 移してから 同 五 年 三月 一  回 越 前 

行までの 三年 間、 越 藩賓師 となって から 三回 歸 省しての 滯在惣 曰數の 一年 一 ヶ月、 今回：！ 藩し 

て 明治 元年 四月 上京す る 迄の 四 年 七 ヶ月、 此等を 合 はせ た 八 年 八 ヶ月で ある。 此の間 は 彼が 

橫 井家の 當主 となり 妻を迎 へ 子女 を 儲けた 思 出の 深い 生活であった が、 彼 の 家族に は 可な り 

の變 動が あった。 卽ち 安政 二 年 四月 此處 に轉 居した 時は老 母. 養 母 至誠 院 i ひさ子. 姪 いつ子. 

甥 左 平 太. 同大 平. 婢壽加 であった が、 其 の 年の 十月 室 ひさ子が 產後、 ほどなく 生兒と 前後して 逝 

き、 翌 三年つ せ 子を娶 りて、 四 年に は 又 雄が 生れた。 六 年に は 母 を 失 ひ、 萬 延 元年に はいつ 子不 

破家に 嫁し、 文 久ニ年 みや子 生 れ、 元 治 元年より は 左 平 太. 大 平 は 遊 舉に出 懸けた ので、 慶應 以後 

の 家族 は 至誠 院. つせ 子. 又 雄. み や 子. 壽 加と いふ 顔觸 となった。 撗 井家に は 家族に 此の 如き 異 

動力あった が、 其 の 草 廬も亦 移居當 時より は 敷地 は廣 くな り 建物 は 追々 に 增築. 改築. 校 様替で 

撗井小 楠上卷 傳記篇  八 一七  . 
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- 楠が 今度 歸國 した 時 は 兹に揭 ぐる 圖の 如くであった。 此の 圖は 幼時 此の 家に 在った ル 


時の 記憶と して は 割合に 確實の 様に 思 ふ」 

を迆 りて これ だけに 書け るの は、 そ れが 深く 

語って ゐ る。 

此の 圖を 安政 二 年に 此の 屋敷 を 買 入れる 

較 すると 北 寄の 部は內 藤の 圖と略 建坪 も 同 

づ舊 のま. - である が、 川 に 近き 南 寄の 部は此 

楠が 越 前 や江 戸から 宿 許に 寄せた 書面 中の 

增. 改 築の 跡を迪 つて 見よ う、 無 論 それ は 著者 

小 楠が 安政 五 年 越 前に 招聘され る 迄 は 家 

それでも 門 生が 銘々 木 を 運び 石を擔 ぎな ど 

建物が 母屋と 離れて 新築され て、 それ を 新宅 

じて 越 前に 赴いた 顷には 一 時 此の 屋敷 を賣 

招 北行した 萬延 元 年の 秋 頃 は 彌.、 此處 に 落着 

越 前より 宿 許に 送りた る書狀 (遺稿 篇 「書簡」 

便利の みに 有 >J  、隣 の 竹やぶ 彌 富よりも らい 

則 さし 圖も仕 候て 嘉悅に 遣し 置 申 候」 と あ 

横、 井 小 楠 上卷 傳記篇 


と 云って ゐる が、 七 十 年 前なる 七 八 歳の 時の 記憶 

印象され た證據 で、 此の 事が 旣に 其の 正確さ を 物 

時 に 內 藤泰吉 の畫 いた 圖 (本 篇 三 二 三 頁 參 と 比 

じだ か ら、 此 の 部分 は 多少 改造され たと しても 先 

處に轉 居して から 造られた もの だ。 此の II と 小 

屋敷に 關 する 記事と によりて 敷地の 擴 大. 住 宅 の 

の 想像に 外ならぬが。 

計豐 ならぬ ので 增 築な ども 思に 任せなかった が * 

して 建てた と. S ふ 塾舍の 外に 粗末な ニタ間 程の 

と稱 して ゐ たらしい。 小 楠が 二度目の 招聘に- 應 

拂 つて 城下に 移轉 する 積り も あ つたが、 三た び應 

くこと になり 本格的に 家屋敷の 改造が 計簦 され、 

一 〇 四) に 「只今 通りの 離れ家に て は 何に 付け 不 

受け 新宅 を 引き 候て 一所に いたし 候 方 重々 可， 然" 

り、 猶 馬 屋. 男 部 屋. 小 屋な ども 建てる 事 を 中し 送つ 

八 1 九 
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て 居 り、 同 書の 「追 啓」 に は 「嘉悅 に 遣 候ニタ 間作り 鑌き は、 新 宅 を 引き 候て は餘り そまつに 

て 見苦しく との 見込に 候へ ば、 新 宅 は 長屋に いた し、 新 に 造作いた し 候ても よろし かるべし。 

然 し 可：， 成 丈 は 新宅 を 引き 候 方 物入少 く、 長 屋杯は 古家 かひ 候ても 可， 然 事に 御 鹿 候。 新 宅 之 通 

ひの 廊下 は 一 間に 二 間 半 か 三 問 位に て 可， 宜、 南 の 方に 窓 を 明け 北の方 はと だな. 米び つの： 鎖 を 

置 き、 た なを も 付け 候て 客 道具 杯 を も 置く 様に 致 度 候」 など あ り、 其 の 他 爐は薛 下にと か、 坦 達 

は八疊 にと か 種々 詳記され てゐ る。 これによ ると 小 楠 は 屋敷 を 隣の 竹 藪の 中にまで 擴 張し 

て 新宅 を 適 當の位 §f はに 引 直し、 改造 或は 增 築して、 廊下で 母屋と 連絡 させようと い ふ資 りに 見 

える。 處が 翌文久 元年 三月 同じく 越 前よりの 手紙 (遣 稿篇 「書簡」 一 一六) にて は、 右ォ 藪が 都合 

よく 手に入らなかった 模様 で、 永 住する に は 屋敷が 狹 過ぎる とて これ 迄の 設計 を 破棄 し、 單 に 

當座 しのぎの 造作 をな す 事と し 「廊下 は 御 見合 可， 被， 下 候。 新 宅 雪 いん も 只今 通りに てよ ろ 

しく 御座 候。 其 外 何も 是迄之 御 取 繕に て 可， 然奉， 存候」 と 云 ひ、 又 「新宅 八疊の 東に 四 疊敷程 

. 作り 繼ぎ 十二 疊 にいた し 候へば 來 客の 節 犬に 都合 宜 敷、 床 押入 は 是迄之 通りに てよ ろしく  P- 

座 候」 と 一し 送り 、馬屋. 男 部屋. 小屋 等 は 越 前から 歸國 する 江 口 純 三 郞に申 付けて 置いた と 認 

めて ゐる。 そして 其の後 間もなく 福 井から. 江戶に 赴いた 小 楠 は 七月 二日 付 宿 許への 手紙 (遣 

稿！！ 「書簡」  一 二  二に 「座敷 を 十二 疊に御 建 繽之事 御世 話 被お 度吳々 奉レ 希， 疾」 と あり、 又 「平 

「ギ ャ マ ン ^^?f 

子」  瀬 去月に 罷出候 段 定て暫 は 逗留 仕 候と 奉， 存候。 ギヤマン しょ ふじ は 大方 持參 いたし 候と 被レ 


存候。 何分し よふ じ は 「ギヤマン」 にて 仕度 吳々 御世 話 可 レ被レ 下 候」 と ある。 

右 十二 疊の 座敷 は 上 圖に十 一 疊 (床の間と も 十二き と 記せる 座敷と 思 はれる が、 同 十月に 

小 楠が 歸國 した 際に は 恐らく 此の 座敷 は出來 上り、 「ギヤ マ ン 障子 も 用 ひられて ゐた であら 

う。 なほ 當 時の 小 稲 は 生計 も豐 であった ので、 右の 外に 幾 間 かの 增築ゃ 廊下 等の 工事に も 着 

手され てゐ たので あらう と 推察され るのに は、 同 十 一 月に かの 榜示犯 禁の事 ある や. y 口 純 三 

郞に それ を 報す ると 俱に 普請 見合 はせ のこと を 中し 送った 書簡 (遣 稿篇 「啓 館」  一 二 六) が ある。 

然し 幸に 格別の 咎 もなかつ たので： 冉び 工事 を 進めて 出來 上った のが 上揭圆 面の 四疊 半と 八 

疊のニ タ間繽 きの 小 楠 居間 や 十 一 疊の 客間の 上なる 二階 物^で は あるまい か。 

此の 屋敷 を 買 込む 時. には內 藤の 圖に 「屋敷 六献 斗に も 見受申 候」 と 記入し ありて 約 二百 

坪 程の 地所であった。 然るに 其の後 志內 家から 三 畝 ほどの 地 を讓り 受けた とい ふ 話が ある 

から (本篇 八 三 五頁參 照) 都合 三百 坪 位の 屋敷と なった 譯 であ る が、 現在 舊廬の 敷地 坪 數も三 百 

三 坪と 計上され てゐ るの を 見る と 能く 合致す る。 なほ 圖を 見ても 屋敷の 奥行の 深. S 所から 

察する と 東西への 擴 張が 出来なかった ので 北方へ 延長した ものと 見える。 村の 故老の 話に 

よれば 東北 隅に あった 塾 は 二 間に 八 間の 細長い 建物であった とい ふ が、 恐 らく 移轉當 時に e: 

生 等の 建てた ものではなくて 敷地 擴張 後出 來た もので あらう。 

文 久ニ年 四た び 越 藩の 招聘に 應 じた 江戸 滞 府中の 手紙に は 「新宅 かべぬり 等定て 出來ぃ 

$ 横 井 小 桷上卷 傳 記篇  八 二 一 


♦  第 十六 章 沼 山 律の 閑居  八 ニニ 

た ご 一階 物置 も 恰好よ ろしく 色々 之 物 も 治り 候 事と 奉レ存 候」 といって 梅の 木 や 茶の 木 を 出 

来る だけ 多く 植 込む やうに など 認めて ゐ るが、 此 度の 歸國は 上記の 始末で 爾後 彌，、 困窮 に陷っ 

て 家の 手 入な ど は 思 ひも 寄らなかった ので 後記 上京 迄 は 上圖の 通りであった。 海老 名 未 亡 

人が 此の 圖を 著者に 贈る に當り 左の 追憶 文が 添 へ てあつた。 

老， 亡、 扭沼 山津の 家の 圖面 おぼろの 記憶 をた どり 別紙に 認めて 見ましたら 割に はっきり しました。 多分 大差ない こ 

の 追憶  と i 存じます。 尤 これ は 明治 一 一年 頃 迄の 家で 其の後 改築され た 様に 記憶し ます。 それ は 横 井 は 熊 本に 移轉ぃ 

たし、 沼 山 津の家 は 一時 河 瀬 家の ものと なって ゐ ましたので 改築 は 其の 頃の こと. -思 はれます が、 其の後 一 

部分 を殘 して 燒 失いた しました。 其の 殘 つた 部分 は 現存の 庭に 面した 部屋と 存じます。 私に は 部屋の 一 つ 一 

つに 田 3 出が あります。 ニタ 間つ ぐき の 父の 居間の 南に 面した 障子の 一 部に は 「ガラス」 が はまって をり まし 

たので 息 を かけて は 指で 書き、 又 外部 を 眺めて 喜びました。 其の 居間の 八疊の 方の 床の 11 の 上に 四時 軒と 記 

した 額 (本 篇三ニ 四 頁 を 見よ) がかけ て ありました。 そして その 北 隣の 八疊の 間に は 炬爐が 切って あって 五六 歲 

•  の 頃 それに 溫 まりながら 父に 詩を敎 へて 貰 ひました。 十一 疊の 客間 や 父の 居間の 一 構と 家族達の 居間 ゃ臺所 

の そ， d との 間に は廣 くて 長い 廊下が ありまして よく まりをつ い て 遊び ましたが、 その 廊下の 中 窓 は 五六 歲の 

小兒 がの び 上って 外部が 見られる 位の 高さで、 中庭に ある 枇杷の 樹の 枝が 窓の きわ 迄の びて 居りました ので 

其の 實を とって 喰べ たこと も 記憶して をり ます。 廊下 を 東へ 鍵の 手に 折れた 緣 側の ある 東の 端の 八 疊の間 は 

祖母 (至誠 院) の 部屋で したが、 私 はこ i で 祖母に 抱かれて 寢 ました。 こんな 風に 部屋の 一 つくに 思 35 が あ 


(間 客るな III の 時赏） 廬 舊 津 山 沼 


現在の 建物 


り 


ますから、 この 圖面は 幼時の 記憶と して は 割合に 確實の 様に 思 はれます。 今 は 記憶 以外 確め る もの は 何も 

ありません。 


こ の 文 は 上褐圖 面と 相俟って 

實景を 眼前に 髴 せしめる。， 橫 

殁後 此處に 住んだ が、 明治 三年 熊 

町に 轉居 し、 そ の 後に は 宇 土郡豐 

、瀨典 次が 移り 住み 多少 改築 を 行 

明治 二十 年 前後 火災の 爲に十 一 

室の み を 小 楠の ゐた 時の 儘に 殘 

歸し、 現在 では それに 二三の 居室 

で 松 永 某の 所有と なって ゐる。 

七十 年 家 は 荒れて 見る 影 もな く 

變 つたが、 それでも 小 楠が 下記 坂 

我 祐準等 来訪の 諸 名士 を延 いて 

室 は 舊の如 く、 小 楠が 庭園の 東側に 植ゑ たる 數 株の 梅 樹は姿 こそ 老いた れ卷 毎に 

て 革 廬を訪 ふ 者 をして そ^ろに 懷舊の 情に 堪へ ざら しむる ものが ある。 
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其 の當 時の 
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住む 人 も 亦 

本 龍馬 や 曾 
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淸香を 放つ 


第 十六 章 沼 山津の 閑居  八 二 四 

二日々 の 生活 

福 井での 驚天動地の 計畫も 裏切られて 歸 藩した 小 楠 は、 謹愼 しつ.^ 藩 政府からの 處分を 待 

たねば ならなかった。 門 生 等 は 遠近より 代る く來 塾して 、絶えす 數名づ 、詰めて 居て、 それ 

等 を 相手に 講習 もした の で、 普通 考 へられる 様な 無聊 は醫 せられた であらう が、 四時 軒 は 何と 

なく 陰 まな 空 氣に 包まれて ゐ たこと は 疑 ふべ くもない。 然るに 愈.^ 上記 の 如く 處 罰が 定まつ 

て 見 、ま、 令 一 浪人と なり 下っても 過ぎ去った 事に くよ く 考へ 込まぬ 小 楠と して は 寧ろ 

晴々 した 心地で 再び 四 五 年 前 迄の 氣樂な 閑居 生活に 這 入った ので ある。 

小 楠の. 江戸 遊 擧上國 遊. 臉. 四 回の 越 藩應招 間の 消息 は 彼が 知己. 友人 及び 宿 許に 寄せた 書簡 

等に て 略 知る を 得た が、 沼 山津に 於け る 生活 振 は 其の 全 期間 を 通じて これ を徵 すべ き 資料 極 

めて 少く、 僅かに その 詩 や 閑話に よって 之 を 窺 ふの 外 はない ので、 先づ 左記の 詩 ー 越 藩 招聘 前 

の 閑 tjla 間の 作 「村 居雜 詩」 は 前 (本 篇三三 0 頁) に揭 げたが— によって 彼の 村 居間の 一 半 を 想 

察して 見よう。 旦し詩 は 皆 遣稿篇 (「詩文」 丙、 二) に 載せて あるから こ X に は 其の 意譯 を揭げ 
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第 十六 章 沼 山津の 閑居  八 二 六 

て 何處に 向って 吾が 詩情 を 寄せた もの かと 考 へながら ふと 見渡す と、 ひろ，^ とした ー帶 

の 平野 そこに 散點 せる さびしき 村々 の 夕 景色が 先づ 目につ き、 次 に は 一 片の閑 雲が 遠い # 

々に 棚引いた 様子が 眺めら れ、 あ れ もこれ も吟 心を滿 たす に 十分であった。  ， 

其の 五 

寢 そべ つて 書 を讀ん だり 起 上りて 基 をう つた り、 朝 は 綠茶を 品評したり 夕 は 酒杯 を 取りた 

りと 云 ふ 風で 一 日 を 了って ゐる。 すると あの 閑人 一 事の 爲 すべき 無くて 無 g に 苦しまう 

など \ 道 ふ 人が 有る かも 知れぬ が、 斯様に 佳い 輿 味の 催し は 悉く 詩作に 取 入れる ので 精神 

的に は 一分の 閑暇 も 無い の だ。 

其の 六 

家族 をせ き 立て \ 竹 門 を 出て 見る と 折 柄の 秋 景色 は ひろぐ とした 平原 一 杯に fs- ち/ \« 

て果 しが 無い。 此の 時 小 供 等 は 好きな 餅 を携へ 大人 は 辨當を 開いて 到る 所で 一家 圑欒の 

樂 しみ を樂 しみ、 中にはい つ の 間に やら 一 樽の 酒 を も K ロ盡 した 向 も ある。 

其 の 七 

客 を 西 窓の 下に 案內 して 夕日の あたる 所で、 さあ 君 この 一 局に 胸中に 蓄 へて ゐる 兵法の 機 

略を發 揮し 給へ とて 相對 する こと X なった。 さて 昔 項 g| と 劉 |£ とが 天下 を爭 つた 時、 一 

勝 一 敗 力 あ. つたの は 兵家の 常で 意に 介す るに は 足らない が、 今 此の 局面 は 御覽の 通り 一 弋 
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其の 十一 
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此の 時た ま 
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に 在る 寺の だった。 

此等は 小 楠の 閑居 振の 


半の 消息 を傳 へて ゐる。 一 


其の 名の 如 


四時の 眺盡 きぬ 家に 住 


ん で、 時 に は 遠く 雲 仙に 懸る 紫 雲 を 見守りた り、 時 に は 心 閑 かに 空行く 白雲 を兒 送りた り、 時 に 

は 夜雨に 沈吟した り、 時 に は 鐘聲に 耳を澄ました り、 或 は 酒 を 呼 び、 或 は 茶 を 啜 り、 或 は 書 を 讓 み、 

或は 蕃を圍 みな ど優游 生活の 中に も 小 楠の 心 を 最も 慰めた の は 家庭 團欒の 晚餐ゃ 野 遊で、 

や 秋の 好天 氣に乘 じて 一家 打 連れ 辨當持 參の野 遊 は餘程 愉快であった らしい。 

園藝  なほ 小 楠の 閑 事業 中の 重な もの は、 園 藝と獵 とであった。 園藝は 熱心で も あり 又 得意で も 

あって 、野菜 物 も 作れば 花 物 も 栽培して、 「日々 閑園茱 蔬に灌 ぎ」 たもの だ。 菜園 は 城下に 住 

まって ゐた間 は出來 もしなかった が、 沼 山 津に移 居して から は廣 くもない 屋敷ながら 之 を 作 

つて 樂 しんだ こと は、 遣稿篇 (八 五 二 頁) 所載 『小 園樂 事』 を 見ても 其の 一 斑が 窺 はれる。 其の 

中に 七月 二十 一 日 貞作畑 大根 江 戶. 尾 張. 浦 賀 三種と ある を 見ても 彼 は 幸便 ある 毎に 各地の 良 

種 を 取 寄せて 栽培した もので、 後年 旅先から 宿 許に 寄せた 書狀 にもよ く 種物 や 苗 物の ことが 

書いて あ り、 渡 米した 二 甥に も 日本に なき 彼の地の 植物の 種 を 贈るべく 幾度と なく 頓んで 遣 

菊 を 愛す つて ゐる。 小 楠 は 花 物の 中で は 特に 菊 を 愛したら しい。 文 久ニ年 九月 十日 付の 江戸から 宿 

許への 書面 (遣 稿篇 「書簡」 一 三 二) にも 「菊 は定 てさき 申た るに て 可， 有， 一 御座 一 候。 如何 やと 思 ひ 

やり 申 候」 と 書き送って ゐる が、 彼 は 時には 東籬の 下より 採り 來 りて 「黄 雲 白雪 滿 堂の 秋」 

たらしめ た り、 時 に は 知己に 贈って 其の 出 來榮を 謂 示した の で、 元 田 東 野の 『病中 詩 草』 中に 

「横 先生 菊花 を惠 まる、 忽ち 三 絕句を 得たり」 と 題した 左の 三 首が ある。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  八 二 九 
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君が 園の 黄菊： 霜に 傲って 披く、 微意 曾て 人の 測り 知る 無し、 吾 思 ふ 所 あり 君 解す る や 否や、 五 旬 膜 目 獨り詩 

に 耽る。 

懷ふ 君が 微醉 して 花 を 看る 時、 吾 も 亦閑吟 して 句 を鍊る こと 遲し、 自ら 是 此の 中に 眞樂 あり、 君 は 黄菊に 耽 

れ我は 詩に 耽らん。  . 

吹き送る 幽香 晚 節の 枝、 感す 君が 厚意 吾に 贈る の 時、 霜に 傲る の芳色 依然として あり、 遮莫 秋風 白露の 滋き 

も。 

陶淵 明に 私淑 菊と 云 へば 我々 は 直ちに 晋の 田園詩人 陶淵明 を 聯想す るが、 小 楠 は 常に 特に 彼 を 愛し 彼に 

す 

憧れて ゐ たから 菊 を 愛した の も それが 爲 ではない かと も 思 はれる 位 だ。 小 楠の 詩に は陶淵 

明の こと は 幾度と なく 出て ゐる。 旣 記の 弘化ニ 年に 親交 ある 諸 友に 示した 「感懷 十 首」 中 

にも 「吾 は 愛す 陶靖 節」 なる 一 首が あり、 前記 「偶與 十二 首」 中に も 「書 卷 何ぞ須 ひん 句 解 

を爲す こと を、 陶 家の 遣法是 吾が 師」 なる 一 首が あって 陶淵 明に 私淑して ゐる が、 尙 「村 居 偶 

作」 として 左の 律詩が ある。 (遣 稿 篇八七 八 頁) 

, 古賢 を尙 友して 書 牀に滿 つ、 何人 か 適 意 行 藏を問 はん、 詩 家 大抵 輕 薄に 歸 し、 隱士從 來硬腸 無し、 性氣 おる 

は 唯陶靖 節、 家 國を薆 ふる は獨 り杜襄 陽、 二 公の 外 吾 誰に か與 せん、 吟詠 文章 閑 日長し。 

これによ つても 詩の 上で は陶淵 明と 杜甫 との 二人 を 追慕して 此の 外に は 誰も ゐな いとま 

で歎赏 して ゐる。 尙彼は 平素 陶淵 明の 詩 を 愛好す るの 餘りビ れを當 時の 書家に 書かせて 自 


彌 

富 
家 


らも 愛玩 し、 人 にも 贈った もの だ。 (遣 槁篇 「書簡」 一 〇 三 • 一  一 四九參 照) かくまで 彼が 陶淵 叫に 倾 

倒した の は 畢竟 其の 境遇 や 性情が 互に 相似 通うた 爲 であった であらう か。 

次に 小 楠の 獵は 有名な もので 銃獵も 漁獵も 好きであった。 熊 本 城下に 住まって ゐた頃 も 

越 前に 客と なって ゐた時 も 盛に やった。 福 井で は 春嶽の 好意で 禁獵 場に も 入る こと を 許さ 

れてゐ たの で、 多 くの 獲物が ある と、 其 の 情況 を 家庭 や 友人へ 知らせて ゐる。 銑 獵には 多く は 

粟 飯に 味噌 漬の 辨當 で、 鐵砲を 肩に 隨分遠 い 山野 をて くく 歩き、 漁獵は 大抵 川で 釣 も 網 も 得 

意であった。 此の 沼 山 津に居 を 移してから は 適に は 遠方まで 出掛けた が、 多 く は旣記 「村 居 

雜詩」 の 四 (本 篇 三 三 一 頁. 遣 槁篇八 八 〇 頁) にある 通り 「前津 に 釣ら ざれば 卽ち畫 湖」 であつ 

た。 卽 ち草廬 のす ぐ 前 を 沼山津 川が 流 れ、 そ れ が畫津 湖に 注いで ゐて處 として 時として 釣に 

も 網に も 恰好で あつたの で、 折 に觸れ 機に乗じ て、 常 に は 屋敷 前の 川端 柳に 繫ぃ である 一 艘の 

小舟に 棹し、 或は 隣 翁 或は 小童 を 伴 ひて 釣り 下り 釣り 上 り、 打 ち 下り 打ち 上った ので ある。 小 

楠の 漁獵は 啻に 悶々 を 慰む るば かりで なく 晚 酌の 看 を 得る ためで もあった。 小 楠の 釣針 は 

渭濱の 翁のと は 異なって ゐ たから それに か X る 獲物 は 中々 多かった。 

小 楠 は 以上の やうに 悠々 閑々 たる 生活 をな す 間に 殆ど 每 日の 様に 裏門から 川傳 ひに 行か 

る --彌 富家— 同じ 沼 山津に 東. 中. 西 と 三 家 ある 中の 西彌 富家— を訪 うた。 當家は H< 正の 昔 か 

ら 十七 八 代 此の 地に 定住して 素 封 を 有せる もの、 當 時の 主人 は 千左衞 門と 呼び 小： 楠と は餘程 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  八 三 一 
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氣 心が 合って 居り、 小 楠は赏 生活 的 方面 

らしい。 當 家に は 小 楠から 主人に 寄せ 


「所謂 呑んだ 

くれの 朝寢 

坊」 


八 

で 何 か 困る ことがあ ると 直ぐに 當 家に 持 込んだ もの 

た數 通の 書簡 や 春 嶽. 勝 海 舟. 大 久保忠 寬. 鴻 雪 爪 等の 筆 

蹟ゃ舂 嶽の小 楠に 惠んだ 「天 和元曆 大阪陣 毛， 受 角 

助 以， 此 刀 一高 名」 なる 金 銘打った る 冬廣の 名刀. 小 楠 

の 常 ffl した 煙草盆. 陶器. 玻瑠 器な ど 種々 様々 の 物 を 

横 井 (時 S 家に 劣らぬ 程に 多く 藏 して ゐる。 此 等の 

品の 屮には 無論 記念と して 贈った の も あらう が、 小 

稲が 主人と 懇意の 餘り强 請ら れ たの も、 酒 の 元氣で 

n を すべらした 爲に まき 上げられ たの も、 或 は 借金 

の 抵當に 入れた 儘に なった の も あり はせ ぬかと 猜 

せられる。 

小 楠は彌 富家 を訪 ふと 今 も 昔の ま i なる 庭園に 

臨んだ 客 座敷に て 千 左衞門 夫婦 を 相手と して 四方 

山の 話の 末 は. S つも 必す 酒席に なって 同家の 人々 

を W らした こと も少 くなかった らしい。 現在の 主人 (熊 さの 弟なる 弘前 高等 學校敎 授彌富 破 

摩 雄が 昭和 十 年 十一 月 一 日發 行の 『中央 公論』 に 小 楠の こと を 書いた 中に 「所謂 K 口んだ く 
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第 十六 章 沼 山 律の 閑居.  「/三 四 

立て 式に、 四方 約 三寸の 間隔に 立 て、 其 れに 小量の 水 を 注ぎ、 此の 小 筒に 花軸から 取った 紅 .白. 紫. 舭 の.. 

一 ちづつ を揷 入し、 自ら も 床上な どに S1 にいて 觀、 又 かう して 入に も 贈った。 籬 にから ませて、 自然に 

疾 かせた 顷の 風流で ある。 攀 者が 風 母 は、 先生の 例の 翌朝 右の 一 板 を 使に 持たせ、 「夢に でも 御覽 

下さい」 の 口上 を 添へ て 届けさせた。 漢詩に は 手 だれの 先生 も、 婦人 相手に 眞 面目の 應酬 も與が 

ない と 思った か、 蹶然と は大袈 ii- であらう が、 いつにな く 直ぐに 起 上り、 裸體の 儘で 一 紙に 筆 を 執り 

使に 返した とい ふ ものが ある。 それ は 

朝 額の 花が 見たくて 起きに けり C 

とい ふ 名句で ある。 先生の 卽 興の 俳 句、 恐 

らく. i 類の もので あらう Q 卽ち 先生に は 

俳句 もあった ので ある C 今は帷 装して 藏 

して ゐる 0 

右文 中の 「中庄 司 御袋」 は 沼 山 津の中 

小路 (庄司 は 宛字な らん) にある 「中彌 富 」 の 主人 で、 三 十二 歳の 時 夫に 死別して 最勝院 と稱し 

てから も 酒造業 を營み 男女 四 人の子 供 を 育 上げた 男勝りの 女性 だ が、 多 技 多能で 和歌 も 詠め 

ば 三味 線. 淨 g? 璃 の遊藝 にも 堪能で、 裁縫 はもと より 機 織 も 態々 京都 西陣から 人 を 雇って 習 ふ 

と 云 ふ 徹底 振であった。 時には 馬上 男装して 大小 を 腰に 深 編 笠で 熊 本 行 をした と傳 へられ 

てゐる が、 も 男に 劣らす 醉が發 して 陶然と なると 其の 辯 舌 は 「舌 劍」 と 渾名され た 小 楠で 


i い"， 


0 
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の 雄 

俳 # 

产 P 
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も 一 歩 を 譲った 位で、 小 楠に 取 

！  NT  >  I  -.  Is  .、- 
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V?.. 
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越えて 悠々 として 世事 を 閑却 

横 井 小 稀上卷 傳記篇 . 


りて は 酒與の 上での 好敵手 だったらし く、 彼 

門に 寄せた 書面の 中には 「中 住 司 不，, 相 

候」 とか 「中庄 司不， ft 變ー 痛飮 想像 罷在 

る。 (遺稿 篇 「書簡」 二 〇 〇.ニ 一  六參 照) 此 

在世中 は 毎日の 様に 西彌 富家 を 訪れて 

と 一 1- したので あ る。 

小 楠は彌 富家 ほどで はない が、 草廬ょ 

半兵衞 とも 懇意で あったらし く、 當 家 に 

原鐵 心の 書 幅 や 備前長 船 祐定の 刀 や、 小 

赦 にて 士 席を復 された こと i  、徵 士 とな 

C 

との 通知 欣を藏 して ゐる。 現 主人の 物 

と 刀と は 小 楠が 志內 家より 三 畝 許の 地 

た と き、 半 兵衞は 其の 代金 を 取らう とし 

好意に 對 して 贈った もの だとの こと だ。 

上述 小 楠の 生活 振 を 見る と 彼 は 名利の 關 

して ゐ るかに 見える が、 そ れは 彼の 一 半であって 

八 三 五， 
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が 京 
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」 な 

の お 

來た 

り M 

楠が 
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都から 千左衞 

の 方 行れ 可， 巾 

ど 云 ふの が あ 

袋 は 千左衞 1： 

から 自ら 小 楠 

からざる. 內 

楠の 贈った 小 

朝廷よりの 大 

出京す る こと 

よるとお 書 幅 

割譲して 貰つ 

つたの で、 共 の 

は 疾うに 通り 

決して 其 の 全 


第 十六 章 沼 山^? 閑居 •  • 八 一一 一六 

貌 ではない" 彼の 己も舉 び 人 をも敎 へんと する の 熱意 は 毫も 衰 へる こと な く、  n  "：^ の 蒸陶を 

怠らな いのは 云 ふまで もな く、 百 姓で も 漁夫で も 商人で も媼 でも 彼の 門 を 叩く 者 あらば 喜ん 

講舉 修業 を 怠 で 之を迎 へ て敎 へ も すれば 敎 はり もす る 其の 講擧 修行の 熱心 は 驚 ti- に 値する ものが あった" 

らず S 索 に ^ 

る ： 其の上に 時には 又 古 を 稽へ今 を 思 ひて 深く 思索に 耽る こと もあった。 本篇第 八 章に 記せる 

「沼 山 閑居 雜詩」 や 後記 『沼 山對 話』 などの 擧を 溯り 盡 くして 天 を說 くの 探究 は告 此の 

產 物に 外ならぬ。 勝 海 舟 編 r 亡友 帖』 中に も 左の 如く ある。 

は 豪邁の 質に あらす 天姿溫 厚、 英敏超 群。 肥 後に 在る 常に 不レ 得レ 志。 或は 田野に 逍遙し 川潭に 釣る。 舉 

士 論客の 其 廬を訪 ふ 終日 談笑 毫も 倦 色な し、 客歡を 15$ して 去る。 樵 者 田夫に 話す、 呰 先生の 言 を 聞く を樂み 

先生 また 倦 色な く欣々 然也。 其 胸襟 以て 思 ふべ し。 

,  小 楠の 實擧 とする 所 は 我が 精神の 發露を 利 W 厚生に 生かす と 云 ふので あるから 彼 は 此の 

産業 獎勵 點には 特に 深く 心 を 用 ひた。 例へば 產 集に 於ても 啻に 上記の 如く 園 藝を樂 しんだ ばかりで 

な く、 茶 園 を 自ら も 作り 人に も 作らし めて 茶 業 の、 攄 の 良種 を 取 寄せて は 村 中に 植ゑ させて 製 

蠍 業の、 又 桑の 樹を澤 山に 川 堤な どに 植ゑ させて 養蠶 業の 獎勵 に资 した。 現在 木 山川の 堤に 

點々 桑の 老樹 を 見る の は 其の 名殘 である。 後ハ牛 京都に 召されて からの 事 だ が、 明 治 元 ， 年 十 一 

月 二十 九 曰 付で 宿 許に 寄せた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 ニニ 八) 中に 左の 一 節が ある。 

先頃 申 上 候 極く 下りの 田地 一段 半 か 二 段 にても 當冬 はどうと ぞ御求 被， 成^, 度、 此 許に て出來 仕 候 柳 ごふり 


m 
社 
記 


の 柳 は 但馬國 より 出 中 候處、 右 柳 手に入り 不レ遠 下し. 答に 御座 候。 是は 大き 成る 便利の. 30 代金 は 千左衞 e: 

に 御 借 被， 1 成 度 候。  • 

十二月 十！！ I 付の 書面 (遣 稿 篤 「醫 簡」 二 三 〇) にも 「追々 中 上 候 極 下りの 田 池 は 何分 當暮手 こ 

入 候へ かしと 奉， 存 候」 と 記して ゐる。 然るに 小櫥は 此の 後一 ヶ月 も 立たぬ 內に 横死した の 

で 柳の 移植 は實 現しなかった であらう が、 產 業の 開發 には斯 くまでに 熱心であった。 之 を见 

て も 後 章 記す が 如く 肥 後の 殖產與 業が 殆ど 皆 小 楠 門下に よって 開發 された の は 所謂 r 一  粒 

の麥は 死して 多くの 實を 結ぶ」 であった の だと 云 ひ 得る であらう。 

. ^楠 は 以上の 如く 苟 くも 世の 實利實 益と なる もの は 何事に よらす 共の 實 現に 勉 めた が、 そ 

れと 同時に 門弟 及び 其の 他の 人々 の 志す 所に して 世 益と なるべき ものに 對 して は それ を 塞 

成す る やうに 周旋した。 西洋 醫 術の 鼓吹に 熱心であった 小 楠 は 沼 山津に 開業して ゐた 者 

桂大玄 (後 に 矢 野と 改 姓) に 蘭 法の 股 科 器械 を 購入せ しめんが 爲に 其の 資金と して 上記 彌 .ぉ と 

相 謀って 講を S けた 如き 共の 一例で ある。 共の 講社 記は彌 富と 連名に なって ゐ るが 小械の 

维 になった ものであるから 左に 揭げ よう。  ， 

講社 記 

內 外の 科 を 合せた る は 蘭 醫の逬 にして、 其 術 專ら 器械に 在り。 ^科の 如き は 共 器 無れば 北ハ術 施す 事を^す。 

是娃 氏の 爲 重く 嘆す る 所以な り 。僕 等 一 策 を 生じ 敢て乞 ふ 同氏の 知己. X 家の 諸君  一 口 三 金 を 出し 講社 を 給び、 
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氏 をして 器械 を 求め 崎陽 傳 習の 術を盡 さし めんと 欲す。 是唯桂 氏の 爲 のみなら す 救：^ の 一 術に あら ざらん 

哉。 同氏 淸貧 諸君の 熟知す る 所な り。 二番 は 来年 歳 除より 之 を 始めん。 三番 以後 治 術 盛 行す るに 至て は 盆 前 

歲除ニ 會を行 はんと 欲す。 讓云 老少不定と。 桂 氏 萬 一 の變 あらば、 元金 何れの 處 より 之 を 出さん。 肯請 諸君 

之 を 捨て 以て 冥福 を耐り 講社 は 奮に 依りて 行 はん。 

全文 頗る 振る つて ゐ るが 「ti 云 老少不定」 以下が 特に 面白い。 一 事 は 萬 事 小 楠の 實舉は 

文 字 通. り に虛擧 ではな く、 叉 彼の 心 を 用 ひたの は 決して 上記の 如きに 止らない。 海老 名 未 亡 

人が ぎ 者への 談 中に、 

父 は 釣 をして ゐ ながら 何 か 天下 國家 のこと にっきて 思 ひ 付く， ことがあ ると ォ 、 コ 、だと 竿を投 出し 腕 組 をし 

て考へ 込む ことが しばく だった さう です、 「お 父 様 は どんな 時で も 天下 國家 のこと を お忘れに なること は 

なかった よ」 と 母な どから 度々 聽 かされました。 

憂 削の 念 心頭 と あり、 又 德富蘆 花 は 『家庭 雜誌』 第 六十 五號に 左の 如く 書いて 居る。 

を 去らず  、小き 

「人間 は 白骨に ならぬ と 事 は 出来ぬ」 と は 先生の 常に 云 はれし 言で、 名利の 關は 早に 越えて しまわれ たれ ど、 

併し 中々 仙人の 様で はなく、 身 は 沼 山 津の小 村に 隱れて も、 日本と 云 ふ考は 不レ斷 先生の 胸に 蟠 つて、 憂國の 

念 片時 も 心頭 を 去らなかった。 

塵 俗萬緣 水流に 付す、 蔬を種 ゑ 草を拂 つて 憂 を 知らす、 閑 來總て 老農の 事に 隨ふ、 一種 忘れ 難し 七道 州。 

魚 を 釣っても、 文 王 あらば 太公望の 事 を やって 見やう と 云 ふ 抱負 は、 五 尺の 短 身に 溢れて ゐた。 


右の 如く 小 楠 は 憂世の 念 常に 心頭 を 去ら す、 愛 國 の情絕 えす 胸裏に 燃えつ i  ： 大 下の 形勢に 

心 を 配って ゐた。 彼は旣 記の 詩に 旣に 立身出世の 途を擲 げすて.^ と か、 機 略の 心 もはや 消え 

失せて とか は 云って はゐる が、 自 ら干 めぬ 心地 を 歌った 迄 で、 用 ふるもの あらば 出で て 天下 を 

濟 はんの 念 は 何時も 烈々 であった。 越 前の 舉者矢 島 剛 (立 軒) の 「沼 山 横 先生 詩の 後に 書す」 

と 題した 文章 中に 左の 如き 文句が ある。 

矢 島 立 軒の 文 右 は 横 先生 沼 山 偶成の 詩な り。 先生 城市 を， 謝し 沼 山に 返 去す。 境 は 僻に 事 は簡に 車馬の 塵 侵さす。 刖に又 書 

堂 を 構 ふ、 尤も 遠眺に 於て 宜しと 爲す。 案に 靠 りて 坐 すれば 飯田峯 戶を排 して 入り 平 疇 萬 頃 中に 一 川を帶 ぶ、 

其の 淸逾 閑曠 なること 殆ど 世と 相隔 つるが 如し。 而 して 先生 此の 勝地 を^め 以て 志 を 養 ひ 名 を 忘れ 超然と し 

て 塵 俗の 累 無し。 晴 日毎に 花に 傍 ひ 柳に 隨ひ、 或は 孤舟 獨 櫂して 中流に 放歌し、 或は 綸を荻 浦 藝灣の 間に 垂 

れ、 又 田夫 野老を 伴と して 農 桑 を談じ 以て 樂 しみと 爲す。 風雨に は 則ち 泉 を 汲み 若 を 煮 意に 任せて 書 を讀む 

も 甚解を 求めす。 客 過ぎり て 訪ふ者 有れば 先生 懼笑 する こと 特に 甚だしく 白 を 浮べて 閑話し 竟に 日夜 倦ます。 

起居 時 無く 倘徉 自適す。 又呤詩 を 喜び 雪 月 風 花 欣然と して 心に 會 すれば 輙ち毫 を 振る ひて 之に 題す、 然れど 

も又强 ひて 爲 さぐるな り。 夫 其の 優 遊 自得す る 都て 世 を 遣る- 1 者の 如し。 然れ ども 其の 心た る や 大地 經綸の 

道 深く 熟して 識毫 芒に 入る 故に 其の 天下の 務を 論す る こと 明快 洞 達 諸 を 掌に 指す が 如し。 (原 漢文) 

右で は 小 楠の 何れの 詩が 書かれて 有つ たかは 分らぬ が 沼山津 閑居 振 は 能く 描出され てゐ 

る。 小 楠と 最も 親しく 其の 心事 を 熟知せ る 元 田 東 野の 「寄-題， 四時 軒,」 なる 詩に 左の 三 首が 
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あ- る。 

元 S の 「寄，' 今日 我が 國に は洋 夷が 押 寄せ、 そのけ がれで 何處も 彼處も わざ は ひされて ゐる 0 そのため 

題 ノ 」 天下の 有志 は 雷電の 如く 東西に 奔走し 海上で は 波 も わき かへ る やうな 騷を引 起して ゐ る。 

その 騷を 尻目に かけて 君 は獨り 四時 軒の 閑居で 見 ゆる 限りの 雲 山の 樂 しみ を 思 ふ 儘に 滿 

喫しな が ら、 全 身に 溢る i 熱血の 如き 憂 國の腸 をお さ へ、 いと も 冷靜に 世の 成 行 を 眺めて 待 

機の 姿勢 を 取って ゐる ことで あらう。 (胡 錫 胆隍錢 萬 方。 雷奔電 走海將 殿。 獨縱滿 目 雲山樂 C 

冷 殺 一 腔 熱血 腸 e) 

朝の 間に は 銑 砲 を 製造した り、 晚 に は 軍艦 や 砲車 を こしら へた り、 昨 曰 は 和議 を唱 へた り、 今 

日 は 主 戰を說 いた り、 天 下の 事 は紛々 として 非常な 混 亂狀態 を 現出して ゐる。 此の際 沼 山 

の 水 雲潆々 と 立 昇る ひっそりした 環境で 君は靜 かに 天下 經綸の 書物に 讀 入って ゐる こと 

であらう。 (朝 製 銃砲 昏艦 車。 昨 和 今 戰那紛 如。 沼 山 寂寞 水 雲 裡。 靜 戮 經天 緯地瞽 0) ， 

山 は 蒼く 水 は綠に 如何にも 山水 明媚なる 此の 沼 山 津の鄕 村に 於て、 親子 相 携へ打 連れて 山 

野の 間に 逍遙す る 一 家圑 欒の樂 しみ は 何とも 云 へない 程 愉快な もので あらう。 かくして 

一 日の 淸遊 により うるさい 世俗の 利 慾 ゃ名譽 心の 雲霧 を打拂 ひ、 さ つばり した 氣 持で 歸っ 

て來 てからの 風月 は 全く 刖 天地の 感が あるので あらう。 (山 蒼 水 碧此鄕 村。 親 伴 兒携樂 E 

言。 掃 却 名 雲 利 霧 レ 一軒 風月 別 乾坤。) 


右に 據 ると 元 田 は 小 楠の 閑靜な 生活 振、 取 分けて 家 內打集 ひての 野 遊に 對 して は 健 羡に堪 

へぬ ものが ある やう だが、 他方に は 「冷 殺す 一 腔 熱血の 腸」 とか 「靜 かに 讀む經 ：大緯 地の 書」 

とかの 句の ある を 見る と、 決 して 小 稲 を 世 を 顧みぬ 閑人と は： nj^ てゐ ない ので ある。 なほ 小 

「和-茶 陽 韻 こ が 沼 山津村 居間の 作で 「 和& 茶 陽 韻匚 と 題して 右 元 田に 寄せた 五 首 中に 左の 三 首が あ る。 

(遣 稿篇八 八 二 頁) 

世の 浮 雲 は何處 にで も か i つて ゐて 心配の 種で ない もの は 無い が、 そ の 中で 何が 一 番 心配 

であるかと 云 へ ば 今日の 世態で ある。 日月 は 光 を 失って 夭 地 は 暗闇に なり 神 洲と夷 慮と 

の 別を辨 する 人 は 無く 『春秋』 筆 削の 眞意は 地 を 掃った。 但し 今日 にても 群 慮 を 制御す 

る 良 道がない こと はない が 未だ 其の 意味の 一 令 を 下して 列國に 通告した とい ふこと も 聞 

かない。 天下の 様子が い つまで も 現 歌の ま i では 實に 心細い 限りで あるが： 大運 循環す る 

迄 は 致 方が 無い。 屈したり 曲ったり 水の 勝手に 流る X さまに も喩 ふべき だが ま \ よ 彼 は 

彼の 事と する まで さ。 

年月 は 水の 如くに 遠く 流れ 去って 行く が洋 夷に 對す るの 新 令 は 相 變らす 未だ 曾て 一 ケ條 

も發 布され ぬ。 た 醜 慮の 鼻息 を 窺うて 國是を 定めよう とする の だから 本末 願 倒 だ。 一 

方で は 民の 膏血 を 絞る 背 斂を行 ひながら 諸侯 達は參 朝す る 始末で ある。 今の 世の中 は： 大 

高く 地 卑くは あれ ど 世事 は渾べ て 否 塞し 內憂も 外患 も 畢竟 自ら 招き 寄せて ゐる。 是も何 
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兵馬が 强 勢で 


然と 簡 狂な 行 を擧ん 

、ま S ける も 暮れる も 

釣竿 を携 へて 出掛け 

か 老杜甫 の 詩趣に も 

に 言 ふこと は 出来ぬ 

右數首 を讀む と、 彼 の 

杜襄 陽」 と賦 して 杜甫 

絕調 なりと て 常に 淚を 

以上 記述した 所に よ 

味に 於け る 閑人で もな 

て 彼が 世 を 愛へ 世 を 救 


樂し 

し て 


題 

で 


HI 

の 


み 

は 


あ 

に 


る 

き R 

ら 


を 

を 


i 漫 

送れ 

さ X 

容易 


故 かと 云 へば 夷狄 を镶 ふだけ の 武力が 缺 けて ゐる結 raj- だ、 さてく 我が 國の 

あつたの は 昔の事 で、 今 日の 軍隊 はたぐ 虚 威張りして ゐる に過ぎない。 

庭園に は 水を洒 ぎ窒內 を 掃除し て宫途 にも 就かす 優 遊 自適す る 吾が 境遇 を 

で爲 すべき 總 ベての 行爲を 打ち 棄て X ゐる。 かく 閑 臥 

云 ふに 足らぬ。 默 思して はゐ るが 何 を 思慮 するとい ふ 

る 時には 太公望が 隱 逸の 風格に も なぞら ふべ く、 詩 作 の 

同じから う。 と は 云 ふ もの X 一片 耿々 たる 心は冇 るが 

相對 せる 燈火 のみ 之 を 知って ゐて くれよう。 

憂世 愛國の 熱情 は 盛に 燃えて ゐる ではない か。 「家國 を 

を 追慕した 彼 は、 杜甫の 作なる 「國破 山河 在、 城 卷草 木深 

濺ぎ 聲を吞 みて 閑呤 した さうな。 

れ ば、 沼 山津 閑居 間の 小 楠 は 世俗から 離脫 した 仙人で も 

い 事 は 容易に 想像し 得らる i が、 なほ 以下 順次 記述す る 

はんとす る 念に 充ち滿 ちて ゐ たこと が 首肯し 得らる X 

足、 門 を 出で 楠の 名 は、 は じめ 沼 山 津に居 を 移した 頃 も 旣に相 當廣く 諸國に 聞え てゐた が、 越 前.. 《  _  _  ；  _ 

ずして 聲名四 

海 を壓す て 以後 特に 江戸の 檜舞臺 で 活躍して から 後の 彼 は眞、 に 天下の 横 井であった。 彼 は開國 論者 


こ 

う 


眞 に 

の 意 

よ り 

リ U. 

/ 


招聘され 


として は佐久 ii 象 山と 東西の 大關と 目 せら れ、 新 知識の 持主と しても 日本の 兩^ 球と 稱 せら 

れてゐ た。 又 熊 本で も 長 岡是容 亡き後 は 押しも押されもせぬ 實擧黨 の 首領で 隠然 犬い に 重 

きをな して ゐる。 されば 此の 僻遠なる 一 小 村に 隠れて ゐても 時勢 は 彼の 閑居 を 許さ す、 世 人 

は 彼に 安息 を與 へない。 京師. 江戸 を 始め 諸 藩の 情報 は 引 切 無しに 齋 せられる。 卷嶽. 估 達 (宗 

城). 勝. 大 久 保 (忠 寬) などからの 密書 飛札 は 彼の 意見 を需 めて 來る。 肥 後の 同志 は 勿論 諸 藩の 有 

志 は 厘.、 彼の 閑居 を 叩く ので ある。 斯 くして 天下の 事 も 肥 後 藩の 事 も 此の 里に 手に 取る 様に 

聞え て來 て、 一 歩々 々 に 行き 惱む 朝. 幕 や 肥 後 藩. 福 井 藩の 足 取 は 彼 をして 默止 する を 得 ざら し 

め、 或 は 口に 或は 筆に 諸種の 問題に 對 して 意見 を發 表し. —後記 「論 著」 も 「談 錄」 も 北 ハの片 

鱗で ある I 又は 建 言 などして ゐる。 著者の 知れる だけにても 慶應 元ハヰ 二月 松 平宗 秀. 阿 部 正 

外の 兩閣老 が 上京して 幕府の 威權を 恢復すべく 策動せ る 報に 接して は 怪しから ぬ 事と 憤慨 

し て、 慕 府は 朝廷に 恭順の 道 を 失 はざる やうに と 春 嶽に建 言 し、 (遣 槁篇 「建白 類」 S 又 慶 應 三 年 

十月 將軍 大政 を 奉還し 朝廷 之 を容る i と倶に 施政の 方針 を 示し 且つ 諸侯 を 京師に 召された 

報 を 得て は、 新 政に 就きての 意見書 を 春 嶽に呈 し、 (遣 稿篇 「雄 白 類」 六) 同じく 慶應 三年の こと 

だが、 天下の 形勢 急迫し 各藩 諸侯 方向 を 失 ふ 者 多き にっきて は 「國是 十二 條」 を艸 して 越. 藩 

の 松 平 源 太 郞に贈 り、 松 平 は 之 を 藩主に 呈 した。 (遣 槁篇 「建白 類」 五) 此の 事に 就いては 明治 四 

十 一 年 東京 芝 公園 紅葉 館に 於て 催された 「小 楠 翁 四十 年祭」 席上で、 當の源 太 郞卽ち 時の 松 
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平 正直が 種々 追懷談 をな したる 中 に、 小 楠の^ 中國 家より 外 何物 もなかり し を 述べ、 小 楠が 熊 

本に 歸臥— 福 井 を 去つ て— せし 後 在 福 井の 年若き 自分に 贈りた る 書信 中に 「國是 十二 條」 

なる もの ありし とて それ を讀上 げ、 右 はま だ 世に 公に せられざる ものにし て、 今 こそ 過去帳に 

過ぎぬ が 小 楠が 封建時代に 旣に 活眼 を 開きて 此の 大方 針 を 立てし は 驚くべき であると 嘆稱 

せる 事が 當 時の 新聞紙に 揭 げられ てゐ る。 

以上の 如く 小 楠 は 天下 國 家の 事に つきて 外部との 交涉は 可な り 頻繁で あつたが、 足 門 を 出 

づ る こ と は 殆ど 無 かった。 然るに 『綾 再夢紀 事』 の 慶應ニ 年 八月 七日の 項を兑 る と、 

七日 肥 後 藩 宫川小 源太來 る、 本 多 修理 面舍 せり。 宮川は 七月 廿 三日 熊 本を發 して 本 月 三日 

大 坂に 着し 昨 六日 入京せ しなり とぞ。 此時宮 川が 談話せ し 耍皆は 近日 長 岡 澄 之 助 殿 長 岡 

の 稱を細 川に 改められたり。 是は越 中 守 殿の 世子に 立ら るべき 內議 にて 斯くは 改められ 

藩 命に て 出府 しなり。 叉 長 岡 良 之 助殿國 政に 與らる k 事に なれり。 叉 横 井 平 四郞沼 山に せ を遁れ 居り 

.  し を 召 出され 國 事に 關 する 意兒を 尋ねら るべ しとの 事な りし が、 平 四郎は 白骨 同様に なれ 

る 身の 爭 でか 御用に 立べき とて 固く 辭 退し けれど 許容な かりし かば 止 を 得す 熊 本に 出、 七 

日 許の 問返留 して 所存 を. £• 立直に 沼 山に 歸樵 せり。 其 後 も 又 々召 出され けれど 辭 して 出. 

です。 此節は 重臣 始當路 の 向、 時 々沼 山に 赴きて 諮問し 平 四郞の 意見 を 採用す る 事と はな 

れり。 


と あり、 叉 元 田 is- 野の 『還 唇 之 記』 中 明治 元年 正月 淀. 鳥 羽の 戰 報の 熊 本に 達した 時の 事 を 

したる 中には 左の 如く ある。 

窃かに 出府 橫井 先生 此報を 聞く や 沼 山 を 出で 潜んで 休 也 翁の 宅に 来り 議 する 所 あ り、 余 直に 往て 會す。 

同志 皆 集り 議す。 此時只 淀. 鳥 羽の 問 開 戰戰勝 未だ 決せざる の 報知 あり、 後 来の 成敗 未だ 測 

るべ からざる なり。 先 生、 休 也 翁 及 余に 語て 曰 く、 慕 軍猶 多勢に して 薩ま の允ハ 足らざる を惜 

：  む。 幕軍 若し 勝利 を 得ば 天下の 事實に 至難な り。 然るに 理勢を 以て 之 を 計る に 王師 必す 

勝 を 占 むるべし。 再 報 至れば 則 王師 勝 を 奏して 將 軍江戶 に敗定 すと。 先生の GI  く、 得たり 

. 得たり 天 下 復患ひ 無しと。 

前者の 場合 は 永年 恩顧 を 蒙った 肥 後 藩主からの たっての 命 で、 而 も 藩 論 を 決定 す る 爲 の M 

詢 であった ので 出廬した ので ある が、 後 者の 場合 は旣に 京都より 小 楠の 召命が 肥 後 藩に 來て 

ゐた 時で も ある し、 草 廬にゐ た X まら なくなって 竊 かに 出 狩して 來 たものと 兑 える。 

三 論 著と 談錄 

• .  ィ 海軍 問答 書 

橫井小 摘 上卷傳 記篇.  八 四 五 
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文久 三年 八月 福 井を辭 して 歸 藩した 小 楠 は 其の 翌元治 元年の 三月 (『小 摘 遣 稿』 による) 本篇 

を艸 した。 彼 は 文 久ニ年 江戸で 活躍した 頃から 勝 海 舟と 倶に國 を 興し 國を 護る に は 海軍 を 

興起す るの 急務なる を 唱導した が 慕閣ゃ 列藩に 於て 之に 理解 を^す る 者が 殆ど 無い。 此の 

事 は 片田舍 に 引 籠りての 今 も 夢寐に も 忘れられ ぬので 其の 實現を 促進す る 爲に筆 を 把った 

ものと 思 はれる。 云 ふ 迄 もな く 頗る 剴切な 內 容に滿 てる 雄篇 で、 方 今 天下 輿隆の 機運に 當り 

更 張の 方途 は 多種多様 では ある が、 何 は 差 措いても 46 務 なる は 强 兵に 過ぐ る は 無 く、 而 も 萬 事 

はこれ より 擧る 可し。 强 兵の 途 にっきて は、 或は 固有の 短 兵 を、 或は 西洋の 銃陣を 主張す る も • 

往昔の 如く 本邦 國內 の戰爭 なれば 二者 何れも 可なら う。 然るに 航海 大いに 開け 寓國 比隣と 

なり 隨 つて 戰爭も 世界 相手に なった 今日、 四面 環海の 我が 國 では 範 を英國 に 取って 此の際 速 

に 海軍 を 起す ベ くビ れ 以上に は强 兵の 術 は 無い と 強調して ゐる。 其の 立論の 綱領と した 所 

「海軍 問答 鲁」 は、 前に 記した る 「國事 三論」 中の 「强兵 論」 と 殆ど 同一 である。 全文 は 遺稿 篇 (「論 著」 五) に 

の 耍阽 

載せて あって 問答 體 になって ゐ るが、 その 主耍點 のみ を 摘記 すれば 左の通り である。 

「方今の 薆は 天下 列藩 各. * 便 利 を 占め 人心 一致せ ざるより 大 なる はなし。 四海 萬國を 引き受け 

ずし て 叶 はざる 時勢と 成 り、 國 一致せ ずして 何 を 以て 天下 を凰ハ さんや。 況んゃ 新なる 海軍 を 起す 

.  に 尤も 以 一 致の 所 置に 出 ずん ば 有る 可から ず。 今 幸 に 天朝 慕府兵 庫に 於て 海軍 を 起す の 命令 を 

51 されたり 0 兵 庫は大 坂の 咽喉に て 本邦 第一 の 要港 なれば 海軍 場に は 至極の 形勢 を 得たり と 云 

ふべ し」 とて 之が 實 行 法の 具體 案に 及 び、 先 づ 軍律 五ケ 條を 列擧 した 後 「海軍 術の 傳 習に は 費用 
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ら 行 く  は 海軍の 充實を 見る ことが 出來 やうと て 銅 .鐡. 船 材に つきて それ 等に 對 する 該博な 蕴 

蓄 を 傾けて 具體 的に 詳 述 し、 尙 之に 附帶 して 一 面 に は こ れ よ り し て 副 產 的 に .^Jj ず る 有 利 な 例 證 を 

列 叙した る 後、 こ れ 等の 官營 事業 は 決して 民間の-面 業 を 奪 ふこと にならぬ のみ か、 却 つて 列藩の 疲 

弊 を 救 ひ 海軍の 用に 供す る ー擧雨 得の 策で ある こと を辨明 し、 最 後に 軍艦 は 旣製物 を外國 より 買 

入る，^  Q 不利なる ことより 叙 上の 方法で 銅 .鐡. 船 材の 經綸行 はれた 上 は 長 崎に 造船所 を 設け 西洋 

の 工匠 を 招き 我が 國 にて 自ら 製作す るの が 百 寄 を 除きて 百 利 を來す 莫大な 國益 たる を 述べ てゐ 

る 0 

本文 起艸の 動機に 就きて は 遣稿篇 (「論 著」 五) に 載せた 本 問答 書の 末尾に 著者の 想像 を 記 

して 澄いた が、 小 楠 は 本文 を艸 する ゃ當時 長崎滯 在中の 勝 海 舟に これ を 寄贈 し、 な ほ 其 の 後 海 

舟に 書面 (遣 稿篇 「蒈 簡」 一 五六) を 寄せて 木 問答 書中の 海軍に 要する 費用 支辨 法に 關 して 補 

說 する 所 あ つ た。 

, M 沼 山對話 

元 治. 元年 秋晴の 一 日、 井上毅 (梧 陰) は 友人 其と 俱に沼 山 津の草 廬に小 楠を訪 うて 共の 卓見 を 

叩いた。 井上 は 當時ハ ヰ 僅かに 二十 二 歳の 時習 館 居 寮生で あつたが 俊敏 英發间 より 尋常の 靑 

年舉 徒で はな く、 主 人 はこれ 百戰鍊 磨の 勇士に も 比すべき 世の 荒波 を^ 破した 識見 高邁の 露 

隱士 である。 主客 對坐 これ 一 問 かれ 一 答滾々 として 盡 くる 所ない と 云 ふ狀況 だった であら 


う- 


對話 の 內容  問答 は 古今 舉 問の 相違 

及び、 次に 耶蘇 敎に關 する 

の 一 致 點. 西 洋が 今日の 富 

貿 aj^ は 自然の 天理に 協 ひ 

の 利と 鎖國の 害. 開 國に就 

ら それ へ と 展^して 最後 

井上 は豫め 腹案 あり て 

りし か は 知る こと を 得な 

と 云 はねば ならぬ。 これ 

に 通じて ゐ たか 眞に 驚嘆 

の 胸 を 打った ことで あら 

まざる か れ小 楠が 格 物 の 

此の 對話は 一 體 其の 日 

憾 であるが、 此の 問答の 分 

取らす に、 終 曰 を 費した の 


より 始り擧 問の 眼目と 業務 や 『論語』 『大舉 

問題に 移り、 耶 佛兩敎 の 比較. 耶蘇 敎 の 浸潤 防遏 

國强兵 を 致した る 所以. 而も 洋 人の 經綸に は 末 

獨立 鎖國は 之に 悖る 事. 國 々の 割據 見. 世 界の形 

いて 執るべき 方法と 決 意. 西 洋 前代の 形勢と 現 

に 諸 藩に 見る 朋黨の 憂と 其の 解消 法に 及びて 

順序 を 立て i 質問 を發 I たの か、 それとも 思 ひ 

い が、 鬼 に 角 あの 時代に あれ だけ 充實 した 質問 

に對 する 主人 は あの 當 時に 如何にして あれ だ 

すべ き 程に 該博な 蘊蓄 を 傾けて 應 答した から 

う。 思 ふに 打てば 響 き、 叩 けば 鳴る 其の 博大な 

結 ra^ であらねば ならぬ。 

の 何時から 始り 何時に 終った のか 其 等の 消息 

量より 考察 すれば とても 四時 間 や 五 時間で は 

ではなから うか。 さりと は 問 ひも 問 ひた り、 答 


し 

-耶 

勢 


を 

る 

へ 


『中席 

蘇敎と 

りて 本 

と 曰 本 

の I 凤狀 

を閉ぢ 

發 した 

精密 に 

何ば か 

知見 は 

全く 不 

く、 秋 の 

も 答 へ 


』 の 格 物に 

聖人の 道と 

な き 事. 交 通 

の 現狀. M 國 

等々、 それ か 

た。 

し の^ 問な 

の は 流： あに 

西洋の 事情 

り 靑 年 舉 徒 

畢.？ 終生 息 

的なる， H  i™:^ 

短 日 畫 食 も 

た り、 其 の 熱 
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心 其の 努力 又 感嘆に 値する。 井上 は當 日の 問答 を 自ら 筆記して 『沼 山對 話』 と 題して ゐる。 

輿 味津々 たる もの だ が、 其 の 諸方 面に 亙れる 各 問答の 要 皆 を 要領よ く抄 記す る は 頗る 困難で 

而も 稍 繁琪に 亙る 嫌 も あるか ら、 遺稿 篇 (「談 錄」 二 につ いて 全文 を味讀 して 貰 ひたい。 

T- 沼 山 閑話 

元 田 東 野が 慶應 元年 晚 秋に 小 楠 を 沼 山 津に訪 ひ 終日 閑話した 其の 大要 を 自ら 筆記した も 

ので 全文 は 遣稿篇 (「談 錄」 三) に牧錄 して ある。 東 野の ものした 題 言 は 左の通り だ。 

沼 山に 道の 修練 を 積んだ 眞 人が ありて 其の 胸中 は 氷雪の 如く 淸らか だ。 其の 故に 經綸 の才は 天地 四方の 六 

合に も 互り て 居る が、 今 は 深く 胸裡に 卷き牧 めて ゐる。 自分 は 此の 眞 人に 隨 つて 俱に 遊びたくて 夜中な ど 

思慕の 情 切々 として 禁 する 能 はぬ。 而も 今 は 直ちに 訪ふ事 も出來 ぬから 坐ろ に 中の 酒 を 酌みて は 沼 山の 

月に 捧げて 以て 此の 眞情を 寄せる。 

これ 自分の 「春 日 閑居」 の 作で ある。 此の 詩 いつしか 風の 便りで 沼 山に 傳 はると 翁 も 亦 自分の 訪問 を 待って 

ゐる 様子 だから、 一 日 秋晴に 乘 じて 杖 を 曳き腾 を 侵して 其の 閑居 を 訪問した。 容貌 は 昔と 變 つたが 蘊蓄 は 益.. 

深く、 兩蠻に は 雜 を 戴いた が 精神 は 愈： 旺盛で ある。 折節 別に 来客 も 無い から 終日の 閑話に 積年の 情 懷を盡 く 

す ことが 出来た。 但し 自分 は 不敏の 性で 物 忘が 多い から 閑話の  一 二 を 筆記して 置いた。 言 薬に は 限りが あつ 

て も 情意 は窮 りが 無く、 文字に は 極まりが あっても 理 義は盡 きる ことが 無い。 只 其の 梗概の み を 誌して 後日 


朱儒の 說の缺 


の 思 出に 供す る だけで ある。 

麼應 元年 晚秋廿 七日  に、 . ひ 

茶 陽 山人 題 

右 響の 冒頭の 詩 は 著者の 意譯 、文 も 著者が 原文の 意味 を 損ぜぬ やう 2 に 記した もの。 

之に よって 元 田が 小 楠を訪 うた 動機. 小 楠の 風貌. 閑話 筆記の 因由 も盡 くされて ゐる。 共の 閑 

話 を 精粗 區々 であるが 抄記 すると 大耍 左の 如くで ある。 

1 宋 代の 大學者 は 「天と 人と は 離るべからざる ー體 である」 とい ふ 理論 を發 明した。 其の. せ 

如何にも 高遠で 非， 2 は 無い。 けれども それ は 專义性 や 天命 や 道理に 關 する 表面 だナの 

說で、 天と 人との 內西的 J 上に は！ を缺 いで ゐる やう だ。 彼等の 所謂 天と は 主として 天. -っ 

一」 あり、 天 を 敬す ると 云 ふの は專ら 天理 を 重んずる 心 を 持つ 赛 である。 叉 格 物の 乍 用よ. 萬，。 つ 

道理 を推究 する こと だと は 知っても 總 ベて 理論 上の ことのみ を 主として ゐ るから、 堯舜 三代の 際 

に 於け る 如き 眞斂 なる 心の 持 方と は 自然 開きが ある やう だ。 2 時代の 心の 用 方 を 見る て、 か 3 

天 を 長る： と は 恰も I 天帝が 上に 照臨す るが 如く ま視、 耳に 聞く ー擧ー 動 もまべ て 親しく 

大= 命を受 くるが 如くた，. 自然に 尊敬し、 自然に 畏れた。 決して 宋 儒の 云 ふが 如き、 特に 「. 

と レユ事 を 立て \ 此の 心 を 持った の  故て IE-  fc, を す こも， i  ミ ： 」 , 

1 —ミレ も，.'，^  3-- ,」 んふ す に も s:^ 在 ；大 帝 の 命 を 受 け 一大 帝 C 

代り 天， -., を廣 むる とい ふ 心得で 、山川. 萆 Jf 貨物に 至る まで 格 物の 作用 を途 くして t を 

開き 山野 を經现 する 5 ベ，， の 物 を 巧みに 應 用して 人民： 活を 厚く し、 其の 遣 方に 手 落が f 

I 木 まま その 功 用 を 建く して 天地,, 一物 も 漏，： が 無い。 ， -れ こそ 駕に 天帝 を 敬し 

横 井 小 称 土卷 傳記篇 

八 五 一 


支那 歴代の 治 

績 

人に は 三投階 

あり 


天 

を 


に 

道 

考 

、須 

む 


I 米 十六 章 沼 山 i ^の 閑居 . 

代って 天の 仕事 を亮 ける 遣 方 

徹底した 

»^  ノ  力 

き 治績が 

『書 經』 

ば 其 の 經 

の 論 も あ 

す 


弋 

田 


に 

を 


洋 

之 


や う 

見 る 

る が 

治 績 

ら し 

興 す 

た e 

3  口 

UM 程 

三 代 

を 格 


ベ 

め 

治 


丄 れ ，は 三 >^ 道 

ら く 之 を ^ す ベ 

しむる 所の 格 物と は 

後 學の者 徒に 理 論 の 

道 を 得ない もの だ。 


/\ も 

用 厚生 

無い と 

の挤物 

し」 と 

違 ひ、 た 

みに 弈 


あ る 

あ つ 

中 に 

綸 の 

る が 

三 代 

の 道 

し て 

と 宋 

云 ふ 


た 

、そ 

ri 

宋 


^ 通 


て 天 

注 意 


一 支那 歴代の 治績 を 見る に漢代 

るに 其の後の 晋ゃ 唐ゃ宋 等に は 三 

1 人に は 三 段階が ある。 總 ベ て 


で經 綸の大 なること 

無い。 今日 西洋で は 

若し 宋 儒の 說 が 堯 舜 

答 であるの に、 そ れ が 

ある 通り 西洋の 遣 方 

ぶ 所 到底 今日 西洋の 

れ等 後世に 廢れた 法 

如く 天工 を 亮 く る 心 

く 開けて 文化の 見る 

其 の 講究した 迹形は 

の 所謂 格 物と は 其の 

儒 の 言 は 一 现 あれ ど、 

遍の 理論と しか 思 は 

人 ー體の 髓に 徹し 

す ベ きで ある 0 

に 越す も の は 無 い。 

代の 治 道 も 興 ら ず 其 

「天」 は 古から 今 ま 


の 通り 

海 開け 

代の 道 

いのは 

そつく 

ぶ 所で 

無 理 に 

が あ 

き も 

る ベ 

義 全 

れ も 

な い。 

ゐ なけ 


八 五 二 

であった C 然 る に 宋 

百貨 輻輳し 交 通 自 在 

を 得て ゐ たら 宋 代 に 

道 を 得なかった 證據 

り 符合して ゐる 0 若 

は あるまい。 又 朱儒 

復 興 し て も 空しく 徒 

た な ら 夙 に 水. 火. 木. 金. 

があった 箬だ C 時世 

普 だ。 それすら 殘っ 

違った やう だ C  r 一  草 

木 各 生殖 を 遂げ 民生 

わざと 大儒 を 批難 す 

れば 根本 を 誤り 結果 


儒治國 

で 天下 

早 く 

あ る 一 

堯 舜 


の 論 


も 


此 

其の 政治に は 三 代に 近き ものが あ る C 然 

の 講究 も廢れ た。 

で 萬 世 不易の 「天」 である。 人 は 天 中の 


封 

の 

こ 


今 日 

) 然 

を し 

建 を 

六 府 

い 所 

现 あ 

爲 さ 

、レー 

其 の 


ん 


吾復 夢に すら 

周 公 を 見ず 


伯 夷 S 人物 

張 K 

平梦盛 


仝 

て 


さ 


し 


つ て 

宜 の 


で、 我 

成 す 

ば、 後 

の 子 


と 生 


孔 

に 


を 

て 


韓 退 


る r 舊 


子 

ブ 

3101- 


よ 

ま 

あ 


だ- 

も 

.or 

は 


之 

天 


眞 に 

る も 

れ ほ 

れ た 


故 に 

を 繼 

て、 此 


先 

我 


も 

て 


不 

ど 


聖 

グ 

や 

こ 乂 

屈 の 

贤 以 

德 の 

の 學 

ど う 


た 

作 


す 、レー 


で 

と 


其 

ヒ 

や 

て 


-我 

の 

來 


公 

て 


、我より 後の 後人と 此の 

の 先人 は 前世の 天工 を 亮 

人 に 讓 る。 此の 如く 人に 

て 始めて： 大帝より 受けた 

を 開く」 と 謂って あるが 

職分で ある。 身體は 吾 が 

往今來 變 る ことが 

生 等の 欲望に 迷 ふ 

は 孔子 旣に 老年に 

綸の志 を 抱き 常に 


の 人物 


人 

丄ょ 


に は 古 

榮辱死 

見ず」 

天下 經 

か ら C 

後 人 伯 

な り、 仁 

で 其 の 一 

無 い。 一 

具 へ も 


夷 を 唯 一 種 潔白 

を 求め て 仁 を 得 

资質は 孔門 第 一 

营原道 眞 も學と 

程 明 道で も 重 盛 


高 弟 顏 

材 とは餘 

の 立場に 


孔 


三 ^の 入 

けて 我に 

は 前 I. 今 

仕事 を 成 

是獨り 

一 生 の 

無 い C 

こ と が 

達し 其 

三 代 の 


人物と 

り、 町ぞ 


子 


Its 


を 

し 

ら 


\に 

-後 

宿- 

せ 


はせ て 

た。 我 i 


の 

る 


し 

た 


0 


限 つ 

身 體 


生 

み 

-吾 

は： 人 職に 

よ 

ts; 現した 


め て 

を 受 

あ る 


ら 

ジ 

し 


た 

は 


ま 

人 


で あ 

资質 


ベ 

ら 果，. ^て 


こ 

レ 

J、 

,ュ 

、つ 


け 

す 


天」 の 

て 後 入 

^ こ れ 

る c「 仲 

で 無 く 


を 

あ 


力 

グ 

る- 


貧 盛 

力 ^ 


外 に 

を .E 

慕 し 

評 せ 


に 劣 

き 適 
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八 五三 


第 十六 章 沼 山 律の 閑" お 

一 西洋 通信 以來旣 に 相 ゆ S の 歲月 

も 長引き 双方 の 事 愦通融 しな い、 こ 

る 形而下で 形而上で はない。 彼等 

ず、 交 易 上の 談判 も强 ひて 事. K や 約 

一 旦 戰 端 を 開いて も、 亦 事實 上より 

る が、 も 人情に 通 ずれば 戰爭 の慘 

國も 此の 見識がなければ 百年 河淸 

一 本朝に は 古より 神 佛 の 三 敎 

れ だけで はま だ 足らない。 方今 若 

し、 尙 其の上に 西洋 技術の 學をも 加 

た 文明 を 以て 西洋に 普及した なら- 

ら  う 0 

1 淸國 人の 戰法 は近來 頗る 熟練 

優劣 は 無い との こと だ。 通 商條約 

も ほと /\ 困窮の 勢 だと 聞いて 

一 亞米利 加の 南北 戰爭も 南方 

ら 近 ^ 英. 米 間に 爭 論が 起り 戰爭 

を 知らな い 所から 生ずる 弊杳で 


ゐ 


を 

卜- - 

一 11- ひ 

を 

，世 

る 


經 た 

は 畢 

學 意 

を 詰 

問 し 

± 上 

待 つ 

り、 赏 

三 十 

し て 

界 の 

た 樣 

出 來 


降伏の た 

にも 及ぶ 


れ ども 此 

竟 學 意 の 

によれば 

るまでに 

て 償金 を 

む 害 だ、 た 

力 如く  -ffi" 

せ は 西洋 

萬 石 以上 

皇 國從來 

人！？ にも 


相 違 に 

事業 は 

て 其の 

取り 和 

^ 華 聖 

時まで 

の 文化 

の 大名 

の 遣 方 

通 じ て 


子で、 特に 陸戰强 

て ゐても 動 もす 

め 遂に 終結した 

ベ き 形勢で ある C 


人情 を 

原因す 

ハ，^  け 

結果 は 

好 を 鞍 


立 つ 

も 取 

に 然 

を 一 

終 に 

く し 

れ ば 

が、 英 

- 此 


み 

ん 

る 

C 


知 ら 

る 0 

て も 

遂 に 

ぶ 0 

は 此 

も 戰 

れ る 

ベ き 

し、 か 

戰 爭 

西 洋 

爭 に 


八 五 il 

る が 故に 

洋 の 學 は 

德の學 無 

一せ を も 引 

れが 彼等 

見 識 が あ 

の 絕 ゆ る 

うにな つ 

を 得て 三 

て 我 力ま 


止む る こと 

と戰っ て も 

り 擦 ち で、 そ 


庫の 開港 

事 赏を主 

故 人 を 

す こと.^ 

常^ 手 K 

た C 西洋 

は ある ま 

〕 けれど 

の 治 道 を 

於て 醇化 

が 出来る 

一勝 一敗 

れ には英 


談 判 

と す 

解 せ 

な る C 

で あ 

の 列 

、 0 

レ 

も そ 

講 ダ 

さ れ 

で あ 


國 人 


あ る が、 英 國 より は 軍器 を^ 給 


國が 南方に 軍器 を 供給した こ とか 

の 兩國が 紛爭を 起す の も 實は 人情 

した 眞情 を 吐露したなら 米 國も必 


赏 世に 處す る 

の 法 


當世對 外關係 


誠意 を盡 くし 

道理 を 明らか 

にす 


誠と 信 

長所と 短所 

『論語』 

村 丈 


ず 其の 實情 を 

一 赏 世に 處 

て 俗世間 

子孫が 繼 

一 當 世 

になる で 

一 我 は 

は 先方に 

なければ 

失 言 と な 

一 誠 と 

の、 信 は 己 

一 人 常 

W 、短 所 と 

一 『論 

ま じ 


入 


れ 


承認し 

する の 

4 力 に 

て 成 


の 形 

承 し 

對外關 係 は 

あ ら う 0 た 

十 分 誠 意 を 

ある こと 0 

相手 を 取 逃 

る 0 

信と は き、 味 

よ り， 發 し 

にい ふつ 

は 其の 人 

！ 』 の 一 

つて 出て 

村 丈 (姓 名 不 明) は 

ば C つと して ー步 


て 

拘 泥 


す 

盡 

す 


の 爭論 

成否 を 

て はな 

き 時 節 

では あ 

內 今日 

し 道理 

うして 

とに な 


ゐ 


が 別 だ。 誠 は 

自分の 出來る 

所に は 短所が 

心の 不純な 所 

だけ を 孔子の 

る 中に 孔子の 

何事 を爲 すに 

も 動かない 0 


解 決 

中 に 

ぬ 0 

來 る 

が、 事 

紛 a 

明 ら 

〕 X 


本 來 

だ け 

附 き 

だ 0 

全 書 

微 ^一  m も 

も 少し 


る で 

力 す 

，一 さ 

だ 0 

一 旦 

る 事 

に し 

れ な 

う て 

然 の 

逮く 

の だ 


あ 


ら 

^一き 

こ 


を 立 て 

置けば 


な 


ば 


な 


實 

こ 


と 


は 云 はれな 

ある だ ら う 

の 手 落の な 


つ 

力 


眞 

一 と、 さ う で 


て 

い C 『孝 

力 、ヒ 


で ェ 夫 j 

,、 = i 


之に 向つ て 邁進す る ば か り だ。 決し 

たと へ 我が 一 代に は 成らず とも 後世 


それ は 解決の 道 ありて つまり 平和 

や ら 0 

ある 0 聞 入れよう 

よ う ぞ 0 豫め 能く 

ひて 之 を 押 付 


至 


と 

考 


けよう 


入 

て 


れ 


い と 

lis は 

^  --ぃ 

ま B 


ひずに 我が 心の 源 頭から 湧出る も 

る 道で ある 0 

. 長所と は 其の 人の 道徳心の 入 H| き 


經』 や 『家 語』 や 『饞 記』 等の 諸 書に 

く 吟味した いもの だ 0 

の 策 を 求 め、 筋 道 も 利 辔も萬 入 H! で なけ 
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八 五 五 


蕉 雨 

洞 水 

米 S 家 

村 丈の 入物 


天下の 危櫟 


第 十六 章 沼 山 律の 閑居 

蕉 雨 (下 津 休 也) に は 識見がない。 けれども 

に は 非常な 力が ある。 

洞 水 (由  一 洞 水、 一 名 谷川 仁 右 衛 門) は 物 事 

道が 明らかになれば 之を擔 任して 事 を爲す 


1 米 田. 家 の 外， 評 

1 世人が 村 丈の 

於 て も 自ら. 反省し 

ら 身を處 する こと 

一 方今 天下の 危 

士 をも舉 用せ ず、 お 

てゐ る。 これ は 公 

幕府た る もの は 公 

ふ 心に なったなら 


は 仝 體 直截なら ざるより 起 

人物 を 彼是 批判す るが 皆 彼 

て先づ これまで 是 とし 非と 

になった な ら、 世 人の 謗も自 

機 は 刻々 に 切 迫 して 來 た。 

州 を 僧み、 藤 州 を 嫌 ひ、 た 〉 二 

明 を缺く 幕府の 私見で、 天下 

明 正大なる 本心に 立 返り 從 

世 は 忽ちに 治まる であらう 


八 五六 

一 旦 こ.^ ぞと 見定めが 着けば 之 を 運用す る. K 地の 

の 筋道に 暗く 又 見 II も 乏しい ので あぶない が、 一 旦 

ことの 出來る 人物 だ C 

るので、 萬 事 下問の 心 を 以てすべき だ。 

の 人物 を 知らないからの こと だ。 然るに 彼 自身に 

した 我流の 見解 を 捨て； 大人 同體と いふ 廣ぃ 見地 か 

然と 止む であらう 0 

幕府で は學德 ありて 練達せ る 名臣を も、 列 藩 賢 俊の 

津ゃ桑 名と 結 托して 權勢 を專ら にし 

になった 所以で ある。 此の 時 此の際 

去り 天下と 俱に 天下の 事 を爲 すと 云 


三 の 閣臣が 會 

の 事が ハ 困難 

來の 私心 を 取 


四 驗海 舟との 交情 


小 稲の 沼 山 閑居 間 外部との 交涉は 其の 前半に は 大した こと もなかつ たやう だ が、 文 久 三 

や： i 熊 後なる 其の後 半に は 重視すべき ものが 頗る 多かった。 それ は 啻に 京 師. 江 戶 及び 諸 藩 


舟 海 勝 

(藏靖 時 井 横） （M 寫念記 米 渡 年元延 萬) 


との IT は 

が、 槪 し て 

繁 であつ 


山津に 

月 十五 

を 見る 

した も 


かりで なく 

密 刚 潜行 的 

た 書面 も 多 


、肥 後 藩 政 との 關係も 大分 密 であった こと 

であって 何等 記 錄は殘 されて ゐ ない。 又隨 

く は 機密に 腾す るので 燒棄 てられた さう で 

保存 

た の 

往復 

. 憾 で 


r 

力 


住して 小 楠 

日に 春嶽ょ 

と戲 墨と は 

の で 諸方に 


に 私淑して ゐた— に與 へた ものである。 

り 海 舟に 寄せた 書面 中に 「碇の 綺幷御 歌 

あれ ど 憂 國の念 禁じ 難く 動亂せ る 當 世 を 

書き 贈った ものら しい。 恭嶽が 自分への 

撗井小 棉上卷 傳 記篇 


は 後に 記述す る 

つ て 諸 名士と の 

今 横 井 (時 靖) 家 及 


さ 

お 

と 


處が 

早速 

救濟 

を 更 


こ 

と 

義 


す 

に 


てゐて 著者 

れ から 記 す 

書翰 數 通に 

揭 げた 海 舟 

ふねの た ゆ 

ちに たれ を 

やせむ」 は 

の 畫と歌 は 

惠 示恭 謝^ 

べき 大人物 

態々 在 熊 本 

八 五 七 


通りで ある 

間に 往復 頻 

び 共の 他に 

の に觸れ 

る 勝 海 舟と 

止る の は 造 

の戯 fl^ 一と 歌 

た ふお り は 

ち ひきのい 

小 楠が 字 佐 

次 (-^  S;) I— 

慶應 ニキ 二 

」 と あるの 

のな きを M 

の 小 楠に 寄 


第 十六 章 沼 山津の 閑居  八 五-/ 

贈した と は 思へ ぬから。 

當 時の if 臣中 にて 小 楠の 最も 能く 知り もし 知られ もし、 叉 最も 重んじ もし 重んじ もされた 

g 舟と 初めて rs は 勝 海 舟と 大久 保忠寬 とで あらう。 小 楠が 海 舟と 初めて 相識った の は 村 田 (英彥 ) 家に 南洲. 

相識れ る 時 甲 東. 松 菊. 小 楠 等の 村 田 氏 壽に與 へ た 書翰 を收 めた 横卷が あつ て、 其の 卷 頭に 勝 海 舟の 誌せ る 

文中に 「我が 友 氏 壽村田 氏 其 亡友の 書翰 を 選み 余が 一 言 を 乞 ふ。 披讀の 際 懷舊の 情 心 胸に 

\, ま- 

ふ W あ つ 


い— >x あ， ，- 


勝 g が 小 櫥横井 氏 を 

舟 I 知る 實に 君が 紹 

J 纖 介に よれり 云々」 


と あり、 『海 舟 先 


生 氷 川お £ 話』. に は 海 舟が 一 「横 井 小 楠の 事 は 尾 張の 或る人から 聞いて 居た が、 長 崎で 始め て 會 

つた 時 か ら r 途. 方 もない 聰明な 人 だと 心中 犬に 敬服して 云々」 と 云った と ある が、 其 の 初對面 

の 時と 場合と 場所と は 能く 分らぬ。 然るに 小 楠が 海 舟 を 知って 以來 は意氣 投合して 頗る 親 

しく、 小 楠が 文久 元年の 四月より 八月 迄の 江戶 滞在 間 互に 相 往来した 事 は 小 楠より 同年 八お 

十四 n: と 十ヒ曰 付で. 海 舟に 與 へた 書狀 (遣 犒篇 「書簡」  一 二 四 二  二 五) にても 想像 せらる X が、 翌 

二 年い 楠 》3 府 して 政事 總裁 職た る 春嶽の 帷幄に 參 して ゐた 間の 交際 は 一 曆頻 繁、 親 密 であつ 


た。 當時 軍艦 奉行 並であって、 而も 諸 藩の 志士と も 交り 內 外の 國勢を 知って ゐた海 舟 は慕閣 

の 綱紀 日に 弛緩し 閣老も 掣肘 せらる i こと 多き を慨 して 開 鎖 は 末で 興國が 本た る を 論 じ、 國 

を 興す の 大業 は 諸侯 一 致して 海軍 を 盛大に すべき を 強調した が 之に 心から 共鳴せ る は小械 

や 大久保 で、 他 に は 殆ど 之を贊 する もの は 無かった。 大久 保は關 東に て ら開國 論を唱 へて 

ゐる とて 俗論 家より だしく 嫌忌 さ れ、 彼 を喑 殺せん とする 風聞の あった 爲樞 機に 麥與 する 

側 用人の 要職より 講武 所 奉行に 左遷せられ、 次いで 安政 戊 午 以来の 失政の 廉を 以て 役 を 免ぜ 

られ たこと は旣 記の 通り で、 此 の 時の 當 人の 不平 は 云 ふまで もな く、 春 嶽ゃ小 楠 等 も ひどく 愤 

慨 したので あった。 然るに 大久保 暗殺 は 風聞 だけで すんだ が、 小 楠 は大久 保の 免役され た翌 

月 刺客に 襲 は れ、 其 の 事より して， 江 戶を立 返き 福 井 落の 已む なきに 至った。 

小 楠 滞 福 間の 文久 三年 五月 海 舟 は 海軍 所 費用の 不足の 爲、 舂嶽に 其の 扶 1 助 を 請 ふべ く 坂 本 

龍馬 を 福 井に 遣 はした とき 小 楠が 大いに 周旋の 勞を とった 事 も 前に 記した が、 共 の 後 三 ヶ月 

にして 越 前を辭 して 熊 本に 歸 つた 小 楠 は 藩よりの 責 罰が トニ 月に 入る 迄 も 決せぬ ので ti 愼 

中ながら も 海 舟の 唱 ふる 所の 海軍 問題 ゃ大久 保の 事な どが 氣に懸 つたと 見えて 海 舟に 二 回 

舟 も 書狀を 寄せて ゐる。 其の 一 つ は 見 當らぬ が、 他 の 一 つ は 十 一 月 三日 付の もの (遣 稿篇 「書， 鮪」 

一 五 五) で、 其の 冒頭に は 「先 以卽今 事情 追々 申來 り、 順 路之御 運 かと 大廣仕 候。 兼て 御高 論 之 

通り 今 曰 之 第 一 讒 海軍 之 一 途に 之、 開 鎖 之 論 杯 徒に 閑 是非 を 1^1- のみに て 何も 被，， 差震此 一 途 
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に 御 運 被， 成 候へば 自然に 人心 開明 は 相違 無， 一 御 ま 候。 乍レ去 廟論 恐く は 

(忠 

此に 一 定仕間 敷 深 懸念 仕 候」 と 認 め、 最 後に は 「大久 保 公 御 再 用と も 

承り 如何の 次第にて 御座 候 哉。 慕 庭 不 fe 替 1 依 之 御 校 様 かと 奉 fefe。 

此公御 擧用必 す 樞要之 地に て は. 有， 一 御 0^ 敷 慨歎 仕 候」 と 書いて ゐる。 

身 は 沼山津 にある も 心 は 遠く 江 戶に馳 せて 廟堂の 手綏 きに 慊ら なさ 

が 見える。 小 楠の 兩 度の 書簡に 對 しての 返書と 思 はる \ 元 治 元年 正 

月 二十 五日 付の 海 舟の 手紙が ある。 此の 書面 は 彼が 文久 三年 十二月 

二十 七日 將軍翔 鶴 丸に て 上洛す るので 其の 乘船を 指揮して 元 治 元た 牛 

正月 八日 着阪 してから 神戶 にて 認めた もの だ。 全文 は 遣稿篇 (i;^ 四 三 

九 頁) に 褐げて ある が、 そ の 中に 大久 保に つきて は 「、江 戶も 不， 1 相 替 一空 談 

(大久 保ノ- 

勝に て 番町も 未だ 其 儘に 相 成 居候」 と あり、 海軍に つきて は 「海軍 も 

此搏 御 上洛 侯伯 京 間の 入費に て 大方 倒れ 可レ 巾、 中 々 正大 之 ザ 話 は難レ 

及 哉と 被 ，ー相 考ー候 」 と 記 し、 な ほ 小 楠 去って 後の 福 井の 藩 論 は 未だ 能く 

一定して ゐな いこと も 認めて ゐる。  、 

海 舟 は 二月 五日に は閣老 から 攝海 警衛と 攝 神 戸村に 建てられた 

操 練 所 を 盛大に 爲す 可き とを委 托せられた が、 同 月 九日 急に：： 崎に 航 


海舟畏 崎に 差 

遣 さる、 小 楠、 

「海軍 間 答 書」 

を 贈る 


海 舟 へ の 誊簡 

の 二 
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して 將に下 關を攻 if せんとす る 英. 佛 .蘭 の 聯合 艦隊 を迎 へ 之と 抑. 铺談 

判 をな すべし との 事で 坂 本 龍馬 を從へ 卽日大 阪を發 して 西航し 二お 

廿 三日 着 崎した。 共の 滯崎 中小 楠 は 肥 後 藩 庄村助 右衛門 をして 海 舟 

に 何か傳 へしめ た り、 又 自著 「海軍 問答 書」 を 贈ったり した。 同書 內 

容 にっきて は旣述 せる 通り だ が、 海 舟 は 到る 處で 海^の 擴 張を說 き、 本 

¥ 正月 十四日に は 幕府に 上書して 武備の 充 赏 特に 海軍 を 盛大に すべ 

き 所以 を陳べ てゐる 矢先に 此の 論 著 を 総 きてば 定めて 會 心の 笑 を 漏 

らした であらう。 海 舟 は 使命 を s!^ す や 長 崎 を して 陸路 熊 木 城下に 

來り 特に 坂 本 龍馬 を 沼山津 一に 遣 はして 小 楠を訪 はしめ た。 それ は 四 

月 叫 日付に て 小 楠が 海 舟に 寄せた 書翰 (遣 稿 11 「書簡」 一 五六) に、 

先 以熊本 御 通：；；： 之 砌は坂 本 生 御 遣し 懇々 被 二 仰 聞 『其 上 金子 拜戴御 厚情 不， 淺 奉，， 拜 

謝， 候。 然ば坂 本 生 迄 奉 レ願置 候 養子 横 井 左： 午 太 • 養 弟 同大 平 並 同藩 岩尾內 藏允航 

海爲 n 修行 ， 差 出し 、 誠 に 犬 豚 兒之者 共 御難 題 に I 能 成 候 義は彌 奉，, 恐 入， 候 得 共 御門 

下に 被 二 仰 下 一 御 家来に 被， 一 召 仕， 被， 下 度. 萬々 奉， 願 候。 

と 認めてから 「海軍 問答 書」 中の 海軍の 費 川支辨 法に 就きて 樓述 し、 


最後に、 
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今般の 御 下向 御 配 意之 事と 奉レ存 候。 乍 レ然外 國人は 眼孔 遠； K にて 御 心 遣 も 被 レ爲レ 在 間 敷、 唯々 內地 人情 近 小 

其 勢 因循に 落 入らざる 事 を 不レ得 慨歎 之 至に 御座 候。 

と、 海 舟が 肥 侯 使者に 答へ た— 下記 「海 舟 日記」 にある— のと 異曲 同ェ なること を 記して ゐ 

るの を ると、 海 舟 は 龍馬 をして 小 楠に 時事問題に 就きても 傳 ふる 所 あらしめ ると 供に パ 

海 舟、 龍. -を が 責罰を 蒙り 家祿 を沒收 せられ 生計に 困窮して ゐ るのに 同情して 金員 を 贈る 爲 であつ た。 

^ 小 楠を訪 小 楠 は 此の 厚意に 痛く 感謝した が、 尙 龍馬 を 介して 二 甥 及び 3 石 男 を 海 舟に 依頼して ゐる。 海 

.5^ の 巴 嵌に 足を駐 めた の は 右 小 楠の 書面に 「熊 本 御 通過の 砌」 と あるから 別に 用 力あった 

でない 事 は 明らかで、 共の 主なる 要件 は 小 楠への 傳 言 と金 員 贈 與の爲 であった らしい。 眞に 

莫逆の 友 は 持つべき である 。『小 楠 遣 稿』 に は 海 舟の 來熊 は薩 行の 途次と あるが 恐らく は 誤 

で、 彼 は此處 から 豐 後路 を 通って 鶴 崎より 乘 船歸阪 したら しい。 因に. 「海 舟 日記」 を 見る と 

二月 二十 七日。 肥 後 藩 庄村助 右 衞門來 る。 横 井先 生の 口上 あり、 且 聞く 當 二十 三日 熊 城に 京師より 使 3 ォ 

りと。 これ 長 州 御所 置に 付、 彼 若 異存 を 挾まば 軍勢 を 出すべき との 事なる ベ し。 (下 I) 

三月 二十 三日。 肥 後 藩 庄村助 右衛門. 河 瀬 典 次 ニニ 村 巿彥、 横 井先 生の 著 海軍 問答の 書 持參、 傳言 あり。 

四月 六日。 熊 本 着、 肥 後 侯より 使者 あり。 當今 形勢 如何 且 海外の 事 實を問 はる。 答 云、 外 邦人 は 時宜 道理に 

明な り、 故に 逢 接の 際 我 虚言 を 以てせす 直言 飾ら ざれば 必す 談判 かって 苦心な し。 皇國人 は 皆 虛飾且 大義に 

喑 らし、 夭 下の 勢 回旋す ベから すと 云々。 池 邊龍太 使と して 來訪、 御 軍艦 拜 借の 內 話を談 す。 龍馬 を 横 井先 


生へ 遣 はす。 

なる 項が あ る、 之 によれば 小 楠が 庄村 をして 海 舟に 何か傳 へしめ たの は 二月 廿 七日、 「海軍 問 

答 書」 を 贈った の は 三月 二十 三 日、 海 舟 の 熊 本に 來 たの は 四月 六日で ある が、 千 頭淸臣 著 『坂 

I  (二 巧) 

本 龍馬』 によると 「二十 六日 に、 英. 蘭 諸 艦 始めて 立山に 入港す。 勝 直ちに 之 を 訪ひ各 艦將に 

說 きて 馬 關攻擊 を 中止せ し め、 ニー  月 四日 長 崎を發 し、 六 曰、 熊 本に 至り 龍馬 をして 横 井 小 楠 0 お 時 

在 藩) の寓を 叩かし め、 七 日 熊 本 を 去 り、 十 三 曰、 神 戶に歸 りぬ」 と あつ て、 海 舟の 熊 本 着 は 丁度 一 

ヶ月 早い。 上記の 小 摘より 海 舟への 書狀の 日付 は 四月 四日で あり。 なほ 外 艦が 來 崎して 海 

舟が 談判した の は 二月 二十 六 H であるか ら、 四 月 六日の 熊 本 着で は 長 崎 滞在が あまりに. おく 

もなる か ら、 右 千 頭の 記載が 正しく は あるまい かと 思 ふ。 もし 千 頭の 記載 通りで あれば 上記 

「海 舟 日記」 の 三月 二十 三日— これに 基づきて 遣稿篇 所載 「海軍 問答 書」 の說 明に 此の 日 

に 同書 を 海 舟に 寄贈した と 記して ある— もどう かと 思 はる が、 も し 右の 理由で 此の 日付に 

疑 を 措く ことにすれば 「海軍 問答 書」 の 起艸を 『小 楠 遣 稿』 に 基づきて 元 治 元ハ牛 三月と 遣 

稿篇に 記した ことに 多少の 支障 を 生す る。 上記 小 楠より 海 舟への 書簡 中の 「河 瀨典次 龍 出 

拙 著 差 出 候 事と 奉， 存 候」 は 龍馬の 小 楠 訪問 以前の 出来事ら しいから。 要するに 小 稲より 海 

舟への 「海軍 問答 書」 の 寄 贈. 龍 馬の 小 楠 訪問 は 動かすべからざる 事赏 なる も、 そ れ 等の： ：！：；  n 

にっきて は、 な ほ 調 亮の餘 地が ある こと を こ X に 書 添へ て 置く。 
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今般の 御 下向 御 配 意之 事と 奉レ存 候。 乍 レ然外 國人は 眼孔 遠； K にて 御 心 遣 も 被 レ爲レ 在 間 敷、 唯々 內地 人情 近 小 

其 勢 因循に 落 入らざる 事 を 不レ得 慨歎 之 至に 御座 候。 

と、 毎 舟が 肥 侯 使者に 答へ た— 下記 「海 舟 日記」 にある ー のと 異曲 同ェ なること を 記して ゐ 

るの を ると、 海 舟 は 龍馬 をして 小 楠に 時事問題に 就きても 傳 ふる 所 あらしめ ると 俱 に.^ 

海 舟、 龍馬 を が 責罰を 蒙り 家祿 を沒收 せられ 生計に 困 翁して ゐ るのに 同情して 金員 を 贈る 爲 であった。 

^1^1 楠き 小 滴 は 此の 厚意に 痛く 感謝した が、 尙 龍馬 を 介して 二 甥 及び 岩 男 を 海 舟に 依賴 して ゐる。 海 

舟つ 巴 後に 足を駐 めた の は 右 小 楠の 書面に 「熊 本 御 通過の 砌」 と あるから 別に ffl 力あった 

でない 事 は 明らかで、 共の 主なる 要件 は 小 楠への 傳 言 と金 員 贈 與の爲 であった らしい。 眞に 

莫逆の 友 は 持つべき である 。『小 楠 遣 稿』 に は 海 舟の 來熊 は薩 行の 途次と あるが 恐らく は _ ぎ 

で、 彼 は此處 から 豐 後路 を 通って 鶴 崎より 乘 船歸阪 したら しい。 因に. 「海 舟 日記」 を 見る と 

二月 二十 七日。 肥 後 藩 庄村助 右 衞門來 る。 橫井 先生の 口上 あり、 且 聞く 當 二十 三日 熊 城に 京師より 早 使 ^れ 

.  りと。 これ 長 州 御所 置に 付、 彼 若 異存 を 挾まば 軍勢 を 出すべき との 事なる べし。 (下ダ さ 

三月 一 一十三 日。 肥 後 藩 庄村助 右衛門 • 河 瀬 典 次 • 三 村 市豫、 横 井先 生の 著 海軍 問答の 書 持參、 傅 言 あり。 

四月 六 E。 熊 本 着、 肥 後 侯より 使者 あり。 當今 形勢 如何 且 海外の 事 實を問 はる。 答 云、 外 邦人 は 時， ¥道3- に 

明な り、 故に 逢 接の 際 我 虚言 を 以てせす 直言 飾ら ざれば 必す 談判 かって 苦心な し。 皇國人 は 皆 虛飾且 大義に 

暗ら し、 天下の 勢 回旋す ベから すと 云々。 池邊 i 太 使と して 来訪、 御 軍艦 拜 借の 內 話を談 す。 龍馬 を 横 井先 


生へ 遣 はす。 

なる 項が あ る、 之 によれば 小 楠が 村 をして 海 舟に 何か傳 へしめ たの は 二月 廿七 曰、 「海軍 問 

答 書」 を 贈った の は 三月 二十 三 日、 海 舟 の 熊 本に 來た の は 四月 六日で ある が、 千頭淸 HiJl 著 『坂 

1 (二  GO 

本 龍馬』 によると 「二十 六日に 、英. 蘭 諸 艦 始めて 立山に 入港す。 勝 直ちに 之 を 訪ひ各 艦將に 

說 きて 馬 關攻擊 を 中止せ し め、 三 月 四日 長 崎を發 し、 六 曰、 熊 本に 至り 龍馬 をして 橫井小 楠 S 時 

在 藩) の寓を 叩かし め、 七 曰 熊 本 を 去 り、 十 三 曰、 祌 戶に歸 りぬ」 と あつ て、 海 舟の 熊 本 着 は 丁度 一 

ヶ月 早い。 上記の 小 摘より 海 舟への 書狀の 日付 は 四月 四日で あり。 なほ 外 艦が 來 崎して 海 

舟が 談判した の は 二月 二十 六日で あるか ら、 四 月 六日の 熊 本 翁で は 長 崎 滞在が あまりに 長く 

もなる か ら、 右 千 頭の 記載が 正しく は あるまい かと 思 ふ。 もし 千 頭の 記載 通りで あれば 上記 

「海 舟 日記」 の 三月 二十 三日— これに 基づきて 遣 稿 篇所戟 「海軍 問答 書」 の說 明に 此の IT 

に 同書 を 海 舟に 寄贈した と 記して ある— もどう かと 思 はる X が、 も し 右の 理由で 此の 日付に 

疑 を 措く ことにすれば 「海軍 問答 書」 の 起艸を 『小 楠 遣 稿』 に 基づきて 元 治 元ハヰ 三月と 遣 

稿篇に 記した ことに 多少の 支障 を 生す る。 上記 小 楠より 海 舟への 書簡 中の 「河 瀬 典 次 5 能 出 

拙著 差 出 候 事と 奉， 存 候」 は 龍馬の 小 楠 訪問 以前の 出来事ら しいから。 要するに 小 稲より^ 

舟への 「海軍 問答 書」 の 寄贈. 龍馬の 小 楠 訪問 は 動かすべからざる 事實 なる も、 それ 等の 

にっきて は、 な ほ調^^の餘地がぁることをこ \ に 書 添へ て 置く。 
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海 舟 は歸阪 する や 攝海砲 臺の增 築より 海軍 興起の 必要 を 要路に 說 いたが、 五 m: 十四日に は 

奉行に 進み 作業 奉行 格と なり 諸 大夫を 命ぜられ 安房 守に 任ぜられた。 同 十六 日 將軍家 

供して 大阪 より 海路 歸府 にっき I 翔 鶴 丸を督 して I  二十日 江戸に 着した が、」 ハ 月 十日 念 

鎖 港 談判の 內命 あり— にて 大 阪. 京 都に 差遣 を 命ぜられた。 同月 二十日 着阪 する と、 彼 の 

同年 春 頃 幕府の 顧問 格と なって 上洛して ゐた佐 久問象 山が 七月 十 一 日 三 條木屋 町で 

れ、 同 月 十九 曰に は 蛤 御門の 變がぁ り、 次 いで 長 州 征伐が 布令され などし て、 彼 の 心を勞 

は 頗る 多かった。 

六日に 小 楠 は 書 を 海 舟に 寄せた。 (遣 楠 篇 「 窨 ：^^ 」 一 五 九) それに は 「京師 變動ー 曰 一 相 治 

如何と 想像 仕 候。 長 は 存之外 手 弱 く  、眞、 に兒戲 とも 可，. & 一  笑 仕 候」 と 蛤 御門の. ® に 於 

. . ,  .  (島 1& 久光)  (良 岡 美) 

軍の 漠敗 を憐 み、 「薩大 隅 公 も 不. 遠 上 京、 且 良 之， 助 も 近 tn 此地 出發罷 上り 申 候。 薩. 肥 此 

致 可， 仕 犬に 都合 宜敷 御座 候」 と 記し、 乂 今回 良 之 助の 供 頭に て 東上す る 長 谷川 仁右衞 

門 は 肥 後 藩に ての 人才で 而も 格別 懇意 だから、 之に も 委細 巾談じ 置. S たと 書 添へ、 なほ 繰返し 

て、 「薩は 決して 疑惑 は 無， 之、 是は小 拙 分明に 兑取」 つたと 認めて ゐる。 此の 書簡 を 見ても 小 

楠が 風塵の 外に 悠々 として ゐる 閑人で ない こと は 何人 にても 首肯し 得られる。 此の 書面の 

「尙々 書」 に は 「豚兒 共 不 替ー 下劣に て 罷 在 可， 申、 萬 々 奉， 願 候」 と ある が、 海 舟が 元 治 元年 七 

月 二十 九日に 兵 部 大輔に 差 出した 「觀 光丸 乘組假 御 雇 幷手傳 之 者 姓名」 の 中に も 「勝 安房 


茂に 

用— 

妹婿 

暗殺 

す る 

ノ 

、一， - 

け る 

節 は 


で 

月 

末 


守家來横井左平太.同忠^^.岩男內藏之允 御 雇 手 傅 御手 當壹 ケ 月金^^.|兩宛被¥置ー候植」 と 云 

ふ の が あるから、 前記 小 楠より 海 舟 への 書簡の 一 節 (本篇 八 六  一 K) 中の 「御門 下に 被， 一 仰 下； 御 {| 

來 に 被， 一 召 仕 1 被， 下 度」 なる 二 甥 及び 岩 Bf- にっきての 願 は 旣に赏 現して ゐ ると 兒 える。 

神 戸の 操 練 所に は 諸 藩士の 寄宿す る 者 二百 餘 人に 達して ゐた が、 京 都に ゐ たらば 會维 藩の 

爲に甫 f  - さるべき 長 藩士で さ へも來 所す る 者 は 之 を 担ます の 主 義、 ま た 塾 頭 坂 本 龍馬 等を來 

訪 する 志士 中には 幕吏の 注意 を惹く 人物 も少 くないから 海 舟 は 常に 幕府から 睨まれて ゐた 

所に、 冬期 も 近づ いたので 慕艦觀 光丸の 水夫 防塞 用と して \ ^布 を 澤 山に 外國 より 購入した の 

を、 長 藩士 を 庇 はん 爲 だと 閣老に 密告した 者が あったり して、 元 治 元年 十 一 月 二  R: 突然 海 は 

海 舟、 職 を 免 早 々江戸に 歸府 すべく 命ぜられ 軍艦 奉行の 職 を 免じて 寄 合 を 命ぜられた が、 未 だ 其の こと を 

海 舟への 書面 知らぬ 小 楠 は 同月 十日 付に て 海 舟に 書簡 (遣 稿篇 「書簡」 一 六 二 を 送り、 「征長 落着 之 上 は 諸 藩 

の 四  ^^志の 御方は直に御上洛心カ の限御盡し被，成度乍，不，及內輪專心配仕候。 薩. 肥. 越の 三 藩 さし 

はまり 候へば 其 餘之諸 藩 も響應 可， 仕、 何 分 此三藩 一 致の 處第 一 にて 天下 公共の 國是相 立て 巾 

度 奉， 存 候 」 と 薩. 肥. 越 三 藩 協力の 必要 を說 き、 方今の 勢戰 (._ 程 大適藥 はなく 薩侖. 越 は 因循の ひぶ 

習漸々 變 却に 向 ひ、 肥 後 藩 も 昨今 はどう やら 本氣 になった から、 此の上 一 戰 せば 勝敗 机に 功 能 

あるべし と 述べ、 終に 伊達宗城の 人物 を 推賞して ゐる。 「尙々 書」 に は 「甥 共 如何 If 化 在 候 哉 

不一 一 相 替ー怠 惰に打 過 可， 申 候。 御嚴叱 萬々 奉， 希 候」 といつ もながら 二 甥の 事を賴 んでゐ る。 お 
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に 「及ばすな がら 內輪 專ら 心配 仕 候」 と ある を 見ても 小 楠が 黑幕 となって 薩. 肥. 越 を 躍らす 

ベく 筋 書 を 書いて ゐる 様子が ありく と 窺 はれる。 なほ 此の 書面に は大久 保忠寬 よりの 詳 

細の 書翰に 接したり とて 「大樹 公益 御 聰明に 被 レ爲レ 在 候 故 群小 相 憚り、 何事 も 達-御 聽 ー不レ 申、 閉塞 

甚敷 由實に 落淚仕 候」 と 記して ゐ るが 此の 大久 保の 書面 を 見出し 得ぬ の は遣憾 だ。 

； E 舟よりの 書 此の 小 楠の 書 狀に對 してな らん 海 舟 は慶應 元年 正月 二十日 付に て 返書 を 贈って ゐる。 其 

面の 二 の 內容は 見る もの 聞く もの 癎癡の 種ら しく 四方八方に 當り 散した もので 遺稿 篇 S 五 二 頁) に 

S せて あるが、 先づ 昨年 免職され た 事と 江戸の 形勢の 差 當 り 無事な 事と を述 ベ た 後、 畏 の 所 

置の 散々 な 爲體を 憤慨し 神 戶操練 所 も 只今の 所 「御 取 止の 方 可^ 哉」 と 冷笑し、 小 楠の 建策 

にっきて は 「御 示 敎之策 相 建 候 へ ば少 々 覺知候 者 も 可， 有， 之、 何分 當時は 天 保 度 之舊弊 人なら 

では 在官 被， 致 難く、 纔に氣 骨 ある 者 も 放 官と相 成 扱 々 無-是非 1 次第、 氣運 之變. 形勢 之 遷轉は 存外 

の ものと 存候。 畢竟 は 人物 無， 之無識 故と 恥 入 候 事に 御座 候」 と 云 ひ、 宗城を 「被-仰 下 一 候 宇 和 

島 侯 其 老公 春 山 公 は 小 拙 も 懇意 家に 御座 候。 諸侯 中の 人物と 存候」 と 書 添へ てゐ る。 其の 

後 海 舟 は 慶應ニ 年 四月 三日 付で 左の 書簡 を 小 楠に 寄せ 長 州 再征に 對 する 意見 を 述べた。 

海 舟より S 蒈 月 初 尊書 到来、 且牛島 • 兼 坂 氏より 近来 之 御 起居 委承降 心 仕 候。 小 拙 事 も 一昨年 來碌々 として 消 光英 氣益挫 

. 二  斤せ す、 官！^：^！憎を避候爲更に閑居讀書平臥之外思案も無レ之、 乍レ去 未だ 憂 國之念 放擲いた し 難く 痛 歎而已 

身體は 到て 壯 健に 相 成 候 間 御 放念 可 レ被レ 下 候。 近頃 承 候 得ば 征長 亦々 苒發 とか や、 今に 及 候て は 名 節 無 レ之同 


屬相喻 他人 之 爲に被 レ笑候 は 何共 悲歎 之 事共、 大 言に 似 候へ 共 邦 內彼丈 之 御所 、敢て 手 問 暇 はか.^ り 巾 問 敷 

候 事と は 被レ察 候へ 共、 領國 御大 侯 丈 も 傍觀、 童稚輩 破レ家 國を危 いたし 候 は 歐米諸 州 之 見る 處も耻 入 候 事と 

存候。 如何々々。 

1 昨年 長 州 は眞の 朝敵と は. e. 難く 不敬 之 罪 位に て 足り 可 レ申 、漫に 兵 を 動 候 は f 後へ も 先へ も 不レ被 レ行是 より 

瓦解 可レ 致と 犬に 論 候處、 一圓 同意 之 人無レ 之、 終に 過激 徒 叛逆 之 汚名 を 蒙 候 得 共 今日に 到 候て は 少しく 當候 

哉と 一 笑 々々に 御座 候。 拙筆 翁 坂 中 聞 候 儘呈ニ 電覽, 候。 閑人 之 放言と 被 二 取捨， 可 レ被レ 下 候。 不備。 

四 H 廿 三日  . 安房 

_ 小 楠 先生 

右に 「月 初 尊書 到來」 と あるが、 小 楠が 如何なる こと を 申し送った のか、 其の 書 狀を兑 出さ 

ぬ。 海 舟の 謂 ふ 所 決して 大 言 でも 壯 語 でもな く、 名 節 無くして 同 屬相喻 むな ど歐米 諸 M の 手 

前眞 に恥づ かしき 極みで ある。 「閑居 讀書 平臥の 外 思案 も 無レ之 」 と 憂國の 念に^ えながら 閑 

海 舟軍體 奉行 地に 英氣を 養うて ゐた海 舟 は 右 書簡 を 認めた 翌 五月 二十 八日に 突然 軍艦 奉行 勤 を 命ぜら 

に 再任、 板 倉 

閣老に 上 言 れ 急用 有， 之 早々 大阪行 を 申し渡された。 六月 十日 出立、 二十 一 日着阪 すると 會. 薩 調停の 內命 

を 奉じて 京都に 出張 し、 其 の 使命 を 栗して 歸阪 したの は 七月 六日であった。 海 舟 は、 森.：^ 旣に 

長 州 征の令 を 公布せ しも 慕閣存 司に は 東西 意見 を 異にする こと 多 く、 財 政 は 甚だしく Mi^ 

し、 特 に 薩藩は 出兵の 命 を 奉じない と 云ふ狀 態で あるので、 板倉閣 老に當 今の 處 置に 於 て f め 一 
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務も 無い の で、 費 

たが .容 12^ に 許さ 

四頁參 照) が、 七 

政事 を 後見 職 


七 

に 


等は狎 邪の 小人 三 四 輩 を 斥けて 天下に 

を 究め 處 分す るに 寬大を 以てする こと 

0  J#  b り、 著 著 註、 幕府 財政に 窮し 勘定 泰行小 薬 上野 守の 計畫 

b  り にて 佛國 より 八 百 萬 兩借入 も 契約せ しこと も 云 ふ。 

ありと 上 言 した。 なほ 海 舟 は 今回 搏 び 

りで 外に これと 云 ふ 要 

荐 りに 退職 を 申し出で 

將軍家 茂 薨去 る 所があった (遣 槁篇四 

二十日 喪を發 する や 速 

毘 るに 至った。 

慶 喜 は 初 は將軍 名代 

より 「長 州 追討の 功 を 

兵の 巳む を 得ざる に 至 

俄に 出陣 辭退を 朝廷に 

俱に海 舟 は 内密の 使命 

十五 日宮 島に 渡 り、 九 月 一 一 

お 州 再征 終局 し、 將 軍の 喪 を て 慕 軍の 


で 

た 


と 


つ 


を 


して 長 州 征伐に 

す 可し」 の勑読 

たとの 報に 接し 

ひ 出で 八月 十六 

以て 長 防に 出張 

日に 藝 州の 辻將 

撤兵 を 約して 長 


す 

た 一 

す 


る 

力 

41 


得 

そ 

る 


こ 

口 

れ 

曰 


と、 第 二等 は 速に 長 防の 

國財 旦夕に 逼り 大邪旣 

く なれば 彼が 術中に 陷 

上阪 はした もの X  一  二 

時 安閑と して 二 千 石 を 

た。 海 舟 は 長 州 再征に 

將軍家 茂 俄に 病ん で大 

慶 喜に 一 任す る 様に と 


す 

、い 

田 


ベ く 計 畫 し、 出 師 

ざ 出陣と 云 ふ 前 

を 見る に 明敏な 

が 聞 屈 けられた 

とに なった。 海 舟 は 一 一 

乙 次 郞ゃ長 州の 廣澤兵 


を. 奏請 

日に 征 

の で、 同 


地 に 

に 金 

び- 事 

領す 

つ き 

阪城 

建 言 


入り て 彼が 實情 

を佛蘭 西に 借る 

家の 瓦壞 近き に 

を處理 したば か 


づ 70 

長 軍 破 

算覺朿 

日 出師 

十 一 日 

助. 井上 


再征 は 一先 づ此に 終を吿 げた。 因 


に 忍びす とて 

は 更に 建 言す 

て 薨 じ、 翌 八 月 

て 其 の 實現を 

八月 八日 朝廷 

れ 九州に は 解 

なしと 看破し 

中止と なると 

廣 島に 着し、 二 

聞 太 等と 會見 

にい ふが 同 十 


海 舟 再び 閑散 

の 身と なる 

海 舟より の 書 

面の 四 


海 舟より 會津 

藩主 へ の 書面 


二月 二十 五 ni に は 畏くも 主上の 崩御と なった ので 慶應 三年 正月 二十. 三 n= 御大 喪の 故 を 以て 

解 兵の ことが 夭 下に 發 布され た。 

海 舟 は右宮 島の 會見を 終り 九月 十日 歸京 十二 日 復命した が、 慕 府の 待遇 は 奉 命の 時と は 打 

つて 變 つて 頗る 冷淡 を 極めた。 九月 廿 八日 板 倉 閣老に 封 事 を 出し 再び 長 州の 處置は 公平 至 

當を 要する を 建 言 し た が、 同 十月 一 日用 向相濟 みたり とて 歸府を 命ぜられて 叉 も 閑散の 身と 

なった。 海 舟の 事 を 述べて 筆は覺 えす 他岐に 走った が、 海 舟 は 上記の 如く 退職の 意荐 りなり 

し 頃大阪 から 七月 十 一 日付の 書 狀を小 楠に 寄せ 自己 再起 後の 行動 を 述べ、 時， 局に 對 する 所见 

を 記す ると 俱に 「至嶮 の 時機と 存候、 御高 案 被， 下 度 候」 と 小 楠の 意見 を 質し、 「諸宫 上 卞共餘 

りに 征 長に 屈 退 被-致 居 ,候 間、 會津 家へ は 極て 陳腐 之 說認差 出 置 候。 革. 稿- 內々 御 廻 申 上 候」 と 

て 松平容 保に 贈った 書 を 示 し、 前 記の 现. S を 以て 辭意を 漏ら し、 な ほ 長 州 再征に つきての 建策 

を も 書 添へ てゐ る。 本書 は 『肥 後 藩國事 史料』 所載の 慶應ニ 年 七月 二十 二日 付の 安場 一 平 

(牛 力) 

より 德富太 多 助への 書簡に 「十一 日出 坂 之 勝 安房 守 様より 沼 山 先生え の來翰 昨夜 横 井久え 

政府より 屆け來 候 問 今朝 飯 後より 吉村沼 山え 持 參仕候 害」 と あるから 七月 二十 二日に 小 楠 

手許に 屆 いたので ある。 小 楠への 書簡 も 松 平への 贈 書 も 遣稿篇 (「書簡」 一 七 .〇 の 次に) に收錄 

して あるから 小 楠へ の 書簡の 耍 3ni は 上記に 止 め、 松 平に 與 へた 書の 大要 を 左に 記しよう。 

先年 來 公武 一 和 を 以て 口  とせる 有 志 正論なる も ， の .K は 神風 5 意 に 協 は . ざ る 謬 ^ で あ る か 

橫井小 楠上卷 傳記篛  八 六 九 


第 十六 聿 沼 山 律の 閑居  八 七 ◦ 

ら、 此 の說 若し 世に 行 はれたら 同類 相 喰み 笑 を 外國に 取り 誹 を 後世に 殘すは 必定 だ。 慕 府本來 の 

吏 命 は 萬 民の 性 靈 を 司 どり 國內は 一 致し 士民は 一 心と な り、 賢 を舉げ 能に 任 じ、 海 外の 情實 を 明 ら 

かにし 世界の 公道 を 察し 虛心平 氣に之 を 取捨す る ことで ある。 然るにた ゾ鈸國 時代の 國典 のみ 

を 振 廻して 外國に 臨まん としても 到底 國難は 免れ 難い。 故に 幕府が に 自己の 使命に 目 畳めた 

なら 公武の. 一 和 も 自ら 成り 國內の 紛擾 も 自然に 止む であらう。 天 正 以後の 幕府 はた V 內 亂を鐄 

める のみ で 十 分 で あった が 、内 憂 外ぬ =权 到した 今日で は 別に 自ら 大 決心 大甍悟 がなければ ならぬ。 

幕苻が 速に 警醒して 今日の 時勢に 適應 した 善政 を 施したなら 自然に 外國を 感動させる ことが 出 

來る であらう。  ... - 

右 海 舟より 小 楠へ の 書 狀は將 軍 薨去の 十日 程 前に 認めた もの だから 小 楠が それ を 手に し 

た 頃 は旣に 薨去 後であった。 彼 は 八月 三日 付に て 返書 (遣 稿篇 「書簡」 一 七 0) を 贈って ゐる。 

それに は 海 舟の 書中 ことに 會津 への 書 達に 對し 「重々 御至當 無， 1 間 然 1 奉， 存 候」 と 賛意 を 表し、 

征 長の 師を 遺憾な りと し、 德川 家に つきて は 「大樹 公 御 薨去. 征長 瓦解、 大難 事 一 時に 到來 安危 

寸 尺に. 迫り 中し、 御繼嗣 橋公强 て御辭 退と 承り、 何れ 御 深慮 可， 被， 爲， 在 奉， 存 候。 皇天 若し 皇 

國に 幸し 玉へば 必す 賢明の 君 立せ 玉 ふべ し。 一新 更始 今日 にお 之、 危を變 じ 安と 爲すは 更に 

疑 無， 御虛, 候。 不， 能， 然 ば不， 可， ー復爲 一同 屬相喰 慘惧を 極め 可レ申 候。 天意 何に か 在る や 可， 恐 可恤」 

と 現 情の 重大性 を說 き、 次に 「越 老公 御 出方 は 誠に 急流 底 中の 柱 共 可：， 中、 此 節 は 十分の 御盡カ 

可レ 被， 遊 深く 奉， 一念 願-, 候。 先達 毛 受鹿之 助より 申 越 皆に 御座 候て、 拙存 さし 出 申 候。 今日に 成 候 


海 舟、 小楠誊 

蘭に 附記 


護久. 護美 二 公子 を 推賞して 將 來に囑 望して ゐる。 此の 小 楠 
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て は 何も 跡 事に 相 成 申 候」 とて 春嶽の 出馬と 盡 力と を 切ャ』 し、 更に 「尙々 書」 に は 「拙 藩 近 

況ま御 承知 被， 候 通りに て 澄 之 助. 良 之 助彌以 議論 明白 犬に 快然 たる 事に 御座 候」 と ありて 

の 書簡 は 海 舟の 『亡友 帖』 に 

載せら れ、 そ れに海 舟 は 左の通り 

附記して ゐる。 

慶應ー 一 年 六月 余 識责中 突然と して 命 

あり 大 坂に 到る。 七月 將軍 大葬の 事 

あり。 此 際の 悲慘不 レ可レ 言、 國家挽 

回すべからざる の 勢ハ鈦 固た し。 竊に 

を馳 せて 先生の 所見 を 問 ふ。 是共 

時 余に 答 ゆる もの 也。 嗚呼 余が 日錄 

中 詳記して 後 證に備 ふるもの こ" に 

！^^六年、 就中 當 時の 形勢 また 再讀に 


0 

h 海 

/ 舟 

楠き 

の に 


せ 

た 


家 


lliiiil 


• 堪 

r 七つ は 記に よると、 海 舟 は 態々 肥 後まで 使 を 出して 小 楠の 意見 を 尋ねた の だ。 これに も 彼 

の 日記に も 海 舟 は 小 楠に 對 して は 毎に 「先生」 の 敬 稱を用 ひて 居り、 吉本襄 著 『海 舟 先生 氷 

横 井 小. 楠 上卷 傳記篇  「/ュ 一 
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八 七 二 


文 久ニ年 返 職 

後の 大 久保忠 


川淸 話』 所錄の 「人 見 市 太 郞海舟 評」 の 一 節に も 「其の 能く 他の 長所に 感服し、 南洲. 小 楠 を 

(每 母ン 

呼ぶ に 先生 を 以てする が 如き は、 翁 に慢氣 あると 同時 に、 慢 氣 ある 者に 見る 可らざる 謙 i なる 

所. 殊 勝なる 所 ある を 見る 可し」 と ある。 此等を 見ても 當 時の 名士 を 殆ど 悉く 眼中に 措かな 

且つ 敬して ゐ たか ビ 推察し 得られる。 こ \ に揭 げた 小 楠 

しめて 生前 中楣 間に 揭げ てゐ 


か つた 海 舟が 如何に 小 楠 を 重ん 

の 油 畫像も 海 舟が 特に 畫 家に 書 


を 

と 


因に 小 楠と 海 舟の 交情. に 就 

書くべき であ り、 否 書いて 見 

涉 にっきて は 多少 材料が あ 

の 中に 大久 保の 事 は 度々 出 

大久 保との 間に 往復した 書 

より 贈りた る r 寓  一一 一一 a 」 なる 

ある のみで 他に は 見出され 

0 小 楠 は大久 保が 文 久ニ年 

爲 にも 大久 保の 爲 にも 非常 

なく 其の 他 諸方へ の 著簡に 

旣に小 楠が 文 久ニ年 春嶽の 

題 し て？ 篇 六 i! 五 頁) 彼 の 事 


じ 

力 

て 
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述 ベ 

と S 

る し 
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望 し 
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五 
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た 

な 

、又 

ゐ 
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以 上 


が ら 
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書 せ 

人 に 

役 さ 

ゐ て、 

て活！ i 

關 保 も、 


れ 

，其 

其 


之 

力 

あ 


に も 

バ お 

己 ン 

il 一 la  L 

ら 手 

答 で 

M と 

て 何 

事 に 

後 ど 

て ゐ 


劣らぬ 親 交 

、其 


たもの ださうな 

た 


の 文 久 

もした 

紙が 來 

あるの 

「請 二 

等徵す 

につい 

う な つ 

た顷の 


三 


力 

から 此の 槺畲 


、橫 

,1 

き 

以 


の あつ 

歸 ま 以 

の 後に 

云 ふ 事 

井家に 

と 題す 

もの も 

來は其 

記 海 舟 

，小 補傳 

.P こ .「 

に 文 < 


大 久 

に 於 

C  t 

な く 

七 絕 

い の 

起 用 

の 手 

に は 

久 保 

年 返 


保 忠 寬 

ける 大 

な 己. la- 

1HC  一一 一一 a 

て あ る 

、大久 保 

を薔せ 

は 誠に 

につい 

紙に あ 

直接 關 

い 卓 識 

職 後よ 


ヽ 
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そ れ 

と の 

の 手 

小 楠 

は 小 

片 と 

で あ 

國 家 

か り 

な い 

職」 

柿 N 


變 のあった 明治 二 年 迄の 略歴 を 大久保 家 文 香に 

元 治 元年 七月 廿 一 日 御 勘定 奉行 御 勝手 方 を 命 ぜ 

年 二月 十 一 日 願の 通り 隱 居、 時 に 年 四十 九歲ー 翁 

月赏 時在大 坂の 將軍家 茂の 顧 間と して 同地に 召 

り大 坂に 至り 同地に て 越 年、 翌 年 某月 將 軍に 請う 

年 十二月 慶赛 大政 を 奉還し 超えて 明治 元年 一 月 

して 櫟務 に預 る。 同月 十四日 御所より 御 

護し 牽 りて 御 ，t 京 の處 深 親 被 一一 思 召 一 旨 達 せ 、り 

年寄 次席 會計總 裁 を、 翌 二月 若年 寄 を 申し 付 ら れ" 

先鋒 總督 御旅館に 出 敏し參 謀に 面 接、 此 の 前 後 江 

總督府 より S 安中 納 言 へ 軍艦 脫 走に 關 する 處置 

大總 骨府の 召に より 登城し 「昨今 之 時勢に 付挤 

上 見込 之 儀 は 無， 一 忌 撣1 申 出」 及び 「江 府鎭撫 萬 端 

宫 御沙汰 誊 を下甜 さる。 同月 サ 九日 德川龜 之 助 

中老と す 0 同年 七月 四日 病氣に つき 願の 通 1! ^役- 

す  る樣  命ぜら  る。  同年 八月 九日 幼 主 を 守護して 

件に つき 勝 安房と 俱に 行政せ より 大 至急 出府の 

媒大參 事に 任 じ、 幼 年の 藩 知 ^ を 棘 翼して.^ あり 

, 横 井 小. 稀上卷 傳記篇 


より 拔記 して 置か う 0 

ら れ たが、 同 廿 六日 狗 $^ 御 勤 仕幷寄 合。 慶應 元 

と 改 名、 家 督は 相違な く總領 三市郞 相繽。 同ギ十 

されし も 病 氣の放 を 以て- 1 し 、尊 で 再度の 命に よ 

C 午！ J  0,  一  て 籍 J け、 將軍は 此の 年 八 g  二十日； K 阪 r に 於 0  M 三 

て 15^  ip を なや て 泊 て 薨去せ るち 以て その 以前の 事 き 0  三 

十 一 日江戶 城に M る、 同 日より 召されて = 々出质 

書 を 以て 前將 軍に 御 降嫁 あらせられし 和 ゆ，" を 守 

る 0 同月 サ 三！：： 政 權雍還 後 始めて 置かれた る 若 

御國內 事務 取扱。 同年 四月 九 H 勝 安房 同伴 池 上 

戶城 引渡 等大に 斡旋す。 同お 十六 H  海 迸 先鋒 

を 一 翁 及び 滕に番 任の 書付 示 達、 同 年閏 四月 二  = 

別 苦慮 建 力 之 事件 思， 國 之 情 深 感 思 召 候。 猶此 

取締 之 儀 御 委任 候 間 可 V？ 精 勤 一」 の 二通の 大總贽 

年六歲 にて 家督 を 嗣 ぐ、 こ れ より 若年 寄 を 改め て 

-氣分 快き 日 は 日々 御用 部屋に 出で 是迄 通り 勤務 

京 を 去り 駿 河に 移住。 同年 十一お 脫艦 云 々 の 

命 を .受 く、 翌 月 十二： n 御用 濟。. 明沾ニ 年-八月 靜！： 

C 

八 七三 


第 十 

大久保 は 

せられ 明 治 

知の 事で あ 

に、 獨り小 楠 

三年 始めて 

測り 知る ベ 


六 章 沼 山津の 閑居  八 七 四 


肥 後 藩士 

薩 藩士の 訪 

稿篇 「誊 簡」 

簡」 一 七 五) 

行 懸りも あ 

も あ り、 尙 薩 

士は 概して 


小 楠の 死 後 東京 府 知 事. 敎 部 少 輔- 

二十 一 ハキ 七月 卅 一 日 七十 二 歳 を 

る。 大久保 も 海 舟 も 幾度 か 刺客 

のみ は 凶^に 斃れ、 死後 迄 寃名を 

御陞 位の 恩典に 浴した の も 是非 

からざる もので あらう。 


五 名士 の來訪 


は 


元老 

以て 

受け 


の 


院議 官と 累進し 

薨 じた。 叉 海 舟 

狙 はれた に拘ら 

，知己 親友 門下の 

い ことで、 こ^も 


云 ふまで もない が、 他 藩の 知名 

が 取 分けて 頻繁であった やう 

一 五 九) に は 高 崎 猪太郞 の、 慶應ニ 

に は 村 田 新 八の 来訪の 事が 見え 

り、 又 此の 顷 天下 公共の 國 是 を 樹 

摩から 上國へ の 往来の 途中で も 

覆面して ゐ たので、 誰が 何時 どう 


子爵 を 授けら 

も 伯爵と なり 

す俱 にく 終 

授爵 運動 も 効 

小 楠の 口癖な 


の 士 で 小 楠 閑居 を 一 

だ ひ —元 治 元年 八 一 

年 十月 十九 日付の 

る —それ は 小 楠が； 

つ る に薩. 肥. 越 三 藩 _ 

あるから であらう _ 


月 

高 


れ從 二位 

其の 榮達 


全 う し 

奏せ. F 

Ay 事 の 


に 叙 

は 周 

た の 

昭和 


多 く、 中 に も 

へ の 書面 (遣 


いた 者 は 可な 

六日 付の 勝 海 舟 

崎 兵 部 へ の 書面 (遣 稿篇 「書 

に 公武 合體派 連合 を 策した 

力の 必要 を說 いて ゐる關 係 

但し 小 楠を訪 うた 他 藩の 名 


しに 來 たかを 聢と突 止る の は 至難 だ。 それで 今 


(影 撮の 間 年 應慶） 馬 龍 本 坂 


は 只 僅か に^する 资 料から 二三の 名士の 來訪を 記す るに 止める の 外 はない。 

^ 坂 本 龍馬 

小植が 龍馬と 初めて 相識った の は 文 久ニ年 七. 八月 江戶 での 事で (本 篇七六 〇 買) ある。 共の 

後 龍馬 は 小 楠の 在 府中に 幾度 か 彼 を 訪問 

したで あらう が、 小 楠が. 江戶 遭難 後の 幅 井 

滞在中なる 文久 三年 R 月に も 彼 を 訪問し 

てゐる (本 篇七六 一 頁)。 然るに 沼 山维の 閑 

居に は旣 記の 如く 元 治 元年 勝 海 舟の 命に 

よって その 門 を 叩いた 時が はじめて^ あ 

る が、 (本 篇八五 九 頁) 此の 訪問に 就いては 横 

井時靖 藏小櫥 自筆の 書簡 斷片 (去る リニ リ 

十 三 = 之御狀 相. 達 云々， と维を 起し 二十 行程で 中絶して ゐる) 中に、 「長 州 一 條御 決議に 相 成御當 

然之 御所 置と 奉， 存候。 勝 氏 先頃 熊 本 通行 坂 龍 を 遣 はし 被， 申、 I ト 通り 様子 も 承り 巾 候 云々」 と 

あるの を 見て も、 龍 馬 は 海 舟からの 贈與金 と、 時 事 問題に つきての 重要な 傅 言 を窗し た， 事 が 分 

る。. 其の 翌慶應 元年 龍馬 は 再び 小櫥を 訪問した。 德富蘆 花の 書いた 『靑山 白雲』 の 「沼 山 

横. 井. 小 楠」 上卷 傳記篇  八 七 五 
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津村」 の 中に 左の 一 節が ある。 

坂 本 龍馬が 先生 を 沼 山津に 尋ねて 來 たこと があった。 丁度 自分 も 居 合して 其の 話 を 聞いて 居た ので ある。 坂 

本 は 其 時 薩摩か ら歸 りが けと 云った が、 今 思へ ば 薩長 連合に 骨折る 最中 であった ので 坂 本 は 白の 琉球拼 の 單 

衣に 錄 細の 大小 を さし、 色の 眞黑ぃ 大男で 至って ゆったり と 物言 ふ 人であった。 衣服 大小 皆大久 保の 吳れた 

ものと か 云って 居た。 偖 酒が 出て 人物 論が 始まった。 客 も 主人 も 大分 興に 入られた 様子で、 大久保 は 云々、 

西鄕は 云. r 誰 は 云々。 其 時 先生 は 1^ 右手に とって 「乃公 は 如何 だ」。 坂 本 は 蔸爾と 笑って ゆる/ \ と 「先生 

あ、 まあ 二階に 御座って、 綺麗な 女 共に 酌で もさして、 酒 を あがって、 西鄕ゃ 大久保 共が する 芝居 を 見物な 

さるが ようござる。 大久保 共が 行きつ まったり します と、 そり や あちよ いと、 指圖 をして やって、 下さる と 

よう ございませう」 先生 は呵々 と 笑って 頷かれた。 

右 は 魔 花が 其の 父 淇. 水 の談 話 を 記した もの だが、 流石に 文 もじ： - く事實 その物 も 面白い。 龍 

馬 は慶應 元ハ牛 叫 n 薩長 聯合の  務 なる を 感 じ. そ れを當 時 在京の 西 鄕吉之 助に 話して！！： 几る と 

西鄉は 之に 贊 同した。 其の 結 西 鄕は薩 の 藩 論 を 一 定 すべき 爲に藩 船 胡蝶 丸で 歸薩 する こ 

とに なった ので 龍馬 は 西鄕— 小 松帶刀 も-— と同航 して 鹿兒 島に 至り 西鄕 邸に 寓 して ゐた。 

其の 內に藩 論 も 一定した ので 西 鄕は長 藩への 遊說を 龍馬に 托した。 よって 龍馬 は 五月 十六 

n 單身鹿 s}^ 島 を 出足し 陸路 筑前 太宰府 に 立 寄り 三條 S 美 等の 諸 卿に 謁して 馬關に 到り 桂 g 

の 木戶) 等と 會見 し、 そ れ から 多少 迂餘 曲折が あって 慶應ニ 年 一 月に 薩ぉ 聯合 は 成就した ので 


あるが あ 蘆 花の 記せる 如く 今 il の 龍 爲の小 楠 訪問が 此の 薩長 和解に. 折って ゐた： Ei^ 中で」 1 

摩から 歸 りが けだ と す れ ば 、右 鹿 兒 島 を TVI 足 して 太宰府に 至 る 途 中立 寄った と る ベ き で あ 

る。 處が 日本 史籍 協 會發行 『坂 本 龍馬 關係 文書』 ^二 所載 r 坂 本 龍馬 手帳 摘要」 に 左の 如 

く ある。 

(慶應 元年)  fex^v 

五月 十六 日 鹿 府を發 す、 時 午 を 過く。 鹿兒 より 伢集院 四 単；。 來港 止宿 w り^ 二り。 

十七 日、 川內川 あり、 海 邊迄三 里 計と 云。 然に海 船 を 入る、 水深し。 大川泊 一 一り。 

十八 日、 野 田 二り 半。 此邊野 田 島 町 皆 地 著士也 。泉. 米津 までの 間 平原 然に水 少し 物 多し、 ハセ ノ木 多し。 

泉 • 米津。 

右 地下 直 右衛門と 云 ふ もの 右 町役人 也。 部 當と云 ふ 旅人 人馬 斷所々 の 世話 をな す ものな り。 後 R 野 原-:^ 

口 番所に 至りて 直右衞 門に 書て 與 へ ば必. f 急き 罷 出る 害な り。 

十九 日 朝 肥 後に 入る。 

右 泉 ロ米津 より 乘船。 

廿 三日 宰府に 至る。 (以下 略) 

米津 より 船で 十九 日 肥 後に 入る と ある だけで、 肥 後の 何處に 着船した か詳 かで ない が、 沼 山 

津 に.； T 楠を訪 うたの は慶應 元年 五月 十九 曰か 二十日で あらう。 これ は 無論 舊曆の 事 だから 

龍馬が 白の 琉球 耕の 單衣を 着て ゐ た. の も 不自然で はない。 

横 井 小 摘上卷 傳 r^" 爲  八 七 七 
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龍馬の 推赏人 龍馬 は 慶應ニ 年 七月に 兄權 

は 大久保 一 翁. 勝 安 房 守、 越 前 に 

は 小松帶 刀. 西鄕 隆盛、 長 州に て 

ゐ るの で、 今 回の 訪問 は 單に敬 

が、 右 洪水の 書付け たものに よ 

人薩 の大久 保なる もの 事 を 共 

覽 ある ベ し、 先 生 も又强 いて そ 

かった と 見える。 德富 蘇峯は 

往訪せ る 際に、 横 井先 生が 彼に 

味に 於て は 龍馬の 知己の 言 と 

馬の 底止す る 所 を 知ら ざ る、 勇 

記述して ゐ るが、 これ は 右 訪問 

賊子の 冤枉 を 受けて 毒 匁に 斃 

雄が これ を 話題に した か 否や 


平 

の 


向 

を 


に 

の 

た 


no ハ ン 

マ 、 

光岡 


ん 

て- 

の 


五 

す 


青 


し- 


. ま 

あ 


た 

ノ 

る 

は 

ら 


郞. 長 谷 部 勘右衞 


ic 簡 中に 「當時 天下の 

門、 肥 後 

高杉晋 作」 と 列 

ため のみでな く 

曰く 天下の 事衰 


(小 楠) 

今日の 事 先生に 

す」 と あるから" 

佐 勤王』 に 於て 

冀くは 亂ほ贼 子 

らぬ。 橫井 先生 

魄と 策略と は實 

う と 思 ふ。 然 る 

命 の 惡 戲と でも 


記して 

天下 國 

頹救ふ 

は 一 々 

薩 長 聯 

坂 本 龍 

となる 

をして 

に 當 世 

に 力く 

夕 はう 
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人物と 云 へ 

にて は橫井 

ゐる 位に 小 

家の 話 も は 

ベ からす 感 

明 ^一目 せ す、 靜 

合の 事に つ 

馬に つきて 

勿れ』 と 云 

それ 程 迄 に 

一 口  i と 云 は 

忠告した 小 

か。 知らす 


ば 德川 家に て 

平 四 郞、 薩 摩に て 

補に は倾 倒して 

づん だで あらう 

慨の話 多し。 一 

かに 成行き を 御 

きて は 明 言 し な 

「沼 山津に 彼が 

つたの は、 或 る 意 

心配せ しめた 龍 

ねばならぬ」 と 

楠が 却って 亂臣 

地下に 相 見た 兩 


P 下山 尙 


『坂 本 龍馬 關係 文書』 の 中に 「下山 尙 西南 紀行 拔萃」 として 左の 如き 文が 載せて ある。 

慶應ニ 丙 寅 八月、 余 春 岳 公の 命 を啣み 九州 遊 學の途 に 上る。 適ま薩 藩の 三 邦 丸敦賀 港より 長 崎に 歸 港す るに 

會す、 我が 藩士 及び 商家の 徒 相與に 之に 乘す。 長 崎に 着 すれば 同藩 書生 航海 及び 英擧 ■ 術を修 むる 者 來會、 

痛飲 夜 を 徹す。 翌日 余 諸子の 寓居に 同居す。 居る 數日、 土 佐 藩の 士坂本 龍馬 氏 二三 子を拉 して 来り、 g5 生 山 

本 氏に 就て 刺絡 を 行 ふ。 余 因て 始めて 坂 本 氏と 相 見る を 得たり。 氏狀貌 雄偉 眉間 ー黑子 あり 風采 閑雅 音調 淸 

朗、 一見 凡夫に 非る を 知る。 其 後一 夕 余 氏が 門 を 叩く。 氏 出で 迎へ坐 久して 談 天下の 事に 及ぶ。 氏 危坐 低聲 

語って 曰く 方今 鎖 攘の說 一 變 して 討幕の 議相 踵ぎ 起る。 而 して 幕府 自 反の 念な く 專横日 だし 恐く は 救 ふ 可 

からす、 子 以て 如何ん となす。 且子 は德川 氏の 親 藩に 生れ 上に 赛岳公 を 戴き {且 しく 思 ふ 所 あるべし。 

政權 奉還の 策 を 速 かに 春 岳 公に 告げ、 公一 身 之れ に當 らば 幸 ひに 濟 すべき あらん。 余 之を諾 し、 善後策に 及 

び 氏 云 ふ 越 藩の 內 民政 會計を 托する 人 あり や。 余 答へ て 云 ふ 三 岡八郞 ならん、 然れ ども 今や 寡 君の 忌諱に 觸 

れ 幽閉 年 久し。 余 等 密に往 き 叩く に當 時の 事 を 以てする あり。 余 爱に來 るに 際し 送る に ； 篇の詩 を 以てす， 

虫 W.OJ.M4:kJlII^ よ 0  v^tI^?て4^て敦じvo,4,vー白VJiQl、.5  4,vー己，uo 下. s 氏 越に 歸 ろに 臨み 坂 本と 會す 別れに 臨み 氏 云 ふ 西鄉氏 余に 贈る に敏と 

き p^nM を, ュ お niK マブ し 弓 を ま マ： ネ をき n サ ろ 條の割 註に 下に 書す る 語 あり。 とも以てす、 此の#之も子に送らん。 <?=^受 

て 出 

づ。  . 

九月 廿日 熊 本に 著し 横 井に 面晤 し、 坂 本と 談し 事を吿 ぐ。 横 井手 を拍て 歎じて 云 ふ 今日の 事 豈に他 あらん や、 

天下 此の 任に 當る岳 公 を て 求む 可から す。 

十月 廿 四日 登 朝して 岳 公に 謁し 政權 返上の 大事 を 決せら れんこと を 以てす。 (屮 略) 公 襟 を 正 ふし 徐 かに-; ムふ 

撗井小 楠 上卷傳 記篇  八 七 九 
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然る か、 余 も 亦 思 ふ 所 あり、 汝じ 宜しく 執政に 吿ぐ べし。  . 

下山 は 越 藩士で あるが 右に よると 慶應 ニ^の 秋 ー 九 n 二十日 —に 熊 本に 來り小 楠 を訪ぅ 

てゐ る。 下山の 九州 行 は 春嶽の 命と ある だけで 北ハの 要件 は 的確に 分らぬ が、 小 楠 訪問 は翅に 

下山 來訪の 用 敬意 を 难ふ爲 のみでなかった こと は 小 楠が、 慶應ニ 年 十二月 七日 付に て 在米 國のニ 甥に 寄せ 

件 

た 書面 中の 左の 一節に て 分る。 

越 前 も 次第に 回 運に 相 成り 候。 先達 下山 尙長 崎へ 參り、 歸り懸 に 此方に 立 寄、 御 家老 中よりの 傅 首に て當今 

の 存念 承り 度 ぼに 付い 才咄 合、 a 書 附をも 遣し 直に 春嶽 公に 湘 達し I 細" 候 害に て 上京いた し 候處、 旣に 

春嶽公 はへ 國. て 直 様 福 井に 歸り 拙者 存念 之 趣 先 御 家老 中に 相 達し 候處、 直に 兩 公の 御聽に 達、 翌日 下山 

を 御 召に て 段々 書附 に付き 御 尋有レ 之 深く 御 感心 之 御 様子に 有レ之 候。 夫の みならす 拙者 起居 暮し方 等 委敷御 

聽被レ 成 候. E。 然處 一 昨日 越より 御 家老 連名 並 御 側 用人 等數 通の 書狀參 り、 先頃 下山に 傳 言の 献 in の 次第 兩公 

深 御感悅 被， 成吳々 禮謝 可， 1 中述 i 且又 以来 存念 有 レ之候 へ は 乍， 1 筆 勞，. &吳候 様、 當年柄 暮し方 如何と 被， 1 思 召， 

.  候て 金子 百 兩御送 被レ下 3：：： 申來、 誠に 存 呷ね 無レ之 大慶に 候。 其 上 社中 何もより 五十 兩相 送り、 此節火 念 之 飛 1： 

にて 一統 申 合出来 兼 候 間、 追て 金子 さし 出可レ 申との 事 也。 

右 書面に は 「御 家老 中よりの 傅 言に て當 今の 存念 承り 度 3：： に 付い 才咄 合」 と あるが、 此の 

年の 夏に も 越 藩 側 用人 毛 受鹿之 助が 春 嶽の內 命に よりて 征 長の 事情 を 質す と俱に それに 對 

する 小 賭の 意見 を 開くべく 書 を 小 楠に 遣 は し、 小 楠 は 七月 三日 付に て 之に 答へ てゐ る。 (遣 稿 


篇 「書簡」 一 

肯 んぜ ざる 

し 延いては 

將 軍大旆 を 

軍 出馬して 

將 軍に 謁し 

も 寧 ろ それ 

如く 毛受に 

旬に かけて 

都であった 

ら、 卷 嶽は在 

ゐた 時分 だ 

る が、 上 記 「 

によると 坂 

から 啓發さ 


六 

て 

京 

力 

ォ 


て 小 楠の 意見 


八) 春嶽は 幕府の 長 防 再征に 

の少 からざる ベ き掛念 ある 

測の 動亂 となる の 恐 ありと 

める ことにな り、 自 分 は 六 月 

一大 下 は 忽ち 大亂に 及ぶ ベけ 

諫止す ると 供に 慶喜 以下 閣 

E 的で 登阪の 命に 率^ じ、 同 月 

書 を 出せし はじ 月 三日 なれ 

事で、 春嶽 も毛受 もま だ 福 井 

これから すると 下山が 卷嶽 

中で 長 防 搏征を 中止せ しむ 

ら、 下山の 小 楠 訪問 も 矢張り 

南 紀行 拔萃」 によれば 下山 

は 下山に 面會 して 其の 小 楠 

て以來 徐ろに 自分の 胸中に 

を 質さし め、 若 し 小 楠が 之に 


つきて は 其の 


故に 之 を 

て 百 方 之 

一 日大阪 

れば 是非 
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本と 談じ 

聞いた の 

つた 大政 
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ら す、 諸 侯 

れ ば、 慕 府 

努力して 

命 を 受 け 

な ら ぬ、 そ 

あるの で 

ので あ る 

せし は 六 

返書 を受 

つたの は 

毛受 へ の 

つたで あ 
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V  \ 一 

ノ  ノ 1 
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た。 春 嶽は將 
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取った の は 京 

八月と あるか 

返書 も 着して 

らうと E5 はれ 

たと ある。 之 

に大久 保忠寬 

き て、 下 山 をし 

め て は 如： 1： と 


三！：、 小 楠に 

寫眞を 贈る 
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八 

の 

題 

ん 

と 


八 八 二 

謀らせた ので あらう。 そして 右 「拔 萃」 にある 如くに 

して 小 楠が 「天下 此の 任に 當る岳 公 を 置て 求む 可ら 

す」 と 手を拍 つて 賛成した とすれば、 或は 小 摘が 下山に 

托して 越 藩 政府に 贈った 書附— 卷嶽 父子 深く 感悅 した 

と 云 ふ— に は 此の 事 も 書かれて あつたの では あるまい 

か。 然るに 春嶽は 大事 をと つて 決然 邁進し 得なかった 

の で、 龍 馬 は 之 を 後藤に 話して 彼 をして 山 內容堂 を說き 

其の 實 行に 取 掛ら せた やうに も 思 はれる。 

右下 山の 小 楠 訪問に 聯 繋して 一 つの 挿話が ある。 そ 

れは小 楠と 密接の 間柄なる 三 岡 八郞は 下山の 紀行文に 

も ある 如く 未だ 閉居の 身分で はあった が、 下山の 熊 本 行 

を 聞 き、 自 分の 寫眞を 小 楠に 贈るべく 彼に 托した。 其の 

寫眞は 「ガラス 板寫 であった が、 當 時 まだ 珍ら しかった 

の で、 泰 西 文物に は トピックであった 小 楠 も、 う つかり 其の 

裏表 を間逮 へて 見入った。 さうな ると 右 刀. 左 衽 判じ物 

の樣 なので 早速 所見 を 左の 一 詩と なした。 


小 楠の 戲詩 


右に 關 せる 三 

岡の 文 
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三 

後 


多 

念 

0 


怪む 此の 長 鬚 束髮仙 家の 翁に 似た る を、 又 怪む輕 傘 を 

張り 佳人 を 伴へ る 冶郞の 客に 似、 更 に 怪む刀 を 右に し 

て枉を 左に せる 痴兒 童に 似た る を、 仙 乎 郞乎將 た痴兒 

か、 色相 を觀 形跡 を認 むる のみに て は奚ぞ 烏の 雌雄 を 

知らん、 看よ々々 滿腹經 綸の絲 袞龍の 爲に縫 はんと 

欲する を。 

右 は 横 井 時 靖所藏 の ものに よった が 兹に揭 げたの あ 

の 末尾 は 「袞龍の 縫と 成さん と 欲す」 となって ゐ るか 

ら 二様に 書いた と 見える。 小 楠 は 此の 詩 を發送 する に 

至らぬ 中に 其の 見方の 誤りな りし を 知った か ら、 無 論 其 

のま. -筐 底に 仕舞 込んで ゐ たの を 其の 殁 後に 見出した 

ので ある。 其の 詩に 對 して 由 利 公正 は 明治 三十 ハ牛 九バ 

！ ,  ：   .  .  - .  .  ：  i  ： に 左の 如き 文 を 綴った。 

麼應ニ 年の 秋、 おのれ 時事に ふれて つ X しみ をり しに、 下山 尙 九州へ ゆく よしをき \ て、 肥 後 熊 本なる 横 井 

小 楠 先生の もと へ たよりせ むと て、 砲 子に ものし つるお のれが 寫眞 を傳 へま ゐら せて よと 賴 みおき つるに、 

いまだ 寫眞の 世に めづ らしき ほど なれば、 裏の かた をう へに したる ま X 見せ まゐら せけ る を、 先生 ふと 兌 給 

横 井 小 楠 上卷傳 _記篇  八 八 一 一一 
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ひしが、 身の さま こと やうなる を. S ぶかし みて 詩 を 賦し給 ひしが、 あとに て そのうら うへ なることの しられ 

て、 終に その 詩 はお のれが もとへ はお こされ ざり しょし 傳 へき k て 本意な くお も ひつる に、 幾 ほど もな くう 

せ 給 ひける こそい とくち をし かり けれ。 さるに このごろ その子 横 井 時 雄ぬ しと ぶら ひ 来て、 先生 遣 稿 中よ. 

見いで つるよし にて、 此 一 ひら をお くられけ る を ひらき 見れば、 彼の 折の 詩に して ことにお むかしう お ぼ ゆ 

るに、 うれしく も はたな つかしく 昔し のこと ^ もお も ひいでら る X ま X に 

殘 しつる とりの あと こそ 悲し けれ わすれ かたみの こ 、ちの みして 

明治 三十 年 九月  ,  公正し るす 

その 詩と 文と は 一 横 卷に牧 めら れてゐ たが、 田 中 光顯の 手に入りて それに 「横 井 小 楠 題 三 

岡 八 郞寫眞 詩 及 八郞後 叙」 と 自署して 珍 襲して ゐ たの を、 今 は 多 摩 聖蹟 記念 會 に 寄附され て 

ある。 「裏の かた をう へに したる ま- - 見せ まゐら せけ る を」 は辭 令で あらう。 下山が いかに 

出さう とも それに 釣 込まれて は 小 楠 も 亦 五十歩百歩 だから。 . 

因に 右の 文 は 『由 利 公正 傳』 に は 「寫眞 、に 就ての 話」 と 題して 左の 如く 記して ある。 

むかし 慶應の はじめ 予 いましめ のこと あり 胸閉 未だ 入 Hi くと けず。 折し も 下山 尙氏命 を 奉じ 九州 

へ ゆ く 時、 肥 後なる 小 楠 先生に 無事 を 告げむ とひ そか に寫眞 一 葉を傳 へ たりければ、 いまだ 世に 珍 

らしき こと  >- て 拙な くも 逆さまに 出せし よし。 先生 大に笑 ひた はふれ に 詩 を 賦られ しょし。 後 

逆さまの ことの わかりて 詩 は 送られ ざり し が、 今 年 息 時 雄 氏 西 京に 來 り、 稿 中に ありと て與 へら 


Lo 予 く さ のむ かしの こと ヾも思 ひいで \ ものし ぬ 

明 治 三 十 年 九月  公 正しる す 

甲斐な しと 思 ひなから も濱 千鳥 ゆく へ もしれ ぬ あとの こすと は  . 


、ノ 曾 我祐準  , 

著者 は 本 傳記篇 を 草す るに 當 

り 親しく 小 楠に 面接した 事の あ 

る 人から して 小 楠の 風貌に つい 

て 聞いて 見たかった が、 明治 二た や 

正月に 殁 した 彼の こと を 確に 話. 

し 得る のは餘 程の 高齢の 人で な 

ければ ならぬ。 昭和 十 ハキの 事で 

あつたが、 先づ 九十 四 歳で ある 淺 

野長勳 にある 傳手を 以て 尋ねて 見る と 小 楠 は 知らぬ との 事。 次に 著者 は 共の 年の 夏 上京の 

際、 豫 て 知遇 を 蒙って ゐる田 中 光 顯. 石 黑 忠藤 (俱に 九十 歳 以上) 及び 淸浦查 吾 (八十 六歲) を訪ぅ て 

閱 いて 見る と いづれ も 小 楠と 面會 した ことがない との 事であった。 然るに 曾 我祐準 (九十 三 

橫井小 楠上卷 傳記篇  八 八 五 
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歲) は 曾て 幾 回 も 小 楠に 面會 して ゐる こと は 『曾 我 祐準翁 自叙 傳』 にも 記して あるの で、 德 富 

蘇 峰の 紹介に て 彼 を 熱 海の 別墅に 訪問した が、 時餘小 楠に つきて 物語れる 中に 左の 如く 沼 山 

津 訪問の 話が あ つた。 

曾 我の 訪問 談  私の 生地 筑 後の 柳 河に は 小 楠 先生の 門下が 澤山ゐ て、 此の 地で 「肥 後舉」 と 云へば 先生の 唱導す る 「實 擧」 

である 位 だから、 私 は 少年 時代から 先生 を 尊崇し 先生の 詩文 を寫 して 喑 誦して ゐた。 先生の 門 生なる 矢 島 源 * 

助 は 先生の 學說を 柳 河に 擴 めた 人 だが、 矢 島が 上方からの 歸途柳 河に 立 寄る と 「矢 島が 來 たから 何 か 新しい 

ことが 聞かれる だら う」 と 云って は往 つて 同人から 先生の 話 を 聞かされ 景仰して ゐた。 文久ニ 年に 他 邦 見習 

として 江 戶に往 くに は往 つたが 先生に 面會 する の 機會を 失した。 慶應 1 1 年に 長 崎に 遊學 した 時 先生の 一 一 甥 及 

び 江 口 純 三郎と 同宿して、 江 口が 「小 楠 先生に お 目に 懸 つてお 話 を 聞いて ゐ ると 何とも 云へ ぬ 良い 氣持 にな 

る。 流石に 大 先生に なると 違った もの だ」 と 先生 を荐 りに 讃 嘆して ゐ たの を 聞いて 成るべく 早く 謦咳に 接し 

たい もの だと 念じ 暮 して ゐた。 同年 十月 海軍 修業の 目的で 來舶 中の 英國 商船に 搭乘 して 長 崎 を 出帆し 八 ヶ月 

間に 亙り 支那 沿海 を 周航して、 翌 三年 六月 長 崎に 着 港し 柳 河に 歸 つたが、 更に 同年 八月より 向 ふ 一 ケ年 半の 

豫定で 日本 周遊の 途に 就く ことにな つたので、 何よりも 先づ 先生の 光容に 接したい と 思 ひ 肥 後に 向った。 熊 

本 城下に 一 泊して 案 內者を 雇 ひ土產 物と して 柳 河 名物の ス ツボン を携 へて 先生の 草 廬を訪 ふと、 春嶽 侯から 

の 贈物 だと 聞かされた 徂徠の 大幅の か \ つて ゐる十 一 疊の 客室に 請 ぜられ て 午前より 午後 晚 くまで 殆ど 一 日 

種々 の 高論 車說を 聞き 心肝に 銘 する こと 多く、 懦夫も 志 を 立つ と 云 ふ 感に打 たれた。 


横 井先 生の 說を傳 へようと すると 其の 一 面に のみ 觸れて 全體を 誤る 心配が あるので 今迄 誰に も 話さな かつ 

たが、 右 訪問の 際 先生の， 談話 中に 「今日の 時勢 は 大名で も 家臣で も 各 其の 分に 隨ひ國 家 的 見地から 盡 くす 心 

掛 がなければ ならぬ。 幕府 或は 朝廷から お 召 を 受けたならば 其の 行 はれる と 否と を 問 はす 自分の 意兒 を腹藏 

なく 陳じ 自分の 精神の ある 所 を 通す やうに せねば ならない」 と 云 ふ 話が あった。 これ は 柳 河 藩が お 召 を 受け 

ながら 病 氣と稱 して 出なかった 事が あった 爲 でも あらう か。 

叉 これ も 議論が 邀だ 六つ かしい ので 特に 語る こと を 避けて ゐ たが、 朱 子と 陽 明と にっき 先生 は 「朱 子と か 

曰ぶ 明と か 鬼 角 黨派を 立てる 事 はいかぬ 。朱 子で も 陽 明で も 目的 は 同じく 孔子に 達する 所に ある」 と 申された。 

其の 外に も當 時の. 事柄に つき 種々 話された が、 其の 中に 西洋の 勢力が 亜 細 亞に擴 がる 事に つきての 論が あつ 

たので、 私 は 前年の 航海に て 見聞した 新嘉坡 • 力 ルカ" タ • 上海 等に つき 話したら 先生 は 非常な 與味を 以て 閱 

かれた 云々。 

なほ 曾 我 は 著者の 爲に肥 後と 柳 河との 關 係. 柳 河に 於け る 肥 後 學柳 河の 俗 派と 攘夷 派. 鎮 夷 

派の 筆頭で 後に 小 楠 罪跡の 有無 を 探索すべく 彈 正臺大 巡察と して 熊 本に 来た 古賀 十郞. 小 稲 

の 士道 忘却 問題. 京都に て の 小 楠 訪問. 小 楠 遭難 當日 の 事. 伏 見戰& と 小 楠な どに つきて 與味ぁ 

曾 我の 感謝 る 談話 をな した 後に、 「當時 勤王と 鎮 夷と は 對 句の 如く 云 はれて ゐた 際に 私が 早く 世界の 大 

勢が 分る やうに なり、 「勤王 開國」 とも 言 ふべき 一 方に 偏せ す 横道に 逸れぬ 素直な 立場に 居 

て、 終始 一 貰 渝ら ざる 方針 を 以て 今日 迄 やって 來 たの は 全く 小 楠 先生の 賜で ある」 と 感謝の 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  .  八 八 七 


者 著 と （左て つ 向） 準 祐 我 曾 
(影 撮 「J 八十 月 七 年 十 和昭） 
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意 を 述べた。 いかにも 曾 我が 此の 偉人に 面接して 親しく 敎を 受け 

對し裨 ハ發， を齋 したに 相逮 あるまい。 彼 は 此の 點に 於て 確に 幸福で 


これ は 春嶽の 述懐の 詩なる 「雲霧 心に 塞り て 幾年 を か經た る、 一 

廷 當 日 無 爲の化 も、 只 平生 自然に 任す るに 在り」 に 次 韻した 小 楠の 

八 八 八 頁) 曾 我 は 右 談話 中小 楠 を 「大 先生」 の尊稱 を：^ つて 呼んだ 


八 八 八 

たこと は 彼 一 生の 行路に 

あった。 曾 我 は將に 物語 

を 終らう として 淀 

みなく 左の 詩 を 口 

吟 した。 

斯の 道懷に 在る 

こ と 三 十 年、 公 に 

向って 一 日 始め 

て 天を談 す、 天 行 

は 此の 如し 公 看 

取 せ よ、 雨 雪 風 雷 

も 自然に 發 する 

を 0 

夜 快く 霽れて 靑天を 兑、 虞 

有名な 詩で ある。 (遣 稿篇 

ことが 幾度 もあった。 そ 


れは 彼が 小 楠の 高弟 池 邊藤左 衞門を 

曾 我 は當時 視力 は 失明に 近き 程に 

の で、 無論 百 歳の 壽を 保つ 

にも 其の後 數 ヶ月に して 

墅 前にて 記念の 爲に 撮， 


りして ゐた 

げ た が、 意 外 

眞は 此の 時 


n 力 


先生と 呼んだ 關 係からで も あら 

減退せ る も 他に は 著 串 3 なく 頸る 

こと.^ 思 は れ、 眞 に 聖代の 人瑞だ 

薨去した こ と は 痛惜 の 至りで あ 

影した もの だが 恐らく は 最後の 


ラ 力 

元氣 

と 祝 

る 0 

も の 


穴 家計の 困乏 春嶽の 好意 


/ 

力 

を 


楠の 父 及び 兄の 

家督 を繼 いで か 

つた。 師を思 ふ 

りて 更に 師と親 

した。 それでも 

して 金の 才覺を 


力 ら 

ら i 一 

門弟の 

戚關係 

歳末と 

せ ね 、ま 


は 已 

へ の 

な し 


撗 井家 は 小 楠の 父 及び 兄の 代から 家計 は 決して 豐 でなかった こと は 巳に 

家計の 窮狀 あるが、 小 楠 

は 之が 爲で 

人つ せ 子に 

入れて 世話 

り、 或 は 負債 

て ゐるひ 

扨 相 願 僮 候講、 德永 御申談 じ  一 口 御 加り 千 萬 忝 候。 御 庇に て 困 i 恥 を 凌 大慶 此 事に 御」 m 候- 
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家計 は 決して 豐 でなかった こと 

曆 不如意と なった やう で、 沼 山 律 

內には 謝 鱧 以外に 物質的 補助 を 

に 入つ た 矢 島. 德 富. 竹 崎. 河瀨は 情誼 も 

か 盆と か 特別に 入費 を 要する 時に な 


に 

兹 

で 


ならなかった こと は、 左記の 書面 ゃ證文 


て 記 憶 も 

しつ i 別 

i  •TV*  Irf  7 

あらう 。一 


記述した 

居の 主な 

が、 中 に も 

一入で 特 

と、 或は 講 

力 それ を 


し つ か 

れを吿 

彼の 寫 


通りで 

る现. H 

ん右 TS 

に 身 を 

をした 

證 明し 


五十に 迫老 書生 不レ 
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圖 家督 相繽、 大破の 餘を 受け 誠に 困 翁の 仕 合 痛心 御 察 可 レ被レ 下 候。 乍 レ然諸 友の 助に て 無事に 越年いた し大 

に 仕 合に 存候。 (遣 稿篇 「蒈 簡」 五三) 

扨 四 郞弟歸 りに 刀 拂之儀 相 願 候處御 心配 被レ 下、 いまだ 可レ然 相手 も無レ 之、 就て は 三百 五 拾 目 之 處御取 かへ 

被 レ下御 厚情 忝々 拜謝 難- 1 申盡- 御座 候。 あり 様當 は 先代 三年 忌に て 盆 仕舞 誠に 困窮に 御座 候處 御蔭に て 苦 

界を 逃れ 大慶 此 事に 御座 候。 (遣 稿篇 「誊 簡」 五 九) 

.  證 文 

1 、 錢 壹貫五 百 目 也 

但月壹 歩 利 付 

右 者私镇 無レ據 入用 之 儀 有レ之 借用 仕 候。 來 午の 秋 迄に 無- 1 相違 了 返 辨可レ 仕 候。 尤爲 n 引 當> 大小 壹腰 g| 剛 御 
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金の 相場 は 昔 は 今の 十倍に 當り はする が、 右 位の 金に 對 して 武士の 魂と も 云 はれて ゐる刀 

劍— 小 楠 は 非常に 刀劍を 愛し はした が、 そ れを 餘り賴 りと はせ す、 武 士の魂 は 刀でなくて 此處 
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だと 胸 をた X.S たとの 事 だ 

らる M ではない か。 

然るに 安政 五 年 福 井 藩 の 

計も豐 とな り、 隨 つて 旣 記の 

井 藩より の 扶持に も 肥 後 藩 

る を 得なかった。 ことに 小 
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^十六 章 沼ぬ 沐の問 居.  八 九 二 

卷嶽 が隱居 謹愼を 命ぜられし 時、 其の 嚴譴の 事を傳 へ 聞いた 橋 本 左 內は中 根雪 江と 偶に 事此 

に 至れる は 吾輩 二人の 罪な り、 若し 責罰藩 公の 一 身に 止まらば 吾輩 は 唯一 死 あるの みとて 兩 

人 死 を 誓 ひ 決然 幕 命 を 待つ た。 此の 事 を 私 かに 春 嶽に吿 ぐる 者が あつたので 彼 は 大いに 驚 

き、 直 ちに 左の 親書 を 裁して 使を馳 せて 死 を 止めた。 

蒙 n 厳科， 候は覺 悟の 處 今更 不 n 驚駭？ 是迄之 忠誠 貫 n 日月， 候 は 感服、 萬々 家臣の 蒙レ罪 候に 不レ 及は國 家の 幸甚 

に 候。 我に ぉゐ て所レ 喜、 尙彌任 重 候 間 後 来の 所 申 談義 も 可 レ有レ 之、 愕然の 餘り 卒爾の 義有レ 之 候て は 我 を 見 

拾 候 也。 

中將 戊 午 七月 五日 夜 

左 內 

左內 はこの ために 死す る を 得 す、 爾 來專ら 春 嶽の冤 辱 を 雪がん として 勞思傷 神 形骸 殆ど 消 

泰嶽の 小稀禮 削す るに 至った とのこと である。 吾が 藩士に 對 しても 斯く 懇切なる 春 嶽が小 楠に 對 する や、 

0 

賓師 たれば 之 を 敬す ベ き は當然 のこと では ある が、 三 家の 一 たる 田 安家よりの 出で. 親 藩の 主 

たる 彼と して は 如何にも 鄭重 を 極 め、 彼 の 小 楠に 與 へた 和歌 や 手簡な ど を讀む と、 其 の 情緒の 

濃 やかなる 眼險の 熱する を覺 えしめ る ものが ある。 江戶 にて 刺客に 遭 ひて 後の 小 楠に 對す 

る 處 置、 細 川 家に 對 して 其の 責 罰 の 寬恕を 乞 へ る 心 盡 くしな ど 眞に 至れ り 盡 く せりであった 

こと は旣 記の 通りで ある。 


小 楠の 家計が 上記の 如く あるべき を疾 くに 察知した 春嶽 は、 小 楠 歸國後 間もなく 肥 後 藩に 

對 して 其の 救助 方に 關 する 交涉を 始めた。 それ は 元 治 元ハ牛 五月 十六 日 肥 後 藩 政. 府が 在京 奉 

行 副 役 藤本 常 記に 命じ 横 井 平四郞 救助に 關 する 交 涉の件 を 承諾す る 皆 を 越 藩に 通達せ しめ 

た 左の 文書に よって 分る。 

以， 1 別紙, 申達 候。 横 井 平 四 郞傣幅 井 侯より 追々 御 借 受に相 成、 屹度 御 爲に相 成 候 傣有レ 之 候 付、 乍 レ聊御 助力 

被 レ成度 御 差 障 N 筋 は 有 レ之間 敷 哉との 趣、 沼 H 勘 解 由 在京中 彼 御 藩 酒 井 十 之 允より 懸合 候. S 之處、 典 後御國 

往復 之 問に 追々 間 逮有レ 之是迄 返答 及， 1 延引 1 居 申 候。 右 は 勿論 御 差 障 之 筋無レ 之、 平四郎 にお ゐては 如 3： 計難レ 

有可レ 奉レ存 哉。 御 都合 次第に は 御 留守居より 取次 相 達 候 も 不レ苦 ibi 、十 之 允 も引拂 後に 候 はぐ 彼方 御 留守居 ま 

で 中 山 平左衞 門より 內々 通達 之 傣可レ 有 n 御 申談， ぼ以 候。 以上。 

五月 十六 日  御 奉行 中 

き す 一口 

猶々 是迄 延引 之 段 も 程 能 被，， 申述， 候 様との 儀 も 御 咄合可 レ有レ 之 候。 以上。 

之に よると 越 藩よりの 小 楠 救助 は 此の 書面の 日附 後に 始められ たこと --思 ふ が、 そ れが： 1: 

時 頃から どうい ふ 風に 實 行され たかは 詳か でない。 然し 後に 記せる 小 楠より 松 平 源 太郞へ 

の 誉簡中 「沼 山の 匹夫 1 ゆ 年 之 御 恩賜に て餘 命を蘩 ぎ 云々」 と あるの を 見ても、 又 元 田の 『F: ぽ 

唇 之 記」 中に 「先生 是 より 沼 山の 村 莊に隱 退して 世俗 人に 通ぜ す 、家 祿 無く 生計 日に 拙し。 

横 井 小 楠 上卷 傳記篇  .  八 九 三 
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,  (文 久ニ年 元 田 江戶ょ h- 歸闺 の際與 へし もの- 

春嶽 公より 金を始 りて 其 窮を救 ひ 家計 を 立つ、 余 曾て 先生の 惠與金 三十 五 圓を返 進して 其の 

用に 供す」 と あるの を 見て も、 越 前から 補助の あった こと は 間遠ない。 小 楠の 貧窮 は 日を逐 

うて S だしくな り 行く ばかりで あつたが、 慶應ニ 年の 秋來 熊した 下山 尙 によって 其の 家計の 

狀況が 松 平家 始め 越 前 同志の 耳に 入った ので、 今更の 如くに 驚いて、 上記 小 楠より 二 甥へ の 書 

簡 にも あり、 又 松. 平家の 文書 『慶應 二 年 丙 寅 漫錄』 に 「横 井 平四郞 勝手 向 難 濉に落 入 候 旨 御 

承知に 付 金子 御 贈りの こと」 と 記しても ある 通り に、 松 平家と 越 前の 同志と より 金員 を 贈つ 

て來 た。 金額 は 松 平家より は 首兩、 同志より は 五十 雨であって 共の 當時 では 大金であった。 

小 楠 は 之に 對 して 十二月 十日 付に て 御 側 用人た る 毛 受鹿之 助に 書面 (遣 稿篇 「書； 商」 一 七 七) 

を 出して、 

拉は當 年 柄 別て 不自由に 可， 1 相 成， と 被，, 思 召 出 f 百 金 被 レ爲， 1 拜領 被， 1 仰 下 i 銘， 肝難レ 有 謹で 頂戴 仕 候。 當暮 

は 金 極之究 地に 落 入 可レ致 様無レ 之、 拱手 罷在 候處、 御 恩賜 飛 降 誠に 積 欝を散 じ 春風 無限 之 至に 御座 候。 先不， I 

取敢， 御手 元 迄 御 禮申上 度 云 々o 

と 申し送り、 翌 三年 正月 三 日付に て 村 田 巳 三 郞外四 名に 宛て 出した 禮狀に は、 

舊職は 老公 様 被， 1 思 召 付？ 金子 拜戴 仕、 誠に 以難レ 有 仕 合に 奉レ存 候。 其 上に 御 同志 之 諸君 御贈惠 被， 一成 下 i 

拜謝 難-申 盡, 奉レ存 候。 御 承知 被 レ下候 通り 非常 之 嚴罰を 蒙り 日月 を 押 移候處 莫大 之 借金 相 重^、 去暮に 至り 

何 之 手當も 無レ之 唯々 拱手 罷在 候處、 大金 飛 降、 春風 吹 起り 堅 氷 積雪 一時に 消融仕 候。 


と 記し、 なほ 同年 正月 十日 付に て 本多修 理. 中 板 雪. 江に 寄せた 書 狀 (遗 稻篇 「書： 一 g 」 一八 一) 中に 

は、 

嚴 罰以來 無策 無 術に て 一 年々々 と 押 移 居候 處、 去 夏 左 平 太 兄弟 洋行 莫大 之 出費 打 重り、 に 至りて は S 以 

致 方 無二 御座， 拱手 罷在 候處、 老公 様 被 二 思 召お， 金子 拜戴 仕、 且諸 君子 之 御 助力に ていお 陰 積雪 一時に 融解に 至 

り、 快哉 之 春風 を 迎へ申 候。 誠に 拜謝之 申 様 も 無二 御座， 候。 

と あ り、 又 同月 十四日 付に て 松 平 源 太郎に 贈った 書面 (同上 二 八 二) に は、 

然ば 御社 中 御 助力 尙叉 被， 一 贈 下 一 誠に 意外 之 御 惠投、 御 厚情 之 至り 拜謝難 U 申盡， 奉レ存 候。 先便に も 得 n 贵意， 

候 通り 御 庇に て 去 暮之翁 迫 相 凌可レ 申處、 此節之 御 助力に て は 十分 之 仕 合、 近年 至窮之 貧家 俄に 光華 を 發し滿 

堂 春風 を迎、 則 御 廻し の 姓名 諸君に 拜 謝さし 出 候 云々。 

なる 文句が ある。 此の 松 平への 書狀 によると 越 前の 同志から 引繽 いて 更に 送金した ものと 

見える。 小 楠 も 春嶽を 始め 越 藩 同志よりの 此の 厚意に 對 して は餘程 嬉しかった と 見え て、 ど 

の書狀 にも 抑へ 切れない 歡 喜が 溢れて ゐる。 なほ 小 楠の 窮境に 同情せ る春嶽 は慶應 三年 正 

月 十二 日に 細 川 越 中 守に 左記 一書 を 認めて 其の 復籍 を 懇請して ゐる。 

小 楠の 復籍 を 態々 一 筆 啓上 仕 候。 春 塞甚敷 御座 候 處先以 御 全家 様 御 揃 愈 御 安寧 被レ成 n 御迎陽 I 珍重 奉 レ^ 候。 拨 は 其 御！； 典 

0 へ る春嶽 の 

誊 M  も 御座 候 御 義相願 候 は 恐縮 之 至 御座 候 得 共、 横 井 平 四郞義 先年 厳罰 を 蒙り 此節は 極々 困 翁 罷在候 由。 右-は 

素々 小生より 相 願 出府 中 之 不調法 故 第 一 貴家へ 對し奉 n 恐 入， 候 は 勿論、 同人へ 對し 候ても 實以氣 之 素^ 居候 

.  横 井 小 楠上卷 傳記篇  八 九 五 
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事に 御，。 唯今に て は 彼是 余程 歳月 も 相 立 候 事故 何卒 相 成篇に 候は.^ お 格 之御憐 評を 以 F 星-纏 於- 

い 生， 只 候。  先 は右 之 段 相願且 時候 御見舞 旁 如 レ此に 御 I。 書餘期 I 曰 之， 候。 恐惶 警。 

, W 月 十二 日  松 平 大蔵 大輔 

細 川 越 中 守 様 

, 右 書翰に 對 して 細 川 越 中 守の 返書 は 左の通り。 

正月 十二 曰 之 貴翰 拜誦仕 候。 如， 仰 ||候處被，爲，摘 愈 御 直被レ 成- 御座 r 妻 之 豪レ存 候。 然ば横 井 

一 卒 m 郞事 付て 樓ま， 示 丁 趣 具に 拜承 仕、 御 lis, 存候。 右 は ，之 御 相談、 殊に 年 序 も 大分 相 立 候 

. 事に 付 奉 レ對， 候ても 如何 Ife- 謹 加 へ 可レ 申處、 蒙 之 國翁レ 之 候 迄に 無レ 之、 粗 御 案內も 被レ下 候お 

り 弊 藩 之 管 偏 固 春 俗にて 都合 次 譲 中 一 統 之人氣 にも 致 二 關係- 簡 容易に 取扱 も六ケ 敷、 去と は奉レ P 

貴兄， 何 鬼 角 等閑 之 形に 相響甚以 心痛 仕候 得 共、 聊 左靈譯 柄に 無， 之簡、 lis 傣 さま レ惡御 了 & 

被 レ下候 筆レ希 候。 追て 能 時節に も 覆？ 素り 無二 油 斷太」 つ 籠-可 レ申 奉レ存 候。 先 は 右 奉答 計艸々 如レ邦 

御^ 候。 恐惶 謹言。 

$ ^中 守 

四月 二十日 

大藏 大輔様  . 

泰^が 小 楠 復籍に つきて 細 川 家に 交涉 したの は 此の 時限り ではなかった らしい。 d 楠 は 

其の 好意 S し 5 痛く 感激し 慶應 一一 一年 九. - 十二 曰附 にて 5 源 太郞に 贈つ S 翰 (遣 稿"" 


「薔 储」 一八 七) 屮に 左の 如く 認めて ゐる。 

宰  11 ハ 母.々 御 直 書に て 小 拙 救恤之 御中 込 被 レ遊候 段 被 .-1 仰 下 I 誠に 御 懇篤 之 思 召 九拜雞 レ^ 堪 n 感淚 -不レ 中^。 

然る 處此許 之 儀は是 等の 筋 殊に 嚴 重に 有 レ之候 間 沼 山の 匹夫 毎 ギ之御 恩賜に て 餘命を 紫ぎ、 何 之 ひ"^ も 無 こ 御」.^ - 

； 大命に 安 じ！ 能 在 候 間 此段は 御 聞 S 可 レ被レ 下 候。 

然るに 卷嶽の 復籍に つきての 申込に 對 して 細 川 家の 方で は 中々 むづ かしく 容 に閱 入れ 

なかった。 それ は 越 中 守 も 右春嶽 への 返書に 「弊 藩 之 義は偏 固 之 習俗に て」 と 書いて をる 

が、 旣記越 藩士 平瀨. 末松兩 人が 小 楠の 責箭 寛恕に 就きての 交涉顚 末を國 許に 報じた 書^  (木 n 

八 〇 二 頁) 中に も、 肥 後 藩に て は 刑典 之義 甚だ 厳重なる を 記して 居り， 小 楠 も 亦お 松 平 への 書狀 

中に 「是等 之 筋 殊に 嚴 重に 有レ之 」 と 認めて ゐ るので も 分る やう に、 肥 後 藩の 刑典と 慣例との 

爲 であった らしい。 結局 明治 元年 朝廷の 大赦の あるまで 士席は 復活せられ なか つた。 

七 二 甥 の 渡米 

士 道 忘 却 の 廉 を 以 て 士 席 を 差 放 た れ た 時 神 妙 に 伏 罪 す る と 同 時 に 、 「 左 平 太 兄 弟 成 立 次 

國家之 報恩 も 出來中 候」 と 門 生に 物語った 小 楠 は 二 甥 をして 國の爲 にも 家の 爲 にもお 用の 

村と なさねば ならぬ と 堅く 決意した。 右 責罰を 受けた 翌 年 (元 治 元 华) に は旣に 海軍 軍事 修梁 
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の爲に 海 舟の 塾に 入れた こと は旣 記の 如 


二 甥 長^に 轉 

學 


八 九 八 

だが、 其の 年 十 一 月に 至り 海 舟 は 突然 慕 命に よ 

り 江戸に 歸府し 軍艦 奉行の 職 も 免 

ぜられ 、間もなく 神 戶操練 所 も廢止 

さるべき 運命に なった の で、 月 と 日 

は詳 かで ない が— 慶應 元年の 初で 

あらう か— 二 甥 及び 岩 男 等 は神戶 

を 去つ て 長 崎に 移り 同地の 語舉校 


不 詳 

陸 奥 宗 光 

不 詳 


にて 勉强 する こと \ な り、 敎 師 フル 


甥 


横 井 左 平 太 

野々 ロ爲志 


ベッキの 宅に て 直 傳習を も 受けて ゐ 

た。 慶應 元年 八月 二十 二日 付に て 

左 平 太より 小 楠へ の書狀 (遣 稿篇四 

六 〇 頁) にある 如 く、 旣 に 二 甥 は 此の 

横 井大平 頃から 語舉が 進み 會話 など 達者に 

なったならば 水夫に でもな つ て洋 

行した き 希望が あり、 小 楠 も 亦敢て 

それに K 對 せす 好機 會を俟 つやう と 答へ てゐる (遣 稿篇 「書簡」 一 六 s が、 翌 二 年に 入りてから 


渡 米 


55 帆 前日 左 平 

太より 小 楠 社 

中 へ の 書面 


は 其の 計畫進 渉し 同年 四月 二十 八日の 便船に て 愈，. 渡米 の途に 就いた。 時に 左 平 太 は 二十 二 

歲、 大平は 十七 歳であった。 

因に 『伯爵 陸 奧宗光 遣 稿』 を 縦いて 見る と 其の 小傳 中に、 「伯の 京都に 在る や 勤王攘夷の 說の爲 めに 奔走し 始めて 土 藩 坂 

本 龍馬に 邂 返す。 龍馬 伯の 年少に して 而 かも 才 鋒の 銳利を 認め、 尙 ほ其才 をして 愈， - 老成 練 熟の 域に 達せし めむ とし 勸め 

て赏時 神戶に 於け る 勝 麟太郞 の 家塾に 入學 せし む。 伯 同 塾に 入りて 始めて 海軍の 技術 を學び 稍. - 泰西の 形勢に 鑑みる 所 あ 

り、 徒らに 無謀の 攘夷の 行 ふ ベから ざる こと を 察知せ り。 幾 もな く 滕氏は 幕府の 嫌疑に 因り 江戶に 召還 せらる k こと \ な 

り 其 海軍 塾 も亦糜 せられた る を 以て 伯 は 坂 本 龍馬 等の 一 行と 共に 長 崎に 寄寓せ り。 是れ 蓋し 慶應 二三 年の 顷 なるべし」 と 

あるが、 玆に揭 げた 寫眞を 見ても 彼 は 左 平 太 • 大 平等と 神 戶の勝 塾に ありて、 海 舟の 歸府 免職 後 兄弟と 同じく 長 崎に 來た 

ものと 見える 0 右小傳 中に 慶應 二三 年頃と ある はどう かと 思 ふ。 

左 平 太 は 小 楠 社中の 安場 外 五名に 出帆の 前日、 便船に 乘 組む にっきて 船長との 談判. 着米 後 

に 於け る 身の 振 方に 關 しての フ ル ベッキ 師の 好意 ある 配 慮. 渡 米 後の 決 意. 旅 費の 才覺 等に つき 

て 左の 如く 報じて ゐる。 

t  - . .  (泰吉 ) (俊 15 

尙々 金子の 儀餘り 莫大の 違に 相 成 候 得 共 致 方 無，, 御座， 候。 內藤 • 岩 男 引受 心配 仕吳 申、 二百 五十 兩餘俄 

に 借用 仕 候。 以上。 

一書 奉 U 拜呈， 候。 薄 暑の 節に 御座 候處 諸君 御 揃 愈 御 平安に 被レ成 U 御 渡 光 I 重 疊恐悅 之 御镜に 奉レ存 候。 次に 私 

共 儀 無 異に 罷過申 候 間 乍 レ憚御 休意 可， 被， 1 成 下， 候。 扱 私共 一 條 日 ゆ 上 候 通 春以來 周旋 仕 候 便船 も當月 九： n 

入津 致 申 候 間 直に 口 ハ より 船 將に中 入候處 一 切 請 合 不レ申 相 斷中候 間、 都合 四 度尙叉 談判 仕 候^ 共 同様にて^ 
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斷咿候 間、 此 節の 便船 は 相 止め 次の 船 を 相 待 候 方に 一 旦は 決定 仕 候 得 共、 餘り殘 念に て 次の 船と 巾 候ても い 

つ B 、に 參り候 や 一 切 相 分不レ 巾、 北 ハ上此 節船將 より 斷の 趣意 も 一 向に 分不 レー 候 間 何様 私共 存念の 儀船將 に- K 

通 致 兼 候と 相考、 夫より 尙叉 ti ハに罷 越 此節は n ハ 同道に て 船將に 面會仕 私共 志の 儀 を 十分 說き 如何 成譯に 

て 相 斷候ゃ 其處を 委細 承 可 レ申猜 にて 口 ハ に罷越 候處、 ハ 云に 今 一 應 自分より 私共 存念 を 咄可レ 申 候 間暫相 

待 候 様 中 候 間 其 儘に て 置 候處、 存外の 都合に て 船將も 左様の 譯 にて 候へば 差 支 不レ申 候 間此節 同船 仕 候と 兩三 

日 前に 返答 仕 候。 此節は 誠に 兩 君の 周旋 且 深切なる 事實に 感心 仕 候。 此後 新約 克ぇ着 致 上 睦 等の 都合 も 萬 事 

布 留邊幾 引受、 朋友に 書簡 を 認め 遣し 中 候。 右の 男 は ：5i 米 利加大 軍艦の 船 將を致 先年 當港 にも 參申候 由。 當 

時 ブイ a ソプ ー トと 申處に 造船の 總督を 被 レ命候 由に て 此 人に 私共 存念 を 布留邊 幾より 委細 申 越 相賴申 候。 

此男は 非常 之 人物に て 日本 を 開 候 存念 之 由に て 心 有人 は 好み 申 候 間寓事 都合 も宜敷 御座 候と 布 留邊幾 も咄し 

申 候。 ブイ。 ソプ I トと申 處は華 盛頓と 新約 克 との 間に て 新約 克 より 大體四 五十里 も 御座 候 由。 此處 も都會 

にて 大擧校 等 も有レ 之、 其 上 造船に 達 候 人に て は 船 之 事 は 萬 事 都合 も宜敷 御座 候と 奉レ存 候。 誠に 敎師は 厚き 

事に て 私共 出港 後 飛脚 船より 尙叉 書簡 を 認め 委細 先に 申 遣 3^ 可レ 申と 申 事に 御瘦 候。 此 後書 狀之御 取合 等は敎 

師 手元に 御 遣し 被-成 下， 候 得ば 相 達可レ 申， 左様 御 承知 可レ 被， 下 候。 

1 御 國元之 儀 頃日 嘉悅 様より 御 申 越 被 レ下逐 一 奉 n 拜承， 候。 誠に 非常 之 御 都合に 相 運び、 實に 諸君 御 盡カ之 

末 積 华之大 欝を散 じ 申 候。 何卒 此上は 順路に 運び 可 ye. 奉 n 祈願， 候。 私共 も此節 は不レ 斗に 行、 愈以 必死の 修 

行 仕 候 蒈 にて 乍, 憚 左様 御 承知 奉レ願 候。 萬 一 天命 不幸な りと 雖必す 一 人 は 生 を 全く 致 歸可レ 申、 其 上は聊 にて 


も 皇國中 輿の 御用に 相 立 可レ申 奉レ存 候。 此節は 段々 得 二 貴意 1 度 儀 も 御 庵 候 得 共 右 之 通不レ 斗に 行 彼是 取 紛巾 

候。 今晚 より 乘船 致、 明 早朝に 當港 出航の 害に 御座 候。 何れ 餘は 譲-後便 一 早 略。 頓首。 

四月 一 一十 七日 朝認  横 井左蓽 

き 勢 佐太郎 

安場 一平 様 

嘉悅市 之 進 様 

山 田 五次 郞様 

吉村嘉 善 太 様 

宮川小 源 太 様 

矢 島 源 助 様 

尙々 乍レ憚 時下 折角 御 自愛 御專ー に 奉レ祈 候。 奴 私共 此節乘 込 候 船 も 長さ 三十 餘隨 大船に て 御」 m 候。 火 

體百 五十 日 斗 も 懸申候 由に て、 左 候へば 九月 • 十月に は着仕 候と 奉レ存 候。 此節は 入費の 儀 存念 通と は^ 

(水夫) 

違 士官と 「マタ ルス」 との 違 ひに 相 成、 此 節の 船 は 無理に 相賴候 事故 何分 「マ クルス」 の 所に て は：；；： 不レ 

申、 金子の 儀 內藤. 岩 男兩君 周旋に 相 成 巾 候。 委細 兩 人より 言上 仕 候と 奉レ存 候。 定て御 配 意に 相 成可レ 

中、 如何にも 心痛の 至に 奉 レ存候 得 共 差懸候 事故 何の 虑置も 付不レ 巾、 偏に. { 且 敷奉レ 願^。 

(i  , 

一 宮川 様に は 平野 家より 私 迄 註文に 相 成候畫 未だ 出來 上り 不レ 申、 野々 口に 托し 出来次第 差 上 巾攸、 
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宜敷 奉レ願 候。 以上。 

旅費の 才覺  米國に 着して からの 擧資は 第二 段と して 差當 つて 必要な の は 旅費で ある。 外の 事なら す 

ぐに も 方策 を 運ら し 得る 小 楠に も 金の 才覺 だけ は 容易でなかった。 德富蘆 花が 其の 著 『竹 

崎 順 子』 に 此の 兄弟 洋行の こと を 書いて ゐる 中に、 「海軍 修行に 勝 海 舟に 預けて 居た 兄の 子 

左 平 太夫 平の 兩人を 米國に 洋行 させました。 旅費と 擧資 は、 門人と いふ 中に も 葦北の 德富兄 

德 富の 厚意 弟が 父 太 善 次を說 いて 貯藏の 古金 や 山を賣 つて 辨 じました」 と あるが、 もとく 兄弟 は 水夫 

となって 便船に 乘 組む 積り であった 豫箅が 狂 ひ、 德 富の 厚意に よる 金に て は 不足 を 生じた と 

見え、 當時長 崎に 在った 內藤泰 吉. 岩 男俊貞 等が 大いに 盡カ 工面した こと は 右左 平 太の 書面に 

記せる 通り だ。 それにつ き內 藤の 『北 窓 閑話』 中に 左の 記事が ある。 

慶應ニ 年、 三十 九 歳、 尙ほ長 崎に 滞在した。 四月、 先生の 二 姪 佐 平 太 及び 大 平が 亞： 米 利 加 行 を 決した。 俺 は 

大 平の 友人 に 旅費と して 金 百 五十 圓を借 受けに いった。 某が いふに、 四 五日 前大 平が 辭書を 借りに 來て當 

分 返却が 出来ぬ かも 知れぬ といって 歸 つた。 その 時 これ は 意味 あり 氣な こと X 氣 付いた が、 今 始めて 其の 譯 

が 判った とて 犬に 喜び、 その 妻女の 衣類 長 持 を 妻の 實 家に 預けて 金子 を 調達して くれた。 洋行の 準備 萬 端 は、 

野々 口 又 三郞と 相談した。 

友人 等の 仁俠 大 平の 友人 某と は 何人で あるか は 右 『閑話』 でも 左 平 太の 書面で も 分らぬ が、 此の 人と 云 

ひ、 德 富 兄弟と い ひ、 其 の 父と 云 ひ、 叉 内 藤. 岩 男と 云 ひ、 今 曰の 時勢に て は 想險も 及ばぬ 11^ であ 


る。 海外 留擧は 肥 後で は はじめて 弋 而も 國禁で あつたから ー 兩人 出帆 後 問 もな く禁は 解け 

姓名 を變ず たが I 左 平 太 は 伊勢 佐 太郞、 大平は 沼 川 三郞と 姓名 を變 じ、 渡米した ので ある。 小 楠 は 其の 出 

發に當 りて 左の 送別の 語 (遣 槁篇 「詩文」 甲、 SI 八) を與 へ た。 、の！？  (ifitsill^ リ 

小 楠の 送別の 堯舜 孔子の 道 を 明らかにし、 西洋 器械の 術を盡 くす。 何 ぞ富國 に 止ら ん、 何 ぞ 强 兵 に 止 ら ん、 

大義 を 四海に 布かん の み。 

心に 逆 ふこと 有る も 人を尤 むる こと 勿 れ、 人 を尤 むれば 德を 損す。 爲さんと欲する所^^る 

も 心に 正にす る 勿 れ、 心 に 正に すれば 事 を 破る。 君子の 道 は 身を修 むる に 在り。 

(原 漢 文) 

前者 は 二 甥の 着眼すべき 大方 針 を 示 し、 後 者 は 彼等の 修養に 關 する 鐵 則を與 へ て ゐる所 小 

楠の 魂 を 打 込んだ 送別の 語 だ。 此の 前 語に 就て は 高 梨 光司が 『日本 及 日本人』 の 昭和 十^ 

元旦 號に 載せた る 「横 井 小 楠と 小 楠 堂 詩 草」 なる 文章 中に、 小 楠の 信念と 理想と を 最も 端的 

に 現して ゐる もの だとな して 意見 を 述べて ゐる。 それに は 著者の 云 はんと 欲する 所 を 殆ど 

云ひ盡 くして あるから 左に 其の 部分 を轉 載しょう。 

右 語に 對 する 兹 で堯舜 孔子の 道と します の は、 東 洋古來 の 倫理 道德 或は 東洋の 精神的 文明の ことで ありまし 

高 梨 Q 見 

て、 此れ を具體 的に 現 はすた めに、 支那 古代の 聖 天子で ある 堯と 舜、 或 ひ は 東洋の 大聖で ある 孔子の 

名 を 用- Q たのであります。 それから 次の 西洋 器 機の 術と いふの は、 此 れは 機械の 發明 によって^ 
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じた 西洋の 物質的 文明 又は 科 學的丈 明の こと 

東洋の 精神的 文明と 西洋の 物！^ 的 文明の 結合 

於 て、 我 が 日本 帝 國の國 家と し て の 使命 目的に 

んと 申して 居ります。 今更 改めて 說 くまで も 

來の 我が 日本の 指 募 原理で ありました C また 

は、 此 の 富 國强 兵と いふ こと が、 與 つて 力 多い の 

兵 論者であります C 併し 乍 ら 彼 は 富 國强兵 だ 

の 最 高 使命と いふ もの は、 唯 阜 に國を 富 ま し、 兵 

に 一 暦高尙 なる 一 大 理想と いふ ものが 舞； くて 

大義 を 四海に 布く と 云 ふこと であります。 玆 

此れ を 日本 精神に 依つ て解釋 すれ ば、 皇 國の本 

そ こで この 語 の 大意 を 約め て 申し ますれ ば、 東 

近代の 機械工業 を 中心とする 物質的 文明の お 

更に 我が 日本 帝國の 使命と し て 天地 宇宙 間に 

あります C 而 して 此れ は 小 摘に 取って は 一個 

あります C それ は 小 楠が その 唯一無二の 親友 

の功勞 のあった 元 H 永 孚に與 へた 手書 を 見 れ 

ふる 者が あったなら ば、 先 づ その 使 命 を 奉じて 


し つ UT 

を 指す ので あ ひま 十. c 卽ち 此の 前後 二 句に 依って 

を說ぃ て 居る のであります。 而 して 更に 第 三 句 に 

移り まし て、 何 ぞ 富 國に 止ま ら ん、 何 ぞ强 兵に 止まら 

な く、 富 國强 兵の 四 字 は、 開 國 進取と 相 並ん で、 維 新 以 

實 際に 於 て、 世 界の 驚異に 値する 近世 日本の 興隆に 

であります。 横 井 小 楠 も 一面に 於て は、 勿 0 富 國 0 

け で は、 滿 足 致さない。 卽ち小 楠の 說に 依る と、 國 家 

を 强く すると い ふ だけで はいけ な い。 そ こ には更 

はならない。 それ は 何で あるかと 云 ふ と、 第 四 句の 

で 云 ふ 大義と は 所謂 正 鼓 人道 2 ことでありまして- 

義と 中し て も、 敢 て 差 支へ ありません。 

洋古來 の偷现 道德を 基調と する II 祌的 文明と、 西洋 

のく 其の 長所 を 採つ て、 國 家 を 富强に 晷 くと 共に- 

一 貫す る 正義 人道 を 世界に 宣布し ようと 云 ふ の で 

の 空想で も 何 で も な く、 貨 際斯 樣に考 へて ゐ たの で 

で、 後 に 明 ： お 天 お 土  Q 侍講と し て、 君 德 大政の 上 に 非 常 

ばよ く 分ります。 それに はせ の 中に 若し， y 分 を 用 

米 國に赴 き、 米 國 大統領に 就て 平和 條約 を綺 結し、.^ 


て夂 " 1: に 渡つ て 同様の 倐約 を 

而 して 流石の 元 田 も 小 梳の此 

揚 して 居ります 0 

撗井小 楠の 一 代に 卓絶した 見 

て 申します と、 小辅は 精神的 帝 

界 平和主義者と 申し て も、 宜 し 

今 H の國際 聯盟と か、 世 界 軍縮 

作の 意見 を、 今 か ら 八. 九 十 年 前 

の 一 大先覺 者 た る 所 以 で あ つ 

ろ、. K に 多大で あると 思 ふ の で 

最早 右に 蛇足 を 添へ る耍も 

化の 衣裳 を 着せようと 云 ふ 所 

となして 外 國を俊 略す る の で 

ら かに すれ ば、 必 す 道義 を 基礎 

ベ し 」 と 云 ふ 彼の 信念 で あ つ 

十 ハ牛後 の 今日 の 所謂 皇國 精祌 

後 を 照 す どころではない。 

横 井 小 楠 上卷傳 記爲  九 〇 五 


締 結 し て、 世 界 の戰爭 を 停 止させる とい ふ こ と を 書いて ります。 

の 一大 抱 食に は 感服 致しまして、 「其の 識 1=^ 世論の 外に 出づ」 と 称 

識の 一端 は、 此 れに 依っても 窺 はれる ので ありま す。 卽 ち 一 首 に し 

國 主義 者 • 文 化 的帝國 主義者であります。 或 ひ は國際 協調 主载 f 世 

いのであります。 而 して 此れ を 他の 方面から 観察し ますと 小 楠 は 

會 議 と か、 或 ひ は 不戰倏 約と か 云った やう な、 種 々の 戰邵防 止 •； 牛 和 ェ 

の 幕末 內外 多事の 際に 主張 致して 居る のであります。 此 所が 小 摘 

て、 小 楠の 舉 問と K 識 は、 今 曰の t 代に 於いて も、 我 々 を 啓發 すると こ 

あ り ま す 0 

な い が、 最 初の 二 句 は堯舜 孔子の 道 を 骨^に して それに 西洋 文 

謂 東 魂西才 で、 彼の 理 想 と す る 所、 第 三 句 以下 は 日本 を 窗 國强國 

は な く、 四 海に我がぉ本特^^の文化を布きて以て我が皇道を明 

とする 眞實の 世界的 平和が 招来 せられて 「此の 道 本朝に 興る 

た。 さすれば 小 楠の 现 想と 信念 は 右 五.？ に盡 きて ゐる。 じ.. 八 

は 夙に 彼の 道破す る 所 で あ つ て、 首 百ハ やの 前にお つ て 識百ハ やの 
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此の 故に 右 送別の 語 は、 今 日で は皇國 精神の 定義の 如くに 多くの 人の 口にする 所と なって 

ゐ るが、 具眼の士 は 夙に 之 を 愛誦した もので、 小 楠の 親友 下津休 也が 明治 七 年 I 小 楠 殁後五 年 

—に 時事の 危急 を 憂慮し 病 軀を驅 つて 上京した 時に も 此の 語 を 和 田 耕 雲に 書せ しめて 岩 倉 

具 視に呈 して ゐる。 それ は 岩 倉が 新 政府に 於て 最も 有力で あつたのと 小 楠が 參與 時代 彼 か 

ら 特に 厚く 信賴 されて ゐ たからで も あらう。 元 田 は 此の 時の 事 を 『還曆 之 記』 中に 左の 如 

く 記して ゐる。 

休 也 翁の 來るゃ 論. 語 堯曰篇 中 萬 方 有レ 3 非 在 一一 朕 躬 一の 句 を 和 田 耕 雲に 誊 せしめ、 菊 池 家の 古文書 武重相 

談寄合 衆の 狀を 併せて 之 を 聖上に 獻 上し、 又 大學の 秦誓篇 と 横 井先 生 二 姪に 送る の 語 を 耕 雲に 

誊 せ し め て 岩 公 に njl^ せ り。 皆 其 愛 君 憂國の 誠を寓 せられたり。 岩 公大に 之 を 喜 び、 余 を 招て 其 解 

釋を聽 き 且其意 を 記せし む。 又 宮中より 品物 を 賜 ふ て 其の 注意の 厚き に酬 はれたり 0 

元 S 東 野 も 亦 兄弟の 爲に 「橫 井二 子の 米國に 之く を 送る」 なる 左の 一 首を贐 けて ゐる。 . 

元 5 の 送別の 丈夫の 志 氣 は 蒼弯を 貫 く、 碌 々何ぞ て 世と 同じから ん、 海 軍 を 起して 我が 武を揚 デんと 欲 

等 

す、 須 らく 國論を 開き 天工 を 極むべし、 一 身 主に 拋 ちて 唯 道を弘 め、 萬 里親 を辭 して 功 を 計ら 

す、 双 筒の 丹心 炳 として 火の 如し、 歸來爾 を 待ちて 群 蒙 を 啓かん。 

右の 送別の 語と 詩と を惠 まれた 兄弟 は 大いに 感奮して 皇國 のお 爲 にならねば ならぬ と 心 

竊 かに 餐 つたで あらう。 兄弟の 渡米 は 現今の 航路と は 違って 長 崎を發 して 支 邪 海 を經、 スマ 


トラと 爪哇 との 間の ス _ ンぱ 海峽を 通りて 印度洋に 入 り、 遠 く 喜 望 峰 を 廻りて 大西洋 を 西に 合 

衆國 新約 克に 向った ので ある。 帆船の こと- -て長 崎 出帆 後百數 十日の 長き 航海 を繽 けて 漸 

く 十月 廿日 前後に 到着した。 其の 着米の 時の 模様が 『ラ ットガ ァ ー ス 大舉 沿革 誌』 の 日本 留 

擧生 にっきて 記せる 項に 揭げて あるから 左に 轉 載して 見よう。 

(日本 留擧 生の こと)  (慶應 二 年) 

二 甥 着米 時 G 彼等の ある 者 は 全く 何等の 豫吿 なしに 突然 米國 にやって 來 たので ある。 一 八 六 六 年の 秋絲 育へ 丁度 入港した 

ヒー 一 a や a/ 

ばかりの 帆船の 一 船長が 一 一人の 日本 靑年を 連れて 同市の ダ ツチ • リフ ォ ー ムド敎 會の外 國傳導 局 事務所 を訪 

問し た 。 牧師 の ^rl;TVI メ 1 ソ、 S 博士が 之に 逢って 見る と 當時長 崎に 滞在し て 後年 有名 になつ た ガイ a . ェ 

フ • フルべ ツキ 氏からの 親切に 面倒 を 見て 遣って 吳れ との 紹介 狀を 持參 して ゐる。 一 一人 は僞 名して 伊勢 佐 太 

郞. 沼 川 三 郞と稱 した。 後 彼等 は 一一 ュ ー ブルン スゥヰ ックへ 連れられ たが、 ァ 夫人 ゃ牧 1  ぜ 

1 ムス •  ロメインの 未亡人— 口，^^^: 夫人が 大いに 同情し 彼等 を 懇切に 世話して やった。 そして 「グ ラン マ，.' 

スク ー ル」 に入擧 せしめ、 マ ックレ ー 氏の 家庭に 入れて やった。 餘り 永らく は滯 在し なかった が、 問けば 日 

(曰卞 部 太郞の こと) 

本へ 歸 つてから 間もなく 死亡した よし。 此ー 一人の 者より 少し 遲れて やって来た 他の SH:^ は 前記の 一 一人より す 

つと 長らく 滞在した。 

ラけト ガァ. I 右 ラ ットガ ァ I ス大擧 は 合衆國 一一 ュ 1- ゼル シ ー 州の 一一 ゥブ ルンス ゥ ヰ ックに 在 る が、 同大 擧 の 卒 

ス 大學    .  I 

！  業 生、 勺 ー ムス • ェ チ. バ ラ ー は文久 元年に 宣敎師 として、 口 バ ー ト-ェ チ. ブル ンは 同年に 公使と し 

て、 ゥ や リア ム. ェ リ オット. グ リ フヰス ェ I ドヮ ド. ヮ レ ン. ク ラ ー ク マ- 1 チ ン. ネ ピウス. ワイ マック 

撗井小 楠 上 卷傳. SI  九 〇 七 
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へ，， ：ン， リ nl.—tr 「ゥ  1:1 の 四 人 は 明治の 初年 敎師 とし て、 泰 西 文明と 接觸 して 間 もない 日本に 來り. 

文化 事業 上に 重要なる 役目 を 演じた。 右の 如く 文久 元年 以來 日本と 關 係が あるの で、 合 衆 國 

に 渡った 最初の 留擧生 は 此の 大擧 に擧ぶ もの 多 く、 文 久 三年 以來十 年間に 約 四十 人の 日本 留 

舉 生が 入り 一 時 十三 人 もゐた 事が あった さうな。 

へ， 15 米 後の 二 甥 横 井 兄弟 も はじめ 此の 大擧に 入った が、 右 『沿革 誌』 にある 通り 本 大舉に 長く は 居な かつ 

た。 其の後の 滯米 問の 消息 は 正確に 分らぬ が、 明治 元年 九月 中旬 小 楠が 京都より 宿 許 及び 在 

米 兄弟へ 送った 書狀を 綜合して 見る と、 兄 弟の 目的 は 航海 修. 業 で あ る が、 米 國 にて は 航海 舉校 

に 外 國人は 一切 入校 を 許さぬ 規定であった。 それにつ き 左 平 太 兄弟が ワシントン 政府に 交 

涉 して、 日本 政府からの 依賴 あらば 日本人 六 名 は 許可す べしとの 答 を 得、 それ を 小. 楠に 中し 越 

したので 、小 楠 は 太 政 宫 で 取 調 ベ て 見る と、 外 國 知事 小松帶 刀から 其の 件は旣 に米國 より 通牒 

があった ので 我が 國 政府より せ 费留擧 生と して 兄弟 及び 越 前の 八 木 八十 八 (後の 日 下部 太郎) 

と 薩州人 一 名の 外に 在米邦人 二 名に 人選 も 決定 し、 擧 資 も米國 よりの 申 越 通り 五 百 ドル 支給 

の 害で、 此の 人達の 藩主に 異議なくば 直ちに 米 國に賴 み 遣 はす 事に なって ゐ ると 聞かされた 

が、 其 の 後 伺 二十日 付の 宿 許への 手紙 (遣 稿篇 「鲁 簡」 二 一  五) に は 「兩人 共に 航海 修行 太 政宫ょ 

V 被， 一 仰 付 一誠に 以無， 一存 懸ー 次第」 と 申し送って ゐる。 初 兄弟の 渡米 は 肥 後 藩の 諒解の 下で、 藩よ 

り 多少 舉資の 補助 も 仰い では ゐた が、 今 回 太政官 より 留舉を 命ぜられて 多額の 支給 を受 くる 


日本 留學 生の 

^死に つきて 


ことにな つたので 小 楠の 歡喜 は譬 ふ る もの もない 狀 態 で あ つ 

生 とし て 上記 航海 舉校 に入學 し、 或は 擧 業に 從 事し、 或は 實地練 

などして ゐ ると、 明治 二 年 小 楠 遭難の 凶報に 接した。 兩人は 直 

慰めん とも 考 へた が、 曩 に 國を發 する 際に 小 楠 は、 時 勢斯 くの 如 

も汝等 決して 復柳を 企圖す ベ からす。 必す 己が 志す 所の 業 を 

と を 期すべし と 戒められて ゐ るの で、 之 を 水泡に 付せ しめて は 

業 を勵ん だ。 弟 大平は 滯米滿 三^になる かならぬ に 肺 を 病ん 

熊 本英擧 校の 創設に 盡カ中 明治 四 年 二十 二 歳で 死亡し、 横 井家 

兄の 左 平 太 は 滞米 六 年に て歸 朝した。 左 平 太 は はじめは 航海 

法律の 舉を 擧んだ やう だ。 歸朝後 間もなく 再遊の 命 を 奉じて 

月 元老院 權少 書記官と なった。 彼 は弟大 平の 病氣 看護に 際し 

が、 同年 十月 亦 三十 一 歳 を 以て 肺疾 にて 死去した。 

因に 左 平 .K  、大 平より 後れて 慶應 三年 二月 長 崎 を 出發し て 渡米 

下部 太郞 は、 か Q 地で 兄弟と 親ー乂 あり、 小 楠の 世話 に も な り、 將 來 を 

半に て 同じく 肺疾 にて 客死した。 上 三人 皆 肺病 1 結核 で あ ら 

口下 5# の 葬って ある 二 ユウ ブ ルンス ゥ ヰック の 墓地に は、 姬 路の長 


た。 かくして 兄弟 は宫 费留學 

習に 從ひ て 歐洲諸 港に 巡航し 

ちに 歸 朝し 仇を復 して 幽魂 を 

し、 我 若し 不慮の 災 害に 遭 ふと 

成し 以て 報國の 器と ならん こ 

ならぬ と 思 ひ 返して 一 意 ^？マ 心 

で歸 朝し、 長 崎に て 療養し つ i 

の 菩提寺 往生 院に 葬られた が、 

擧を 修めて ゐた が、 後 に は 政治 

渡米、 一 K 小後歸 りて 明治 八 年 六 

同病に 感染して ゐ たとの 窜だ 

し ラット が ァ —  ，^ 大學に 入った：；： 

囑 目され てゐた が、 彼 も在學 三年 

う — で 斃れた が、^  く 所に よると 

谷川 难 堆ニ ニニ 歳)4 摩の 松 方 蘇 介 
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(ニニ 歲) • 小 倉 の 小 幡甚三 郎 (二 九 歲). 鹿兒 島の 阪谷達 郎 (二 七 *• 川 崎 新 次 郞 (二 四 歲) A 州 の 入江 昔 次 郞 (二 

四歲) の 三十 歲に 足らぬ 青年が 枕 を 並べて 眠って ゐて、 それが 何れも 一雨 年の 間に 相 前後して 病死 

したと あるから、 恐らく は 皆撗井 兄弟と 同じく 肺結核であった であらう と 思 はる"。 結核 病 竈 を 

健展 動物に 接種す ると 結核に 感染す る こと を ^^.v^^ が 始めて 證 明した の は 左 平 太. 大 平の 着 

米した 前年の 一 八 六 Ifl 年 T、，^,^:l.rT^^^F^ が 結核 茵を發 見した の は 一 八 八 二 年 だから、 如何に 亞 

米 利^でも 兄弟 等の 留學 時代 は 本 病の 豫病法 も 治療法 も 幼稚な ものであった であらう。 


第 十七 章 俄に 出で、 新 政府の 樞 機に 參與す 

一 應 召までの 經韓 上京 

文久 三年 八月 越 前より 歸 りて 沼 山津の 閑居に 浪々 の 生活 五 年に 及んだ 小 稲が 表面に こそ 

立た ね 底力の 强ぃ 指導者と して 變化 極り なき 慕 末 過渡期の 諸方 面から 倚賴 された 事 は 前記 

の 通りで ある。 かくてい よく 明治維新の 慕 開かれん とする や、 其 の 晴の舞 臺 に 登場す ベ き 

立 役者の 一 人 たるべく 有識者から 期待され てゐた が、 慶 應 三年 も 暮れん とする 臘月 十八 日の 

護美. 小 楠へ 夜、 朝廷より 人材 登用の 故 を 以て 肥 後 藩 長 岡 護美 及び 撗井平 四郎御 召の 達 書が 烏 丸侍從 から 

の 御 召  在京 都 肥 後 藩邸に 下った。 小 楠に 對 しての は 左の通り である。 

今般 無 偏 無 黨 公平 之 御所 置を以 與， 夭 下 一更 始. 被， 遊 候 付、 人材 御 撰擧之 筋を以 兼て 達 ：1 歡 ^fe 

輩 は 博く 御 諮問 被： fe 候に 付、 其 藩 右人 體御 登用 被， 爲， 在 候 g  、早 登 京 致 候 様 可 巾 付 13!" 御沙 

汰候 事。 

r 防 長 回天 史』 によると、 之と 同文の 御沙汰 書で 同日に 長 藩の 木 戶準丁 § も 召された と あ 
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右に つき 在京 

肥 後 藩 直 役よ 

り國許 政府 へ 

の 書面 


笫 十七 章 俄に 出で チ新 政府の 枢機に 參與す  九 ニー 

る。 後に 記す が 如く 王政復古と なるや 否 や 坂 本 龍馬 は 朝廷に 建白すべき 意見書 を 作った。 

其の 中に 關 白. 議 奏. 參 議の三 職 を 置く ベ きを 考案 し、 參 議に當 時の 有力者 九-人 を擬 して ゐる中 

に 長 岡 護美. 木戸 準 一 郞. 小 楠 も あるから， 今回 彼等 を 召さる \ ことにな つた は 之 t」 も 關}. ^し 一」 

ゐる では あるまい かと 臆測され る が、 さ もなくても 此の際 野に 遣すべき 人で ない こと は 云 ふ 

迄 もない。 

ネの 護美 及び 小 楠 御 召 出の 書付 は同廿  一 ：n 付に て 在京 肥 藩 重役 三 宅 藤 右衛門 及び 溝ロ败 

雲から 國 許の 家老. 中老に 達せられ たが、 其の 時の 兩 人の 書狀の 一節に は 小 楠の 上京に つきて、 

横 井 平 四 郞儀御 登用 可レ 被, 爲, 在 候 間 早 々致，, 上京， 候 様是又 御所より 被，, 仰 出， 之 趣 別紙 之 通に 御」 fe^, 淀。 同 V 

. は 御 案 內通之 身分に て： 大 f.. 之 御 政道 を 被 レ議候 參與局 杯に 被 二 差 出， 候て は 何とも 不都合に 有 レ之候 得 ども、 今 

般は 更始 御 一 新 之 御 趣意に 付 其 邊之俵 は 於， 朝廷， 一 切 御 頓着 不， 被， 爲， 在 機と 被， 考 候へば 一 ト通之 被，， 仰 

立-にて は 相 濟申間 敷、 されば 迚其儘 被 n 差 出， 候て は 御 家中 一 統之 物議 何程に 可， 有，， 御座， 哉甚以 懸念 仕 候。 

何様 御 國元之 儀 も 非常 之 御 改革に て 專士氣 奮 立 之 筋 御 經營之 折 柄に 付、 現實之 模様に 應御處 置 之 品 も 可 レ有レ 

之 候。 得 斗 御 評議 候様存 候。 

と 記し、 大分 異議が ありさう に 懸念して ゐる。 此の 書面が 大晦日に 熊 本に 着す ると して，：， 

楠の 御 召 出に は 議論が 起った ので、 藩で は 一 應 左の 如く 彼の 病氣を 申し.！， J て，， 御 新し ヒ。 

細 川 越 中 守 藩 中 


横 井 平四郞 

• おは. 宁般御 新政 之砌 博く 1K 下 之 人才 御 諮詢 被， 爲レ在 候に 付 被レ遊 n 御 登 候 早々 登 京 仕 候 様 可 n 巾 付， 3:! 御 

沙汰 之 趣 越 中 守 於 n 國許， 奉 二 承知-候。 然處 右平 四郞儀 近年 病 鉢罷成 居候 事に 付 如何 鉢に も 朝廷 之 御用に 難-一 

指 せジ 御座 候 間、 此節 御 召之傣 は乍レ 恐被レ 遊う 御免-被 レ下候 様 奉レ願 候。 此段 {OS 御 執 達 奉：， 願 候 様 越 屮守申 付 

越」 お。 以上。 

紬川越 中 守家來 

月日  御 留守居 名 

右 願書 は 正月 十三 日頃 在京 肥 後 藩- is 守 居 役 田 中 八 郎兵衞 より 差 出された が、 其の後の 事 

は 同月 二十 六日 付に て 在京の 安場 一 平が 國 許の 同社 中なる 兼、 坂 熊 四 郎. 馬 淵愼 助に 贈った 書 

翰の 左の 一節に よって 略 察する ことが 出来る。 

(八 郎) 

三 岡 も 越 邸 引離 候て 參與に 被 n 仰 付 I 仁 和寺宮 . 岩 倉 公 • 三條公 非常 之御英 にて 同人え は 御依赖 之御投 様、 

先 今日 朝廷 之 正 脈を繁 ぎ^め 候は此 人に 御」 M 候。 沼 山 先生え は躐 十六 日 比 御 召 出、 大晦日に 其 御 使 熊.^ おが-い 

01:- 都 藩邸) 

たし 候 得 4r 御國許 彼是 俗論 差 興 ー應御 病氣と 被， 1 仰 立， 御 斷被二 仰 上， 候處、 此 許邸屮 にて は 中々 御 斷出來 候 

勢に 無レ 之. 货 m はに 相 成 居、 廿 七日 田 中 八 郞兵衞 良 公子 再 御 召 之债を 持！ 能 下 候 節 沼 山 先生 御 催促 且. S 良 洞 水 御 

召 も 一 同に 被， 1 仰 越， 候。 左 候へば 下地 熊 木 も 私共 出立 前 大に氣 脈 も 打 替り候 運に 相 成 居候 此節は i€ 車 相 決、 

良 公子 御 發途も 中 迄 も無レ 之、 沼 山 先生 も 必定 御 出方に 相違 無 候 儀と 相 考居中 候。 三 岡 も 諸 藩お 志 之 無經綸 
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安場 • 山 田 へ 

の 徵士の 命 は 

依 レ願免 


徵士御 召に 對 

する 肥 後 藩の 

評議 


第 十七 章 俄に 出で \ 新 政府の 榧 機に 參與す  九 一四 

にて 殆んど 困り 果居、 只々 先生 之 御 出現 を 萬 祈いた し 居 申 趣に 御座 候。 

右に よると 肥 後 藩 は 小 楠の 御 召に 對 して は 上述の 如く 病 氣の故 を 以て 御免 を 願 ふと 供に 

護美の それ を も御斷 したと 見える。 然し 護美と 小 楠との 登用に は 朝廷 も 大分 力瘤を入れら 

れてゐ るので 容易に 御 取 上はなかった らしい。 

正月 二十 五日に は 安場 一 平. 山 田 五次郎 もまた 徴士內 國掛を 仰 付けられた が、 同 月 二十 八日 

細 川 右 京大 夫 (世子 喜廷) から 左の 如くに 請願した i め、 此の 兩 人の は 直ちに 被 免の 御沙汰が あ 

つ た。 

安場 一平 

山 田 五次郎 

右兩人 過る 廿 五日 徵士 被，， 仰 付， 難， 有 仕 合 奉， 存候。 然處 先達て 以来 溝 口 孤雲 • 津田 山三郞 • 木 村 得太郎 追々 

に 同様 被， 1 仰 付 置， 候 上、 撗井 平四郞 • 由 良 洞 水え も 御沙汰 之 通に て、 孰 も 未熟 之 者 共 家来 內而已 多人數 被， 1 召 

仕， 候て は 大概 諸 藩 之 勾配 も有レ 之、 甚以 心痛 仕 候 間 乍レ恐 一 平 • 五次郎 儀 は徵士 被， 免 被 レ下候 樣奉レ 願 候。 且 

又 向後 家來內 より 被， 1 召 仕, 候 節 は 前 以內分 被，, 仰 聞， 候 様 有，, 御座， 度、 此段も 任， 序 申 上 置 候。 

右に よれば 安 場 山 田の 徵士被 免を證 願した 理. H は 他 藩との 釣合 上 多過ぎる と 云 ふので あ 

るが 菜して それが 眞意 であるで あらう か。 此の 雨 人と 由 良 及び 小 楠の 徵士御 召に 對 する 肥 

後 藩の 評議に つきて は 左の 如き 記錄も ある。 


横 井 平四郎 上京 之 儀に 付て は御國 許に て 御 評議 之 次第 田 中 八 郞兵衞 京 蓊之上 委細 申達 候處、 世子^ 被レ 對，， 

朝廷-種々 御 配慮 之 筋 も 被 レ爲レ 在 候に 付 段々 咄合 居候 內、 去廿 二日 由 良 洞 水徵士 被， 仰 付 『 同卄 五日 安 s_ 勿 一 平. 

山 田 五次 郞も 同様 被，, 仰 付-候。 右 は專越 邸よりの 吹擧と 被レ考 候に 付 律 田 山 三 郞同邵 へ 罷出得 斗 相 窺 1  お 上、 一 

平. 五次 郞兩人 は斷然 御斷之 害に 候。 然處 今般 之 御 一 新 は 實に大 濶服を 被， 爲， 開 朝敵 之 外 は 大赦 を も 被，， 仰 

出 I 多 村 多能 之 者 は 如何様なる 身分たり とも 御 登用 有レ 之、 一 刻 も 御 趣意 貫徹 致 治安 之 場合に 至候隨 との 御 

運と 相 見、 然るに 殘る 平四郞 • 洞 水 迄 も 學派等 之 譯を以 悉く 御斷 被， 仰 立， 候て は往々 御 國之御 都合 も 何^に 

可レ 有- 1 御座-哉。 依 レ之 洞 水 は 此節良 之 助 様 御 出京 之 節 直に 被，， 召 連 f 御着 之 上 平四郞 難， 被 ，1 差 出， 次^ ケ様々 

々と 被 二 仰 上， 候 方 可， 然と 相 決 申 候。 此上は 御 國許御 評議に 可， 被， 任 世子よりも 御沙汰 被， 爲， 在 候 事。 

但平 四郞儀 才力 は 有， 之 候 得 共、 先年 諸侯 伯參勤 寬期且 家族 國 勝手 等 之 儀 同人 專盡カ 致、 成程 天下 之 御 爲を謀 

候ての 事に て 可 レ有レ 之 候へ 共 於， 一幕 庭， は是 より 段落 致、 若 ゃ此節 朝廷 之 御 運上に 於て 右 様 之 御 都合に 共 成 

行 候て は 才力 有 レ之程 其 邊之傣 は 心 遣に 有レ 之、 且又 同人 儀 は 士道 忘却 一 藩 之 人望 盡 ai^ 候 人物に 宾虚： 大下之 御 

政事に も 關り候 様相 成 候 は 家中 之人氣 も可レ 致， 一 沸騰 『 左 候 は ^ たと へ 朝廷 之 御用に 相 立 候ても 率土に；^ 

雜を生 候 譯に相 成、 左 候て は 全 體之御 趣意に も 協 申 間 敷 杯 有の 儘 被 二 仰 立， 候 は^ 其 上 之 御 模様 も 可 レ；^ レ 之と 

奉 レ存候 事。 

「 一 平. 五次 郞兩 人は斷 然御斷 之蒈」 と ある は 單に他 藩との 釣合 上からば かりで もな く、 實 

擧 派の もの 力 さう 多く 召されて はと 云 ふ 都合 も あるら し く、 又 事に よったら ト械 の， 弟なる 
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兩人 をして 應 召せし むれば 小 楠の 御 召 を御斷 する のに 困る とい ふ 意味 も ある やうに 考 へら 

れも する。 小 楠に 至りて は 鬼に 角當 時の 大立 物で 朝廷の 御 希望 も 並々 でない のに、 藩で は^ 

に 士道. 忘却の 廉で 家祿を 取上げ 士席を 差 放した 關 係が もる から 其の 御斷に 大分 苦心の 跡が 

見える。. 

二月 廿 一 日長 岡 護美 は 召命 を 奉じ 熊 本を發 して 上京の 途に 就いた が、 其の 月 晦日 京都に 着 

くと 翌 三月 朔 日に 參與職 を 命ぜられた。 彼 は 同月 五日 副 總裁兼 海陸 軍務 會計 事務 總督 たる 

岩 倉具視 へ 横 井 平 四郎の 召命 を辭 する 書 を 送った。 其の 內容 は詳 かで ない が 多： 分 右 記錄に 

ある 評議の 次第 を 有の 儘に 認めた ので あらう と 思 ふ。 然レ岩 倉は翌 六日 之に 答 ふるに、 

小 楠の 召命に 昨日 御 書中 之處 御用 繁御 即答に 不レ能 失敬 此 事に 存候。 然ば横 井 平 四 郞依レ 召 上京 之處、 先年 江戸 表に ぉゐ 

^M^^ てラ <  都て 巨細 御 書付 御 一 i 何も 令 二 承知， 候。， 御 人盡. f て I 得 共 右 等 決て 御 心配に は不レ 及、 兼て 

«  人才 之 趣 聞 食被レ 入、 此度此 用 召 之 儀に 候 間 早 々可- -罷出 1 候 様 御 取 計 可レ給 候。 尤 三條始 示談 之 上 御 答に 及 候 

條御 安心 可 レ被レ 下 候。 

とて 何等 留意せ す 早々 命に 應 すべし との 皆を內 示した。 かく 出られて は 肥 後 藩で は 最早 御 

斷の 仕様 はなくな つた 所へ 三月 八日 重ねて 左の 命が あった。 

横 井 平四邠 

御用 候^ 早々 上京 可. 爲. & 候 禀" 


同日 I:^ 岡 謹 美 は 京都より 在 藩 家老 等に 寄せた 書簡 中に 左の 如く 認めて ゐる。 . 

拔横井 j 件 小生より は 涯分を 盡し申 上 候 得 ども 最早 言上 之 以前 田 上 鐵之允 被， 1 差 下， 候 事も^, 之、 且岩倉 様 

に 拜謁之 上 一書 を 以て 申 上候處 別紙 變 通の 通 御 差 越 候 間 則 入 n 御 披見， 候。 得 斗 御 諒察 可 レ被レ 下 候。 此上は 御 

邸內 より 被 n 差 出， 候て は 迚も 六 ケ敷 形勢に 候 間 天朝え 被，, 差 出， 切と 申 候より 外 無 レ他候 間 左様 御 含 可 レ被レ 

下 候。  ； 

「刖. ^一通」 と は 上記 岩 倉の 答 書で ある こと は 云 ふ 迄 もない。 之 を 見て も、 藩 論 は 小 楠 を 

應 召せし むる ことに は餘程 躊躇した と 見える がに 石 倉からの 上記 内示が あ り、 再 度の 召命が あ 

り、 今 叉 護美よりの 右 書面に 接して は 最早 拾て 置かれ す、 此 の 上 は 小 楠 を 上京せ しむる 外 はな 

いと 藩議 一決した ので、 藩 政府 は 先づ、  一 

松 村 十 之 進 支配 

、四^の 改，. >s 

都 築 默 兵 衞 . 

- . . 橫井覺 之 助 支配 

橫井平 郎 

大赦に より 士 右 は 先年 御咎 によりて 御 知行 被 n 召 上， 士席 被， 1 差 放， 候處、 今度 從， 一 朝廷， 赦 被， 仰 出， 候 付 士席被 二 返 下， ヒ：：！：！ー 一 

席 返 下さる 

十日 及レ達 候。 

に 及 び、 更 に 同 二十 二日に 左の 如く 達した。 
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徵士 出京の 達 其方 組 橫井覺 之 助 支配 橫井平 四郞傣 徵士被 n 仰 付 1 候 付、 用意 濟 次第 早々 出京 被 こ 仰 付-候 條、 此段覺 之 助え 可レ 

被レ達 候。 以上。 

三月 廿 二日  奉行所 

谷 內藏允 殿 

徵士と は 云 ふ 迄 もな く 諸 藩士 及び 都鄙 有力の 者に て 公儀に より 拔擢 されて 參與 職. 又は 各 

局^ 事に 任命 せらる \ 者 だ。 右の 如くして 小 楠 は 漸く 召命 上京す る 事と なった の で、 同 月 廿 

六日 肥 後 藩 政府 は 左の 如く 在京 老臣に 通牒した。 

横 井 平四郎 出京 之 一 條に 付て は 公子 御着 後段々 御 盡カも 被 レ爲レ 在 候 へ ども 被レ 行觳、 猶又召 之 御沙汰 有レ 之、 

. 段々 話 合 候 得 共 別に 工夫 も無レ 之に 付、 同人 儀 此節之 大赦に て 士席被 11 返 下 I 引 繽徵士 出京 之 及レ達 候。 最早 今 

曰に 相 成 候て は 世上 之 物議 大分 額 波 之 鉢に 御座 候。 

これで 見る と 小楠擧 用に 關 してや かまし かった 藩內の 物議 も 大分 下火と なった やう だ。 

さすれば 何かと 延引 勝ちに 事 を 運ぶ 藩當 局の 遣 口 も 一 種の 緩和 策で 人知れぬ 苦心の 存 する 

所だった かも 知れぬ。 鬼に 角 幸に 小 楠 は 此の 難關を 突破した のであった 1^、 其 の 應 召 上京 は 

右 達の ある 前から 略さう なること が 分って ゐ たと 見え， 在京の 安場 一 平が 三月 十九 HI 付に て 

. 國 許の 山形 典 次 郎. 山 田 五次郎 外 二 名に 寄せた 書面の 「尙々 書」 の 中に， 

,  (泰吉 ： 

H い 山 先生 御 出方 之 儀 如何 哉と 日夜 焦慮いた し 居 申 候處、 此節之 御書狀 到着 大に 安心。 今日は 五六 日 振に 內藤 


門 生、 師の上 

京 を 客ぶ 


御 召に 對 する 

バ ijs? の 、.^ 事 


(正午)  へ P 之 進) 

え も 逢 申 候 間 祝 酒 を 設け、 只今 午 時 近付 一 酌 之 害に 御」 M 候。 熊 本 連隨從 如何。 嘉^ 41 迚も か はし 出来 ゆ 間 敷、 

吉村 先生 は頃來 願望 之通廢 役に て 定て滿 悅隨從 と 相考申 候。 _0^^:g) 勿論、 ；；^ II 一一. 2 ぎ 一 同と 被， ー相考 i 御 許 十 分 

御 賑合御 講究. 御 盛大と 奉レ存 候。 

と 非常の 喜 を 表して 居り 師を思 ふの 情 誠に 感す るの 外 はない。 旣 記の 如く 小 楠が 家 祿を召 

上げられて 間もなく 牛 島 五 一 郞が 安場 一 平に 寄せた 書狀の 一 節に あった 「先生の 御 命 さ へ 

有， 之 候 得 ば、 今 曰の 時勢 追々 に は 如何様と も 運 可， 申 」 が 其の 通りに 運んだ ので、 門 生 一 同 は 小 

楠が 文久 三年 福 井から 歸國 した 時の 心痛に 引換へ て 心から 師の 開運 を 祝福す ると 同時に、 安 

場が 想像した 様に 隨從の 希望者 も少 からぬ 事であった らうと 思 はれる。 なほ 右 安場の 文中 

に內 藤と 祝杯 を あげる と ある その 內藤 は、 小 楠が 最後 に 越 前 を 引上げた 頃 も 京都に あつ て、 小 

楠が 三國 より 長 崎に 安着した との 報に 接した とて、 嘉悅. 安場 兩 人に 旣 記書狀 (本篇 八 一 五 5 を 

出した 位 だか ら、 師 の 今回の 開運に つきて は 愉快の 餘り 安場と 痛飲した であらう と 想像 せら 

れ る。 

小 楠 門下 は 皆 右の 如く 師の 今回の 擧用を 欣喜 祝福して ゐ るが、 小 楠 自身 とても 此の 御 召に 

は 千歳の 一遇と して 男 躍御受 をした こと は 云 ふまで もない。 彼 は旣に 幾度 も 記述した 如く 

沼 山津に 閑居して ゐても 片時 も 天下 國 家の 事 を 忘れた ことな く、 悠 々と 釣 をして ゐても 何 か 

其の 事に つき 思 ひ 浮ぶ と 竿を投 出し 腕 を 組みて 考 込む 事が 數 次で あつたと 云 はれて ゐる^ 

撗井小 楠上卷 傳記篇  九 一九 


元 s は 應召上 

京 を時尙 早し 

となす 


第 十七 章 俄に 出で h 新 政府の 柩 機に 參與す 

だ か ら、 最 近國 家の 非常時で 幕府の 政權奉 還. 新 政府の 樹立な ど 

狀勢を 眺めて は脾 肉の 歎に 堪 へす 最後の 御 奉公 をして 見たい 

に 難くない の だから。 

右の 如く 今回の 小 楠の 應召 上京 は 當人も 亦 其の 門下生 等 も 

稲の 親友 元 田 東 野 は時尙 早し とて 之を賛 しなかった。 それに 


に 左の 如く ある- 


朝廷 復古 
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所 も 亦 皆 玆 
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に あ 
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K,」 

B 十 
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天 

吿 
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ん 
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下 の 
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先 生 

す 0 

應， ず 

る 所 

靈 ュ 
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て 余 
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る 1^ 


人 才 を * 

余 力 お 一 

余 驚 て， 
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應に知 一 
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獨愼直 一 

を 望 む 一 


撰 报 す、 參 與の職 


三 郞.满 口 孤 

て賀 する の 

往 て 贺 す。 

以て E 十し と 

0 忌 を 受 け 

る こと ある 

此 盛運に 遇 

願 盧 の 意 志 

者 あ り、 余 险 


零 

す、 

に 


以 なり。 其 見る 所の 得失 利 寄、 出 處の 遲速榮 辱； 


九 二 〇 

( と 走 馬燈の 如く 變り ゆく 

との 意志に 燃えた こと は 想像 

皆欣 躍して ゐ るのに、 ひとり 小 

つきて は 彼の r 還曆之 記』 中 

を 設けて 徵士の 撰 あ り、 諸 藩 有名 

村 得 太 郎等 撰に 與る。 横 井先 生 

を不 ffi とし 荻 蘇 源 太に I 對 して 之 

り 先生の 余 を 過す る 前 H の 如く 

に 先生の 身に 危む所 あり て 心に 

と 覺 ふ。 後先 生の 變 あるに Hi て 

. 先生 道 现の活 SS 綸の 運用 時 

取 の 意. 敢 爲 の氣已 むこと 能 は ず、 

者是 先生の 心に 喑々 裏に 悖 る 所。 

を 不可と す。 今 又 先生の 出仕 を 

人々 の 心 


にあり て 唯 ： 太 の 能く 知 る 所。 先生の 出 る 僅 に 三 年の 後 を 待た しめば 決して 後日の 禍ぁ ら じ、 じれ ハ に 

惜 むべき な り。 然 ども 是亦 事後の 論、 余 が 見の 到る に 非 ず、^ 余が 神 機に 感ずる 所 は 赏時已 に 此の 

如しと 云。 

. 元 K は旣 記の 如く 小 植の筋 書なる 越 藩の 擧藩 上洛 計畫 にも 反對 したが、 今 の應 召 出 京 も 

時機 尙早 しと 難 じた。 最も 親しき 元 田の 不同意に は 小 楠 も 多少 心 を S らした であらう が、 彼 

藩 船に て 上京 の 雄心 は 抑へ 難く、 明治-元年 四月 八日 いよく 百 貰 石 港から 肥 後 藩 船 凌！？ 一 5 丸に 搭乗して 晴の 

上京の 途 についた。 本船 は 初 四月 五日 出帆の 答であった のが 此の 曰に 延びた ので ある。 冋 

船した 者に 江 口 純 三郎. 下 ili 鹿 之 助 (休 也の 子、 統 殿 の 弟)、 江 村惊ハ 化の あった こと は 細 川 侯 爲家記 

隨從者  錄 によって 明らか だ が、 同年 正 n 三 曰 在米 二 甥への 書狀 S 稿篇 「害 簡」 一九二の 「尙々 誓」 

中に 同道の 心 組と 記した 竹 崎 律 次郎か 或は 河灌典 次、 又 上記 安場の 書面に 隨從 しさう に 書い 

て ある 吉 村. 宮 川な どが 隨從 した かどう か はっきり 分らぬ。 在 藩 重役 沼 H 勘 解. S から 四月 i: 

日付で 在京 溝 n. 米 田. 三 宅 三重 役への 報吿 によれ ば、 江 口 純 三 郞に關 して は、 

(費用 自辨 のこと)  ， 

橫井平 M 郎 出京 被， 1 仰 付， 候處、 同人 機 老體之 上 近年 病氣 勝に 付自 勘に て 付添 罷登申 度 由 願 之 通 被 二 仰 付-ほ 及レ 

建、 平 m 郞 一 同 明日 愛 許 罷立候 段爲， 可 n 中 達， 如レ是 御座 候 以上。 尙々 純 三郞機 今度 凌雲 丸大 坂え 被 二 差 廻-^ 

節 乗組 被 n 仰 付 i 船路 被 n 差 越， 候 様 願 之 通及レ 達せ、 明日 出帆 之 害 候。 以上。 

と あ り、 下 津鹿之 助に 關 して は 左の 如く ある。 

橫井 小柄 上卷 傳記篇  九 ニー 


笫 十七 章 俄に 出で， -新 政府の 柩 機に 參與す  九 ニニ 

下津縫 殿より 用事 有 レ之罷 登 候 様 申 越 候 付 出京 仕度 、往来 日數 五十 日程に 相 仕舞 罷歸申 度 由 願 之 通 被，， 仰 付， 旨 

及レ 達、 明日 爱許罷 立 候。 此段爲 レ可ニ 申達， 如 レ是御 ij 候。 以上。 (尙々 誓 は 純三郞 のと 同文) 

鹿 之 助 は 小 楠の 門人で も あるから 半ば 小楠隨 行の 意味であった であらう。 江村 は 京都へ 

遊擧を 命ぜられた のであって 小 楠と は關係 はない。 細 川 侯爵 家 文書の 「横目 聞 書」 による 

と、 船 中小 楠 は 江村が 經舉 修業の ため 上京す るとの 事 を 聞 き、 此 の 時勢に 漢擧 など やらす に英 

擧 でも 擧ん だら と 云った とかで いざこざ があった さうな。 此の 出来事 を 書いた もの X 中に 

は宮川 小 源 太 は 同船して ゐ たやう に 見えて ゐ る。 

薄阪  海上 無事 大阪に 着く と、 恰 も 主上 は 前 月 二十 一 日に 親 征の旨 を 以て 同地に 行幸せられ たま 

.1 行在所に 在らせられ、 肥 後 藩 世子の 細 川 護久 も、 越 藩士の 三 岡 八郞— 前年 十二月 朝廷より 召 

されて 參與 となりて 財政 方面に 重用 せら れ、 今 回の 行幸に ついても 御用 度 金 十 萬 雨の 調達に 

三 岡に W 會 奔走す るな ど 大いに 活躍して ゐた —も 供奉 を 命ぜられて 在阪 中であった。 三 岡 は 前記 安場 

の書狀 にも ある 通り 小 楠の 上洛 を 只管 待って ゐ たので 非常に 喜んで 迎 へたが、 文久 三年の 夏 

長 崎で 別れて， 以來の 積り 積った 物語 は盡 きる 時 もない 位であった らう。 其の 時 小 楠 は 三 岡 

に、 我國に 世界 無比の 幸福が ある、 皇統の 一系が これで ある。 加 ふるに 後れて 開く 是亦 幸で あ 

る。 他日 大いに 成る 事が あらう。 唯 君德を 輔翼し 奉り 條理の ある 處に任 すれば 開明 無比の 

域に 達せん こと は 敢て疑 を容れ ない と、 いったと いふ こと を 後年 『小 楠 遣 稿』 の 編 ®J される 


時、 三 岡 卽ち由 利 公 正が 廣井時 雄に 贈った 書簡 中に 記して ゐる。 (遣 稿 篇九三 0  K) 


二 一躍 四 位の 參與に 


徵士參 與を命 

ぜ 、り る 

入洛、 制度 局 

判事 拜命 


ノ 

稿 篇 

誠に 

徵士 

久 

ゅ少 

し て 

の こ 


楠 は着阪 早々 から 繁釗 なる 公生活に 入った ものと 見え、 四月 二十日 付の 宿 許へ の 書 狀 2 

にて 仕 合に 御座 候。 日々 多忙 之 至、 

云々」 と ある。 同月 二十 二日に は 


「書簡」 一 九 四) によれば、 「着 後 舊病も 次第に 快き 方 

.  (六十 歲) 


困り 入 申 候。 只今 通りに て は 老體實 以てた まり 不レ 申 

參 與 を 命ぜられた。 

しく 大阪の 行在所に 在らせられ たる 主上 は 聞 四月 七 

しく 早く 同月 四日に 入洛して から 病 氣で引 入って ゐ 

制度 局 判事 を拜 命した。 其の 翌 十三 日付 留守 許への 

と を 報す ると 倶に 「 一 抵大に 都合 宜 敷、 私 は 何方より 

^候」 と 記して 諸方 面よりの 歡迎を 感謝して ゐる。 小 楠 は 此の 年 十二月 宿 許へ 贈れる 書面 

(遺稿 篇 「書簡」 二三 0) 中に も 「一 鉢 私事 太政宫 中に て 第一 の 年 かさに 有レ 之、 自 然と 上下より 

も 推し 立ら れ」 と 書いて ゐる通 り、 明 治 維新で 召 出された 人達の 中で は最 年長者であって、 而 

も 識見 は 一 段と 勝れて ゐ たの で、 は じめ 衆議 は 彼 を 顧問に と 云 ふので あったら しい。 然るに 

撗井小 楠上卷 傳記篇  九 二三 


日に 還 f 'になった。 小 楠 は それよ 

た が、 十 二日に 始めて 太 政 官 に 出勤 

書 狀 (遣 稿. 篇 「書簡」 一九 五) に は 其 

も 犬に まちに 相 成、 餘 り 過分に て 御 


第 十七 章 俄に 出で」 新 政府の 榧 機に 參與す  力 二 四 

ひとり 岩 倉 具 視は小 楠の 識見の 卓絕 せる こと は 十分に 認めて ゐて彼 を 召 出す ことにつ きて 

も 有力なる 推薦者の 一人であった らしい が、 小 楠の 短所と して 世に 誇張して 宣傳 せられて ゐ ■ 

る もの も あり ビ とに 旣 記の 如く 細 川 家が 小 楠の 召命 を辭 する 際、 長 岡 護美より 岩 倉に 小 楠の 

事に つきて は E 細書き 送られても ゐ るの で、 多 少 慮る 所 ありて 松 平 春 嶽の小 楠 觀を徵 しな ど 

甌 間 見合 はせ し ヒ結 菜、 顧問 は 見き はせ て先づ 制度 局 判事と なすこと になった と 云 ふ 經緯が 松 平 S 民 H ぎ ^ 

设の 「卷嶽 手記」 中に ある。 これ は餘り 世に 知られて ゐ ないから 左に 記して 置 力う。 

橫井平 四 郞已に 着 坂に 相 成 候よ し。 衆議 顧問 之. H に 候 得 共、 此人 議論 は隨分 見識 も 有レ之 面白く 候 へ 共 また 其 

弊害 も不 レ少、 顧問 之 職に 相備へ 候て 不都合 等 有レ之 候て は此 御一新 之 節に 相當り 不-相 濟-之 事故、 先制度^^^ 

へ 入れ 候 積と 岩 倉 卿 被 n 申 聞， 候。 越 前に は 能々 承知 之 事故 委曲 申 上 候 樣御垂 問に 付、 先年 我 越 前へ 招請して 

議論 之 大意 犬に 國签相 成 候 事 を 先 最初に 陳述し、 次に 國 家に 驕奢に 相 成 候 事 • 密事 漏 或は 衆人 を 集め 候て 

飲-: 等 之 義迄申 上 候。 尙愚 意之 趣 も申述 候處、 岩 倉 卿 も 御 同意 尤と被 n 思 召 1 候 由 被- 1 仰 聞 一彌 顧問 は 相 止み 制 

度 察に 被 レ入候 事に 相 決 候 事。 

右 は 春嶽が 明治 元年 四月 十八 日に 自ら 手記した ので ある。 彼が 小 楠の 短所と して 擧げて 

ゐる 三點中 「密事 漏泄」 と 「飮 酒」 とに つきて は 後に 項 を 設けて 論述す るが、 「國 家に 驕奢 

に 相 成 候 事」 と は 元 治 元年 二月 四日に 春嶽が 藩主 茂 昭に與 へた 直 書中の 第五、 「 節 儉の義 は 

吝啬に 近き 云 力」 の -®  (本 0 七 八 六 頁) に 於け ると 同意 味で あらう と 思 ふ が、 そ れ にっきて は 著 


者 は 聊か 卑見 を 述べて 置いた。 (本 篇 七 八 九 頁) 

なほ 右閔 四月 十三 日付の 宿 許への 書狀の 「尙々 書 一 に は I, 京 着 以來塞 夜 來客大 ひま 無し 

(午前 十 時) (午後 EI 時) 

勤務の 繁劇 にて 外 邪の 養生 も 出 來不， .e- 出勤 仕 候處、 四ッ 時より 七 ッ時迄 彼是 多 用、 其 上 引取より 直に 岩 倉 

(午後 十 時) 

様に 參り 夜四ッ 頃に 歸り申 候。 今日 も 同様にて 夜に 懸り 可：， 申、 ケ 様の 繁用 にて 是には 誠に 困 

り 入 申 候」 と あり、 病氣 未だ 全快に 赴かざる に 其の 勤務 は餘程 忙しい らしい。 かくて 庶政 一 

新の 際 小 楠の 該博なる 知識 を 要する ことが 多 く、 こ とに 岩 倉に は 信頼され て 共の 献策 は 川 ひ 

ら れてゐ ると 見える。 此の 書狀を 認めて 一週 日の 後、 同 じく 留守 許に 寄せた 十九 日付の 手紙 

(遣 稿篇 「蒈 筒」 一 九 六) に は 相 變らす 繁忙に て 寸暇な き爲に 病氣も 未だ 全快に 至 ら ぬ こと を 

報じた る 後に 左の 如く 記して ゐる。 

(午前 八 時)  (午後 八 時) 

聖上の 御勤勞 天子 様も螯 五ッ より 表に 被 レ爲レ 出、 夜 五ッに 奥に 被 レ爲レ 入、 其 間 は 政府に も 御出且 文武 之 御 稽古 等 御 修行 被レ 

爲レ在 候 様に 相 成り、 不レ 遠ニ條 御城に 御 移り 被レ 遊、 一切 御 改正に 相 成 箸に 御座 候。 太 政 {ni: も 段々 御 改正に て 

私 も 近日に 顧問に 轉任 被， 1 仰 付， 御 模様、 左様に 相 成 候 得ば 誠に 多用に て實以 迷惑に 奉レ存 候。 

之に よると 聖上に は 宵 衣. 吁 食の 御 精勤に て、 國 事に 御 IK ふの 爲とは 申せ 其の 御 繁劇の ほ 

ど 眞に恐 入る の 外 はない。 なほ 同書 面の 他の 一節に は、 

(钿川 世子 護久) 

左 京亮様 へ は 日々 御 集會申 上、 其 外 舂嶽公 • 閑 叟公初 諸 大名 且 公卿 方 犬に 心安く 仕、 別て^^嶽公は以前ょり 

卷嶽 に晋謁  も猶御 親しく、 旣 今夕 は 太政宫 下りより 左 京 亮様御 一 同嶽 公に 參り申 害に て 御座 候。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九 二 五 


二」 ヽ 

第 十七 章 俄に 出で、 新 政府の 柩 機に 參與す  プ 

と ある、 諸 大名 や 公卿 方との 交驩 もさる ことながら 春嶽 との 關係 はさ こそと 想像され る。 當 

- 時 春嶽は 議定の 職に 在った が 聖上の 御 親征. 大阪 御行 幸に は所勞 にて 

騎馬 堪へ 難き 皆に て 供奉 御免 を 蒙った 爲に、 小 楠 は 上記 滯阪 間舂 嶽に晋 

謁する を 得す、 閏 四月 四日に 入洛す ると 直ぐに 病 氣で引 籠り 十二 日に 始 

めて 太 政官に 出仕した ので あるが、 其の 入洛 を待鉈 びて ゐた 舂嶽は 八日 

に 左の 書狀に 見舞の 品物 を 添へ て屆 けた。 

一 別 以来 契濶背 n 本意， 候。 風光 新綠 愈： 御淸安 扑賀々 。今般 御 出京 之 由 承 レ之爲 -っ大 

下， 珍重、 何分 其內 面容 不二 相替 1 御 敎導希 入 候。 此重 乍-一 輕少- 令-進入-候。 參 朝 前 

取込み 早々 御見舞 申入 候 也。 

閏初八  &, ヌ 

小 楠 先生 

函丈. 

尙々 近日 御 不快 之 由 如何 候 哉、 關情 不レ少 候。 折角 御 加養 令ニ專 念-也。 

右 書狀と 重箱と を 受けた 小 楠 は 今に 變らぬ 春嶽の 厚意 を 感謝し 病床 

を 離る，， や 否や 春嶽を 訪問した であらう。 文久 三年 八月 分袂 以^ 約 五 

年 相 見なかった 兩 人が 互に 渴 懷を醫 した こと は 勿論 だが、 小 楠 は 先づ第 一 に 沼山津 閑居 間に 


春 

よ 


マ まか 雀- 

チまぁ ター 喊 

や" f  .5 靖 

さ： 

一 


大名 • 公卿と 

の 交驩 


於け る春嶽 の心盡 くしに 對 して 心からの 謝意 を 述べ、 越 藩 招聘 以來の 種々 の 物語の 中に も 文 

久ニ 年の 幕政 改革 や 公武 一 致 運動から 翌 三年の 擧藩 上洛の 企圖 等々 の 追 懷談に 移り、 相互に 

明治 新 政府の 枢機に 奥る 身と なった 今 は、 旣 に 在 幕 時代から 極力 主張して ゐた 尊皇 精神 を 思 

ふ 存分に 發 揮し 皇 國の爲 に盡瘁 しょうと 相 誓った こと は 想像に 難くない。 文久 三年 小 楠が 

越 藩を辭 した 頃の 狀況 は旣 記の 通りで あつたが、 會 見して 見る と 小 楠に は 春嶽の 態度が 「以 

前よりも 猶御 親しく」 と 記して ゐる 如く 餘 程好 感を與 へたと 見える。 

なほ 上記 書面 中に 「諸 大名 且 公卿 方 犬に 心安く 仕」 と ある。 小 楠の 閲 学名 寧 現在の 位置 

からして さも あるべき だ が、 入 洛 後日 淺 くして かく ある の は 福 井 時代から の 心 友た る 雪 爪に 

よって 幾分 か 交驩の 機會 がつ くられた でも あらう と 想像され る。 雪 爪の 爲人ゃ 小 楠との 間 

柄に つきて は旣に 記述した が、 (本 篇第十 章 五) 彼 は 出家の 身で ありながら 廣く當 時の 名流た る 

公 卿. 大 名 等と 交りて 時事 を畫 策し、 世間 は 彼 を 勤王 僧と 呼び 或は 目す るに 白衣 宰相 を 以てし、 

特 に 三 條. 岩 倉 や 松平舂 嶽. 山 內 容 掌 鍋 島 閑 叟には 深交 あ り、 諸 藩 の 英傑に も 大いに 重んぜられ 

てゐ た。 彼の 著 『山 高 水長圖 記』 中卷の 「三樹 風 煙」 と 題す る 文に 左の 記事が ある。 

1 日 風 和に 氣溫 なり、 一 二の 賓客と 閑話 を 期す。 而 して 客 を 得る こと 七 八に 及ぶ。 皆 返 食 公より する 者、 團 

. 欒 して 窒に滿 つ。 座 は 斗酒 を 置く の外淮 南の 一 味の み。 適 甚だし。 (中略) 此日會 する 者 大久保 甲 柬 • 木戶松 

菊 • 廣澤兵 助 • 福 岡 孝悌 • 三 岡 公正 • 小 原鐵心 • 横 井 小 楠 • 寺 內暢三 • 名 和 緩 等な り、 乙夜に して 散す。 明 
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第 十七 拿 俄に 35 で. -新 政府の 柩 機に 參與す 

台 元年 閏月 4- 七日。 (原 漢文) 
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處は當 時 雪 爪の 寓 した る 京都の 三本 木、 賴 山陽の 舊廬老 

龍 庵で、 時 は 小 楠が 入洛して 十二 三 曰 後、 右 書面 を 認めた 二 

日 前で ある。 本文 中の 客 は 主として 小 楠の 同役の 人達 だ 

が、 雪 爪に よって 大名 や 公卿との 間に も斯 かる 會合は 行 は 

れて 或は 國事 を談 じたり、 或は 詩 酒 徵逐の 風雅 事 も あり、 小 

楠 も 時々 それに 顏を 出した こと X 思 はれる。 

同月 廿ー 日 小 楠 は 官制 改革の 結栗是 迄の 職務 は 免ぜら 

れ、 徵 士參與 中から 選拔 されて 新に 參與に 任命せられ、 翌廿 

二日に 「叙， 挺 四 位下 匚 の 宣下が あった。 彼は廿 六日 早 飛 

1: に 托して 此の 吉報 を 家族に 告げるべく 自ら S- 寫 した 宜 

下の 辭令書 を 同封した 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 一九 七) 中に 「； 4 

儀 去る 廿 一 日參 與之內 より 撰 出 被，, 仰 付； 翌日 別紙 之 通り 

被，， 仰 付 一誠に 以て 無， 一存 懸 一難 ％ 仕 合、 何とも 申 上様 無， 之 次 

に 御座 候」 と 聖恩に 感激し、 其の 「尙々 書」 に は 「村 中前 

條 神酒 御上げ 御 披露 可：， 被， 下 候」、 又 「禁 庭より 上なら 一 ： 止 


米 田に 新政の 

事情 を 詳報す 


拜領仕 候。 初ての 事に て 至誠 院 様. おつせ にかたび ら染 させさし 上 可 レ申」 と ありて 其の 歡喜 

の狀は 眼前に き 驚す る。 . 

同月 廿 rr- 日に は 熊 本に て 藩 政 を 執れる 米 田 虎之助に 書狀 a 稿 篇 「書簡」 一 九 八) を 認め 京 

に ili^^rlftltFI  1  [  ぎ， 政， め 事. ま：！^」 A  I  ,^ 


戯ま I, 


中將 


の 改革に は 如何なる 程度に 小 楠が 

關與し たかは 詳か でない が、 彼 は 共 

の 書中に 是迄 役人の 擧用は 因循に 

陷 り、 諸 局 は 各 趣向 を 立て 本末 一 貫 

せざる 所 ありし を 改革したり とて、 

公卿 以下 小吏に 至る 大 淘汰 や 官制. 

職制の 改革に つきて 詳記し、 

一 輔 相に は 岩 倉 公 (三 條公は 東 下 中な 

IIIIIIIIIRIIm 

議定に は 中 山 前 大納言 . 正 親 町中 納言 • 德大寺 中納言 • 中 御門 中納言 • 越 前前 宰相 • 肥 前前 中將 • 薩摩 

• 阿波 少將。 

^^與には小松帶刀 • 後藤 象次郞 • 大久保 一 藏 • 廣澤兵 助 • 三 岡八郞 • 福 岡 藤 次 • 添 島次郞 • 横 井 平四郞 
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第 十七 章 俄に 出で >- 新 政府の 柩 機に 參與す  九 三 〇 

の 決定 を 見、 辨 事 は 近日 任命の 害なる を 報 じ、 な ほ 位階 宣下 を 仰 出された る 次第 を 記 し、 之 を 拜 

受 する は 「實に 當 惑 至極に 有， 之 候 得 共、 御 政體に 於て 不， 被レ 得， 止 事 之 條理に 候へば 御^ 退 申 上 

候 は 不， ー罷 成； 去 S 直 様 御 受中上 候 儀 は 心底 相濟 不レ 申、 今 暫之處 人心 折 合 候 迄御受 不 11 中 上； 宣 皆 は 

辨事 に^け 候に 申談」 と 認めて ゐる。 

明治の 初に 於 明治の 初に 於け る 官制の 改革 は數 次に 上って 頗る 複雜 して ゐる。 卽ち 第二次 改革 は慶應 

も ft 改革 三年 十二月 九日 明治天皇 御舉問 所に 出御 ありて 親王 及び 諸臣を 召し 王政復古の 大號 令を發 

し 給うた 時の 諭告に 依りて 總 裁. 議定. 參與 の 三 職 を 置かれた ので あるが、 第二次の 改革 は 明治. 

元年 正月より 二月に 亙り、 正月 十七 曰に は 議定 級に 分課の 規定が 設けられ、 祌 祇. 內 國. 外 國. 海 陸 

軍嗇 計. 刑 法. 制度 の 七 課と して 事務 を 分掌せ しめる ことに なり、 一 一月 二十 三 曰に は 三 職 (總 裁. 議 

定.參 與) 八 局 (總 裁. 神 m 事務. 內國事 務. 外 國 事 務. 軍 防 事 務. 會 計 事務. 刑法 事 務. 制 度 事 務) 徵 士. 貢 士の制 及 

び 官職 名簿 を發 布した。 第三 次の 改革 は 同年 閏 四月 二十 一 日に 行 はれ、 卽ち小 楠の 米 田に 記 

. し 送った もので、 太 政 宫を議 政. 行 政. 神 祇. 會 計. 軍 務. 外國. 刑法の 七 宫と爲 すと 俱に 府. 藩. 縣 の 制 を 

定められた。 此の 改革に 於て は、 旣 に 三月 十四日に 五箇 條の御 誓文が 公に せられて 萬 機 は 公 

論に 決すべし との 御 精神 を 貫徹し なくて はならぬ の で、 議 政 宫を第 一 位に 置きて 最も 重い 權. 

力 を附與 し、 官 中に 上. 下 兩局を 設 け、 上 局に は議 定. 參 與. 辨 事 を 置 き、 議 定には 親 王. 諸 王. 公 卿. 諸 侯 

を (其の 內 二人 は. 輔相を 兼 ぬ)、 參與に は 公卿. 諸侯. 大 夫. 士. 庶人を 以て 之に 充 て、 議定 及 び 參與は 政 


體を 創立し. 法制 を 作 り. 機 務を 決し. 賞罰 を 明らかに し. 條 約を定 め. 和 戰を宣 ぶるな どの 事 を 掌 

ら しめられ たので、 今の 樞密 院議 員 兼 貴族院 議員と 云 ふ 格 だ。 下 局に は 議長 (辨 華が これ を 兼 

ねたが、 今の 衆議院 議長と いっても よから う) を 置 き、 議 員 は貢士 (各 藩主 が 其の 藩士 中 か ら 適 赏 な 者 


を拔擢 して 中央政府の 議事 所に 出した ので 今の 代議士の やうな も 

及び 外國と 締結の 條約 等に 關 する 事 を議 し、 立法の 權をも 握ら 

七月に 第 四 次 改革 ありて 神祇官. 太 政官. 民 部 省. 大藏 省. 兵 部 省. 刑 

牵皇 太 后宮 職. 春 宮 坊. 留 守 官. 開 拓 使. 按察使 等が 設けられ、 更に 明 

り、 第 五次 改革と して 太 政 官制の 改革 卽ち總 官制の 改革が あつ 

此の 如く 官制に 改變を 見た の は、 明 治 政府 草創の 際と て # -し已 

官制の 改變 する に 連れて 任宫 にも 異動の あ つたの は 云 ふま 

上 を 奏上し 王政復古と なるや 否や、 かの 機敏なる 坂 本 龍馬 はか 

坂 本 龍馬の 意 とか 善後策 を 講じなければ ならぬ とて、 一 方に は薩. 長に 線 絡 を 

見蒈 

官制の 組織に 苦心して 中岡愼 太郞. 戸田 雅樂と 協議して 朝廷に 

其の 大要 は關 白. 議 奏. 參 議の三 職 を 置き、 神 祇. 外 國. 內 國. 會 計. 刑 部 

つきて は 更始 一 新の 際で あるから 偏頗であって はなら ぬ、 其 の 

を 萬 世に 殘 さぬ とも 限らぬ とて 專ら 公平 を 主と し、 其 の 腹案 を 


の) であつ て、 租稅. 驛遞. 货幣. 拓殖 

しめた。 此の 改革 後明 治 二た や 

部 省. 宮 內 省. 外 務 ハ せ. 大 舉 校. 彈 正 

治 四 年 七月に は 廢 藩 mi- 縣 とな 


たので ある 

む を 得な か 

でもない が 

う 云 ふ 様に 

保ち 岩 倉に 

建 ^一一 す ベ き 

- 軍務の 六 宫 

第一 着 歩に 

後藤 象ニ郞 


U 僅かに 四 年間に 

つたで あらう。 

，はじめ 將軍 大政 返 

なって 見れば 何ん 

昵 近し、 一 方に は 新 

意見書 を 作 つ た。 ， 

を 設 け、 其 の 人選に 

於て 事 を 誤らば 禍 

に 示す と 一 議に及 
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ばす 賛成 を 表した。 其の 人選 は關 白に は 三 條實美 を、 其 の 副と して は 別に 內 大臣 を 置きて 德 

川 お 5^ 喜 を、 議 奏には 正 親 町 三條實 攀中 山 忠 能. 中 御門 經 之. 岩 倉 具 視. 松 平 慶 永. 山 內 容 堂. 島 津 久 光. 

松 平 閑叟. 伊達宗城 も利慶 親等 を、 參議に は、 長 岡 護美. 後藤 象 ニ郞. 坂 本 龍馬. 小 松 帶刀. 西 鄕吉之 助. 

大久保 一 藏. 木戸 準 一 郞. 橫井平 四 郞. 三 岡 八 郎等 を擬 して ゐた。 然るに 上記 王政復古の 大號令 

に 衣り 大體の 形式と 任命 は、 ほ^ 相似た る ものが あった が、 岩 倉. 大 久保 等の 畫 策 (？) に よって 其 

の裉 本の 大 眼目 は 骨拔 きにされ、 德川慶 喜 以下 全然 政權の 外に 葬られ 、佐幕派の 公卿 二十 餘名 

は 謹愼を 命ぜら れ、 會 津. 桑 名 兩藩は 各 其の 職 を 止めて 歸 藩 を 命ぜられた。 然るに 議定と 參與 

に は 坂 本が 議奏 と參 議に擬 して ゐた 人達が 大分 任命せられ、 小 楠 も慶應 三年 十二月 徵士 とし 

て 召さ れ、 明 治 元年 四月 着阪 する ゃ參與 とな り、 閏 四月 入洛す る や 制度 局 判事と な つたの は旣 

記の 通りで ある。 第三 次 改革に よりて は それ迄の 人達 は 皆 免ぜられて 新に 左の 如き 任命 を 

見た が、 これ は 主として 大久保 利 通の 意見に 基づいた との 事で ある。 

議政官 

. 議定 三 條右大 ほ (實 美) • 岩 倉 右兵衞 督 (具 視) • 中 山 一 位 (忠 能) • 正 親 町 三條前 大納言 (.K 愛 )• 德大寺 大納言 

(.K 則) • 中 御門 大納言 (經 之) • 阿波 中納言 (蜂 須賀 茂韶) •  土 佐 中納言 (山 內豐 信) • 越 前 宰相 (松： 牛慶 永) • 肥 前前 

中將 (鍋 島 直 正)。 

參與 三 岡 四 位 (八 郎、 後の 由 利 公正) • 福 岡 四 位 (孝悌) • 小 松帶刀 (淸 尿) • 木戸 準 一 郞 (孝 允) • 後藤 象 一 一郎 (元 


, s  . 大久保 一 藏 (利 通) • 廣澤兵 助 (督) • 副 島 一 一郎 (種 臣) • 撗井 平四郞 (時 存) • 西 鄕吉之 助 (重) • 告ド ハエ 

次 右衛門 (方 平)。 

議長 軍務 官 判事 大木 民 平 (喬 任). 權辨事 坂 田莠。 

行政 宫 

輔相 三條 右大臣 • 岩 倉 右兵衞 督。 

辨事 阿野 中警 . 坊 箬大辨 宰相 . 大原左 馬頭 • 勘 解 由 小路 左中辨 • 五 I 正大 弼 • 秋 月右產 • 神 山 

五位 • 門 脇 五位 • 田 中 五位 • 丹 波 五位。 

權辨事 千 種 前少將 • 戸田 大和 守 • 坂 田 一秀 . 松 室豐後 • 水 野助大 夫。 

右議 I 與の 人名 は 下 津休 也が 京都から 七月 g 日 附で在 藩 家老. 中老に 寄せた 1 中 「太 

政宫 要路の 名前 SSSIS 候」 とて 記して ゐ るのと 同じで、 旣記小 稀が 米 田に 報じた の 

と は HI 異なって ゐ るが、 それ は 小 楠の 報 2S 宫 したり 任命せられ たのが あつたからで 

あらう。 新 政府の 首腦 である 者が 位階が £ つたり 無 かつ？ する の は 具合 S いとい ふ 

ので、 輔 相に は 二位の 右 大將。 議定に は 二位の 中納 言、 參與の 藩士に は 四 位、 辨 事の 藩士 こ は 五 

位 S け？ と S つたが、 これ は當 時に あって は 破格の 沙汰で あつ S に 物？ 生じた の 

で 今 暫く 人心の 折 合 を 待って からま さは 其の I 事 SS くこと X なった こと はは ト 

楠の 書面 中に ある 通り だが、 右人 名 中 特に 三 岡と 輻岡兩 人の みに 四 位と 記して あるに つきて 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 

九 三 三 


古今 無 11 比類 一 

仕 4" 


第 十七 章 俄に 55 で 

も， に..^^? i  J -、 /」 

ふ-マ、、 ュ， 

5W ゲん "^ゾ r '-丄 -- 

ま； ャ耒. i": ：々 v\tH- 

丄ゃ. ^にえ やひ *w， 

-り §r, つ f  -ー 

で. ヤノ-、：；！.. V や？  \ す 一 

二 内 や? 2  . 


の 


新 政府の 樞 機に 參與す  九 三 四 

は 『由 利 公正 傳』 中に、 

閏 四月 一 一 十三 日從四 位下に 叙 せらる。 是 より 先 各藩の 徵士 にして 參與に 任ぜられ 

たる 者 皆無 位に して 昇殿 を 得す、 正殿の 階 前なる 砂上に 圓座を 敷きて 列 1- せし が、 

朝議 ある 毎に 先 づロを 開く 者 は 主として 參與 にして、 上座の 公卿 は 堂緣に 出で 

問答せ ざるべからざる の 不便 あり。 よりて 叙位の 議 ありし が 參與等 皆固辭 して 受 

けす、 參與 中の 年長者 福 岡 孝悌 ニニ 岡 八郎の 二人 をして 參與 代表者と して 位階 を 

拜受 せし むる に 至れり と 云 ふ。 

と あるので 其の 譯が わかる が、 そ れと 同時に 各藩の 徵士 にして 參與に 

任ぜられた 者の 無位なる ことの 如何に 不便であった かも 想像せられ 

る。 然るに 此の 文中に 「參與 中の 年長者 幅 岡 孝悌. 三 岡 八郞の 二人 を 

して」 と あるが、 當時由 利 は 四十 歳、 福 岡 は 三十 四 歳で 小 楠の 六十 歳に 

は 比すべく も 無い、 何故に 小 楠が 除かれ たかはよ く 分らぬ。 

右に よると 小 楠 は 第三 次 改革に より 數 多い 徵 士參與 の 中から 篩の 

EI に懸 つた 參與 中の 一 人た るの 榮譽を 荷った ので、 彼が 宿 元への 書狀 

(遣 稿篇 「書簡」 一九 S 中に 「四 位の 參 與 古 今 無，, 比 類 一 仕 合 深く 恐懼 仕. 

何ともい たし 樣 無， 之 候」 とい ひ、 又 彼が 病氣 にて 十二月 辭職を 思 ひ 立 


(藏太 熊 富彌） 簡 書のへ 玄 大野 矢 • 門衞左 千富彌 り よ 楠 小 
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ちた る 時 宿 許に 寄せた る書狀 5 稿篛 「書簡」 

二三 〇) 中に、 「從來 此節之 御 登 用 實 に 無， 存 懸 1 

仕 合に て、 匹夫 之 身 を 以て 四 位 之宫を 給り 天 

下 一 新 之 御 政事に 預り候 は 二 千年 來其 例し 

無， 之、 且 又 他 之 參與は 京師に 出懸 りの 面々 直 

に 被，， 仰 付； 列藩 在住の 者 被， 召 候 は 三 岡と 

私 幷木戶 準 一 郞之 三人 迄にて 實に 非常 之 御 

拔擢は 骨に 透り 難 ％ 仕 合に 奉， 存 候。 天恩 重 

大 無限 之 至り」 と 感激して ゐるも その 害で 

ある。 然し 位階に 就いては 叙，， 從四 位下 1 の宣 

下 はあった もの \輔 相 の 岩 倉 さ へ 三位 右衞 

門督 から 一 足 飛びの 二位 右 大將に は 心痛し 

てゐる 位で あるから、 一 布 衣の 小 楠が それ を 御 受けに 躊躇す るの も 

尤の 次第で あらう し、 叉 當時有 數の大 藩主の 一 人 細川韶 邦で さへ 從 

四 位 上で、 世子 護久 は慶應 三年 六月に 從四 位下 侍從に 任ぜられ たに 

過ぎぬ のに、 其の 臣下たり し 身が 一 躍 四 位の 位階 を 賜らう とする の 
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第 十七 章 俄に 出で. -新 政府の 榧 機に 參與す  九 三 六 

で 「御 辭退巾 上 候 は 不， ー罷 成； 去 迚直様 御 受巾上 候 儀 は 心底 相濟 不レ申 」 と當 惑す るの も 無 理 は 

な く、 な ほ當 時の 世相から 見ても 亦 「今 暫之處 人心 折 合 候 迄御受 不レ申 」 と 當分辨 事に 預けた 

の は 頗る 當を 得た 

處 置であった であ 

らう。 彼 は 沼山津 

の彌富 千左衞 門. 矢 

野 大玄兩 人 へ 五月 

十日 付で、 

小 拙 此節太 政 官御改 

正格 別の 御拔擢 被，, 

仰 付， 從四 位下に 拜 

任、 匹夫の 身 誠に 未 

曾 有の 天寵を 蒙り 

實以奉 二 恐 入， 候。 依レ 

之 位階 は 當分御 受難， 1 申 上 一 御 役所 御預 申上盧 候。 段々 承 合 候 處御斷 は 決て 罷成 不レ申 由に て 甚以當 惑罷在 候。 

御 推察 可 レ被レ 下 候。 


み々 1 


>、  \1 な卞ぞ ： ：  g  X, ま、 


4;  V 
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オ" パレ んハ 


治 

英 撗 

を 時 

己 も 

藏 

る 

ヽ 
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ば 
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と 書き送 つ て當 惑の 中に も 押 へ 難き 喜 を 告げて ゐ る。 

その後の 小 楠 は 健康 矢張り 勝れない ながら も 日々 出勤して 繁劇なる 職務に 從 事して ゐる 

ことが 宿 許へ の 時々 の 書狀に 認められて ゐる。 彼 は 其の 宿 許へ の書狀 中には、 い つも 時勢 や 

公生活の ことまで も 書き 添 へ てゐる が、 聖 上 陛下の 御 盛 德を窺 ひ御英 相を拜 して は感 喜默々 

に 付す る 能 は ざり しと 見 え、 五 月 十八 日に は、 特 に 一， 枚の 紙 本に、 

昨日 は 主上 政府に 被 レ爲レ 入、 玉」 M 近く 議定 • 參與被 n 召 出， 御 政事 被 二 聞 召， 候。 我等 を 去る 事 二 問 斗な り。 

主上の 御英相 御 寶箅御 十七 歳に 被 レ爲レ 成、 御 年 相應之 御成 長に て 玉顔 は あさ 黑く御 雄 そふに 被 レ爲レ 在 候。 是 より は 日々 程 

に 御 出 被レ遊 候との 御 事な り。 非常 之 御 天資 誠に 國家 之大幸 何も 甚難レ 有が り 申 候 事。 

と、 五 月 二十四日 付の 書狀 (遣. 稿篇 「書簡」 二 〇 二 中には、 

主上 日々 御 出 座、 議定. 參與被 n 召 出， 萬 事 被，, 聞 召， 候。 私共 罷出候 所より は 玉座 は 一間 半 位、 八 疊之御 問に 

中央に 高き 御 疊ニ枚 敷き 御 敷物 だ？ 外に 御 たばこ 盆 は のみに て、 御 近習 衆 も 一と 間隔て 二三 人 も 

扣 ぇ被レ 居候。 私共 は 御 居間 之 下 御 敷居の 下と に 罷出申 候。 議 • 參 一 同に 罷出候 時 も有レ 之、 或は 一 人 罷出候 

事 も 御座 候。 千 餘年來 絶て 無 レ之御 美事に 御座 候。 御 容貌 長が 御 かほ、 御 色 は あさ 黑く被 レ爲レ 在、 御聲 はお ほ 

、 ] ,  (龍顏 の 意味) 

きく 御せ も すらりと 被 レ爲レ 在 候、 御 氣量を 申 上 候えば 十人並に も 可 レ被レ 爲レ在 哉、 唯々 並々 ならぬ 御英 相に 

て 誠に 非常 之 御 方、 恐悅 無限 之 至に 奉レ存 候。 

と 謹 記して ゐる。 之 を謹讀 すれば 小 楠が 如何に 皇室に 對 して 敬虔の 念の 深かった か 窺 は 
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第 十七 聿- 俄に 55 で，^ 新 政府の 樞 機に 參與す 

れ る ではない か。 

小 楠 は 入洛 以來 上記の 如く 健康の 常なら ざる を 推 

びて 病狀 募り 遂に 缺 勤の 巳むな きに 至った。 それよ 

^の 重態に 陷 り、 小 楠 自身 も 最早 再起の 覺 束な きを 思 

授 した 程であった。 其の 遣 表 は 小 楠に 密接の 關 係の 

れてゐ る。 門 生 等の 聞 書で ある 爲 であらう 文章 は區 

德. 交 際の 四ケ條 より 成って ゐて、 小 楠が 常に 君 上 を 

神に 燃えて ゐ たこと も 分り、 叉 小 楠の 女婿で 基督 敎界 

を 見 て、 其 の 第 一條 冒頭に ある 「良心 は 道の 本な り」 

と し、 小 楠 は 外形の 品行に 於て は異敎 人の 觀 ある も、 良 

意 誠心 や 其の 內 心の 直覺的 努力に 至りて は、 無 論儒敎 

れ たものと 云 ひ 得べ く、 若 し假 りに 彼 を 天國に 在らし 

あらう と 思 ふ と、 著 者に 物語った こと も あるので それ 

勢 減退した 爲に 捧呈せ すに 終り もし、 著者の 目に 觸れ 

かも 明らかなら す、 叉 無論 小 楠の 檢閲 を經 たもので も 

小 楠の 病氣は 幸に 危險の 域を脫 して 稍 持直し はし 


九 三 


，乂 


して 職務に 勤し 

り 病勢 は 次第に 

ひ、 門弟 等 を 枕頭 

ある 門 生の 諸家 

々だが、 大意 は 何 

堯舜に 致し 國運 

の 香 宿たり し 故 

なる 一 語 を 以て 

心 を 根本と して 

の神髓 だが 同時 

めば 我等よりも 

を こ \ に 揭げて 

たもの は 何れも 

ないから 割愛す 

たが 七月に 入り 


んでゐ たが、 五月 末に 及 

重る ばかりで 一 時は餘 


に 呼び集め 

などに は 今 

れも 同じ で 

を 進暢せ し 

海老 名彈正 

「小 楠學」 

天 を 敬し ：大 

に 叉 基督 敎 

遙 かに 上 座 

見たい が、 之 

其の 手記 者 

る ことにし 

て も 尙遲々 


て 遣 表 を 口 

でも 藏 せら 

人 道. 治 亂. 君 

めんとの 精 

は 此の 遣 表 

の 極意な り 

を 信す る 誠 

の 眞 識に觸 

をお める で 

は 小 楠の 病 

の 何人なる 

た。 

とし て 快方 


に 赴かない。 其の 月 初旬 上洛して 小 楠 を 見舞うた 下 津休也 は 同月 四日 付に て 在 藩の 家老. 中 

老に 寄せ • た 書面 中に 左の 如く 認めて ゐる。 

太 政宫の 模様 別 條無レ 之 候。 岩 倉 卿 根に なり 御 精勤に 候。 其 外 公卿に は 別段 之 人才 無 レ之由 横 井より 承り 候。 

肥 前 老公 御病氣 次第に 御 甘き に は 相 成 候 得 共、 今以 御床の 揚り 不レ巾 候に 付 止 を 不レ被 レ得暫 之 御 休養 御 願に 

て 今日 御 出立に 相 成 申 候。 尤御 せに 相 成 候 得ば 猶叉御 家 內樣御 同道に て 御 登 京 被 レ成候 御 含 之 .5。 卷嶽公 .容 

堂 公 は 日々 參政御 精勤 被レ 成、 一 鉢 は 至て 靜謐 と拜見 候。 參與之 面々 も關 東を始 段々^ 務之受 々に 引 分 候に 付 

當時は 到ての 人少、 別紙 名前に 印 を 用 置 候 丈殘り 居候。 横 井 も 早く 全快いた し 出勤 仕 候はビ 朝廷の 事 もさ 

ばけ、 岩 倉 卿の 土臺も 助け 可レ ゆと 見込 候稜々 御座 候 得 ども、 何分に も 今 之 通に て 何もかも 出 來不レ 遣憾 

之 至に 御座 候。 同人 出勤 仕 居候 得ば 岩 倉 卿 拜謁之 都 4 口 も 能く、 小生より 少 々 屮上度 筋 も 有 レ之候 得 共 其 俄不レ 

能殘 念に 候。 今日に 至り 乏 敷物 は 人才に て 岩 倉 卿 初 是には 大困究 之 由、 重 疊御尤 に 御座 候。 

右に よると 倉 は 取 分けて 小 楠 を 信頼して ゐる 様子が 見える。 下 津は小 楠の カを藉 りた 

い 折 柄に 彼の 病氣 にて 引 入って ゐ るの を 痛く 殘念 がって ゐ るが、 小 楠 とても 治療の 効 の涉 

々しからぬ を 如何に 齒 痒く 思った であらう。 好める 酒 を も 禁じて 只管 養生に つとめた ので、 

久し 振に 出勤 九月 初 句に は 漸く 近處へ の 散歩 位 は 出來る やうに なり、 其の 十五 日より 久し 振に 出勤し 得た。 

宮川小 源 太 は 其の 翌十 六日に 熊 本の 父に 書 を 寄せて 師小 楠の 病氣 恢復して 國事 に^くし 5:- 

らる - やうに なりし を 吾が 事の 如くに 喜びて 左の通り 記して ゐ る。 

横 井 小 楠 上卷 傅記篇  九 三 九 
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先生 愈以御 全快 之 方に 相 成、 先度 申 上 候 後日々 御 出 浮、 昨 十五 日 御 出勤 相 成 申 候 處岩倉 卿 を 初 參與小 松 初 一 

統御 出勤 不レ 怪歡 びの 様子に て、 脇より 三 岡 はしらぬ 面に て 犬に 嬉しき 事に て爲 レ有レ 之と 下り 後 噂いた し 候。 

參與小 检を初 別段 手厚いた し、 決て 無理 之 出勤 無 レ之様 殊之外 一統 先生 を 與程重 じ 候 様子に て爲 レ有レ 之と 

.  (正午) 

三 岡 嘴 御座 候。 昨日 立 烏帽子 • 緋タ 、 レ 拜領、 今日は 御着 用に 相 成 候て 午の 刻 參朝之 御 達 有 レ之御 出勤に 相 成 

申 候。 

輔相 始め 一 統が小 楠の 出勤 を歡び 大いに 意を强 うして ゐる 狀況が 目の前に 見える や うだ。 

小 楠 も 宿 許へ 十五 日より 出勤の 事 や 衣冠 拜領の 事な ど を 報じて 居る が、 此 等の 報道が 肥 後へ 

元 田、 米 田に 屆 いたと 見えて 元 田 東 野 は 十月 一 日付に て 奥州 出張 中の 米 田 虎之助へ の 書簡 中に 左の 如く 

小 楠の 快復 を 

喜び 報ず  書いて 居る。 

沼 山 病 氣も渐 快く、 當月 初より 外出 追々 出勤 致し 候 害 之 由 申 遣 候。 一旦 は餘 程之容 鉢に て旣に 死後 之 遺 表 も 

認め 候 位に 有 レ之候 由之處 快復 致し 重々 珍重 之 至に 御座 候。 東北 平定 御 東 巡 も 被 レ遊候 得 共 治 道 之 御手 初に 相 

.  成、 沼 山 平素の 經綸 今日 其 時に 達候镜 にて 十一 一分 之 忠勤 祈 申 候 事に 御座 候。 

元 田は旣 記の 如く 小 楠の 出京 を 時機 尙早 しと 云った の は 畢竟 彼の 身 を 案じての 事 だから、 

出京した からに は 其の 成功 を 只管 祈って ゐ るの は 云 ふ 迄 もない。 米 田 も 小 楠と は 二三 年來 

特に 意 ま 投合した 親しい 間柄に て 素より 小 楠に は 犬なる 期待 を 持って ゐ るか ら、 今 こそ 小 楠 

の實 力の 發 揮され る 時が 到來 したと 其の 快 氣の報 を 心から 喜んだ ことで あらう。 


病氣後 り その後 十月 一杯 は 元氣で 日々 出勤した が、 十一月に 入って から は 病 氣稍後 房り の觀が あつ 

て， 斤々 缺勤 する やうに なり、 十二月に 及びて は 病勢 增惡 し、 同月 二十日 付の 宿 許への 書狀 5 稿 

篇 「書簡」 二三 二) に は、 もう 十日 餘も引 入って ゐ るが、 此の 後 快復の 兆な くば 辭表を 提出す る 

外 はない と悲觀 的の 文句 を 見る に 至った。 それでも 其の後 六日 を經 たる 二十 六日 付の 書面 

(遣 稿篇 「書簡」 二 三 三) に は 病苦 を 推して 日々 出勤して ゐ ると 認めて 後に 左の 如く 記して 居 

る 0 

、 後 0" 時)  へ 十時ン 

宿 許への 最後 御着 輦後 彼是 多事、 昨タも 乍-一 不快， 岩 倉 公より 呼に 參り罷 越、 七ッ顷 より 夜四ッ 過に 歸り候 位に て 致 L 力た 

の薔面  なき 次第に 御座 候。 正月 は 四日 頃より 出仕 初り、 何やら かやら 大小 事件 様々 にて 此不 梅に ては^ 當惑千 萬 

に 奉 レ存候 云々。 

之に よると 二十 二日に 主上 東京より 還 幸 あらせられ ビれに 供奉して ゐた岩 倉も歸 京した 

ので 事務 は餘程 繁劇と なり 引 籠って は 居られ なくなつ たと 見える。 右 書面に よる も 午後 匹 

時より 夜 十 時迄輔 相の 私邸に 呼ばれた 其の 苦痛 は に 同情に 堪へ ぬが、 なほ 無殘 にも 之が 家 

庭 へ の 最後 の 昔 信と なつ て、 書中に ある 正月 四日の 初出 勤 を 無事に 濟 ませた 翌 五日 敢 なく も 

凶 匁に 斃れ たのであった。 

小 楠 は 太 政官內 にて は 彼の 宿 許への 書狀に 「上下より 推 立てられ 誠に 大 順境に て 云々」 

と ある 通りに 岩 倉輔相 始め 一 統 より 優遇 せら れ、 彼 の 健康の 勝れざる に對 しても 氣 儘に 出勤 

横 井 小袖 上卷 傳記篇  九 四 一 


岩倉輔 相の 信 て 最も 重要の 人 

親 厚し 

役所ば かりで な 

役 へ の、 宮川小 源 

小 楠 亦 岩 倉 を に對 して 深く 之 

推賞す 

簡」 二 一 三) の 中 
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する やうに と 大切 がられて ゐた。 それ も 其の 箸で 小 楠の 識見 は 太政官 中で は 群 を 祓いて ゐ 

であった の だ。 流石に 烟 眼なる 岩 倉 輔相は 彼に 信賴 する こと 特に 厚 く、 啻 に 

く 私邸に 招きても 絕 えす 其の 意見 を徵 した こと は旣記 下津休 也の 肥 後 藩 重 

太の 家父への、 小 楠の 宿 許への 書狀 にて 窺知 せられる。 小 楠 も 亦 岩 倉の 偉材 

を 推 重し て、 明 治 元年 九月 十五 日付に て 在米 二 甥に 寄せた る 書面 (遣 槁篇 「暂 

に、 岩 倉 を 評して 「此公 は 非常 才力 有， 之、 中々 大名 杯に は 比類 無， 之」 と 云 ひ、 叉 

ぃ關 係が あった、 柳 河 藩 家老 立 花 壹岐が 本年 五月 徵士を 仰 付けられた 際 は 病 

豫を願 ひ 出で 専ら 療養に 力めても 涉 々 敷 快復 せぬ ので、 餘り 延引して は 恐 入 

て 九月 二十 九日 上 京し、 數日 休養 の 後 十月 四日 先づ小 楠に 書面 (本 篇ニ四 四 9 

を 贈 り、 同 六日 彼を訪 うた 時 も談が 時事問題に 移る と、 小 楠 は 「今日 當路の 三 

何れも 目前の 事を處 する まで^ 治 道の 本源に 志 ある もの を閜 かぬ。 只 頼み 

くも 畏き上 聖上 陛下の 御 英明と 岩倉輔 相の 偉才の みで ある。 當今責 殿が 

まれな いのは 獨り 此の 卿 一人で あらう。 惜哉 只今 供奉され て 東上の 事 だか 

つて 御 逢に なったら 屹度 面白い 話 も あらう かと 存 する」 と 云った とのこと 

小 楠 は 太 政 官の大 宫中岩 倉 だけに は 傾倒して ゐ たので、 彼に 對 して は滿 腹の 

る。 


小 楠と 長い間 深 

氣の爲 に 上京 猶 

ると て 病 を 推し 

遣 稿 篇五七 六 頁) 

職 以下 を 見る に 

に 思 ふ はか け. ま 

治 道 を 論じて 倦 

ら、 其の 歸洛を 待 

だ。 かくの 如く 

經綸を 吐露した 


ものと 思 はれ 


井 
上 
家 


小 楠 は 入洛 以來 病勢に 消長 は あつ 

の 恩 寵. 輔 相 始め 一 銃の 優遇と 同情と 

鞅掌した。 其の 間 彼の 献策と 認 むべ 

ベ き だが、 元 a 東 野が 「小 楠 先 

り從四 位に 


て ある 

與と爲 

得す」 

ける 建 

に 載せ 


と ある 通り 

議. 建白の 文 

たる ものに 


の 西 

I め 


田 


叙せられ 八閲 月に 

に 明記され たもの 

案で も 遣って ゐな 

過ぎぬ は遣憾 であ 

私生活 _ 


ィ 寓居 

は 上洛 後 暫く は 大宮通 四條下 ル灰屋 八兵衞 方に 寓 した 

なる 井上 九 兵衞 方に 轉 居した。 井上 家 は 細川幽 齋以來 

代 麟吉に 至る まで 十五 代の 間 現在の 場听に ia まって ゐ 


たが 全く 健康と 云 ふ 日 は 殆ど 無かった。 けれども 至尊 

に 感激して 病苦 を 忍びつ X 至誠 を盡 くして よく 職務に 

彼の 印した 足跡 は 必す殘 "され 

維新 先生 召命 を祇み 入りて 參 

する 所事樞 機に ffi し 記す る を 

ない。 切め て 彼の 在職 に 於 

稿篇 「建白 類」 の 「朝廷に」 


きも の、 參與 の 一 人と して 

生 遣 文 後 序」 中に 「明治 

して 捐 館す、 其の 謀議 建 明 

がない から 之 を 知る 由が 

いかと 搜 索して 見た が 遣 

る 0 


が、 間狹 のた め 高 倉 通 丸太 町 南 

肥 後 藩 特に 其の 藩主の 川逮を 

て、 家 格 は 武家と 町人との 屮 
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參 

逸ノ 

時 

京 

井 

宅 


はした が 先 づ舊の 通りで あるとの 事 だ 

前の 庭に ある 石 燈籠は 細 川 三 齋が据 ゑ 

ふ 由来つ きの も の、 植 込の 立 木 は 皆 元 治 

れた 老木で 昔 知り 顔に 茂って ゐる。 


なる 所 

京都の 

高 倉 錦 

此の 井 

う な。 

は 勿論 

後の 建 

であつ 

疊 の 客 

は 其の 

少の模 

リ 其の 座 

たま X だ 

の 火災 を 


謂 「 家柄」 であつ 

大半が 灰爐 となつ 

小路 北、 銀行 集會所 

上 家の 町に 面した 

邸宅 


九 四 四 

た。 なほ 

た 時燒殘 

の あ る 元 

高 解と 『 


元 治 元 年 一 

つた もの 

薩摩 屋敷 

とだけ で 一 


の變に 

は、 現在 

の 庭と 

ある さ 


に- 

ど 

寺 町 通に 轉 is 

西 

の 


著者 は昭 

養子に て 


和 十 年 夏 同家 


人 

つ 

常 

r 


人 

て 

こ 


間 は 

使 ふ 

は 出 

一 向 

出來 

ゐ な 

へ 來 

で あ 

は從 

廣大 


追 啓」 


無論 小 楠 を 

人 を 使 ふ 術 

者 は、 自 分 も 

るが 差圖す 

顏も 出さ， K 

上る。 つま 

ければ なら 

つて 成程と 

瘦を 起して 

るから 相 當 

者 や 來客多 

靈 神社 鳥居 

であった と 

に 左の 如く 


を 


兒 


を 

口 


る だ 


ビ 

卩 

-井 

し 


訪 うて 現 主人 

な い が、 今 は 亡 

ら 


に 

て 


ねば 大き 


仕 

づ 

ゐ 


仕 

一 >  > 

る： 


を し 

事 は 

て 冬 

つ て 

ふ こ 

は 流 

あ つ 

こ と 


と 云 

ま 


がお、 


い 

の 


小 楠の 

養母が 

事 は 出 

る。 處 

い。 更 

ば 燧 

な 仕事 

あ つ た 

ある。 

うだ。 

逮 ある 

する こ 

入屋に 

十四日 


居 

來 

力 

癎 

と 


問 で あ 

楠から 

な い。 

五十人 _ 

五 百 人- 

で  も あ 

する の 

著者に 

ほ 小 楠 

瘤に つ 

に な り、 卜 

今 は 跡 

許 へ 送 


つた」 座敷 


直接 

卑近 


人 

し 

て 


方 

つ 


も 


な 

た- 

な 


使 

リ 

に 

IT 


で數時 n 

たといつ 

だが 土方 

ふ 者に な 

ふ 者に な 

る。 それ 

大勢の 人 

相手に 相. 

在住 中 は 

分 自身 手 

三日 寺 町 

—轉 居し 


面談した。 彼 


て 诞. 

る と、 

る と 

で ゐ 

を 使 

應 し 

病氣 

紙 中 

通 竹 

た。，， 


た 手紙 (遣 稿篇 「書 餅 


； 語つ た 話 

方 で 三 人. 

-自分 も； H 

仕事場な 

て 矢張り 

ふ 呼吸が 

ヒ ヮ X  NL 

-K ェも上 

勝ちで あ 

に 書いて 

屋町 上ル， 

此の 家 は 

」 二 三 〇) 


今日 虎之助 殿 着、 大方 私 方に 直に 被 レ參候 事と 奉, 存候。 私 寓居 も餘 り問狹 にて 客來は 多く 困窮 仕 候 間 昨日 寺 
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町 通り 竹屋町 上ル所 四條殿 懸け 屋敷に 轉居仕 候。 此家は 十分 之 作 事の 上 間 取 も廣大 に有レ 之、 私 居候 處 座敷に 

て 十二 疊 牛に 次 之 間 十疊、 九 尺 床に て 違い棚 杯 美を盡 し、 此方 面に て 第一 之 美 宅に 有レ 之、 其より 次 は 幾 11 

も 有 レ之中 々 廣大 なる 屋敷。 庭 も 夫に 應じ 大分 の タツ 口 ギに御 鹿 候。 必竟 病中 間狹 にて は 中々 醫 いたし 候よ 

り 引き 移り 申 候。 右 之 通りに て 虎之助 殿到留 さし 障り 不レ申 候。 

米 田來宿  米 田 虎之助 は 元年 五月 廿 五日 肥 後藩征 東軍 總 帥に 任ぜられて 六月 二日 着阪 した が、 當 時 同 

藩 は 親 兵 費の 呈出と 征 東の 出兵が 遲延 した 爲に 朝廷から 勤王の 誠意が 認められなかった の 

で、 當 時 在 阪の長 岡 護美の 意 を 承け て 直ちに 京都に 向 ひ、 四 日朝 前記 井上 宅なる 小 楠の 宿に 入 

り 其の 夜 一 泊。 翌 五日 岩 倉に 謁して 種々 陳 辯し、 朝廷より 赤地 御 紋章 附 軍旗 一 旒、 錦 短冊 肩章 

三百 人 分 を 下賜せられ、 之 を 奉じて 同日々 沒小 楠の 宿 を出發 下阪した。 處が 同地 藩邸で は征 

東軍 進發 につ き 議論 沸騰して 米 田 や 護美の 關東出 發は容 „^ に實 現せす 紛擾 を 重ねた 末、 六月 

廿 三日に 至り 米 田 は 漸く 藩に て 雇うた 米國 汽船に 搭乘 して 大阪を 出發し 東京に 着いた。 そ 

. して 七月 廿 五日 東京 發、 先 づ水戶 に 向 ひ、 尊で 奥州の 新田. 中 村 等に 轉戰の 後 十 一 月 中旬 東京に 

凱旋、 同廿 六日 同地 を發 して 歸國の 途次 十二月 十四日に 入洛した のであった。 小 楠が 米 田の 

歸 るの を 鶴首し. て 待って ゐ たこと はい ふまで もない 事 で、 此 度 か X る 宏壯な 邸宅 を 選んで 轉 

宅した 理由 は 勿論 彼の 手紙に ある 通りで は あらう が、 米 田と 同宿の 便宜 を考 へ たこ とも 其の 

お 力なる 一 つで は あるまい か、 殊 に 彼が 着 京の 前日に 移轉 した こと は猶更 それ を 思 はせ るの 


である。 かくの 如く 米 田が 上洛の 都度 小 楠の 寓居に 宿泊す るの は 小 稲が 沼山津 閑居 時代 か 

ら 彼と は竊 かに 意 氣相 投合して 相互の 交涉も 頻繁であった 爲も あるが、 特に 今回の 征來軍 進 

發 にっき て、 は じめ 藩 政府 ことに 擧校 派の 人々 は會津 征伐 を 2! て 薩. 長 の 私に 出で たものと 疑 

ひ、 會 藩を是 として 之に 異論 を唱 へたる に對 し、 元 田. 牛 島 等實擧 派の 連中 は 大義に よって に 

命 を 拜し越 後. 白 川 二道に 藩 兵 を 出して 王師 を 助け 以て 尊王の 大義 を 天下に 表すべき を 主張 

したのに は 無論 小 楠 も 同意見で、 直接 間 接に 米 田 を 鼓舞して 之 を 決行せ しめた 關係も あるか 

ら であらう。 

尙同 廿日の 宿 許へ の 手紙に 留守宅の 家族 一 同 上洛す る やう. S 'し 送った 中に も 此の 家に つ 

いて 「問數 も數， ^にて 二階 も ニケ所 有， 之、 大 様 二百 枚餘 もた X み數 御座 候の みなら す 、殊 之 外 

美麗 成る 家居に て、 どり し こ 御 出と い へ 共 何の 支 も 無， 一 御 候」 と 書 いて ゐる が、 前便 書面 屮の 

記事と 照らし 合 はせ て 見る と 餘程廣 い 美しい 家であった らしい。 此 處に轉 じた 小櫥は し 

て 幾 十日 其の 樂 しみ を享け たもの か。 

^ 家 計 

小 楠の 沼山津 閑居 時代 ことに 文久 三年 家 祿 を 召 上げられて 以來の 彼の 家計が 最も 翁乏を 

告げて ゐ たこと は旣 記の 通りで ある が、 今 回 朝廷より 召 出されてから は 無位 無 {n から 一 曜四 
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位. の. 參與 となり、 暮向も 亦 一足飛びの 大名 暮し となった。 

京都-在住 間 宿 許 へ，， 送つ.. た數十 通の 手紙から 彼の 家計の 狀 態を窥 つ て 見る と、 上洛の 準備 は 

,v の 調達した 金 を 以て 辨ぜ られ たが、 さて 就任して 見る と 新 政府 は 創 葉の 際と て 財政 逼迫 

で 俸給 も 渡らない 有様、 已む なく 細 川 家から 二百 兩 借用して 當座を 凌いだ。 七月に 入って か 

ら 漸く 事 給が 渡った と 見えて、 同月 十八 日の 書狀に 「月給 拜領仕 大分 暮方 せ： 敷」 と ある。 參 

a (の 月給 は 六百兩 であるが、 東北 兵亂 のた め 五月より (母 棒 給の 半 高 を 政府に 差 出す ことに 

收入大 なると 太政官 中中 合 はせ たので あるから、 手に入る の は 三百 雨であった。 それでも 共の 當時は 大金 

^に 支出 も 多 で 彼の 懷 工合 は 俄によ くな つたが、 それだけ 支出 も 亦 多かった。 九月 十日 附の宿 許への 手戲 

(遗 稿^ 「書 隨」 ニー  一 二) に は 左の 如く 書いて ゐる。 

莫大 拜領も 仕 候へ 共夥 敷物 入に て 殊に 諸 物惯御 許より は 四 五 增陪之 高直に 御座 候。 左 平 太 共に もとても 官府 

. より は 御 出方 六ケ敷 奉レ存 候間當 冬先づ 三百 金 位 は 遣し 不レ 中て は來 春よりの 手當存 一一 御座-間 敷、 近日に 力 わ 

せに て 送り 申 害に 御座 候。 且病氣 にも 物 入 別て 多分に 有レ 之、 出勤 仕 候へば 若 黨も四 五 人 小者 共に 都合 十 一 人 

外に 下女 二人の 暮し、 夫に 食客 六 人 遣い 錢. 衣類 迄 世話いた し 候 もの もお レ之、 夫 はく 大悠之 事に 御座 候。 

家 司 役 可， 然者甚 ほしく 御座 候へ 共 一 切手に 入 不レ申 是も大 困りに 御！^ 候。 然し 珍 敷 大名に 俄に 相 成り、 乍こ自 

分， おかしく 御座 候。 

比の 時分 京都に 滯 在. して ゐた 社中の 者 は 山 田 五次郎. 宮川小 源 太. 河 瀬 典 次. 西 田 八左衞 n. 能 


勢 道 孝 岩 男 作左衞 門. 江 口 純 三郎. 1: 英次郞 の 八 人 だか ら、 お に 食客 六 人と ある は 此の 內の 人々 

だと 思 ふ。 

共の 後 十  一 n  二十 一 日附 にて 宿 許に 寄せた 書狀 5 稿 11 「害 il 」 二  二 七) に は 「出 銀の 大略」 

として 門 生や 細 川 家へ の 返濟. 在米 二 甥 や 留守 許へ の 仕送り 社中の 人達へ の貸與 など 费 E と 

金額 を 列記して ゐ るが 中々 大した もの で、 特 に 社中の 者に 貸した 金額に は 驚くべく 多額な の 

も ある。 なほ 小 楠 は それ を 列記した 後に、 「當時 召 仕 候 男女 拾 六 人 其 外 やく かひ 五六 人 はお 

之夥 敷物 入、 且 病中 夫々 之 費えに て 彼是 入費 甚 敷、 僅 に 越年 仕 候。 右 之 次第 故 當暮は 何も 心に 

住 せ 不レ申 云々」 と 認めて ゐ るの を 見る と 生活費 は 益.^ 嵩む ばかりであった らしい。 處が 十二 

月 二十 六日 卽ち小 楠の 宿 許へ の 最後の 書狀 5 稿篇 「書簡」 二 三 三) に は 「八月 以來 さし 出し 

^候 月給 當暮 一 同に 拜領 誠に 難. 有 仕 合に 奉， 存 候」 なる 福 昔が 報じられて ゐる。 かく も 大金 

が 這 入った ので、 心に 任 かせぬ と 云って ゐた宿 許にまで も 正金に て 數百兩 を 送った。 此の 書 

狀の 「尙々 書」 に は 左の 如く ある。 

京都に ての 越 私 は 不思議に 都に て 年を迎 へ、 若者 上下 二十 二人 相手に 越年 仕 候。 外出 之 時 も 大勢 之 供 廻り 俄の 大名に f 能 成 

年 

りお かしく 御」 M 候。 種々 玩物相 求め 夫 を 相手に 樂み巾 候。 酒 も 不二 相替， 禁制に て 實は大 困窮 之 至りに て 御 察 

し 可レ被 1 下 候。 

小 楠 は 六十 歳になる 今日 迄 熊 本 以外で 越ハ 半した の は、 江 戶遊擧 の 時に 同地に て 一 回、 越 藩 s!!: 
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>s-  H に隔 井に て 二 回、 此 度 は 四 回目で しかも 京都に ての 越年 なれば 「不思議に 都に て 年を迎 

へ」 と 書いた ので あらう。 なほ右にょると小^^には病苦が薄らぃで酒が解禁にさへなれば • 

何 不足ない 歳末であった。 

づー豎 

小 楠 は 安政 六 年 秋に 於け る 越 前にての 瘧. 文 久ニ年 秋の 江戸に ての コ レラ. 彼の 手紙の 中に 

折々 散见 する 外 邪. たんが い. 痛 足. 眼病. 齒痛 など 偶發的 の 病 氣に擢 つたこと はたびく あった 

が、 決して 虚弱な 體嫗の 持主ではなかった らしい。 然るに 明治 元年 九月 十五 日付に て 在米の 

二 甥に 寄せた 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 二  一  一二) の 一 節に、 

拙者 四 年 來少々 寐疾相 煩 居候 處 昨冬に 至り 大分つ より、 秋 堤 共 療治いた し 候へ 共 勝れ 不レ 巾、 正月 初 高 橋文貞 

呼び 迎へ 同人より 外 治いた し 速に 奏効、 近 遠鐵炮 うちに も 參り候 様に 相 成 候 問 三 巧 出京 麥與被 n 仰 付 一 殊之外 

多用、 朝より 夜に 入りす わり 切り 候 問再發 いたし 云々。  • 

と あるに よると、 文久 三年に 越 前を辭 して 歸國 した 翌年から 馒 性的に 右の 病 氣に惱 ませられ 

てゐ たと 見える。 そして 出京 前に は 銃 獵に出 懸け 得る ほどに 回復して ゐ たと は ある が、 應 召 

上洛の 際 は、 小 楠の 「老體 の 上 近年 病氣 勝」 と 云 ふ 事が 江 口 純 三郞の 同船 隨從の 理由に なつ 

てゐ るし、 h 洛 途中 大阪 から 宿 許への 小 楠の 書狀 5 稿篇 「番 s」 一九 さに 「着 後 舊病も 次^ 


に 快き 方に て 云々」 と あるか ら、 決 して 健康 體 ではな かつ 

■ 


入洛 _d 後の 容 


病勢 增進 


進し、 六 月 中旬から は 二回ば か 
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く 小 楠 は 門弟に 遣 表 を 口授した 程であった。 其の 容態の 重篤と なった こと は 七月 廿九 日付 

にて 河瀨典 次が 宿 許へ の 手簡に、 

前略 七 • 八月 迄に は 一 先 歸國致 度 其 心 組 致 居候 處、 先 月 々初より 先生 病再發 致、 一 端は餘 程の 難^に て 最早 

六十 日程 引 入相 成、 藥用專 らに候 處當月 中旬. g より 藥効相 見え、 雨 三日の 處 にて は 全く 本 快に 到可レ 中、 何れ 

も大悅 致し 看病 專 一 に 相 勤 申 居、 來月 半に も 相 成 候へば 出勤の 段に もな り可レ 中、 暫 らく は 實 以て 氣遣ひ 致 候 

も 遠路 沼 山 に 中越し 候ても 無レ詮 事に 付 病 氣の處 は 無沙汰に 致し^く、 其 心得に て 他言 無用に 候。 

と あ り、 宮 川 小 源 太が 八月 六日 付の 鄕里 へ の 書面 中に、 

先生 御寐疾 一 旦は よほど 差 起、 加 之 再度 餘程之 熱に 御座 候 大分 之 御 疲れに て 云々。 

とも あるし、 又 小 楠 自身が 九月 二十 一 日に 彌富 千左衞 門に 與 へたる 書 狀 (遣 稿篇 「書簡」 二 一  六) 

に も、 

去る 五月 末より 引 入 長々 養生 仕候虚 様々 に變 態いた し、 七 • 八月 比 は 下血と 相 成、 其 末 小便 閉 いたし、 一旦 

.  は 必死 之 容態と 相 成。 

と 記して ゐ るので も わかる。 

危險狀 態を胜 七月に 入りて は 危險狀 態 は 脫し稍 快方に 向った が、 まだ 其の 月の 上旬 は 在京の 下津休 也よ 

す 

り M 日付に て 肥 後 藩の 重役に 小 楠の 病狀を 報じた る 書中に ある 如く 「尙 引入餘 程の 容體に 

て今以 他行 は 巾 不， 及、 渐 く  二 便に 通 候 位の 仕 合」 なる 容態であった。 然るに 小 楠 は 其の 前日 


なる 三日に 約 一ヶ月 振に て 宿 許へ 贈 つた 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 二  o 五) に は、 

私事 も痳疾 再發、 例の 通りに 歩行 正坐 出 來兼申 候 間 先々 月末より 引 入 岩 佐玄珪 に懸り 養生 仕 候。 北 ハ内內 藤 も 

歸 京いた し兩 人に て 治療 仕、 近來渐 々 せ： 敷 只今 通り に て は 盆 前後に は 出勤 可レ仕 奉レ存 候。 

とて 全然 危篤だった こと も 書かす 現在の 容態 も輕く 記して ゐる位 だか ら、 門 弟 等に も 自分の 

病 狀を鄕 里に 報す る を 堅く 禁じた の で、 河 瀨も 「他 言 無用」 と 云 ひ、 宮 川 も 危險期 を 脆して か 

ら鄕 里へ 報じた ので あらう。 鬼に 角餘程 衰弱した と 見えて 盆 前後の 出勤 は 思 ひも 寄らな か 

つた。 同月 十八 日の 書狀 S 稿篇 「書簡」 二 〇 七) に は 左の 如く ある。 

私 病 氣今以 勝れ 不， 申、 岩 佐 玄挂. 內藤 專ら 治療いた し聊 見込 も 御座 候。 自然 此 治療に て 快く 無 n 御座， 候へば 

大 坂に 下り、 フ ラ ン ス の 醫者 高名 之 者 にて 是に懸 り 養生 仕る 心得に 御座 候。 

小 楠の 主 治 醬は初 は 高 橋文貞 であった が、 彼 が 大阪に 去って から は 越 前の 岩 佐玄挂 (後の 純) 

と內藤 泰吉の 治療 を 受けた。 五月 下旬 引 入って から は 好きな 酒を絕 ち、 肉 肴の 類 も 一 切 禁 ぜ 

られて 三度々 々 の 二 炊 飯に 身の 細る やうな 苦痛 を甞 めた が 渉々 しく 快方に 赴か す、 上 記 彌 富 

忌むべき 症候 へ の 手. g にも ある 通り 七 入 月. 頃から は 下血 さ へ ある やうに なった。 

を 加 ふ 

^時 江戸 はす で に鎭 靜に歸 し、 會 津に 向った 官軍 も 到る 處で 大勝で、 畏くも 主上に は 近々 初 

の 御 東 下の 御 取沙汰 もあって 新政. 府の 建設 はすん く 進んで ゐ るのに、 小 楠 は 臥床 旣に數 句 

に 及ぶ も尙 且つ 起つ ことが 出来ぬ。 思 へば 新 日本の 慕 明 を 照らす 輝かしい 1： 光を滿 身に 浴 
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び、 年 來の 抱負と 經綸と を 提げて 晴の槍 舞蠆に 登場しながら 此の 爲體 に、 彼 は 輾轉反 側、 悶 々 の 

淸 遣る 方 も 無かった であらう と 同情に 堪へ ぬ。 何時までも 斯くて あるべ きに あら ざれば 小 

^は 七月 末 遂に 御 役 辭退を 願 ひ 出で たが 容易に 許され す、 却 つて 緩々 養生す る やうに と 有難 

き 御沙汰 さへ あつたの で、 今 は 只 其の 優遇に 感激し つ 、專ら 治療に 力む るの 外はなかった。 

苦 熟の 七 月 が 過ぎて 八 月 になる と 小 楠の 病氣も 幾分 薄らぐ のを覺 え、 八 月 六 H 付の 宿 許へ 

の書狀 (遣 犒篇 「* 簡」 二 〇 九) に は 「近來 大分 宜敷相 成 り、 只 今 通りに ては當 末顷 より は 出 

勤 も 可， 仕 大に鼓 ひ 居 巾 候」 と、 次 いで 同月 十四 曰 付の 宿 許への 手紙 (遣 稿篇 「書簡」 二 一 一) に 

は 「私 病氣は 3 石 佐 療治に て渐々 せき 方に 相 成 り、 今 一 段 宜敷相 成 候へば そろく 近 邊迄は 出 

られ候 事に 御座 候 g  、來 月 初 御 親臨 御前 後に は 出勤 も 可， 仕 哉と 存じ 罷在」 と あるが、 九月に 

入 つ て 暑から す 塞からぬ 秋晴の 好 時節に なると 俱に 著しく 快復し、 同月 十： n 附の宿 許 への 書 

狀 (遣 槁篇 「害 簡」 二  一  二) に は 「私 も 次第に 快く  g 能 成 り、 近 日 は 近邊ぇ 日々 歩行 仕 候」 と ある 

ケ、 し 报に參 朝 が、 同 月 十五 曰に は 久し 振で 參內 する 事 が 出来、 翌 十六 曰附宿 元への 手紙 (遣 稿篇 「害 簡」 二  一  S に 

は 「私 も， S 氣彌以 甘 快 仕、 昨 十 I;- 日より 參 朝 出勤 仕 候。 何ぞ さし 障り も 無-御 處ー 候。 今 曰 も 

If あ 出 候 … … 來：： ：；： 中には 十分 快復 之兒 込に 御座 候 … … 昨日 は參 朝 之 上直垂 一 式 拜領仕 候。 

::: 冠 服 |ぉ E? 御兑せ 巾 度 中々 似合 巾 候、 御 笑々々」 と朗 かな 文面で ある。 之 を 讀んだ 沼山津 

留守宅 や 傅へ 聞いた 社中の 人々 も 初めて 愁眉 を 問いた であらう。 然し 歩行の 未だ 卜 分で な 


奢し く 快方に 

句？^ 


い 小 楠 は 登 朝 退 下 の 道筋 は總 ベ て 駕籠で、 若 黨の四 五 人に 小者 數 人が 附随った の で、 小械は 「俄 

大名に 相 成り 自分 乍ら おかしく」 と 笑って ゐる。 其の 月 廿日 主上に は 御 發輦關 Is- に 御行 幸 

になった。 其の後 小 楠 は 公務 稍 閑散と な り、 早 退 も 出来た 上に、 何かと 云 へば 呼ばれて ゐた L お 

倉輔 相が 供奉に て 不在と なった こと は 彼の 攝 養の 爲には 好都合で あつたが、 病 氣は 上記の 見 

込 通りに ト 分に 快復と 云 ふ 譯には 行か す、 出勤に は 矢張り 駕籠 を 要 し、 禁 酒. 食 養生 等 も 是 迄 通 

りで あらねば ならなかった。 4- 月 二十 八 曰 付の 宿 許への 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 ニニ 四) に は、 

「私事 も 一 雨 日 は 少しく 宜敷 方に て不 ，ー相 替ー曰 々出勤 仕 候。 嚴塞甚 恐 敷 如何 哉と 案勞仕 候」 

と 病 氣に大 禁物の-装 さが そろく 忍びよ つて 來て 初冬の 風が 身に 染 むにつ け 不安の 念 の 募 

るの を 如何 ともなし がた く、 次 の 様に 認めて ゐる。 

私 も 一 體太 政宫之 都合 は 十分 之 都合に て、 近來共 は餘り 御用 ひ 過ぎ 候 位に て 何も 心痛 も無レ 之、 唯々 舊痳に 苦 

勞仕、 塞 中 も 只今 通りに て 押 移 候へば ど ふなり こ ふなり 無理 勤に 參り、 來 春暖 和に 至って は 必す宜 敷 可 レぉレ 

之 岩 佐 見込に て 御座 候へば 夫を賴 みに 日々 と 罷過申 候。 若し 今より 一 段惡敷 出勤 出来 兼 候 様に もき 成 候へば 

夫れ は 天命に て 致し方 無レ 之、 正月に も 歸鄉可 レ仕覺 悟罷在 候。 左様 御 承知 可 レ被レ 下 候。 

落葉 を 誘 ふ 風 は 次第に 身 を 刺す やうに なって 病弱の 心細 さは 一 曆小櫥 の 胸に 1 ほ 入る ので 

あつたが、 その 顷は まだ 鬼に 角 曰々 出勤が 出来るだけの 容態であった。 卜 一 四日 付の {i? 許 

へ の 手紙 5 稿篇 「書簡」 二  二 五) に は 左の 如き 一 節が ある。 

横 井 小袖 ヒ卷 傅記篇  九 五 五 
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私 も 日々 出仕、 いまに 早 引 は 仕 候。 種々 之 御用 繁多に て病體 困り 入 申 候。 然し 只今の 處は よしとも あしく と 

も替 り不レ 巾、 塞 中 如何に 可 レ^, 1 御」 哉と 案じ 中 候。 …… 只今 通りに て は 十に 七 八 は 無難に 當年は 送り 可レ 

巾、 先 づ滯京 之覺悟 仕罷在 候。 追々 巾 上 候 通り 酒 を 初 給 物 一切 好物 は 被 レ禁、 夫れ のみ. ならす 女 共 之 不都合 

にて 朝暮 何の 樂み も無レ 之、 且閑歩 遊行 一 切 出 來不レ 申 誠に 徒然 之 至り、 是迄無 レ之眞 之 苦界に 落 入り 養生 一 偏 

に罷在 候。  . . 

此 等の 苦痛 は 注意 周到 細かい 所に よく 氣 のつ くっせ 子 や 料理の 上手な 溝 加 を 思 ひ 出させ 

すに は 置かす、 遂に は 本 病の 上に 懷鄕 病が 添うて 癎瘕 も頻々 爆發 した。 小 楠 は 病床の 徒然 や 

食禁の 苦^ を 紛らせる ために 主 治醫ゃ 周圍の 人に 勸 めら れて骨 蜜 品. 陶 器 漁り を 始め たが 「こ 

れは 余程の 娛 みに 相 成」 と 書きな が ら、 直 ぐ 其の後から 「御 案內の 性質 更に しんから 面白 こ 

れ 無く 候」 と 何としても 充 たされぬ 寂 莫感を 宿 許へ の 手紙に 漏らして ゐる病 小 楠の 胸中 同 

情の 外 はない。 

その後 十 一 月 十二 日 ニー  十 一 日と 二通の 書狀 (遗 稿篇 「書簡」 二  二 六 土  二 七) を 宿 許に 寄せて 

ゐる。 十二  H のに は病狀 は先づ 同様なる こと を 記した 後に 「塞 中 養生の 爲 出勤 も 日々 不， 仕 

事 は 輔相始 何方も 御 承知に て、 氣ま、 に 出勤いた し 候 様との 事に て 甚だ 恐 多き 事に 奉， 存 候 」 

と 感激して 居 り、 廿 ； 日のに は强 度の 出血の あった こと を 報 じ、 岩 佐が 來赛暖 和の 候 を 待てと 

云 ふの を樂 しみに 其の 日く を 送って はゐる が、 舊 病 且つ 老 體、 全 快も覺 束なければ、 一 月 •！ 一月 


にな りても 此の ま > ^なれば 辭 職の 外 はない との 意 を；^ らして ゐる。 

師走 十三 曰、 小 楠は旣 記の 如く 井上 家より 寺 町 通の 大きな 家に 移轉 した。 「この 方面に て 第 

一 の 美 宅」 でもあった ので 自づと 氣も寬 いだ 上 に、 米 田 も 其の 翌日から 同宿した ので 病中の 

病勢 復 募る 懸屈を 幾分 晴らし 得た が、 病勢 は 塞 さと 倶に 募る 一 方であった。 十二月 廿日 付の 宿 許へ の 手 

被 (遣 稿篇 「書 謝」 二三 二) に は 左の 如く 中し 送った。 

私事 病 氣寸斗 宜敷無 n 御座 f 旣に 十日 餘り 引入罷 在、 何分 還 幸に は罷 出度 候へ 共 如何 可レ存 n 御， ぼ， 哉、 …… 米 

月 十五 日 比 迄 十分 之 治療 仕候覺 悟に 御座 候。 尤も 藥も替 へ 申 候。 自然 此節之 治療 功 能 無，, 御座， 候へば 最早^ 

方 無 ii 御座， 候。 十五 日 過に は 早々 辭職之 願書 さし 出し、 二月 初に は此許 出立 之 内 決 仕 候。 若 又 天 幸 を 得治疲 

. 之 功 能 御座 候て 少々 にても よろしき 方に 相 成 候へば 勿論 滞京 御 奉公 さし はまり 候 心得 は 巾 迄 も 無， 一 御」 お、。 

當時 政府で は 三等 官 以上の 者 は 家族 を 引 具す る やう 命令 を發 する 計畫 があった の で、 小 楠 

は 病 氣の經 過 を 見て いよ/ \ 踏 止る に 極まれば 宿 許の 人達 全部 を 上京 させようと 頻りに 手 

紙で 打 合 はせ た。 小 楠の 身 逢に は 十一月 以来 女手 は 一人 もゐ なかった、 m を 煮やした 彼が 悉 

く逐 したので ある。 

年の 瀨も 迫った 二十 二日 關 東よりの 御 還 幸 を迎へ 奉り、 次いで 二十 七日に は 豫て皇 后宮に 

御 決定の 壽榮姬 が 一 條 家から 御入內 遊ばされ たの で、 慌 し い 中に 氣漲 り、 年 の， r に： liH 允 返る 

宿 許への 最後  .  ミ  ,ュ  ^-7^ 

の 病 狀報吿 和 や 力 さ、 へ 漂 ふので あった。 而も 小 楠の 病氣は 相變ら すで 什 六日 附の宿 元への 乎 紙 S 稿 

横 井 小 柿上卷 傳.^ 篇  九 五 七 


^十七 章 俄に 出で \ 新 政府 Q 榧 機に 參與す  九 五 < 

篇 「書簡」 二三 三) に 「私 不快 も相替 り不， 申、 日 々出勤 は灶り 申 候。 然し 出血 とんと 治り 簸且 

M 一  痛 頻作も 同様にて 誠に 困り 入 申 候。 內藤歸 りに て 種々 心 配、 ど ふぞ來 月末 迄に は 少し はよ 

ろしき 方に 向 ひ 候へ かしと 奉：， 存 候」 と 報じて ゐる。 この やうな 容態で 年を越した 小 楠は來 

月末 を も 待た す 之 を 認めてから 十日 も 立たぬ 內無殘 の 横死 を 遂げた ので ある。 

小 楠の 病氣は さて 小 楠の 病 氣は何 症であった であらう か。 彼 自ら は 痳疾と 記して ゐ るが 2^ して さう で 

あらう か。 肥 後で は 腰部 特に 泌尿器の 病氣 を總稱 して 痳疾と 呼ぶ 傾向が あるが、 若し や 其の 

意味の 寐疾 では あるまい か。 彼の 病氣の 原因. 症狀. 經 過に 就きて は、 確實 な記錄 はなく、 又當時 

彼 を 治療した 高 橋. 岩 佐. 內 藤 等の 診 斷は勿 論、 其 の 療法 も 能く 分らぬ ので 菜して 何 病であった 

か を 知る に は 暗中摸索の 観が ある。 然るに 上記 在米 二 甥への 小 楠の 書狀 によれば、 入洛 四 年 

前— 小 楠 五十六 歳の 時 I の 沼山津 閑居 間に 發 病した と あり、 小 稲 入洛 後頻 回に 宿 許へ 贈った 

書狀を 見る と、 病 勢に 著しく 消長の あった 亭時 に は 高熱 を發し 重篤の 容態に 陷 つた 事. 時 々 强 

度の 血尿 や 利尿 困難の あった 亭疼 痛頻 作で 惱んだ 事 (疼痛と は 無論 局部の こと だが 之に は 尿意 

頻数 も 加 はつ てゐ たらし い) • 正坐 や 歩行 や 塞 冷が 病 狀に惡 影響 を與 へる 事な どが 書いて ある。 

そして 熊 本出發 前から 多少 衰弱して ゐ たらしい が、 入洛 後 色々 の 症狀の 現る i に 從ひ頓 に 其 

の 度が 著しくな つた。 

以上 記述した 經過 ゃ症狀 から 考察す ると 小 楠の， S 氣は 決して 花柳病の 一 つで ある 麻 病で 


腎臘 • 尿路 結 は な く、 も つと それより は 重い 性質の 病氣 で、 恐 らく は肾臓 及び 尿路の 結核ではなかった かと 

核 

E え はれる。 此の 病氣の 常と して 初 は 腎臓 を、 段 々下方に 進みて 遂に 膀胱 を 侵す ので ある が、，： S 

氣が 腎臓に 留っ て ゐる間 は 熱 も 無 く、 さ して 苦痛 を 感ぜぬ 事 も少 くな く、 膀 胱を 侵す に 及びて 

は 種々 の堪へ 難き 症 狀を發 する ので ある。 小 楠の 病 氣が初 は自覺 症狀が 極めて 少く 時には 

銨獵 にも 出掛けた 位であった とい ふ は 病が 腎臓に 留 つて ゐた 時分ら し く、 次 第に 下方に 進む 

に 連れて 色々 な 申 分が 出て 著しく 身體の 衰弱 を來 すに 至 り、 入洛 後 はもう 結核が 膀胱まで 及 

ん だものと 思 はれる。 上記の 小 楠の 病 氣の經 過と 症 狀を內 科 や 泌尿器 病專 門の 葡 友に 話し 

て 其の 意見 を微 して 見る も 皆 著者と 同意見であった。 

慕 末 維新に 活躍した 英雄 豪傑に は 今日の 人達の 要求す る やうな 品行方正の 人 は 餘程少 い 

か ら、 小 楠と て も 花柳病に 揺るべき 機會が 絕對に 無い と は 云 はれぬ が 、要する に 此の 最近 四 年 

以来の 彼 自ら 痳病と 云って ゐる 其の 病症 は 肥 後で 云 ふ總稱 的の それであって、 花柳病の 一 つ 

なる それで はない と 思 ふ。 

元 田 は 上記の 如く 小 楠の 應召 上京に 當 りて は 之を尙 早し とな し、 小 楠 凶變の ありし 後に は 

「先生の 出る 僅に 三年の 後 を 待た しめば 決して 後日の 禍 あら じ。 眞に惜 むべき なり」 と 云 

つて ゐる が、 前 述の小 楠の 病狀に 見ら る 結核 病 (？) の ために 蝕まれた る老嫗 では 三^も 待つ 

てゐる 中には 恐らく は 夙に 起つ を 得ぬ に 至った では あるまい かと 思 はれる。 たと ひ 小 稲が 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九 五 九 
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トー 月 十二 日 宿 許への 書面 (遣 稿篇 「雷」 ニニ 六) に 「當年 も 彼是と いたし 最早 僅に 相 成り 

過半 以上 病床に 日 を 送り 扱々 恐 入 候 事に 御座 候」 であった とはい へ、 九重の 雲 深く 仕へ J 

かしき 最後の 御 奉公 をな し、 時代の 犧牲 となった こと は 寧ろ 彼の 爲には 良 S 會を惠 まれた 

ものと 云 ふべき であらう。  . 


第 十八 章 凶 に敝 死る 

I 凶變前 

還暦 を迎ふ  明治 二 己巳の 春 明けて 小 楠 は 六十 一歳と なった。 其の 還 曆を祝 ふ 者 こそお れ、 彼 が 凶 に 

驚れ ようと は 誰が 豫 想した であらう。 小 櫥は豫 てから 門人に 對 して、 「自分 も 今日まで よく 

これで 生きて 來 たと 思 ふ。 たと ひ 自分が 非業な 最後 を 遂げる 様な 事が あっても 復簡： はして 

は ならぬ」 と戒 め、 左 平 太. 犬 平の 二 甥の 渡米に 際しても 同様の こと を 云った (本篇 九 〇 九頁) 位 

で、 共 の 身 邊を迅 ふ 者の 有る の は 固より 覺 悟の 前で あつたが、 昨年 十 一 月 初に 宿 許に 寄せた 書 

狀 S 稿篇 「書簡」 二  二 五) に、 

此許彌 以御靜 安、 市中 別て 取り締り、 一 統之 受方大 によろ しく、 八月 來は 例の 唔殺も 一 切無レ 之、 誠に ほ 出度 

至に 御座 候。 武士 は 洛中に 滿 々いたし 居候へ 共 けん. くわと 云 もの 絶て 無二 御」 M, 候。 是等 にて 一 體の 成り 行 御 

承知 可 レ被レ 成 候。 

と 書いて ゐる 通りに 世上の 成 行 も 次第に 平穩 となった の で、 遭 難 前 n 卽ちハ や けて 初めて 
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第 十八 章 凶 匁に 斃 る  九 六 二 

勤した^ 日の 夜の 如き は 門人 等が 最早 H々 の師の 出仕に 格別の 警戒 は 入るまい と 語り合つ 

た 程だった。 然も 運命の 皮肉と 言 は う か、 此 の 同じ 夜 彼の 寓居から ほど 遠から ぬ 丸太 町の 一 

刺 客  角で 小楠嗜 狡の 密謀 をめ ぐらす ー團が 有った。 上田 立 夫. 土 屋 延 雄. 前 岡 力 雄. 中 井刀禰 尾. 鹿 島 

又 之 允 及び 柳 田 直藏六 名の 刺客 及び 其の 他關係 者が それ だ。 . 

そ もく 右 喑殺計 畫の持 上った のは舊 知の 間柄であった 右上 田と 土屋 との 雨 人 が、 元 年 十 

二月 中句 偶然 京都に て邂 返した る 際 新政 以來萬 事 洋風に 變り 行く 時勢 を 憤慨し、 其の 張本人 

は 小 楠 で、 而 も 彼 は 耶蘇 敎を國 內に廣 めんと する. S なれば 皇國 のた め 一 日 も 早く 之 を 除かね 

ばなら ぬと 云 ふに 意見の 一 致 を 見てから である。 それから 上 平 主稅の 住居— 丸太 町の 劍客 

暗殺 策謀の 場 吉田數 馬の 道場の 二階— で 其の 策謀が 廻らされる こと k な り、 其 の 下旬に はもう 上記 六 人の 

盟約が 結ばれた ので ある。 上 平 は 十 维川野 尻 村の 鄉士で 安政 五 年 梅 田 雲濱の 紹介に て 中 川 

宮に 伺候し、 文久 三年 宮 より 禁 裹 守 衞の令 皆 を 賜 は り、 同 年に は 天誅 組の 大和 擧 兵に 際し 鄕兵 

.  の 一 隊 を率ゐ 之に 加擔 せんとし たこと も あ り、 當 時の 志士の 一 部に は 相當に 知られ 鄕黨に 於 

ける 顔役の 一 人であった。 上 平の 住家 は瀧久 雄. 前 岡 力 雄. 中 井刀禰 尾. 前 木 鏡 之 進 等の 同鄕人 

が 寄寓して ゐ たので 「十 津川人 屯所」 とか 「十津 川 道場」 とか 呼ばれて ゐた。 此の 計畫の 

黑 及び 關係 黑 幕に は 右上 平の 外に、 泉 州の 人で 儒醫 なる 中 瑞 雲 齋. ffi 中の 人で 同じく 儒 翳の 大木 主 水. 廣幡 

正 二位の 家来 谷 口 豹齋. 出 雲の 神官の 家に 生れた 儒者 金 本 顯藏. 武藏の 人で 同じく 神 宫の子 i 跳 


暗殺 方法 


刺客、 期 を 待 

つ 


川廣 平等の 人々 があった が、 何 

唱へ 時流から は取殘 されて 不 

小 和 野 監物. 十津川 屯所に 宿泊 

暗殺 方法に 就きて は 不意に 

邊に 若者が 澤山ゐ るので 目的 

れば 一 人で も 充分 だと 言 募 つ 

出仕して ゐる藤 木 肥 後 守から 

上田 は 正月 三 日夜 藤 木 を訪ぅ 

う 賴 み、 其 の 足で 十津川 屯所に 

は 明 四日に も 小 楠 退 朝の 途中 

り 先 参朝の 途上 を邀 へて と 云 

意 で、 退 朝の 時と 定まった ので 

其の 夜 は 散 じて、 翌 四日 にな 

を 誘 ひ、 四 人で 谷 口 豹 齋を訪 ひ 

が來 ない。 土屋 はしき りに 今 

は 鹿 島. 柳 m の 寓所小 和 野監物 
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れも 當時葡 勤王 者 

平滿々 たる 徒輩で 

木. 瀧 等 約 三 

寓居へ 斬 入 

るの は 困難 

れも萬 一失 

動 靜を聞 出 

口 小 楠の 參 

同志と 會 合 

て 暗 殺 し、 首 

もあった が 


せ る 前 

小 摘の 

を 達す 

た が、 そ 

小 楠の 

て 明 四 

來り て 

を 要し 

ふ 意見 

あ る。 

ると DIf. 

酒 看 の 

R の 快 

の 家に 


朝 右 屯所に 

變應を 受け 

擧に 此の 兩 

迎 へに 行つ 


あ 

づ 

た 


と 呼ばれた 

つた。 共の 

名が ゐ 

と 


て 太 

あ ら 

し て 

て 愼 

の 有 

た、 同 

れ で 

た 土 

ゐた 

を缺 

リ 後 


う 

ぼ 

志 

、 、ゝ 

て 


た。 

い ふ 

と の 

と說 

と 退 

一隊 

朝廷 

と h 

、此處 

の は 

残つ 


者 

日 守 

,ィ 

に 


固な 

の 關 

力 あ 

集 力 

し て、 

を 狙 

の 時 

か ら 

し よ 

^ し 


保守 家 速で、 今尙攘 

係 者 中には 大和の 


田 は 同 

に來る 

殘念だ 

た土屋 


つたが、 それに は 彼 

あ り、 土 屋は 不^ 打 

上田の 知人で 非藏 

ふこと にした。 そ 

刻と を 通知し 吳れ 

の 報告の 次第によ 

うと 一決した。 こ 

て 憚 ありとの 上 平 

所に 寓 せる 屮 井と 

ベ き 箸の 鹿 島と 柳 

と 云 ふの で， 屮 井と 

と 上田と は 谷 n と 

九 六 二 


爽を 

の 身 

こ や 

人 に 

こ で 

る や 

り て 

れょ 

の 注 

舰 と 

田 と 

跪と 

し 


機 を 逸す 


再舉を 期す 
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て ゐる內 に、 追 々小德 

様子 を 探り 

屯所に 歸る 

はした。 彼 

く 様子 を观 


へ 小 楠の 

會ひ倶 に 

力 姿 をず 

それと な 

て 屮 瑞雲 

前 木. 前 岡 

斤 D  ^ 

仕舞 つ た 

ではない 

た。 藤 木 

尊ね の 人 

たの は 其 

そこで 

出た ので 


も 

力 

傑. 

极 

登 


佥 本顯藏 < 

參 加し 一 

蔭で 窺つ 

と 大いに 

忽ち 激論 

らの 通知 

は 今日 參 

害 だ。 

• 谷 口 等の 

田が 血 誓 

用の 人 を 


匿 


ロカ 


に 献% る 

の 返 朝 時分 

ヒ rq-  M ナ、 土. 

と 土屋が 一 

は 上 田. 土 

つ たが、 格 

小 和野監 

座 は 頗る 

てゐ たら 

激昂して 

と な り、 今 

は， 後日 彼 

朝され た 


になった のに 藤 木から 何の 通知 も 

屋は十 津川人 屯所に 赴いた。， 中 井- 

人 藤 木からの 沙汰 を 待ち あぐんで 

が 立 去った 後で 廣幡 家へ 出掛 け、 其 

變 つた 模様 もない ので 此處 にやつ 

川 廣 平. 大 隈 熊藏 (辨 事 吏 生) 等も來 

やかに なって 酒宴が 開かれて ゐる 

楠 は 旣に退 朝した。 君達が 因循 だ 

屋等を 罵った。 土 屋等は 藤 木の 報 

も 摑み掛 らんば かりの 形勢に 居 合 

申立に よる と、 思 ふ 所があって 小 楠 

とのみ 上田に 書き 屆 けたとの こと 


計ら ひで 

書と 斬奸 

殺 害 に 及 


び 


五日 再擧を 

の 草稿 を 作 

候 事 云々」 


期す る こと \ なった。 

り 儒者の 金 本に 添削 を 

の 一 句 を 書き 添へ た。 


九 六 四 

ない の で、 

_ 瀧 は 途中 

ゐた。 そ 一 

の 歸途寺 

て 来た の 一 

り、 屯 所 に 一 

と 上 © が 

から 折角 一 

知 を 待つ" 

はせ た 連 一 

が 旣に退 一 

だから 同一 


上田 は 

で 鹿 島. 

の內に 

町方 面 

で あ つ 

同宿せ 

驅 込ん 

の機會 

てゐた 

中が 渐 

朝して 

志の 期 


自ら 御所 

柳 田 に 出 

谷 ロ豹齋 

へ 廻って 

た。 綾い 

る 上 平. 瀧. 

で 来て、 「御 

を 逸して 

の で 因循 

く 取 鎮め 

後に 「お 

待に 背い 


上田 は 同志の 血 誓 を 巾し 

乞うた。 金 本 は 斬 奸狀に 

誓 書に は 上 田. 土 壁. 前 岡. 中 


井. 鹿 島. 柳 田の 六 

それより 訣別の 

居殘 つて 明日の 

屯所に 泊 つ た。 

であった。 


名が 血判した 後、 封印して 上 平に 預け、 斬 奸狀は 柳 田が 懷中 


こ 


意 味で 痛飲 し、 五 ッ頃 51 宴 を 撒して それ 


手^ を 打 合 は 

此の 夜 小 稲の 


せ た 上、 柳 田と 鹿 島 

寓居で は 門人 達が 


島 

4. 

時 

刺客の 餌 揃 ふ あ 


遂に 五日 

の 五名の 

から 廣幡 

前にな つ 

町邊 へ 來 

町 通 丸太. 

したと 見 

つ た。 纏. 一 


家 


二 凶 變の日 


來 

角 


た。 前夜の 申 

揃った が、 柳 田 

と 出 懸けて 行 

で 上珀は 用意 

うにと 八 口 は 

の 仕出 屋に現 


と 

上 


合 はせ 通りに 十津 

の みは 未だ 姿 を 見 

つた。 柳 田 を 待ち 

の 短 銑 を 手に して 

せた 瀧に 傳 言 を 賴 

れた。 竊 かに 小 楠 

て、 入 口に は 今し方 小 楠 を 御所 迄 送 

柳 田 も來會 したので  一 は 別れの 


は 小 


記 の 


人 屯 

な い- 

が  ら 

上 る 

で 屯 

寓居の 

つて 

杯 を 酌 


せ 

ん 


口 

力 


. ^引上げた が、 上 

野の 家に 歸り、 上田 

く樂觀 的な 事を歸 


牧 めた。 一 

田 等 六 人 は 

と 土 屋は十 

り 合って ゐ 


所に は 早朝から 上 田. 土 琴 前 岡. 屮 

リ 此の 朝 上 平 は 吉田ゃ 前 木と 俱 

一座に は 酒杯が 廻され た。 旣に 

と 他の 四 人 も 之に 繽 き、 柳 田が 來 

所 を 出 懸けた。 間もなく 五 人の 

様子 を 窺つ て 見る と 彼 はもう 旣 

つたば かりら しい 駕籠が 据 ゑら 

み 交 はした。 


座 は 

後 に 

津川 

た の 


井. 鹿 

に 早 

ッ 

た ら 

姿 は 

に參 

れて 
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第 十へ 皐 凶 R< に斃る  九 六 六 


亥 ^ 

は，^ 居 

より 二 

御所 邊 

寸前に 

へ 寺 町 

生れに 

る 横 山 

此の 

昏 めく 


發砲を 合圖に 黑 布で 顔 

る と、 湲 面 

瞬 く 


は 次第に 移って 八ッ fil 前と なつ 

出で i 寺 町 通 を 北へ と 急いでい 

に 別 れ、 上 田. 土 屋. 鹿 島 は驟町 御門 

落 合 ひ 築地の 蔭に 身 を 寄せて 小 

を 窺 ふ を も 知ら す、 本 日 も 午 前 よ 

退 朝した は八ッ 過ぎであった。 

を 一 筋に 下れば 寓居 迄 は 僅かに 

京都に て 傭うた ー が附添 ひ、 五六 

之 進. 下 津鹿之 助の 兩人は 二十 間 

は 骨身に 徹る 様な W 一  さで {4! も 心 

筋 を 見え 隱れに 小 楠の 駕籠の 後 

を 包んだ。 やがて 駕籠が 丸太 町 

の 一 圑は それ を 合圖に 駕籠 を 目 

も 中 井 は 右よ り、 上 田 は 左より 驅 


を 

曰 


た。 固 唾 を 吞んで 待つ 間 程なく 

つた。 それつ と 仕出 屋を立 出た 

よ り、 前 岡. 中 井. 柳 田 は 寺 町 御門よ 

摘の 退出 を 注視して ゐた。 神な 

り 烏帽子. 直垂の 正装に て 太政宫 

彼の 駕籠 は 寺 町 御門より 御所 を 

數 町に 過ぎぬ。 駕籠 脇に は若黨 

間 後 を 同上 野 友 次 郞が繽 き、 門 生 

許 遲れて 何事が 話しつ \ 隨 つて 

なし か 陰欝に 曇 り、 ま だ 晝 下りと 

をつ けた 凶徒 は 寺 町 御門 を 出る 

の 角 を 通り過ぎた 刹那 上田が 駕 

i けて 斬り かけた。 不意 を 喰つ 

より ざまに 一 刀 を 駕籠に 突 込ん 

拔 いて 身 構へ る を、 前 後 左右から 


小 楠 出 迎の签 駕籠 

一 同 は 丸太 町の 角 

御所に 入り』 

ぬ 小 楠 は 魔 


り 


ら 

て 

だ- 


出仕 

た。 

村 金 

5為 曰 

る 0 

ふ こ 

俱 に 

こ ^ 


し 

三 

1 

づ 


あ は 


天顔 

處 よ 

護衞 

と な 

同 用 

て發 

や と 


，大宫 

手 の 

を拜 

り 南 

番た 

く 黄 

意 の 

砲す 

見 る 


小 楠 駕籠 より 問に 素早く 駕籠 を拔け 出た 小 楠 は 短刀 引 

出づ 

と ぐ 味 方、 白 閃き 血烟 はたって 忽ち 亂戰の 修羅場と なった 


殺到す る 敵、 寄 せ じ 


應戰遂 に斃る 


宮川小 源 太の 

届出 


初から 駕籠 脇に ゐ 

野 は 銃 聲を閱 くや 一 

頰 から 首に 浴 び た。 

それと 晃 るより 二 

はう と隹 i り に teiw つ 

を 打 落す ゃ附 入つ 

か i る 中に も 小 

老體の 思 ふに 任せ 

が 其の 首級 を あげ 

れ たの を 知らぬ 横 

付けた が、 彼 は 八 町 

で 鹿 島 等に 追 付く 

右 刺客の 襲 擎. 小 楠 及び 門人 

ゐる小 楠 側卽ち 其の 門 人. 家 來 

き て、 甘パ の 大要 を 記 述 し た の で 

；亚 に剌客 側の 复傷 だけ を 稍 

小 門 人 宮 川 小 源 太 か ら 政 
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三 

す- 

と 


た 松 村 は 

二 歩 踏 出 

二十 間 も 

の 敵 は 二 

が 近寄れ 

其の 肩に 

は 駕籠 を 

幾 太刀 か 

丸太 町 を 

と 下 律 は 

郞と踔 名 

敵 は 矢 庭 


い て す 

肩に 敵 

たが、 中 


必死に 防いだ が、 右腕 を 深く 斬られて 旣 

す 途端 背後より 一 刀 を 横腹に 受け、 拔打 

離れて ゐた横 屮下津 も 銃聲に 

人に 斬懸 つたので、 兩人 とも 頭 

ぬ。 其の 際 敵に も 相 應手負 は 

深く 斬 下げた。 

後榍に 四方より 迫る 敵 を 短刀 

受けた 上に 横 合から 靳 込んで 

西へ 走る と 其の 他の 敵 も 今 は 

之 を 追跡す る。 此の 時 急 を 聞 

を 取った 足 達者だった。 逃が 

に 首 を投付 け、 吉 尾が 夫 を 拾 ふ 

-家 來の應 戰. 小 楠 Q  M 期. 門 人 等の 

の 届書 類と 後 記 京 都府廳 所藏文 

あ る が、 な ほこの 香， 料 及び 其の 他 

體 的に 左に 記して 置かう。 

府 へ 屆 出た 明細書に よると 左の 如く で あ る- 


驚 

さ 


に 太刀 打が 出来ぬ。 上 

に 振 返る 所を復 一 太刀 

はとば かり 驅 出した が、 

匁 を 蒙りつ 、も 師を救 

にも 下 津は柳 W の 太刀 


以 て 支 

た 一 擊 

其 の 後 

て 若黨 

じ と 後 

に 何方 

傷に 就 


へ て ゐ た が、 病み 疲れた 

に どうと倒れた。 鹿 島 

に續 いた。 未だ 師 のま S 

の吉尾 七五三 之 助が 驅 

を逐 うて 富 小路^ 川逯 

とも 無く 逃 去った。 

いて は從來 世に 知られて 

中に ある 刺客 Q  口供 害 等に 基づ 

ら、 小 摘 遭難 場面の 狀況と 小摘侧 
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上田の 申立 


小 桶の 螯戒 
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フー 
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さ せ 

や 吉 
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四 郎 

相 響 

を 拔 

候 故 

客 側 

S 立 

四 郞 

は 此 

n 一- ラ S 

右 よ 

る 0 

は 遭 

よ う 

津敬 

名 の 

二 人 

讓衞 


途 

な 


首 


立 


向 


取 候 

や い 

上 り 

匹 泉 

口 供 

の 申 

兼 て 

者 に 

打 込 

刺 候 

所 深 

こ ま 

の 十 

す れ 

ま も 

き 仰 

V 交替 

な り レ. 


手 

ば、 

ゐ 


處 


々 一 ) 

人 之 

內、 横 

中 に 


る 

座 


と 


V6、 


人数 を 分配いた し 待 

敵 一 同拔 連れ 驚 籠の 

合より 首 を 討 取 逃 行 

取られ 云 々◦ 

左の通り だ 0 


受 居 

左 右 

候 0 


と 相 見、 從僕 之， 外に 引 

，其 他 四 名 は 平四郞 殿に 可， 一打 

是を合 圖に銘 々打掛 り、 私 儀 

僕 驚愕 周章 散亂 いたし 候 中 

爲レ負 卽 地に 結 命 被& 候に 付、 

四郞殿 兼て 戒心 御座 候と 相 

，宿 許へ の 手紙に、 「若者 上下 

の 人数に 不足 は 無 く、 而 も 當 

のであった。 然るに 小 楠 は 

供 廻り を 好まぬ 所と から 護 

て 成るべく 離れて 餘所 なが 

山. 下 律 も 前 記 の やうな 隨從 


候 も 

に 逼 

其 場 


ら 


の と 

り 切 

カぼハ ^ 


れて兩 三 

と 手箬立 

左 之 方よ 

之 丞 す か 

」 と ある 

二人 相手 

同 宿 

面 に 

の 人 

隨 つ 

で あ 


九 六 八 

見、 寺 町 通 丸太 町下ル 處ー 

候。 平 四 郞は忽 駕籠の 

附添 居候 若黨 共 は 各 歒ー 


人 

置- 

ヽ 

力 

人 


警 

，寺 

實 


奢 

る 


太 

年 


と 


刀 


畳 

を 

其 


劍 道 


じ 


うにと 


太 

籠 


0  QJ 

は 世間の 形勢が 穏 


見 

角 


し 


，元 

赏 


へ 

邊 


に 


を 

力 

田- 

じ 


に 

て 

刺 候 得ば _ 

出 で 被レ起 


戒 は 


書 

元 


付- 

フ 

處 


て 

甲 


る 

-橫 山卡 

う な 0 

吉津 が 


手 

の 


お ^ 

受 罷 


又 之 丞 i 

儀 短銃 一 


を 銘 


も 同 

々 切 

つた G 

護 衞 

之 丞 

面 に 

四 門 

で 當 

で あ 


鹿 島の 申立 


た 

ほ 


もう 少し 供 廻り も 多く 善 戒を嚴 まにし てゐ たら 或は 事な きを 得た かも 知れぬ と の 評判 も あつ 

云 ふ 事 だ。 

中 


元 


其 

ま Gj 


難 赏 


に 右門 人 

で、 小 楠 に 

と 同行し 

た 0 然 る 

東 野 は 『還暦 之 記. d 

初め 横 井先 生の 職 

ありて 藩邸に 出で 

列に あらば 必贼ニ 


時 

冬 


丞 

は 


之 

上 

に、 

報 至 る 

、其 日 隨 

三 人 は 


りて 四書 五 經の句 讀を受 

りて 云爾。 

と 書いて ゐ るが 之 を 見 

らばと 殘念 がった 人 も 

以下 は 他の 刺客の 小 

所から 記す る ことにし 

鹿 島 又 之丞の 申 立に 

立 夫 儀 短銃 を 駕 


て も 

多 か 


た C 

よ 


は 東 野の 嫡男 だ 

し 


し 


邸 に 


津. 

し、 


の 

ベ 


男 

て 


寄 

ゐ 


を 

て 


の 名を閗 

水 


に- 

の 


-東 

入 


の 

、し 

擎 


『還 

ベ く 

て 師 

其 


の 


曆之 記』 

東 野より 

の參 朝の 

0 を 救 J 


に よ る と、 彼 は 遊 學 の 志が あつ 

小 楠に 依 親し 

往復に は 常に 

ItTil?  .31 T ^力 力 


て 同志の 下 律 や 

其の 警備 を 勤め 


つた さうな C な 


名 あらず 大に之 を 疑 ふ- 

リ 道家 之 を 聞て 曰く 龜 

憾 なりと。 蓋龜之 丞、 少 

學 び て 其 術 を 得た り、 故 


之 丞 

年 同 

に 道 


に 

赏 

家 


し て 

日 螫 

の 門 

る 


^ 故 

備 の 

に 入 

所 あ 


之 丞 は 相當の 腕前であった 、り し く、 そ れで 前記の 

に 


見 


當 

る C 

の 陳 


があった な 


である が、 何 れも上 S が 短銃 を發 して 合闞 をな した 


れ ば、 

に 打 込訌に 一同 拔刀。 同人. 力 雄 驟^ IT な は 左右より 駕籠え 突 込、 私 外 三人 も 


尾の 誤な らん 


横 井 小 楠上卷 傳記篇 


九 六 九 
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相 共に 駕籠 を 目指 切掛 候 ま、 從 者 不意 驚愕 之體 

籠 を 被 一一 飛 出 一 短 刀に て 被， 支 候 處立夫 一 刀 打 付、 私 

可 ft 取 一と 進み 寄 候 處、 右 從 者 立 It り 後ろより 切 

右 之 腕に 查 ケ 所手疵 乍， 請 玆を 大事と 必死に 戰 

合 i 平 四郎殿 首級 其 儘 有 ^ 候に 付 首 打取 云 々。 

土屋の 申立  土屋延 雄の 申立に よれば、 

立 夫携候 短筒 を 打 放 候 を 合圆に 前後より 切掛 

左右より 一 と 太刀 突 込 候 處隨從 五六 輩 拔刀防 

り 短 刀 を 乍， 一 引 拔ー立 出 候 付、 私 には雙 先と 相璺 一 

又之丞 首級 を擧げ 直に 携 一 齊に立 去 云々。 

is  S の 申立  前 力 雄 Q 申立に よれば 

立 夫 儀 相 園の 短銃 查發 駕籠 へ 打 込 候 付、 銘 々 示 

•  し 拔刀打 懸り候 節、 私 儀 は 平 四郞殿 後ろの 方よ 

を 袈裟 形に 切 付 彼是 罷在候 內、 御 同人 儀 小劍を 

*  へ 切 付、 其 後 鹿. 又 之 丞儀首 敬 を揚候 を 見 受 痛 

爾餘の 刺客 柳 中 井 雨 人 は 後に 記す る 事情に 

小瓶 の 撝  小 怖が！， a- 籠よ リ出 で 短刀 を 以 て應戰 した こと 

数ケ 所の 深手 を 食 う て 卽 死した と 云つ て ゐ る が- 


九 七 〇 

にて 駕籠 を捨置 一 日 一 左右え 散 亂、 平 四郞 殿に は I 麻 

にも 首筋と 覺舗所 を 切 付候處 仰向に 被, 倒 候 付 首 

掛候付 無& 儀 1 互 に 刀 を 接け 所 不& 疵 爲 k  、私 に も 

ひ 終に 從者追 散 し、 再 場所え 立 屍 見候處 誰も 不き 


候 處 # 夫 は 駕籠 を 捨处去 候 付 立 夫 • 刀 禰 駕 籠 之 

擎 候へ 共 瞬 に散亂 いたし 候 故、 平 四郞殿 駕籠よ 

刀 切 付 置、 ^1: 士俱々 再 立 越 候家來 共と 打 合 居候 內、 


し 合 置 候 通 平 四郞殿 又は 駕籠 脇 の 家 來等を S 差 

り 相 越 候 姓名 不， 存 目 附役體 の 人へ 立 向 ひ 左 肩先 

拔き 駕籠 内より 被， 一 立 出 1 候 付 後ろ 袈 に 右の 肩先 

恨 を 暗し 候 付 一 同 其揚返 散 仕 申 候。 

よ り て 口供！； S は 無い。 右 四 人のに よれば 何れも 

を 述べて ゐ る。 上 K は 小 楠が 銘々 に 切掛 けられ 

鹿 島 は 其 の 首筋と 覺し き處 へ、 土 lai は鬢 先、 前 岡 は 


後ろ 袈！^ に 


小 楠 門下 及び 

(水來 の 食傷 


刺， お Q 食傷 


下 

の 


れ 

二 


て 屍體檢 

分 ら ぬ が 

なほ 小 楠 

添 へ ら 

山 助 之 

頸 班、 長 

律 鹿 之 

野 友 次 

村 金 三 

次に 刺 

よ る と • 

横疵ニ 

寸 斗 ◦ 

斑 は 後 


右の 肩 

案 書 を 

鬼に 角 

に隨從 

た 「手 

の は、 頭 

寸. 深 二 

の は、 頭 

の は、 媒 


郞 の は、 腕 

容の 食傷 

上 3 は i 

ケ 所、 俱 に 

咽喉 氣管 

記の 如く 


先へ 各 一 

作る とい 

数ケ 所の 

した 門人- 

負」 と 題 

上より 耳 

歩、 五 針。 

上 疵、 長 三 

より 首. に 


刀 切 

J こ 

傷 を 

若黨 


す 

寸- 

百 一 


中程の」 & 

は 彼等の 

間 に、 鹿 島 

長ニ寸 斗 • 深 

部の 突疵 一 

殺の： m 的 


る 


れ 


と 

書 


け た 

は な 

け て 

届 薔 

け 殺 

分、 五 

疵、 長 


寸 

誊 


と 述 ベ 

かった 

其の 中 

も あつ 

よりて 

ぎ 疵、 長 

七 寸. 保 


深 三 

と 犯 

腕 に、 前 

分 斗。 1 


ゐ 

步、 


寸 0 

人搜索 

岡 は 右手 

左腕 竪疵 


所、 巾 一寸 二 分 • 深 

突いた もの ら- し 


る 。 當 時 は 現在の や う 一 

と 見え 何も 記錄 がな い j 

命 的の ものが あつたの. 

一 

等の 奮戰 振が わか る がー 

の 負傷の み を 左に 揭げー 

五 步. 深 五步。 肩 肿 疵、 .叙 


其 の 

で、 小 

間違 

X に 


こ 

よ う C 

六 寸， 深 三 寸 


ら 撿 死 を な 

負傷の 程度 

ヽ 0 

レ 

し、 此 の ^5 蒈 

1 」 二 力，^  手 


ぎ疵、 長 一 寸。 

十 針。 脇腹よ 


に 一且れ る 疵、 4- 七 寸. 深 五 歩、 十 


のために 配付 さ れ 

の 拇指 に、 中 井 は 

一 ケ 所、 畏 七 寸. 深 

七 分 斗で 最も 重 


た 人相 蒈 

額に 各 一 

二 寸。 左 

か つ た 0 


こ 「し 載 

ケ所 だが 

脊竪疵 壹 

^し 柳 H 


せられた もの と 

が、 柳 S は 咽喉 兩 

S ケ 所、 畏 七 寸. 深 

の 咽喉 氣皆部 


小 楠の 遣骸は 間も無く 彼の 寓居へ 運ばれた。 事件が 餘り 急であった ため 高 倉竹屋 町の 

稲の 元の 宿に ゐた 門人 宮川小 源 太 等が 變を 聞いて 驅 付けた 時は旣 に事畢 つた 後であった 

横 井 小^  k 卷 傅：^ 篇  ，a 七 一 


ノ 
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宮川 は賊が 丸太 町の 十 津川人 屯所へ 逃 入った と閒 いたので 直ちに 踏 込んだ が、 それらし い 者 

はゐ なかった。 併し 其の 時 鹿 島が 潜んで ゐた 事が 後に 分った。 叉 上野 友 次 郞も贼 の 一人が 

丸太 町の 酒屋に 這 入る の を 追跡した が 捕へ るに 至らなかった。 

何分 日中の 出来事と て 其の 騷も 大き く、 折 柄 通り 懸 つて 目の あたり 凶變を た 者 も 幾人 か 

有った であらう が、 圖らす も 著者 は 寺 町 丸太 町下ル 下御靈 神社の 出 雲路現 宮司から 次の 様な 

■  I 目 擎 者の 實況談 を 聞く 事が 出来た。 これ は 故人と 成った 其の 祖母 及び 同 神社 傭人の 遣 話で ある。 

祖母 は 其の 時 丁度 隱居 部屋に ゐ たが、 突然 丸太 町の 方で 銃 聲が閗 えたので 急いで 挤子 窓から 視 

くと、 すぐ： H の 前 は R 十 や 数人 亂鬪 の眞 最中であった。 駕籠から 出た 老 武士 は 幾人 かの 敵 を 相手に 

戰ふ問 もな く 斬られ さう になった ので、 孤 母 は 思 はず 額 を 背けた と 同時に。 ハツと 云 ふ 昔が した。 

再び 視 いた 時には 老 武士 はもう 斬られて 地上に 横 はって ゐ たさう だ。 又 其の 頃 神社の 傭 V で 卜 

年 程 前に 死んだ 橋 本 主税と 言 ふ 男 は 外の 騷を 聞いて 急いで 走り出て a- ると 旣に 一 同 引上げた 後 

で、 附近 は 一面 血の 海と なり 實に 凄惨であった。 其の 時鳥 居の 前の 橋， I 今 はない が、 當 き は 街 置の 

東側に、 御所より 流れ 來れ る漭 があって、 それに か \ つて ゐた. I の 下から 一 人の 町人 體の 男が 眞靑 

となりが た， （- 震へ ながら 這 出て 來た。 大方 其 處迄來 ると 變 事に 出 遭って 命から，， ^溝の 中に 

逃 込んだ 者 だら うと の 事であった。 

出 雲 路家は 寺 町 (南北の 通) の 東側に 在る が 其の 隱居 部屋の 格子窓 は 町に 面して ゐて、 今 は 昔 

遭 湖 地 M: の 位 s_ はから 少しば かり 南に よって ゐる がその 時の ま \ に殘 つて ゐる 0 にある 通り )o 今 京都 


點地難 の 町 寺 都 京 


曾我祐 準^ 話 


府の 手に て 建てられた 「横 井 小 捕^ 節 地」 

の 寓居 は 寺 町 の 西側 だか. ら 駕籠 は 幾分 其 の 


て 

な 


0 

に 

接 


な 

で 

こ 


る 石碑 は 人道の 

によって 通って 

つと 街道の 中央 

今の 寺 町 は 八 間 

—街道 は、 神社の 

られ たの で、 今 の 

あつたか ら、 宮 司 

に 見た 譯 だ。 

楠の 寓居へ は變 

が、 轉居後 未だ 問 

付けた 者 も少く 

當 日の 模様 を述 


邊緣に 立って ゐる が、 當 時 小 楠 

ゐ たの で、 小 楠 遭難 地點は 碑よ 

に 近い 慮であった。 それにし 

幅 だ が、 其 の 頃 は 四 問 幅の 狹 K 

ある. 側 は その ま.^ で、 西 側 に 

路面の is- 側 半分が 元の 寺 町 だ 

の 祖母 は 其の 實況を 文 字 通 り 

事を閒 傅へ た 人々 が總々 と桀 

が 無かった ので 中には 元の 家 

なかつ た。 r 曾 我祐準 自叙 俾』 

ベ て ある が、 著 者 はせ 我から^ 

を閒 いた。 


左の やうな 談話 

横 井先 生 も， 目 分も颇 る 多 忙 で、 何 時で も 御：：： にか. -れ 

ると いふ 譯 ではなかった が、 餘 暇 を 得る と 訪問して 種々 指導 を 乞 ふ のが 何より 樂 しみであった。 

其 の 朝 も，： ：！ 分 は 陸軍に 關 する^ 議 文の 草稿 を 携へ て 先生の 批評 を 乞 ひに 出 懸けよう とした が、. 帆 

横 井 小 棉上卷 傳記篇  九 七三 


¥ 鍬の 『ムロ 省 
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- 邪の 心地が したので 合 はせ て. に 引 籠って ゐた。 處が 午後 三 時 頃 で も あった 、し う か 突 然 從 者 

の 高 石 靜 治 が驅 込んで 來 て、 只 今 寺 町 邊で變 事が 有つ て それが 横 井先 生で は ある ま いかと の 事 を 

巡邏の 士官に 聞いた と 云 ふ の で、 そ れ はと 驚いて 驅 付けて 0- ると 果して さう であった。 未だ 門人 

達 も餘り 集らぬ 中に 朝廷から 御 召が あって 宮 川が 參內 した。 


三 擧朝色 を 失 ふ 勅使 差遣 

小 摘 凶 變の報 は 忽ち M 方へ 傅 はった が 殊に 廟堂 重臣 等の 驚愕 は 一 通りで は 無 く、 事 畏くも 

叙 聞に 達する や 即日 小 楠の 寓居に 勑使を 御 差遣に 成った。 松 平 S 民) 家 に藏 する 嶽 自筆に 

か. -る 『台 省 日 紙』 中の その 日の 記事 を晃 ると 宮廷の 模様が あり /\- とわ かる。 其 の 冒頭 

の 日付に 、「正月 五日 月曜、 天氣 陰、 朝 三十 一 一、 夕 三 十六、 (西 洋 二月 十五 旦」 と ある も 春嶽の 頭の 新 

しさと 綿密 さとが 窺 はれる ではない か。 記事 を 左に 轉 載しょう。 

第 M 字 頃、 議定 *參與 退出の 催しに 相 成 候處、 福 岡 四 位 倉卒 來、 申出 候 は 只今 下 拙 御門 外へ 出 候と 下僕 申す 

に は 平 四郞事 於， 一 御門 外, 殺に 逢 ひしと い へり、 信疑 判然し がた しとい へど も 承り 候 を 言上せ りとの 事な 


り- 


大官 驚^ 


輔相 • 議定 *參與 一 同 驚愕せ り。 一 


尙又 信疑 を訂し 候た め！ i 岡より 其 場所へ 遣し 候 事。 後藤よりも 家來 探索 遣 候 事。 

右に 據 ると 小 楠 は 此の 日， 例刻よりも いくらか 早目に 退出した らしい。 それ は 同じく  is^ 嶽 

の 記した r 逸事 史補』 に 聖上に 拜謁後 彼が 直ちに 用事 ありと て 退出した と あるので も わか 

る。 なほ 『日 紙』 の 記事 は 次の 如く II く。： 

右平 四郞 殺害 一 件不， 一容 ことによって 從， 一中 山 公， 內々 奏聞せ り。 

重臣 出仕  早 散 之 議定、 前 右大臣 中 御門 卿. 鍋 島卿幷 刑法 軍務 知 宫事丄 M 都 府知事 • 判事 急 御用 召 之 事。 

黄昏、 前 右大臣 中 御門 • 鍋 . 大原 • 長 谷 等 被， 出 候 事。 

其の 緊張の 狀 宛ら 眼前に 見る 如く だ。 次いで 『曰 紙』 に は 後藤 象 ニ郞の 探索に 據り 

徒 は 十 津川人 だが、 中に 越 前 藩の 者もゐ たらしい との 報が 資された こと や、 又 其の 一 方で 

II 川 家 重臣 召 らく 小 楠の 舊藩肥 後人の 仕業で あらう との 疑惑が 人々 の 間に 生 じ、 細 川 家の 重臣 を 召 出 

出さ る 

た 事な どが 記されて ゐる。 之に 就いては、 熊本縣 廳所藏 『明治 二 年 王政 日 新錄』 に 左の 

あ る。 

御用 之 儀 候 間 唯今 牟々 非藏 人口 へ 出 M 可：， 有， 之 候 也。 

正月 五日  辨寧 役所 

細 川 中將殿 

右に 付 卽夜戌 刻 比、 溝 口 藏人殿 出. まに 付 成 E 濟右衞 門 同 ；=s 能 中： 候 處、 閬 宰相 巾將 殿. 門 脇 五位 列 坐、 

横 井 小 楠 上卷傳 記篇  九 七 五 


て 兇 

は 恐 

さ れ 

如く 
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柬園 殿より 横 井 平四郎 今日 返 朝 之 途中 狼藉者 仕懸 終に 横死 之 段 達-一 大 聽ー御 苦 腦 に 被-一 思 食 一 右 

之 次第 恐 入 候 儀に て、 右 狼藉 之 者 共 吟味 之 儀、 其 藩 は 平 四 郞舊藩 之 儀に も 有レ之 候に て 手懸も 有レ之 候 

は〉 精々 吟味いた し、 歡子 有レ之 候 は ゾ、 今 晚中 にも 刑 法官に 相 達 候樣と S 儀 御 達 に 相 成、 畢 て 門 脇よ 

り も 同 樣之演 舌に 相 成 候 事。 

春嶽の 『日 紙』 の 記事 は續 く。 

平 四郞を 害する 贼 早速 召 捕 钆彈之 儀大原 中納言 • 長 谷 宰相え 命じ 候 事。 

勅使 差遣 • 金 平 m 郞 暗 殺に より 如何の 次第に 候 哉、 不 n 取敢， 被レ爲 レ腦， 1 宸襟ー 候餘り 近習 長 谷少納 言內々 勑使 1 讀" 平 

四郞 宅え 被 レ遣候 事。 從僕 蒙レ疵 者へ 金子 給 はり 候 事。 

但 金子 百圓づ --。 

御沙汰 書 有.， 之 候 得 共略レ 之。 

宮川小 源 太え の 御沙汰 書な り。 

右の 刺 使に つきて は 『太 政 {n:: 日誌』 の 明治 二 年 正月 五日の 條 にも 左の 記事が ある。 

參與横 井 平 四郞返 朝の 砌 途中に 於て 危難に 遇 候 趣 逹， 一 天 聽ー候 處、 深 く 御 驚愕 被 レ爲レ 在、 卽 侍臣 長 

谷 少 納 言 を 以て 左の 通 被 一一 仰 下。； 

横 井 平四郞 

今 ：= 0 朝 之 途中に 於て 危難に 候 趣 達 一一 天 聽ー御 驚 懌 被レ爲 あ、 不& 敢ー 侍臣 を 以て 御 t 被 レ下候 事。 

な ほ 『 三 條實美 公 年 譜 ，j にも、 「天皇 大に娉 き、 直 に 侍臣 長 谷 信 成 を 遣し 左の 命 を 賜 ふ」 と 


して 右の 觔命を 揭げて あるが、 潢 井時靖 所蔵の 文書に は 右 書付の. 奥に 「右 ^使 含 橋 卿 御 入」 

と 記して ある。 これ はどうした ことで あるか、 取 込 中の 間遠 かもしれ ぬが、 後 R の爲 にこ に 

記して 置く。 宮川小 源 太へ の御沙 汰書 は、 細 川 侯爵 家 文書に よると 左の通りで あ る。 

S 川 小 源 太 

横 井 平 四郞儀 今日 返 朝 之 節 途中に 於て 不盧之 儀 有， 之 候 趣、 就 て は 御 聞込 之 次第 も 有， 之 、不& 敢ー 

右 家來並 門人 共え f 治 療 手 f 御 金 被， 下 候 事。 

■ . 正月 五日  , 

金 四百 雨  横 出 助 之 進 

,  下 鹿 之 助 

若黨 上野 友次郞 

越 前生 松村佥 三 郎 

なほ 『台 翁 日 紙』 に 次の 如く 記して ある。 

& 日；^ &の ところ、 今日の 變 ある を もって 議 • 參 • 辨事丈 ケ 出； id に 決 候 事。 

第 九 時 前 退 朝。 

四 天授 庵に 埋葬 

横. 井， 小 楠上卷 傳記篇  九 七 七 


細 川 家への 御 

沙汰 書 


細 川 家よりの 

群， 儀手赏 
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小 楠の 遣骸は 門人 達の 手で 淸 めら れて しめ やかに 通夜が 行 はれた。 朝廷で は 新 政府 最初 

の犧牲 となった 此の 老 重臣の 殉難 を 悼ませら れ、 優 渥な 思 召 を 以て 變 事の 其の 日： g 使 を 御 差 

遣に 成った こと は旣 記の 通り だが、 更に 翌 六日に は滋 野中 將を 經て舊 藩主 細川韶 邦へ 左の 様 

な 御沙汰 書 を 下された。 

六日 戊 寅  細 川中將 

舊家來 横 井 平 四 郞傣昨 五日 退 朝 於 M 途中 i 横死 之 趣 不愁に 被 n 思 食， 候。 依レ右 葬禮式 等之爲 n 手當， 金 三-百 兩 

被 レ下候 間 厚相 營可レ 申 候 事。 

下賜の 金子 は 正金に て 白の 水引 を かけ 百兩包 三つであった。 右 朝廷よりの 御手 厚き 御沙 

汰を拜 した 壬 生の 肥 後 藩邸で は翌 七日 宮田幸 太郞を 使者と して 小 楠 門人 中へ 之を傳 へ、 なほ 

左の 如き 書附を 以て 朝廷の 御 趣意に 副 ひ 奉る 様に とて、 

横 井 平 四郞儀 別段 之 朝恩 を以 手厚 葬式 被，, 仰 付 fe 通に 付 門人 中 主に 成 御主 意 を 奉じ、 彌 

以 諸事 無，， 遣 漏, 様 相 心得 取營候 様に 被，， 仰 付； 爲，， 御 手 當, 金 五拾兩 被，, 下 置, 候 事。 

と 巾 達する と 同時に 朝廷に 對 して は 左の 如く 奉 謝した。 

弊 藩 舊家來 横 井 平 四郞傣 去る 五日 横死 に 付、 葬禮式 等の 爲， 御手 當 1 金 三百 兩 下賜、 厚相 營候樣 

被， 1 仰 付 1 難， 有 仕 合に 奉， 存候。 右 御 禮申上 候 様 中 將申付 候。 此段申 上 候。 以上。 

細 川中將 公用 人 


m 葬 


墓 碑 


三 飼の 悲嘆 


力 く 

地に 手 

んでゐ 

梁 川 星 

てられ 

雄の 何 

に & は 

尺 程で 

はもと 

與横井 

見物 の 

つ た 熊 本 縣 

小 楠凶變 

京に 滯 在中 


正月 八日  3 石 佐 善 左衞門 

辨事御 役所 

て 七日 門人 等に よりて 葬 傣は營 まれ、 肥 後 藩と 關 係の 深い 洛 東南 禪 寺山內 1K 授 庵の 墓 

厚く 葬られた。 其の 附近に は 細 川 家の 祖幽齋 夫妻の 奥 津城を 始め 同 藩士の 境 墓が 並 

る が、 殊 に 我等に 奇 しき 因緣を 感ぜし める の は 小 楠 生前の 知己 

巖と 其の 妻 紅 蘭の 墓碑が、 小 楠の それと、 殆ど 向 合 ひの 位^に 立 

て ゐ て、 老 松聲 なく 幽寂 そのもの たる は兩 

遣 ひの 様 崎ん  If  / 

尺. 高 さ 三 

ある。 之 

もので 碑 面に は 「肥 後 故臣參 

年 二月 竹 崎 律次郞 夫妻が 東京 

在の ものに 改めた の で、 文字 は當時 書家と し て 名の あ 

う な 0 

彼の最愛の門^！-で而も今は同役の三岡八郞は斯かる事とは夢にも知ら 

つた。 明治 元华新 政府が 三 岡の 建議で 發 行した 金 札 は 同年 中 ま 京で は 


y 力 

る i 

碑 面 

高 さ 

平 四 

途次 


を談 

こ と 

に は 

僅 力 


友 币 

田ば ^¥ 

の 日 

で あ 


松聲 なく 幽寂 そのもの 

笑す る を 妨げまい の 心 

だ。 小 楠の 墓石 は、 方 一 

「沼 山 横 井先 生 墓」 と 

に 一 尺に 過ぎぬ 貧弱の 

」 とあった の を、 明 治 七 

の 展墓 をな した 際に 現 

の 城 野 某の 筆で ある さ 


天 

墓 


す 

全く 


梳井小 楠上卷 傳記篇 


九 七 九 
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通用 せら.^ ぬ を 様 で 其 のおめ に 紛議が 生じ、 彼 は 命 を 受けて 東 下した が 漸く 用務 を 終へ て 正 

月 flsq^^i- 着 te、lg め て ^, ^横死 I 知れで ^愕し 直ち ぬ府 ぎに 到りて 料客搜 索の 事 を 協議 

し、. 一 、一 三日の "使ん^ して 小 楠の 寓居 を； S うて 見る と寂莫 として 搏び師 の 溫容を 見る 能 はす 坐 

ろに 悲痛の 感に堪 へなかった と 彼の 傳記 中に ある。 恐らく 彼 は 此の 墓前に も額づ いて 萬斛 

の 淚を濺 いだで あらう と E むはれ る。 


五 凶報 沼 山津に 到る 遺髮を 葬る 

小 稲 遭難の 報 は 其の 數日後 京都からの 早 打で 熊 本に 達した。 晴天の 霹饞と は 正に 

であらう。 一族 始め 門 人. 知 己の 驚愕と 悲嘆 は 言 ふ も更な り、 昨 冬來病 夫よりの 頻々 の 

つせ 子の 悲痛 上京 看護 を 決心して 今や 其の 途に 就く ばかりであった、 つせ 子の 失望 と落膽 とは眞 に 

も氣の 靡であった。 凶報 到着の 折も折 彼女 は 上京の 睱乞旁 熊 本から 數里 離れた 玉 名 

村の 義兄 竹 崎 律次郞 夫妻 を 訪れて ゐ たのであった。 沼山津 からの 急使で それと 知つ 

の 娘 節 子 は 追に 叔母に は 小 楠の 死 を吿げ 兼、 ね、 病 氣と 云って 歸 したとの 事で ある。 

下雜. 安場 等 同じ 日 安場 一 平等 は 共の 頃 久しく 病床に 在った 下 津休也 を 見舞って ゐ たが、 同人 を 

^1  爲、 庭の 池の 周圍で 子供 等が 馬 追の 遊戲を 催す の に 大人 も 加 はり 大いに 賑 つて ゐる處 


此の 事 

手紙で 

見る目 

郡 横 島 

た 竹 崎 

慰める 

へ 突然 


時 雄の 追 陵 


德富 一敬の 正 

夢 


河 S 充子 の談 


小 楠 横死の 通知に 接し、 一 同 与ね 

又 從弟不 破 唯 次 郞と俱 に 沼 山 

譯を 尋ねた が 誰も 答へ る 者が 

を爭 ふのに 餘念 無かった と は 

と、 德 富 蘆 花 は 記して ゐる。 

鄕里 葦北に 在った 德富 一 敬 

圍に 群がる 刺客 を 押 隔て X 

子の 上京 を 促さう と 妻の 久 


河 田 精 一 未亡人 充子 gl 千 か 

母 は 私と 十三 歳の 妹 昔 羽 子 

下 を 舟 出した の は 正月 十五 rw 

から 璺 崎の 淡鳥祌 社に 參詣し 

たの は 二十日の 夕方で ありま 

が 非常に 父親 思 ひ で、 父 が生來 

して 父の 病 を 癒したい と、 此 の 

邦んで. 居りました 0  . 其の 弟 か 

步で 疲れた 0^ も.. 重く 川尻より 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 


に 打悄れ は 淚に摄 暮れた と は 後年 安場の 物語る 所であった。 

津 川の 漁獵 から 歸 つて 來 ると 家中 悲嘆に 沈んで ゐ るの で、 其 の 

氣 にも かけ す、 魚 籠の 獲物の 多寡 

一 子 時 雄が 其の 日の 追懷 である 


無い から 子供心に は 其の 以上 

■ あけて 十三 歳に なった 小 楠の 


は 小 楠の 病 氣に對 して 一 方な 

を 切 拂ふ夢 を さ へ兑 たので 師 

を 沼 山 律へ 打 立た せた。 其の 

著者 は 左の 如き 思 出 を 聞いた- 

(《 花) 

とま だ 乳 呑 兒の健 次 郞を速 れ、 外 

でありました が、 途 中 郡 浦の 緣家 

たり 问 地の 母の 妹の 嫁入 先なる 

した Q 私共が 此の 淡 島 詣 を し た 

洒が 好きな 爲に 腎臓の 持病が あ 

璺： i- の 淡 島さん に. E 身 洒斷ち の 

ら 願解きのお 詣 り を 親 ま 4. た. か 

熊 本の 入口 近く 漸く 迪り 着き ま 


らす 案勞し てゐ たが、 一 夜 師の周 

の 身の上が 氣遣 はる i 餘り、 つせ 

時久 子に 伴 はれた ； 敬の 次女で 


に 乳母と 下男 をも從 

l 德富 長女の 嫁せ る 

河漱 家を訪 うたり し 

の は 弟の 猪 一郎が ま 

つ て »r 苦 しむの を a- 

願 を かけ 朝 晚燈明 を 

ら でありました 0 さ 

し た が、 其 のお は 母の 

九 八 一 


へ、 水 侯の 八幡 

—に 寄 り、 そ れ 

て 熊 本 に ^i? い 

だ 六 歳でした 

兼ねて 何とか 

上げ て^かに 

て 登 崎から 徙 

姉に ほ 子の 嫁 


5b とへ 
て 私 ず 
一と そ 
同 は れ 
は 夜 を 
g 道 父 
愁 をへ 
に 沼 知 
沈 山ら 
ん津せ 
でに る 

ね         /ま  た 

るぎ め 
中 ま 連 
にしれ 

m た て 
島 0 來 

の 横- た 

順；；^井 下 

子 ，家 男 
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(チほ § 本节. gn ン 

し 一し ゐ る 本 气 ij^ の 、三 村 家に 泊ろ 寄の と こ ろ、 と ある 大稷の 下で 丁度 出會 つた 同家の 下男から 「横 

井さん が大變 でございます」 と閗 かされて 急ぎ 三 村 家に 行って 始めて 凶變を 知りました。 取敢 

をす ぐ 水 侯へ 引返させ、 妹 は 三 村へ 預けて 置いて、 母 

に 藩いて 見る と 京都からの 凶報 は 数日 前に 屆 いて 

叔母が 弔問客の 接待 を はじめ 何吳 となく 立 働い て 

ゐ ました 0 

一敬の 見た 上記の 夢 は 悲しく も 正夢であった。 彼 は 三 村 家から 引返した 下男の 通知に 取 

る 物 も 取り 敢 へす 沼 山 津に驅 けつけ た。 其 處には 同じ 思の 門人 知己 は 各地より 旣に 來てゐ 

る もの も あり、 叉繽々 と 集って 來た。 村民から 「横 井の 殿様の やうな 方 はない」 と 敬慕され 

て ゐた小 楠の 死 は 村 中 を 暗く してし まった こと は 云 ふまで もない。  - 

反對 派の 歡聲 かう した 一 方で、 小 楠 反對の 連中 取 分けて 敬神 黨 一 派 は 彼の 横死 を 聞きて 心中 快き ことに 

思った の は 是非 もない。 敬神 黨で 可な り 名の 閒 えた 波 山楣 記が 浦 家の 養子と なって 或 日 其 

の 披露宴が 11 かれ 同黨の 面々 が 招かれて 居並んで ゐた處 へ、 遲參 した 一人が 「やっつけた々 

々々」 と 叫びながら 驅 込んで 來て 「横 井が とうく 京都で やられた」 と 言 ふや 否や、 一 同總 

立と なって ドット 歡聲を 揚げた との 話 を、 著 者 は 現に 其の 席に 列して ゐた某 老人から 閒 かさ 

れた。 本来 敬神 黨の 人達 は 明治 新 政府に 對 して は 好感 を 持た す、 隨 つて 其の 役人 を 嫌って ゐ 

たと ころに、 平素 彼等の E の 敵の 如くに して ゐた小 楠が 召 出されて 參與の 重職に 就いた こと 


遣髮 到着、 葬 

儀 


海老 名 未亡人 

の 追；^ 


は 彼等の 倍.^ 不快 として ゐた 所であった らう 

凶報が 屆 いてから 幾日 か 經て小 楠の 遣髮 

式に 

は 三 

る 熊 

寺が 

来た 

は 長 

遣髮 

が、 今 

家顆 


と 思 はれる。 

を 門人 岩 男 俊貞が 京都 か ら 

は 村の 人々 は總 出であった _ 

尺 幅に 淨 めの 砂が 敷かれた 

本 城下の 往生 院は淨 土宗で 

無い の で、 眞宗 の 光輪 寺 を 借 

僧侶に よりて 葬儀が 進めら 

い」 と は 暫く 村人の 間に 語 

は 程近い 丘陵の 一 角 を 卜し 

「小 楠 先生 横 井 君 之 墓」 — 

山水 野 貞秀の 筆 I なる ：.；！ 碑 

る。 此の 時の 瘗髮式 を 神式. 


持歸 つた。 共の 瘗髮 

. 葬列の 進む 逬 筋に 

リ 横 井家の 菩提寺な 

あるが 村に は 同派の 

り其處 で 往生 院 から 

れ た。 「淨 土宗 のお 經 

種と. なった さうな。 

て 永遠に 埋められた 

ヒ 益 城 郡 飯 野 村 の 書 

の 立つ てるのが そ れ 

で 行った 如く 記した 


井で は 明治 八 年 左 平 太の 葬儀の 時 始め 


で あ 

木 も ある が、 往 生 院には 「養 德院謙 道宗義 居士」 と ："ム 

ふ 小 楠の 戒名が 記錄 されて 居 り、 海 老名 未亡人 も 「横 

て 神式に よった」 と 言 つ て ゐ るから 其の 誤 で あ る 事 


は 明らか だ。 なほ 當時八 歳であった 同 未亡人 は 著者に 當 時の こと を 左の 様に 語った。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九 八 一; 一 


(藏靖 時 井 横） 刀 短 る た し戰應 と 客 刺 
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父の 遭難した 頃の 事と して は 家が 非常に 取 込んで ゐ たの を 記憶して ゐ ます。 自分に は 誰も 父の 死 を 云って 聞 

かせませんで したが 祖母に 抱かれて 寢 ながら 聞いた 祖母と 兄との 話な どから 自然に 

分りました。 併し 死因 は 中風 だ と閒 かされて ゐて 刺客の^ に 命 を 落し たと 知った の 

は 大分 大きく 成って からで ありました。 其の 頃 母が 髮を 切った 事 や、 岩 男 其の 他の 

門人の 夫人 達が 來ては 泣く ので 憂欝に なった 事な ど は 能く 覺 えて ゐ ます。 

なほ 前記の 河田充 子の 物語る 所に よる と、 み や 子より 五つ 上の 時 雄 は 父 

の 死 を 聞かされてから は 非常に 悲しみ、 折々 押入の 中に 隠れて 泣いて ゐた 

とい ふこと だ。 三十 九 歳で 寡婦と 成った つせ 子 は 右 みや子の 追憶に ある 

如く 其の 黑髮を 切って 小 楠の 霊に 供へ、 悲痛の 中に も 雄々 しく 心 を 決して 

今より は 夫の 遣 志に よりて 横 井 一 家 を 背負 ひ 幼い 子供 を 立派に 育て上げ 

ようと 固く 誓った のであった。 七 人の 姉妹の 中での 菜 報 者と 云 はれて 夫 

の 出世 を 喜んだ の も 束の 間、 有 爲轉變 の 世の 有様 を餘 りに も 如實に 體驗し 

たっせ 子の 胸の 中が 思 遣られる ではない か。 二月 三日 付で 肥 後 藩 京都； g 

の 山 田 平兵衞 から 安場 一平に 寄せた 書面に 「横 山 君 始之創 大概 癒 申 候。 

上野 友 次郎. 小者 淸助は 御 遣 物に 付、 近 曰 御 飛 1: 一 同 下しの 方に 談？ a 申 候」 なる 一 節が あるが、 

形見 S 短刀 共の 遣 物の 屮には 小 楠が 刺客と 戰 つた 短刀— 鞘に は 越 前 三國生 雪齋の 彫刻 ある— もあって、 


其の 1* 着の n: つせ 子 はこれ を 時 雄に 與 へて 志を勵 ましたと 云 ふ 事 だ。 

六 刺客 逮捕 

小 楠 横死に 對 小 楠の 遭難に つきて は 主上の 御 宸怒は 巾す 迄 もな く 太 政 宫の大 官等 をして 大 いこ-お 跣せ 

する 在 jSf 官人  ， 1 

の 感想  しめた。 當 日の 廣澤 眞臣の 日記に 左の 如く ある。 

一 、 廣澤眞 臣  一 朝 十字 時 宫代參 仕、 夕 四時 退出。 

一 退出 無レ間 大久保 一 藏 より 念 來翰、 趣 は 今 タ横井 平 四 郞返出 途中 御靈 において 何者 共 不レ知 不意 斬殺、 首 

級 持 去 候 段屆出 候。 付て 朝廷 御 登庸 中 別て 不， 容易， 次第 可 レ惡之 到、 自レ今 朝^^立不レ立は此御所分に^レ 

之、 於-京 府-嚴 重手 配 速に 惡徒召 捕 候様宜 敷可レ 致，， 差配 ， 5ni 申 越 候 様 輔相卿 被， 命 候 段委樓 報知す。 資 に遗憾 

之 次第 及 n 直 所 5 苎 疾速模 村 半 九 郞ぇ得 斗 相授先 京」 肘 出勤 申 付、 猶御國 取締 方 之 者爲， > 探索， 差 出 候虚、 g| セ  1^ 

時 解 死人 登 名 深手 負に て斃れ 居候 段 都合 手 繼き相 分り 候 段報歸 候。 折 柄 又 候 大久保 氏より 与 6 狀來 る。 前件 

達 n  ^M, 候 處深被 fel レ 惱，， 宸怒 I 早速 惡徒召 捕 厳重 可， 致，， 所^ J 曰 被，， 仰 出， 候 段輔相 卿より 爲， 傅 候 様 

との 事に 付、 當 時相 分候處 一 先 及，， 注進， 澄、 直に 京都府え 出勤 段々 駔引 せしめ 終に 徹夜、 翌朝 下 {§。 

大阪府 判事 五代 才助 (友 5 より 大隈 八太郞 2 信) へ の 明治 二 年 正月 七日 付 書，、 中には、 

二、 五代 才助 御 地 も 横 井 參與撗 死 云々 相 達、 折角 探索 中に 御座 候 得 共 當所未 手當も 無， 御座， 候。 御 一 新の 今日に 至り 右^ 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九 八 五 
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の 所業に 及候議 言語 同斷、 第一 は 御政體 上に 相 關申候 間 草 を 分 是非 召 捕 申 度 事に 御座 候。 

と あり、 大久保 利 通 は 正月 十日 に 小 松玄蕃 頭. 伊地知 壯 之丞. 吉井 幸輔 への 書翰 中の 一節に * 

三， 大久保 利 横 井 横死 之 事件 も 未明 白なら す 候 得 共、 追々 と 手 懸りも 出 來申候 il 自然 相 分り 可レ申 候。 段々 連 及 も 有 レ之模 

様に て 所謂 攘夷 社中と 相 得 申 候。 一 變動以 來_ 娘 日 誠に 衆 說紛々 煽 惑いた し 候 筋に 聞へ、 彼 云 横 井 一 人に 止 

ら. f 外に 參與中 除 すん はならぬ 者 も有レ 之と、 後藤 邊尤 評を受 是は內 輪より^ 一  條之 復仇 を やるな ど \ 頻に申 

唱へ 候。 御 同人 所勞 にて 引 入 大坂府 兵 を蕃衞 せし むる. B 。當時 3石 下家 も 引 繽て不 レ參、 福 岡 一 人是も 別て 恐 を 

なし 候 模様な り。 卽 今之處 朝廷 根 軸 一き 吃 立不レ 可， 拔之 御成 權相立 不レ中 候て は不， 1 相濟， と 苦心 之 折、 却 

て 前 條の勢 鼻息 を 潜め 候 姿に て 何共 慨歎 切 齒に堪 不レ申 候。 刑 法官な ど 不レ可 レ謂之 次第 有レ之 候。 此機 會を以 

朝廷 を 動し 立て 候 種類 も 亦不レ 少實に 危殆 之 有様に 御座 候。 

. と 認めて ある が、 大 久保は 藩 政 改革の ため 歸藩 せんとして ゐた處 に 小 楠 暗殺事件 突 發し京 情 

頗る 紛糾せ し を 以て 姑く 歸藩を 中止した。 左 は 右 書簡の 他 節で ある。 

乍 レ不レ 及 是非 一 應 なりと も歸國 仕度 決心に て 岩輔相 公え 詳細 懇願 仕 候處、 左様 之譯 なれば 暫時 都合 を 以御許 

容可 n 相 成， き 承知 仕 候處、 其 後 横 井 一 條出來 候て 前 條之動 搖に立 至、 今日 一 歩 を 退 候て は甚本 志に も 相反し 

且難を 避る にも 相當候 事故 歸國之 義先御 斷申上 候。 追て 申 上 置 候 次第 御座 候。 百 尺 竿頭 進, 一 歩， 之 機 會只此 

時に 可 レ^レ 之と 愚考 仕 候。 

なほ 曰 モ 利元德 より 岩 倉への 書簡 中に も、 


四、 毛 利元德 拉過 五日 丸 町 之 妄擧は 實に思 も 不レ寄 事に て 於 n 横 井； は簽 可レ憐 事に 御座 候 事。 御 一 新 之世ケ 之 義有レ 之 候 

て は 朝廷 之 御成 光に も 相拘り 別て 不二 相濟， 事に 御座 候。 就て は 申 上 も 愚ながら 狼 籍者之 確 證顯然 之 上は嚴 

律に 被 n 相 行 f 且將來 之 所 屹度 御 布 吿等有 レ之度 事 かと 奉 二 愚考， 候。 

と あ り、 木 戶孝允 も 正月 二十日に 岩 倉に 寄せた 書狀 中に 左の 如く 書い て ゐる。 

五、 木 戶孝允 一 横 井 平 四郎之 一條 必竞 爲， 一 朝廷， 奉，， 恐 入， 候 事に て 御座 候。 彼 近頃い か 様 之 說を相 立 居候 か. は存不 y& 候 

へ 共 今日 言路 開明 之 御 時節 如， 此儀 有レ之 候て は 後 來何を 以朝威 相 立 可レ申 哉。 何卒 朝憲 之 屹度. M 然相立 候 様 

(處設 の 意力)  ， 

に は 御所 致 被 レ爲レ 在 度 奉 n 存上 ， 候 事。 

右に よると 在 朝の 有力なる 人達 は 小 楠 横死に つきて は 朝 威の 上から しても 政體の 上から 

しても 此の際 一 日 も 早く 刺客 及び 其の 連累 者 を 逮捕して 刑斷 せねば ならぬ と意氣 込んで ゐ 

刺客の 逮捕 手 る。 さて 其の 逮捕の 手配 はと 云 ふと 兇 變後時 を 移さす 洛中に は 軍務 宫と 京都. 府 からの 捕吏 

酉 

と を 繰 出 し、 同 時に 四方の 出入口 を扼 する 所謂 「京 七 口」 の 要所々 々に は 平安 隊の 〈が 固め、 

更に大^^.伏见.淀の 三ケ處 では 水. 陸 偶に 一 般の 往来 を 禁止す る 等 犯人 を遁 さじの 手配 は 厳重 

を 極めた。 當 初から 共の 疑が 十 津川人 や 肥 後人に 懸 つた 事は旣 記の 通り だが、 殊に 前者に 對 

して は 一 層 濃厚で， 鎮 に宮川 等が 探索した 丸太 町の 十 维川人 屯所 を 更に 軍務 宫 から 派した 一 

小隊 を 以て 取 園んだ り、 新 烏 丸 切通の 十 津川邵 をも搜 索したり したが 何等 鍵る 所がなかった。 

然るに 其の 日 も 旣に暮 方に 及んで 中 町 夷川 通の 中 村 屋梅吉 方に 鮮 血に 塗れて 倒れて ゐる E^! 
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柳 m 捕へ らる 

斬奸狀 を懷に 

す 


述累 者の 捕縛 

及び S 首 


力 

れ 
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發 見 さ れ、 捕 へて见 ると 刺客の 一人 柳 田直藏 であった。 彼 は 上記 重傷 を 負うて 仃 場所 か 

同家 褢 口まで 逃げて 來 たが 痛手に 塔へ 兼 ね、 其 の 家の 便所に 忍び入り 自殺 を圖 つたが 死 切 

すして 苦悶 中であった ので ある。 同人の 懷 から は 左の 様な 斬 奸狀が 現れた。  • 

横 井 平 gl 郞 

此者是 迄の 姦計 不レ遑 二 枚擧， 候 得 共 姑舍レ 之。 今般 夷贼に 同心し 天主 敎を 海內に 蔓延せ しめんと す。 邪敎 蔓延 

致し 候 節 は 皇國は 外 夷の 有と 相 成 候 事顯然 なり。 併 朝廷 御 登 膨の人 を 殺害に 及 候 事 深く 奉， 一 恐 入， 候へ 共、 

寶 國之姦 要路に 塞り 居候 時 は 前條の 次第に 立 至 候 故 不レ得 レ已加 n 天誅， 者 也。 

1K 下 

尙 これに は 「末の世と 嘆きな ra^ て そ 神の II 神 はまし ます 人 はありけ り」 

あつたとの 事 だ がビ の 歌 は 一 說 にさる 公卿が 詠 じた ものと も傳 へられて 

記の 如く 晴 殺の 際 受けた 深手の 爲に 重態で、 しかも 自殺 を 企てた 咽喉 氣管部 

も 不明瞭で あり 充分に 訊問 も出來 なかった が、 それでも 一 味 探索の 手 掛りだ 

夜 例の 十 津川人 屯所の 上 平. 前 木. 瀧 等 都合 五名と 小 和 野 父子 外數 名が 逮捕 さ 

二三 曰 內に谷 口. 大 木. 鹽 川 等 も 縛に就 き、 中 人 i 木 は 自首して 出た。 かくして 此 

進む に從 ひて 次から 次へ 關係 者が 芋蔓式に 擧 げられ て 一時 其の 數 三十 餘名 

肝腎の 刺客の 逮捕に つきて は^ 變 當日旣 記の 如き 手配 をな したる 上に、 


て 


との 一首が 添へ 

ゐる。 柳 田 は 上 

の疵 により 言 語 

け は 得ら れ、 其 の 

れた。 其の後の 

等 連累 者の 釓問 

に 上った。 

日に は 左の通り 


各 府. 藩. 縣に 令 達する 所あった。 

徴士横 井 平 四郞を 殺害に 及 候 俵 朝憲 を 不レ憚 以之外 之 事に 候。 元來 暗殺 等 之 所業 全以府 • 藩 • 縣正籍 に 列し 候 

. 者に は不 レ可レ 有事に 候。 萬 一 壅 閉之筋 を 以右等 之 儀に 及 候 哉。 御 一 新 後 言路洞 11、 府 • 藩 • 縣不レ 可 レ達之 地 

は 無レ之 害に 候。 若し 脫籍之 徒 暗に 天 下 之 是非 を 制し 朝廷 之 典型 を 亂り候 様に て は、 何を以 綱紀 を 張り in ェ n 

を 維持す る を 得ん やと 深く  { 辰 怒 被， 爲レ在 候。 京地 は 勿論 府 *藩. 縣に 於て 厳重 探索 を 遂げ、 且 平生 無 n 油 

斷ー 取締 方 屹度 可 二相 立 ，33 被 一一 仰 出， 候 事。 

正月 八日 

, 行政官 

同月 十 一 日付で 在京の 長 野 濬平. 內藤 泰吉. 宮川小 源 太. 元 田 龜之丞 山 田 五次郎の 五名が 述^ 

刺客の 搜索峻 して 國 許の 横 井 牛 右衛門. 安場 一 平. 不破源 次 郞の三 名に 變 事後の 諸 狀況を 報じた 中には 次の 

如き 一節が ある。 

公卿 之內 にも 不， 瀋之 家有レ 之、 一 昨々 夜 京府之 兵隊 を 以御取 圍み相 成 中 候 位に て 中々 吟味 は嚴 直の 事に 付不レ 

遠 相 分可レ 申と 被レ考 候。 一昨日 四 人 之 面 體付も 御 廻し に 相 成 申 候。 布 中處に 寄り 候て は 軒別 調 候 も ぉレ之 候 

由。 

之に よると 搜索は 頗る 峻嚴を 極めて ゐる 0  r 公卿の 內不. _番 之 家 ^之 」 と は 恐らく 後に 記す 

る 親 兵團の 組織に 關係 ある 公卿で あらう。 それでも 柳 田 以外の 刺客 は 巧みに 網の E を拔け 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九 八 九 


柳 s 死去 


土  ail 自訴 


上 E  . 鹿 島 

IB  ^ 京 縛 


第 十八 章 凶 1?^ に斃 る.  ブヲ 〇 

て 兇行 後 一 週 問を經 過しても 未だ 一 人 も 逮捕されない。 右 長 野 等の 書狀 中の 「四 人の 面體 

付」 と は 鹿 島. 前 岡. 中 井. 松 本文 助 I 繾 g ぽ iiKS!. い、 何 ので あるが、 十四日に 至りて 暗殺の 眞 犯人 

が 確定す る や 土 學上 b: の 人相 書 も 更に 各 府. 藩. 縣 に 廻 付され ると 同時に 搜索を 厳に すべ き 皆 

令 達せられた。 柳 田 は 捕縛され て 後醫師 湯淺泰 庵の 手當を 受けて ゐ たが 一月 十二 日 死去し、 - 

他の 刺客 は 中 井 を 除いて 外 は 皆 逮捕された。 それ 等が 兇行 場所から 逃れて 捕縛され るまで 

の 經緯は 精査して はゐ るが、 こ \ に はた ビ 主として 其の 捕鸫の 時日と 場所と を 簡單に 記す る 

に 止める。 

兕行後 洛中 を轉々 として 隱家を 索め 歩いて ゐた土 屋延雄 は 知人に 自 訴を勸 めら れて 其の 

氣 になった 正月 十四日 に 偶然 捕吏に 出會し 直ちに 自首して 縛に就き、^ 行 後 南山 城 綴 喜 郡、 大 

住 村邊に 隱れ、 それから 高野山 中に 逃れ、 茶屋 旅籠 商の 許に 潜伏して ゐた 上田 立 夫. 鹿 島 又 之 允. 

中 井刀禰 尾. 前 岡 力 雄 四 人の 中、 上田と 鹿 島 は 十六 日に 其 處で捕 へられた が、 中 井と 前 岡 は 捕吏 

と 一 ト足 違に 十 津川鄕 へ 遁走した。 其の後 兩人は 暫く 行方 を晦 まして ゐた が、 前 岡は翌 三年 七 

月 十六 日に 中 仙 莨垂井 宿で 捕縛 さ れ、 中 井 は 最後に 身 を 寄せて ゐた丹 波國園 部の 神官の 家 を 

同年 六月に 失踪して から 後は杳 として 影な く 遂に 逮捕され すに 終った。 


附 刺客の 素性 


上 s 立 夫 


土 屋延雄 


育 Si-TN 雄 


中 井刀禰 21^ 


刺客 六 人が 如何なる 人物で ある 


鄕 士ゃ輕 輩の 子弟 

上田 立 夫 は 石 見 

が、 明 治 元年に は 傭 

浪々 の 身 を 知邊の 

土 屋延雄 は 本名 

同藩 伊木 若狹方 へ 

遍歴した。 

と な り、 此 の 


末 

內 

寄 


の 


上 

て 


所 


で、 慕 

國 大 

前 藩 

家 に 

津下四 郞左衞 門 

侍牵 公に 住 込ん 


搖 

ゐ た。 齢 


か に 

に 國 

村 の 

が 率 


つ 

鄉 

三 


で 

だ 


力 


明治 元年 正月 前記 伊木 

時 上田 立 夫と 知合った 


隊 中の 者と 意見が 合 はず 脱 返上 京 

治 丸 及び 松 丸が 謹慎 中で 彥根藩 兵 


月 


な 


齡 二 


訣別し て 再び 上洛した 

前 岡 力 雄 は 十 律 川 大原村 鄉士同 

に 幕府の 町奉行が 三條大 橋に 揭げ 

つ 

平 


十 津 

IP. 


ん 


井 

た 


兵 

刀 


に 


赏 


力 

時 


た 


の 


て 

許 


，明 治 

は 確 

に 


元年 

な こ 

罟 


11 


同 Di? して 


よ 

た 

ゐ 


て ま 

同 丈 


，慶 應 


ので ある- 

した 0  丁 

が 護衞し 

中旬 それ を脫 して 後 は 知己 をた よつ て 其 

三 歲。 


歳 0 


上 

〕 

度 

の 


こ 

右 


道 

家 


こ 

を 


に 

五 


之 

は 


詳 記 

の 揚 

男 で 

た 0 


村 

頃 


M 


西 


す 

後 


， -1 ■ 

出 

rp 


人 


の 

京 


m 返 


下 

都 西 寺 町 二 

の 


月 

が 土 

ゐ た が、 凶 行 前 鄉 


は 無い が、 何 

で搭 合った 

どで 侍泰公 

て 同年 九月 


れ も 


一 郞右衞 門の 化。 

武者修業 を 思 ひ 立 

攻む るに ("s りて 其 

5 を 引上げる 際 服 

倐下ル 常 念 寺に 中 

世話で それに 加 は 

里に 歸 りて 父 や 妻 


を 

子 


の で 

し て 

都 に 

八 歳 

て 諸 

ダ ず 

の 問 

卿 の 

た 0 

に そ 


方 の 

あ る 〔 

ゐ た 

上 り- 

の  ゆ 

N を 

題 で 

二 子 

十 一 

れ と 


の 高 礼 を引拔 いて 世間 を 騒した。 其の後 


の 二 男で、 慶應ニ 年 八月 同 鄕の中 井庄五 郞 .深 澤 仲 麿 と俱 

長 藩 朝敵 云々」 

顷 か ら 上 京 し て 

ら ぬ が、 十 津川鄉 

ことな どから 見 


上 平の 許に 同居した。 齡ニ 

士 に 

る と 


て 前 


己 で 

言 

と 


撗井小 楠上卷 傳記篇 


と 5^ に 十 律 

ず 行動 を倶 

九九 一 


十， 六 歲。 

川 兵に 加 はつ 

にして ゐ たら 


鹿 爲乂之 允 


柳 m;^ 藏 


笫 十八 章 

しい。 年齢 は 

鹿 島 又 之 允 

鄉里を 出で 一 

し て 十 律川浪 

柳 S 直藏は 

さ れ て 常時 は 

月 四 口上 京し 


凶^に 斃る 

不 明 だ が 時 の 

は 元 笠松縣 貫腾 

時 は 大阪に 住ま 

士 等と 交り 明 治 

大和 郡 山 藩 同房 

浮浪の 身 で あ つ 


人相 害に よれば 二十 四. 五 歳 か。 

石 川 太 八 郎の家 來问善 次郞の 二 男 

つて ゐた。 後に 京都 楦 王法 林寺內 

元 年 十 二  ，^  二 十 n 上 京 し 知 入 の 家 

吉の： t で、 も と柳译 甲斐 守の 足輕で 

た。 凶行の 口が 近づいた ので 家族 

した。 齡ニ 十五 歲。 


九九 二 

で、.： 十 くから 學 間武藝 修業の ため 

f:s 光寺の 住職に なつ， たが 後 還俗 

に 寄寓して ゐた。 齡ニ 十四 歲。 

あ つ た が 暇 を 出 さ れ、 後 に は 追放 

に 訣別の ため-蹄 國 して ゐた が、 正 


七 晴殺 動機 

刺客の 一 人 柳 田 直 藏が懷 にして ゐた 前記 斬奸 狀を兑 ると 小 楠 暗殺の 動機 は 小 楠が 「夷贼 

に 通じ 天主 敎を 海内に 蔓延せ しめんと する」 にある が、 該 狀には 「是 迄の 1^ 計 枚 擧に遑 あら 

す」 とも あるから 其の 數々 の 姦計と は 如何なる もので あらう か。 それ 等 を 確め るべき 資料 

はこれ 迄 世に出て ゐ ない ので 種々 乎を盡 くして 探して 兒た。 若し 暗殺者が 捕 へられてから 

の ni 供 書が あらば 自ら 判明す る だら うと 思惟 し、 先 づ 京都 地方裁判所に 其の. 存否 を 尊ね て 

ると、 同所で は 非常な 好意 を 以て 其の 倉庫 內を 隈なく 探された が 明治 三年 以前の 記錄は 一 つ 

も 见 當 ら ない 所 か ら、 或 は 京都府 廳に藏 せられて はゐ ないだら うかと い ふ 事に な り、 更 に 同-:^ 


廳に 至りて 共の 閱覽を 願 ひ 出て 兑た。 同廳 でも 著者の 意 を 快く 容れ られ搜 索され て ゐる內 

貢 重の 記錄 に 『自明 治 元年 至 同 七 年、 刑 賞 類 附錄、 特裁 刑典 事 類 第 一 』 と 題した 綴で、 中に 「横 井參議 遭難 

事件」 の收 めら れ たもの が 見付かった。 それに は 一味が 嗜 殺の 謀議から 逃亡. 逮捕. 尊 問 さて 

は處 刑に 至る 迄の 經過を 詳記して あ り、 著 者の 狙って ゐた 刺客の 口供書 もあって、 それにより 

嗜 殺の 動機 を 知る こと を 得た の は 眞に會 心の 極みであった。 

上記の 如く 柳 田 は 暗殺の 際 受けた 重傷 と、 自 殺 を 企てた 時の 咽喉の 疵 とのた めに 捕 へられ 

• た 時から 旣に餘 程の 重態で、 「疵處 の 苦痛に 堪へ かね 逐一 申立て 難く、 正 氣に立 至り 候 は^お 

體 に白狀 いたすべく」 と 云って ゐる內 に 死亡 し、 屮 井 は 跡を晦 まして 遂に 逮捕に 至らな か つ 

刺客の 口供 たから 此の 兩 人の は 無い ので、 他の 四 人の 口供書 中 暗殺の 動機に 關係 する 點 のみ を拔記 して 

見る と 左の通り だ。  ， 

一、 上田  上田 立 夫の 口供書に よれば • 

平生 尊攘の 志 を懷き 居候に 付近 來洋舉 隆盛に 被 レ行候 を 浩歎籠 在 候 折抦、 横 井 平 四 郞殿儀 は 兼て 傅舉 多才 之. H 

に 御座 候處 別て 洋說 に沈溺 し、 終に 邪 蘇 敎を弘 張 之 志 有レ之 哉に 卷說 承り 痛恨 之 至 御座 候。 (巾 略) 全體平 叫 郞 

殿 邪蘇敎 主張 被レ致 候ても、 搢紳 家に 於て は、 容易に 御 同意 被 レ爲レ 在 問 舗と は 奉レ存 居候 得 共、 近況 之 形勢 觀 

破 仕 候に、 胡 服 にて 御 築地 內 徘徊 は 兼て 御大 禁之處 近來御 許容 相 成、 就て は 武家 之 分 多く は 胡服ャ  1^ 川^ 

辅 は被髮 或は 胡 冠 を 川、 赫々 たる 神明 之國に 生れながら 如, 此醜鉢 其 心情 更に 不， 解 1:1^ 嘆息 仕 居候 折 柄 、右-や s: 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九九 I： 一 


第 十八. 章 凶 匁に 弊る.  九九 四 

郎 殿博舉 多才 之 上 若 百方 俊 辯 を 以此上 邪 蘇 敎弘張 之說を 主張 被 レ致候 日に は 萬々 一 御 許容 可 レ被レ 爲レ在 も 難レ 

計、 然る 時 は 皇國萬 世 之 御大 害と 苦心 焦 思 寢食を 忘れ 少時 も猶 豫難レ 成、 愤怒 胸中に 漲り 候に 付、 以ニ 微臣之 

一死， 易 ，1 皇 國之大 害， 度 赤心より 至急に 同志 相 謀 候 儀に て 御座 候。  ； 

二、 鹿 島  鹿 島 又 之 允の 口供書に よれば- 

徴士横 井 平 四郞殿 先年 來洋說 を 信じ、 恐 多く も □□ 之 儀 杯 相唱、 其 外 奸曲之 聞へ 不レ少 候 處拔群 御 登 旛相成 

, ,  候。 爾來詐 て 正義 を 表し 權成を 逞し、 夷贼に 通じ 邪蘇敎 を海內 とも 弘 張せ しめんと、 御 同人 要路に 在る、 赫 

々たる 神州え 邪 蘇 敎開堂 之 傣多識 之 俊 辯を以 奉， 動，， 聽， 近々 御沙汰 可 n 相 成， 專卷說 ^レ 之、 右 様相 成 候て 

は 御 國體相 立不レ 巾、 加 之 先帝 御 詔 文に も 相反し 候 付 旁 其： iln: 献言 仕度 候 得 共、 平 四郞殿 要路に 被， 立 候 上 は 

所詮 通 徹致問 鋪と涕 泣 悲憤 之餘 り、 苟も 以 11 一 死， 君側 之 姦臣相 除 候 は^ 御國體 維持 可レ致 見込 を 以折を 見合 斬 

奸之俵 盟約いた し 云 々o 

三、 土屋  土屋延 雄の 口供書に よれば、 

舊冬 於， 一世 上 一 横 井 平四郞 殿洋說 信仰 天主教 を 主張せられ 候 奸曲も の i. 由專ら 取沙汰 有レ 之、 銘 々種々 議論 之 上 

建白 之談も 御座 候 得 共、 御 同人 要路に 被 レ爲， 立 候 上 は 貫徹 仕 間 敷、 鬼 も 角 可 レ除方 可 レ然旨 議論 lEil 々之 處、 平 

W 郞殿 於， 一 朝廷， 邪說 進講 有レ之 候. s、 右 は 多 識之侫 辯 を 以奉レ 動，， 聽， 候 事に 哉、 海內ぇ 邪敎廣 張の 儀 御 

許容に 相 成 於， i 近畿， 開 堂 之 聞有レ 之、 則 探索いた し候處 無，， 相違， 相 聞 左 候て は 邪 敎相弘 り、 終に 皇國は 外 

夷之お と 可，, 相 成， 赏以 慷慨 憤怒に 難 レ堪、 御 同人 は 朝廷 御 登庸 之 人に 候 得 共 國家之 患難に 難 レ替に 付不, 得レ止 


殺害 可レ及 云々。 

四、 前 岡 . 前 岡 力 雄の 口供書に よれば、 

(元年) 、 

同年冬卷說には橫井平四郞殿儀は博擧多才の由候處洋說に沈溺し、終に邪蘇宗を弘張之志^^レ之痛恨之至、夫 

に付^ 同志 共 於ても、 御 同人 義は奸 曲の 人物に て 要路に 被レ 居候て は 朝廷の 御爲不 レ宜候 問 除 度 云々。 

である。 以上 四 人の 口供書に 據れば 刺客 は 皆 極端な 保守 反動思想 を懷 いて ゐて、 小 捕 暗殺の 

動機 は 柳 田の 懷 にして ゐた斬 奸狀に 同じく、 小 楠が 或は 洋 夷に 通じ 或は 洋說を 信じ 耶蘇 敎を 

國 內に弘 める と 云 ふ 風說が あると 云 ふの が 主で ある。 此の 風 說は土 屋と前 岡との 陳述で は 

明治 元年の 冬から 傅 はって ゐる やう だ が、 決 して：^ の 時分に 始っ たもので i ない と ふ。 彼 

は 其の 旺盛なる 知識 慾と 研究 熱と からして 絕 えす 海外の 新 知識 を吸牧 する に努 むる 傍、 耶 蘇 

敎の 如何なる もの か を も 研究しても ゐた し、 加 ふるに 彼の 識見 は當 時に ありて は餘 りに い：： f 越 

して ゐ て、 S つて 其の 吐露す る 想 や 言 說は 如何にも 高調子であった ので、 一 部の 人 をして す 

つと 前から— すでに 文久 元年に も— 彼 を 右 刺客の 耳に せる 風說の 如くに 異端視せ しめて ゐ 

たので ある。 

の 耶蘇 敎 小 楠， はどうして 知った の か 早くから、 耶蘇 敎に關 して 極めて 大雜 把な 概念 を 持ち、 該敎 研究 

の 意志 の あ. つ た 事 は.. 蘆 花. 著. r 竹 崎 順 子 J に. 矢島楫 子の 追憶 談 とし て.. 左 の 如く ある。 - 

お 井さん が耶 蘇 敎 につ いて 話され. た 事 を、 今 H にして 思へ ば、 よ ほど 如何い ふ もの か-誠り た いと 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  九九 五 
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ふ て 居られた 事が 記惊 にあり ま す。 御 維 新 前 に、 今 に 外國の 船が 來る とか 何とか いふ て、 人 々 が せ 

わしく 騒い： て^った に、 「耶蘇と いふ の は、 神 でも 人で もな く、 一  つの もので あつ て、 死 んで 磔刑に 

——  あがつ て、 初 めて 此の ャソの 事業が あがった。 ハ リツ ケが其 人の 成功であった」 など \ 話し を 聞 

かせて もらった 事が ありました。 また 西洋 は、 此 ヤンが 紀元に なって 凡ての 年號が 定まって 居る 

とい ふ 事な どもき \ ました。 其樣 子、 其 言 葉 は、 學 びた けれど 知る すべ もな く遙に 望んで 居る と い 

ふ 風でした。 然し 其赏時 何等 知る 事 は出來 なかった のでした。 

其の後 も 小 楠 は 耶蘇 敎には 關心を 持ち 機 會を捉 へて は 之 を 知らう と 力めた。 彼が 參與在 

0 . 鮫 島 と の 任 間、 新 歸朝 者で、 而も 熱心な 基督 敎 信徒た る 淼金之 拳 鮫 . 島 誠 藏の兩 人との 會談は 可な り .1^ 名 

おが、 此の 會 合に 於ても 談が 該敎に 及んだ こと は 想像に 難くない か ら、 稍 横道に 這 入る 嫌 は あ 

るが 此の 機會 に該會 合に つきて 少しく 述べ て 置かう。 

金 之丞は 後の 有 禮、 誠 藏は 後の 尙信。 兩人 俱に薩 藩士で 同じく 慶應 元年 藩より 英京 倫敦に 

留舉し 後 米 國に轉 じ、 同 四 年 六月に 歸 朝して から は 三 條. 岩 倉に 歐米 文明の 實 況を說 き、 之 を 我 

が國に 移植す る 事の 急務なる を 述べ て 其の 容る X 所と な り、 翌 七月に は 兩人共 徵士外 國宫權 

刺 事に 任； せられ、 九月に は 議事 體裁 取調 所 新設と 俱に 其の 役員に 任命され たので あるが、 歐米 

新 知識の 吸牧に 汲々 たる 小 楠が 此の 新 歸朝者 を見遁 がす 害 はなく、 兩人も 亦 特に 從來薩 藩と 

は^い 關係も あ り、 西 洋 文物に 對 して 多大の 興味 を^し 且つ 當時 之に 理解 を もつ 事に 於て 恐 


耶蘇 敎に對 す 

る 知見と 態度 


らく 第 一 人 者だった 小 楠との 會見を 熱望した で 

人の 會 見が 行 はれた。 尤も 其の 時期 は 不明 だが 

の 病氣が 可な り 重かった か ら、 多 分 八月 初旬 頃 で 

遣 話 に よ る と、 小 楠 は 四 位の 參與で あ る ので 森と 

居 越に 話 をして ゐ たが、 談話が 次第に 佳境に 入る 

座 を 前め て 遂に は 膝と 膝と が 觸れ合 ふば かりに 

とで ある。 尙 此の 時の 話題が 何で あつたか は 知 

こ とだから 世界の 大勢. 海外の 新 知識に ついて 語 

督敎 信徒であった 兩人は 他で は 迂濶に 語る を 憚 

ならばと 心 を 許して 己 の 信仰 を腹藏 なく 語 り、 小 

たので 喜んで 耳を倾 けたで あらう と 思 はれる。 

ぃ理. H も 或は 此の 邊に存 して ゐて、 問題が 問題で 

話 ともなつ たので は あるまい か。 なほ 森. 鮫 島 と 

れ たこと は、 明治 元年 九 月 十五 日付の 在米 二 甥へ 

かる。 

さて 小 摘 は 耶蘇 敎 について どれ 位の 程度の 理 


あ ら 

兩人 

は あ 

鮫 島 

に隨 

なり • 

る .H 

つ た 

つ て 

楠 も 

其の 

あ る 


ラ 0 

の き 

る ま 

の 兩 

ひ 聞 

，夜の 

も な 

の は 

ゐ た 

豫て 

夜 の 

だ け 


小 楠と の 


孰れから 巾し 込んだ のか^し 

朝した 六月と 其の 翌 七月に は 

いか。 此の 食談の 模様に つき 

人 は 同席 を 憚り 次 の 間に 控へ 

くもの も 語る もの も 知らす ill 

白む まで も 語り明かし たとい 

い が、 四 年間 も歐 米に 在 つ た兩 

疑 ふべ くもない。 又當時 熱心 

であらう けれ ど も、 小 楠に は此 

該 敎に對 して は 知らん と 欲し 

話の 內容が 何人に も 知られて 

に 深更 人 を 避けて 膝 を 交へ て 

會談は 一 回に 止ら す兩 三」.^ も 


の 書面 (遣 稿篇 「書簡」 二 一  三) によって 


て 三 

小 某 

て の 

て 敷 

ら す 

>^ こ 

人 の 

な 基 

の 人 

て ゐ 

ゐ な 

の 密 

\ィ M 

も わ 


解 を 持って ゐた であらう か。 安政 四. 五 年 .m 
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の 作なる 旣記 ..「 沼 山 閑居 雜詩」 中 の 「西洋 忆正敎 有り」 の 一. 首 (本篇 三 五 九 頁) でも 其， の 一 端， 

. ^知る ことが 出來 るが、 それから 數 年た つてからの ー兀治 元年に 井上毅が 小 楠を訪 うての 問答 

を 記した.. 『沼 山對 話』 (遣. 稿篇 r 談錄」 一) 中の 一 節 や、 年 は 不明： だが 小 河 一 敏が小 楠に 大村邪 

敎 にっき 愚民 爆 動の こと を 申 越した るに 對し小 楠が 兼ての. 意見 を 述べん とて 書き 與 へた 書 

簡 sil 篇 「 書 簡 」 二 三 九) を 見る と、 世 間 一 般が當 時の 天主 敎と 往時の 切支丹 禅 天 連と を 混同 

して ゐ る 時分に、 其の 流派 や 分布 狀態を は じめ 宗敎を 侵略の 具に， 供す る 時代 は 過去って 寧ろ 

其 の 弊 害に 諸 國共手 を燒ぃ て ゐる 事な ど を 述べ て ゐ て、 其 の顷 として は該敎 にっきて 進んだ 

知識 を備 へて ゐ たに は逮無 いが、 彼の 該敎 に對 する 研究 は 未だ 徹底的で なく —當 時に ありて 

それ を 要求す る は 無理で あるが —- 隨 つて 其の 知識 は尙 幼稚た る を 免れなかった。 卽ち 彼の 

考 では 元来 耶蘇の 本意 は 良心 を 磨き 人倫 を 明らかにする ので あつたの に、 後世 其 の 道 を 誤り 

利害 上に て喩す こと k なった の で、 當 時に 於け る 耶蘇 敎は 天然の 良心 を 亡ぼす 所の 一 種の 利 

害 敎 で、 治 國の 大本た る堯舜 三代の 道と は 到底 比較に もなら ぬと 云 ふに あった。 

基督 敎の 敎義も 時と 偶に 進展す る。 今日の 同 敎義と 小楠當 時の それとの 間に は旣に 大分 

の 距離が ある。 一 例を擧 ぐれば 今日は 書の 見方が 高等 批評 を經て 合理的に なって ゐ るが、 

小楠當 時の 一 般宣 敎師は 同書の 一 言 一 句 を も 神の 言 葉と して 全 的に 迷信し 所謂 奇蹟の 如き 

も 其の ま X に 自ら 信じて 人に も說 いたので ある。 一 方 小 楠の S3 相』 は 最も 晴 選され た I 而敎に 


立つ もので、； 大ゃ 神に つきても 哲擧 的な 倫理的な 合理的な 所が あつたの で、 當 時の 基督 敎は彼 

の 眼に は 愚民 を 論す 淺薄 卑俗な 一 種の 戏律敎 とも 兌え たらしい。 

. 小 楠の 詩句に は 「天」 なる 語が 頗る 多い 如 く、 彼 は 常に 一大 を 敬 し 、天 を 畏 れ、 天 に 事へ た。 然 

るに 小 楠の 「天」 は 彼の 到達した 儒教の 窮極 を 示した もので、 耶蘇 敎 の： 大 でも 神で も 無い の 

である。 基督 敎界の 長老たり し 故 海老 名彈 正が 小 楠の 「遣 表」 (本篇 九 二八 頁) に 就いて 云へ 

るが 如くに、 小 楠が 良心 を 根本と して 天 を 敬し 天 を 信す る 其の 誠意 誠心 や 其の 內心 のい 肚覺努 

力に 至りて は 基督 敎の腐 諦に觸 れてゐ ると 見れば 見るべき も 、儒 敎 の神髓 であ る こ とに は 論 

な く、 彼 は 基督 敎 信徒で ない のみなら. f それが 我が 國に 入る の を 痛く 憂へ てゐる こと は 寧ろ 

悲壯な 位だった。 それ は 前記 「沼 山 閑居 雜詩」 中の 「西洋に 正敎 有り」 の 一首に よって 

らか だが、 『沼 山對 話』 中の 耶蘇 敎に關 しての 一節 中に も、 

耶蘇 若しも 日本に 入 込 候えば 必す佛 との 宗皆爭 を 起し、 乍に 亂を 生じ 生靈 塗炭と 相 成可レ 巾、 此 忠顯然 たる こ 

とに て 何分に も 耶蘇 敎を 入れ込 候て は 相 成 まじく 被レ存 候。 

と あり、 (遣 槁篇 九 〇 二 頁) 叉 上記 小 河に 與 へた 書簡の 一 節に は 左の 如く ある 0  5 稿篇六  一 As 

於 レ是深 可 レ薆所 は、 西洋 通信 次第に 盛に 相 成、 諸 夷 il 續入來 候へば 彼等 之敎 法政審 自然に 明に 相 成 候 は 必然 

之 勢に て、 我國 人之屮 聰明 奇俊之 人物 是迄何 之 道 も 知り 不レ申 候 者 彼我 政治 之 得失 盛衰 之 現在 を 兌、 彼の 敎の 

尤成 筋に 感心し 不レ知 不レ覺 邪 敎に入 候 は 十 年 一 一 トハ牛 之 問に は 鏡に 懸て兑 るが 如し- ム々。 

投井小 楠 上卷傅 九九 九 


耶蘇 敎を弘 め 

ん とするとの 

誤解 及び 其の 

原因 
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なほ 上記の 森. 鮫 島と から 話を聽 いて 在米 

1 によれば 世界中に て 邪敎— 耶蘇 

，日本 は賴 みある 國 なれば 該敎の 

よっても 彼が 耶蘇 敎の傳 來を深 

所に よれば 小楠喑 殺. の 動機— 夷 

ものなる ことが 明らかで ある。. 

思想 識見が 當時餘 りに 卓越し 

とし、 而も 熱心なる 耶蘇 敎 信徒 

關 心を存 して ゐ たこと であら 

の 死後まで も存繽 し、 現今に あ 

とだ。 然るに これに は 左の 如 

記 小 河への 書簡に 十 年 二十 年 

が 如しと 云って ゐる 其の 豫 言 


000 


ェ ル ハ 

とのみ 

が ある. 

上述 

解に 出 

なく 小 

とに 

して 該 

誤 解 力 

連 だ 多 

かけて 

し た。 

洋擧校 

を もの 


に 

汲 


/ 

い 

力 

と 


ス. 

て 

に 

る 


れは 所謂 「熊 本バ ンド」 として 


二 甥に 寄せた 書面 

敎 ー の 入 込み 居ら 

入らざる やうに せ 

く 恐れて ゐ たこと 

人と 通じ、 耶蘇 敎を 

斯 かる 誤解 を 招い 

ゐ たのみ ならす 絡 

る 森 や 鮫 島が 歸朝 

と 思 ふ。 然るに こ 

て も尙小 楠が 耶蘇 

く 多少の 理由 は存す 

の 間に 我が 國 人が 基 

は 十 年 を 待た す、 然 も 

我が 西敎 史上に 著 聞 


三十 五名が 米 人 敎師ゼ ー ン ス の 感化に よって 熱烈な 

もせす 熊 本 城の 西に 聲 ゆる 花 岡 山上に て iliH 仰の 宣誓 


(遣 稿篇 「書 

ざる は 日本 

ねばならぬ 

力 ら 力で 

國內 に弘め 

た 有力なる 

えす 海外 の 

すれば 直ち 

\ に 意外に 

敎 信徒で あ 

る 0 

督敎を 信す 

餘り にも 彼 

する 事件で、 

基督 敎 信仰 

をな した こ 


き 二 

と亞弗 

と 云 ふ 

あ る。 

ん とす 

原因 は 

に會談 

感 する 

つたと 

る に 至 

の 身近 

卽ち明 

に 入り、 

とで あ 


一 三) の 中に 

利 加 の 某國 

意味の こと 

i は 全 然 誤 

繰 返 す 迄 も 

を吸牧 する 

を 試みな ど 

こと は 此の 

信す る 人の 

るの は 鏡に 

に 於て 的中 

治 九 年 熊 本 

周 圍の壓 迫 

る。 其の 中 


に は 小 楠の 嗣子 時 雄 を 始め 其の 姻戚 關 係の 者 もあった。 これ は該舉 校の 生みの親 とも て 

の 親と も 言 ふべき 實擧黨 社中に 取って は 露に 晴天の 霹靂であって、 先師の 遺志 を繼 いで 一 意 

聖賢の 道 を 守 立て ようとして ゐた 彼等の 驚愕と 失望と は 言 ふ 迄 もな く、 中 にも 小， 未亡人の 

如き は 小 楠の 靈に對 して 申譯 がない とて 自ら 懷劍 を擬 し、 若 し 其の 信仰 を 翻さねば 自辔 する 

とて 時 雄に 迫った 程であった。 

それに も 拘らす 後に 時 雄 は 基督 敎の傳 導 事業に 身 を 委ねる に 至 り、 其 の 妹 みや子 も 亦 同じ 

く 信仰に 入って 「熊 本バ ンド」 の 一 人 海老 名彈 正に 嫁 し、 其 等の 感化で 遂に は、 つせ 子 を 始め 

德富久 子 二 敬の き. 竹 崎 順 子 (律 次郎 の き. 矢島輯 子等の 姉妹 は 何れも 信者と な つた。 のみなら 

す 明治 四十 年 卽ち小 楠の 殁後 三十 八 年 目に は 其の 最初の 門弟なる 德富 一 敬が 右 海老 名の 手 

で 洗禮を 受けた。 かくの 如くして 小 楠の 遣 族 は 勿論 親戚 は 殆ど 皆と 云って よい ほどに 基督 

敎 信者と なり、 門人 及び 其の 他關係 者に も 同敎に 入る ものが 多かった。 此の 事 實は人 をして 

小 楠の 生前 旣に彼 も 同じく 耶蘇 敎 信者であった かの 如く 想像せ しめたの は 是非 もない こと 

である。 

刺客 n 供 以外 小楠嗜 殺の 動機 は 上記 柳 田の 懷 にして ゐた斬 奸狀ゃ 四 人の 刺客の 口供書に よれば 前述の 

ク 喑殺& # 

通りで あるが、 して 單に それの みが 彼等 をして 小 楠 を 殺害せ しめたで あらう か、 他に 之に 附 

隨 する 何等かの 動機が^ 在す るので はなから う か、 之 に關 して 種々 說を なす ものが ある。 『明 

撗井小 楠上卷 傳記篇  一 〇〇 一 


不平の 念 を 直 

接 行動に 


第 十八 章 凶^に 斃 る.  一 〇〇 二 

治 聖上と 高 行 』 なる 書に 佐々 木 高 行の 談 とし て、 

斯く 明治の 初年 は舊 いもの を 振 ひ 落して 新しい ものに 就かう とする 所謂 舊習 一 洗の 時代で、 政府 も 急進 政策 

をのみ 實行 する 故に 舊ぃ 思想に 囚 はれて ゐる者 は 犬に 憤慨して、 其の 不平の 念 を 直接行動 によりて 爆發 させ 

る 者が 繽 出した。 當 時の 新 思想家であった 參與橫 井 平 四郎は 京都に て 暗殺され、 兵制 を 改めて 徵兵令 を 布 か 

ん としたる 大村ハ 金 次郞も 横死し 云々。 

と 記して ゐる。 特に 公議 輿論 を 叫びて 藩閥 を 眼中に 措かぬ かに 見えて ゐる 一, 方に は 藩の 色 

彩な ほ 濃厚であった り、 德川 幕府に 對 して は 攘夷 を 主張して^ きながら 新 政府と なるや 翻然 

として 開國を 國是と 定めたり した 矛盾が 幾多の 不平 ゃ不 滿を賈 つて 暗殺 ゃ暴擧 を誘發 せし 

めた でも 有らう し、 叉 新 政府に 登用され た 者の 多く は 血 氣壯な 若手 揃 ひで 四十 以上の 者は殆 

ど 無かった 所へ、 六十に 手の 屈いた 小 楠が 年長者と して 將又 高邁 進取な 識見 思想の 持主と し 

て獨り 重き をな し、 岩 倉輔 相から 特に 信頓 された 事實 などよ り、 新 政府の 措置に 不平 を 抱く 頑 

迷 者 連が 怨嫉の 焦 點を横 井に 萃め たも 已むを 得ぬ 事で あつたと 云 ふ もの も ある。 

次に 今回の 事件に 於て は 上記 十 津川人 屯所に て嗜 殺の 策謀が めぐらさ れ、 十 津川人 は 刺客 

六 人中の 二人 を 占 め、 其 の 他關係 者に も 同地 人が 多い。 どうして 斯 くの 如く 十津川 人が 此の 

事件に 關 係した であらう か。 これにつ きて は 明治 二 年 十一月に 在京 肥 後 藩 吏員 松 本 作の 

藤 村 兵 部 權少丞 との 對話 書取の 中に 左の 如き 記事が ある。 


土津川 浪士中 

一派の 暴擧 


不平 諸侯 等の 


十津川 浪士は 偏土 之 山 谷へ 生 立 候 頑固の もの 共に て、 吉野帝 以來勤 王 之 習俗に 候 得 共 夫 も 近来 は 二 派黨を 

立、 一 派 は眞之 勤王に て 昨年 來北越 之 役に も 犬に 忠勤 を盡し 軍功 も 有 レ之候 付 五千石 か 鄕中御 賞 賜 も 有レ之 

候. H。 今一 派 は偷安 苟且の 徒にて 舊慕之 節 は專會 • 桑に 相 媚金錢 に 目 くれ 候 由に て、 口に 勤王 を 唱候得 共 鋏 

器 を 取扱 候 俵 は洋癖 杯と て甚嫌 傍に は 京都 定住 御所 御 番杯肩 衣 着用いた し 候 位 を 內望之 流 弊 等に て、 更に 役 

に は 立不レ 申、 (中略) 彼 撗井を 致 二 殺害 1 候 も 右偷安 徒にて 前後 何 之辨も 無レ之 一 圖 に洋 癖と 相 惡候上 之 暴擧之 

由 云 々o 

右に よると 單に偷 安の 徒が 前後 何の 辨も なく 一  圖に洋 癖を惡 みたる 上の 暴擧と 認められ 

てゐる が、 明 治 二 年 三月 廿 八日に 外國官 判事 中 井 弘藏が ほ 下 勃 輿せ る 攘夷論の！： 家に 災 する 

所以 を說 きたる 談話 中には 左の 如き ものが ある。 

日本 政府の 大難 事件 は外國 交際の 上に あり。 昨年 直に 外國 交際 之 傣は大 に 御 治定に 可， 1 相 成， 處、 不レ料 伏 兌 之 

戰爭 より 奥 羽蹇延 し大騷 動に 相 成り 無レ據 交際の 大骸は 今日 迄 日 延に相 成 候處、 今 H 京攝之 問に 激徒相 發し俄 

に 攘夷 之 論 を 起し、 是も厲 之 公明なら 宜候得 ども 陰より は 不平 悲怨之 諸侯 重臣 等 彼激徒 を烟動 鼓舞して、 横 

井 等を嗜 殺せし むる は 皆 之 朝廷 之 爵祿を 欲して 不レ 得より 彼等 を 除き 段々 瓦解せ しめんとの 姦計な り。 喈粒 

人 は 可 レ憐其 元 何も 不， 辨ー 圖 固陋に 孃夷 をせ ねば 國鉢 不, 相 立， 固陋 之 論な り。 陳に 何事 も 無， 之 横 井 等に 耶蘇 

を弘 むる の、 夷人 を 引 込む のと 名義 を 借て 殺害し、 詰り 日本 政府 之^ 權を輕 し 外 國人之 侮 を增し ：z 本 國服を 

斷滅 するな り。 
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右で は 刺客 等の 行 を 卑劣なる 人達の 煽動に よった ものと 見て ゐる。 菜して 然 らば 刺客 

の 罪 は 大いに 惡 むべき も 一面 亦憐 むべき 點 のないで もない。 叉 一 つに は當時 京都の 公卿 某 

親兵團 組織 者 が 浪人 を 糾合して 親 兵圑の 組織に 取掛 つた。 これ は 皇窒を 守護す るに 諸 藩の 士 では 各 其の 

r> 怨艮 

. 藩主の ために 謀る 虞が あると 云ふ點 があった からだ。 これに は 小楠嗜 狡の 黑 慕の 一 人た る 

中 瑞雲 齋が 其の 主役 者であって、 而も 十津川 人が 頗る 多く 關 係して 居り、 小 楠 刺客の 殆ど 皆が 

之に 與 かって ゐ たらしい。 處が 此の 親 兵 圑は小 楠 や 神 田 孝 平な どに 阻まれて 成らん として 

成らなかった. のに 對 する 怨恨が 小 楠 暗殺 動機の 中には 多分に 含まれて ゐ るとの 事 だ。 確實 

な 資料に よりて^ はない から 眞僞 の保證 はせ ぬ が、 頗 る 穿った 噂で ある。 又 此の 親兵圑 のこ 

と を 云った のか 分らぬ が、 松 平 (慶 民) 家で 見た 君 山より 梅 堂へ l^g 碎？。 は の 書簡 中に 左の やうな 

記事が ある。 

横 井 横死 之 後 彼是 御 吟味 も嚴敷 都合 八 九 人 も 召 捕に 相 成、 此 間も兩 三人 頭 立 候 者 手に入 申 候 趣、 追々 御穿馨 

にも 相 成 候 は 連中 も 不レ少 事と 被レ存 候。 元來 左程 横 井 を 怨候譯 にても 有 レ之問 敷、 抑 御 親 兵 連中な ど 何も 

以前 は 國を脫 し 候 様 之 人物に て 迚も 規則に 懸り候 様の ものに も無レ 之、 下等に 至り 候て は帶刀 こそ 致せ 町人 • 

百姓 様の 者 多分に て 前後 を 辨別候 様 之 者無レ 之、 只々 世 之 騷ぐを 面白 狩 申 候 位に て 近頃 は 犬に 不平 之 皆 折に 觸 

れ 溢れ 候 ものと 被レ存 候。 又々 天誅 之 端し を 起 候 哉に 愚 察 仕 候。 三 岡 • 後一 g 等 も 頻りに 張 紙な ど 有レ之 3 ほに 御 

11 候。 後藤 も 木 戶 上京 之 上 は 直に 東行 被，, 仰 付， 候 事に 御座 候。 全く 京地 を 避けさせ 候 之 術 之. H 承 申 候 云々。 


h 記諸說 によると 小楠嗜 殺に は 刺 it の 口供書 以外に 稍 不純な 動機が 加 はって ゐ るかに は 

れ る。 

八 刺客 助命 運動 處刑 

文 久ニ年 十二月. 江戸で 攘夷 派の 襲雞を 受けた 小 楠 は 其の後に 於ても 同派 志士 浪士の 疑惑 

を 一 身に 鍾 めて、 實 際に 彼 を 付 狙 ふ 者が 少 くなかった。 大和 義擧で 知られて ゐる； 大誅 組の 首 

領株 藤本 鐵 石の 如き も 亦 其の 一 人と 云 はれ、 同人の 狂歌と して 、「すぐな 道 横 井と りなす 平 四 

郞、 十文字 なる 木に のぼさば や」 とい ふの が傳 はって ゐる。 維新 後 は 何事 も舊習 一， の 世の 

守舊 派より 憎 中と なった ので それ を 喜ばぬ 守舊 派の 連中 は 盛に 新 政府の 方針に 1^ 對 したが、 中で も 上記の 

ま る  一 

如く 太 政官に 於け る最 年長者で、 而も 樞 機に 參與 して 輔相 始め 一 銃から 推 重され てゐ た小櫥 

は 彼等の 憎惡の 的であった から、 彼の 遭難の 報は此 等の 人達 を 狂喜せ しめた。 

嗜 殺の 直後に は、 「眞、 直に 行けば ゑ のに 平 四郞、 横 井 行から 首が ころりと」 とか、 「ミ Is 

きば るお、 こ そ 天 はの がさん よ (參與 )、 さ て も 見苦しい (gl 位) 今 曰 の 死に様」 とい ふや うな 落 寄が 

^M^^ あつたが、 二三 曰 後に は 大日 本變 世子と 署名して 洛中 諸處に 貼り 出された 文が あった。 それ 

に は 先づ小 楠の 罪惡 として 彼に 對 する 當 時の 誤解 を 網羅し 盡 くした る 後 「此の 如き 大蟲； 嬰 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  ，  一 〇〇五 
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路に 横り、 朝 典 を 廢壞し 朝權を 棄損し 朝士を 惑亂し 堂々 たる 我が 神州 をして 犬 羊に 齊 しき 醜 

夷の 屬國 たらし めんと す。 彼の 徒 は 之 を寬假 する 事 能 は す、 止 む を 得す 斬殺に 及びし 者な り。 

其 烈 敢櫻 田の 擧 にも 比較す ベ し」 と 刺客の 行動 を 賞し、 「抑々 是の 如き 事變は 下情の 壅 

塞せ るより 起る 云々」 とて 或 一部の 人達の 要路に 對 する 不平 不 滿を剩 さす 吐露し、 「切に 願 

ふ 朝廷 此の 情 實を諒 とし 給 ひ 詔 を 下して 朝野の 直 言 を 求め 奸俊を 驅遂し 忠正を 登庸し 邪說 

を 破り 大體を 明に し 給 はん 事 を。 若し 夫れ 靳奸の 徒 は 其の 情を嘉 みし 其の g 非 を 論ぜす 其の； 

貴 を 推し 其の 名 を 問 はす 速に 放赦 せられよ」 と 刺客 を 庇護して ゐる。 

此の 貼 札 は 何人の 仕業で あるか 遂に 分らす に 終った が、 上記 落首な どの 如き 單な る 悪戯で 

ない こと は 明らか だ。 ^るに これ とても 心から 刺客 を 庇護 せんとす るた めか、 時運の 篩から 

ふる ひ 落された 連中の 欝憤 を晴 すため か、 或は 兩 方の 意味 を 袋ね てゐ るの か は 今 俄に 判斷 よ 

つかぬ が、 鬼に 角 右の 如くに 刺客の 行動 を 以て 國贼を 除かん とする 翁 忠憂國 の 至誠の 發 露と 

讃美し、 彼等 を 勤王の 志士と して 擁護す る 人達の あった こと は事實 だ、 それ 等の 問に 刺客 助 

曰 蒸 子の 建 命遝 動の 起って 來 たこと は 怪しむ に 足らぬ。 先 づニ年 正月 廿 一日 若 江薰 子なる 一女 性が 時 

の 刑法 宫知 事大 原 重德に 左の 建白書 を 提出した。 

當月 五日 横 井 平 SI 郞を 殺害 致し 候 者 御處^ 之 儀 如何 之 御 儀に 被 レ爲レ 在 候 哉。 是は御 役 邊之儀 故 決て 可レ伺 儀に 

て は 無レ之 候へ 共、 右 殺害に 及 候 者より 差 出し 候書附 にも 天主 敎を 天下に 蔓延せ しめんと する 奸謀之 由 中立 


レ之、 尤此書 附而已 に 候へば 公谈を 借て^ 怨を债 ひ 候 哉 共 被レ疑 候へ 共、 横 井 奸謀之 事 は 天下 衆人 皆^ 知 候 所 

に 御座 候 間 公儀 を 借 候と は 難， ゆ、 朝廷 之 參與を 殺害 仕 候 は不- 容易 一 勿論 厳刑に 可レ 被レ處 候へ 共、 右 様 天下 衆 

人 之能存 候罪狀 有， 之 者 を 誅戮仕 候事實 に報國 赤心 之 者に 御座 候 問、 非常 之 御處^ を 以手を 下し 候 者 も 死 一 

等 を 被 レ減候 様 仕度、 如レ S 上 候 へ ば 先般 i 之 儀に 付 彼此 申 上 候と 齟齬 仕 御 不審 可 レ被レ 爲レ在 候 へ 共、 方今 

之 時勢 彼春共 厳科 行 候へば 忽 人心 離 叛仕 他の fl 仕囊 S て 見る 如くと 奉レ存 候。 憂 手 を 下 

候 者に 無， 之 同士 之 ま 中 慕 仕 候 者 多分 御慶 由 I 仕 候。 右 自訴 之 人 共 何れも 純粹 正義 之 名 ある 直 山 

承 候 。是 等の 者 は 別て 寬典 を以御 赦免 被 レ爲レ 在 可 レ然御 儀と 奉レ存 候。 賞に 正義 之 人 は國之 元氣に 御座 候 間、 一 

人 にても 戮 せられ 候へば 自ら 元 氣を戕 候。 自ら 元氣 を， 成 候へば 性 命 も隨て 滅絕仕 候。 此理を 能々 御 考被レ ま 

在 候て 何卒 非常 回天 之御處 置を以 魁た る 者 も 死 一 等 を 免され、 同志と 申 自訴者 は 一 概に御 赦免に 相 成 候^と 

奉レ存 候。 尤 大罪に 候へ 共 朝敵に 比例 仕 候へば 疆 i と 奉レ存 候。 如 レ此申 上 候へば 私 も 蒙に 蟹 仕 f 

にて 右 様 申 上 候 f 御 疑 も 可 レ被レ 爲レ在 奉レ存 候。 若 私に も 御 嫌疑 被 レ爲レ 在 候へば 何等の 辯 解 も 不レ仕 候 湿 

に 私 御 召 捕に 相 成 私 一 人 誅戮被 レ爲， 遊、 他 之 者 は 不レ殘 御 赦免 之御處 I は 相 願 度 奉 レ^ 候。 若 魁た る 者 も 同志 之 

者 も 御 差別な く 厳刑に 相 成 候へば 一大 下 画 之者忽 朝廷 を憤怨 し、 人心 i し牧 拾すべからざる 御 I 桌レ 

存候。 履 幕府 暴政 之節 被 レ戮候 は |迄被， 仰 出， 候 由、 旣に死 候 者 は被レ 爲レ靈 きたる 者 は 被レ戮 候て は 御 

政體 不二 相 立， 御 f 奉レ存 候。 I 之蠢 下御薦 にて 御 f ながら 何卒 御 i 被レ遊 候御ま に 奉レ， 也。 

f 一十一 日  薰 子 
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蒸 子 は 更に 翌 二月 十六 日に 刺客の 助命に つきて 建白して ゐる が、 そ れには 橫井平 四郞逆 罪 

として、 兹に轉 載す る こと を 憚らねば ならぬ やうな 事柄 を列舉 して あ る、 彼 の 女 は して 如何 

なる 人 か。 

若 江 潔 子の 爲  薰 子 は 京都の 人、 京都 伏 見 宮殿 上人 從四 位下 若 江 量 長 Q 女、 本姓 は菅原 氏、 幼より 親 悟 十五 歳に して 旣に經 史 • 諸子 Jo 

家の 書 を涉獵 したと いはれ、 後 岩 垣 S 州に つきて 學 びて 和漢. 學に 達し 詩歌 文章 を 能くし 秋 蘭と 號 した。 昭憲 皇太后の 御 幼 

少の 時から 殆ど 十餘 年間 侍讀 として 御 側近く 奉仕し、 其の 皇后 册 立に 就 いても 大ぃ に盡 力した と 傅へ られて ゐる。 特に 父 

量 長 . 師ぉ 州の 感化で 尊王 愛 國の念 保く 女ながら も 慷慨 悲懊 志士の 俤が あり、 かの 村岡矩 子等と 志士 論客の IE を 奔走し 幕 

吏の 爲に捕 へられて 投獄され たが、 出獄 後 も 明治の 初-逸 都に 對 して の 反 針 意見 や 攘夷の 議を逮 言した るも容 れられ ず、 遂 

に 要路の 旨に 忤っ r 志 を 天下に 得ざる に 至った。 明治 九 年頃 落魄の 身 を 讃岐丸 龜に寓 し 附近の 子女に 讀書 • 和歌 等を敎 へ 

などして 餘生を 送り、 此の 地に て 歿した が 昭和 三年 秋 正 五位 を 贈られた。 墓 は 丸龜巿 南條町 玄耍寺 入口に あり、 碑 面に は 

菅原薰 子 之 墓、 左側 面に は 明治 十四 年 第 十 r:r, 十 一 日 死、 右側 面に は 若 江 範忠妹 行年 四十 七 歳と 刻して ある 0 蒸 子の 終は頗 

る 振はなかった が、 明治 初年に 於け る薰 子の 行動 は 大分 世間の 視聽を 引いた と 見えて 二 年 四月 三日 參與 木戶孝 允が 輔相岩 

.  倉 具視 に密呈 とし て 同 女 の 事に つ き 左 の 如く 記し て ゐ る。 

匇卒 言上 仕 候て 甚率 ；ー 恐 入-候 得 共 1^, 々傳承 仕 候 處、 中宮 御 附之御 女中に て 若 江と 申、 婦人に は 稀なる 學者 にて 外國之 率 

を 憤り 上書 等 も 有レ之 攘夷 說尤 盛に 陳論之 由、 爲レ其 世間に は 婦人す、 り 如レ此 など. -只々 深 趣 は不レ 知して 疑惑 を 生じ 候氣 

味不 レ少樣 子に 相閗 へ . ^候。 如レ右 大勢 を 知らず 世 まで も 動かされ 候樣 にて は 乍レ恐 中宮 御 輔佐 隨て 終に は 至尊 御 

中與 御成 業 之御妨 如何と 乍 レ陰頻 に また 慎 念 苦慮 仕- £ "候 もの も 不レ 少、 何卒 右 如 一一 若 江, 婦人 へ は 得と 今日 之 御主 意 を 御 

說 諭に 相 成 以 觳旨を 奉體、 乍 レ恐御 左右より 御高 德之不 ，1 相 失- 樣盡 誠不レ 在て は 不，, 相 成， 事に て、 御 左右に 御主 意 

を 牵じ違 ひ 候 もの 有" 之候樣 にて は 百事 萬々 御 六 っケ敷 御座 候 15 訖度今 H 之 處を 得心 相 成、 宫中は 一 人 之 婦人 にても、 レ J ^ぼ 


違 無 レ之樣 被 レ爲レ 在 度 奉 レ存候 c 付て は 等 之 婦人 siK 々も 御 說論之 御 工夫 被 レ爲レ 逢 度 只々 奉 ：1 仰 願， 候。 大に 人心 之 向せ に 

相 か， - わり 候 事件に 付不- 取敢？ 後より 相 認尙又 其 儘 を 奉， 一言 上， 候。 誠 恐々々 顿首 百拜。 

右に 對し岩 倉 は问月 六日 付に て 左の 如く 答 へて ゐる。 

中宮 御附 女中 若 江 云々 決て 勤 仕 之 者に は無レ 之、 一 倐家御 出 之 御 該脊被 レ上候 丈に て 候。 素り 大 攘夷論 顿と御 採用の 義 

に 無 レ之元 大原卿 被 レ上候 丈の 事に 候 0 只今 唯々 右 樣の論 主張 居候 風聞に 候 0 尤も 手 之附方 無レ之 者に 候 0  ^し 中宮 御附上 

藤 始め 一 人 も 不都合 之 者無レ 之、 是は 小生 承知 之 事に 候 御 安心 可レ給 候。 

斯 くの 如き 民間 側からの 刺客 助命に 關 する 建白 は 敢て薰 子に 留ら なか つた が、 在 宫側 にも 

刺客の 行動に 同情 を 表した 人達 もあった の で、 そ の 刑斷は 阻害され ざる を 得なかった。 かの 

大原 重德の 如き は當時 刑法 宫 知事で あつたのに 薰 子の 建白に 動かされた のか 左の 如き 意；：： 儿 

書 を 岩倉輔 相に 提出して ゐる。 

大原刑 法官 知 凡 天下 之 事體理 にして 非なる 事 あり、 非に して 理 なる 事 あり、 善惡亦 相似た る 事 有 也。 然れば 其 所爲と 、レレ W 

事の 意見 害  •  <  . 

と を 取合せ 折衷し、 其理の 在る 所 を 察し 明白に 裁斷 する を 以て 至當を 得る と 云べ し。 去月 五日 横 井 平 W 郞断 

^之 搞に付 獄の斷 案： a 難儀な りと す。 如何ん となれば 法と 情との 一 一道 を 合せ 其 中間 を 採て 斷 決する に 非 ざれ 

：12 其 至當を 得たり とすべ からざる 也。 然るに 其 情と 法と を 以て 合せて 論じ 判斷 する は 愚昧の 及ぶ 所に 非 ざれ 

ども 其 任に 在て 遁る ベから す、 依て 之 を 申し 述る 也。 忌諱に 觸 るの 處は 斟酌 願 ふ 所に 候。 

1 夫宫に 訴訟になる 事 又は 自 評に もせよ 何れ 法 を 犯せる 者 也。 共 法 を 犯せる 事柄 私に 慾を營 む所爲 なれば 

(策 カノ 

眞實 天下の 罪人 なれば 專ら 法に 依て 判斷 して 失 作 は^ レ之間 敷き 事 也。 レ憐 又 其 犯罪の 事柄に 私 愁を營 

横 井 小 柿上卷 傅記篇  一 〇〇 九 
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むに 非す 中心 誠實 より 生じ 君の 35 父母の 爲 f なる に 至って は國 家の 御爲 とか 私愁を 離れ 誠實 赤心より 出 

たる 事 なれば、 假令 所爲は あしきに もせよ 皆 其 情 を 探て 先と し 法 を 之に 加へ て判斷 すべし。 是 法と 情と を 取 

合し 章譽 S と 相 心得 候。 抑 I 六 人の 者囊 i づけば 雲 S くして 天下の 人心 良り 不平 を 抱か 

ん 、。叉 專淸に 基づけば 朝憲 を 恐れす して 自儘に 官人 參與を 殺の 罪罸 せられす て は 相 成らざる 事 也。 若 其 至 

當 を得て厨 せられ すん ば此後 皇國を 制御し 給 ふの 障りと ならん、 此に 至って 菌殆ん ど 翁り ぬ。 故に 今般 

の 御 菌ゃ實 に 天朝 御 霧 御大 政の 善惡 の 筋の 立た せらる A にて、 刑 法官 尤關 係し 且 朝廷 人才の 有無 

も 量 察せら 4 にて 至極 大事の 御 場合と， 存候。 S 就き 遠く 優 仕 候へば 彼 夷狄に" 此 御所 g 何と 窺 ひ 

居る者も 可き 之續此 S の當不 f 兑て 皇國官 人の 賢 不肖 I 察し、 彌渠ま 侮 心 を 4 長せ しむる 筋 

にも 可-一 相 成， 近く は 彼 邪宗 傳播の 成否 を も 暗算 可レ 致と 苦慮 仕、 實に此 事 御 判斷は 六ケ敷 候。 可-相 成-は 情實 

を以御 裁判 不レ 被レ 遊て は 相 成 間 敷と 奉レ存 候。 若 萬々 一法の 方に 被 レ爲レ 泥 朝 威 を 被 レ爲レ 張 候 方に 御 評決に 

相 成 厳科に 被 レ爲レ 所 續の御 事に 相 成 候て は 朝 威を不 n 相耀， して 却て. S を 被 レ爲レ 雲 振 合に て卽 舊慕 の 

斃し ノ 所以に 候。 斯る奸 人 を 御 登庸 有りし は實に 所謂 千慮の一失と 可-申 上 一 候へ ども、 乍レ去 元より 斯る 者と 

御 察し 有， 之 候 は.^ 決し て 御 登庸 は^ 頭 被， 爲レ有 間 敷き 答 なれ ども 國忠拔 群才辨 なる 者と て 御 登庸に 相 成 候 

事 は 申 迄 も 無 レ之事 也。 然れ ども 終に 天 罸難 レ免 とも 可 レ申か 有志 之 手に 片付し は 皇天 皇上 I 之 御 維新 

を. i 被 レ爲レ 在 照鑒 を 垂れ 給 ひしなら す や。 然れば 其 天意に 御隨 ひあって 人情 を 先立て 非常 出 格の 寬 典に 被 

レ爲 レ听， fe< 菜 至 祈 至 し 奉 候。 左 候 はぐ 卽 上に 申述候 千慮の一失 を 速に 改め 給 ひ 所 レ謂界 子の 過 は 日月の 食の 


如く 其改 むる や 人 皆 之 を 奉レ仰 >  ；大 下の 人 牧乍レ 恐 朝廷 御 維新の 御大 政. 正 明 高大に て ー點御 私し 無レ 之に 拜 

伏 感心 仕、 备向ふ 所 を 知得 仕 候より して 人心 叶 和風 雨 も 時 を 得 五穀 豐熟 仕寓民 其澤を 蒙り 寶に 天朝 御屮與 

之 御 美事 乃 惡を轉 じて 幸と 成 給へ る 也。 乍 レ恐是 を 初と し 美 政 良法 を 天下に 御 布き 被 レ遊度 遂に 外 爽も感 伏 屈 

膝 仕り 皇 化に 靡き 四海 大平 を唱 ふる 濫觴と 可, 相 成, 候 間 偏に 聖斷 を奉レ 仰る 處に 候。 是則 法と 情と を 取合 

せた る 裁決と 愚 慮 仕 候。 自來所 勞には 候へ ども 差^す 國 家の 御 爲晝夜 苦慮 仕候處 言上 仕 候。 何卒 御 採 川に 扣 

成 候 様 奉，， 懇禱， 候。 昧 死百拜 謹言。 

二月 廿 八日  重 

右 大原は 文 久ニ年 刺 使と して 島津久 光と 偶に 江戸に 下った 時 慕， 一;;^ 側に は 「大原 殿 六十 二、 

有名なる 頑固の 攘夷 家」 とか 「固陋 强 情の 激烈 家」 とかの 批評の あった 人で、 又 若 江 蒸 子の 

傳記 によると 彼女 は 特に 大 原に 私淑 傾倒して ゐ たと 云 ふ 事 だから 共の 人物の 如何 は 大抵 想 

察せら る i が、 小 稲 横死 一 件に つきて 右の 様な 意見 をお する 者が 刑法 官 中に ありて は 太 政せ 

の 參與述 中 も 困った であらう。 前記 大久保 利 通の 書面 中に 「刑法 宫 など 不， 可 JS の 次 お， 之 

云々」 と ある は (本 篇九八 六 頁) か X る 論者の ある を 憤慨した ので は あるまい か。 

刺客の 處 さ て 捕賻 された 刺客 一 味 の處 I はは どう であるかと 云 ふ に、 當時 未だ 凝府 時代の 葡法を 多く 

踏襲して ゐた 事と て、 彼等 を 夫々 身分に 使って 揚り屋 又は 公事 宿に 入 れ、 北ハ の 逮捕に 當 つた 京 

都府 の 手で 吟味 を 進めて ゐ たが 二 年 三月に 问 地の 刑法 {n に 引渡した。 刑法お では 更に 上 m. 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  j 〇 一一 
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土 琴 鹿 島 の 三 名 を筑前 藩へ、 他 は 夫々 關 係の 藩 や 町方 或は 身 寄 

中 井 は 未だ 逮捕す るに 至らなかった が、 其 の 他の 刺客 以下に は 

0 一八 頁) の 通りの 斷案を 下した。 然るに 助命 運動 はな ほ宫 

刑 は 容易に 決行され なかった。 此の頃の 刑法 宫の 上宫 

てゐ たが 病 氣ゃ何 やかで 引 籠 勝ちな の で、 其 の 事務 は 刑 

が代现 して ゐた。 同年 七 月 八日に は 官制 改定の 結 衆 刑 

が、 刑 部 卿に は 正 親 町 三條赏 愛が、 刑 部 大輔に は 佐 々 木 高 

刑 法官の 時と 同し であった。 處が 政府 は國 政の 統一 を 

を 中央に 集中して 劃 一 的 施設 をな すに あらねば 其の 目 

實現を 期すべく 先づ 留守 長官の 權 限を定 め、 京 都に 在 

中 御門 經之を 留守 長宫 となした。 さうな ると 京都の 

與横井 平 四 郞狡寄 事件 を 解決せ なければ ならぬ 必 要 

門が 京都に 赴任す るに 際し 適 當の措 m は を 執らねば なら 

是に 於て か 七月 廿 七日 大久保 は 左の 書翰 を 佐々 木 高 行 

横 井 殺害 一 條其外 今日 御 決議 御 伺 相 成 度御懸 合の 趣 右大臣 殿 へ 

中 候 得 共、 横 井 一 條は 是非 今日中に も 不レ被 二相 決， 險ては 中 御 s: 
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六月に は 前 岡と 

後記 處刑 (本篇 一 

を 擧げて ゐて處 

三條實 愛が 代つ 

藩士 佐々 木 高 行 

部 省が 置かれた 

本省の 主脳部 は 

されて ある 權カ 

_ 順次に 中央 集權 

と し、 七 月 二 十 四 

案と なって ゐる 

留守 長官の 中 御 

議に 協議した。 


申 上 候處、 凡て 御 決議の 譯には 致し 兼ね 可レ 

： 卿 發途の 問に 合 ひ 翁ね 可レ申 候に 付 何分に 付、 


て も 御 參朝可 レぉレ 之 申 上 候 様 承 はり 候。 御 答 早々 頓首。 

七月 二十 七日  參  議 

刑 部 大輔殿 

. 佐々 木 は 直ちに 參 朝して 協議 をな した 結 ra^ 同日 左の 達 書が 發 せられ、 小 楠 殺害事件 は是迄 

の行懸 上京 都に て 取扱 ふこと に 決した。 

其 省 京都 留守 被, 廢候 事。 

但横井 平四郞 殺害 一 條幷 に是迄 取扱 褂 りの 事件 結局 相 付 候 迄 は 人員 從 前の 通に て、 御用 濟候上 は 諸事 京 

都府へ 被， 1 委任， 候 事。 

小 楠 刺客の 處刑は 上記の 如き 議論が あって 容 に 行 はれなかった が、 それ を 一 層 困難なら 

しめたの は 彈正臺 であった。 彈正臺 は 今で 云へば 檢 事局と i3 視廳と を 翁ね た 様な もので あ 

つ た が、 明 治 四 年に 刑 部 省と 俱に 司法 省に 合 一 される まで は 事毎に 刑 部お と 衝突した。 佐々 

木 高 行の 日記 を 見ても 「刑 部 翁と 彈正臺 との 權限 不分明に て 中々 六ケ 敷」 など.^  、之に. は大 

分惱 まされた らしい こと を 記して ゐる。 それと 云 ふの も 彈正裹 に は守藝 派の 人達が 勢力 を 

占めて ゐ たからで あらう。 mi^ せる 哉彈正 惑から は 二 年 九月 五 日、 小 摘 は 耶蘇 敎を 信奉し 國贼 

彈正臺 の^ 議 とも 云 ふべ き だから それ を 殺害した 犯人の 罪 は 一 等 を 減すべき であるとの 建議 書が 提出 さ 

极井小 楠上卷 傳記^  1 〇 一 三 
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れた。 之に 對し刑 部大輔 たる 佐々 木 は 横 井が 開 國 論者であった ことに は 相違な きも 耶蘇 敎 

に關 係した 事赏 はない。 假令 彼が 耶蘇 敎 徒であった にもせ よ、 國法を 枉げて 犯人の 罪 を輕減 

すべき 筋合で ない と 主張した。 其の 日の 佐々 木の 日記に 左の 如く 記して ゐる。 

要路の 人 を 暗殺せ る 者 を 助命と は 何事 ぞ、 然れ ども 橫 井が 邪敎を 信じたり との 疑念より 國贼を 除きたり との 

精神に て 助命 論を唱 ふる 者彈正 豪に は 多し。 此の 過激の 徒に 迫られて 此の 願書 は 出され たるべし。 是れ 畢竟 

舊 幕の 時 井伊 大老 を 刺した る 者 を 義人と する よりの 弊な り。 維新の 場合 秩序 を亂 さす、 國典を 明に せ すん ば 

其の 毒 如何 ほどに 流れる や も 知れす 苦心々 々。 

彈正憙 から 右 建議 書が 提出され た 前日 の 九月 四日、 か の國民 皆兵 を唱 へ 兵制 改革 を 企てた 

大村益 次郞 の 大村益 次郞が 京都 三 條木屋 町の 旅 宿で 刺客の 爲に傷 を 蒙った。 療養 大いに 力めた が 効を奏 

ま" 一 0 

せす 十一月 五日 遂に 小 楠と 俱に 明治 新 政府の ニ大 犠牲者と して 不歸の 客と なった。 十二月 

二十日 其の 兇徒 を 死刑に 處 せんとす るに 當 つて、 彈 正大 忠海江 田武次 (後の 信き が 異議 を 挾ん 

で それ を 中止せ しめた。 これ は 刑の 手繽 上に 多少 遣 漏の あつたに も 依る けれども 實は彈 正 

臺內に 小 楠に 對 すると 同 稷反大 村の 空氣が 濃厚であった 爲だ。 政府で は 同月 二十 九日 改め 

て 刑 を 執行した が此を 以て も當 時の 實 情が 思 ひ やられる ではない か。 此の 大 村と 同藩なる 

木戶孝 允は大 村の 遭難に つき 痛く 憤激し、 それの あった に 林 友 幸に 書 を 贈 り、 小 楠 兇 變に關 

しても 左の通り 書いて 居る。 


橫井 一 條御 裁許 餘り御 遷延 どもに は 無レ之 哉。 元 來横井 之 身上 を 疑惑 候と て 其の 爲に i 非人 之 御所 致 御 延引に 

至り 候 道 现無レ 之、 私に 人 を 殺し 如レ此 大典 を 被 レ爲レ 曲 候て は實に 不二 相濟？ 弟 は 横 井と は 同局 之 人 也、 夭. ト 

後世 へ對 しか \ る鐵 面皮 之 事 は 無 レ之云 々 。 

然 る に、 彈 正臺內 の空氣 は 右の 如く で、 外 部 に も、 そ れと氣 脈 を 通じて ゐる 者の 少 くなかった 

こと は 前記 大原 重德が 十月 一 日に 岩倉輔 相に 寄せた 左の 書面 を： て も 首肯 せられる。 

夜分 甚御 面倒と は存候 へ ども 何卒 得 n 拜顔， 心事 中 述度存 候義は 餘の篛 に無レ 之、 彼 過日 建言 巾 述候横 井 "午 叫郞 

斬殺 之 罪人 御 刑 罪 之 一 件に 候。 獻 言に 巾 上 候 通り 此者共 を 被 レ行レ 刑 候て は 人心 不平 を 抱赏以 朝廷 之 御爲筋 

に 左右な く 一命 を 相 拾 勤 候 者 無 レ之様 可- 1 相 成， と、 それの み 朝廷 之 御 爲奉レ 察 候に 付言 上 候 事に 候。 中には 

助命 を 中 出 候 者 も 御座 候へ 共實に 無證據 にて 官人を 切 候 者 故 御 法 を 御用に 候 は 〔ぐ 断 首. 梟首 等に も 候 か、 刑律 

In. 一 細 不レ辨 候 間 刑 部 省 言上 之 通に 候 半ながら 愚直 重 德申願 候 は事責 不分明 之 事に 被 レ爲レ 刑 候 は 如何にも 恐 入 

たる 御 事に 存候。 事實 不分明に て は罪狀 も難レ 被， 定譯抦 と 奉レ存 候。 然れば 横 井 之 事跡 分明に 相 成 又 今 一 人 も 

御 捕に 相 成 候 上に て 愈 横 井に 無罪 なれば 切 害 候 者 は 露に 罪人に 候。 若 又 横 井に 可レ惡 事も顯 はれ 候 時 は 彼 者 共 

は 無罪 之 者に 候。 只今 被， 爲レ刑 後： 11 に 横 井 之 罪 狀顯然 候 時 は 無罪 者 を 刑し 殘念 不愍に 被レ E わ 候 共不， 一 相 及， 事に 

院 半す 哉。 御預之 儘に 被， 一 差 Z 直， 候て 後日 横 井の 無罪 且今 一 人 も 御 捕に 相 成 候 上に て 利 派に 被 レ爲レ 刑 候と も不レ 

遲御 事に て 人心 も 不平な くと 存候。 ケ 様に ごてく 書 幷べ候 はいらぬ 事と は存 候へ ども ケ 様の 次第お 被 レ爲レ 

刑 候て は 朝廷 之 御爲に 一命 を擲候 はいらぬ 事 じ や 杯と 御爲筋 を慟く 者の 無き 様に 成 行 候 を 御 案 巾 上 候 事 は 
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中々 筆に も にも 盡 される 事に は無レ 之、 殊に 近頃 は 犬に 人心 不平 を 抱き 候 様に 愚考 仕、 且は外 夷に 國の戰 〈f 

杯 昔 は 餘所之 事に て 馬 耳に て 濟候得 共、 只に て は隣國 同様の 事に て 何時 何事 を 持 込 候 も 難 レ計候 御 時節に 候 

へば 殊更 國內の 人心 を 賴に不 レ被レ 遊 候て は 難 を 防 事 も 難 n 相 成， と是又 心配 御 案 申 上 候 數の內 に 候。 何卒 此邊 

を も被レ 合， 一思 召， 人心の 悅伏仕 候 様と 存 候へば 彼 者 共 を 御 預けの 儘 被 二 差 澄 1 候 様 偏に 奉 レ希候 事に 候 也。 

彈正臺 に 小 摘 右の 如くで あるから 刑 部お では 何よりも 先づ小 楠に 對 する 疑惑に つきて 其の 露 相 を 明ら 

菲狀 書の 提出 

を 求む  かにす る 必要 ありと な し、 彈 正 臺に對 して 小 楠 を國贼 なりと 認 むる 證左を 提出すべく 需 めた。 

これに は彈正 臺もハ タと 困惑した が 之 を 拒む 譯 にも 行かぬ ので、 其の 罪證 を擧げ るべ く 百日 

古賀大 巡察 九 の 猶豫を 申し出で、 先づ大 巡察 古 賀十郞 を 表面 は 西國述 視の觸 込で 肥 後に 下して 小 楠の 罪跡 

I  を 探らせる 事に した。 古 賀は柳 河 藩士で 同地に 於け る 攘夷 派の 筆頭で あつたが、 彼 は 熊 本 敬 

神黨の 巨魁 大田黑 伴 雄. 加 屋霽堅 等と は 親しき 間柄で あり、 叉 佐 久間象 山を噔 狡した 肥 後 藩士 

河 上彥齋 等と 俱に 政府の 忌避に 觸 れ同獄 であった ことな ど ある を 思 ひ 合 はすと 彼の 人物 及 

び 思想 は 略 想 察せられる。 

古 賀が熊 本に 着いた の は 九月 廿 八日で 更に 鹿兒 島に 向 ふ 害で あつたが、 到着 早々 彼 は病氣 

を 申し立て 、同地 へ は 隨員を 派 し、 自 分 は 其の ま i 熊 本に 留 つた。 同じ 理由で 肥 後 藩の 應接 

役 小 橋恒藏 とも 十月 四日まで は 面會を 避けた が、 其 の 間 敬神 黨の 人達と は 頻りに 往来して ゐ 

たらしい。 而 して 古賀は 十月 六日 熊 本 を 立って 翌日 阿蘇 神社に 參向 する と、 其 の 前夜 「天道 


古賀、 「天道 覺 覺明 論」 と 題した 文章が 拜 殿に 投 込まれて ゐた とて 阿蘇 大宮司から それ を 手渡し された。 

明 論」 を 入手  ： ，， 

右文 章が 神社 拜 殿に 投 込まれる と 同時 だら う、 大 宮司に は 集議局 十三 人 之內長 谷信载 なる 署 

名で、 「本文」 に は 「當 神前に 壹封之 書翰 奉 供 致 置 候 間、 明拂曉 正に 御 落掌 可， 被， 成 也」 と、 「別 

紙」 に は 「^紙 一 冊 今度 大 巡察 司 當 地へ 巡察に 相 成 候に 付吾黨 十三 人、 直に 巡察 司 目 通に 呈 

し 度 存候處 多 人 數相憚 り、 幸 に賣殿 勤王 之 有志なる を 聞き 依レ之 巡察に 御 取次 呈進 被， 下 度 奉， 1 願 

入 一 候 也」 と 記せる 封書が 屆 けられた のであった。 因に 此の 長 谷 信義 は 後日の 取調に 據 ると 

實 在の 人物ではなかった。 

大宮司から 右 「覺明 論」 を 得た 古賀は 同月 十 一 日 一 旦熊 本へ 歸り それより ^ した。 別 

小 野 小 巡察、 に 彈正臺 では 彼と 相 前後して 小 巡察 小 野 某を備 前に 下した。 これ は旣 記の 如 く、  て 小 補 を 

小 桶 菲迹搜 索 

付 狙った と 云 ふ 藤本 鐵 石の 寡婦 の 家に 小 楠の 罪狀を 記した ものが 

入れる ためで あつたが 實 際に は 何も 無かった。 其の 歸途彼 は 京都 

ころ、 同人が 「横 井 平 四 郞罪惡 證迹」 なる 小 楠の 罪 狀書を 持って ゐ 

で 國漢舉 を 修め 幾內に 出で， X 勤王 浪士 との 間に 交遊が あった が、 彼 

1 人で、 而も 二 年 十 一 月頃 京都に 於け る 彼の 宿所に、 小 楠 刺客の 一 人 

で 潜んで ゐた 事が 後日 分った。 

右の 罪狀 書の 中には 小 楠の 著と 稱 する 五 種の 書名— 多く は皇窒 などに 對 して 不敬なる I 
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も 亦 小 楠 を 除かう とした 

前 岡が 石 川八郞 なる 變名 


第 十八 章 凶 匁に 斃る.  一 〇 一八 

が 記して あった。 此等は 當時民 部 省の 正木 昇 之 助 等が 京阪の 書肆に つき 八方 手を盡 くした 

に 拘らす 見つから す、 な ほ 小 野. 巣 內の兩 人 も 大阪の 書肆に 就きて 探索した が 實物は 遂に 其の 

姿 を 現さなかった。 それで 最後の 方法と して 岡 藩士 矢 野 某 を 豐後鶴 崎の 毛 利莫の 家に 派し 

た。 これ は 矢 野が 大阪の 肥 後 藩邸で 右 毛 利に 會 つた 時 其の 父が 右 五 種 書中の 二つ を 所持し 

てゐ ると 聞いた からであった が、 こ れも亦 徒 勞に歸 した。 小 野 は 古賀の 一 行が 熊 本で 「天道 

覺明 論」 を 得た との 報に 接した の で、 右 小 楠の 罪狀 書を携 へて  < まぎ 東京に 歸っ た。 

十  一 n  二日 遂に 此の 事件の 取調 書 は 副 島 參議に 提出せられ たる に、 副 島 は 彈正臺 の 意見に 

同意の 様子で あつ たと 兒ぇ、 佐 々木 高 行の 日記に 「副 島 は 彈正臺 の 過激 論者の 肩を持つ の 風 

あ り 可：， 笑 」 と ある。 副 島 すら さう であった かと 一驚 を 禁じ 難い が、 左 記 佐々 木の 日記に よる 

刺客 を 死刑に と、 十 一 月 十四日に 至り 評議の 結 5^ 小櫥 殺害者 を 死刑に 處す るに 決した と ある。 

處す るに 決す (十一 g 十 gj 曰ソ 

今日 横 井 斬^ 人 罰 行. 漸く 御 決議 相 成りたり。 御 決議に なりたる も 又々 異論 起り、 困れり。 但撗 井の 下手人の 

義に 付て は大 議論 あり、 赝々 御 評議 相 成りたり。 其の 譯は 耶蘇 相唱へ 候に 付國贼 なり 殺害せ る は 尤もと ゆす 

事に て、 彈正臺 連中 は 孰れ も 其の 論 盛んな り。 高 行 等 は 刑 法官に て 典 刑 を 枉げる 事 は 相 成らす、 耶蘇 敎相唱 

へたる や 否 や は 知ら ざれ ども 朝廷の 大臣 を 殺害した る 上 は 致 方な し、 法律に 依り 梟首す べしと 中立て 漸く ゆ 

出の 通り 相 決せり。 

さう すると 翌十 五日の 早朝 二三の 者が 佐々 木 邸に 押 態け て右處 決に 反對の 意見 を 述べた 


が、 佐々 木 は斷然 それ を 採用し なかった。 そして 彼の 其の 日の R 記に は 左の 如く ある。 

十 一 月 十五 日 早天、 或 人 三 名ば かり 来訪。 撗井 殺害 人 死罪に 御 決議の よし 如何なる 理由 かと 問 ふ。 答へ て 云 

ふ當 職に て は 御 咄出來 ぬと。 又 曰く 31- して 死 卵に 決したら ば 天下の^ 志擧 つて 相 迫り 救 ひ 申すべし と。 余 答 

へて 云 ふ 典 刑 あり、 自分 は 其の 法に 依って 處 置す。 迫りても 致 方. なし。 彌ょ 迫り 來り、 法 を 犯したら ば、 是 

亦 其の 處分 をな すの 外な し。 彼等 大 不平に て 去る。 右一 夜の 中に 機密 漏泄せ し は 不安の 事な り、 出 所 も赂ぼ 

相 分り たれ ど 色々 の 事情 あり 取钆 しも 致し 兼ね、 斯の 如く 御 權威相 立ざる は 歎息. -々。 

刺客 刑斷 につ 刺客の 罪 案 は 右の 如く 決した と は あるが、 まだ 論議 紛々 たる ものが あって 其の 決行 は 容易 

き 2g々 でなかった らしい。 『大久 保 利 通 日記』 の 明治 二 年 十 一 月 は：； ぼ の 部 を 兄ても、 

4- 七日。 十字 參 朝、 彈 正より 横 井 暴 擧之者 御 處§3 に 付 建 論有レ 之、 其^ 趣 横 井 云々 罪狀 あるに より 罪 一 等 を 

減す るの 趣 也。 然り とい へど も未レ 決。 

十八 H  。十字 參 朝、 横 井 云々 之 事件に 付愚存 申出 遗候。 

廿日。 今朝 田 中. 後原 入來、 彈正 一條 云々 返詞承 候。 十字 參 朝、 横 井 一條 御 評議お レ之、 兼て 言上 之 通 小 子 

上京 斷然御 決定 之處御 內定に 候。 

因に 大久保 は 此の 前 nil. 十 一 月 十九 n=— 岩倉輔 相に 害 を 贈り 彈正薹 の 刺客の 3 非 一 等輕減 意見 を 大いに 不：^ なりと なし、 

0 ら 京都に 行き 彈正臺 に 意見 を 述べん こと を ひて 許され、 翌 十二月に は 京都に 赴き 盡カ する 所があった 0 

卄 一日。 今朝 休日と い へど も 九字參 朝、 彈 正え 横 井^^ 之 者 御處^ 御 評議お レ之 不二 相 決】 攸。 より^ 
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出。 

廿 三日。 十字 參 朝、 佐々 木參 朝 横 井 之 一 條御 評議 有， 之。 

廿 九日。 十字 參 朝。 橫井 一 條 に付彈 正え 御 尋有， 之。 

と ありて 其の 模様が 想 察せられる。 其の 間 刺客 助命 運動 は 民間から も尙繰 返されて 巣內信 

撤內 等の 建言 善 外 七 人より 左の 如き 建言 書が 提出され た。 

謹按 する に 刑罰 は 列聖之 同じく； 念し 玉 ひし 所靑史 に昭々 たり、 今復 何ぞ贅 せんや。 今や 御 復古の 始 おに 

當り 天下 人心の 服 否 最も 兹 にあり。 今年 正 n 五日 京師 寺 町の 事 は 維新 以來の 事、 旬 R; を不レ 出して 四方に 喧傳 

せり。 彼 刺客 六 名の 內三 名の 罪科 (一人 は 斃れ、 二人 は^ 細、 三人 は 就縛) 今日に 至り 群議 異同 未, 已と。 窃に惟 

るに 此御處 分の 當否 は實に 聖 德に關 係す。 然る を 某 等减默 せば 平生 忠愛の 誠に 負く 故に 胃， ー寓 死， 論 別如レ 

左。 (中略) 彼 刺客 等 素より 不舉 無知の 者 なれば 朝憲 を 犯す の 罪た る を 忘れ、 報 國の事 は 此姦を 除き 朝廷 を蠱 

惑せ ざら しむる の 外な しと 一 途に 心得し より 右の 擧 動に 及びし と 見へ たり。 其 志 は 憐 むべ しと 雖も豈 罪な し 

とせん や。 廿水等 虚心 以て 之を斷 ぜんに 六 名 中 五名の 者 は 決行の 儘 直に 刑宫に 就き 其 處分を 待つ の 心なく、 潜 

匿して 朝家の 紛擾 を 致し 剩へ許 多の 連座 を 生せ し は 卑怯な り、 且殺レ 身 報 レ國の 士道に 背く。 叉 他 三 名の 者の 

如き は數 日に して 靦然就 縳是れ 罪の 犬なる ものな り。 然るに 下獄の 後 一 名の もの 自ら 首謀の 實を 吐き 厳刑に 

就かん と詣 ひしょし、 是れ尙 士氣の 在る あり、 や \稱 する に 足る。 故に 餘ニ 名の 捕縛 を 待ち 一同 割腹 を 命ぜ 

らる、 こと 至當 ならん。 雖レ然 橫井微 膪中在 廷の人 其赛を 不レ辨 蘇洵の 眼力に 乏し かりし は 朝家の 御爲め 不幸 


朝 旨に より 死 

刑 延期 

阿蘇 大宮司 召 

喚 


無二 此上 一 濫擧 の責 恐らく は歸 する 所 あらん。 且 維新 以來 殊に 寛大 至 仁の 叙 慮に よりて 逆 人と 云 ふと も 死す 

る 者な し。 況んゃ 忠愛の 赤子 なれば、 (中略) 彼 三 名の 者 死 一 等 を 減じて 永く 筑 藩に 幽蝥を 命ぜら るべ く、 餘 

二 名の 者 も旣に 死せば 已む。 もし 偷生 他日 被 捕ん かまた 何れの 藩に か 永 蟹 を 命ぜら るべ し。 彼 徒に ありて は 

屠 腹： 水 蟄何ぞ 撰ばん。 但 朝廷の至仁至公を天下に明示せられんこと今日在省の諸^？^子、 豈に之 を： S めざ 

るべ けんや。 甘  1^ 等 不レ勝 n 懇願 切望 之 至， 恐々 謹 白。 

m 內 式部 吉見敏 介 和 田 藥 

.  三輪 田 綱 ー郞 伊藤 良馬 丸 山作樂 

中 川潜叟 疋田源 ニ郞等 

政府 側 も 民間 側 も 右の 様な 次第で あつたの で、 十 二  九日に 至りて 其の 筋より 「横 井 平 四 

郞罪狀 一 件 彈正臺 より 申出 筋 彌嚴重 御礼 彈 被，， 仰 出 一 候 付 阿蘇 大宮司 其 外な に 出京す ベ く、 就 

て は 狼籍者 御所 分 先 御 ID- 合、 福 岡藩預 被， 除 京都府に 於て 入牢 可， 致 段 御 決定 之 事」 の 達が 出で、 

1:^ 十九 曰に は 右巢內 等の 刺客の 助命 幽蟄の 建議に 對し集 議判宫 照 幡烈之 助 5_5!sffsis より 

十二月 十九 日付に て 「過日 建言 伺 出 之 所、 歎願の 情 委細に 廟堂に 上 逮^ 徹致候 由」 の 報 あり、 

なほ 同日に 「朝廷 思 召 被， 爲， 在 候 に 付、 死罪 之 儀 御 延引 被， 仰 出 一 候 皆 御 達 存， 之 候 事」 とて 鹿. お. 

上 田. 土 屋の 死刑 延期の 通達が あった。 一 方 彈正臺 では 唯 一 の小秘 卯證 物件た る 「； 大^? 明 

論」 が 小 楠の 著た るの 確 證を獏 得する に は 本論 を 古贺に 手渡した 阿蘇 大宮司 惟治 を 詮議す 

横 井 小 楠上卷 傅 sg  一  〇 二 一 
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る 必要の あるの は 云 ふまで もない。 惟治 は 旣に十 一 月 十五 日 彈正臺 よりの 達に 基づ き、 神 祇 

宫 より 横 井 平 四郞の 著と いふ 「天道 覺明 論」 の來歷 熟知の 者 をして 至急 携帶 上京せ しむべ 

き 33 命ぜられて ゐ たが 何故か それに 應ぜ ざる 內、 今 回 更に 十二月 十五 日付で 神祇官の 手を經 

て 至急 上京すべく 嚴達 があった。 然るに 惟治 は尙 直ちに 之に 應ぜす 漸く 三年 二月に 至りて 

病と 稱 して 其の 子惟敦 をして 代って 上京 させた。 其の 際 自己の 考を 記して 持せ たもの は大 

宮司の 「心 組 件々」 として 世に 知られて ゐる が、 小 楠 事件に 關 して は 此の節の 刺客の 刑斷は 

重大なる 事 だが、 「天道 覺明 論」 は 小 楠の 著た る や 否やが 未だ 明らか ならざる 內に 刑斷 せば 

人心 服せ すして 種々 測るべからざる 禍を 生す る 恐が ある。 刺客 は 何時まで 入獄 さして 置い 

て も 差 支な く刑斷 延期 中には 右 眞僞も 自ら 明らかと なるべし との 意味 を 述べ てゐ る。 然る 

大宮司の 提出 に 二月 十三 曰 付に て 惟治から 祌紙宫 宛に 提出した 書面に は、 

窨面 

先達て 古賀大 巡察 へ 及 二 披露， 候 覺明論 之傣は 委 細大 巡察 も 承知 之 通當所 着の 一 兩日 前夜 中當宮 社頭に 落し 

有レ 之た る 迄にて、 長 谷 信義と 申 候 名前に て は 御座 候 得 共 委曲 先達ても 相 達 候 通 右人 柄 相 分不レ 申、 右 覺明論 

彌以撗 井 平四郞 著述に 御座 候 哉 否 之處取 しらべ 方 餘カを 遣不， 申 候 得共證 左に 相 成程 之傣 承知 不， 申、 甚 奉，, 恐 

入， 候傣 にて 御座 候 得 共此上 探索 之 道 も 無， 1 御 庵 ， 候。 只 々 恐縮に 罷在申 候。 

と ありて 「天道 覺明 論」 の 小 楠の 著た る證 左な きを 明 言 して ゐる。 斯くて は 彈正臺 が 前年 

十月 以來 本論 を 以て 小 楠の 罪證 たらしめ ようとして 全力 を 注いだ の も 遂に 徒勞 に歸 した 譯 


だ。 此の 月筑前 藩に 預けられて ゐた上 

牢 した が、 翌 三月に は 更に 京都 入牢 中の 

同年 七月に は 前 岡 を 逮捕して 剩 すの は 

刺客に 刑の 執 ra^ 斷然 犯人に 刑の 執行 をな した。 卽ち 

行 

儀邪說 を. 唱 ふると の 浮說を 信じ 擅に 殺 

にっき 棄首申 付る」 の 言 渡で 卽日 梟首 

客を隱 匿した 等の 廐で 終身 流罪 に、 中. 金 

十 名に 上る 關係者 も 夫々 罰せられた。 

たが 右 刑の 執行と 同時に 取 拾 てられ、 小 

ん だ。 


九追稱 表彰 


田. 土 屋. 鹿 島 は 昨年 十二月の 達 示に より 京都に 到着 入 

中. 大 木. 谷 口. 鹽 川 等と 俱に 東京の 刑 部， おへ 移された。 

なった が、 十月 十 R に 至って 廟議ー 決の：^ 

岡. 鹿 島の 四 名 は 「其方 懷參與 jg 井 平四郎 


中 井一 人と 

上 田. 土 屋. 前 

害 に 及 び、 剩 

に、 上 平. 大 木 

本 は 禁錮 三 

奠に 牢死 し 

楠 遭難 事件 


へ 其 場 を 立遁る 、條 不， 憚，， 

谷 口の 三 名 は 暗殺の 密議に 

年 に、 鹽 川 は 同 百 闩に處 せら 

た 柳 招の 屍骸 は 詰に して 

は 彼の 死後 一 年 十 ヶ月に し 


朝憲， 不屆 至極 


加 はり 

れ、 共の 

保管し 

て 其の 


小 楠は旣 記の 通り 文久 三年 十二月 藩 

悲運に 會ひ、 數年 Si 浪人生 の 

を 以て 藩よりも 士席を 返され 


よりの 處罰 


沒牧さ 


にて 士席を 差 放 たれ 家祿を 

末 明治 元年 徴士の 命 を 蒙 ると 供に、 朝廷から 大赦 仰 H さ 

た が、 家 祿は應 召して 四位參 與の榮 職に 就いた 爲 であら 


且つ R 


てあつ 

局 を 結 


る X の 

れの故 

う 在世 
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細 川 家より 小 

楠 遣 族に 救與 


家名 取 立ら れ 

知行 を與 へ 、り 

る  ， 


.n, 


汰 

/ 
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は 復活す る に 

然るに 明治 二 

料 御-卜 賜と 俱 

があった ので" 

楠遗 族に 對し 


力 


凶 に斃る 

至らなかった。 

ハヰ 正月 小 楠が 刺客の 匁に 斃れ 

に、 舊 家来の 故 を 以て 細 川 家に 對 

_ 同家 も 金員 を 贈りて 共の 御主 ぼ 

て 左の 如く 達した。 


一 〇 二 四 

し 際に は 前述の通り 朝廷より 勑使御 差遣. 祭 

し 其の 葬儀 等 を 「厚く 相營 可， 申」 との 御沙 

を 奉じた が、 (本 篇九七 八 頁) 同年 九月に は 更に 


致 ，，變 死， 候 横 井 平四郞 養母 

右 者 數代御 知行 被， 一 下 ，&ー 候 家筋に 付、 別段 を以御 救と して s 人 扶持 被，， 下 S 一 候 a:- 九月 十二！！！ 及， 

達 候。 

右 養母と ある は 至誠 院卽ち 橫井淸 子で ある。 翌 三年 閏 十月 十三 日に は 叉 藩より 次の 沙汰 

あった。 


父 横 井 平 

^ 遣， 之。 

は 云 ふ 迄 

家を嗣 いだ 小 楠 は 又 兄 

家名 は 取 立てられ たの 


舊 家筋 且養 

毎 歲八拾 二 

勢 佐太郞 

を嗣 いだ 小 


伊勢 佐太郞 

四郞债 朝廷え 被，， 召 出 1 參與勤 仕 中勉勵 いたし 候譯 旁に 對し、 家名 取 立 


もな く 横 井 左 平 太の 渡米 

の 嫡子た る 左 平 太 を E 分 

である。 叉 右 八十 二  を 


に 際しての 變名 だ。 兄の 死後 順 養子と して 

の 養嗣子と したの だから 之に よって 横 井の 

從 前の 石高に 換算す ると 何 石に 相當 する か 


濯な こと は 分らぬ が ほ - >  も と /,\ 通りで は あるまい かと 思 ふ。 兎に角. 楠の 遺功に よって 

il^ 名 を 取 立てら じ 家祿の 復活 を 見た の は 地下 0 小 楠 をして 心安く 暝目 せしめた 事 で あ ら う 

と 察 せ ら れ る。 小 楠 0 一身 こそ 最後 は 四 位參舆 とい ふ 横 井家 前代未聞の 出世 をな した が、 兄 

の 子に 嗣が しむべき 撗 井家 を無祿 になした の は 特に 祖先 尊崇の 念 〇 深かった 小 楠の 取 分け 

心苦しく 不面目に 思って ゐ た 事 で あ- ら う か ら、 此 0 沙汰 は 彼の 靈を 慰む る 何よ り C も Q で あ 

る は 推して 知る ベ し だ。 

棺を签 う て 事 定ま る 、こ い ふ 諺が あるが、 生前 餘 りに も毀譽 褒貶の 渦が 大きかった 小 楠 は 死 

後 も 容 易に 其の 餘波 が 消 え た か つ た" 波 を 奸 、こ な し て 刺客に 同情 す る "- 1. が 撙 里 把 後に 

は 勿論、 中央お 識者の 中に さへ 少 く な い 有様で あつ た。 も、 こよりか ヒ Q 疑惑 は 月を掩 ふ 暗雲 

に 過ぎ た 、. C で と 一， あ る が、 淸 虱  一 0  0 を 吹彿 つて-て ここ ま り な き眞如 0 光つ 現る- 〇 を 待 つ 

ベ くケ、 しい 年月 を -要 した 0 は 是 非 も な い 。 

然し 世評 は ど う あ ら うと も 小 楠の 眞慣は 知る 人 ぞ 知 る で あった。 肥 後に 越 前 に、 嘗 ての 愛 

弟子だった 人々 „ ^び 其の 子弟 は、 或は 朝に 或は 野に 師の 抱負 を 共 C ま、 に素晴 しい 實繽 を舉 

^不に 於け る げてゐ たが、 此 等の 人々 の 小 楠に 對す る景慕 は 非常な もの で あ つ た。 能！ 本で は 小 楠 後 直ぐ 

這悼會 

から 門下生が 師の 命日 に 今年 は 誰 方、 明年 は 誰 方と 順番に 各自 0 宅 こて：.^ 年 追悼 含 を 開き、 其 

の 日 に は 皆 が 家 挨 連 で 會 し て 小 楠 の 在 世 當 時 に 於 け る 社 中 の 親 L み を w( て 何 くれ 、こ さ. - - - 

接 井 小お 上卷 《E 第  10ニ 五 
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^び 合った が、 小 楠 遣 族 を 始め 德 富. 嘉 悅. 山 田. 安 場な ど 高弟 達の 家が つぎく と縣 外に 移轉し 

去って 斯 かる 家族 的 集合 も、 何 時と はなしに 行 はれ 難くな つた。 然し 其の後 は 熊 本の 地に 根 

を 張り 枝 を 擴げて ゐる横 井 社中 系統の 緣故 者が 之 を引繼 いで 矢張り 其 等の 人々 の 宅に て 毎 

年の 命 曰 に 追悼 會を 催し、 遣 德を慕 ふ參會 者が 相 當に多 か つたが、 之 も緣故 者が 年々 減じ 行く 

ばかりであった ので、 昭和 四 年 五月 熊 本 市に て 催された る 「贈位 奉吿 六十 年祭」 後 は 毎年の 

開會を やめ、 或 年回に 盛大に 執行す る 事と なって ゐる。 

け f,,!* 叫 小 楠の 舊廬. 瘗髮の 墓の 所在地た る 沼山津 でも 小 楠の 逝いた 直ぐから 彼の 最も 心 おきなく 

4^ ム りきお 

交った 彌富千 左 衞門を 始め 矢 野 大玄ゃ 中 小路 お 袋 等の 飲み 仲 間. 釣 仲 間. 共ム 敵、 さて は roi を 掛け 

た 百姓 達が 年の 祥月命日に は 墓前に 詣で 在りし日 を^ぶ ものが 多かった。 然るに 其 等 

の 人々 も 次第に 死絕 えてから 後 は 折々 此の 墓に 詣で i 草を拔 き、 塵 を 清めて 低 個 時 を 久しう 

する 若き 擧 徒の 姿 を 見た が、 第 五 高等 舉 校に 在擧 せし 大川周 明の 如き 其の 一 人で、 彼等 は 若き 

血 躍る 明治維新 史を 播 きて 其の 陰に 隱れ たる 偉人の 遺蹟に 景仰 崇敬の 念 抑へ 難 く、 熊 本の 舉 

窓より 二 里 餘の道 を 屡.、 訪る i のであった。 大正 七 年 以後 は秋津 村の 「敎 育會」 や 「小 楠會」 

が 合同して 時々、 昭和 三年 後 は 毎年 盛に. 墓前 祭を營 み、 同 九 年より は 命日 を 新暦に 改めて 二月 

十 k:i 曰と な し、 同 村より は 毎回 祭祀料 若干 を 支出す る ことにな つた が、 當 曰 は 同村 有 志. 同 小 學 

校 上級生 を始 め、 熊 本 市 其の 他よりも 备關係 者の 參列者 多 く、 重 耍 なる 村の 年中行事の 一 つと 


なって ゐる。 

小 楠の 莫逆の 友 元 田 東 野 は 小 楠 殁後ニ 年に して 宮內 省に 出仕し、 1K 皇. 皇 后兩 陛下に 尺 

する や 一 朝に して 寵眷を 蒙り、 侍讀 とな り、 侍講と な り、 侍 補と な つたが、 天恩の 優渥なる に 感激 

し 自己の 責任の 重大なる を 痛感す る每に 亡友 小 楠 を懷ひ 且つ 惜し. むの 念 は 深刻であった。 

元 mi* 野の 而 して 殁 後な ほ 知己 を 得ぬ 小櫥 のために 默 して ゐられ なかった の か、 次 の やうな 一 文 を 草し 

「小 桶 履歴 概 

略」  て、 彼 の 功績に 對し 何等かの 恩命の あらん こと を 伏 願して ゐる。 

故 參與横 井 時 存履歷 之 概略 

熊本縣 士族 

故 參議從 四 位 横 井時存 

右時存 明治 元年 戊辰 四月 召に 依て 上京 參與に 任じ、 ，一 尊で 從 s: 位に 叙 せらる。 懒 fig 同年 十月 ¥1 

京に 行幸、 御 留守の 機務 に參與 黽勉し、 十二月 還 幸、 翌ニ年 正月 五日 時存退 朝の 途寺町 通に 於て 贼數 

人 突然 襲擎 す。 時存 遠に 舆を 下り 短刀 を 拔て前 敵に 當る、 贼叉 後より 斬殺して 卽 死す。 

右の 如く 時存其 職に 在る 未年 あらざる を 以て 其 功勞顯 はれす、 其器識 世知る 者 鮮矣。 其の 人と 爲り 明快 

し 識見 人 意の 表に 出づ。 壯年 藩に 在る や 世の 格 例に 规々 たらす して 共 志 常に 天下 を 振作す るに 在り。 共の 交 

る 所 は 四方の^ 識、 講. f る 所は濟 世の 近、 故に 共 志 行 俗と 協 はすして 往々 世の 忌 嫉を來 せり。 初め 尊王の 慨 

志に. 5 て 南朝 志 を^ はさんと 欲して 粗 論述す る 所 ありて 未だ さす。 觀 ligf. 訇^ に 楠 正 行の 人と 爲りを 希 
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慕し 自稱 して 小 楠と 號す。 曾て 太平 武 儼の 弛摱を 論じ、 我 邦 翁 銑の 實戰に 無用なる を辨 じ、 悉く 西洋の 火器 

戰 法に 習 はん 事 を 言 ふ。 且皇國 の 急務 は 海防に 在る を 以て 犬に 海軍 を與 さん 事 を 論す。 mlslw き sifes 

錳け 1^， 當時 兵家 皆武田 • 上 杉 • 山 鹿の 諸 流 を 株 守して 闔藩 西洋の 事 を 言 ふ 者 稀れ に、 其 之 を 言 ふ は時存 

を 以て 嚆矢 として 而も 是を 以て 頗る 時論に 逆 ふ。 iif&IMS 、ー畴 めて 嘉永癸 S 米 國の彼 理來航 せし 

より 全國 震動し、 天下 皆鎖國 攘夷 を 論じて 幕府 苟安畏 怯 務めて 和議 を 構 ふ。 時 存獨り 宇内の 大勢 を觀 天地の 

公道に 據り我 邦の 大道 を恢弘 して 交易 通信 を 開かん 事 を 論す。 盖し當 時 有志の 士は 尊王攘夷 を 以て 皇國 の大 

義 とし、 有司 俗士は 苟且 偷安を 以て 時 を 救 ふの 妙策と 思 ひ、 正議 俗論 互に 相 軋し 滿 天下 開 國の 眞理を 解す る 

者な し。 故に 其 天地の 公道に 由て 宇內に 並立す るの い；！？. 見 は 時 存の外 言 ふ 者 ある を 聞か t  K^l 藤樂 SI 匿 

に 先 たつこと 六 七 年、 當 時ち ー追考 すろ に 1!- 久 .l>-A,l.r^vJ.£:>JPD 

問 修理 • 吉田 寅次郎 或は 此の 見 あらん か。 .irt をん マ^. R^y 


J 


故 春 i 筵 s$ ギ t き 


4^キ# 儀へ 『台え 年； W.J^  f  ？ 依-丁 上京 11^-， 

I  —  ！  叙 

車.^ 束 = 


= £ 一 "辱テ ~ ま 位- 叙セ -I  ，f  ?.2f  fcr 


€幸1¥ーキ>^«1^五《-ゃ41^|^^^  ムま+ 寺 マ a 

- 、へ；； 干 ^教，<.,^化：にゃ；.ぉ>ス^^,§, ゆ； 下.— 一 i 一一 

で ^.Ivrf 導 あ— 寧" き s^^n^ 


元 

E 最 

の 


東 

な 2 


W 分 


0  一 S 

旣 V」 

^ 彥 

萆 ③ 


論 を 聞く 者 或は 怪み 或は 疑 ひ 遂に 勤王 者 家の 敵 

視 する 所と なれり。 鹿應 • 文久の 際に 至り 天下 

に 勤王の 士 起り 朝議 を 奉じて 幕府 を 抑制 せん 

とす。 是れ より 先き 時存 松平麼 永の 招に 應 じて 

彼の 許に 在り、 因て 諸 有司と 交り 慕議を 聞く に 

預る。 是 時に 當り 天下の 勢 未 俄に 王室に 復す 

ベから すして 葸 府猶扶 くるに 道 を 以てす 可し、 . 


(分 部の 後最） 上 


I：、 ザき-及 じ ン 1 ヲ畤 赛ノ .SIVI: 人  一 ？ず i よ 

#y 類- 旦： ^ヘス 巧 #>-T 見邓ス 一 5f 概 

ヲ.^ ^ス V 如： f 


上 


故に 諸侯の 妻子 を國に 返し、 参勤交代の 期 を 緩 

くし、 將軍 上洛 王窒 尊崇. 列藩 一 和の 議時存 の 

翼賛す る 所 多き に 居る。 是を 以て 彼の 尊王 廢 一： 

の 徒 之 を て 一 概に佐 慕 人と 怒視 する より 遂に 

文久 元年 十一 一月 束 京に 於て： 徒の. i« ，を 招く に 

至る。 然れ ども 幸に して 免れ、 身 を 脆して^ 居 

t  .,3  二し- 玄こ vtL-.Q  CNO 文久 亥の F ばより 明 冶 K の マ！ 就； y 

する ことおに.^ あり E:にl^f^ろ中g凡そ五ケ年。 "仏せ 

用に 意を絕 つと 雖も憂 國敢爲 の 志操 は 終始 一 

誠、 身 は 沼 山 fl の漁隱 となる も 志 は 宇 內萬國 の 上に 伸びん こと を 欲す。 故 友 • 門 生と 道舉を 講じ、 一大 下の 

變を 聞く 毎に 機に 先立て 處^ する 所 あり。 言必す 執政に 達して 陰に 藩 政 を 助く る 所 あり。 幸に 明治維新の 盛 

運に 遭遇し 一 たび 朝 命に 應 じて 參與の 重任 を 辱く すると 雖も 挥 度 敵視の： i 徒に 襲 殺せられ て 非命の 死を遂 

げ sli-lisimsts， 平生 抱負す る 所の 志操 識見 盛 政に 伸張す る こと を 得ざる は M に 千 ig の？ 3 憾な 

り。 但 其在宫 中の 事 記すべき ある も 機密に 係る を 以て 聽く 所に あらす。 然 ども 亦 其 平生の 言に 據て之 を微す 

れば 常に 云 }K 下 を 治む る は 唯 君德を 培養す るに 在る 而已、 一た び 君 を 格して 闽{儿 る。 又 云 天 子 は 四海 を 家と 

す 常 都な く 寧 居な し、 時々 巡 守 民愦を 察すれば 國家 治まる。 又 云 政 は 下に 在り、 下情の 赴く 所に 顧て 施；；；： す 

れば 則ち お 心安し。 叉 云 政 は 水 • 火 • 木 • 金 •  土. 穀の 利^ を 達する にあり、 而 して 養！！. 製茶 は 我！： 座の々 お 
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要なる 者な り。 叉 云 兵 を 用る は 難き に 非す。 但亂 定まる の 後 兵 を 解く 最 難し。 叉 云 阈の亂 は 君子の 相 ゆ ふよ 

り 生す。 事の 議す 可き 者な くして 妄りに 議事， を 起す は ゆ を 生す るの 本な り。 最 耶蘇 敎の害 を 憂 ひ、 一 旦 病の 

甚 しきに 臨み 造 表する 所 あらんと す.、 病 愈て 止む。 共舉 天理に 達し 時機に 敏 なり、 堯舜 • 孔子の 外師 とする 

所な し。 曰く 聖人の 奴隸 とならす。 又 常に 云 カ行 は 心の カ行、 何 ぞ形迹 を 事と せん。 最善く 人の 志氣を 振起 

す、 自謂吾 は 政事 を 行 ふ 者に 非す、 帝 者の 師に 至て は自 許す 所 あり。 其氣餘 にして 或は 喜 怒 中に 適せざる こ 

と あり、 然 ども 洒 然として 意釋 るに 至て は 其 爽氣宛 も靑天 白日と 云ん が 如し。 其 行 ひ 或は 常 度に 合 はすして 

人 之を咎 むる 者 あり、 然れ ども 志氣 高邁に して 洞 かに 天理 を 目前に 兑 るが 如し。 其 人 を 論す る 抑揚 太 だ 過ぐ、 

然 ども 一 たび 其 談論 を 聽く時 は 頓に其 身の 長 進す るが 如き を覺 ふ。 其 意 狭なる に似て 却て 寬、 其論嚴 にして 

其餘地 ある は實に 和なる 所 あり。 晚年學 益 進み 所謂 化す 可らざる の 人な く、 爲 すべから ざるの 世 無き の 意志 

あり。 其の 著す 所の 文. 詩 俊逸 誦すべ しと 雖 ども、 之 を 要するに 其の 文 • 詩の 俊逸 は 談論の 快活なる に 若 か 

す。 其の 談論の 快活なる は 又 思想の 高邁なる に 若かざる なり。 蓋 時存 一 生の 經る 所坎凜 成す 所鮮 しと 雖 ども 

其 所見 常に 1K 下の 先を爲 し、 其の 言の 後に 驗 ある を 以て 其の 識 の 前にい； なる を 知る。 其 世 道 人心に 功 ある 責 

に淺々 ならざる なり。 今 也 朝 功臣 忠 死の 後 を褒赏 せらる.^ 至矣と 云べ く、 大久保 贈 右大ほ • 木戶 顧問 • 

廣澤 參議等 歴 々特典に 預れ り。 順次 必す將 に 大村兵 部 大輔. 小 松淸廉 等に 及ぶ こと あらんと す。 仍て 願く ば 

右時存 一 時 參與の 列に 在て 大器 を 抱て 其の 用を盡 さす 其の 非命に 死す るの 慘を 憫察せられ、 大村 列と 同じく 

何分の 御沙汰に 及ばれん こと を。 時存の 親友 門人 一 同 希望 懇願の 至に 堪 へす。 乃 嘗て 兑 聞す る听の 履歴の 


概略 を 陳述す る 如レ此 

明治 十三 年 庚 辰 六月  正 五位 元 ffl 永 字 記 

右 は 東 野の 文章た るに 間違 はない が、 何處に 何日 提出され たの か は 明らかで ない。 若し 

治 十三 年に 提出され たものと すれば 遣憾 ながら 其の 反應 がなかった 譯だ。 ところが 其の後 

維新 以来の 功臣 或は 其の 子孫で 華族に 列せられ た 者が 少 くないのに、 ひとり 小 楠に 對 して は 

其の 在 朝の 日が 短かった 爲か、 將又 世間の 誤解の 尙存 した 故か酬 いられる 所がなかった ので、 

明治 廿六 年に 至り 小 楠 門下 及び 知己の 間に 嗣子 時 雄に 對 する 授！^ の 請願 運動が 起 り、 同 ハ卜 じ 

校 爵.. ； 月 廿五ロ 付に て 授爵 請願書が 安場 保 和. 村 田 氏 壽. 米 田 虎 雄. 靑 山 貞の四 人 連署の 下に、 同じく 小 

楠 門下に して 恰も 時の 熊本縣 知事であった 松 平 正直に 提出 さ れ、 同 知事 はこれ を 政.：^ に 上 巾 

した。 それに は 小 楠が 早くより 國 事に 狭 掌し 維新の 大業 を 翼賛した 功績 を 述べて あるから 

今 其の 全文と 松 平 知事の 上 中 書と を 左に 揭げ よう。 

故 參與横 井 平 四 郞维族 に 列せられ たき 願 

故 參與横 井 平 四 郞儀天 保 以来 夙に 海外の 大勢 を 察し 本邦の 國 體を稽 へ 、 鎖國の 陋習： 史 めざるべ からざる こと 

を 知り 廣く 智識 を 宇內に 求る の 必要 を 論じ、 天下の 名士と 締 交して 輿論 を 喚起 せんこと を 努めたり しも 不幸 

にして 世の 是認す る 所と ならす。 中 2^ 越 前 藩侯の 招聘に 應じ 幕府の 弊政 を 看破して ii 接に 其 改革 を <M 憩し 眞 

に 尊 王 開國の 主義 を唱 へ、 慕」.^ の 末年に 於る 有志の 士 をして 徒らに 鎖國孃 夷の 非 計た る を 悟ら しめたる は 
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平四郞 の功與 りて 力 あり。 此の 時に 當り 少壯 慷慨の 士 幕府の 末 勢 を 憤り 主 戰の說 激して 輿論と なり 開 國を唱 

る もの 多く 鋒 匁の 禍に植 り、 稍 識見 ある もの 亦 ロを噤 して 言 はす。 而 して 平 四郎 一介 覊 旅の 躬を 以て 振て 論 

衝に當 り 所見 を 公言して 忌 S する 所な く 掩蔽す る 所な く、 其 11 へ倾 f 回し 以て 今 曰 の疆を 致し 國 

是 一定 復 異議な きに 至る、 其 世 道に 功 ある 實に： 湮沒 すべから ざる もの あるな り。 維新の 初徵 されて 大政に 參 

し、 幾なら すして 兇手の 爲に さる。 蓋寰 世に 吃 立して 天下の 憂に 先ち 國の爲 に 長 計を畫 し、 一身 物 論の 衝 

に 逆へ るの 餘禍 なり。 方今 中興の 大業 旣に 成り 功臣の 子孫 概ね 寵祿 を恭 くす、 平 四郞が 如き 亦 當に榮 錫 せら 

るく  ノ 0 犬して 願く は 平 四 郎が嗣 息 時 雄 を 以て 特に 華族に 列 せられん こと を。 依て 平 四 郎小傳 抄錄相 添 差 出 

13^ 條宜く 執 達 あらん こと を悃 願す。 誠 恐 謹言 

明治 廿六年 七月 廿 五日  安場 保 vi^r 

村 田 氏 壽 

米 田 虎雄 

靑山  貞 

参 

熊本縣 知事 松 平 正直 殿 

故 參與撗 井 平四郎 華族に 列せられ 度 傣に付 上申 

本縣 士族 故 參與從 四 位 横 井 平 四郞傣 華族に 列せられ 度 旨 同人 門弟 安場 保 和 外 三 名より 別紙 之 通 願お 候に 付 調 

查を 遂げ 陵虑、 同人 儀 幼に して 大志 あり 度量 開豁 夙に 天下の 重き を 以て 自ら 任じ、 己 を 修め 人 を 治む るの 道 


を 講じ 其 基く 處經攀 に 出る と雖、 舉識 高遠 志氣 豪邁 議論 極めて 剴切に 尋常 一 般 文字 詞章 を 弄する 儒 舉者 流と 

は 犬に 其 擧ぶ處 を 異にせり。 故に 身 草莽に 在る も 常に 宇內の 大勢 を觀 察し、 幕府の 末路 世論 囂々 攘夷 鎖 港の 

旺盛なる 日に 當り吃 然として 天理に 基き 經綸 を說 き、 諸 邦に 遊. 歷し 以て 天下の 志士に 謀り、 曾て 越 前 藩主の 

招聘に 應じ其 機密に 參し大 に 輔翼す る 所 あり。 蓋し 其 說く處 公明正大 審ら 君主の 權を 重んじ 治 國の耍 を 明に 

し 鎖港镶 夷の 條理に 背反す る 所以 を 講じ、 天下 isl 心 者の 迷夢 を攪 破し、 い：^ 十 然として 所論 を 一 定の 域に 導き 隱 

然として 維新の 大業 を 翼賛した る は 維新 前後 國 事に 執 掌した る 者の 詳 知す る處 にして、 一 朝國 難に り 以て 

寸効を 奏した るが 如き 儔に あらざる なり。 維新の 際に 在て は 夙に 其 名 朝廷に 聞へ 微士の 命 を 蒙り 以て 參與 

に 任ぜら る。 此 時に 當り 同人 儀 は 平素 懷抱 する 所の 主義 を 以て 犬に 皇謨を 翼賛し 之 を 天下に 行 はんと 欲し 至 

誠忠 憤 以て 王事に 鞅掌せ しに、 豈 圃 らん ゃ激 徒の 誤疾 する 所と なり 遂に 兇行 者の 手に 殪 れ たる は 啻に 同人の 

不幸の みならす 之 を 天下の 不幸と 云 ふ も 亦 過言に 非ざる なり。 抑 同人の 如き は 近世 容 に 得難く 眞に 千古の 

卓識と 稱 すべき ものにして 一 般 の龜鑑 とも 可 二相 成 1 ものに 付、 門弟 其 他 志願の 主旨 至極 相 等の 儀と S わ 考候條 

特 ilni を 以て 華族に 列せられ 候 様 御 訟議相 成 度、 別 ft 相 添此段 上申 候 也 

明治 廿六年 七月 廿 五日 

.  熊本縣 知事 松 平 正直 

內 閣總理 大臣 伯爵 伊藤博文 殿 

授爵 請願 再 中 然るに 以上で はな ほ 小 楠の 功績 特に 其の 尊王 精神に 就い て 言 盡 くさ f る憾 がお りと て、 翌 
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二十 七 年 二月 同じく 右の 四 名から 更に 左の やうな 上 申 書が 提出 さ れ た。 

故 參與横 井 平 M 郞 華族 に 列せられ 度 儀に 付 再 申 

故 參與横 井 平 四郞傣 王事に 盡瘁 せし 勳功 を追赏 せられ 特に 子孫 を 華族に 列 せられん こと を 兼て 請願 仕 遗候處 

右 願書 中猶ほ 聊か 遣 漏の 點も有 レ之候 やう 考候 に付き 玆に 再び 上申に 及び 申 候。 平 四 郞儀は 夙に 鎖國 攘夷の 陋 

見 を 看破し 時論の 蒙 味 を闢き 一 介覊 旅の 身 を 以て 振って 物 論の 衝に當 り、 遂に 開國 の國是 一 定 せらる X に 至 

るに 付て は與 つて 甚だ 力 ありし こと は 前に 陳述せ し 通に 御座 候處、 玆に遣 漏の 點と 申すべき は 王政復古 天下 

統 一 の 大業に 關 して 平 四郞が 隱然與 つて 參畫籌 策せ し 功 また 甚だ 小なら すと 云 ふの 一 事に 御座 候。 倩々 惟み 

れ ば文久 1 一年 松 平 舂嶽俟 は 幕府の 總裁 職に 任ぜられ 犬に 幕政 を 改革せ り、 其 改革の 重大なる もの を 云へば 將 

軍 上洛して 以て 列 世の 無禮を 謝し、 又た 諸 俟の參 勤 交代 を寬 にして 室 家の 歸國を 許容せ しことの 如き 一 は以 

て 朝廷に 對 する 德川氏 恭順の 端 を 開く ものにして、 他の 一 は 以て 天下に 對 して 三百 年の 私 政 を 解く の 因 をな 

す ものな り。 此の 時 平 四郞は 常に 越 前 俟の樞 密に參 與し遞 幕府の 要路に 面談して 說 くに 大義 を 以てし 竟に此 

の 改革 を實 行す るの 運に 至らし めたり。 而 して 越 前 藩 は 此後益 勤王の 大義 を唱へ 慕』：^ に說 きて 常に 恭順の 方 

針 を 取らし め 以て 各 親 藩に 先んじて 去就の 正 を 示せし こと は 天下の 知る 處 なり。 且つ 此 頃に 際し 天下の 物 論 

は 或は 勤王 鎖 國と云 ひ 或は 佐幕 開 國と云 ひ 動もすれば 一 方の 私見に 落 入る を 免れす して 紛々 擾々 世の 人 其の 

歸局を 知る に 苦み しが、 遂に 王道 蕩々 一視同仁 天下と 共に 天下 を 治む るの 國是 一定の 日を兑 るに 至りて 維新 

の大戴 創立せられ たり。 此間平 M 郞は 多く？. E 山の 僻地に 閑居せ しと 雖も 常に 越 前俟の 諮問に 答へ、 又た 或は 


書信 を 以て 或は 談論 を 以て 备 藩の 有志 を 振興し 說 くに 國 是の存 する 處を 以てし 孜々 として 勉めて 止 まざりし 

なり。 德川 氏の 恭順 維新の 統 一 其 局面に 當 りて 勳功 あるの 人士 素より 他に 之 あるべし と 雖も平 四 郞の功 役た 

決して 埋沒す 可らざる もの あり。 明治 元年 朝廷 特に 木戸 孝 允と 平四郞 とを徵 して 參與に 任ぜられ たる 故な き 

に 非ざる なり。 而 して 參與 在職 中國 事の 爲 めに 兇 に斃 さる、 其 朝廷に 功 ある 特異なら すと 云 ふ を 得ん や。 

且つ 夫れ 維新の 際 熊 本 藩 俟が全 藩の 姑息 論 を 破り 佐幕 說を排 し挺然 起って 王事に 竭せ しが 如き 下：^ 休 也 二： 儿 

田永孚 等が 翼賛の 功に 由る と 雖も其 基く 處大に 平 四 郞が開 導 獎勵の 力に 在り、 更に 又た 維新の 後に 於て 元 ffl 

永孚が 朝廷に 盡せ しが 如き 實に平 四 郞が志 を： S 繽せ しものと 云 はざる 可ら す。 因て 別紙 相 添へ 再 申に 及び 候 

條前 に 差 出せし 請願 のきに 由り 速に 御 評議 あら ん 、と を 懇願す。 謹 恐 謹言。 

明治 廿七年 二月 廿 日 

安 場 保 和. 

村 田 氏 壽 

米 田 虎雄 

靑山  貞 

右兩 度の 請願 は 遺憾ながら 聞屆 けられす 授爵の 御沙汰 は 遂に 無かった が、 下に 記す る 如く 

後年に 至り 小 楠頌德 碑の 建立に 際して 御 下賜 金が あり、 今上陛下 御卽位 大典に 當 りて 正 三 

位の 御 追贈の あった ことより すれ ば、 知 己. 門 下 生の 苦心の 功 は 決してお 上しから すして 小 櫥 の 

橫井小 稲上 卷 傳記篇  一 〇 三 五 


三十 年祭 

四十 年祭 


五十年祭 

碑 


第 十八 章 凶^に 斃る  一 〇 三 六 

功績 は 九重の 上に 達した ので ある。 


熊 本に 於け る 小 楠 追悼 會に 就て は 前 

年祭が 盛大に 營 まれ、 更に 明治 四十 一 年 


松 平 康莊. 由 利 公 正. 曾 我 祐準. 淸浦 奎 吾..^ 


富 一 敬. 南部 廣矛 其の 他の 緣故者 

利 公正 は 往年 小 楠に 會 つて 初めて 

日 我 祐準は 沼 山 津に小 楠を訪 うた 

正直 は 嘗て 小 楠が 同人に 與 へた 「 

は 其の 父監 物と 小 楠との 關係 を^ 

師の 如き 人 物、 大 久保 を經綸 ある 偉 

し、 南部 廣矛も 亦 一 場の 感話を 試み 

何に 感激 深き ものであった であら 

大正 七 年に は 小 楠 殉難 後丁 度 半 

^ と俱 に愈ノ 深く 有志 者の 間に 其の 五 

に は 小 楠の 親友 下津休 也の 三男に 


擧 に 

際 の 

國是 

び、 小 

人 な 

た 0 

う と 

世紀 

十 年 

し て 


の 擧が傅 はると 諸方より 競って 其の 建 


に 述べた が、 明治 卅 一 年に は 東京 星 ヶ岡 茶寮で 其の 卅 

に は 東京 芝 公園 紅葉 館で 四十 年祭が 行 はれ、 細 川 護成- 

田 虎 雄. 松 平 正 直. 堤 正 誼. 安 場 末 喜. 嘉 悅 氏 房. 內 藤 泰 吉. 德 

名が 參會 した。 此の 日の 感話會 にて、 すでに 頹 齢の， S 

志した 事より 小 楠 を 越 前に 迎 へた 當 時の 經緯を 語り、 

感銘 や 其の 鄕里柳 河 藩が 彼に 負 ふ 所 多き を說 き、 松 平 

十二 條」 を 披露して 其の 活股 達識 を讃 歎し、 米 田 虎雄 

楠と 自分との 交情に つきて 語 り、 小 楠が 西 鄕を西 行 法 

りと 批評した ことな ど を 述べ て その 先見の明 を稱揚 

此の 時まで はま だ 直弟子 も多數 生存して ゐ たの で、 如 

其の 光景が IS ばれる。 

の 歳月が 流れた に拘ら す、 世 人の 彼を景 慕す る 情 は 年 

祭 記念 事業と して 頌德碑 建設の 議が 起り、 其の 委員長 

小 楠 高弟 安場 保 和の 養嗣 たる 末 喜が 之 に 當 つた。 此 

碑费を 寄附した が 、畏くも それが 上聞に 達して 若干 金 


御 K- 賜金 


蘇 峰の 碑文 


の 御 下賜が あった。 碑 は 沼 山 なる 彼の 瘗 

から 其の 石材 を 物色して ゐ たが、 天草 郡 登 立 

は 

た 


よ 

に 


髮墓畔 に 建て ら る 

村 飛 岳の 山腹に 恰 

し い 巨石 を 見出し 

生 頌德之 碑」 は 細 

の 撰、 橫井時 敬の 書 

の は 大正 九 年 十 一 

者 二 千 名の 多き に 

うとして 集る 者 無 

リ 安場 委員長 式辭 

び 其の 他 多 數の祝 

る 祝 電. 有 志 者の 演 

された。 德富蘇 峰 

つ て、 最も 能く 小 楠 

其の 全文 を 揭げょ 


i 計畫 にて 旣に 大正 六 年 九 ni: 

も 一 代の 偉 傑 を顦彰 する に 適 

た。 其の 碑の 篆額 「小 楠橫井 

川 護立の 筆に て、 碑文 は 德富蘇 

である。 建碑 除幕式の 行 はれ 

月 十五 日に て、 當 日 は 官民の 參 

上り、 叉 遠近から 此の 盛 俵 を 見 

數 にて 同地 方 空前の 賑 であつ 

(本篇 三 六 四 S を朗讀 し、 縣 知事 

m 朗 讀. 各 地より 繽々 寄せられ 

說 など 偉人 譜 仰の 念 を 以て 滿 

の 碑文 は 流石に 文豪の 作 だけ 

の 全貌 を 描出して ゐ るか ら、 左 

う 0 


小棉橫 井先 生 頌徳 之 碑 

ci- 政 維新 は帝國 有史 以來 大和民族の 精神的 最高 調に 達した る 一 時な 

橫井小 楠上卷 傳！ si 


是の 時に 際し 雲 服 ハ風動 


^十八 章 凶 

龍 驟虎變 此の 宏 業 を 

の 木 

生 は 

休 也 

上 下 

天 地 

學 程 

も 其 

足れり 

が 任と 

き 付 一 ー自 

曰く 道 


大 一 代 

ず。 先 

容卡 津 

議論 を 

自家の 

先生の 

於 て 最 

ほ ら 

以て 己 

fx. レ凡 1 一作 

Vt  u 一 

足るな 

先生の 

の抱复 

ざる は 

る 0 其 

皇 室 を 


鐸 百世の 

文化 六 年 

荻 昌 國. 元 

し、 It 來門 

を 開拓し 

より 出 

功夫 を 

とせず 

爲 し、 百 

然 世 

旣 無-! 形 


朱 

の 


に 斃 る 

翼賛した る 英 邁 奇 偉の 士 前後 其 の 人に 乏し 

師表と 爲り _5 ^亞の 偉人と 稀す 可き は. |3； に 我 

八 月 を 以 て B> 本 城下に 生 る。 少 にして 經國 

S 永孚 諸^ 子と 切 嗟砥礪 し、 上國に 遊び て は 

を 杜 ぢ 客 を 謝し 潜心 精 思 之を久 うし 一 旦豁 

た り-。 

づ 、然も 以爲、 しく 宋儒 は體 有り て 用無しと C 

賜す 、世の 先生 を 目して 货學 派の 泰 

、直に 洙 泗の眞 源に 溯り 更に 進み て 

尺 竿頭 更に 一 步を韓 じて 唯 だ 天 を 

常世 更後 世、 S 通 三 世ー對 i 天？ 曰 

體； 心 何 有，； 拘 泥 S 人 能 明 了、 渾 順， 一犬 


1 〇 三 八 

か 、し ず、 然 も 其の 識見 高遠 氣宇濶 

が 小楠梳 井先 生 を 推さ る を 得 

立 て、 鄉 友と し て は 長岡是 


の 志 を 

然とし 


乃ち 致 

斗と 做す 所以 蓋 

堯舜を 風 述し蕩 

m  く。 先生 詩 あ 

靈 r 使 =!之 

以て 先 


帝 生 1ー萬 

勢？ と 


門下^ 國に 多き も、 所 謂 豫 言 者 故郷に 容られ ず 其の 崇 論 

を 伸ぶ るの 地 無 し。 然も 吉 S 松 陰 •！！ 本 景 岳 其の 他の 志 

なし。 越 前 侯 松 平春嶽 夙に 先生の 德を慕 ひ賓師 の滅を 

の 起て 幕府 總裁 職と なるや 延て顯 問と 爲し機 務に參 せ 

尊崇し 格式 門閥の 舊^ を 打破し 人材 を 登用し 言 路 を ^ 


亦 

し 

さ 


湖 • 川 

て 得 

知 挤 

し 此 

々 た 

り て 

ま 1 天 

生 の 


路聖設 の 

る 所 あり 


物治國 

に存す „ 

る 王 道 

曰く 神 

所 "ー& 

七！； 一  ヒ 日 t 

？ A 一  =1 一ぶ f 


俊傑と： の 

玆に 始めて 

：大 下の 道に 

然 も 先生 尙 

關明 する を 

靈 覺 湧 如， 泉、 

趣 大、 祌 飛 1! 六 

を 0- るに 


說 却て 世俗の 嫉視 を 招き 殆ど 其 

概ね 先生 を 推し て 先覺 者と 爲さ 

る、 一 藩 其の 風に 化し 治敎大 に 行 

む。 而 して 其 の 進 言 する 所 一 に 

天下と 與に 天下の 政を爲 し富國 


强 兵 

更 遂 

先 生 

ず 0 

に 墓 

J る 

を 弭 

先 生 

に 在 

先 生 

け 其 

日 の 

民 が 

夙 に 

先 生 

先 生 

廷 に 


の .K を 舉 げ 以 て 


に杲 さず 

胸襟 灑腚 

其の 所謂 

さ、 我 よ り 

者 あら 

めしめ 

,^ 斤 sec 

の論甚 

の 玄 を 

時務に 

千載 不 

認知す 

其 兄 に 

に 接す 

人 を 

出 る や 


ぱ 

だ 


る 


八 


國 進取の 國是 を^つ るに あり。 然も 先生の 志 漸く 成らん と 欲して 幕議變 

ぬ。 


して 止み 

心地 光明、 恒に衆 難 群 謗の 载裡 

開國 論の 如き も 尋常 功利の 見 

、進み て國を 開き 我が 王道 を以 

將に 使命 を 奉じ 先づ米 國に說 

と す と、 乃 ち 現 時の 國際 聯盟の 

下 經綸の 道 は 富國强 兵に 止ま 


高 きも 其の 策す る 

せり。 其の 學狡を 

せざる も の なし 0 

の 寳 典 と し . て 仰 ぐ 

所 な り。 

に， 其 母に 孝 に • 人 を 

面 玲瓏 表 

か し、 爲 す 


可 

道 


に 

倍 


ざ る 


而 

に 

し 


毫 

し， 


も 


て 


空 

產 


疎 

を 


へ 

時 


志 


を 


氣 

—化， 


明 治 

御 誓 文 の 


坐 

1 

ら 

大 


ず 0 

の 啓 

す 可 

堂 に 


し 

nz 

禾 

ず、 

ら 


危 

生 


牙 

ざ 


算 

■a  一 ^ 

業 


る 


しパ听 


來 

六 


た 先 


の 

に 


人 

ゆ 0 

の 人 

謂 帝 


皆 な 


心 

年 


在 

あ 


る も 

人 1 


吏 

嘗 


と 


に 

て 


曰 


て 

於 て 之 を 洞 

りと 1^ した 


し 

る 


厚生 治國 

を - 


治國 安民の 術に 

き 海 軍 を 擴 張 す 

赏 初 天地神明に 

の 喑 籌 冥 養に 由 


よ 

も 


其 

の 


撗井小 楠上卷 傳記篇 


器に 隨て之 

M び 尊王 愛 

あり 0 明治 

として 啓沃 

一 〇 三 九 


玉 

の 


於て 皆な 其 

る： ト . 

る 


な 

あ 


る 


成 

を 


意 

も 


に 

VP 

_ さ 

帝 


す、 人 


介 せ 

主 旨 

を 用 

たり 0 

れ 玆 

を 提 

て 今 

國 臣 

者 の 

た び 

と し 

て 朝 

と す 


(藏靖 時 井撗） 令 


位階 御 追陞の 

1: 沙汰 を拜す 


1 〇 四 〇 

るに 際し 不幸 兇！^ に斃 る、 勝 げ て嘆ぜ ざる 可ん 哉。 先生の 親友 

元 S 永孚 曰く 先生 は道學 中の 俊傑 也、 先 生の 知己 勝 海 舟 曰く 先 

生の 胸 五洲 を 吞み眼 一 世 を 空 うすと 俱に 天下の 公論 た る に 庶 

幾 し。 

今や 先生 逝きて 五十 餘 年、 有 志の 士胥議 し 先生の 爲に 頌徳 碑 を 

述 てんと す、 事 九 望に 達し 聖旨 を 以て 若干 金 を 賜 はる {是 に 曠 

世の 盛事 也？ 嗟 乎 先生の 崇賁 なる 人格と 彌 高の 丰 標と而 して 

其の 汪洋 とし て なき 神 知靈覺 とに 至り て は 固より 區區 文字 

の 其の 萬 一 を 券髴 する 所に あら す、 今 唯 だ 其の 梗概 を 叙して 之 

を 天下 後世に ぐと 云 ふ。 

なほ 此の 年の 十月 一 部 有志 者に よりて 京都 天授 庵の 小 楠 

墓 側に 一 碑が 建てられた。 それに は 小 楠の 永眠 地た る こと 

を 記す ると 供に 凶變當 時の 「太 政宫 日誌」 が摘錄 して ある。 

其の後 十， 年を經 たる 昭和 三年 十 一 月 十日 今上陛下の 御卽 

位 大典 を擧げ させ 給 ふに 際し 小 楠の 勳功を 思 召さ れ、 左 の 如 

く 位階 御 追陞の 御沙汰 を拜 した。 

故從四 位下 横 井 平四郞 


第 十八 章 凶 匁に 斃る 

餐 ss 

特音ヌ ず 位階 

追 »}セ ラル 

^和 三年 十一月 十日 . ま 

^  、追 

宫内肩 .0 

丄や 

鲁 S? 


特！ ヲ以テ 位階 追陞セ ラ ル 

昭和 三年 十一月 十日 

宫  內  省 

故從四 位下 横 井 平四郞 

贈 正三位 

昭和 三年 十  一 ！！：： 十日 

宮內 大臣 從 二位 勳 一等 一木 喜 德郞奉 

小 楠 を眞に 知る もの . ^歡喜 欣躍は 云 ふまで もない が、 生前 從四 位下に 叙 せらる や 「四： 

の參與 古今 無， 一 比 類 1 仕 合」 と 宿 許に 報じて 感激した 小 楠 は 此の 恩命 を拜 して 地下に 感泣した 

脈錢鉢 が 事で あらう。 同月 十六 日 一大 授庵 にて 細 川 護立. 淸浦奎 吾. 內 S 康 哉. 安場 末 喜. 德富猪 一 郞. 本山 彥 

一 其の 他 鄕黨の 出身者 や 小 楠 を 追慕せ る 人々 百餘 名參會 して 莊嚴 なる 贈位 奉吿 祭が 營 まれ 

た。 淸 浦は總 代と して 祭文 (本 篇四ニ  0 頁) を朗讀 し、 德富は 一場の 追悼 演說 をな した。 小^ 凶 

^に 斃れ てより 春風 秋雨 六十 年、 今 こそ 誤解の 雲 は 晴れて 曇りな き n が 現れた ので ある。 今 

後 幾 百年. 幾千 載、 天授 庵 墓 面の 文字 は 苔に 擅れ て も 吾が 小 蹄 は 永久に 輝く であらう。 

IL^ti 前 越えて 昭和 四 年 一 月 八日、 長き 邊 では 時の 京都府 知事 大海原 重 蕤を策 命 使と して； 大授 庵の 

に 達 IP せらる 

. 小 楠の 墓前に 遣 はさせ 耠 ふた。 御 追贈の 策 命 文 は 左の通り だ。 
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(藏靖 時 井 横） 文 命 
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天皇 乃 大命 ® 坐 世從四 位下 横 井 平 四郞乃 


墓 前 K 宣 給 § 久 宣 留 

乎盡志 殖產乃 業爾カ 

乃大謨 爾參與 i 事 乎 

績乎褒 給 今回 特 

授 賜布是 乎以& 京都 

重義 乎 差遣 I 如斯 

昭和 四 年 一月 

昭和 四 年 五月 二十 

山津の 墓前に て 盛な 

會堂 にて 贈位 奉吿六 

志 後進 子弟の 會 する 

德鴻業 を^んだ。 祭 

代と して 祭文 を朗讀 


{ー 且 給^ 久 {ー 且 留 
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汝命 波 夙 g 與外國 乃 交 爾 心 

乎 効 志 明治 乃 初開氣 行久世 

宇牟賀 志久思 § 食 や-其 乃 功 

® 正三位 乎 贈 g 給 比 位記 乎 

府知事 從 四位勳 二等 大海原 

狀 

八日 

二日 熊 本に 於ても 其の 朝 沼 

る 祭典が 營 まれて 後 、市 內 公 

十 年祭が 擧 行せられ、 官民 有 

者 五百餘 名に 及び 小 楠の 偉 

場に 於て は 紫 藤章發 起人總 

したが、 閉式 後に 催された 記 

蘇 峰 「維新の 大業と 横 井 小 


念 講演 會 にて は、 德 富 

楠」 と 題して 二 時間に ー且る 講演 をな し 二 千 五 百 餘の聽 衆 は 今更ながら 小 楠 翼賛の 偉大 さに 

驚嘆した。 


熊 本に 於け る 

贈位 奉告 六十 

年祭 


oat. 


w 小 楠 狡 後の 横 井家 


家 族 


時 雄洋學 校に 

人 る 


づ梳 歿後 横 井家 は 思 出 多き 沼 山 律 を 引拂っ て 熊 本 市 堀端 町に 移った。 赏 時の 家族 は 左 平 太. 大 

平が 米国に 留學 中な の で、 至誠 院. つ せ 子. 時 雄 (又 雄 の 後 の 名). み や 子と 婢壽 加の 五人暮 しであった。 

つせ 子 は 亡夫 

小 楠が 掌 巾 の 

珠 と 愛 し、 參 與 

として 京 都 在 

任 中 も 絡えず 

書 狀 を 送 り て 

は 其 の 學間修 

業に つ いて 鞭 

撻 を 怠 ら な か 

つた 時 雄と み 

や 子の 敎 育に 全力 を 建く した が、 二 人と も 流石に 小 楠の 血 を 受けた だけあって  一 m 腦 明晰な 末 艇母 

しき 優 頁兒 であった。 

時 雄 は 明治 四 年 從兄大 平の 意見 に^づき 藩に 依り.. て 創設され た 熊 本洋舉 校に 入學 した。 本校 

の ク國人 敎師ゼ は 非常に 厳格で 試驗 成績の 惡ぃ^ 徒に は 遠 盧會釋 もな く 返 校 を 命じ、 時 に 
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は 一 度に 三十 名 も 返 校 させた 
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同敎 信仰に 憤激した 德 富 久子 先づ廣 となり て 聖書に 親しむ 身と なった が、 死 を 以て 時 雄 を 戒めた 

母つ せ 子 も 亦 神の 道に 耳 を 傾ける やうに な り、 十 四 年 横 井 一 家が 今 治に 移轉し て 時 难と俱 に 住む 

事に なつ てから 間もなく 吾が 子から 洗 酸 を 受けて 熱心なる 基督 敎 信者と なった。 同年 時 雄 は 山 

本峯 子と 結婚 し、 翌 十五 年に は みや子 も 海老 名 夫人と なって、 つせ 子 は 母た るの 務 もこ， -に 一段落 

を 吿 げ た。 

つ せ 子 は 矢 島 家から 横 井家に 嫁し て 複雜な 家族 關 係の 中に 貧困な 家計 を處理 し、 小 楠 遭難 後 は 

女の手 一 つに 撗 井家の 總 ベて を 支へ てこ \ まで 來 たので ある。 彼女の 母 矢 島つ る 子 は 淑德^ 明 

の譽れ のあった 婦人 で、 其 の 一 男 七 女 は それ ク 、特色が あって 何れも 水平線 上に 拔け 出て 居た が- 

其の 一 人た るつ せ 子 も 亦 偉人 小 楠の 配偶者と して 立派に 其の 職責 を盞 くした。 德富蘆 花 は 其の 

著 『靑山 白雲』 に 於て， つせ 子の 生涯 を窨 いて ゐる。 其の 前半 は 本書 第 八 章 十一に 轉 載した が、 其 

の 後半に 於て は撗 井家に 嫁して からの 彼女 を 左の 如くに。 

二十歳 を 越えぬ 新婦に は 大抵の 苦心 にあら ざり き。 然も つせ 子 は 毫も 之 を 苦と せず、 叱られて は 自ら 顧み、 誤つ て は 改め、 

心 を^して 夫に 事へ、 長上に 事へ、 子供 を 愛撫せ り。 つせ 子 謂へ らく 「一 兑人は 天下の 士、 妻た る lij?:5?-f, 學 にて は 叶 はじ、 

女 なれ ども 年邁 みたれ ども 出來 得る だけ 學 問し て 夫の 名 を 辱し めざる 妻と ならば や」 と。 是ょりー^^{人の門弟に對し經を講 

, じ、 道を說 く 毎に つせ 子 は 家事の 隙 を 偷み竊 に 襖の 陰に 來り 謦を披 い て I^JC 入の 講話 を- li きぬ。 つせ 子 人の 爲 にして 私な く、 

心を虛 しう して 言 を 納れ、 默 して、 K 行 を 務む。 小 楠 先生 常に 嘆 じて 曰く 「おつせ は 君子なる かな」 と。 

已 にして 德 川の 天下 次第に 動き 始め、 志士の 來往 いよ/ \ 盛に なりて、 坂 本 龍馬 *吉5 松 陰の 徒來 りて 沼 山 津の萆 廬を叩 

く 者 踵 相 接す。 一 |5|、は概 鹏 小 楠 先生の 聲 望 日に 重き を 添 ふると 共に、 つせ 子の 賣も いよ/ \ 直うな りぬ。 先生の 

越^ 侯 松 平春嶽 に聘 せられ、 しば/ \ 江 戶 • 越 前の を往來 せらる、 に當 りて 獨家を 守りて i に S 人の 上 を 思 ふの 外、 先 


生家に 在る 日 も、 開國 論の 首唱者と て、 頑固なる 攘夷 家の 先生 を 忌みて 寄 を 加 へんと する 者 も 多ければ、 つせ 子 は 片時 も 

心 休む る 間もなく、 客間の 話聲 高になる 時 は、 懷劍に 手 を かけて 換の 陰に 樣子を 窺 ふこと も ありけ り。 時难氏 • みや子 此 

^に 生れ、 養育の 心づ かひ も 亦 一入な りき。 

斯くて 明治 元年 王政 維新の 歳と なりぬ。 天下の 俊才 は盡く 京師に 集りぬ。 小 摘 先生 また 召されて 上京 間もなく、 從四 位下 

.  に 叙し 參與 に拜し 至尊に 尺して 中興の 大計 を定 むる の 榮を荷 ひ、 横 井 一 家 は郷閭 の羡望 嫉視の 中心と なりぬ。 つせ 子い 

よ/ \,H ら抑 損し、 沼山津 村に 閑居して 蠶を飼 ひ絲を 紡ぎ、 勤儉 カ行、 以て 家 を 治め、 子女の 敎育を 施せり。 奴婢、 みや 

. 子に 美服 を： iii^ けし めんこと を 勸る者 ある も、 つせ 子 は 堅く 之れ を 斥けて、 手織 木綿に あら ざれば；！ 潜せ しめず 。人 は t ぉ樣々 

々と 離し 立つ る もつ せ 子 は 厳に 時 难氏を 促して、 其の 勉學 を督勵 せり。 家に 奴婢 少き にあらず、 然も 洒掃厨 事つ せ 子 之 を 

自らし、 みや子の 如き も 小 供 心に 思 はず 知らず 斯く する を 婦人の 職分と 心得、 喜んで 手傳 をな すに ぶ」 れ り。 (下略) 

つ せ 子 は 右の 如く 文字通り の 置 婦  妻 で ぁ つ た が、 そ れと 同時に 餘程 進んだ 頭腦の 持主で も あ 

つた 事 は 時 雄と みや子に あの 時代 あの 敎育を 受け しめたと 云 ふ 事が 之 を證し て ゐる。 みや子 は 

「母が あの 時代に 早く も 女子 敎 育の 大切な ことに ざ め、 萬 難 を排し て そ れ を 實 行して く れ、 交 通 

不便な あの 赏 時 熊 本 か ら 遠く 東京に 又 京都に 女の子 を 手放し て 遣る こと は 困難で も あ り、 又 人 ^ 

桃へ 難い 事で もあった の に、 幾 度と なく 病 を 得 て 歸 家す る 様な 虚弱な 私 を よくも，/ \ 膝ドか ら 離 

したと 思 ふ と、 只 々母の愛の 偉大 さと 深厚 さ をた \ へ るば かりで ある」 と、 そ の 母に 心 か ら 感謝し 

て ゐる。 つせ 子 は 明治 二十 六 年 時 雄 再度の 渡米 中 みや子の 家庭に 身 を 寄せて ゐた が、 卷 て 時 雄の 

妻峯 子の 葬式の 際に 發 病した 中風 症の 一 時 治癒して ゐ たのが 再發 して 二 卜 七 年 十二月 卜 九：：： 安 

今 治 ： .-、 ク ご 、り か cr 永 眠 し、 京 都 天. 狡. 庵 內 なる 小 楠の 墓侧に 葬られた。 

か ら Q 時 雄  時 雄 は 今 治 の 傳道 生活 六 年に し て 明治— 八 年 同志 社 神 學 部に 敎鞭を 執り、 t 年來 京 本 鄉敎 I の 
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正 九 

同 月 

半 身 

の 墓 

時 雄 

生 涯 

と 子 

惜 に 

の 心 

下 國 

し て 

產 で 

て 且 


て 

中 

つ 


^ 筆 

ど 隨 

八 月 

に 米 

隨 と 

に 父 

叙 上 

に 見 

あ る 

S 目 

ぎ ネ 

異 ら 

が 念 

ら の 

し た 

つ た 


に 


る 

分 

な り 

母 と 

グ $ 

出 し 

か 、レリ 

通 ず 

ぬ 0 

m を 

裏 面 

な ら 

で あ 


〇 四 八 


つ 

赴 


の 

義弟なる 故 


隣接 


得 

尘、 

る 

時 


し 

富 

の 


た 0 

、 

あ 


れ な 

活躍 

世界 

う に- 

0 老 


て 

九 


專 

生 


中 

-其 

名 


生 

つ 


の 

大 

れ 

を 


後の 彼 は 再 

に 出 懸けた 

文箪 に從事 


る < 

地 下 

戰 爭 

の 志 

彈 正 


し て 


な し 

す る 

よ り 

ul □ 力 

U 

つ た ( 

時 代 

も あ 

の 儒 

政黨 

ふ 憂 

づ ベ 

げ 得 

雄 に 


度 渡米し 

り、 衆議院 

し、 歐 洲 大 

此の 渡歐 


翌 

に 


せ ら れ 

於 て 療 


大 


子 


，Jr 觀 

の 耶 

政 治 

國の 赤心が 

^  口 

牙 力 

た の 


子 は 親の 延 

上 


の 


た り、 同 

議員に 
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に 叙 


等 
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力 

P 

長 

こ 
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-其 

遂 


志 
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笑 


る 

ら 
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あ 
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貢 
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な 
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外 交 に 貢献 
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發 
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し た 

握 手 

つ た。 


も あ 


違 

ヽ 

な 


中 

七 


十 


た り， 政 
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使節と 

る 所が 
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中 腦 


章 

省 


る 

差 


楠 の 

後 と 

て も- 

も 其 

を 垂 


で あら う- 

ほ 


て 

は 


ゐ 


若 し 

た 亡 

と H- 

に よ る. と、 彼 は 非常に 


其の 他の 人達 
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婢壽加 


た 

死 

民 

時 


は 

ち 

居 
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と、 左 

去 し 

し、 左 
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、 、ゝ 
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7- 
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し- 
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月 お 

家 山 
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て ゐ 

母 の 
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妻 (玉 
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一 女 
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の 厚かった 
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で、 勝 海 舟 も 

つせ 子 や 實 

大 平 (時 實) と 

短命で ある 
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く 山 本 
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七月 廣 
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* 子 
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十 


思 想 

う で 

多 く- 
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子 に 

_ 其 の 
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君は銳 

つき 略 

姉の い 

子) は 長 

き、 雨 人 


に 


づ 

共 


出 

舉 


で、 英語 

何も 殘 


て 悅 子 • 平 馬の 二子 を 

興. 辰 雄. 存 の 三男 兒を得 

いだ。 直 與も亦 秀才で 

在任中 發 病し、 翌 八月 死 

璺 子の 膝下で 今な ほ修 

京帝大 出身の 法 學士で 一 


力 

1 コヽ 

f 

た ( 

學 


刀 


不破 


治 

中 


は 

力 

天 


Jr 

夕 

王 


"叨 治 


後年 

帝國 

た 0 

で あ 


人 

づ 

學 


を し 


し 

し、 

法 

の 


る _ 


て 

-左 

永 


て 舌 を i 

月 で j 

ト十 m  Q 

厶 +fr グ 

う だ 0 

家 の 

平 太 

月 八 

地 に 


横 井 


に て 


1 月 

井家 

卒難 

淸子 

家 は 

護 士 


人 達 


1 

左 


平 


千 


夫 

靖 


かしめ 

た 華な 

厚さが 

はと 云 

日 違に 

にて 永 

太 ($- 勢 

死去し * 

し、 平 馬 

方官に 

に 先 だ 

によつ 

業して 


横 井家の 人で はない が 同家の 婢壽加 について 記さう。 

十四 年 一 月 八十 五 歳で 世 を 終る まで 主家の 爲に身 も 魂 も 捧げ 建く した 文字通りの 忠婢 で、 小 楠の 家信に しぱ 

> —蔽井 小 棘 上卷傳 £1   .  ..    , 1〇 四 九 


彼女 は 熊 本の 町家の 娘で サ六歲 の 時より 横 井家に 雇 はれ、 明抬四 

. 「養 加に 


第 十八 章 凶 匁に 斃る.  ー 

ごり i」 とか、 「壽 加が まだし 巾べ く」 とか 、「雲 帶氣に 入り 候 や」 など 出て ゐる 其の 入で、 蒙ながら に利發 で， S 

の氣に 人り で あった 。彼女の 生涯に ついて は 蘆 花 の 著 『偶感 偶 想』 中の 「か あやん」 に詳 かで あ る が、 横 井家 に ても壽 力 

を ilcs して 彼女が 盲.： になった 老後 十七 S もよ く 之皇諜 し、 其 S 後 は 缓庵內 なる 小 楠 塞 SS 方 

時 雄 等の 墓の 側に f  、壽 加の 墓と 刻した 碑 を， た。 壽加 まう して 死して S まで 撗井 まなと 倶 ほる こと を 

如 可， ま か り 滿足 して ゐ る ことで あらう。 


第 十九 章 小 楠な 見直して 

以上 小 楠 生涯の 記述 は 資料の 乏しき が 上に 著者の 史眼の 幼稚な 爲に 杜撰 を 免れない は 云 

ふまで もない が、 そ れ でも 朧げ ながら 在りし日の 小 楠の 面影 を寫し 得た であらう か。 此の上 

は讀 者の 判斷 にて 小 楠を復 現して 貰 ふの が 賢い 途 だと は 思 ふ が、 今， 一 度 彼 を 見直して 其の 全 

貌を 描いて 兑ょ う。 言 換 へれば 是迄は 或は 深淵に 沈み 込んだり、 或は 激流 を はね 跳ったり、 或 

は 大澤に 現れたり、 或は 小 池に 潜みたり した 游泳 振 を 目の 屆く 限り 眺めて 居た が、 これから は 

大膽 にも それ を 俎上に 載せて 親しく 料理して 見ようと 云 ふので ある。  . 

r 小 摘 遣 稿』 所載の. 「小 楠 先生 小傳」 に は 「先生 身材中 人に 及ばす と雖も 容貌 魁 54 眼光 

炯々 一見して 其 偉丈夫た る を 知るべし」 と あ り、 德 富 洪水の 自摯 になる 「小 楠 翁 實 -歷」 に は 

「其 體格は 中 人 以下の 長ケ にて 眉昂り 眼光 炯々 巨口 音 聲朗々 たり」 と あり、 德富魔 花 は 「先生 

は 身の 丈 五 尺に 足らぬ 小男であった が、 顔 の 構へ 大き く、 色 淺 黑 く、 眞 黑ぃ 眉き り 、と 釣 t り、 

横 井 小 楠上卷 傅記篇  一 0 え 一 


身 
長 


第 十九 章 小拖を 見返して  一 〇 五 二 

の 中き らく 光 り、 頰 骨 高く 出で \n の 大きい 活々 とした 風采の 人」 と 書いて ゐる。 蘆 花 は 

右 「小 楠 先生 小傳」 と 「小 楠 翁 實歷」 との 二 文章 を极據 として 才筆 を 揮ったら しい。 著者 

が 曾我祐 準より 聞いた 所では 小 楠の 風貌 は 『小 楠 遣 稿』 卷 頭の 肖像— 本書 卷 頭の と 伺ー寫 

IS によれる- 1 と 酷似して ゐ ると の 事 だから、 右の 文章 は 大體眞 を 得て ゐる らしい。 

さて 小 楠の 身長に 就きて 右 記せる 所 は 中 人に 及ばす と か、 中 人 以下と か、 五 尺に 足らぬ 小男 

とか ありて、 彼 はよ ほど 矮小な 體擴の 持主で あるかの 如く 思 はれる が、 之に 關 して 海老 名 未 亡 

人の 著者に 書き送つ たものに よると 左の通り である。 

ハ^; §) 小男で あつたと 言 はれて ゐて、 或 人 は 五 尺に 足りなかった と 書いて 居ます が、 私は少 くと も 五 尺 一 寸位 

はあった と 思 ひます。 男子で 五 尺 以下であった とすると 當時小 供であった 私の 眼に でも 異様に 見えねば なり 

ませぬ が、 母は當 時の 女と して は 大きい 方で 五 尺 一 一 一寸 はあった と 思 ひます のに、 その 母と 父と を 較べて 父 

がさ ほどに 小さかった と 云 ふ 印象が 殘 つて ゐ ない ことから 考 へます と、 小柄で 痩 形で はあり ましたが 五尺以 

下ではなかった と 思 ひます。 

なほ 小 楠の 身長に つきて 著者が 右會 我に 「小 楠 は 五 尺に 足らぬ 小男」 だと 言 はれて ゐる 

が、 そ ん なに 小さかった のかと 問 ひたる に對 して 彼 は 「見た所 さう 小さい 人と は 思 はな かつ 

た」 と 答へ た。 小 楠の 用 ひた 衣服で も 保存され て ゐれば 其の 寸法で ほ^ 身長 は 想像され る 

が、 それが 撗 井家に も殘 つて ゐな いのは 遺憾 だ。 然し 上に 記した 所 や 小 楠の 肖像から 察して 


氣 
質 


聲 


大 き 

が な 

た る 

問 返 

で あ 

ル 

元 田 

命 を 

い ふ 


ぃ體軀 で な 

いやう だ。 

楠 の 音 聲 に 

所 は 「聲は 

さねば なら 

つたと 見え 

の 外に 風貌 

の 『沼 山 閑 

拜 して 上洛 

事で ある。 


力 


つたこと は 勿論 だ が、 中 人より 少しば かり 小さ か つた 位と 思 へ ば ま づ間逮 


つ き 

對坐 

ぬ や 

る 0 

を 偶 

話』 

した 


て は 右 洪水の 書いた の 

して 話した 關係 でも あ 

うな こと は 決してな か 

ぶ 資料 は絕 無と い つて 

に. 「兩鬂 に は 霜 を 載き 

頃に は數 年来の 持病に 


よれば 「朗々 たり」 

う 特に 大きかった と 

た」 とい ふ 事で あつ 

よい 位で ある。 然る 

れ ども 精神 は 加 倍せ 

れ たせい も あらう が 


と あ り、 曾 我の 著者に 語り 

いふ 記憶 はない が、 瞭で 

たから、 朗 かで 能 く 通る 聲 

に慶應 元年 晚 秋に 於け る 

り」 と ある が、 明 治 元年 朝 

頭髮 はよ ほど 白. かった と 


二 其の 爲人 

元 田 東 野 は 小 楠の 氣質を 評して、 

その 氣鋭 にして 或は 喜 怒 中 に 適せざる こと あり。 然れ ども 洒 然として 意釋 する に 至りて は その 爽氣宛 も靑； 大 

白日と 云ん が 如し。 其 行 ひ 或は 常 度に 合 はすして 人 之を咎 むる 者 あり、 然れ ども 志氣 高邁に して 洞 かに 大理 

橫井小 她上卷 傅記篇  一 〇 五三 


第 十九 章 小 楠 を 見直して  一 〇 五 四 

を 目前に 見る が 如し。 共 人 を 論す る 抑揚 太 だ 過ぐ。 然れ ども 人 一 たび 其 談論 を 聽く時 は 頓に其 身の 長 進す る 

が 如き を覺 ふ。 其意狹 なる に似て 却て 寬、 其論嚴 にして 其餘地 ある は實に 和なる 所 あり。 

と 云って 居る が、 流石に 親友の 見た所で 肯 凝に 當 つて ゐる。 『小 楠 遣 稿』 の 「先生 小 傅」 中 

に は、 

その 怒る とき は 霹靂 一 聲心膽 をして 冷やかな らしむ ると 雖も、 一 霎雨 過て 靑天 を瞻 るが 如く 寸 毫も 迹を 留め 

と あ り、 德富蘆 花が 小 楠の 平生 を 書いた 中には、 

隨分癎 懂は釗 しい 方であった。 併し 赫 として 怒らる X 時 は 火の 出る やうで あつたが、 過ぎる と あと は 誠に サ 

ッ パリして 夕立 あがりの 様に 凉 しく、 叱られても 一向 苦にならぬ。 どんなに 敵對 する もので も 折れて 來れば 

洒 然として 腹藏 なく、 如何に 嚴責 する 者も改 むる と 先生の 喜 は 限りなく、 行雲流水 まことに さら/ \- とした 

大 快活の 人であった。  • 

と あり、 又 越 前の 村 田 氏 壽の小 楠 を 評した 文章 中に も 「其 性 喜 怒 常な く」 と 云 ふ 文字が あり』 

海老 名 未亡人の 著者に 書き送った 中に も、 

父 は 一面 癎瘕 持で、 よくお 弟子 を 化ったり 箸箱で 叩いたり したな ど 聞かされて 居ります し、 叉 家庭で も 時々 

爆發 しました が、 一面 親しみ 深い 所が あつたと 思 はれます。 たまに は臺 所にまで 出掛けて 皆の 者 を 笑 はせ た 

り 困らせた りした 逸話 も殘 つて 居ります。 


激し 易し 


困 迫の 中に 憂 

色な し 


と あつ 

公正に 

切なる 

落淚す 

られて 

となく 

日本人 

又 それ 

に 乏し 

然る 

試練と 

む と 云 

かの 文久 

からざる 

未亡人 の 

て 行 詰 る _ 


、元 田の 批評 を 裏書して ゐる。 小 楠の 癎癡 

れば、 彼 は 病氣の 爲に參 朝の 出來ぬ 時は晨 

狀 狂す るが 如き もの あり」 と 云 ひ、 德 富 淇 

こと あり」 と 云 ひ、 叉 小 楠 は江戶 にて お 俊 

る。 此等 によると 小 楠 は 可な り 

に 露して 平氣 であった らしい。 

嗜 とも 誇と もす る 所であった が- 

善い こと も 誇と も 思 はな か つ 

寬 厚の 長者た るの 風格 を缺ぃ で 

天 を 敬し 天 を 畏れて ゐ た小櫥 は- 

へ  たので  あらう  毫も  憂色な  く、 總 

こと はない の で、 魔 花の 書いて ゐ 

三年に 其の 前年の 江戸 遭難が 禍 

貧窮に 陷 つた 時分で も、 彼 は 「俺 

話 だ。 又 小 楠の 高弟た る 柳 河の 池 邊藤左 

事はなかった と 物語った と 云 ふこと で、 左 の 
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- ゝ 
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ゐ 
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哀樂 
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そ ん 

> 隨 

だ 0 

困 迫 

に 屈 
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の扶 

兒だ 


の 如く 相當 烈 し 

を 嗽き て 「遙に 

「小 稲 は 忠孝 節 

衞の劇 を 見て 泣 

家で あつ て、 而も 

つと えて 辭色 

な 藝 當は 出來も 

つ て 叉 淸蜀併 せ 


かったら し 

至尊 を拜し 

義の 事實を 

いたと 云 ふ 

其の 感情 を 

に 現さぬ の 

せ す、 し よ う 

呑む 天空 海 


横 井 小 摘上卷 傳記篇 


の 中に ありても 

託 もせす 諦 もよ 

に 快活で 決して 

持に も 肥 後の 祿 

」 と 家族に 云 ひ 

も、 小 楠に は窮す 

例 も 亦 池 邊の遣 話で ある。 

一 〇 五 五 


其の 至情 

聽 きて は 

話 も 傅へ 

^する こ 

は 昔から 

ともせす 

濶の 雅量 


それ を 夭 の 

くて、 くよ 

陰ぎ-ではな 

にも 離れ \* 

くした と 

れば必 す 通 


攝 现.； 大 の 

考 へ 込 

かった。 

名狀 すべ 

は 海老 名 

じて 決し 


第 十九 章 小 稀 を 見^して . 

或 時 柳 河の 門 生が 態々 小 楠を訪 うた。 小 柿 は それ を變 すべく 焦賣を 待った が來 ない の で、 彼 は 

「 夭 吾 に 焦 を與 へぬ か、 そ れ では 漁に 行 かう」 と 云 つ て、 其 の 門 生 を 伴って 川に 行った がー 向 鈎に 

、、ら ぬ。 それで は 田螺 で も と て、 そ れを 取って 歸 つて 三 杯 に し て 盆 事 を 俱 に し 互 に 倫 快 を 極 

め た 0  , 

右 を 兑ても 小 楠の 胸襟の 洒脫 なる 光風 霽月の 如く、 彼の 作なる 「憂戚に は 知る 天の 予を玉 

にせん と 欲する を、 看 来れば 集蓊 一條の 途、 窮困 を將て 其の 志 を變ぜ す、 此に 到りて 人^の 大丈 

ら」 (遺稿 篇八七 四 頁) の 境地に 入って ゐる ことが 窺 はれる。 德富 洪水の 「小 楠實 藤」 による 

ノヽ. ^  ,lr 

最 にして 易 と、 小 捕 は 「智 術策 略 底の 事は大 嫌で、 すべ て眞 ならぬ 事. 表 向の 亭 人に 阿 説す る 事 を 甚だしく 

0  恶ん だ」 と あるが、 彼 は 又 人類 は 活物 だ、 一定の 規矩 禮法を 以て 拘束すべき もので はない、 理は 

勢と，^ ハ，^ 變 化すべき もの だとして 俗儒の 僻見 陋習 を も 打破した。 隨 つて 彼 は 繁文縟 禮を好 

す、 ト廉曲 謹 を 小人の する こと だと 篤 倒して 物事に 拘泥せ す、 他の 毀譽 褒貶な ど 眼中に 措か 

b,  ノて其 0 所信に 邁進した の で、 其の 行に は 時として 元 田の 云 へ る 如く 常 度に 合 はぬ もの 力 

あった 。左の 如き 遣 話 も ある。 

*  嘉 永 五 年 三月 門 生の 德 富 熊 太郞が 病死した 時、 熊 本から 葦北 都 水 俣に 同家 を 吊. 間した 小 楠 は 其 

の^ 在中 汗 を 見て は 附近の 川筋に 鰻 釣に 出 懸け て、 土 地の 人から して 思 ひ 切った 無遠慮の 事 をす 

る ,だ と .さ れ た。 


小 楠 は 無論 心の中で は 愛弟子の 死 を 深く 悲しめば こそ 二十 里の 道 を 遠し とせ 十して 吊 問 

したので あ るが、 外 面に 現れた 行動 は 常人 を駭 かすに 餘り ある。 


小 楠の 聘 せられた 時分の 福 井 

云ったり 戯れたり する の は 以て 

にも 拘ら ず 無 遠 盧に藝 妓を聘 し 

る " に、 彼 は 構 はず 之 を 傍に 侍ら 

右に は 小 楠が 正直な 儒者 達の 

つて ゐ たの を 矯正す る 手段に し 

.弄 する を 好まぬ の だから 多分 さ 

かの 「四時 軒 記」 の 作者なる 

より 衣の 裾 を褰げ な が ら 出て 來 

さ ら ば 之 を 用 ひよ とて 自己の を 

或 時 小 楠の 家の 客 座敷に は來 

立 つ た が、 客 間の 議 論 が 耳に 入つ 

た 團扇を 片手に 用便 半ばに 屮 Z 

に 這 入った。 

お 二 話 は 無頓着の 好取組で あ 


藩の 士風は 徒に 格式 を 論じて 萬 事 窮屈で あ り、 武 士が藝 妓に物 を 

の 外と せられた。 然るに 小 楠 は 其の 居 館が 藩黌の 近くに あった 

て 酒 を 呼んだ。 又 客 あれば 女 を 遠ざけて 應 接する のが 通例で あ 

しめた 0 

度 肝 を 祓いて、 越 前 藩 學が朱 子 學の餘 弊と して 2! 循 固陋に 陷 

たもの だと 評する もの も ある が、 彼 は 上記の 如く 智 術策 赂を 

うで も ある ま い 0 

佐賀の E 中 虎六郎が 小 楠を訪 うて 同家に 在中の 或 日、 S 屮は： 1 

て 小 楠に 向 ひ、 犢 鼻禪を 失つ て 此の 通りと 見 せ る と、 小 怖 は (ョ F に 

^して 投與 へた 0 

客 か 門弟 かヾ 集って 何事 か 盛に 論じて ゐ た。 その 中小 楠 は 脚に 

て 一 言 なかるべからざる 事が あつたと 見 え、 便 所の 中で 使って ゐ 

で 來り 自己の 意 見 を  一 くさり 述 ベ 終 る と、 ま た 國 扇 を 使 ひ ノ\  ； g 

る が、 人 の Hi を 顰める やうな 斯 かる 例 は 外にい くら も ある。 
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要するにい 楠 は 通例 人の なす を 憚る 色々 のこと を 平氣で 行った 

拘泥せ ざる 夭眞 爛漫の 性質に 基づけ るので あらう。 

物 はとり やうで 無頓着 だと か 無遠慮 だと か 位で 一笑に 附 して 濟 

解釋 すると 義理 知らす とも 不人情と も 見られ、 又 驕慢と も 癖 物と も 

の 率 意な 氣質ゃ 常 度に 合 はぬ 種々 の 行爲は 取る 歳と 倶に 緩和 もさ 

^時の 人達の 眼に はいろ くに 曲解され たの は 巳む を 得ぬ。 又 彼 はかく 物事に 拘泥し な 力 

細事に も 綿密 つた けれども、 爲 さねば ならぬ 事 は 如何に 琪 細な 事で も 如何に 面倒な 事で もよ い 加減に はし 

なかった のみなら す、 一面 非常に 義理堅く また 細かい ところに 氣の つく 人で もあった 事 を 記 

して 置きたい。 それ は 彼の 門弟 や 宿 許に 寄せた 手紙 を通讀 すれば よく 分る が、 河 瀬 典 V クに與 

へ た書附 (遣 稿篇 「書簡」 二 九 三) も その 一例と 云へ よう。 これ は 横 井家の 得 米の 賣上 高から 

河瀨が 同家の 爲に 支出した 費用 を 引 去った 殘金 を、 其の 計算書と 供に 横 井家に 屆 けたる に對 

. しての 受取 證 である。 其の 最後に 炭 何 俊 かの 附 落し を 注意して あるの は 河 瀬が 小 楠の 家計 

を 少しで も手傳 ふために わざと 附 込まなかった ものら しいが、 決して それ を 見落さない 小心 

さが ト 楠の 性格の 一面 を 表して ゐる ではない か。 或 人が 小 楠 を 評して 「外 豪爽 不 覊. 內 七 

易 若た るの 資性 を 具 ふ」 と 云って ゐ るの も、 斯 くの 如き 事實ゃ 之に 類した 例の 多く 存 して ゐ 

ると ころから 出た 言 であらう。 


一 〇 五八 

これ は 畢竟す るに 物事に 

む 程の 一 载 事で も、 惡 意 に 

評せられる。 小 楠の 上記 

れ 減少 もした が、 そ れ でも 


態 度  . ^楠の 氣 質に は 前記の 如く 嚴と寬 .la と 和の 兩 面が あつたが、 共の 人に 對 する 態度に 於ても 

其の 一 面 亦兩 面が あつたと 傅 へられて ゐる。 先づ 其の 一 面 を 見る と 彼 は 人間味 豐 にして 額る； 4- ぉリ 

で 萬 事 手輕な 所があった。 『海 舟 先生 氷川淸 話』 なる 書中に 勝 海 舟が 小 楠と 佐 久間象 山と 

を 比較した 左の 如き 話が 載せられて ゐる。  • 

横 井と 佐久 間との 人物 は 何う だと 云 ふの かね …… 。 どうの かう の 云った 所が、 それ は 大變な 違 ひさ。 全體横 

變 つた 節な し 井と いふ 男 は 一寸見た 所では 何の 變 つた 節 も 無く、 其の 服装な ども 黑 縮緬の 袷 羽織に 平 袴 を はいて、 まづ大 

名のお 留守居 役と でもい ふやうな 風で 人柄 も 至極 老成 圓 熟して 居て、 人と 議論な どす る やうな 野暮 は 決して 

やらなかった が、 佐久 間の 方 は 凡て 反對 で、 顏附 きから して 旣に 一 種 奇妙な のに 平生 緞子の 羽織に 古代 様の 

挎を はいて、 如何にも おれ は 天下の 師 だと 云 ふやう に嚴 然と 構へ こんで、 元 來覇氣 の 強い 男 だから、 漢擧者 

が 来る と 洋擧を 以て 威し つけ、 洋舉 者が 來 ると 漢擧を 以て 威し つけ、 一寸 書生が 尋ねて 来ても 直きに 叱り 飛 

ばす とい ふ 風で どうも 始末に いけなかった よ。 

海 舟 は 其の 著 『亡友 帖』 にも 「先生 は 豪邁の 質に あらす 天 ^ 、温厚」 と 記して ゐ るが、 彼が 

元 田と 小 楠との 比較 評 (後出) によると 右に 記せる 彼の 小 楠 觀は小 楠が 海 舟と 深く 交る やうに 

なった 五十 歳 以後の ことで あらう と 思 はれる。 佐久 間の 態度に つきて は 佐々 木 高 行 も 左の 

如く 物語って 海 舟の 批評 を 裏書して ゐる。 

嘉永五 年 十二月 顷と思 ふが 築地 木 挽 町に 佐 久間象 山 を 訪ねた ことがあった。 象 山 は その 二十歳 位であって 熊 2 皮 5 上に 
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着座して 實に 剛慢の 態度 を 取って 居った。 通 口 • 山 崎. 桑原の 三人 は 束修を 納めて 弟子と なった が 自分 は 其 容貌 を 察し 風體 

を 見る に 我慢が 强く入 和 を 得ない 相が あつ て、 —夫れ は 非凡に は 相違な いと 見た けれども 何となく 氣に喰 はな いし、 又師 

と 仰ぐ に は 十分 聞 5^ した 上で なければ ならぬ と考 へて 遂に 入門し なかった。 (勤王 祕史 佐々 木 老侯昔 ni 談) 

小 楠の 態度 は 象 山の それと は 趣 を 異にして ゐて、 人と 議論 はしても 多くの場合 は 人 を 理屈 

詰に する ではなく 自然人 をして 悅服 せしめる と 云 ふ 方であった らしい。 著者 は 曾我祐 準に 

海 舟の 象 山. 小 楠の 比較 評 を 話 し、 其 の 所見 を 質した るに 對し彼 は 左の 如く 語った。 

象 山 先生 に は 一 度 も 面接し たこと がない ので 小 楠 先生 と 比較して 話す こと は 出来ぬ が 、 小 楠 先生 の 態度 に は 

何等 これと い つて 變 つた 所 はなく 極めて 親しみ 易い とい ふ 所があった。 當時 自分 は 若輩であった からで も あ 

&分 なし  らうが 先生 はい つで も 時間 を 惜します 諄々 と 話して 下さった。 要するに 先生に 接した 所では 奇拔 なと か、 偉 

ら さうな とか 際立った 所 は 毫もな く 一  言に して 云へば 申 分の ない 態度であった。 

なほ 小 楠 は 人に よりて 其の 態度 を 異にせす 特に 下々 の 者に 對 して は 平民 的であった。 海 

老名 未亡人が 著者に 書き送つ たもの \ 中に 左の 如き ことがある、 

平民 的  父 は 食後な どに、 …… 私 を 負ぶ つて 庭 廻り をし ましたが …… その 序に 竹 藪 を 一 つ 隔てた 裏の 惣四郞 の 家を訪 

れ聲を 掛けて やりました。 其の 女房 は 「 おた み」 と 云 ひました が、 「おた み」 變り はない か、 此の頃お 汁の 赏 

は 何 を 入れる か、 野菜 は 何が 出來 たかな ど X 其の 時々 のこと を 聞いて やったり、 何かと やさしく してやり ま 

すので、 大變 親しんで 有雞 がって ゐた 様です。 


夕暮 野良仕事 をし まって 馬に 乘り 鼻歌 を謠 ひながら 家路 を さして 歸り つ k あるお 百姓に 出會 ひます と 其の 人 

は 直ちに 馬から 飛 下りて 下」 M せんとす るの を、 其の ま \ で/ \と 押 止め 快よ く 眺めて 通らせた さう です。 今 

から 考 へれば 些細な ことです が、 其の 當 時に 於て は 非常に 有難い ことで、 横 井の 殿 サンの 様な 方 はない と 云 

つて 嬉しがつ たさう です。 こんな 工合で 近處の 農民 達と は 非常に 親しくして 居った と 思 はれます。 平等の 精 

神が 腹の 底から 流れ出た 人であった 様です。 

德富蘆 花の 書いた もの X 中には 左の 如く ある。 

小 楠 は 沼 山津に 居ても 少しも 士族 様ら しい 風 はなく、 村 中 を 馬に て 通らる \ 時 百姓な どが 出逢って 御 士様ゅ 

ゑ 土下座 をす ると、 先生 馬上から 手 を ふって 「それに は 及ばぬ く」 と 云 はれた。 

右で は 海老 名 未亡人の 記事と 馬上の 主が 違って ゐ るが、 何れにしても 小 楠の 平お 的な 態度 

を 物語って ゐ るの は 同じで ある。 當時は 平民が 馬に 乘る こ と は 許されなかった の で、 う つ か 

り 百姓が 馬に でも 乘 らう ものなら ば 武士の S 興 似 をして 身の程 を 心得ざる もの だとい つて 奈 

ぃ咎を 受けた もの ださう だか ら、 海 老名 未亡人の 話の 通りなら ば 沼山津 の 百姓 等が、 此の 氣輕 

な 小 楠に 親しんだ の も尤な 事で ある。 なほ 小 楠 は 取 分けて 百姓に 深い 同情 を もって ゐて彼 

等の 田 植歌を 耳に すると 「あれ は 歌で はない。 百姓 は 辛い から 泣いて 居る の だ」 とよく 言 

つた もの ださうな。 叉 困窮な 百姓が あると よく 自分の 家計の 豐 でない 巾から 金錢 米穀 を贷 

したり 與 へたり したと い ふ 遣 話が いくら も ある。 
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右 海老 名 未亡人の 記事 は 小 楠が すでに 天下の 横 井と なって 沼 山津に 閑居して 居た 時分の 


誰に も 彼に も こと だから 象 山と 比する と 大變な 違 だ。 小 楠 は 誰彼の 區別 なく 

や, SHL 

とで も 榲. 睜權 助と でも 打 組んで 話 をした が、 目 上の 人 や 友人な ど 

さっぱりした ものであった。 蘆 花の 書いた ものに よると 「春嶽 

くり 先生に 馳走 せら るれ ば、 先 生、 近 頃 は 大分 御上 達で 厶り ますと 

內の 御前 様の 御 ぬら ひに は 困り ま す、 と 打 笑 はる. -と 云ふ鹽 梅で 

も 下に も 平等 で、 而 も 何事 もす ベ て 手輕を 皆と した ことが 想像 さ 

海老 名 未亡人の 記事 中の 惣四郞 に 小 楠の 嗣子 時 雄と 同年 齢の 

時 はま だ渐く 十三 歳で あつたが、 今 は 八十 餘歲の 老人と なり 須崎 

まって ゐる。 著者 は 一度 彼の 寓居 を訪ひ 左の 如き 話 を 聞いた。 

私 は 生れて すぐに は重藏 と名づ けられ ましたの を 小 楠 先生の 御 

た が、 祌 戶に轉 居して から 役所 か何處 かの 間違で 桂藏 となって しま 

同情 的  間 は 組えず 小 楠 先生の 御宅に 行き 敬藏々 々と 可愛がられました。 

k 時 は 私 は 先生の 肩 を 揉みました。 先生が 入浴して 居らる X 時 は 

(下婢) 

さう すると 先生 は 風呂場の 中からで も大 It で壽 加々 々と 呼ば れ、 敬 

した。 私の 內の常  < 反 は 百姓， の 事と て 栗か麥 であります か ら、 先 生 の 


百姓と でも 商人と でも 漁夫 

i の 間で も 亦 極めて 簡易な. 

公の 奥方 勇姬 自ら 團子 をつ 

笑 はる，^ と、 春 嶽 公 は、 ド ゥ も 

あった」 さう で、 小 楠 は 上 に 

れ る。  . 

男子が あって、 小 楠の 殁 した 

桂藏 と名乘 りて 神 戸市に 住 

注意で 敬藏と 改名し てゐ まし 

ひました。 私の 沼 山 律に 居る 

先生が 緣 側で 休息し て 居らる 

いは 先生の 背 を 流しました。 

藏に 握飯 を 遣れと 命ぜられ ま 

御內の 白米の 握 飲 は 私に は 何， 


よりもの- 滅美 でありました。 先生 は 誰彼の 差別な く爲 になる こと を 何 やかと 敎 へられました。 


私 も 先生が 京都に 召されて 御 出になる 前 頃 はよ く 論語 ゃ大學 など を敎へ て いた きました が、 家 

に歸 ると 父 や 母から 百姓の 子 は 本な ど讀 むに は 及ばぬ と 叱られて 困った ものです。 

十二 三 歳の 百姓の 子に 『論語』 や 『大 擧』 を敎 へたと は 受取り 難い 話 だが、 海老 名 未亡人 

の 追憶 談に五 歳 位の 時から 父に 『唐詩 選』 の 詩を敎 はった と あるから (本篇  一 ニニ  二 頁) 問 違 

は あるまい。 小 楠の 物を敎 へる に は 桂藏の 云へ る 如く 誰彼の 差別 はな く、 又 書物の み で も な 

く 、婦人な どに は 股引の 裁 方、 足袋の 型、 家事の 心得な どくであった。 佳藏の 話は繽 く。 

先生 宅に は 高祿を 盆んだ 人 や 偉い人が よく 見え まし 

. され もせ ず、 百 姓 だとて 粗末に 取扱 はる，^ でもな く、 ィ バ 

同情が ありました。 私が ある 年 村の 

稷ぃ ので 私 はこん なの を 着て 行く の 

どく 叱りまして 親子 喧嘩 をして ゐま 

s 分で 又 雄 サン の紋 付の 羽織 を 持つ 

私 は大喜 で そ れ を 着て 祭 鳢に參 り ま 

した C しかし 此の 時の 有雜 さは 今 思 

られる 時 は 私 はよ くお 供 をし ました 

た 0 私 は どんなに 叱られる かとび く 

を やめて 歸られ ましたが その 時の こ 


々の 者に 對 して は 

して 吳れた 羽織が 

の 癖に 何んだ とひ 

が そ れを 聞かれ て 

に 下されました 0 

の で 人に 怪 まれ ま 

舟で 脆 釣に 出掛け 

中に 落ちられ まし 

がない と 云 は れ、 釣 


た が、 先 生 はさう 云 ふ 方 を 特別に 

ル など 云 ふ 風 は 微麈も ありませ 

氏神の 祭鲣に 行かう としました 

は 線 だと 駄々 を 担ね ます し、 母 は 

すと、 折 柄 私の 家の 傍に 來合 はさ 

て來ら れ、 之 を與 へる から 着せて 

し た が、 百 姓の 子が 紋 付の 羽織 を 

ひ 出しても 涙が 零れます 0 また 

が、 一 度 私の 掉の使 方が 惡 くて 先 

/\ して ゐ ます と、 先 生 は 怪我 だ 


厚く 待遇 

ず、 特 に 下 

時、 母 の 出 

百姓の 子 

れた 先^ 

やれと 母 

115 てゐる 

4? ヒ バ ト 

J ノ  /一  ズ / 

生 は 川の 

/\ 什 方 


とも 恐し いやら 嬉し いやら で 今に 忘れら 
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第 十九 章 小 楠 を 見直して  一 〇ブ 四 

れ ませぬ ◦ 

小 楠 は 百 五十石の 貧乏 侍の 次男に 生れて 種々 の 困苦と 戰 つて 來た人 だけ あつ て、 蘆 花 の 云 

へる 如く 毫も 「士族 様ら しい 風 はなく」 下情に も 能く 通じて ゐ たので、 隨 つて 彼の 態度 は 上 

記の 如く 一  視 同仁で 如何にも 氣輕く 親しみが あつ て、 曾 我の 批評の 通り 巾 分ない 所が あ つた。 

他の 一面  然るに 他の 一面に 於て は 小 楠の 人に 對 する 態度に は 右と 全く 反對の 批評が あった。 例へ 

ば 米 田 是容が 小 楠の 始めて 越 藩の 招聘に 應 じて 出 發 した 直後、 水戶 藩の 原 田 八 兵 衞に與 へ た 

驟慢 • 癖 物と 書簡 (本 篇四八 五 頁) 中に 小 楠の 事 を 「英才の 癖に て 人 を 愚人と 見、 甚以 驕慢なる 男に て 御 座 候」 

見  と 記して ゐる 如きで ある。 啻に 米 田 許りでなく 肥 後で は 小 楠に 對 して 驕慢と か 癖 物と かの 

非難 は 可な り 多かった やう だ。 小 楠が 米 田 や 木 下に 絕交を 巾し 込んだ 事赏 など を 考へ合 は 

して 見る と、 相 手の 如何によ り、 又 時と 場合と によ つ て は 剛情に も不、 遜に も 兌え たか もしれ ぬ。 

尙ト 楠の な 動に は當 時の 小 廉曲謹 を道德 とせる 人達の 目に 餘る やうな ことがあった とも 

はれる。 それ 等に よって 想像す ると 彼に は 前記の 如き 好感 を 以て 迎 へらる X 態度と 同時に 

驕慢と か 癖 物と かと 非難 さる. - 態度が あつたか にも 見える。 德富蘆 花が 小 楠の 態度に つき 

て 書いた ものに も、 「先生 は 中々 世馴れて 實 着の 中に 粗 豪の 所 も あつ て、 元 田永孚 先生の 優美 

嫻雅賣 介 公子の 風 ある を戲れ 嘲って 元 田 は 平家 武士 だく と 云 はれた」 と 云 ふの が あるが、 

勝 海 舟が 元 田 を 評せる 所に も 「溫良 恭謙の 人で、 横 井 は 反 對に亂 暴の 人だった。 然し 年老て 


力ら 彼い ふ 風 

た」 と ある 0 

なほ 之に 加 ふ 

たこと も あつ 

と を 構 はすに 

にも 不 P にも 

世俗が 馬鹿々 

の 態度に 陷っ 

上記の 小 楠 

然し 彼 は 其の 

れ す、 一 意 志 す 

に 其の 缺點と 

ふ 優越 的の 驕 

伴 ふ 感情 の 爆 

ことが 額 かれ 

點に 於て 其の 


に變 つて 

之に よる 

るに 上記 

たに 逮な 

吐露し 自 

見える 事 

々 し く、 M 

たか もし 

の 氣質及 

着眼が 常 

所に 向つ 

いひ 短所 

|i ズ であり- 

發 であつ 

もす る。 

愛 す ベ き 


今 じ や 横 井 

と少 くと も 

の 彼の 氣質 

い。 知識に 

己の 信 念 に 

が 無い と は 

ベ てが 愚人 

れ ぬ。 

び 態 度 を 見 

に 天下の 大 

て 驀進した 

と稱 しても 

，大本に 志 す 

て、 卽ち 彼の 

要 す る に 彼 

人物の 眞 相 


々 々と 人が 

若い 時には 

の 一 面 は 時 

富 み 識見の 

邁 進 す る 底 

云 はれ す、 小 

の 如くに 見 

るに 決して 

にあった た 

結^ 却 つ て 

決して 咎む 

た め 見落し 

缺點は 其の 

の少壯 より 

が 倍.^ 露れ た 


と 場き とに より 


い ふ 様になつ たが、 若い 時 は カラ 仕方がな 

驕慢と も 不適と も 見えた 風が あ つたら し 

て 彼の 態度に 惡 影響 を 及 

の 如く 自己の 意見 を 時と 

さう でな くと も 他から は 

た 英才の 眼より すれば 一 

よりて は 不知 不識の il に 


高 き 

の 人 

楠 の 

え て 


\ き こ UJ  MP 

ノ  にパ. 

に は、 實 I せ は 

如き 成 熟 し 

時と 場合に 


善い 所ば かりで はなく 缺點も 短所 も あ つ 

め、 足 元に ちらつく 世俗の 末節 枝葉に は 目 

克己の 修養に 缺 げたる 嫌 は 免れない。 此 

べき 絕對 的の もので はなく、 拔 群なる 英才 

た 足元の 末節で あ り、 靑 天， H 日 的なる 純 S お 

長所と 相 表裏した 稚氣 愛す ベ きもので あ 

細 行 を撿せ す、 行 動の 往々 繩 墨の 外に 出で 

とも 0^ られ もす る。 


か つ 

ぼ し 

場所 

II 慢 

般の 

た 0 

の 故 

に 伴 

さ に 

つ た 

た缺 
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第 十九 章 小 楠 を 見直して 

一一 I 知識 愁と瞧 想 

旣記 『沼 山對 話』 中に 井上 梧 陰が 小 楠に 「擧 問の 眼目 は 思の 


〇 六 六 


字 に 可， 有， 之 候 得 共 其 の 學 

謂 格 物卽ち 古の 舉 問の 業 

に 候」 と 答へ てゐ るが、 小 

眞劍 なる 格 物の 努力に 由 

識 となった 上 は 所謂 「資 


の 如く 惠 まれた 天分 を 有 


問の 業 は 何 を 務と致 候 哉」 と 問うた のに 對 して、 小 楠 は 「大學 に 所 

たるべく 候。 其の 格 物と は 一大 下の 理を究 むる ことにて 卽ち 思の 用 

楠の 擧 問の 眼目 は 治國平 天下の 經綸 で、 彼 は 之に 到達す るた めに は 

つて 天下の 事物 を 研究し 盡 くさん とする 知識 慾に 燃え、 一 旦 我が 知 

擧」 の 立 前から 一意 直ちに 世の ため 國 のために 活用した もの だ。 

小 摘に は 素より 一 を 聞いて 十 を 知る の 聰明が あった。 旣 に斯ノ 

して ゐる人 は 己の 聰明 を恃 みて 其の 天分に 磨 を 加へ ぬ 者が 多い が、 小 楠 は 之と は 全く 趣を異 

旺盛なる 知識 にして 其の 知識 愁は眞 、に 驚くべく 旺盛で、 「鬼に 金棒」 と は 比の 事で ある。 

慾 

. ^楠 は 知識 を 或は 實物 にっきて、 或は 書物に つき て、 或 は 人に つきて 索め た。 その 索め た 知 

識は 凡ゆる 方面に 涉 つて ゐた が、 中 にも 當 時の 情勢から でも あらう が 海外の 書物に つきて は 

恰も 飢ゑ たる 者の 食 を 求む るが 如くに 之を讀 まんと した。 そして 德富 蘇峯の 書け るが 如く 

小 楠 は 「佐 久間象 山と か 勝 海 舟と かいふ 如くが 國の 知識 を 直接に 得る 便 直はなかった が 5S 


知識の 應用 


接に 得る 便 直が 多かった。 又 その 便宜 を應 用す るに 就いて 

を讀み 得なかった 彼 は 支那 出版の 譯書 など を 色々 の 手蔓で 

めた 二 甥 をして 絕 えす 彼の地の 事情 を 報 導せ しめた。 彼等 

の 知識 愁の 旺盛な のに は 驚かされる。 外國の 土地 を 踏んで 

を 聞いて 知識 を吸牧 した、 彼が 慶應ニ 年に 支那. 印度洋 方面 を 

の 曾我祐 準から 長時間に 互って 熱心に 其の 見聞 談 を、 參 與 時 

して 海外の 話 を 聞いたり した こと は旣 記の 通り だ。 (本篇 八 

小 楠が 知識 を 索む るのに は敢て 識者から 許りで な く、 門 生 

大工で も 何人で も 手當り 次第 相手と した。 小 楠の 門 生た る 

が 其の 門に 入るべく 初めて 小 楠に 面 謁した 時 「貴公の 國に 

產額. 販路 は 如 何、 又 筑 後の 茶 は 有名 だ が、 其 の 產 額 ま 路は 如何 

出来す 面目 を 失した と 云 ふ ことがある。 小 楠の 門 生 は故鄕 

も 小 楠から 其の 地方に 關 しての 尋問に 答へ 得る 準備 をした 

見を廣 める ベ く 汲々 としたの は 醫事ゃ 兵事 ゃ殖 產與棠 など 

つた。 小 楠 は 以上の 如くに して 得た 知識の 荒削りの ものに 

咀嚼した りして、 後記 海 舟の 小 楠 評 中に ある 「おにな ど はと 


は 實に縱 撗 無碍で あ 

取 寄せた。 亞米利 加 

に與 へた 小 楠の 書簡 

歸 朝した 者に 遭へば 

視察して 後 沼 山津を 

代に 新歸 朝の 森. 鮫 島 

八 六 頁 • 九 九 七 頁) 

でも 百姓で も 商人で 

久留 米の 淺田 和三郞 

は 久留米 ハ％ が 出来る 

」 と 尊 ねられて 一 言 

に歸 つて 再び 塾に 來 

さう である。 小 稲の 

彼の 所謂 「西洋 器械 

は 鉋 を かけた り、 粗 硬 

て も 梯子 を かけても 


つ た」。 洋書 

に遊擧 せし 

を 見る と 其 

それから 話 

訪 うた 若輩 

か ら 夜 を 徹 

も 漁夫で も 

の 遗 話 に、 彼 

が 共の 製法. 

半句の 答が 

る 時 は 何時 

特に 其の 知 

の 術」 であ 

なる もの は 

及ばぬ と 田 5 
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第 十九 章 小 楠 を 見直して  一〇六< 

つたこと が ST あ つた」 と 云 ふ 其の 高調子な 思想の 村 料に す る し、 又 利用 厚生の 上から 世の た 

め國の ためとな るべき もの は獻身 的に 其の 實 行と 弘布 とに 力めた のであった。 而 して 小 楠 

の 「西洋 器械の 術」 に對 する 知見 及び それ を弘布 せんとした 獻身的 精神 は 其の 門 生に 傳は 

つて 後に 記す る 如くに 肥 後 文化の 花と 唤き實 を 結んだ ので ある。 

想 を 練る  「古の 攀問は 後世の 學 問と は 遠 ひ 候 哉」 との 井上 梧 陰の 問に 對し 「古への 舉は皆 思の 一 

字に 在と しられ 候」 と 答へ た 小 楠 は、 叉眞に 思想の 人で もあった。 小 楠の 如き 1K 才 肌で、 而も 

神 知靈覺 湧て 泉の 如き 直覺 的の 人に は 思想 を 練る と 云 ふこと に は 缺げる 者が 多い のに 彼 は 

決して さう でなかった。 

彼が 天 保 十 一 年に 江 戶遊擧 から 歸國 して 講學に 打 嵌った 時、 行燈ゃ 障子 襖な ど處嫌 はす 1® 

くろぐ と 「道 就, 於 用 1 不臬」 なる 程 子の 句 を 書きつ け て、 そ れ にっき 三年 間考 へに 考 へて 心 

に 在った 不審が 漸く 分った と 門 生に 物， 語った の は 有名な 話 だが、 是 によりても 如何に 彼が 思 

索に 耽った か ^ 窺 はれる。 彼 は 如何なる 場合で も、 何 か 思想が 浮ぶ とそれ が 或點に 建す る ま 

では じっと 考へ 込む と 云 ふ 風が あった。 

門 生 河瀨典 次の 遣 話に よると、 小 楠 は 能く 彼と 網 打に 出 懸けた が、 或 時 河瀨が 魚の 群集して 

居る 處を 見掛け 之 を 小 楠に 吿 げたのに 彼 は 網 を 打た うとせ す 暫く 瞑想し つ X あつ た 後 に、 「今 

大事な 考が 浮んで ゐた 所であった」 とて それから 網 を 打 縫け たさうな。 また 海老 名 未亡人 


の 著者 

と、 お 

X あつ 

ことに 

. 小 楠 

いて は 

る 妙案 

を 輿し 

力 力 


への 談 中に 「 


パ稻 

は 弓 馬 

意を覺 

の 書 を 


こ \ だ 

たこと 

つきて 

が 道 舉 

四海の 

を 提出 

うした 


と 竿 を 

,H ユー 己 

は颐を 

にっき 

干戈 を 

した 事 

產を盛 

if りこ 


父 は 釣 をして ゐ ながら 何 か 天 下國家 

投 出し 腕 組 をして 考へ 込む ことが し 

の 通り だ (本 篇 八 三 八 頁 參 照)。 此の 外 

解く やうな 逸話 も 遣つ て ゐる。 

て も 共の 眞 源に 溯り 道く して 遂に 天 

止む るの 議を考 へ 出した 事 も、 天 下 國 

も、 利 用 厚 生. 治 國 安民の 術に 於 て^の 

にしたり 鑛業を 開いて 海軍 を擴 張し 

練った 思索の 結晶に 外ならぬの であ 


四 文武 藝. 


は當時 

や 刀 槍 

ら. f し 


の 文武 

を 執る 

て 書 を 

Ik 藝も 


の 流 弊 を 罵倒して、 

を 要せ ぬ、 魂 を 練る 

讀 ます 武藝を 疎か 

人 一 倍 練磨した の 


舉問 

に あ 

に し 

で あ 


の 

こ 

耍 

る 


事に つきて 思 

くあった さ 

小 楠が 厠の 中 

達し、 天人 一 致 

の 問題に 於て 

を 提げ 其の 玄 

りする 時務 策 


は 書 を 讀 む 

と 云った。 

連中 も あつ 

た。 彼の 様 


に 

な 


ひつく 

う で す 

などで 

の 露理 

常人 の 

を 鈎し 

を 案出 


及ば ぬ、 心 を 磨 

を聽 いた 書生 

と 云 ふ. こと だ 

擧 者で 彼の 様 


こ 

た 

し 


とが ある 

と 云 ふ の 

に 耽った 

IS 味 し、 延 

へ 及ば ざ 

事 も、 舉 校 

た 桌も错 


くに ある。 武藝に 

a- の 中には 其の 厲 

が、 小 楠 自身 は千卷 

に 武藝に 達して ゐ 


^井 小 楠 上卷 


ms  一 〇 六 九 


笫 十九 章 小 楠 を 見直して  一 0 七 0 

た 人 は 珍しい と 云 はれた 程に。 

0 道  先づ小 楠の 武藝と 云へば. 槍 .劍. 居 合. 泳. 犬追物 いづれ も 勝れて ゐた。 舉劍 は眞蔭 流で 隨分烈 

しい 使 手で あつたが、 居 合 は ヒ手を 通り越して 名人の 域に 達して 居て、 疊の敷 合せに 立てた 竹 

箸を拔 打ちに、 竪に眞 二つに したと 云 ふ 話も殘 つて ゐる。 かの 京都 寺 町での 凶變の 時、 六 十 一 

歳の 老體 で、 而も 長い間の 病氣 にて 數 町の 歩行に も堪 へぬ ほど 大いに 弱って ゐ ながら、 素早く 

も 駕籠から 立 出て 短刀 を 以て 數 人の 刺客と 渡 合った 事實は 彼が 劍 道に 達して ゐ たこと を 如 

實に 物語る ので ある。 

文事に 關 して は 小 楠 は 長く 時習 館に 擧ん だので 漢擧の 造詣 は 博く 且つ 深かった が、 彼の 讀 

愛 籠 S 蒈 破した の は 主として 四書. 五經を はじめ、 『孝 經』 『小 擧』 『近 思錄』 『傳 習錄』 などの 經書ゃ 

『左 傳』 『史 記』 『漢書』 『通 鑑』 並に 『綱目』 などの 史書で、 中で も 最も 心 を 注いだ の は 『大 

學』 『論語』 『書 經』 や 程 朱の 書であった。 なほ 諸家の 詩文 も 其の 本領で はない にしても 好 

. ん で讀ん だが、 稗 史小說 に は 目 を觸れ なかった らしい。 

本邦の 書で は 『大 鏡』 『增 鏡』 『神皇 正統 記』 『太平 記』 等の 應史 に關 する もの を 涉獵し 

たが、 『集義 和書』 は 自ら も 耽讀し 人に も勸 めた。 旣 記の 如く 西洋の 書 は 佐 久間象 山 や 橋 本 

左內の 如くに は讀 めなかった ので、 『海 國圖 志』 や 『萬國 公法』 の 如き 漢譯書 を 取 寄せて 之 

を 維いた。 


和歌 • 俳句  小 楠の 和歌 は 安政 元年 四月 吉田悌 藏に與 へた 書簡 (遣 稿篇 「誊 簡」 五 〇) 中に 只 一 つ、 俳.？ は彌 

富 千左衞 門の 妻の 牽牛花 を 贈りし に 對し與 へた もの (本 篇八三 四 頁) とその 外 一 、 二 を 見た のみ 

で 和 歌. 俳 句をものした^,;とは極めて稀でぁったらしぃ が、 詩 と 文と は 可な り 多く 作った。 

文  文 は 小 楠が 正規の 漢文 を 書いた の は 多く は 少壯年 時代で、 其の後 は 概して 書 流しの 普通 文 

か、 書翰 體 の 候文で ある。 少壯 時代の 文章に は 同志 互に 硏鐵 した 結 菜で も あらう 形式の 整う 

たのが 多い が、 後年の 文 は 全く 日用 達意 を 主と した もので 文體は 鬼に 角、 內 容 ははち 切れる 程 

充實 して ゐる。 元 田 東 野の 『小 楠 遣 稿』 跋文た る 「小 楠 先生 遣 文 後 序」 中に、 

余 甞て謂 へ らく 先生 の 文字 俊逸なる 、 其 の 言論 の 爽快な る に 若 か ざるな り。 其の 言論 の 爽快な る 又 其 の 志操 

の 超絕、 胸襟の 洒 然として 就いて 觀る者 をして 彌 1 咼 しの 想を爲 さしむ るに 若かざる なり。 

と あるが、 此の 批評 は糙に 其の 要 を 得て ゐる。 なほ 横 井 (時 靖) 家に は 小 楠の 壯年 時代の 漢文 七 

章 (遣 犒篇 「詩文」 甲 丁 三 五 二 〇• 七 .gHl  一 911 九) を牧 めた 一 冊子が あるが、 それ は 小 楠が 木 下 韓 村 I 

本 篇第四 章 二、 ハ にも 出て 居る が、 當時は 小 楠の 親友で 名 は 業 廣と云 ひ、 文久 三 年 に は凝府 から 

起用され ようとした 程の 肥後當 代の 碩 儒、 擧 問. 文章に 於て は 木 下が、 識見に 於て は 小 摘 優れり 

と は 世評の 一 致す る 所であった— に 斧正 を 乞うた もので、 木 下 は 各 文に つき 丁寧に 添 前 批評 

を 加へ、 最後に 「辱 交 (業 廣) 妄批多 罪」 とて 左の 如き 總評を 記して ゐる。 

君の 文章 は 例へば 猛將 悍卒が 戰陣に 臨む 時 一途に 隊伍 を 整へ、 敵將を 殺して 前進す る やうな もので、 た 
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の 銳鋒を 衝き寇 贼を殺 敗させる の を 以て 軍功と なして 敵 兵の 首級 を 獲る ことな どは氣 にも 留めない。 これ 固 

より 全勝の 軍法で は あるが 一 擊手を 負 はせ た 迄で、 まだ 首を斷 たない 者が 進軍の 後に 累々 と殘 されて ゐ るの 

は 軍制の 完備した ものと は 一一 一一 c はれまい。 戚家 .8||1。 つた の 軍制で は 其の 本隊た る 驚驚 の陣 後に は必 ヤー 一組 

の 短 兵 §§35， が 置かれて、 本隊が 前進した 後に 生殘 つて ゐる敵 兵の 首級 を S り 取る の を 役目と し 

て あるが、 君の 全勝 後，— 文章が 完全になる— にも 自分に 對 して 二 兩の赏 を 貰 はしめ る 程 掃蕩 作業が 殘 つて ゐ 

る やう だ。 けれ 共 自分が 勤めた 折角の 短 兵役 も 能く 調 はないた め、 罪 無き 者の 首級まで 斫り 取り— 添削せ す 

に濟む 所まで 添削し 過ぎ 却って 改惡 となり，— た 罪の 免れ 難き こと を 恐れる ものである。 (原 漢文) 

木 下 は 小 楠の 文章に は 洗練が 足らぬ として、 まだ 刪り 去るべき 幾多の 文字が 殘っ て 居る の 

を 兵 法に 譬 へて 面白く 言 廻した 所 は 如何にも 老巧で ある。 かく 其の 道の 元 田. 木 下が 批評 を 

加へ てゐる 上に 著者の 素人 評 を 添へ るの は 蛇足 も 亦 甚だしい が、 小 楠の 文章 は 彼が 夙に 國家 

經綸の 志 を 抱き 自ら 天下の 士を 以て 任じて ゐ たぐけ に 世の 所謂 文士 等の それと は 全く 撰 を 

異に して ゐる。 卽ち 殊更 文 を 飾りて 辭采を 街 ふが 如き 小 技 を 弄せす 飽くまで も 達意 を 主と 

して 一. 氣呵 成に 筆 を 下した の で、 其の 文 自ら 滔々 として 一瀉千里の 概が ある。 これ 畢竟 其の 

懷抱 する 所の 志操が 博大で 其の 識見が 高邁で あるから だ。 つまり 彼の 文 は 作らん がた めに 

「考 へて 書く」 のでな く、 傳 へんが 爲に 「考を 書く」 ので ある。 されば 彼の 文章 は 大所高所 

に， ：！： ひ  一 ^線に 维を 進める 所に 其の 特長が あるの で、 決 してせ の 所謂 模範 文に あらざる は 勿 


詩 


m. 

m 
翰 
文 


論、 木 下の 評せる 如く 文章の 形迹 上に は 幾多 殘 された 缺點が あり、 加 之 誤 字 や 宛字 も隨 分 多 く 

時には 脫字 すら ありて 目で 見る ベ きで なく 心 で 讀 む ベ く、 朗 々 口に 誦すべき もので はなく 

々として 心に 味 はふべ きもので ある。 かくする ことによ りて 始めて 彼の 博大なる 志操と 高 

邁 なる 識見と が 認識され るので ある。 なほ 彼の 文 音 十 は ー體に 簡潔で ある が、 書翰 文 中 特に {豕 

族に 與へ たものに は 繰返しく 樓々 として 盡き す、 或 は 子と し て、 父 と し て、 夫 と し て、 同 胞 とし 

て、 諸 父と して 共の 人情味た つ ぷり である こと は 寧ろ 驚くべき ものが 多い。 卽ち人 問 小：？^ の 

情味 を 如實に 表現した もの は 此の 書翰 文で ある から、 多少 繁琪 の 嫌 は あるが 著者の E に觸， d 

たもの は 殘らす 遣稿篇 「書簡」 に收 めて 澄いた。 

彼の 詩 も 亦 率直に 筆 を 著け て 想 を 遣り 毫も 彫 球 を 用 ひざる 所な ど 文の 場合と 同^で ある 0 

越 前で 書畫を 善くし 詩に も 名 有った 蒔田亮 (號 雲 きが 小 楠の 江 戶遊學 時代の 作なる 『柬 游存 

稿』 を 兌て 左の 如く 評して 居る。 (遣 稿 篇八七 〇 頁) 

亮 聞く 先生 は 雕蟲の 小 技 を 事と せす と。 今 其の 舊稿 j 卷を 寄せら る。 亮 受けて 之を讀 むに、 其の 詩大 率輕々 

に 筆 を 著け て 流 滑に して 滞らす、 力 を 用 ひすして 其の 舉カ 自ら 兌 はれ、 人 をして 愕然として 敬服せ しむ 云々。 

(原 漢文) 

壯年 時^ 以後の 作で もや はり 右 雲 慮の 批評の 通りで ある。 隨 つて 純粹の 詩と して は 幾分 

生硬で も あらう し、 又 溫柔 敦厚の 趣を缺 いて 居た でも あらう。 梁 川 星巖が $2 て小櫥 に、， も ^ 
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の 様な 卓越した 頭腦の 持主が 詩賦を 作る を 好む と E わ ふ もの は あるまい。 だが 言 語 は 技術 だ 

から、 それに は 其の 條理が ある。 君 は 如何に 聰明で も 未だ それ を會 得して ゐ ない。 四十 首 か 

五十 首 自分が 手傳っ て 作れば 其の 道筋 を 得る だら うと 語った と 云 ふこと を、 後 記 元 田 東 野の 

「梁 川 星巌へ 贈る 書」 を 荻 昌國が 批評した 文 (安政 三年 四月に 書いた) 中に 述べて 居る。 これ 

は 嘉永四 年 小 楠が 上 國遊藤 間 京都に 滯 在して 星巖に 交った 時の ことかと 想像され るか ら、 其 

の 頃の 小 楠の 作 を 天下の 詩人から は 未だ 詩の 體を なして ゐな いと 見られた と 思 ふ。 しかし 

恐らく は 星巖の 云った 詩の 道筋 は 小 楠の 終生 得られなかった もので あら. う。 だが 其の 着意 

に 至りて は 文に 於け ると 同じく 常人に て は 及び難き ものが あ り、 殊 に壯年 以後の 作た る 『小 

楠 堂 詩艸』 (遣 槁篇 「詩文」 丙、 二) には傳 ふべき もの 見るべき ものが 頗る 多い。 要するに 小 楠 は 

自己の 精神 を吿 白し 自己の 本領 を 吐露 せんが 爲に詩 を 作った ので、 彼の 詩 は眞に 心の 聲 だか 

ら、 苟 くも 小 楠 を 知らん とする もの は 之 を 看過して はならぬ。 

詩 は 情に 發 して 禮義に 止まる と 云 ひ、 志 を 言 ふと 云 ひ、 思 邪 無しと 云つ て、 其 の 本 は 此の 數 

語に 出です とする のが 古来の 見解ら しいが、 詩人の 詩と 擧 者の 詩と 僧侶 の 詩と は 各，. 其の 意志 

を 率直に 表明す る點 では 一 致して 居ても、 自ら 叉 特殊の 風 調を帶 びて 必す しも 一 致しない。 

小 楠の 詩 は 大體に 於て やはり 舉 者の 詩で ある。 彼 は 旣に壯 年 時代から 歷 代の 詩に 就き 相當 

研究 を 積んだら しいが 何人に 私淑し たかは 其の 詩 風 を 見ても 能く 分らぬ。 彼の 詩 は 慷慨 激 


越で も 無 く、 飄 逸 蕭 散 で も 無 く、 明 快で あり 暢達で ある。 それ は辭 達する を 期して るから た。 

宋 の朱晦 庵. や 明の 王 陽 明に 比すれば 其の 作の 數も少 いが、 又 それ だ 

け 力 を 費さなかった であらう。 猶杜少 陵の 深厚 や 蘇 is^ 坡の跌 おも 

見えぬ。 つ まり 學者 の 正しい 態度 を 持績し てゐ るの で、 is つて 被の 

詩稿 を 見る と 支那に て は 上記の 朱. 王、 日 本に て は 佐 久問象 山. 梁川呈 

巌醒^ の 詩に 似た ものが ある。 こ \ に それ を 一々 擧 示す るの 追 は 無 

い が、 小 楠の 會 心の 作と 云 はる- 「寓 言 五 首」 なる 

智は唯 善 を 撰ぶ に 在り、 善 を 撰ぶ は 卽ち中 を 執るな り、 何 を 以て か 其の 中 を 執 

らん、 方寸 一 字の 公の み。 

衆 言 は 正議を 恐れ、 正 議は衆 言 を 憎む、 二者 名利の み、 別に 天理の 存 する おり。 

旣に 衆と 正と を 非と せば、 天现 何の 處 にか 求めん、 一生 和 同の 意、 忽ち 子莫の 

舟に 乘 ぜん。 

彼を是 とし 又此を 非と すれば、 是非 一方に 偏す、 姑く 是非の 心 を 5 はけ、 心虛な 

れば卽 ち 天 を 見る。 

心虛 なれば 卽ち 天を兒 る、 天理 は 萬 物の 和な り、 粉々 たる 閑 是非 * 一笑 逝 波に 
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は 星巖晚 年の 諸 作に 似て 居り、 象 山に も亦此 の 種の 作が 荷る。 

小 德の詩 は 上記の 如く 大體に 於て 學 者の 詩で. あるが、 中には 風流な 詩人 的の 詩 も 絶無 で. は 

な い。 彼が 自ら 淸初卽 ち 康熙. 乾隆 時代の 有名な 詩人 の 詩 を手鈔 した 冊子 さ へ淺 つて ゐ るが、 

此の 時代の 詩人 中の 大立者た る 王阮亭 の， 詩 も味讀 したと 思 はる \ の は 小 楠の 詩 中に 王の 格 

調に 似た 作が ある。 例へば 小 楠の 江 戶遊擧 途上の 「舟 中 雜詩十 首」 (遣 稿 篇八五 七 頁) 中の 

臥 看 曲 江 水上 樓。 酒 旗垂柳 夕陽 稠。 人 丸 祠下潮 千 尺。 直 逐，， 春風 1 入，， 攝州； - 

を王阮 亭 の 「眞 州絕 句」 なる 

曉 上江樓 最上 暦。 去 帆 婀娜意 難 fe。  in 沙亭下 潮 千 尺。 直 送，ー 離 心 1 到，， 珠陵！ 

と 比較す ると 餘 りに 模倣し 過ぎて 居る。 是は 嘗て 愛讀 した 詩が 今の 感與を 導いて 斯うな つ 

たもので 刻 意 彼 を擧ん だと 見たら ば 小 楠へ の冒漬 とならう。 又、 江 戶留擧 よりの 歸途に 於け 

る 嵐 山の 詩 (遣 稿 篇八六 八 K) の 註に も王阮 亭の隨 筆た る 『池 北 偶談』 を 引用し で 居る。 此の 

如き は 此の 時代に は 新しい 方面に 注意した もので 尋常 擧 者の 間に 見るべからざる 事で ある。 

上述の 如く 小 楠 は 少壯年 以後に は 漢文 は餘り 作らなかった が、 漢詩 はすつ と 後まで も 時に 

觸れ 折に 際しても のして ゐる のみなら す、 r 蘇峯自 傅』 を 見る と 蘇 峯の十 か 十 一 歲 頃の 事 を 

書いた 虚に 左の 記事が ある。 

予 はこの 時 多分 勢 氏 左 から 數學の 初歩 だけ を 習うた と覺 えて ゐる。 併し それよりも 予に とって 渝：^ 


であった こと は、 伊勢 氏 を 訪問す る 種々 の 人の 座席に 予も 侍る ことが 出來、 又た 横 井家に あった 小 稲 先生 手 

>  澤の本 を 引出して、 勝手に 讀 むこと が 出來る ことであった。 その 中には 星巖 詩集 を 横 井先 生が、 星 巖の需 に 

應 じて 批評 を 書き、 而 して 星巖 死去の 爲 にこれ を 返送す るの 機會を 逸し、 その ま-. 1 殘し おかれた る ものな ど 

もあって、 頗る 輿 味 を 感じた。 

之に よると 小 楠の 詩 は n 生巖の 評せる 如く 詩の 體を なして 居なかった かも 知れぬ が、 兎に角 

詩に つきて は 所謂  一 ^^服を有してゐたと見ぇるか ら、 詩 に關 する 彼の 見解 を 知りたい と 共の 

資料 を 探して 見た が、 右 r 星巖 詩集』 —十 年の 兵燹に よりて 燒 失したら しい— も 共の 他の 文 

書 も 見 當らぬ の は遣憾 だ。 然る に 唯一つ 元 田. 東 野が 安政 三年 三月、 年來 自ら 作り きたる 詩 

稿 一 冊に 平素 自ら 抱懐せ る 詩 擧に關 する 意見書 を. 添へ 之 を 京都の 梁 川 星巖に 贈り、 切 々 た る 

思慕の 情 を 披瀝して 其の 示敎を 求めた 文に 對 して 荻 も 上記の 如く 批評して ゐ るが、 小 櫥も亦 

簡 短な 批評 文 を 書いて 居る。 眞に 文字通りの 片鱗 だ が、 彼 の 詩に つきての 意見 を 窺 ふよす が 

とする に 足る から 之 を 引かう。 先づ柬 野の 意見書の 大意 を 要約 すれば 左の通り。 

元 田の 詩學に 先 づ詩は 三 等 に 分かれ る。 一 は義现 熟し 性情 正しく 自 然 (至 誠) よ り發 して 渾然作 爲の迹 無 き も 

關 する 會 

の 二 は 識 見 透徹 志 氣豪宕 風調雅 健に し て 神 飛 動す る も の、 是 卽ち 聖^ 以下 有志 者の 詩、 一二 は 風 調 

ある も II 見 無く 議論 奇なる も 額 調の 味なき もので is 〈詩と は 云 ひ 難い 0 だから 繊巧 を 競 ひ 時流に 

馳せ、 徒に 字句 を楝 るが 如き は 詩で は 無い 0 故に 作詩の 道 は 華 を 去り 赏に 就き 文辭 C 末に 走 ら ず 
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るまい。 蓋し 詩 を 作る に は 聖人と か 凡人と か 賢者と か 愚者と かの 差別 は 無く、 已 むに 止まれぬ 至情より 發し 

たもの が 露の 詩で あるから、 假令愚 夫愚婦 であっても それが 性情の 自然より 發 しわざと らしき 形迹 なければ 

揮 然として 缺點 なき 詩 を 作り 得る ものである。 だから 詩經 三百 篇中、 雅 • 頌の外 は I； 者 S  、な llrssffl れ化 slf.; 

倾 f 指 大抵 宮中に 於け る 婦人 や 民間で 出来た もの を 多く 採用され てゐ て、 必すしも^^人ゃ賢人の詩ばかりで 
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郤を批 つた は 確に お 面 一 本の 力量 を 見せた ので、 一 雙服を 具 へ て 居る と 自負す る も 已むを 得 

ぬ G 

小 楠 は 書 はかいた が、 畫 はか- - なかった。 彼の 書 は 二百 餘枚も 見た が 共の 書 體は瘦 勁な 行 
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(月 九 年 元慶延 • 作 光景 住 船長 前備 銘） 刀 小用 常 

(膾所 嶽春平 松 銘無） 刀 大鞘白 
(作 廣忠原 藤 椽大江 近 住 國前肥 銘） 刀 大用中 殿 
(作 重 正 銘） 刀 小用 中 殿 
(めた る 知 を さ 長の 刀） 尺 一尺 曲 = 差 物 
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事に 關 して 彌富千 左衞 門に 送れる 書面 (遣 稿篇 「書 i^」 二 五六. 二 五 七 丄ー五 九 • 一 一六 三) や 萬延ー y 年 

十月に 福 井より 获昌國 に 寄せた 書面 (遣 稿篇 「醫 簡」 一 〇 七) によると 彼 は刀劍 には餘 gjH  . 趣味 

も あり 研究 もして ゐる 事が わかる が、 參與 時代に 三 岡 八 郞に與 へた 書面 (遣 稿篇 「誊 简」 二 一  八) 

を 見る と 刀劍の 鑑識眼 を も 具へ てゐ たと 思 はれる。 なほ 小 楠 凶變の 九日 前なる 明 冶 元年 十 

二月 二十 七 曰に 長 谷川 仁 右衛門の 歸 熊に 際し 元 田に 寄せた 書狀 (遺 槁篇 「書簡」 二三 四) 中に 

は 左の 一節が ある。 

景光 短刀 御返し 被 レ下千 萬 忝々 糙に 拜受仕 候。 此許 短刀 流行、 相 應之物 所持 不レ 仕、 御 庇に て 間に合 拜謝 難，， 申 

盡， 御座 候。 代 料 正金 百兩長 谷川に 附與致 候 間 御 受取 可， 被，， 成 下， 候。 

此の 景 光の 短刀 は 上圖の n である が、 此 の 文面に よると 借金の 抵當 として 元 田家に ナて 

あった もので は あるまい か。 兎に角 代 料 正金 百兩と 云へば 當 時に ありて は 可な りの 大 金 だ。 

小 楠の 遣 愛の 刀 劍で彌 富家 や 其の 他に 澤 山に 秘藏 されて ゐ て、 そ の 中には 隨分 高價な ものな 

らんと 思 はる i 名刀 を 多く 見受け る、 此 等から すると 小 櫥は刀 劍の爲 に は 金 を 惜しまな か つ 

たと 見える。 

小 楠の 道 樂と云 へ ば、 先 づ 圍 幸 園 藝. 獵 であらう が、 圍 蓊 にっきて は旣記 「偶 輿」 なる 詩 (本 篇 

八 二 六 K) 中に あ り、 又 慶應 三年 一 月 越 前の 同志に 寄せた 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 一 八 〇) の 中に 「小 

拙 も 村老に 聊か 心得 候 者 宵， 之 時々 參り中 候。 近 來はー E 半 位 進歩 仕 候。 御 一笑 可， 被， 下 I 
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は 違ない がさう 深 入した もので はな か 

園 藝は居 を 沼 山 律に 移してから は 可 

最も 好み 最も 熱心で あつたの は 銑. 

獵に 出掛け、 門 生 竹 崎 律 次郞の 住ま 

けで 山鳩 打ちに 度々 行った が、 川獵 

時半 頃、 から 弟子と 網 を 肩に 三 里 ば 
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く、 行く 度 毎 に澤 山の 獲物が あって 

で 報知した こと は旣 記の 通りで ゐ 

沼山津 に 移つ てから は銑獵 にも 

漁と 名の つくもの は 釣で も 網で も 

達して 其の 巧妙な こと は 誰知らぬ 
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居まい が、 孫弟子 は 熊 本の あちこちに 現存して ゐる。 「蚊 頭 ひき」 は 六尺 餘の 釣竿の 先に 其 

の 竿 長 二倍 位の 糸 (まな を) を 附 け、 其 の 糸の 尖端と それより 竿頭の 方に 一 尺 六 七寸づ の 距離 

を 置きて ニケ 所に つけた 柄 糸の 各 尖端と に、 都合 三つの 蚊 鈎— 小 鈎に 蚊の 頭の 如き もの を附 

けた もので 魚が 水面に 飛んで 來る 小蟲を 捕食す るの を 利用して 造った 擬餌鉤 だ— を 付ける 

ので、 釣 手 は 右手に 釣竿 を 握って 或は 川の 中に 立ち、 或は 舟 中から 糸に 少しも 弛み を 起さし め 

す 竿と 一 直線と なるやう に飄的 一 聲之を 飛ばして 流に 逆うて 引く と 飛び 褂 つた 鮎ゃ鯆 がそ 

れ にか、 るので あるが、 その 竿の 振 方. 糸 の 捌 方な どに は 中々 熟練 を耍 する。 聞く； 外に よれば 

小 楠 は 釣竿 を 握って 座敷に 立ち、 疊の 問に 立てた る 穴 明錢に 向って 竿 の 尖端に つけ た 、鈎 の つ 

ヒ ュット  コッ 

いた. >k を讕的 飛ばす と、 誤 たす に 其の 穴に 引っかけ たさう で、 此 の 骨 は 矢張り 「紋頭 ひき」 に 

於け る 糸の 捌 方に 一 致す ると 云 ふ 事 だ。 

小 楠の 嗜好と 云 へば 烟萆も 茶 も 酒 も 飲んだ 中に も、 取 分け 酒た る は 無 論 だ。 酒 はま だ 時習 

館の 擧生 時代から 飲んで ゐ たらしい。 病 氣の爲 やその 他の 事情で 禁酒した こと は 度々 あつ 

たが、 すぐ 破れ 衣と なった。 天 保 十一 年. y 戶遊學 間 酒 失で 歸國 した 以来 禁酒 を 誓つ てゐ たが、 

折 々神棚の 神酒 德 利の 酒が 不思議に もなくなる ことがあった。 其の 理. S を 察知した 小 楠の 

嫂 淸子は 左程までに 好きで あれば と 小 楠の 禁酒 を氣の 毒に 思 ひ、 誰に も 知ら さす 毎朝 素 知ら 

ぬ 風して 祌酒德 利に 酒 をな み/、 と 注いで 神棚に 上げて 置く と 翌朝 は 必す干 上って 居た と 


好 
物 


云 ふ 遣 話が あ る。 

旣記 沼山津 閑居 間の 詩 を 見， て も 酒が 

に は 何時も 酒が こびり つい てゐて 彼の 

り、 病 氣の 時の 手^に は 殆ど 絲回 酒の 飮 

に は 「最早 此頃壽 加燭酒 作り 懸 可， 申 と 


山々 に 御座 候」 とか、 「に 

食物と しての 嗜好品 は 

蘇 汁の 屮 にて 赤く 染めた 

アブ ラメ ム 力 ゴ 

靑 海 f 油 女. 蜈. 零 餘子 など 

で、 要する に 酒の 3=  く飮め 


六 長 

小 楠 は 頭の 天邊 から 足 

ちつ . ^活潑 に 働いた 人で 

も 素敏き 人に て、 そ の素敏 


ごり 酒 隨分澤 

沼 山 津邊の 小 

もの を 好んだ 

を鄉 里に 註文 

る 食物が 好物 

の 爪先まで 其 

あった。 隨っ 


なければ 夜 も 日 も 明けぬ 機に 見える が、 小 

宿 許 や 知己 へ の 書面の 中には 酒の 事が よ 

めぬ の を 零して ゐる。 旅行先から 宿 許へ 

思 ひやり 候」 とか、 「壽 加に ごり 酒 出來候 

山に 御作り 込 被， 成 度」 とか 云 ふ 様な の も 

川に 居る 小 蟹を燒 いた もの や 梅實を 三 つ 

と 云 ふ 事で あ り、 又 越 前 や. y 戶ゃ 京都の 旅 

して 取 寄せて ゐる。 此等は 皆 悉く 酒の 看 

であった といへ.. i う。 .  . 


稲の 頭の 中 

く 書いて あ 

の 書 狀の屮 

由 一 杯 給 度 

兌 受け る。 

切りに し 紫 

先から よく 

とした もの 


の 五體を 構成し 

て 其の 動作に 於 


て ゐる細 胞. 組 攀器 宫が 善く 調和 を 保 

て も德富 蘇樂は 、「横 井先 生 は 如何に 


きこと は 織 田 信 長に も 比すべき 程であった さうな」 と、 司 魔 花 は，^ 
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敏活 輕捷 稲 は 「眼 明 手 快 非常に すばしこい 人であった」 と 云って 居る 通 り、 如 何にも 敏活 輕捷 であつ 

たこと は 文 久ニ年 江戸で 刺客に 切 込まれた 時ソ レと云 ふより 早く^の 下 を 潜り 拔 け、 刺 客 と 

遣りち が ひに 梯子 を 下りて 身 を 全うした 手際 や 蘆 花の 書いた 左記 逸話な ど を 見ても 分る。 

また 或 時 宴會の 半、 大 力の 大男 某が 先生と 議論 を 始めお のれ 横 井の 小男め、 一 と 攫み と 嵩に か \ つ 

て 組み付く と、 先 生 は 身 を 沈まして 相手の^ 下に もぐり 込 み、 相 手の 睾丸 を鷲摑 にして 難なく 强敵 

を 挫かれた。 また 或 時 何某と 云 ふ 士の不 行廣を 詰責す る に、 其 士ニ刀 使 ひの 名人であった 故 皆々 

恐れて 居る と、 先 生 は 平氣に 其 男 を 呼び 寄 せ、 戶 口 を 入る と 飛び か \ つて 其の 雨 刀 を 引った くった 

れば 何も 無事に 濟んだ が、 後 此士 同樣の 詰責 を 受けて 腹 を 立て 二 刀 を 以て 数人に 重手 を 負 はせ た 

と 云 ふ ことで ある 0 

彼 はな ほ 又 武藝の 達人であった は 勿論、 餘技 としても かの 「蚊 頭 ひき」 の 名人で あつたが、 

多 技 多能 往く として 可なら ざるな き 多 技 多能で あ り、 辯 舌に 至りても 木戶松 菊が 「横 井の 舌劍」 と 評 

.  した 位 で、 其 の 快 辯に は 何人も 魅せられ 悅服 させら れ、 彼 との 論戰に 其の 鋒 先に 當り 得る 者 は 

少 かった。 

然るに 上記の 長所 以上に 特に 彼が 常人に 卓越した のは腦 細胞の 靈 妙な 透徹した 活動で あ 

つた。 彼 は 一 面に て は 神 智靈覺 湧いて 泉の 如き 直覺的 活眼 を 閃かした が、 又 一 面に 於て は 知 

識愁に 燃える と 供に 飽迄も 思想 を 練り 何事 も 其の 淵源に 溯り 盡 くさねば 止まなかった。 斯 


高遠の 識見 


人物の 鑑識 


くして 

で、 而も 

相 投合 

儔 せん 

と 云 ひ 

叉旣記 

人 に 交 

才 なり 

が、 思 想 

彼に 

人物 を 

を 見る 

の談に 

、、ゝ 、v^  nJ 

»R  ©  一一 np 

は 彼が 

の 法 を 


彼 は 能く 天理 人情の 大妙现 

高 邁 深 遠 で あ り、 彼 の 言 論 に 

し て ゐた長 岡 護美の 彼 を 評 

」 とか 「識は 高く 論 は 卓き 

、元 田 東 野 は 「先生 人と 爲り 

の 通り 「識見の 快 活、 志 氣 の 

りたれ ども か 程の 活 見者 は 

」 とも 評し、 勝 海 舟 は 「横 井 

の 高調子な 事 はおれな ど は 

は 右の 如く 事物の 道 现を明 

鑑定す る 眼識が あ つた。 自 

明がなければ ならぬ と 云 ふ 

ある。 されば 小 楠と 會 見し 

の 如く 小 楠の 快 辯に は 何人 


を 看取し 人心 作用の 微 

は 當意卽 妙 人の 意表に 

せる 七 言 律 詩 (遣 稿 篇 八 

第一流」 とかの 句が あ 

明快、 天现を 洞見して 見 

軒昂 前に 古人 無 く、 後 に 

見ざる 事な り。 恐らく 

は 西洋の 事 も 別に 澤山 

と て も 梯子 を 掛け て も 

察し 天理 を 洞見す る 卓 

分に 其の 明が あつたか 

のが 横 井先 生の 主 服で 

た 者 はたぐ 一 度の 應對 

も 魅せられ、 又 其の 舌鋒 

明が あった からだ。 一 3-^ 


妙 を 察知した。 彼の 識兑は 進取 的 

出づる ものが あった。 小 楠と 意氣 

の 中には 「奇才 天授 誰か 與に 


相手方の 心 裏 を 看破す る の 

固守 せんとす る 者と 西洋 法 を 用 ひんと する 者との 

撗井小 楠上卷 傳記篇 
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り、 長 

る 所 

今人 

は 天 

は 知 
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識 力 
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あ つ 

で 其 

に 當 

末の 

間 に 


岡 監物は 小 楠 を 識見 氣カ拔 群 

常に 時機の 先に 在り」 と 云 ひ、 

なしと も 云 ふべ し。 我 多くの 

下の 人に も 多く は ある まじ き- 

らす  おれが 敎  へて  やつ  た 位 だ _ 

ぬと 思った」 と 語って 居る。 一 

あ つ たが、 それと 同時に 又 能く 一 

も あらう が 、「男で も 女で も 人 一 

た」 と は 小 楠の 義妹 矢 島 椅子 

の 前途まで 豫 言 された さう だ 一 

る 者が 少か つたの も 亦 一 面に 

肥 後 藩に 於て 兵制に 關 し從來 

確執 を 生じ 兩々 相 對 立して 相 ， 

1 〇 八 七 
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讓ら ざり し 際、 元 田 柬野は 其の 處 msl に つきての 意見書 「私議」 S 稿篇 「詩文」 甲、 附、 こ を 小 楠に 

示した るに 對 して、 小 楠の 批評 は 左の通りであった。 

好 議論に て は 御座 候へ 共、 穏靜 にて 警發無 レ之樣 被レ存 候。 小生 所見 は 人と 話 合致 候に は 向 方の 意思 を 酌 取 申 

懷第 一 義と存 申 候。 大略 は 自身の 存念 斗 を 主張 致 候て、 向 方 之 意 は 一 向に 體し不 レゆ、 是話合|?^^兼、申源本にて 

御座 候と 存候。 又 云 人と 話 合 中 候に は 向 方の 思 寄 不レゅ 處をー ー稷 斗り 乘 懸け 不レ. £. 候て は乘 落し は 出 來不レ ゆ 

ノ 俵と 存候。 詩 云 鳥 飛魚 躍、 活々 潑地、 高 意 如何。 

、  右に よると 如何に 小 楠が 人との 話 合に 際して 最 深の 用意 を拂 つた か 知られる が、 これと 

て も 相手の 腹の 中が ありく と 見えねば 出来ぬ 事 だ。 一 體舊幕 時代に は 人物 月旦が 特に 盛 

に 行 はれた が、 小 楠の 批評 は 九分九厘まで 的中した ので 旣 記の 如く 西 鄕南洲 も 坂 元 純熙へ の 

書中に 小 楠の 識鑑の 高き こと を 記して 居る。 (本篇 ニニ 六 頁) 

偉大なる 感化 小 楠 はまた 來り擧 ぶ ものに 對 して 偉大なる 感化 力 を 具へ た敎育 家で もあった。 一 たび 彼 

に 接した もの は 忽ちに 其の 超絶した 志操に 打た れ、 其 の洒然 たる 胸襟に 引付けら れ、 只 一 席 の 

會 見で 能く 頑 も 廉に懦 も 立 ち、 遂 に は 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らざる に 至った とい はれて 居 

るが、 慶應 三年 沼 山 津に小 楠を訪 うた 曾我祐 準が 其の 時の 事 を 著者に 語った 中に も、 「殆ど 一 

= 、極 々 の 高論 卓說 を拜聽 して 心肝に 銘 する こと 多く 懦夫も 志 を 立つ と 云 ふ 感に打 たれた - 

と. 云 ふ 一節が ある。 (本篇 第 十六 章 五 ニ參き 


直 

へ 
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氣に 富む  小 楠の 如き }K 才 肌の 人に は 勇氣に 

• て 之を發 表すべき ものと 考 へた 以 上， 

れ ようが 毫も 頓着せ す 之 を 率 

が 其 の 時 共 の 場合に 行 はるべ 

りて 其の 說を 二三に する こと 

府の春 嶽と國 許の 家老 達との 

度の 一 議は國 家 興 廢 の 境 に 候 

ふ覺 悟で 「論難 中 々腐 敷 事に 

•  自說の 通りに 家老 を說 服して. 

(本篇 五 ニニ 頁參 go 

小 楠 は 右の 如く 自己 の 

つたり 友人と 絕 交したり 

ならば それ を何處 まで も 

此岸より 彼岸 ことのなかった の は 特記 

へ 

ひ 付 い た な ら ば ち に 前 

氣 であつ た。 德富蘇 峰 翁 
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敢に 其の „ 
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に往々 見 

を 何とか 一 

づ お け ^ 一 

顧みす 

太 斗ぶ と 撗ー 


の 
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に 

ゝ 

も 


が 多. S が、 苟 くも 胸中に 

や 時論に 拘泥せ す、 又 誤 


して 自己の 信 

ものと lip じた 

信を述 ベ た。 

時、 小 楠は總 ベ 

よって は 槍 一 

傍觀 冷汗 を 握 

事件 を 解決せ 

張 及び 意見 を 

が 如く 一  旦自 

繕って 異 な つ 

まで 是 なりと 


念 

力 

ノ 


に 邁進 

場合 に 

の萬延 

の 家老 
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候 由」 

めた 如 


湧き 来れ 
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は 時と 處 
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敢に 吐露し、 その 爲 

の 主張 又は 意見 を 
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たこと でも 今日 非 
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あ る。 

先生 は 誠に 頭が 玲瓏で 剃刀の 様に 鋭く 總 ての 事が ちゃんと 判って 居る。 それで 攘夷と い ふ ものが 天下の 大勢 

と 思 はれた 時には 攘夷で あつたが、 鑲夷 ではい かんと 思 はれた 時には 卽ち 攘夷で はいかん とい ふ 事になる の 

であります、 先づ 攘夷 を やって 追々 開國に 行かう とい ふやうな 事 はない のであります、 横 井先 生に は 「漸次」 

とか 「追々」 とか 「何れ 明日」 とい ふやうな 文句 はない のであります。 それで 勝 先生が 私に いはれ た 事が あ 

ります、 撗 井に 物 を 聞いて やれば 返事 は 此の 通り、 只今 私が 考 へた 處は 此の 通りで あるが 明日に なれば 又 ど 

うなる か 判らない。 勝 先生が 感心して 居る 處は 今日の 場合で は 之で あると、 今日と いふ 時間に ちゃんと 制限 

.  をつ ける 處が横 井先 生の 偉い 處 である。 普通の 人なら 之で やり 拔 くと いふ 事が あるが、 先生 は 決して やり 拔 

くと いふ 事 はない。 無理 をす る 人で はない。 今日の 處は 之で 又 明日に なれば 今日の 處は之 だ、 之が 先生に 自 

分 等の 感心す る處 である。 さう いふ 事 を 勝 先生 は 私に お 話に なり ましたが 之 は 成程 さう である、 又 勝 先生 等 

が橫 井先 生に 感心して 居られる 處 も其處 である。 

海 舟の 談  小 楠に 最も 深い 理解 を 有する 蘇 峰の 批評 だけあって 妙 を 得て ゐる。 更に r 氷川淸 話』 か 

ら海 舟の 談 一、 二 を 左に 引いて 置かう。 

一 、 横 井 小 楠の 事 は 尾 張の 或る人から 聞いて 居た が、 長 崎で 始めて 會 つた 時から 途方 も 無い 聰明な 人 だと 心 

. 中 犬に 敬服して 屢.、 人 を 以て 其の 說を 聞かした が、 その 答に は、 常に 「今日は かう 思 ふけれ ども、 明日に な 

つたら 遠 ふか も 知れない」 と 巾 添へ てあつた。 そこで おれ はいよ./ \ 彼の 人物に 感心した よ。 大抵の 人 は 小 


楠 を 取り留めの無い 事 を 云 ふ 人 だと m わった よ。 維新の 初めに 大久保 すら 小械を 招いた けれど 思 ひの 外 だとい 

つて 居た。 併し 小 楠 はとても 尋常の 物 尺で は 分らない 人物で、 且つ 一 向 物に 凝滯 せぬ 人であった。 それ故に 

一 個の 定見と 云 ふ もの は 無かった けれど 機に 臨み 變に應 じて 物事 を處 澄す る だけの 餘裕 があった。 

一 、 世の中の 事 は、 時々 刻々 變遷 極まりな いもので 機 來り機 去り その 間 實に髮 を容れ ない。 かう いふ 世界に 

處 して 萬 事 小 理窟 を 以て 之れ に應ぜ うとしても それ はとても 及ばない。 世 問は活 きて 居る、 现窟は 死んで 居 

る。 此の間の 消息 を 看破す る だけの 股識 があった の はま づ横井 小 楠で、 この間に 處 して 所謂 氣合を 制する だ 

けの 膽！ I があった の はま づ西 鄕南洲 だ。 おれが 知人の 中で 殊に この 二人に 推服す るの はつ まりこれ が爲 めで 

ある。 

一 、 人 はよ く 方針々 々とい ふが、 方針 を 定めて 何す るの だ。 凡そ 天下の 事 は豫め 測り 知る XJ との 出來 ない も 

の だ。 網 を 張って 鳥 を 待って 居ても 鳥が その上 を 飛んだら どうす るか。 我に 四角な 箱 を 造つ て^いて 天 下の 

物 を 悉く 之に 入れう としても、 天下に は圓 いもの も あり 三角の もの も ある。 圓 いもの や 三角の もの を捉 へて 

四角の 箱に 入れう とい ふの はさて く 御 苦勞千 萬の 事 だ。 己れ に 執 一 の 定見 を懷 き、 これ を 以て； 大下を せ 

ん とする の は 決して 王者の 道で ない。 鳧の足 は 短く、 鶴の 脛 は 長い けれども、 それ-^ 用が あるの だ。 反 

對 者に は どし く 反對 させて g くが よい。 我が 行 ふ 所は是 であるなら 彼等 も 何時か 悟る 時が ある だら う。 ^ 

屈. 逼促は 天地 の 常道で はない よ。 

右 三條中 最後 の は 小 楠の 云 はんとす る 所 を 云って ゐる やうな 觀が ある。 一 體 「今 EI はか 

梳井小 楠上卷 傳記篇  一 〇 九 一 


第 十九 章 小袖 を 見^して 

う 思 ふが 明日 は 又」 では 賴 りな 

トライ キだ。 けれども 能く 考へ 

嗤 はれた 敎授の ある にても 明ら 

と は 片時 も停滯 する 事 無 く、 當 初 

は譬 へば 山に 登る 者の 一 歩々 々 

小 楠の 人に 書き 與へ たものに 「 


も 4^，* 


ぃ敎へ 方で 有る。 今 口の 舉 校で こ 

れば それが 眞 であるべき は 十 年 同 

かで^る。 蓋し 海 舟が 所謂 英敏超 

抱いて ゐた 志操 も 感情 も 時勢に 應 

よ り、 登 るに 從 つて 展望の 開け 來れ 

學を爲 すに は須 く今是 にして 昨 非 


を 


ん 

ヽ 

蹑 

る- 


〇 九 二 

な 授業 をしたら 早速 ス 

「ノ  I ト」 を 繰返して 

なる 小 楠の 擧 問と 識見 

て 次第に 變遷 する こ と 

が 如き ものであった。 

る を覺る ベ し、 日 に 改ま 


り 月に 化する 便ち 

是れ長 進」 と 云 ふ 

のが ある が、 彼 の 擧 

に 見る も 始は程 朱 

彼 は 多くの 學 者に 見 


に 出で k 孔孟に 溯り！ に 進んで 堯舜を 祖述し 遂に は 天に 達して ゐ 

る 如く 或は 朱擧を 以て 或は 王擧を 以て 終始した のではなかった。 又 彼 は 最初 は 激越なる 鑲 

爽論. 者 であった が、 镶夷 の 行 ふべき にあらざる を覺 ると 忽ち 前說を 翻して 開國 論者の 4 心 先鋒 

となった。 或は 又當 時の 形勢 未だ 俄にせ I 府の 除き 難き を 見た 間 は、 諄 々として 公武 一 和を唱 

へ、 到底 幕府の 頹 勢望 無き を 察すれば 時節 到来とば かり 直ちに 朝廷 一 點 張りと なった。 此の 

如き 例 は 頗る 多く； 々舉 ぐるに 遑 がない。 然るに 世 ヒ往々 之 を 以て 直ちに 節操 無き 變說者 


として 彼 を 實 むる は大 なる 違 で * 竟 は 彼が 勉めて 止ま 

の 結 栗で ある こと を 知らねば ならぬ。 

なほ 小 楠 は 常に 「吾 は 執政の 人に あらす」 と 云った 如 

な い が、 而 も 共の 擧 問の 深 く 其の 識見の 高き に拘ら す、 そ の 

き n 问手低 を 持 出して 快と する 人ではなかった。 叉 彼 は 高遠なる 識 

ぬと 見たら 行 はれ 得べき 議論に 從 ふこと に 躊躇し なかつ 

參 して 活動して ゐた時 一 橋慶 喜の 開 國論を 聽 きて 痛く 感 

等の 議を 進めても 御 負 擔に耐 へ させら る まじと て 第二 等 

とは旣 記の 通り だが、 彼は慶 喜の 人柄 を 見て 行 はれ 得べき 

る 意見 を 聞く や 自說は 弊履の 如くに 捨て 、之に 從 つたの 

如く 小 楠 は 決して 無理 をす る ことなく その 日 ，/\ に適應 

は何處 まで も實學 家で 決して 空理空論 家ではなかった。 

こ . -に尙 一 つ 書 添 ふべき こと は 海 舟 や 蘇峯の 評せ る 如 

たが、 其の！^ 名なる 詩 中に r 神 知靈覺 湧て 泉の 如く 作爲を 

事に よらす 自然 を 欲し \ ^作 爲を用 ひる 事 を も 好ます 隨っ 

長 は 云 ふまで もな く 『孟子』 の 「公孫 丑 上 篇 」 に 「助 ^ 


ざる 見識が 〔化.^ 正 鶴 を^て 來 た當然 


く 自分で 赏 際の 仕 

時 その 場合の 實情 

見 を 抱いて 居ても 

た。 例へば 文久ニ 

服し、 「橋 公 未だ 御 

の議を 進めし が 云 

意見 を 提出せ しも 

である。 (本 篇六ニ 

した 意兑を 主張し 

く 小 楠 は 無理 をす 

用 ひす 自然に 付す 

て 甚だしく 「助長 

する 勿れ 云 々  一 


事 をす る 人で は 

に 適しない 意兑 

實 際に；；；： はれ^ 

年 穴：： 嶽の 帷幄に 

若ギ なれば^ 一 

々 」 と 云った こ 

慶 喜の. ^ 越した 

四 K 參き) 斯 くの 

たので あ る。 彼 

る 人で はな かつ 

」 と ある 如く 何 

」 を 嫌った。 助 

ある その 助 -4{ で 


横 井 小 柿上卷 傳記篇  一 〇 九 三 
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ク レ 

卽ち 其の 効 を 急がん 爲に妄 に作爲 して 引伸ばす こと だ。 かの 宋 人が 苗の 長ぜ ざる を閱へ て 

ヌキ イダ  力 

之を揠 したが それ で、 其 の 結 某 は 之 を 稿ら してし まった。 故に 門 生に は 無論の 事 何人に 對し 

て も 助長し ないやう と誡 めた ので ある。 助長の 恐るべき を 書き 贈った 書狀 はいくら も ある 

が、 安政 三年 五月 二十 八日に 小 楠が 柳 河 藩 政の 某 事件に 關 して 同藩 家老 立 花 奢 岐に與 へたる 

書狀中 (遣 稿篇 「書簡」 二三 六) にも 左の 如き 一 節が ある。 

何事 もく 此節 參ら ねば 来年、 來 年參ら ねば 其 先、 其 先參ら ねば 一 生の 中、 一 生の 中參ら ねば 死後の 先に 參 

り 候へば ま 敷 御座 候。 決して 聊も 助長 仕り 不， 巾 候、 又 少しも 退屈 不レ仕 誠心 を盡し 候が 人道と 奉， 存候。 

以上 小 楠の 特長の 一 斑 を 述べた。 多少 蛇足の 感は あるが、 古人の 所謂 「大上 は德を 立て、 次 

は 功 を 立て、 その 次 は 言 を 立つ。 久しう して 廢 せ す、 此 を これ 不朽と いふ」 なる 「三 不朽」 の 

語に 照らして 小 楠の 人物 を 見直す と、 彼 は 其の 身に 德を 立て 上举先 躬行 以て 天下 を 風化す る 

底の大上的^^德者には未だ達してゐなかった。 次に 功 を 立て k 天下 を 救 ふ 事 は 素より 彼の 

志で はあった が、 政 治の 赏 際 は 彼 自身に は 之に 當らす 人 をして 之 を負擔 せしめた。 それ は 彼 

自ら 己 を 知って ゐた爲 であらう が、 又 好み もしなかった らしい。 元田柬 野が 荻昌國 と 俱に小 

楠 を 「帝 者の 師 なり 」 と 評した の を 聞いた 小 楠 は 「吾 また これ を 知る。 吾 は 執政の 人に 非 

ざるな り」 と 高く 止って を り、 勝 海 舟 も 「横 井 は 自分に 仕事 をす る 人で はない けれど も、 横 井 

の 言 を^ ふる 人が 世に あったら それ こそ. H 々しき 大事 だと 思った のさ」 と 物語って 居る。 


立言の 雄 最後に 言 を 立て \ 一  世 を 指導す る こと ビ 

そ 言 を 立てる に は 博 舉多識 胸中 常に 汲め 

事に 對 する 先見の明と 臨機 應變事 を善處 

率直に 所信に 向って 邁進す る 勇氣が 必要 

た。 これ 彼が 立 言 の 雄と して 當時 天下に 

以 であった。 斯く 考察 すれば、 彼 は 古人の 

功) に 歩 を 進 め、 第 一 位の 大 上 (立 德) に はた^ 

ものと 思 はれる。 

七 短所 

神で ない 以上 人間に 完全 無 缺な者 は 恐 

缺點の 持主たら ざる 者 はなから う。 小 楠 

短所 缺點を 持って ゐ たこと は 云 ふまで も 

度に 於け る 其 等の 如き はさして 云 ふ 程の 

な 缺點— 不愼 言と 酒癖 I が あ つて、 その 爲 


れ 

で 

天 


ら 

な 


こそ 露に 彼が 本領と して 自任した 所で ある。 凡 

も盡 きざる 無限の 蘊 蓄 を 要する。 又 神 智 靈 覺 時 

要する。 且つ 之に 加 ふるに 大膽に 

に是 等の 要素 を遣憾 なく 具へ てゐ 

者と して 人 も 許し 自ら も 任じた 所 

屮！^ 三 位 (立 S に 立 g して、 第二 位 (立 

を 四海に 布く 上からの 


るの 111 ある を 

あ る。 彼 は i 莨 

びな き 第一 人 

謂 「三 不朽」 

理を說 き 大義 


み  一一 一一 E 及した 


く は 一 人 も あ 

亦 人間で ある 

い。 しかし 前 

でもなかった 


るまい。 隨 つて 多 かれ 

以上 前記の 如き 長所の 

に 述べ た 彼の 氣質ゃ 人 

が、 惜 しむら く は 彼に 二 


少 かれ 短所 

みで はなく 

に對 する 態 

il, の 箱 大 _ き 


に 彼 は 或は 失策 


を 演じたり、 或は 榮 建の 機會を 逸し 
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第 十九 章 小 楠 を 見直し，」  一 〇 九 六 

た 程に 誤解 を 受けたり したので あった。 武 藏岩槻 城主に して 當時 文武 兼備の 譽高 かりし 太 

田 三 樂が北 條高廣 に 向って 上 杉 謙 信の 人物 を 評して 「謙 信 公の 人となり を 見 申す に 十に し 

て 八つ は 大賢 人、 二つ は大惡 人な らん 云々」 とて 共の 惡と 賢との 點 を列擧 して ゐる が、 吾 が 小 

楠の 此の 二 缺點は 固より 「惡」 と 名の 附 くべき もので はない にして も、 彼 が 幾多の 長所 を 有 

しながら これ ある は眞に 玉に瑕と 云 はねば ならぬ。 

不慎言  小 楠に は 自家の 見識 を 時と 場所と に 頓着な く. のま \ に 一 度に 吐出す 倾 があった。 これ 

は 短所で も あり 又 長所で もあった が、 彼 は 時として 言 はす ともよい のに 首 つてみ た り、 又 他 人 

ならば 用心して 言 はざる を 打明けて しまった りした ことがあつ たやう だ。 小 楠が 明治 元年 

朝廷より 召 出され 顧問に 推されよ うとした 時、 春 嶽が 岩倉輔 相から 小 楠の 性行に つき 問 はれ 

たに 對 して 答へ た 缺點の 中に 「密事 漏 f -」 I その 事柄 は詳 かで な いが— と 云 ふ ことがあつ 

米 3の 忠告 たは 旣 記の 通り だが、 (本 篇九ニ 四 頁) 米 田 是容も 小 楠と 親交 のあった 頃 「愼 言」 にっきて 左の 

如き 忠吿狀 を 彼に 寄せて ゐ る。 

頃 夜 は 存候。 拉 近日つ らく 世の さま を も相考 候へば 甚 不安 意なる 傣も 御座 候。 勿論 風波に よって 守り を 

失 ひ 候 鉢 之篛は 論す るまで も 無レ之 事に 候へ 共、 今日 之 形勢 君子 深く 言を愼 むの 時 かと 存候。 道 を 守 候て 罪 を 

. 得 候 は 可 レ致様 も 無レ之 君子 之 恥る 處 にあら す 候。 然共我 身 言行の 愼薄 くして 自ら 禍を とり 候 儀 は 於レ道 可レ恥 

事に 候。 追々 御 話 合 申 候 通に て、 今日は 凡て 君子 之黨禍 をな し 候 事に 付、 彌以 荻より 外 は 堅く 時事 を 談られ 


ざる 御覺 悟專耍 かと 存候。 固り 其後變 事出來 いたし 候 故 申 進 候に て は無レ 之、 平野 自答 自問、 言 を愼候 様子 杯 

を 闹考柒 く 感心いた し、 御 性質 を も 重疊考 候へば 何様 言 を愼候 筋に は 御 工夫 密 ならざる 樣に存 候 11 此段 中 進 

候 事に 御座 候。 猶 細 は 近日 御出で 被 レド候 は^ 御 話 可 一一 * 上-候へ 共 右之處 に心附 候て は 一 刻 も 早く 中 進度 

如レ是 御座 候。 得 斗 御 勘考 IS 申 候。 以上。 

正月 九日  監物 

-、 1  Ir  C 卜お 

右の 忠吿は 如何なる 場合の 事 か 知る. s もない が 「御 性質 を 重疊考 候へば 何様 言 を 愼候筋 

に は 御 工夫 密 ならざる 様に 存候 間」 と ある 所 を 見る と 小 楠に 不愼 一 百 の 點がぁ り、 之 にっきて 

は 米 田 等 も 心配して ゐ たと 見える。. 小 楠に 言 を愼 まなか つたり 密事 を 漏らした りする 行爲 

ありと せば それ は眞 に缺點 である が、 德 富 洪水の 書いた 「小 楠 翁 實 -胺 」 の 中に、 小き は 司 馬 溫 

公の 「吾平 生 人に 異なる ことな し、 只 人に 對 して 言 ふ 可から ざる ものな し」 の 語 を S "雅首 す 

るを聽 いたと あるの を 見る と、 彼 に は 人に 隱 さねば ならぬ 秘密が な く、 知 つて は 之 を 語 り、 考 へ 

て は 必す之 を 傅 へ たのが 當 時で は不愼 言 に涉 つたので は あるまい か。 或は 又 彼 は 或 事枘に 

就 き て、 そ れが 秘密に 附 すべき 性質の ものなる や、 又 何處 までが 秘密に なすべき かと 一ぶ ふ點に 

於て 他人と 兒解を 異にした 所があった では あるまい か。 藩と 藩、 人 と 人との に 於て 敢て秘 

密 にしなくても よい ことまで を 秘密々 々と 云った 封建 時 代、 特 に 幕末の に 於て は 小 補の 

横 井 小 柿上卷 傳記篇  一 〇 九 七 
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第 十九 章 小 楠 を 見直して 

放 的な 物の 言 方 は 動もすれば 不愼 言 の謖ゃ 

はれる。 

「事 は密を 以て 成り 語 は：^ る --を 以て 敗る 

等の 忠吿 となった り、 或 は 世間から 誤解 を 招 

それ は恕 すべから ざる 缺點 であった か 否や 

の 一 つの 缺點で 全然 辯 護の しょうがな いの 

小 楠が 世故に 長け 俗情に 通 じ、 而 も 鄙 事に 

に 天守 支配 頭と なった 時の 逸話が 傳 はって 

用 あり」 と唱 へて 緣 家. 同 僚. 朋 友. 知 己 を 招い 

れが 開かれた。 接待 役と して 其の 席に 出た 

き 屈いた もので、 上に かけ 下に かけ 打ったり 

す 知らす 歡を盡 くさ f る ものはなかった。 

れ能狂 言 など を 催し 座與を 添へ たが、 此方の 

ふこと だ。 

小 楠 は 酒 を 用 ひて 右の 様に 自他 俱に 陽氣 

？权 風景に なった。 卽ち始 は 時勢の 慷慨 談か 


一 〇 九 八 

密事 漏： S の 非難 を 招いた では あるまい かと も 思 

」 の 諺に 漏れす、 右 小 楠の 所謂 「不愼 言」 は 米 田 

く 原因と なったり した ことに 間違ない し て 

にっきて は尙 多少 議論の 餘地は ある。 然るに 他 

は卽ち 彼の 酒癖で ある。 

多能であった 一 例と して 兄 左 平 太が 天 保 十四 年 

ゐる。 それ は 當時熊 本に は 役 付 榮轉の 場合 は 「御 

て祝实 を 催す 習慣が あつたので 横 井家 にても そ 

小 楠の、 大勢の 賓客 を 引受けての 款待 振 は 赏に行 

舞 ふたりの 八 人 藝で滿 座の 客 誰 一 人と して 覺ぇ 

同日 同役と なりたる 方に も 亦 同じく 賀宴が 張ら 

小櫥ー 人の 待遇に はか けても 及ばなかった と 云 

に 且つ 愉快になる 場面 もあった が、 多 くの 場合 は 

ら追々 悲憤の 情禁 する 能 はざる 狀 態とな り 、天 下 


密 事 漏 ：S 一 

一 

I 

」 の 諺に： 

く 原因と 一 

にっきて， 

は 卽ち彼 

多能で あ： 

ゐる。 そ i 

て祝实 を 

小 楠の、 大ー 

舞 ふたり _ 

同日 同役： 

バ fr=  一  ノ- 


の 廓 淸は吾 出で すん ば 能 はすと いきり 立ち 其の 權幕は 當られ す、 時 に は 猛然 家 を 飛 出すな ど 

手の 附 けられぬ 狂態に も陷 つたら しい。 斯 かる 場合に 氣に 入りの 門 生な どの 取 持に よりて 

工合よ く靜 まる 事 も ある が、 餘 りに 甚だしき 時 は 窮餘の 策と して 小 楠を仆 して 其の上に 蒲團 

を 掩 ひ、 力 强き者 をして 其の 四隅 を 押 へ て 出させぬ と 云 ふ 方法 を講 する の 巳む を 得ぬ こと も 

あ り、 幅 井で は 小 楠の 酒 狂に 備 へる 爲に 特に 力士が 雇って あつたと 云 ふ 遣 話さへ も ある。 小 

楠が 熊 本 城下に 住まって ゐた 時で あらう、 大醉 して 悲憤慷慨の 餘り _ ^上せん とて 家 を で、 熊 

本 市の 東端なる 「一夜 塘」 にまで 至る と、 又 去る に 忍びす とて 淚を 流して 悲歎に 暮れて ゐる 

中に 醉 自ら 醒めて 家に 歸 つたこと が數度 もあった さうな。 左に 揭 ぐる は 小 摘の 1: 弟 嘉悅氏 

房の 機智 を 賞す る 內籐泰 吉の遣 話 だか 小 楠の 醉餘 門出の  一 i を 服 前に 勢 ー館 せし むる。 

小 楠 先生、 一 夜 酒 を 飲んで 時勢 を慨し 悲憤の 情 遂に 禁ずる 能 は ず、 猛 然として 起つ て、 此 のま、 上 京 

して 國 事に 與ら むと 門人の 止む る もの あれ ぱ叱 罵し つ \ 門 を 出 でられた。 此の 時 嘉悅氏 入り 遠 

ひに 塾に やって 來た。 事の 仔細 を 聞いて 底に 問 道 を はせ て 先生 を途に 要して 「何處 にお 出で ゾ 

す」 と 間 ひ、 其 の袂 にす がり 「先生 今度お 別れ すれば 再び 逢 ふ 事 は 難い 事ではありません か。 ど 

うか 先生の 訣別の 杯 をいた ^きたい。 今一 應 塾に， e つて 下さい」 と 云 ひつ k 相伴うて 塾に り 

酒 をす \ めて 遂に 泥醉 せしめて 其の 夜 事な からしめ た 事が あった。 嘉悅 氏の 機 智、 同 人^の 話柄 

となって 今 も傳へ て 居る。 (嘉悅 氏 房 先生 傳) 

傳 ふる 所に よると 小 楠の 酒量 は少 く、 而 も 容易に 上記の 醉 態に 陷る が、 そ れも 其の 場 其の 時 

横 井 小 楠上卷 傅記篇  一〇 九九 
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限りで 醉が さむれば 光風 霽月 些の 痕跡 を 留めざる を 常と した さうな。 然るに 其の 狂 亂の爲 

に 家族 や 門 生 を 始め 周 邊の人 を 困らせ 延 いて は 自分の 品格 を 傷 づけた こと は少 くなかった。 . 

それだけなら まだし も だが、 其の 亂醉 間に 於け る 彼の 言動 は 前記の 如く 管に 彼の 反對 者に 好 

辭 柄を與 へ 誤解 や 迫害 を 招く 原因と なった ことの 夥しい のみなら す 彼の 立身出世 を 阻害し 

たこと も 亦 一再に 止まらぬ。 旣 記の 如く 天 保 十 年. 江 戶遊擧 の 半ばに して 歸國を 命ぜられた 

の も、 明治 元年に 京都に 召された 時 顧問の 位置 を與へ られ なかった の も 飲酒癖— それば かり 

ではない が— が禍 をな したので ある。 

慕 末 維新の 頃の 男子に は 飲酒と 女色と は 大目に見られ たので、 當 時の 志士で 酒 を 煽り 色に 

つた もの は數 知れぬ。 かの 藤 田 東 湖 は 常に 戯れて 「余の 好む もの は 第一 女. 第二 酒. 第三 讀 . 

書な り」 と 云った と、 菊 池 謙 二 郞の著 『藤 田 東 湖』 にある。 ことに 酒 は、 小 楠の 知己で は右柬 • 

湖ば かりで なく 吉田松 陰 も 、親友で は 荻 も 元 田も隨 分飮ん だが 小 楠の 如く 飲まれ はしな か つ 

た。 米 田 是容は 小 楠の 飲酒 を 止めよう として 其の 江 戶遊舉 の 時 も、 上國 漫遊の 際 も 忠告 を 試 

みた こと は旣に 記した 如く だが、 (本篇 五三 頁 二 九 〇 頁) その後 亦 も 時に 觸れ 折に 際して 之 をぎ 

返した。 左に 揭げる 書狀は 其の 一つ だ。 

先日 清水 家 之太郞 八方え 御 出 之 節 は、 餘程御 元氣宜 くお レ之 たる 由 承り 申 候。 甚以御 氣遣申 候。 太郞 八より 承 V 

り候^^に宾4^妹ょり申遣し疾。 是も 畢竟 御氣遣 中候處 よりの 事に 御座 候。 全體 酒の 一 條に 付て は 先年 長 谷川 


御 取合 之 末 御 後悔 御 自問自答 之 御 書付 も 赏は御 不同意に て 御座 候。 小子兑 申候處 にて は 御 工夫 過 高と 候。 

心氣 だに 動か ざれ は 如何 成 酒席に 交りても 過 酒に 可 レ及様 も無レ 之との 儀 其 通りの 事に 候へ ども、 我 楚 にて は 

一 等 下等に 力 を 入 ゆ 度 事に 存候。 勿論 只今より 御 禁盃を 御す.^ め 中に て は 無レ之 候へ ども、 酒 故に は 先 御咎 

を も 被 レ蒙候 俄に 付 再び 是 によって 浮 名 を 被， 立 候 様 之 俄 御座 候て は 難， 一 相濟， 譯には 無 レ之哉 。右 之 譯を以 生涯 

外 酒 は 堅く 被レ禁 候と も 聊不レ 苦、 K に 篤 厚之 筋に て 誰 人 か 感ぜ ざらん。 人 之 守りと 巾 はか 様 之處に 御- M 候。 

尊兄 右 之 通に 候へば 荻 も 同様にて 御座 候。 此人も 大に氣 遣 申 候。 何卒 兩 先生 被，， 仰 合， 此搞は 小 子が 言 を 御開 

入 被 レ下度 候。 天下 之 英才 は 天下の 英才の みこ そ 愛し 可レ申 候。 愚 俗 を 感動せ しめ 候 は 謹愼之 二字に ぉレ之 候。 

今 21 は 誠に 大切 至極 之 時節に 候へば 能々 御 勘考 可 レ被レ 下 候。 吳々 も 於， 一尊 兄， は 天下 之 英才に て 被 レ終候 はで は 

不， 一 相 成 I 大任に 當る 篤實之 君子 を 以不レ 被レ任 候て は大に 不足 を 懐き 申 候。 日 も 御 @. 御座 候 通 np- より は 段々 

八 代 杯を始 俗世界に も 御顔 を 被, 出 候 は 彌以 英才に て は不， 一 相 成 『 謹 愼篤實 之 四 字に 可 レ有レ 之、 殊に 近々 肥 

前 御 出 浮 等 も 御座 候へば 猶更酒 之 一 條は 深く 御 愼に相 成度存 候。 勿論 太郞 八方 之 摘 は 間遠 にても 可 レ有レ 之、 

其 處はど ふで も宜 敷、 此 一 條は 兼々 深く 痛心 罷在 筋に 付 妹より 屮越候 を 幸に 斯之通 申 進 候 事に 御座 候。 御 面 

話に て は 何分 釋迦 に說 法、 か 様に は中述 にく. - 御座 候 問 先 紙上 を以如 レ是に 御座 候。 猶^^：細は近日拜顔可-巾 

述, 候。 謹言。 

3i 月廿 五日  監  物 

平 郞様 

投井 小袖. M 卷 傳記篇  ニー  〇 一 


m 
の 

害 


第 十九 章 小 桶 を見歡 して  一 一 〇 二 


言 々句々 肺肝より 出で 、其の 友 を 思 ふの 情眞に 切なる 

ら 誤解され たり 侮 を 受けたり する こと は 親友た る 米 田に 

あ ら う。 

小 楠の 義妹 矢 島 楫子も 「姉婿の 横 井 サン は實に 立派な 

はなかった 人でした」 と 歎じて ゐた。 小 稲 は 酒 を 愛する 

たらう。 德 富 蘆 花が 「輿に 乘 つても 吞み 不興に 乘 つても 

楠 は 酒なくて は暮 せなかった らしい。 平凡なる 人間なら 

頭 腦の持 主 で、 而 も 天下の 重き を 以て 自ら 任じた 偉人 が、 ど 

如き 忠吿を 受けねば ならな か つたの か眞に 不可思議 なや 

性飮 料に よってい ろ/ \ の 精神的 興奮の 徵 候が 現れる の 

其の 機能 を 麻痺す るからで ある。 大腦に はこれ はいけ な 

あって 其の 情況に 適應 する 事物に のみ 意識 を 集中せ しめ 

其の 機能が 麻痺 すれば 意志 は 集中せ すして 其の 正調 を 失 

節制 を亂 り、 多 辯と な り、 無 意 味 の. 高 笑. 啼 泣. 憤 怒 等.^ よく 飮 

ある。 之 は 生理的 必然の 勢で 小 楠の 如き 善い 頭腦の 持主 


ものが ある。 小 

は 衷心 堪 へられ 

人でした が、 酒 を 

の 極 其の 害を考 

飮 みました」 と 

ば ィ ザ 知 ら す、 小 

うして 酒癖の た 

うで ある が、 そ も 

は 「アル コ ホル 

い、 あ れ はならぬ 

るの だが、 「アル 

ひ、 注 意. 判 斷. 反 哲 

酒家に 於て 見る 

でも それ を 避け 


楠が 酒の 

ぬ ものが 

飮 むこと 

へる 餘裕 

書いて 居 

摘 ほどの 

めに 友人 

く-  r ァ 

」 が大腦 

と 制止す 

コ ホル」 

醜ム 力 現 

る こと は 


爲に他 か 

あつたで 

を 害 と 思 

力. ffl^ 力つ 

る 通 り 小 

透徹した 

から 右の 

ルコ ホル 

に 働いて 

こよりて 

じ て 動作 

れ るので 

、s ぬ！ に， 


て 

求 

酡酊 者の 責任 て 


酒に よって 血液 中の 「アル コ 

泥 醉狀態 を發 し、 外界に 對 する 

ざるに 至 り、 且 つ 自己の 意志の 

の 度 を 進 むれば 精神 愈  <  錯亂 し 

々 によりて 著しく 差異が ある 

容易に 泥醉狀 態に 陷 つて 亂 暴 

たらしい から 彼 は 恐らく は此 

は その 持 前と して 段々 慣れる 

は暮 せぬ 様に させる もの だ。 

項が あって 左の 如く 論述して 


ホル」 含有量 〇. 五 ％ に 達する と 

観察力 及び 判斷 力が 著しく 減じ 

支配 を 困難なら し め、 動 も すれば 

て 運動の 失調 を 起しな どす る。 

が、 中 に は 少量の 酒に も 大いに 醉 

を 働く 倾が ある。 上記の 如く 小 

の 質の 惡ぃ 部類に 屬 する であら 

に隨 つて 其の 量を增 すと 同時に 

穗積陳 重の 『法 直 夜話』 の 中に 

あ る。 


^性 「アル コ ホル 中鸾 とし 

て 自己の 行 爲の結 ra^ を 顧慮 

暴行 を 働く ことにな り、 な ほ 

此 の 泥 醉狀態 を來す 酒量 は 

ふ 質の 人が あつ て、 斯 かる 人 

植の 酒量 は餘り 多く はな か 

う。 なほ 麻醉 作用の ある 飮 

小 楠の 如く 酒杯 を 手に せす 

「酩酌 者の 責任」 と 題せ る 


法律の 中 に、 醉 ふて 人を毆 つた 者 

い 考 で、 醉 者は醒 者よりも 國 家に 

れ ど も、 若 し 惡結杲 を 生じたなら 

る 0 また 飮 酒と 毆 打と は 行爲の 

主義から 見ても 大に现 由の ある 


ビ ッタゴ ス (希 臓 七聖の 一 人) の 定めた 

罰 に 倍すべし と。 これ は 甚だ 面白 

洒と いふ 行 爲 は 未だ 罪に ならぬ け 

洒を 責任の 0 的と する ことが 出來 

ら す ことが 出來 る。 是れ 犯罪 豫防 

志 論者 は 之 を 非と する であらう。 

横 井 小 柿上卷 傳記篇  一 一 〇 三 


の 罰 は 醒めて 人 を 毆 つた 者の 

取って 危險な 人民で ある。 飲 

ば その 惡 結果より 反 致して 飮 

速 絡が あるから 二重の S 非 を 蒙 

事で ある 0  el し 古風な 自由 意 


第 十九 章 小 楠 を 見直して  一 一 〇四 

我が 國の 習慣と して 酒の 上での 失態 は 咎めぬ 傾があって、 法律で も往々 酪酎者 を 精神病 者 

と 同 一 視 して 其の 犯罪 行 爲に對 し 刑罰 を 免じたり 或は 輕 くしたり する が、 精 神 病 者の 犯罪 行 

爲を 罰しな いのは 正邪 善 惡の行 爲を自 .5 に選擇 決定す るの 意志が 無い からと 云 ふよりも 寧 

ろ 正常 意志 を 失って ゐる 者に 罰 を 加 へ て も 何等 法律 的 効 が 無い からと 見るべき では ある 

まい か。 然るに 酪酎者 は、 そ の泥醉 して ゐる問 だけ は 正常の 意志 を 失って ゐて も、 醉 が酲 めれ 

ば 正常の 意志に 復す るから 其の 行 爲に對 して 責任 を 負 はせ るの は、 营 に 當 然 で あ る ばかりで 

な く、 北ハ の 爲に將 來飮酒 を 制 減し 若しくは 禁止す る ことに もな り、 又隨 つて 犯罪 的 行爲も 止 


されて 法律 的 効 を 奏し 得られる か ら、 上 記 ビ ッタゴ ス の 言 も 穗 * 積 の 論 も 定 す ベ きで あら う 

と 思 ふ。 

さすれば 「酩酌 者の 責任」 は 小 楠の 如く 少量の 酒 にても 泥醉 して 狂態 を演 じ、 酲 むれば 神 

智靈覺 湧く が 如き 哲人に 復 する 様な 者に は 特に 之 を 負 はしむ ベ きで あらう。 小 楠の 酒癖に 

は假令 犯罪 的 行爲は 伴はなかった にせ よ、 常 人の 服に 餘る やうな 種々 の 言 動が あつ て、 重 厚 篤 

實な 人達から 輕 侮され たのみなら す、 誤 解の 種 をさん， <\ 蒔いた から 彼に 取りて は恕 すべ か 

ら ざる 缺點 であった。 要するに 小 楠が 世間から 誤解され たり 迫 寄され たりした の は 主と し 

て 口から 出た 言 葉と 口より 入った 酒と が 原因 で、 口 は禍の 門と 云 ふ 諺 ゃロ禍 なる 文字 は眞に 

小 楠に 當 嵌まる 觀が ある。 


八 誤解 は 英雄の 稅金 


世の中に 或は 誤解 

其の 中には 同情す ベ 

る。 小 楠 は 誤解も^ 

はれた 揚句 遂に は 其 

何が 彼 を さう させた 

識見 餘 りに 進 とい ふ 俗諺の 通り 小 

取 高邁 

は當 然と 思 はれる 程 

れ もすまい」 で、 德富 

さぬ やうに し、 出 し て 


された り、 或 は 呪 阻 さ 

き 寃罪も あれば 身 か 

咀も 迫害 も 受け て、 而 

の 凶 匁に 斃れ たのみ 

の か、 そ れに はさうな 

楠の 識見 議論 は當時 

であった。 然し 如何 

蘇 峰の 云って ゐる通 

も 時勢 相應に 小出し 

ヰス キ—」 を 平野 水で 割って 用 ひる やう 


れ たり、 或は 迫 害された りす 

ら 出た 錡で當 然 受 くべき 報 

も それが 皆 深刻であった。 

か、 死 後まで も 久しく 誤解と 

る 理由がなくて はならぬ。 

にあり ては餘 りに 進歩 高邁 

に 進歩 高邁な 見識 議論で も 

りに それ を 心の中に 納めて 

に 出 し、 時 に は藥を 「ォ ブ ラ 

な 工合に 多少の 緩和 工作 を 

せしめたり 俗 を 驚かした りせ すに 効 ra5- 的に ；六ロ 込ます こと も 玩味 させ 


る もの は數 限り もな く、 

も ありて さま - で あ 

而 して 幾 回 か 刺客に^ 

惡聲 とが 消えなかった" 

「出る 杭 はう たれる」 

で 世の 嫌疑 を 受ける の 

「雉子 も 鳴かす は 打た 

ゐて 必要の ない 時 は 出 

—ト」 に 包んだり 「ゥ 

加 ふれば 左程に 人を激 

る 事 も出來 るの だ が、 小. 


楠 はさはなくて 苦い 


藥ゃ强 い 酒 を 其の ま 


口 を， 割 つて 注ぎ込む やうな やりかた で. あ つ た- 


意見 發 表の 不 小楠は上記 の 如く自已 の意見が間違 つ たと見たら、又當^の實^^^に適はぬ と考 へ たら遠慮な 

用意  . 
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躊躇せ す 其 を 


小 糊 を 見まして  一一 0 六 


非行 はねば 

する を 博ら 

會 して 其の 

が、 遠 方より 

する に 立 至 

を發 表する 

くな く 着眼 

其の 原因で 

昔で も 今 

全部 を 一 度 

が 小 楠に は 

であった。 

に 抱 持して 

らは 全く 溫 


な 

-な. 


見 

ゐ 

厚 


とに 頓着せ す 


ら 

力 

つ 

あ 


變 更 し、 又 速成の 害に 對し 

ぬと 考 へた 意見 は 時と 場 

つたの みなら す、 吐 露せ す 

聽 い た 者 は 彼 へ の 誤解 を 

者 は 愈.^ 以て 彼 を 異端と な 

リ 森 鷗外も 「横 井 は當時 

の 嫌疑 を 避ける だけの 用 

つて ゐな いの に、 誤 解され 

たので ある。 

世 渡の 巧な 輩 は 腹に ある 

ら さぬ。 時には 又 漏らし 

いふ 眞似は 到底 出來 ぬの 

の 親友 元 田 東 野は當 時に 

が、 時 と 場所と を 見る に敏 

君子とば かり 見られた の 

りの ま \ に 二度に 吐出し 


ては嚴 しく 助長 を誡め 

所 を 顧みす に 極めて 率 

して は 已む能 はな かつ 

釋く ばかりでなく 却つ 

し 遂に 彼の 一 命 を 取ら 

の 智者で はあった が、 其 

心 をし なかった」 と 云 

呪咀 され 迫害され たの 

意志 を 容易に 外に 漏ら 

たもの が 腹の 中の 意志 

みか 面從腹 非、 口に 蜜 あ 

あって は隨分 進歩的な 

であって 容易に それ を 

であった。 小 楠 は 右の 

たばかり でな く、 時 に は 


はした が、 正 

直に 有の ま 

た。 それで 

て 彼への 隨 

ざれば 承知 

の 思想 は 比 

つて ゐる如 

は 全く 發表 

さない。 た 

と 違 ふこと 

り 腹に 劍ぁ 

しかも 激烈 

吐出 さなか 


し い 

i に 

喜 者 

せ ら 

交 勺 

く、 其 

方法 

と ひ 

さ へ 

り 底 

な 時 

つ た 

見識 


他から 云 はない 


と 思 ひ、 又 是 

悉く を 吐露 

く 小 楠に 面 

ともなった 

れぬ者 を 生 

單 純で それ 

の 眞 意 は 惡 

の 不用意が 

漏らしても 

も ある が、 吾 

の 事 は大嫌 

務策 を澤山 

ので、 世間 か 

を 時と 場所 

方が よいと 


常 度に 合 は ざ 

る行爲 


思惟 さる \ 事 を も 構 はす 述べ、 云 はすと 

田 等から 「愼 一 百 」 の 忠吿を 受けた ので 

はせ る 業で は ある が、 そ れが 誤解の もと 

もない。 

なほ 小 楠 は 言 論ば かりで なく 時には 

善い と 思 ふ 事柄 はすぐ にも 實行 にか i 

繁文 縟禮を 一 掃す ると 俱に 世に 益な き 

飛な 行爲 があった。 又 「高 節 篤行 才大 

才 秀 で 識 高く 英邁 俊豪 檢 束に 拘 りて 持 

して 格 例に 拘り 而も 智力 以て 變に應 す， 


もよ い 事 すら 云って しま ふと こ 

ある。 斯 かる 不謹愼 は 酒の 上で 

X なった り、 人 の 感情 を 害したり 

行動の 上に 於ても 惡 いと 思 ふ 事 

らうと し て、 人 の 當惑を 顧る 暇が 

習 慣. 笑 ふべき 迷信 を 除去すべく 

いに 智 深く 常理を 守りて 機變に 

重せ ざる 者 は 中材な り、 諄 々とし 

る 能ば さる 者 は 下材な り、 下 材 は 

しとせば 则ち必 す 中材の 士を擇 


江 戶遊學 中の 


す、 而 して 上材は 百世に 一 人 も 以て 得難 

を 用 ふべ し」 と は 小 楠が 「ま 澤子寬 重 遊， 7 學江戶 1 序」 (遣 稿篇 「詩文」 甲、 三 

小 楠の 持論と する 所 で、 而 も 其の 中 村に は 夫子 自ら 之に 任す るの 意氣込 

田の 所謂 「其 行 或は 常 度に 合 はすして 人 之を咎 むる 者 を 生じ」 たので 

右 は 小 楠が 誤解 を 受け 敵 を 作った 理由の. 云 は^ 總論 である が、 其 の 各論と 云 ふべき もの を 

左に 二三 擧げて 見れば、 小 楠の 江 戶遊學 中の 型破りの 行動 は 旣に肥 後 藩 政府のお 司 を 始め 小 
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ろから 

は 一 層 

した こ 

柄は卽 

な か つ 

勉 め 

達す 

固 よ 

び 其 

五) 中 

で あ 

あ つ 


た 

\ィ 

た 


旣 記の 如く 米 

で 所謂 酒が 云 

と は 云 ふまで 

座に も 改革し、 

た 事 もあった。 

餘り 可な り 突 

者 は 上 村な り、 

を 守り 謹々 と 

用 ふるに 足ら 

長す る 所の 才 

文句 だが、 蓋し 

た の で、 自 ら 元 


藩 學に對 する 

態」 お 


木 下. 米 田と 

の 絶交 


西洋の 火器 戰 

法 を 讚 


開 M 論 を"^ 日 ふ 
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廉曲謹 を道德 とせる 人達の， 非難 を 買った。 彼が 其の 遊擧 から 歸國 して 後實擧 なる 旅 職を樹 

て 常時の 擧者 の 流 弊を攻 華し、 藩擧 時習 館 の 舉風を 打破しょう とした こと は、 在 藩の 擧者は 

勿論 擧 校の 人達から 極度に 敵視 さる. -に 至った。 小 楠 は 江 戶遊擧 間 親友たり し 木下韓 村と 

絕 交し、 歸國後 米 田 是容と 二十 年来の 親交 を 絡った が、 何れの 場合 も 其の 申し出 は 小 摘の 方 か 

ら であった。 之に よつ て、 啻 に 木 下. 米 田兩 派の 人達 を 向に 廻す こと 、なった ばかりで な く、 木 

下は溫 厚篤 實な擧 者、 米 田 は高德 忠誠 の 國老と 云 はれて ゐ たので 自ら 兩 人の 肩を持つ 者 多く、 

爲に小 楠 は 其 等の 人達から 攻擊 される のみで 同情せられ なかった も 是非がない。 

終始 小 楠と 親交 を繽 けた 元 田 東 野が 自記した 「故 參與横 井 時 存履歷 之 概略」 (本篇  一 0  二 

七 頁) 中小 楠が 西洋の 火器 戰法 を禮譜 せる を 書け る處 に、 

當時 兵家 皆武. 田 . 上 杉 • 山 鹿の 諸 流 を 株 守して、 闔藩 西洋の 事 を 言 ふ 者 稀れ に、 其 之 を 言 ふ は 時存を 以て 嚆 

. 矢と して 而も 是を 以. て 頗る 時論に 逆 ふ。  . 

と あ る が、 小 楠が 夙に 西洋の 火器 戰 法に 習 ふべき を說 き、 海 軍 を 興すべき と を 論 じたる こと は 

世の 嫌疑 を 招 き、 當 時の 武道 家 ことに 道場 を 設けて 我が 國諸 流の 武藝を 指南して 居る 人達 か 

ら恨を 買った ので ある。 叉 小 楠の 開國 論を唱 へたの を 記せる 處に は、 

滿 天下 I の眞、 理を 解す る 者 無し。 故に 其 天地の 公道に. H て字內 に 並立す るの 卓見 は 時 存の外 言 ふ 者 ある を 

聞かす。 故 を 以て 時 存の論 を 開く 者 或は 怪み、 或は 疑 ひ 遂に 勤王 者 家の 敵視す る 所と なれり。 


と ある， 楠 は 安政 二 年！ 開國 論を唱 へ 始めた 前に は 頗る 熱烈な 攘夷論 者で 水 畏州^ 藩 

士 との 交 際 も 厚く、 肥 後 勤王の 首領 株宮 部. 永 鳥 等と は 極めて 親密の 間柄であった。 然る こ ，^ハ 

の豹變 は-や 素 今日の 意見 はこ れ、 明 日 はどう 變る かも 分らぬ と 云って ゐた小 楠に it- 等不 n5 

議は あるまい が、 他人に は 異 常 に 感ぜざる を 得ぬ。 それで 是 迄 の 同志 は 其の 變 說を K り 4, 又に 

對 する 態度 を 一 變 したの は 勿論、 其の 他の 攘夷 家 も 彼 を 敵視す る ことにな つた。 森鷗 外はト 

楠に ついて、.  . 

横 井 は 政治 上に は 尊王家で、 思想 上に は 儒者であった。 ^ん じて 西洋の 奴隸 となる こと を 憤った 心 は 攘夷 家 

の V と 全く 同じで ある。 しかし 當 時の 尊王攘夷 論者の 思想 は 横 井より は 一 脣單 純であった ので、 遂に 赏牛 AJ 

誤解す る ことにな つた。 

と 論じて ゐる。 なほ 元 田の 右 「履 藤 之 概略」 屮小 楠が 文久ニ 年の 慕 政 改革 を翼赞 した こと 

を 記せる 處に、 

諸侯の 妻子 を國に 返し、 參勤 交代の 期 を 緩く し、 將軍 上洛 • 王窒 尊崇 • 列藩 一 和の 議時存 の翼赞 する 所 多き 

に 居る。 是を 以て 彼の 尊王 廢 慕の 徒 之 を 見て 一概に 佐幕 人と 怒視 する より、 遂に 文 久ニ年 十二月^ 京に 於て 

暴徒の 擊を 招く に 至る-。 

幕政 改革 褒賛 と ある 通り、 春嶽が 幕府の 政事 緦 裁 職と なって からの 彼の 意見 は 多く は 小 楠から 出た ので あ 

つて L かも それが 一 橋 慶喜を 始め 葸府諸 有司から 重視され たから、 尊王 廢慕 派の 人達の 反感 

1^ 井 小 稀上卷 傳 記お  一 一 ゥ， P 


神官 . 僧^ を 


西洋 US 術を弘 

獎す 
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が 小 楠に 禳中 したの は 是非 もない。 

小 楠 は 耶蘇 敎を 信じない ばかり か 其の 害 を 認め 我が 國に 入來る こ， と を 甚だしく 憂へ てゐ 

たに 拘ら す、 彼 は 該敎を 信じ 之 を 我が 國に弘 めんと するとの 誤解が 主なる 理由で 暗殺され た 

こと は旣 記の 通り だが、 彼 はな ほ當 時の 神官 及び 僧侶 を 非難した 事 もあった ので 彼等 は 勿論 

世間の 頑冥 者から も ひどく 嫌 はれた。 

に慊ら すして 頻りに 西洋 醫術 を詖 吹獎勵 

す 親戚. 友人. 門 生の 家の 病人 は 皆 西洋 醫家 

ど 全 部 を 占 め た 漢 方 醫 の 反 感 を 賀 ふ と 

て 西洋 文化 を 取 入れたり 、舶来の 器具 器械 

嵌 込みて 衆 E を 驚かした りした 其の 進取 

の 人達に 痛く 不快の 感を與 へ、 又當 時流 行 

して ゐた 時分に 彼が 熱心に 殖産 興業 を 唱道して 富國の 

て 好感 を與 へなかった。 

来れば まだ 外にい くら も あらう が、 斯 くして 小 楠 はする 事な す 事 天下の 諸 


小 楠 は 漢方 醫術 

自家 は 云 ふに 及ば 

まだ 當 時の 醫の殆 

なほ 小 楠 は 力め 

子に 「ガラス」 を 

蔑視した 因循 固陋 

貨殖の 道 を 異端視 

も 多くの 人に 決し 

以上の 如く 數 へ 

方面から 誤解され 


し 之 を 舉び之 

の 治療 を 受け 

大 なる ものが 

を 珍重したり • 

振 は當時 西洋 

した 朱 子擧派 


を 行 ふ 者 を 擁護し、 

しめた。 此の 事 は 

あった。 

，沼 山维 四時 軒の 障 

を禽獸 夷狄の 國と 

の餘 弊と して 理財 

必要 を說 いた こと 


敵視され たが、 特に 小 廉曲謹 を道德 とし 博 覽强記 を 以て 知識と し 詞章 記誦 

に^ 念して ゐた 儒者 や、 時 務ゃ 時勢に 暗く 徒に 舊套を 墨守せ るの 所謂 因循 固陋 輩 や、 明治の 代 


になっても 扇 を 頭に 騎 して 電信 線 下 を 通った ほどに 西洋 文化 を 嫌 ふ 連中な どの 比較的 多い 

と 云 はれた 肥 後 藩に て は 全く 四面楚歌の 觀 があった。 


/ 

て か 

後 は 

溯 り 

擧 意 

、 

「感 

朱 • 王 兩學に 儒 何 

¥ る變 て m 

原 荣 

詩に 


ら 

IT 

PI 

の 


九 藥 


が 幼より 二十 ハ牛間 肥 

の數 年は學 問の 仕直 

生に 講習 を始 め、 遂 に 

くして 直ちに 天を師 

一 般を 明らかにし 得 

が 天 保 十 一 年 江戸 遊 

十 首」 (本 篇八七 頁) を 

俗陋 なる」 の それに 

ぅぞ」 とて 王 舉を棑 

」 と 云って 米擧を 尊信し 

ら か だ。 
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し 人 

は舉 

と す 

た と 

擧 力 

見 る 

て よ 

斥し 


擧 時習 館に 學 び、 拔 擢 されて. y 戶 に遊學 し、 天 

生 觀の建 直しに 刻苦 精勵し 「吾 之 を 得たり 

は ig  くまで 源 頭に 溯るべし との 眞髓 を摑み 

るに 至った 其の 擧歷 は旣に 可な り 詳しく 記 

思 ふ が、 な ほ 少しく 彼の 擧統 を撿 討して 兒ょ 

ら歸國 して 經傳を 研究す る こと 數 年の 後な 

と、 「嘗て 朱 子の 書を讀 み」 なる 一 首に て は 

「君子に は 立派な 大道 (朱 學) が あるのに 何で 

て 居 り、 又 他の 一 首に は 「吾 は 慕 ふ 退 翁 (大嫁 

てゐ る。 此の 時代の 小 楠の 米. 王兩擧 に對す 


お i 

」 の 

得て 

述 し 

ラ 0 

る 弘 

朱 子 


一 年歸 藩し 

自信 を 得て 

聖舉の 流 を 

た の で、 彼 の 


化 ニ^の 作 

を 禮譜し 、「g- 

邪道 (王 mf) に 向 つ 

返 野) の 舉、 舉派淵 

る 態度 は此 等の 


朱舉 に關 して 

本庄に 致せる 

醫面 


第 十九 章 小棉を 見直して  一一 一 二 

小 楠 は 嘉永ニ 年 八月 一 書 (遣 稿 篇 「 書へ S 」 九) を 久留米 藩學敎 授本庄 一 郞に 致して 彼の 意見 を 

叩いた。 それ は 眞に朱 子 擧に對 する 彼の 蘊蓄 を倾 けた 堂々 たる 長 論文で あるか ら、 以 下 引用 

稍 長き に 亙る の 嫌 は あるが、 彼の 擧說を 語る を 聞いて 兑 よう。  . 
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肥 後 藩に 於け る 朱 學の先 甍大嫁 返 野の 人格 識見 を 叙して これに！^ する 私淑の 意 を 表し、 次に. 

門下 淺見 銅齋を 評し、 特に 室 鴻 が 登用に 逄ひ な が ら 其 の 立論 建策 は 程 朱 立 朝の 面 n を 失せる も 

のな りと 難 じ、 最 後に 中 井 竹 山 を 姐 上に あげて 肇を 止めて ゐる。 

以上が 本 庄に與 へたる 書面の 大意で あるが、 此の 外 彼 は 嘉永六 年 「文武 一途の 說」 を 革し、 

朱 子 景仰の 言 其の 中に 武の 諸葛孔 明と 文の 朱 子と を對 照して 「所謂 眞 正の 大 英雄 人と は武季 朱 子の 外乂 

ク 

i ありて-和す、、 へき や」 と併稱 した り、 元 田 東 野の 韻に 和して は 「踐 み來る 眞擧紫 陽の 迸、 體 得 

す 性靈邵 子の 賢」 と謠 つた り、 朱 子 を 景仰せ る 言 句 は 非常に 多く 一  々擧 ぐるに 遑 がない。 叙 

上の 通り 小 楠 自ら 朱 子の 擧を 「綱常の 正學」 又は 「聖人の 正學」 と稱 し、 朱 子の 人物 を 「古 

今絕 無の 眞儒」 或は 二 M 正の 大 英雄 人」 と 評して ゐる 所から 彼の 擧派を 判定 すれば、 確に 朱 

子擧 であって 「その 非 は 元より 論す るに 不レ及 候」 と 云った 陽明擧 でなかった こと は 云 ふま 

でもない。 

^^.^^^^ のみなら す 嘉永ニ 年 五.^ 越 藩士 三 寺 三 作が 山陽. 西 海に 歴遊す るに 際し 赛嶽 より 朱 舉純粹 

となす  の 儒者に して 藩に 聘 用すべき 人材 を 尊ね よとの 內命を 受け、 諸 地 遍歷の 末 肥 後に 来りて 小 楠 

に會 する や 道 同じく 心會し 其の 塾に 寓 する 二 旬に して 砂碟の 中に 白玉 を 見出した る 如き 喜 

を以て歸藩したこと丄ぉひ，其の後嘉永四年に小楠が上國遊歷を試み廣^：^-の吉村秋陽を訪ひ 

たる 時の 秋 陽の 曰 記 (三お 十三： z) 中に 「横 井 氏 は 熊 本 藩士、 程 朱の 擧派を 確守し 頗る 力 を 川 ふ 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 一 一 三 


光政の 學 意に 

敬意 を 表す 


朱 子 を 信ずる 

も 其の 奴隸と 
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第 十九 章 小 楠 を 見直して  一 1 1 四 

る 者」 なる 文字と 云 ひ、 何 れも小 楠の 朱子學 者た るを襄 書して ゐる。 なほ 此の 漫遊 中廣 島よ 

り 岡 山に 至った が、 同 地の 見聞 を錄 せし 項 (遣 稿 篇八四 〇 頁) 中には、 

烈公 熊澤御 信用に て定て 御自身 も 陽 明 擧被レ 遊 候と 存じ 居 申候處 左様に て は 無，, 御座 ^ 烈 公の 御 擧意は 全た く 

程 朱に て 御座 候。 是は必 竟御獨 得の 御 見識と 被レ存 誠に 御 聰明 驚 入 申 候 云々。 

と あり てビ \ にも 亦烈 公の 程 朱 舉に滿 腔の 好意 を 寄せて ゐる。 然し 小 楠の 信す る 朱 子擧は 

當 時の 固陋に 陷り偏 兑に墮 した 俗儒の 所謂 朱 子 舉とは 全然 撰 を 異にし、 如何に 朱 子 を 尊信す 

盲從 する 者で なか つた 事 は旣に 記述 

かる。 (本篇  一二 一  頁 i 稿篇九 三 一 頁) 

註に 委細 備 はれ ども、 其 註に よりて 理 

ひ、 また 「後世の 擧者 日用の 上に 覺な 

し て 所， 謂 古人の 奴 隸と云 ふ 者な り- 

べ  し。  左 はなく して 朱 子の 書に 就と 

如何なる ことか を具體 的に 說 明して 

ひ、 良心 を擴充 すと い ひ、 吾 が 心 をして 

力.^ き .5 や 力まつ マ そ y;^ 頗る 陽 明らし き 口吻 ある 所より 推し 

も ある。 井上 巽 軒 は大： SH,^ の やうな 見方 をして ゐる。 


れ ば 

き て 

心 上 

て 擧 

古人 

朱 子 

と述 

を 以 


と て 無 暗 に 其の 擧說に 

の 解釋を 見れば よく わ 

に 就て 理解す ベ し。 朱 

の 眞意を 知らす」 と 云 

の擧ぶ 處を學 ぶに 非す 

の 舉ぶ處 如何ん と 思 ふ 

ベ、 古人 の 舉んだ 所と は 

て 吾が 方寸の 修行と い 

き 文句が あつ て、 そ の 跡 

る。 井上 巽 軒 は 大要 次 


せる 彼の 「學」 の眞義 につ 

卽ち彼 は 「擧 の義 如何ん、 我 

解 すれば 、則 朱 子の 奴隸 にし 

くして 唯 書に 就て 理會 す、 是 

今 朱 子を擧 ばんと 思 ひなば 

き は 全く 朱 子の 奴隸 なり 」 

ゐる。 然る に 其の 說明 中、 「舉」 

日々 靈活 ならしむ ると いふ 

て 彼 を 陽明擧 派と 見る 舉者 


小 植の擧 風 は ー兒朱 子 派の やうで も あるが、 實 際に は 王舉 風の 工夫が あり、 身 を處し 行を修 むる に は 致 良知 

の 心 法に よって ゐる。 固より 伊 洛の擧 を 信じた が 後に は その 範圍 を超脫 して 古學に 類す る晃解 も あり 殆んど 

縱横無 礙の概 縱橫無 礙の概 が ある。 ^しながら 共の 己 を 持す るの 術に 至って は王擧 の痕迹 最も 顯著 である。 

あり 

成る 程 小 楠の 擧說 は縱橫 無碍で 少しも 偏す る 所がなかった。 彼が 朱 學を尊 奉して ゐた 

でも 一 面 王 舉をも 究めて 出来るだけ 其の 長所 を 取 入れ、 又 能く 其の 擧 派の 人々 とも 交った。 

嘉永四 年上 國遊歷 をな した 際に も 彼 は 朱擧を 尊信して ゐ たに 拘らす 其の 擧 派の 如何 を 問 は 

す 到る 處の 英才と 交驩した が、 その 中で 其の 人物 を 推賞 した 德 山の 井上 彌太 郞. 廣島 の 吉村秋 

陽. 京 都の 卷曰潜 庵. 中 沼 了 三. 名 古 屋の田 宮如雲 等 は 皆 陽明舉 派であった。 又 彼 は 此の 漫遊に 

當 りて 特に 近 江の 中， 江 藤 樹惟命 講堂の 地た る藤樹 書院 をも訪 うた 事は旣 記の 通り だ。 (本お 

二  二 九 頁) 王學 派の 人に て 小 楠の 特に 倾倒 したの は 熊澤蕃 山で 痛く 其の 擧風を 慕うて 居た。 

1K 下 を 治む るの 心 あり 事 を 成す 體の人 熊 澤了介 一 人な り。 此人國 を 治む る 規模 甚 遠大な り。 此 人に 一 言 間き 

度 事 あり。 其 他 前 輩に 逢いて 聽 度と 思 ふ 事無し。 

右 は 越 前 藩の 村 田 氏壽が 安政 四 年 熊 本に 來り、 親しく 小 楠に 接して 聞 得た 談話の 一 節で あ 

山に 傾倒す る。 (本 篇三八 〇 頁) 又 小 植が嘉 永 四 年 同 藩士 岡 田 準 介に 寄せた 書中に 「日本の 書に て は熊澤 

の集義 和書 は 格別に 相 見 申 候」 と ある やう に、 彼 は集義 和書 を愛讀 措かなかった ばかりで 無 

く、 安 政 五 年 招かれて 越 前に 在った 時 は 盛に 此の 書に つきて 講習した。 (本 篇四五 九 H 小 捕の 

• 横 井 小 德上卷 傳記^  1 一一 五 


第 十九 章 小秘を 見まして  .  一一 一六 

かく も 傾倒せ る蕃 山で も 其の 思想 根： g は 鉋く まで も 陽明學 派であった らう が、 彼 は 自ら r 愚 

は 朱 子に もとらす 陽 明に もとら す、 た ぐ 古の 聖人に とりて 用 ひ 侍るな り」 と 云って 居る のみ 

な ら す、 時 に は 陽 明を排 して 朱 子に 奥した り、 或 は 自ら 黄老學 者な りと 云った ことな ども あつ 

て、 或 人 は 彼 を. 江西學 派に あら す、 陽 明舉 派に 反する もの だと すら 評した 位 だか ら、 上 記の 事 實 

により 小 楠 を 以て 王學 者と 見る 者の あるの も强ち 無理から ぬ 事で も ある。 蕃山 でも 陽 明の 

思想に 矛盾し な い 限り は 朱 子に 與 した 事の ある 如 く、 小 楠 とても 朱 子 擧を尊 奉しながら それ 

に 悻 らぬ 範圍內 では 王學の 長所 を 取 入れた であらう から、 一人の 小 楠に 對 して 其の 舉 派が 二 

^舉 派の 長所 様に も 三 機に も 兑られ る 所に 小 楠の 小 楠た る 所が ある。 卽ち 彼の 擧意 は總べ て の 舉派を 洞 

を 採る 

察して 其の 長所 を 取らう と 云 ふの だから 各派 を 通じて 任意の 取捨 を 施した ので ある。 

云 ふまで もな く 儒敎の 目的 は 孔孟の 精神 を發揚 して 其の 敎を體 得する ことに あるが、 此の 

目的 を 達する 爲の舉 の 方法が 擧者 によって 一 様で 無い 所から して、 そこに 擧 派の 別が 生じ 

. たの だ。 我が 國 でも 漢土で も 朱擧は 所謂 宫舉に 取 立てられた 爲に經 書を讀 むに も 其の 註 を 

金 科玉條 として 一途に 其の 說に 盲從 したので ある。 朱 子の 本意 は 孔孟 を 祖述す るので ある 

のに 後の 舉者は 其の 本 を 忘れて 徒に 朱 註の みに 捉 はれて 經義を 理解し ようと 勉 めた。 然る 

に 朱 子の 舉說 は餘 程哲學 的で あるた め、 本來 常識的で ある べき 孔子の 精神が い つの 問に やら 

哲舉 化された 結 ra^ は 孔敎の 古意と 純； 味と が 失 はれて 來 たは 已むを得ない。 其の 弊 を 救 ふ 


爲に陽 明學が 起っても 同じく 宋明性 现の擧 であった が、 吾 が 伊籐 仁齋に 至りて 直ちに 涉泗の 

源 頭に 诉 らうと 主張した。 小 楠が 口 を 開けば 堯舜と 云った は 更に 進 一歩の 見解 だが 仁齋に 

啓發 せられた もの ある や 否や。 小 楠が 其の 親友の 荻. 元 田兩 人に 寄せた 書面 (遣 稿篇 「 *  :M 」 一 

一二) の 一節に、  . 

孔子 は 堯舜を 祖述 文武 を 憲章し 天地の 時に 隨ひ 被レ成 候。 孟子 も 孔子に 私淑し 孔子の 擧び玉 ふ 通りに 舉 ばれ 

候。 程 朱 も 同斷。 然るに 孔孟. 程 朱 を擧と 云へば 孔孟. 程 朱の 言行の 跡 を しらべて、 是が 道の 是が擧 のと 心得 

たる は 孔孟 • 程 朱の 奴 隸と云 ふ ものに て、 唐 も 日本 も 同 一般の 擧 者の 痼疾に て 遂に 一 人の 眞才 無レ之 所以、 悲 

むべき 事なら す や。 

と ある は 程 朱より 孔孟に、 孔孟より 堯 舜. 文 武に、 堯舜. 文武より 終に は 天地の 時に 隨ふ 所まで 遡 

れる もの で、 其 の 直截の 見が 時に 陽 明に 近 く、 時 に蕃 山に 共嗚 する も 亦 怪しむ に 足らぬ。 

なほ 小 楠の 擧說に 影響 ありと 思 はれる ものに 水 戶の舉 風が ある。 此の 學風は 云 ふ 迄 もな 

く 日本 主義 を本體 とし、 上古 神聖の 道 を閬揚 して 之 を 治國平 天下の 經綸 に應用 せんとし たも 

の で、 德 富 蘇 峰 は 「日本 國內に 於て は皇窒 を 中心と し、 秕 界に 於て は rn 本 を 中心として 考 へ る 

擧問」 だと 云って ゐる。 小 楠の 擧說が 此の 學 風の 影響 を 受けた の は 水戶の 碩儒 會澤正 志 や 

藤 田 東 湖. 戶 田 蓬 軒 等との 關 係からで も あらう が、 其 の 根本 思想が 右の通り ならばい やで も應 

でも 之に 觸れ ざる を 得ない の だ。 蘇 峰 は 小 楠 先生 六十^ 祭 記念 講演 會 にての 演說中 實學黨 

横 井 小 秘上卷 傅記篇  一一 一七 
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の 人々 にっきて 左の 如く 述べ てゐ る。 

1 方に 於て は 大塚退 野 先生 • 平野 深淵 先生 等 所謂 朱 子學を やった のであります。 他方に 於て は 日本 は 日本で 

立たねば ならぬ と 言 ふ 様な 點に 於て 水戶舉 にも ふれて ゐ たのであります。 凡そ 如何なる 國に 於ても 又 如何な 

る 場合に 於ても 特に 時事 を 話す 場合 水 戶舉と 言 ふ もの を 無視して 話す 事 は 出来ない のであります。 長 岡 先生 • 

获 先生 • 橫井 先生 は 皆 水 戶擧を やって 居ります。 横 井先 生 は 水 戶の舉 問 は 偏して いけない とい ふ 事 を 言 はれ 

たが、 撗井 先生 を 今日 あらしめ たの は 確に 水 戶學の 御蔭であります。 

右の 如く 小 楠 は 其の 舉 風の 流 弊に つきて は 疆" 罵倒 して ゐる が、 水 戶擧の 本領に 啓發 せられ 

たこと は 大きい ので、 會澤の 『新 論』 を 最も 熱心に 讀ん だの は 神風 連の 人達よりも 寧ろ 小 楠 

であった との 遣 話 すら ある 位 だ。 

前に 揭 げた 彼が 名 古屋の 宗家 撗井次 郞吉に 書き 與 へた 「三千 年 神州 男兒の 士氣を 振起し」 

以下の 句 (遣 稿篇 「詩文」 甲、 ！！六 • 本篇ニ  0 九 頁) に は 全然 水 戶擧と 同 一 なる 純 日本的の 思想と 精 

神と が 躍動して ゐる。 尙 之に 類した ものに 池 邊龜三 郞の歸 省 を 送る 七絕が ある。 (遣 槁篇八 

七 七 頁) 其の 轉. 結 二 句の 「分明な り 文武 一 途の 事、 分 かちて 兩 輪と 作す は 眞に俗 言 」 にも 忠孝 

無二. 文武 不岐 を神髓 とする 水 戶擧の 句が 著しい。 以上の 如く 觀 察し 來 ると 小 楠の 擧說は 朱 

諸學に 出入す 子學 を踏臺 として 諸擧に 出入し 雲 か 龍 か 凡眼で は 如何にも 端倪し 難い 所が ある。 

本來 懦 擧の舉 派 其の 者は聖 道に 進む 方便であって 目的で はない から 中. 江 藤樹は 朱から 王 


に、大^^退野は王から朱に轉向して ゐる。 斯 かる 


道の 極致 


彼等 

や う 


角 

澄 

の 

と 


萄 

り 


と 


し 

き 

る 0 

の 私 


の 何れも 其の 目的 は聖 道に 進む にあった こ 

にも 思 はれる。 曾我祐 準が 慶應ニ 年に 小 楠 

派 を 立てる の はいかぬ。 朱 子で も 陽 明で も 

だ。 (本 篇八八 七 頁) 前に 小 楠が 開國論 を唱へ 

し」 なる 五絕 (本篇 三 三 九 頁. 遣 稿 篇八八 五 頁) 

いが、 一 定 の形體 なき 道に 對 して 擧 者の 心中 

で 唯 達人 は 能く 無理の 無い 天地 自然の 勢に 

ると も 解せられ る。 然るに 道の 極致に 達す 

き か、 そ れ にっきて 小 楠 は 「終生 堅 苦の 力 を 

つ た。 (本篇  一 二 九 頁. 遣 稿 篇八七 四 頁) 終生 堅 

なき 靑天は 仰がれな いのは 勿論 だが、 唯 徒に 

工夫が 無ければ 駄目で あると て、 彼 は 又旣記 

す れ ば、 是 非 一方に 偏す。 姑く 是非の 心 を 置 

(本 篇ー 〇 七五 頁 • 遣 稿 篇八八 五 頁) 卽ち 人情の 

心 を 姑く 棄 てよ。 胸中 一 點の螺 りなき 虚心 


轉向 をな した 舉者は 古來枚 擧に遑 がない が、 

と を 思 ふ と、 道 に 進む 方便に 一 定の型 は 無い 

を訪 ひたる 時 小 楠 は 「朱 子と か 陽 明と か 兎 

同じく 孔子に 達する 所に ある」 と 語った と 

始めた 事 を 記述せ る 際に 記した 「道 既に 形 

は必 すし も擧說 のみに 就いて 云った もので 

朱 子 だの 陽 明 だのと 拘泥す るの は 畢竟 俗儒 

順應 する ものと 明らめ 了 る、 そ れが 道の 極致 

る は 容易の 業で はない。 然 らば 如何に 修養 

0  くし 得 て、 雲 霧を披 きて 青天 を 見ん と 欲す」 

苦の カを盡 くさなければ 到底 雲霧 を披 きて 

堅 苦の カを盡 くす とも 其處に 私心な きい： if 越 

「 寓  一一 一一：！ 五 首」 中の 一 に 「彼 を是 とし 又此を 

け、 心 虚 なれば 卽ち 1K を 見る」 ともの して ゐ 

弱點 から 動もすれば 一 方に 偏したがる 是非 

祖懷 になれば そこに 始めて 天 を兑る ことが 
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聖道を 溯りて 

大に 達す 
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出來 ると 云 ふので ある。 

以上の 如くして 小 楠 は 遂に 聖道を 溯り 盡 くして 

らば 彼の 信す る 天 は 菜して 如何なる もの か。 元 田 

中に 「宋の 大儒 天人 一 體の现 を發明 し、 其 說論を 持 

現在の 形體 上に 就て 思惟 を缺に 似たり」 とて 「現 

天に 對 する 信 源 頭に 狂 ひ あり て、 事實 の 上に 於て 道 を 得ざる 事 多 


• ^え， 二 ふ 


一 f  ^  < 


"^お 


帝寓 物の 靈を 生じ て、 之 をして 天 功を亮 けし む、 志 

とい ふ 人間の 貴き は此 にある を賦 した 五絕と 全く 

は 右 『沼 山 閑話』 中の 「人 は 三 段階 あると 知る ベ 

人 は 天 中の 一 小 天に て、 我より 以上の 前人 我 以後の 

全體を 成すな り 云々」 の 一節に は、 人 は 天 功 を 亮 け 


天 を 見、 天理に 

東 野の 筆錄 r 


す。 然 

在天 人 

し」 と 

卜 I 

ん h 

遣 

0 ぼ 

所 

蹟 載 

C 

趣 犬に 

其 の 意 

ノ  0  $ 

後人と- 


ども 專 

一 體」 

云って 

する 信 

號 泣し 

脫 して 

早く も 

會 見し 

して 神 

を 同じ 


1  一 二 〇 

も 達する こ 

沼 山 閑話』 

ら性命 道理 

を說 き、 此の 

居る のに 見 

仰 は 大聖 舜 

たのと 等し 

ゐ る。 而も 

其の 昔 彼が 

た 時 書き 與 

は 六合の 中 


とが 出来た。 然 

(遣 稿篇 「談 錄」 三) 

の 上 を說て 天人 

合點 なけ れば 「大 

る も、 彼 が 天に 對 

が是 天に 父母に 

く、 最 早 擧理を 超 

彼が 此 の 信仰 は 

始めて 勝 海 舟と 

へ た 

に 飛ぶ 所以。 

ある。 なほ 小 楠 


うする ので 

ベ て ；大 は 往古 來今 不易 の 一 ；大 なり _ 

_此 三 段の 人 を 合せて 初めて 一 天の 


る爲に 生れて ゐ るの で、 其 の 一大 功 を 亮 け る 


の 道で あると 云 ふ 意味の こと を 述べて ゐる。 之 を味讀 すれ 


拉 ふ あせ ，H ひえ 

ん る J … あ 一 


ま 

ヶ -II 


こと は 人生の 目的 を遂 ぐる 唯 

、ま、 

神 知靈覺 湧く こと 泉の 如 し、 作 意 を 用 ひすして 自然に 付 す、 前 世當世 更に 後 世、 三 世 を 貫通し 

, て 皇天に 對 せん。 

なる 彼の 作に も 現れて ゐる やう に、 益.^ 彼の ； 大に對 

する 敬虔な 信仰的 熱度の 高まれる を兑る ことが 

出来る。 小 楠が 口 を 開けば 常に 天道と 云 ひ、 天现 

と 云 ひ、 或 は 天地の 時に 隨 ふとい ふの も； $1 以 上述 

べ來 つた 天の 信仰的 觀 念から 出た 嚴肅な 意味 を 

^ ' D V 』 f  h  ^ 含む もので、 宋 儒の 所謂 天理な ど、 は 名 は 1^ じで 

； う. f ド ， P も實は 全く 趣 を 異にする ので ある。 

此の 嚴肅 にし て、 而 も 敬虔な 信仰 か ら、 彼 は 上 は 

王公 貴人より 下 は 市井の 庶 おに 至る までに 機會 

ある ハ 母に 天道 を說 いた。 例へば 彼が 嘉永四 年上 

て 書き 與 へた 「人に 費ぶ 所は是 此の 心、 天 现 に 合 

ふ は 人間の 大福 货」 なる 語 や、 (ケ篇 一六 九 s「l^ 嶽 老公 述懐の 韻に 和し 奉る」 と题 せる r 斯 
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》 い せ 3>ん 、づ/ ス，， ^ 

?\£  A お き 叭 ザ や 

ン 、ノ/  >v  ？  .  、  j ィ、 「 

S く  -ノ- 一寸 ，フ 


M 漫； 遊の 時に 姬路の 旅館の 主人の 需に應 じ 


天 
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の 道 懐に ある こと 三 十. 年。 公に 向って 一 日 始めて 天 を 談す」 なる 七絕 (本 篇八八 八 頁. 遣 稿 篇 

八 八 八 頁) に 於て 其の 「天理に 合 ふ」 とい ひ 「天 を談 す」 と 云 ふの も 全く それで ある。 斯く 

して 彼 は 其の 信仰せ る 天道に 依り 世 を經し 民を濟 はんとし たので ある。 元 田 東 野の 『小 楠 

遣 稿』 の 跋文 「小 楠 先生 遣 文 後 序」 (遣 稿篇ー 〇 六 頁) 中に ある 如く 彼が 「苟 くも 我 を 用 ふる 

, 者 あらば 吾當に 使命 を 奉じて 先づ米 


新々 5V#:*$T.S? 

，ま X ス ^,^r^  ^ft. . 霧 


か 一- -1 


松 

民 


國に說 き 一 和 協同 し、 然 る 後に 各國に 

說き 遂に 四海の 戰爭を 止むべし」 と 

云った こと は、 右 に 述べた 天人 一 體の 

理 想. 天 功を亮 くる 人生の 目的より 出 

でた もので あらう こと は、 德 富 洪水が 

記した 「小 楠の 實歷」 中に 左の 如く 


あるの を兑て も 分る。 

元 治 元年 世祿百 五十石 を沒牧 せられて より 家居 專ら講 擧に從 事し、 天人 一 致の 理想より 各國 干戈 を 動かす よ 

り 慘怛を 極め 天地 好 生の 德に叛 くもの はなければ 各國 同盟して 四海の 干戈 を 止む るの 論を發 明せ り。 

なほ 元 田の 右 跋文 中には 小 楠に つきて 左の 如く 記して ゐる。 

晚年道 ハ优々 熟し 爲 すべから ざるの 時 無く 化すべからざる の 人 無き の 意 有り。 嘗て 一 書 を 著して 天 言と 名 づけ 


んと 欲せし も 未だ 就ら ざり き。 蓋し 先生の 言 天機 を啓發 して 常人の 測り 知る 所に 非ざる なり。 (原 漢文) 

「夭 言」 と は 『論語』 の 中の 「子 曰く 天 何 を か 言 はんや、 四時 行 はれ、 百 物 生す 天 何 を か 言 

はん 哉」 から 取った もので あらう か。 小 櫥獨特 の 哲擧を 語らう とした 其の 書の 就ら なかつ 

たの は 頗る 遣憾 だが、 彼の 天に 對 する 思 想. 信 仰 や 其の 心靈 生活の 光景 は旣に 記述せ る 彼の 「沼 

山 閑居 雜詩」 (本 篇三五 一 頁. 遣 稿 篇八八 〇 頁) や 『沼 山 閑話』 などに よりて 之 を 窺 ひ 知る こと 

が出來 るので ある。  . 

由 來 世間に 流布され た 幾多の 書 中、 筆 者备 見る 所に 從ひ、 小 楠 を 以て 或は 朱 子舉者 中に 列し" 

或は 陽 明舉者 中に 加へ て 一 定 した 所がない。 其の 一 定 されな い 所が 彼の 本領で、 彼の 舉 問と 

思想と は 一 日 も停滯 する こと 無く 日々 に 新に して 進んで 已 まない ので ある。 畢竞 彼が 考究 

した 擧問は 朱 子擧を 始め 和漢 古今の 凡ゆる 舉說 に涉り 種々 の 道程 を經て 終に 共の 理想 鄉た 

る 天に 到達した ので あるか ら、 單 に 其の 道程の 一 局部の み を 見て 直ちに 彼の 舉派 を云爲 する 

のは斷 じて 彼の 本意で 無 く、 又 決して 彼 を 知る もので ない と 思 ふ。 

I  0 尊 皇 敬祖 

小 楠 は 上記の 如く 諸方 面から 種々 誤解され た が、 共 の 中で 最も 心外な の は 彼が 或 一 部の 人 
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嘉. 悅市之 進に 贈って 居 り、 彼 が 幕府 へ の 建白書 (遣 稿篇 「建白 類」 丙、 九) 中 にも 左の 一 節が ある。 

第 一 公武 之 御 問 柄 御 隔絕と 相 成 候て は 一大 下 之 人心 更に 一 定 仕様 も 無- 1 御座，. 候へば 如何様 之 善 謀 良策 も 難 レ被レ 

行 所以に 御 u 候。 方今 之 勢 天命 人心 之 新に 御隨ひ 君臣 之 大義 を 御 立被レ 遊、 君 令臣行 之實事 被レ行 候へば 皇 

國 人心 自然に 一 致いた し 候 事 は 相違 有，, 御座， 間 敷、 是則 御 國體之 第 一 義と 奉， 存候 云々。 

右に 據るも 小 楠 は.、 慕 府は 朝廷に 對 して 君臣の 義を 明らかにすべ きを 述べ て 居 り、 又 同年 十 

二月に 幕府に 建白せ る 「攘夷 三 策」 (本 篇六五 二 頁) を 見る も 朝廷 尊 奉 を 第一と して 居る。 春 

嶽が 政事 總裁職 を 引受けてから 朝 皆 奉體を 以て 終始した の は 何時も 其の 背後に 小 楠が あつ 

て 之を獻 策した からだ。 舂嶽 本職 を辭 して 越 前に 歸 つた 文久 三年に 小 楠が 中心に なって 藩 

論 を 一定した 時 は、 もう 幕府 を 見限って 朝廷 ー點 張で 進まう として 居る。 其の 計畫は 不幸に 

して 實 行す るの 機を惠 まれす して 彼 は 熊 本に 歸 つたが 炚々 として 忘れられぬ は 此の 一 點に 

あつたので、 現に 伏 見. 鳥 羽の 戰爭に 於け る宫 軍の 勝報が 熊 本に 屆 いた 明治 元年 一 月 十 一 日に 

小 楠 は 「得たり 得たり 天下 復患ひ 無し」 と 大いに 喜んだ 事が 元 田 東 野の 『還暦 之 記』 中に 

あり、 又 同年 春 朝廷の 召に 應 じて 上京した 時大阪 に出迎 へた 由 利 公正に 皇統の 一 系 を 以て 「我 

邦 世界 無比の 幸福な り」 と 云 ひ、 又 京都 在任 間 「至尊 を 敬慕す る 心 止む ときな く、 或 日 病甚し 

く 朝を辭 す、 晨 に 起て 口 嗽遙に 至尊 を拜 す。 其 至情 切なる の狀 狂す るが 如き もの あり」 し は 

.S 利の 横 井 時 雄に 寄せた る 書面 (遣 稿 篇第九 三 〇 頁) にあ り、 な ほ 聖恩の 洪大なる に 感激して 宿 


「天道 覺明 論」 

は 偽 乍 


「沼 山 閑居 雜 

詩」 中の 一首 


許に 寄せた 書狀 はいくら も 

る慶應 三年に 皇窒 に對 して 

られ ぬ。 それが 小 楠の 筆に 

は 第二 段で、 假令 如何に 名文 

て、 爲 にせん とする 何人 かの 

數書は ど うか。 そのい づ れ 

りで 實物は 存在し ないで あ 

顧の 價値 もな き僞： ^であら 

て 仕舞って も、 な ほ 小 楠反對 

治 を 謳歌せ る は 其の 尊 皇 心 

る。 それ は 安政 四. 五 年 の 

人君 何 天職。 代， 天 治，， 百姓 

迂儒 暗，： 此理？ 以， 之 聖人 病 


ある。 (本篇 第 十七 章、 二 參照) 斯 くの 如き 小 楠 が、 こ れらの 中 問に 當 

尊敬 を缺 ける 如き 「天道 覺明 論」 を 書かう と は 何としても 考へ 

なった ものと して は 拙劣で あると か、 全文 支離滅裂 とか 云 ふこと 

であらう と、 筋 が 通って ゐ ようと 上述の 諸點ゃ 後出の 事 K により 

僞 作なる こと は 最早 疑 を容れ る餘地 はない。 然 らば 前記の 他の 

もが 今日に 至る 迄 其の 姿 を 現さない のを兑 ると 恐らく は聲 ばか 

らう。 かりに 若し それが 有った としても 「天道 覺明 論」 同 機 一 

う。 かく 「天道 覺明 論」 及び 其の 他の 書 を 以上の 如くに 片付け 

派の 人達 をして 小 楠が 我が 皇室の 萬 世 一 系なる に 拘らす 共和政 

を 疑 ふべき もの だと 云 はしむ る 正 眞.， 正 銘 なる 小 楠 自作の 詩が あ 

作で、 旣 記の 「沼 山 閑居 雜詩」 中の 左の 一 首で ある。 

へ 自， 非，， 天德 人？ 何以. S, 天命？ 所， 7 以堯 巽, 舜。 是眞 爲，， 大聖？ 

リ 嗟 呼 血統 論。 是豈 天理 順。 

此の 詩 は 旣に本 篇第八 章、 十二に 於て 意譯 し、 森 鷗外ゃ 德富蘇 峰の 之に 對 する 批評 を戟 せて. 

小 楠 は 禪讓を 可とする も 我が 皇室の 皇統 一 系た る をと やかく 云った もので もな く、 又 共和政 

治の 惯値は 認めても 我が 國に それ を 行 はう とする 意志はなかった こと を樓述 して 置いた か 
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ら 

共和政治 を 謳 航 

歌す る 者 多し 

の 

を 
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玆 には贅 しないが、 小 楠が 共和政治の 價値を 認める と 同時に 米國 

淑倾 倒す る こと 堯舜の 如くであった こと は 思 はぬ 誤解 を 招いた 

の國情 ゃ政體 などが 我が 國に 分る と俱 

の 外であった。 安井 衡 S 軒) の 『息 軒 遣 

云 ふ 漢文が ある。 こ. -に 其の 內容 を抄 


の 多くなる に 連れ て 米國 

が少 くなかった の は 想像 

共和政治 を 論す る 書」 と 

意譯 する と、 其 の 文の 冒頭 
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のがあった ことが 分る。 此の 文 は 明治 初年の ものら しいが、 歐米 のことの 我が 國に 能く わか 
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之 助. 中 村 九 郞. 桂 小 五郎が 腹に 一 物 ありて 大いに 議論 せんとして 小 楠に 面會 した 所が、 小 +g が 

胸襟 を 吐露した ので 打 解けた 談話に なった 折、 周 布 等 は 小 楠に 向 ひ 貴所に は 種々 の惡評 あり 
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橫井小 to 上卷 傅 sffil 


匕 


公 正統 記 一」 (遣 稿篇 八 六 二 頁) を 


「天道 覺明 論」 を僞 作したり，、 或は 小 稲 

が、 然 らば 同じ 小 楠の 作った 詩 

は 如何に それ 等 を 取扱 はんと 

晃 る と、 其 の 全篇 を 通じて 小櫥 


第 十九 章 小 楠 を 見直して 

の 尊皇 精神が 躍動して 居り、 叉 「送， ー池邊 龜三郞 歸省匚 (遣 稿篇八 

り 磨き 來る 日本 魂、 列 世國 家の 恩に 酬いん と 欲す」 なる 句が あ 

くら も あるが 此等は 毫も 顧みないで よから うか。 

ひとり 詩ば かりで はない。 旣 記の 幕府 又は 春嶽 

三 作に 寄せた る 書翰 (遣 稿篇 「書簡」 一 〇) 中 洋夷來 冠 

もの 多き を慨 したる に 「我 神州 は 百 王 一代 三 

無レ之 事に 候へ ば、 譬 人民 は 皆 死果、 天地 は 總て盡 き 5^ 

之 候」 なる 文字が あり、 叉 嘉永四 年に 小 摘が 名古屋 

「詩文」 甲、 四 六) 中に も 「三千 年 神州 男兒之 士氣を 

知ら ざれば 焉んぞ 聖人の 道 を 知ら ん、 眞 に 聖人の 道 

らす 天地の 間な り」 とか 云 ふの が ある。 

右の 如く 梓 を 著け たやうな 堅苦しい ので はなく 

き 人達 や 宿 許な どに 寄せた 手簡 を 見る と 一 曆小楠 

時代に 聖恩の 宏大 無量なる に 感泣し て、 沼 山 津の彌 

それで ある。 (本 篇九三 四 I 九 三 七 頁) なほ 蛇足の 嫌 

.1 二の 事實を 左に 書き 添へ て兑 よう。 
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は あるが 小 楠の 尊皇 心の 


もの、 例へば 親し 

る。 旣 記の 參與 

に 寄せた 書狀が 

片鱗 を 窺 ふ ベ き 


紫宸殿の ァ" 小 稲 は 明治 元年 京都 在任中 紫 { 辰 殿の 邊を通 行中 其の 解の 瓦が 地に 落ちて 土に 塗れて ゐる 

の を 恐れ多い 事と て 拾ひ歸 り、 之 を 洗ひ淸 めて 桐 箱の 中に 牧め 大切に 保存して ゐた。 此の 破 

瓦 は 今 は 著者の 秘藏 する 所と なつ てゐ る。 

篛貞戰 死地の 小 楠 は 嘉永ニ 年 小 楠 堂に 滯 在して ゐた越 前 藩士 三 寺 三 作が 郷里に 歸る時 新田 義貞戰 死の 

石 

地の 石 を 拾 ひて 贈るべく 依顿 した。 三 寺 は 歸國後 其の 石 を 取 寄せた 事 を 報じて 來 たに 對し 

て 小 楠 は、 

玩好 奇癖お かしく 御座 候 得 ども、 勤王 諸 公忠 死の いさましき 所 平生 感慕仕 候 間、 此 一 玩石も 又實に 忘れが た 

みに して 朝タ もて あそべば 自然に 卑劣 之 心さり て 義理の 滿心 新なる へし、 吳 々 御 配 意 奉レ頼 候。 

と 書き送って ゐる。 (遣 稿篇 「書簡」 一 〇) 又 小 楠 は 嘉永四 年上 國 漫遊の 際旣 記の 如く 特に 吉 

吉 野の 奥に わ 野の 奥に わけ 入った の は 後醍醐 天皇の 御陵 を拜 し、 な ほ 同 天皇の 靈 廟もぁ り、 又 日 敬愛 す る 

け 人る 

楠 正 行と 緣 故の 深い 如意 輪 寺に 詣 でんが 爲 であった こと は 云 ふ 迄 もない。 彼 は 其の後 IM 寺 

住職との 約束に 基づき 菊池武 光の $： 像 を 同 寺に 奉納した が、 其の 趣 ぼ は 荻 昌國の 記した 寄進 

記 (本篇  一 t 四 頁) にある 如く 忠臣 を 仰 慕 顯彰 する 至情に 外ならぬ。 

干 早 城址の 竹 又 小 楠 は 千 早 城址に も 登り 此處 から 石 や 竹 を 携へ歸 り、 其の 竹 を 軸と して 造った 筆と 石と 

と 石 

を 柳 河の 立 花 壹岐に 贈った が、 そ の 時の 書面 (遣 稿篇 「書簡」 二 〇) 中には 一 小石 一 筆 管で も、 千 早 

城に 提 りて 百 萬の 贼鋒を 挫き 天下 義士の 氣を 振起せ しめた 稲 公の 忠誠 神武 を想兑 す 可き で、 
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幾度 

中 の 

命 を 

窺 はれる 

と は旣記 

あらう 小 楠 

つきて 聽か 


る 


り 


は 


た 


て も 

富 洪 

る i 

位大 

と し 

て 小 

觀を 


彼の 尊皇 

水の 書い 

平 重 盛と 

禮に 際し 

て も 尊皇 

楠の 尊皇 

紹介し て 


し、 

の 


叉 

王 


の 後 

師な 

り」 

も 幼 

だ 0 

を 奸物視 

されな ど 


の 

有 


曾 我 


り 


、し 

に 


に 於ても 

りと 導 敬 

の 詩 や、 初 

年 時代よ 

叉 田 中 光 

し て ゐた 時代 

して 後 は 其の 


し、 

め 


m ひ 得 ベ 

る それ を、 

行と を 痛 

きて は述 

項 を 終る 

る ある 

楠 殁後も 

進講した 

に 抵るま 

幕末 維新 

もあった j 


く、 叉 彼 が 

さも あり 

く 敬愛し 

位が あつ 

が あらば 

べ盡 くし 

ことにす 

が、 束 野 は 

彼 を 追慕 

日の 感想 

で 小 楠 を 

に 於け る 

やう だが、 


尊皇 心 を 認 め、 嘗 て 一 


所藏の 勤王家 書 幅 を 今上陛下に 奉獻 した 中には 小 楠の 筆蹟 

る。 著者への 直話に も、 尾 崎 行 雄 は 往年 共和政 體を豫 想した 

が、 彼 は 自分の 事 を 書け る 『田 中靑山 伯』 を 一 夜の 內に讀 了 

容は 初より 終まで 勤王の 事蹟ば かりだから 行 雄に 勤王 心が 

ない。 彼 はや はり 勤王家た る を 失 はない。 横 井 小 楠 も 共和 

しく 云った が、 彼に 勤王 精神が 缺 けて 居たら 舂嶽 にあれ ほど 

といった。 

元 田 は 明治天皇の 侍 讀. 侍 講. 侍 補と して 純臣の 節を竭 くし 

明治 第一 の 功臣と 稱 せし め、 <N 我 は 明治. 大 正. 昭 和の 三代に 亙 

大正 天皇の 立太子 前からの 御 養育 主任で、 皇太子と なられて 

く宮， 內 大臣と して 明治天皇の 御 信任 厚 かりし 誠忠の 老臣で- 

聖德を 輔翼し 奉った ので ある。 若し 小 楠に して 尊皇の 念に 

な ことがあれば 彼等 はかく も 揃って 小 楠 を 敬慕す る 答 もな 

^0: 德 富の なほ 小 楠の 晚年 極めて 親密の 間柄であった 細 川 家の 公子 長 

八 0 頁) に は 「尊王の 鬻策は 往古に 邁 き、 廟 謨 に 參與し て 遠 猷 

に皇 {11- 中心 主義 を 以て 天下に 呼 掛け 全身全霊 を 之に 打 込ん 


を もさし 加 へたと 云 ふこと であ 

とて 世上 囂々 たる ものが あった 

したと 云って 居た。 かの 書の 內 

ないならば 然る ことの ある 笞は 

政治 を 謳歌した とて 世 問で は喧 

まで 重用 さ. d る笞 はない と 思 ふ、 


御 寵任 最も 厚 く、 副 鳥 種臣 

りて 忠節 を竭 くした 名將 

から は 柬宮大 夫で あ り、 田 

_ 三 人俱に 至尊の 御身 邊に 

於て 或 一部の 人達の 疑つ 

く 否、 敬 慕して はならぬ の 

岡 護美の 小 楠 を 詠 じた 詩 

を宏 いた」 と 云 ふ 句が あ 

で ゐる德 富 蘇 峰 は 現今に 


をして 

軍 だが、 

中 は 長 

奉仕し 

たやう 

で ある。 

S 稿！！ 

り、 又 現 

於て 小 
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第 十九 章 小 楠 を 見直して  一 一 三 六  • 

楠 を 最も 善 く 知れる 一 人 者で ある が、 彼 はい つも 筆に：：： に 小 楠の 尊皇 精神の 眞純 にして 旺盛 

なる 終始 一 貫 死に 抵 るまで 渝ら ざり しこと を證 明して ゐる。 

敬 諷  小 楠が 純 腐な 尊皇 家であった 事 は 叙 上の 事 實が證 明して ゐ る が、 彼 が 又 祖先 を 如何に 崇敬 

し たかを r.- れば 一瞥 その 赤誠の 爲人を 知り 得る ので ある。 

本書 第一章 「父祖」 と 同附錄 一、 「横 井家々 系」 と は 時愼. 時昭. 時 長を祖 とする 肥 後の 三. 横 

井家に 藏 せる 系譜に 據 つたので ある が、 時愼 及び 時 長 の 末流の 二 家に は 家系が 各 一 通 だけ あ 

つたのに、 時昭の それなる 小 楠の 家に は 左記 六 種が 保存 せられて ゐる。 

系譜 六 種  一、 横 井 系譜 

北條 氏— 横 井 氏の 始祖 人皇 五十 代桓武 天皇より 左 平 太 時國に 及んで ゐる。 

一 一、 . 撗井 家系 參照書 

横 井 氏と 同祖で あると RI せられる 北條早 雲の 系譜と それに 關係 ある 文獻 及び 北條時 

.  . 行に つきての 事蹟と を 記して ある。  . 

三、 横 井家 系 

横 井彌次 右衛門 時 春より 小 楠の 兄 時 明に 至る 迄 を 記す。 天 保 三年 十月 時 明の 自書。 ： 

§:、 横 井姓當 家系 圖  . 

. 時存の 子牛 右衛門 時 次から 小 楠の 父 時 直に 至る。 本 系 園の 末尾に 時 明が 「普 光院時 


直 様 御 自筆 不， 可，, 遣 失 一」 と 認めて ゐ る- 


^  ^リ ふズ 、つ？  i^y、  ^  -  < ^レ  4 て を 1 ^  " 


五、 家譜 


，ザぶ ^めみ <^,^.^^^,^V7^ 

き 斧 肷玄直 * 橫ォふ SS: ぬ 


系 

ヽ 

せ 

文 


井 

靖 


きたり。 後世 子孫の 爲共 次第 を 記し my もの 如， 比 < 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 


桓武 天皇より 横 井 時 に 至  り、 な ま 

それより 尾 張の 横 井 三 宗家 及び 其 

の 分流 を 記した もの で、 美 濃 武百枚 

の 大冊 子。 此の 結尾に は 小 楠 自ら 

左の 如く 記して ゐる。 

此 一 冊 は 尾 張 同姓の 惣 家譜に し 

て 伊折 介 時泰. 孫 右 衞門時 朝. 作 左 

衞門時 久三家 子孫 之 外 所持す る 

こと 不， 一 相 叶 一 M^slf: 兄 嘉永四 

^  S 月 時せ Ei- 張に 參り、 絡て 久し 

き！！ 1： 族の 親 を 結 び、 遠 1： たるに 因 

て此 一 册を乞 §1- し かば 次 郞吉時 

紀 寫 さしめ て 同年 九 ：3： 熊 本に ャ W 

一 ニー 一七 


第 十九 章 小 摘 を 見直して .  一二 二八 

嘉永五 年 二月 十日  橫井平 四郞時 存 (花 押) 

六、 横 井 次 郞吉差 出 之 家譜 

前記 作左衞 鬥時久 一門の 系譜。 小 楠 自ら 謄寫 した もので、 その 末尾に は 小 楠の 自記し 

た 文章が ある。 (本篇 二 〇 三 頁) 

上記に 據 ると 小 稲の 父 や 兄 も 如何に 自家の 系譜に 對 して 關心を 有って ゐ たか f 分る が、 小 

楠が 更に 一 層 家系 を 尊重し 之 を 大切に した こと は、 旣 に 父兄に よりて 系圖が 可な り 能く 整理 

せられて あるの に、 嘉 永 四 年上 國遊歷 の 際 自ら 名 古屋に 赴きて 同姓 撗 井家 所蔵の 家譜 を謄寫 

し、 な ほ 其の上に も 完全な もの を 取 寄せな どして 居る のを兑 て も 明らかで ある。 

本書 遺稿 篇 「建白 類」 中に 載せた 小 楠 自記の 「七 條」 中の 一 に 「皇天 を 敬し 祖先に 事 ふ 

る は 本に 報す るの 大孝 なり」 と あ り、 叉 小 楠 は 天 保 十 年. 江戶に 遊擧を 命ぜられた 時に 「弟 永 

仁と 別る」 なる 一 首 (遺稿 篇八五 五 頁) に 左の 句が ある。 

維 昔 我が家の 祖、 結 髮百戰 を 經、 十 死に 僅かに 一 生 す、 家 を 起す 一 に 何ぞ難 き、 之 を 思へば 心悚 

然 た り、 豈 怠と 倦と を容 さん や、 汝 が性壯 且つ 異、 以 て 百 鍊を受 くべ し、 勉 めよ や 干城の 志、 精 神 

汗漫 なる 莫れ。 

右 を 見る と 年 まだ 若き 弟に 祖先に 對 して 奮勵努 力すべく 鞭撻して 居る。 なほ 上記の 如く 

名 古 屋を訪 うた 際 は 半月 間も滯 在して 横 井家 系 ii を調术 M 一す る 外に 菩提寺に 詣 でたり、 紙 先の 


遺物 を敬觀 した り、 同姓 撗 井家 の 好み を溫 めたり した が、 名古屋 を 去る に 臨み 宗家 の、 主人に し 

て 年 十六 才 なる 次 郞吉に 書き 與へ た 語 (遣 稿篇 「詩文」 甲ヨ 六) 中に も 左の 一 節が ある。 

祖先 百 戰の勞 を 以て 僅かに 其の 家 を 起す も、 子 孫 安然と して 其の 紫 を！^ つ。 之 を 思ふハ 母に 

直ちに 束 然として 內に 起ら すん ば あらす。 而 るに 或は 祭事 を 怠 り、 或 は 職分 を 荒み て、 逸 樂 

以て 其の 生 を 送る、 罪 を 神明に 取らざる は 幸な り。 (原 漢 文) 

此等を 見ても 小 楠が 如何に 風 先 を 敬し 克く 之に 事へ たか ^ 分る。 後 章 「家庭 人と して」 

に述 ぶる が 如くに 親に 對 して 孝心の 厚かった 彼 はまた 傲に 報 本の 孝子で もあった。 忠ほは 

孝子の 門より 出 づとは 千古の 金 言 だが、 小 楠の 如き 報 本の 孝子に して 忠君の 念の 薄き ことの 

ある 害な く、 叉 彼の 如く 自家の 系譜 を 重ん する 者に して 我が 皇 《苗の 皇統 連綿たる を欽 仰せ ざ 

る 道理 もない。  . 

I  I 夢中 • 意 中の 人物 


「其の 人 を 知らん と 欲せば、 先づ 其の 友 を 見よ」 で 小 楠の 人物 性行 を^ 究 する 

て も 其の 交友 を 眺めて 見なければ ならぬ が 、管 に 友人の みならす 其の 平素 私淑し 

る 人 を も 知らなければ 十分で ない。 さて 小 楠の 或は 夢中に 晃、 或は. 意中に 往來し 
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に はどうし 

尊敬して ゐ 

たは 如何な 


第 十九 章 小 柿 を 見直して  一 一四 ◦ 


る 人 

し て 


物で あるか は 旣に本 

見る の も敢て 無益で 


孑 

百 代 

天地 

聖人 

ば な 

る 所 

に 之 

ゐ る 

た。 


書の 處々 に點 

は ある ま い。 


見され て 枕ゐる が、 最 一度 見直 


ィ 尊敬せ る 人物 


子 は 堯 舜を 祖述して 

の師 である は 言 ふ を 

の 公道 を 信奉し 誓 つ 

の 天 功を亮 けた 所以 

ら ぬ。 

楠 は 平素 好んで 古人 

で、 假 令 如何に 深き 擧 

を 排斥した。 此の 意 

した。 叉 朝鮮の 舉者 

が、 是 は 程 朱擧に 熱中 

歐 米の 人物に ては獨 


人物と か激稱 して ゐ るが 


文武 を 憲章し 

待たぬ。 小 楠 

て 大義 を 四海 

を 實 行 せんと 

を尙 論し、 特 に 

問 はあって も 

味から 彼 は 三 

では 李 退溪を 

した 際 此の 擧 

り ワシントン 

• 慶應 三年 六月 


して， こ 


た。 堯舜. 文武 は 古の 

は 夙に 伊 尹の 志す 所 

に 布かん とする の 志 

したの だか ら、 之 を 尊 

時務 を 知る の 俊傑 を 

時勢に 暗く 時務に 通 

代 以後の 人物で は 只 

擧げて 明 一 代の 眞儒 

に 於け る先覺 者の 一 

を 推し 或は 白面 碧眼 

在米の 二 甥に 與 へた 


人で 天 

志し 顔 

抱き、 孔 

したの 


慕 

人 

の 


に それ を列擧 


に 代つ 

子の 擧 

孟 を 通 

は 當 然 


つた。 これ 蓋 

ない 擧者は 所 

の 諸 葛 孔明及 

文淸の 上に 出 

を 彼に 見出し 


て 

田 HE 

lira 

づ 


天 功 

所 を 

て 唐 

せお ^0 

^ 糸 

彼 自 

迁懦 

宋 の 

と ま 


を 

で 


亮 

び、 

し 


た 時の 事で 


堯舜 とか、 或は 堯舜 以後 第 


書面 (遣 稿篇 「書簡」 一 八， 五) 中 


け た 

- 篤く 

代 の 

ら ね 

任 す 

て 盛 

首 一 に 

し て 

あ つ 

一 の 

こ i 


る た げ拔 J の々 人の 中 )fi 同 び 及 楠/]、 
(藏靖 時 井 横） 像肯 ン トン シヮ 


左の 如く 記して ゐ る。 

西洋 列 國是迄 有名の 人物 を見 候ても 3:3^ .  1 .3, ま 杯の 類 所レ麗 雄 雲の i 

にて、 ワシントンの 外に は義 ある 人物 は 一切 無 レ之、 此以來 も AVZIT 段の 人物 も 決して 李る i 無レ 

之、 戰&の 慘徂は 彌以甚 敷 相 成 可レ申 候。 

又 r 沼山對 話』 (遣 稿篇 「談 錄」 こ 中に 

も 左の 如く 物語って ゐ る。 

眞實 公平 の 心に て； 大理を 法り 此の 

を 拔け候 は 近世に て は アメリカ K,:^^:! 

ン 一 人なる べし。 K^^TX,^ のこと は 省 

書に も 見え 候 通り 國を 賢に 讓り宇 內の戰 

ぎ を 息る などの 三 ケ條の 國是を 立 て ，一丁 

相違な く是 を事實 に 踐行ひ 一 つも^ 摘す 

ベ きこと は無レ 之 候。 

小 楠 はかく ヮ シン.. T-X の 人物に 傾倒した 餘り にわ ざぐ 米國 より 取 寄せた さう だが 

の 家 は 勿論 門弟の 家の 楣 間に は 3d の 肖像 畫が揭 げられ てゐ た。 小 南の 

推赏の 理由 は 那邊 にあつ たかは、 彼の 書簡 中に 點々 見ら る \ 如く 其の 義心 厚く ザ」 
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第 十九 章 小 楠 を 見直して • 

の 無 かりし 所に あるら し いが. 

田 東 野は旣 記の 如く 「華 盛頓 

論 皆 は 小 楠の 意中と 合致して 

にも 關 係が あるから 左に 全文 

華 盛頓賛 


四 二 


華 

擎 

し 

費 


盛 

卓 


は 


近 古 

介 の 

寡 烏， 


の 


は 則 


其 

へせ 

ち 


九 

正 


を 

の 


な 

ひ 九死に 瀕す 

不 


と 


の 

ふ 0 

す れ 

げ て 

衆 に 


大 


以 


の 

て 

ひ 


立 

と 


者 

宇 


を 

を 


を 立 


ワシントンに 就きて 書け る 文章の 無 いのは 遣憾 だ。 然るに 元 

賛」 なる 一 文 を 草して ヮ シン ト 

ゐる やうに 思 はれ も し、 叉 前 記 元 

揭げ よう。 


て 

舞 

I に 人民 を 救 

れ 


- ノ 

に 


こ 


足 


ンを 賞め た X へて ゐる。 其の 

田 の 「贅言」 (本篇 一 一 三 〇B 


可 

民 


定 

す 


き 

む < 

ぎ 

の 


水 火 

る に 

志氣 

〕 其 

こ 足 

ん と 

然 と 

ん 0 

交 


TT1、 

の 

-ォ 

其 


を 逮 


國民英 政に 

，其 の 

橈 せ 

盟 の 

已 に 

ォ a  N- 


に 

C  ノ 

三 


ら 

大 


二 

屈 

龕 


る 所 


し 一 

知 る 


の 

大 


と t か 

を 利 

し 0 

を {； 疋 めて 以 


元帥 

す 0 

せ ん 

衆 望 

て 宇 


苦 


ず 


し む 

氣 固 

は ら 

，血 戰 

文 を 

ぎ 人 


の 日に 赏り 

八 


民 


の 勳 

俸 金 

務 の 


危 

安 


功 


7- 

の歸 する 


業 

る 


內 未曾有 


險 を 

宽 に 

に 1^ 

定 す 

而 る 

名 の 

す る 

ま 「し 

の 心 

再 び 

の闘體 


ゴ\ 


て 

m み 


を ^ 


衆望の 

た り 0 

mm に 

精 就 

誓 の 

及 び 

旦 大 

な る 

へ る 

簿害 

つ る 

を 受 

て 、其 

- 1 ン 


r>l ノ 

邁 

在 

る 


の 政 


する 所眇 

の 英 軍 を 

ら れ ir 跌 

軍 を 破り 

と 5? 伯仲 

人心の 推 

解き 直 任 

ら 、ざ る こ 

り。 吾 今 

り、 只 其 の 

そ 天下の 

に 及びて 

を 爲す皆 


民の 利と する 所に 導き たれば 各自 主の 業を樂 しみ、 僅々 乎た る 八閲歲 にし て 入 Hi 國 大いに 治まり 以 


て 五大洲 を駕 越す るに 至る。 然 

堯舜と 道 を 同じう する 者に 非ず 

帥の 任 を 受け 進 返從容 として 形 

哉。 嘗て 聞く 華 盛 顿 は虛偶 を 云 

し 庭樹を 伐る。 旣 にして 父の 愛 

し て吿 ぐる に實を 以てす と、 其 の 

が 百の 愛樹 より 勝れり と。 余 聞 

て 仁に 常 つ と、 豈 其 れ 然 ら ん や。 

必ずや 聖 かと。 叉 曰く  々たる 

觀 る。 (原 漢文) 


る 後 位 を 辭し職 を讓り 恬然と 

や 0 其の後 位に 在らず と雖も 

迹 に拘ら ず、 是 其の 終始 一 誠 形 

ふ を 知 ら ざ る の 人、 其 の 幼時 利 

樹た る を覺り 父の 怒に 遇 ふ を 

誠賓 蓋し 犬 性な り。 其の 父 歎 

く 洋人伯 德琉那 と那波 翁と 顿 

孔仲尼 嘗て 曰く 博く 民に 施し 

かな 舜禹の 天下 を 有つ や、 而 も 


し 


平 重 盛  我が 國の 人物で は 君 父の 

の 道を舉 ばせ たら 優に^ 人 

熊澤 泰山 高弟 顏 子に 比して ゐる。 又 

謂實擧 主義の 先進 者で あつ 

大嫁返 野  た 時分 は 肥 後 藩の 擧風 をし 

た。 それ は 李 退溪と 關聯し 
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間に 立って 忠孝の 道 を 全うした 

の 域に も 達すべき 資質 を 具へ た 

擧者 では 熊澤蕃 山に 傾倒した。 

たから で あらう。 叉 江 戶 遊 擧 か 

て 退 野の それに 立歸 らしめ よと 

て 其の 實踐 躬行が 程 朱舉の 眞 意 


t 、一  . 

一, I 

を 


て舊 聞に- H る。 其の 盛德 大業 豈. 

一 

新 統領 を輔 け、 復 衆望に 因りて 元 

の 外に 超然たる 者 想 ひ る 可き 

を 父 に 得 て 其 の貌. を驗 せんと 欲 一 

ると 雖も父 を 欺く に 忍びず 號泣ー 

て 曰く 汝が 欺かざる の 一 心 は 佘ー 

を 以て 智仁勇 三 傑と 稱し 顿を以 

能く 衆 を 濟ふ何 ぞ仁を 事と せん、 

ら ず と。 余 今！^ 盛 M に 於 て 之 を 

一 

重 盛を舉 げ、 も し 彼 をして 聖賢 一 

物で あると て、 之 を 孔門^ 一  の 

の擧 問と 事業と が 一 致して 所 

歸 省して から 贊學 を唱へ 出し 

肥 後 の 先 儒 火 塌退野 を 推 稱しー 

得た ものと して、 ^ あった。 一 

二 四 二  j 


楠 公 父子 


陶淵 明と 杜甫 


第. TiS 章 

なほ 武人 中で 

一 一 一 頁) 又 親し 

「君 は 自ら 天成 

へ、 遂に は 正 行に 

彼 は 叉 沼山津 

り杜襄 陽、 二 公 の 

の 情熱 詩人 杜甫 

以上 は總 ベて 

戶遊舉 中 親しく 

大家に 就き 其の 

に は 十分 敬服し 

堂 も 決して 意中 

れ る。 

小 楠が 同輩 

倒した 人が 右 


小 楠 を 見： d して 

は 特に 精忠無 
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外に 
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比の 楠 公 父子 

を 弔 ひ、 芳 野 山- 

稱し、 「正 行 論 

ら小 楠と 號す 

居 偶作」 の 律 

せん」 と謠っ 

慕して 此の 外 

尙 友し 私淑し 

は 一代の 碩擧 

思想に 觸れ特 

と 言 つても 經 

た こ と は 彼が 

人物 を 推賞し 

あつたか 知る 

い か。 


を 慕 

_ 千 早 

」 を 

る に 

詩 中 

た 通 

に は 

た歷 

佐 藤 

に 一 

世 の 

自 ら 


うた。 壯歲 曾て 「南朝 

城址 等に 勤王の 事蹟 を 

草して は 「父に も 劣ら 


至 

り、 

史 


道 


たの は 

を 得な 


つたので ある- 

「性氣 有る は 

の 上で は特 

居ない とま 

の 人物の み 

齋も あれば 松 

のし ほらし き 

に 志す 彼が 擧 

めた 『遊 擧雜 


-詩 


らも ある 

然し 上記， 


唯陶靖 

に晋の 

である 

崎慊堂 

態度 や 

問の 建 

志』 の 

く  、、ノ  i 

力 七 力 

の 人々， 


四 四 

史稿」 の 著 

偶 び、 正 成 を 

ぬ 智勇の 將 

節、 家 國を憂 

田園詩人 陶 

てゐ る。 

が、 同時代の 

も あ り、 彼 は 

懷 堂の 底 知 

冊から して 

語調からで 

ら頭を 下げ 

だけ を 見て 


あ り. 

」 と 


(本篇 

て i 

た X 

ま 蜀 

と 靑 


人で は 江 

此 等の 老 

れぬ 蘊蓄 

一 齋も慊 

も 推察 さ 

て 私淑 倾 

も ほ 彼 


, ^親友 

小 楠の 友人 を 見る に 日本 全 國に涉 りて 其の 交際の 程度の 深淺 厚薄 を 問 はすに 彼の 金蘭簿 

上に 名 を 列ぬべき 人を數 ふれば 隨分 多い 數に 上る であらう。 そして 彼 は元來 人物の 鑑識が 

高かった ぐけ に 交友 中には 傑出した 名士 は 決して 少くは あるまい が、 其 の 姓名 を 書留め たも 

の. -見 出されぬ の は 遺憾 だ。 但し 今日 知り 得べき 者 だけで も 選出して 記述して 見たら 頗る 

與味も あり、 叉 正 鶴 を 得た 小 楠の 人物 觀 ともなら う が、 そ れは 到底 力 も 及ばす 紙 數も亦 許さぬ 

肥 後の 交友 ので、 肥 後に 於け る 目 ぼしい 交友に 止めたい。 それにしても 其の 數は 可な り 多 く、 北ハ の 中から 

米 田 是 容. 下 津 休 也. 荻 昌 國. 元 田 永 孚. 道 家 之 山を始 として、 宮部鼎 藏. 永 鳥 三 平な どの 勤王 黨の頭 

E  、木 下韓 村. 城 野靜軒 等の 如き 舉 者、 近 く は 細 川 護久. 長 岡 護美 や 米 田 虎之助の 如き は 特に 親 

であった 人達と して 數 ふべき だが、 I  fis^  それさへ も その 全部 を 列記す るの 餘裕を if 

たぬ ので、 時習 館 時代よりの 斷 金の 友で 實舉黨 の 中堅た る 米 甲 下津. 荻. 元 田の 四 人に 限らざる 

を 得ない。 此の 四 人と 小 楠と は 特別の 親しき 間柄で、 元 田 柬野は 彼の 『還暦 之 記』 中に、 左の 

如く 五 人の 爲 人と 交 と を 記して ゐる。 

(東 野) 

余 四 先生に 從て情 義ハ 敦 く 嘗て 其 人と 爲りを 評して 曰く、  tlj- 岡大 夫は剛 明純忠 信， 道 不 レ疑。 下 先 

生 は 思慮 周 悉容忍 濟， 事、 梳 井先 ルー 壯快 a 信 前 無 一一 難 亭 一。 荻 子 精 St 箫 實孜々 不 荻 子 余 を 評して 曰 
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性行 謹 愼、 公 共 無 私、 乂 嘗て 资性順 謹と 詩集の 序に 寄し て、 近 藤 先生 敏而 謹と 改め て 获子亦 之 を然り 

とす。 大夫 常に 撗 井先 生を稱 して 非常の 卓見と し、 下维 先生 を 大人 長者と 称せり。 撗井 先生 又 下 

律 先生 を稱 して 其 運用 龍の 如しと 云たり。 相互に 稱賛 如レ此 と雖ど も、 其 の 講 論 に 至て は 其 非を責 

め 其 足ら ざ る 所 を 進め 毫も 假 借せ ず、 目 を 張り 聲を厲 まし 相爭ふ て 止ま ず、 旣 に し て ^^人 然 と し て 互 

に 氷釋し 談笑して 止む。 

然るに 右の 內米 田と 荻と は 早く 逝 き、 米 田の 閲歷は 前 揭元田 東 野 撰の 碑文 (本篇 五 〇 四 頁) に 

殆ど 盡 くされて 居 り、 荻 の は 彼の 死 を 述べた 際 略記す る 所あった (本篇 五 i 1 頁參 照) から、 こ X 

に は 小 楠よりも 後に 殘 つた 下 津と元 田の 二人の み を 記述す る ことにした。 此の 兩人は 小 楠 

が 生 を 終 ふるまで 交情 甚だ 密 でもあった か ら、 小 楠 を 知る 上に は 最も 必要なる 人物で ある。 

小 楠と 下 津とは 所謂 竹馬の友で、 幼年時代 熊 本 郊外の 騎射 稽古場よりの 歸る さ轡を 並べな が 

ら 馬上 互に 手 を 握って 將來國 事に 憲 くさん こ とを番 つた 逸話 も ある が、 (本 篇ニ  二 頁) 其 の 後 も 

すっと 殆ど 親戚 同様の 親し さで、 小 楠が 旅 中 宿 許への 手紙に 「新 掘隱 居」 なる 下津の 代名詞 

が繽 出して ゐる 程に 家庭的 交涉も 頻繁であった。 元 田と は 時習 館 居 寮生 時代からの 交際で 

あ る が、 彼 は 小 楠を師 とし 兄と して 交りて 渝る ことなく 眞に 他人と は 思 はれぬ 親密 さで あつ 

た。 これから 下 津と元 田と が 如何なる 人物で あつたか を述. ベて 見よう。 

下， 津 休 也 


下 津休也 


振興に つきて の 素志 を 貫徹す ベ く、 小 楠 を 始め 米 

東 野 等と 俱にー 相呼應 して 大いに 實擧を 講じた こ 

所で ある。 

元 田 東 野の 六 友 歌 中 「津公 は 長者 汎く才 を 愛 

やうに 彼 は 共の 性格が 極めて 圓滿で 素よ り、 寬 厚 

ら、 後 年 是容と 小 楠との 間に 棘隔を 生じた 後に も 

せ す、 ど ちらから も 親しま れ、 福 井に て 是容の 訃報 

夜舊 雨の 情に 堪 へす 维を 執って 心からなる 悲痛 

手 も 彼と 荻と であった。 彼 は 何事に も餘り 頓着 

横 井 小 楠上卷 傳記 . 


下 津名は 通大、 通 稱は久 馬、 隱居 の 後 更に 

休 也と 改め、 蕉雨は 其の 號 である。 世 々細 

へ世祿 千お の 家柄であった。 彼 

文武の 道 を 修めた が、 
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ら隨 つて 物事に 對 する 自己 特有の 見識 は缺 けて ゐた かもしれ ぬ が、 元 來 至誠の 人で、 一 曰 一計 畫 

が 定まって 實 行に 着手 すれば 非常な 熱と 力と を 持って ゐた。 又 小 楠 は 其の 人物 を 評して、 

蕉雨は 識見な し。 然れ ども 識見 を 着けば 運用 は 非常の 人な り。 1K 下國 家の 事 も 平常 念頭に あるに も 非す、 一 

度 念頭に 起れば 懇到 徹底、 故に 事に 臨で 語るべし。 平素 講擧の 人に 非す。 

と 云 ひ、 (遣 槁篇九 二八 頁) 又 東 野 は 或 人の 問に 對 して 社中の 人物評 をな したる 中に、 

下 津子は 人 を 御し 事を爲 すに 機智の 妙 用 ありて 其 運 思 凡慮の 先に 出づ、 議者も 論す る 事 を 得す、 勇者 も 怒る 

こと を 得す、 しかし 義理に 嗜 くして 一 定 の確兒 なし 云々。 

と 云って ゐる 如く、 一  且 事に 臨めば 徹底的に 運用の 才を發 揮し もした。 

彼 は 少年 時代に 父 熊の 家督 を繼 ぎて 早く も 藩 政府に 出仕し、 或は 奉行と な り、 或 は 番頭と 

なり、 或は 大 奉行と なりて 政務に 參與 する 中嘉永 三年 病 を 以て 職を辭 し、 家 を 長子 縫 殿に 讓り 

て隱 居の 身と なり 久しく 閑 退して ゐ たが、 明治維新の 際 蹶然として 立ち 京畿の 間に 奔走した 0 

明治 十六 年 七月 年 七十 六 を 以て 病殁 し、 右 維新の 際の 功に 依り 大正 五 年 十二月 正 五位 を 追贈 

された。 

下 律に 小 楠 も 其の 生 を 終 ふるまで 下津を 益友と して 重んじて ゐた が、 元 田 は 忠誠 憂國の 大人物と 

して 彼に 推服す る こと 極めて 厚 く、 其 の 『還曆 之 記』 中に、 

少壯 より 見聞す る 所 • 親交す る 所の 人 を 顧みる に 藤 田 東 湖 • 佐 久間象 山 • 横 井 小 楠 • 長 岡溫良 • 吉田松 陰 • 


西 鄕_£洲* 木戶径 菊の 如き 天下の 俊傑 非常の 英才な りと 雖も、 其 君德を 輔弼し 群 才を容 納し國 家の 柱：，；： 生：^ 

の依賴 となり 終始 一 誠なる に 至て は 獨岩倉 公と 大久保 侯 • 休 也 翁との 三人 を 推すな り。 是永孚 多年 經驗 して 

見る 所、 其 當否は 大方の 公論 を 待つ のみ。 

と 記して 下 维 を 岩 倉. 大久 保と 併稱 して 居る が、 なほ 明治 十 丁 二 年の 交— 當時 明治天皇の 侍講 

を 勤めて ゐた— 下 津に與 へ た 書翰 中に は 左の 一 節が ある。 

(休 也) 

迂生 事は不 $1： を 顧みす 此の 道 を 以て 鞠躬盡 瘁の覺 悟に 候。 昔年 來大翁 を 初め、 溫良 公. 小 楠 先生の 御 敎示を 

受け、 今日 斯様に 承レ之 居候へば 知己に 報い 候 事 も只是 のみと 存じ 込み 候 也。 只眞に 遺憾の 事は大 翁と 一 度 玉 

案 前に 於て 此舉の 御 講習 を屮 上げざる 事に て、 世 を 同じう して 位 を 同じう する 事 能 はざる は K に 千載の 遣憾 

と 奉， 存候。 

謹直 至誠の 元 田 侍講が 聖 天子の 玉 案 前にて 供に 進講の 出来ない のが 千載の 遗憾 だとい つ 

た 所に、 休 也の 人物が^ ばれる で はない か。 

元 田 東 野  元 田 東 野  - 

天下の 雄 藩と 云 はれた 熊 本 も 明治維新の 際に は 徒に 議論 倒れと なり て 、薩. 長. 土. 肥 の 四 藩に 

先鞭 を 着けられ 空しく 其の後 塵を拜 したの みであった こと は旣 記の 通り だ。 いよく 明治 

の 世と なり 天下 滔々 として 歐 米の 物質文明に 心醉 し、 粉 神 界には 何等の 標的 も 無く 若し 其の 

ま、 に 進行せば 邦家の 前途 も^して 如何と 危ぶまれた 時代に 當り て、 畏 くも 明治天皇の b〕 
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によりて 此の 混亂 せる 迷 霧の 中に 國 民の 向 ふ 所 を 知らし め 以て 精神 界を 統一 せしめた もの 

は敎 育： g 語で ある。 而 して これが 立案に 當っ たもの は、 實 に 元 田 is- 野と 井上毅と で、 世に 此の 

兩人を 指して 文敎 上の 二 大恩 人と い ふの は 至 言 である。 げ にや 此の 二人 は 生國熊 本の 爲に 

も 萬 丈の 氣を 吐いた もので、 幕末に 於け る 政治的の 功業 は 薩. 長 等の 手に 牧 めら れ たが、 明治 時 

.  .  代に 於け る 精神 界の統 一 は 熊 本人の 筆 

になった ともい へよう。 

東 野の 國 家に 對 する 功績 は 此の 一 事 

L1. \ Ikf  一  y  /  .^^\„. 田 だけで も旣に 偉と すべきで ある が、 彼 が 

なり 百揆 庶政の 淵源た る聖德 を 玉 成し 

奉った 隱れ たる 功勞は 殆ど 世に 顯れす 

人の 知らない 所で ある。 けれども 曾て 

彼と 肩 を 並べて 侍講の 職 を 奉じた 副 島 種 臣がロ を 極めて 東 野の 人物 を稱賛 し、 明治 第一 の 功 

臣 といった ので 其の 月 1. はもう 確定して 居る。  . 

東 野 名 は 永 字、 通 稱は傳 之丞、 後 八右銜 門と 改め、 茶 陽 又は 東 野と 號し、 世 細 川 氏に 仕へ て 食 

fS 五 百 五十石の 上士 であった。 彼 はは じめ 鄕黨 の師に 就き 經史の 擧を修 め、 天 保 八 年 二十歳 
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活 して 東 野 際 中小 姓 頭に 轉じ、 其の後 兩年 にして 家 

S 1— 

在りて 束 野の 號も 蓋し これに 由來 する 

集めて 敎 育に 從 事した が、 明治 三年 細 川 

務の 顧問に 預り藩 政 維新に カを盡 くし 

彼 は 平素 好んで 古今の 人物 を 評論し 

を 見ても 其の 一 斑が 窺 はれる が、 或 人が 
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役 を 持 込まれた 時、 彼 は 家令 を 辯して 侍讀專 任と なつ 
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の 維新の 際 元 田 は 家令 兼 

政 維新に りて は 英傑 雲の 如 

1 1 五 1 


の 歌 等 

ねたる 

に 長 じ 

の 意 も 

侍 讚の 


第 十九 章 小 楠 を 見直して .  -- ョ- 

男 fE- 決せく 宏摸を I 異賛 した 者 や 能く 亂を 定め 國を鎭 めた 者 は 多かった が、 王政復古の 大業 

旣こ 成りて 後、 S 子の 左右に S し S を 輔翼すべき 「侍 中の 任」 . -堪 ふる 者は寥 t して 

其の 人に 乏しかった。 而 して 彼の 自ら 期す る 所 は 實に此 にあった の だ。 然るに 時なる 哉、 命 

なる^^天道循環し來って^-君良臣遭逢の機兹に到り明治四年五月忽ち朝命を拜し侍讀とし 

て宮內 おに 出仕した。 時に 年 五十 四 歳。 彼 は 感泣して 左の 詩を賦 して 志 を 述べた。 

侍讀の 命を拜 して 感^り 

(髒 SI 齲の 已に a 邀、 が I 小 楠 S の 去って 還らす、 誰か 識 らん 天 斯の騖 質を餘 して、 漫 りに 聖舉 を將て 

襲に 對 せんと は、 老雲 けんと 欲す 鐘の. n、  if 看ん 藍の 山、 先哲の i 昂き盡 くす e 後、 身 は 

猿 鶴に 隨 つて 投關に 臥せん。 

叉 同 5U 牛 六月 四日 進講の 例日 はじめて 經 筵に 侍し 『論語』 「公冶 長」 首章 を 御前に 進講 

しての 感想 を 彼の 『還暦 之 記』 に 左の 如く 記して ゐる。 

,t】 川 を .3  く 、茶菓 を 賜 ふて 返 出す。 鳴 呼 此ロ何 3H ぞゃ、 叨治四 年 辛 来 六月 四日な り。 余 二十 五 歳 

こ し C 長 岡 .1  K 師 * 井 先 年下 津大 入. 荻 子と 共に 程 朱の 學を 講じて 聖人の 道 を 信 じ、 道 德經世 此の 

にあり と D ら 任じて 疑 は ざり しも、 藩 俗の 忌嫉 する 所と なり 世に 否 塞す る こと.^ はん ど 三 十 年- 

ゆ- 至て 始て 夭廷に 坐し 夭 額に 咫尺して 此學を 講じ、 親しく 夭聽に 達する こと を 得たり、 何 

■ の 慶幸か 之に 過ぎん や。 是 蓋し 父 風 家訓の 餘慶 と、 漲 一.^ 師諸 先生の 敎誨及 藩 知事 公 • 休 也 翁 • 安場 * 

棘 助 Q 力と に 非ざる は 其し。 退 省 而後 直に 淺 t 早內 S 九 一 に 性て 眞影 を寫 さしめ、 保る に 三 絶句 


をお てし、 故鄕に 贈り、 又今戶 太夫 人君に 上呈せ り。 後 此寫眞 太夫 人君より 皇  一一 口 陛下の 御覧に 化： 

せられた るに、 皇后陛下 師匠の 寫眞 なる 故に 之 を 得た しとの 皆に て 太夫 人君より 獻 上せら.. i 

皇后 陛下 も 亦 余に 此 3:1 を 御 直 命 ありた るな り。 

右 記事 中の 寫眞は 前に 揭 げた それで ある。 元 田 は それより 後 は 寺 ， とな り、 侍 とな り、 皇 

后宮 大夫 となり、 宮中 顧問 宫 となり、 樞密院 顧問 宫 となり、 勳 功に 依り 華族に 列して 男爵 を投け 

ら れ、 從 二位 勳 一 等に 叙せられ、 薨去の 際に 至る まで 二十 餘 年の 間 宮廷に 出入し、； 吶 陛下に 奉仕 

して 君臣 水 魚純忠 至誠 其の 一身 を聖 明に 棒げ たこと は餘 りに も 周知の 事實で 今更 蛇足 を耍 

しない。 彼 は 文政 元年に 生れ 明治 二十 四 年 一月 廿 二日 享年 七 4- 四 を 以て 薨じ靑 山 墓地に 葬 

られ たが、 其の 墓 側に 建てられた 東 野 元 田 先生 頌德之 碑文 は、 大正 七 年 十月 德富蘇 峰の 撰で あ 

る。 

詩文 を 能くす 東 野 は 文 舉の才 に 長 じ 詩文 を 善くした。 彼 は 曾て 小 楠と 論じて、 「世の 所謂 記誦 詞 の舉 

は 何等 實 用に 補な く 固より 排斥すべき ものである。 然し 詩文 も 亦 忠孝の 至 性より 發 す^ば 

風教の 補 を なすこと 大 である」 と 云って ゐ る. が、 雨 人の 間に 應酬 された 詩文に は 忠孝 彝 4™ の 

意を寓 した ものが 頗る 多い。 柬 野に は 又 此の 意味で 作詩の 根本 思想に つき 梁 川 2^- 巖に與 へ 

た 長文の 意見書 も 遣って ゐる。 (本篇 一 〇 七 七頁參 照) 

遣 稿  東 野の 遣 稿と して は 熊 本 時代に 於け る 『五樂 属詩鈔 J 宮廷 奉仕 屮に 草した 『講筵 餘吟』 
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『經筵 進講 錄』 及び 特に 明治 天 皇 の聖 33 を 奉じ て 

共の 他雜 著ゃ數 種の 詩文が ある。 中に も 『五樂 園 

何に 愼み 深き 子で あ り、 慈 愛 深き 親で あ り、 優 しき 夫 

して 如何に 忠 であり 信で あ り、 講 じたる 舉に對 して 

吟』 を 総けば 君臣 和樂. 至誠 奉公の 有様が まざ/ \ 

岩 倉の 兩大 臣、 大 久 保. 木戶. 西 鄕の三 傑 を 始め 當代名 

資料で ない もの は 無い。 東 野 眉目 淸秀 にして 擧止 

風格 を備 へて ゐた。 其の 詩 書 叉 能く 共の 人格 を 現 

め る。 

以上 下津 及び 元 田に 就きて 記述した る 所 は、 餘 り 

と 思 ふ。 此の 兩 人と 旣記. 米 田是容 及び 荻昌 國の爲 

純眞、 至誠 憂國盡 忠の士 にして 尊敬す ベ き 高 潔 な る 

の 人達の 性格 を 見れば 彼等 を 無二の 友と して 居た 

思 ふ。 然るに 德 富 蘇 峰 は 小 摘 を 知る に は 元 田 を 見 


謹 撰した 『幼舉 綱要』 を 主な る ものと し、 

詩鈔』 を讀 めば 家庭の 人と しての 彼が 如 

で あ り、 叉 その 仕へ たる 君、 交 りたる 友に 對 

は 如何に 熱烈 であった かに 分り、 『講 筵餘 

と楮 表に 溢れ、 叉 其の 時代に 交遊した 三條. 

臣の 様子 を も 知る ことが 出 來、 何 れも賁 き 

端麗 自然に 帝王の 師表た るべき 堂々 たる 

し、 兑 る 人 をして 思 はす 尊敬の 念 を 起さし 

に簡 では ある が、 其 の 人物 は 略 窺知され た 

人 を 見る とそれ 特色 は ある が、 何 れ も 

人格者で ある ことに は變り はない。 此等 

小 楠の 風格 も 亦 自ら 知る ことが 出來 ると 

るが 一 番 よいと て 左の 如く 評して ゐる。 


蘇 峰 の 東 野 評 横 井先 生の 寧に 就きましては 色々 な 事が ある けれ 共 先生 を 知る に は 元 S 先生が 一番よ い。 横 井 

先生 は餘 りに 人間が 偉く 包々 の ものが 混つ てゐ るから 撗井 先生と 云 ふ もの は 殆んど どうもよ く 


小柄と 元 田 


判 ら た い。 併 し な が ら 横 井 

あります。 夫れ であ り ま す 

井先 生 を錯爐 しにした 様な 

濾し の 豆腐 ももと はと  一一 一一 口 へ 

元 田 先生に なると 賴濾 豆腐 

かり 判る ので ある。 此の 二 

年 五月 サ 二日 熊 本に て 行 は 

り) 

小 楠の 人物 を 知らん とす 

嫌 は あるが なほ 兩 者の 關係 

ならす、 小 楠の 識見の 快活な 

たので 毎に 師事し 兄事して 

慮會釋 なく 誨 ふる 所が あつ 

窺 ひ 得る と 供に 小 楠の 元 田 

(麼應 元年) 

余 乙 a の 中小 姓 頭 を辭し 


先生の 好い 所 を 悉く 取って 夫れ を 小 

から 横 井先 生 を總 製して 一 度 漉き か 

人 で あ る。 賴濾の 豆腐 を 御覽 になれ 

ば、 豆 から 出 來てゐ る。 横 井先 生は少 

の樣 にす ベ くした もので 元 田 先生 

人 は 誠に 意氣相 投合して ゐて よく 其 

れた梳 井 小 摘 先生 贈位 奉 吿 六十 年祭 

るに は 元 田 其の 人 を 見る のが 捷徑 

を檢 討して 見よう。 元 田 は 小 楠よ 

る 志氣の 軒昂たる 前に 古人 無く 後 

居た。 小 楠 も 元 田の 才氣に は囑目 

た。 左 は 元 田の 『還曆 之 記』 中に 

に對 する 批評 は 頗る 與味も あるか 


て より 是に 至て 三 年 講 學 を 1^- て ら 

して は 一 家 ー父 友に 心 を 賜 し、 正 道 公 義 を 愆 ら ざ ら ん こと を す。 

S 虎 雄) 4 田 山 三 郎. 安 場 一 平. 村井繁 三 郞.获 蘇 源ぶ 皆；^ 心の 契を爲 


さく 縮めた の が 卽ち元 W 先生で 

へした のが 元 3 先生で、 先生 は 横 

ばよ く 列り ますが 大變綺 魔な 紹 

し糟が あ る や う で す。 、供し 乍 ら 

を 見れば 横 井先 生の 本^が すつ 

の 意見 は 一 致して ゐ る。 (昭和 四 

記 念 講演 會に 於け る 講演 攀 0 よ 

であると 云 ふ 事 だから 蛇足の 

り は 九歲も 年少であった のみ 

に 今人 無しとまで 推！：； し て ゐ 

して ゐ たので 彼に 對 して は逮 

於け る 記事 だが 兩 人の 關係を 

ら轉 載しょう。  . 

任と し、 仰で は^ 事に 力 を 逾し俯 

其尤 親む 所 は E 監 物. 左 お 介 (米 

し、 休 也 人 翁 ふ 袖 先生 は 曾て 敎森 
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を .受  <  る-所 師兄を 以 て 之に 事 へ. 、先 生 は 沼. 山に 返隱 して 出で ざ あ に. 3 て 時に 訪問し て敎 

奢す 所-の 阐. 居 春 橫.獨 樂. 吟 1 先に：^ る 所の 條暇. 俊吟 等 皆 先 

る 其 少 、し  <  善 あれば B を 極め て稱揚 し、 足 ら ざ る 所 あれ ぱ 

所 あ，， れ ば 快 然として 光 風. 霽 月の 如し。 書て 獨樂吟 稿を赏 

たり。 其 詩に 云、 不 r& 一中 原 一 ，驚 鞭. ハ却 將， 一心 事 一入 一一 吟 篇 S  f 泗 水 

く此詩 必ず 吾 兄の 意に 適せん と。 余 後に 之 を 装 飾 し て 家 


も盡せ り。： 余が 

先生の 余に 於け 

^ 其 意 に 適， する 

を 書 し て 贈られ 

先生 余に 謂て 曰 
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し. H ら之 

源 頭 味 百 
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野 楠 竹 
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を 見る に 大に爲 

爲す所 あらん。 

人の 及ばざる 所 

公に 對 する を 難 

に 利口者た る 事 

は敏智 機に 赏り 


す こと あるの 人、 唯 II 足 り ず 我當に Ifjc 兄 を 助く る に 識見 を 

又 曰く 吾 兄 利口 を 止め よ、 利 口 誤る 所 あ らん。 而し て- 先 生 

と。 K 之 助君佘 が 京 都 留守居と なり て 君 公 に 接近す るに 

ずる 者 ある を聽 き、 人 に 詰て 曰く 元 田 利口な り 決して 過ち 

を 魘 へ ず、 而 して 利口 の 評を受 くる は 唯一 Hi- 之 助 君と 先生と 
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詩文が 遣され て 居る。 此等を 以てする と 先輩 小 楠 も 亦 後輩 元 

はねば ならぬ。 何れにしても 彼等 兩人は 相 依り 相 助けて 王 佐 

相 待って 共の 名 を 成す ことが 出来た もので、 「眞、 に 良友 は 持つ  

小 柿 は 天 保 十四 年から 門 生 を 取 始めた が、 其の 敎授振 や 門 生の 種別 • 地方 別 や 師弟 間の 情誼な ど 

は 旣に第 六 章に 於て 詳述した からこ 、 には贅 しない。 小 楠 を 慕 ひて 肥 後 及び 其の 他の 藩から 入 
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之 助. 佐 藤 十左衞 門 .條 澤仙之 允. 西 原 正右衞 門 4 熊 五 郞. 同 十 好 十 郎等 で、 準 門 生と a- るべき は ー潘の 家老 
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馬 • 酒 井 十 之 丞 4 受鹿之 助 A 谷部甚 平 -三 岡 石 五 郞 (由 利 公正). 村 S 氏 壽. 千 本 藤左衞 門 .牧 野 主 殿 介 .齋 藤 
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世界 

平等 さま 


横 井 小 楠 {| 大现— 至誠— 王道 


I 四海 

兄弟 


主義 


公武き 體論— _ 


非戰爭 論— 勝 


I 開園 通商 論 —i 


i 歩 主義 

-松 平卷嶽 { 調和 主義 

r 堪忍 主義 


安房 


—坂 本 龍馬 


I 由 利 公正— 富 1； 論 


f 天朝 推戴 

謝-幕府 列 代 之 無 藏- 

參觐 交代 廢止 

還 ：1 諸侯 之 室 家 I 

繁文縛 鎪廏止 

1- 將軍 上洛 

超 然 主 義 I 江 戶城明 渡 

擧國 一 致 主義 ー將軍 謹慎 恭順 

共國 一 致 論 一 薩長 同盟 

公議 政體論 一 大政奉還 

f 五 筒條御 誓文 

太 政 官礼發 行 

交通 货易 


一：： 宅 及び 芳賀は 御 誓文 中に ある 「天地の 公道」 を 由 利の 手に なった ものと して 

て 居る が、；！^^ 佐 竹 は 木戶孝 允の 加维 だと 斷 じて ゐる。 それにしても 御 誓文に 小 柿の 

や 思想 的 色彩が 由 利 を 通じて 現れて ゐる こと は 何人も 認めて ゐる所 で、 德 富 蘇 峰 も 

文 は 「小 楠の 喑篝 冥 賛 に よ る ，も の ある は 識者の 夙に 認知す る 所な り」 と 云って ゐ 

G 參與 時代 W 後に 於け る 幾 多 Q 功 績 を けん て も それに 小 の 抱 の 籠 つ て ゐるも の 

横 井 小 楠ヒ卷 傅記篇  一 一 六 二 


右の 如く. 冗し 

抱懷 せる 主義 

五箇 條の 御暂 

る 0 なほ 由 利 

が い く ら も あ 


笫 十九 章 小 楠 を見寐 して ■  _  _ 

る. A ら由利 は 忠^に 小 柿の 抱.^ を赏 現した ものと 云 ふべき である。 

芳賀が 小 楠の 主義の 流 を 示すべく 作った 上表 は 見る 人に よって 其の 觀察 を 異にすべく、 又 著者 

も 今 それにつ き 評論して 見る 逢がない 爲に 其の ま.^ 轉 載した まで.^ あるが、 鬼に 角 興味 ある 見方 

である。 該表 は 小 稀の 門弟の みに 就きて 觀察 したので はない が、 もし 斯 くの 如くに 小 楠の 門弟 等 

のな したる 諸種の 業績 を驛 ねた ら、 後 記 肥 後 藩の 文化 施設 ゃ產 業に 於て 見る が 如くに 小 稀の 息の 

か \ つた もの. 其の 理想の i ヌ 現と 見るべき ものが 少 くないで あらう と 思 はれる。 概して 小 楠の 門 

弟 はま を 神の 如くに 尊崇し、 師 の 持論 抱 食 を 以て 己の 處世 方針と なし 、己の 長ず る 所に よ つて 邦家 

の爲^ 盡库 したから 小 柿 は 志 半ばに て斃れ たと は 云へ 其の 企畫 した 所 は 門下に よりて 繼 承され 

たと も 云へ る。 此の 點に 於て は それん， \ に 立派な 人々 を 得た 事に 小 楠 も 大いに 滿 足して 【おした 

と W レ 0 


小柄の 態度 


第二 十 章 肥 後 藩に 對. して 

世間で は 小 楠 を 細 川 家に 對 して 忘恩の 人で 有った か 

對 して 手 も 足 も 出させない やうに したと 難す る ものが 

すれば いづれ の 批評 も 正鵠 を 得て 居ない やう だ。 小 楠 

橫 井家に 生 れ、 自 身 も 幼時より 藩擧 時習 館に 擧 び、 居 寮 生 

遂に 江 戶遊擧 まで 命ぜら れ、 海 山啻 ならざる 恩惠を 蒙 つ 

なかった のみなら す、 細 川 家の 家来と して 同家 を 重んじ- 

倍 厚かった ので ある。 

不幸に して 小 楠 は 細 川 家の 爲に 忠勤 を 勵む機 會を與 

招かれた 際で も 其の 都度 同家の 命令の 下る を 待って 始 

を 重く 用 ひょうと した 時 も 彼 は 細 川 家に 相濟 まぬ と 云 

に 襲 はれた 場合の 小 楠の 行動 を 肥 後 藩で は 士道 忘却と 

異にした 際す ら、 彼 は 春嶽に 向って 「士道へ かけての 御 

置, 候 様」 と 願 ひ 出で 素 _y に 肥 後 藩の 成 耽に 服して ゐる _ 


の 如くに 誣ひ、 又 肥 後 藩 政府 を 小 稲に 

ある。 然しながら 著者の 觀察を て 

は 祖先 以来 細 川 家から 恩顧 を 受けた 

となりて 藩 費 を 以て 修學 する 事 多た ヰ、 

てゐ る。 彼 は菅に 決して これ を 忘れ 

，同家の 爲に 忠勤 を勵 みたい 心 は 人 一 

へられなかった が、 春嶽 から 四 度 迄 も 

めて 動いた。 又 文 久ニ年 幕府が 小 楠 

ふ 理由で 固^した。 なほ 共の ハ牛 刺客 

なした に對 し、 福 井 藩 は それと 意 兒を 

懸合は 一 切 無， 之、 武士 は棄 り. 候と 被， 成 

リ 隨 つて 此の 事件に 對 しての 士席差 


横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 一六 五 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して .  一一 六 六 


肥 藩 政府の 態 

度 


放. 家 祿沒牧 の 處罰も 

舉」 なる 旅 職の 下に 

弊 を 矯正 せんとした 

ら その他 やらで 藩 政 

に對 して 弓 を 引いた 

一 方 肥 後 藩 政府 を 

彼 を 用 ふる 氣 になれ 

て 藩 政-:^ に 用 ひらる 

ら の 招聘に も 何と か 

に と、 同 愦が 足らぬ か 

もの を 如何に 先方の 

藩との 間に 事の 生す 

る 福 井 藩に 虎と も 見 

二度目から は 過去の 

て、 なる ベ く 遣らす に 

る。 他 藩 政府 や 小 楠 


謹ん 

反 藩 


府 

力 

に 


の 

力 

と 

の 


で 御 受 

擧の氣 

正義感 

氣分を 

とする 

つたに 

を 希 望 

力 事 を 

見えた 

と は 云. 

を出來 


る 

えた 彼 を 放 

過な かりし 

濟 ます Is- う 

を 擁護す る 


けした こ と 

勢を擧 げた 

の 表れと 見 

損じた やう 

は寃 である 

の 江 戶遊學 

無理 は 無 く、 

もしな かつ 

遷延せ しめ 

が、 藩 政」.^ の 

へ輕々 しく 

得る 限り 避 

ちゃる こと 

を 勿怪の 幸 

に 毎回 はき 

人達の 中に 


の 

な 


己 

ii 一-口 


た 

で 


は 

た 


場 

あ 


力 


の 通り だ。 彼が 江 戶遊舉 より 歸 

見 反抗的に も 見え る， が、 之 は 肥 後 

至當 では あるまい か。 此 くの 如 

はあった であらう が、 之 を 以て 被 


び 

と 

つ 


其 

た 


は 小 


快諾 

楠の 


の 後の 行動 を目擊 した 當 時の 

の師を 以て 任じて ゐた小 楠 は 

府は 自ら 小 楠 を 用 ひない 上に 

は る ものなら さ つ さと つ 

れば自 藩で さ へ 用 ひない 様な 

譯に はいかな いとい ふ 用心 も 

た當 時、 殊 に 肥 後 藩と は 親戚の 

たの も 亦 已むを得ない ことで 

と し、 之 をよ き 潮時と して 斷る 

しなかった の も 亦 前の 思慮の 


後 「實 

擧 の 流 

こと や 

細 川 家 


江 戶遊擧 中の 酒 失. 文久 元年の 榜 


重役で は 

循吏 とし 

福 井 藩 か 

たがよ い 

1 It ある 

あ り、 藩 と 

間柄で あ 

る。 又 

よいと 

績 であ 

示 犯 禁. 


あ 

力 

M 一 


同 

文久 以後に 於 で 


け る 


： と..：；？ 


面 

な 

口 


二 年の 士道 忘却 事件に 對 する 藩 

慣例に 徴 して 見る に 特に 小 楠に 

幾度 處飼を 受けても 如何に 冷遇 

持 は 毫 も 無かった し、 又 藩 政府と 

はない。 但し どちら かと 云へば 

戶遊舉 よりの 歸國 後は兩 者の 問 

かる 棘 膈狀態 は 小 楠の 死に 至る 

は 手 も 足 も 出ませんでした」 と 

的に はな ほそれ 迄 通りであって 

る 一 脈の 暗流が 通す る やうに な 

く 表面的に 著 現した ので ある。 

1 〇 二 七 頁) 中に、 士席を 差 放 たれ 

く 書いて ゐる。 

是を 以て 彼の 尊王 廢 慕の 徒 之 を兑て 一 


の 處置を SH- 酷で あると 

だけ 酷で つたと い ふ 

されても 細 川 家 を 恨ん 

し て も 小 楠 を 待つ に 一 

もとく 小 稲の 方に 罪 

に 可な り 深い 溝が あつ 

迄つ f いて ゐ たかの や 

云って 居る が、 著者の 觀 

も、 其 の 底 深き 慮に は 流 

り、 そ れが 漸次 人の 注意 

元 田 束 野 も旣記 「故參 

家祿 を沒牧 されて 後の 


批評す る 者 も ある が、 肥 後 藩の 從来 

譯 でもない。 要するに 小 楠と して 

だ り、 叉 は 同家 を 尊敬し ない やうな 

から 十まで 冷酷な 態度で あつたの 

は あらう が、 感 情 問题も 添うて 彼の 

たこと は 否めない 事實 だ。 そして 

うに 兑 え、 德 富 _盧 花 は 「小 稲 も 肥 後 

察に よれば 文久に 入って から は 表 

石に 仄かなる 親しみと 溫 みと を 感 

を 引く やうに な り、 小 楠の 死後 11 も 

議横 井時存 履歴 之 概略」 なる 文 (本 

沼 山 閑居 間の 小 摘に つきて 左の 


概に 佐幕 人と 怒視 する より 遂に 文久 1 一年 士  一 京に 於て：： If 徒の.！？ や 

を 招く に 至る。 然れ ども 幸に して 免れ、 身を脫 して 潜 居す る こと 玆に年 あり。 t;jgs、.s.sis5sfl- 後世 川に 

意を絕 つと 雖も憂 國敢爲 の 志操 は 終始 一 誠、 身 は 沼 山 11 の漁隱 となる も 志 は 宇 內萬國 の 上に 仲 びん こと を 

横 井 小 柿上卷 傳記篇  一 1 六 七 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して  一一 六 八 

欲す。 故友鬥 生と 道舉を 講じ、 天下の 變を 聞く 每に 機に 先立て 處遗 する 所 あり、 言必す 執政に 達して 陰に 藩 

政 を 助く る 所 あり。 

小 楠 は春嶽 よりの 第 四 回 招聘に 應 じて 江戸に 赴く 以前の 文 久ニ年 四月 五日に は 藩主 慶順 

に 上書 し、 其 の 夕 召 出されて 謁見して ゐる 事實が ある。 さすれば 小 摘 は 重大なる 時事問題に 

就きて は 藩主に 上書 もし 晋謁 もした ので あるが、 士席を 差 放た れ家祿 を沒牧 された 後 とても 

肥 後 藩に 對 して は 啻に 決して 無關 心でなかった のみなら す 東 野の 云 ふ 如く 小 楠の 言 は必す 

執政に 達し 陰に 藩 政 を 助けた ので ある。 小 楠が 在米の 二 甥に 寄せた 數 通の 書 狀 中には 幾度 

小 楠と 護久 • か慶 順の 弟に て、 その 養嗣子と なった 護 久 (澄 之 助)、 其 の 弟の 護 美ョ 之 助) 二 公子の 英明と 小 楠り 

^美. 米 田と 

の關保  親友たり し 是容の 長子と して 其の後 を 襲ぎ たる 長 岡 監物 (是 豪) の 弟 で、 而 も 其 の 養嗣子と な つ 

た 左 馬 介 (後の 米 S 虎雄) の 聰明と を 激賞し、 此 等が 藩 政に 與る やうに なった 曉には 肥 後 は 其の 

舊習を 一 新して 必す與 起すべき を 祝福して ゐる が、 g 應ニ年 八月 八日 付の もの (遣 稿篇 「書簡」 

一 七 二) に は 左の 一 節が ある。 

御國 より は 近日に 御 使者 被，, 差 立 I 御國議 被，, 仰 上， 害に 候。 御 國議之 所 は 拙者 獻白之 通り雨 公子 思 召に 相 叶、 

政府 俗議 盡く御 論破に 相 成り 誠に 感心 之 至に 御座 候。 

小 楠の 意見に 右に よると、 小 楠の 意見 は 護久. 護美 兩 公子の 意に 叶 ひ 肥 後 藩に 用 ひらる X に 至った ので あ 

より 國議 決定 

る。 これ は宮川 W 源 太が 長岡監 物の を 受け 慶應ニ 年 七 ni:  二十 三日 熊 本 を出發 し、 翌 八月 六 


せらる べきに 付 出府せ よとの 事で 城下に 出で  ノ；^慮!；^、 

の 後 また 召 出さ，^ し を f^J- ンて J,  一、、、  ノ  マお で をお d,^ て, sfe せし に、 其 

し、 南" u  f てきさり しかば、 重臣 始め 當路の 人達が 沼 山ぽ出 向きて 咨 

； n  : 採用す る ことにな つた i つた，： SI であらう。 i 

"；^  二：： f 安場 一平が 德 I 多 助に 京 .擊 倉 等の S を 報じ 肥 後 藩の 之 S す""」 

の  一. J を S て？ て ゐる書 1 後 5? 料 第六卷 所き 中 こ、 .」 きス r 

立 レ 爲レ暨 拿 御 謹 f 將軍 家え 御 画 御大 f 立てられ f§ レ之、 

ま 謹 gilf 數 引上げ、 其 事 御爵宮 川より 8? 貪 H 

子え 直备 上、 遷御 同意 遊し 候 由に 御座 候。  H,  M-^H.^ 

と ある を 見ても 猶更 さう と はれる。 肖 直 こ \  , つ..、，， 

あらうな  ；れる 禾 S にス るの ま は あるが 右 謹と は どんな もので 


慶應ニ 年 八月 肥 後 藩主 慶 頃よ E  g  ,、 

藩 I 暮 裏め ぜ佳」取 の大策 f 奏せ さる 5 を陳 ベ. 幕府 I 上下 一致 以て g 木 

に 提出し て 左の 建言 f— 前に も il した S に 又— や 財 


發 S 中 迄 5 仕、 爾ま iTS 候 付て 

一 .i 1 もせ ま 候. 4 賴り .大. 幕の 命 を以出 兵 .^n^  . 人 t ゴ -、 、 . 

梳井小 柿上卷 傳 ン ^-儀.，k¥チ*人命を本 


六 九 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して 


一 一 七 0 


先手 之 

兵 之 向 

不レ立 處 

上に 及 

戰 1 候 段 

も 加り 

限對膺 

幕府 1 斷 

輦毂之 


人 数 

も 多 

よ り 

候 得 

は 旣 

候 に 

之 見 

然 被： 

下 如. 

ーィレ 


是迄之 

可 レ被& 

も 天 

同胞 相 

洋外之 


小 倉 

は 責 

の 御 

共充 

御 届 

付 急 

1 且 無： 

ま 一 御 

何樣 

候 て 

然被. 

之、 天 


樣 無 

意より 被 _ 

喻入 Hi 國自 

Ifl 大机を 

洞 察 被， 爲， 在 伏 て 

ハ 月 


表 え 線 

を 塞 候 

儀に 可： 

分 # 納 

仕置 候 

應繼援 

, 之 候 付 

反 省 1 萬 

は 却て 

_遊_1 御 自 

下 列藩 

-爲 4^ 御 

疫候樣 

壓 倒す 

御明 斷 


出 置 

迄 に 

有-御 

得 之 

通 に 

等 之 

御 屆 

事 寛 

を 生 

墙 內 

實 『上 

は 申 

沙 汰 

之 失 

ベ き 

之 程 


候 事 

座ハ 1^ 

搏 に 

て 


に 

御大 

奉 _1懇 


に 御 

天. 慕 

て は 

至 兼 

終日 之 

指揮 筋 


も 


祈 1 候 


座 候 4 

之 命に 

從來國 

候 哉 之 

苦戰勝 

查 岐 守 

軍 引 

M 不レ 被： 

難レ測 九 

端 と も 

被レ謝 下 

_ 恐 於 11 

ては必 

り ゆ 間 

亦此御 

寿 


ち 


4r 


外 之 

不レ應 

之 次 

，先 月 

を 得 

え 頻 

申 候 

, 在 候 

御警 

成 可」 

藩 え 

朝 1 も 

告 悔 

，方 今 

始 よ 


世 


處 M 

こ 5? 

を 以 

七 日 

事 に 

申 立 

に 御 

は 天 

最大 

彼是 

布告 

と 御 

之 念 

運 御 

相 立 


筋 等 

成 候 

於 1 一 小 

彼 よ 

は 候 

候 得 

座 候 < 

下 分 

切 之 

¥ 憂 

御 誠 

自 反 

を 生 

恢復 

可レ申 


宜 を 被. 

ては畢 

倉 表 一隊 

り 大勢 

得 共 奢 

共 其 儀 

. 如レ是 

崩. 外 夷 

御 儀に 

盧 1 不， 申 

意 相 顯 

可レ被 レ爲： 

は此御 

と 奉， 存ー 


_ 失 、長 

竟 皇 

長 等 


防 は 不服 を 重 


來 

勢 


よ 

久 


和 • 御 一 新 

(小 笠 原 閣老) 

查 岐守殿 


は 


, 在- 

自 


は 

反 • 御 

間、 內 


に 

猎獗不 

御座 候處、 御 

候。 仰 願 は 

て 

上 


素 

長- 

， 

夕 


よ 


之 


出 張 

露 之 

，戰勞 

候 け 

之 勢 

大 本 

速 に 

り 御 

二 國 

て 一 

之 外 

形勢 


他 事 

、 情 


"諸 藩 出 

大根 本 

度 々 11=11 

數 及 11 接 

彌疲勞 

士 一  手 

乍レ恐 於- 

行、 或 は 

不& 諸 

に 被レ反 

之 罪に 

鎮撫 筋 

和して 

無レ 之、 且 

を も 御 


細 川 越 中 守 

(改訂 肥 後 藩 國華史 S 


小柄の 心づ 

し 


付、 委細 

「卸 國 


議の ある 所を陳 ベた 一 書 を 一 橋 鹿 喜に 

割愛す るが、 此の 文中に 「越 中 守 

添 へ 天 朝. 慕 府に獻 言 仕 候 事に 

白書と 同じで ある。 右が 小 楠の 

ある それで ある が、 肥 後 藩 國議が 

からして も、 亦 共 の 要 3:3 が 越 藩 側 

の 意見 を 徵し來 りたる に對 して 

と 極めて 似て ゐる所 ある を 見て 


J. 一  日 

4> 一  日 


ノ 

答 

舟 


人 

へ 


の 

ら 


呈し 

と 

よ り 

意 兌 

毛受 

^ 札 

か で 


同月 十八 日長 岡 護美 も 時勢の 要務 を 痛論し 藩 

て 其の 招 徵を辭 して ゐる。 頗る 長文で こ.^ に は 

申 含 家老 小 笠 原 美 濃 出京 申 付、 道家 角 左 衞門を も 

御 尊 奉， 1 願 上, 候」 とあって、 其の 耍ぼは 右 越 中 守 建 

は 近 曰に 御 使者 被，， 差 立； 御國議 被， 1 仰 上 ％ に 候」 と 

に 基づいた ものなる こと は旣に 以上 記述せ る 所 

鹿 之 助が 嶽の內 命に よって 征長 問題に つきて 

の 七月 三日 付 書簡 S 稿篇 「書 筒」 一六 八) の それ 

あ る。 

なほ 上記 安場より 德富 へ の 書簡の 中に は、 七 n 

へ の書狀 (本篇 八 六 九 頁 A 稿篇四 七三 頁) が 同月 二 

太が それ を 沼 山 津の小 楠に 屆 けた が、 其 の 夜該書 

れ、 更に 米 田より 謹久. 護美 兩 公子の 覽に 供せられ 

( EJ 後 薪 1^  ノ  I 

の 書面， の 一 節に は 「書 狀參り 候へば 政府に さし 

他 ァ.. ノリ. 力 政. 事， の 様 且， 風 俗 何に 寄らす 悉敷 認め 可， 申 候」 と ありて 小 稲 は 肥 後 藩 政 

兩公 子等の 知見 開 發に心 を^ ひて ゐる。 なほ 同ハ や. r  二月 七 H 付の 二 甥への 喾 而 S  ici  ^ 「卞； S 

横 井 小. 稲 上卷 傳 記篇  一 1 七 一 


付で 大阪 から 出した 勝 

夜 肥 後 藩 政 府に _s  く と、 翌 1 

簡 は又吉 村に よりて 米 田 虎之助に 

る笞 だと 記して ある。 叉 上記 小 蹄 


よ 

の 


出 候 害に 付、 ァ メ リカに て n 本の 評判 


村嘉 ii 

渡し さ 

二 甥へ 

等 其の 

ことに 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して  一一 七 二 

筒」 一七 六) に は 左の 一節が ある。 

御 國許何 之相替 り無レ 之、 政.：^ は 全 因循、 別て 政府 中 一 人の 人物 も無レ 之、 光 は 道 肖 fsrl。 此 道家 も 當時は 

京師に 相 詰 中々 否塞甚 敷、 何とも 可 レ中様 無， 之 候。 乍レ去 世子 • 良 之 助 様 へ は 政府 之 因循 • 內輪之 情赏迄 具に 

御 承知に 相 成、 責擧 連に あら ざれば 人 は 一 人 も無レ 之、 深く 一  國之情 態 を 御 見ぬ き 被, 遊 候へ 共 只今 御 人 之 ii 

陟宵レ 之 候て は 物 論 沸騰に 御 恐れ 一日々々 と 御 押 移り 機 會御恃 被 レ遊候 御 様子 也。 米 家、 虎之助 殿 を 養子に 被レ 

致、 御 家老 見習 被，, 仰 付 I  此人 非常 之 人物、 先監物 殿よりも 勝れ 候て 良 之 助 様へ は 別て 御 懇意に て 無，, 

內外， 御う ち 明し 御咄も 有レ之 候。 拙者へ は 別て 信ぜられ 元 田 中次に て寓事 計り 合 被 レ中候 間 存付候 事 は 一 々 

此 人に 中 達、 直 様 良 之 助 様 御 聽に相 達し 候。 是 は極密 いたし 候。 當時は 誠に 大 因循に 候 得 共 何に 二三 年內に 

は 必す變 態 可， 致 候。 

： 右に 據 ると 前記 元 田 東 野の 「横 井 時 存履藤 之 概略」 中の 「 言 必す 執政に 達して 」 なる 事 

赏の ある こと も、 叉 小 楠の 言 を 執政 へ 中次して ゐる ものが さう 書いた 當 人の 元 田で ある こと 

も 明らかで ある。 なほ 元 田の 『還暦 之 記』 中の 慶應 元年の 部に は 左の通り ある。 

余是 より 留守 大 班に 列し、 職務 無き を 以て 家老 長 岡監物 • 其 弟 左 馬 介 llylM と 益.^ 相 親睦し 道義 を講 して 

國事を IM 濟 せんと 欲す。 早朝 深夜 を騰 はす 相往來 す。 監 物の 國政 上に 建 明す る 所 余 蘭り 聞かざる ことなく、 

監物 肺腑 を 開て 皆 余に 謀れり。. 時に 道家 角 左 衞門參 政たり、 余 舊知を 以て 又 之と 時々 謀議す る こと あり。 下 

维休也 翁 は 多病に して 家に 臥し、 横 井先 生 は 沼 山 を 出です、 故 を 以て <ぷ 尊ら 長 岡 執政の 顧 たり。 安場 一 平. 


0 お膳 力) 

嘉悅市 之 進 • 山 田 14:- 次郞 • 吉村多 善 太等兒 聞す る 所 あれば 必 余に 來て之 を 吿げ、 議 する あ^ば 必來て 之 を 

論す。 就中 安場の 談論 正直 切實、 余 之 を 喜ぶ。 安場 も 亦 余に 向て 毫も 隱避 する 所な し。 晨に門 を 叩て 來り吿 

げ夜 或は 寢を麼 して 來り 論す る こ と あり 云 々 。 

元 田と 米 田と は 最も 親密に 相往來 し、 叉 小 楠 門下の 安場. 嘉悅山 E.  士  n 村 等は絕 えす 元 £ を訪 

うて 語り合って ゐる所 を 見る と、 小 楠の 意見 や 報告 事項 は それ 等から 元 田 に、 元 ffl から 米 田に、 

米 田 力ら 良 公子に と 順次 傅 はる ことが 首肯せられ るが、 なほ 元 田が 慶應 元年 後 三 ハゃ の 事 を 『還 

曆之 記』 に 記して ゐ る 中に、 「休 也 翁. 小 稲 先生 は 曾て 敎識 を受 くる 所 師兄を 以て 之に 事 へ、 先 

生 は 沼 山に 返 隠して 出で ざるに 因て 時に 訪問して 敎を 受け 款を盡 せり」 と あるの を 兄る と、 

直接に も 元 田に 通じた ので ある。 又 小 楠より 元 田に 寄せた 書面が 十數通 本書 遣稿篇 「書簡」 

に I せて あるが、 それ を兑 ると 事柄 はよ くわから ぬながら も 藩 政に 關 して 交涉 しへ" つたと 

はる -. - もの を數通 見受ける 0 

なほ づ.^ カ慶應 三. 1^ 六月 二十 六日 付に て 在米 二 甥に 寄せた る 書面 S 稿篇 「甞 ffi」 一八 五) 

を 兌る とまた、 

御國許 依然た る 光景 は 勿論 也。 然し 良 之 助 様 へ は 別段 御 心 被， 爲， 在、 左 馬 助 5 駁 へ は： 1： も 御う ち 明 御咄し 八：：；^ レ 

之 候。 本より 政府へ は 一 切 御 出方 無， 之 候。 夫 故 越 前 之 取り合、 京師 之 事情 等 此方に 相 聞 へ^は 御內々 にて さ 

し 出 巾 候。 其許此 節の 書狀 もさし 出 候 問以來 共に 其 心得に て 認め 可 レ被レ 巾 候。 

极井小 稀上卷 傳記 £i  一 一七 三 


護久 及び 護美 

に嘱 H し、 米 

m を 推賞す 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して  一 一 七 四 

と 記して ゐる が、 同 年 九 ！=;: 十二 曰 付で 「國是 卜 ニ條」 (遣 稿お 「^白 類」 五) を 越 藩の 松 平 源 太 

郞に 贈った 時の 書翰 5 稿篇 「害^」 一八 七) 中に も 左の 一節が ある。 

幣藩之 事 御 尋被レ 下、 誠に 平々 たる 事に て 恥 入 中 候。 乍レ去 世子 • 良 公子 此御 二方 は 全く 御 聰明に 相違 無レ 之、 

皇國之 事情 • 一  國之人物邪正等能々御承知にて、 有志之者何も深く依頼致し居候。 藩籬^^敷習俗にて、 一切 

御沈默 に て 御座 候 へ 共自然と內外 に響き俗^？：司輩は何哉ら ん 恐 敷罷在 候。 近來は 執政 之 面 々 時世 之 切迫な る 

に 驚き、 追々 宅 寄 合 等 致し 大分 起立 巾 候。 長 岡 監物は 執政 相斷、 養子 左 馬介兒 習有レ 之に 付 政府に 出席 仕 候。 

此 人物 は 大臣 中の 秀傑 にて 世子. 良 公子 能々 御 承知に て、 內々 は 何事 も 御 打 明し 御咄し 有レ之 候。 何も 扭置藩 

雜相解 二 公子 御 遠慮 無レ之 政事 御 聞 被 レ成候 様に 相 成り 候へば、 夫より 何事 も 被 レ行可 レ巾、 此等之 處左馬 之 介 

十分 心配 致し 犬に 都合 敷 様子に 御 趣 候。 左 馬 之 介 は 小 拙へ は 極內々 にて 諸事 問 合 遠慮 無 n 御座 I 則 十二 ケ條 

も 同人に は 見せ 申 候處、 良 公子へ は 極內々 にて 入， 1 御 覽ー申 候。 右 之 通りに て 此節御 問 合 之 別紙 も 左 馬 之 介 

爲 一一 心得， 見せ 中 候 答に 御座 候。 自然 は 良 公子へ も 相 達 可 レ被レ 成、 其 他 は 不レ及 二言 上， 候。 巾 迄 も 無二 御し Ml 候へ 

共 此事萬 一 流布 も 致し 候へば 忽 我が 國 家の 大破 壌と 相 成 候 間、 他聞 御嚴 禁所 レ 希に 御」 M 候。 

小 楠 は 右の 如く 護久. 護美 二 公子の 聰明に 信顿し 其の 將來に は 大いに 囑 目して ゐ るが、 彼 は 

(*t ミ) 

慶應ニ 年 八月 八日 付に て 在米 二 甥への 書狀 (遣 稿篇 「書簡」 一七 二) 中に 「澄 之 助 様 御 議論 甚 

(瑾 美) 

堅 確實に 案外 の 御 模様、 良 之 助 様と 始終 御 一 致 聊御隔 り 無， 之 云々」 と 記して ゐる 如く、 二 公子 

の ^ は 頗る 圓滿 である。 それで 小 楠の 獻 言 や 報吿は 今は必 すし も 元 田の 中次な くと も 米 田 


に 通じ、 米 田から 直に 護 美. 護 久 へと 順次 傅 はるので ある。 かくの 如くして 小 楠 は 肥 後 藩の 藉 

習 打破と 其の 與隆 にっきて 人知れ す 腐心して ゐ たの も 彼の 已 むに 止まれぬ 赤誠に 外ならぬ 

ので ある。 

沼山津 閑居 間に 於け る 小 楠と 護 久. 護 美兩 公子 及び 米 田 執政との 提携 は 以上の 如く 極めて 

秘密 裡に行 はれて ゐ たが、 明治 元年 小 楠が 朝廷より 召されて 東上して から は 誰に も 悼る こと 

なく 公然 面會 合議す る 事が 出來る やうに なった ので ある。 明治 四十 一 年 東京 芝 公園 紅 g;- 館 

にて 催された 「小 楠 翁 四十 年祭」 に 於て 米 田の なした る 追憶 談の 中に、 自分 は父監 物と 小械 

との 絶交 後 若 千年 は 小 浦と 面會せ ざり し も、 或 夜 忍んで 小 楠に 會 つた ことがあ り、 維 新 後は大 

阪ゃ 京都で 度々 會談 したと 述べて ゐる。 これ を 見る と 小 楠と 米 田の 關係は 沼 山 fli!: 閑居の 

から 旣に 人知れ す面會 する までに 密な ものと なって ゐ たこと が 分る が、 大 阪ゃ 京都で の會合 

について は 次に 揭 ぐる 書簡 を 始め 多くの 文書に よって 知る 事が 出来る。 

小 楠 は 明治 元年 四月 八日 熊 本 を出發 して 百 貫 石より 海路 大阪に 着き M 地 滯在屮 同パ：^:::: 

(J^ "久〕 

付に て 宿 許に 出した 手紙 (遣 稿篇 「書： 树」 一 九 gl) の 一 節に、 「若殿 様 不， 怪 御 ふみ はま り、 先 n 宽 

C- 米田ソ 

り と 被， S 出, 候。 明後日 は此 許御發 帆至备 I に 御 歸國、 此節 は大變 革に 相 成.^ 候。 虎. N! 介 は 昨 

夜 出帆に て 四日 過に は 御先に 到着に て 有， 之 候」 と ある。 細 川 侯 家記錄 による と、 護 久 は 前 

たや 十二月 十八 日 藩主に 代り 召命 を 奉じて 熊 本 を 發 し、 同 廿八： n 着 阪、 翌 ハト 正：：：： 三 n 入洛 参 ，r;  二 
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月廿 三日より は大阪 行幸に 供奉 中で、 護美 も 二月 廿ー 日 熊 本 發、 同 晦日 入 洛、 三 月 廿日 下阪した 

大阪 にて 長 岡 から、 兩 公子 は 小 楠 着 阪の時 は 其の 地に 在った。 それに 米 田 も 同様で あつたので 小 楠 は 着 早 

1  一 r> 一子え び 米 

田と 會見 々三人と 俱に國 許の 大 改革に 就いて 熟談し、 種々 進言す る 所が あ つたこと は 想像に 難くない。 

小 梳の右 書面 中の 「大變 革」 にどれ ほどの 重大な 事件が 含まれて ゐ るか は詳 かで ない が、 著 

者の 忖度 を 許さ るれ ば、 是 より 先 護久 は 上洛 後見 聞す る 所に よって 兵制 改革の 必要 を 痛感し、 

二月 十三 日 在 藩 家老 へ 時勢に 應 じて 速に 兵制 を 改革すべき 旨 を 論 示した。 同月 晦日に 上洛 

兵制 改革 した 護美 も 同意見で あつたの で、 そ れ以來 頻りに 其の 急務なる を 高調し 犬い に 西洋 砲術の 調 

練 を獎勵 したが、 保守派の 藩臣は 之に 反對 して 物議 囂 然として 起り、 或は 柔. 劍 二道の 師範 役 か 

らの進 言 あ り、 或 は 武藝家 師範 や 時習 館 敎宫の 建白 ありて、 藩內の 沸騰 容易に 治まる ベ くも あ 

ら ぬの で、 其 の 鎭撫の 爲には 二 公子の 內 一 人歸 熊せ ねば 改革 實行は 不可能 だとい ふ狀 態の 際 

であった から、 主として 此の 問題であった であらう。 此の 兵制 改革 は 豫て小 楠の 熱心に 主唱 

米 s£| 藩 した 所で 彼 は 二 公子の 主 皆 貫徹の 爲に 大いに 智慧 を 絞った に 違ない が、 彼等の 協議の 結 ra^ か 

否 か、 取 敢 へす 米 田に 內意を 含めて 急 歸鎭撫 せし むる ことにな り、 彼 は 四月 二十四日 着 熊した。 

. 小 楠の 手紙に は 護久 も 米 田に 繽ぃ て 急ぎ 歸國 する やうに ある が、 其 の 歸國は 朝廷の 御 都合 

や 病 氣の爲 に 延期になった。 それで 小 楠 は 其の後 二 公子に は 屡.^ 晋 謁する を 得て 親密の 度 は 

護久 もまた ハ な.^ 加 は つたこと. わ は .£ る。 閑 四月 七日 護久 は 賜暇 歸國の 途に就 き、 小 楠と 護美 は 前後し て 


京都に 入った。 同 十九 日 小 楠 は 宿 許へ 「左 京亮 様へ は 日々 御 染會巾 上 …… 今夕 は 太 政官. T 

りより 左 京 亮様御 一 同春嶽 公に 參り中 害に て 御座 候」 と 書き送 り、 (遣 稿篇五 二  二 頁) 同廿八 n 

(if 久)  C 

付に て國 許の 米 田に 寄せた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 一 九 八) に は 「若殿 様 御着 後 最早 大分 n 數も 

重り、 御 改正 大分 御乘り 付に 相 成 候と 不&御 報 吿も參 り 可 fe- 相待罷 在 候」 など 認め、 共の 「刖 

啓」 に は 京都 殊に 太 政官の 模様 を 詳細に 報じて 居る。 

米 田 上洛、 小 護美 は關柬 出張 を 命ぜられて 五月 二十四日 下阪し、 米 田は征 東軍 總 帥に 任ぜられて 同廿八 

稲 同宿 曰 熊 本 出發、 六月 二 曰 着阪、 同 四 曰 上洛、 小 楠の 寓居に 入った。 同 六 曰 小 楠 は 宿 許への 書面 

篇 「書簡」 二 〇 二) 中に 左の 如く 認めて ゐる。 

然ば宮 川 一昨夜 虎之助 殿と 同道 到着、 御國之 次第 幷沼 山の 御 様子い 才 承り 犬に 安心 仕 候。 宮川も 三日 之到留 

珍 敷 引返に 御座 候。 虎之助 殿 も 只今 迄 私 方に 到留、 晝夜咄 合 申 候。 直に 今夕 淀 舟より 大 坂に 被 レ參、 1 一三 R 巾 

に 左 京亮様 御供 江戸に 參向之 答に 御」 M 候。 

處 が、 六 月 六 曰 下 阪 し た 米 田 は 同 月 二 十 三 日 に、護 美 は 二 十 八 曰 に 同 じ く 大 阪 か ら 悔 路 

に 向った。 先 發の米 田 は 六月 二十 五日 鬼 京に 着した る も 漸く 七月 下句に 至りて 來 北に 向つ 

て 出征した。 それ は大阪 でも 、江戸で も 藩士 問の 物議 I 佐會論 I にて 共の 進發を 妨げられた 

からだ。 然るに 熊 本に 於て は 米 田が 五月 下旬 出發 した 後に、 出兵 及び 世子の 進發 等に つきて 

藩 論 沸騰して 遂に 政變を 生す るに 至った。 共の 經緯 にっきて は 元 田の 『還曆 之 記』 に 詳記 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 一 七 七 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して  一 一七 八 


の 大 要 は、 朝 廷會津 討伐の 令を發 し、 官 軍 一 は 越後 口より 

より 肥 後 藩に も 出兵 を 命 じ、 岩 倉 具視は 特に 世子 護久の 

司の 問に 議論 沸騰し、 甲 は 或は 太政官 を 疑惑し 或は 薩長 

，會 藩義愤 固守して 柬國諸 藩 連合して 應援 せば 天下の 事 

出す ことなく 勢 を 見て 動くべし、 叉 世子 上京 は 病に 託し 

此の際 は 大義に よりて 速に 命 を 奉じ 越 後. 白 川 二道に 藩 

子 は 岩 倉の 招に 應じ國 家の 爲に 盡 瘁し 尊王の 誠忠 を 表 

は從前 の 舉校派 の 議に 出で、 後者— 勤王 論—— は K 舉 派た 

たが、 藩 政府 內の 大勢 は 前者に 歸し、 外部の 論 も 之に 雷同 

一 藩 を 誤る ものと な し、 遂 に は 元 田の 轉 職. 牛 島の 免職 を 

が 纏 疑猶豫 されて ゐる內 に 宫軍は 長 進して 會 城に 迫ら 

及び、 甲 論者 も 大勢の 赴く 所を覺 知し 藩議は 藩主の 上京 


しある も こ \ に は 割愛す るが 其 

白 河口より 進む ことにな りたる 

を 促し 來り たるに 對 し、 藩 重 役 .1^ 

嫉 した 意味 もあった であらう が 

知る ベから す、 我 が 藩 宜しく 兵 を 

豫を乞 ひて 然 る ベ しと 唱 へ、 乙 は 

出し 以て 勤王の 師を 助く ベ く、 世 

きを 主張した。 前者— 佐會 論— 

M 東 野. 牛 島 五 一 郞の 主張で あつ 

兵. 世 子 上京 は 實 擧 派の 私論に て 

に 至った。 藩の 出 兵. 世 子の 上京 

し、 親 征の 聲も荐 りに 聞え 來 るに 

進す るに 至った ので ある。 

なほ 元 si^ 野 は 七月 二十 二日 付に て 出征 中の 米 田に 長文の 書面 を 認めて 右 藩 論 沸騰 

況を 詳報して ゐる 其の 中 に、 世 子 上京 引留 論の 原因 を 左の 如く 記して ゐる。 

畢究此 節 之 動 搖は坂 邸 之 物議 此 元へ 移り、 御上 京 一 條御內 情に 浸潤し 外 論 主に 成 り、 其 末 西洋 


一 は 

上京 

を 忌 

未だ 

て 摘 

兵 を 

すべ 

る 元 

し、 出 

見 る 

ん と 

の狀 


•K 學黨 に對す 

る 嫉視 


御 倡 を 初 諸 御 改正 筋 一 铳 之人氣 

末 暴徒 激發之 勢 上聞に 相 迫り 

爲， 出 候より 外 無ュ他 亊ー御 儀 に 率レ 伺- 

尙本 書面 中には 物議 囂 々たる 

りと て 小 笠 原 契 濃 及び 道家 角 左 

十七 日より 引 籠り 辭職願 を さし 

にて 米 田に 藩 情 を 詳報した 書肷 

して ゐ る が、 本書 に 添 へられた 「 

た 左の 一 節が ある。 

(平 十郎) 

井 澤 傅 .缣 m 平、 今 曰 は 根に 相 成り 

等 に て、 通 町. 京 町. 山 崎. 千 K 畑 •： 品 麗 

り 甚 敷、 氷 炭 相反し 候 勢 今日より 

儀 無レ 之、 其 職 分 々 々 を 相 慎み，： ：！ 反 

共 沼 山 之 お {寸 等 其 外に も 徘徊 致 


(小 笠ぬ) 

に 恃 り、^ て类濃 殿 A 家 を初祌 谷. 私 共^ 流 之 所業と 愤 り、 沸 ^ 之 

候處 より、 偏に 暴 發を御 恐 被， 遊 候て 只管 物愦御 鎮定 之 尊慮に 被， 

，重 々 奉ユ恐 入 一 候 次第に 御座 候。 

間に 兵制 改革に つきて 藩主の 趣意 を 矯め 國家を 想る 姦人な 

衞 門に 對 する 抗 ff が 甚だしかった ことか ら、 此 の 兩人も 同月 

出した と ある。 藩主の 上京が 定まって 後、 元 田が 十月 朔 en 付 

の 中には 右 藩 論 沸騰 後 藩主 上京. に 一 決した 經緯の 大要 を 記 

別紙」 の 中 に、 實 擧 黨に對 する 擧校派 連中の 嫉視の 狀を 記し 


i 雄) (新 九郞) (助 作) (休 兵衞 X 治 部 之丞) 

候。 小篠 熊. 林 新. 早 川 助 A 村 俯 外より 相 助 け、 其 外 上 S 休. 井上 治 部 

n 等 少年 輩 迄 鼓 動 孰し、. M  f 西 洋ニ家 を 惡み立 候 華. K に 切+乂 丹よ 

甚敷 事是迄 ま 一 御 座 一 候。 然し 社中 之 面々 は 泰然と して 一 人 妄動 之 

C ぽ黎 方) 

講習 專 一に 孰し 居候へ ぱ、 何 一 っ处 a を 受候事 は 無, 之 候。 追々 閗方 

し ^由。 實學之 面々 餘り靜 か戍事 は彼楚 より は 甚怪み 候. 3:^ り 


束 野の 記せる 肥 後 藩 論 沸騰の 

敬 慕 の 兑. 佐 會の論 を 固守した 爲 


狀況を 見る と、 藩 士の 多くが 時勢に 對 する 兑透 しがっか すに、 

では ある が、 赏 舉 黨に對 する 擧校 派の 僻 兌が 多分に 加味 さ れ 


横 井 小 上卷 傳記^  1 1 七 九 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して 

てゐ たこと は 否めない。 然しながら 彼等が 幕府 

無理と はいへ ない のであった。 それ はもと く 

の 情 實が餘 程 濃厚で あって、 島 津ゃ毛 利が 關ケ原 

氏の 爲に 身命 を赌 して 忠勤 を勵み 遂に は 五十 四 

制する 役目 さ へ も 自任し 來 つたので あつたから 

張 を 拾て X 實擧 派の 主張に 從ひ、 速に 出 兵 すると 

義を： 大 下に 表したら ば、 上記の 如き 立 後れと なら 

みても 餘り ありで ある。 然るに 長 岡 護美の 進出 

王の 魁 首と も 云 ふべ く、 藩 の 面目 をして 丸 澄れ と 

れ馳 せながら 藩主の 上京と なった 事 は 切 めても 

に 小 楠が あって 其の 腰 を 押して 居た こと を兑遁 

上記の 如く 漸く 上京に 決した 肥 後 藩主 韶邦 (慶 

月 六日 大阪に 着 し、 そ れ より 同 九日 入洛して 壬 生 

幸 後と なった ので 進 止 如何にす べきの 指 圖を辨 

れ た か ら、.^ 一  月 十二 日 天機 を 奉伺すべく 京都 を 

主に 晋 謁した か 否かに つきて は 何等 徵 すべき 記 


一 一 八 0 

に 弓 を 引く に 忍びぬ との 立場 も 亦 あながち 

細 川 家 は 島 津ゃ毛 利な どに 比して 德川 氏と 

の 劣敗 者で あるに 對 して 細 川の 祖先 は德川 

萬 石 を 贏 ち 得 た 家筋で、 隱 然 として 薩 南 を 威 

だ。 而も 彼等が 若し 此の 保守的 狭義 的の 主 

俱に 世子 も 上京して 王師に 加 はり 尊王の 大 

すして 藩の 勢力 を 失墜せ ざり しもの を 惜し 

や 米 田. 長 谷 川. 津 田. 安 場 等の 出征 は 肥 後 藩 勤 

ならしめ す、 又 元 田. 牛 島 等の 努力に よりて 後 

の 幸で あつたが、 これに は此 等の 人達の 背後 

して はならぬ。 

顺の 後の 名) は 九月 二十 七日 熊 本を發 して 十 

の 藩邸に 入った。 彼の 着 京 は 遲れて 車駕東 

事に 請うた 結 衆 同月 二十 六日 東 下 を 命ぜら 

立ちて 東京に 向った。 小 楠 は 此の 滯京問 藩 

錄 はない が、 文久ニ 年に は 熊 本に て 謁して 何 


藩主 來行， 護 

美 入洛 


米 田 再び 小 楠 

と 同宿 


か 進 言 した こと も あ り、 今 回 は 小 楠 は 參與で 朝廷の 樞 機に 與 つて 居り もす るし 幾 回 か 謁して 

時事問題 などに つきて 意見 を 述べた こと は 想像に 難くない。 肥 後 藩主 東行と 行 遠に 長 岡 護 

美 は 同月 二十 九日 歸國の 途次 入洛した。 小 楠 は 其の 曰 宿 許に 送った 書狀 (遣 稿篇 「甞 蹄」 二 

二 八) 中 に、 

(}* 美) 

御國も 馬鹿な 議論 沸騰 漸々 治平に 相 成との 相 聞、 此節左 京亮様 御歸國 にて は 方向 も 定り可 レ屮、 此 許に 出京い 

たし 候 者 は 三日 を 經す悔 心 仕 候。 必竞 田舍 もの 御 國の外 は 一 切 存じ 不レ 申より 事 起り、 一 旦は 御國も 如何と 大 

に 心 遣 も 仕 候 へ 共 先 々 目出度 相 替り此 上な き 大慶に 御座 候。 

と 記して ゐる。 隨分 辛辣な 批評 だが、 小 楠も此 迄の 藩の 因循 論に は 愛想 をつ かして ゐ たこと 

、思 はれる。 

護美 は 十二月 二日まで 京都に 滞在した が、 其 の 月 十四 in に は 米 田 も來北 平定し 歸 藩の 途次 

凱旋 將軍 として 入洛し 小 楠の 寓居に 投宿した。 米 W は 十二月 二十 七 R 京都に て薩 藩主の 下 

國 及び 同 藩士 引返の 件を德 大寺實 則より 聽 取した 事實が あり、 又 小 楠より 元 田へ の 一:^ 日付の 


ト，  (米 田)  (仁 右衛門) 

書 面 (遗 稿 篇 「 普 簡」 二三 四) に 「虎之助 殿. 長 谷川 一 兩 日に 歸！： 云々」 と あるから 


し ] 

プ r 


迄 滞在した と兑 える。 此の 護美と 米 田と が 相 前後して 入洛す る を迎へ 互に 胸襟 を 11 いて 

會談し 得た こと は 小 稲に 取りて は 無上の 喜であった。 彼 は 米 田の 着 京の 口 宿 許へ の寄狀 S 

i^g 篇 「1li^n:.s- 」 二  i; 一  〇) 屮に 「左 馬亮様 初參ら せ 犬に 御開 明に て 御 國も此 節 は閒け 可， 巾 候」 と 
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護美 .米5 と 認めて ゐ るが、 これ 迄 とても 旣に 護美 及び 虎之助の 材器に は 推服し 其の 將來 にっき 深く 囑目 

最後の 會合 せる こと.. て、 今回 兩 人の 歸 國に對 して は 特に 大いに 期待す る 所があって、 必すゃ 肥 後の 舊習 

打破と 其の 興隆に つきて 互に 語り合つ たこと \ 思 はれる。 然るに 神なら ぬ 身の 知る 由 もな 

く 小 楠 は 此の 後 間もなく 凶^に 斃れ て、 二人との 會合 はこ れが 最後と な つたので ある。 

右 記述し 来った 沼山津 閑居 時分より 京都 滯在 間に 至る 小 楠と 護久. 護 擎米田 等との 交際 及 

び 默契を 味 はって 見る と、 小 楠 は 手 も 足 も 出されなかった かに 思 はれた 肥 後 藩に 對 して、 卿 光 

を 浴びて 登. 場 こそせ ぬが 舞蔓 裏の 支度に 人知れ す せっせと 取り 懸 つて ゐ たこと が 窺 はれる。 

其の 場面と 云 ふ は 德富蘆 花が 其の 著 『竹 崎 順 子』 に 書いて ゐる 左の 一 節で ある。 

肥 後の 維新  肥 後の 維新 は 明治 三年に 來 ました。 それ は 横 井 小 楠が かねて 囑 望し 遠ながら 誘掖 して 置いた 世子 細 川 護久が 

家督 を 相 繽し熊 本 藩 知事と なり、 勅許 を. 得て 弟 長 岡 護美と 藩 政 改革に 歸 つて 来たの がきつ かけでした。 横 井 

死後 滿 一年で 横 井の 時代が 肥 後に 来ました。 横 井の 息が か i つた 若い 藩主 や、 其 弟が 局に 立つ と 横 井の 友人 

門人が 網の 元 綱 をし ぼる やうに 繽々 と 登庸され ます。 

肥 後 藩主 韶邦は 明治 二 年 正月 華 長. 土. 肥 の 四 藩主と 共に 版籍 奉還の 願書 を 提出し 同年 六月 

嘉納され て 更に 熊 本 藩 知事に 命ぜられ たが III ま： 翌 三年 五月 八曰隱 居の 許可 せらる X 

韶邦隱 -.r  0 ゃ卽日 護久 は 家督 を相繽 して 同 知事に 任ぜられた。 韶 邦が 隱 居す るに 至った 經緯 及び それ 

久き& を li  ，く 

に關 しての 道家 之 山の 苦忠 にっきて は 元 田の 『還曆 之 記』 に詳 かで あ り、 叉 韶 邦の 隱居を 決 


意せ る 趣 皆 は 米 田 虎雄 談 とし 

i に は 皆 略す る が、 此 の 時に 於 

て- -新 帝に 奉仕せ しめんの 深 

の 肥後氣 質の 意氣地 も^ばれ 

護久 藩 知事に 任ぜられて 五 

三日 後の 六月 朔 日に 今 迄 の 藩 

政に 大 改革 を 加へ た。 元 田の 


藩政大 改革  藩 知事 公職に 任じ、 將に 朝 旨 

來の家 老. 奉 行 • 用 人 • 目 附 諸 役. 近 

人 米 S 虎之 助. 律 田 山三郞 之に 

一 平 .大 S 黑 惟和 太. 山 S 五次 郞 

に は澤村 右平. 幸 準藏。 取次 組 

余 を 以て 家令 兼 侍 請と 爲す の 

の 顧問に 預り、 大參事 以下の 人 

1 藩に 喩 示せら れんと 欲 し、 余 

此^ s<K ムの 邸に ありお C へ、 c  一 ,^ 

乞て 寧 記せん と 次す。 曰 K に 方て 每. 1^ 敏 

して 之 を g| き、 相 互に 質問 講^ 


て 細 川 候爵家 文書 『故 護久 公 御 事蹟 謂』 中に 戦せ て ある もこ 

ける 韶 邦の 心事 は 身 を 以て 德川覇 府に殉 じ、 謹 久には 舊軌を 拾 

慮に 出で たで は あるまい か。 斯く思 ひ 来れば 所謂 武士道 尊重 

て、 坐ろ に 共の 苦衷に 對 して 悲痛の 感を 抑へ がた からしめ る。 

月 二十 八日 歸藩 する や 胸中 已に成 竹 を 得て 居た ものと 兑ぇ、 二 

政府 仏 4 部の 殆ど 全部 を交迭 して 其の 陣容 を 一 新す ると 俱に藩 

『還曆 之 記』 に は 左の 如く ある。 


を 牽じ大 に 藩 政 を 改正 せんとす。 先づ 朝 制に 依て 官職 を 改め、 從 

f 取 次 等の 官人 共に 廢し、 大參亊 一 人  一 „i{ 之 助 君 之に 任じ、 櫂 大參事 二 

任じ、 して 休 也 翁 を 以て 櫂大 參 亭の 勤務に 充っ。 少參 • 四 人 安場 

卓 川 助 作。 權 少 參 事 四 人 ^11 木 大 助. 宮 村 七 五  一一 丁 杉 谷 某. 神 山 某。 監 察 

脇の 場 家令 を 原 田 晋作等 其 他の 官吏 皆改 撰に 成りた るな り。 初め 

内 喩を受 く、 余 固く 家令 を辭 す。 乃 知事 公の 侍 餵を享 任 し、 內 外審務 

物の 撰擧皆 預からざる こと 無し。 藩 政 一新の 始め 知事 公の 主旨 を 

をして 其 草案 を呈 せし む。 乃 草して 之 を 上り 、一藩に 布 建せ ら る。 

事 堂の 上 局に 出で 堯舜ニ 典 を 講ずる を 知 公 以下の 大少參 ^列 坐 

し畢て 諸政 事 を 施設 處斷 し、 百  一 知事 公に 上 請して^ に 施行し ss^ 


横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 一八 三 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して .  一一/に 

する こと 無し。 夜 を 卜して 知事 公の 內 殿に 出で 論語 を 講ず。 知事.^ 及 近^ 列 坐して 之 を く。 

大參事 公 又 別に 一 曰 亭の內 殿に 余 を 招て 講義 を聽 く、 乃大 學. 中 庸を 講ぜり。 余 因て 天人 一 现 A 德 

政事 二 致 無き の 货を陳 ベ 俟德を 明かに して 萬 邦 を 協和すべく、 德は 惟れ 政 を 善くして 政 は 水 • 火 .木. 

金 .土.穀 の 政事 を 以て 用 を 利し 生 を 厚く する のみ。 其德は 允恭 克讓犬 功を亮 くるに 止ま り、 其 耍 は 

君臣 一 和 都 愈吁啷 欽哉戒 哉に 在り、 明德は 己れ 自 から 明かに して 推して 犬 下の 明徳と 爲す時 は 一大 

U- 下な り、 M を 治む るに は 誠意 正 心なく して 何事 を か爲し 得ん。 天地 位 焉 萬 物 育焉は 君主の 心の 

中正に 在 り、 聖 贤の千 言 萬 詰 悉 く赏 世の .K 用なら ざる 無く^ 篤信して 之 を. K 踐 する を-貢 ュと 反 

復講說 する 毎に 知事 公. 大 參事公 善しと 稱 せられざる ことなし。 此時 人材 多く 登用せ しと 雖 ども 

各 其黨派 を 異 に し、 安 場 識見 議論 正大に して 時世の 用に 適す る も 渾 村 • 原 m 固」 # の 論に 合 はず。 大 

S 黑確袁 の 見識 ある も 原 S 大に非 斥す る 所と なり。 白木.早川.神山等は^^-狡のー派其見稱異なり0 

七 時に^り 米 £.津 S 及 R 十 川 は 江戶の 邸に あり。 故に 休 也 翁と 余と 專ら其 調和 を 勤めて 苦盧 せし 

も眞の 一 和に 至 ら ず。 安 場 .大 £ 黑 .山 m?H 木の^  S する 所最時 用に 適する を 以て 知事 公. 大 參 事 公 

多く 採用 せられて 改正の 功 を 奏せられたり。 

安場、 小 楠 先生の：^ 風を帶 びて 識見 正大 議論 明快 敢然 進んで 爲す。 大 S 黑萧々 步を 占め 利害 明細 

百 得 あら ざれば 敢て趾 を舉げ ず。 山 m 平 白木 異調各 一長 あり。 而 して 大參事 公最 安場 を 取れ 

り。 余、 休 也 翁と 年 消 畏老 なる を 以て 甌 問の 任に^ り、 諸 子 の 意 見 議論 を 浹合中 裁し て 大參事 公 • 知 

事 公 を 翼賛せ り。 

德富蘆 花 は 其の 著 『竹 崎 順 子』 に 左の 如く 記して ゐる。 
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失 幹部 を 更迭し、. K 弟 長 岡 護美 を 人 

以下 を それぞれの 耍 部に 据ゑ まし 

た。 竹 崎 次 郞は玉 名の 横嶋 から、 

初官 から 一 年の 中に ずんずん 昇進 

ぐ 民政 局の 少屬 にな り、 大 厨に なり、 

婿の 三 村 傅 も大屬 になり ましたが、 

及んで、 當局は 上と なく 下と なくさ 

園の 維新に 從事 しました 0 郡 代 十 

，地方 政：^ も 刷新せ ら れ、 「 視& .? 傷」 

な 藩 知事 護久の F に、 皆 を體 した 民 

に 巡した のであります。 御 花畑 

一目 見通しの 勤務です。 民 5^ 視察 

事樣の 前に 蓥を とり、 こんな も の を 

^ び、 下 が 悅 ぶ。 「 お 化 如： In- 升に と 1 

居 た 堯 舜 三 代の 政治 を、 今 線々 と. 

ありません。 横嶋で雜，^^; 郞. 太 多 助 


で ^次 郎. 太 多 助の 蕤 兄 第が 調 ベ 上げた 


献立」 と は 前 ハゃ卽 ち i- 治 

一 K 五 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して  一一 八 六 

二 年 秋の 收瘦時 猫の 手で も かりたい やうに 忙しい 露 最中に、 それ を 素知らぬ顔で 玉 名 郡 横 

の 竹 崎 律 次郞の 家の 奥座敷で 主人と 義弟 德富 一 敬と が 毎日々 々寢食 を 忘れて 密かに 編んで 

居た 「藩 政 改革 意見の 綱要」 である。 それ は 大要 左の 如くであった。 

一 諸事 尊大 之 御 格 合、 三百 年來 養成せ し in 弊を脫 然と 被 レ爲レ 破、 簡易 無造作に して 御 三方 樣御同 殿、 御 臺所を 一 ケ 所に 

して 御 膳 等 も 御 一 所に て 被 n 召 上， 云 々o 

一 人君 日々 自 から 政 を閗玉 ふべ し 云々。 

(齊 fr 夫人) (慶 前夫 人) 

一 顯光 院樣、 鳳臺 院檬、 御花畑 新 御殿 御 一所に 御 住居、 御臺所 一にして 御 膳 等 御 一所に て可レ 被， 一 召 上， 事。 

一 ニノ 丸 並宮內 御殿 取 崩の 事。 

一 御城 御 天守 等 取 崩、 外 廻り 之 門 异丈を 残し 可.^.^ 事。 

一 校 葉之雜 挽、 て 御 \ 免に 可 >1 相 成-事。 

一 御 魔 場 一切 御 解放し の 事。 

一 諸 官建皆 可レ被 レ糜、 會計局 一 を 残し、 出納 を 司るべき 事。 

1 政府 上下 二院 を 建設し 云々。 

一 御 役人 一切 入 礼 公選に すべし。 

一 諸拜借 一切 御 拾 方 之 事 0 

一 會 所々々 備錢 現有 一切 政府に 集、 手数 閑散に 相 成、 會所 役人 減少 之 事 云 々o 

一 會所々 々官錢 货付分 は 一 切 捨方之 事。 

一 御 庄屋 已下 在役 人、 入 礼 公選に すべし 云々。 

右の 大部分 は實 行され たが 熊本狨 破毀の 一 條は、 護久 知事 も 其の 氣 になり 已に 中央 政苻に 


伺 ひ 出た の を、 護 美大 參 事が それに は 及ぶまい とて 其の ま，^ になった。 その 破毀し ようと 云 

ふ 動機 は 築城 は 豪族 割據 時代の 遺物で ビんな ものが あって は 四海 一 家の 宏謨 の障礙 となる 

と 云 ふ 事 と、 兵 制が 一 新して 兵器が 變 つたから 城壘 では 役に立た ぬと 云 ふ 事と で、 今 聞いても 

寒から すして 粟す る 様な 意見で ある。 

小 楠が 在米 二 甥 や 其の 他への 書簡 中に よく 見えた 「護 久. 護 美 二 公子の 遠慮なく 政事 を 遣 

り 得る 日」 が到來 したので ある。 して 知事 を 始め 要路に 据 ゑら れた 顔觸は 殆ど 皆 小 稲の 

横 井 時代 來る 友人 又は 門下生であって、 藍 花が 「横 井 死後 滿 一年で 横 井の 時代が 肥 後に 來 ました」 と 云つ 

たの も 決して 過 言 ではない。 特に 元 田が 知事の 侍讀 となりて 毎朝 政事 堂の 上 局に 出で 堯舜 

二 典 を 講じ、 知事 を 始め 大小 參事等 之 を 聽き畢 つて 諸政 事 を 施設 處斷 したり、 又 知 事. 大 參 事 に 

m 政 維新の 目 『論語』 『大 舉』 『中庸』 を 講じて 1K 人 ー现. 道德 政事 二 致 無き の 實を陳 ベな どす る 所 を兑 

ると 藩 政 維新の 目標 は 如何なる 犧 牲を拂 つても 舊習を 打破して 新 文化 を迎 へ、 其の上に 四海 

一家 堯舜の 政治 を 布 かう と 云 ふので 露に 小 楠の 理想 通り だ。 小 楠 も 定めて 地下で 會 心の 笑 

を：^ らした ことで あらう。 

こ 、に 肥 後の 維新 を迎 へて 過ぎし 一 雨 年 前 を 回顧 すれば、 肥 後 藩が 明治維新に 方り 時勢 を 

知らす して 薩. 長 の^  い：： 十 識に及 ばす、 奉 慕 の 見. 佐會 の 論 に 拘泥して 出兵の 機 を 失し、 藩 の 聲望 

土 佐. 肥 前の 後に 舉： ちた は 造憾の 極みなる も、 元 田の 『 還 磨 之 記 』 中 の 言 を 共の 儘 借れば 「幸 

横 井 小 上卷 傳 記お  一一 八 七 


肥 後の 勤王 は 

小 柿の 開導獎 

勵の 力に あり 


第二 十 章 肥 後 藩に 對 して 

に 米 田. 津 田. 安 場 等の 忠義 盡 力す 

山 田. 白 木 等の 翊賛 する ありて 知 

したる」 こと は 稍 意 を 安ん する 

る 時 に、 彼 の 存在が 肥 後の 面目 を 

華族に 列せられ たき 義 にっき 安 

熊 本 藩が 全 藩の 姑息 論 を 破り 佐 

学 等が 翼賛の 功に 由る と 雖も其 

るが これ は 決して 溢 美の 言 で は 

肥 後の 維新 は 上記の 如く 小 楠 

き 上げた 筋 書と 人知れぬ 舞臺裏 

として 肥 後の 文化の 海に 泰西 文 

して 見る とまた 小 楠の 息 のか \ 

に 各種の 產 業. 文化の 施設. 開明の 

楠の 指導 誘 被に 基因して ゐる。 

護久 は 右 改革に 着手して 間 も 

して ゐた 時習 館 を 閉ぢて 熊 本 洋學校 
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である。 
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其の 年 七月に は 
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一 一 八 八 

あ り、 下 律の 克成 深慮す る 

善後の 策 を 運ら し 頗る 其 

の 人達が 皆 小 楠と 深き 關 

たかを 思 はねば ならぬ。 

雄. 靑 山貞の 上申書の 中に 

王事に 竭せ しが 如き 下津 

開 導 獎勵の 力に あり」 と 
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公子 や 米 田. 元 

れ たに 外なら 

流れ込ん だの を 

無い。 かくして 

が、 其 の 全部と は 

二三 を 擧げて 見 

創立 以來百 十六 

に、 時 習 館より 二 
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等と 力 
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力.^ の 
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後に は 
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年間 肥 後の 

年後れ て 


あ り、 大 田 黑. 

藩權を 回復 

係 ある を 見 

後年 小 楠 を 

、 「維新の 際 

休 也. 元 田 永 

の 文字が あ 

協 はせ て 書 

新 を 一 轉機 

人達 を 見渡 

の 維新と 倶 

大多數 は 小 

擧 政を統 一 

設し gs 政の 


振 寧醫 學 の發展 に貢獻 して ゐた再 春 館 を 鎖 

と 同時に 一 年 前に 開設され て ゐた微 々たる 

熊 本 洋學狡 熊 本洋舉 校の 創設に つきて は、 滞米 滿 三年 

長 崎に て 療養中、 文久 三年から 藩 命に て 同地 

を 越えながら 猶 熱心に 洋舉を 修業され る 共 

横井大 平の 發 擧敎 育に 從 事して 大いに 國 家の 人才 を 養成 

議 

る 洋擧校 を 設立し 西洋人 を 敎師に 雇 ひ 入れ 

共鳴して 其の 機 會を愤 つて ゐた。 處が 右の 
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洋擧校 設置の 事 をカ說 し、 山 田から 護久に 進 

洋 人敎師 招聘 然るに 洋人 教師に ついて は 攘夷 熱の 餘燼 

しめて は 如何なる 變事を 惹起 せん も 計り 難 

た大 平は歸 熊して 米 田 權大參 事に 面會 し、 熊 

待つ と 同様で ある。 亞米利 加の 如き 開明 國 

顧慮す る は 愚で ある。 洋人 を雇聘 せねば 決 

大 平の 盡カ 遂に 其の 議も 決せら れ、 愈" 洋學校 の 建設が 確 
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. . , . 士官 を 雇 ひ 入 れ、 舉 校敎 育の 傍、 當 時 藩に て從 事せ る 兵 式 改革の 顧問 役たら しむる ことにな り、 

犬 平 は 病軀を 以て 上京 し、 舊 師 であり 叉當 時大學 校の 御 雇敎師 たる フ ル ベッキ にっきて 右敎師 

招聘の 周旋 方 を依顿 したが、 歸途病 氣增惡 し 辛うじて 長 崎に 着 き、 野 々口の 來崎を 求めて 萬 事 

.^^^^,^^來任 を依賴 して 自分 は 只管 療養に 努めた。 翌四年 七月 米國 非役士 宫ゼ— ン ス 應聘來 朝して 野々 

口 之 を 東京に 迎へ、 八月 中旬 熊 本に 連れ 歸り、 九月 一 日より 英語の 授業が 始まった。 

これより 先學 校の 準備 大略 整頓す る や 大平を 長 崎より 迎 へて 之 を 校內の ー舍に 寄寓せ し 

め、 當 時旣に 診療 を 11 始 せし 治療 所の 手當を 受けし める 傍、 洋 舉 校の 議 に參與 せしめた が、 病 勢 

大平 病歿 は 益， 進ん で 翌四年 四月 三日 學 校の 開業 を 待た すに 逝いた。 不幸 短命で はあった が 二十 二 歳 

の 若さで 肥 後の 敎 育史 延いては 日本の 文化史の 上に これ だけの 足跡 を 印し 得た の は 地下の 

叔父への 良い 土產 話であった であらう。 本校 は 神風 連の 暴動の あった 明治 九 年 十月まで 綾 

い た が、 野 々口 は 其の 敎育 成績に ついて、 

我 熊 本洋擧 校に 於て ゼ ー ン ス 氏の 薰陶を 受けた る もの 中には 隨 分社 會の爲 に 成 候 人物 も有レ 之、 彼の 横 井 時 

雄 • 中原 淳藏 • 小 崎弘道 • 吉 E 作彌 • 横 井 時 敬 • 海老 名彈正 • 宮川經 輝 • 金 森 通 倫 • 德富猪 一 郞 • 下 村孝藏 

等の 如き は 皆 社 會に名 を 知られた る 人物に て、 皆 氏の 薰陶を 受けた る ものに 御 Ij 候 云々。 

と 述べて ゐ る 如く、 肥 後 否 日 本の 文化に 貢獻 する 事 頗る 犬であった こと は 云 ふ 迄 もない。 此 

の洋舉 校の 設立に ついて 重大な 役割 を 演じた 大平は 小 楠の 甥、 野々 口山 K は 小 楠の 門弟で、 知 


小 楠の 理想 其 

のま-. - 


治療 所 (後の 

醫學所 及び 病 

院) 

マンス フェル 

り來任 


事 も 大參事 も 權大參 事 も 呰肥後 維新の 芝居 を 打つべく 舞臺 裏で 小 楠と 俱に 働いた 人で あり、 

又 本擧校 設立 當 初の 規則の 中には 左の 條 項が ある。 

意 蒙 をして 洋擧 のみ 敎導 致し 候 得ば 專ら 洋舉 課業に のみ 長 じ、 孝 悌 忠信 を 忘れ 漢籍に 棘く 

相 成に より 漢籍 之 敎導を 立パ母 日時 限 を 分け 敎 導す ベ き 事。  • 

それで、 四書 を 始めと し 『詩 經』 『書 經』 『左 氏傳』 r 史記』 『綱鑑 J 『通鑑 J 等 を擧年 

に 分課し、 心性 は 東洋 流の 忠孝 倫理 主義 を 押 立て、 洋擧は 知識の 閒發. 器械 技術 等の 進歩 を 計る 

爲に 修業す る ことにな つて ゐて、 小 楠が 二 甥の 渡米の 際 に 書き 與 へ た 所：， 謂 明， ー堯舜 孔子 之 盡， 一 

西洋 器械 之 術 一 云々 の 語の意味と 少しも 違って をらない。 か X る 事 赏を兑 ると 小 楠が 夙に 英 

語 習得の 必耍を 主張して 若い 二 甥に も 幼い 吾が 子に も 其の 修業 を獎勵 した 本意 を 共の ま，， 

に、 大平ゃ 門人 や 親友 達が K 現させた の だとい つても よい。 斯く 其の. 5 つて 來る 所に 小 補の 

先見の明と 遠大の 理想と が 働き掛けて ゐる 洋擧校 に、 實 子の時 雄 やみや 子が 入舉 して 敎育を 

受けた 事 は 小 楠 も 定めて 地下で 滿 足した であらう と 思 はれる。 

次に 治療 所 は 西洋 醫擧の M ハ隆 の爲に 創設され たもので、 名 は 治療 所で も 北 ハの赏 は 醫學校 及 

び 病院であった。 初 は 長 崎より 吉雄圭 齋を聘 して 院長と し、 寺 倉 秋 堤. 內 藤泰吉 等が 之 を 助け 

てゐ たが、 該 所に も洋人 敎師 招聘の 議起 りて 當時長 崎に 在留の 和 蘭 gHR マン スフ H ルト の來任 

を！：： 儿 るに 至りて 古城 醤 學所 及び 病院と 改稱 した。 此處 から も 北 5:! 柴三 郞. 濱 田 玄 達. S 方正 规 
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を 始め 多くの 名 國手を 出 し、 我 が國 の醫擧 界に大 なる 貢獻 をな したが 此の 醫擧所 及び 病院 も 

小 楠と 因緣保 亦 小 楠と 因緣淺 からざる ものが あった。 

小 楠が 夙に 西洋 醫術 を弘獎 した 事は旣 記の 通りで あるが、 右 治療 所の 新設 は 山田武 审安 場 

保 和 等の 發議 による もの であり、 醫擧所 及び 病院と な つ て の 職員 は敎師 兼醫師 が.^ ン スフぶ，. 

U 院 長が 吉 雄、 幹 事が 內籐 (校長 事務 を 執る) と 寺 倉 (主と し て院 務) 、助 敎が 奥山 靜叔と 高 橋 正 直、 敎 

導が 中 山 至 謙と 田 代 文 基で、 竹 崎 律 次郞が 修身 科 を擔當 した。 然るに 此の 發議 者の 山 甲 安場 

も 職員の 內 藤. 中 山. 竹 崎 も 小 楠に とり て 門 生、 高 橋 は 門 生 同様、 寺 倉 は 親友で 奥山 は 最も 懇意な 

西洋 醫福 間の 門より 出て ゐる ばかりでなく ビれ まで 常に 大いに 擁護して ゐた關 係が ある。 

さすれば 院長の 吉 雄と 敎 導の 田 代の 外 は 悉く 小 楠の 緣故者 だ。 此の 醫學所 及び 病院 は 肥 後 

の 西洋 醫擧に 一 新時代 を 劃した もので、 西洋 翳擧 を開發 進歩せ しむる と倶に 其の 強固なる 基 

礎と なった ので ある。 これが 假令小 楠 死後に 建設され たと しても 小 楠 無 かりせば 恐らく は 

• 此の 醫擧所 及び 病院の 建設 さる- -機蓮 は 生じなくて、 西洋 醫法 は舊の 如く 漢醫 法に より 壓倒 

され 蹂躪され て 居た^ら うと 思 はれる。 

其の後 廢藩 置縣と 同時に 醫擧所 及び 病院が 宫 立と なるや 吉 雄. 寺 倉 罷 め、 七 年 その 官立より 

公立と なる や マン スフ- ルト 任期 滿 ちて 去 り、 奥 山. 高 橋. 中 山も辭 して 內 藤と 田 代兩 人の みが 殘 

公立 通 町 病院 り 自ら 病院の 方が 主と なった が、 翌八 年に それが 又縣 から 結社 人の 手に 移されて 公立 通 町 病 
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小 楠が 越 前に 於て 萬延 元年に 草した r 國是 三論」 (遺稿 篇 「論 著」 六 • 本 篇 五一 五 頁) 中の 「 富 國」 

「强 兵」 の 二 論 を 見て も 無論 富國. 強兵が 彼の 最後の 目的ではなかった が、 これ を 度 外して 仁 

義を 世界に 布き 得ない こと を 看破した る 彼は當 時の 貧弱なる 我が 國の經 濟狀態 を 直視して 

一 曆 富 國 强 兵. 殖 產 興 業. 利 用 厚生の 急を說 いて ゐる。 彼の 最愛の 弟子た る 三 岡が 殖產 Ka- の 

事に 當り 大いに 越 藩の 財政 を豐 ならしめ たの も、 旣 記の 如く 小 楠の 指導 誘掖 によった こと は 

云 ふ 迄 もない が、 肥 後に 於ても 亦 直接 小 楠の 薰陶を 受けた 門下生 中には 出で i 官途に 仕へ て 

殖産 興業 を 大いに 獎勵 した は 勿論、 一 旦 退いた 後 は 自ら 養 零 製 茶 其の 他の 實 業に 志した 者が 

頗る 多く、 隨 つて 明治 以後に 於け る 肥 後産 業界の 興隆 は 直接 問 接 小 楠の 影響 を 受けた 者の 貢 

獻に負 ふ 所が 尠 くないの である。 殊に 養蠶. 製絲. 織物. 製茶の 諸 產業は 其の 門弟が 自ら 時代に 

魁け て 衆に 其の 範を 示した ものであって、 肥 後の 產業史 を 繙く者 は 小 楠の^ 眼と 其の 薰陶を 

受けて 自ら 之 を履踐 した 所謂 赏舉 連の 犠牲的 精神に 徵 からす 倾倒 感奮す るで あらう。 特に 

朱子攀 派の 餘弊 として 理財 貨殖 を 異端視した 當 時に 於て 武士の 家に 生れた 者が 實 業に 手 を 

出すな ど 云 ふこと は 世俗から は 甚だしく 蔑視され てゐ たに も拘ら す、 敢 然身を 以て 之に 當っ 

たこと は 一 面 また 小 楠の 感化の 尋常なら ざる 者 ある を 知る に 足る であらう。 

產 業に 獻し 肥 後の 産-業界に つきて 見る に 早く か ら 養蠶. 製絲 の 方面に 着 股し 肥 後に 斯業の 基礎 を 築き 

共 の 普 及. 發 展に 向って 大いに 貢獻 した 功勞 者に 長野潘 平 山 田 武 甫. 嘉 悅氏 房が あ る、 其 の 他 上 


塚 俊 藏. 同 實 勝. 內 野 謙 次. 鬼 M 佑. 緒 方 三 八な ども 蠶絲 業の 普及 や 農事の 改良に 力めた ことによ 

つて 有名で ある。 肥 後に 茶 業の 先鞭 を 著け たの は 矢 島 源 助. 上 林 熊次郞 であるが、 上 林 は 其の 

半生 を 肥 後の 茶業發 達に 盡瘁 し、 矢 島 は 農園 を 經營し 大いに 品種の 改良. 製茶の 事に 貢獻 した。 

河 瀨典次 も 小 楠の 茶園 を引繼 ぎて 經營し 製茶 をな すと 俱に蠶 業に も 力めた。 竹 崎 茶 堂 (禅 次 

郎の 後の 名) は 實學敎 育に 從事 する 傍、 養 蠶. 製茶. 農事に 熱心 であった の みな.i^.^乳牛 の 改良 を 

圖り 野菜 種 及び 農具 を米國 より 取 寄せたり、 西洋 食 を 調理した りして 文化的 生活の 率先 者で 

あ つ た。 明治 十三. 四 年！ s-t: 乳 を 開業し 現今 斯界の 櫂 威た る 高木 第 四 郞は父 を 小 稲のお 子 

に も ち、 自 分 は 右 茶 堂の 門 生で ある。 士族で 織物業 を 始め 同業 をして 發展 せしめた 故 河 W 精 

一 (旣記 河 S 充 子の きも 亦 茶 堂の 門下 だ。 

右列擧 した 人達 は 皆 小 楠に 直接 薰陶を 受けた 門 生に あら すん ば 其の 流 を 汲んだ ものば か 

り だ。 なほ 小 楠の 緣故 者に して 產 業に 從 事した もの は 此の 外にい くら も あらう けれども 小 

楠と 何等 關係 なきもの にて 肥後產 業に 貢獻 した 人 は 極めて 少ぃ。 小 楠の 關係 者に して jg 産 

興業に 從事 せる 人達の 事業 は 草創 時代の こと X て、 g に は屮途 にして 失敗し 挫折して、 水 絞し 

なかった の も ある が、 肥 後產 業の 開發 に貢獻 した. ことの 頗る 犬であった は 感謝すべき で、 特 に 

彼等が 實 業に 從 事す るに しても 決して 彼等 自身の 利益 を 目的と したので はなく 衆に 先んじ 

て範を 示した に過ぎない のであった こと は 敬服に 値する。 嘉悅氏 房が 本山 在宅 時代 共の 桑 

横 井 小袖 h 卷 ^r^^^  一 一  九 五 
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園に 一 盜贼が 入って 桑苗 を 大分 盜み 去った ことがあった。 彼 は それによ つ 

を 蒙った に 拘らす 大いに 喜んで 朋輩に 云 ふに は 「貴公 達 喜んで 吳れ、 多年の 

成就した。 吾が 桑園の 桑苗 を盜む やうに なった から 肥 後の 蠶業 もい よ 


と。 話 は 違 ふが 上記 醫擧所 及び 病院が 開設され マ 

人 見向 もしなかった が、 嘉 悅の妻 はいの 一 番に俄 作 

うした 逸話 はいくら も 遺って 居る が、 當 時 實 擧 黨 の 

に 出で- -ゐ た。 その 證據に は嘉悅 が經營 して ゐた 

勸誘 により 多少の 株式の 募集に 應 じた 爲に 損失 を 

はな かつ たと は 有名な 話 だ。 

偉大なる 感化 以上 は 肥 後 維新と 倶に 勃興した 文化的 施設と し 

きて 述べて 見た が、 其 の 他の 文化的 施設に 於ても 小 

之 を 思 ふ 時 小 楠が 其の 在世中 因循 固陋 風 を 成し 舊 

を 嫉視し 迫害 を 加 へ ん とさ へす る 不穩の 雰圍氣 中 

進した 勇敢なる 氣 象と 先見の明 とに は 驚嘆せ すに 

は 師說を 奉じて 其の 長す る 所に 從ひ 適所に 活躍し 

の 如何に 偉大な りし かに 深甚の 敬意 を拂 はざる を 


ン ス フ. -ルト が 婦人科 

りの 患者と なって 範 

人達の 心事 は 皆 かく 

綠 川製絲 場が 失敗し 

蒙った 者 もあった が、 

て洋舉 校. 醫 擧所 及び 

楠の 息の か i つて ゐ 

習に 捉 はれて 移る を 

に 在りな が ら、 恐 れ す 

は 居られな い。 それ 

た 者の 頗る 多い の を 

得ない ので ある。 
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第二 十一 章 家庭 人と やて 

一 心 は 毎に 家庭 を 離れず 

"^入 るが 家庭の 人と して の 小 楠 は 德富蘇 峰が 家庭に 於け る 吉田松 陰 を 評した 如く 恰も； 大人 を兑る 

が 如き 想が ある。 彼 は 其の 全心 を 捧げて 親 を 愛し 兄弟 を 愛し 妻子 を 愛し 姪 甥 を 愛した。 彼 

が 旅行先から 宿 許に 寄せた 書狀を 見る と、 如何にも 美しい 溫ぃ 人情味が 横溢して 人 をして 感 

激 せしめる。 實母 及び 養母に 對 しての 厚き 孝心、 兄弟に 對 しての 深き 友愛より して 妻子 や 姪 

甥 や 下婢に 對 して の 優しき 慈 愛. 細 かき 心 遣 ひ は、 時 に は ほ. -ゑ まし く、 時 に は淚ぐ まし く、 人 g 

小 楠の 赤裸々 なる 姿が そこに 現出して ゐ るので ある。 

小 楠 は 折々 癎瘤 を爆發 させた。 然し 其の 時 は 火の 出る 様で も、 過 ぐると さっぱりして 夕.！ 丄 

上りの 様に すがく しい。 彼 は 時々 醉狂 をした。 然し 酲 むれば 光風 霧：：：： 些の 痕跡 を 留めな 

い。 か i る 一時的の 場合 を 除いた 小 楠の 家庭 は 何時も 圓滿 で、 iil^ 風 ii 蕩 たる の^が あつ て、.： 氷 

家庭 は 安 f-, ほ  ：  1 

^慰安 所 を 出で" は 七 人 どころ か 無 數の敵 を 持って ゐた 彼のた めに は 家庭 は 唯 一 の 安樂 境で も あり、 

横 井 小 楠上卷 傅記^^§  1 一ん 七 
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叉 唯一 の 慰安 所で もあった。 文 久ニ年 正 n 福 井 藩の 中 根雪 江に 寄せた 書面 (遣 槁篇 「書簡」 

一二 八) の 中に も 左の 如く 書いて ゐる。 

拙生歸 鄕以來 日夜 家人と 相樂 み、 或は 諸 生と 講 論いた し、 暇 は 山水 を 眺望いた し、 何も 心に さし 障り 候 事 も 

無二 御」 Ml 和 樂に此 日 を 送り 申 候。 夫 故 か 何の 中分 も 無 n 御座， 壯 健に！ 能 在り 候。 

一家 團 藥の樂 彼の 沼山津 閑居 間 は 何よりも 一 家圑 欒の樂 しみ を樂 しみと した。 旣記 「偶 興」 十二 首 中 

しみ 

の 「催 &: 家人 1 出， 奪 門 一」 の七絕 にある 如く  (本 篇八ニ 六 頁. 遣 稿 篇八九 三 頁) 秋晴の 好 時節に は 一 

家 打 連れ 辨當 持參 にて 野 遊に 出掛ける の も 其の 一 つで、 元 田 東 野 も 「寄 T 題 四時 軒 1」 なる 三 首 

中の 一 つに 小 楠が 山水 明媚の 沼 山 津の鄕 村で 親子 打 連れて 山野の 間に 逍遙し 一 家 を 擧げて 

樂 しみ を俱に する 事 は 何とも 云へ ない 程 愉快な もので あらう と 羨んで ゐる。 (本 篇八四 0 頁) 

稚 i ぬ滿々 たる 常に 一家の 和 樂に心 を 注いで ゐた小 楠 は 誤って 亂醉 して 家人 を 困らした 翌日な ど は、 忠 婢 壽 

加の 背に 跨って 馬 乘の露 似な どして 共の 機嫌 を 取った など 云 ふ 嘘の やうな 話 も 遣って 居り、 

又 海老 名 未亡人の 著者へ の談の 中に も、 

父 は 時々 臺 所へ 出て 來て 料理の 差圖 をしたり、 面白い 話な どして 家人 を 笑 はせ る ことがありました。 或 時 は 

41 を燒 いて やる とて 魚 串に 刺して 焙 つて 居る と、 火中に 魚の 身が 崩れ落ち たので 頭搔 く/ \、 逃げ出し たこと 

も ありました。 

と 云 ふの が あつ て、 家 庭に 於け る 小 蹄に は 稚氣滿 々たる 一 面 もあった。 


小 楠 は H 十五 歳で 始めて 妻を娶 り、 g もな く 家庭の 主人と なった が、 それより 僅か 三 ハ牛餘 に 

して 安政 五 年 三月から 四 回 もの 福 井 藩の 招聘に 應 じて 或は 福 井 に、 或 は 江戶に 行 き、 又 明 治 元 

年に は 京都に 召された の で、 其の 安樂 境 其の 慰安 所なる 家庭に 悠々 と 落着く 暇 もなかった。 

當時 にあって は そろく 隱 居で もしょうと 云 ふ 五十 歳から 斯 くの 如く 屢： 長く 家族と 離れて 

心 は 毎に 家庭 旅 住居 をせ ねばならなかった 事 は 小 楠 をして 痛く 寂寞 を 感ぜし め、 德富蘇 峰が 吉 S 松 陰 を 評 

に騁 せた 

し た 言 紫 を 再び 借りれば、 日 葵が 恒に 太陽に 向 ふ 如 く、 磁 針が 恒に北 を 指す 如 く、 川 流の 恒に海 

に 入る 如 く、 彼 の 心 は恒に 家庭に 向って 騁 せて ゐた。 殊に 旅の 度數が 重なるに 連れて 彼 は 懐 

鄕 病に 極って ゐ るかの 様に さへ 見えた。 共の 二三の 例 を 擧げる と、 三度 越 藩に 聘せ られて 福 

井に 在った 萬延 元年 九月に 宿 許へ 贈った 手紙 (遗 稿篇 「書簡」 一 〇 二) に 左の 一 節が ある。 

近日 病後の 運動に そろく と 出 浮 申 候。 旅の空に て すん と 面白く 無， 1 御座， 候。 却て 御 許 之 事 思 ひ 出し 一 刻 も 

歸り申 度 奉レ存 候。 來春は 君 公三 c:: 中旬 頃 此許御 發駕の 積り に 御」 M 候 間、 ど ふと ぞ 致し 其 前 1 1 月末 此許 出立 致 

し 度、 只今より そろ/ \ と 羽根つ くろい 仕 候。 

「そろく と 羽根つ くろい」 と はな か/ \ 面白い。 同年 十 一 月 二十 八日 付の 宿 許へ の喾而 

(遣 稿篇 「書簡」 一 〇 八) にも、 

江 戶に參 り 不レ申 方に 候 へ ば 一 一月 末より 打立覺 悟に 御座 候。 左 候 へ ば此許に罷在候は七八十：：：にて、 ：；^早ゎづ 

かの 事に 相 成 巾 候。 、江 戶に參 ^ り 候 事に 候へば …… 歸鄕は 六月 末 か 七 月 初に 相 成り 可 レ屮、 よ まち 遠 ふなる 事 
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と 被レ存 候。 何分江戶に^^り不レ申、 春に 相 成り 早々 歸郷の 事い のり 申 候。 

と 書 き、 其 の 後 二日して 十二月 朔 日の S 稿篇 「書 ：- 蘭」 一 〇 九) に はまた、 

正月 中には 夫ん 相 仕舞、 一刻も早く 歸り申 度、 純 三 郞と寢 酒の 度 毎に 其咄 しのみ 仕 候て 笑い 申 候。 何分 江戶 

に 參ら ざ る 事 に 相 成 候 へ かし と實 に 祈 中 候。 

と 認 め、 更 に 七 曰 後の 同月 八日の 書面 (遣 槁篇 「書： 一朗」  一 一 0) にも ま た、 江 戶に 参らぬ やうに な 

るの を； 翁 る と 記して ゐる。 小. g は 江戶に 行けば 舂嶽に 初めて 晋 謁し 得ら れ、 曰 頃の 渴懷 も醫 

せらる 、 ので それ を 希望せ ぬ譯 ではな. S が、 そ れ よりも 早く 沼 山 津に歸 りたい 氣 持が 多分で 

あった。 然るに 舂嶽 よりの 耍求默 止し 難く 文久 元年 四月 中旬 出府の 已む なきに 至った が、 七 

n  二日 付の 宿 許への 書面 (遣 稿篇 「書簡」  一二  二に はもう 左の通り 巾し 送って ゐる。 

(春 嶽) 1: 茂昭) 

^歸鄕 之 事、 中將様 ニ吴 公に 御 相談 申 上げ 八月 十五 日に 此許 出立 仕度 段々 及 4 一 2 上， 候處、 兩君 にも 御 合點に 

相 成 候 間 福 井 表へ も 申 遣 候、 大抵 落着 仕 候。 就て は 土產物 等の 用意いた し 申 候。 十五 日に 出立 仕 候へば 來月 

中に 福 井に 着、 九月 一 つばい 到留 いたし 十月 初に 彼 表出 立、 同月 末に は 御 許に 着可レ 仕、 指 を をり 候へば 最早 

百 二十日に 過ぎ 不レ 巾、 大に樂 居 申 候。 

翌 三日に 書いた 右 書面 「追 啓」 に は. 叉 「歸鄕 に 打 立 候へば 百日 餘之日 も 却て 待 遠に 相 成 

り、 日 々指 をお り 申 候」 とか 「.y 口 純 三 郞に橙 酢 一 斗 程 用意 致 吳候様 御 申 遣 可， 被， 下 候。 歸り 

候て 註文 は 時候に おくれ 可， 申、 只 今より 御 失念な く 被, 仰 越 一可， 被， 下 候」 とか 記し、 その 叉翌 四日 


の 同書 「追 啓」 にも 左の通り ある。 

其 心得に て 普請 等 何も 御 心配 被，， 成 下， 度 奉レ存 候。 馬 は 何分 歸り 前に 御 引き入れ、 歸 りの 節 左 平 太 乘り候 

• て 迎に參 り 候 様吳々 奉レ存 候。 …… 向の 貞作 屋敷に て 地方 少々 御 かり 受被レ 成、 大根 又は 京な. 唐 若の 類 御 

うえ 付被レ 成、 虫に 食せ 巾さぬ 様 御世 話 可 レ被レ 成 候。 尤 一日 も 早くう え 候 儀よ ろしく、 歸鄕の 上の 樂に 御- J 坐 

候。 

歸 期が 定まる と 心 は 早く も 三百 里の 西へ 飛んで、 幼兒が 正月で も 待つ 様に 文字通りの 屈 ヒロ 

だ。 野菜の 植付. 橙 酢の 註文 も ふる つて ゐ るが、 馬 を 買 入れ 左 平 太 それに 乘 つて 歸 りを迎 へる 

やうに などに 至 つて は 稍 噴飯に 値する。 遮莫小 楠の 歸心 矢の 如き 狀態 は^ 前に 努《 する で 

はない か。 

小 楠 は 四た び 越 藩に 招かれて 文久ニ 年に 熊 本から 江戸に 直行し、 七月 六 R に 着す る や、 共の 

翌月 八日 付 宿 許に 寄せた 書面 (遣 稿篇 「書簡」 一 三 〇) に は、 はや 「来年 夏に も 相 成， 民 へ 

々 々歸國 いたし 候覺 悟に て彌以 沼山津 永住の 心得に 御座 候。 …… 出立 前 巾 上 候 通 4 ゆ の卞の 

分 は 西 屋敷の 道に 御 S し、 不足 分 は 何方よりも 御 求隨分 多分に 御う へ被レ 成、 其 花の は罷 在り 

見 可， 巾と 相樂 申. 候」 と 申し送り、 なほ 同書 狀の 中には 「御 許に 居候へば かんしゃ くも 起り a" 

0^^.^ 理も申候 へ 共、 客 中に て は 唯々！ ゆかしく 思ひ やり 候 事の みに お 之」 と 云 ふ 文句 さへ も あ 

る。 政事 總裁 職た る卷 嶽の帷 握に 參 してせ ^ 政 一新 を企畫 し、 幕府の^ 司を說 伏して 膛ロ せし 
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め、 其の 意見が 重 i される ほどの 得意の S にある 彼の 一 面に は、 此 e 如く 家庭 思慕の 情の 

ぽる ものが ある。 上記 書翰の どの 節に よりても 如何に 小 稲が 家庭に 愛着 を 持って ゐたカ 

を 察し 得らる、 が、 斯 くまで 家庭生活に 心を惹 かれて ゐる 彼が 出来るだけ 其の 住宅 を 居心地 

良くした いと 思 ふの は 自然の 要求で ある。 彼 は 其の 爲に 旅先から いろく と 宿 許に 指圆を 

住宅 及び 囊 し 5 敷の I. 庭園の 植木. 家具の 新調. 所藏 品の 手 入な どく どい ほどに 書き送って ゐる 多く 

こ 身す る 注意 

の 書簡の 中には 左の 如き もの 力 ある 

直 所 土 lit れいに たし 度 候。 新奏井 色付け 不レ中 候へば 秋に 成り 蠅の ふんに て 見 苦 敷可レ 

ガ之 候。 竹やぶの 內 大木 御 座候は直 にもら いうけ、 一本 も 切り n。(ii 一 エー 一三き 

六 まひ 量 相 應の物 求め 中 度、 敬 之 助 杯に 御 f 可レ 被- 候。 代 ssif て 可レ然 ：•； f めん ミ 

人 iw、 外に さし 身 又は もり 合せいた し候大 平ば ち 二つ、 何も 古 肥 前 やき 求め 嘉ー 5。  sslg 

うへ 木 靈^ 手 人 暴き かへ 篇 大慶 仕 候。 adits. 此 上き， S* に 

て必々 十分 御 懸け 可 レ被レ 下 候。 將叉 書物 類 藩し 御 忘れ 無レ i 奉レ存 候。 (遣藝 五六 七 頁) 

之に 類した の はいくら も あるが、 蠅の 露に て 天井の よごれる 事. 家具 食器の 註文の 仕方. 植木 

の 塞 肥. 書類の 塞 干な どの 注意に 至りて は 其の 用意周到 さが 窺 はれる ではない か。 . 

if また 家族に 對 して は 何事に も 能く 細かく 氣の 付いた のに も 驚嘆 させられる。 例へば 家族 

心 遣 ひ の 衣類から 髮 飾に 至る まで も 心 を 配り、 或は 幸便の ある ® に 買 求めて 送り 屈け たり、 或は 染物 


ゃ簪屋 への 註文な どまで 多忙の 中に 引受けて 世話 をした。 叉 彼の 書面の 中には 「ほふし 

§  S 校樣) 

よふつ むぎに て 花色す そ もよ ふ染 方に 遣し」 とか S 稿篇 五六 九页) 「おい つ. お つせ に 物數奇 

に 作らせ 候かん ざし 下し 可， 申 候」 S 稿篇 五八 九 頁) と か、 女 のすな る 心 遣 ひの やうな の を 折々 

見受 け る。 明治 元年 京都 滯在 間に は 時に， 觸れ 折に 際して 色々 の 物を鄕 里に 贈って ゐ るが、 十 

月の 惠比 壽講 にて 買 求めた 小 切 類 を 送った 時には 興味 あ る 小 文 を さへ 添へ てゐ る。 (遗 稿 お 

五 九 一 頁) 

安政 六ギ 二度目に 越 前にい つた から 熊 本 城下 へ の移轉 問題が 起って ゐ たやう で、 越 前に 

着す る や 毎 便に それにつ いて 記 し、 城 下の 賫 りさうな 家を； 々物色して 北ハの 購求 方に つき 巾 

し 送って ゐる。 此の 當時は 熊 本に 然るべき 邸 を 求め 得たら ば 沼 山 津の家 は寶拂 ふつ もりで 

あつたが、 後に は 熊 本 移轉は 沙汰 止みに な り、 結 局 熊 本に は 出府 所 を 構へ て 左 平 太 建の 出府 修 

戴の 便宜 を 計 り、 沼 山 の 住居 は 其の ま 、としたの を 見る と、 小 楠 は 此の 土地に は 愛 が あつ 

て 手 離し かねたら しい。 彼 は 旅行先から しばく 宿 許に 沼 山津の 風景 殊に 其の 秋色 を £ 心 ひ 

遣りて は 左の 如く 書い て ゐる。 

鄕 一風 j 及 最早 稻も少 々は 黄色に 和 成 秋 之 景色 出 心 ひやり 屮候。 此許 にて は 秋の 野 は 中に 不レ及 街 色の 物 さへ 見^ ie$^ ひ 

ひひ 園 を想ュ  な，， ノ 

不レ 巾、 夜分 酒 給 候 折 は 泰吉杯 御 許の 事の み咄し 出し 巾 候。 S1S 篇三八 二  15 

菊は定 てさき 巾た るに て 可 レぉ， 一 御^, 候。 如：|:ゃと出ゎひゃり屮攸0设早秋もくれ新-:^:^之ぉ.^かり闬新觸之§,ル杯 

橫井小 楠上卷 傅 記 1 二 〇一; 一 


第二 十一 章 家庭 人と して.  一二 〇 四 

いか 計りと 被レ存 候。. (遣 稿 篇三八 七 頁)：  ■ .  .... 

此許 朝夕 は聊 秋冷 相 催 じ.、 旣. に 昨夜 は 月 も. よろしく 何角咄 合、 沼 山の. 景色 噂 仕 候。 (遣 稿 篇五四 四 頁) 

又、 家鄉の 庭. 園の^ 樹ゃ 花卉. 畑の 作物に つきても 「越 前桃當 卑は實 になり： 候 や。 ざ. ぼ 


花 唤き候 や。. 朝 顔. ほ ふ づ き 如何 候 

と 奉， 存 候、 か き 當年は 大分な り 付き 

記して ゐ る。 

京都 時代の 旅 . 右の 如くに 鬼 角 懷鄕の 念に 驅ら 

愁 

. たと 見え て、 四 位 參與の 輝かしい 身 

津に騁 せ 、氏神の 祭の 事まで 思 ひ 浮 

て も 同行の 面々 に 神酒 を 出 し、 御 噂 

風景の 懷か しさ もさり なが ら、 肉 親 

家族 一同 を 京都に 呼び寄せて 溫き 

.  はせ をな し 準備の 金まで 送った に 

二 子と して 


や」 S 稿篇 五三 二 頁) とか、 「い も. か らい も 定て根 


タべ 


候 由、 さ ぞく 曰 々給 候 事と 被， 存 候」 (遣 稿 篇 五 四 

れ がちの 小 楠 は 殊に 京都 時代 は 病弱で 一 層心淋 

分、 上下 廿 人に 近い 賑やかな 生活の 中に も、 絕 えす 

ベて 「昨日 はお 祭 客 は 何程に 御座 候 哉、 想 像 仕 候 

のみ 仕 候」 など.^ 書いて ゐる が、 (遣 稿 篇五五 七 頁) 

と 離れて ゐる 寂寞に は 一 曆堪へ かねて 其の 年 十 

家庭 團藥 の樂 しみ を 味 ふべ く頻 りと それにつ い 

拘 ら す、 翌 新春 早々 難に 遭った のであった。 


入宜 

五 頁) 

し く 

心 を 

リ 匕 

沼 山 

二月 

て の 


ん は 

と か 

感じ 

沼 山 

許に 

津 の 

に は 

打 合 


父の 逝いた の は 天 保 二 年 小 摘の 時習 館 時代の 二十 三 歳の 時で あり、 母 を 喪った の は 安政 六 


年 小 楠が 再度 越 藩の 招聘に 應 じて 福 井に 在つ 

にっきて は、 多 少遣話 や 文書な どに て 窺 ひ 知ら 

亡父に 對 する 中 に、 游舉 の爲に 出府の 途中 江 州 石 部の 宿に て 

壁 上に 貼られて ゐ るの を 見て 追慕の 情に 塔へ 

たのが 牧 めら れて あるの と、 文 久 三年 五月 二十 

(父の 法名) 

簡」 一 四 五) の屮に 「七月 は 普 光 院様御 三十 三 

べき 資料の 何物 も 遣って ゐ ない の は遣憾 だ。 . 

情 を 知る に は 十分で あらう。 

ィ 實 母に 對 して 

小 楠の 母は旣 記の 如く 中々 賢明 で、 而 も嚴格 

時 は 非常な 腕白 で、 長 じて は 酒 失の 爲 に、 I^r 母の 

洒失は 只 一 つ を禁 すべく 幾度 か 決心 も レ た が、 酒 の 誘惑 だ け 

の 瑕  " 

を-忘 れる であつ た。」 か の 江 戶遊擧 中 其 の 酒 


酒 を 誓つ， た 詩 (本 篇七五 5 に は . 「萬箭 ^に 向 


つ 


な 人で 

心 を 痛 

は 逃れ 

の爲に 

て 叢が 


た 五十一 

る i が、 父 

g らす も 

す 、七 絕 一 一 

四日 付で 

回 忌、 誠 に 

然るに 此 


歳の 時であった。 

に對 して は 唯 僅か 

十 年 前に 其の 宿に 

首 (本篇 五 一 頁. 遣 稿 

越 前より 宿 許に 寄 

何 角 思 ひ 出 申 候」 

等の 片鱗 を 見ても 


あ 

る- 


った。  其の 膝下に 

しめた。 もと /\ - 

こ とが 出来す 文字 

途^ 國を餘 な く. 


母 

と 


に對 しての 小 楠 

彼の 『東游 小 稿』 

つた 父の 名刺の 

八 五 九 ヌ) を 詠 じ 

た書狀 S 稿 S 

ある 外に は 語る 

の 父に 對 する 至 


あ 

さ 


泣 血； 人 地に, す、 不 孝 


りなが ら、 彼 の 幼 

心の 深い 彼 は 酒 

りの 氣逮 水に 我 

れた 北ハの 時の 禁 

の 揮^り 無し」 


横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 二 〇 五 


^二十 一章 家庭 人と し 

と g 冰く毎 吾して 居る もの .^、 

爲に 其の 屑 を颦め 


母に 對 する 孝 に 玉に瑕であった 

時な ど は寢せ 起し _ 

叉 母に 看な ど 進め 

にして 之 を 促す と 

の圖を 觀て感 する 

見 る ベ き である。 

淸 世何ぞ 妨げん 

欲すれ ど も、 忍 び 

小 楠が 嘉永四 年 

. ニニ 四 頁) 中に も 「 

句餘、 親 を 思 ひて 置 

こと は 彼の地で も 

して 其の 心 を 喜 ば 


しめた 事 

が、 之 を 除 

- 撫で 摩り 

# とする 

い ふ 梅 

所 ありて 

逸民 有る 

す 董堂垂 

の 上國遊 

久しく 謦 

か， f 玆に 

宵 名で あ 

せたいと， 


そ 

、 

力 

つ 

思 


れ も 

一 度 や 

ての 彼 

らニ便 

は 自ら 

つたと 

る J な 

と を、 山 

中に 福 

を 承け 

志 有り 

たが、 彼 

つて ゐ 


後 暫くの 

度で は あ 

母に 事へ 

世話まで 

此の頃 は 

い ふ 事 だ _ 

左 の 七， 絶 


問 こそ 守 

る ま. S と 

て は 全く 

決して 他 

一向 看 を 

. 何時 

(遣 稿篇八 


一 二 〇 六 

られ たらう が、 其 

想像され る。 酒 

至れり 盡 くせり 

人の 手 を 煩 はさ 

食 は ぬ、 何 か 食 ひ 

の 作 か はわから 

七 四 頁) に 1^ 母に 


の 後 母 在世中 酒の 

は 小 楠に 於て は a 

で、 母が 病床に 在る 

すに 自ら 看護した。 

たいな」 と、 吾 が 事 

ぬが、 小 楠の 「山水 

對 する 彼の 至孝 を 


水に 徜徉 して 斯の身 を畢へ ん、 決 然白鷗 に隨ひ 去らん と 


井 

、、ゝ 

力 

た 


を す- る 

箕掃を 執 

々 」 なる 

長命の 母 


に 當 り 送 

らんと 欲 

文字が あ 

を 家の 寶 


に 寄せた 書狀 S 稿篇 「 * ： 顿」 六 二の. 


こ とも、 彼が 安政 三 

別紙」 中に ある 左 一 


つた 同藩の 儒 

せし も 然も 駕 

つて、 小 楠の 母 

の やうに 大切 

年 十二お 二十 

の 一 節 にても 


者 

察 


矢 島 立 軒の 文 (本篇 

稅 くこと 僅かに 二 

思慕す る 情の 深 い 

し て、 絕 えす 何とか 

日付に て吉 田東簋 

せられる。 


愚 母 年 候へば 七十に 罷 成り、 近年 色々 病氣打 直り 餘裎； り 候へ ども 鬼 や 角と 仕り 罷在申 候。 知命 之.. L こ 至 

り老 親御 座 候 は 誠に 仕 合に て、 來春は 賀祝仕 苦に 御座 候 御 闕暇之 折 御 高吟 被 n 成 下， 度 重々 奉レ願 候。 

安政 四 年 松 平 赛嶽が 小 楠 を 招聘し ようと 村 闺氏壽 を 肥 後に 特派して 其の 意 を^へ しめ ヒ 

時，^ 楠が 老母 を殘 して 遠く 北行す るか どうかと いふ こと は 第一 の 懸念であった。 ところが 

それが 祀 憂に 終った の は 畢竟 母が 男勝りの 賢婦 であった からで ある。 或 人の 書いた 物の 中 

母の 置 明 に 「小 楠の 母 は 賢夫人な りしが、 人に 向 ひ 常に 平 四郞は 何事 を爲 すに も f^^t なる から、 党に 

高 土手より 墜落 せんと 云 ひ 居たり とぞ」 と ある が、 子 を兑る こと 親に 若 かすと はい ふ もの X 

女親で これ だけ 吾が 子を兑 る 明 ある は餘程 勝れた 婦人で なければ ならぬ。 かく も 我が 子の 

長月と 短所と を 知り 拔 いて 居る 小 楠の 母 はま た、 我 が 子の 腐 價を發 せし むる に は 肥 後の； 人 

地より は 越 前が とも 考 へたので 雄々 しく も 彼 をして 卷嶽の 招聘に 應ぜ しめたの であった。 

前 赴任  かくていよ 越 前に 赴任す る 事と なった 小 楠 は 弟 仁 十郞に 老母の 事を委 托し、 留守宅に 

は 門 生內藤 泰吉と 野中 宗育—  二人とも 醫師— を 居らし めて 老母 や 幼兒の 健. 康 上の 不 〈女 を少 

くして 出發 したが、 其の 途 屮大阪 より 母 始め 一 同へ 品物 を 送った のに 對し、 母が 越 前の 小械人 

送った 左記の 手紙が ある。 

母よりの 蒈狀 此 間は大 坂よりの 御手 就 相 屈 候 。御 かわり も 御座な く 候 だん 御 申 こしに 相 成 悅入巾 候 0 舟屮 ひまどり さぞ/ \ 

たいくつ いたし 巾され 候 様に 夫の み/^ 存候。 留守 內 もび よふ 人 も 御座な く いづれ も かわりな ふ暮 居. 候。 

  ^^井 小 楠 上卷傳 記篇^   ニー 〇 七 


し て  1 二 〇 八 

(泰吉 ) (宗 

御 あんしん 被レ成 候。 又 雄 事 も ほふ そふう へ 見事に かんじ 悅入申 候。 たい 吉初そ 

ふいくえ 酒 ども だし 申 候。 扭此 間は大 坂より 事お ふき 內に 淺ら すに 見事なる 口 g 

(S 

物 御 下し 恭々 存候。 いづれ も大悅 にて 御座 候。 おいつな ど はさつ そくした て ma 

(夫人)  SS  (地 合) 

申 候。 おつせ かたびら はさつ そく 染に 遣し 置 申 候。 もんば は 見事なる じゃひ. に 

( J, ベ.^  ^ ン 

て あの 様なる もんば は 初に 見 申 候。 おきよ 事 もけ しからす 悅 にて 御 ざ 候。 いろ 

/\ 申 遣し 度 御 ざ 候へ ども ふで ふかない 故 これにて 悅、 此間禮 まで、 あら/ \ 

申しん じ 申 候。 

めで 度く かしく 

五月 九日  は \  / 

(病 氣) 

尙々 申す まで も 御 11 なく 候へ どもす い ぶん/ \ 'いたみな き樣 御つ とめ 被レ 

(食) 

成 候。. くい 物よう じん 專ー にて 御座 候。 ちゃくの うへ は さぞ/ \- きゃく 大 

ぜ いと 存じう わさいた し 申 候。 典 次 初殘ら すへ くれ-^ もよ ろしく 御 申 下 

(き 

され、 くわい 所 も 何ぞ相 かわる 事 御 ざな く 候。 又々. & 上 候。 

横 井 (時 靖) 家に は 小 楠から 宿 許に 贈った 書狀は 可な り 多く 保存 さ 

れてゐ る が、 家 族から 小 楠に 寄せた もの は、 只 母よりの が、 右 の 一通と 


らァ. ほ 

-1  ./IL お. -.w お - 


、-? « 1 1 


越 藩の 竟情を れ た 時、 小 楠 は 此の 噂が 

母に 傳へ しむ 

させて 熊 本に 歸 し、 具 さ 

次 出發後 の 七月 廿 九日 

5 を 認め てゐる が、 其 Q 


後記の 一 通との みに 

は 小 楠 は 母 以外より 

秘藏 して ゐ たものと 

よりても 窺 はれる。 

も の を 摘記し て 見よ 

上記の 如くに して 

日であった。 それ か 

られた 報が 同月 十五 

熊 本へ 傳 はった 際の 母 

に 實狀を 母に 傅 へ させ 

に 小 楠 は 留守宅よりの 

如く 


て 其の 他に は 全然 見出されぬ。 これ は 恐らく 

の は讀み 終れば 委棄した が、 母よりの は 大切に 

思 はれて 彼の 母 を 思慕す る 情の 切な る、 こ れ に 

なほ 以下に 同家 所藏の 文書 中より 母に 關 する 

う。 

福 井に 向った 小 捕が 同地に 着いた の は 四月-: ハ 

ら間 もない 七月 七日に 嶽が隱 居 謹 W を 命ぜ 

日に 福 井に 達 し、 同 城下 は 一 時 憂愁の 雲に 掩は 

の 驚 や 不安 を氣 遣って 河 瀨典次 を 直ちに 出 發 

たこと は旣 記の 通り だ。 (本 篇四五 四頁參 照) 典 

六月 十日 付 書信に 接し て 返書 S 稿^ 「蒈 節」 七 

記して ゐ る。 

に 御 土產可 レ被レ 下、 夫の み 相 待 巾 候。 何に 九月 節.？ 前後 


「尙々 ir」 に 左の 

此 紙面 は 典 次 御 許 出立 後に 着 仕り 可, 申 候。 典次歸 

と 相考、 何も 承り 可， 巾と 犬に 相 樂み罷 在. B. 候。 

老いた る 母の 在 はす 家鄉の 便り を 待 焦 れ、 母 よりの 土 產物を 幼兒の やうに 待って ゐた。 

が其の典次は節句を過ぎても來すに、思ひ掛けすも小楠の^^-仁十郞の八：：：十七《:に死せるを 

横 井 小 椎上卷 傳記篇  一 1|〇九 
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知らせて よこした 彼の 書信が 九月 廿 三日に 屆 き、 其 の翌々 日に は 竹 崎 律 次 郞が來 福して 鄕里 

の 狀態を 詳細に 吿 げた。 それから 宿 許に 出した 小 楠の 手紙 (遣 稿篇 「書簡」 七 七) の 中には 左 

の 如く あり て、 言 葉は少 いが 彼の 心中 は 十分に 描出され てゐ る。 

喪 弟の 悲痛  先 以仁 十郞事 流行 急病に て 十七 日 死去の 段 承り 候て 前後 忘却、 唯々 夢の 様に 御」 M 候て 何とも 可 二 申 上 1 様 無- 1 御 

座， 候。 乍レ然 御母様 御明ら め 被 レ遊ハ 全御壯 健に 被レ遊 M 御座， 候 段 誠に 以て 雞レ有 思 召に て、 當惑之 心 も 相 制し 

罷在 候。 

小 楠の 弟 を 喪った 悲歎と 母 を 案す る 至情と は 犬い. に 越 藩 有司の 心 を 動かした らし く、 盛 に 

慰問 優待の 方法が 講ぜられ たこと は旣 記の 通り だ。 (本 篇四六 九頁參 照) 右 仁 十郞の 訃報に 接 

して 程な き 事ら しいが、 「病中 偶作」 と 題す る 二 首の 詩が あって、 其の 一 (遣 稿 篇八八 六 頁) を 意 

譯 すると 左の通り だ。 

家 鄕の母 を 懐 母 は 巳に 七十の 高齢に 達し 杖に 縫らなければ 歩行 も 不自由ながら も、 秋風の 吹き そめた 今日 此：^ に は 定めて 

ふ の瞎 切なり 

門に 寄り か \ つて 自分の 事 を 思 ひやって 居られる であらう。 梁に 與 くうて ゐた燕 もはや 雛 を 連れて m 立 をす 

る 時に なり、 庭前に 栽 ゑて おいた 菊 も 昔の ま、 に榮 えて ゐる だら う。 人 は 一 旦 よみ ぢに 向って 去れば 返る こ 

と はない けれども、 我が 心に は 夢 を 通じて 亡者 も尙 生きて 居る やうに 思へ る。 兄 は 早く なくなり 弟 も 亦 逝き 

一 人殘 つた 自分 は 遠く 旅の空に 客と なって 離れて 居れば、 誰 一 人と して 母の 膝下に 侍して 晚 酌の 相手になる 

もの もな く 如何ば かり 寂しき S ぬ をして ゐらる 、 ことで あらう。 


春嶽 夫人よ 

母に 紋眼を 


皆 

あ 

首 


家鄕の 母を懷 ふの 情眞に 切々、 ひたすら 西の 空に 心を惹 かれ 勝ちな 有様が 現れて ゐる では 

ないか。 

小 楠 は 老母 を 托した 弟の 急死に 歸國の 念 禁じ 難く、 其の 

江戶の 同藩 主 や 肥 後 藩へ の懸 合に 時 を 要して 漸く 十二月 

つて ト 一 月 卜 四日 春嶽 夫人より 小 楠の 母へ 黑 縮緬 紅 裏 九 

に は舂嶽 より 奉書 紬葵 崩紋付 小袖 を 下賜 さるべき 沙汰が 

後れて 下附 された が— ので 小 楠は感 喜の 餘り感 恩の； S 

る 『北 越 土產』 (遣 稿篇 「談 錄」 二) の 中に 其の 詩と 紋服 下賜 

喜悅は 腐に 譬 ふる 物がない とい ふ 宵 様であった。 かくて 福 

月 三日 實 母へ の 下賜 品 を 捧持して 歸 省した が、 孝心 厚 かりし 

母の 喜 を悅ぶ 程の 悅は あるまい」 と 云った ごと く、 小 楠も此 

舞 ひながら 俱に悅 んだ狀 は 眼前に sv^i する。 

小 楠 は 此の 年 四 月 の 末つ方 一 冉び越 藩の 招に 應 じて 福 井 

せた 乎 紙に 對 する 母の 返書が ある。 小 楠が 前記 一通と 供 

もの だ。 全文 は 遣稿篇 (「書簡」 八 0 の 後に) に 載せて ある 

に 「いろ /\ 巾 遣し 度 事 山 々御 ざ 候 へ ど も、 ほ わ る く ふで 

横 井ト： ヒ^  ^0 


に 

力 


を 越 藩 政 廳に內 願に 及んだ が、 在 

五日 許可と なった。 それに 先 だ 

(細 川 家の 紋) 紋附 をド賜 さ れ、 養 母 

つた— 養母の は 都合に て 少しく 

を賦 した。 元田柬 野の 筆に なれ 

の现. S とが 載せて ある が、 小 M の 

井 を出發 した 小 稲 は 安政 六 年 正 

顿 山陽が 「宰相の 位に n;^ つても 

の 光 榮に感 喜 する 老母の 膝 下 で 

向った が、 其 の 途中より •  許に 寄 

肌身 離さぬ 程に 大切に して ゐた 

ら玆に しない が 、共 の 文の 末尾 

かない ゆ へ 御 あんしんの ため 私 


笫 二十 一章 家庭 人と して  一二  一二 

もじ ふでに てあら - (- 申殘し 候」 なる 慈愛 深き 文句に は 小 楠 も 感泣した であら う、 此 の 母の 

手紙に 對 して 八月 五 ほ 小 楠の 認めた 書狀 (遣 槁篇 「書簡」 九 〇) は 左の通り。 

母への 返誉  先々 奉 レ始ニ 

御母様， ほ？ is」 し？ IS 被レ 遊， 1 御 揃， 御機嫌 能 奉- 1 恐悅， 候。 隨て 私事 聊も 中分 無二 御」 き 無事に 罷在申 

候 間 御 安心 被， 成 可， 被， 下 候 (中略)。 御母様 御 食 等 彌以御 養生 被， 成 候 段 恐悅千 萬に 奉， 存候。 私 も 酒杯 十分 制 

當仕、 何方に 參り 候ても 五 七 杯 迄にて 相 止 申 候。 夜 酒 も 同様に 御座 候。 夫 故 腹 工合 も 極々 宜しく 三度々々 の 

食 も 少し 待. 兼 位に 御座 候。 

小 楠 は 自身の 酒癖 を 母 

り、 母 も 亦 其の 小 楠の 心 を 

める こと はせ す、 彼 女の 二 

ついて 一 筆 も 書かない と 

て、 以 上の やうに 節酒の 事 

母赏 病の 報に かくて 此の 年も暮 近く 

，よ T.P 

ク Iff 

歸 國の途 についた。 福 井出 發は 同月 五日で あつたが 名に 負 ふ 北 國の雪 深き 難路に 惱 みつ- 1 

急ぎに 急いで 九日 大阪 着、 十 二日 渐く大 順風 を 待ち 得て 海上 三日で 下 關に着 し、 そ れ より 畫夜 

母 逝く  兼行 十八 日に 沼 山津に 着いて 兑 ると 母 は旣に 前月廿 九日に 逝いて 罟て 5^ に 臨終の 間に合 は 


を 始め 總 ベての 家族が 日夜 案じて ゐる事 を 知り 過ぎる 程 知って を 

能く 知って ゐ たもので あら う、 世 間 並の 老人の 様に 愚痴が ましく 琥 

通の 手紙 を 見ても 食物の 用心の 事まで 細かに 注意して ゐても 酒に 

ころ は 流石で ある。 而も 小 楠 は 云 ふに も 勝る 母の 胸中 を 能く 察し 

を 報じて 其の 心 を 安ん する やうに 努めた かに 見受けられる。 

なった 十二月の 初、 母 の 病 篤し とて 矢 島 源 助が 迎 へに 来たので 急遽 


なかった 事 は 如何にも 遣憾 であった が、 其 の 悲歎の 程が 思 ひ やられる。 

喪中の 新春が 過ぎて 二月に 入る と 小 楠 は 三度 目の 越前應 招の 旅に 上った。 着 後 幾度と な 

く 宿 許へ の 昔 信 はあった が、 萬 延 元年 十 一 月 二十 八日 附の もの (遣 稿篇 「書簡」 一 〇 八) の 中に 

は 左の 一 節が ある。 

母の 一 周忌に 今日は 御母様 御 一 周忌に て 何 角 思 ひ 出し 參らせ 候。 御 許 寺 詰. 法 じ 客 杯 さぞく 御世 話 被 レ成候 事と 奉レ存 候。 

法事 用の 諸 近  (甚- や) (石 五郎) 

具 を 送る  此許 にても、 今 タは長 谷 部. 三 岡 杯 心 易き 人々 四 五 人 も 呼び、 茶た て屮害 にて 何 角 心配 仕 候。 扱 々問 も 無き 

事に て、 旅に f 能 在 候て は 一 トしを 思 ひ 出し 追慕 仕 候。 …… 本膳 やらす ぐり ぶた やら 大坂 廻し は當月 初に は 著 

いたし 候 事に 被 レ存、 今日の 御 法事に 御用 被 レ成候 事と 奉レ存 候。 毎々 脇 方に かり 實々 心外に 御座 候處、 此 節よ 

り は 自身 物 に て 御 心配 無， 1 御」 M , 定 て 夫 等の 御 噂 共 被 レ成候 事と 思 ひやり 參らせ 候。 

右 本膳 や 視蓋は 小 楠が 亡母への 切 めても の 心 やりであった。 自家 W の 食器で 其の 法事 を 

營んだ 事 は 母の 爲には 名僧の 供養に も 優る 追善で あつたに 違 あるまい。 越えて 十二  朔！ w 

の 乎 紙 (遣 稿篇 「嘗 簡」  一 0 九) に は r 廿 八日 は御 法事 何 角 御世 話 被， 成 候と 奉， 存候。 此許 にて 

も -4- 谷 部. 三 岡 杯 呼び 候て 茶た て 巾 候」 とて 前便の 如く  =::n の 立つ の 早き こ と， 旅 中の 追 おは 

特に 切なる ものなる 事 を 記 し、 其 の 至情 そ V ろに 人 を 動かす ものが ある。 

小 楠 は 明治 元年 京都に 召され、 途中 大阪 に滯 在して 闺 g: 月 四日に 入洛した が、 其の n;: の 十九 

^^^^^^ 日付に て^ 許へ の 書面 (遣 稻篇 「害 簡」 一 九 さに は 「御母様 御 造 物の 御 羽織 わた 入のと きも 
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京都に て 母の 

Is 日 を迎ふ 
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の 見 へ 不， 申、 定て 落ちた ると 奉 ，存 候、 御 送り 可， 被， 下 候」 と 記し、 翌 K 月 十日 の 書面 (遣 稿篇 「ぎ：， j 


難くない。 猶 

簡」 ニニ 四) に 


一九 九) にも 同様の こと を 書き送って ゐる。 彼 は 母の 書面 

母の 身に つけた 羽織 を 京都に て染 直し 仕立替 して 自分に 

京都で は 母め 忌日が 近づいた の で 彼 は 宿 許 

は、 「拉來 月 二十 九日 は 御母様 御正 忌に て 

奉， 存候」 と、 翌十 一 月 廿九曰 付 手紙 (遺稿 篇 「 

にしめ もの 杯 こしら へ 茶 を 入 申 候。 先頃 さ 

と 奉：， 存 候」 と 認めて ゐる が、 母 の 忌日に 宿 許 

倔んだ の も 此の 年が 最後で、 翌年の 其の 日に 

あった。 此の 命日 を必す つた 小 楠に して 

十 一 月廿 八日と し、 右 に は 同月 廿 九日と し、 往 生 院 

は 只 一 っ不容 である。 


徇 お きえ 一 

様 御 忌 Rs 

逢 ひ 巾た 一 

などして 

つて ゐたー 

手紙に は； 

て あるの 一 


下 一度 

に て、 

る 哉 

母 を 

の で 


を 大切に 保存して 思慕した 如くに、 

着用す る 積り である こと は 想像に 

へ の 十 n 廿八 日付 書面 S 稿篇 「書 

幸便に 御座 候 問 鹽松竹 さし 上 巾 候。 

蔷簡」 ニニ 八) に は、 「今日は 御 母 

し 出 候 品々 最早 到 着、 今 en 之 御 間に 

に 佻 物 を 贈ったり 旅先で 茶 を 入れ 

は 小 楠 は 已に旣 に 亡き人と なり 終 

母の 忌日 を 前に 揭 げた 萬 延 元年の 

にある 墓碑に は 同月 廿 七日と 刻し 


至誠 院を 養母 

とし て 


^ 養母に 對 して 

小 楠は旣 記の 如く 兄 左 平 太の 順 養子と なって 横 井家 を 

誠 院は養 母と なった。 嫂— 淸子 I 時^の 彼女に 對 しての 


相繽 してから は、 兄の 未亡人た る 至 

小 楠に つきて は 何等 語るべき 材料 


がな レ 力、 兄 に 襲しての 如く 彼女 を 尊敬した ことに は 間違 はない。 至誠 院 としての 彼女に 對 

して 實 母と 同様に 奉 養した こ と は、 安政 五 年に 實母 へ舂嶽 夫人より 紋服 を 下賜され た 時、 一 人 

の 母 は 拜領し 一 人の 母 は拜領 しないと いふ 事で は 自分の 心情に 安んじ 難き ものが あると い 

ふ 意 を： S らした ので、 それ を 耳に した 春嶽は 養母に 對 する 其の 孝心に 愛で \ 特別に 自身の 紋 

服 を 至誠 院に與 へたの を 見ても 分る。 實 母の 死後 は 至誠 院を 家庭の 最上 位の 人と して 尊敬 

し、 之 に對し 禮を缺 いた 行爲は 何人で も、 又 些細な 事で も 許さ す、 そ の 爲には 掌中の 珠 なるみ や 

子 をす ら嚴 しく 叱責した 事 もあった。 (本 一二  ニニ 頁參 照) 

小 楠 は 家に 在る 時 も、 旅 に 出た 時 も 至誠 院の心 を 或は 慰め 或は 喜ばしめ る ことに 力めた。 

彼 は 福 井 か ら、. 江 戶 か ら、 京 都から 家庭へ の 通信 を 怠らなかった が、 萬 延 元 年 九月 六日 付の 書面 

(遣 稿篇 「害 ：• 制」 一 〇 二) に は、 實子又 雄 の 「ひもとき」 用の 着物 ゃ掉 を大阪 より 送った 事 を 知 

ら せた 次に、 左の 如き 一 節が あ る。 

乂 雄の 「ひも 左 平 太 • 倫彥が 時 はなん じゅふに て 何も 出來 tg 候 事に て、 此節聊 仕合宜 敷と て 過分の ひもとき いたし 候て よ 

とき 一  ,1 

して 相 成不レ 申、 一 ト 通りの 宮參. 祝 酒 等に てよ ろしく、 必す く緣 家たり とも 案內屮 して 客 杯いた し攸雜 

は 無用に 御座 候。 三男 三郞 重々 下段に 相 心得 可レ申 候。 

さほどまで にせす ともと 思 はれる 位 だ が、 此 の 心 遣 を 至誠 院も さぞ や 過分に m わって 淚 にて 

"お返し 讀ん だで あらう。 叉 文久ニ 年の 秋 沼 山津の 留守宅で、 みや子が 生れた が、 江戶に 在った 
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生兒の 命名に 

つきて 


禁庭拜 領品を 

養母に 


第二 十 一章 家庭 人と して.  •  ニニ 六 

小 摘 は 其の 報知 を 待 兼つ \ 九月 晦日 付の 手紙 (遣 稿篇 「書簡」 一 三 三) の 中に 左の 如く 書いて 

ゐ る。 

おつせ 定て生 出. し. & たるに て 可 レ^ニ 御座 ^ 何 角 御世 話と 奉レ存 候。 いか 成る 者に て 候 や。 御 書 狀參り 候 を 相 待 

罷 在.^ 候。 自然 男子に て 候へば 秋 峯院様 御 幼名 竹 童 可 レ然、 女子 なれば どう ともよろ しく 御座 候。 

秋 峯院は 兄 左 平 太の 法名で ある。 兄 を 思慕す る餘り 我が 子に 4* の 幼名 をつ けようと 云 ふ 

小 楠の 奥床し さは 如何に 至誠 院の 心の琴線に 觸れ たで あらう か。 小 楠 は 越 藩の 招に 應 じた 

り、 京 都に 召された りして ゐた 間、 時 々帶 地と か 衣裳と か 種々 の 品物 を 至誠 院に 贈った。 それ 

を 一 々記述す るの は 煩に 堪へ ぬが、 小 楠が 明^ 元年 京都 在任中 禁 庭よりの 拜領物 を 割愛した 

時の 書狀の  一二 節 だけ を 左に 揭げ よう。 

先達て 御 布 一 疋拜領 仕 候。 なら 地に て± 敷 は 無 n 御座， 候へ 共 初て 拜領の 品 故 只今 もん 付に 染 させ 屮候。 (五月 

十日 付、 遣稿篇 五三 一 頁) 

先頃 中 上 候 御 かたびら、 染 出來、 さし 上申 候。 色 薄く 候へ 共 是は此 許の 流行に て 御座 候。 地 あい あらく 敷 

如何に 御座 候へ 共、 不思議の 拜領物 誠に 難 レ有御 品に て 目出度 御着 用 被 レ成度 奉レ存 候。 …； 御 たばこ 入 延引 仕 

候。 是等は 四條. 三條の 橋ぎ はに^ レ之 候へ 共み せに 出し 候 もの はよ ろしく 無， 1 御座, 候。 註文 仕 箸に て 何 角 押 

. 移り. S. 候。 何に 不レ遠 さし 上 可レ巾 候。 (五月 二十 四： n 付、 遣稿篇 五三 五 頁) 

小 楠が 如何に 至誠 院に 事へ たかの 片鱗 は 右 にても 想像され る が、 夫 に 刖れて 後の 至誠 院の 


1 兒を失 ひ、 一 

二 兒を得 一 


何よりも の 慰安 は 三人の 子女 

は 我が 子 同様 姪 甥 を 愛撫 敎育 

(遣 稿篇 「香 簡」 一 四 四. 二  一  丁 二 

るに つけて 次第に 心細 さに 堪 

すれば 家族 を 京都に 呼び 迎へ 

中に、 「至誠 院 様へ も 能き 折 柄 

は不破 いん 居 にても 留守番に 

と 書 き、 な ほ 同 二十 六日の 書狀 

する やうに と 記して ゐる が、 そ 


の 素直に 生 ひ 立って 行く 事で あらう，" それ を 知って ゐる小 楠 

し、 旅 中二 甥の よき 事が あれば 必す之 を 至誠 院に書 き 贈った。 

一 £•  二  二 一) 小 楠 は 京都 在任中 旣 記の 如く 病氣 直り^ 氣も加 は 

へ かね、 到底 全快の 見込な くば 辭 職の 外な き も、 幾 分 にても 輕快 

日付の 書面 (遣 稿篇 「書簡」 二 三 二) 

へ ば此上 御座な き 都合に て、 沼 山 え 

にて 御 出 懸け 被， 成 度 萬々 奉， 希 候 」 

も、 先便 通り 至誠 院を 始め 一 同 上洛 

つ た。 


ようと ©J ひ 立つ 

にて 御上 京 御う 

御 呼 被， 成、 小 供 迄 

(遣 稿篇 「書簡」 

れ は 實 現すべく 


て 十二月 廿 

ち 立 被， 遊 候 

(總 ベて 一 緒) 

弓 さ こ 力 L 


二 三 三) 中 に 

惠 まれな か 


三 父と して 

當時 では 可な り晚婚 であった 小 楠が 先妻の 小川 氏との 

に 近き g: 十七 歳であって、 彼 は 伊藤 莊左銜 門に 「老後 一男 

つて ゐる。 (造 稿篇 二  二  二 頁) 然るに 其の 折角 の悅は 束の 

ニハ 牛の 冬 母子 前後して 死去し た。 一 時 憂 愁 の 雲 に閉 され 


に 始めて 一 子 を 儲けた 

得 大慶 此 事に 御座 候」 

• 生後 僅かに 三 ヶ月ば か 


の は 知命 

と 書 き S3 

りの 安政 


横 井 家 は 翌 三 年 に 矢 氏 を 迎 へ 


横 井 小 楠上卷 傳 記篇  ニニ 七 


第二 十一 章 家庭 人と して  一二 一八 

同 四 年に は 次男 又 雄 を、 文 久 元年に は 長女 みや子 を 得た。 孫と いっても い i 此の 二子に 對す 

る 愛の、 どんなに 深かった か は 想像す るに 餘 りが ある が、 取 分けて 一 個の 良き 父と しての 彼が 

如實に 躍動して 居る の は、 彼が 旅先から 宿 許に 寄せた 書面であって、 それ を味讀 して 見る と眞 

に 思 半ばに 過ぐ る ものが ある。 

父と なった 小 楠が 始めて 旅に 出た の は 安政 五 年 三月の 越 前行で ある。 其の 時 又 雄 はま だ 

漸く 生後 半年 そこく であった が、 出發に 臨み 彼に 種痘 を 行 ふべ く 申し 殘 したと 見えて、 同年 

五月 九日 付で 小 楠の 母が 越 前へ 送った 旣記 書面 (本篇 一 二  0 七 頁) 中に、 「又 雄 も ほふそう うへ 

見事に かんじ 悅入巾 候 云々」 と 特記して ゐる。 肥 後に 於け る 種痘の 輸入 及び 勵 行に 關 して 

努力し 来った 小 楠 は 愛兒叉 雄の 種痘 善感の 報に 接して は、 人 一 倍 喜び もし 安堵 もし 滿足 もし 

たのであった。 

此の 年の 暮小楠 は 越 前 を出發 して 翌六年 正月 早々 熊 本に 歸 着した。 明けて 三つの 叉 雄 を 

如何に 鍾 愛した か 思 ひ 遣られる。 同年 四月 再び 越 前へ 出掛けた 小 楠が 宿 許へ 送った 手紙 を 

又 雄への 愛着 見る と 叉 雄への 愛着 は ハま： 深ま つて 行く ばかり で、 六 月 十九 日のに (遣 稿篇 「 書 簡」 八 三) 「小 法 

深まる 

主 彌元氣 宜しく 盛 長 可&、 出 立以來 五十 曰 餘に相 成 今 比 は 足 も 丈夫に 相 成奔り 廻り 可， 申 候」 

と ある を 始めと し、 這 へ ば 立 て、 立 てば 歩めの 親心 を 其の ま X に 毎 便 「又 法主」. 「小 法主」 の 

文字が 出て 來ぬ こと はない。 此の 年 は 母 重病の 報に 年末 歸國 し、 喪中の 新年 を 沼 山津に 過し 


斷乳を 嚴吿す 


我が 子の 愛に 

溺れず 


愛 兒に關 する 

嘗 面の 頻發 


た が、 段 力 と 智 惠 づ い 

其の 春卽ち 萬延元 

手紙 (遣 槁篇 「書簡」 

ゐる。 六つ や 七つに 

は 流石に 小 楠なら で 

大 に元氣 宜しく 相 成 

事に て、 大 坂より 遣し 

の 時 を 回想して 過分 

中に も 吾が 子の 愛に 

小 楠は此 の 年を越 

それまでの 幾 回と な 

ない。 彼 は 四た び 越 

つもより おく 八 ヶ月 

出府した 小 楠 は iow 

「小 法主 も彌 以元氣 

候」 とか 大同小異の 

1^ 井 小 楠上卷 


て ゆく 又 雄 は 北ハの 悲しみ を 紛らす 唯一 の ものであった。 

ハ牛 三月に は 三度 IE の 越 前行 をな した。 四月と 五バ との 兩 度の 許への 

九 五 • 九 七) に、 叉 雄の 生長 を 喜ぶ と 同時に 斷^ のこと を嚴 重に. e 'し 送って 

なる までも^ を與へ て ゐた當 時に 叉 雄の 保健 上斷乳 を嚴吿 して ゐ るの 

はと 感心 させられる。 九月 六日のに は (遣 稿篇 「書簡」 一 〇 二) 「又 法主 

(内 藤) 

見 違 候 程に 御座 候 段泰吉 よりも 申 遣し 悅入 候。 最早 ひもとき も 不， f 迎 

候 着物 上下 其 外 何 角 御世 話 可， 被， 成 候」 と 認め、 なほ 二 甥の 「ひもとき」 

事 をせ ぬ 様に と 注意 を與へ てゐる こと は 前記の 通り で、 限 り な き 慈 の 

れ ない 義理堅 さが 窺 はれる。 

にて、 翌文久 元年の 半ば 餘り を. 江戶 にて 暮 して 其の 十 に歸闽 したが、 

宿 許へ の 書信に も、 叉 維の 成長 ゃ元氣 のよ い のを悅 んでゐ ない もの は 

藩からの 招に 應 じて 翌ニ华 七月 出府した が、 それまでの 沼 山 维滯. 在 はい 

間であった ので、 又 雄と 心 ゆく まで 親しむ ことが 出來 た。 

政 一 新 や 諸 重大問題で 寸暇 も 無き 多忙の 中に も、 子 供の 事 は 忘れ かねて 

C 麻 3 

よろしく 飛び あるき 可， 巾」 とか 「小 法主 はじか 相 濟み大 に.：^ 心いた し 

文句の ある 書面が 宿 許に 頻發 せられて 居 る。 其の 年の 秋 長女 みや子が 

傳§  ニニ 九 


り 

r 勿 

き 


第二 十一 章 家庭 人と して，  一二  二 〇 

生れてから は 「小 法主」 と俱に 「小び くに」 が連發 される やうに なった。 十二月 九 曰 付の 

甥 左 平 太 建への 返信 (遣 稿篇 「書簡」 一 三 五) に、 「びくに も宮參 等いた し 彌盛長 仕 候 段 悅入申 

候。 次第に 人心地 付き 可， 申、 何 角 思 ひやり 申 候」 と あるな ど、 未 だ 見ぬ 子 を 何かと 想像し つ - 

寢 ても覺 めても 忘られぬ 有様が 見える。 

然るに 同月 十九 日の 夜 端な くも 刺客に 襲 はれて 其の 問題から 匆々， 江戶を 引上げ 越 前に 向 

ひ、 文久 三年の 春を迎 へて より 殊に 頻繁と なった 宿 許へ の 手紙に も、 いつも 子供の 事が 認めら 

れ、 時には 菓子な ど を 送って は愛兒 等の 喜ぶ 様 を 想像して 樂 しんだ。 其の  一 二 を擧げ ると、 そ 

の 二三 日 前 甥の 左 平 太 や 不破源 次 郞を幅 井に 迎 へた 二月 七日 付の (遣 稿篇 「書簡」 一 四 二) に 

i、 

. 又 法 主. 小 びくに 殊之外 盛 長いた し 候 由、 左 平 太 留守に て は、 叉 法 こ ひしが り 可， 申、 後 便に は 何 

ぞ 遣 し 可, 申 候。 

. と いひ やった が、 二日 後の 九日 付の (遣 稿篇 「書簡」 一 四 三) に は、 

又 法 主. 小 びくに 彌以盛 長 仕 候と 被， 存 候。 某 子 遣し 大悅 と存申 候。 

と あ り、 五 月廿 四日 付の (遣 稿篇 「窨 簡」 一四 五) に は、 そ の 少し 前に 二 甥 を歸國 させた ので、 

左 平 太 兄弟 歸り 候て は 又 法主 さぞ . （-' 悅 び 可， 申 候。 加 賀 落雁 遣し 屮 候、 大 悅 びと 存申 候。 

…… 小び くに 盛 長 申 分 も 無,！： 悅 入 中 臉。 


と あ り、 そ の翌 六月 二十四日 付の (遣 稿篇ー 五 二) に はまた 「又 法 主. 小 びくに 壯健珍 に存 候。 

ねりよ ふかん 遣し 候 間 悅び給 可， 申 候」 と 書いて ゐる。 此の 年に 入りての 幅 井 藩 は 藩 論動搖 

し 人心 一 定せ す、 其 の 間にあって 小 楠 は 夜 も 日 も 足らぬ 繁劇 さであった が、 そ れ でも 愛 兒の事 

は 右の 如く 常に 腦裏を 離れなかった。 八月 廿 五日 彼 は 沼 山 に歸 つた が、 久 し 振に て 又 雄 を. 

初めて みや子 を 見た 歡喜は 譬 ふるに 物な く、 そ れ より 明治 元年 三月まで の 約 四 ケ年牛 は朝タ 

愛撫して 其の 成長 を樂 しんだ。 海老 名 未亡人が 著者に 書き送った 思 出の 二三 を 左に 揭げ、 此 

の 閑居 時代に 於け る 小 楠の 子 煩 惱振を 描き出して 見よう。 

海老 名 未亡人 晚 年の 女の子であった 秘は よほど 可愛がられ たもの らしく、 食事の 時な ど 私と 猫と を 左右に I はいて. R 分の 看 

ありし日の 父  ， 

を 詰る  を 惜しげ もな く 猫に 與 へた ものです。 私 は 側に 坐って お 相伴しながら いろくな おしやべ り をして 笑 はせ て 

居た こと を 記憶して 居ます。 

食後な どよ く 庭へ 出て 後へ 手 を 廻して さあ 來 いと、 緣 側に 立って 居る 私 を 負ぶ つて 庭 廻り をし ましたが、 後 

へ 乎 を 廻して 立 つ た 姿が い まだに 彷彿と し て 見える 様です。 

父 は^ E ではありません が 時た ま靈寢 をし ました。 其の 時は大 てい 私 は 父と 一 所に 寢 ました、 無論 私 は 父 を 

寢 かす 積り で 十。 父が 眠る とそうつ と 懐から 脫 H し、 ぬぎすて はいた^ 物 を 抱いて ぬき：： えさし 足で 靡. 卜 ま 

で 出て 来ます。 さあもう よ いと 2 わって あの 長い 廊下 を とんとん とんと 大きな 音 をた て 、•& 母の 部： へ 參りま 

す。 そのぬ き 足さし 足が 可笑しかった と あと/ \> 迄 笑 はれました。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  ニニ 二 


笫 二十 一章 家庭 人と して  ニニ 一二 

居間の 次の 八疊の 間に 俎缝が ありました。 跪ハ 牛の 父 は 寒い 時 は それに あた. - まって 居ました、 私 も 一 緖にそ 

れに道 入った 記惊 があります。 五つ 位の 時から だと 思 ひます が 唐詩 選の 詩を敎 へて くれました。 無論 字は讀 

めません が 其の 時敎 へられた 中の 「名花 倾國」 「越 王 勾踐」 「月 落 烏啼」 など は 今 もな ほ 記憶して をり ます。 向 

ひあって 坐って 居た 父の 姿まで も 浮ん で 參 ります。 

右の やうに 小 摘 は 非常な 子煩惱 ではあった が 、元来 自分 も 長幼の 序 を 正しく 實 行し， た 人 だ 

子 慎惱は 盲目 から 如何に 可愛い i 吾が 子で も 過が あれば 決して 兒 逃さなかった。 父に 叱られた 唯一の 記 

.T^ 愛 こ. UL ず  •： 

憶 だとて 同じく 海老 名 未亡人の 思 出に 左の 如きが ある。 

其の ころ 父の 目上の 人と い へば 至誠 院 一 人で、 父 は 母に 對 する 禮を もって、 私 は 祖母と して 仕へ て をり まし 

た。 私が 四 ッ五ッ のころ 一所に 食事 をして 居りました 時、 雞 卵の 燒き立 を 食す る 積り であった のか、 其のお 

に 玉子 燒を持 出して 燒き はじめました。 私 はよ ほど 珍しく 思った ものと 見え 燒 けたの を 一 番 先に 手摑み にし 

て 食べようと 致しました。 すると 父 は 「お 祖母 様に も 上げない 中に」 と 非常に 叱りまして、 矢庭に 私 を； pc, 

て 二階に 連れ 行かう としました。 無論 私 は 小さくて 二階に あげられたら 一 人で 下りる ことが 出来ません、 「も 

う 決して 致しません」 と あやまって 復 もとの 席に 連れ 歸られ たこと を はっきり 覺 えて をり ます。 これ は 父に 

叱られた 唯 一 の 記憶であります。 

又德富 f 盧花著 『竹 崎 順 子』 の 中の 小 楠の 性行 を 記した ところに、 

(乂 雄の 後の 名)  サイ 

時 雄が 八 九 歳に なった 頃、 ある 日うまい 菜が 出て 時 雄の 飯が す &み尙 一 杯 かへ ましたが、 半分、 まかり 食 ひさ 


してやめ ました。 兒て 居た 父の 顔色が か はり、 わが 食 ふ 飯の 量が 分らぬ やうな 者 は 俺の 子で ない と 父 は 叱り 

ました、 子 はしく/ \ 泣いた ものです。 

と あ る な ど、 小 楠の 子 煩 惱 は 決して 盲目的の 愛で な く、 矯 むべき は 些 細な. ことで も 許さない 厳 

格 さがあった。 

明治で ギ 三月い よく 召命に よって 上洛の 途に 就いた 小 楠 は 光 榮の鹿 島 立と は 云 ひなが 

ら旣に 六十と いふ 老齢で はあり、 朝夕 膝下に 愛撫した 叉 雄 やみや 子 と^れる こと や 住み 馴れ 

た 下 和 鄕の沼 山津を 後に する ことに 一抹の 寂し さと 多少の 心殘 りと を 感ぜす に は 居られな 

かった であらう。 殊に 叉 雄 は 十二、 みや子 は 七つに なって ゐ るので 其の 敎 育に 就いても 心 を 

京都よりの 誉 配る ことが 妙くなかった であらう。 小 楠 上洛 後 宿 許に 遣 はした る 手紙の 中には 二 兒に關 せ 

仏 h^^M に關 る 事の あるの が 頗る 多い。 多少 繁瑣の 嫌 は あるが、 その 中から 數節を 摘記して 慈父と しての 

小 楠の 面影 を^んで 見よう。 

ひわ やゆ すら 最早 うれ 候へば 又 雄 • おみや 日々 I へ 候 事と 思 ひやり 中 候。 又 雄 書物 修行 重々 いのり 申 候 事。 (閏 

四月 十三 日付、 遣 稿 篇五ニ 一  頁) 

又 雄 書物 彌 出精と 存候。 不レ 遠す み にても 下し 可レ申 候。 (五.. -十 = 付、 遣稿篇 五三 二 

叉 雄讀書 修行 且英舉 決し て お こたり 不レ中 様、 吳 々 申入 候。 自然お 、こ たり 候 へ ば 直に 御 巾 越し 可レ 被レド 候、 夫 

(み^ r40  C 怒) 

々^念 有レ之 候。 彌以屮 I 精いた し 候へば 墨. 筆 之 類 は 中に 不レ 及、 色々 之 書物 下し (A 美 可レ致 候。 み. - やん おこ 
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り 御中 聞け、 聞き 不レ申 候 へ ば 先頃 遣し 候 I おびら 御 取 上、 何も 御 遣し 無レ之 様に 存候。 人物 宜敷相 成り 候 へ 

ば 衣類 其 外様々 の f.^ し 遣し 可レ 申 候 事。 (五月 二十四日 付、 遣 稿篇 五三 七 -pu 

おみや、 はだか人形と被レ存(^^ビ .，1廳杯不レ遠遣し可レ.^候。 (七月 十二 日付、 遣 I 五 四 四 頁)  - 

又 雄不， 一 相替， 出精と 察 申 候。 (、： ^キイ子 i ヤン 來月之 祭に は帶. 一重 も 出 來宮參 り 可レ仕 候。 (八月 二 曰 付、 遣 稿篇五 

四 八， m) . 

おみや 帶. 一重 物 等 は 御隱居 持ち 歸 りに て有レ 之、 ど ふ ぞ來月 祭り 前に 到着いた し 候へ かしと 奉レ存 候。 (八お 

九日 付， 遣 稿 篇五五 二 頁) 

みや子の 隱 居と は 下津休 也の 事 だ。 小 楠 は、 みや子への 帶と單 衣に つきて は 右の 外に 同様の こと を 

に 心 を碎く 幾度 も 書いて ゐる。 去年の 秋まで はつ ましい 浪人 生活で、 一 年中の 最大 行事なる 村 祭に もみ 

や 子に 着せる 晴衣 さへ 心に まかせなかった ので は あるまい かと 思 はれる。 然るに 下津 の^ 

國は のび/ \ になって 遂に 祭の 間に あはす、 小 楠 は 非常に 遣憾 がった のであった。 

又 . 宮 兄弟 も 元氣と 奉レ存 候。 叉 は彌以 書物 等 出精 萬 々存じき 候。 作左衞 門へ 小柄 註文に 候へ 共 却て 小刀 之 

方 可レ宜 との 事に 遣し 申 候。 ミィ サン へ は 御く わし 遣し 申 候 事。 (八 H 十四 H 付、 遣 稿 篇五五 四 K) 

-ハ さん、 ^じ 遣し 中々 t (^お 感心いた し 候。 此， 41^ 出し 可レ 申、 よき 便 義之節 何 かたまが り 候 程 之 物 遣 

し 可レ巾 候。 …… 又 雄へ 太平 記 求 置 候へ 共 能き 便 義を待 居 巾 候。 (九お 十六 n 付、 fir- 稿篇 五六 七 X； 

おみや、 (1% い 入用の もの 御 申 越 可 レ被レ 下 候。 此 まへ あげ じ參り 誠に 見事に 出 來悅入 申 候、 此上彌 出精 之 程 


優しき 鞭捷 


愛兒へ の 最後 

の i:s 葉 


萬々 いのり 中 候。 又 雄 書物 彌以 出精と 奉 レ^ 候。 何ぞ 遣し 可レ 中、 是乂 註文 可レ致 事。 (九月 二  付、 遣 稿篇五 

六 九 頁) 

又 雄彌以 書物 • 手 習 等 出精 可 レ致吳 々祈 申 候。 定て禮 記 は 數遍讀 み、 文字 失念 も 無レ之 事に 被レ存 候。 此 hi; 

書. 詩 經* 書經等 跡よ み 大切に 候。 太平 記 も 下し 候 間讀み 方す らく 出 來候様 萬々 祈 巾 候。 おみや 手 ^(分 出 

精と 存候。 定て 人物 も 上り 候て おとなしく 相 成 候と 存候。 此 上彌以 出精 珍重に 存候。 此暮 比に は 何 を 遣し 候 

やら、 出精 之 都合に より 品物 も.：？^ 敷 事と 相 待 可レゅ 候。 (十月 五 日付、 遣 稿篇五 七 八 頁) 

又 雄 • おみや 彌以 出精、 珍重 千 寓悅ひ 入 申 候。 彌以 出精 禮記 は定て 終りた ると 被 レ^、 おみや 手本 も 幾つ も 上 

りたる 事と 存候 事。 (十一お 二十 九日 付、 遣 稿 篇五九 五頁ソ 

たまが る 程の 褒美と か、 出 精の 都合で 品物 も 直しくな ど 論 功行 賞 は 頗る 嚴 だが ビれ 優し 

い 鞭撻と なりて 二 兒を勵 ました。 

おみや ふみ 事々 々出精 之 段 驚 入 中 候。 正月 も 十五 日 ま、 より は 手 習 初り 可レ. S. 候。 暮れ. 正：：：： の ひまに は 乎 ま 

りうち 想 ひやり 中 候 事。 (十二 月 十 H 付、 遗稿篇 五 九 八 頁) 

これが 最愛の 二子へ の 最後の 愛撫の 一 百 であった。 明 くれば 正月の 末 か 二 バには { 豕： a を 

京都に 呼 寄 せ る 乎 害だった 小 稲 は、 明 治 ニハキ 正：：：： 五 H  、八 つに なった みや子の 手 まりう つ 姿 を 

胸に 省きつ 、あつたで あらう 退 朝の 途 上、 痛 ましく も 刺客の 乎に あ へ なき； a 後 を 遂げた の で 

あ つ た.^ 

极井小楠上卷倬：^-ぉ  一二 二 五 


第二 十二 早 家庭 人と し て  一  一二 一六 

四 同胞 • 諸 父と して 

小 楠 は 兄 左 平 太と 弟 仁十郞 との 三人 兄弟で あつたが 仁 十郞は 年少の 時から 母の 生家 永嶺 

家を嗣 いだ。 左 平 太と 小 楠 は 僅かに 二つ 違で も、 其 の當 時の 習慣と して 長男と 次男の 立場に 

は 非常に 懸隔が あった。 特に 橫 井家 は豐で なかつ たから 小 楠 は 文字通りの 冷 飯 生活に 甘ん 

じなければ ならなかった が、 彼 は 少しも 厭 ふ 色な く 時には 薪水の 勞 にも 服し 家事 を 助けつ . - 

修舉 したので あった。 而も 彼等 兄弟の 非常に 友愛の 情の 厚かった 事は旣 記の、 小 楠が 時習 館 

居 寮長と なって 家に 歸 つた 夜の 兄弟の 寢 物語 や、 江 戶遊舉 の 命 を 受けて 出府の 途中 鹤崎 郡弋 

はに 對 する 敬 たりし 左 平 太 を 同地^ 訪 うた 時の 様子で も 分る が、 (本篇 四 七 頁) ことに 小 楠が 兄に 對 して 號、 い 

誠意 敬愛の 念 を 以て 事へ た 美 はしい 情景 は 門下生の 語 種と なって 殘 つて ゐる。 それ は 嘗て 

兄が 度 麻 質斯で 劇しい 足 痛に 惱んだ ことがあ つたが、 小 楠 は旣に 幾多の 門弟から 先生と 師事 

される 身で ありな が ら、 每 日く 自分で 湯 を 以て 其の 患部 を 温め、 門弟 等が 「お代り 申し ませ 

う」 と 云っても、 「ィャ く 斯様の 事 は 骨肉でなくて はいけ ぬ、 他 人に は 遠慮して 却って 困る」 

とて 必す 自ら 手 を 下した と 云 ふので ある。 一事が 寓事 其の 他 は 推して 知る ベ く、 兄 も 亦 小 浦 

を 又な きものと 愛し て、 常 に 酒の 上な どで は 朋輩に 向って 「乃公の 弟 は ドウし て、 乃 公の 弟， i 


ドウして」 と 自慢した と 云 ふ 事で ある。 

小 楠が 斯 くも 心 を盡 くして 事へ た 兄が 世 を 去り、 順 養子と して 其の後 をう けて { 豕を嗣 いで 

か ら は、 前 の 嫂. 今の 養母た る 至誠 院 によく 事へ、 兄の 殘 した 一 女. 二 男 を 吾が 子の 如く 愛育した 

事 は撗井 (時 靖) 家に 藏 されて ゐる宿 許に 宛てた 數十 通の 彼の 書簡が 雄 辯に 物語って ゐて、 その 

濃 やかな 情味 は そぐ ろに 人 を 動かす ものが ある。 彼 はな ほ 安政 六 年 二度目の 越 前む の 途屮 

大阪 より 宿 許に 出した 五月 十 g  n: の 手紙 (遣 稿篇 「書簡」 八 0) の r 尙々 書」 に、 

甥 左 平 太， を 養 出立 前 左 平 太に 申 閒候事 を 失念 仕 候。 此度 養子 願いた し 置 候 間 不レ遠 相 濟可レ 中 候。 左^ても 私；！^ 念 御」 m 候 

子と す  (矢張りの^) 

や はれ 是迄 通り 叔父 • 甥の 心得に て 可- 罷在ー 養父 • 養子 は 表 向 迄にて 御座 候 問 左様 巾 聞 可 レ被レ 下 候。 

と 記せる 如くに、 甥の 左 平 太 を 養嗣子と なした。 これ は 左 平 太が 其の 父の 左 平 太 死去の 時 幼 

弱な りした めに 撗 井家 を嗣 いだ 小 楠 は將來 同家 を 左 平 太に 譲る 考に 出た のに 間逮 はない。 

其の 養母へ の 孝養. 姪 甥 へ の 情誼 は 云 は、. -皆 兄に 對 する 敬慕の 延. おで、 何處 まで も 兄 を 兄と し 

て 己の 分 を 忘れなかった 義理堅 さに は 全く 感歎の 外 はない。 

弟に 對 する 愛 又 笫仁十 郞に對 する 愛情 は 天 保 十 年の 春 遊 擧の途 に 上らう とする 時の 「與- 一.^、 水 仁 一別 一 の 

靑 

1 詩 (遣 稿 篇 八 五 五 頁) に も 能 く 表 れ て を り、又 安 政 五 年 小 楠 が 越 藩 に 聘 せ ら れ て 福 井 に ^{5 し て 

後、 六 バ 十八 日附の 仁十郎 からの 書狀を 受取って 八月 八日に 認めた：：：^ 文の 返 書 S  一 m 篇 「卞： "简」 

七 五) を 見て も、 春 嶽が 幕府の？ 蹈責を 受けた 後の 越 藩の 狀態 や江 戶 表の 外交問題 など を 詳述し 

横 井 小 楠上卷 译記篇  一二  二 七 
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て 懇切 を 極めて ゐる。 然るに 仁 十郞は 此の 手紙が まだ 熊 本に 屆 かぬ 同月 十七 日に 急病に て 

弟の 訃報に 接 死去し、 其の Ji^ 報が 九月 二十 三日に 幅 井に 屈いた。 小 楠の 驚愕と 悲歎 は 一通りで なく、 同月 晦 

してり 悲歡 

曰に 宿 許へ 出した 手紙 (遣 稿篇 「書簡」 七 七) に は 一前 後 忘却 唯々 夢の 様に 御座 候. 一 とい ひ、 叉 

前記 「病中 偶作」 なる 詩 中に も 兄 を 喪 ひ 弟に 逝かれて 夢より 外に 逢 ふす ベな きを 歎いて ゐ 

る。 翌六年 叉 福 井で 夏 を 過した 小 楠 は 七月 八日 附で 書^  (遣 稿篇 「普 筒」 八 五) を 宿 許に 寄 せ 

た が、 其 の 中に 左の 一節が あって 追慕の 情 を 新に して ゐる。 

最早 盆 も 近 まり 日の 過ぎ 候 は拨々 速成 ものに て 、来月 仁十郞 一 周 廻に 相 成り 何 角 思 召 被 レ出候 御 事に 奉レ存 候。 

(仁 十郎の 頃) 

弟の  一 忌の 何 ぞと存 候へ 共 夫 も 出来 翁、 二 朱 一 つお 鶴に 遣し 申 候 間 菓子 にても 何 にても 供へ 吳候樣 御 傅へ 可 レ被レ 下 候。 

傷心 

四 年 前 兄に 逝かれた 小 楠 は 以上の 如く 弟に 別れ、 其の後 僅かに 一 ケ年 にして 母 も 亦 世 を 去 

つた。 それからの 彼 は 母 や 兄弟 を 敬し 又 愛した 通りの 眞情 を、 至誠 院に 捧げ、 姪の いつ子. 甥の 

左 平 太 及び 倫 (元服して 大 平と 改名) に 傾けた。 至誠 院に對 しての 小 楠に つきて は旣に 述べ 

た が 、娃. 甥 に對 して はどうであった か。 

姪に 對 して  いつ子に 對 して は、 小 楠が 春嶽の 招に 應 じて 第一 回の 越 前 入 をな したる 前の 事 は 何等 記述 

すべき 資料 はない が、 其の後の 事 は 小 楠の 家庭に 寄せた る 手紙に て 如何にも やさしき 叔父 振 

を 窺 ふこと が 出来る。 其の 頃 彼女 は 嫁入 前の 年頃で あつたので 種々 親切に 衣類の 面倒 を 見 

てゐ る。 旣に 其の 福 井 行の 途中に も大阪 から 反物 を 贈って ゐ るが、 ハ牛十 一 月 九日 付の  一 i 井 


よりの 書面 3 稿篇 「啓 簡」 七 八) 中には 「おいつ 衣類 は 染方等 頼み 巾 付 候」 など ある。 共の 

後の ，山な 書狀の 中から、 い つ 子に 關 する もの を 二三 拾 ひ 出して 兑 よう。 

(石 五郎、 藩 用に て 熊 木に 行く ことにな- 

. 此 許？^^ き 島 大分 出来 中々 上品に て、 おいつ 杯に 見せ 候へば 飛び 上り 可レ巾 候。 三 岡 參向之 節 乍 n 迷惑-  一 S 

レ If ゐ 候。 相 待 可 レ被レ 巾 候。 (安政 六 年 六月 十九 = 付、 遣稿篇 二八 四百、) 

先便に 申 遣し 候 紬島此 節 三 岡に 頼み 廻し 候 間 不レ遠 到着いた し可レ 巾、 叙に 入 候へ かしと せ 候。 (S 八 付、 

いつ子 宛、 遣 稿 篇ニ九 i: 買) 

その後 いつ子 は 至誠 院の實 家なる 不 破家に 緣 付いた。 給婚の 時日 は 確と 分らぬ が、 萬延元 

ハヰ 七月 廿 九日 越 前滯 在中の 小 楠が. 江戶 詰の 越 藩士 柳 原 幸 八に 贈った 書簡 中に、 「娃事 出立 前 

不破 方嫁娶 いたし 色々 注文 云々」 とて 江戸に て 鏡 共の 他 を 求めて 送って 貰 ひたき 事な ど 書 

いて ゐ るか ら、 或 は 母の 生前から 話で もあった ので 喪中ながら 緣家 同士の 柄と て 支度 はお 

ひく 後から と 云 ふやうな ことで、 同年 二月 小 摘が 越 前へ 出發の 前に 式を舉 げた もので あら 

うかと 想像され る。 それで 小 楠 は 越 前への 途中 大阪 にて 衣類 を 求めた り、 乂  一 i 井に^い て か 

らも 染物を 送った り、 右 の 如く 榊 原に I 只 物 を 頼んだり して ゐる。 恐らく、 い つ 子 は 父が.^， 屮 

でも 望まれぬ 程の 支度が 出来た であらう。 なほ 左記 數節を 兌て も、 小 楠の 姪に 對 する 愛情の 

濃 やかなる： H ハの 人情味の 豐 なる は 寧ろ 驚嘆に 值 する ものが ある。 

お 逸 註文 之內當 月末に 幸便 御^ 候 問： f 物 出来いた し 候 丈 はさし 送.^ 候。 (萬 延-兀 年 HH 十九：：： は、 篇ニ 〇 七：！ S 

 M, 井卟辆 上 卷 # 記 il  .  —i  二  ニニ 九 


第二 十 一章 家庭 人と して  一 二三 〇 

お 逸 衣類 京大 坂 註文 追々 申 上 候 通り ゑび す やより 夫々 取 斗 候 箸に て、 何に 来月 中には 御 許に 着 可レ仕 候。 (同 

五月 朔 H 付、 遣 槁篇三 一 六 頁) 

ゑび す や 廻し も 五月 下旬に 大坂 仕出し 福 井 屋迄參 り 居候 事に て 最早 參り着 候 ものと 被レ存 候。 …… お 逸 にん 身 

に 相 成 候 由 重々 悅入申 候。 格別 不籃 梅に も 無 レ之由 何 寄 之 事に 御座 候。 (同 九月 六日 付、 遣 槁篇三 二三— 三 二 四 頁) 

お 逸當月 臨月 かと 被レ存 如何く と 案じ 申 候。 (同 十二月 朔 日付， 遣 犒篇三 四 三 頁) 

いつ子の 安. M お 逸男 子 出生 之 由、 其 跡 母子共に. e. 分 無， 1 御座 一 何よりく 珍重に て、 ど ふか こふ かと 案じ 候 處大に 安心いた 

を 喜ぶ 

し 申 候。 至誠 院 様に はさ ぞく 御 心 遣 被レ成 候と 奉レ存 候。 今 比 は 赤子 さぞ/ \ ふとり 候 事と 被レ存 一刻 も 早 

く 見 申 度 事に 御座 候。 (同 十二月 二十 五日 付、 遣 稿 篇三四 五 頁) 

二 甥に 對 しても その やさし さに 於て は 姪に 對 すると 敢て 異なる 所 はない が、 男 子で はあり 

二 甥に 對 して 特に 左 平 太 は 將來撗 井家 を嗣 ぐべき 身で も あれ ば、 取 分け て 其の 修紫 上に 細心の 注意 を拂 ひ、 

越 前 や江 戶の旅 先から 絕 えす 督勵 して ゐる。 安政 六 年 二度目の 越 前行の 途中 大阪 より 下緒 

ニ掛を 兄弟に 送りた る 小 楠に 對し、 二 甥の 六月 廿五 日付に て 認めた る禮狀 (遣 槁篇 「書簡」 八 

八) の 中に、 「私共 も不， 1 相替, 出精 仕、 通鑑 三十 卷目 迄讀 居、 倫彥は 史記頓 て讀み 終り 申 候。 尊慮： 3^ 

く 思 召 可， 被， 下 候。」 と あるに 對 し、 小 楠 は 八月 四日 付に て 其の 書面に 書き入れて 「大分 はか 取 

〈泰 吉〕  、宗 育) 

悅申 候。 此 上尙以 出精 無-間 斷 一様 祈 巾 候。 內藤 又は 野中に； i 語 にても 何 にても 經書 之會 相賴、 

解 文に 心 懸け 肝要に 候 …… 大小. 鐵 砲. 轡並 書物の 手 入 無， 一失 念， 樣に存 候。 定て n 々(& きの 稽古と 


被 レ存、 倫彥 水練 達者に 相 成 候と 存候。 隨 分々々 何事 も 心 懸け 出精 第一 にて 有， 之 候 事」 と 云 ひ 

送り、 なほ 「左 平 太. 倫 彥彌以 讀書等 出精 可， 致 事」 (遣 犒篇三 一 六 頁) とか 「修行の 爲、 紙面 度 ごと 

M 武 修業 を督 に 遣し 可レ 申、 書 様 等 は泰吉 共に 承 り、 何 によらす くわしく 長く 様々 之 事 書きつ り 候て 遣し 可， 

申 候。 只今 通りに て は 文字 は隨 分よ ろしく 候へ ど も、 文 一向に 出來 不， 申、 き つと 修行いた し不レ 

中 候て は 不 ,相 成 1 云 々 」 3 稿 篇三ニ 五 頁) とか、 「左 平 太. 倫 彥搶之 見 分 出 申 候 由、 時 々出府 稽古い 

たし 可レ申 候」 S 稿 0 三 一八 頁) な ど、 文 にも 武 にも 怠り なきやう 注意 し、 其 の 出府 卽ち熊 本 城下 

に 出で. -の 稽古 は 門 生 嘉悅氏 房 を 見込みて 萬 事を委 托した。 

文 久ニ年 春嶽の 招に 應 じて 江戸に 出た 時 は 大平を 連れ 行きて 洋書 調 所で 英舉 を舉 ばせ た。 

其の 年の 暮 刺客の 難に 遭 ひ 福 井に 滯留 する 事になる や、 大 平 はすぐ 江戸より 後 を 追うて、 左 平 

太 も 亦 其の 翌年の 卷肥 後より 來 福した が、 鄕 里で 小 楠 を 非難す る 聲が囂 々と 起った ので、 左 平 

太の 修業の 妨げと ならん こと を 恐れて 一時 自分の 許に 滯在 させた のであった。 小 稲越 前 を 

辭 して 文久 三年 八月 歸國 する や、 同 十二月 昨ハ 牛の， 江戶 遭難に 關 して 處罰を 受け 士旅 を剝 がれ 

家祿 を； 召 上げられ 其の後の 家計 は 翁乏を 極めた。 それに も 拘らす 彼 は 二！？ の爲 に：；；^  の^ 

二 甥 を 遊學せ を講 する こと を 決して 疎かに しなかった。 卽ち元 治 元年 赛 兄弟 を 勝 海 舟に 托して 航海術 を 

舉 ば し め、 後 長 崎に て； 舉を 練習せ しめて 慶應ニ 年 六月 更に 渡米せ しめた 事は旣 記の 通りで 

ある。 (本篇 第 十六 章、 七參 照) 

校 井 小 楠 上卷 傳記篇  一 二三 一 


渡米 後の 二 甥 

へ の眷而 七 通 


其 の 


さ 一十一 隶 家 鹿 人と して 

此の 兄弟が 勝の 許に て舉ぶ やうに なって 以來小 楠は兩 人に 

時事問題に つきても 詳記 し、 勉 學の 上に 

與 へた 書 狀 S 稿篇 「啓^」 一六 三) 中 の 

事な り。 志さへ 厚く 候へ ば、 木 石 を も 動 

の敎育 方針に は 自ら 頭の 下る やうな 心 

で な く、 彼 等の 將來の 爲には 時に 此の 如 

た 書面 は 七通橫 井 (時 靖) 家 に 保存され て 

き 或は 誡め 或は 勵 まして ゐる 其の 愛情 

もとよ り 、朝. 慕 を 始め 肥 後 及び 其の 他 諸 

」 に牧錄 して ある が、 各 通より 與味 ある 

月末までに は發送 するとて 三回に 書い 

れは まだ 兄弟 渡米 途中の もの だが、 第 一 

る 後、 慕 軍の 長 州 再征 は 到る 處で 不利な 

て引揚 ぐる こと、 なった 事. 將 軍 薨去に 

落着くべき 亭近 日 肥 後より 使者 を 差 立 

ど を 書 き、 護 久. 護 美 二 公子 及び 米 田 虎之 


に は 家庭 の 

元 ハ牛 六月 十 

怠り 候は士 

の 至 言 と も 

さしい 事 を 

渡米 後 の 

否 を 案 じ、 其 

れ にも 留守 

等 は 悉く 遣 

第一に 慶 

簡」 一七 二) 

守 一同の 無 

たので それ 

ば 全 國割據 

兑の 通りに 


こ と 

五 日 

君子 

云 ふ 

兄弟 

の 將 

許 の 

稿篇 

が あ 

事 を 

を鹽 

分裂 

な つ 


寸 

ベ 

こ 

來 


年 

た 


勿論 

こ て 

可レ耻 

く、 其 

かり 

與 へ 

に つ 

書簡 

の 九 

0 こ 

じた 

と し 

勢に 

事な 


一 二三 二 

書面 を 送 つて ゐる が、 そ れ 

勵を 怠らな かつ た。 慶應 

他の 非 をのみ 唱へ 我が 修行 

しゅ 候 云々」 の 如き は 千古 

がする。 兄弟に は 何時も や 

鐵槌も 下す の であった。 

るが、 それ を讀 むと 兄弟の 安 

濃 やか さは 驚く ばかり で、 何 

藩の 情勢 を 細 記して ある。 共 

諸 節 を 左に 摘記して 見よう。 

る 長文の 書簡 (遣 稿篇 「窨 

八月 八日 付のに は 先づ留 

に、 肥 後 勢 だけ は 勝利 を 得 

慶喜 其の後 を 相績せ すん 

上申す る 國議は 自分の 意 

助の 聰明 を 激賞して、 「御國 は 


度 

I 

力 

の 


た 


回 

て 


重 々大慶に 候」 と述 ベ て か ら、 或 は外國 交易 义は 修行と して の 洋行 は： f  より 免 逮がぁ つた 

お 種 S 調究を から， 着 米せば 彼の地 に 於 け る 日.；^ の 評 判. 政 亭風 俗 等 を 1! 公子の 閱覽に 佻し 得 る やう 詳報す 

請ォす 

ベ し と か、 或は 亞米利 加 南北 戰 1_卞 に 於 て 睦 戰に輕 便な 銃を發 明した る ベ く そ れを調 す ベ し 

とか、 或は 五穀 を 始め nn 川の 物 品 人 免 銀. 銅 鐵. 木 村 特に 茶の 値段 を 精 _ ^すべし とか、.！^ は 新聞紙に 

ある 諸 物の 値段に 疑 はしい のが ある は 翻譯の 間違 かた t しは奸 商の 所爲 なるや 聞き た^す 

ベ し と か、 或 は 特に 註文して 新^せ しむる 場合の 軍艦と 大小 砲の 價格 及び 寶買 船の 俯 段 を 取 

一： r 萬！； 公法』 調ぶべし とか 稷々 の 調 _ ^事 項 を列舉 し、 終 に 『萬國 公法』 なる 書 を 手に入れたり とて、 

是は 原書 は アメリカの 惠頓 氏の 著書に て 歐羅巴 各國の 人物 • 諸國 交際 之 道 を 論 辯いた したる 書に て當今 is„ マ 流 

行 之舉 問と 存候。 唐阈 にて 飜譯、 當春 江戶開 板、 萬阈 交際に は 尤も！^ 用に て 定て其 許 にても 流行と # 候、。 北ハ 

外此 類の 書 様々 可 レ有レ 之、 又 此學術 は定て 一 科に 立 候 事に 被レ存 候、 心 を S ひられ 度；！^ 候。 

と 記して ゐる。 本書 は 同 治 三 ハヤ 二 八 六 g 年) 支那に 居て 幾多の 漢譯書 を 出せる 米 人 丁^ 良 

William  Martin が Wheaton の Elements  of  International  ILaw を譯 した もの だ。 慶.， 二 年 王 バニ 

十三 日付に て 勝 海 舟より 松 平春嶽 への 書簡 中に 「萬國 公法 宫板 昨今 仕 立 出来に 扣成^ ； 

部 御 左右 迄 m 出 巾 候」 と ある が、 右 小 楠の 書簡に も 「當 江戶開 板」 と あるから 小捬の も：：^ 

版と 思 はる、。 小 楠 はどうして 此の 本 を 手に入れ たかは 分らぬ が 事に よったら 勝が 贈った 

もので は あるまい か。 本書 は 維新 常 初開阈 方針 を 決する 際の 重大なる 參 考 書 で、 か の大隈 i 

橫井小 楠ヒ卷 傅つ.^ 篇  j  二三つ： 


第二 十 一章 家庭 人と して  一 二三 四 

信が 其の 當 時佛. 英 の 外交官と 論 辯して 外交官の 名 を 博した 其の 種本 はこれ であった さ うな。 

小 楠 は 慶應ニ 年旣に 此の 書 を耽讀 して ゐ たと 見える が 右 書面 を 見る と 小 楠の 知識 慾の K 盛 

なる に 驚かされ ると 同時に 彼の 識見の 時流に 擢ん でて ゐ たこと も 首肯され る。 彼 は 「皇國 

の 御用に 立つ やうに」 とい ふ 念願で 米國 に遊擧 せしめた 二 甥に 非常に 大きな 期待 を かけて、 

隨分 過重な 負 檐を荷 はせ てゐ る。 固より これ も 皆 御 國の爲 と 思へば こそで ある が、 自 分への 

知識の 供給者と しても 充分 利用 せんとし たので 一 擧兩 得と は眞に 此の 事 だ。 

第二 回の 八月 十八 日付のに は、 慶 喜 は德川 家の 相繽 だけ を 引受けた こと を 報じて 後 「越よ 

り は 八 木 八十 八 又 4< 長 崎に 再 遊、 近 日 沼 山に も參 候^ 也」 と 書いて ゐる が、 此 の 八 木は旣 記の 

日 下部 太郞 のこと で、 撗井 兄弟と 俱に長 崎で 舉んで 居た が 同じく 渡米の 志 を 起 し、 其 の 準備の 

ため 越 前に 歸り 再び 來 崎して 兄弟に 一 船 か 二 船 後れて 出帆した。 猶小楠 は 此の 書狀の 終に 

又 「御國 御 二方 様 御 英明 何れ 政府 之舊 習漸々 一 新 可， 致 候」 と 記して 將 來に囑 目して ゐる。 

第三 回の 八月 二十 九日 付の は、 バ タ ビア 港 に 着した 兄弟より 七月 二日 付の 書 狀が屆 いたのに 

對 して 書いた ものである が、 兄 弟よりの 書狀 には當 時の 航海の 狀況ゃ バ タ ビア の 光景な ど與 

味 ある 事 實が滿 載して あったらう に、 そ れが 遣って ゐ ぬの は遣憾 だ。 

其の 二  第二に 二 甥旣に 着米せ る も 未だ 其の 報告に 接せざる 十二月 七日に 認めた 長文 の 書簡 (遣 稿 

篇 「誊 簡」 一 七 六) が ある。 こ^に は慶 喜の 將 軍職 繼繽. 慕府征 長の 終局. 京師の 情況. 幕府の 衰 


誠心 を 養 ふ を 

第 1 とす 

其 の 三 


夢寐の 間に も 

海軍 を 志れ ず 


其の 四 


態. 小 倉 敗軍 後 

及び 九州の 穀 

す は 誠心の み 

にと 訓誡して 

第三 は慶應 

舉資を 助く る 

に 修行 可， 被レ致 

申笞 にて 有， 之 

之 御 悔悟」 に 

々海軍 も 起る 

しむる は 一 に 


の 窮 況. 薩 越 

類の 事まで 

な れ ば、 8 す 

ゐ る。 

三年 四月 二 

事と なった 

，難 ％ 仕 合に 

候」 と、 留守 

て諸强 藩と 

ならん と述 


の 藩 情. 越 藩士 下 

細 記した 後に 二 

る 時 も 嬉しい 時 も 誠心 を 養 ひ、 何もかも 


山尙藩 命に て 来訪の 件. 肥 後 藩の 現狀 から 京阪 地方 

甥の 境遇に 同情して 之 を 慰 諭し、 且つ 木石 を も 動か 

誠心の 一 途に自 街す る やう 


十七 日付の 書 

事に つきて 「 

奉 レ存、 留 守 中 皆 

中 一統の 安堵 

相談して 非 政 

ベ、 天下の 人心 

との 意見 を薩. 

にも 之 を 忘れ 


海軍に あり 

海軍 擴張 論者で、 夢寐 の 間 

第 四 は慶應 三年 六月 十五 日付の 書狀 

殘 りたる 部分に は 朝廷に 於け る 評議に 

1 港に 決した る 次第 を述 ベ、 慶喜 の 英明 

變し 海軍 も 輿り 外國 H 易も始 るべき 

撗井小 楠上卷 傳記篇 


狀 (遺稿 篇 「書簡」 一 八 三) で、 先づ肥 

誠に 是迄之 艱苦 押 斗ら れ候處 、此御 

々安心いた し 候。 近日に 社中 並緣 

と歡 喜と を 報じた る 後 「京師 漸々 

筋 を 改正し 公共の 政事 を 行 はんと 

及び 事情 倶に紛 々として 分裂 せん 

越 二 藩に 巾し 入れた と 記して ある 

なかつ た、 國 の爲 にも 二 甥の 爲に も 

(遣 稿篇 「害 簡」 一八 S:) で、 こ れ は 前 

於て 將軍慶 喜が 廷臣 方の 鎖 港 論 を 

を赏 して 其の 將來 に嘱 n し、 常^ 巾 

を 期待して ゐる が、 第 一 等 を！：： 1  s,! 


後 藩 政府が 兄弟の 

助力に て は 氣宽か 

家內 へ 神酒 を 上げ 

都合 宜敷 幕府 大分 

しつ-あるか ら ：9^1 

とす. る を 合 一 なら 

0 小械は どこ 迄 も 

半 失 はれて ゐ る が、 

一 々 說 伏し て 兵^ 

には：：！本の光：^^-も 


と し 今 の 時 に 處 の 


二 lli 五 


11:. 

の 

七 


;j  I; 
(J) 

五 


^二十 一章 家庭 入と して  一二三 六 

道 を 行 ふ を 理想と せる 小 楠 は 「 唯 々 殘念 は 眞 之 治 道 目 的 無， 之、 終 に 第二 等 之 事に 落 入 可レ巾 候」 

と掛 念して ゐ る 。 

第五 は慶應 三ハキ 六月 二. I 六日 付の 書狀 (遣 槁篇 「書簡」 一 八 五) で、 二 甥よりの 來 書の 皆 趣 を 

我が 意 を 得た る ものと 喜ぶ と俱に 自分の 意見 を 吐露した 後 に、 卷 嶽 から 或は 書面に て、 或 は 人 

を 遣 はして 下問 さる 、 こと 數 次なる こと や、 肥 後 藩の 現狀 より 護美 公子と 長 岡 左 馬 介 (米 S 虎 

之 助 S 後 の £ との 間の 親 密 な る こ と を 述 ベ て、 公 子に は 自分の 方に 屆 いた 京師 其の 他の 情報 

は竊 かに 耳に 入 れ、 兄 ^|-の書歉も閱覽に供してゐると附記してゐる。 小 楠は此 度に 限ら す、 殆 

ど 毎回の 書面に 日本に 無き 野菜 物 や 花卉 類に て赏 蒔の 出来る 物の 種子 を 送る やうに とね だ 

つて ゐる。 右に 述べた ニ甥來 書の き 趣に 對 して 書き 贈った 小 楠の 意見 は 兄弟 渡米の 門出に 

當 りて 與 へた 送別の 語 を 敷衍した やうなる もので 頗 る 意 義 深 き 有 益 な 文 字 だ。 

第 六 は 明治 元年 正月 三日 付の 書狀 (遣 稿篇 「害 簡」 一 九 二 で、 一 兩日內 に 上京 を 命ぜら る ベ 

き 模様 ある を 報す ると 供に 將來の 覺悟ゃ 京師 及び 肥 後 藩の 現況 を 記して ゐる。 

第 七 は 京都に 召されて からの 書翰で 「別紙」 二つ 添うて 居る。 それ は 五月 下旬より 宿痫 

增惡 して 缺勤數 月に 及び 漸く 出勤 を はじめた 日なる 明治 元年 九月 十五 日に 認めた もの だが、 

(遣 槁 篇 「害 簡」 二 一  三) 非常な 長文で、 「此 許內亂 新聞紙に て 被， 致, 承 知 1 疑 惑の 次第 尤千 萬に^ 

候。 全く 官軍 大勝 利 、一統 平 治に 歸し 恐悅之 至り」 であると 云 ふ 事から、 中々 不思議の 世界に 


皇^の 幸福 は 變 化した が、 第一 皇國の 仕 合 はせ は 御 十七 歳の 主上が 非常に 御 英明で 日々 政事 所に 出御 遊ば 

1 じ 上 の .^i^R^ 

にあり  し i  ffl. 議 定. 參 與. 辨 事な ど は 御 目 通に 罷 出で 諸事 言 上 萬 機 決定す る こと や、 其 の 他 諸政 事の 改 

新 や 近く 實現 すべ き 主上の 東京 御 親臨 も 萬 事 簡素 を 旨と ♦ せらる ことな ど を 述べ、 岩 倉輔扣 

の 才力 を稱 して ゐる。 それから 四た 牛 来の 自分の 病 氣の經 過 を 述べた 後、 此の 手紙 を 認め をる 

處に 兄弟より 八月 六日 附の 手紙が 着いた とて、 彼等が 米國 航海 舉校 入舉 志望に て ^ 

政府に 交 涉の結 茶に 基づき 太 政官へ の 斡旋 を 依賴し 来れる を 引受く る 事. 學 資 として 三- ：：： ド 

ル 送 金 せ し 事. 敎 師へ禮 として 享 保 圓金ゃ ： 歩 金 等 を 送った 事. 「 セ コ ンド ー 分 〈几 敷 品 」 を 送 

つて 貰 ひ 度 事な ど を 記 し、 な ほ ァメ. リカ 新 大統領の 人物評 を 始め 其の 他 何なりと^.! 巾 越す 


やうに と 例によって 新 知識 吸 收に努 め、 績 いて 新歸朝 者なる 薩人鮫 島 及び 寐と <is 兑 して ェ ル 

—ハ|^ に關 する 話 を 聞いて 大いに 感服した から 都合に よりて は 訪問す る やうに と 注意して 

ゐる。 此の 書面に 添 へられた 二つの 「別紙」 は 九： =：: 十八 口と 十九 日附 である が、 前 者に は 兄 

弟の 右 航海 舉校 入舉の 件に つきて はァ メ リカ 官府より 巾し 來り たるより 太 政 に 於て 決議 

に な り、 給 料 も n  Kn ドル 下附の 害なる 3ほ を 報じ、 「五 百 ドルに て不 足 可. & 候 へ ば、 拙 者 只今の 御 

役 相 勤 居候へば 相應に 遣し 候 事に 少 もさし 支へ 無， 之 安 心 可， 被， 致 候。 來^ 末に は乂々 金子 さ 

愛情い かに も し 送り 可^、 卜 分 安 心無-心 配 1 修行 第 ： 也！ と 認めて あって 甥 を 思 ふ 愛情の 濃 やかなる 人 をし 

^やか 

て険の 熱くなる を覺 えしめ るか ら、 此 の 報に 接した 兄^ はさ ぞ歡害 し 感謝した ことで あ らう。 

橫井小 椀上卷 傳記篇  一 二三 七 


第二 十 1 章 家庭 人と し て  - 一一 

後者に は 前文 は缺 けて ゐ るが、 殘 つて ゐる 部分に は 官軍が 奥 羽 地方 平定の 狀況： 王 上の 御 巡幸 • 

肥 後 藩の 現狀. 下 津休也 上洛. 在京 社中の 姓名な ど を 報じ、 最後の 日付の 下に 當月 改元 是 より 御 

一 代 御 一 號 也と 認めて ゐる。 

ヒ B 渡米 中の 二 甥に 寄せた る 小 楠の 書簡 を 見る と 或は 慰 諭し、 或は 訓誡し、 或は 激屬 するな 

ど 其の 心 遣 は眞に 至れり 盡 くせり で、 又 諸方 面の 時事問題 を 報す るに も對 等の 人に でも 寄す 

るが 如く 親切に 且つ 詳密なる のに は 感心の 外 はない。 小 楠 は文久 三年に 知行 を 召 上げられ 

士席を 差 放 たれた 時、 門弟 共に 「左 平 太 兄弟 成立 次第 國 家の 報恩 も 出來申 候」 と 物語りな が 

ら 謹んで 伏罪して ゐ るが、 其の後 二 甥 をして 國家 有用の 材 たらしめ 横 井家 を與隆 せしめねば 

やまぬ と 力めた 彼の 意 氣込は 寧ろ 悲壯 である。  . 


横 井家の 諷 


一. 撗 井家々 系 

此の 家系 は 肥 後 三 横 井家 ー 名 古 屋の横 井家から 分かれた もので あり、 肥 後で も 數！： 

相榮 えた 横 井家の 中で 現存して ゐる時 愼. 時 昭. 時 長を祖 とせる 三 家— に藏 せられる 系 

譜に據 つたの だが、 小 楠の 家祖 たる 時昭 のに 重き を 置きて 他の 二 家 は 省略に 從ひ、 又 小 

楠の 父と 兄と にっきて は 特に 詳 かに 之 を 記した。 なほ 代々 家督 を繼 いだ 者の^で 明 

ら かなの は 附記した が、 其 の 他の 女子 は總 ベて 錄さ V る ことにした。 

趣 II 丸 —相模 次郞。 


化.^  4^  一 了 

TT  ON  \ィ 


高 時 二 男。 

元 弘の亂 に 鎌 倉 沒搭し 父 高 時 始め 一族が 悲惨な 末路 を 遂げた 時、 家 臣の諷 訪三郞 盛 高 

に 擁せられて 信 濃に 逃れた が、 建 武ニ年 盛 高が 尊 氏に 攻められて 一 败 地に^る  >- や 辛 

うじて 免れて その 行 衞を晦 ました 0 延元ニ 年後 醍醐 天皇に 請 ひて それ迄の 罪 を 勅 兌 

されてから は 北 由 3 顯 家に 從 ひて 足利義 を縑 倉に 討ちて 之 を 走らせ、 正 平七ハ やに は 新 

E 義 興の 麼 下に 參 して 足 利 基 氏 を 走らせて 俱に缣 食に 入った が、 幾 ばく もなく^ 典 敗 

横 井 小 楠上卷 傅 SI  1 11 三 九 


張に 住す 


横 井に 改 M 


附錄ー 横 井家々 系  一二 四 〇 

る \ や 再舉を 謀りし も 成ら ず、 正 平 八年擒 へ られて 鎌 倉 龍 口に 斬られた。 

尊 氏に 降って 伊豆に 住んだ と C 


說 では 後 


-時滿 


次郞— 行 氏— 1^ 太郎。 


時 行の 子。 母 は 熱 田 大宮司の 女。  ■ 

ハ乂沒 後 母と 俱に民 問に 流  一 し、 姓氏 を隱 し， て iiH 張 國海來 都 蟹 江鄕に 住んだ。 

同 國知多 都の 一 小 村 1 後、 SI 人北條 村と ぶ， I に 行 衞を晦 まして 2^ たと。 


說には 


, 時 任 


平 五郎— 甲 太郎。 


時滿 五男。 

至德 三年 居 を！^ 張國 愛知 都 板 江村に 移した" 


-時利 


源 五郎。 


時 任 の 子。 

剛 强放膽 なる ® にて 亂 # に 乘じ海 內を浪 遊し て 國風を 視察す ( 

雨 代 を 横 江 殿と 稱 し、 村 名 を 横 井と 改めた。 


時人 t-i^ と 時 利との 


厂時 永 


源 五郎— 橫井掃 部 介。 


時 利の 子。 

i:!^ 張 國海 ¥ 海 西 二 都を領 して 

二 年 城 を 海 西 郡 赤：： n に 築きて 


姓 を 横 井と 改 め、 是 よ 

之 に據 つた C 


後代々 此ハ姓 を 冒 し た。 明 應 


i 時 勝 


丹 後 守。 

時 永の 子： 


父の 跡を嗣 いで 赤 tin に據 り、 天文 二十 二 年 將軍義 輝に 腸し、 從五 位下に 叙せ 、り れ丹後 守 

に 任ぜられた。  - 


, 時延 is 助。 


時 勝の 子。 

赤 SI 城に 據り、 初 將軍義 昭に屬 せし が 後 織 £ 信お の 靡 下に 參し 畏嶋の 役せ： (の 他に て 軍， 

功が あった。 天 正 七 年 五月 丹 州 氷 上 八幡 城攻 の時戰 死。 


-時泰 伊折 介。 


を 好み 

朱 章 を 

こと 


-時雄 


-時朝 


時 延長 男。 赤目 撗 井の 祖。 

家督して 赤目に 住す。 初 は 信 長、 後 には秀 吉に屬 した が、 遊 獵 

を 捕 ふること に 妙 を 極め 秀吉 から 場所 を 論ぜず 放應 御免の 

家 靡に 仕へ て 關原役 その他に て： 束 功 を 稷み感 狀を與 へ らる 

一 4i 十二 年 七月 卒した が、 横 井の 總 本家と して 子孫 連綿と して 績く 

孫 十郞。   

時延ニ 男。 

家廣に 仕へ 勢 州 Li^ 嶋合戰 にて 死す。 一子 あり 紀州 家の E となる- 

孫 太郞— 孫 右 衞門。 


七 


を 

ら 


ち て 

た 0 

ん だ 


& 义 

t フン 

0  0 


時延 三男。 藤瀬撗 井の 齟。 

初 信 uis- に eg して ST 軍 功 あ り、 後 家 欺に：；： へ關原 役に て 戰功を 

に 住む。 慶 五 年 八お に は 兄 時^ と m に 濃 州 ； S 束、 外 處々 の 

す。 子孫 相賴 いた が、 節 六 代；：：： の 孫お 衞 ns^ 般 はか のお 名な 

横 井 小 祸上卷 傳 記篇 


た 


あ 

お で あ る 

二 1： 一 


^  V  IT  M  II 


附 錄 一 横 井家々 系  _ 二 P 二 

. 小 平 太 I 作左衞 門。  II  I  

1 時.^ 時延 四 男。 祖父 江橫 井の 祖。 

家 靡に 從ひ關 原 役で は 花々 しき 戰功 あり、 小 楠の 『同姓 應對 一件の 扣』 (遺稿 篇 「詩文」 

乙、 四) 中 にも、 「時 久君御 甲は關 原の 節 はたらき にて 破れ 申、 其 癍神 君に 御 目 見、 神 君い つ 

も らぬ 其方の はたらきと 御赏獒 有レ 之、 此 より ハ チ 破れの 作左衞 門と 稱し申 傅な り」 

. と ある。 尾張闕 中島 都風 父 江村に 住ま ひて 義 直に 仕へ 兄 時 泰と濃 州處々 に 於て 戰功 

あり、 馬 廻 組と なり 後 鷹匠 頭に 任ぜられ 寬永八 年 歿した。 尾 州 藩 放鷹に て 有名なる 竿 

鷹 法 は 此の 人の 案出した もので、 此の 家も榮 えて 幾 流に か 分かれ、 其の 子 時 有の 末から 

は 鈴 門の W 擘 で國學 者と して 有名な 十 郞左衞 門宏時 (千 秋) が、 時 有の 子 時貞の 末から は 

文學 者と して 有名な 時 冬が 出た。 

彌 次右衞 門。 法名 妙 心院。  I  1 1 1 —— ..  1  

1^  ^時延 五男。 

元龜 三年に 生れ 寬永六 年 三月に 五十 六 歳に て 歿す。 

尾 張 宗家の 系圖の 中には， 時 延の子 は笫四 男時久 迄で 時 春 は 見赏ら ぬ。 そして 時 久に時 之 • 時 明 • 時 有. 時 

も • 時滕 及び 某の 六 男が あって、 其の 某に つき 「牛 右衞 門、 細 川 越 中 殿 家中」 と あるの は、 次に 記す る 時ゾ只 

のこと であらう か 0 

上記 『同姓 應對 一 件の 扣』 中に も、 「時 春 之 事 段々 承 合 候 所 一 向に 系 圖に相 見不レ 申、 尤も 伊折 介 方家來 にも 

出合 候へ 共是 も同樣 なり」 と ある。 離 國 して 他家に 仕へ た關 係から わざと 時 次 父子の 名 を あげぬ ので は ある 

まい か 0 


肥後撗 井家の 


彌 次お 衞 門一牛 右 衞門。 I 法名 光雲 院傳 譽 宗 心 居 士。  11  !|[  1 

-時 次 I 舂滴 男。 細 川 家 の臣 とな b 忠利 • 光 尙. 綱 に 仕， 1。 

寬永六 年 五月 サ七歲 にして 細川忠 利に 召 抱 へられて 尾 張 赤目より 璺 前に 下り _ 

百 五十石 を 以て 小姓 組と なった が、 同 九 年 十月 忠 利の 移 封に よる 肥 後 入國. の 際 

て 來る。 同 十五 年 二月 肥 前 有 馬の 役に 出陣して 功 あり 歸 城の 後 黄金. 時 服 等の 

り、 问 十八 年に は 三百 五十石 を加祿 されて 鐵跑十 挺 頭 を 命ぜら る。 正 保 三年お 

船 漂着の 際 同地に 派遣され、 歸 りて 後 鐡砲 三十 挺 威に 昇った。 萬 治元ギ 八月 十 

戶に て 普請 用 係 を 勤めて の 歸國途 中、 璺 後野 津 原で 病 残。 享 年 五十 六。 

,^ 1 長吉， I 十 左衞門 f 九左衞 門。 法 名 妙法 院宗詮 居士。  

1^  ^ 時 春の 子。 時 次と 同 じく 忠利 • 光 尙* 綱 利に 仕 ふ。 

寬永六 年 九 歳に して 兄 時 次と 俱に尾 張 赤目より 豊 前に 來 りて 忠 利に 仕へ、 其の 


知 行 三 

隨 伴し 

赏賜ぁ 

^に 外 

ra  =、 江 


移 封に 

十 石 を： 


隨從 して 肥 後に 來り同 十一 年 知行 百 五十石 を領 す。 有 馬の 役に 軍功 ありて 五 

加祿。 貞享 元年 四月 十七 日 六十 四歲 にて 狡。 

His 張 横 井 宗家の 系 圖には 時 助の 名も無い 0 時 助の 後 は 時 常 . 時 勝. 時 仁と 順次 家贄 したが、 享保ニ 卜 ギに家 


I 時久 


吉 兵 衛。 法名 常 照 院 圚 0T 道 意 居士。 


lis- 國 


時 次長 男。 II 利に 仕 ふ。 

萬 治 元年 十月 父の 遣 領七百 石を嗣 ぎ、 番 方 を 命ぜ ら れ た が、 同 三 年 四 お 病-;^ レ 0  ^¥  0 

九郞 右衛門の 妹 。嗣子な く家斷 絶。 

左 平 太— 法名 常 修院 光 も玄心 居士  (別 木淸 法 運 居 ±)   


時 次 二 男。 a 利に 仕 ふ。 

横 井 小 楠上卷 傳記篇 


二 四 三 


阶錄 r 拔 井家々 系  一二 is 

初 ：！： 藩 膽 頭 山本左 太 右衞 門 の 養子と な つ たが 養 父 お 死 後 故 あ つ て 跡 式 立 てられ ざ る- 

こと、 な り、 偶" 兄 時 久の家 も斷絕 につ き、 萬 ^二 年 九月 焚 父 時 の 先知 三 百 五十石 を 與 

へ 、りれ 番方 となり 横 井家に 復歸 す。 寬文 三年 十月 小姓 組に 加 へ ら れ延寶 三年 鐵. 砲 ナ 

挺 頭と なり： 大和 元年 同 二十 挺 1^ に 進み 貞 享 年 六月 十九 n 五十 七 歳で 病死。 妻 は. H 

本 左 太右衞 門の 女。 

權之 助" 法名 西 光 院冬室 » 原 信士。 


レ -1 す dBl 

お 1 時 次 三男 


-時長 


寛 永 十一 年に 生 れ、 松 井家に 仕へ 百 五十石 を 領す。 寬文六 年 十お 二十  一：： la 殺。 妻 は. 

横 井 時 助の 女、 嗣 無し。 

孫 太郞， I 彌 次右衞 門。 法名 潘心院 安山 夢 世 居士。  I  till 

時 次 四 男。 li 利に 仕 ふ。  , 

萬 治 三年 六月 十六 歲 にして 番方を 命ぜ ら れ、 新 知 百 五十石 下賜。 寬文四 年 二月 天苹城 

番を勤 め、 元 祿九年 二月 返 隱し同 十五 年 九月 十四日 死去。 妻 は 松 島 三碩の 妹。 此の 家 

は 時 安 • 時 門 • 時 9 時 從. 時 吉. 時 武. 求 右 衞 門 • 學寅 雄と 相繼 いで 現在の 時 一に 及ぶ。 二 代 儀 

右 衞門時 安 は元祿 十五 年 十二月 赤穗 義士の 十七 人が 細 川 家の 預 りと 成りて^ 年 二月 

四日 右面々 切腹の 節 小 野 寺 十內を 介錯した。 農 學界の 槌烕故 横 井 時 敬 は 求右衞 門の 

四 男で 別に 家 を 立てた の である。 


ぼへ 左 1^ 太— 泥 右衛門，.' 佐左衛 門一牛 右衞 £。 法名 觀照院 心 覺 居士。   

,„H.T 時 画 長男。 綱 利 *宣.& に 仕 ふ。 

貞享四 年 八月 廿五歲 にて 父の 造 領を繼 ぎ番方 を 命 ぜ 、り れ、 年. 十二 月 小姓 組にな り、 元 


祿五年 十 一 "使 番に轉 じ、 M 十 一 年 正お 泰行職 に^ぜられ、 正 德 三 ハキ M 役辭退 後鐵砲 二 

十 挺 頭と な る。 享保四 年鐵砲 三十 挺 威に 昇った が 同 九 年 故 あつ て 返 役 し、 同 十 二  ^ 六 

月サ  一二：：： 六十 六歲 にて 死去 C 妻 は 寺 M 孫 之 允の 女つ る。 其 5 後 は 時 之 • 時 邑. 時 9 時 箱 • 

時 幾 • 時 雄と 相傳へ 現在の 時^に 及ぶ。 

^  ,「. 牛 之丞— 左-平 太。 法名 靈智 院常然 普 照 居士。  ,  

—お ^ 國ニ 男。 綱 利 • 宣 紀 に 仕 ふ。 

,兀 祿 十 一： 一 年 正 月 三 十 歳で 新に 步使番 に 出仕 し. 翌 年 八月 中小 姓と なり 案內^ を？ g む C 

寳永四 年 九月 進み て 小姓 組と なり 案 內役を 兼ね 新 知 百 五十石 を 與 へ ら れ た が、 享 保 八 

年 十月に 足萵 五十石 を 受け 同 十二 年 八 晦 十八 歳に て歿。 無 i*H。 

時 之丞— 淺右衞 門。 法名 究竞院 一 譽乘運 居士。  .  

時國ニ nr 編 利に 仕 ふ。 

元 祿 g 年 九 E 歲十 二 にして 出仕し て fu? 小姓 役と た り、 後 擬 作 一： 一 百 石 を W ご 小姓 役 を 勤 

めた が、！： 十二 年 故あって 浪人 L  、ヘル 文 ：：1 年 五月 十 = 六十 ー歲 で 祸 .^c 子 時 元は 父 死 

後寬保 三 年 十お 時昭の 子時秀 S 養子と な つ た C 


—寺 aw 


や？ 政 之 助— 左 平 太。 法名 凉 it 院 風光 缓道 居士。 

.. 時  一  


片山 平兵衞 一； 男。 宣紀 •( ーポ 孝に 仕 ふ。 

享 保 ，T 1 一 年 十 お 十 五 歳に て 養 父 時 昭 い $^ 領 五十石 を 繼 ぎ、 初 は番方 を、 M 十九 年 十" 

小姓 組 を、 寬 保 二 年 十月 物！^ 列に て 小姓 役 新 組の 組 脇 を 命 ぜ ら れ 足 五 十 石 を 受け 上 

士に 列 せ 、り る C 右 勤 11 巾 紋服 其の 外" i 々の赏 賜 あ り C  W  二 年 六月 サ  一二  n  二 十二 歲で 

.^ 去 C  き つ はヒ 「ん時 席の 女 C 

^井 小： W 上卷 一  二  W 丑 


附錄 一 撗 井家々 系  ニー 四 六 


-^, 淺之丞 —左 平 太。 法名 長 憩 院泰譽 常淸 居士。 

-時 ーフ 時 鹿 摘 男。 宗 孝 • 重 賢 • 治 年 *齊_|- に 仕 ふ。 


寬保 三年 十月 養父 時秀の 遣頜百 五十石 を 繼ぎ番 方 を 命ぜら れ、 寳 曆ニ年 六月から 翌年 

七月 迄 番目 付 を、 明 和 二 年 三月より： i: 四 年 三月 迄 飽田都 白 濱浦番 を 勤む。 同 六 年 九月 

惣銀 支配 頭 赏分を 命ぜら れ、 安 永 二 年 三月 諸 目 附に轉 じ 、天明 三年 十二月に は 算用 頭と 

なりて 上士に 序せられ た。 寬政四 年 三月 家督 已來 五十 年 勤 緩した 功 を 賞せられ て 足 

高 五十石 を與 へられ、 同 八 年 病の ため 依願 返 役した が 永年の 勤 勞に對 し紋附 小袖 を 賜 

ひたる 上に 留守 居. 物 頭 列 を 命ぜられた。 同 九 年 致仕し 名 を 湖舟と 改めた が、 家 督以來 

五十 餘 年間に 役儀 精勤の 爲紋附 の 上 下. 袷 羽 織. 小 袖な ど赏賜 さる- - こと 七 度に 及んだ。 

享和 元年 八月 晦日 八十 歲を 以て 死去。 妻よ せ は 永嶺嘉 平次滿 福 の 長女。 

時 元に 二子 あり、 長男 時 毘は初 は 時 之 丞、 後 に淺之 丞、 更 に 又 作 兵衞と 改名す。 病身の た 

め 家を嗣 がず、 寬政 元年 四月 十二 日 四十 歲 にて 病死。 法名 亭 雪 樓 香 お S 佚 茶 居士。  . ^男 

は 生後 十日に して 夭折。 時昆の 妻し ゆん は 寺井您 右衛門の 女で、 舅姑に 孝養の 勞を赏 

せられ 紋服 並に 白銀 二 枚 を 賜うた。 文化 九 年 五月 二十 五日 五十 五歲で 死去。 法名 香 

樹 院明譽 貞鑑大 姉。 


ま大 IT 法名 普 光院顯 S 慧照 居士 


時昆 嫡男。 齊兹 • 齊樹. 齊 護に 仕ふ。 

寬政九 年 二月 歳 十五に して 諷父時 元の 跡 を Si ぎ 番方を 命ぜ ：ら る。 享 和 元年 十月 犬 追. 

物 .騎 射 数年 出精せ りと て紋付 上下 ー具赏 賜。 文化 二 年 二月 槍術 数年 出精し 皆 傳相濟 


み 同門 をも敎 t し、 學問. 馬術 勉强 し游も 上達， 

i ォ繫 所目附 赏 分 を 命ぜ ら れ、 同 七 年 正月 本 役 

帶 0 同 九 年 正月 玉 名 都 代 赏分を 命 ぜ ら れ、 同 

近領 百姓 共の 騷 動に 際し 處理 宜しき を 得た 

となり、 同 十 年 六月 西本願寺 派 寺院に 宗 意 上 

り 格別 心勞 したりと て 紋服 一 赏賜。 同年 十 

附を 命ぜられ 足 高 百 五十石 を受 く。 同 十二 

藩主に 隨伴 下國の 際牵行 代を務 む。 右江戶 

の 件に 關 しての 勤勞 に！^ し紋付 上下 一 具 賞 

れ足高 二百 石增 となる。 文政  一二 年 十一月 鐡 

高 百 五十石 を 知行に 直さる。 同 四 年 二月よ 

つき 狭 掌した る 功 勞を赏 して 紋付 上下 一 具 

れ、 同 六 年 五月に 至り 1： 許 下箫。 同 七 年 七 月 

て紋附 上下 一 具 •；！： 帷子 了  .H 銀 十 枚 を、 问 年 八 

を赏 賜。 同年 閏 八月 鐵 砲 三 十 挺. 頭 を 命ぜ ら 

三月 諦戮 院 (藩 主 齊 樹) 葬 儀に 常り 格別 心配し 

下賜。 同年 四月 江戶 より 岡 許に 下着す る や 

れて紋 付 袷 一 下賜。 同年 八月 藩侯 齊 護の 家 

紋付 帷子 一 下賜。 同 十 年 二月 蔡冬 十二月 梅 

校 井 小柄 上卷 傳記篇 


-射術 も心懸 冗し とて 《A 詞。 同 五 年 十一 H: 

に韓 じ、 同年 六月より 八お 迄 穿 n 1^ 助 勤 兼 

年 五月 宇 キ下益 城 雨 郡に 轉勤。 同年 八 お 

りと て 赏狀を 受く。 同年 九月 下 ハ„| 城專任 

異議 を^ じ 本山 使曾敎 化の ため 來^ に^ 

一 月 宇 土 郡に 所 とな り 、同 十一 年 七月 目. 

年 二月より 翌十 三年 六月 迄 江 戶に涵 役し 

在勤 中の 十二 年 三月 郡 代 在任^ 備荒貯蓄 

賜 さる。 同 十五 年 二月 奉行 副 役 を 命ぜら 

砲 二十 挺 1^ 養 m 作 事 m  ^ 帶を 命ぜられ 足 

り 江 戶に行 役し、；^ 年 十 一 月江戶邸作^^に 

下賜。 同月 明年 も 引 緩き 江戶詰 を 命ぜら 

ニ丸屋 形作 寧 保と なり 格別 精勤した りと 

月に は 右 同^の 辭令 にて 表 顿紋付 帷子 一 

る。 冋八年 二月より 江戶に 上る。 同九ギ 

たりと て內 方より 白銀 五 枚江戶 邸に 於て 

多年 諸 役儀 を 勤め て 出 粉した る を 《丸 せら 

督. 元 服の 用掛を 勤めた るに 付祝侥 として 

珠院 (齊 1^ の宋 女) 葬 儀に つき 5 ^勢し. 焚^も 

1 二 四 七 


附錄  一 ^井家々 系 

速に 出来したり とて 特に 九 

に れ たる もお：：^ のために 延 

十二 お 右 定傲帶 に 轉ぜし 

五月 調練 幷內 稽古 を 挤別出 

ぜ ら れ、 1: 年 五月^  作事疲 

事 所に て發 病し 卽夕 死去。 

年 己 未 十 一 お 二十 七 n (梳井 

嶺松 院榮譽 嘉祥大 姉。 


武童—典太郎l左K^太。 法名 秋峯院 G- 光 is S 居士。 


一 二  i: 八 

り 1:- 賜 さる。 同：：：：： 江戶行 役 を 命ぜ 

问 九月 傲 帶 お 分と なり、 M 

を 辭し物 頭專務 となる Q  ：!： 十三 ギ 

. 天 保 二 年 正 H: 火 廻 並 盜 賊 改 を 命 

月 定兼帶 に 移る。 同年 七月 四 口 作 

永嶺仁 右衛門 光弘の 畏女。 安政 六 

に よ る) 年 七十 二 歳に て 残す。 法名 


•is 蒈數年 出精せ り 

みたり とて 赏 詞。 

• 槍 術. 游 も心懸 厚く 

し藝術 上達せ りと， 

しき 廉を W て 父 時 

同 四 年 二月 時^ 館 

二 月 穿鑿 役赏分 に 

四月 飽 E. 託 麻 郡 代 

ら れ て番 方と なり 


時 直 滴 男。 後 小 楠の 養父 分と なる。 齊 護に 仕 ふ。 

文化 ra 年 正月 二十 七 口 止 れ、 文 政 四 年 二月 目 見す。 同 五 年 八月 句讀 

とて 金子 赏 賜。 同 八 年 二月 犬追物 稽古 心懲厚 く 挤別出 情し 藝術進 

同 十二 华十 一 月 學問數 ギ勉勵 して 進步 著しく 射 術挤， 別 出精し 居 合 

上達せ りと て赏 詞。 天 保 二 年 二月 犬追物 稽古 心懸- 冗し く 格別 勵精 

て紋付 上下 一 具 赏賜。 同年 十一月 サ 三 rn 廿五歲 にて 文武 藝 心 懸 直 

直の 知行 百 五十石 を 改めて 新 知と して 下賜され 番方を 命ぜら る。 

句 讀師赏 分 を 中 付けられ しも 同年 四月 願に より 免ぜら る。 同 五 年 

韓じ同 六 年 二月 同 本 役と なり , 肪を番 方の 上座と せらる。 同 七 

な H 分、 ハ„^  M'M 北兩 郡， 代 ゆ 勤 兼 帶 を 命 ぜ ら る。 同年 七お 穿鑿 を 免 ぜ 


曜紋付 上 張 一 を 内方よ 

期 を 乞 ひつ、 ある. 5: に、 

力 li^T-  一  "；^づ 二月 これ 

精せ りと て褒詞 を受く C 

兼帶赏 分と なり 问年六 

享 年 五十 三。 妻かず は 

家 菩提寺 往.^ 院 過去帳 


しが ちに 都 代^ 分 を 命ぜら る。 同华十 H 阿 

4^ に 所" 松と なる。 问 年 九 r::; 藩 巡 見 の 際 の 勤 

一 昨 七 年 非常 之 凶作に て 東 目 郡 特に 甚敷同 冬 

や 救 ± 儸 などに 關 する 法令 設定 を 命 ぜ ら れ た 

る樣 E;  く 心配 致したり とて 紋付 小袖 一 赏 賜の 

月 西 丸 普請の 際那 中よりの 上納金 等に 關 しょ 

M 年 六月 病 に て依頌 役儀 を 免 ぜ ら れ た が、 M 

造に つき 恪 勤して 任務 を 逢く し 其の 經費を 節 

赏賜 0 同 十四 年 g: 月 天主 方 支配 頭 赏 分. を 命 ぜ 

七お 諸 役數 ギ心懸 能く  Ssf 務に つ き 格別 粉 勦し 

得 經費省 減の 上に も 特に 注意して 精勤したり 

平素 心懸 能く 恪 勤し 今回 易 倚の 新 製 及び 外樣 

注意し て 諸方 面と 協議す るな ど 数年間 格別の 

高 五十石 下賜。 M 三年 四月 阿蘇 南鄕都 代赏分 

と な り、 2 1^ 八お 座席 足 高  一 R のま X にて 都 代 

り 役儀 を 免ぜ ら れ 留守 番方 を 命 ぜ ら る。 安 

妻き よは 不破 敬^ 郞の 二 女。 

時芥 —— 本 * に两す ろ 所。 

,11 ,3 三 雄— 仁 十郞。 法名 W 法 院永樂 居士。 


南 

こ 

C 


を 


m し 

赏 夏 

畫 夜 

令 蒈 


せ 

と 


し 


座 

な 


政 元 年 


代 に、；：！： 九， や 五 

紋付 上下 一具 

迄の 間 民 4- 乏 

恪 勤し 末々 迄 

を r^- て 達 せ ら 

慮したり とて 

月 德^ 郡 代.！ 4 

たりと て紋付 

閏九 = ^本 役と 

^  一  i!- こ 八.：，、 C 

物 頭 列と なる- 

简 の仕替 につ 

せられて 班 席 

れ、 11： 四ハ牛 正月 

0 同 五 年 三お 

十七 日 四十 


H 野 律 原 •！！  ^ 郡 

赏 賜、： 1： 年 十二 

しきに 際し 村備 

も飢敏 に 及ば ざ 


る 


U 同 十一 年 五 

付 袷 MA 賜。 

ナミ ナ シ 

中、 波 奈之丸 新 


子  一 銀 

る 0 弘 化 

處置 {z| し 

嘉永ニ 年 

て も 終始 

使番 列と 

北 郡 代に 

おに 付 願 

歲こ C  -M 


五 枚 

三 年 

き を 


細 心 

し 足 

所替 

の 

歿 G 


時 直 マ； 男" 叔父 永嶺庄 次 養子と なろ" 安政 五 年 八！：^ 十六 H 死去."  一 

极井小 楠 上 卷傳ち  =篇  ニー  九； 


(蔵 靖時井 横） し附 者緣類 fn 鼙自楠 小 


附 錄 


橫 井家 々系 


-時存 


時 明の 跡目 相 緩。 


き f  M に- V  f 


ゾ v-  ■、  rf-  ^  ^ 

ぶ 


五 

〇 


二 撗井小 楠 年譜 

「時勢」 として 我が 國全體 の 重要なる 出来事 を、 「肥 後」 「福 井」 として！！ 藩の それ を 

記して ゐ るが、 「福 井」 は 小 楠が 應 招した 年より 辭 去した 翌年までに 止めて ある。 

文化 六 年 己巳 小 楠 一 歲 

光格 天皇 御宇 第三 十 年 

八月 十三 日 熊 本 城下 內坪 井町に 生る。 肥 後 藩士 橫井大 平時 直の 次子、 母 は永嶺 かす 子。 

時，！^ 一  前年 英國船 「フエ— トン 號長 崎に 來 りて 出 島の 和 蘭人 を攻擎 せる 事件 あり。 此のた 牛砲臺 

を 長 崎に 新設す。 六月 間 宮林蔵 黑龍江 地方 を採險 して 歸る。 〔關 白〕 魔 司 政熙。 〔老中〕 收 

野 忠 精 i 井 利 和 山 忠 裕. 松 平信 明。 〔京都 所 司 代〕 酒井忠 進。 


肥 後 藩主 細 川 越 中 守齊兹 (天明 七 年 九月 十九 日遣領 相鑌、 第 十代)。 五月 十五 日 熊 本 發參颜 t&t,,.. 


六 n 十八： 


文化 七 年 庚 午 小 楠ニ歲 


時勢 二月 異船 防禦 を 令す。 五月 英船常 陸に 來る。 

肥 後一 藩主 本年 滞府、 十 一 月 十 ni 隱居、 嫡子 兵部大 輔齊樹 家督 (第 十 一 代) 越 中 守と 改む。 

文化 八 年 辛 未 小 楠三歲 

横 井 小 楠 上 卷傳^ 篇  一 二 五 


附錄 二 横 井 小 楠 年譜 


二 五 二 


時勢 六月 露 艦 蝦夷に 來る、 戌 兵、 M 長 ゴロ ー ゥ ニン を 捕 ふ。 十二月 儉約を 命ず。 

文化 九 年 壬 申 小 楠四歲  ， 

五月 廿 五日 祖母 香樹 院死. 去、 年 五十 五 歳。 


時勢 八月 露 艦 高 S 屋 0 兵衞を 捕へ 去 る- 


肥 後 藩主 齊樹 五月 一 日 江 戶發初 入部 (1ST、 

文化 十 年 癸 酉 小 楠五歲 

1^ 


k 勢 五月 露 艦 高 S 屋嘉 兵衞を 送還 

, ^^一  藩主 二月 廿七 H 熊 本 發參觐 

文化 十一 年 甲 戌 小 楠 六 歳 


九月 ゴ a  — ゥ ニン を 還 す- 


の  戍 

符 は 


兵 

任 < 


時勢  一二 月 和 蘭人 來聘。 此 G 年 北 地 

« 司 政 熙 (九 3d 一  條 忠 5 问 上)。 〔〇 

肥 後一 藩主 四月 サ四 n 江 戶發， 歸國 (gJ^«.)o 七月 五ケ 年間 格別 儉約を 示達す 0 

文化 十二 年 乙 亥 小 楠 七 歳 


を 撤 す。 供能忠 敬 沿 海 實 測全圈 成 る。 〔 關 白〕 

) △ 符 は 韓. 竿？ お。 以下；！： じ〕。 


時勢 此の 年 杉 S 玄白 F 蘭 mf 事始』 

井忠進 (四 月) •〇 大 久 保 忠 眞 (同 上 )o 

H 


を 著す。 〔老中〕 〇 井忠 進 (四 月 )o  〔京都 听司 〕  A 


—肥 後— 一 一 t き I サ； 二  n 熊 本 S£(j;j51n, 


文化 十三 年 丙 子 小 楠八歲 

此 の 頃 (11) より 藩擧 時習 館に 入- 舉す。 


^ 四月 江戶 疫癘 流行、 延 いて 八月に 及ぶ。 十月 英艦琉 球に 來り 互市 を 乞 ふ。 〔老中〕 △ 牧 

0 忠 養 十 M^o 

藩主 四月 廿 gl.:: 江戶 發歸國 杯 J, 六)。 

文化 十四 年 丁 a 小 楠九歲 

仁 孝 天皇 御宇 第 一 年 


五月お！： 大旱、 七月に 及ぶ。 九月 二十  一 nH<i: ぉ御卽 位 (一：： 月 御受禪 )o 问月英 船 浦 贺に來 る- 

〔老中〕 cm 水 野 忠 成 (A  i.cs 部 正 き！： 上) •△ 松 平 信 明 R 上) si 翡？； 5s?s£is3。 

肥— 後— 一 藩主 四月 サ 一 日 熊 本 發參觀 SB^O 

文政 元年 戊 寅 小 楠 4" 歳 


—f^l 五月 英船浦 賀に來 り S 易 を 求む。 〔老中〕 A 洒井忠 餐 七月) •△ (挤) 水 野 忠 い：^  (八 月) .0 水 野 忠 

成 (N ヒ) •〇 人 久. 保 忠 BS; 上)。 〔京都 所 司 代〕 A 大 久保忠 M (八 月) •〇 松 ： 牛 m  MR ヒ )o 

肥 後一 藩主 本年 ^府。 三月 從来江 戶藩地 飛脚の 往來月 一 回たり し を 月 ニ同づ 、に 改むリ 

文政 二 年 已卯 小 楠 十  一 ^ 


時勢， 一 七月 物價 下 一 給 を 令 す。 

J!^ 井 小 柿上卷 博 記 篇  一 一 五 j 一一 


附錄 二 横 井 小 楠 年譜 


1 二 五 四 


文政 三年 


肥 後一 藩主 本年 &府、 十二月 十六 zi 左 近衞權 少將拜 任。 

小 楠 十二 歳 


庚 辰 


時勢 十 二 月浦賀 奉行 內藤正 弘に相 州 海岸 守衛 を 命ず C 

肥 後 藩主 四月 サ 五 日 江 戶發歸 n  (g 計 七 

文政 四 年 辛 巳 小 楠 十三 歳 


始めて 經國の 志 を 起 す、 騎 射場の 歸 途下逮 休 也と 相俱に 其の 抱負 を 語り 他日 國 事の 振興に 

當 らんこと を 約す。 


時 勢 十二月 松 前 奉行 を疲し 其の 贅地を 松 前 氏に 還付す。 

肥 後一 藩主 九月 十三 日 熊 本 發參觐 (、針^ u)。 正月 辛 島 才藏 時習 館 敎授を 命ぜら る。 

文政 五 年 壬 午 小 楠 十四 歳 

此の頃 熊 本 城下 水道 町に 轉 居す。 


時勢 三月 上 杉 鷹 山 卒す。 四月 英船浦 賀に來 り 薪水 を 求む。 〔老中〕 A  土 井利 和 (七 月) •〇 松 平 

乘 寬(. 九 月)。 〔京都 所 司 代〕 A 松平乘 寬 (九 月) •〇 內 藤 信 敦 (同 上)。 

肥 後一 藩主 四月 サ 四日 江 戶發歸 國 1||£ノ-.)0 四月 サ 七日 儉約 格別 取締 方 示達。 七月 時習 館敎！ £5 才藏辭 職 C 

文政 六 年 癸未 小 楠 十五 歳 


月 藩より 句 讀. 習 書 出精 相 逹、 且 詩作 も 出精に 付、 金子 贰 kn 疋 被 „ 下 S 


1 IT 


月 藩主に E 見- 


文政 七 年 


時勢 一 八月 シ— ボル ド畏： t に來る 

上)。 〔老中〕 〇 松平琿 延 (十  一 H)o 

港 主 三月 サ 七日 熊 本 發參覲 

甲 申 小 楠 十 六 歳 


此の 夏 諸國大 旱。 〔關， n  〕  A ー倐忠 K  (三 „^)6 膽 司 政 通 (；！： 


時勢 五月 英船常 陸に 來る。 七月 英船 薩摩寶 島に 來寇 す 0 

- 十- 

-着 


ぼ 一 藩主 五月 十五 日 江 戶發歸 ナ" -ほ 


文政 八 年 乙 酉 小 楠 十七 歳 

時勢 一 二月 異國 船打狒 令を發 す。 五月 英船 陸奧 沖に 來る。 〔老中〕 A 松 平 輝 延 (二  村 

家 長 S 月 )o  〔京都 所 司 代〕 A 內 藤信敏 (四 巧) •〇 松 ； 牛 0 任 (五 30 


肥 後 藩主 九：：^. サ 五日 熊 本 發參觐 ま Ji^o 


文政 九ギ 丙 戌 小 楠 十八 歳 


時勢 十 月 近 藤 重 蔵 を 罰 す。 此 の 年 シ , ^叫 Tin 江 戶に來 る。 〔老中〕 △ 阿 部 X 精 (十 =0.A (挤) 械 

村 家 S 十 一 月) 6 松 平膦任 上)。 〔京都 所 司 代〕 △ 松 平跃任 (十一 月) •〇 水 野 忠 邦 H 上)。 


肥 後 藩主 齊樹 二月 十二 口 江戶に 於て 逝去 (諦觀 院と稱 す )o  二月 サ 九：：！ 中 務少輔 細 川 立 政 宇 卜： より 入りて 本家 相賴 (十 

二 代 )o 五月 九日 細 川 越 中守齊 護と 改む、 五月 サ五 n= 江戶發 六月 サ 七：：！ 熊 本初 入部。 

文政 十 年 丁 タパ 小 摘 十九 歲 

横 井 小 柿上卷 傅記篇 •  一 二 五 五 


時勢 


一お 將軍家 齊太政 大臣に 任ず „ 


二 五六 


肥 後. 一 藩主 齊護三 H 四日 熊 本 發參親 九日)。 十 一 月 六 = 淺野 安藝 守 齊置女 益姬と 婚姻。 八月 子弟 心 if む 方に 付 示達。 

文政 十 一 ハ+ 戊 子 小 楠 二十歳 

時 勢 十 月、 密 か に 圖 l^ry シ， "ボルト に 與 へ たる 圈書 奉行 一： 问 橋 景 保 を 禁 獄す。 〔京都 所 司 代〕 


△ 水 野忠邦 (十 一 お) •〇 本 莊 宗 發 (同 上)。 

己 丑 


肥 後 藩主 四月 サ 八日 江戶 發歸國 (11 十 f 


二月 藩 中 若輩に して 黨派を 立て 爭 論に 馳 する 儀に 付！ i 示。 八月 九：：！ 大風。 

文政 十二 年 己 丑 小楠廿 一 歲 

三 月 犬追物 稽古 心懸 厚、 數 年 出精 藝術 格別 相 進 候 段 を 以て 藩主より 賞詞。 同年 十  一 tl:: 學問 


數年 出精 相 進、 居 合 相 達し 、槍術. 游も心 懸候段 を 以て 同じく 藩主より 賞 詞- 


三月 江 戶 大火。 五お 松 平 ウル 信 卒す。 六お 近 藤 ま 藏歿。 九月 シ— ボ ルドに を 命じ 其 

の }$ 渡 を 禁ず。 

肥 後 藩主 一 一 サ八 n 熊 本 發參觐 ffi^^H^O 


IK 保 元 年 


麼寅 


ノ 


楠 廿ニ歳 


時勢 正 水 戶齊眧 藩 政の 改革に 着手。 


肥 後 藩主 ilH 廿 七：：！ 江戶 發歸國 一.^ f 七 H 鶴^ 大風 C 八 代 洪水 A 


天 保 二 年 辛 卯 小 楠 廿三歳 


七月 四 n 父 時 直 死 去パ卟 五 卜 三 歳。 ー 一 月 兄 左 平 太 家督 を 相 縯 す „ 


時勢 大阪牵 行 新 見 正路 二月より 大阪 川：：： を 浚へ て： 大保山 を 築 


異！： 船 蝦 夾に來 り 松 前、 邊 


^ を 戒飭 す。 〔一い 〈都 所 司 代〕 A 本莊 宗 發 (五 月) •〇 太 £ 突 始 (M ヒ )o 


肥 後一 藩主 三 M サ三 &i 本 發參親 ノト  >  三月 藩 中 婚藏の 節 支度 銀 等 禁ぜ 、しる。 八お 衣服 欽^?: j; の 他^!:^ 物：：： ケ 

年間 輸入 を 禁じ、 各地 方へ _ ^註文 難レ叶 段 示達。 

天 保三华 壬： IK 小楠廿 叫 歳 


時 勢 八パ水 戶 齊 昭 0 にに 海防 を 講 ぜ しむ。 九月 m  ,M 陽 歿 す。 


六 tiT 五 H ン 0 


肥 後 藩主 五." 朔： n 江 戶發， tfilii_ ^着 

1K 保 四ハゃ 癸 巳 小 楠 廿五歲 

六月 廿三 n 時お^ 居 1;;;- 生と なる 


四月 藩 地疫疾 流行。 七 お 川 大 洪水 


ゆ 勢 一 此の ギ奥^ 錢條、 米 惯 膨 水 ヌハ 


  水 戶齊昭 ル= 志 編』 に 於て 公武へ = 體 論 を？？ ふ。 

肥 後一 藩主 二  一  H 熊 本 (§g 針 =)。 1： 月 サ：： ： 來叙山 火 f ど 命ぜら る。 十 一 朮！： 筋飢條 Q 趣に 付岡敉 施行。 

ー^^祿 の^々 時！：^ 出^ 方 に 

天 保 五ハゃ W 午 小 楠廿六 歲 

^  t 力 I  二  a  m 大火。 此 ： ：.i- 水 尸 齊 ^  ^  ^ を ^ し に 倘 へ ん こ と を ^Jz  十。 〔 ^  "-  〕  A 

水野忠 邦 (三 ")c  〔京都 ゆ iiir 代〕 厶太 W 1^ 始 (£  松 .^  .U  レ) C 

1 二 五 七 


水^ 忠^ ( 

权 パ 拙 上 s_5?l 体：， にお 


附錄 二 横 井 小 糊 年譜 


二 五八 


肥！ 藩主 滞府、 十二月 十六 日 左 近衞權 少將拜 任。 二月 江戶 大火、 木 挽 町 犀 i^. 雨 末 家屋敷 共 類燒。 七 十四 H 女子 勇 


姬 誕生。 九月 江戶 二の丸 普請 手傳。 十二月 文武 藝誘拔 に 付 直 誊を發 す。 , 

天 保 六 年 乙 未 小 摘 廿七歲 

¥W 十二月 仙 石騷動 裁斷。 〔大老〕 〇 井伊 直亮 (十二月 )o  〔老中〕 A 青山 忠裕 (五 月) .A 松 平 厳 


任 (九 月 )•〇 本 莊 宗 發 (十 一 月)。 

—^ 藩主 滯府、 六月 サ H  二 男訓三 郞江戶 にて 誕生 (後の 第 十三 代慶 順)、 十月 隱居齊 效江戶 白金に 於て 逝去 (諦 了院と 


號 す)。 

天 保 七 年 丙 中 小 楠 廿八歲 

四月 講堂 世話役 を 命ぜら る。 十月 藩主より 舉問 多年 出精 格別 相 進、 詩文 も 出精 相 達、 且居 合. 

叙 術 數年心 懸厚藝 術 相 進 候に 付紋付 上下 一具 下し 置かる。 十 一 月 居 寮 世話役 拜命。 

比の 年爲田 幸賀十 二 支 砲 を 鑄 る。 諸國饑 饉、 奧 羽 最も 


時勢 五月 水 戶齊昭 砲 薹を助 川に 築く 

甚だし。 〔老中〕 A 本 莊宗發 (九月)。 

肥 後一 藩主 四月 サ 五日 江戶 發歸國 (S ほ)。 

天 保 八 年 丁酉 小 楠 廿九歳 

二月 七日 拔擢 されて 居 寮長 (塾長) を 命ぜられ、 心附 として 银歲米 十 傣を與 へ らる。 

米 惯騰食 天下 大 い に 飢ぅ。 二月 大塩 平八郞 m を 大阪に 起 す。 四月 將軍 家齊職 を 家 慶 に 


讓 る。 六 パ米船 「モリソン 號 漂 民 を 護 0 し て 浦 贺に來 る、 浦 贺 牵 行 之 を砲擎 す。 七月 li: 船薩州 

山川 港に 入る。 〔老中〕 △ 大 久 保 忠 眞( 三 月 )•〇 ネ 田 资 赞四 月).〇 松 平信 順. (五 脇 龙 安. S 七 ")* 

△ 松 平信 順 (八月)。 〔京都 所 司 代〕 △ 松 平 信 順 (五 土 井 利 位 (同 上)。 

一^^」 藩主 三月 十  一 W 熊 本 發參觐 c§ss^ 七 H> 七..： 十六 =大 塩 平八郎 sso 關束筋 凶作に 付盖 上米 壹萬 石。 

天 保 九 年 戊戌 小 楠 三十 歲 

此の 年 時習 館內 齊莪齋 に寢 食す る g 、鈔 錄. 詩 話. 文 談. 時事 評 隙 等 載に 任せて 記述せ る も の 一 

卷 ー 『戊戌 雜志』 又は 『寓 館雜 志』 —をな す。 

¥ ^一  三お 江 戶城西 丸 火災。 閏 四月 諸 大名 以下 を = ^飭し 儉約を 守らし む。 六月 藤 人 「モ リン 

ン號 渡來の 始末 を 幕府に 報じ、 幕 府 其 の 處 分 を議 す。 是に 於て 打拂 是非の 論 朝野に 起る。 八" 

水 戶齊昭 封 事 を 上 る。 渡 邊 登 • 高 野 長 英の徒 害 を 著して 大いに 外 寇に儸 ふべき を 論 ず。 〔 京 都 

所 司 代〕 〈土 并利位 S  33^ 部 0 勝 S ヒ. )。 

s,^」 藩主 閏 四月 六日 江戶 發歸國 (ili 二 H)o 三月 十日 西 丸 炎上 献金 八 萬 五 千兩。 五=^ サ 七：：： 藩 地 大風。 

天 保 十^ 己 亥 小楠卅 一歳 

三 I:!:: 江 戶遊舉 を 命ぜられて 出 發、 豐 後鶴崎郡代たる兄時明を訪ぅて同地ょり^！^路大阪に，：^ 

ひ、 そわより 海道 を 經て四 B 十六 日 江戶に す。 林大舉 頭に 謁して 共の 門に 入る。 佐 藤 

一 齋. 松 崎慊堂 等の 碩 攀を訪 ひ、 叉 慕 府重 要人 物. ま 下 或は 諸 藩の 偉材と 交り 特に 水 戶藩藤 m 

横 井 小 楠上卷 傅 記^  1 二 五 九 


附錄 二  51^ 并小秘 < ^跳 i  . . . 

一 二 六 0 

束 湖と 親し。 


五月 ま 置 sf 捕へ、.' 二月 登に楚居 、長 英に 永牢 を 命ず。 〔老 ^^11 

二 月 )6土 井利 和 (2: ヒ )o  ネー ヌ？ ニー 


「^  i-^.-iliJ. 胥朔益 i 久 蒙に 於て 誕， (幼 名義 之 助、 後 澄 之 助)。 一 マ 

^ 残 

天 保 十一 年 庚 子 小 楠 卅ニ歲 

二月 水 戶遊擧 及び 東北 5 を 企てし が、 酒 失の 故 を 以て 同月 九日 歸國 を 命ぜら る。 一二 

p,. 戶 S 足し、 甲 州に 長野淸 淑を S たる 後 道 を 中 仙 S 取りて 京都 こ 立？ 

i きを 發す るに 隐し水 戶齊昭 は 小 摘を需 せんとの 意 ありて 藤 田 東 湖 をして 其 s 

を你 へしめ しも 固辭 す。 a 來兄時 明 S の 5 に 閉居して 舉 問の 仕き 人生観の 建き 

を：^ も。 十二月 十日 、逼 塞 を 命 ぜら る。 

itej 此の 年英 船長 に來る 0 支^ こ H 片戰  一.， g る 0  .  I 「- ff, . 

5 を まこ， さ… 1 -  き J  S 洋 兵制』 I す。 S 秋 

.「：^し".-么ゅに於け.^^。放3をき」、砲銜の改善を7、。 〔まぎ ^ 

A  部 詮勝ニ 月) •〇 牧 野 忠 雅 (3^ 上 )o  -  3 ョィ ..^  _1 ィ」 

一 肥 後 藩主 五月 十五 日ェ, M へ A%aT  f 六 ほ 十六 H ざ 三 , ， 5 

,  )  一 3  JHin  f り Lvv ケ， ぃ谪 1 1^ 熊 木 着 」 ： 月 十三 rr 滴 子 淮之访 -c::Bi  、も q, 广：、 ？.」 ； ，； …ヨシ チカ 

,、.J-::i.,t,  .?「*^f-^-, ノガ 從&: ^一 卜 侍 從叙仟 、兵 部大 棘き 前と 稱 す。 

1 ノぉ 三， M 勇^ 松平慶 永と 緣 組の 約 4:" る 0  i  ^  _ 


天 保 十二^ 辛 丑 小楠卅 三^ 

長！： 監物 (米 田 是容  >  下 律 休 也 (蕉 雨). 荻 ：: 口 譲匿門). 元 田 永 学 (東 野) と 相講擧 す。 藩舉時 in 館に 對し 

て 「大塌 退 野の 舉 風に 復れ」 の 叫と な り、 後 年 實 學 黨 の m ハ起を 見る に 至る。 此の： S よりな 

らん 南朝 史の 著述に 從事 す。 


時勢 五月 水 野 越 前せ 忠邦 幕政の 改革に 着 \ ：ナ す。 同月お ftgl 郞大夫 W: 诈兵式 を 演ず C  ^ H ^ 

邊 登.： W 匁。 此の： if 水 戶齊昭 E 烦を 鑄る。 〔大老〕 △  ：:^ 价^ 亮 2  n)o  〔走 巾〕 A 脇 安^  (二り〕. 

〇 堀 W 正 篤 (三 H).<1 太 W 资 始 (六 4〇M  E 幸 赏 (M 上)。 

一， ^後一 藩主 S 月 六 = 熊 本 發參觐 (ssfoo 同 =* ギ より 三 ケ年 猫又儉 約？ 命 ぁリ。 正月 近 藤英助 時！ 教狡 となる。 

天 保 十三^ 壬 寅 小贿^ 四 歳 


時勢 七お 文政 打狒令 を 緩む。 八^ 相. 總 沿海の 防備 を嚴 にす。 十 一 佐久 IE  山 「海防 八 策」 

を 上る。 

一 肥 後一 藩主 サ九 EZ 江 戶發， ts(gf,> 九.^ 七：：： 五男 一 や N 助 熊 本に て 1 ま 後み Lsaf)o 

天 保 十 i: 年 癸 卯 小 楠 卅五歲 

帷を 下して 舉を講 す、^ ル ： の 門 人は德 富 一 敬、 就 舉生 漸次 數 を！；！ す。 此の ハ.^ 「肥 後：^ 時務！^」 

^§^£ら行ふべき事.貨瓶の政ら止むろ事. ご. S 'ト 0 

m 方 as 度 も 付る 事 二,^ 中の 風俗ち-正す 事 „^ を. as 1^ 


時^ 三月 高 島 四 郞大夫 を 江 戶 に 檻 送 投 獄。 六 卬幡沼 開愁。 〔老中〕 A 水 、ポ (間 九 M).<1 

梳井小 祸上卷 傅記篇  一一 一六 一 


附錄 二 橫井小 楠 年譜  一 二 六 二 

堀 K 正 S 问 上) •〇 阿 部 正 弘 (同 上) 6 牧 野 忠 雅 (十 一 月) •〇( 格) 堀眞黉 (十 二月)。 〔京都 所 司 代〕 A 牧野 忠 

雅 (十  一 400 井 忠 義 (同 上)。 

，肥 後一 藩主 二月 五日 熊 本 發參觐 i^jsl 曰 )o 四月 高 島 四郞大 夫の 事に 坐して 算學師 池 部 啓 太 江戶に 召喚。 

弘化 元年 甲 辰 小 楠 卅六歳 


時勢 四月 松 崎慊堂 病歿。 五月 水 戶齊昭 に隱居 謹慎 を 命 ず (十 一 月解愼 )o 藤 田 東 湖 等水戶 藩の 

名士 幽せら る。 江戶城 本丸 燒 く。 六月 印幡沼 開鑿 を 停む。 七月 和 蘭 使 節、 同 國 王の 忠吿誊 を 齋 

し來 る。 此の 年 露 船 松 前に 來る。 〔老中〕 △ 眞 田 幸 貰 (五 月) •〇 水 野 忠 邦 (六 月) .A  土 井 利 信 (十 £6 

靑 山 忠 3 十 二 月)。 


肥 後 四月 サ 七日 嫡子 慶前 父に 代りて 江戶 發歸國 (151 曰 )o 七月 長岡監 物に 文武 藝倡方 委任。 十 一 月 同上の 儀に 付 示達。 

弘化ニ 年 乙 巳 小 楠 卅七歲 

四月 「感懷 十 首」 —當 時の 境遇. 舉 意. 思想. 感情 等 を 述べた る— を賦 して 親交 ある 譜 友に 示 


時勢 一一 正月 浦賀 新砲臺 築造。 四月 米 艦 浦 賀に來 り 漂 民 を 送還す。 七月 英 船長！^ に來 る。 〔老 

中〕 △ 水 野忠邦 (二月) •〇 戶 田忠溫 (三月) •△ 堀 臭 寶( 四月 )o 

肥 後一 正月 サ 四日 江戶 白金 中 屋敷 類 僥 。七月 十一 日慶前 熊本發 出府。 

弘 化三ギ 丙午 小 楠 卅八歲 


家兄に 從ひ 相撲 町に 移る。 邸內に 一 窒を 建築して 居窒兼 諸生會 護の 場所と す ( 

^ 正月 サ六曰 天 5 御。 二" 十 1 一一 1 太子 s。 ，佛 船琉 球に、 S 月 S まに 來 


^i^^^ii 六月 丁抹船 始めて 浦 賀に入 律。 七月 水 戶齊牆 防 を， し 打拂を 

後に する の I に 賛同す。 5 四 郎大夫 追放 さる。 八月 英船 一一 一隻 琉 球に 來 る。 SS の 勅 

諭 幕府に 下る。 


ま 一 齊 g 月 十八 曰 幕府の 召に 依て 登城、 高 政 其 S しき を S りと て時 服 ふ i を i。 


江 戶發雷 (ias 曰)。 十 一 月 長 岡 監物 文武 藝倡 方 を 免ぜら る。 十二月 池 部啓太 江戶 にて If せられ 霞 

弘化四 年 丁 未 小 楠 卅九歲 

孝 明 夭 皇 御宇 第 一 年  ー 

三月 家塾 を 新築し 二十 餘 人の 諸 生 寄宿す。 實舉 黨に對 する 諸方 面よりの 迫害い よ/ お 

は り、 黨 の內外 頗る 多事。 


¥ ^六月 蘭人 外究 にっき 忠告す。 相. 房 海^ を 警備す。 九月せ 一一 1= 大ま御 卽.^ あ 月水戶 isi 


喜 1 橋 家を嗣 ぐ 0 


藩主 ミ月 九日 熊 本 發參觐 (§1- 一 曰ン。 


L 着 


嘉永 元年 戊 申 小 楠 四十 歳 

¥W 一正 月 佐ま磁野？ 作る。 i 舊 i す C 此の 年？， 重 

横 井 小 楠上卷 傳記篇  一 一一 ま 一 


^錄. 二 税 井小祸 年譜  .一 二 六 S 

〔老中〕 A 青， £ 忠 5 五 .").0 松 平 0  $  =>0 松 平 忠 優 (2 ヒ) C 

rs^ 一  藩主」. lu.^ にっき 滞府。 HH サ三： n 摘 子 慶前卒 小一。 六 《"大 坂 域 修築の 命 を 受け 十二  H 終了  C 九月 二十 三： n  二 男訓三 

郞 嫡子 届、 六 之 助と 改名、 七月 十九 = 熊 本發 出府。 

嘉永 ニハ牛 己西 小 楠 四十 一歳  ， 

九 月 越 藩士 三き 三 作 藩主 の 命 を 承け て諸國 漫遊の 途熊 本に 来りて 小 補を訪 ひ、 共 の 塾 に . 切 

り講舉 する こと 二 旬に して 歸國 す、 こ れ より 小 楠の 名 越 前に 傳 はる。 


3, 一  閏 四月 英艦浦 贺に來 る。 五月 老中 三 奉行 等に 海防の 議を 上らし む。 十二月 諸 大名に 命 

じて 沿海の 警傭を 厳に せし む 0 此の 年 蘭人 始めて 牛痘 を 傳ふ。 私に 洋書 を譯 する を禁 ず。 


肥 後 一 藩主 本年^ 府。 十  一 ^九 ni 三女 勇姬慶 永と 婚 我ね。 

嘉永 三年 爽戌 小 楠 ra: 十二 歳 


^勢 


： 月 和 蘭 王 歐洲の 形勢 を忠 i;" す。 十 月 高 野 長英 ，3 19^。 十一月 海防 嚴飭の 勅 論 再 び ^ 府 

に 下る。 此の 年 西 國 饑 條 、米 憒騰 貴。 〔京都 所 司 代〕 A 酒井忠 義 (七 內 藤 信 親 (九 s)o 

一 WW 一  藩主 五 H: 十八： z 江 戶發§  (き^ gA.=>  . 

嘉永四 年 辛亥 小 楠 M 十三 歳 

上 國遊麼 を 企て 二月 十八 口 熊 本を發 し、 北 九 州 山 陽 道. 南 海 道 (紀 州 の み). 幾 內.^^ 海 道 (名 古 厘 ま 

で). 北陸 道 (金 澤 まで) の 二十 餘藩を 巡 據し八 n 二十  一 nz 歸國 す。 歸 後門 生へ の 敎舉. 實舉黨 1:^ 


志との 講 擧. 勤 王 黨諸士 との 交驩 前の 如 し- 


時勢 正月 中濱 萬次郞 米！： より- る。 三月 和 ^ 麼正 一位 を M ら る。 ；丄 =^  1?； 砲 蔓 を 築 し 

妄りに 海防 を唱 ふる を 禁ず。 〔老中〕 △ 戶 m 忠 ^(七 久 $1 廣 M:(：l: 上 )o 

一 肥 後一 藩主 三月 十五 日 熊 本 發參舰 G§gsii 九 H)c 九お 十八：：： 滴：. H ハ之 助. 兀服、 從四 位下 侍從 叙^、 京大 夫廣顺 と稱す (叨 

治 ：！=U キ韶 邦と 改む )o 

嘉 永五ギ 壬 子 小 楠 四十 s: 歳 

福 井 藩に 於て 舉校を 興さん とする の g 蛾 あ り、 ま EI を 小 に^せて Sjf 校の 制 を 問 ふ。 三 パ 「 s 

校 問答 害」 を 草 して 之に 答 ふ。 


時 勢  一一 二月 水 戶慶篤 大： ：！ 本史』 を 献ず。 五月 A 森 に 砲 ：1 お を 築く。 六お 和 蘭屮比 丹キュ 

ス長 崎に 着、 で蘭領 印. 说 總 任の 書 翰を呈 して：；！ 本の il n を 促 し、 华米 艦の 來朝 をル "ぐ。 九 

サニ  = 叨治： K 皇御 降誕。 〔京都 所 司 代： 一 A  .2: 藤お 親 (十二 月 )6 脇 奴 安 お (M 上)。 


i  §—，ー  藩主 四月 廿四 H 江 戶發脑 1： s^^^l^o 八月 サニ： zgZ: 人！^ 雨。 1^習館敎狡近藤英§病？^$。 

正 = ^「文武 一途の 說」 を 草す。 二：：：： 小川 氏 (吉 十郎女 ひさ) を娶 る。 S:パ菊池^光^^K像を.^I! 

野 如意 輪 寺に 奉納す。 八 バ卜五 口藤 m  湖に 時： に關 せる 辔 面 を 送る。 I  =：  出 (A 次郞 

熊 本に 來り小 楠 等と 會 合す。 ：^^：ド句^^^史川路^！説等；^^使^應接の：^：：；^^崎に來るを以 

投井小 祸上卷 1^ 記篇  一 二 六 五 


附錄 二 横并小 楠ギ譜  一 二 六 六 

て 藩の 內使 として 同地に 赴きし も 川路 等 未だ 來ら ざり しかば、 「夷 慮應接 大意」 を 革して 

川路に 送致 せんこと をお 崎 港 尹に 托して 歸る、 途柳 河に 立 寄り 立 花. 十 時 兩 家 老と會 す。 

時勢 一 六月 米國水 師捉贤 ペリ—  賀 に 來 る。 七月 米 國の窨 を 示 して 諸侯の 意見 を 徵す。 水戶 

齊昭 をして 海防の 議 に參與 せし む。 露 使 。フ 1 チヤ ^ 長^に 來航。 七月 將軍家 慶ー藉 じ 家 定職 を 

襲ぐ。 八月 品 川灣に 砲臺を 築く。  一  四 郎大夫 追放 赦免。 九月 大船 製造 解禁。 十月 吉 H 松 陰 

上 記 .7 1 チヤ チ ン の 率ゐる 軍艦に じて 外 國 に 赴かん として さず。 十一月 幕" 肘^ 米の 方針 を 

公一が す。 十二月 筒井 政 寧 川 路聖謨 お 崎に て 。フ 1 チャコ， と 5: す。 此の 年 西洋 砲術 を 採 川す ベ 

き を 命ず。 〔老中〕 〇 內藤信 親 (九 i。 

肥 後  一 一！！ 主 二月 十日 熊 本 發參親 Gilwlw)o 三.！； 丙 丸 きを 命ぜら る 0 四 " 十二  H 嫡子 慶 顺江戶 55 發下 熊。 六月 相 州本牧 

邊 防禦 を、 十 一 月相 州 御備揚 防禦 筋 御 川 を 命ぜ、 りる。 十二月 十一 = お！： 監物御 備場總 帥の 命 を 受けて^ 本 出發。 

安 政 元 年 甲 寅 小德 四十 六 歳 

七月 兄 時 1- 病死 す、 享 ^四む 八歲。 共の 造 孤 幼弱なる を 以て 順 養子と なりて 、九月 家督 を^ 

縯す。 養父の 知行 和途 なく 下し S かれ、 番方を 命ぜら る。 此迄孃 夷 論者たり し 小 捕の 對外 

意見 稍 變調を 帶び來 る。 


時勢 正月。 フ— チヤ チ ン^ 闘 延期 を t^i し て お 崎 を 去 る。 ペリ— 浦賀に 得來。 三お 米国と 和親 條 

約を綺 結す。 吉 松； K 米 船に 投じて 渡米 せんとして さず. 3 首して 縛に就く。 四月 皇 £5 炎上、 

主上 桂 御所に 移 御。 佐久 象 山、 松 陰 踏 海の^に^ 坐して 狱に 下る。 六お T^T:::!! 國。 七 U 水 


戶齊昭 をして Jsf 政 改革の 議 に參與 せし む。 閏七 月英 國水師 赞 ^HHJ.1H^ お.？^ に來 る。 人 

月英 II と 和親 條約 を 締 結す。 。フ—  H^^i.^  rl 館に 入 i^o 十二月 ni 露 和親 條 約に 調印 0 

WW 一  正 十六 = 慶顺他 一本 發 出府。 六月 十六：：： お 岡監物 他^ 本歸^ C 十  一 監^の 勞を^ ひ佥千 與 0 

安政 ニハゃ 乙 卯 小梳叫 十七 歳 

バ次 不明 (三：！：： か) 長 岡監 物と 絶交。 五：：：： 城 沼 山 に 移轉。 門 生 各 土 を 措 ひ 木 を述び 熟ぶ：： 


を 建設す。 

を 主張す。 


睦 丘 〈問答」 の 著 あり。 銅鐡の 事に つき 肥 後 藩に 建， ：11 す。 比 


よ り 


闽； <1 


，七月お  一 兒を 得た る も. r バ 廿丸 n 夭折し、 越えて 十 一 月 k 小川^ 亦 逝く 〈 


時勢 二月 講武 所 新設 (高 四 郞大夫 砲術 師銘 役と なる )o 蝦 爽地 を^ 府^ 特 とす 0 六，， ； 蘭人 蒸 

汽船 .1 砲を献 ず。 七 =： 勝 義邦等 を 長 崎に 造 はし 蘭人に つき 泡？ 傳 を 行 はしむ Q 十月 rM か 人 

地 黄、 藤 Ei5- 湖 .戶四 蓬 軒 震 死す。 十一月廿三：=主上新內裹に^^幸。 十二：：：； 繭と 和親^ 約 締^。 

〔老中〕 △ 松平乘 (八 <-•△ 松 平 忠 優( 同 上) •〇 掘 E 正！ ：-( 

一， ^後〕 藩主 三月 七 H 江戶 SS  (II 計 六 H)。 九" 桥別險 約 令示增 


i 


安政 三ハゃ 小 iiw 十八 歲 

此の. 矢岛氏 (源 助 妹つ せ) と； &姘。 


時勢 二月 蕃蒈 取調 所^ 設 0 七..； 米^ 總 領事 下 m に來 る。 ホ H  E 松， S 松： 卜 村 熟 を n  く。 

掘 E 正 篤 外 3： 御 川 取 ^ を 命 ぜ ら る 。十 一 ：：：； 足代 弘 訓歿。 〔關， ：： 〕 △ .膽 司 政 通 (八 九 ^  忠 

R 上)。 

梳井 小柄 上卷 .1 二 六 七 


附錄 二 横 井 小 摘 年譜  一二 六 八 

.^1 藩主 二お 十八 月 熊 本 發參觐 六 w)o 十二月 十六 n 左 近 0 桃 中將に 3 外 逝。 十 一 niffi 江 IIS 下 熊。 

安政 牛 丁 巳 小 楠 四十 九 歳 

「沼 山 閑居 雜詩」 を 作る。 五月 十三 R 越 藩， 村 田 氏 松 平 嶽の命 を 承け て來 熊し 小 摘 

招聘の 意 を 傅へ、 其の 內諾を 得て 去る。 嶽は 八月 十二  n 付 書簡 を 以て 細川齊 護に 小 楠 招 

16 の 件 を 懇請す。 其の後 交涉進 渉せ す 十月 廿三 nl に 至り 齊護は 遂に 共 の 請 に應じ 難き 3111 

を 答 ふ。 十二月 廿 五日 1^ 嶽 重ねて 小 楠 招聘 を 懇請す。 十一月 男 2： 儿を^ 叉 雄と 名づ く (後 時 

雄と 改む )o 


時 勢 正月 蕃誊 取調 所 を 開き 幕臣 及び 諸 雜士の 入 舉 を 許す C 五月 所 li 安政 條約 綺； 七月 軍 

艦 操 練 所 を 設 く。 齊昭の 海防 及 び 軍 制 改革に 參 與 す る を 免ず。 八月 r 1 長^に 入津 0 

十 月 ハリス 江戶に 入り 將 軍に 謁す。 十一月 米國 との 通商 倐約議 (ル。 此の 年 ti- 崎に 製鐡 所を設 

く。 〔老中〕 △ 阿部 正 弘 (六 月) •〇 脇 坂 安 宅 (八 牧 野 忠 雅 (九 i.o 松 平 忠 上)。 〔京都 所 司 

代〕 A 脇 坂 安 宅 (八 HYO 本 多 忠 民 (同 上 ).- 

肥 後一 藩主 g..- サ  一 n 江戶 發歸國 二  n 廿ー n 慶顺 府。 

安政 五ハ+ 戊 午 小 楠 五十 歲 

二  n 十九 日 肥 後 藩 は 越 藩に 小 稲 招聘 應 諾 のき を 報 じ、 E  n 廿九ロ 小 楠に 福 井に 赴くべき を 

命す。 三月 十 一 H  二 日 (十二  n たらん) 熊 木 を 出 發ぺ 巾 京都に 於て 橋 木 左. 2： と會兑 し 、四月 七 n 


福 井に 着す、 藩主 待つ に 上 賓の禮 を 以てし 五十人 扶持 を與 ふ。 ^^^後！！：カ叫倫^にて講^-し 

機務 に參與 す。 藩士の 氣受 頗る 作な り。 ヒ： =：： 十七 nz^ ^嶽 幕府より 隠 05 謹愤を 命ぜら， -、 i 戊 

昭襲 封の 報 福 井に 達す。 隨 行の 河 瀬 を歸闽 せしめて 之 を 21^ に 報す ると 仉、 に 福 井 人士の 5 心 

加 はる。 八： ：！： 十七：：：： ぉ永嶺 仁十郞 死去す。 北ハの 報に 接して お 

肥 後 藩と の^に 來赤小 楠 招聘の 交涉 成立した る を 以て 十二 


論 鼓舞に 力む、 爾來 信望 日 

省 を 請願した る に、 偶，、 越 藩 

十五 日 幅 井出 發^ 國の途 


こ 

に 


時勢 一 正月 堀 E 閣老倐 約の 

堀 E に 挖く。 四月 堀 橋 本 

^no  H 米 通 商 倐約調 印 0 一 

に 違 勅 調 印 を 詰 る。 七月 新 

ぜ ら る。 八 =; 八 rz 、七 バ 六 r; 

0 藩 に 勑 1_ ば を 賜 ひ 時 勢 を 0 

勅旨 を 賜 ふ Q 間 部閣老 入洛 

接 す。 十お 近衛の 內 覽 を SfS 

家 茂に 將軍 宣下。 十二月 倐 

政獄 起る。 〔人 老〕 〇 井伊 

上) 部 訟 滕 R 上) •〇 松 や 0 

撗井小 楠上卷 傅記篇 


勅許 奏請の 爲 上洛。 二月 橋 本左內 入洛。 三お 條約不 許： T の 刺 諭 を 

歸 府。 六 月 紀 州 慶 福 (後 家 茂と 改 む) を 將 Bsf の f 子に 決定せ る 33 を 布 

橋 慶 I サ水 戶 齊 昭 A 篤 父子 及び use 張慶 恕. 松 平慶永 登城し て大 老. 老 中 

に 外 國 率 行 を 置く。 慶 恕. 齊 昭 A 永に 1^5 愼、 廣 ？慶 一 妊に 登 # 禁 を 命 

0 去せ る 將耀家 定の喪 を 發す。 同 M 十七 n 水 一：：' を 始め 府 北； の 他 

救せ しめらる 0 九月 關，： ： 九倏 W 忠の 內覽を 111 め、 近 衞忠熙 に 內覺の 

a 鹰司父子^^^職。 梁川歷^^^逝く。 梅リ毅 其の 他 志士の 就 純 前後 相 

め、 九 條の內 覽に復 す。 ^部參內倏約調印 の ^^^^を 分疏す。 廿ー： Z 

約に 關 する 勅 寄 下る。 此の 印 米 .蘭. ？英. 佛 五ケ！： との 倏約 調印. - { 女 

直弼 (S: 〔老中〕 A 别 E 正 S 六 =:)•〈 松 や 忠 上) .0 太 m  0 始 R 

上) •△ 久. 世 廣 G 十 3C 

1 二 六 九 


附錄 二 梳井小 楠 年譜 • 


二 七 


3  I 一一 一え ハ S 本發置 (§a  j。 十 一 月サ晉 從.： 位 上に 叙 せらる。 I 


K 之 助、 長 岡 良 之 助 護美と 稱 す。 

^  I 慶永 四月 sf なる I 命に より IO 六月 外 i 約の 件に 付讓窨 i 府に 出す。 七 バ嘗を 以て 隱居 


^を 命ぜられ、 支族 松 平 曰 向 守 I をして 封 i がしむ。 1. 十.： S 永 は as を 以て I となし 釋， I 

移る。 底 蘇 は 十 „ ^廿  一 n: 左 近 衞櫂少 將兼越 前 守に 任じ 茂 J』 と 改名。 

安政 六 年 己 未 小 楠 五十一 歳 

正月 三日 歸 熊す。 四月 稗び 越 藩の 招聘に 應 じて 福 井に 赴く、  後 同藩の 殖產 貿易の 事に 盡 

瘁す。 八月 長岡監 物の^に、 十月 橋 本左內 刑死の 報に 接す。 十二.^ 五 n 矢^ 源助來 福し 小 

楠の 母 重病の 報を齋 す。 直ちに 歸國 の途に 上り 同 十八 日 沼 山^に 藩 すれば 母 は 旣に十 一 

月 二十 九 曰 年 七十 二 を 以て 死去せ るの 後な りき。 

15,^  一  二月 蔬府 の內奏 により 青 蓮院 f 一條 忠香 譴愼 。 間 部訟滕 歸府。 め內 容堂隐 居、 S 月應司 

. ^衞忠 熙. 三 倐赏萬 蒋钸讓 慎し 八 n 1 橋慶 喜隱. ^慎、 水戶齊 昭永楚 居、 同慶 m 差控、 岩 漱忠零 永 

.... 巾い 免職.^ ま、 川路 麾漢隱 居 差按、 安島 帶刀. 鵜 飼 幸 吉等處 刑。 九月 堀 m 正陸隱 居。 十月 親三樹 

一二郎. 橋 本 左 SE 松 陰 S 刑。 堂 諫愼。 5 本丸 燒失。 十一 に 永 so  0 

. ず近衞 ^免 C 此の 年英 ft. 佛と條 約批淮 交換。 〔老中〕 A 太 m 资始 (七 さ .All 部訟 S 十二 さ 


3, 藩主 木 年 滞府。 二月 十八 P 慶順 熊本發 出府。 八お 十 一 日長 岡監物 (米 W 是容) 病歿 


1^  ilnvn 丙， 形 帆船 一 番丸 成る。 前年より 計畫 中の 物 度會所 設立し 喊產 並に 官货易 根與す 


萬延 元年 1- 巾 小械五 ー 二 歳 

三月 三た び 越 藩の 招聘に 應 じて 一 1 井に 赴く。 「國是 三論」 を 草す。 七 瘡に摇 る。 I 

在 江 戶赛嶽 と國許 重役との ii に 於け る 意思^ 隔を 調^;!！; せし む。 ； 井に て 越 す。 


時勢 正月 遣米 使節 新 見 正 與等米 艦に 投じて 出發。 二月 HA 倏 約批淮 交換。 三月 三：：！ 井 $ -、 

老櫻 S 門外に 於て 刺さる。 四月 華盛顿 にて HI 米條約 批准 交換 0 八月 齊昭  一，^ ず C 九お 鹿 學 

春 ¥容 堂の 謹慎 を 解く。 十一月 國 奉行 堀 利熙. m^o 十二月 米 迪譯赏 スケン 暗殺 せら 

る。 此の 年 菊 会 雨！： と 條約絲 紡。 〔老中〕 〇 安藤信正 二 月) •〇 久 世 廣 周 (三 HO.A 松 ： 牛 乘 仝 (！：")•〇 

本 多 忠 民 (六 《)•△ 脇 坂 安 お (十  一 H).o 松 平 信 義 (十 一 一 月)。 

一，^^ 一  藩主 齊護 四月 十七 H 江 戶龍ロ 邸に て 逝去 (泰嚴 院と號 す )o 慶順閏 三月 十七 H 江 戶發下 熊、 五月 八：：！ 父 看 として 

出府、 七月 十二 rs 領相續 OJ^ 十三 代 y 越 中 守と 稱す。 八月 左近衞 少將拜 任。 九月 十九：：：： 江戶 SS  S^H^O 

一福 井一 ^1^嶽九月四日.^-度愼免ぜらる0 伲し在所へ？？-越攸儀相成難く親類其の他^會害通等^;^盧すべき3:1:^>^せらる0 お^ 

二 月 ！ 一  日 江 戶發初 めて 封に 就く。 

文久 元年 辛 酉 小 楠 五十 三 歳 

^^嶽 の 招 に よ り 三 パ廿§： 日 ；1井 を發し、四 ：！： 中， 3 ぉ府。 ^&茂 昭に講 し 共の 諮詢に 應じ 

過分の 優 S: を受 く。 八：：：： 二.^：:::: d 戶を發 し 九：！： 初 句 福 井蓊。 叫 H 越： t は 小 f^a^g: を 肥 

後 藩に 巾し 入る。 ー 刀 五 n 越 藩 生 數名を 作 ひ； 幅 井を發 して 歸阈 の途に 就き 卜パ I 丸 M 

ャ；^ 熊、 諸 生 は 小 楠 堂に 滯在。 I  ； パ廿-：ハ：：：榜ー：小犯林-^の^^ぁり。 ：：！：廿じ：：：肥後^^ょり越，^ へ 

故 井 小 楠 上卷條 1:1  一一 一  ヒー 


福 

肥 

井 

後 

茂 藩 
_J. 昭 主 

戌 月 順 

十 八 


附錄 二 横井小秘：^^譜 

小 楠 招聘の 應諾を 報す。 ， 


時勢 


に呈 す。 此の 年 江 戶.大 阪 の 

を 英.佛 等 六 ケ國に 派 遣 す。 


月 露艦對 島に 來 りて 密かに 占領 を 企つ 0 五月 水戶 浪士高 輪來禪 寺なる 英國 公使 前 を 

襲 ひて 二 名 を 傷つく 0 六月 \ ^利慶 親、 長 井雅樂 をし て is 1^ 泣 略 の ；說 を 朝廷に 進めし む。 八月 露 

艦 對島を 去る。 十二月 \lp 利 慶親 公武 合 體. 開 國遠 略の 意見書 を 幕府 

開 市、 兵 庫 • 新 潟の 開港 延期 及び ロ露國 の 劃定の ため 竹 內保德 一 行 

藩主 慶順 八月 サ九 w 熊 本 發參親 間 g 日)」 片山 害三郞 1  ザ IE 館 敎挖を 命ぜら る。 

福 井一 茂昭 三月 十九 S 福井發 參觐。 

文 久ニ年 壬 戌 小 楠 五十 四歲 

正 月 十八 日 親友 荻 昌國, S. ，死。 三：：：；： 榜 示犯禁 に對 して 「先 平常 通 

り。 四月 五日 藩主に 上書し 同 夕 召されて 晋 謁す。 蔡 職より 擡頭 

烈しくな り 行く を 以て 同月 越 藩 諸 生 を歸國 せし め、 嶽 に 書 を 呈 

三 日 肥 後 藩より 越 前行 を 命ぜら る。 三 岡 迎に來 る。 六月 十日 頃 

人を隨 へて 熊 本 を 發し福 井に 向 ふ。 途中 春嶽の 急使に 迎 へられ 

行 し、 七 月 六 曰 着 府 す (大 平. 泰 吉は福 井に 着し 二十日 許して 出-:^〕。 

により 總裁職 就任 を 決意す。 爾後 ifi^ 嶽の^ 握に ありて 北ハの 機密に 參與 し後兒 職. 閣 老を始 

め 慕 廷諸 有司に 大いに 北ハの 材^ を 認められ、 溢 府の奥 詰に 重 川 せられん とす。 此の 問 幕府 


り 心得る 様」 との 處分ぁ 

せる 九州の 勤王 運動 渐次 

して 所懐 を述 ぶ。 五月. 卄 

甥 大于內 藤 泰吉外 從僕數 

て 小 楠の み 道を轉 じて 來 

翌 七日 春 嶽は小 楠の 進言 


に 「國是 七條」 を 始め 諸種の 建白 をな し、 三 條. 姉 小路 雨： t 使 滯府に 際して は 公武  一 ..>f の 眉 

是を， 足むべく 建策す るな ど EI 酲 しき， 躍 を. なす。 閎八月 十五 曰 r コ n リ .iy に？ 化る。 九 I::;- 

鄕 M にて、 みや子 生る。 十 二 月 十 九 曰 夜 肥 後 藩 士 吉 田.都 築 と 酒 宴 の 席 ヒ 刺 お に 製 は れ、小 

は 身 を 以て 免れし を 以て 肥 後 藩 其の 士道 忘却 を 責めん とす。 嶽は肥 藩 重役の f 一；； I 解 を 55 

て 彼 をして 福 井に 赴くべく  二十 二日 夜 江戸 を 去らし む。 


時 勢 正 H 浪士 老中 安藤信正 を 坂 下 門に 傷つく。  二お 和宮內 王将： # 家 茂 こ 卸 *t 嫁。 三- y 


葡 修交 通商 條約 批准 交換。 四： n;,^ 津久光 入京。 1! 月廿三 寺 mE ^騒動 あり。 魔 司 政： 逃. 近 i お 小お 

熙の參 朝 を 許し、 鷹 司 輔熙の 愼.靑 蓮 院宫の 永 蟄居 を 免ず。 五月 勅使 大原 m 德 I 下、 久 光之に 隨ふ „ 

蕃 害 調 所 を 洋書 調 所と 改稱。 七お 慶ー せに 一橋 家 再 相 續 を 命じ 將 軍の 後 n- とな し、 松 ； 牛 ^ま を總 

裁 職に 捕す。 八月 岩 倉 具 視. 千 種 有 文 • 富 小路 敬 直辭官 0O 生麥； ^件 あり。 間八お 舰 交代 を 

緩む。 九條尙 忠洛钸 謹慎。 十月 勒使三 條货美 • 姉 小路 公知 着府 C 山 內ぉ堂 をして 政務に 參與せ 

しむ。 十一月 サ 七：：！ 勅使 江戶 城に 入り 勒誉を 傅 ふ。 十二  ni: 朝廷に 掛を設 く。  州^  士御 

殿 巾の 英國へ 4 使 館 を 燒 く。 〔關. 2：  〕  △ 九條尙 忠 (六 ：《:)•〇 近 衞 忠 熙 R  h)o  〔老中〕 〇 板 食 勝 淨 (：： 一 

水 野 忠 精 (1; 上) .A 本 多 忠 民 (2  t>A 安 0 信 正 (四 月) •〇 脇 坂 (ケ： i.A 內 藤 信 親 R ヒ) t お M 

(六 H).A 脇 坂 安 宅 (九. r).〇( 格) 小 笠 原お 行 R 上) •〇 井 上 正 直 (十 月)。 〔京都 守！^" 職〕 〇 松 平 保 (gg 八り) C 

〔京都 所 司 代〕 A  ： 凼井忠 義 (六 月) •〇 松 平 宗 秀 (问 上) 人 (八 ")•〇 牧 野 忠 恭 H 上) C 

一  藩主 二. r サ 江 戶發歸 l:(sn)o 十二  廿 三：！ I 熊本發 翌年 正月 十七：：： 京都 h 一  月十三：：：^^^熊木發トニ 

横 井 小 辅上卷 傅 濯  一 一一 ヒ，； 一 


附錄 二 板 井 小 楠 年譜  一 二 七 四 

月 五 曰 京都！ 時習 館 敎授片 山 喜 三郞轉 役。 

福 井 一 四月 サ 一 日 春歡に 都て 平常の 通 心得 可く 達せら る C 七月 九日 政^ 總裁 職. £. 付ら る。 八月 廿三 日常 盤梳 邸に 移 居" 


茂昭 五月 三日 江戶發 同月 十七 日 福 井 着。 

文久 三年 癸 亥 小 楠 五十 五歲 

福 井に て迎 年。 外交問題に 關 して 幕府に 建 言 す。 四月 越 藩 

病 を 建 言 す」 を 草 し、 尋 で 藩 議ニ條 を 定め 越 藩 君臣 大擧 上洛 

しむべし と唱 へ、 擧藩翁 然として 其の 計畫を 進む。 たまく 

府參覲 する こ と k なると 俱に右 計畫を 主張せ る者處 倒せら 

八月 十一 日 福 井を辭 して 同廿 五日 熊 本に^る。 十二月 十六 

日の 罪 案 確定、 知行 を 召 上げ 士席差 放さる。 


時 勢 正月 慶 喜 .容 堂 入 京。 靑蓮院 宮 還 俗、 荨 で 中 川 宮と稱 す。 


る 英國の 要求 あり (五お 償金 を英 公使に 交 附)。 等 持院に 安置せ 

原に * する もの あり C 三月 將軍 上洛 參 內、 政 務 委任の 勅許 を 賜 

，婦 ー潘す 0 四月 石浩水 行幸。 攘夷 期 を 五月 十日と 定 む。 慶喜來 

船. 和 蘭 軍艦 を砲擎 す。 姉 小路 公知 暗殺 さる。 六月 米. 佛 艦下關 

七： 《 英 艦 七 隻鹿兒 島 を 砲擎。 八月 攘 夷 親 征 を 布 吿 (十 三 n)o 勅 

麼し 、長 州 藩の 堺町門 守衞を 停む。 三 條實美 等 七人畏 州に 走る 


の爲に 「處時 變議」 • 「朋黨 の 

し て 朝. 慕 に 建 言 し 之 を 赏 行 せ 

藩 論 俄に 一 變 して 藩主 茂昭出 

る X に 至りた る を 以て 小 楠 は 

日 肥 後 藩に て 去ハ牛 十二月 十九 

二月 卷： 11 上洛.^ 生麥 事件に 關す 

る 足 利 尊 氏の 木像の 首 を 三條河 

はる。 加 茂 行幸 あり。 春 嶽.容 堂 

0O 五月 長 藩 下關に 於て 米國商 

を砲擎 す。 將軍家 茂 海路^ 府す。 

して 大和 行幸 を 停 め、 參 政 寄 入 を 

0 大和の 變ぁ り。 洋 書 調 所 を 開 


成 所と 改名。 蔬府米 公 使. 和 蘭總 領事と 梳濱鎖 港の 談判 を 開く、  で 英.佛 雨 公使に 會见 を 求 む、 皆 

應ぜず 0 十月 生 野の 變 あり。 春嶽 入京。 十一月 伊達宗城 .慶 喜 入京。 江戶城 ニノ 丸 火く。 十二 

月 池 田長發 一行 を歐羅 巴に 派遣す。 容堂 入京。 慶 喜 • 春 嶽.容 保. 容 堂. 宗 城 を 朝議に 參與 せし む。 

此の 年長 崎に 浩. 蘭 .英. 佛 6 の 語 學所を 置く。 〔關 白〕  <- 近衞忠 熙 (正 400 司 輔 熙 (问 上) 入2 人 (十 

二 月) •〇 二 條齊敬 (同上 )o  〔老中〕 〇 太 E 资 始 (四 月) .Al: 人 (五 月) •〈 小 笠 原 長 行 (六 月) •〇 酒 井 忠 问上 )• 

〇 有 馬 道 純 (七 月) •<! 松 平 信 養 九 月) •〇 牧 野 忠 恭 (同 上)。 〔京都 所 司 代〕 A 牧 L 处忠 恭 (六 お )•〇 稻 葉 正 巳 

(同上) ◦ 

ST 藩主 二月 九日 參內： ，KK ^下賜。 三月 十 一 H#lsl£i. 供奉。 四月 六 ni 領國防 I でい 爲京 都發 (i れ M  一  il バ十 一 口石 


十； S 水 行幸に 就き 社 娘 瞥衞を 命ぜら る。 五. 十 一 H 1 門 畏岡內 膳 藩主に 代りて 出京 Gs^ つ.，.) C  二お 廿四 H 護美 京都 發下 熊。 

九月 十 一 H 護久. 誰獒發 能、 同サ 八日 着 京。 國事 多端の 際 宜しく 塞 力すべし との 朝 命 を 蒙る。 


福 井一 春： i 正 h サニ  H 江戶發 海路 上京。 三月 政治 總 裁 職の 辭表 提出、 廿 一 = 京 發歸！ ：o 廿六 H 逼塞 化 出さる 。五月 十七 

日 幕府よ リ、 十月 六日 朝廷よ リ逼塞 を 免ぜら る。 十 H. 十三： Z 勅 を 奉じ 福井發 上京。 十 一 月 七：： 仰 出さる C 十二" 

容易たら ざる 時節に 付 Ji^ 議に參 すべき 旨 仰 出さる C 茨 二  十日 福 井發入 二：^。 三月朔：：！な發^^；ま。 八ハ 十七： z;g 井 

蒙舰 (> ^中大 垣に て 京師 戒厳の^ を 開き 滞 ¥1 i  H  、  ni 江戶 、着) c 十 1 1 九：：： 江 戶發 上：. ぬ c 

元 治 元ハ牛 s- 子 小 楠 五十 六 ^ 

「海軍^ 答 ffij を 車す。 四月 gr 脇 海 舟の 命に依りて 坂 本能 • お 來訪 す。 二 I？ を や ホ々 

修^の 爲、. 祌 戶の 勝の 塾に 入らし む。 秋 某日 井上毅 四時 軒 を； S ひ 小 のい M い：： ：=- を 叩き 之 を 錄 

横 井 小 梱上卷 傳記 §1  1 二 七 五 


附錄 二 横并小 if: 牛 

して r 沼山對 話』 と い ふ。 


二 七 六 


時 勢 正月 久光 をし て 朝議に 參 與 せし む。 將軍 入洛し 尊 で S ゾ麥 內 す 0 慕 府 及び 水 戶 へ 勅 0 

下 る。 三 H 慶 喜 の 後見 職 を 罷 め 禁 裡 守 衞 總 督.攝 海 防禦 指揮 を 命ず。 五月 慕 府 海 軍 操 棘 所 を ^ 

戶に 設置す。 六月 池 S 屋 事件 あ り、 宮 部鼎藏 死す。 七月 佐 久間象 山 寄 さる C 長 藩士 兵 を 率ゐて 

上 京、 給 門の 變ぁ り、 眞 木 和 泉 ：大 王 山 に ^3  R< す。 州 征伐 布令。 池 S  tj- 發等 使命 を果 さず して 歐 

洲 より 歸り 罰 せ ら る。 八 月 英. 佛 .米. 蘭 四國 聯合 艦隊 下 關を襲 ふ、 畏兵 之と 戰ひ後 媾和 す。 九 月 參 

觐 交代の 制 を 復舊し 諸 大名 をし て 妻子 を江戶 に W かし めんと せし も、 it: はれず。 トー な 

親 謝罪-恭順。 慶 喜に 励して 武 m 耕 雲 齋 を 討 た しむ、 翌 十二月 武 m 加州 ー潘に 降る。 〔老中〕 A 有 

馬 道 純 (四月 )6 稻葉正 邦 (问 上) •△ 板 倉 勝 靜 (六 i.A: め 井 忠 績 S 上 )6 阿 部 正 外 (1: 上) <}(挤)ま 訪 忠 誠 K 上) • 

0(桥) 松 前 宗 廣 (七 H)A 井 上 正 直 (问 上) .As) 誠 訪 忠 誠 R 上) 人 (N 上) •〇 松 平 宗 秀 (八 R).〇 本 多 忠 民 (十 

A  (格) 松 前宗廣 (十  一 i.o 同人 (同上 )o  〔京都 守護 職〕 △ 松平容 保 三 H)6 松 平 春：. iR 上) .<11： 人 (四 n). 

〇 松 平容保 (间 上) C  〔京都 所 司 代〕 A 稻 葉正已 (四 月) •〇 松 平 」；- お 敬 (H- 上)。 


肥 後 藩主 四.^. 十  一 H 從四位 上中將 叙任。 三 廿 三：：： 護久 麥內、 末廣 及び 緒 を 賜 ふ。 翌 n: 登城 將軍 《 刀 を 與ふ。 同ほ廿 

五日 發逢下 熊。 四月 八日 護美 參內、 末廣 及び 哂布を 賜 ふ。 同 十 m 將軍 佩刀 を與ふ 0 同 十五 H 京都 發 下お；。 四月 t 五 H 京， 

守 衞陣營 地と して 壬 生に 於て 一 萬 四千 六 百 坪 を 賜 ふ。 七月 長 州 藩 不穩の 趣に 依り 溝 口 藏人兵 を率ゐ 出京、 船中より 引で え. I す。 

八月 長 防 征討の 命 を 以て 沼 m 勘 解 由 部隊 を 率 ゐて小 倉 應援。 十 一 月 有 吉將監 之に！！ く。 護美 軍を督 して 小 倉に：^ く。 翌年 

正月 兵 を收め て 還る 0 

一， 1^ 井 一 春 • 正月 參與每 々參 上に 付 皇居 勤番 免ぜら る 。時々 登營を 命ぜら る。 二月 大蔵： 大輔に 兼任。 三 ni: 依^ 參與を ぜ j 


ら る。 四月 將 軍より 刀劍 及び 金 千 雨 赏與。 參議正 四 位に 叙 せらる 0 京都 發 I ^福。 茂昭 二月 京都 發ぉ ito 七月 福井發 上京. 

途中 病に 罹り！！ 福。 八月 長 州 征討 副將仰 出され 福井發 京^、 十月 參内節 刀 を 賜 ふ C 京發十 一 月 十  一 ni; 前 小倉ヒ さ 

慶應 元ハ+ 乙 a 小 楠 五十 七 歳 

正月 松 平 宗秀. 阿部 正 外 兩閣老 上京に つき _ ^嶽に 遮 言す。 五 n 廿 nsc 坂 本 龍馬 W び 沼 山^ 

に 至る。 晚秋架 日 元 田 東 野 小 楠を訪 ひて 談錄 『沼 山 閑 P 一  あり。 

iGJ 正月 高 杉 晉作兵 を 馬 關に舉 ぐ 0 三條^ 类 等お 州 を 發し筑 前に 移る C 閣 老松 牛宗秀 及び 

阿部 正 外 入洛。 三月 長 州 再征に 決し 翌 四月 其の 部 5^ を^む。 闺 五月 將ぉ人  一 3- 參 t..- で 人. 义-, 

赴く。 九月 英 *.佛. 蘭 公使^^^艦を率ゐて兵靡に至りて開港と倏約勅許を迫る。 w 部. 松 前 ニ閣老 

譴實。 十月 假條約 勅許、 兵寐 開港 は 之 を 許さず C 十一月 宅 利 敬 親父 子 罪 狀.； - 問。 〔老中〕 ム氺 

多忠民 (二  im 葉 正 邦 (四 月 >〈牧 野 忠 恭 (N 上 )6 松 キ m  ±xm 訪 忠 K 同ヒ) •◦( 挤) 小 ^  ^  ^ 

SAW 部 正 外 (十 月) 松 前 崇 廣 (同上) •△ (格) 小 笠 原 行 R 上) •〇 同 人 H ヒ) 松 平 m  S 上) .CM 倉 勝 

R 上) •〇 松 平 康 底 (十 一 月) .0 井 上 正 直 (同 上)。 

一  三月 三 條實美 以下 五卿筑 rs, 太宰府に 在り、 肥 後^ 他の 四 一 潘と俱 に 其の 赞固を 命ぜら る C 

m 應 二 ハ+ 丙 寅 小 楠 五 十 八 歳 

七 日 二 甥お 崎 を 出帆して 米 阈に向 ふ。 七 嶽の 内命に よりて チォ せた る 鹿， Z 一 

助の 書簡に 對し 時局に つきて 意見 を述 ぶ。 秋 越 藩士 下山 尙藩命 を 以て 来訪す。 滴に トナ 

事に 閥して の 意見書 を 提出す。 

^井 小 楠上卷 傳記篇  .  ニニ 二， 


附錄 二 横 井 小 楠 年譜  一 二八 0 

戶を 東京と 改む。 八月 卽位 大禮。 九月 一世 一元の 制 をお む。 會 降る。 奧 羽 • 北 越の 諸 藩 前後 

して 降 をハ乙 ふ 0 十月 稷本 武揚 艦隊 を 率 ゐて脫 走 C 十三： n 東京に 著 御 C 江 戶械を 皇居と し 東 京 

城と 改む。 萬 機 親裁の 詔 下る。 十二月 廿ニ  rn 車駕 京都に 着 御 C  〔老中〕  <1 板 倉 勝靜ニ お) •△ (桥) 

稻葉正 已三 月) A 松 平 靡 直 (同上) •<! (ぎ 松 平 乘 謨 (同 上) •<! 小 笠 原 長 行 (同 上) .A 稻葉 正 邦 (同 上)。  , 


肥 後 京地の 急報に より 世子 護久 藩主に 代りて 出發 正月 三日 入京。 鳥羽伏見の兩*^!砲火交發す。 旅装 を 解かず 底ち に參 

內泡 直に？ is りて 翌朝， tl 邸。 同 十二 日 議定 職 を 命ぜられ、 isi- で 刑法 事務 總督 となる。 三月 廿ー H 大陵 親征に 供奉す 0 事畢り 

て録藩 Q 

明治 二 年 己巳 小 楠 六十 一歳 

一月 五日 退 朝の 途上 刺客の 凶 に斃 る。 遭難の 趣 一大 聽に 達する や 卽刻侍 ぼ 長 谷少納 言 

を 小 楠 寓居に 差遣 はされ 左の通り 仰 下さる。 

横 井 平四郎 

今日 退 朝 之 途中に 於て 危難に 遇 候 趣 達 n 天聽， 御 驚愕 被 レ爲レ 在、 不， 一 取敢， 侍臣 を 以て 御 尋被レ 下 候 事。 

一 月 六日 朝廷より 滋 野中 將を 經て舊 藩主 細川韶 邦に 左の 御沙汰 書 を 下さる。 

六日 戊 寅  細 川中將 

葡家來 橫井平 四 郞懷昨 五日 退 朝 於-一途 中 i 横死 之 趣 不愍に 被， 1 思 食， 候。 依 レ右葬 禮式等 之爲， 一手 當， 金 三百 

兩被レ 下 候 間 厚相 營可 レー 候 事。 


一 ：！：： 七日 右に つき 京都 肥 後 藩邸より 使 を 以て 小 楠 E: 人中に 左の通り 巾. 達。 

橫井平 四郞儀 別段 之 朝恩 を以 手厚 葬式 被 U 仰 付， 候 通に 付 門人 中 主に 成 御主 意 を 奉じ、 彌以 諸事 無二 造. お- 

様相 心得 取營候 様に 被，, 仰 付 I 爲， 1 御手 常， 金 五 拾： 吶 被，！ 下 m は， 候 事。 

明治 二 年 九月 十二 日 細 川 家より 横 井家 は數代 知行 を 下し 置かれた る 家柄な りと て 小 稲の 養 

母 (至誠 院) に 對し四 人 扶持 給 與の旨 達せ ら る。 

明治 三年 閏 十月 十三 日 細 川 家より ま 勢 佐太郎 (甥 左 平 太の 變名) に 小 楠の 患 與勤让 中の 勉勵に 

對し 家名 取 立て 毎 歳 八十 二 使を與 へらる 3：： 沙汰 あり。 

大正 七 年 小 楠 頌德碑 建設の こと 上聞に 達し 御 下賜 金 あり。  • 

昭和 三年 十 一 月特 3:11 を 以て 正三位 追陞の 御沙汰 あり。 

昭和 四 年  一 n::: 八日 畏き邊 にて は 京都府 知事 大海原 重 義を策 命 使と して 天 校 鹿の 小械 墓前に 

0 遣 はさる。  • 


横 井 小 摘 上卷 傳記篇 (終) 

横 井 小 楠 上 卷傳. SJg  1 二八 一 
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